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| BAARABES OS 1954 年 に 発足 し て まず 手がけ た 事業 が 生態 学 用 語 集 の 刊 
行 で あっ た 。 すなわち 1955 年 の 総会 で 用 語 選 定 委員 が あげ ば られ, 最終 的 に 
は 10 名 の 委員 で 1960 年 に 一 応 の 案 が で き 上 っ た 。 英和 対訳 の 用 語 集 を つ 
くる た め に 和 皆 で 意見 を た た か わし た 頃 の こと を な つか し く 思 い 出す 。 | 

し か し と この 時 は , 基本 的 な 用 語 に 限る こと と し た た め 収 録 語数 は 約 800 で , 
解説 も つけ られ な か っ た 。 その 後生 物 学 辞典 や 生物 学 用 語 辞典 の た ぐい も い 
くつ か 出版 され た が , 生態 学 用 語 の 収録 は きわ め て 少な く 専門 の 文献 を よむ 
上 で は 殆 ん ど 役 に 立た な か っ た 。 一 方 , 生態 学 関係 で は J.R. Carpenter : An 
Ecological Clossary (1938) の ほか , H.C.Hanson : Dictionary of Ecology (1962) な 、 
ども 出版 され , 他 に も 限ら れ た 分 野 の 用 語 集 く た と えば ソ連 の グレ ベン シ チ 
ュ フ の ロシア 語 一 英 一 独 一 仏語 対訳 の 「 地 植物 学 用 語 集 」(1965)> な ど , 参考 
と すべ きも の が いく つか 出 た が , 最近 の 広範 囲 の 生態 学 文 柚 を よむ 上 で , 日 
本 人 と し て は きわ め て 不便 な 状態 で あっ た 。 外国 や 日 本 の 生態 学 の テキ スト 
類 も ずい ぶん 多く , それ ら の 索引 な ど を うま く 利 用 する と , か な り 多 く の 用 
語 の 理解 は 可能 で は あっ た が , 1 冊 に まとまっ て 日 本 人 が 利用 で きる 生態 学 
辞典 は 1 農 も あら われ な か っ た 。 学生 や 初心 の 人 か ら , 何 か そ うい う も の は 
な いか と いわ れ て も , 前 記 の カー ペン ター や ハン ソン の も の を すす め る 以外 
に な か っ た 。 

か つて 生態 学会 で 用 語 集 の 原案 を 検討 し て いた 頃 , 京都 大 学 の 森 主 一 教授 
に ,「 治田 さん , ひと つ 生 態 学 辞典 を 編ん で みて は どう か 」 と すす め ら れ た こ 
と が あっ た し , 事実 私 自身 も 文献 を よむ 合間 合間 に 訳語 の な い 生態 学 用 語 の 
カー ド を つく っ た り し た 時 期 が あっ た 。 し か し 辞典 と いう の は 想像 以上 に 大 
事業 で 。 そん な 片手 間 で で きる よう な も の で は た ない 。 
、 と ころ が 栖 境 問題 が や か まし く な り , 生態 学 に 対す る 関心 が 従来 より 高 ま 

っ て くる と , 関連 する 文献 が 内 外 と も に 多数 出版 され ん る よう に な り , 多岐 に 
わた る 用 語 や 概念 に つい て の 理解 の た め に は , どう し て も 日 本 語 で よめ る 生 
態 学 辞 典 の 必要 性 が 痛感 され る に 至っ た 。 


LOR 築地 書館 で は , 「 生 態 学研 究 シ リー ズ 」 の 刊行 を 意図 し , 池沼 ・ 河 
川 ・ 海 ・ 森 林 ・ 草 地 ・ 耕 地 の 全 六 巻 を まとめ る お 世話 を , 私 が する と と に な 
っ た 。 そ し て その シリ ー ズ が 終了 後 , これ ら の 著作 内 容 を 基本 に し , を の 著 
者 た ち を 中 核 に し て 辞典 を 編ん で みて は と いら 発想 で , 用 語 原 案 が 作成 きれ 
た 。 一 方 , 私 は 多く の 専門 書か ら 用 語 を 抽出 し , 当初 1 万 語 ほ どの 案 を つく 
っ た 。 そ の 考え 方 は , 基本 的 に は 小 項 目 主義 と し , 収録 語数 を な る べく 多く 
し て , 外国 文献 (主として 英語 ., で きれ ば 独 ・ 仏 語 も ) を よむ に あたっ て 二 分 
役に立つ 辞典 に し た いと いう ね らい で あっ た 。 | 

し か し 言葉 は 生き も の で ある か ら , 死語 も ある 一 方 , 日 に 日 に 造語 され る 
と いう 事情 も あり , 多く いれ る と いっ て ふじ つ は きり が な い 。 そ と で , ある 
程度 し ぼる こと と し て 7000 語 台 に 落ち つい た (カー ペン ター や ハン シッ ン の も 
の が 3000 語 前 後 )。 人 名 に つい て も , 生態 学 史 上 一 定 の 評価 を うけ て いる 人 
(原則 と し て 故人 ) に つい て は 独立 項目 と し て 解説 し た 。 

この よう に し て 選ば れ た 項目 を 10 名 の 各部 門 担当 者 (な ら び に 協力 者 ) に 
お 願い し て , 用 語 を 整理 し , 解説 し て 頂き , 私 は 全般 に わた っ て 目 を 通し て 
編集 を すす め た 。 人 間 の つく る も の で ある か ら 完 璧 と いう こと は な いで あ ち 「 
うら が, こう し て 成立 し た 本 書 は , 語数 か らい っ て も , また それ に 対す る 最小 
限 の 解説 と いう 点 で も , 広く 生態 学 を 勉強 し よう と する 学生 ・ 研 究 者 ・ 教 
師 ・ 技 術 者 , さら に 一 般 社会 人 に と っ て 役に立つ も の で ある こと を 期待 し て 
いる 。 「 [ 

そこ で は , 基礎 的 な 生態 学 を 中 心 と し な が ら ゃ も, 最近 の 人 間 生 態 学 ・ 環 境 
問題 ある い は 境界 領域 な ど に 関す る 重要 な 用 語 を も 収録 し , 一 般 の 生物 学 辞 
典 ・ 理 化学 辞典 等 に み ら れ る 用 語 は な る べく 割愛 し た 。 訳語 の な いも の に は 
_ 新訳 を つけ た も の も ある 。 横文字 の まま で 片仮名 書き する こと で すでに 親 し 
まれ て いる も の は それ に 従っ た 場合 が ある 。 い ずれ に し て も , 同意 語 ・ 反 意 
語 ・ 類 語 な ど は =, ⑤ で 示し , 各 項 目 間 の 有機 的 関連 が つか め る よう に し た 。 
解説 文中 に 使用 され て いる 英語 も すべ て 索引 で 引け る よう に し た 。 し た が っ 


て 索引 の 収録 語数 は , 本 文中 に 立て た 項目 より か な り 多 い は ず で ある 。 

こと とこ で 特筆 すべ きこ と は , ドイ ツ 語 で ある が , ちょ うど 折 よ く 国 際 植 生 学 
会 で 来 日 中 の ウィ ー ン 農業 大 学 の Wolfgang Holzner 博士 (日 本 語 の よみ か き 
DCX, 2D OMOBR ARSE CHONDA) に 検討 を お 願い し た と ころ 快諾 
され た 。 国際 植生 学会 の 途中 で も ゲラ の 内 容 に つい て よく 討論 を し た が , さ 
ら に 全体 の ゲラ を 持ち 帰っ て 詳細 な 検討 を され た 上 で 届け て 頂い た 。 ド イツ 
語 は も ちろ ん で ある が , 日 本 語 の 内 容 に つい て も 重要 な 指摘 を いく つか 頂い 
て いる 。 ま た 現在 在 米 中 の 大 久保 明博 士 ( ウ シン トン 大 学 客員 教授 ) に も ゲラ 
の 段階 で 目 を 通し て 頂き , 有益 な 御 助 言 を 頂い た 。 両 氏 の 御 援助 に 厚く 御礼 
申し あげ た い 。 * 

辞典 で は よく 用 語 を 複数 形 で 示す こと が ある が , 本 書 で は 単数 形 を 原則 と 
し た 。 た だ bacteria (単数 bacterium) の よう な も の は 複数 形 が 自然 な の で , そ 
の 方 を 採用 し た 。 独 ・ 仏 語 で 英語 と ほ と ん ど 同 じ サ バンナ (savanna, Savanne。 
savane), 他 感 作用 (allelopathy,・Allelopathie。 allelopathie) な どの よう な も の は , 
独 ・ 仏 を あげ る 必要 は な いと いう の が ホル ツナ ー 博 士 の 意見 で あっ た が , 外 
国語 に 不慣れ な 日 本 人 の た め 人 た , 結局 は これ ら も の こす こと と し た 。 

は じ め 英 語 か ら 用 語 を ひろ い 日 本 語 訳 を つけ て いっ た の に , 辞典 で は 日 本 
語 が 見 出し に な っ て いる た め の 不 都合 が 若干 ある 。 た と えば indicator は 指標 
ある い は 指示 薬 で ある が , 日 本 語 見 出し だ と 二 つ に わけ て , 両方 に 同じ 英語 
を あげ る こと に な る 。 everglade を は じ め 沼 沢地 と 訳し た が , 逆 信 沢 沼地 は エ 
バグ レー ド の み で な く marsh, swamp, fen YDSO, 前 者 の 訳語 を エバ 
グレ ー ド と し た 。 こ れ ら の 用 語 の 混乱 は な る べく 避け る よう 則 し た が , 多少 
ひっ か か る と こと ころ が あっ た 。 浮遊 生物 と プラ ンク トン の よう に 両方 と も 同様 
に つか うら う も の で は , 日 本 語 の 方 を 主 項目 と する 一 方 , 片仮名 書き の 方 も 項目 
と し て 採用 し た 。 


まだ まだ 私 ども の 気づか な い 不 備 が ある か と も 思う が , これ ら は 版 を 改め 
る さい に 改善 し て いき た い 。 別 記 一 覧 表 に 記 し た 執筆 者 の 方 々 の ほか , 築地 


書館 社長 土井 庄 一 郎 、 編 集 部 長 矢野 腎 治 , 編集 部 の 角田 得 夫 , 根本 明 , 加瀬 
美恵 子 の 諸氏 . お よび 多く の 嘱託 ・ ア ル バ イ ト の 諸氏 と の 長期 間 に わ た る 苦 
闘 か ら 解放 され る に あたり , 一 筆 所 感 を の べ て 刊行 の 辞 と し た い 。 


昭和 49 年 7 月 23 日 
編集 責任 者 BH 真 
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O 飯 泉 茂 (東北 大 学 ) 一 一 草地 ・ 耕 地 ・ サ バン ナ ・ 砂 漢 ・ 気 象 ・ 
気 師 ・ そ の 他 
O 伊 谷 純一 郎 ( 京 都 大 学 ) 動物 社会 学 ・ 動 物 地理 学 ・ 人 間 生 態 学 ・ 
大 塚 柳 太郎 (東京 大 学 ) その 他 
西田 利 貞 ( 東 京 大 学 ) 
_O 歳 俊一 (名 古屋 大 学 ) 一 一 個体 群生 態 学 ・ 有 害 動物 防除 ・ 生 活 史 ・ 


小野 勇一 (九州 大 学 ) 行動 学 ・ 動 物 生産 ・ そ の 他 
日 高 敏隆 (東京 農工 大 学 ) 
HARE (eG EAS) 


宮田 正 (名 古屋 大 学 ) 

〇 手塚 泰 送 ( 東 京都 立 大 学 ) 一 一 一 微生物 生態 学 ・ 生 理生 態 学 ・ 環 境 生態 

学 ・ そ の 他 
O 中 村 純 (高知 大 学 ) 一 ーーーーー 一 古 生 態 学 ・ 遺 伝 生態 学 ・ 種 生態 学 ・ 進 
化学 ・ そ の 他 

Oo 洛 田 真 (千葉 大 学 ) 一 ーーーー 一 一 方 法論 ・ 生 態 学 史 ・ 雑 草 学 ・ 都 市 生態 
AREE (RRKY) 系 ・ そ の 他 全 般 
太田 邦 昌 (東京 経済 大 学 ) 

oO 原田 英司 (京都 大 学 ) 一 一 一 一 海洋 ・ 海 洋 汚染 ・ 動物 地理 学 ・ そ の 他 


Oo 水野 寿彦 (大 阪 教育 大 学 ) 一 一 一 陸 水 ・ 陸 水 汚染 ・ そ の 他 
O 宮 脇 昭 ( 横 浜 国立 大 学 ) 


植物 社会 学 ・ 植 物 地理 学 ・ そ の 他 
依田 恭 二 ( 大 阪 市 立 大 学 ) 一 一 森林 ・ 熱 帯 ・ 山 岳 ・ ツ ンド ラ ・ 極 地 ・ 土 
壌 ・ 種 内 競 争 ・ 生 態 系 ・ 生 産 ・ そ の 他 


JUBA 


原則 

1. 小 項目 主義 に よる 。 

2. 各 項目 は 表 音 見 出し ・ 項 目 名 ・ 外 国語 (英語 ・ 独 語 ・ 仏 語 ・ ラ テン 語 
その 他 ),。 お よび 解説 ・ 参 照 項目 名 に より 構成 する 。 人 名 項目 は LORE 
見 出し ・ 原 級 ( 姓 ・ 名 )・ 生 没 年 ・ 解 説 ・ 主 着 に より 構成 する 。 : 

3. 表 記 は 当 用 漢字 ・ 現 代 か な づか い に よ る が , 必要 に 応じ て 当 用 漢字 以外 の 
も の を 使用 する 。 送 り が な は , 唄 院 の お それ の ある 例外 を 除い て , 族 容 き 
れる 最短 縮 形 を 送る 。 

4. 学術 用 語 に つい て は 学界 の 慣用 語 を 優先 する が , 必要 に 応じ で 新 用 語 を 積 
極 的 に 収録 する 。 

5. 外 国語 中 ・ 解 説 中 の 英語 お よび 人 名 を すべ て 巻末 索引 に 収録 する 。 


表 間 見田 し の 表記 
1. カ タカ ナ を 用 い , 現代 か な づか い に 従 っ て 表記 する 。 
2. 長音 は すべ て 長音 符 "一 ' に よっ て 示す 。 

例 : < 濃縮 係数 >< ノ ーシュ ク ケ イス ー>, 平行 群集 > つ < ヘ イ ュ ー グ ン シ 
ーー 

| 慣用 表記 の 定着 し て いる 外国 人 名 な どの 固有 名 詞 に つい て は 例外 と する 。 
例 : <Thornthwaite の 気温 効率 > つ <〈 ソ ンス ウェ イト ノ キ オ ンコ ー リ ッ ツ 


3. 外 来 語 ・ 外 国人 名 な どの 表記 に つい て は , 少数 の 例外 を 除い て , 英語 の 


"マー ヴ リ まつ ラフ と する 。 

例外 REY YAW’ ほか 
4. ア ルフ ァ ベ ッ ト 表 記 は , 次 の 表 音 に よる 。 

A (エー), B( ビ ー), C( シ ー), D( デ ィ ー), E(1—-), F(=7), GY 
ー), H(=»F), 1 (アイ ), (ジェ ー), K(7 =), 、 し (エル )。 Me 
ム ), N(=%), O( オ ー), P( ピ ー),。 Q( キ ュー), R( ア ー ル )。 S( エ 
SA), (ティ ー), U( ユ ー), V( ヴ ィ ー), W( ダ ブリ ュー), 双 ( エ ックス ), 
"Y(74), Z( セ ッ ド )。 


vii 
算 用 数 字 と 組み に な る 場合 は 次 の よう に 扱う 。 
例 : <C。 型 植物 >ー く < シー スリ ー ガ タ シ ョ ク プ ブツ >, < く Ao 層 > つ < エー ゼロ ワウ 


ン ソ ー> 


項目 の 配列 

1. 表 音 見 出し の 50 音 順に よる 。 

2. 拐 音 ・ 促 音 は 直 音 の 次 の 音 順 と し , 接 音 は 50 音 の 最後 と する 。 

3. 清音 一 濁音 一 半 濁 音 の 順 と する 。 

4. 長音 は その 部 分 に 長音 の な い 表 記 の 次 の 音 順 と する 。 
例 : < ュー ド >ー く < ュー ドー> つ < く コ ドク ソー> つ < コー ドク ツ > の 順 

5. 同音 の 場合 は , 項目 名 に つい て 1 字 目 か ら 順次 比較 し , 字画 数 の 少な いも 
の を 先 と する 。 
例 : < コード ケ イ 〉( 光 度 計 ) つ < ュー ド ケ イ >( 高 度 計 ) の 順 


項目 名 

1. ひ ら が な ・ 漢 字 ・ 算 用 数 字 に よる 表記 と する 。 

2. 表 音 見 出し と 同一 の カタ カナ 表記 を 含む な も の は , その 部 分 を ーー で 示し て 
省略 する 。 | 

3. 理 解 を 助け る た め , 当 用 漢字 以外 の 漢字 を 用 いる こと が ある 。 

4. 同一 意義 を も つ 項 目 を 二 つ 以 上 並列 させ る こと が ある 。 
例 ・ く < 受粉 , 授粉 > 

5. 外 国人 名 は 原 綴 を 用 いる が , ロン ア 人 名 ・ ギ リシア 人 名 は = ローマ字 綴り に 
書き 替え る 。 日 本 人 名 は 姓 ・ 名 と も ゴチ ッ ク 体 に し , 外国 人 名 は 姓 の み ボ ポ 
ー ル ド 体 に する 。 


外国 語 

1. 全 項目 に , 対応 する 外国 語 を 収録 し L[ ] 内 に 記す 。 英 語 以外 に , 独語 ・ 仏 
語 * ラ テン 語 ・ そ の 他 を 併記 する こと が ある 。 

・2. 英語 ・ ラ テン 語 ・ 独 語 ・ 仏 語 の 順 で 並列 し , 英語 ・ テ テン 語 は 無印 , 独語 
は め ⑥, 仏語 は ⑥ で 示す 。 

3. 同 一 項目 名 に 二 つ 以 上 の 英語 (独語 ・ 仏 語 な ど ) が ある 場合 は , カン マ で 切 
っ て 併記 する 。 


Vm 

4. 同 一 綴り を 繰 返 す 場合 は , 次 の 要領 で 略記 する 。 
例 : <tree line, t. limit>, <stabilized dune, d. fixation> 

5.( ) で 括っ た 部 分 は 省略 可能 で ある こと を 示す 。 
例 : <allogen(etic> で は allogenetic と allogenic の 両方 と も 用 いら れる 。 
く (root) nodule bacteria> で は root nodule bacteria と nodule bacteria の 
両方 と も 用 いら れる 。 

6. 名詞 に つい て は , 原則 と し て 単数 形 を 採用 する 。 

7. 項 目 の 解説 が ①②… と 区 別 さ ん れ て いて 対応 する 外国 語 が 異な る と き は , そ 
れ ぞ れ の 外国 語 の 前 に ①②… を 付 し て 区 別 する 。 


解説 

1. 同 一 項目 で あっ て も 内 容 が 著しく 異な る 場合 は ①②… と 区 別 す る 。 。 

2. 解説 内 容 を 細か く 分 け て 記す と き は (1)(2)… を 用 いる 。 

3. 同 格 の 名 称 な ど は , 原則 と し て 中 黒 +? で 列記 する 。 

4. 解説 文中 の 外国 人 名 は 原 綴 を 用 いる 。 人 名 の 後 の ( ) 内 の 数 字 は , 当該 事 
項 研究 の 西暦 年 号 を 示す 。 | wae 

5. 人 名 項目 の 姓名 の 次 に , 生年 て 没 年 "を 記す 。 没 年 "が 記さ れ て いな い 場 合 
は , 生存 中 で ある 。 解説 末尾 に く < 主 著 > と し て , 主 な 単行 本 ・ 研 究 論文 を 原 
則 と し て 初版 ・ 初 出発 行 年 と と も に 示す 。 て 


参照 項目 | 

1.' 三 * は , 解説 の な され て いる 同義 項目 へ の 送り を 示す 。 

2°) は , 解説 の な され て いる 関連 項目 ( 頻 似 ・ 付 普 ・ 反 義 項目 な ど ) へ の 送 
り を 示す 。 | | 

3. 参照 項目 が 二 つ 以 上 ある と き は , 同義 項目 一 関連 項目 の 順に 列記 し , それ 
ぞ れ の 表 音 見 出し の 50 音 順に よっ て 配列 する 。 
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アイ エッ チ ディー CMD; Internation- 
al Hydrologic Decade] 三国 際 水 文学 十 
年 計画 

アイ サ ツ コー ドー 挨拶 行動 [greeting 
behaviour] 一 つの 社会 集団 の 中 で 個体 間 
の 緊張 を 解く 社会 行動 の 一 つ 。 2 個体 が 一 定 
期間 以上 別 行動 を と る こと に より 繁 張 が 生じ , 
また その 緊張 を 解消 する 行動 が 穏やか な 形 で 
行わ れ た と き , これ を 挨拶 行動 と 呼ぶ 。 本 来 , 
夫 和 行動 か ら 生 し た も の と 考え られ る が , チ 
ン バ パン ジー や ヒト で は , すでに それ と は 独立 
し た 動機 づけ の 機構 を も っ て いる と 考え られ 
る 。 

B4ee—- LA ユー [ICSU ; Interna- 
_ tional Council of Scientific Unions] 

- 国 際 学 術 連合 会 議 。 イ クス と 呼ば れる 。 

アイ ジー ワイ LIGY ; International 
Geophysical Year] 王国 際 地 球 観測 年 

アイ デル タ シ ス ー 一 一 指数 [I。>-index] 
分 布 集中 度 の 指数 と し て 森下 959) が 導い た 
も の で : 


で 与え られ る 。 た だ し , g: 区 画数 , z,: ヵ 番 
目 の 区 画 内 の 個体 数 G=1…, の , T: 総 個体 
数 。 こ れ は Simpson (1949) の 多様 度 の 指数 に 
区 画数 ? を 掛け た も の で , の 値 は Poisson 
分 布 で は 1, 集中 分 布 で は 1 より 大 , 一 様 分 
布 で は 1 より 小 と な る 。 標本 に つい て の 統計 
量 と し て 提案 され た が 最近 , 有限 お よび 無限 
母 集団 に お ける の パラ メー ター (7。7 か ) も 
導 か れ , 各種 サン プリ ング 法 や 群集 構造 の 解 
析 へ の 応用 な ど 多 方 面 に 発展 し つつ ある 。 

アイ ビー ピー LIBP ; International 
Biological Programme) 三国 際 生物 学事 
業 計画 

アイ マー Eimer, Theodor, 1843~1898 
ドイ ッ ツ の 動物 学者 。 チョー ビン ゲン 大 学 教授 。 
BAMA BIC ROMS UT, 定 向 進化 説 を 提唱 し 


了 放 ん すず ( 1 


た 。 

アウ スト ラロ ピ テ クス [Australopithe- 
cus] 洪 積 世 初 期 か ら 中 期 に か け て , 旧 大 陸 
の 各地 に 生息 し て いた 猿人 。 現 在 Australo- 
pithecus africanus, A. robustus の 2 種 に 分 
類 さ れ て いる 。 頭蓋 容量 は ゴリ ラ と 直立 原 人 
と の 中 間 に 位 し , 犬歯 は 突出 し て いな い 。 不 
完全 で は ある が , 習慣 的 な 2 足 歩行 を し て い 


た と 考え られ る 。 サ ベン ナ に 生息 し , ROG 


(オル ド ワ ン カ ヵ カルチェ ュ ア ) を 使い , 食性 は 雑食 性 
で あっ た と み ら れ る 。 

ア エイ キョ ーシュ 亜 影響 種 [sub- 
influent, s. species] 影響 種 

ア エン ガン タイ BAHAR (sublittoral 
zone, s.region, eprofundal r. ①DSub- 
litoralzone, sublitoraler Curtel (zone 
sublittorale] 底 生 区 の 生態 的 区 分 常 の 一 
つ 。① 真 沿岸 帯 に 引続き くも の と し て いう と き 
に は , 深 さ 30~40m か ら 陸 棚 外 縁 ま で の 部 
分 。② 潮 間 帯 を 意味 す る "1ittoral zone に 引 続 
くも の と し て いう ときには, 低 潮 線 か ら 陸 棚 
外縁 まで の 部 分 。 水 の 流動 ・ 水 温 ・ 溶 存 酸素 
量 な どの 物理 的 化学 的 変化 が 少な ぐ な る の で , 
有機 物 の 破砕 され た 泥 や 内 殻 が 堆積 する 。 と 
くに 貝類 の 死骸 や 破片 の 堆積 し た 部 分 を 内 殻 
帯 shell z. と いう 。 

ア エ ン ショ クセ イ 亜鉛 植生 [zine 
vegetation ⑪DCalmeivegetation| if 
鉛 土壌 に 特異 的 に 成立 する 植物 群落 。 ア ェ エン 
スミ レ が 有名 。 

ア カイ ガン セイ tt [submari- 
time] 河口 洲 周 辺 や 渦 湖 な どの 淡水 域 や 海 
岸 付近 だ け で な く , か な り 内 陸 に も 分 布 し て 
いる よう な 植物 に つい て いう 5。 

アカ イネ トン [akinetom] 無力 浮遊 生物 。 
浮遊 生物 の う ち で 浮遊 卵 の よう に 運動 力 を 欠 
くも の 。 

アカ シオ PHM Cred tide, akashio, 
r. water) 苦 潮 ・ 苦 水 ・ 青 潮 と いわ れる も の 


BIT srs 


も 含む 。 あ る 種 の 浮遊 生物 が 限ら れ た 表面 水 
域内 で 急激 に 増殖 し て ,。 水 の 色 が 変る ほど に 
な る 現象 。 そ の よ が か な 浮遊 生物 に は , WEE 
深 類 ・ 匠 藻 類 ・ 藍 藻類 ・ 織 毛虫 類 な ど が 知ら 
れ て いる 。 

アカ ミ RF [daramaen] 心材 

アカ ユキ RS [red snow, blood s. } 
BeKORACHAT SBA L~aBeaRR 
で , 高山 や 極地 の 雪渓 や 氷河 で 早春 に 見 られ 
る 。 Chlamydomonas nivalis が 最も 有名 で あ 
り , 赤色 色素 の haematochrome が chloro- 
phyll を 覆う た め 赤 色 と な る 。 雪 の 華 snow- 
bloom の 一 例 で , fhic RE - GS - BAe 
ども 知ら れ て いる 。 

アカ ンタ イ 亜寒帯 [subarctie zone, 
subpolar z.] 亜 北極 的 地帯 。 温 帯 と 寒 帯 の 
間 に あ る 気候 淀 。 月 平均 気温 10~20°C の 月 
が 1 4 ヵ月 あり , 他 の 月 は より 低温 で ある 
地帯 。 低 温 で ある が , 短い 夏 が ある の で 生育 
期間 の 短い 植物 が 育ち タイ ガ な どの 森林 を 形 
成す る 。 湿 潤 気 候 で は 常緑 針葉樹 林 帯 が , 半 
乾燥 気候 で は 落葉 針葉樹 林 帯 が 対応 する 。 林 
学 で は 亜寒帯 は 寒 帯 に 含め る こと も あり , そ 
の 場合 は タイ ガ は 寒 帯 林 に 含ま れる こと に な 
る 。 DHA 

アカ ンタ イリ ン 亜寒帯 林 (subarctic 
forest (zone), borealf.] 亜寒帯 に 成立 
する 森林 の 総称 で ある が , 森林 淀 と し て 用 い 
る と き に は , ぉ つう 常緑 針葉樹 林 帯 と 同義 に 
用 いる 。 寒 帯 林 と いう こと も ある が , MEG 
区 分 の 上 か ら は 正しく ない 。 

アカ ン ボ ー [infant] アカ ン ボ ウ 。 貴 乳 
類 の 発育 段階 の 一 つ 。 一 般 に 母親 か ら 授乳 さ 
れ 保護 され る 段階 。 高 等 な 霊長 類 で は 母親 に 
運ば れる 。 

アキ ノ 秋 の [serotinal, autumnal | 
と くに 秋 の 季節 景観 に 用 いる 。 

アキ ョ クソ ゾー 亜 極 相 Csubclimax, ser- 
climax ⑪⑩Subklimax ®sousclimax] 野 
火 ・ 採 草 ・ 放牧 ・ 伐 採 ・ 野 生 動物 に よる 食害 
な ど 気 候 因 子 以外 の ファ クタ ー が 加わ っ て 極 
相 に 達する 以前 の 段階 で 遷移 が 阻止 され , 見 


か け 上 安定 な 群落 (群集 ) を 作っ て いる も の 。 
採草 地 の か や ば , 放牧 地 の 草 原 , Hemel 
の 人 為 に よる も の , 強い 強風 下 に ある 海岸 低 
木 林 の よう に 自然 条件 に よる も の な ど が ある 。 

アキ ョ ク チ ホ ー 亜 極地 方 [subpolar 
region] Koppen ら の 気候 型 の 一 つ で ある 亜 
極地 気候 の 地帯 。 ほ ぼ ン ベリ ア ・ ア ラス カ ・ 
ヵ ナ ダ の 北方 針葉樹 林 薄 (タイ カ ) 一 致す る 。 
SBRF 

アク シュ ー プッ シ ツ = 悪臭 物質 [malo- 
dorous substance] 不快 な 臭い の 原因 と 
な り , 生活 環境 を 損なう お それ の ある 物質 の 
総称 。 公 害 の うち で も 悪臭 物質 は 最も 複雑 で , 
代表 的 な 成分 と し て 窒素 ・ 硫 黄 を 含 化 合 物 
や 高級 脂肪 酸 な ど が ある 。 魚 喝 骨 処理 ・ 畜 産 
関係 ・ 庫 喘 処理 ・ 食 料 品 加工 ・ ペ ルプ 製造 ・ 
石油 精製 ・ 石 油 化学 な どの 工場 * 負 理 場 の 周 
辺 は 著しい 。 脱 臭 法 と し て , 燃焼 吸着 ・ 酸 
化 ・ 水 洗 等 の 方 法 が 用 いら れる 。 

アク メ [acme] ある 生物 の 系 統 発生 で 初 
期 か ら 絶 滅する まで の 間 の 最も 繁栄 する 時 期 
ある い は その 現象 。 こ の 時 期 で は 形 舟 は 比較 
的 安定 で 個体 数 も 多く , 地理 的 分 布 も 店 い 。 
QNAF 

アク リタ ー チ [Acritarch] 淡水 また は 
海水 性 堆積 物 に 含ま れる 所 属 不 明 の 一 群 の 微 
化石 。 

アゲ レス テ [agreste] ブラ ジル の 森林 
帯 と カー チン ガ の 移行 帯 。 zona do agreste 
と も いう 。 雨量 は 一 般 に 600~900mm, 7 
タ ・ タ バ コ ュ ・ タ ビ ピオ カ ・ サ イザ ル な ど を 産 す 
る 。 森 林 帯 の ココ ヤシ に 対し て カト レ catole 


(cocos picrophylles) と いう ヤシ が 指標 に な る 。`* 


アゲ ン ケ イ 亜 群 系 [subformation] 
相 観 に よる 群落 区 分 ・ 群 系 の 下位 単位 。 避 群 
*% 


アゲ ン シ ュ ー BRE (subassociation 
⑥Subassoziation] 植物 社会 学 的 な 群落 音 
位 。 群 集 の 下位 単位 。 識 別種 (区 分 種 ) に よっ 
て 決め られ る 。 ど ご 群集 

ア コー ザン BSW [subalpine] ご ご 亜 高 
山 帯 


_ zone} 


アソ シー 3 


アコ ー ザ シン タイ BSW (subalpine 
zone) 温帯 の 山岳 を 基準 に し て 作ら れ た 植 
物 の 垂直 分 布 帯 で , 山地 帯 と 高山 常 の 間 に あ 
り , 亜寒帯 気候 帯 に 相当 する 。 暖 かさ の 指数 
で 15 一 45(55) m.d.( 月 ・*C)。 常 緑 針葉樹 林 淀 
で , 日 本 の 本 州 で は ウラ ジロ モミ ・ シ ラベ ・ 
トウ ヒ ・ ア オモ リト ド マ ツ な ど が 優 占 す る 森 
i CHS. 

ア コー セツ タイ 亜 恒 雪 帯 [subniyal 
zone, s。belt] 高山 淀 と 便 雪 帯 と の 間 を こ 
の よう に 呼ぶ 場合 が ある 。 =HKBH 

アサ ンチ タイ Bile Csubmontane 
ョ ー ロ ッ パ テル プス な ど , 温 淀 の 山 
岳 を 基準 に し て 作ら れ た 植物 の 垂直 分 布 帯 の 
うち 最も 低い 位置 に ある も の で , 狭義 の 暖 温 
帯 気候 帯 上 部 に 相当 する 地帯 。 暖 か さ の 指数 
で 85~140 m.d. (月 ・*C) 。 日 本 で は 照葉樹 林 
帯 の 上 部 , アカ ガン ・ シ ラカン シ ・ ア ラカン シ 等 
の カン シ 類 の 優 占 す る 森林 和 帯 に あたる 。 ER. 

アジ ア エチ オ ピ ア ク —E (Oriental 
and Ethiopian realm] 旧 北 区 の 南 と つ 
な が る アフ リカ と アジ ア の 動物 地理 区 。 

アシ ェ プ ブ [acheb, asheb] サハ ラ 砂 漠 
で 雨 の あと に 一 時 的 に で きる 一 年 生 草 本 植生 。 

アシ ャ カイ セイ 亜 社会 性 [subsocial] 

家族 制 や 年 齢 集団 た ど は 見 られ て も , THY 
上 の 社会 的 な 構造 ・ 組 織 ・ 関 係 は 分 化 し て い 
な い 状 態 。 忌 前 社会 性 

アシ ョ ー サ ン サ ンカ サイ キン 亜 硝酸 酸化 
細菌 [nitrite-oxidizing bacteria] O@{t 
作用 

アシ ワッ ツケ RRO (handing, ring- 
ing) 鳥類 や 路 乳 類 の 個体 に アル ミニ ウ ュ 製 
や モネ ル 合 金 ・ プ ラス チッ ク 製 な どの 足 環 を 
付け て 個体 識別 する 方 法 。 標 識 再 捕 に よっ て 
行動 範囲 ・ 渡 り の 研究 や 個体 数 ある い は 生存 
率 の 推定 の た め に 用 いら れる 。 

アシ ワ ツ ケ ホ ー 足 環 つ け 法 [ringing 
method] Rot 

アス ピー テ [aspite, shield volcano 
DAspite, Schildvulkan ®aspite, vol- 
ean en bouclier] 粘性 の 低い 玄武 岩 質 の 


溶岩 流 に ょ より 形成 され た 傾斜 の 緩い 火山 。 楠 
状 火 山 。 
アセ 汗 [sweat OSchweiss 〇 Suenur」 
ヒト の 汗 は 比重 1.002~1. 006 の 液体 で , そ 
の 組成 は 99 妊 が 水 , その ほか に 少量 の Na・ 
Cl-K> RBCELEE. 汗 は 汗腺 を 通 し て 
分 泌 さ れる が , その 機構 と し て は , AMIR 
露 さ れる こと に よる 温熱 性 発汗 と , 精神 的 興 
奮 に よる 精神 性 発汗 と が ある 。 前 者 は 手掌 ・ 
足 底 を 除く 全身 に み ら れ , 体温 調節 に 関係 し 
て いる 。 後者 は 手掌 ・ 足 底 ・ 豚 各 に の みみ られ , 
体温 調節 と は 関係 が な い 。 と 上 以外 の 恒温 動 
物 で は , RH (42 -142)0, AOE ( ゥ シ ・ 
プ ブタ) からだ け 発 汗 す る も の , また 全く 発汗 し 
な いも の (ヤギ ・ ゥ サギ ), 全身 か ら 発 汗 する 
も の (ウィ ・ バ ) な ど と 様々 で ある 。 

アセ イタ イ 亜 成体 [sub-adult] ネズ 
SARE OMPLIAC, 体長 ・ 体 重 ・ 毛 皮 の 色 
その 他 で は 成体 と みな し うる が , 性 的 に は 未 
成熟 の 個体 。 昆 虫 類 で は カゲ ロウ 類 Ephem- 
eroptera に みみ られ る 特殊 な 変態 (前 変態 prome- 
tamorphosis) の 1 ステ ー ジ を 意味 し, 幼虫 と 
成虫 の 間にあっ て 成虫 と ほとん と 同じ 形 を も 
つ ス テー ジ を 指す 。 亜 成虫 。 ワカ モノ 
アセ チル プロ マイ ド ホ ー 一 一 法 Lacetyl- 
bromide method] 地質 年 代 の 古い 材 化石 
ほど , アセ チル ブロ マイ ド 可 沙 物 が 少な いこ 
と を 利用 し た 年 代 測定 法 。 

アソ シ エ ー シ ョ ン [assoeiation © 
Assoziataion] Clements の 遷移 説 に 基く 群 
落 区 分 の 単位 。 極 相 で ある 群 系 を 構成 する 単 
位 。 群 系 に 対応 する 大 気候 に 対 し 地域 的 な 気 
候 の 差異 に 応じ て 形成 され る 気候 的 に 安定 な 
個々 の 単位 を いう 。 1 な いし それ 以上 の 優 占 
種 に よっ て 代表 され る 下位 の 単位 か ら 成り , 
それ ら は コン ソシエ ーション ・ フ ァ シ エー シ 
ョ ン と 呼ば れる 。 た と えば 極 相 と し て の ブナ 
林 は 冷温 淀 落葉 樹林 群 系 の アソ シェ エーション 
で ある 。 極 相 植生 の アソ シェ ーション に 対し 
て 途中 相 の 対応 する 群 。 た と えば ブナ 林 に 対 
し て スス キ 草 原 は アソ シー ズ と 呼ば れる 。 
ORR 


4 アソ シー ズ 


アソ シー ズ [associes] 群落 区 分 の 単位 。 
アッ シェ ーション に 対応 する 単位 で , BBO 
途上 に ある 不安 定 な 群落 単位 を 指す 。 

アソ シュ ー ル [associule] アソ シー ズ に 
対応 する 遷移 途中 に ある 不安 定 な 微生物 群集 。 
Clements の 用 語 。 宅 アソ シー ズ 

アソ ビ 遊び [play OSpiel Pjeul & 
類 ・ 吐 乳 類 の 一 般 に 未成 熱 個体 に 見 られ る 現 
実 的 機能 の な い 行 動 群 。 ア カン ボウ 段階 の ひ 
と り 遊 び self-play と , コドモ 段階 以降 の 社 
会 的 遊び social play と が ある 。 い ずれ る も 個 
体 の 身体 的 発育 を 促す が , 後者 は それ に と ど 
ま ら ず , 個体 の 社会 化 に 役立つ 。 ヒ ト は オト 
ナ に な っ て も 遊ぶ 例外 的 な 種 で ある 。 

ア タイ リク キ コ ー 亜 大 陸 気 候 [subcon- 
tinental climate @Msubkontinentale 
Klima] BE ZMORMEARL < , Ris 
期間 が 短い 気候 。 

リグ タカ ザン シズ デ 暖か さ の 指数 
{warmth index] 吉良 (1949) の 考案 し た 
積算 温度 の 一 つ で , 植物 の 生 衣 温度 を 日 平均 
気温 5C 以上 と みな し , 各 月 の 平均 気温 か ら 
5C を 引い て 1 年 間 合 計 し た 値 。 月 ・C (m. 
d. : month degree) で 示す 。 暖 か さ の 指数 で 
植物 常 を 表す と , 熱帯 多雨 林 淀 240 m.d. 
以上 , WASH 180~240, 照葉樹 林 
ff 85~180, 落葉 広葉 闘 林 帯 4555) 一 85, 
常緑 針葉樹 林 淀 peer: PTE Pz 
O~15 と な る 。 温和 量 指 

アー チ ダ ム arch ane 

ア チチ ュー カイ セイ Bibs (sub- 
mediterranean Submmediteramien | 
地中海 気候 

アッ シュ ク 圧縮 [compression] 種 問 
競 争 に よっ て 生態 的 地位 (= ニッチ) の 幅 が 狭 ま 
を でき 

アッ シュ ク カセ ツ 圧縮 仮説 [eompres- 
sion hypothesis] 競争 中 の 種 は , 一 定 の 
生育 地 ( す ろ み 場 ・^ ビ ター ト ) 内 で 食う 食物 の 種 


類 数 を 減ら す よ り , 生育 地 の 数 の ほう を 減ら 
す 傾 向 が ある と いう 仮説 。 
圧 条 [layering OSchicht- 


アツ ジョ ー 


ung ®stratifikation] =x 

アツ タイ ニン セイ 圧 耐 忍 性 [barotole- 
rant) 常 圧 下 だ け で な く 高 圧下 で も 生息 す 
BCC. 

アツ マキ 厚 播き (heavier seeding} 

アテ あて [compression wood, ten- 
sion w. ODruckholz, Zugholz ⑤bois 
de compression, b. de traction] 樹幹 に 
一 方 向 の 圧力 また は 張力 が 常に 作用 し て いる 
場合 に , 偏心 成長 に 伴っ て 現れ る 異状 構造 材 。 
針 葉 尉 で は 圧縮 側 ( 谷 側 , 風下) に 生じ る た め . 
compression wood と いわ れ 広江 で は 
側 GUM, BE) に 生じ る た め , tension w. 
と いわ れる 。 針 葉 周 で は 濃 色 を 旦 し , AMEE 
が 高く , も ゃ も ろ い 。 広 葉 樹 で は 導管 の 発達 が 悪 
く 木 化 度 が 低い 。 

アデ イタ ン 亜 泥炭 [peaty clay, orga- 
nic silt OMudde ®vase de marais ] 
泥炭 中 に 無機 質 の 土砂 が 混 っ て いる 王 層 。 

アト サク 後 作 [succeeding crop] 


Pi ト ハ マ i (hackhore] 海岸 地形 
高潮 洒 線 と 海岸 線 と の 剛 を 指す 。 RAIS 
eeーー 


ゲト モメ ー ター ti 三 蒸発 計 

アト ラン トキ 一 一 期 Atlantic period, 
Atlanticum | Blytt-Sernander OD KW fa 
年 に よる 一 時 代 で , 約 7000 一 4000 年 前 の 問 。 
現在 より や や 温暖 多湿 な 気 師 で , ヨー ロッ ペ 
中 央 部 で は この 時 代 に 気候 的 極 相 株 が 初め で 
形成 され た 。 光 進 時 代 で も ある 。 同年 代 を 示 
す 時 代 名 と し て 世界 各地 で 用 いれ る 。 。 

アナ ログ ゲ ケイ サン キ 一 一 計算 機 Lama- 
logue computer MAnalogrechner (© 
caleulateur analogique] 連続 的 物理 信 
号 に よっ て 数 値 を 表す 計算 機 加計 

アナ ログ シン ゴー 信号 [analogue 
signal MAnalogsignal で signal analo- 
gique] WhtR@OAKX STRANDS. 

アナ ン キ ョ ク テ キ BHM (subant- 
arctic ®subantarktisch] TH EERO Bae 
度 地方 に 特有 の , OF, WT SDTER + HE 
極地 ハイ デ 植 生 な ど が み ら れ る 。 


アニ アイ ガタ ショ ク プ ツゲ グン 阿仁 合 型 植 
物 群 [Aniai geoflora] 中 新 世 前 半期 の 日 
本 各地 の 丈 炭 層 に 広く み ら れ る 植物 群 。 温 淀 
性 落葉 広葉 関 を 主体 と し , これ に 針葉樹 を 混 
交 し て いる 。 Metasequoia + Glyptostrobus + 
Saliz + Alnus + Betula + Carpinus + Fagus + 
Ulmus * Acer + Tilia + Hemitrapa+ Nelumbo 
な ど が 属す る 。 ツ 台 島 型 植物 群 

アニ オン コキ ュー 一 一 呼吸 [anion re- 
spiration MAnionenatmung] 植物 の 根 
に お ける イオ ン 吸 収 の 際 , アニ オン に 限り 特 
別 な 呼吸 が 必要 で あり , これ を ふつ う の 呼 吸 
すなわち も 基本 呼吸 faqndsmental respiration と 
区 別して いう 。 陰 イオ ン 呼 吸 。 

ア ネ ク メー ネ [anecumene] や エク メー 
ネ 
- ア ネ ッ タ イ 亜熱帯 [subtropical zone 
Osubtropische Zone zone subtropi- 
que] 広義 の 熱 を 熱帯 と 亜熱帯 と に 分 けた 
と き の 温 淀 に 接する 地域 で ある が , 節 囲 は 不 
明確 。Keppen は 月 平均 気温 20*C 以 上 が 4 ~ 
11 ヵ 月 , 20°C FAL ~8 AA OME LK. 
冬 少 な く と も OC WM PCIL EF S was eh 
で , TEV TOV MERE 25~35° あたり が これ に 相 
当 す る 。 暖 かさ の 指数 で は 180 一 240m.d.( 月 ・ 
°C) の 範囲 で ある 。 海洋 で は , 熱帯 生物 相 の 
著しく 狭 温 性 の 種 を 除い て 大 部 分 が 生息 し, 
他 壇 温帯 生物 相 の 一 部 も 見 られ , 固有 種 が 比 
較 的 少な いこ と が 特徴 と され る 。 

- ネッ タイ ウリ ョ クリ ン 亜 圭 帯 雨 緑 林 
[s tropieal summergreen forest © 
subtropischer sommergriiner Wald] if 
熱帯 モン スー ン 気 師 の と くに 乾期 の 厳し い 地 
域 に 分 布 する 礎 林 。 亜 熱 得 サバ ン ナ と 阜 熱帯 
多雨 林 の 中 間 に 出現 する 。 


ア ネ ッ タ イ コー ウリ ン 亜熱帯 降雨 林 


[subtropical rain forest subtropi- 
scher Regenwald ®forét humide sub- 
tropicale] OBRHSHHF 

ア ネ ッ タ イセ イ ジョ ー リ ョ ク コー ヨー ジ 
ュ リ ン 亜熱帯 性 常緑 広葉 樹林 [subtropic- 


al evergreen forest Dsubtropischer 


2 りあ 5 
immergruner Wald] {iii 2 ~ 34d» 
ら 成り , つる 植物 や 着 生 植物 な ど が 多い 。 樹 
木 は 支 根 ・ 板 根 を も っ て いる も の が 多い 。 

ア ネ ッ タ イ タウ リン タイ BABS 
[subtropical rain forest zone] ii ®ir 
科 雨 林 の 分 布 帯 で 温 量 指数 の 暖か さ の 指数 
23180~240m.d.( 9 + °C) の 湿潤 気候 の 地域 に 
相当 する 。 ORM 

ア ネ ッ タ イ テ キ シュ ー レ ン 亜熱帯 的 収 仏 
[subtropical convergence] 系 統 の 異な る 
生物 が 亜熱帯 的 環境 に 適応 する よう に 相似 的 
形質 を 表す よう に 進化 する こと 。 

ア ネ ロ イド キア ツケ イ 気圧 計 Lane- 


roid barometer © Aneroidbarometer 


@®barométre aneroide | 

アバ レギ あばれ 木 Loverspread tree] 
枝 を 張 過ぎ て 1 本 で 大 面積 を 占領 し , 他 の 木 
の 成長 の 妨げ に な っ て いる 木 。 

ア ヒ ョ ー セ ツタ イ 亜 氷雪 帯 [subnival 
zone] 氷雪 帯 の 下 で これ に 続く 垂直 分 布 淀 。 

アフ トニ アン カン ピ ョ ー キ 間 永 期 
CAftonian interglacial period] 北米 大 
陸 の 一 間 氷 期 で ネブラスカ ン 水 期 と カン ザ 
ン 氷 期 と の 間 。 ギュ シ ツ - ミ ン デ ル 問 氷 期 に 
対比 され る 。 や ギュ ン ツ ー ミ ン デ ル 問 水 期 

アプ ラオ セン 油 汚染 [oil pollution] 


-・ ぁ ふつ う 石 油 類 に ょ よっ て 媒質 が 汚さ れる こと 。 


天然 墳 出 の 石油 類 に よる 汚染 も 古く か ら 記 録 
され て いた と いわ れる (た と えば 紀元 前 5 世紀 
の ヘロドトス ) が , 現実 に は , 人 為 的 な 産物 で 
ある 投棄 され た 廃油 ・ 油 残 塗 や 漏出 し た 原 
油 ・ 燃 油 類 な ど に よる 港湾 や 河川 ・ 沿 涯 海 域 
の 水 体 の 汚染 が 広く 世界 中 で 起 っ て いる 問題 
と な っ て いる 。 pollution を 汚濁 と し , 汚染 
water contamination (i, 病原 菌 や 物質 や 放 
射 能 な ど に よっ て 人 間 の 生命 が 脅かさ れる 程 
度 に な っ た 汚濁 と し て 区 別 す る こと と も ある 。 
アフ リカ ノ コー ザン タイ ノ 一 一 の 高山 
帯 の [afroalpine] 高山 帯 は どこ で も 共通 
し た 特徴 は も っ て いる が , フロ ラ 的 に は か な 
り 違 う 。 そ の 点 か ら , と くに アフ リカ の 山 の 
高山 帯 を いう と き に 使う 。 


5 一 チー 


ア ヘン ゲン シュ ー 亜 変 群集 [subyari- 
ant MSubvariante] 変 群集 の 下位 単位 。 
識別 種 に よっ て 決定 する 。 

アポ クリ ン セン 
gland) OF 

アポ ミク シス [apomixis] 配偶 子 の 接 
合 な し に 生殖 が 行わ れる 場合 の 総称 。 処 女 生 
殖 や 無 配 生 殖 な ど を 含む 。 

アマ ヨ ケ コー ゾー 雨 除 構 造 [rain-shed- 
ding structure] 社会 性 昆虫 と くに シロ ア 
リ な どの 巣 に よく み ら れ る も の で , 巣 に 直接 
雨 が か か ら ぬ よう に , 雨 を 早く 流す よう に , 
また 雨 を は じ く よう に 作ら れ た 各種 の 構造 物 。 

Zak ショ タプ 芯 ー 一 植物 Lamide 
plant ①Amidpflanze」 体 中 に 若 積 され 
た アン モニ ア を アミ ド に 変え る こと と に よっ て 
除 毒 し て いる と 考え られ る 植物 。 酸 植物 の 一 
種 。 典 型 的 な 例 と し て マメ 類 が ある 。 

アメ ー バ ヨー/ ノ 一 一 様 の [amoeboid] 

ーー セン ショ 亜 優 占 種 [subdomi- 
nant ①Subdominante] 優 占 種 に 次 いで 
被 度 ・ 群 度 な どの 高い 種 。 

アリ ー Allee, Warder Clyde, 1885~ 
1955 アメ リカ の 動物 学者 。 シ ヵ ゴ 大 学 教授 
な ど 。 実験 条件 下 に お ける 動物 個体 群 解析 の 
先駆 者 の 一 人 で , と くに 集合 が 個体 の 生理 や 
生存 に 有利 な 影響 を 与え る 現象 に 注目 LT, 
動物 社会 学 の 一 派 を 作っ た 。 ま た , いわ ゆる 
シン カー 学 派 の 総帥 と し て 他 の 4 人 の 共著 者 と 
著 し た Principles of Animal Ecology, 1949, 
は 動物 生態 学 に 一 期 を 画す る 教科 書 と な っ た 。 
< 許 閉 >Animal Aggregation, 1931, The Social 
Life of Animals, 1938, ツア リー の 原理 

アリ ゲキ タイ ショ ク プ ツノ 農 撃 退 植 物 の 
[myrmecophobous, myrmecophobic 
OMyrmecophob] 毛 ・ 腺 な ど で ア リ を 寄 
せ 付 け な い 植物 。 

アリ サン プ Ath [myrmmecochore] 
種子 が アリ に よっ て 散布 され る る の 。 ヤ ブ ケ 
マン ・ ス ミレ ・ シ クラ メン の 類 で み ら れ る 。 

Dea TTY 484%) [myrmeco- 
philous plant, myrmecophyte ©Myr- 


ー 一 腺 Lapocrine 


mekophyt, Ameisenpflanze plante 
myrmecophile] アリ が 茎 や 葉 な どの 植物 
体 の 一 部 に 共生 し て いる 植物 。 ア リノ スト リ 
デ (アテ ヵ ネ 科 ) な ど 熱 帯 に 多い 。 

アリ ス セ イ ノ 340 (myrmeco- 
phile, myrmecocole Omyrmekophil ® 
myrmecophile] アリ 類 の 巣 で 生活 し て い 
る こと 。 myrmecophile は , と くに 巣 の 境 道 
内 で 生活 し て いる こと を 指す 意味 を も つ 。 

アリ スト テレ ス Aristoteles, 384~322 
B.C. 北部 ギリ ン ャ の スタ ゲイ ラ の 生れ で 。 
フィ リッ プ I 世 の 時 代 を 生き 。 LOFHROT 
レキ サン ダー 大 玉 の 家庭 教師 を 勤め た 。 ア > 
ネ で Platon に 師事 し , Isocrates や Demos- 
thenes に も 学ん だ 。 Platon は 永遠 の イ デア 
Idea が 実体 で あっ て 感覚 され る 事物 は その 映 
像 に 過ぎ な いと し た が , Aristoteles (x, 質 料 
(素材 ) と 形相 と は 結び 付い て 現実 の 事物 と し 
て 存在 し 目的 に そっ て 生成 消滅 や 運動 の 中 に 
ある と みろ た 。 自 然 や 神 の 意図 を 容認 する 目的 
論 と と も ゃ に, 自然 学 で は 存在 すべ きも の と し 
て 生物 の 構造 ・ 機 能 を みる と いう 合 目 的 的 生 
物 観 も 提出 し た 。 数 多く の 種類 の 動物 に つい 
て 形態 ・ 生 理 ・ 習 性 な ど を 記述 し , 生物 の 生 
息 場所 に よる 類別 や 生物 界 の 段階 と その 連続 
性 に つい て の 考え を 述べ た Historia Animal- 
ium (動物 誌 ), De Partibus Animalium (動物 
部 分 論 ), De Anima (霊魂 論 ) な どの 著作 が 残 
され て いる 。 


アリ ー ノ ゲン リ — OR [Allee’s 


‘principle, A.’s law] Allee (1933, 738 な ど ) 


は 集合 が 個体 の 発育 ・ 増 殖 ・ 生 存 に 有利 な 影 
響 を 与え る 現象 が 明瞭 な 社会 組織 を も た な い 
原始 的 な 動物 群 に も 広く ぐみ られ る とこ と を 強調 
し , こみ あい すぎ と 同様 に まばら すぎ る こと 
も 悪影響 を 与え る 結果 , し ば し ば 増殖 や 生存 
に 対す る 最適 密度 が 存在 する こと を 指摘 し た 。 
これ は Allee の 原理 (法則 ) と 呼ば れる こと が 。 . 
ある 。 OREBE 

アル カリ クッ セイ — itt Lalkalio- 
tropism QMAlkaliotropismus] 7/7 
リ に より 引 起 され る 屈 化 性 の 一 種 。 


Bog | ga 20) ( ア 


アル カリ ケッ ショ ー 一 一 血 症 [alkalio- 
sis Alkalose] 血液 の pH が 何ら か の 原 
因 に より 正常 の 範囲 を 超え ん を , アル カリ 性 に 移 
動 し た 場合 , また は pH が ほとん ど 移 動 し な 
く で も , 7H CMT SE MOTE DIL 
じ た 場 合 を いう 。 spb 

アル カリ コ 一 一 湖 [alkali lake] &% 
燥 気候 地域 に あっ て 非常 に 水温 が 高く , また 
pH$ 高 く 炭酸 塩 の 含有 量 の 多い 湖 。 例 : 米 
国 西部 ネヴァ ダ 州 の ピラ ミッ ド 溢 。 

アル カリ ショ ク プ ツ 一 一 植物 [alkali- 
plant ①Alkalipflanze ⑤⑥alcaliphyte 」 
アル カリ 土壌 で , 土壌 水 が と くに 強い アル カ 
リ 性 を 示す 場所 で は , 一 般 の 植物 は 生育 で き 
ず , 特別 に アル カリ 耐性 を も づつ 植物 の み が 生 
育 で きる 。 こ れ ら の アル カリ 植物 は 一 般 に 多 
AC, 細胞 液 中 に 高 濃度 の 塩分 を も ち , RE 
価 の 高い 土壌 水 も 吸水 で きる 。 

アル カリ セイ 一 一 性 [alkalinity,alka- 
line Dalkalisch 人 て ニア ルカ リ 
度 , 酸性 度 

アル カリ チョ ゾー —hR.Lalkali re- 
serve ①Alkalireserve ⑤reserve d’al- 
cali) 動物 の 面 液 や 体液 中 に アル カリ 性 物 
質 ( 譜 酸 水素 塩類 ・ By VBC) が 保有 
、 され る こと 。 Chit, 体内 で 代謝 産物 と し て 
生じ る 種々 の 酸 を 中 和 Ee BCP EC B87 
ルカ リ な いし は 中 性 に 保つ 働き が ある 。 

アル カリ ド —E Lalkalinity, alka- 
line ⑥Alkalinitat で alkalinite] 国際 
海洋 物理 学 委員 会 (1939) に より ,「 水 温 20°C 
の 水 1 7 中 の 弱 酸 イ オン を 遊 上 す る に 必要 な 
イオ ン の ミリ 当 量 数 ] と 定義 され た 。 塩基 度 。 
の 酸性 度 。 

アル カリ ドジ ョ ー 一 一 土壌 [alkali so- 
il DAlkaliboden, alkalischer Boden 
®soil alealin] 土壌 に 2 一 3 倍 の 蒸留 水 
を 加え た 懸 濁 液 が アル カリ 性 を 示す 土壌 。 一 
般 に 乾燥 気候 淀 や 海 成 沖積 地 の 土壌 に 多く , 
多量 の 可溶性 塩類 を 含む 。 

アー ル キュ ー ' LRO : respiratory 
quotient] 王 呼 吸 率 


アー ル セン リャ ク 一 一 戦略 [+ strate- 
gy) 生活 史 戦 略 (方 策 ) の 中 で , r 海 汰 に お い 
て 優位 を 占め る こと が で きる よう な あら ゆる 
戦略 。 た と えば 発育 を 速め 早熟 に な り , 結果 
と し て 早く 生殖 を 行う こと 。 そ れ に よっ て 内 
的 増加 率 が 高まる 方 向 に 寄与 する 。r 方 策 。 
> rk 

アー ル トー タ 一 一 海 法 [r selection} 
一 般 に 不安 定 な 一 時 的 生息 場所 を 生活 の 場 と 
する 生物 は , 生息 場所 の 速やか な 発見 , その 
場所 に すむ 競争 種 を 上 回 る 速やか な 増殖 に よ 
る 資源 の 効率 的 利用 お よび 場所 の 悪化 に 伴 
う 分散 移動 な どの 点 で 優れ た 能力 を も つと き 
繁栄 の 可能 性 が 高い と 考え られ る 。 す な わ ち 
食物 な どの 環境 資源 を より 多く 使う こと に よ 
っ て (効率 は 問わ ず に ) より 多く の 子 を 残す 生 
産 力 の 高い 遺伝 子 刑 の 個体 , いい 替え れ ば 内 
的 増加 率 : の 高い 遺伝 子 型 の 個体 が 自然 海 汰 
の 過程 で 有利 な 個体 と し て 選ば れる で あろ う 
と いら 意味 で MacArthur and Wilson (1967) 
は , この 海 汰 を KK 海 汰 に 対し r 海 汰 と 名 付け 
た 。 r 海 汰 は , 内 的 増加 率 > が 高く な る 方 向 , 
し た が っ て 発育 が 速く , 体 が 小さ く , また 1 
回 産 仔 数 が 多く , 寿命 が 短く な る 方 向 に 進化 
する 傾向 を も た ら す 。 戦略 

アー ル - ビ ー ヒ 一 一 比 [R/Bratio; re- 
spiration/biomass r.] / 尺 比 の 逆数 。 
B/RE 

アル ファ ー デ ス  Alverdes, Friedrich 
1889 年 生れ の ドイ ツ の 動物 社会 学者 。19 世 紀 
末 ~20 世 紀 初 め の 生物 学 に お ける 擬人 主義 批 
判 の あと , Espinas を 踏襲 し な が ら 動 物 社会 
学 を 体系 化し よう と し た 。 社 会 学 へ の 心理 学 
の 導入 の 頒 向 を うか が うこ と が で きる 。 CE 
著 > Tiersoziologie (動物 社会 学 ), 1925, 
アル ベ ド [albedo OAlbedo ⑤⑥albedo] 
反射 能 と も いう 。 太 陽 放射 線 の 一 部 は 地 物 に 


ょ っ て 反射 され る が , その 量 的 関係 を 全 入射 


量 に 対す る 反射 量 の 比 で 表し た も の 。 草 地 で 
0.2, 裸 地 で 0.04 ぐ らい 。 
アル ベ ド コー カ 


fect] 氷 は 太陽 光 閑 の 大 部 分 を 反射 する た め 


8 アル ミニ 


一 度 雪 また は 氷 で 地表 が 覆 わ れる と , 最初 は 
わずか な 気温 低下 で あっ て も , LEVIOKA 
身 の 作用 で 気温 降下 域 が 拡大 され る 作用 。 
アル ミニ ウム シュ ー セ キシ ョ ク プ ウツ 一 一 
集積 植物 Laluminium-accumulating 
plant] 組織 中 に 多量 の アル ミニ ウム を 集積 
する 植物 。 Az5zzcege・ Melastomaceae な ど 
に 属す る 多く の 草本 や 木 本 に み ら れ る 。 Biz 
地方 に と くに 多い 。 
アレ チ 荒れ 地 [wasteland] 
の 生産 に 不適 ・ 不 能 な 地 。 荒 廃 地 。 
アレ ルギー [allergy 〇 AIlergie ®al- 
lergie] 動物 体内 に 特定 の 物質 が 入っ た と き , 
これ に 対す る 抗体 が 生成 され る と 生体 は 異常 
反応 を 志す こと が ある 。 こ の よう な 反応 を 一 
般 に アレ ルギー と いう 。 上 の 特定 の 物質 を 抗 
原 (アレ ル ゲ ン ) allergen と いい , これ と 反応 
し て 形成 され る 物質 を 抗体 ergen LFS. ht 
原 抗体 反応 の 結果 , 抗原 に 対す る 反応 能力 が 
弱 化す る 場合 を 免疫 , 反対 に 敏感 に な る 場合 , 
過敏 現象 の み を アレ ルギー と 呼 評 こと が 多い 。 
アレ ル ゲ ン [allergen] 抗原 。 ウ アレ ル 
ギー 
アレ レー ド + 一 一 期 [Allerod period 」 
デン マー ク の アレ レー ド で は , 晩 氷 期 の 寒冷 
気候 を 示す 堆積 物 に は さま れ て 温和 気 師 を 示 
す 堆 積 物 が 知ら れ て お り , これ を 根拠 に し て 
設定 され た 温暖 期 。 1 万 1000~ 1% 2000 年 
前 に 相当 する 。 同様 な 特徴 を 示す 堆積 物 は 広 
く ヨ ー ロ ッ ズ パ ・ 北米 で も 発見 され て いる 。 
アレ ロ パ シー [allelopathy] SRR 
アレ ン キョ クセ ン 曲線 [Allen's 
curve] デメ リカ の 水産 学者 Allen に よっ て 
1951 年 に 提唱 され た 個体 群 の 生産 量 の 図形 的 
推定 法 の 一 つ 。 卵 か ら 始 まっ て 成長 する 個体 
群 の 各 時 点 で の 個体 数 公 を 縦 軸 に , 個体 重 W 
を 横 軸 に と っ て 描い た 曲線 。 両 軸 と 曲線 で 囲 
まれ た 面積 が , その 個体 群 の 生物 学 的 生産 量 
CHS. ツ 生物 学 的 生産 量 
。 アレ ン ノ ホ ー ソ ク 一 一 の 法則 [Allen's 
law) 種 の 進化 に 際 し て , 環境 条件 の 最適 の 
と ころ で その 個体 は 最大 の 大 き さ に な る と い 


作物 な ど 


う Allen (1883) の 説 。 

アロ ビオ ツェ ノー ゼ [allobiocenosis D 
Allobiozonose] 植物 体 上 に 見 られ る 動物 
が 構成 する phytobiocenosis や 動物 体 上 に 見 
られ る 動物 が 構成 する zoobiocenosis に 対 し て , 
無機 物 や 死体 な どの 死 物 の 上 に 見 られ る 動物 
の 集団 を 指す 。 生 物 群 集 の 意味 は も た な い 。 

アロ フェ ン [allophane ⑤⑥Allophan 
®allophane] ふつ う 火 山 ガ ラス の 風化 物 
と し て 土壌 中 に 含ま れる シリ カ - ア ルミ ナ 鉱 
物 。1 2 Si0・ALO。*zHO。 

アン カッ ショ ク スイ 暗 褐色 水 Lblack 
water] 黒い 水 。 見 た 目 に は 濃い 紅茶 か ュ 
ー ヒ ー 色 を し て いる 。 懸 滴 物 が 少な く 透 明度 
は 比較 的 大 きい 。 無機 イ ギン や 栄養 塩類 に 乏 
し く , 強い 酸性 (pH4. 0~5. 0) で ある の が 特徴 
CHS. 一 次 生産 は 一 般 に 低い 。 熱帯 アフ リ 
カ ・ 東 南ア ジア ァ ・ ア マゾ ン 水 域 に 共通 に 存在 
する 。 寒 帯 に ある 腐植 栄養 型 湖沼 (泥炭 池沼 ・ 
高層 湿原 な ど ) の 水質 に 似 て いる が , まだ その 
関連 性 は 解明 され て いな い 。 

アン カッ ショ クス イ カコ ー イ キ 晴 褐色 水 
河口 域 [blackwater estuary] => FB 7k 


アン ゲオ ゼ レ [Angeosere」 OMAKRB 
BHR 
アン コキ ュー FR (dark respira- 


tion] 緑色 植物 で 暗黒 条件 下 で の 呼吸 。 こ 
れ に 対し 光照 射 下 の 光 呼吸 が あり , Cs 型 植物 
で は 両者 の 区 別 を 必要 と する 。 . 

アン セイ フ ユ ー セ イプ ツ 暗 性 浮遊 生物 
[skotoplankton OSkotoplankton ®sko- 
toplankton] 三 嫌 光 性 浮遊 生物 

アン セイ プラ ンク トン 暗 性 一 一 [skoto- 
plankton] 了 暗 性 浮遊 生物 。 

アン テイ ミツ ド 安定 密度 [steady den- 


sity] 個体 群 の 密度 が ほぼ 一 定 値 を 保ち 続 
ける と き , その 密度 を 安定 密度 と いう 。 BH 
な 実験 条件 下 に お ける 単 一 種 を 増殖 させ た 場 
合 で も 厳密 に は 安定 密度 に 達する こ と は 少な 
く , 多少 と も 変動 する の が ぁ ふつう で ある 。 な: 
お Schwerdtfeger(1935) が 用 いた eiserne Be- 
stand も 安定 密度 と 訳 さ れ て いる が , 


これ は 


森林 に 被害 を 生 じ な い 程 度 の 低い 害虫 密度 な * 


いし それ を 保っ て いる 立地 の こと を 意味 する 。 

アン テキ オー 暗 適 応 [dark adaptation 
ODunkeladaptation] ① 順 応 と も いわ れ 
る 。 視 感覚 に つい て , 暗 所 に お いて 時 間 が た 
つ に つれ て 弱い 光 を も ゃ 識別 で きる よう に 視 感 
覚 が 増大 する こ と 。 一般 に その 完了 に は 明 敵 


応 よ り は 長い 時 間 を 要する 。@② 植 物 の 光合成 


に つい て , 種 に より 季節 に より 光合成 が 飽和 
する 照度 が 低く な っ て , より 低い 照度 で 光 合 
成 速度 が 最高 値 に 達する よう に な っ た 状態 。 
底 生 藻 類 な ど 一 般 に 陰性 植物 ( 陰 樹 ) で は この 
よう な 暗 適 応 が 見 られ る 。 

アン ドド 一 一 土 [ando soil, andosol 
⑥A4ndosol Mandosol] 湿潤 気候 の も と で 
火山 灰 か ら 生 成 し た 黒色 な いし 暗色 の 腐植 質 


アン モニ ア 9 
っ 


土壌 。 い わ ゆ る 黒 ぼ くに 相当 する 。 ア ツ ド 圭 


壌 。 
アン ハツ ガ 暗 発 芽 [dark germina- 


tion ODunkelkeimung で germination 


A obscurite] 植物 の 種子 の 発芽 が , 光 に よ 
り 抑 制 さ れる 現象 。 

アン モニ ア A 一 一 化 [amrnonification 
⑥Ammonifizierung] 死滅 し た 生物 の タ 
ンク 質 ・ 核 酸 な ど が 敏生 物 の 働き に より 分 
解 し し アン モニ ア を 形成 する こと 。 

アン モニ ア サン カサ イキ ン 酸化 細菌 


[ammonia-oxidizing bacteria Dammo- 


niumoxydierende Bakterien] アン モニ 
ウム 塩 を 好 気 的 に 酸化 し 亜 硝酸 を 生じ る こと 
の で きる 細菌 。 硝 化 作用 の 一 部 で あ り Nitro- 
sozzozgs 属 の 細菌 が 主として これ を 行う 。 


10 イエ ッ ト 一 


イ 


イエ ッ ト ー チ ガタ 異 越冬 地 型 [allohye- 
mie] BTC, ある 個体 群 に 属す る 個体 が 異 
な っ た 越冬 地 へ 渡る こと 。 

イオ ー サイ キン RRMA (sulfur bac- 
teria DSchwefelbakterien] 硫黄 や 無機 
硫黄 化合 物 を 酸化 する あこ と に よっ て エネ ル ギ 
ー を 獲得 し , 炭酸 同化 に よっ て 生活 する 細菌 
類 。 化 学 合成 を 行う 無色 硫黄 細菌 と , 光合成 
を 行う 光合成 細菌 と が ある 。 

イオ ー ジュ ンカ ン 硫黄 循環 [sulfur 
cycle DSchwefelkreislanf] 自然 界 に お 
ける 硫黄 の 循環 。 硫 黄 は , WBE SO. PRT 
酸 塩 SO0。 の 形 で 植物 体 に 取 込 ま れ , 本 元 さ れ 
た の ち 主 に タン ペク 態 と し て 食物 連鎖 を 移動 
する 。 動 植物 の 枯死 体 や 排出 物 中 の 有機 態 の 
硫黄 は , さま ざま な 人 微生物 に より 無機 化 さ れ , 
空気 中 ・ 水 中 ・ 土 壌 中 へ 放出 され る 。 無機 化 
の 過程 は , 主 に 有機 栄養 細菌 に よる 硫化 水素 
HzS の 生成 に よる 。 ま た 硫黄 の 循環 に は 硫黄 
の 硫酸 塩 へ の 酸化 や , 硫酸 還元 菌 に よる 硫化 
水素 へ の 還元 が 含ま れる 。 

イオ ー セ ン 硫黄 泉 [sulphur spring] 
硫黄 分 の 多い 清泉 。 周 辺 に 特徴 ある 乾 生 植 物 
の 生育 する 高温 硫黄 泉 を solfataras と いう 。 

- イ オン [-ion] 植物 社会 学 的 な 上 級 群 
落 単位 ・ 群 団 名 の 語尾 。 た と えば ア ゼ ナ 群 団 
Lindernion’procumbentis, 

イオ ン コー カン ー 一 交換 [ion ex- 
change @Mlonenaustausch]) イオ ン を も 
っ た 物質 を 別 の イオ ン を 含む 溶液 中 に 入れ る 
と 両 イ オン の 交換 が 起り , BROAD 
物質 と 結合 する 現象 。 イ オン 交換 樹脂 等 を 用 
いて , 物質 の 単 離 や 精製 に 利用 され る 。 ま た 
土壌 中 の ュ ロ イド 粒子 は , イオ ン 交 換 に よっ 
て 種々 の イオ ン を 吸着 する こと が で きる 。 

イオ ン チョ ー セ ツ 一 一 調節 Lionic re- 
gulation] 変 浸透 圧性 で あっ て も , 体液 中 
の 特定 の イオ ン の 濃度 は 媒質 の それ と は 独立 
に 一 定 に 像 つよ うな 生理 的 活動 。 


イオ ン ドー プ ツ 異 温 動 物 [hetero- 
therm] 休眠 中 に 外界 か ら 体 熱 を 供給 され 
る ほか は , 体内 で の 代謝 こよ り 体温 を 維持 す 
る よう な 動物 。 

イカ 異化 [dissinmilation] 生物 体内 で 
複雑 な 有機 物 が 化学 的 に より 簡単 な 組成 の 物 
に 作り 変え られ , 自由 エネ ルギー を 放出 する 
こと 。 量 と し て は 単位 時 間 あ た り の 呼吸 量 ・ 
動物 の 尿 量 ・ 脱 落 量 の 合計 量 で 表 さ れる 。 
三 異 化 作用 , 同化 : 
. イガ イ ゲン シュ ー 遺骸 群集 Lthanato- 
coenosis DThanatozénose ®thanato- 
cenose] 同一 の 生物 群集 を 構成 し て いな か 
っ た 生物 も 含め て , それ ら の 遺物 の 集 り を い 
う 場合 と , ある 共通 の 原因 に よっ て 同時 に 死 
滅 し た 生物 の 遺物 の 集 り だ け を 指す 場合 と が 
ある 。 遺棄 群集 

イカ クシ セイ KMS (threat pos- 
ture ©Drohstellung] ぁ ふつう 外敵 や 他 
個体 の 攻撃 や 接近 を 阻止 し よう と する と きた, 
動物 が 示威 誇示 の 行動 の 中 で と る 姿勢 。 

イカ クシ ョ ク Kiwi (threatening co- 
louration DJDrohfarbung] 毒 も な く ,- 
不快 な 味 や 臭い も な い 動物 に お いて , 捕食 者 
wR ATES 4 OF REAL PERE 5 © 
F aT PADAPH Ried DARK ERE 
の 例 。 

イカ サヨ ー 異化 作用 (catabolism O 
Katabolismus catabolisme] 生体 内 の 
代謝 に お いて , 複雑 な 有機 物 を より 科 単 な 物 
質 に 分 解す る 反応 。 こ の 際 エ ネル ギー が 放出 
され る 。 同 化 作用 anabolism の 反対 。 一 異化 , 
同化 作用 

イガ プ [igapu, igapo] アマ ゾン 流域 
で , 排水 が 悪く 周期 的 に 冠水 する 森林 地 帯 。 

イキ 賠 [threshold OSchwelle ®se- 
nil] ある 作用 因子 が , 生物 に 一 定 の 反応 を 
引 起 すか 引 起 さ な い か の 限界 。 そ の 値 を 同値 
と いい , 反応 を 引 起す 最小 値 , ある い は 反応 


を 引 起 さ な い 最大 値 , また は 両者 の 平均 値 を 
- も っ て 表す 。 
イキ カイ ノー ド RME (threshold 
concentration, limiting c.] 3& +> 
視覚 ・ 声 な ど 人 の 感覚 で か ろう し て 認め 得る 
濃度 。 . 
イキ ゲン シュ ー 遺棄 群集 [liptocoeno- 
sis] 。 化石 生物 の 群集 で , その 埋 積 が 生育 坦 
所 と 同じ で な いも の 。 ぴ 遺骸 群集 
イク ス (ICSU) 国際 学術 連合 会 議 。 
イク ビ ョ ー 育苗 [nursery, nursing, 
OPflanzen(an)zucht ®eculture des 
plant | 
イク リン 育 林 (silviculture OWald- 
bau ®sylviculture] 造林 と 同意 。 広 義 に 
は 森林 の 保護 も 含め る 。 造 林 よ り 森 林 の 保全 
を 強調 し た 意味 で 用 いら れる 。 
イケ (pond ⑥Teich] WRI YK 
い 閉 鎖 性 の 水 体 を 指す 。 一 般 に 浅く て 水生 植 
物 が 築 蔵 し て いる 。 
イケ イ 異型 [variant ⑥Variante ® 
variant) 全体 と し て 既存 の 典型 的 な も の 
。 (生物 ・ 群 落 ・ 土 壌 な ど ) と は 異質 で ある が , 地 
理 的 な 広がり た 限定 が あっ て 変異 的 な も の と 
し て 扱う と き 用 いる 。 群落 単位 と し て は 変 群 
集 と い う 。 変 異体 。o 上 変 群集 
イケ イ ヨ ー 異形 葉 [heterophyll © 
Heterophyll ®hétérophylle] 正常 に 生 
育 する 一 個体 の 植物 に 常に 2 種 以上 の 形態 の 
異な る 葉 を 生じ し る こと を 異 葉 性 heterophylly 
と いい , その 葉 を 異形 葉 と いう 。 
イケ ス ヨー ショ ク 生 供養 殖 Cnet cage 
culture | 
イケ ドリ ワナ 生 捕 り わ な [live-trap] 
ネズ ミ 類 な ど 小 型 路 乳 類 の 密度 や 行動 範囲 の 
推定 に 用 いる 。 餌 を 引張 る と 閉まる バネ 型 ,* 
通過 の 際 踏 みろ 付け に より 蓋 が 閉まる 踏み 板式 , 
落 込 むと 出 ら れ な く な る 墜落 人 巡 式 な ど が ある 8 
前 二 者 $ 1 頭 捕り , 最後 の は 多頭 捕り で ある 。 
目的 や 労力 に 応じ て 使い 分 ける 。 
イコ ー リ ソー 移行 相 [transient phase, 
p. な gszezs] 転移 相 と も いう 。 ワタ リバ 
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ッ タ 類 ]ocust の 相 変 異 の うち , Mint Lee 

相 の 中 間 に 位置 する タイ プ の 総称 で 種々 の 変 
異 段 階 の も の が 含ま れる 。 陣 独 相 か ら 群 居 相 
へ の 転換 途上 に ある cozgzegzgs と その 逆 の 過 
程 に ある dissocians の 区 別 は , か つて 概念 的 
な も の に 過ぎ な いと いわ れ た が , 最近 の 研究 
で は 次 芽 の 形態 な ど で 両 者 を 議 別 し 得る 可能 
人 性 が ある こと が 示さ れ て いる 。 群 居 相 , 


com 
41-94% 71m (transition zone, 
ecotone] 異種 の 植生 ・ 植 生 帯 ・ 生 態 系 が 


境 を 接し て , WRETT SPM, HEB 

イジ カン シュ 異 時 間 種 [allochronice 
species] 生活 し て いた だ 時代 が 異な る た め に 
区 別 さ れる 種 。 

イジ コー ドー 維持 行動 [maintenance 
behaviour, m. activities] 社会 行動 と 対 
立 す る 用 語 で , 個体 レベ ル の 生理 的 欲求 を 満 
TESTE, ERATE) > Pelt + (KAA + ENR 
に 分 類 さ れる 。 

イジ ュー 移住 [migration] 生物 が 一 
つの すみ 場 か ら 他 へ 移る こと 。 あ る 地域 か ら 
別 の 地域 へ 出 て いく こと を 移出 emigration, 
入っ て くる こと を 移入 immigration と いう 。 
移出 

イシ ュ ク Bia [atrophy] 正常 の 大 き 
さ に 達し た 器官 ・ 組 織 の 容積 が 減少 する こと 。 
先天 的 な 発育 障害 と は 別 で , 細胞 に 栄養 の 補 
給 が 妨げ られ た り , 細胞 自身 に 原因 が あっ た 
り し て 起 る 。 

イシ ュ コタ イ ゲ グン 異種 個体 群 [inter- 
specific population, interspecies p.] 
2 種 以上 の 異な っ た 種 に 属す る 個体 の 集団 , 
ある い は 実験 的 に 数 種 の 生物 を 混在 させ て 作 
っ た 一 群 の 生物 集団 。 混 合 種 個体 群 

イシ ュ サ ンプ 異種 散布 [heterochore] 
自動 英 布 の 対語 で , 種子 な どの 散布 体 が 何ら 
か の 外部 の 媒介 で 散布 する よう な 形態 的 特徴 
を も っ た も の 。 OBA 

イシ ュ ツ 移 田 [emigration OEmig- 
ration ®émigration] 一 つの す ス 場 か ら 
個体 また は 個体 群 が 移 動 し て 出る こと 。 過度 
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の 個体 群 密 度 や 食物 の 不足 な ども 原因 と 考え 
られ て いる 。 移 出 し た 個体 は 移出 者 (移出 個体 ) 
emigrant と いう 。 魚類 の 回 遊 や 鳥類 の 渡り な 
ど と 回帰 的 な も の は migration と 呼び , 移出 と 
区 別 する 。 大 集団 の 移出 mass emigration に 
i, VYT UB: FF ever 
メア カタ テハ な どの 例 が ある 。 ニ ホン ザル の 
オス の 移出 は , 遺伝 子 の 分 散 , 種 の 均一 化 な 
どの 役割 を 果して いる と 考え られ る 。 移入 の 
yc OBA 

イシ ュ ツ シャ 移出 者 [emigrant] o% 
tH, OBA 

イシ ョ ク #6 (transplanting, trans- 
plantation @Verschulung, Unipflan- 
zung repiquage, transplantation ] 
① 一 般 に 植物 を 別 の 場所 に 植え 替え た り 動 物 
を 他 の 場所 へ 移入 する こと 。 苗 床 で 仕立 て ら 
れ た 苗 を 農地 ・ 花 壇 ・ 庭 園 な ど に 植え 替え る 
の は その 典型 。 林 木 の 苗 木 の 場合 , 播種 床 か 
ら 苗 床 に 移し て 苗木 を 育て る の が ぁ ふつ う TC, 
と くに 床 替 と 呼ば れる 。 有用 動物 の 移植 は 
artificial stocking と も いわ れる 。⑫ 動 物 で 
は 体 の ある 部 分 を 他 の 部 分 また は 他 の 個体 に 
移し 植え る こと 。 


イシ ョ ク サイ バイ 移植 栽培 [trans- 


planting culture] 苗 床 で 苗 を 仕立 て て , 


それ を 移植 する 栽培 法 。 

イシ ョ ケイ 異 所 形 [allopatric form] 
異 所 的 に 生息 し て いる 生物 群 。 異 所 種 に 同義 
で ある こと が 多い 。 

イシ ョ シュ 異 所 種 [allopatric species 
@Mallopatrische Art] 近 縁 な 種 で . 互い 
に 近接 し て いる が 地理 的 に 分 布 が 重なり 合わ 
な いで 生息 し て いる も の 。 ORME 

イシ ョ セイ 異 所 性 [allopatry] 1K 
の 種 あ る い は 形質 の 類似 し た 二 つ の 生物 群 が 
近隣 で 異な っ た 分 布 圏 を も ち , 重 な ら ず に 空 
間 的 に すみ 分 け て いる こと 。 こ の 2 群 の 問 で 
交配 が 容易 で あれ ば 両 群 は 同一 種 内 の 変異 と 
みな し , 交配 不能 か Ti が 不 稔 で あれ ば , 異種 
と みな す 。 


イシ ョ テキ カク リ 異 所 的 隔離 [allopa- 


tric segregation] 異 所 的 に 起 っ て いる 生 
物 集団 の 隔離 。 

イシ ョ テキ コタ イ ゲ ダン 異 所 的 個体 群 
[allopatric population ] SMH EAD 
集団 。 

イシ ョ テキ シュ プン カ 異 所 的 種 分 化 
[allopatric speciation] 地理 的 隔 難 を 通 
じ て 超 っ た 種 分 化 。 

イセ キシ ュ 
三 遺 存 種 

イセ キテ キ 遺跡 的 [relict ⑤relicte」 
や 遺存 種 

イセ キ ド 移 積 土 Ltransported soil O 
allochtoner Boden @®sol allochtone] 
運 積 土 ・ 漂 移 土 と も い 2。 土壌 母 材料 や 土壌 
が 風 ・ 水 ・ 重 力 等 に より 移動 し て 再び 堆積 し 
て で きた 土壌 。 移 動 の 力 に ょ り 崩 積 土 ・ 水 積 
土 ・ 氷 積 土 ・ 風 積 土 ・ “Ke に 分 けら 
NA, OBL 

イソ シー ズ [isocies] 異な っ た 場所 に あ 

っ て , 種類 組成 は 異な っ て も 同様 の 特徴 を も 
っ た 群落 や 階層 。 

イソ ー ジ セ イ タイ セキ 時 相 自生 堆積 
[heteroecious autochthonous deposi- — 
tion] 生物 の 生息 場所 か ら その 遺骨 が 上 下 
方 向 に 移動 し て 堆積 する 場合 , た と えば 水中 
の 遺骸 が 沈下 し て 生息 時 の 下方 の 海底 に 堆積 
し た 場合 で , 外洋 底 に 多い 。 

イソ ー タ セ イ タイ セキ 異 相 他 生 堆積 
Lheteroecious allochthonous deposi- 
tion] た と えば 海産 で な い 生物 の 遺骸 が 運 
搬 さ れ て 海底 に 堆積 する よう な 場合 を いう 。 
具 塚 は 人 為 的 異 相 他 生 堆 積 の 一 例 。 

イソ ヤケ 磯 焼け [denudation] 31 。 
な ど に よる 低 塩分 濃度 の 海 表 面 水 の た め に 。 
潮間 帯 の 岩礁 の 生物 が 大 量 に 死ん だ 状態 。 

イ ゾ ン ゲン ラク 遺存 群落 [relict com- 
munity OReliktgesellschaft] 相 観 と し 
て は 同じ プレ ー リ ー で も る も, RBPHLDBWO 


遺跡 種 [relict species ] 


影響 を 受け な い 気 候 的 極 相 と し て の プレ ー リ 
し か 残 
Clements は その よう な も の を 


ー は 彼ら の 近づけ な い 断 岩の上 な ど に 
っ て いな い 。 


遺存 群落 と し た 。 そ の 他 , か つて 広い 地域 に ^ 
生育 し て いた と み ら れ る が , 環境 の 変化 に よ 

っ て 分 布 が 限定 され た 植物 群落 を 一 般 的 に い 

うこ と も ある 。 

イ ゾ ン コ ユ ー 遺存 固有 [epibiotic en- 
demism, relic e., paleoepibiotic e., con- 
servative e.| 22 TIDKR WAAR 4 > 
て いた 種 で , し だ い に 分 布 城 が 縮小 し て いる 
固有 種 。 進 化 史 上 は 古い 種 と みな され る 。 古 
固有 ・ 保 存 固有 。 

イ ゾ ン コ ユ ー シ ュ 遺存 固有 種 [epibio- 
tic endemic species] 遺存 種 , 固有 

イ ゾ ン シュ 遺存 種 [relic(t), epibiotics。 


relie species, depleted s., epibiotics. D | 


Relikt ®relique] GEOR, その 他 の 
MBSA CHEE CIOHOOALICM rT 
生き 残っ た 生物 種 。 残 存 種 。 一般に は 現在 種 
に 抑圧 され て いる も の が 多い 。 生 息 地域 が 唯 
一 で ある と き 終 は 必然 的 に 固有 的 endemic 
で ある が , た と えば 海 跡 湖 に 残さ れ た 生物 の 
よう に いく つか の 場所 で 見 られ る と き に は , 
地域 の と り 方 いか ん に よっ て は 固有 的 と は い 
えな い 。 乱 移 の 前 段階 の 群落 の 構成 種 も し く 
~ は 大 き な 環 境 変化 を 乗り 越え て きた 群落 の 断 
片 を relict と いい , 過去 の 気候 条件 下 で 栄え 
て , 今 は 抑圧 され て いる 群落 を relic と いう 
こと も ある 。 遺跡 種 ・ 遺 留 種 。 固有 , OR 
存 植物 

イチ ジ キ カ フロ ラ 一 時 帰化 一 一 [adyen- 
tive flora] 偶発 的 に 部 分 的 に か つ 一 時 的 
に 成立 する 外来 植物 の フロ ラ 。 

イチ ジ キ セ イ シャ 一 次 寄生 者 Lprima- 
ry parasite DPrimarparasit] 非 寄生 
性 動物 に 寄生 する 生物 を いい , と くに 昆虫 の 
寄生 に つい て 用 いら れる 。 し ば し ば 草食 動物 
に 寄生 する 昆虫 を 指す 。 


イチ テン グイン ラグ ー 次 群落 (primary 


community Dprimmare Gesellschaft] 
まだ 植物 の 生育 し て いな か っ た 新しい 自然 立 
地 , た と えば 火山 噴出 物 上 や 洪水 あと の 裸 地 
に 成立 し た 最初 の 群落 。 ニニ 次 群落 

イチ ジ ショ ー ヒ シャ 一 次 消費 者 [prima- 


て 
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ry consumer ⑥Primarkonsment] 生産 
者 を 食糧 と する 動物 . す な わ ち 植 食 (草食 ) 動 物 。 

イチ ジ セイ サン リョ ク 一 次 生産 力 Lpri- 
mary productivity] 生産 者 の 光合成 また 
は 化学 合成 に よっ て 有機 物 と し て 固定 され た 
エネ ルギー の , ある 期間 あたり の 量 。 ま た は 
その 有機 物 の ある 期間 あたり の 重 さ 。 

イチ ジ セ イ フ ユ ー セ イプ ツ 一 時 性 浮遊 
生物 [tyehoplankton] 正常 な 生活 と し て 
で は な く , 偶然 的 ・ 一 時 的 に 浮遊 し て いる 生 
物 。 臨 時 浮遊 生物 。 

ィ イチ ジ セ イ プラ ンタ トン ー 時 性 一 一 
[Ltychoplankton ] ー 一 時 性 浮遊 生物 

イチ ジ セン イ 一 次 遷移 (primary suc- 
cession] “KWAK EOL, 全く 新 
し い 人 裸 地 上 で 始ま る 群落 の 遷移 。 そ の 乱 移 系 
列 を 一 次 想 移 系 列 prisere, primary sere とい 
D's 

イチ ジ テイ チャ ク ーー 時 定着 [adven- 
tive] 植物 が 一 時 的 に ある 土地 に 定着 する 
こと 。Clements の 用 語 。 

イチ ジテ キキ セイ 一 時 的 寄生 [tempo- 
rary parasitism] 一 生 の う も 一 定 の 時 期 
の みみ 寄生 する 場合 を いう 。 

イチ ジテ キ コ ショ ー 一 時 的 湖沼 [strand 
lake] 極端 に 一 時 的 な 湖 。 豪雨 の 後 や 雨期 
に だ け 生 じ る が , 乾期 に は 全く 消失 する も の 。 

イチ ジテ キ シオ レ 一 時 的 姜 れ [tempo- 
rary wilting] 水不足 に よる 凌 れ で , 水 を 
与え て 容易 に 回 復 す る ふ の 。 一 時 的 財 姜 。 

イチ ジテ キ セイ ソ ク バ ショ 一 時 的 生息 
場所 [temporary habitat] 永 続 的 生息 
場所 

イチ ジテ キチ ョ ー イ —HHAZE [tem- 
porary wilting] =—RMEhn 

イチ ジテ キ ホー ボク チ ーー 時 的 放牧 地 
[temporary pasture] 一 年 生 植物 を 含む 
放牧 地 (牧草 地 な ど ) で , 短期 間 の 放牧 に 使う 
と き に いう 。 

イチ ジュ ン ショ ク プ ツ 一 巡 植 物 [mono- 
carpic plant] 一 生 に 一 度 開花 結実 し て 死 
ぬ 植 物 。 一 回 結実 性 植物 。 
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イチ セイ Bt [aulochthonous] ft 
の 地域 で 分 化し た ある 生物 種 が , 現在 生息 し 
て いる 地域 に 移動 し 分 布 し て いる も の 。 ad- 
ventive も ほほ 同義 。 や 他 生 堆積 の 

イチ セイ ノ 異 地 性 の [allochthonous 
⑥allochthon で allochtone ] も と も と あ 
っ た 場所 か ら 移 動 ま た は 運搬 され て きた 岩 体 
や 他 石 8 

イチ ニチ チョ ー 1 日 潮 [diurnal tide] 
あふ つう の お よそ 半日 周期 で 1 日 に 2 回 の 王 満 
が 起 る 半日 潮 semidiurnal tide に 対し て , 1 
日 に 1 回 の 干満 が ある 潮汐 。 

イチ ネン ギョ 1 年 魚 [one-year-old, 
yeard)ing] 昧 化 後 1 年 以上 2 年 未満 の 幼 
魚 。 1 十 と 略記 する 。 サ ケ ・ マ ス 類 の 海 に 下 
っ て 回 遊 生活 1 年 以内 の も の は smolt と いわ 
れる 。 ツ ゼロ 年 魚 

イチ ネン セイ 
生 植物 

イチ ネン セイ ショ ク プ ツ ー 年 生 植 物 
Ltherophyte, annual plant Deinjahr- 
ige Pflanze ®plante annuelle ] AB 2 ZS 
節 を 種子 で 過 し , BFP bERE COLAR 
過程 を 1 年 以内 に 終え る 植物 。 ハ コマ ベ ・ メ と ヒ 
シバ ・ イ メタ デ な どの 耕地 雑草 や 人 里 植 物 に 
多い 。 

イチ ネン セイ ショ ク プ ツキ コー 一 年 生 
植物 気候 [therophytic climate] 生活 型 
スペ クト ル に お いて , 一 年 生 植 物 の 比率 の 高 
い 地 域 の 気候 。 亜 熱帯 で 夏期 乾燥 する 気候 に 
当る 。Raunkiaer の 植物 気候 の 一 つ 。 

イチ ネン セイ ノ —#£O [annual O 
einjahrig ®annuel] ©—#4#4%, OF 
年 の 

イチ ヨー プン プ ー 様 分 布 Luniform 
distribution] 機会 分 布 を 基準 に し て , よ 
り 均 一 に 個体 が 分 布 す る 場合 を いう 。 規 則 分 
布 ま た は 配列 分 布 regular distribution と も 呼 
ば れる 。 個体 間 に 競 争 あ る い は 空間 独占 の 傾 
向 が あっ た り , 相互 反発 力 が 働く 場合 に 期待 
され る 。 各 区 画 に 全く 均等 に 個体 が 分 布 する 
完全 一 様 分 布 completely uniform d. の ほ 


一 年生 [annnual] ©—# 


か , 区 画 あ た り 収 容 数 に 上 限 が ある か , 個体 
間 に 反 発 力 が 働く 場合 の モデ ル と し て で 正 の 二 
項 分 布 positive binominal d. が 知ら れ て い 
る 。 : 

イツ エキ BR (guttation) 

イッ カイ サン シス ー 1 回 産 仔 数 [iitter 
size] 1 腹 産 仔 数 。 1 雌 が 1 NCH FO 
数 。 主 と し て 路 乳 類 に 用 いる 。 

イッ カイ ハン ショ ク 1 回 繁殖 [semel- 
parity] 繰返し 繁殖 に 対し て , 一 生 の 間 に 
繁殖 (生殖 ・ 出 産 ) を 1 回 だ け 行 めこ ど 。 繁殖 
の 方 法 は 問わ ず , WE - lat OFF - HEI - 
種子 繁殖 ・ 産 児 な どい ずれ で も よい 。 一 年 生 
の 種子 植物 は その 典型 的 な 例 で ある が , バク 
テリ ア ・ 高 等 菌類 な ども そう で あり 。 動物 に 
も 多い 。 多年 生 植物 で も リュ ウ ゼ ッ ラ ン な ど 
が これ に 該当 する 。 1 回 結実 性 monocarpy 
は ふつ う 多 年 生 植物 に つい て いい , 一 年 生 植 
物 に つい て は いわ な い 。 繰返し 繁殖 

イッ カイ ハン ショ クノ 1 回 繁殖 の 
Lsemelparous] ご 1 回 繁殖 

イッ カセ イ 一 化 性 Cunivoltine] 年 1 
回 発生 の 。 1 年 1 世代 を 経過 する こ と 。 

イッ サイ タフ コン 一 妻 多 夫 婚 [polyan- 
dry] 一 夫 多 妻 婚 (Ag ガミ ー) に 比べ で 例 は 
非常 に 少な い 。 た と ぇ 一 妻 多 夫 婚 が 認め られ 
て いる 社会 で も , ある 特殊 な 社会 的 ・ 経 済 的 
条件 下 に お いて の みみ られ る 。 た と えば 兄弟 
が 父親 か ら 相続 し た 財産 を 分 散 さ せな いた め 
に 行う 場合 な ど で あ る 。 ツ ポリ ガミ ー 

イッ セイ リン 一 斉 林 Leven-aged forest 
Ogleichaltriger Wald, g. Bestand ® 
p. uniform] 


三 排 水 


peuplement équienne, 
> fale 
- イッ ソー ヒナ スー 1 巣 ひな 数 (brood 
size] 鳥類 の 1 巣 あたり 鋼 化 し た ひな 数 。 
イッ ソー ラン スー 1 巣 卵 数 [clatch 


size] 1 匹 の 雌 が 1 回 に 産 下 する 卵 数 。 主 と 
し て 鳥類 の 場合 に 用 いる 語 。TLack (1954) は , 
鳥類 の 1 巣 卵 数 は 自然 海 汰 の 結果 つが い が 養 
い 得る ひな の 数 を 最高 に する よう に 決定 され 
て いる と 主張 し た 。 1 腹 卵 数 。 1 回 産 仔 数 
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イッ パン カロ ジス チッ クキ ョ クセ ン 一 
般 化 一 一 曲線 Lgeneral logistic curve] 
単純 ビジ スチ ッ ク 曲 線 が 個体 や 群落 現存 量 の 
実際 の 成長 に あま り よ < 適合 し な い の は , 成 
長 係数 ぇ と 個体 重 の 上 限 値 が それ ぞ れ 内 
外因 の 変化 に 従っ て 時 間 : と 共に 変化 する か 
ら だ と 考え て , 篠崎 (1953-54) は 次 式 を 一 般 
_ 化 ジ スチ ッ ク 曲 線 と し て 提出 し た : 

a Oh 1” 


w dt 


nat leer 
At メニ ー 定 , W=—-E の と き , 単純 ロジ 
スチ ッ ク 曲 線 。 4 2(⑰, ツ =ー 定 の と き 
AM, 2 = 一定 。 W=Wt) OEX NH, 2 
=A(t)y W=W(t) の と き 42W 型 ロジ スチ 
ッ ク 曲 線 と それ ぞ れ 呼ぶ 。 
。 イッ パン ショ ク プ ツチ リガ ク 一 般 植 物 
地理 学 [general phytogeography Dall- 
gemeine Pflanzengeographie] 植物 地 
理学 全般 に 通じ る 基礎 概念 や 方 法 ・ 知 識 の 体 
系 化 を 図る 分 野 。 

イッ パン テキ オー ショ ー コ ー ゲ ン 一 般 
適応 症候 群 [CAS: general adaptation 
syndrome] 何ら か の スト レッ サー が 作用 
し た と き , 生物 体 ( 路 乳 融 ) に 生 じ る 一 般 的 な 


防衛 反応 で , BW alarm reaction, 抵抗 


期 resistant stage お よび 消耗 期 exhaustion 


g。 分 けら れ 。 それ ぞ れ 一 定 の 生理 状態 に 


よっ て 特徴 づけ られ る 。 こ れ ら 一 連 の 反応 に 
は 副腎 皮質 か ら 分 泌 さ れる ホル モン 類 (ステ 
イド) が 重要 な 役割 を 演じ る 。 また 副腎 肥 
大 ・ 胸 腺 姜 縮 な ど 内 部 諸 器官 の 変化 を 伴う た 
め , と これら 器官 の 重量 が スト レス 状態 を 示す 
目安 に 用 いら れる 。 ツ スト レス 説 , や スト レッ 
サー 

イッ ピ ツ ‘8% (bleeding OBlutung 
®saignent] 早春 , 発芽 前 の 木 の 幹 や 枝 を 
切断 また は 傷つけ る と 傷口 か ら 多量 の 水分 を 
排出 する 現象 。 出 液 。 

イッ プ イッ サイ コン 一 夫 一 雲 婚 [mono- 
gamy] =i 

イッ プ タ サ イコ ン 一夫 多妻 婚 [polyga- 


my] ニ ポ リ ガミ ー 

イデ ン ケ ヶ ケイ 遺伝 系 [genetie system ] 
生物 系 

イデ ン シ キ ュー ゲン 遺伝 子 給 源 [gene 
pool) や メン デル 集団 

イデ ン テ キ カジ ュー 遺伝 的 荷重 Lgene- 
tic load] 突然 変異 は 種 の 進化 に 有益 な こ 
と も ある が , 有害 な こと も 多い 。 有害 な 場合 
に, 個体 また は 集団 の 適応 値 が 引下げ られ る 
この 

イデ ン テ キ フィ ー ド バッ クキ コー 遺伝 
的 一 一 機構 Lgenetic feedback mecha- 
nism] Pimentel(1960) は 植物 と それ を 食う 
草食 動物 , あ る い は 草食 動物 と その 捕食 者 ま 
た は 寄生 者 の 間 に は 自然 海 汰 を 通じ て の 遺伝 
的 な フィ ー ド ベッ ク が 働き , それ が 個体 数 の 
調節 や 進化 に 役立ち も , ひい て は 群集 の 安定 性 
を も た ら す と 考え ん た 。 た と えば 草食 動物 の 密 
度 は 植物 個体 群 に 対す る 海 汰 圧 と し て 働い て 
その 遺伝 的 組成 を 変化 させ , それ は 逆 に 動物 
の 密度 に 影響 する 。 こ の 考え は まだ 実証 され 
て いな い 。 

イデ ン テ キ フ ド ー 遺伝 的 浮動 [genetic 
drift Ogenetische Drift] 集団 の 個体 数 
が 有限 で それ ほど 多く な い 場 合 , 適応 と は 無 
関係 に ある 形質 が その 集団 内 に 普遍 化し た り 
その 集団 か ら 消 失 し た りす る こと 。 Wright 
効果 。 

イデ ン テ キ ボー ジョ 遺伝 的 防除 [gene- 
tic control] 害虫 防除 の 手段 と し て , 害虫 
個体 群 中 に 遺伝 的 致死 因子 を も つ 個 体 を 放 飼 
し た り , 他 地 域 か ら 遺 伝 的 に 不 和合 の 系 統 ( た 
と えば 休眠 性 の 違う 地理 的 系 統 ) を 導入 し た り し 
て , 個体 群 の 遺伝 的 構成 を 弱 化 さ せ , 個体 数 


を 減少 な いし 絶滅 させ よう と する 訪 法 。 


イデ ン プン ルイ ガク 遺伝 分 類 学 Lcyto- 
taxonomy ] 


イド ー 移動 [①migration OWande- 


rung (migration @movement DBe- 
wegung mouvement] ① 一 般 に 生物 が 
ある 場所 か ら 他 の 場所 へ 移る こと 。 と くに 不 
連続 な , また は 異質 な 生息 場所 habitat 間 の 
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動き を いう 。 更に し ば し ば 特殊 な = ニュ アン ス 
を も っ て 使用 され る 。 た と えば 一 定 の 方 向 あ 
る い は 目的 地 へ の 動き , 二 つ の 場所 間 の (季節 
的 な ) 往復 な ど 。 鳥 で は 渡り , 遊泳 動物 で は 
回 遊 と いわ れる 。 比 虫 類 で は 最近 行動 生理 学 
的 な 観点 を 含め , 摂 食 や 繁殖 な どの 機能 が 抑 
圧 され る 一 方 , 行動 機能 1ocomotor function 
が 高揚 され た 生理 状態 に お いて 起 る 生息 場所 
間 の 適応 的 な 分 散 adaptive dispersal で ある 
と する 考え が 主張 され て いる 。 植 物 の 場合 に 
は 散布 移動 や 分 布 城 の 移動 の 意味 で 用 いる 。 
@migration と 区 別 さ れる と き は , 同じ 生活 
域 の 中 で 方 向 性 を も る た な いで 随時 場所 を 変え 
る よう な 動物 の 動き , その 時 点 で 見 られ る 位 
貫 的 な 動き その も の を 意味 する 。 

イド ー ウ ンド ー 移動 運動 [locomotion 
⑥Lokomotion] 動物 が 外部 か ら の 作用 に 
よっ て で は な く , 自ら の 運動 系 (筋肉 ・ 繊 毛 ・ 
BETO) の 運動 に よっ て 積極 的 に 場所 を 移 
GT Aiea), ATT + WERE - ABA + eK Te EDS 
eS oe 

イド ー ゲ グン 移動 群 [horde] 霊長 類 な 
: の リー ダー に 導 か れ て 移動 し て いる , 一 定 
の 組立 て を 保っ て いる 群れ 。 

イド ー ケ ー ジ 移動 一 一 [moyvable 
cage] 放牧 地 で 草 の 生産 量 を 調査 する と き 
用 いる 小 面積 の 移動 可能 な ケー ジ で , あぁ つう 
家畜 の 採 食後 , 再生 する 草 の 量 を 測る と き 用 
いる 。 固定 ケー ジ 

イド ー サキ ュー 
dune, mobile d. ] 

イド ー シ ャ 移動 者 [migrant] 移動 途 
. 上 に ある 動物 。 
_ イド テキ セイ タイ 緯度 的 成 帯 [latitu- 
dinal zonation] {#7 MicC Cx KH 
象 。 気 候 帯 な ど が その 例 。 

イド ー ノー コー 移動 農耕 [shifting 
cultivation] 焼畑 農耕 の 場合 , 地力 の 消耗 
が 大 きい の で 耕地 を 1 3 年 ご ど と に 移転 する 
こと が 一 般 的 で ある 。 こ と の よう な 耕地 の 移転 
に 着目 し た 場合 , 移動 農耕 と 呼ば れる 。 焼 
samt 


移動 砂丘 (migratory 


イド ー ノ タメ ノシ カケ 移動 の た め の 仕掛 
け [modification for migration] 植物 
の 散布 器官 で ある 種子 ・ 果 実 ・ 胞 子 な どの 移 
動 の た め の 形 態 的 特徴 を い う 。 

イド ー ノ ドー イン 移動 の 動 因 [agent 
of migration] 植物 体 と くに 散布 器官 の 移 
動 と 広がり を も た ら す 風 ・ 水 ・ 動 物 な どの 動 
因 。 

イド ー ホー ケイ ク 移動 方 形 区 [moya- 
ble quadrat] 

イド ー ホー ボク 移動 放牧 [transhn- 
mance] 気候 の 違っ た 二 つ の 地域 (た と ぇ ば 
山地 と 低地 ) の 放牧 地 を 家畜 ( 羊 な ど ) が 季節 的 
に 交互 に 移動 する こと 。 移 牧 。 

イ ナイ ヨー プン セキ 胃 内 容 分 析 [sto- 
mach analysis, s. contents a.] 直接 観 
察 で き な い 動物 の 食性 調査 に 用 いる 方 法 。 解 
章 に より 胃 内 容 物 を 取出 し 餌 生物 を 同定 ・ 計 
量 す る 。 同定 や 消化 の 程度 の 判定 に XX 線 法 ・ 
硝酸 処理 法 等 が ある 。 字義 分 析 法 

イニ ュー 移入 [immigration] 対象 と 
する 個体 群 あ る い は 地域 へ , 他 地 域 か ら 個 体 
が 移動 し て くる こと 。 移入 し て きた 簡体 を 移 
入 者 (移入 個体 ) immigrant と いう 。 移出 の 対 
mm. OBH 

イニ ュー キョ クセ ン 移入 曲線 Limni- 
gration curve] や すみ つき 曲線 

イニ ュー シャ 移入 者 [immigrant ] 
>BW, OBA 

イヌ リン [inulin Olnulin Pinuline ] 
多糖 類 の 一 種 で . キク イモ ・ ダ リア 等 キク 科 
植物 の 根 や 茎 に 多く 見 出さ れる 。_ 

イネ カ ガ タ セイ サン コー ゾー 一 一 科 型 生 
産 構造 [productive structure of grass 
type] ご 生産 構造 

イネ カチ ヒ ョ ー シ ョ ク プ ツ 一 一 科 地 表 植 
物 (hard grass, chamaephyta gramini- 
dea OHartgriser Mgraminée raide ] 
多年 生 で 地上 部 も 越冬 する 東 状 イネ 科 植 物 と , 
入 テッ プ 地 方 の イネ 科 類 似 植物 。 便 質 イ ネ 科 
草 。 

イネ クラ ス [Oryza sativa class, Ory- 
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zetea sativae] 世界 の 水田 雑草 群落 の 植物 
社会 学 的 な 最高 単位 。 イ ス メ ビ エ ・ イ ネ な ど を 
標 微 種 に も つ 。 

イー ピー エー [LEPA: Environmental 
Protection Agency] アメ リカ 環境 保護 庁 。 
アメ リカ 合衆国 の 環境 保護 行政 を 担当 する 官 
庁 で , 1970 年 12 月 発足 し た 。 

イフ ク 衣服 [clothing」 ご 被服 

イプ レフ Ivlev, Victor Sergeevitch, 
1907~1964 ツ 連 人 。 モ スク ワッ 大 学卒 業 後 , 
各地 の 水産 研究 所 に 勤務 し , 魚類 生態 学 と く 
に 魚の 摂 餌 強度 の 問題 ・ 食 物 を めぐ る 競争 ・ 
角 僚 の 問題 な と ど 栄 養 関係 の 諸 問題 を 実験 的 ・ 
理論 的 に 研究 し た 。 < 主 著 > 魚類 の 栄養 生態 
学 , 1955, 英訳 1961, 和訳 1965。 

イヤ チ Eh, HH [soil sickness O 
Bodenmiidigkeit fatigue du sol] 作 
物 を 連作 する と 一 種 の 病 的 状態 と な り , 生育 
不良 と な る 現象 。 毒 物質 の 分 泌 に よる 場合 , 
毒物 質 の 溶出 に よる 場合 , 肥料 要素 の 不 均衡 
に よる 場合 , 病原 菌 ・ 害 虫 の 繁殖 に よる 場合 
な ど 原 因 の 明らか な も の も ある が , 原因 不明 
の も の も 少な く な い 。 

イ ヨ ー i [coarctate pupa] 古い 幼 
HORMICMAENCOSM, ハエ ェ 類 に みみ られ 
る 。 

イ ヨ ー セ イ 
異形 葉 

イリ ノイ ヒ ョ ー キ 一 一 氷 期 [Illinoian 
glacial period] 北米 大 陸 の 氷河 時 代 。 リ 
ス 氷 期 に 対比 さき され る 。 ツ リス 水 期 
遺留 種 [relict species] 


異 葉 性 [heterophylly] 


イリ ュー シュ 
三 遺存 竹 

イリ ュー スイ 遺留 水 [connate water 
Vererbungswasser salive congeni- 
tale) 水 成 岩 中 に , 堆積 し た 当時 の 水 が 閉 
込め られ て いる も の 。 た だ し 水 の 成分 は 何ら 
か の 化学 変化 を 受け て いた り , 薄め られ た り 
し て いる の が ふつ う 。 

イリ ュー テキ 遺留 的 [relict] 遺存 竹 

イレ イ / 異 齢 の [uneven aged Dun- 
gleichaltrig Minequienne] 同 齢 の even 


aged の 対語 。 

イレ イリ ン B&H Cuneven aged for- 
est] いろ いろ な 樹齢 の 木 が 混 生 する 森林 。 

イン イオ ン コキ ュー 陰 一 一 呼吸 Lanion 
respiration @MAnionenatmung) =7= 
オン 呼吸 

イン カシ ョ ク プ ツ ゲン ラク 陰 花 植物 群落 
[eryptegamic community ©Kryptoga- 
mengesellschaft] コケ 類 ・ 地 表 類 な どの 
群落 。 

イン キュ ベー ショ ン [incubation OIn- 
kubation ®incubation] 生物 を 一 定 の 温 
度 で 培養 ある い は 飼育 する こと 。 

イン コゲ ニー タ [incognita] 起 原 ・ 分 
布 の 不明 な 植物 。 

イン コー セイ プ ツ ゲン シュ ー BAER 
集 [pholadobiose] 岩石 の 割れ 目 や く ぼ 
みや 砂 泥 底 の 孔 な ど に 隠れ 込ん で 生活 し て い 
る 生物 の 集団 。 

イン コー セイ フ ユ ー セ イプ ブツ 陰 光 性 浮遊 
生物 [knephoplankton ①IKnephoplank- 
ton] 光 の 少な い 中 層 に 生息 する 浮遊 生物 
で , ETHER Cid 30~500 m の 深 さ に 見 
られ る も ゃ の 。 人 敏光 性 (et) 浮遊 生物 。 

イシ コー セイ プラ シン クト ン |. HES 
Lkmephoplankton] 三 陰 光 性 浮遊 生物 

イン シ 因子 [factor OFaktor ®fac- 
teur | 三 要 因 

イン ジュ 陰 樹 [shade bearing tree 
⑥Schattenholzart (essence d’ombre | 
SHEE OMPSHEDS E CHR, 弱 光 下 で よく 発 
EL, 林 床 で ゆる や か で は ある が 健全 な 生育 
を 示す 樹種 。 陰 樹 に は 陰 地 で の みみ 健 全 な 生育 
を する も の と , ある 程度 の 大 き さ に 生育 し た 
後に は 直射 光 下 の ほう が 生育 が よい も の と が 
HY, 極 相 林 の 樹種 に は 後者 が 多い 。 

イン ジュ カン Kw [shade crown © 
Schattenkrone] 森林 下部 の 主 に 陰 葉 で 構 
成 さ れ た 樹冠 。 

イン ジュ リン RBH [shade tolerant 
tree forest] 陰 樹 が 優 占 し て いる 森林 。 

イン セイ ショ ク プ ブツ 陰 生 植物 [shade- 
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requiring plant, shade p., sciad, scio- 
phyte OSchattenpflanze, Sckiophyt 
⑥plante sciaphile] 日 陰 植 物 と も いう 。 
HED GR < , 陰 地 また は 林 床 な どの 弱 光 の 
も と で 正常 に 生育 する よう に 適応 し た 植物 。 
強 光 の も と で は か えっ て 成長 阻害 を 起 し , あ 


る い は 死亡 する 。 陽性 植物 の 対語 。 陰 性 植物 , 


日 険 植物 。 陽 性 植物 

イン セイ ドー プ ツ ノ 陰 生 動物 の [cryp- 
tozoic] 石 の 下 や 岩 穴 な どの 暗 所 に 生息 す 
る 動物 。 

イン セス ト タプ ー [inmcest taboo, i. 
tabu] 人 間 の 社会 で , 一 定 の 親族 関係 に あ 
る 異 性 の 個々 人 の 間 で の 性 的 交渉 (あるいは 結 
婚 ) が 禁止 され て いる こと 。 この 禁止 の 範囲 
また は 度合 は その 社会 構造 と の 関連 が 深い 。 

イン ゾク ik (affine] 親族 

イン チ ゲン ラク BURA (shade com- 
munity, phytophygous c., heliophobous 
ce] 岩 か げ ・ 深 い 谷間 の 岩 壁 ・ 森 林 の 林 床 
な どの 陰 地 に 成立 する 陰 地 植物 の 群落 。 


イン テコ ル LINTECOL: International . 


Association for Ecology] 国際 生態 学 協 
会 の 略称 名 。1969 年 に 設立 され , Intecol Bul- 
letin (年 報 ) と Intecol Newsletter (隔月 刊 ) を 出 
し て いる 。 

イン トロ ゲ グレ ッ シ ョ ン [introgression ] 
二 つ の 比較 的 よく 隔離 され た 種 の 間 で 雑種 が 
CX, これ が 両親 の いずれ か と 戻し 交雑 を 繰 
返す こと に よっ て 安定 型 と な る こと 。 HEA 
浸透 。 進化 の 一 要因 と な る と いう 考え 方 も あ 
る 。 ツ ヴィ シ ニ ズ ム 

イン トン ケイ 隠 遂 型 [seclusion type] 
AER D—FEC, 地理 的 障壁 の た め 隔 離さ れ 
て 生成 し た も の 。 

イン バウ パ [imbaaba] プラ ジル の 森林 


帯 を 指標 する 先駆 樹種 で 。 ク ワ 科 の Cecropia. 
トチ ノ キ や ヤッ デ の よう な 大 型 の 葉 を 付け た 
成長 の 速い 木 で , 遠く か ら ゃ 一 見 し て それ と 
わか る 。 

イン ペイ ショ ク 隠蔽 色 [concealing 
colour ©Schutzfarbe] 動物 の 色彩 。 あ る 
い は 色 彩 ペタ ー ン で , 育 景 の 色 と ま ぎら わし 
く 他 の 動物 に 気づか れ に くい と 考え られ る も 
の 。 捕 食 者 の 場合 に は 捕食 を 容易 に し , RE 
者 の 場合 に は 被 食 を 困難 に する と 考え られ る 。 
後者 の 場合 を と くに 保護 色 と い う 。 

イン ペイ セイ プ ツ 隠蔽 生物 [crypto- 
bion] iE+ VY I PLORGRDS\ 24 
Kets Uc PR LI LCZORKAAREN 
て 生活 し て いる 生物 。 

イン ペイ テキ ギタ イ PARA Cmime- 
sis] 動物 の 体 が 形 ・ 色 彩 ・ 行 動 を 含め て 捕 
食 者 が 関 む を も た ぬ も の に 似 て いる 現象 。 模 
fl, Ye TRVAYOSRBEFTTIYAYR 
木 の 枝 に 似 て いる こと や ,。 PHEDROBR 
が 海藻 な どの 浮遊 物 に 似 た 形状 を し て いる こ 
と な ど 例 は 多い が , これ ら は 視覚 に 頼っ て 獲 
物 を 探し 出す 捕食 者 か ら 逃 ん る 上 で 有効 で あ 
る 。 PB, 字 標 議 的 擬態 

イン ヨー [$B [shade leaf OSchatten- 
blatt ®feuille hellophobe] H7EAM-? 
北側 の よう な 比較 的 弱 光 下 で 形成 され る 葉 。 
大 きい が 薄く , クチ クラ 層 や 構 状 組 織 の 発達 
が 悪い 。 陽 葉 の 対語 。 葉 乾 重 あたり の 葉緑素 
含量 は 陽 葉 より 多い 場合 が 多い が , BARS 
た り で は 少な く な る 。 葉 面積 あたり の 気孔 数 
は 陽 葉 よ り 少 な い 。 単 位 面積 あたり の 同化 量 
ゃ 呼吸 量 も 小さ く , 弱 光 下 で は 陽 葉 よ ゆめ ゃ 同 
化 能率 が よく , 光 補 償 点 も 陽 葉 より 弱 光 下 に 
HOM, 光 飽 和 に 達する 強 光 下 で の 光合成 能 
(BEL OILS HHS. OBR 
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ヴァ イク セル ヒ ョ ー キ 一 一 水 期 [Weich- 
sel glacial period) 洪 積 世 の 最後 の 水 
期 の 一 つ で 。 フェノ スカ ンジ ナビ ア 地 方 を 中 
心 に 発達 し ベル リン 付近 に まで 広がっ た 。 2 
ー ロ ッ ペ アル プス の ヴ ル ム 氷 期 に 対比 され る 。 
Or LIK 

ヴァ ー ミ ング Warming, Johannes Eu- 
genius Biilow, 1841-1924 デン マー ク の 
植物 学者 。 ュ ペン ハー ゲン 大 学 教授 。〈 主 著 > 
Plantesamfund, 1895, 英訳 Oecology of 
Plants, Oxford, 1909, 独 訳 Warming's Lehr- 
buch der Skologischen Pflanzengeographie, 
1918, な ど に よっ て 現代 植物 生態 学 の 出発 点 
を な し た 。 

ヴァ ー ル プル ク ケン アツ ケイ 一 一 検 圧計 
[Warburg's manometer] ガス 圧 の 変化 
を 測定 する 装置 で ある が , 呼吸 計 と し て よく 
用 いら れ て いる 。 呼 吸 室 に CO 吸収 剤 と 被 検 
体 と を 入れ , これ と 連結 し た U 字 管 中 の 液 相 
の 高 さ の 変化 か ら 空 気圧 減少 すなわち 呼吸 量 
を 知る 。 

ヴィ カリ ズム [yicarism OVikaris- 
mus] ある 生物 が 分 布 を 広げ て いき , COR 
界 に 達し た と き に た また ま 変 異種 が 形成 され 
Sk, その 変異 種 は も と の 分 布 限界 を 越え て 
分 布 を 広め る こと が ある 。 こ の よう な 場合 に 
も と の 種 と 変異 種 は 姉妹 種 vicariad と いう 。 
また 分 布 限界 を 越え て 更に 分 布 を 広げ た 部 分 
を 姉妹 分 布 圏 vicarious area £115, fil: B 
日 本 の スミ レ サ イシ ン と , 表 日 本 の ナガ ベ ノ 
>I ates es A 。 

ヴィ シ ニ ズ ム [vieinism] 異種 の 植物 
が 近接 し て 生育 する と き 起 る 変異 。 こ れ は 自 
然 交 雑 に よる も の で De Vries の 造語 。 イ ン 
トロ グレ ッ シ ョ ン と 同じ 現象 。 ウイ ント ロ ゲ 
レッ ショ ン < 

ウィ スコ ン シ ン ヒ ョ ー キ 一 一 氷 期 [Wis- 
consin glacial period] 北ア メリ カ 浜 積 
世 最 後 の 氷 期 で 。 カナ ダ 大 陸 の 大 部 分 を 覆っ 


た 。 ヨー ロッ ズ パ の ヴ ル ム 氷 期 に 対比 され る 。 
ツウ ヴ ル ム 氷 期 

ウィ ノ ゲ グラ ドス キー Winogradsky, 
Sergius Nikolaevitch, 1856~1953 ロン ア 生 
れ の フラ ンス の 土壌 徴 生物 学者 。 主 と し て パ 
スツール 研究 所 に お いて 研究 に 従事 し , HET 
酸 菌 ・ 硝 酸 菌 な ど を 分 離し て , 化学 独立 栄養 
chemoautotrophy の 概念 を 確立 し た 。 

ウイ ン - エ ド ワ ー ズ ノ カセ ツ 一 一 の 仮説 
LWynne-Edwards hypothesis] Wynne- 
Edwards(1962) は 動物 の 社会 行動 の 進化 を 個 
体 群 の 密度 の 自己 調節 と いう 観点 か ら 考 えた 。 
彼 に よれ ば , な わ ば りや 順位 その 他 の 社会 行 
動 は 密度 過剰 (し た が っ て 食物 その 他 の 必要 資源 
の 不足 ) に な る こと を 防ぐ 機構 と し て 進化 し 
た も の で , その た め た と え 個 体 レベ ル で は 不 
利 な 形質 で あ っ て も 個体 群 の 存続 に 有利 な 形 
質 で あれ ば , 群 レ ベル の 海 汰 に より 残さ れる 
と 主張 し た 。 こ の 群 (グル ー プ ) MKOF AIL 
多く の 論議 を 呼ん で いる 。 ご 群 海 汰 

ウィ ンク ラー ホー 一 一 法 LWinkler's 
method] 海水 や 湖沼 水中 に 溶解 する 酸素 
量 を 測定 する 最も 一 般 的 な 滴定 定量 法 。 有 機 
物 ・ 亜 硝酸 ・ 鉄 塩 ・ 遊 離 塩素 な と 妨害 物質 の 
多い 下水 や 工場 廃水 な ど に は 適し な い 。 

ウエ アナ MAR (planting hole] 

ウェ エイ i Crain shadow] 山岳 地 で 
湿気 を 多く 含ん だ 風 が 当る 斜面 の 反対 側 (の 
下方 ) で は 雨量 が 少な いこ と 。 

ウエ イタ ミ AH [transplanting 
injury] 移植 の 際 の 移植 法 や 苗 の 取扱 い が 
適当 で な か っ た た め に , 苗 が 弱っ た り 病 気 に 
な っ た りす る 現象 。 

ウェ ゲ ナ ー ノ カセ ツ ーー の 仮説 
LWegener's hypothesis] Wegener の 大 
陸 移 動 説 と も いう 。 古い ぃ 地質 時 代 に は 地球 上 
の 陸地 は 集 っ て 一 塊 り で あっ た 。 そ の 後 , 地 
球 に 働く 天文 学 的 な 力 , 地球 自転 の 遠心 力 な 
ど に よっ て 陸 塊 は 分 離し て sima 上 を 東 か ら 
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Ait, また 極 か ら 赤 道 に 向っ て 移動 し て 現在 
の よう な 大 陸 の 分 布 を 示す よう に な っ た 。 火 
山 活動 ・ 造 山 作用 その 他 の 地質 運動 は すべ て 
この 運動 の 結果 で ある と する 説 。 OAXBBHR 

ウェ ー セ ン ベル クー ルン ト Wesenberg- 
Lund, Carl JoSrgen、1867--1955 デン マー 
ク の 淡水 生物 学者 。 ュ ベン ハー ゲン 大 学 で 動 
物 学 を 修め , HVE, RK MEDD OA eH 
究 し 続け た 。 最 初 は プラ ンク トン と 溢 底 沈殿 
物 の 研究 , と くに プラ ンク トン の 季節 変化 を 
初め て 明らか に し た 。 水 生 上 昆虫 ・ 輪 虫 ・ ミ 
ン ュ ・ 吸 虫 な ど を は じ め 多 く の 淡 水生 物 の 習 
性 や 生活 史 を 明らか に し , 自ら 描い た 挿図 を 
加え て Biologie der Siisswassertiere, 1939, 
Biologie der Siisswasserinsekten, 1943 な ど 
の 大 著 を 出版 し た 。 


ウエ ツケ キョ リ 植 付 距離 [planting 
distance] 植樹 幅 。 

F297 27 F 植 付 密度 [planting 
density] 植 栽 密度 。 

ウェ ー バ ー セ ン 線 [Weber's line} 


生物 地理 学 上 の 分 布 境界 線 。 チ モー ル 鳥 の 南 
東 か ら テア ルー 諸島 と ヵ イ 諸島 の 間 を 通り セラ 
ム 島 ・ モ ルッ カ 島 の 西 を 潤 回 し て 太平 洋 に 至 
DR. Weber (1904) に より 東洋 区 と オー スト 

ラリ ア 区 の 境界 線 と し て 提唱 され た 。 同 じ 観 
点 か ら 提案 され た Wallace 線 よ り 東 を 通っ て 
お り , この 2 線 の 間 の 地域 は 両 区 の 移行 地帯 
と みな され て いる 。 

ウオ ツキ リン 人 魚 付 林 [fish-gathering 
forest] 魚 が 海 涯 近く に 森林 が ある 場所 を 
好む 性 質 を 利用 し て , 山 の 海 向き 斜面 の 森林 
WI UTES LO, 

ヴォ ル テ ラ Volterra, Vito, 1860~1940 
イタ リア の 数 学者 。 ピ サ ・ ト リノ ・ ロ ー マ 各 
大 学 の 教授 を 勤め た 。 関 数 解析 学 , と くに 積 
分 方 程 式 の 理論 で 著名 。 生 態 学 に 関連 し た 業 
策 と し て は , 捕食 者 - 被 食 者 関係 や 種 問 競 争 
の 数 学 モデ ル 1926) が あり , Lotka (1925) と 
独立 に 同形 の 式 を 導い た た め , これ ら の 式 は 
Lotka-Volterra 式 と し て 知ら れる 。 ツ ロト カー 
ヴォ ル テ ラ 式 


ウォ ルフ ノ ホー ソ ク ーー の 法則 
[Wolff's law DGesetz von Wolff] あ 
る 養分 元素 を 最少 量 用 いて 十分 な 生産 量 を 上 
げ ば る た め に は , 他 の 養分 元素 は 最少 量 以 上 な 
けれ ば な ら な いと いら 5 法則 。 

ウォ レー ス Wallace, Alfred bats. 
1823~1913 イギリス の 博物 学者 。 Darwin 
と 独立 に 自然 海 汰 説 を 発表 し , Darwin の 説 
を 発表 する 契機 と な っ た 。 ス ンダ 列島 の バリ ・ 
ロン ボッ ク 両 鳥 の 間 に オ ー ス トラ リア 区 と 東 
洋 亜 区 の 境界 線 を 指摘 し それ は 後に Wallace 
線 と 命名 され た 。 

ウ カ 羽化 [adult emergence] HHH 
が 変態 し て 幼虫 ( 不 完全 変態 類 ) また は 央 (完全 
変態 類 ) か ら 成 虫 に な る こと 。 

ウ カ トラップ 羽化 一 一 [emergence 
trap] ERROR ALAM HET S 
HOObFy 7, th CHET SEC, 網 
か ご ど ご な ど を 地上 に 伏せ て , 羽化 し て きた 成虫 
を 捕え る 。 

ウキ ウオ ZR [pelagic fish] 遊泳 性 
の 魚類 。 遊泳 魚 。 底 魚 に 対す る も の 。 。 

ウキ シバ 浮 芝 [sudd] 三 浮島 

ウキ シマ 浮島 [floating meadow, f. 
island] 浅い 湖沼 に 枯死 し た 植物 体 が 堆積 
し , 下層 部 が 分 解 し て ガス を 発生 し て 底 泥 を 
浮上 し た も の 。 浮 鳥 は 大 小 様々 で , 水位 の 変 
動 に よっ て 上 下 移動 する だ け の も の , Belt 
っ て も と の 湖底 を 離れ て 移動 する も の, FE 
上 に 湿地 植物 群落 は も ちろ ん 大 木 が 発育 し て 
いる 巨大 な も の まで ある 。 ナ イル 川上 流 の 巨 
大 な 浮島 群 は saedd, sadd ある い は sudd LH 
ば れ た 。 浮 芝 。 

ウキ バカ リ ホ ー 浮き ば か り 法 [Carte- 
sian diver method] 人 徴 小動物 の 呼吸 量 
測定 の た め の 方 法 。 可 動 栓 付き 小 ガ ラス 容器 
(に 動物 を CO. 吸収 剤 と と も に 閉じ 込め 、 この 
容器 を 適当 な 比重 の 液 に 入れ 浮遊 状態 に する 
と , 動物 の 呼吸 に つれ て 容器 の 浮力 は 減少 す 
initia 
呼吸 量 に 換算 する 。 

ウシ ョ ク fi Crain wash DaAiape 
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lung ®envahissement] 雨水 に よる 小 規 
模 な 侵食 作用 。 洗 食 ・ 雨 洗 。 

ウチ ュー セイ プ ツ ガク 宇宙 生物 学 [exo- 
biology] 地球 外 の 天体 また は 宇宙 空間 に 
ある 生物 ある い は 生物 類似 の 物質 を 研究 する 
生物 学 。 限 石 中 の 有機 物質 の 研究 や , 宇宙 空 
間 に 浮遊 する 有機 物質 , 遊星 の 生物 研究 な ど 
が これ に 当る 。 

ウ ッ ペ イ うっ 閉 [crown closure © 
Schluss ®fermature de massif] 閉鎖 。 
主 に 森林 に 対 し て 用 いら れる 用 語 で , rds 
相互 に 相 接 し て 林 先 を 作 り 空 間 が な い 状 態 。 
や うっ 閉 度 

ウッ ペイ ド うっ 閉 度 [crown density] 
う っ 閉 の 程度 を 示す 尺度 。 個 々 の 樹冠 の 水平 
投影 面積 の 総計 と 水平 面 面 積 と の 比 で 示す 場 
Bc, 樹冠 投影 図 で 樹 完 が 実際 に 覆う 面積 と 
水平 面 面積 と の 比 で 示す 場合 と が あり , 前 者 
で は 100% を 越え る 場合 が ある 。 目測 に よっ 
て 5 10 段階 に 分 け て 示す こ と も ある 。 閉鎖 
EE, ORESE 

ウッ ペイ リン うっ 閉 林 [closed forest] 
閉鎖 林 。 十分 う っ 閉 し た 林 冠 を も つ 森 林 。 
補う っ 閉 , や うっ 閉 度 

ウネ タテ う ね 立 て [earthing up, ridg- 
ing, ridge plowing] 畑 に う ね を 作る こ 
bhi te 

ウネ マ カンガ イ RM (furrow ir- 
rigation ] 

ウ バ ロフ Uvaroy, Boris Petrovitch, 
1889~1970 BY7THUOR RAS, 19204 
4) Awrye > Ezy Imperial Bureau 
of Entomology (#® Commonwealth Institute 
of Entomology) に 職 を 得 , 1945 年 対 バ ッ タ 研 


Fi v #— Anti-Locust Research Centre 設 


立 と と も に その 所 長 と し て 活躍 , 1959 年 引退 
後 も コンサルタント と し て 死 の 直前 まで 研究 
を 続け た 。 ワ タリ ベッ タ 類 の 大 発生 に 関連 し 
て 相 説 phase theory を 提唱 (1921~1928), 

これ は ワタ リ ベ バッ タ 類 の 生理 ・ 生 態 学 や 防除 ・ 
の 研究 に 大 きい 影響 も 与 を た だ け で な く , 昆 
虫 の 生理 学 ・ 行 動 学 お よび 個体 群 動態 論 に 新 


し い 分 野 を 開く も と と な っ た 。 Ek, 総説 
Insect and Climate, 1931, は 昆虫 個体 数 変 
動 と 気候 の 関係 に つい て の 研究 に 大 き v RK 
FAR. COlUDBUGH ODIAS - AMpth 
BEE + BPR OAESFIC OV CRS < OR 
BHD, <EX Locusts and Grasshoppers, 
1928, Grasshoppers and Locusts, A Hand- 
book of General Acridology Vol.1, 1966, 

ウ ヒ ョ ー Mx [glaze] 過 冷 却 の 雨 が 地 
表 や 植物 体 上 で 氷結 し た も の 。 

ウプサラ ガク ハ ー 一 学派 LUppsala 
school OUppsala Schule] 植物 社会 学 的 
な 群落 把握 の 一 学派 。 Rabel や Braun-Blan- 


quet な ど に よる いわ ゆる 中 欧 派 ・ チ ュー リ 「 


ッ ヒ ー モ ン ベ ペリ エー 学派 に 対し て , スカ ンジ 
FET 学派 と も いわ れる 。 ウプサラ 大 学 の 
Cajander(1909), Du Rietz な ど に よっ て 提唱 
され た 。 低温 下 で 一 般 に 均質 な スカ ンジ ナビ 
アァ 地 方 の 植生 の 調査 結果 に よっ て , 優 占 種 や 
階層 を 主 と し た 植物 群落 区 分 法 を 樹立 し た 。 


RHE 

ウ モ ー サ ンプ 羽毛 散布 [eriochore] 
種子 の 外側 に 羽毛 を も ち , 風 に よる 散布 が 行 
われ る こと 。 

ウ モ ーシュ シ 羽毛 種子 Lcomospore」 


絹 毛 状 の 付属 物 を も っ た 散布 器官 。 冠 毛 種子 。 

ウラ ゴケ 柚 殺 [tapering] 上 部 で 急 に 
細く な り 円 雛 状 を な す 樹 幹 。 完 満 の 対語 
や 完 満 

ウリ ョ ー 雨量 [amount of rainfall 
MRegenmenge @®hauteur des pluies」 
降水 の うち 雨 と し て 落ち る 水 の 量 で, 水深 
mm で 表す 。 降 水量 precipitation は 雨 お よ 
び 固 相 の 水 ( 雪 ・ あ られ ・ ひ ょ うな ど ) を 液 相 に 
戻し た も の の 合計 で ある が , し ば し ば 雨量 も 
降水 量 と 同義 に 取扱 われ る 。 

ウリ ョ ー- オ ンド ズ 雨量 - 温 度 図 rain- 
fall-temperature diagram, r.-t. graph, 
r.-t. relation] ある 生物 の 発生 ・ 成 長 な 
ど と 雨量 温度 と の 相互 関係 を みる た め , x fh 
に 雨量 , y 軸 に 温度 を と り , 生物 の 発生 量 な 
どの 現象 量 を 図 上 に 等 値 線 と し て 示 し た 図 。 
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三 温 雨 図 

ウリ ョ ク カジ ュ ケ イ 雨 緑 果樹 形 [rain- 
green fruit tree form Oregengrine 
Obstbaumform] *+-—AhFIVTREDOM 
帯 落 葉 乾 生 林 を 特徴 づけ る , 幹 が 太く , 厚い 
樹 度 で 履 わ れ た 樹木 の 生育 型 。 枝 は 広く 伸び , 
樹冠 は 平均 的 に 開い て いる 論 状 。 

ウリ ョ クシ ョ ク プ ブツ 雨 縁 植物 [rain- 
green plant Dregengriime Pflanze] 雨 
期 に 葉 を つけ 乾期 に 落葉 する 植物 。 

ウリ ョ ク テイ ボク リン 雨 緑 低木 林 [hie- 
mifruticeta ] 

ウリ ョ クリ ン eM [rain-green for- 
est, hiemilignosa] 熱帯 また は 亜熱帯 の 
モン スー ン の 影響 を 強く 受け , 乾期 と 雨期 が 
は っ きり と 交代 する 地方 の 乾期 に 落葉 する 森 
林 。 モンスーン 林 ・ サ バンナ 林 な ど が これ に 
相当 する 。 

ウリ ョ ー ケ イ 雨量 計 [rain gauge O 
Regenmesser | 

ウリ ョ ー ケ イス ー 雨量 係数 [rain fac- 
tor DRegenfaktor] 土壌 の 生成 が 温度 と 
降水 量 に 密接 に 関係 し て いる こと か ら Lang 
の 唱え た 係数 で , 年 降水 量 (mm) を 年 平均 気 
温 ("C) で 割っ た 値 。 

ウル ミン (Culmin] Oi 

ヴ ル ム ヒ ョ ー キ 一 一 永 期 [Warm gla- 
cial period OWirm-Eiszeit] ヨー ロッ 
ズバ アル プス 地方 の 洪 積 世 最 後 の 氷 期 。 第 四 水 
期 と も いう 。 4 回 の 亜 氷 期 と 2 回 の 亜 問 氷 期 
に 分 けら れる 。 約 5 万 3000 年 一 1 万 年 前 の 間 。 
日 本 の トッ タ ベ ツ 氷 期 ・ 飛 騨 水 期 は この 時 代 
の も の と 考え られ て いる 。 

ウン セキ ド 運 積 土 [transported soil] 


ー 移 積 圭 

ウン パン 運搬 [phoresy OPhoresie] 
片 利 共生 の 一 形態 で , 移動 の た め の 運 搬 力 と 
し て 相手 を 利用 する も の 。 

ウン パン サヨ ー 運搬 作用 [transporta- 
tion] 風化 ・ 侵 食 を 受け た 物質 を 他 の 場所 
へ 運ぶ こと 。 

ウン ム コー ゲン ・ 妥 却 荒 原 [fog-desert] 
乾燥 地帯 の 山地 の 岩槻 や 山腹 の 確 原 。 降雨 は 
ほとん ど な い が , BRM CRM LIRR 
面 を 伝っ て 滴下 し , 岩 の ま わり や 隙間 に 特別 
な 植物 fog plant が 生育 する 。 | 

ウン ム ショ ク プ ツ 雲 及 植物 [fog plant) 
ofS 

ウン ムタ イ BBF (cloud belt, fog b., 
c. zone, f. z. ⑪Nebelzone] 高山 の 中 腹 
の 年 間 を 通し て 雲 霧 に 只 わ れる 頻度 の 高い 地 
帯 。 1 年 中 空気 湿度 が 高い た め , コケ ヶ 林 と な 
る こと が 多い 。 低 紳 度 の 乾燥 地帯 で ほそ の 下 
限 は 高い が , 大 洋 中 の 島 で は 下限 は 非常 に 低 
く な る 。 OBBKR 

ウン ムリ ン BBK List forest, cloud 
f. ONebelwald] 主 に 熱帯 亜熱帯 の 山地 の 
雲 霧 帯 に 発達 する 森林 。 一 年 中 高 湿度 の た め 
ュ ケ 林 と な る 。 ay 

ウン ムリ ンタ イ Bette (cloud for- 
est belt。c. f. zone] 山岳 の いつ も ゃ 雲 霧 
の か か っ て いる 地帯 を 雲 霧 帯 cloud zone, c. 
belt と いい , SCICMILT SRMLABM c. 
forest V5, ZRGHKOAILS 05 BRR 
厚く 覆 わ れ て いる の で , 27hkECIHBH 
mossy f. LOMiEHS. COA TOR 
を いう 。 ユ ケ ヶ 林 帯 m. f. zone と も いう 。 
OLR, OBB 


ee vr 


エア タリ ミツ ド th BSE [popu- 
lation intensity] 食物 の 単位 量 あ た り の 
平均 個体 数 を 面積 あたり の 密度 と 区 別 す る た 
め ,。 カナ ダ の 応用 昆虫 学者 Morris(1955) は こ 
の 語 を 用 いた 。 し か し 一 般 に は 植物 の 株 あ た 
り , 枝 あ た り の 平均 個体 数 を も 単に 密度 と 言 
い 表 すこ と が 多い 。 ぴ 個体 群 密度 

エー-= ア ー ル ヒ 一 一 比 [4/ ratio; 
assimilation/respiration r.] 生態 系 の 生 
物 的 構成 要素 を 栄養 段階 別に まとめ た グル ー 
プ ど と つい て の , 同化 量 4 と 呼吸 量 玉 の 比 。 
一 次 生産 者 に つい て は , 4 の 代り に 総 生 産 量 
Pg を 用 いる 。 

エイ キュ ー シオ レ テ ン 永久 姜 れ 点 Lper- 
manent wilting point, irreversible w. 
pe] 水不足 に よる 姜 れ で , KYEATIA 
復 し な いよ うに な る 限界 点 。 回復 の 判定 は 十 
分 水 を 与え , 水蒸気 飽和 の 場所 に 24 時 間 放 軒 
LTH. KAMER. 

エイ キュ ー シ オ レ リ ツ KABN* [per- 
manent wilting dose, p.w. percentage | 
AFEPOKAAMY TSE, つい に は 植物 は 
燕 散 に よっ て 失わ れる 水分 を 根 か ら 補 給 で き 
也 ,。 し お れ て し まう ぅ 。 こ の と き の 土 壌 含水 量 
を ゅ ぃ 2。 同 一 の 土壌 に 生育 する 植物 は 種 が 佑 
っ て も し お れる と き の 土 壌 水分 は ほほ 等 し い 。 
永久 し お れ 率 は 土壌 固有 の 値 で あり , ANE 
意義 は 大 きい 。 

エイ キュ ー チ ョ ー イ テン KAMER 
[permanent wilting point] 一 永久 委 れ 点 

エイ キュ ー ト ー ケ ツキ コー 永久 凍結 気 
候 Lice climate DKlima ewigen Fros- 
tes] 最 暖 月 平均 気温 が 0'C 以 下 の 気 師 。 南 
極大 陸 ・ グ リー ン ラ ンド 内 陸 部 な ど に 発達 す 
Dor. a. 

エイ キュ ー ト ー ド ソー xARLE Lper- 
maafrost] 土壌 水 が 水 結 し て 夏期 に も 融解 し 
な い 凍 土 の 層 。 極 地 や 寒 帯 ・ 亜 寒 帯 土壌 で ろ 
られ る が , 北半球 で は シベ リア ・ カ ナダ た など 
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の 50°N 以 北 に 広く 分 布 し て いる 。 ツ ンド ラ 
地域 の 一 つの 特徴 。 

エイ キュ ー ホー ケイ ク 永久 方 形 区 [per- 
manent quadrat (Dauerquadrat | 何 年 
か に わた っ て 植生 の 状況 を 記録 する た め に 設 
置 さ れ た 調査 用 方 形 区 。 永年 方形 区 ( コ ド ラ テー 
ト )。 定 置 わく 。 

エイ キュ ー ホー ケイ ク ホ ー 永久 方 形 区 法 
[permanent quadrat method] 遷移 状況 
な と 植生 の 動態 を 知る た め に 永久 方 形 区 を 貫 
いて , 永年 に わた っ て 継続 調査 を する 法 。 永 
年 方 形 区 ( ュ ド ラー ト ) 法 。 定置 わ く 法 。 

エイ キョ ーシュ BBE (influent, i. 
species] 食害 する な ど 他 の 生物 に 直接 働き 
か け て , それ に よっ て 群集 の 様相 を 目立っ て 
変え た て いる よう な 生物 が ある と き , それ を 指 
す 。 influent は , 群集 中 に ふつ うに 見 られ る 
が 優 占 種 ほど に は 重要 で な い 動物 種 を 指す 意 
味 も も つ 。 ま た , 群集 中 に 特定 の 時 期 に し か 
出現 し な いか , 常時 出現 する に し て も 影響 種 
ほど の 影響 を 他 に 与 を な いも の は , 亜 影響 種 
subinfluent と いわ れる 。 

エイ ジン グ [ag(e)ing] 加 齢 。 年 を と る 
こと 。 多 細胞 生物 の 個体 に 限ら ず , 単細胞 生 
物 ・ バ ク テ リ ア や 更に 培養 細胞 に つい て も い 
われ る 。 老化 と も いわ れる が , 主として 老年 
期 で の 加 齢 に 伴う 現象 を 意味 する 老化 sene- 
scence, senility - と は 多少 異な る 意味 も 与え 
られ て いる 。 た だ た と えば ぱ ば, 個体 が 発生 を 開始 し 
た と きか が ら 始 まる 現象 と し て と ら え られ る やむ 
DC, その 中 に ほ は いわ ゆる 成長 の 過程 も 含ま 
HS. し か し この よう だ 発育 と は いわ な いで 
Mike SSO, 単に その 生涯 を 通し て の 時 
間 的 経過 ・ 推 移 を 意味 する に 留 ら ず , その 全 
過程 を 減衰 ・ 衰 退 の 過程 と は 考え を な いま で も 。 
少な く と も 寿命 と し て 定まっ た ある 終点 ( 死 ) 
に 向っ て 終息 し て いく 過程 と し て と ら え を る, 
ある い は その よう な 側面 で 見 る 立場 だ か ら で 
ある 。 
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エイ セイ ガイ チュ ー 衛生 害虫 [sanita- 
ry insect pest] 刺傷 や 病気 の 媒介 を 通じ 
て 直接 間接 に 人 間 の 健康 に 害 を 与え る 昆虫 お 


よび ダニ 類 。 例 ′ カ ・ ハ エ ・ ゴ キ プ ブリ ・ ノ ミ 
Vo 
エイ ソー #3 [nesting] と くに 鳥類 や 


Bp LORE) りあ る い は 上 巣 を 作っ て 居 着 
CCE Sy 
エイ ゾク ゲン ラク 永続 群落 [permanent 
community DDauergesellschaft] 気候 
的 極 相 に は 到達 し て いな いか , HOVILEL 
得 な い が , 非常 に 長い 間 そ の 状態 で と どまり , 
独自 の 群落 構造 を 示す よう な 群落 。 極 相 の 場 
合 は 気候 の 変化 が な けれ ば それ 以上 変化 し な 
い が , 永続 群落 は 気候 以外 の 制限 要因 が 除 か 
れれ ば 更に 発達 し て いく こと で 区 別 さ れる 。 
エイ ゾク ショ クセ イ 永続 植生 [perma- 
nent community ODauervegetation ] 
三 永 続 群落 
エイ ゾク テキ セイ ソ ク バ ショ 永続 的 生息 
場所 [permanent habitat] Southwood 
962) は と くに 昆虫 類 の 移動 migration に 関連 
し て , 安定 し た 永続 的 な 生息 場所 に す ゼ 種 は 
一 般 に 移動 力 が 乏しく , 不安 定 な 一 時 的 生息 
場所 temporary habitat を 利用 し て 生活 する 
- 種 は 移動 力 に 富み それ に 適 し た 生理 的 特性 を 
も つこ と を 主張 し た 。 極 相 林 climax forest は 
前 者 の 典型 的 な 例 で あり , 砂漠 や 半 砂 漠 地 帯 
の 草原 は 後者 の 例 で ある 。 
エイ ゾク ヘン イ 永続 変異 [permanent 
modification MDauermodifikation | 
ある 外因 に ェ り 細胞 質 に 後天 的 新 形質 が 生 じ 。 
栄養 生殖 に よっ て 長く 維持 され る よう な 変異 。 
主として 微生物 に み ら れ る 。 持続 変異 。 
セイ ゾ クリ ュー 永続 流 [perennial 
stream] 合 の 下 底 が 地下 水面 以下 に ある 流 
れ で , 乾期 に も 枯れ る こと が な い 。 史 間 歌 流 
エイ ネン コ ド ラ ー ト ホー | 永年 一 一 法 
Lpermanent quadrat method] =xAA 
形 区 法 
エイ ネン ホー ボク チ 永年 放牧 地 [per- 


manent pasture DDauerweide] 多年 


、 エイ ヨー 


に わた っ て 放牧 に 利用 され て いる 草地 。 
栄養 [nutrition | 生活 現象 の 
維持 また は 成長 に 必要 な 物質 を 口 よ 消化 管 
を 経て 取入れ , 生命 現象 を 営ん で い ぐ こ と 。 
あふ つら は 摂取 する 物質 の うち , 水 と 塩分 を 除 
いた タン バク 質 ・ 含 水 炭 素 ・ 脂 肪 ・ ビ タ ミ ン 
類 を 栄養 素 と 呼ぶ ぶ 。 
エイ ヨー ケイ 
clone] ニク ロー ン 
エイ ヨー コー カン 栄養 交換 [trophal- 
laxis ⑥Trophallaxis] 社会 性 昆虫 の 同 コ 
ロニ ー の メン ベー 間 に み られ る 栄養 物 の 交換 。 
エイ ヨー ジュ ンカ ン 栄養 循環 [mutri- 
ent cycle (ONahrstoffkreislauf] 生物 
と 環境 と の 間 に お ける 栄養 素 の 生物 地球 化学 
循環 の こと 。 通常, RARPROBRRO XL 5 
な 沈殿 型 と , 大 気 が 系 の 貯蔵 所 と な っ て いる 
窒素 の 循環 系 の よう な ガス 型 と に 大 別 さ れる 。 
エイ ヨー セイ セイ ソー 栄養 生成 層 [tro- 


栄養 系 [clonal line, 


phogenous zone, t. layer] 水中 に お け 


る 光合成 に よっ て 有機 物 の 生産 が 呼吸 量 を 上 
回 る 層 , いい か える と 補償 深度 以 浅 の 部 分 を 
指す 。 光 合成 層 ・ 生 産 層 ・ 有 光 層 と も 呼ば れ 
る 。 補償 深度 

エイ ヨー セイ チョ ー キ カ ン 栄養 成長 期間 
[vegetation period, growing season, 
g. p, growth p., v. season ©Vegeta- 
tionsperiode period de végétation ] 

エイ ヨー ゾ ソ 2% [nutrient ONahr- 
stoff substance nutritive] 生物 が 生育 
の た め に 取入れ 利用 する 諸 物質 。 独立 栄養 を 
行う 植物 に と っ て は 無機 元素 お よび それ ら の 
化合 物 (栄養 塩 ) が 最も 問題 と な る 。 し か セー 
般 の 植物 で も 有機 化合 物 (尿素 や アミ ブ 酸 ) を 
利用 する し , 食 虫 植物 は 動物 体 の 成分 を 用 い 
る 。 下 等 植物 ( 生 に 藻類 ) で は 炭素 源 と し て 糖 
や 有機 酸 を , また ビタ ミン 類 も 用 いる こと が 
知ら れ て いる 。 

エイ ヨー ダン カイ 栄養 段階 Ltrophic 
level] エネ ルギー や 物質 の 動き の 面 か ら 生 
態 系 の 生物 的 構成 要素 を 類型 的 に 分 けた や の 。 
緑色 植物 より な る 生産 者 producer, 直 摘 間接 


と 植物 を 餌 と する 動物 より な る 消費 者 consu- 
mer, 両者 の 排出 物 や 道 体 を 餌 と し て これ を 
無機 化す る 生物 より な る 分 解 者 decomposer 
の 三 段 階 が ある 。 栄 養 段 階 は ふつ 5 捕食 連鎖 , 
寄生 連鎖 に つい て 示さ れ , 腐 生 連 鎖 や 分 解 者 
の 連鎖 で は は っ きり し た ない 。 捕食 連鎖 で は , 
植 食 動物 は 二 次 栄養 段階 , 一 次 肉食 動物 は 三 
次 栄養 段階 に 属す る 。 ご 栄養 動態 

エイ ヨー テキ 栄養 的 [yegetative DO 
vegetativ ⑤vegetatif] 通常 の 成長 を し て 
いる , 成長 力 の ある , 栄養 成長 の 。 
_ 。 エイ ヨー テキ キョ ー セ イ セイ ブツ RE 

的 共生 生物 Ltrophobiont] アリ と アリ マ 
キ の 関係 の よう な 共生 関係 に ある 生物 。 

エイ ヨー ドー タイ 栄養 動態 Ltrophic 


dynamics} 生態 系 を 構成 する 栄養 段階 間 


の エネ ルギー の 流れ や 物質 の 循環 を 量 的 に 分 
析 し , 系 の 維持 機構 や その 遷移 の 方 向 を 研究 
する 分 野 。Lindeman (1942) に 始ま り Odum 
ら に よっ て 展開 され , 現代 アメ リ ヵ 生態 学 の 
主流 を な す も の 。 従来 は 栄養 段階 内 を ブラ ッ 
クボ ックス と し て , 大 ま か な 分 析 し か 行わ れ 
な か っ た が , 近年 は 構成 要素 を 種 の レベ ル ま 
で 細分 し て 研究 され る よう に な っ た 。 ご 栄養 
段階 

エイ ヨー フリ ョ ー 栄養 不良 [malnutri- 
tion] 摂取 する 食物 中 の 栄養 が 不 完全 で , 
生体 の 構造 また は 機能 に 何ら か の 障害 を 生じ 
る と と 。 一 つ あ る いせ は 複数 の 栄養 素 の 不足 に 
よっ て 引 起 され る 低 栄 養 だ け で な く 栄 養 素 を 
過剰 に 摂取 し すぎ る 場合 に も 起 る 。 

エイ ヨー プン カイ リソー 栄養 分 解 層 [tro- 
pholytic zone, t. layer] 光 不 足 の た め 
に 有機 物 の 生産 が な く , 主として 分 解 が 行わ 
れる 土壌 の 深層 。 3 

エイ ヨー ヨー イン 843 nutrition- 
al factor OErnahrungsfaktor] 環境 要 
因 の うち , 生物 が 生命 を 維持 し , 更に 成長 を 
行う た め に 取入れ る べき 栄養 に 関す る 要因 。 
植物 で は 主 に 無機 塩類 , 動物 で は 餌 と な る 有 
機 物 や ビタ ミン 等 の 微量 栄養 素 が 問題 と な る 。 

エイ リュ ー ケ イセ イシ ャ BAKA 
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Cgall former] 寄生 する こと に より 植物 体 
に 異常 発育 や 異常 形成 を 起 し , こぶ 状 の 肥厚 
組織 を 作る 原因 と な る 生物 。 動 物 で は アプ ブラ 
ムシ や ハチ な どの 比 虫 ・ 線 虫 お な よび ダニ 類 が 
代表 的 で あり , 植物 で は 細菌 や 菌類 が あげ ば ら 


・ れ る 。 


エー エム ソー 
BABE. | 

エ オ クラ イマ ックス [eoclimax] 一 地 
質 時 代 (中 生 代 ・ 新 生 代 な どの 代 era を 意味 する ) 
中 の 極 相 群 落 。 ま た は 第 三 紀 始 新 世 の 極 相 植 
生 を 指す こと も ある 。 

エ オ シー ア [eosere] 一 地質 時 代 ( 古 生 
代 ・ 新 世代 な どの 代 era を 意味 する ) 中 の 植物 群 
落 の 遷移 系 列 。 ウ パレ オシ ー ア 

エキ アツ コッ カク 液 圧 骨格 [hydrostat- 
ic skeleton] 膨 圧 と 液 圧 の 増大 に よっ て 
体腔 な どの 体液 が 体形 を 保持 する 骨格 と し て 
の 役割 を 果して いる こと 。 星 口 動物 ・ 環 形 動 
D> RRHMic ECB or DPR LE OSS 
と き に 重要 な 働き を する 。 

エキ ガ 膝 芽 [axillary bud ①Achsel- 
knospe ®pousse axillaire] 側 芽 の 一 種 
で , Hi oRELKF. 

エキ ガク 疫学 [epidemiology, epizoo- 
tiology] 生物 集団 に 起 る 疾病 等 の 現象 に つ 
いて その 分 布 や 伝播 の 機 庁 を 多角 的 に 観察 ・ 
分 析 し , 因果 関係 明らか に する こと に よっ 
て その 成立 を 追 宛 する 研究 分 野 。 疫 学 は 病気 
DARE & Ds—RALRES medical ecology と い 
われ , 元 来 人 間 集 団 に お ける 病気 の 多発 ・ 流 
行 の 原因 や 過程 を 探 完 する 分 野 で ある が , 人 
間 以 外 の 動物 の 病気 に つい て の 同様 な 研究 に 
対し て も し ば し ば 用 いら れる 。 こ の 場合 動物 
疫学 epizootiology と いう 語 が , と CCB 
病 研究 者 に より 用 いら れ て いる 。 

エキ ザイ 液 材 [sapwood, slint wood 」 
木質 部 周辺 の 水分 含量 の 多い 柔軟 な 材 。 避 辺 
材 

Eee 液肥 [liquid fertilizer, 1. 
manure] 液状 の 肥料 。 

エク メー ネ [eceumene ] 地理 学 用 語 で 


ー 一 層 [Am layer] 
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地球 上 で 人 間 が 生存 し て いる 部 分 を 指す 。 ア 
ネ ク メ ー ネ anecumene の 対語 。 文 化 が 進む に 
つれ て エク メー ネ の 領域 は 拡がる 。 

エク リン セン 一 一 腺 [eccrine gland] 
汗腺 

エケ ー ド [ecad] 環境 に 適応 し て いる よ 
うに みえ る 非 遺 伝 性 の 形態 。Clements (1939) 
の 造語 。 適 応 型 。 エ カド 。 ウエ コ フ ェ ー ン 

エゴ タ ショ タケ ブツ ゲン 江古田 植物 群 
LEgota flora] ヴ ル ム 氷 期 後半 か ら 沖積 世 
に か け て の 関東 平野 の 植物 気候 を 示す 植物 化 
石 群 。 東 京都 中 野 区 江古田 の 妙 正 寺川 底 が そ 
の タイ プ で ある 。 WRASSE S AC aE 
の 落葉 広葉 闘 が 多い 。 当 時 の 気候 に つい て は 
少な く と を 年 平均 気温 で 5 一 6 “C. 以 上 現在 
より 低温 で あっ た こと は 確か で ある が 細部 に 
. つ いて は 論議 が 多い 。 

エコ フェ ー ン [ecophene] ① あ る 特殊 
な 環境 に 対す る 生物 の 反応 の 仕方 。② エ ケー 
ド ecad と 同義 。Turesson の 造語 。 必 エケ ー ド 

エコ ー ロ ケー ショ ン Cecholocation ] 
動物 が 自ら 音波 を 発射 それ が 物体 に 反射 
され る の を 識別 し て , 運動 の 方 向 や 位置 を 認 
知 し 定め る 機 能 。 ュ ウゥ モリ 類 や イル ヵ 類 は 著 
名 で ある が , か な り 広 い 範 囲 の 海産 動物 で も 
知ら れ て き て いる 。 acoustic orientation と も 
いう 。 

エサ ドー プ ブツ eh [prey] 餌 動物 (= 
ドゥ プッ )。 捕 食 動 物 の 食物 と な る 動物 。 被 食 者 。 

エ シ 壊死 (necrosis DNekrose ⑤⑥ne- 
crose」 生物 体 の 一 部 (細胞 ・ 組 織 ・ 器 官 ) に 起 
る 死 。 

エ シ ガ ク 壊死 学 [necrology ONekro- 
logie ®nécrologie] 生物 の 遺物 が 化石 化 
の 段階 まで に 生じ る , 変化 の 過程 を 研究 する 
分 野 。 

エス エル エー 
area] 王 葉 面積 比 

エス カー [esker, eskar DWallberg } 
大 陸 氷 河 の 作用 を 受け た 地方 (と くに 北 き ミー ョ 
ッ パ ・ カ ナダ ・ ア イル ラン ド ・ ス ウェ ー デ ン ) で ,。 


氷河 の 堆積 物 が 流 路 に 沿っ て 堤防 状 に 形成 さ 


[SLA : specific leaf 


れ た 丘陵 脈 。 
エス ジ ガ タ キョ クセ ン ー 一 字形 曲線 
[sigmoid curve] ニシ ゲ モ イド 曲線 


エス ジジ ョ ー セ イチ ョ ー キ ョ クセ ン 一 一 
字 状 成長 曲線 [sigmoid growth curve] 
個体 の 成長 (重量 ・ 体 長 な ど ) や 恒常 な 環境 条件 
下 に お ける 単 一 種 の 個体 数 増加 は , 時 間 軸 に 
対し て S 字 状 の 曲線 を 描い て 一 定 の 上 限 値 に 
滑 近 する 。 こ の よう な か 成長 曲線 は し ば し ば 
ジス チッ ク 曲 線 logistic curve に よっ て 近似 
され る 。 ツ ロジ スチ ッ ク 曲 線 

エス ピナ ス Espinas, Alfred V., 1844~ 
1922 フラ ンス 人 。 動 物 社会 学 の 先駆 者 で , 
Des societes animales (動物 の 社会 )。 1877, 
を 著 し た 。 こ れ は Darwin の 影響 を 受け て 動 
物 に も 社会 を 認め , その 比較 研究 に よっ て 動 
物 社会 の 進化 を 理論 化 し ょ う と 試み た 最初 の 
書物 で あり , 群れ 生活 と 家族 生活 の 対立 的 関 . 
係 を 説く な ど 多く の 示唆 を 含む が , 後に その 
汎 社会 論 的 立場 は 批判 を 受け た 。 こ の 分 野 は , 
Alverdes, Allee, Wheeler ら こ よっ て 踏襲 
され た 。 

エー スリ ー リ ソー 一 一 層 [A。-horizon © 
A;-Horizont ®horizon A。] B 層 へ の 移 


行 層 の う ち A 層 に 近い 部 分 で , 腐植 を ある 程 


度 含み 質 も や や 粗い 。 
エー ゼロ スリ ー ソー 
rizon| O¢2EB 
エー ゼロ ゼロ ゾー 。,。 一 一 層 [Aoo-horizon 
①⑥A。。-Horizont Mhorizon Ayn] ORR 
大 


pr [As-ho- 


エー ゼロ ソー 一 一 層 [A。-horizon © 
A。-Horizont ®horizon Ao] 土壌 断面 の 
J LINC, 地表 に 集積 し た 有機 物 の 層 の 総称 。 
土壌 の 有機 質 母 材 と な る も の で ぁ ふつ うし 層 ・ 
F 層 ・H 層 に 分 けら れる 。 また 是 層 の み を と 
く に A。 層 と 呼ぶ 場合 も ある 。 OM 


エー ゼロ ツー リソー 一 一 層 [LA。z-horizon] 
ORB 

エー ゼロ ワン ソー 一 一 層 [4。」-horizon 
⑥A。-Horizomt] ORB 

エー ソー 一 一 層 (A-horizon, leached 


h. @OA-Horizont ®horizon A] Ahi 
層 。 土壌 の 表層 ある い は 表層 に 近い 部 分 で 形 
成 さ れる 有機 物 の 集積 層 。 表 層 土 。 や Az 層 , 
CA, Rie 

ェ エダ # [branch OZweig ®branche, 
tige] 枝 の 総称 。 大 枝 ・ 中 枝 ・ 小 枝 と 分 け 
る と き に は 中 枝 を 指す 。 - 

エダ ウチ 枝 打 [pruaning OdAstung, 
Aufastung, Entastung Pelagage, ebr- 
anchement] 節 の な い 用 材 を 得る た め に 計 
画 的 に 下 枝 を 切 取 る こと 。 

エダ カジ リ HHCY [browsing OAs- 
ung, Verbiss abroutissement| 芽 ・ 
葉 ・ 核 を 食らう こと 。 

エタ ッ プ [etap]. 発育 段階 し いわ れる こ 
と も ある 。 ど ん な 変化 に よっ て で も 設定 され 
る 発生 段階 と は 区 別 さ れる 。 すなわち, その 
期間 内 で は 成長 増大 は し て も , 形態 的 構造 に 
お いて も 生理 的 機能 に お いて も 質 的 に 新しい 
も の は 現れ な いと いう , 一 様 性 を も っ た 発育 
過程 に 見 られ る 段階 と され る 。 

エダ バリ 枝 張り [branch spread] ffi 
物 の 枝 の 広がり 。 ぁ ふつ 2 最 長 直 径 と それ に 直 
角 の 直径 の 平均 か , その 半分 の 半径 で 示す 。 

エダ フォ ン [edaphonle) OEdaphon 
⑤edaphone] 根 や 地下 茎 を 除い た 土壌 中 
の 生物 群 。 細 菌 ・ カ どなた と 植物 任 の も の の 
を いう 場合 は 植物 ニテ ダフ ォ ン phytoedaphon 
と い う 。 三 土壌 生物 

- エ タリ ア [-etalia] 植物 群落 の オー ダ 
ー 名 の 語尾 。 た と えば , ヤブ プッ バ キオ ー ダ ー 
Camellietalia japonicae な ど 。 

エチ オ ピ ア ク 一 一 区 [Ethiopian reg- 
ion Oathiopische Region] 陵 上 の 動物 
地理 区 分 で 。 サハ ラ 砂 漠 か ら 南 の アフ リカ と 
マダ ガス カル を 含む 地域 。 

エッ カカ 越 夏 [aesuivation] ORR 

エ ヅ ケ ホ ー Ht [provisioniza- 
tion method] 動物 の 社会 学 的 ・ 行 動 学 的 
研究 で 使わ れる 方 法 。 た と えば サル の 行動 時 
の 中 に 餌 場 を 作り , 定期 的 に 食物 を 置い て 餌 
場 を サル の 重要 な 採 食 地 の 一 つと する こと に 


に た eee 


Lot, 次 第 に 人 間 と の 接触 に 慣らし 近 距 離 
の 定期 的 な 欠 察 を 確保 する こと 。 対象 と な る 
種 が 特殊 化し た 食性 を も つ 場 合 は 餌 づ け は 困 
難 で ある 。 観察 者 は 餌 場 で つね に 動物 を 見 る 
こと が で きる の で , 個体 識別 に ょ る 長期 研究 
が 可能 と な る 。 餌 づけ 法 は , ニホン ザル ・ チ 
ン パ ンジ ー の 研究 に 大 き な 員 献 を し た 。 し か 
し 食物 の 過剰 投与 は 集団 の オー バー ポ ピ 。 レ 
ーション を も た らし , 生態 系 の バラ ンス を 月 
す の で 厳密 な 管理 が 必要 で ある 。 ま た 和 餌 づけ 
法 は 野生 寺 長 類 以 外 に も ミッ バチ な ど で 用 い 
られ る 。 

エー ツー ソー 一 一 層 [4。-horizon] A 
層 中 部 の 溶脱 作用 の 最も 著しい 層 で , 酸化 鉄 
や 腐植 な ど 土 壌 に 色 を 与え る 物質 まで 失わ れ 。 
淡色 また は 灰白色 化し た 層 で 。 ボド ソル 化 作 
用 ・ レ ンー ジ = 作用 な ど は 主 に この 層 に 働 
く 。 OAR, OMB 


エッ チ ソ ー 一 一 層 [HH layer] =i 
層 

エッ トー 越冬 Lwintering, overwin- 
tering | 


エッ トー イチ ネン セイ ショ ク プ ブツ Be 
ーー 年 生 植物 [winter annual, hibernal a. 
plant] 秋季 に 発芽 し , 翌 春 開花 ・ 結 実 し て 
枯死 する 一 年 生 植物 。 越 年 生 植物 。 

エッ トー イド ー 越冬 移動 [wintering 
migration] 越冬 回 遊 。 越生 の た め に , あ 
る い は 越冬 場所 へ 向っ て 移動 する こと 。 索 餌 
移動 ・ 産 卵 移動 と と も に 魚類 な どの 回 遊 周期 
を 構成 する と され る 。 

エッ トー カイ ユー 越冬 回 遊 [wintering 
migration] 三越 冬 移動 

エッ トー セイ ソ ク バ ショ 越冬 生息 場所 
[hibernaculum] 動物 の 越冬 の た め の す 
み 場 的 地位 habitat niche を 意味 する 。 

エッ トド トーチ 越冬 地 [wintering 
ground | 


エ ツ ネ ン セ イ ショ ク プ ツ 越 年 生 植物 


Lwinter annual plant Qeinjahrig- 
uberwinternde Pflanze] 秋期 に 発芽 し 
成長 し て 冬期 間 を 緑 葉 で 過す 一 年 生 植物 。 ム 
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ギ ・ ア ブラ ナ な ど 。 

- エ テア [-etea] クラ ス 名 の 語尾 。 す な 
わ ち 植物 社会 学 的 な 群落 分 類 の 現在 の 最上 級 
単位 の 学名 の 語尾 変化 。 た と えば ヤブ ツ ズ バキ 
クラ ス Camellietea japonicae な ど 。 

エー ティ リー ピー LATP : adenosine 
triphosphate] 77 / “Y=. tH: 
% - RRO[COMDABA LK AI UAZ 
4 Fnucleotide は , 核酸 nucleic acids の 構成 
| 単位 構造 で や る が , ATP は これ が 単体 で 存在 
し て いる 形 の も の fres mono-nucleotide CH 
る 。 光 合成 な ど に よっ て 系 外 か ら 捕 捉 さ れ た 
エネ ルギー が 甘え られ , 生体 細胞 内 で の 生体 
反応 に テ ネ ル ギー を 供給 する エネ ルギー 源 と 
. な る 化合 物 の 一 つ 。 | 

- エ ー ト ゥ ム [-etam] 植物 社会 学 的 な 
群落 分 類 の 基本 単位 で ある 群集 association 
⑥Assoziation の 学名 (ラテ ン 語 名 ) の 語尾 変化 
ORD, 例 : ヤマ ボウ シー ブナ 群集 Corno- 
Fagetum crenatae・ アズマ ネ ザ サ -ー ス スキ 群 
集 Arundinario-Miscanthetum sinensis な ど 。 

エヌ ガタ ロジ スチ ッ ク キョ クセ ン 一 一 型 
ー 一 曲線 LN type logistic curve] O— 
MEO LAF + THR 

= 拓 ピ ー ビ ピー ニー ジー ビー ピー ヒ 比 
LNPP/CPP ratio] 総 一 次 生産 gross pri- 
mary production に 対す る 純一 次 生産 net p. 
p. の 比 。 

エネ ルギー ゲン 
source | 

エネ ルギー コー リツ 一 一 効率 [energy 
efficiency of primary production] 
ツ 純 生産 の 効率 , OREEOME 

エネ ルギー ジ シュー シビ ヒ ョ ー 
Lenergy budget] OMAK 

エネ ルギー ノ ナガ レ 一 一 の 流れ [ener- 
MEnergiefluss ©flux d’ 
énergie] 物質 循環 と と も に 生態 系 の 機能 
的 側面 と し て 成り 立つ 原理 。 生 態 系 で の エネ 
ルギー の 流れ は 太陽 エニ ネル ギー が 生産 者 ( 縁 
色 植物 ) に より 化学 エネ ルギー に 変換 され る 
こと か ら 始 まり , HRHW-ARHD- w+ 


ー 一 源 Lenergy 


ー 一 収支 表 


gy flow 


物 の 関与 する 食物 連鎖 を 経て 流れ る 。 あ る 栄 
養 段階 か ら 次 の 栄養 段階 へ エニ ネル ギー が 移行 
する 際 , エネ ルギー の 部 分 的 な 損失 が 起り, 
最終 的 に は エネ ルギー は 熱 テ エネ ルギー と し て 
失わ れる 。 

エネ ルギー ノ ピラ ミッ ド ーー の ーー 
[pyramid of energy] 生産 力 の ピラ ミッ 
ド を エネ ルギー の 単位 で 示し た も の 。 

エネ ルギー ヘン カ ー 一 変化 Lenergy 
change @®Energiewechsel ⑤change- 
ment d’énergie] 生態 系 で の エネ ルギー 
の 流れ に お ける エネ ルギー 形態 の 変化 。 光 エ 
ネル ギー は 化学 テ エネ ルギー と し て 様々 な 生物 
に 利用 され , 最終 的 に は 熱 エ ネル ギー と な る 。 

エネ ルギー ヘン カン 一 一 変換 [emergy 
transfer ①DEnergienbertragung(⑤)trans- 
férement d’énergie ] 

エネ ルギー ヘン カン シャ ー 一 変換 者 
[energy transformer MEnergieiiber- 
trager ®transformateur d’énergie] 

エネ ルギー リュ ー ズ 一 一 流 図 Lenergy- 
flow diagram OEnergieflussdiagr- 
amm] ある 生物 系 の エネ ルギー の 流れ を 図 
示し た も の で , 有機 物 の 中 に 存在 し て いる エニ 
ネル ギー 量 を 箱 型 で 表し , エネ ルギー の 流れ 
を 矢印 で 示し , その 速度 を 箱 を 結線 の 太 さ 
で 示す こと が 多い 。 最 初 の エネ ルギー の 流入 
また は エネ ルギー 摂取 速度 , 使用 きれ な か っ 
た エネ ルギー の 速度 , 同化 速度 ・ 生 産 速 度 ・ 
呼吸 速度 ・ 成 長 速 度 ・ 貯 蔵 速度 ・ 排 港 速度 ・ 
生体 量 な ど に よっ て 描く 。 

エバ ゲ レ ー ド [everglade] アメ リカ 南 
部 で 丈 の 高い 草 が 生え , た くさ ん の 分 岐 し た 
水路 を も つ 沼 沢地 。 フ ロリ ダ 地 方 の この 種 の 
沼沢 地 を と くに the Everglades と いう 。 避 沼 
沢地 

エピ ボー ル [epibore] 
積 し た 地層 。 ツ ウ ヘ メラ 

エピ メレ ティ ッ ク ビ ヘ イ ヴ ィ ア [epinme- 
letic behavior] 動物 の 社会 行動 の 一 つ で , 
他 の 個体 を 世話 し た りあ る い は 役 ら に 注意 を 
与え る 行動 。 


1 ヘ メ ラ 中 に 堆 


エフ ソー 一 一 層 [F-horizon, fermen- 
tation h. OF-Horizont ⑤horizon F] 
ORBE 

エフ プン プ 一 一 分 布 [Snedecor's F- 
distribution] 

エマ ー ジ ェ ン ト [emergent tree] = 
マー ジェ ント 層 に 属す る 木 。 熱 帯 多雨 林 の 最 
上 層 木 で ある 。 三 巨大 木 

エマ ー ジ ェ ン ト ツ ソー ー 一 層 [emer- 
gent layer] 熱帯 多雨 林 の 最上 層 。 熱 帯 多 
雨林 な ど で , ひと 続き の 林 冠 を 構成 する 優 占 
層 の 上 に ある 樹 完 の 独立 し た 巨大 木 の 層 。 B 
木 層 。 

エー ム キ ー 一 期 [Eemmian period ] 
ョ ヨーロッパ の リス - ヴ ルム 間 水 期 。 約 11 万 年 
ー7 万 2000 年 前 の 間 。 モ ナス トリ ア 海 進 期 で 
旧 石 器 時 代 中 期 に 対比 され る 。 気候 は 一 般 に 
BE, 日 本 で は 下 末吉 海 進 期 に 対比 する 説 と 
これ に 反対 する 説 と ある 。 

エム ピー エヌ ホー 一 一 法 [most pro- 
bable number method] 最 確 数 法 。= 稀 
RE 

エメ リー ノ キ ソ リク 一 一 の 規則 [Emery's 
rule] 社会 寄生 性 の 生物 は その 寄主 生物 に 
形態 ・ 行 動 な ど が 非常 に よく 似る と いう 規則 。 
両 種 は 系 統 的 に も 近い 関係 に ある と 考え られ 
ie 

エリ ー ト [elite tree MElite-Baum] 
精英 樹 

エル ゴ ノ ミッ クス [ergonomics] 労働 
経済 学 の 意味 だ が , 動物 社会 学 で は 社会 の 構 
成員 の 間 の 分 業 に つい て , エネ ルギー や 物質 
の 経済 的 な 配分 メカ ニズム を 研究 する よう な 
と き に 使う 。 と くに 社会 性 兄 虫 に お ける いろ 
いろ な カー スト の 仕事 に つい て は , 線型 計画 
法 を 用 いた 理論 的 研究 が な され て いる 。 

エル ソー 層 [L-horizon OL- 
Horizont ®horizon L] 三 落 葉 層 

エル トマ ン Erdtman, Gunnar, 1897~ 
1973 スウ ェ ー デ ン 生 れ 。 von Post の 門下 
ども て 花粉 分 析 ・ 花 粉 形態 学 の 発展 と 普及 に 
真 献 し た 。1927 年 以降 文献 集 の 発刊 , 花粉 研 


エン ガン ギ 29 


究 所 の 設立 , 国際 的 花粉 研究 機関 誌 Crana 
Palynologica の 発行 , 1954--1970 (同年 ょ り 
Grana と 改題 ), な ど を 通じ て 花粉 学 を 国際 的 レ 
ベル に 上 昇 さ せ た 。< 王 閉 > An introduction 
to pollen analysis, 1943, Pollen and spore 
morphology and plant taxonomy I ~IV, 
1952~1971, Handbook of palynology, 1969, 

エル トン Elton, Charles Sutherland, 
1900~ イギリス の 動物 生態 学者 。 オ クス フ 
ォ ー ド 大 学 講師 ・ 動 物 個 体 群 研究 所 所 長 。 ス 
ピッ ツ ベ ル ゲ ン な た と 寒 帯 地 で の 陸上 動物 の 研 
究 , 英国 や 熱帯 南米 で の 森林 動物 の 群集 生態 
FOR, RASH Rte CO ARH 
究 を 行っ た 。 食物 連鎖 food-chain + 生態 的 
地位 ecological niche・ 数 の ピラ ミッ ド pyra- 
mid of numbers な どの 概念 を 提出 し , 自然 
に お ける 動物 の 生態 学 的 研究 に つい て 考察 し 
た 。 <EX) Animal Ecology, 1927, ‘The 
Ecology of Animals, 1933, Voles, Mice and 
Lemmings : Problems in Population Dyna- 
mics, 1942, The Ecology of Invasion by Ani- 
mals and Plants, 1958, The Pattern of Ani- 
mal Communities, 1966, 

Eo ドン が er プ コ サド ーー の 一 一 
[Eltonian pyramid] 選 数 の ピラ ミッ ド 

エー ワン ソー ーー 一層 CA: horizon] 
A 層 上 部 の 層 で 腐植 の 含量 が 高く 暗色 や 黒色 
を 呈す る 層 。 孔 隙 に 富み 微細 構造 が 発達 し て 
いて 生物 の 活動 と 外部 環境 の 影響 を 最も 強く 
受け て いる 層 。 や 4 層 

エン カク サヨ ー 遠隔 作用 [allelopathy 
OAllelopathie] ORE 

エン カク タン チ 遠隔 探知 [remote sen- 
sing] 空中 また は 宇宙 空間 か ら 行 われ る 各 
種 の 測定 。 資 源 調査 や 環境 測定 に 効果 大 で あ 
る 。 : 


エン ガン イキ i R [coastal region 


OKistenregion région cotiere] ¥% 
洋 の 水平 的 な 区 分 域 の 一 つ 。 Heth & eek 
と を 合せ た も の で , 外洋 域 に 対置 され る 陸 棚 
外縁 より 陸 側 の 部 分 の 海洋 。 

沿 岩 漁業 [coastal 


エン ガン ギョ ギョ ー 


0 EZ は 2 表 


fishery | , 

エン ガン セイ 沿岸 性 [coastal OKiis- 
ten) OFF %, OMMF 

エン ガン セイ ゲン シュ ー RRR 
[coastal community | 

エン ガン セイ ユー セイ ブツ AREF 


遊 生物 [neritic plankton, coastal p.] 
kd 徹 : 症 城 の 中 で 生活 する 浮遊 生物 で , 
多く の 定期 性 浮遊 生物 は これ に 含ま れる 。 

エン ガン セイ プラ ンク トン 
三 沿 娠 性 浮遊 生物 
38H (littoral zone, 1. 


{neritic plankton ] 
エス ガン タイ 
belt, 1. region MLitoralzone ⑤zone 
littoral] ① 水 界 の 岸 に 近い 浅い 部 分 。 KE 
生生 物 群 や 植物 大 落 が よく 発達 する 。 海洋 で 
BAK OEM Kat の 一 つ 。 ② 三 潮間 帯 
③ 深 き 30 一 40m ま で の 部 分 で , Wile Str 
こと も る 信 ま な い こと と も ある 。 ORB © 
| 区 棚 外 縁 以 浅 の 陸 棚 上 の 海底 部 分 。 浅 海 系 。 
浅海 営 。 
エン ガン テイ セイ セイ ブツ 
{Hittoral benthos | 
エン キ セ イ ガン 塩基 性 岩 [basic rock 
Mbasisches Gestein ⑤roche basique」 
Si0。 含 量 が 52 錠 以下 の 火成岩 。 可 溶性 塩基 に 
富む 。 
エン キチ カン ヨー リョ ー 塩基 置換 容量 
{base exchange capacity ①Austausch- 
kapazitat] 土壌 が 塩基 で 完全 に 飽和 され た 
と き の 塩 基 の 量 を ミリ グラ ム 当 量 で 表し た も ゃ も 
の 。 塩基 飽和 度 , 置換 性 塩基 置換 容量 
エン キ ホ ー ワ ド _ 塩基 飽和 度 [degree of 
base saturation ①D)Sattigungsgrad © 
degre de saturation] 土壌 に つい て いう 
場合 は , 塩基 置換 容量 の うち 実際 に 塩基 の 占 
め て いる 割合 を パー セン ト 表 示し た も の 。 土 
壌 の 酸性 が 高い ほど 水素 イオ ン が 多い た め 飽 
和 度 は 低く な る 。 塩基 置換 容量 , や 置換 性 塩基 
エン ゲイ 園芸 [horticulture」 
エン コ 塩 湖 [salt lake] 水 1 リ ッ ト ル 
中 に 500mg LAL OKA ee, Bi, le 
雨量 より 蒸 発 量 が 上 回 り , 水分 中 の 塩類 の 渡 


治 昌 底 生生 物 


度 が 高く な っ て 生じ し た も の 。 ま た 。 火山 ・ 慢 


泉 付近 の 湖 や も と 海 の 一 部 で あっ た 海 岩 湖 な 
ども 含ま れる 。 こ と の よう な 湖 に 生息 する 生物 
は 全く いな いか , ご どく 限ら れ た 少数 の も の し 
か 住め な い 。 

エン コー コー ド ケ イ KHER [flame 
photometer ①DFlamxmenphotometer © 
photométre de flamme ] 

エン コー プン コー プン セキ IES IED 
析 [flame spectrometry Flammen- 
spektrometrie ®spectrométrie de flam- 
me | . 

エン ショ ク ハン ノー RXERG Llane 
reaction ©Flammenfarbung ®réac- 
tion 4 couleur de flamme] 

エン ショ ー ソー ゲン BES [saline 
meadow, salt marsh @Salzwiesen ] 
海岸 また は 河口 で 波 の 影響 が 少な く 。 定期 的 
に 海水 や 半 か ん 水 に 浸る 塩 生 植物 を 主 と し た 
草原 。 OMLRE 

エン スイ xk [brine water] 塩分 が 
80% 以 上 の 自然 水 を こ a 3 
が ある 。 

エン セイ グン ラク Gees [salt eom- 


. munity OSalzgesellschaft] 定期 的 に 海 


水 に 浸る 河口 ・ 内 湾 の 植物 群落 。 ア ッ ケ シッ 
ウ ・ ウ ミミ ドリ ・ ハ マサ ジ た な どの 多肉 植物 が 
多い 。 

エン セイ ケイ レツ ig) Fatosere] 


塩 生 植生 か ら 始 まる 植物 群落 の 遷移 系 列 。 


エン セイ サバ ク 塩 生 砂漠 Lsalt desert 
⑩Salzwuste] 含 塩 土 壌 上 に 塩 生 植物 が ま 
ば ら に 生育 し て いる 荒 原 。 

エン セイ シッ チ 塩 性 湿地 [salt swamp 
⑥Salzeumpf] 静か な 海 の 入江 に 発達 し た 
沼沢 地 。 

エン セイ ショ クセ イ 塩 生 植生 Lhalo- 
phytic vegetation] 塩分 の 多い 土地 に 生 
育 する 植物 群落 。 

エン セイ ショ ク プ ツ 塩 生 植 物 [halophi- 
lous plant ⑤⑥Halophyte, Salzpflanze」 
塩水 ある い は 半 か ん 水 に 浸る 立地 で ゃ 生育 可 
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能 な 植物 。 ハ ママ ツナ ・ ア ツケ シソ ウ な ど と が 
その 例 。 

エン セイ ステ ッ プ 塩 生 一 [salt steppe 
⑥Salzsteppe] 海岸 地 や 大 陸 性 気候 で 夏期 
に 著 燥 する 地方 に 発達 する 塩 生 草 原 。 ア ツケ 
gs マチ ま * ャ か ママ ツテ で ハマ アカ ザ 類 
な ど が 生育 する 。 北 東 ア ジア ・ 北 アメ リカ ・ 
スン ガリ ー・ ツ ソ連 東 部 な ど に 広く 見 られ る 。 
エン セイ セイ プ ツ 塩 生生 物 [halobiont 
@MHalobiont] 海洋 生物 marine organisms 
だ け で な く , 一 般 に 塩分 を 含ん だ 水域 に 生息 
する 生物 を いう 。 

エン セイ テイ ボク 塩 生 低木 [salt bask) 
エン セイ / tO [saline Osalzig, 
versalzt] saline は と 、 に 塩 性 沼沢 地 に 生息 
し て いる こと を 意味 する こと が ある 。 塩 分 の 。 
エン ゾ ド 塩素 度 [chlorosity DChloro- 
sitat ⑤chlorosite] 海水 17 中 に 含ま れる 
ハロ ゲン 元素 の 総量 を , それ と 当量 の 塩素 の 
グラ ム 数 で 示し た も の 。 共 存 酸素 量 な どの 諸 
量 が 海水 17 中 と し て 示さ れる の に 単位 を 合 
わせ て , 塩素 量 に 代 っ て 最近 用 いら れる よう 
に な っ て き て いる 。 避 塩素 量 

エン ソリ ョ ー 塩素 量 [chlorinity ⑤ 
Cblorinitat で chlorinite] 国際 海洋 物理 
学 委員 会 902) に より 「 海 水 1kg 中 に 含ま れ 
る 塩素 ・ 臭 素 お よび ョ ッ 素 の 全量 を グラ ム 数 
で 示し た も の 。 た だ し 臭素 お よび ョ ッ 素 は 当 
量 の 塩素 で 置き 換え られ て いる も の と する 」 
と 定義 る きれ て いる 。 千 分 比 婦 と し て 表示 する 。 
SKE 

エン ド + [saline soil OSalzboden 
®sol salé] ニア ルカ リ 土 壌 

エン トロ ピー [entropy DEntropie ® 
entropie」 物体 の 状態 量 の 一 つ 。 物体 が 絶 
対 温 度 ア で 微小 熱量 の Q を 与え られ る と , 物体 
の 状態 関数 S は , dS=Q/T で 与え られ る 。 
この 関数 を ェ ン トロ ピー と いう 。 熱 力学 の 
第 二 法則 は , 断熱 変化 で は エン トロ ビー は 減 
少 せ ず , 断熱 非 可 逆 変化 で は 常に 増加 する こ 
と を 示す 。 

エン パン FAR [disc] 樹幹 解析 の 際 に 


[salt accumulation ] 


樹 埋 か ら 一 定 間隔 で 切 取 られ た 円 板 。 

エン プン 塩分 [salinity OSalinitat, 
Salzgehalt ®salinité] 海水 1kg 中 に 含ま 
れる 塩類 の グラ ム 数 (厳密 に は , イオ ン お よび 
分 子 化合 物 の 量 )。 塩分 を 直接 測定 する こと の 
困難 さか ら , 国際 海洋 物理 学 委員 会 (902) 
は 次 の よう に 定義 し て いる 。 海水 1kg 中 に 含 
まれ る 固形 物質 の 全量 を グラ ム 数 で 表し た も 
の 。 た だ し , この と きす べ て の 炭酸 塩 は 酸化 
物 に 替え , 臭素 ・ ョ ウッ 素 は 塩素 で 置換 し , 有 
機 物 は 完全 に 酸化 する 。 千 分 比 % と し て 表示 
され る 。 

エン プン ショ ー へ キ 塩分 障壁 [salinity 
barrier ⑪Salzschranke] 生物 の 移動 ・ 
分 布 な ど に 対す る 生態 的 障壁 と し て 媒質 の 塩 
分 が 働い て いる こと 。 

エン プン タイ ニン セイ 塩分 耐 忍 性 [sali- 
nity tolerance, salt t.] 面 妨 し うる 塩分 
の 範囲 に つい て いう 。 

エン プン ヤク ソー 
ne | 

エン プン ノ 塩分 の [saline] 三 塩 性 の 

エン ヨー ギョ ギョ ー 遠洋 漁業 [pelagic 
fishery] 沖合 漁業 offshore fishery と も い 
うぅ が, 多少 意味 合い に 違い が あり , 基地 か ら 
何 日 も 離れ て 行わ れる 規模 の 大 きい も の を 指 
a 

エン ヨー セイ タイ セキ プ ブツ 遠洋 性 堆積 物 
[pelagic sediment ①Dpelagische Ablage- 
rung depot pelagique] 海水 中 に 浮 
いて 陸地 か ら 遠 く 運 ば れ ゆ っ くり と 沈殿 し た 
大 洋 底 の 微細 な 堆積 物 。 

エン ルイ カサ ヨー 志 類 化 作用 [salimi- 
zation] つど ソロ ネッ ツ 化 作用 

エン ルイ シュ ー セ キサ ヨー 塩類 集積 作用 
ー ソ ロ ネ ッ ツ 化 作用 

エン ルイ セン 者 類 泉 [brine spring] 
塩類 と くに 食塩 を 大 量 含有 する 鉱泉 。 

エン ルイ ド 塩類 土 [saline soil, salt s. 
OSalzboden ®sol salé, s. halomorphe ] 
Na+ Mg: Ca の 塩化 物 ・ 硫 酸 塩 ・ 炭 酸 塩 等 の 
可溶性 塩類 を 多 ぐ 含む 土壌 で , 腐植 を ほとん 


塩分 躍 層 [halocli- 
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ど 含 まな い 。 ア ルカ リ 土 壌 と ほとん ど 同 じ 。 


狭義 に は ソロ ンチ ャ ク solonchak を 指す 。 

エン ルイ ドジ ョ ー A+ [saline soil, 
halomorphic s. OSalzboden ⑤⑥sol sale, 
s. halomorphe」 三 塩類 土 


エン ルイ バン ソー 塩類 盤 層 [salt pan] 
CaCO。・NaNO。・NaCl な どの 可溶性 塩類 の 膨 
、 結 に よっ て 固化 し た 層 。 
エン レキ FAB [pebble OKiecselstein 
®eaillon) AAXAOKE. 
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オ 


オア シス [oasis DOase ⑤oasis] MH 
の 中 で 自然 に 地下 水 の 湧出 する 所 で 肥 浜 で あ 
、 り , 古く か ら 定 住地 に も な っ て いる 。 

オイ キア [oikia] 今西 に よっ て 提唱 さ 
れ た , 高等 硝 椎 動物 に お ける スペ シア の 単位 。 
ある 一 定 地域 を 占め る スペ シオ ン の 血縁 的 ・ 
地縁 的 な 社会 集団 で スペ ン ア の ミニ チュ ア 
の よう な も の 。 た と えば サル の 群れ 。 オ イキ 
ァ の 構成 員 た る 個体 を オイ キオ ン oikion と 
FS, 

オイ キオ ン [oikion] オイ キア 

オイ コス [oikos] ギリ シャ 語 の 生活 ・ 
すろ みか ・ 家 ・ 生 計 を 意味 する 語 。 生 態 学 (oik- 
os 十 logos 三 ecology) の 語源 と な っ た 。 
A424 o> J\ 追 込み 場 [paddock] >%& 
区 . 

オイ マキ 追い 播き [reseeding] +> 
う 人 工 草地 の 永年 維持 に 牧草 種子 の 追い 播き 
を ます o と と 。 

オー エダ 大枝 [bough] 
- オー カ Hit [etiolation DVergeilung 
®étiolement] 緑色 植物 を 暗中 で 生育 させ 
た と き , クロ ロフ ィ ル が 形成 され ず , カロ チ 
イド 形成 の み が 起り 緑色 と な る べき 部 分 が 
黄 白 色 に な る 現象 。 

オー ガセ イ ソー ホン 横山 性 草本 [cree- 
ping hemicryptophyte, hemikrypto- 
phyta repentia] 地 を は っ て 根 を 出さ な い 
植物 ,。 た と を えば ゲン ゲ ・ ウ マ ノ ス ズ ク サ な ど 。 

オー ガタ カイ ソー 大 型 海草 [marine 
macrophyte | 

Same Srat IT プラ ンク トン KB 
植物 一 一 [macrophytoplankton ] 

オー ガタ ショ ー ヒ シャ 大型 消費 者 [mac- 
ro-consumer] 食餌 栄養 者 phagotroph と 
も いわ れる 。 分解 者 を 区 別 す る と いう 見 方 を 
排 し て , 植物 な どの 生産 者 に 対し て 他 の 生物 
を すべ て 消費 者 と し , その 中 で いわ ゆる 分 解 
者 に 相当 する 栄養 摂取 法 を する 小型 消費 者 と 


区 別して , 他 の 生物 や 粒状 有機 物 を 食べ る 動 
物 な どの いわ ゆる 消費 者 を 指す 。 

オー ガタ スイ セイ ショ ク プ ツ 大 型 水生 
植物 [macrophyte] 海 で は 大 型 で 長い 海 
Re, 陸 水 で は 一 般 に 水草 と 呼ば れる 植物 を 
いう 。 生 活 型 に よっ て 抽 ( 挨 ) 水 植物 ・ 浮 葉 植 
物 ・ 沈 水 植物 ・ 浮 遊 植物 な ど に 分 けら れる 。 

オー ガタ スイ セイ ショ ク プ ツゲ グン ラク 大 
型 水生 植物 群落 [aquatic macrophyte 
vegetation] 一 般 に 水草 と 呼ば れる も の の 
群落 。 生 活 型 に よっ て 次 の よう に 分 類 さ れる 
植物 群 か ら 成 る 。 

抽 水 BK) 植物 ・ ヨン ・ マ コモ ・ ガ マ 

浮 葉 植物 : が ガ が ガ プ タ ・ ヒ ルム シロ ・ ヒ ン 

沈 水 植物 : ク ロモ ・ エ ビ モ ・ ア マモ ・ シ ャ 

ジ ク モ 
浮 漂 (浮遊 ) 植物 7 ウキ クサ ・ サ ン シ ョ ウ 
モ ・ ホ テイ アオ イ 


オー ガタ セイ プ ツ ソー 大 型 生物 相 
[macrobiota] 44748 

オー ガタ タ ジ ュ ン ソー ゲン 大 型 多 巡 草 
原 [altherbosa ⑨①Hochstandenflur ] 


三 高 茎 草 原 

オー ガタ チ ジ ョ ー シ ョ ク プ ツ 大 型 地上 植 
物 (megaphanerophyte] Raunkiaer の 生 
活 型 区 分 の 一 つ 。30m 以 上 の 高木 Mg。 

オー ガタ テイ セイ セイ プ ツ 大 型 底 生生 
物 [macrobenthos ()Makrobenthos | 
1mm 目 を 通過 し な い 大 き さ の も の 。 

オー ガタ ドジ ョ ー ド ー プ ブツ 大 型 土壌 動物 
[soil macrofauna] 土壌 動物 の うち 2 一 3 
mm 以上 の 体長 を 有する も の を いう 5 が, トビ 
ムシ や ササ ラダ ニー な ど は も っ と 大 きく て も 中 
型 土壌 動物 に 入れ られ る こと が 多い 。 ミ ミズ 
類 ・ 甲 殻 類 ・ 甲 昌 の 幼虫 ・ ア リ ・ シ ョ アリ 等 
が 含ま れる 。 

オー ガタ ドジ ョ ー ド ー プ ツ ソ ゾー ' 大 型 王 壌 
動物 相 [soil macrofauna] 大 型 土壌 動物 

オー ガタ フワ ユー セイ プ ツ 大 型 浮 遊 生物 
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[macroplankton ⑥Wakroplankton ] 
0.1 一 1cm くら い の 大 き さ の 浮遊 生物 。 

オー ガタ プラ ンク トン 大 型 一 一 [macro- 
plankton] 一 大 型 浮 遊 生 物 

オー ガタ ヨー 大 型 葉 [macrophyll O 
Macrophyll) 植物 群落 の 相 観 的 特徴 を 記載 
する た め に Raunkiaer (1916) が 考案 し た 葉 
の 大 き さ の 階級 区 分 ( 葉 面積 階級 ) の 一 つ で 葉 
面積 1.8 一 16. 4dm? ま で の 葉 。 工面 積 の 階級 

オー ガタ ヨー ノ 大型 葉 の [macrophyl- 
lous] 宮 大 型 葉 

オー カッ ショ クシ ン リ ンド 黄 褐 色 森 林 
+ [yellow-brown forest soil, y.-b. ear- 
th] 褐色 森林 土 と 赤色 土 ・ 黄色 土 と の 移行 
型 と みろ られ る 成 帯 性 土壌 。 

オキ アイ 沖合 [offshore] 海岸 地形 と 
の 関係 で いわ れる と き は , Wd SRM E 
指し , WA SV VERT RX り 海 側 。 

オー キサ ジュ ン イ 大 き さ 順 位 [size hi- 
erarchy] 集団 内 の 個体 を 大 き さ の 順 で 配 
列 し た 系 列 。 

オキ シラ ング [oxylang] 酸素 が ガス を つ 
め た 水中 呼吸 器 。 呼 気 中 の 大 酸 が ス は ソー ダ 
ライ ム で 吸収 され る よう に な っ て いて , 気泡 
が 水中 に 吐出 され な いとこ と と タン ク が 小型 で 
ある こと は 水中 で の 観察 に 有利 で ある が , 生 
理学 的 に 10m 以深 の 高圧 下 で の 使用 は 危険 で 
ある 。 

オー キシ ン [auxin DAuxin Mauxine ] 
植物 ホル モン の 一 種 。 エ ンズ ベク Avena の 伸長 
帯 を 長 軸 方 向 に 伸ばす 作用 を も つ 物 質 に 与え 
られ た 名 。 イン ドー ル -3- 酢 酸 や その 誘導 体 
が オー キン シン に 該当 する と 考え られ て いる 。 
細胞 伸長 ・ 側 芽 抑制 な ど , 植物 に 対し 様々 な 
効果 を 示す 。 oa | 

オー クッ キョ クセ イノ 横 屈 曲 性 の [dia- 
tropic] 刺激 の 方 向 に 対し , 直角 の 位置 を 
と ろう と する 竹 質 。 

オク レノ ミツ ドイ ゾン ヨー イン 遅れ の 
密度 依存 要因 [delayed density-depen- 
dent factor] 特定 の 寄主 (また は 餌 種 ) に 対 
する 依存 性 の 強い 寄生 者 (捕食 者 ) の 作用 は , 


。 め に か け て , ユーラシア 大 陸 か ら 隔 離さ れ た 


増殖 の 時 間 的 ずれ を 伴う た め , その 世代 の 寄 
主 密度 に 依存 的 で ある より も それ 以前 の 世代 
の 密度 に 依存 し て 働く 場合 が 多い 。 Varley 
(1947, 53) に より, 寄生 者 の 増 将 能力 fecundity 
また は 増殖 率 effective rate of increase が 寄 
主 密度 と 強い 相関 関係 を も つ 場 合 . その 寄生 
者 は 遅れ の 密度 依存 要因 と し て 働く , と 定義 
され て いる 。 ン 

オー ケツ Hix [pot-hole ORiesentopf 
⑤poche] 流水 の 下 刻 作用 に よっ て 河床 に 
で きた 円 筒 形 の 穴 。 

オー シオ XR [spring, s. tide] 

オー ショ ク ド 黄色 土 [yellow soil, y. 
earth ①Celbboden @®sol jaune] AA 
帯 多雨 林 を 中 心 に 分 布 する 成 帯 性 土壌 型 。 赤 
色 土 に 類似 する が , B 層 の 色 が 黄色 を 帯び る 。 

オス イ Wk (sanitary waste] 通常 , 
機械 ・ 原 材料 な どの 洗浄 水 な ら び に 殿 尿 その 
他 の 汚物 に 汚染 され た 水 。 使 用 済み の 廃棄 薬 
ints LORY PER LV > CERF OAs, 現 
在 で は 区 別 が 明確 で は な い 。 

オス シュ ー ダ ン 一 一 集団 [male group, 
all-m. g.] ヤセ ザル や ゲラ ダ ヒ ヒ の よう 
に , 複数 の メス を も っ た 単 雄 群がる ベ シ ア の 
単位 を な す と き に , 余っ た オス が 寄り 集 っ て 
ー つ の 集団 を 作る こと が ある 。 と これ を オス 集 
団 と いう 。 ヤ セ ザ ル で は オォ ス 集 団 の 中 の 強力 
な オス が 上 単 雄 群 を 攻撃 し て リー ダー の オス を 
追い 出し , 新しい リー ダー と な る こと と が ある 。 

オー スト ラリ アク 一 一 区 [Australian 
region Oaustralische Region ®region 
australienne] 陸上 の 動物 地理 区 分 で 。 = 
ュー ギニア ・ オ ー ス トラ リア * 多 ス マニ ア * 
ニュ ー ジ ー ラ ンド か ら ミ クロ ネン ア 。・ age 
シア ・ ポ リネ シア の 大 洋 島 を 含む 地域 。。 ミ ク 
ロ ネ ン シア か ら ポ リネ シア の 島々 は 大 洋 区 oee- 
ania と し て 別に され る こ . と も ある 。 単 孔 類 ・ 
有 袋 燥 な ど が 独自 の 適応 放散 を 遂げ て いる 点 
に 特色 が ある 。 ま た , BAP BRI b 
の も の が 多い 。 中 生 代 の 終り か ら 新 生 代 の 始 


た め に , 原始 的 な 特徴 を ゃ つ 固 有 種 を 多く 残 


RCX く 2 も bu も 上 WEE 
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し て いる 。 

オー スト ラリ アマ レー ク 一 一 区 [Ans- 
tro-Malayan region] 東洋 区 と オー スト 
ヲリ ア 区 の 中 間 帯 を 区 別して いう 。 セ レベ ス 
推移 帯 Celebesian transition に ほぼ 相当 する 。 
ウォ ー レ ス 線 Wallace's line と ウェー ズバ 線 
Webers 1. に は さま れ た だ た , セレ ベス 島 ・ ロ 
ン ボ ッ ク 島 ・ チ モル 島 ・ ケ イ 島 ・ セ ラム 島 な 
ど を 含む 地域 で , BEML - MPA cist 
ー ス トラ リア 区 , 淡水 魚類 で は 東洋 区 の 種類 
が 見 られ る な と 両方 の 要素 を も っ て いる 。 

オー スト ラレー シア [Australasia] + 
物 区 系 の 一 つ で , オー スト ラリ ア ・ タ スマ ニ 
ア ・ ニ ュー ギニア それ に フィ ジー 諸島 か ら = 
ュー ジー ラン ド ま で の 島々 を 含め た 地域 を 指 
す 。 オ ー ス トラ レー シア 地区 の 特徴 は , 面積 
が 比較 的 小さ いこ と と 大 部 分 が 乾燥 地 で ある 
こと が あげ られ る 。 動 植物 種 は 約 10 万 で 南ア 
メリ カ と と も に 固有 種 が 多い 。 

オス モト ロー フ [osmotroph(s)] 死ん だ 


有機 物 を 分 解 し て 簡単 な 組成 の 無機 物 に 変え 


る 生物 。 主 に 細菌 や 菌類 。 ご 分 解 者 

オー セコ モト オ 大 迫 元 雄 。 1885~1935 
RATA (1911) 後 , 林業 試験 場 に 勤務 し 
一 貫 し て わが 国 の 牧野 研究 に た ず さ わ り , わ 
が 国 牧野 学 ・ 草 地学 の 創始 者 と し て 多く の 業 
績 を 残し た 。< 主 著 > 本 邦 原 野 に 関す る 研究 。 

オー セツ KS [yellow snow] 忌 雪 の 華 
- オ セン FRX (pollution OVerunrei- 
migung] 日 常 生活 ・ 農 工業 用 水 の ほ か , 船 
の 航行 や レク リエ ーション な ど に 対し て 悪 影 
響 を 及ぼ す 程 度 の 水 ・ 大 気 な どの 汚れ 。 水 の 
Bait, と くに この 程度 の も の を 汚濁 と いい , 
人 体 に 危険 を 及ぼ す 程 度 ま で 汚れ た も の を 汚 
楽 econcentration と いっ て 区 別 し た が , 最近 
は 混用 し て 使わ れる こ と が 多い 。 OF BMF, 
や 大 気 汚 楽 , CORED 

オセ ン ゲン ARH [source of polln- 
tion ] 

オセ ン シ ツ 汚染 質 [pollatant] 
や 水質 の 汚 要 源 と な る 物質 。 

オセ ンド ARE [pollution load] 汚 


大 気 
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水 放流 点 の 濃度 と 汚染 水域 の 平均 濃度 と の 比 。 
これ は 流速 ・ 水 量 ・ 汚 水 濃度 ・ 放 出口 の 断面 
積 な ど に よっ て 定まる 。 

オリ ソン セイ プ ツ 汚損 生物 [fouling or- 
ganism] 付着 生物 で , 船舶 や 構築 物 な ど に 
付着 し て 人 間 に と っ て 何ら か の 被害 を も た ら 
し て いる 有害 生物 。 付 着 生物 を こと の よう な 生 
物 に 限っ て 同義 に 用 いる こと も ある 。 

オー ダー [order OOrdnung) 群 目 と 
も 呼ば れる 。 植 物 社会 学 的 な 高 次 の 群落 単位 。 
オダ クシ ョ リ 汚濁 処理 [sladge treat- 
ment] 都市 下水 や 鉱工業 廃水 に よっ て 生じ 
る 泥 状 物質 を 沈殿 ・ 濃 縮 ・ 脱 水 ・ 凝 集 さ せ て 
廃棄 また は 焼却 し , 一 方 利用 価値 の ある も の 
は 回 収 利用 する こと 。 活 性 汚 混 法 は , COM 
理 経 過 中 に 有機 物 を 微小 生物 群 を 用 いて 分 解 
を 促進 させ る 方 法 で あり , 無機 物質 の 場合 は 
化学 的 に 中 和 ・ 分 解 あ る い は 吸着 させ る 方 法 - 
も と る 。 E 

オチ ボリ 落ち 掘 [fariotile lake] © 
洪水 原 残留 湖 

オッ トカ タキ ョ ジュ ー 
locality ] =RABE 
オデ イィ 汚泥 [sludge] 鉱工業 の 生産 過 
程 で 生じ る 泥 状 の 物質 。 鞭 泥 と いう 場合 は , 
流れ の 底 に 堆積 する 微細 な 沈殿 物 の 柔らか い 
VExHL, も っ と 広い 意味 に 用 いる 。 ス ラッ 
ジ 。 ご 軟 泥 

オデ イシ ョ リ 汚泥 処理 [slndge treat- 
ment] 鉱工業 廃水 や 都市 下水 に よっ て 生じ 
る 泥 状 物質 は , 沈殿 ・ 濃 縮 ・ 脱 水 ・ 凝 集 させ 
CHEE KILL, 利用 価値 の ある も の は 
回 収 利 用 する こと 。 
オー ド Kt [loess ⑩Less 1loess] 
中 国 の 黄河 流域 や ハン ガリ ー・ 北 米 ・ 北 アフ 
リカ な ど に 分 布 する 黄 褐色 ・ 多 孔 質 ・ 無 層 理 
の 土壌 で , 細 砂 ・ 粘 土 ・ 炭 酸 石原 な どか ら な 
り , 洪 新 世 の 風 積 物 で ある 。 レス 。 

オー ドー 応 働 Lreaction] 環境 形成 作 
用 

オト シア ナ ト ラ ッ プ BLER— [pit 
fall trap] 動物 の 種 数 や 個体 数 を 調査 する 


夫 方 居住 [vi 
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方 法 。 落し 穴 の 上 また は 中 に , 食餌 を 入れ る 

合 (RBS) と 入れ な い 場 合 と が ある 。 地 
LAPT HEE, BRAC ITE DPE FA Bd, 
噛 乳 類 な ど 大 型 動物 で は 捕殺 わな や 生 捕 り わ 
な を 仕掛 ける 。 

オト ナ [adult] 路 乳 類 の 個体 の 最終 発 
育 段 階 。 一 般 に は 性 的 成熟 が 指標 だ が , 高等 
動物 で は 社会 的 成 圭 を その 指標 と する 。 
オー バ コ オー ダー [Plantago asiatica 
order, Plantaginetalia asiaticae] わが 
国 の 路上 ・ グ ラウ ンド ・ 運 河 ・ 河 辺 な どの い 
わ ゆ る 踏 跡 群落 の 高 次 群落 単位 。 カゼ クサ ー 
ニワ ホ ュ リ 群集 ・ クサ イ - カ ゼ ク サ 群集 な ど 
が 入る 。 

オ ボ レ ダニ 湧 れ 谷 
陸上 の 侵食 作用 に よっ て 作ら れ た 谷 が , 


[drowned valley] 
陸地 


の 沈降 , また は 海面 の 上 昇 に よっ て 海水 が 浸 . 


入 し た も の 。 リ テス > 式 海岸 は 湧 れ 谷 の 連続 し 
た 代表 的 な も の で ある 。 

オヤ シオ FR [Oyashio Current] 
オヤ ニ ヨ ル コノ ホ ゴ 親 に よる 子 の 保護 
[parental care] 親 が 自己 の 産ん だ 子 ( 卵 
や 幼虫 ) を 外敵 か ら 守 り , ある い は MATS 
な ど し て 保護 する こと 。 幼 齢 期 は 一 般 に 活動 
性 が 小さ く , 外敵 や 環境 条件 の 変動 に 対す る 
抵抗 力 ふ 小さ い の で , この 時 期 の 死亡 率 を 低 
くす る よう な 適応 手段 が 各種 動物 群 に み ら れ 
る 。 伊藤 (1959) は 昆虫 が その 卵 を 植物 組織 内 
に 産み 込む 習性 な ども 親 に よる 子 の 保護 の 藤 


| 芽 的 な 現れ と みて , 保護 の 度合 と 生存 曲線 の 


形 を 関連 づけ て 考察 し た 。 

オヨ ギ 泳ぎ [swimming] や ヒト の ロコ 
GS ae 

re ニー セイ タイ ガク WSRARES (Lap- 
plied ecology Dangewandte Okologie] 
基礎 生態 学 general ecology Cf# 6 7A RRS 
的 原理 を 実際 的 諸 問題 に 適用 し ょ うと する の 
が この 分 野 で ある が , BF + Ke BEF: 
水産 学 ・ 医 学 な どの いわ ゆる 応用 生物 学 の 領 
域 に 対し て は , セ し ろ そ の 基礎 を な す 。 耕 地 ・ 
草地 ・ 林 地 な どの 対象 や , 診断 < 管理 ・ 防 除 ・ 
生産 ・ 保 全 な どの 方 法 で 応用 生態 学 の 分 野 が 


分 けら れる 。 イ ギリ ス 生 態 学 会 で は Journal 
of Applied Ecology を 機関 誌 に 加え た (1964), 

オー ヨー ドジ ョ ー ガ ク 応用 土壌 学 [eda- 
phology ] 

オー ヨー リク スイ ガケ 応用 陸 水 学 [ap- 
plied limnology] #& - #@%%}-#fa- & 
水道 ・ 地 下水 利用 ・ 温 泉 ・ 鉱 泉 な ど 陸 水 の 性 
質 や 特徴 を 生か し て 人 間 生 活 に 役立て る た め 
の 学問 。 

オラ ン ウー タン [orang-atan] BAK 
型 類人猿 の 一 属 Pozgo で , ボル ネオ ・ スマ ト 
ラ に 分 布 。 完 全 な 森林 生活 者 で , 森林 の 樹 上 
に 住む 。 果 食性 。 母 子 を 除い て 単独 生活 者 と 
いわ れる が , 自然 に お ける 生態 は よく わか っ 
て いな い 。 

オル トキ ネ シ ス [orthokinesis DOrtho- 
kinesis Morthokinése] 変速 無 定 位 運動 
性 と も いう 。 生 物 が 刺激 に 対す る 反応 と し て 
移動 する 場合 に 刺激 の 方 向 と は 無関係 に その 
強 さ また は その 変化 に 応じ て 移動 速度 が 増 減 
し , ある 刺激 域 へ 個体 が 集合 する よう な 性 質 
を いう 。 

オル ド ビ ピス キ 一 一 紀 [Ordovician Pe- 
riod ①Ordvische Periode, Ordovicium 
⑥ordovicien] AYFV THICK OR 
代 の 紀 で 約 4 億 9000 万 年 一 4 億 3000 万 年 前 の 間 
に 当る 。 当 時 の 海 は 炭酸 石灰 を 多く 含み , 各 
地 に 石灰 岩 や 白雲 岩 が 広く 分 布 し , 気候 的 た 
温 明 で あっ た 。 南 アメ リカ や ノル ウェ ー で は 
部 分 的 に 氷河 堆積 物 が ある 。 筆 石 類 ・ オ ウム 
ガイ 類 が 発展 し て 標準 化石 と され て いる 。 

オー レツ サキ ュー 横 列 砂丘 [trams- 
verse dune] 卓越 風 の 方 向 に 直角 に の び 
た 砂丘 。 

オン ウズ 温 雨 図 [bythergraph, cli- 
matograph, climograph, hydrotherm 
figure] 温度 を 横 軸 に 降水 量 を 縦 還 に と り , 
各 月 の 値 を 座標 で 示し それ を 月 順に 結ん だ 図 。 
気候 図 | 

オン キョ ー ソ ク シ ン 
sounding] OR 

オン シ ツ コー カ 温室 効果 (greenhouse 


音響 測深 [echo- 


effect] 太陽 か ら の 短波 長 の 放射 に 対し て , ~ 


地表 面 か ら の 長波 長 の 放射 は 大 気 の 存 在 で 失 
われ る も の が 少な く , ちょ うと 大 気 層 が 温室 
の よう な 役割 を 果して いる こと を いう 。 
オン シ ツ ド 温 湿 度 Lhyther] RRO 
じ は 湿度 で 左右 され る の で , Tyler は 湿 球 温 
度 計 で 湿度 と 温度 と の 関係 を 表 し た 。 
オン シ ツ ド ケ イ ' 温 湿度 計 [hygrother- 
mograph ] 
オン シ ツ ド ズ 温 湿度 図 [hydro-therm 
figure, temperature-humidity graph 
OKlimograph] HRORUICMEARH 
する と し て Tyler が 考案 し た : 
H= {t—1.2(t—t’) 一 66) /3 
た だ し , t,t’ は それ ぞ れ 乾 球 ・ 湿 球 の 温度 。 
この 互 ( 温 湿度 ) の 分 布 図 で ある 。 
オン シュ ー セ イ 温 周 性 [thermo-peri- 
odism] 植物 の 正常 な 発育 の た め に , GE 
の 日 変化 や 長 時 間 に わ た る 温度 変化 を 必要 と 
する 人 性質 。 自 然 の 植物 分 布 と も 密接 に 関連 す 
る 。 動物 (昆虫 な ど ) に も み ら れ る 。 光 周 性 
オン セイ デン タツ 音声 伝達 [vocal 
communication] 音声 に よる 伝達 の こと 
で , 鳥類 ・ 路 乳 類 な ど 高等 動物 に お ける 伝達 
の 主要 手段 で ある 。 
オン セン セイ プ ブツ 温泉 生物 [hot-spring 
organism, thermal o. DThermalgewis- 
serorganismus] 主 に 原生 生物 ・ 細 菌 ・ 藻 
類 な ど で , ふつ う 50*C を 越す 温泉 で 好 ん で 生 
活 する 好 熱 性 の 生物 。 
オン タイ ma (temperate zone O 
gemassigte Zone ©zone tempérée] ① 
熱帯 と 寒 帯 の 間 の 気候 帯 。 ふ つう 最 寒 月 の 平 
均 気 温 が ー3 一 18"C の 地帯 を いう 。 こ れ を 懇 
温帯 ( 暖 帯 )・ 狭 義 の 温帯 (中 間 温 帯 ) 冷温 帯 に 
二分 する こ と が 多い 。 寒 温帯 cold temperate 
zone を も うけ る 場合 も ある 。 植生 帯 で は 暖 
温帯 が 常緑 広葉 悦 林 帯 ( 昭 葉 樹林 帯 ) に , 中 間 
温帯 ・ 冷 温帯 が 落葉 広葉 樹林 帯 に 対応 する 。 
② 海 洋 で は 夏 の 表面 水温 が お よそ 10 一 25"C, 
ある い は 20 一 25"C で ある よう な 海域 を 指す 。 
オン タイ キ コ ー MHRMME [mesoherm 
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climate] 温暖 な 気温 で 特徴 づけ られ る 気 
候 で , Kosppen の C- 気 候 。 

オン タイ コ 温帯 湖 [temperate lake] 
表面 水温 の 年 変化 が , 最高 4 C 以 上 , 最低 4'C 
以下 と な る 湖 。 imiris LORiOARD OW 
は これ に 属す る 。 

オン タイ コー ウリ ン 温帯 降雨 林 Ltem- 
perate rain forest] =S#Si 

オン タイ ショ ク プ ツ 温帯 植物 Lmeso- 
therm plant] 忌 温 帯 生 物 

オン タイ セイ プ ツ 温帯 生物 Lmeso- 
therm] 適度 の 温度 と 湿度 を 必要 と する 生 
物 (tity), トウ モロ ュ ン な ど 。 

オン タイ タウ リン 温帯 多雨 林 [tempe- 
rate rain forest ①DRegenwald der ge- 
maissigte Zone] immheEmh, EinirOR 
雨 ・ 混 潤 地 域 に 分 布 す る 森林 で , 照葉樹 林 と 
同義 に 用 いら れる こと が 多い 。 暖か さ の 指数 
で 85~140 m.d. の 範囲 に 分 布 する 。 

オン タイ ラク ヨー ジュ リン RHR 


1 [temperate deciduous forest Oland- 


werfender Wald der gemassigten Zo- 
ne] ©3@# 

eet Gea eae モイ ナノ フ ダ ジン 
ケイ 温帯 落葉 樹林 生物 群 系 Ltemperate 
deciduous forest biome] 温帯 地方 の ナ 
ラ 属 ・ ブ ナ 属 ・ カ エ デ 属 ・ シ デ 属 な ど を 主 と 
Lic, 夏 緑 性 の 落葉 広葉 樹林 で み ら れ る 生物 
共同 体 の 相 観 的 総称 。 

オン タイ リン 温帯 林 (temperate for- 
est ①temperierter Wald] 主 に 冷温 帯 の 
落葉 広葉 樹林 を 指す が , Inset (スギ 
林 ・ ヒ ノ キ 林 ・ モ ミ 林 ・ ツ ガ 林 下 ど ) を 含め て 用 
いる 場合 も ある 。 冷 温 壮 

オン ダン カン ソー キ 温暖 乾燥 期 [xero- 
thermic interval (stage)] 北ア メリ カ の 後 
水 期中 の 最も 温 懇 ・ 乾 燥 し た 時 代 で プレ ー リ 
ー 地 帯 が 拡大 し , 北方 ケン ドラ 地 帯 に 一 時 的 
に 森林 が 形成 され た 。5000 年 一 2000 年 前 の 間 。 

オン ダン キ 温暖 期 [hyYpsithermal in- 
terval (period)] 北ア メリ カ 大 陸 の 後 水 期 
中 の 気 修 的 に 現在 より ゃ 温暖 で あっ た 時 代 。 
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約 9000 年 一 2500 年 前 まで を い う 。 

オン ダン セイ プ ツ プン プ タ イ 温暖 生物 
分 布 帯 [temperate life zone Otemper- 
ierte Zone ©zone tempérée] Merriam 
が 陸生 動植物 の 分 布 を 決め る 要因 と し て 気温 
と 降水 量 を 用 い , 生物 分 布 壮 を 三 者 に 分 けた 
ー つ で , 熱帯 と 寒 帯 と の 間 に 入る 。 

オン ドイ ドー 温度 移動 [thermal mig- 
ration] 動物 が 生息 に 不適 な 高温 や 低温 か 
- ら の が れる た め 移 動 す る こと 。 ROMY 
が 日 中 に 日 険 へ 移動 する 現象 や , 魚類 や 多く 
の 路 乳 類 に み ら れ る 季節 的 移動 が この 例 で あ 


OM, 後者 に は 温度 以外 の 要因 ( 餌 ・ 生 理 的 変 
化 な ど ) も 働い て いる 。 
オン ド ケ イ 温度 計 [thermmometer ] 
オン ド ケイ スー 温度 係数 [temmpera- 
ture coefficient D/Thermokoeffizient 
®coefficient thermique} Qi DERI 
オン ド タ イ セイ 温度 耐性 Ltempera- 
ture toleration] 生活 の た め の 好 適温 度 か 
ら 著 し く 異 な っ た 高温 また は 低温 人 耐え 得る 
能力 。 Pp a 
オン リョ ー シ ス ー 温 量 指数 [warmth 
index] 三 暖か さ の 指数 
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カ 


カイ 界 [realm 〇 Reich] 動物 地理 
区 分 の 段階 で , 地球 的 規模 で の 大 区 分 を 指す 。 

カイ イキ 海域 [water] water は 海水 ・ 
WA + WK + ol WA MLS. 

カイ エン 3 Locean depth, o. deep 
OMeerestiefe ⑤fosse] 深海 底 の 凹 所 で , 
ぁ ふつ 2 う 6000m を 越す 深 さ の 海 矯 内 の くぼん だ 
部 分 を いう 。 

ガイ オン ドー プ ツ 外 温 動 物 Lecto- 
therm] 主として 体 熱 を 外界 より 供給 され 
る 動物 , あるいは その 状態 に ある 動物 。 

カイ カ ゲン ショ ー 開花 現象 [inflore- 
scence, flowering phenomenon ] 

カイ ガラ タイ 貝殻 帯 [shell zone 
OSchlenzone ®zone des coquilles] 湖 
_ の 亜 沿岸 帯 sablittoral zone すなわち 真光 帯 
の 下部 に 当る 湖底 に 貝類 が 多量 に 生息 し て い 
BES, COMEMV 5, 

カイ ガン サキ ュー 海 埋 砂 丘 [coastal 
dune OKiistendine ] 

カイ ガン サバ ク 海 電 砂 漠 [coastal des- 
ert, littorideserta OKiistenwiiste] 相 
観 に よる 海浜 荒 原 植生 を 対象 と し た 群 系 。 

カイ ガン シッ チ 海岸 湿地 [eoastal sw- 
amp OKistensumpf] 渦 や 塩 生地 な どの 
海岸 低 湿地 。 シオ ク グ ・ ウ ラ ギ ク ・ へ マサ 
ジ ・ ク ク ド な どの 塩 沼地 固有 の 植生 が 発達 し 
を っ 

カイ ガン ショ クセ イ 海岸 植生 [mari- 
time vegetation, coastal vy. DKiisten- 
vegetation cotier-vegetation] 海岸 地 
の 塩分 を 含ん だ 砂 質 土壌 や 潮風 な どの 影響 の 
下 で 生育 し て いる 植物 群落 で , HUBER. 
塩分 ・ 飛 砂 な ど に 耐え る 植物 が 優 占 す る 。 

カイ ガン セン BEE [coast line D 
Strandlinie ®ligne de cote] 浜 と 海岸 
地 の 境 界 で , ふつ う 波 の 影響 が 及ぶ 上 限 線 に 
相当 する 。 

カイ ガン チ 


eH [coast OKiiste] 


海岸 線 よ り 陸 側 の 海 に 近接 する 陸地 。 

カイ ガン へ イヤ 海 電 平 野 [coastal 
plain OKiistenebene ⑤plaine du ri- 
vage] 浅海 の 海底 堆積 面 が , 地盤 の 隆起 や 海 
面 の 低下 に よっ て 陸地 化 し た 平野 。 

カイ ガン リン Be [maritime forest, 
littoral f., coastal f. OKiistenwald] 潮 
風 の 影 響 の 大 きい 海岸 砂地 に 発達 する 森林 。 
東南 アジ ア で は , テリ ハ ボ タク Calophyllum- 
サガ リバ ベ バナ Barringtonia ・ モ クマ オウ Casu- 
gzzzo の < オオ ハマ ボウ 万 2zsczs・ タ コノ キ Pan- 
gzzzs・ サ キン マス ホウ ノ ギ Helitiera な ど 「 
が 主 な 構成 告 と な る 。 わ が 国 で は カン シワ ・ ア 
カマ ツ ・ ク ロマ ツ な ど が 海岸 林 を 形成 する 。 

カイ キ 回 帰 [①regression ORegres- 
sion (②homing] (Galton (1889) (i, あ 
る 集団 の 平均 値 か ら 離 れ た 特性 を も ゃ つ 親 の 子 
は や は り そ の 特性 を 受 継ぐ で が, その は ずれ の 
程度 は 次 第 に 小さ く な り 平 均 値 に 近づく 傾向 


が ある と 述べ , これ を 平均 へ の 回 帰 と 呼ん だ 


(退行 の 法則 law of regression), し か し 現在 で 
は , 一 般 に ある 現象 が 二 つ の 変数 間 の 関数 関 
係 で 規定 され る と き , 一 方 の 変数 (独立 変数 
independent variable) に 対す る 他 の 変数 ( 従 
属 変 数 dependent v.) の 関係 を 前 者 に 対す る 後 
者 の 回 帰 と 呼ぶ 。 回 帰 関係 が 直線 の 場合 を 直 
線 回 帰 linear regression, recto-linear r., 
曲線 の 場合 を 曲線 回 帰 caryilinear r. と いう 。 
三 つ 以 上 の 変数 問 の 関係 を 扱う 方 法 と し て は 
重 回 帰 multiple r. BAS, これら の 回 帰 関 
係 を 用 いた 統計 的 解析 法 は 生態 学 で も 広く 利 
用 され て いる 。⑨② 元 いた 場所 ・ 生 れ た 場所 ・ 
巣 な ど に 動物 が 戻っ て いく こと 。 サ ケ ・ マ ス 
属 の 母 川 回 帰 や 鳥類 の 渡り の よう な 大 規模 な 
も の か ら , 笠 具 類 が 潮間 帯 で 潮汐 に 伴っ て 移 
動 し , また 元 の 位置 へ 戻る よう な 小 規模 な も 
の も 含め られ る 。 帰 巣 。 帰 家 。" 

カイ キイ ドー 回 帰 移動 Lreeurrent mi- 
gration, return m.] 季節 的 ある い は 生 
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活 史 の 段階 と 関連 し て , 周期 的 に 二 つ あ る い 
は いく つか の 生息 場所 の 間 を 往復 する よう な 
移動 。 狭義 の migration は これ を 指す 。 選 回帰 

カイ キ セ ン 回 帰 線 Ltropic(s)] 南 ・ 北 
##23°27' D#S4R. 北 回 帰 線 the tropic of Can- 
cer, 南 回 帰 線 the tropic of Capricorn, 

カイ キソ ー 回 帰 層 [recurrence sur- 
face, RY] (RAS, RY 層 と も いう 。 高位 
湿原 ( ミ ズ ゴ ヶ 湿原 ) で 降雨 量 が 蒸発 量 を 上 回 
る と その 間 の 玲 積層 は , 腐植 化 が 進ま ず 淡 色 
を 呈す る が 乾燥 気候 と な る と , その 間 の 堆積 
物 は 腐植 化 が 進み 黒 味 を お びる 。 か くし て 乾 
・ 湿 両 気候 が 繰り 返さ れる と 堆積 層 の 断面 に 
VIERA CES, COLI EMEA YAS 
と 呼ぶ 。 ョ ヨーロッパ で は 各回 帰 層 の 絶対 年 代 
が わか っ て お り , 各地 の 泥炭 層 の 対比 に 利用 
され る 。 

カイ キネ ン 


circulation period, 


回 帰 年 [cutting cycle, 
turn ①Umlaufs- 
zeitraum, Umlaufszeit circulation 
periode,turn] 林業 用 語 。 択 伐 林 で は 一 定 
面積 を いく つか に 分 け , 毎年 1 区 画 ず つ 択 伐 
し て いく 。 全 区 画 が 終る と 再び 初め の 区 画 に 


帰る が , この 一 巡 す る 年 数 を いう 。 循 環 期 。 
カイ キュ ー 海 丘 [abyssal hill OHigel 


®eolline]) 深海 底 に ある , 数 十 m 程 度 か ら 
1000m くら いま で の 比 高 の 海底 の 隆起 。 深海 
海 丘 。 

カイ キュ ー セ イ 階級 制 [caste system 
@MKastensystem ®systéme du caste ] 
社会 性 尼 虫 で 異な る 形態 を 分 化し た 個体 が 分 
業 し て , 群 全体 の 機能 を 分 担 し て 維持 し て い 
る 現象 。 

カイ キュ ー プ ンカ 階級 分 化 [easte dif- 
ferentiation] 社会 性 紅 虫 に は 女王 ・ 働 き 
手 ・ 兵 な ど 分 業 に 関連 し た 階級 caste が み ら 
れ , これ ら は 形態 的 に も 分 化し て いる 。 階級 
の 分 化 あ る い は 決定 に は 集団 内 に お ける 複雑 
な 個体 間 相互 作用 が 関連 し て いる が , ミッ ズバ 
チ の 女王 物質 queen substance な ど 各 種 の フ 
ェ ロ モン の 役割 が 重視 され て きた 。 階級 分 化 
は 発育 の 過程 に お いて 決定 され , Wiggles- 


worth, (1954) は 異な る 発育 段階 に お いて 特殊 
化 が 起 っ た 結果 と し て 各階 級 が 生じ る と 考え 
た 。 呈 社 会 性 昆虫 

カイ ケイ 塊茎 (tuber OKnolle ⑤⑥tu- 
bercule] 地下 茎 の 一 部 が 肥大 成長 し て , 種 
々 の 貯蔵 物質 を 菩 積 Liz, .。 キ クイ モ ・ ジ ャ 
ガイ モ な どの 地下 茎 。 

カイ ケイ チチ ュー ショ ク プ ウツ 
物 (tuber geophyte ] 

カイ コー 38% [trench OTiefsee- 
Gesenke ®fossé] 大 洋 底 で 細長 く 落 ちく 
ぼん だ 深 所 。 

ガイ コン セイ 外 婚 制 Lexogamy] 4/8 
が ある 社会 的 単位 を 越え て 行わ れ な けれ ば な 
ら な い 制 度 。 た と えば いく つか の クラ ン か ら 
な る 部 族 が あり , 各個 人 は 必ず その 部 族 内 の 
自分 の 属す る クラ テン 以外 の 異性 を 配偶 者 に す 
る と すれ ば , その クラ ン は 外 婚 的 単位 で あ 
り , その 部 族 は 内 婚 的 単位 と いえ る 。 な お 
exogamy は 異 系 交配 outbreeaing の 意味 に 
用 いら れる こと が ある 。 

カイ ザイ ポ ボク 介在 木 [intermediate 
tree] 準 優勢 木 と 被 圧 木 の 中 間 に 存 在 す る 
AK. OF BA | 

カイ サン 海産 [marine Omarin ® 
marin] 海洋 性 。 

カイ ザン 海山 [sea- 曲 ount] 深海 底 に 
あっ て 海面 上 に は 出 な い , あぁ つう 1000m を 越 
す 比 高 の 比較 的 独立 し た 円 雛 状 の 海底 の 山 。 
ギュ ー ヨ ー guyot は 頂上 が 比較 的 平坦 に な っ 
て いて 水深 200m くら いま で 隆起 する 海山 。 
200m RS CHET OA ee 
bank と いわ れる 。 

ガイ ジ ツ シュ ー キ BAAR [circadian 
rhythm) 環境 の 周期 的 変化 に 直接 支配 さ 
れ た な い 生 物 の 内 的 周期 現象 で ほぼ 20~30 時 
間 を 周期 と する 。 オ ジ ギ ッ ソウ の 葉 の 開閉 , ウ 
ミシャ ボテ ン の 伸縮 な ど 多 く の 例 が 知ら れ , 
体内 時 計 と の 関連 性 が 強い 。 近 年 は 摂 食 ・ 呼 
吸 活動 に も この 周期 が 明らか に され , 生物 経 
済 学 上 に も 重視 され て いる 。 

カイ ショ クサ ヨー BAER paubittle, 


REM pis 
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marine erosion] 波 や 潮流 な ど に よる 侵 
食 作用 。 

ガイ ショ クセ イ 外食 性 [ectophagous」 
食物 を その 外部 か ら 食 っ て いく こと 。 
_。 カイ ショ クダ イチ 海 食 台 地 Labrasion 
platform OBrandungsplatte ®abra- 
sion-plateforme] 海 食 作用 の 結果 , 海面 
付近 に 形成 され た 平坦 地 で , 地盤 の 隆起 や 海 
面 の 下降 に よっ て 水面 上 に 出る と 海岸 段丘 と 
な る 。 

カイ ジョ ー. コ ー ゾ ー 塊状 構造 [blocky 
structure] 土壌 構造 の 一 型 。 

カイ ジョ ー ブ ン プ ks (clumped 
distribution, clustered d.] 集中 分 布 

カイ シン ジ ダ イ 海 進 時 代 [transgres- 
sion stage] 海水 面 の 上 昇 し た 時 代 。 その 
原因 に は 地殻 性 の も の ・ 氷 河 性 の も の が ある 。 
現 生物 に 最も 関係 の 深い の は 後者 で ある 。 水 
期 は 海 退 , 間 氷 期 は 海 進 時 代 に 相当 する 。 洪 
積 世 来 よ ょ り 海 進 時 代 に 入り , 現 海面 より 4 一 
6 m 高 く な っ た 時 期 が あり , 沖積 海 進 , 縄文, 
有楽 町 海 進 時 代 な ど と 呼ば れる 。 海 進 の 跡 は 
海岸 平野 下 に 広く み ら れ る 。 OMB 

ガイ シン トー 外 浸 透 [exosmosis] 外 
界 媒質 の 漫 透 圧 が 高く て 体内 か ら 外 界 媒質 へ 
水 が 浸出 する こと 。 

カイ スイ 海水 [sea water, marine w. 
@MSeewasser eau de mer] 海 の 水 。 激 
水 と 区 別 さ れる と き に は , ふつ う 塩 分 が 30% 
以上 の 水 を いう 。 

ガイ スイ ィ HH (talus, scree, cone O 
Schuttkegel ®talus, cone de dejection ] 
BOBUb a eo ae L CH PICK eh 
雛 状 の 堆積 地形 。 

カイ スイ フ ユ ー セ イプ ブツ 海水 浮遊 生物 
Lhaloplankton, thalassoplankton ] 

カイ スイ フン ム KAR [salt spray] 

カイ スイ メン ウン ドー 海水 面 運動 [eu- 
static movement ①eustatische Bew- 
egung mouvement eustatique] 湊 
その ゃ も の の 昇降 ・ 地 艇 の 隆起 ・ 沈 下 い ずれ か 
に 基く 運動 で , と くに 第 四 紀 氷河 時 代 の 海 


退 ・ 間 水 期 の 海 進 は 生物 の 分 布 に 重大 な 影響 
を も た らし た 。 

カイ セイ ゾー 海 成層 [marine forma- 
tion] 海 成 堆積 物 marine sediment より な 
る 地層 。 

カイ セイ タイ セキ ブツ 海 成 堆積 物 Lma<- 
rine sediment, m. deposit ] 

ガイ セイ テキ セン イ 外 成 的 遷移 Lecto- 
dynamic succession] 乱 移 の 動 因 が 群集 
外 に ある 場合 の 栖 移 。 


ガイ セイ テキ ナイ セイ イ キン コン 人 外 生 的 
内 生 菌 根 [ecto-endlotrophic mycor- 
rhiza | 


ガイ セイ / SO [ectotrophic] 生 
物体 の 表面 に 寄生 する と いう 意味 。 例 : 外 生 
菌 根 ectotrophic micorrhiza。 

カイ セツ ‘88 (marine snow」 海中 
で 雪が 降っ て いる よう に 見 える 懸 濁 物 の こと 。 

カイ ゼン シン カ 改善 進化 Lanagenesis」 
上 向 進化 。 環 境 の 変化 に 応じ て 人 門 伝 子 組成 が 
変化 し , 適応 値 も る 高く な る よう な 進化 。 こ の 
進化 は 受動 的 ・ 潤 進 的 ・ 長 期 的 ・ 定 向 的 ・ 質 
的 で ある 。 クラ ド ゲ ネ シ ス 

カイ ソー HE [seaweed] 海域 に 生育 
する 大 型 植物 。 海産 の 藻類 (海藻 sea algae) 
に 対し て , 海産 の 顕 花 植 物 だ け を 海草 s. grass 
と する こと も ある 。 
~ カイ ソー 階層 Llayer, 1. communi! 
OSchichte] 植物 群落 に お ける 垂直 的 所 
ふつ ら 高 木 層 ・ 亜 高木 層 ・ 低 木 層 ・ 草 本 條 
ュ ケ 層 な ど に 区 分 され る 。 

カイ ソー グン ラク 海藻 群落 [marine 
(algae) vegetation ] 

カイ ソー ゲン ラク 階層 群落 Llayer com- 
munity] 森林 補 沙 の よう な 多層 群落 、 た と 
えば 高木 層 ・ 亜 高木 層 ・ 低 木 層 ・ 草 本 層 ・ ュ 
ヶ 層 な ど と いう よう に , 空間 的 構造 や 生活 型 
に よっ て 別々 に 扱う 場合 に 用 いる 。 シ ヌ シア 
synusia * 48h. 同位 社会 

カイ ソー コー ゾー 階層 構造 [stratific- 
ation] 植物 群落 内 に み ら れ る 葉 層 の 成層 構 


b 
abo 


= A 3 De a 


カイ ソー シャ カイ 階層 社会 Llayer soci- 
ety] や シ ヌ シア 

カイ タイ キ RH (regression stage ] 
地質 時 代 に 地盤 の 上 昇 ・ 海 水面 の 降下 な ど で 
海 に 覆 わ れ て いた 部 分 が 陸地 に な っ た 時 代 。 
氷河 時 代 の 渦 世 界 的 な 海 退 は 生物 の 移動 に 大 
き な 影 響 を 及ぼ し た 。 

カイ ダン コー 階段 工 Lterracing] 崩壊 
地 や 急 傾 君 の 山腹 面 な ど に 崩壊 防止 や 植樹 の 
目的 で 階段 を 作る こと 。 段 切 。 ORE 

ガイ チ シ ョ クセ イィ 閥 地 植 生 [scree veg- 
etation] 山腹 で 岩 確 の 不安 定 な 傾斜 地 に 
で きる 植生 。 

ガイ チュ ー 
ous i. ①DSchadling ®insecte injurieux ] 
人 間 に 直 接 間接 に 被害 を 与え る 比 虫 。 吸 血 な 
ど に より 人 間 に 直 接 害 を 与え を , ある い は 病気 
を 媒介 する 衛生 害虫 , 農作物 を 食害 する 農業 
SR, 林木 に 被害 を 与え る 森林 害虫 , 貯蔵 食 
料 品 を 害する 貯 穀 害虫 な ど 種々 の も の が 含ま 
れる 。 人 間 が た また まあ る 生物 資源 を 利用 す 
る よう に な っ た た め , も と か ら そ れ を 食物 と 
し て いた 昆虫 の 個体 数 が 増え 害虫 と な る 場合 
も ある が , 人 間 の つく り 出 し た 環境 に 適応 し 
て 害虫 化し て いく 場合 も 少な く な い 。 

ガイ チュ ー カ ン リ 害虫 管理 [pest man- 
agement] 総合 防除 と ほぼ 同意 義 に 用 いら 
れる 。 害虫 防除 の 目的 は 害虫 を 殺し , ある い 
は 絶 浅 す る こと に ある の で は な く , BRK 
害 を 生じ な い 低 密度 に 維持 する た め の 管 理 技 
術 で ある と いう 観点 か ら 提 案 さ れ た 語 。 広 義 
に は 他 の 有害 動物 や 雑草 な ども 含め 有害 生物 
管理 と い う 。 選 害虫 の 総合 防除 

カイ チュ ー キ コ ー 海中 気候 [submarine 
climate] 陸上 の 気候 に な ぞ ら えた 海中 で の 
水温 ・ 塩 分 ・ 流 れ な どの 海況 。 

ガイ チュ ー ノ ソー ゴー ボー ジョ 害虫 の 
総合 防除 [imtegrated control of insect 
pests Dintegrierte Insektenbekamp- 
fung] 農薬 医用 の 弊害 に 対す る 反省 か ら 強 
力 に 主張 され る よう に な っ た 考え 方 。 害 虫 個 
体 数 の 自然 制御 の 機構 を で きる だ け 効 率 ょ く 


= (insect pests, injuri- 


利用 する こと を 基本 と し , これ に 各種 防除 手 
段 を 相互 に 矛盾 な く 調 和 さ せ て 作用 する こと 
に より , 経済 的 彼 害 を 生じ し る レベル 以下 の 低 
宙 度 に 害虫 個体 数 を 維持 する 害虫 個体 群 管理 
の シス テム pest population management 
system と 定義 され る 。 


カイ チュ ー フ ショ クシ ツ 海中 腐植 質 
[marine humus | 
ガイ チュ ー ポー ジョ 
control] 呈 有害 生物 防除 
カイ チュ ー リ ン 海中 林 (submarine 
forest] コン プ 類 の よっ な 大 型 海藻 が 密生 
し で いる 225A. 


カイ チョ ー 海鳥 [seabird] 


害虫 防除 [pest 


カイ テイ 海底 [sea floor, bottom ⑥ 


Meeresboden ⑤plancher de la mer] 

ガイ デイ BIE [gyttja OCyttja] WE 
Samos NS 

FA. BYEOH RIC I > CHIE - B 

eee スト シル だ 

カイ テイ タイ セキ ブツ 海底 堆積 物 [snb- 
marine sediment (Meeresbodensedi- 
ment ®sédiment sous-marin] #@/KICH 
着 ・ 定 着 し た 物質 。 成 因 に よっ て , 岩 圏 起 原 
堆積 物 ithogenous sediment・ 水 圏 起 原 堆積 
物 hydrogenous s. ・ 生物 起 原 堆積 物 bioge- 
nous s. お よび 宇宙 起 原 堆積 物 cosmogenous 
s. に 区 別 さ れる 。 HEC Lot, BD: 
に 大 きく 区 分 され る 。 

カイ テイ チケ イ 海底 地形 (submarine 


_ topography Munterseeische Topogra- 


phie ®topographie sous-marin ] 

ガイ テキ テキ オー 外 的 適応 Lexoadapt- 
ation]. 環境 は , 物理 的 環境 ・ 全体 的 生物 
環境 ・ 同種 社会 集団 的 環境 ・ 個体 的 (内 的 ) 
環境 に 分 ける こと が で きる 。 前 三 者 で の 適応 
を 外 的 適応 と いう 。 

カイ テン サン ププ. ショタ アメ eT 
[field roller, tumble weed OSteppen- 
rolle] プレ ー リ ー や ステ ッ プ で , 植物 の 地 
上 部 が 結実 後に 生え ぎわ か ら 切 れ て 団塊 状 に 
固まり , 地表 を 転がり な が ら 種 子 を 散布 させ 


ーー ニー デー ーー ジー で ーー ーー ニー = で - 


ーー 


に > 
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る Cycloloma の よう な 植物 。 

カイ テン ジカン 回 転 時 間 [taurn-over 
time] 生体 また は 群集 は 常に 更新 する が , 
その 1 回 転 に 要する 時 間 。 偶 体 の 場合 は 成長 ・ 
BAA + FE (ELC) ECORI. 回 転 速 度 

カイ テン ソ ク ド 回 転 速度 [turn-over 
rate] 生態 学 用 語 と し て は , 個体 群 ま た は 
群集 の 構成 物 が 平衡 を 保ち な が ら 更 新 し て い 
く 速度 。 一 定期 間 の 純生 産 量 を その 期間 中 の 
平均 現存 量 で 除 し た 値 。 こ の 値 の 逆数 を 回 転 
時 間 turn-over time と いう 。 回 転 率 。 交 替 
度 。 

カイ テン リツ 回 転 率 [turn-over rate 


OWechselgeschwindigkeit] 三 回 転 速 度 
ガイ ドー テキ ドジ ョ ー 外 働 的 土壌 Lec- 


todynamorphic soil] 土壌 生成 が 主 と し 
て 気候 ・ 植 生 な ど 外 因 に よる 場合 の 土壌 。 
Glinka の 分 類 。 

カイ ニ ジ ョ ー プ ンプ 一 一 二乗 分 布 [chi- 
square distribution, %’ d. | 

ガイ ニチ シュ ー キ MAAR [circadian 
rhythm] 一 概 日 周期 (が イジ ッシュ ー キ ) 

カイ バツ 皆 伐 [clear cutting, c. fel- 
ling, cleaning OKahlschlag ⑤⑥coupe 
a blanc] 林木 の 全部 また は 大 部 分 を 一 時 
と 伐採 する こと 。 

カイ ハツ イン RRA [releaser DAus- 
léser ®évocateur] 動物 の 本 能 的 社会 的 
な 行動 に お いて , 一 つの 動作 が 同族 の 他 の 個 
体 に よる 特定 の 刺激 に よっ て 初め て 引 起 こさ 
HELE, その 刺激 を いう 。 だ た と えば セグ 
カモ メ の ひな が 口 を 開く た め に は 親鳥 の 下 噌 
に ある 赤い 斑紋 を 見 る こと が 必要 で ある 。 社 
会 的 解 発 因 social releaser. と いう こと も ある 。 

ガイ ハツ テキ シュ ー キ 人 外 発 的 周期 Lex- 
trinsic cycle] 環境 の 独自 の 変化 に 起因 す 
る ほほ 規則 的 な 個体 群 の 変動 。 概 日 周期 

ガイ ハツ テキ ヨー イン 外 発 的 要因 [ex- 
trinsic factor] 生物 に 作用 する 外部 要因 。 

カイ ヒ ョ ー xk [sea ice DSee-Eis ® 
glacede mer] 海水 が 凍結 し て で きた 氷 で , 
氷河 に 由来 する 氷山 と は 異な る 。 あ ふつ う の 海 


水 は お よそ 一 1.8"C で 水 の 結 唱 を 作 り は じ め 
る 。 


カイ ヒン イキ 海浜 域 [shore region | 


OKistenbereich] 海洋 の 水平 的 な 区 分 域 


の 一 つ 。 高 潮 線 か ら 潮 下 淀 ま で に 相当 する 部 
分 の 海洋 。 陽 性 植物 が 一 般 に 生育 する 。 

カイ ヒン コー ゲン 海浜 荒 原 Llittori- 
deserta OStrandwiste] 海岸 の 洒 線 近く 
で 塩分 に 対し 耐え る 植物 が 疎 生 する 群 系 。 

ガイ プ キ セ イ 外部 寄生 Lexternal para- 
sitism, ectoparasitism | 寄主 の 体外 に 寄 
生 し 摂 食 する こと 。 

ガイ プ キ セイ シャ 外部 寄生 者 Lectopar- 
asite DEktoparasit] 宿 生 の 外 表面 に 寄 
生 する 生物 。 

カイ ヘイ ホー ケン テイ ーー 平方 検定 
[chi-square test, 7’? t.] 仮説 の 検定 に カ 
イ 自 乗 分 布 を 用 いる 方 法 。 理論 度数 と 観察 度 
数 が よ ぐ 一 致し て いる か どら か , また 母 集団 
と 標本 ある い は 標本 間 の 百分率 の 差 の 有無 の 
検定 な ど に 広く 用 いら れる 。 カイ 自 乗 検定 。 

カイ ホー ケイ 開放 系 [open system O 
offenes Sysgem systeme ouvert] 外 
界 と 熱 お よび 物質 の 交換 を 行 2 物質 系 。 

カイ ホー ケイ ノ ジュ ンカ ン 開放 系 の 循 
環 [circulation of open system] ある 
物質 系 を 構成 する 特定 の 物質 に つい て , 隣接 
する 他 の 物質 系 と の 間 に 流入 ・ 流 出 が ある よ 
うな 人 循環 を 開放 的 循環 open circulation と い 
い , その 系 を 開放 系 o. system と いう 。 

カイ ホー テキ ジュ ンカ ン 開放 的 循環 
Lopen circulation] OfAKKOGR 

カイ ユー xs [migration] Hey 
OB, 9BH _ 

ガイ ヨー イキ 外洋 域 Loceanic region, 
6. province Qozeanischer Bereich] 
HEOKFHREAKO—o, Heit 
され る 陸 棚 外縁 よ り 沖合 側 の 深い 部 分 の 海洋 。 
大 洋 域 。 こ の 区 域 の 漂 泳 区 の 上 層 部 を 遠洋 域 
pelagic region と 呼 尽 こと も ある 。 

カイ ヨー ガク 海洋 学 [oceanography, . 
oceanology DOzeanographie, Meeres- 
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kunde W®océanographie, oceanologie ] 
海 儲 に つい て の 科学 。 海 洋 の 生物 を 通 し て 海 
洋 を 理解 し よう と する よう な 立場 は , biolo- 
gical oceanography と いわ れる 。 

カイ ヨー カフ ン ガ ク 海洋 花粉 学 Lma- 
rine palynology] 海底 堆積 物 に 含ま れる 
花粉 ・ 胞 子 化石 を 利用 し て 海洋 堆積 物 の 堆積 
学 ・ 地 史学 的 調査 研究 を する 分 野 。 

カイ ヨー キ コ ー 海洋 気候 [oceanic cli- 
mate ①Dozeanisches Klima] 海洋 の 影 


響 を 強く 受け る 鳥 や 海岸 地方 で 示す 気候 型 で , 


気温 の 日 ・ 年 較差 が 小さ く , 湿度 は 高く 雨量 
多く 風力 も 大 きい 。 
ガイ ヨー ゲン シュ ー 外洋 群集 [oceanic 


community] 外洋 の 生物 群集 で ある が , 
と くに 外洋 域 の 漂 涼 生物 群集 を 意味 する こと 
が ある 。 
カイ ヨー サイ キン 海洋 細菌 [marine 
bacteria, halibacteria DMeeresbacterie 
®bactérie marine] 海水 中 で 特異 的 に 生 
息 す る 細菌 類 で , 好 塩 性 ・ 好 圧性 ・ 低 温 性 な 
> を 特徴 と し , 発光 細菌 photogenetic bacte- 
メン. や 多い 。 
イー ルカ イ ヨ ー ショ ク プ ツ グン シュ ー 
物 群 集 [halobion」 
カイ ヨー セイ 海洋 性 [marine] 
ガイ ヨー セイ 外洋 性 [oceanic Dozea- 
nisch oceanique] d+ 
カイ ヨー セイ タイ セン イ BFERZS 
(marine succession ] 
カイ ヨー セイ プ ツ ソー 
rine biota ] 
ガイ ヨー セイ フ ユ ー セ イプ ツ Sh eee 
生物 [oceanic plankton Mozeanisches 
Plankton] ICH Lin CHEM CE 
活 する 浮遊 生物 で , ほとん ど が 終生 浮遊 生物 
で ある が , 洛 涯 城 の 底 生 動物 の 幼生 で 長期 間 
プ に わた っ て 浮遊 生活 r し て いる も の の よう な 
定期 性 浮遊 生物 も 含ま れる 。 外洋 域 の 水 塊 が 
We MICH LANL, WRMCHKKSHS 
こと は ある 。 
ガイ ヨー セイ プラ ンク トン 


海洋 植 


海洋 生物 相 [ma- 


外洋 性 一 


[oceanic plankton] 三 外 洋 性 浮遊 生物 

カイ ヨー タイ ジョ ー プ ンプ 海洋 帯状 分 布 
[marine zonation] 潮間 帯 に 見 られ る 海 
藻類 や 付着 動物 の 淀 状 分 布 は その 典型 的 な 例 。 

カイ ヨー タイ セキ プ ツ ダン メン 海洋 堆 
HH (marine sediment profile] 海 
底 の 堆積 物 の 断面 で 。 ふつ う 5 垂直 的 に 表面 か 
ら 下 方 へ , 黄色 味 を 帯び た 酸化 層 ・ 灰 色 の 不 
連続 層 ・ 黒 化し た 本 元 層 ある い は 硫化 層 が 区 
別 さ れる 。 

カイ ヨー ド 海洋 度 [oceanity ⑩Ozea- 
nitat] 気候 の 海洋 性 の 度合 。 全 気団 数 に 対 
する 海洋 気団 の 出現 数 の 割合 で 表し た も の 。 

カイ ヨー トー シン セン 海洋 等 深 線 Liso- 
bath ] 

カイ ヨー ナン デイ 海洋 軟 泥 Lmarine 
ooze ①DMeeresschlamm,。 Schlick } 

ガイ ヨー ノ 外洋 の [oceanic ⑩ozea- 
nisch ®océanique] >i¥ 

ガイ ライ ガイ チュ ー AREER [exotic 
pest) 他 地 域 か ら 侵入 し た 害虫 。. 

ガイ ライ シュ SRE (exotic, species] 
本 来 の 生育 地 で な いと ころ に 移動 し て 生育 を 
続け る 種 。 観 賞 用 お よび 有用 種 と し て 持ち 運 
ば れ た 種 が 多い 。 : 

ガイ ライ チチ ュー ドー プ ツ 外来 地 中 動物 
[geoxene] 地 中 動物 の うち , 地表 か ら 一 時 
的 に 来 て 生活 する も の 。 

ガイ ライ ドー ケツ セイ ノ 條 来 洞穴 性 の 
Ltrogloxenous] fang? fhiRAT EEL 
て 洞穴 を 利用 する よう な 状態 を いう 。 偶 然 に 
一 時 的 に 生息 する こと で は な い 。 定期 的 洞穴 
性 。 

ガイ ライ 7 EO nt Ofremd, 
auslandisch ⑤etranger] 生物 が 本 来 の 
生育 地 か ら 他 の 地域 に 移動 する こと 。 , 

ガイ ライ フス イセ イノ 外来 腐 水性 の 
[saproxenous | 


ガイ ライ ュー セン セイ ノ 外来 湧 泉 性 の 


' [erenoxenous] 元 来 湧 泉 性 で な いも の が , 


湧 泉 に 住み つく よう に な る と こと 。 
カイ リュ ー 海流 [current, ocean ec. ⑤ 


Meeresstrémung courant marin] 
カイ レツ サン プ 開裂 散布 [ballochore] 
種子 な ど 散 布 体 が 。 それ を Diese (Bow) 
自体 の 開裂 に よっ て 敵 布 する 散布 型 を いう 。 
カイ ロー 回 廊 [corridor OKorridor ] 
動物 群 の 大 部 分 が 両方 向 に 自由 に 交流 で きる 
よう な 陸続き 地帯 を いう 。 南北 アメ リカ 大 陸 
が 鮮新 世 後 期 に 発達 し た 陸橋 に よっ て 両 大 陸 
の 動物 群 は 交流 し た 。Simpson の 用 語 。 フロ 
ラ の 場合 に も 用 いる 。 例 : ヒマ ラ ヤ 回 廊 。 
ガウ ゼ Gause, G.F. ロン シア 生 れ の 人 敏生 
物 学 者 。 ア メリ カ ヵ カ 亡 命中 に 発表 し た The St- 
ruggle for Existence, 1934 は 個体 群生 態 学 
の 古典 的 名 著 と し て , 今日 で も 価値 を も つ 。 


RAEN INC BIT % BRL BITE CI 


BAT, 「 同 じ 生態 的 地位 を 占め る 2 種 は 同 
一 場所 に 共存 を 続け る こと は で き な い 」 と い 
> 法則 は Gause の 原理 GEA) と も 呼ば れる 。 
RSH 
ガウ ゼノ ゲン リ 一 一 の 原理 [Cause's 
principle, G.’s axiom] 生活 要求 の 類似 し 
た 2 種 は 同じ 場所 で 共存 を 続け する こと は で き 
な いと いら 考え 。 類似 の 考え は 多く の 人 々 に 
よっ て 述べ られ て いる が , Gause(1934, 35) が 
詳し い 実 験 的 研究 を 行い この 問題 を 論 し た の 
で , Gause の 原理 (また は 仮説 ) と 呼ば れる こ 
と が 多い 。GCrinnell(1928) の 法則 ・ 競争 的 排 
除 の 法則 な ど と も る 呼ば れる 。 競争 的 置換 
カウ デー [cow-day] 三牧 養 牛 日 数 
カウ リフ ロー リー [canuliflory] 三 幹 生 
花 
カウ ルス Cowles, Henry Chandler, 1869 
~19389 アメ リカ 人 。 シ カゴ 大 学 で 地学 を 専 
攻 し た の も 植物 学 を 学び , WHIT SHE 
の 動態 を 詳細 に 研究 し た 。 と くに 植生 の 発達 ・ 
遷移 の 方 向 を 明らか に し 地形 と の 関係 を 一 般 
化し た 功績 は 大 きい 。 Clements と 並ぶ アメ 
リカ の 植物 Bi) 生態 学 の 先駆 者 の 一 人 。 
<=> A Textbook of Botany, Vol. IL, 
Ecology, 1910, 
; Anh 花芽 (flower bud OBliiten- 
knospe bouton de fleur] 
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カガク エイ ヨー ノ 化学 栄養 の [chemo- 
trophic Dchemotrop ®chemotrophie ] 
無機 また は 有機 化合 物 を シテ ネル ギー 源 と する , 
の 意 。 光 栄養 (の ) phototropbie の 対語 。 
- カガク カセ キ 化学 化石 [chemical fos- 
sil, chemofossil Mchemisches Fossil] 
生化 学 的 化石 と も いう 。 生 物 の 生産 し た 有機 
物 ま た は その 分 解 物 を 地層 中 より 検出 し て 生 
物 の 存在 が 認め られ る 場合 、 そ の 物質 を いう 。 
た と えば 先 カ ンプ ブ リア 紀 の 地 層 (32 億 年 前 ) か 
ら 葉 緑 素 の 分 解 物 と みな され る フィ タン ・ プ 
リス タン な ど が 発見 され て いる 。 

カガク ゴー セイ 化学 合成 [chemosyn- 
thesis ⑥Chemosynthese ®chimiosyn- 
these] 生物 が 炭酸 が ス ま た は 炭酸 塩 か ら 有 
機 物 を 合成 する と き , 無機 物 の 酸化 の 際 遊 離 
する エネ ルギー を 利用 する も の で , AH 7 
テリ ア に みみ られ る 。 被 酸化 物 と し て は HzS・ 
S + NH,* + NO.- - Fe** > He な ど が 知ら れ て 
いる 。 

カガク ゴー セイ テキ ムキ プ ブツ リ ヨ ー セ イ 
TY 化学 合成 的 無機 物 利用 生物 [chemo- 
lithotroph O ひ Chemolithotroph] 無機 物 
(NH + NOz,-S な ど ) の 酸化 に より エネ ル ギ 
ー を 獲得 し , RRS BD (CO.) で ある 生 
物 を いう 。 避 化学 合成 

カガク ゴー セイ ノ 化学 合成 の [chemo- 
synthetic] 選 化 学 合成 

カガク シン カ 化学 進化 [chemical evo- 
lution Ochemische Evolution] 生物 と 
し て の 完全 な 系 を 形成 し た 化石 は 先 カ ン ブ リ 
ア 紀 に 単細胞 と し て 認め られ て いる 。 こ れ 以 
前 の 完全 な 系 を 形成 し て いな い 期 間 , つま り 
地球 発生 ( 約 45 億 年 前 ) か ら 上 記 化 石 が 発見 さ 
れる まで ( 約 32 億 年 前 ) の 間 の 生物 進化 を 地球 
化学 的 な 立場 か ら 究 明 し ょ うと され て いる 。 
Oparin (1966) その 他 の 研究 が 有名 。 忌 化 学 化 
石 

カガク テキ サン ソ ヨー キュ ー リ ョ ー 化 
学 的 酸素 要求 量 [COD : chemical oxygen 
demand CSB; chemischer Sauerstoff- 
bedarf] 水中 の 役 酸 化物 質 , 主として 有機 
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物 を 酸化 剤 に よっ て 酸化 する と き に 消費 され 
る 酸素 の 量 。 測 定 法 に は , 過 マ ン ガ ン 酸 カリ 
ウゥ ム を 用 いる 方 法 と 重 ク ロム 酸 カ リウ ム を 用 
いる 方 法 が ある 。 検 水中 に 酸化 剤 の 一 定 過剰 
量 を 加え , 一 定時 間 に 消 費 し た O. 量 を ppm 
で 表す 。 BOD に 比べ て 短 時 間 で 測定 で きる 5 
え , 有毒 物質 が 含ま れ て いる た め BOD で は 
測定 値 を 得 ら れ ぬ 場合 に 有効 で ある 。 し ば し 
ば 汚濁 の 指標 と し て 用 いら れる 。 DEMLE 
的 酸素 要求 量 

カガク テキ ジ エ イ ヨー セイ プ ツ 化学 的 自 
_ 貯 養生 物 [chemoautotroph DOchemo- 
autotroph] 化学 合成 的 独立 栄養 生物 。 
独立 栄養 生物 aatotroph の うち も , 無機 化合 物 
(NH,+ ・NOz。-・S な ど ) の 酸化 に よっ て エネ ル 
ギー を 獲得 する る も る の を いう ら 。 と これ に だ 対し , FE 
の エネ ルギー に よる も の を 光合成 的 独立 栄養 
生物 photoautotroph と いう 。 

カガク テキ シン ショ ク 化学 的 侵食 [che- 
mical erosion] 雨水 ・ 地下 水 等 に よる 溶 
食 の 場合 に , 含ま れる 化学 物質 に よっ て 溶解 
が 促進 され る 場合 を いう 。 

カガク テキ タイ セキ プ ツ 化学 的 堆積 物 
{chemical sediment ⑪chemische Ab- 
lagerung ⑤depet chimique} 化学 的 な 
変化 に ょ り , 水溶 液 か ら 沈 典 し た 玲 積 物 。 ま 
た 陸 圭 水域 で の 蒸発 に よる 固 結 も 含め る 。 

カガク テキ チカ クキ 化学 的 知覚 器 
{chemosensory organ] 化学 的 刺激 を 受 


BL, 化学 的 感覚 の 仲立 ち を する 器官 の 総称 。 


化学 的 受容 器 chemoreceptor。 

カガク テキ フー カ 化学 的 風化 「chemi- 
cal weathering Dchemische Verwitie- 
rung ©décomposition et altération de 
roche] 物理 的 風化 の 対語 で , 水 ・ 酸 素 ・ 
炭酸 が ス な ど に よる 溶解 ・ 加 水 ・ 加 水分 解 ・ 
酸化 ・ イ オン 交換 な どの 化学 作用 に よる 風化 
を 指す 。 

カガク テキ ボー ジョ 化学 的 防除 [chemi- 
cal control Ochemische Bekampfung ] 
ALA - PBA REA + BSlAl - BAIS 
の 化学 物質 を 利用 し て , 農作物 等 を 病害 虫 等 


か ら 保 護 する 方 法 。 防 除 方 泊 の うち で 最も 広 
く 一 般 に 行わ れ て お り , 効果 が 確実 で , 適用 
場面 の 広い こと が 特徴 で も る 。 し か し 化学 的 
防除 は 有害 生物 の 密度 を 一 時 的 に 低下 させ る 
一 手段 に すぎ ず , その 沙 用 は 今日 みる よう に 
多く の 弊害 (いわ ゆる 公害 ) を 生じ る 原因 と も 
な る か ら , より 総合 的 な 有害 生物 管理 pest 
management の 観点 か ら , この 防除 手段 を 防 
除 体系 に 組入れ る 必要 が ある 。 1 

カガク テキ ヨー イン 化学 的 要因 [chem- 
ical factor Dchemischer Faktor ®fac- 
teur chimique] 生物 を 取り まく 環境 の 諸 
要因 の うち , 化学 的 性 質 の も の 。 大 気 中 の 0 
や CO。 等 の 成分 ・ 土 壌 や 水 の pH・ 栄 養 塩類 ・ 
有毒 物質 等 が ある 。 

カガク フ ニ ン ザイ 化学 不妊 剤 [chem:- 
osterilant] dtr’ OA TARE を 破壊 する 
化合 物 で , 製 が ん 剤 の 分 野 で 重要 な 位置 を 十 
め る テル キル 化 剤 や 代謝 持 抗 物質 等 が 主 な も 
の で ある 。 化学 不妊 剤 の 使用 は , ある 特定 の 
条件 下 で は , 害虫 防除 法 と じ て 殺 虫 剤 に まさ 
る 効果 が 期待 され る 。 

カカ リ ダ ニ WF (hanging valley DO 
Hangetal ®vallée suspendue] 本 流 の . 
谷底 が 支流 の 谷底 より 合 流 点 で や や 不 連続 に 
低い と き , 支流 の 水流 が 沙 や 急流 と な っ て 注 
ぐも の を いう 。 

カ ガ ン ダン キュ ー ARE [river ter- 
race, fluvial t. ©Flussterrasse ®ter- 
rasse fluviale ] | 

カキ イチ ネン セイ ショ ク プ ツ 夏期 一 年 生 
植物 (summer annual (plant) Dsommer- 
annuelle Pflanze | 夏期 に 活動 の 中 心 を も 
つ 一 年 生 植物 。 

カギ シゲ キ 鍵 刺 激 [key stimulus OD 
Schlisselreiz] 動物 が ある 刺激 に 反応 する 
BE, 反応 解 発 に 有効 な の は 刺激 全体 の うち 
の どく 一 部 分 で あっ て , これ を 鍵 刺 激 と い 2 。 
その 他 の 部 分 は 必要 で な いこ と が 多い 。 

カキ セイ 過 寄 生 [superparasitism O 
Uberparasitismus] 寄主 1 個体 あたり 正常 
に 生育 を 完了 し うる 寄生 尼 虫 の 個体 数 に は 限 


界 が ある が , それ 以上 多数 の 個体 が 寄生 する 
こと 。 過 寄生 が 起 る と 寄生 紅 虫 は 艇 小 に な り , 
死亡 率 が 高まり , 性 比 が 雄 に 片 寄る な な どの 悪 
影響 が 現れ る 。 寄 生 蜂 類 に は 過 寄 生 を 回 避 す 
る 機構 を も つも の も 多い 。 

カキ テイ タイ キ 夏期 停滞 期 [summer 
stagnation period) 表面 水温 が 4C か ら 
1 年 中 の 最高 水温 に な る まで の 期間 。 わ が 国 
の 本 州 で は 4 月 一 8 月 頃 ま で 表層 水 が 絶え ず 
思 め られ る の で , 常に 上 層 の 水温 が 高く 成層 
な 安定 し て いる 。 

カキ ノ 夏期 の [(a)estival Osommer- 
lich ®estival] 夏 李 の 。 夏 の 。 

カキ バ ゲン シュ ー 一 一 場 群 集 [oyster 
bed community] 北欧 な どの カキ 養殖 は 
浅海 の 砂 泥 底 上 で 地 ま き 式 に よっ て 行わ れる 
WB, そう し た ヵ カキ 養殖 場 (カキ 場 oyster bed) に 
は 更に 特有 の 生物 が 安定 し た 構成 を も っ て 生 
息 す る こと と が 注目 され て , . こ う 呼 ば れ た 。 

ガキ ュー 芽 球 [gemmnule OGemmula] 
築 殖 期 に 生 じ る 球状 の 淡水 海綿 の 休眠 芽 。 母 
体 を 離れ て 浮遊 し 伝播 する 。 

カキ ュー タイ チップ 可 吸 態 窒素 [avai- 
lable nitrogen] 三 有効 態 空 素 

カキ ュー タイ ヨー プン 可 給 態 養 分 [avai- 
lable nutrient] 一 有 効 態 養分 

カキ ュー タイ リン ARR [available 
phosphor] =Axpfti# 

カク カ ゾ ク Re (nuclear family ] 
結婚 し た 一 組 の 男女 と , 彼ら の まだ 結婚 し て 
いな い 子 供 た ちか ら な る 家族 。 小 家族 ・ 単 一 
家族 ・ 基 本 家族 と も 呼ば れる 。 

カク サン イド ー 拡散 移動 [spreading, 
diffusion ①Verbreitung ⑤⑥diffusion ] 
ある 地域 で の 個体 密度 の 増大 が 原因 と な っ て , 
周辺 城 へ すろ 場 を 求め て 個体 が 進出 し て いく 
移動 。 原 因 ほ 別 と し て , 新しく 進出 し た 地域 
で の 定着 が 継続 すれ ば , その 結果 は 種 と し て 
の 分 布 城 の 拡大 を も た ら す 。 こ の 分 布 拡大 が 
spreading と いわ れる こと も ある 。 

ガク シュ ー FB [learning] 訓練 や 心 
理 的 ・ 行 動 的 な 経験 に よっ て 動物 の 行動 様式 
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が 長期 間 に わ た っ て 変化 する こ と 。 学 習 の 型 
に は 試行 錯誤 ・ 洞 穴 ・ 条 件 反応 ・ 観 察 な ど に 
よる も の が ある が , これ ら は 動機 づけ (た と え 
ば 報 本 が ある こと ) に よっ て , より 効果 を あげ 
強化 され る 。 な お, 学習 に は 了 臨界 期 が 存在 す 
る も の が ある が 、 それ が 極端 に 短い も の を 
Lorenz は 刷り 込み imprinting と 呼ん だ 。 
吊り 込み 

カク ダイ カ ゾ ク 拡大 家族 [extended 
family] 合同 家族 joint family と も 呼ば れ 
る 。 家族 

カク タカ クタ イ ビ ョ ー 桜 多角 体 病 Fnu- 

clear polyhedrosis] 紅 虫 類 に 広く み ら れ 
る ウィ ルス 病 で , 細胞 核 内 に 蛋白 質 の 結晶 様 
小 体 すなわち 多角 体 を 生じ , 組織 が 破壊 され 
て 肛 ・ 汁 を 出し 死亡 する 。 肛 病 。 

カク チョ ー ソー タイ セイ チョ ー 拡張 相 
対 成 長 「extended allometry] 生物 体 の 
二 つ の 部 分 の 量 >, y に つい て 、 一 方 の 量 の 
成長 に 上 限 値 が ある 場合 の 相対 成長 関係 。 い 
ま 、y ヶ の 上 限 値 を と すれ ば , «ct yore 
成長 関係 は 1/y=1/az* 十 1/ で 表せ る 。 
ヵ : 相対 成長 係数 . c : 定数 で ある 。 こ れ を 
拡張 相対 成長 と いい , 樹木 の 直径 に 対す る 同 
高 や 葉 面積 な どこ と の 関係 で 示さ れる も の が 多 
い 。 ょ co で っ oo の と き , つま り 上 限 値 が 
な いと する と, 上 式 は y=ar" と な り 相 対 成 
長 式 に 一 致す る 。 

カク チョ ー フク リ ホ ー ソ ゾク 拡張 複利 法則 
[extended compound interest law] {fi 
物 成長 の 複利 法則 で , 成長 率 が 時 間 の 関数 で 
ある と し た も の 。 ど ん な 成長 曲線 に も 適用 で 
きる 。 

カク ネン ケッ カカ 隔年 結果 [alternate 
(year) bearing] 樹木 , と くに 果樹 な ど で 
結実 の 多い 年 と 少な い 年 が 交代 で 起 る 現象 。 

カク プン レツ セイ セイ プ ブツ 桜 分 裂 生成 物 
[fission product OSpaltprodukt ®pro- 
duite de fission] 核分裂 に よっ て 生じ た 
RF EO) ARS fission fragment や 、 それ 
DBE HR LC Ce RREKRF RE 
し て いう 。 他 方 , 付近 に ある 物質 が 核分裂 の 
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際 に 生じ る 中 性 子 に よっ て 活性 化 さ れ て で き 
る 同位 元素 は nonfission product と いわ れ 
る こと が あり , 炭素 な ど が それ で ある 。 

カク リ 隔離 [isolation Olsolierung 
isolement] AX, 交配 可能 な 集団 が 種 
種 の 原因 で 別々 の 交配 群 に 分 か れ , 相互 に 交 
配 さ れ な いよ うに な る こと 。 地理 的 (空間 的 ) 
隔離 ・ 生 殖 的 (生理 的 ) 隔 離 ・ 生 上 態 的 (季節 的 ) 隔 
離 な ど が ある 。Darwin は 自然 海 汰 ・ 進化 の 
要因 と し て 地理 的 隔離 を 重視 し た 。 ま た いろ 
いろ な 隔離 を 種 の 分 化 の 大 き な 原 因 と みな す 
人 が 多い 。 こ れ ら を 隔離 説 と いう 。 宮 隔離 説 

カク リサ イ バ イ 隔離 栽培 [isolated cul- 
ture | 

カク リセ ツ 隔離 説 Lisolation theory ] 
進化 の 要因 と し て 隔離 現象 を 重視 する 考え 訪 。 
Darwin は 自然 海浜 の 副 因 と し て いろ いろ な 
隔離 を 考え ん , M. F. Wagner は 地理 的 隔離 
こそ 自然 海 汰 の 主因 で ある と 考え た が , 後に 
は 新しい 地域 へ の 移住 ・ 隔 離 に よっ て 個体 数 
が 少な いた め に 海 汰 が 少な く 変異 体 が 多く 生 
存 し うる と 考え た (移住 説 migration theory)。 
その 他 生 理 的 隔離 を 進化 の 主要 因 と する 考え 
方 (た と えば Romanes) も ある 。 避 地理 的 隔離 

カク リツ 確率 [probability OQWahr- 
scheinlichkeit で probabilite ] 

カク リツ シ 確率 紙 [probability paper 
OWahrscheinlichkeitspapier ®proba- 
bilité papier | 

カク リツ ヘン スー 確率 変数 [random 
variable, stochastic v. Ozufallige Var- 
iable, Zufallsvariable variable aléa- 


stochastique ] 


確率 密度 [probability 


toire, v. 

カク リツ ミツ ド 
density ] 

カク リツ ミツ ドカ ンズ スー 確率 密度 関数 
[probability density function ] 

カク レコ ミ 隠れ 込み [paroekie OPa- 
rokie] 片 利 共生 の 一 形態 で , 相手 の 体 や 巣 
穴 な ど を 隠れ 場 shelter と し て 利用 する も の 。 

カケ イセ イ 過 形 成 [hyperplasy, hyper- 
plasia DHyperplasie] 増生 


カゲ ガワ 降 側 [sheltered side] 山 や 
岩礁 な どの 場所 で 日 光 ・ 風 ・ 波 な どの 影響 が 
直接 及ば な い 側 。 微 小 な 生息 場所 に つい て も 
いわ れる 。 

ガケ クズ レ 閥 月 れ [landslide, earth- 
fall] 


カコ ー 火口 [crater OKrater Pecra- 
tere | 
カコ ー WO [estuary] 河川 の 最 下 流 


部 に ある 海 へ の 移行 部 。 そ こ で は 海水 と 河 の 
流れ と が ぶ つ かり, 複雑 な 環境 を 作っ て いる 。 
>Auk 

HA-4+ 河口 域 [estaary OFluss- 
mindung ⑤estauaire] 川口 付近 や 汽水 
で 満た され た 浴 の 最も 奥 の 部 分 。 低 潮時 に は 
干潟 と な り 高 潮時 に は 汽水 が 満ち あて くる よう 
な 川 の 最 下流 部 も 含め て いう 。 

カコ ー イ キ フ ユ ー セ イプ ツ 河口 域 浮 遊 生 
物 Lestuarine plankton] ふつ うら 汽 水性 
浮遊 生物 で 特異 的 に 河口 城 で 生活 する も の 。 
河口 域 に 出現 する も の は すべ て 含ま せ て いう 
こと も ある 。 

カコ ー イ キ プ ラ ンク トン 河口 域 一 一 
[estuarine plankton] 三河 口 域 浮遊 生物 

カコ イチ 囲い 地 [enclosure] と くに 
家畜 な ど 動 物 を 飼育 する 目的 で , Mice CH 
っ た 場所 。 生 物 要因 の 調査 , 試験 地 と し て 設 
置 さ れる こと が 多い 二 有 ンク ロー ジャ キビ 

カコ ー ゲ ン 火口 原 [Latrio, crater floor 
⑥Atrio ⑤⑥atrio] 複式 火山 で , 中 央 火口 
丘 と 外輪 山 の 間 の 低地 。 

カコ ー ゲ ンコ 火口 原 湖 [atrio lake] 
火口 原 に 水 が た まっ て 生じ た 湖 。 例 : 芦ノ湖 ・ 
RAM. . 

カコ ー コ 火口 湖 [crater lake) 火山 
の 噴火 し た 火口 に 水 が た まっ て で きた 潮 。 

カサ イ キケン ド 火災 危険 度 [fire haz- 
ard] 森林 火災 発生 の 危険 を 予知 する の に , 
湿度 ・ 風 速 ・ 植 生 状況 な ど を 考慮 に 入れ て 5 
階級 に 危険 度 を 分 ける 試み な ど が ある 。 

カサ イ キョ クソ ー 火炎 極 相 [fire-cli- 
max ①DFeuerklimax] 定期 的 に 火 が 入る 


た め に それ 以上 札 移 の 進ま な いと いら 意味 で 
の 極 相 。 一 種 の 妨害 極 相 disclimax。 

カ ザ イ セイ プ ツ 下 在 生物 Lhypobion] 
造 礁 サン ゴ や その 死骸 塊 , 岩礁 な どの 下部 や 
下面 に 付着 し た り , 潜ん で 生活 し て いる 生物 。 

カ ザ イ セイ プ ブツ ゲン シュ ー 下 在 生物 群集 
[hypobiose] 表 在 底 生 生物 の うち で , BP 
石 な どの 下面 に 生息 し て いる 生物 の 群集 。 下 
生生 物 群 集 。 hypobiose は 深 棲 群 と も いわ れ , 
まれ に 内 在 底 生生 物 の うち で 比較 的 下層 に 生 
^ 息 する も の を 指す こと が ある 。 

カサ ネ ワ ク ホ ー 重ね わく 法 Lnested qua- 
drat method] わく 面積 quadrat size を 変 
えた も の を 基点 で 重ね 合せ て 調査 する 方 法 。 
高木 層 ・ 低 木 層 ・ 草 本 層 な ど に 対応 する わく 
を 重ね る 場合 と , 同じ 層 の 上 位 種 ・ 中 位 種 ・ 
下位 種 に 対す る わく を 重ね る 場合 と が ある 。 

カサ ヒジ ュー か さ 比 重 [bulk specific 
gravity] の 仮 比重 

カザン コ 火山 湖 [volcanic lake] 火 
B+ PAR ( ヵ か ん ル デラ)・ 火 山 噴出 物 な ど 火 山 活 
動 に よっ て 生じ た 湖 の 総称 。 

カザン コー ゲン 火山 荒 原 [Yolcanic 
desert ®vulkanische Wiiste] 火山 の 
溶岩 流出 や 降灰 に よっ て で きた 荒 原 。 富 士 山 
の オン タデ 群落 , 伊豆 大 島 の ハチ ジョ ウッ スス 
キ の 斑紋 状 和 植生 な ど 。 

カザン サ 火山 砂 [Yolcanic sand Ovul- 
kanischer Sand ®sable volcanique ] 

カザン セイ 火山 生 [volcanic ⑥Vul- 
kanisch ] 

カザン セイ ソー 火山 成層 [volcanic de- 
posit, v. ash d.] CAKE 

カザン タイ 火山 帯 [yolcanic chain © 
Vulkankette ®chaine de volcan] 火山 
脈 。 a 

カザン デイ リュ ー 火山 泥 流 [volcanic 
mud flow ①yulkanischer Schlamm- 
strom ®coulée de boue volcanique ] 

カザン バイ 火山 灰 [volcanic ash OD 
vulkanische Asche cendre volca- 


nique ] 
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カザン バイ ソー ニ ヨ ル ネン ダイ ケッ テイ 
ホー 火山 灰 層 に よる 年 代 決定 法 Ltephro- 
chronology OTephrochronologie] 火 
山 灰 は 広い 範囲 に 噴火 時 に 英 布 され た 地層 中 
に 同一 時 間 面 を 指示 する 。"C 法 な ど で 火 山 
灰 層 の 絶対 年 代 が わか る と , これ を も と に 
山 灰 層 な ど を 鍵 層 と し て 他 の 堆積 物 の 年 代 も 
推定 する こと が で きる 。 日 本 で は 主として 第 
四 紀 の 年 代 推定 に 盛ん に 利用 され て いる 。 

カザン バイ ド 火山 灰 土 [Yolcanic ash 
soil, andosol Ovulkanischer Aschen- 
boden ®sol de cendre wvolcanique] 火 


山 灰 , Ye pL te Ek LPH Yee BEA & HS 


SR. 


カザン フン シュ ツ プ ツ 火山 噴出 物 [vol- 
canic product Ovulkanisches Produkt 
®product volcanique ] 

カザン レキ 火山 [lapilli OLapilli 
®lapilli] 

カシ 仮死 [asphyxy, asphyxia OAs- 
phyxie ®asphyxie] 外観 上 生体 機能 が 停 
止 し て いる が , 再び 生き 返り 得る 状態 。 

カジ サバ ン ナ 火事 一 一 [burned sa- 
vanna ⑪Brand-Savanna] 乾期 に 草原 の . 
一 部 が 焼け て , その た め に 存続 する サバ ベン ナ 。 

カシ ー ノ ホー ホー 一 一 の 方 法 [Cassie's 
method] 多 峯 型 体長 分 布 曲線 を 世代 ご と 
に 分 ける 方 法 の 一 つ 。 正 規 分 布 の 累積 頻度 分 
布 は 確率 紙 に 目盛 れ ば 直線 と な る こと を 利用 
する 。 多 峯 型 で は 確率 紙上 曲線 と な る が , そ 
の 変 曲 点 の 上 下 頻 度 を 別個 の 直線 に 直し 世代 
を 分 離す る 。 

カジ ュ ク リン プン 過熱 林 分 [overma- 
ture forest (stand) Oiberalteter Best- 
and] BAKO Aa < 70, 森林 全体 の 
年 純生 産 量 が ゼロ に 近い よう な 森林 。 

カシ ョ ク AB [fluvial erosion OF luss- 


‘erosion (®érosion fluviale] 河川 の 水 


流 に よる 侵食 。 

カシ ョ クセ イ 究 食 性 [oligophagy, ste- 
nophagy] = att 

カシ ョ クセ イ ノ 果 食 性 の [frugivorous, 
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fruit-eating] 主たる 食物 と し て 果実 に 依 
"存する 動物 。 鳥類 に 数 多く , 哨 乳 類 で は 霊長 
目 ・ 翼 手 目 ・ 散 歯 に 見 られ る 。 果 実は また 
ブッ シュ マン ・ ハ ザ な ど 南 方 採集 民 の 生存 を 
YX CWS, 
カシ ョ ク ド ー プ ブツ 果 食 動物 [frugivo- 
rous animal] 果実 を 主食 と する 動物 。 あ 
る 種 の コウ モリ や 多く の 霊長 目 な ど 。 
カシ ジ ショー ケイ 河床 型 [stream bed 
type, river b. t.| 避 瀬 域 
カカ ジョー ショー 過剰 症 [excess symp- 
tom] 成長 要因 の ある も の が 過剰 の た め に 
現れ る 病 的 症候 。 
カシ ョ ー プン サン 過小 分 散 [under-dis- 
persion DUnterdispersion | 過大 分 散 の 
対語 で , ある 種 の 個体 が 規則 的 に 分 布 す る こ 
と 。 過 大 分 散 
カジ ジョー ラガ 
ploitation] 38% 
カス イ カン セイ カカ FHERAZE [pendu- 
Hiflory] 幹 生花 の 一 種 。 枝 か ら 2 m に 達 す 
る 紐 状 の 花 柄 を 垂下 し て 花 を 付け る も の 。 
ガス ソ ク テ イ ホ ー 一 一 測定 法 Lgasomet- 
ry] 呼吸 量 測定 に 炭酸 ガス 放出 量 測定 法 と 酸 
素 消費 量 測定 法 と が ある が , 両者 の 総称 を い 
う 。 呼吸 計 
bh, fined 
response] 捕食 者 (寄生 性 昆虫 を 含む ) の Hie 
密度 に 対す る 反応 は , 1 頭 あ た り の 捕食 数 の 
変化 す な わ も 機能 の 反応 と と も に , fT 
に 依存 し た 捕食 者 の 生存 率 ・ 増 将 率 ある い は 
移出 入 率 の 変化 に 基く 捕食 者 個体 数 の 変化 に 
よっ て 決 る 。 これ を Solomon(1949) は 数 の 反 
応 と 呼ん だ 。 避 機能 の 反応 
カズ ノ ピラ ミッ ド 数 の 一 一 Lpyramid 
of numbers, Eltonian p. OEltonian 
Pyramide] 栄養 段階 trrophic level ご と の 
生物 個体 数 を 並べ た と き に で きる ピラ ミッ ド 
状 の 構造 。 実際 に は 個体 数 の 判定 の 困難 な 場 
合 が 多く , また 寄生 連鎖 で は ピラ ミッ ド 構 造 
が 逆転 し て 逆 ビ ピラ ミッド と な り , 腐 生 連 鎖 や 
捕食 連鎖 で も , し ば し ば 一 部 が 逆転 する 。 


過剰 乱獲 [overex- 


数 の 反応 [numerical | 


や 生態 的 ピラ ミッ ド 

カセ イ 化 性 (Cvoltinism OVoltinismus 
®voltinisme] HMC =Hite EDs 1 年 
に 繰 返 す 世 代数 は , 種 や 系 統 に よっ て 遺伝 的 
に 規定 され , その 枠 内 で 日 長 や 温度 な ど 環 境 


要因 に ょ っ て 影響 を 受け て 決定 され る 。 FH 


世代 数 に 関す る この よう な 人 性 質 を いう 。 

カセ イ 過 生 [hyperplasy。 hyperpla- 
sia OHyperplasia ®hyperplasie] 過 形 
Ro, Ste 

カセ イガ ン 火成岩 [igneous rock DO 
Magmagestein Droche magmatique | 
77 = (24) DAK LTCE RHA, SiO, の 
SHBIC XD ARHE (65%. E) ・ 中 性 (65-52%)・ 
HAE (S2YU PICA SHS, 


カセ イヒ リョ ー 化成 肥料 [compound 
fertilizer] 複合 肥料 
カセ キイ ガイ ゲン シュ ー 化石 遺骨 群集 


[fossil thanatocoenosis。 paleothanato- 
coenosis ®(Fossilien)thanatozénose ® 
thanatocénose fossile ] > REE 

カセ キ カ サ ヨー 化石 化 作用 [fossiliza- 
tion, petrification] 古生物 の 遺骸 で 炭酸 
DNVVYOL BRA LY Yd + FER FY 
質 ・ セ ル ロ ー ス ・ リ グ ニ ン な どか ら で き て い 
る 硬質 部 が 埋蔵 中 に 匠 化石 灰 化 ・ 譜 化 ・ 黄 
鉄鉱 化 ・ 褐 鉄鉱 化 な ど を 受け る 過程 を い 5 。 
また この 過程 を 狭義 に は petrification と いう 。 
広義 に は 生体 を 構成 し た 物質 また は その 分 解 
産物 や 大 地 に 残さ れ た 生物 の 印象 , その 他 化 
石 の 種類 に 応じ て 化石 化 作用 は 一 様 で な い 。 

カセ キ ゲ ン シ ュ ー 化石 群集 [oryktoco- 
enosis, fossil biocoenosis。 paleobiocoe- 
nosis ©Fossilienzénose Mcénose fossil] 
生存 中 に あっ た 生物 群集 が その 場 で その まま 
化石 化し た も の 。 遺骸 群集 

カセ キサ ン シ ュ ツ ロ ン 化石 産出 論 Lbio- 
stratonomy DBiostratonomie] 地層 中 
の 化石 の 研究 で , 化石 の 生存 中 の 生活 場所 ・ 
埋没 場所 ・ 死 減 場所 を 区 別して 生存 当時 に 
られ る 法則 性 に 重点 を お いて 研究 する 分 野 。 

カセ キシ ュ {tA [fossil species O 


Fossilart で espece fossile」 化石 の 形態 上 
の 差異 に よっ て 議 別 され た 種 で , 形態 種 に 属 
する 現 生 種 と 絶滅 竹 と が ある 。 
カセ キ セ イ セイ ロン 化石 生成 論 [tap- 
honomy] 化石 の 埋没 や 化石 産地 の 生成 の 
法則 性 を 研究 す る 分 野 。 . 。 

カセ キソ ー 化石 相 [biofacies DBio- 
fazies] 地層 が 堆 債 し た と さき の 環境 を その 
中 に 含ま れ た 化石 生物 の 性 質 に よっ て 推定 で 
きる 場合 , それ ら 化 石 生 物 の 性 質 。 

カセ キソ ー ズ 化石 相 図 [biofacies map 
⑥Biofazies Karte] 古生物 相 図 。. 占 生物 
群集 の 分 布 を 地質 断面 図 や 地形 図 な ど に 表し 
た も の 。 兄 化石 相 

カセ キタ イ 化石 帯 [fossil zone DEos- 


silzone ®zone. fossile] {LED REDS 
層 準 。 - 
カセ キタ ン ソ {eB RR L fossil carbon } 


Ai + AlRic EEL SO NSKRE 
た は 炭素 化合 物 の 地 中 埋 蔵 物 。 

カセ キ ド ジョ ー 化石 土壌 Lfossil soil 
Dfossiler Boden] SAA 

カセ キ ネン リョ ー {EB PAH (fossil 
fuel) 現在 使用 し て いる 石炭 ・ 石 油 は 生物 
化石 の 礁 柄物 に 由来 し て いる の で , COR 
料 を いう 。 

カセ キリ ン 化石 林 Lpetrified forest] 
樹幹 ま た は 樹 根 化 石 が 地層 中 に - E に 多数 直立 
し て 発見 され た も の 。 

カゼ サン プ ショ ク プ ブツ 風 散布 植物 
[anemochore DAnemochorie] タン ポ 
ボ ・ ダ ンド ボロ ギク の よう に 種子 や 果実 が 風 
散布 に 都合 の よい 形態 を も っ て いる も の 。 

カゼ ノイ キ MOF [gusuiness] 風 は 平 
SABRE POE LT, 風速 を 変え な が ら 吹 く 
が , CORBMRAOWUE5. 

カゼ ヨ ケ ME [shelter] ニシ ェ ル ター 

カセ ン BR [aerial cableway, rope- 
way OLuftseilbahn, Seilschwebebahn] 
材 搬出 な どの た め に 使う 空中 ケー ブル 。 

カセ ン ガ ク 河川 学 [potamology, fluvi- 
ology DPotamologie | 


カ ソ ゾク ケイ ふ 1 
カセ ン シン ショ クチ 河川 侵食 地 [river- 
wash] 流水 の 侵食 作用 に より で きた 水路 , 
また は 河水 や 海水 の 洗う 低 湿地 ・ 冶 地 。 広 い 
意味 で は 流水 の 運ん で きた 沈 泥 ・ 土 砂 。 それ 
が 堆積 し た 浅瀬 を 指す こと も ある 。 
カセ ン フ ユ ー セ イプ ブツ 河川 浮遊 生物 
[potamoplankton] 潮 沼 浮遊 生物 の 対語 
で ある が 実際 に は 河 流 独特 の 遊 生物 は な い 。 
河 流 沿岸 流域 の 水域 に 発生 し た 渡 遊 生物 ・ 付 
着 藻 類 ・ 付 着 小動物 ・ 底 生 の 原生 動物 や 水 枯 
が は が れ た り 流 れ 出 た も OP eres の わる 。 


plankton) 三河 川 浮遊 生物 

カ ソ 過疎 Lundercrowding, under- 

rm っ まばら すぎ 。 (ADA + HE 

・ 増 答 に は 任 そ 最適 窒 度 が 仔 在 し , あま り 
ree ぎる と 悪影響 が 規 れ る 。 こ 了 れ は その 
種 に と っ て 必要 な 個体 間 の 相互 作用 が 保障 さ 
れ な い 。 ま ばら すぎ andererowding の 結果 で 
ある 。 個体 胡 の 存続 と いう レベ ル か ら み る と 
それ 以下 で は 絶滅 し 易い 最低 の 密度 関 値 が 存 
在 す る と 考え られ る 。 そ の 原因 は 一 般 に は 交 
尾 頻度 の 減少 な と 増 多 容 低下 に 関連 し た 要 内 
で あり , underpopulation と いう 。 

カ ソ ー 下層 Cunderstory, under- 
growth | fiitghteosMicsit S PR. 

カ ソ ー カ ン バ ツ 下層 間伐 Llow thin- 
ning DNiederdurchforstung (Peclaire- 
ie parle bas] 麻 林 の 最も ふつ う 5 の 間 伐 法 。 
も っ ぱら 下層 木 を 切る 間伐 法 で , と き に 上 層 
木 の 一 部 に 及ぶ 。 

カ ゾ ク 家族 [family DFamilie] 最も 
基本 的 な 血縁 集団 で , 通常 経済 生活 の 基本 単 
位 と も な っ て いる 。 父 ・ 母 ・ 子 供 か ら な る 科 
家族 ( 小 家族 )・ 彼 数 の 妻 (また は 夫 ) が あっ た り , 
連れ 子 を 含む 委 合 家族 ・ 朗 数 の 核 家族 を 含む 
WKAR EIA SHNS, ARCH Tet 
会 的 単位 で ある 。 文化 人 類 学 な ど で は , 親子 
関係 は 必ず し も ゃ 生物 学 的 裏付け を 必要 と は せ 
ず , 社会 的 に 承認 され れ ば よい 。 

カ ゾ ク ケイ カク 家族 計画 [family plan- 
ning MFamilienplanung] 家庭 内 に お 
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いて , 子供 の 出生 数 と 出生 間隔 を 人 為 的 に 調 


節 す る 人 口 対策 で ある 。 方 法 は 産児 調節 と 同 
UTC, 完全 禁欲 ・ 不 妊 手術 ・ 受 胎 調節 ・ 人 口 
妊娠 中 絶 が ある 。 本 来 的 な 意味 か ら は , 家族 
計画 は 国民 の 自立 的 な 人 口 対策 で あっ て , 産 
児 調 節 は 国 の 人 口 政策 と みな せる 。 

カ ゾ クセ イ 家族 制 [family system, 
familiarity] 家族 関係 すなわち 親 と それ に 
養 わ れる 子 と いう 関係 の 上 に 立っ て , 家族 集 
団 が 積極 的 に 組織 的 に 維持 され る こと を 指す 。 

カ ソ ー ジ ュ シ ュ 下層 樹種 [amderstory 
(tree) species] 常に 森林 の 下層 を 構成 し 
て いる 高木 また は 低木 。 

カ ソ セ イ Fy] ¥8}+ [plasticity OPlas- 
izitat] 各種 の 環境 条件 に 対し て 適応 で き 
る 生物 の 性 質 。 

カソード 下層 土 [subsoil OUnter- 
boden ⑤sous-sol] 主 に B 層 以下 の 土 層 。 

カ ソ ー フ ユ ー セ イプ ツ 下層 浮遊 生物 
Chypoplankton] 水域 の 下層 部 に 生息 する 


浮遊 生物 。 
カツ ソ テプラ ンク トン 下層 一 一 [hypo- 
plankton] 三 下 層 浮 遊 生物 


カ ソ ー ボ ク 下層 木 [supprcssed tree, 
subordinate t.,t. of understory, under- 
wood @unterstindiges Baum W®arbre 
domine] 樹冠 が 複 層 の 森林 で は 最上 層 の 樹 
守 を 構成 し て いる 林木 を 上 層 木 と いう の に 対 
比 し て , 二 層 か ら 下 の 林木 を 総称 し て いう 。 
下 木 。 下 層 木 を 更に 上 層 か ら 準 優勢 木 ・ 介 在 
木 ・ 被 圧 木 な ど に 分 ける こと が ある 。 

カ ダ イ トク シュ カ 過大 特殊 化 [over- 
specialization ⑥Uberspezialisierung] 
生物 の 進化 で 形態 の 特殊 化 が 進み すすぎ, その 
種族 の 絶滅 に 至る こと 。 定 向 進化 説 の 根拠 と 
され て きた 。 

カ ダ イ プン サン 過大 分 散 [over-disper- 
sion] KA4%i0+F7 CHAZ Poisson 分 
布 で は 平均 と 分 散 が 等 し い が , より 集中 的 に 
個体 が 分 布 する 場合 に は 分 散 が 平均 より 大 き 
い 値 を と る 。 こ と れ を 過大 分 散 と いう 。 た だ し 
全く 逆 に , 分 散 が 平均 より 小さ い 場 合 を 過大 


分 散 と 呼ぶ 人 も あっ た た め , 混乱 を 避け る 意 
味 で , この 語 を 使用 し な い ほ う が よ いと する 
意見 も ある 。 な お 一 様 分 布 で は 分 散 が 平均 よ 
り 小 さく な る が , これ を 過小 分 散 nnder-dis- 
persion と いう 。 

カタ マリ 塊 り [clump OKlumpe © 
masse] 葉 や 木 の か た まっ て 生え た も の 。 

カチ ク 家畜 (livestock, domestic 
animal] 人 間 が 飼い な らし 利用 放 途 に 合う 
よう に 人 為 的 に 海 汰 し て きた 動物 。 ウ シ ・ ヒ 
ツジ ・ ウ マ ・ ト ナカ イ ・ イ ヌ *・ ニ ワ ト リ な ど が 
あげ ば られ る 。 そ の 用 途 と し て は , 肉 ・ 乳 ・ 卵 な 
ど を 食物 と し て 利用 する だ け で な く , 狩猟 ・ 
運搬 ・ 耕 作 , 更に は 愛玩 な ども あげ られ る 。 

カチ ク カ Rit [domesticatiom] 家 
BLit, 人 間 が 食用 ・ 狩 猟 用 ・ 運 搬 用 ・ 愛 玩 
用 な どの 目的 で , 野生 動物 を 海 汰 し て 作っ た 
も ゃ の で ある 。 家 音 は 自然 環境 か ら あ る 程度 保 
護 さ れ て いる た め に , 体毛 が 少な いこ と と や 頭 
が 丸み を お びる な どの 共通 点 が ある と 考え ら 
NS. RAELIZCOLIICHAKAGNS 
現象 を 元 来 指す が , より 広い 現象 に 用 いら れ 
る と と も ある 。 ヒ ト に つい て は , 自己 家 者 化 
self-domestication と も い ヽ わ れる 。 

カチ クタ ン イ RAB [animal unit] 
草地 の 収 養 力 を 比較 する の に , BE? Am - 
体重 に よる 差 を な く し て 共通 な 単位 で 表現 す 
る の に 用 いら れる 。 単位 の と り 方 は 国 に より 
様々 で ある が , イギリス の 例 で , 成 和牛 1 頭 は 
ッ マ 1 頭 に , また ヒツジ 6 頭 と し で いる 。 

カッ サン セイ . 活 酸性 Lactive acidity] 
酸性 土壌 の 酸性 が 水溶 性 酸性 物質 の 解離 し た 
H+ に よる も の を いう 。 避 潜 酸性 

カッ ショ ク カ ン セ イス テッ プ ド 礼 色 乾 
4—+ [brown desert steppe soil] 
Malia fit D> DIM (Core BEDRA OD BATE 
FE LEBEDAT >» 7H. 

カッ ショ クシ ッ セ イス テッ プ ド 褐色 湿 
生 一 一 土 [brown meadow steppe soil] 
冷温 帯 か ら 温 淀 に た わた る 地 和 帯 で 林 縁 に 発達 し 
た 湿潤 な 草地 を 支え て いる 褐色 の ステ ッ プ 了 土 。 

カッ ショ クシ ン リ ンド 褐色 森林 土 


[brown forest soil OBraunerde, bra- 
uner Waldboden sol brun forestier ] 
湿潤 温帯 の 落葉 広葉 樹林 や 針葉樹 と の 混交 林 
PRET SRL, AVM CHE S 
れ た だ た A 層 と , 酸化 鉄 で 着色 され た B 層 と , 母 
材 の C 層 か ら な る が 層 界 は 不明 瞭 で ある 。 日 
本 の 山林 の 褐色 森林 土 は 水分 条件 に より 乾性 
(BaBs) + S58 HEBc * HYEVEBp * S9NEHE Be + 
湿性 Bs に 区 分 され る 。 © 

カッ ショ ク ド 褐色 土 [brown soil DO 
brauner Halbwiistenboden で sol brun 
subaride] 温帯 の ョ モ ギ 類 の 優 占 す る 半 砂 
漠 ま た は ステ ッ プ に 分 布 する 成 帯 性 土壌 。 

カッ ショ ク ポドゾル セイ ド 褐色 一 一 性 土 
[brown podzolic soil] 

カッ セイ オデ イ ホ ー 活性 汚泥 法 Lacti- 
vated sludge method] 下水 ・ 有 機 廃 水 
の 好 気 的 処理 決 の 一 つ 。 固形 物 を 除去 し た 後 
盟 気 槽 に 移し , 汚泥 を 加え , 空気 を 送り 込ん 
で 好 気 性 微生物 の 働き に より 酸化 ・ 吸 着 ・ 凝 
集 ( フ ョ ッ ク 形 成 ) さ せる 。 沈殿 池 に 静 置 し て 生 
じ る 沈殿 を 活性 汚泥 と いう 。 こ の 一 部 は 再び 
種 用 に 用 いら れる 。BOD が 500ppm 以 下 の 下 
水 ・ 廃 水 に 有効 で ある 。 

カッ セツ 褐 雪 (brown snow] 9202 

カッ タン 褐 炭 Llignite, brown coal 
OBraunkohle, Lignit lignite] 

カッ チャ ク 活着 (survival OUberle- 
ben ⑤survivre] 移植 され た 植物 が 根 づ 
Gay 

カツ リョ ク 活力 [yigor] 生物 の 生活 ・ 
築 殖 の 度合 。 た と えば 植物 の 場合 に 3 クラ ス 
に 分 け , 3 : 良 ま た は 正常 , 2 不良 また は 
弱っ て いる , 1 : 全く 弱っ て いる か 枯死 , と 
し て 判定 する 。 生 命 力 。 

カツ リョ ク ド 活力 度 [vitality OVita- 
litat] 生活 力 と も いう 。 群落 測度 の 一 つ で , 
, 群落 内 で の 生活 環 の 完結 状態 を 基準 に いく つ 
か の 階級 に 分 け て 表現 する 。 

カー ティ ス Curtis, John T.,1913~1961 
アメ リカ の 植物 生態 学者 。 一 時 ペン シル ベニ 
ア 天 学 と ハイ チ の 研究 所 に いた ほか は ウィ ス 
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ュ ン シン 大 学 に いて 1951 年 か ら 同 大 学 教授 。 
1946 年 以後 同 大 学 の 植物 生態 学研 究 室 の グル 
ー プ を 率い て ウィ スコ ュ ン シン 州 の 植生 研究 を 
推進 し し いわ ゆる カー ティ ス 一 派 を 形成 し た 。 
各種 の 統計 的 ・ 定 量 的 な 植生 研究 の 方 法 を 発 
展 さ せ た 。 野 外 調査 で は 敏速 に 調査 が で きる 
プロ ッ ト レ ス サ ン プリ ング の 方 法 を 確立 し , 
群落 解析 の 方 法 と し て 優 占 度 を は じ め 種 々 の 
指標 を 考案 し , 一 次 一 多 次 元 の 座標 づけ の 方 
法 を 考案 し 環境 傾 度 分 析 の 基礎 を 築い た 。 広 
範 な 野外 の 経験 か ら , 植生 連続 体 vegetational 
continuum 説 を 唱え Cleason の individual- 
istic concept を 実際 の デー タ に 基 い て 裏付け 
to <E® The vegetation of Wisconsin, 
1959, 環境 傾 度 分 析 

カテ イセ イノ 河 底 性 の [bentho-pota- 


“mous] 河川 の 底 に 生育 する 。 


カー ティ ン ガ [caatinga DCaatinga- 
Walder] 東北 ブラ ジル の 有 球 ・ 多 肉 樹 林 。 
低木 群 系 に 近い 特性 を 示す 。 

カテ ナ [catena, toposequence DCate- 
na ®chaine de sols] 他 の 土壌 生成 要因 
が 同じ で 排水 状態 だ けが 連続 的 に 変化 する た 
め に 生じ た 一 連 の 土壌 。 

ガー ドッ ゥ ニン グ [gardening] 原始 幸 耕 
社会 の 小 規模 な 耕作 地 で の 農耕 。 一 般 用 語 で 
は 庭 つく り 造 園 の 意 。 

カド ー ス イ 可動 水 [movable water] 
土壌 中 の 水分 が 多く な る を と 付着 水 pelicular 
water と し て 保持 で き な く な り , 水滴 と な っ 
て 下層 へ 移動 する 水 。 重 力 水 gravitational w. 
の 一 部 で , 重力 水 は 可 動 水 と 地下 水 を 含む も 
の で ある 。 

カニ ュー MA [recruitumemnt| ある 地 
域 ( 氷 域 ) の 個体 群 へ , 出生 や 移入 を 通じ て 新 
メン バー が 加わ る こと 。 し ば し ば 一 定 の 発育 
段階 に 達し た も の の み が 問 題 に され る 。 例 : 
水産 学 で は 漁獲 対象 と な る 大 き さ に 達し た も 
の を いう 。 

カネ ン セ イ セイ ブツ ガン 可燃 性 生物 岩 
Ceaustobiolith OCaustobiolith で causto- 
biolithe] 主 に 有機 物 か ら な る 生物 岩 。 植 
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PS (humulite・humuli- 
th・ 石 剛 な ど ) と 腐 泥岩 (sapropelite・sapropelith) 
な ど が 主 な も の で , 石油 を 含め る こと も ある 。 

カノ ー ブン プ ケ ン 可能 分 布 較 [poten- 
tial area] 4) 482° HUF (MTT) D VI HE Zo HK, 

カバ ツ iA Lovercutting ⑥Uberhieb 
Fcoupe abusive) 森林 を 正常 な 伐採 量 以 
ARE LIES ARIYD» 

カビ ー ル 。 Ekebir] 77ETBCRHEW 
こと の 意 。 カ ビー ル 大 砂 漢 を 指す 。 

カブ ゼン シン カイ テイ タイ 下部 瀬 深海 
底 帯 Linfrabathyal zone étage infra- 
bathyal] 底 生 区 の 生態 的 区 分 淀 の 一 つ 。 
大 洋 底 に 相当 する 深海 底 淀 と 同義 。 abyssal 
zone か 多義 に 用 いら れ て いる た ぬ め ,。 それ と 
代え て 提唱 され た 用 語 。 

カフ ン ガ ク 花粉 学 Lpalynology DPa- 
lynologie| 胞子 学 。 本 来 は 花粉 ・ ユ ケ 植 
物 以 上 の 胞子 な どの 散布 に 関連 し た 事項 を 研 
究 す る 分 野 で ある が , 人 花粉 ・ 胞 子 全般 に わた 
る 分 野 の 研究 に も 用 いる こと が ある 。 狭義 に 
は 花粉 分 析 学 を 意味 する こと も ある 。 、 

カフ ンカ セキ 花粉 化石 [fossil pollen 
(Dfossiler pollen] O7E#S4h 

カフ ン ショ ー チ ョ ー ズ 花粉 消長 図 Lpol- 
len profile] 堆積 居 に 含ま れる 特定 の 花 
粉 化 石 の 頻度 を 各層 準 ご と に 求め , これ を 堆 
慎 の 順に 図 ド し た も の 。 

カフ ン スペ クト ル 花粉 一 一 Lpollen 
spectrum @©Pollenspektrum (pollen 
spectre] 1 試料 中 に 含ま れ た 花粉 化石 を 種 
知 ご と に 個体 数 を 百分比 で 示し た も の 。 

カフ ンタ イ 花粉 帯 [pollen zone] 上 
に 重なる 地層 群 を 対象 と し て , 生物 群集 と 
工 箱 環境 の 時 間 的 変化 を 花粉 化石 群 の 組成 を 
も と に 明らか に する 場合 , 数 個 の 花粉 組成 を 
示す 層 準 を 同一 花粉 帯 と し , 他 の 層 準 と 区 別 
する 。 

カフ ンプ ブン セキ 花粉 分 析 [pollen ana- 
lysis DPollenanalysis analyse polli- 
nique] 堆積 物 中 の 花粉 化石 を 検出 し, その 
種類 ・ 量 を 求め , それ に よっ て 礁 積 当 時 の 植 


生 や 環 境 を 復元 する 方 法 。. 堆 積 の 順に 花粉 分 
析 を 行う と , その 間 の 植生 の 変化 や 環境 の 変 
知 を 知る こと が で きる 。 

カフ ン プン セキ ズ 花粉 分 析 図 [polen 
diagram ©Pollendiagram] 堆積 物 か ら 
判定 され る 時 代 区 分 別に それ ぞ れ の 種 の 花粉 
の 出現 度合 を 量 的 比率 に よっ て 示し た 図 。 

カフ ンプ ブン プ ズ 。 花粉 分 布 図 [pollen 
diagram DPollendiagram] 花粉 分 析 に 
よっ て 検出 され た 主要 な 種類 の 花粉 消長 を 一 
つ に まとめ て 図示 し た も の 。 ‘ 

カフ ン リ ュー 花粉 粒 [pollen grain O 
Pollenkorn ®grain du pollen] 

カ ヘ ン シ ョ ク セイ 河辺 植生 [riversiae 
vegetation] 河川 敷 ・ 河 涯 の 植生 。 

カー ペン ター Carpenter, C.R., 1905~ 
アメ リカ の 霊長 類 学者 。 野 生霊 長 類 の 生 上 態 学 
的 社会 的 研究 の 草分け で , 1930 年 代 の 初め よ 
り ホ エ ザ ル ・ ク モザ ル ・ シ ロ テ テ ナガ ザル * 
オラ ン ウ ー タ ン 等 の 野外 調査 を 行い ,。 そ の 成 
果 と 堅実 な 野外 調査 法 は 1950 年 以後 の 霊長 
類 学 の 発展 の 礎石 と な っ た 。 再 三 来 晶 し, 日 
本 の 霊長 類 学 に も 少な か ら ぬ 影響 を 与え た 。 
So で ベン シル ヴァ ニア 州立 犬 学 の 心 

・ 行 動 科学 の 教授 の 職 に あり , SUES 
father Wicy : 

AN +94 人 過 変 態 Lhypermetamor- 
phosis OHypermetamorphose] ネジ 
レバ ネ 科 Strepsipters・ カ マキ リモ ドキ 科 
Mantispidae ・ ツチ ハン ミュ ョ ウ 科 Meloidae 
に みみ られ る 特殊 な 変態 の 様式 。 1 令 幼虫 は 3 
本 の 爪 を も も 蜂 類 に 付着 し て その 巣 に 運ば れ 
る の に 適し た 体型 を も つが , 巣 内 で 生活 する 
2 令 幼 虫 は 短い 肢 を も ち , 次 に 巣 外 へ 出 て 不 
活動 性 の 3 令 幼 虫 ( 擬 踊 pseudonymph また は 半 
Sj semipupa) と な り , 更に 脱 度 し て 疲 に な り , 
父 に 成虫 と な る 。 i 

カ ヘ ン リ ン 河辺 林 [fringing forest, 
riparian f. DAuenwald] 河川 沿い の 湿 
性 の 土地 に 発着 する ヤナ ギ ・ ハ シン シノ キ な どの 
林 。 

カポ エイ ラ [capoeira] ブラ ジル の 森林 


な どの 二 次 林 。 
カボ ク ショ クサ イ “FARR Cunder- 
planting OUnterbau) 樹 下 植 栽 。 林 内 に 
更に 造林 する こと 。 陽 樹林 内 に 耐 陰性 の 強い 

樹種 を 植え る 場合 や , 林 冠 が 壊れ て 隙間 が で 
きた と き に 肥料 木 な ど を 植え る 場合 や , 保護 
樹 の 下 に 有用 樹 を 植 教 する 場合 な た ど が ある 。 

カ ホ ー ノ MEO [additive] 食品 添加 

Mp food additive と いっ た 使い 方 も ある 。 

カ ホ ー ボ ク 過 放 牧 [over-grazing DO 
Uberweidung] 放牧 圧 が 強く て 継続 し た 
草 の 生産 が な く , MRE UCRKBICHELS 
な い 植 物 が 増え , 土壌 ゃ 悪化 し て いく 状態 を 
いう 。 

カホン RA [grass OGras Pherbe ] 
イネ 科 植 物 を 指す が , 単に 草 ・ 草 本 と も いう 。 

カホン ショ クノ 未 本 食 の [gramini- 
vorous] イネ 科 西 物 を 食物 と する こと 。 

2 ポン ジョ ー Ladd 未 本 状 植物 
Lgrasslike plant] イネ 科 草 本 以外 の 草 状 
の 植物 。 た と えば ヵ カヤツリグサ 科 植 物 。 

カホン ステ ッ プ 未 本 一 一 [bunchgrass 
steppe DHorstgrassteppe] 三 束 状 草 類 ス テ 
ッ プ 

カホン セイ / 未 本 性 の [gramineous] 
木 本 植物 ( イ ネ 科 植物 ) に 関係 る ある こと 。 

カマ ジョ ー サイ ボー ヒン ケツ 鎌 状 細胞 貧 
th [sickle cell anemia] =F MERE 

カマ ジョ ー セ ッ ケ ッ キ ュー ショ ー RRA 
血球 症 [sickle cell anemia] 主として ア 
フリ カ の ネグロ イド に み ら れ る 人 遺伝 性 の 貧血 
症 。 こ の 遺伝 子 を ヘテロ に も つ 岬 体 は それ は ほ 
ど ひ どい 貧血 症 を 起す こと は な い が , ホモ に 
も つ 個体 は 死亡 する 。 へ テ ョ の 個体 は マラ リ 
ア に 対し て ある 程度 の 耐性 を も ね っ て いる の で , 
マラ リア 多発 地帯 で は 致死 遺伝 子 に も か か わ 
ら ず か な り の 頻度 で 現在 も 保 た れ て いる と 考 
えら れる 。 

カミ ツ 過密 [overcrowding, overpop- 
ulation] こみ あい すぎ 。 それ ぞ れ の 種 は そ 
の 生活 に 適 し た 密度 範 胃 を も ち , それ 以上 の 
高密 度 で は 個体 間 の 相互 干渉 や 環境 の 汚染 や 


ガリ テッ ジグ ジ oo 
破壊 な ど に よっ て 個体 の 生理 状態 が 悪化 し , 
行動 が 変化 し た り 生 存 確率 が 低下 し た りす る 。 
これ は こ 久 あい すぎ overcrowding の 結果 で あ 
る 。 こ れ を 個体 群 レ ベル で みる と , 死亡 率 や 
移出 率 の 増加 や 増殖 率 の 低下 と し て 現れ る 。 
この 状況 は overpopulation と 呼ば れる 。 

カミ ン BR [(a)esuivation, 
dormancy DSommerruhe (sommeil 


summeér 


estival] ① 父 眠 winter sleep, hibernation 
と は 逆 の 現象 で , 動物 が 赤熱 乾燥 の 季節 を 休 
眠 し て 過す 現象 。 一 般 に カタ ツ ム リ ・ 比 虫 な 
どの 下 等 動物 に 多く の 例 が 見 られ る が , 肺 魚 
DAH PVED P CHIR 4 file, カメ の 夏 眠 
の 例 な ども 知ら れ て いる 。 ま た 霊長 類 原 猿 亜 
目 コ ガタ キツ ネ ザ ル 亜 科 の 中 に は , 昼夜 の 温 
度 差 の 綿 し い 乾 期 に 体温 を 下げ て 夏 眠 する 例 
が 知ら れ て いる 。 ぐ ⑨ 植 物 で も 冬 を 中 心 と し た 
活動 期間 を も っ て , 高温 の 夏 は 休眠 する も の 
が あり , 同じ く 夏 眠 と いう 。 

カラ スコ [carrasco] ブラ ジル の 東北 部 
の 早 前 地帯 で 砂 質 土壌 の と ころ に 低木 G ~5 
m) の 密生 し た 植生 。 . 

カリ アト ホー ボク 刈 跡 放牧 [stubble 
grazing ①DStoppelweide | 

カリ ウム - ア ル ゴ ン ALVA IITA KR 
ー 一 年 代 測 定 法 OK-Ar dating method] 
KK が 半減 期 13 億 年 で ?Ar に 変化 する こと に 
甚 い て 岩石 ・ 鉱 物 中 の これ ら 元 素 量 を 測定 す 
る こと に より 試料 の 年 代 を 測定 する 法 。 

カリ カプ Xl# (stubble, stump] 

カリ カプ ノ タカ サ XlHOBKX (stubble 
height] 採 食 され た 高 さ 。 

ガリ ー ゲ Lgar(r)igue OGariguege- 
bisch] 地中海 地方 の 海岸 ぞい , 風 衝 地 な 
どの 厳し い 立地 条件 下 , また は 長い 問 の 放牧 
な どの 人 人為 的 干 渉 に よっ て 土壌 が 侵食 を 受け 
た り , 公 化 し た と ころ に みみ られ る 常緑 広葉 樹 
dsb Ts BABAK OD HABLA Pro 

カリ コミ AjA% (clipping OSchnitt, 
Mahd} 刈取 り 。 

ガリ シン ショ クー 一 侵食 [gully erosion 


@MRinnsalerosion ⑤6rosion par ravi- 
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nement] 降水 が 地表 を 流れ る と まず 細 沙 を 
うぅ がち, これ が 進む と 溝 が 深まり , 急 傾斜 の 
_ 側壁 を も つが ガリ ( 雨 裂 ) が 作ら れる 。 こ の ガリ 
の 成長 に よる 侵食 を いい , 植物 彼 覆 の 少な い 
軟弱 な 地層 の 緩 傾斜 地 で と くに よく 発 達 する 。 
ご 土壌 侵食 

カリ トリ 凶 取 り [mowing OMahen] 
採草 地 の 草 を 刈る こと 。 草刈 り 。 採 草 。 

カリ トリ キョ クソ ー 凶 取 り 極 相 [mow- 
ing climax ] 

カリ ハラ イキ Xljt4U# [brush cutter ] 
“PANE. 

カリ ヒジ ュー 仮 比重 Lapparent densi- 
ty Oscheinbare Dichte ®densité appa- 
rente] 天然 状態 で の 物質 (土壌 ・ 岩 石 な ど ) 
の 重量 ( ヵ ) を その 容積 (nm1) で 割っ た 値 。 か さ 比 
重 bulk specific gravity ・ 容 積 重 volume wei- 
ght, b. density - 見かけ 比重 apparent s.g. 
な ど と も ゃ も いう 。 風 乾 し た 土壌 を 定 容積 の 容器 
と 詰め 直し た も の に つい て 同様 に 比重 を 求め 
仮 比重 と いう こと が ある が , この 場合 に は 測 
定 法 を 明記 する 必要 が ある 。 

カリ ョ ク コー ボク リン 夏 縁 高木 林 L(a)es- 
tatisilvae Dsommer-griiner Wald] 夏 
比較 的 高温 で 十分 雨量 が あり , 冬 は 低温 に な 
る 地域 に 生育 し , 林 床 は 明る く 低 木 層 ・ 草 本 
層 が よく 発達 する 落葉 高木 本 。 ブ プ ナ ・ ミ ズ ナ 
ラ ・ カ エ デ な ど を 主 と す る 温帯 の 代表 的 な 森 


RK ORR 

カリ ョ ク コー ヨー ジュ リン 夏 緑 硬 葉 樹林 
[(a)estidurilignosa Dsommergriine 
Hartlaubwald | 


カリ ョ ク テ イ ボク リン 夏 緑 低木 林 [(a)es- 
tatifruticeta Qsommergriime Nieder- 
wald] 寒冷 地 , 風 衝 地 また は 乾 繰 地 の ミ ヤ 
マー デフ ンタ の ウ ガン ペパー ミヤ マイ バン クツ たと を 
主 と す る 冬期 落葉 性 の 低木 林 。 夏 緑 林 

カリ ョ クリ ン 夏 緑 林 [(a)estatilignosa, 
summer-green forest, temperate deci- 
duous f. Osommergriine Walder] 4 
温帯 を 中 心 に 分 布 す る 冬期 落葉 性 の 広葉 樹林 。 
夏季 に 緑色 の 葉 を つけ , 冬 の 低温 期 に 落葉 す 


る 樹種 か ら 成る 。 夏 緑 高木 林 (&)estatisilvae 
と 夏 緑 低木 林 (a)estatifruticeta に 大 別 され 
2 

カル ー [karroo] 南ア フリ カ の 雨量 300 
mm 以下 ( 主 に 夏 に 降る ) の 乾燥 地域 に で きる 多 
肉 植物 や 硬 葉 低木 か ら な る 疎 生 植生 の タイ プ 。 

カー ル [cirque, corrie OKar ⑥cir- 
que] =H¢4 

カル イシ #4 [pumice OBimsstein 
®ponce] 三 浮 石 。 

カル チュ ア [culture] 一 つの 集団 の 1 
頭 の 個体 か ら 他 の 個体 へ と 学習 行動 が 伝播 す 
る こと に よっ て , 一 つの 行動 が 集団 全体 の 伝 
統 的 な 習性 に な っ た と き , それ を 指し て いう 。 
人 間 以 下 の 動物 で は 伝播 を 成り 立た せる も の 
が 観察 学習 observational learning の み で あ 
り , カル チュ ア が 複合 体 (文化 複合 ) を 形成 せ 
ず , また 象徴 の 使用 に よる 蓄積 が な い の で 
proto-culture と 呼ん で 人 間 の 文化 と 区 別 す る 
こと が 多い 。 

カル ー ナ ヒー ス [calluna-heath OCal- 
luna-Heide] YY YEO BEEK= 3 』 リ 
ュ ウ モドキ Calluna vulgaris の 優 占 し て い 
る ヒー ス 。 北西 ドイ ツ ・ オ ラン ダ ・ ベ ルギー 
な ど に 分 布 。 

ガル バ ノ メー ター [galyanometer] 検 
流 計 。 

ガレ リア リン 一 一 林 [galleria, fringe 
woodland, gallery forest] サバ ベン ナ や 草 
原 を 流れ る 川 に 沿っ て 狭く 帯状 に 分 布 する 樹 
林 。 

カワ ムラ タ ミ ジ 川村 多 実 二 , 1883-1964 
日 本 淡水 生物 学 , 上 ・ 下 ,1918, を 著 し , 日 本 
の 陸 水 生物 学 の 礎 を 築い た 。1919 年 渡米 。 各 
大 学 の 野外 授業 の 実際 を みて 生理 学 か ら 生態 
学 へ 研究 の 重点 を 移 し た 。 大 津 臨 湖 実験 所 で 
多く の 後輩 を 適材 適所 に テー マ を 与え , 日 本 
の 淡水 生物 の 全貌 を 明らか に する と と も に 自 
ら は 野鳥 の 生態 を 追求 し た 。 長 年 会 長 と し て 
日 本 陸 水 学会 の 発展 の た め に 寄与 し た 。 

カン 程 [culm ⑥Halm] イネ 科 植 物 
な どの 中 空 の 茎 。 


カン ガイ HR Lirrigation Obewis- 
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~ 部 の 体液 な どの 条件 を 内 環境 internal e. と 


serung] 河川 や 湖沼 の 水 を 人 工 的 に 農業 用 
水 と し て 利用 する こと 。 と くに 乾燥 地 あ る い 
は 傾斜 地 で は 重要 で ある 。 準 輝 に よっ て 農業 
の 労働 力 あたり の 生産 性 は 必ず し ゃ 向上 し な 
い が , 土地 生産 性 が 高まり , 人 口 密度 を 増加 
させ る 要因 と な る 。 ア メリ カイ ン デ ィ ア ン の 
中 に は , 野生 植物 に 瀧 当 を 施し て 生育 を 助け 
採集 する 例 も ある 。 
カン カク ホー 間隔 法 [spacing method, 
distance m.,plotless sampling] 線 や 平 
面 上 (理論 的 に は 立体 も ) の 個体 の 分 布 様式 を 解 
析 し , また 密度 推定 を 行う た め の 方 法 で , 調 
査 地 域内 に 任意 に (ある い は 一 定 間隔 で ) 設定 し 
た 標本 点 sampling point か ら 近 接 個体 まで の 
距離 , ある い は 隣接 個体 の 距離 の 頻度 分 布 に 
基 い て 計算 され る 。 前 者 に は 最短 距離 法 shor- 
test distance method, closest individual m. 
の ほか , 標本 点 か ら ヵ 番目 の 個体 まで の 距離 
を 測る 順位 法 order m, 標本 点 を 中 心 に いく 
つか の 等 分 角 に 区 分 し て 各 分 角 内 の 最短 距離 
(また は ヵ 番 目 ) の 個体 まで の 距離 を 測る 分 
角 法 angle m. な ど が あり , 後者 に は 隣接 個 
" 体 法 mearest neighbour m.、 や ラン ダム ベア ケア 法 
random pairs m. な ど が ある 。 主 に 連続 平 
面 上 に すむ 植 物 や 固着 性 動物 な ど に 適用 可能 
な 方 法 で ある 。 わ く guadrat を 置か な いと い 
う 意 味 で plotless sampling と も いう 。 
カン キ 換気 Lventilation] 穴 を 掘っ て 
すむ 水生 動物 の 場合 で は 巣 穴 の 換水 。 
ガン キ セ イ フ ユ ー セ イプ ブツ 含 気性 浮遊 生 
物 [aeroplankton] 浮力 を 増す た め に 気 
泡 を 体内 に 保有 し て いる 浮遊 生物 。 忌 空 中 浮 
遊 生 物 
ガン キ セ イ プラ ンク トン 含 気性 一 一 
Laeroplankton] 三 含 気性 浮遊 生物 
ガン キュ ー シ ョ ク セイ 岩 丘 植生 [rock 
vegetation ] 
カン キョ ー 環境 (environment DUm- 
welt ®milieu] 生物 の 生活 に 関与 する 外 
界 の 諸 要 因 を 含め て いう 。 も っ と も これ を 外 
環境 external environment と し , 生物 体 の 内 


し て 区 別 す る と と も ある 。 ま た 個々 の 生物 の 
具体 的 な すみ 場所 は 立地 ・ 生 息 地 habitat O 
Standort, Wuchsort ⑧⑥habitat (station) と 
し て 区 別 す る こと が 多い 。 

カン キョ ク StH (dry pole] 地球 上 で 
最も 乾燥 し た 地域 。 降 水量 が 少な く , 気温 の 
日 較差 が 大 きい と いう 二 点 で 決め られ る 。 チ 
リ の アタ カマ 砂 漢 が 乾 極 と 認め られ て いる 。 

カン キョ ク 寒 極 [cold pole] 地球 上 の 
最 寒 の 地点 。 

カン キョ クセ ン BEAR [stem curve DO 
Stammkurve] 樹幹 の 形 を 表す 曲線 で , 幹 
軸 を 含む 平面 と 樹幹 表面 と の 交 線 を いう 。 ぁ 
つう 幹 軸 を z 軸 で と は 頂点 か ら の 距離 , y は 
幹 半 倍 と し て 表す 。 樹 幹 曲 線 。 

カン キョ ー ケイ セイ サヨ ー 環境 形成 作用 
Creaction] 生物 が 環境 へ 働き か け 新 し い 環 
境 を 作り 出す 作用 。 環境 変革 作用 。 Clements 
の 用 語 。 逆 作用 , 応 働 , 反作用 。 

カン キョ ー ケ イド プン セキ 環境 傾 度 分 析 
[gradient analysis] 植生 の 空間 的 パタ ー 
ン を 解析 し 記載 する た め の 一 連 の 方 法 で ある 
が 最近 は 動物 を は じ め 生 物 一 般 に も 用 いら れ 


る 。 環 境 要 因 ・ 種 個体 群 ・ 群 沙 (群集 ) の 特性 


と いう 三 つ の 変数 で 植生 や 生態 系 の 空間 に お 
ける 連続 的 な 分 布 を 定量 的 に と ら え よう と す 
る 手法 で , 植生 連続 体 説 か ら 発展 し た 。 個 々 
の 植生 サン プル を 環境 要因 の 傾 度 (高度 ・ 立 地 
の 乾湿 度 な ど ) に 沿っ て 座標 づけ する 直接 環境 
傾 度 分 析 direct gradient analysis と 植生 サ 
ンプ ブル を 種 組成 の 類似 度 に よっ て 相互 の 位置 
Sit © FT 5 間接 環境 傾 度 分 析 indirect g.a. に 
分 けら れる (Whittaker, 1967)。 

カン キョ ー ケッ テイ ロン 環境 決定 論 
Lenvironmentalism ] 生物 を 取水 く 外 界 の 
諸 条 件 が 生物 の 形態 ・ 行 動 ・ 生 活 な ど を 決定 
する と いう 考え で , 現代 地理 学 の 初期 (Ratze 
ら ) に 主張 され た 。 生態 学 で は 今日 も こう し 
た 考え 方 が 強く , Egler(1951) は アメ リカ 生態 
学 の 一 つの 特色 と し て 批判 し た 。 

カン キョ ー コー ガク 環境 工学 [envi- 
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ronmental engineering | 
カン キョ ー コト ー SMS [habitat 
island] 環境 条件 が 周辺 域 と 異な っ て いて 
隔絶 孤立 し て いる と 見 られ る よう な , あぁ つう 
小さ な 範 域 の 場所 を いう 。 
カン キョ ー サヨ ー 環境 作用 [action | 
環境 すなわち 生物 を 取 巻 く 無機 的 自然 が 生 
物 に 及ぼ す 影 響 。 
カン キョ ー シ ツ 環境 質 [emyviromment- 
-al quality ] 
カン キョ ー シ ヒ ョ ー 環境 指標 environ- 
mental indicator DStandortszeiger ] 
環境 条件 を 表現 する 生物 の 物 指し 。 生 物 指標 
と も いう 。 土壌 の pH・ 室 素 量 ・ 地 下水 位 ・ 
気 昌 ・ 光 な どの 個々 の 要因 を 指標 する 場合 と , 


地力 ・ 気 候 と いっ た 複合 要因 を 指標 する 場合 . 


と が ある 。 最 近 は と くに 大 気 汚染 ・ 水 質 巧 濁 
な と 環境 悪化 の 指標 が 注目 され て いる 。 

カン キョ ー シュ ー ヨ ー リ ョ ク 環境 収容 
Lenyironmental capacity, carrying c.] 
ある 環境 条件 下 で 特定 の 種 が 維持 し うる 最大 
個体 数 。 平 均 的 な 気候 条件 ・ す みろ 場所 の 構造 ・ 
食物 供給 量 な ど に よっ て 規定 され , 天敵 な ど 
他 種 生物 の 影響 な た ど は 環境 収容 力 以 下 に 個体 
数 を 制限 する 要因 と みる 。TErrington(1934) は 
野生 鳥獣 の carrying capacity を その 種 の 生 
活 要求 を 充 た す 生 息 場所 の 要素 の 組合 わせ と 
し て 捕え よう と し た 。 個 体 群 増殖 の ロジ スチ 
ッ ク 理 論 で は 上 限 値 K を 環境 収容 力 ま た は 
飽和 密度 と 呼ぶ 。 carrying c. は また 放牧 に お 
ける 牧 養 力 , 人 間 の リク リ ェ ーシュ ン に お け 
る 収容 力 , 都市 の 収容 力 な と 広く 環境 一 般 に 
拡大 し て 用 いる 。 環 境 容量 , 収容 力 。 飽 和 密 度 

カン キョ ー ジョ ー ケ ン 環境 条件 [enyi- 
ronmental condition ] 

カン キョ ー ジョ ー ケ ン ゾ ヅケ 環境 条件 づけ 
Lenvironmental conditioning] ある 生 
物 の 存在 が , RAMON - Beli &% 
汚染 ・ そ の 他 に よっ て 環境 の 変化 を きた し , 
同種 お よび 他 種 の 個体 に 影響 を ケ え る こと 。 
朱 件 づけ 。 上 生物 的 条件 づけ 


カン キョ ー セイ プ ツ ガク 環境 生物 学 


Cenvironmental biology] 機能 的 解析 的 
生物 学 functional and analytical biology に , 
対比 され る も の で , 個体 レベ ル 以 上 の whole 
organism biology で 生物 と 環境 と の 関係 を 研 
Ret BHD FO AA, ; 

カン キョ ー セン タク セイ 環境 選択 性 
Lenvironmental preference] 諸 種 の 要 
素 を も っ た 環境 の 状態 に 対し て , 種 に よっ て 
特定 の 好ま れ 受 容 さ れる 範囲 が ある こと 。 更 
に は その 状態 に 応 し て 好き 嫌い の 度合 が ある 
こと も いう 。 ぁ つう 各種 の 環境 条件 に 分 け て , 
温度 選択 性 temperature preferencee な ど と い 
われ る 。 

カン キョ ー テイ コー 環境 抵抗 [enyiron- 
mental resistance] 一 般 に , 種 固有 の 増 
RAED (生物 繁栄 能力 ) の 実現 歩合 を 低め る よ 
うに 働く 各種 死亡 要因 を 総合 し て 環境 抵抗 と 
呼ぶ こと が 多い が , その 定義 に は ニュ アン ス 
の 違っ た いく つか の も の が ある 。 DER 
能力 1 

カン キョ ー テ キカク リ 環境 的 隔離 [ha- 
bitat isolation] 生態 的 隔離 , また は すみ 
分 け 現象 。 ゆ すみ 分 け , PAAR 

カン キョ ー ト ー タ BRAK Lenviron- 
mental selection Qumgebende Selek- 
tion] HORA HEORRIC Lo Ch 
汰 され , それ に 適合 し た も ゃ の の み が 残 る こと , 
また は その ょ うに 人 為 的 に 操作 ある こと 。 。 

カン キョ ー ノ テキ ゴー 環境 の 適合 [fit- 
ness of environment] Henderson (1913) 
が 使っ た 言葉 。 進 化 の 過程 で 生物 は 環境 に 適 
合 し て きた が , これ を 逆 か ら み る と, KR 
素 ・ 酸 素 な どの 環境 の ほう で も , 生物 の すみ 
か と し て も 生物 の 成長 な ど に と っ て ふぁ 都合 よ 
く 適合 し て きた と する 。 

カン キョ ー ノ フ テ キ ゴ ー 環境 の 不適 合 
Cunfitness of environment] 生物 は 現 
在 の 環境 に 一 応 は 適応 し て いる が 理想 的 な 姿 
で は な い 。 環 境 要 因 の 多く は 生物 の 耐性 限界 
を 超え ん る こと も ある 。 生 物 の 生活 園 は 地球 表 
面 近く に 限定 を 余儀 な くさ れ て いる し, Re 
の 供給 は 常に 制約 を 受け て いる 。 し た が っ て 


ガン ケア ケリ we 


生物 の 本 能 と 考え を られ る 個体 数 の 無制限 な 増 分 ・ 光 ・ 空 気 ・ 土 壌 条件 (粒度 ・pH ・ 栄 養 塩類 ) 


加 は 演 に 制約 され で てい る 。 こ の よう りな こと を 
て ワウ 

カン キョ ー ハン ノー 環境 反応 [binpo- 
crisis) 特定 の 種 の 環境 条件 に 対す る 反応 , 
も し く は その 研究 。 

カン キョ ー フク ゴー 環境 複合 「enyi- 
ronmental complex, 昌 然 に お いて 。 い 
ろ い ろ な 環境 条件 が 独立 し て で は な く , 各々 
の 作用 が 他 の も の と 関連 し て 発揮 され る こと 。 
現物 の これ ら に 対す る 反応 も これ ら 要 因 群 に 
対す る 反応 と し て 理解 され る 必要 が ある 。 


カン キョ ー ホ ゴ 環境 保護 [environ- 
mental protection MUmweltschutz | 
ご 環境 保全 


カン キョ ー ホ ゼ ン ; 環境 保全 Cenviron- 
mental conservation QUmweltschutz | 
類似 の 言葉 と し て は 環境 保護 environmen- 
tal protection, 自然 保護 nature conservation 
な ど が ある が , 欧米 で いう 広義 の 自然 保護 と 
ほぼ 同義 と みて よい 。 た だ し この 場合 , 環境 
と まほ ふつ 5 人 間 環 境 を 意味 し . それ を よい 状 
態 で 保存 し た り , 荒廃 し た な いよ うに 上 手 に 利 
用 し , 維持 管理 し た りす る こと で ある 。 こ 
の 考え 方 を 広げ る と 天然 資源 管理 ・ 由 然 改造 ・ 
唱 然 の 優 元 な ども 含め た 人 間 環 境 な いし 人 間 
を 含め た 地球 生態 系 の 保全 と いう こと に な る 。 

カン キョ ー ミ ツ ド 環境 密度 [environ- 
mental density] ある 種 に と っ て の 分 布 ・ 
移動 ・ 増 殖 な ど に 対し て の 環境 諸 条 件 の 総合 
的 な 悪さ き あ る い は よさ を , それ と 等 し い 効果 
. を も つ そ の 種 の 個体 密度 に 換算 し て 評価 で き 
る と する と き , この 個体 密度 に 換算 され た 環 
境 の 値 (森下 1952)。 

カン キョ ー ヨー イン 環境 要因 [enyiron- 
mental factor, habitat f. OUmwelt- 
faktor ®facteur du milieu] 生物 を 
取 巻く 環境 を 構成 する 個々 の 要因 。 そ れ ら は 
個々 に , ある い は 共同 し て 生物 に 作用 する 。 
環境 要因 の 分 類 と し て は , 無機 的 環境 (気候 
お よび 土壌 要因 ) と 有機 的 環境 (生物 的 環境 ) と 
に 分 ける の が ふぁ ふつう で ある 。 前 者 は 温度 ・ 水 


な ど で あ り , 後者 と し て は , 同種 個体 , HL 
な る 生物 , 捕食 ある い は 寄生 され る 生物 , 共 
生 関係 に ある 生物 , 競争 や 抗生 作用 に よっ て 
影響 を 受け る 生物 な ど が あげ られ る 。 生育 地 
要因 、 

カン キン 728 (bacillus 〇 Bazillus ® 
bacille] 細菌 の 形態 的 特徴 を 表す 通称 で , 
棒状 ある い は 円 筒 杖 の も の を い 5, REA 
long-rod と 短 欄 菌 short-rod の 区 別 が ある 。 

ガン ケイ 岩 系 [rock series DGesteins- 
serie, Gesteinsstamm (série de roche ] 
類似 し た 組成 の マグ マ か ら , 類似 し た 一 連 の 
過程 の 各 段 階 で 生成 され た 火成岩 の 系 列 。 ア ~ 
ルカ リ 岩 系 ・ カ ルク アル カリ 岩 系 な ど が ある 。 

ガン ケイ 岩 型 [rock type OGesteins- 
typ ®type de roche] 岩石 の 鉱物 組成 ・ 
化学 組成 ・ 組 織 に より 分 けら れ た 分 類 名 称 。 
花岡 岩 ・ 玄 武 岩 な ど 。 

ガン ゲキ ショ ク プ ブツ 岩 隙 植物 [chasmo- 
chasmophyte ©Felsspalten- 
pflanze] 岩石 の 裂け 目 や 凹 堆積 物 の 間 
隙 な どの わずか な 土砂 や 腐植 の 上 に 根 を お ろ 
し , 生活 する 植物 。 海 涯 や 山岳 地 に 多く み ら 
れ , 根 の 比較 的 少な い 多 肉 化 し た 植物 が 多い 。 
EVI ZU = AYA YU ATU ST Teo 

カン ゲキ スイ 間隙 水 [pore water] 
土壌 水分 

カン ゲキ セイ プ ブツ 間隙 生物 Lmeso- 
psammon] 間際 動物, CURED 

カン ゲキ ドー ブツ 間隙 動物 [interstiti- 
al fauna, i. animal] 底 質 の 砂 泥 粒 の 間際 
に 入り 込ん で 生活 し て いる 小型 の 動物 で , ふ 
つう 550 一 500 g くら い の 大 き さ 。 避 砂地 間隙 生 
物 群集 

カン ゲキ ノ 間隙 の [interstitial| 底 
質 の 砂 泥 粒 の 間 の 微細 な 隙間 , ある い は そこ 
に 入り 込ん で 生息 する こと 。 

カン ケツ リュ ー 間 歌 流 [intermittent 
Ojintermittierender Eluss ® 


降雨 時 や 雨期 に の 


phile, 


stream 
riviére saisonniére | 


み 流 れる 流水 。 や 永続 流 
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ガン ケン 8B (lithosphere OLitho- 


sphire ] AB. 

カン ゲン シャ BF [reducer DRedu- 
zent Mréducteur) 分 解 者 decomposer と 
同意 。 生 物 遺 航 を 分 解 し , 生 し る エネ ルギー 
を 利用 し て 生活 する 生物 の こと 。 生 物体 を 形 
成 し て いた 有機 物 は , 還元 者 の 働き に より , 
TCO fei Hie eR A ice Sh, 再び 生産 者 
の 利用 で きる 形 に 戻 き れる 。 す べ て の 生物 が 
還元 者 と し て の 側面 を も つが , 主として 土壌 
お よび 水中 の 他 栄 養 微 生物 を 指す こと が 多い 。 

カン コー ゲン 載 荒 原 [siccideserta O 
Trockenwaste] 熱帯 ・ 亜 熱帯 か ら 慢 淀 ま 
で の 降水 量 の きわ め て 少な い 束 燥 地 和 帯 に 成立 
する , 植物 の 生育 の きわ め て 少な い 荒 原 群 系 
(砂漠 お よび ステ ッ プ を 含む )。 アフ リカ ・ ア ラ 
ビア ・ ア ジア 大 陸 の 東部 , 中 部 ・ オ ー ス トラ 
リア ・ 北 アメ リカ ・ 南 アス メリカ の 一 部 に 見 ら 
qc 

カン ーー セオ 
lable] = 眉 効 性 

カン ザイ セキ 幹 材積 [stem volume] 
OR 

カン ザイ セキ セイ チョ ー 幹 材積 成長 
{stem volume increment] 材積 成長 。 忌 
材積 成長 量 

カン サク 間 作 Lintercropping | 

カン サク サク モツ 間 作 作物 [catch 
crop 」 

カン サ ハン ノー BRERA (differential 
reaction] 分 差 反応 。 光 度 の 急激 な 減少 に 
WUC ADRAC SARI (陰影 反応 ) の よう 
こ , 刺激 の 強 さ その も の で な く , 刺激 の 強度 
や 頻度 の 変化 に 対す る 反応 。 

カン ザン ヒ ョ ー キ 永 期 [Kansan 
glacial period] カン ザ ス 氷 期 と 同じ 。 北 
米 大 陸 の 一 氷河 時 代 。 ミン デル 氷 期 に 対比 さ 
れる 。 ツ ミン デル 氷河 期 … 

カン ジ ク 幹 軸 (stem axis] 樹幹 の 中 
心 線 。 

カン シ ツ キュ ー オン ド ケ イ BRRREH 
[psychrometer ] 


Att [slowly avai- 


ガン シ ツ コー ゲン BAKE [petride- 
serta ©Felswisten, Pufferlésung) © 
質 土 の 上 に 発 轄 し た 群落 で , BUDS 
未 風化 の 溶岩 上 の 群落 が 例 と な る 。 

カン シュ ー 幹 周 [trunk girth, cireum- 
ference ] 

カン ジュ ー HS (dry weight] =e 
重量 

カン シュ ツ FH [emergence] 低 潮時 
に 海面 上 に 露出 する こと 。 

カン シュ ー テ キキ ョ ー ソ ー 慣習 的 競争 
[conventional competition] 社会 性 の . 
発達 し た 動物 で は , 食物 や 空間 ある い は 配偶 
者 を めぐ っ て の 競争 な ど は , 最後 まで 争 2 形 
で は た なく, ある シン ボル 化 さ れ た 様式 で 決着 
が つく よう な 機構 が 進化 し て いる 場合 が 多い 。 
威 蹴 threat な ど は 高等 動物 に 一 般 的 に み ら れ 
る 形式 の 一 つ で ある 。 Wynne-Edwards (1962) 
は この よう な か 形式 が 個体 群 の ホメ オス タ シ ス 
を 保つ 機構 と し て 進化 し て きた こと を 主張 し, 
conventional competition と 名 付け て いる 。 
これ は 競争 の 定義 に よっ て は 競争 回 避 の 機構 
と も 考え られ る 。 8 

カン ジュ ンカ ンコ 完 循 環 湖 [holomie- 
tic lake] 4%, 表面 か ら WKRE CLI 
KO (ites 5 ii. 

カン ショ ー FS [interference Olnter- 
ferenz] 動物 の 個体 また は 個体 群 の 存在 そ 
HATED, 他 の 個体 また は 個体 群 の 行動 ・ 生 
理 な と に 何ら か の 影響 を 与え る 場合 両者 の 
間 に 和 干渉 が あっ た と する 。 し か し 両者 の 間 に 
具体 的 な 競争 ・ 協 同 な どの 関係 が 生じ て いる 
よう な 場合 に は , 干渉 と は いわ な い 。 

カン ショ ー Re [atoll OAtoll © 
atoll] 海洋 の 真中 に 円 環状 に 発達 し た サン 
ゴ 礁 で 、 そ の 磯原 は 多少 途切れ 途切れ に 海面 
上 に 露出 し て 鳥 を 形成 し て お り , 内 側 は 磯 湖 
と な っ て いる 。 

ガン ショ ー Bt (reef, rocky r.⑤ 
Riff] と くに 海岸 や 海底 の 底 質 が 露出 し た 
岩盤 で ある と ころ を いう 。 reef は 熱帯 の 海域 
で は サン ゴ 礁 を 意味 する こと ぁ 多 い 。 


Ay+yva-I+ HAR (buffer solu- 
tion] 酸 と その 塩 、 また は 塩基 と その 塩 の 
2 成分 混合 溶液 は , それ に 外 か ら 酸 や 塩基 を 
加え て も 浴 液 の 水素 イオ ン 濃度 pH の 変化 は 
ほとん ど 起 ら な い 。 こ の よう に 水溶 液 の pH 
を 一 定 に 保つ 性質 の ある 溶液 を 緩衝 液 と いう 。 

カン ショ ー コー カ 
effect DPufferwirkung ] 

ガン ジョ ー ショ クセ イ 岩上 植生 [rock 
vegetation OFelsenvegetation] 岩石 上 
の 無 土壌 地 に で きる 地 衣 類 な どの 群落 。 央 
隙 植物 

カン ジョ ー ジ ョ ヒ 環状 除 皮 [girdling, 
ringing ORingelung, Zirkelschnitt ® 
ceintarage] ORRHR 

ガン ジョ ー セン イケ イレ ツ BEER 
Llithosere] 岩石 上 に 植物 が 侵入 し て 次 第 
に 土壌 を 形成 し な が ら 群 落 が 交代 し て 発達 す 
DEBRA, 

カン ジョ ー ハ ク ヒ 環状 剣 皮 ie ま 
ringing] 環状 除 皮 。 輪 は ぎ 。 植物 , と く 
に 樹木 の 皮 を ある 幅 だ け 形 成層 か ら は ぎ 取 る 
こ と 。 洒 ・ 栄 養 塩類 ・ 同 化 産物 の 移動 の 検証 
の だ め や , 開花 結実 促進 の た め に 行わ れる 。 

カン シン セイ 完 新 世 [Holocene ® 
Holozin ®holocéne] 現 生 と も いう 5。 沖 
積 世 に ほぼ 等 し い 。 

カン スイ 港 水 [irrigation, watering] 
= 

カン スズ スイ ゲン ラク 冠水 群落 [flooded 
community Diiberflutete Gesellschaft] 
冠水 草原 

カン スイ ソー ゲン 冠水 草原 (flood 
plain meadow @Auwiese (prairie 
inondable] 年 に 数 回 , 定期 的 に 冠水 する 河 
. 辺 に 生 育 する 草原 。 ス ズ メ ノ テ ッ ポ ウッ ウ 群 団 ・ 
カモ ジグ サー ギ シ ギ ン 群 団 の 各 群 集 な ど が 生 
育 し て いる 。 

カン スイ ヘイ チリ ン 冠水 平地 林 [flood 
plain forest DAu(wald) ⑥foret inon- 
dee] 河辺 お よび 低地 で 数 年 か ら 10 数 年 毎 に 
竹 水 する 立地 に 生育 する 落葉 樹林 。 ヤナ ギ 


緩衝 効果 (buffer ~ 
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林 ・ ハ ン ノ キ 林 た など 。 

ガン スイ リョ ー 含水 量 [water content 
OWassergehalt] ある 物体 中 に 含ま れる 水 
の 量 。 ふ つう 水 を 除い た 重量 w: に 対す る 除 
か れ た 水分 量 。 の 比 。zo。/zw。 で 表す 。 

カン セイ カカ 幹 生花 [cauliflory] 茎 ・ 
幹 ・ 太 枝 か ら 直 接 花芽 を 出 し て 開花 ・ 結 実 す 
る も の を いい , 熱帯 多雨 林 の 樹種 と くに イチ 
ジ ク 科 の も の に 多く 見 られ る 。 ぉ つう KO 
よう に 細分 され る 。 simple cauliflory : 茎 ・ 
幹 ・ 太 枝 ・ 中 枝 な ど に 花 を 付け る も の 。 rami- 
flory : 太 枝 ・ 中 枝 の み に 花 を 付け る も の 。 
trunciflory : 樹幹 の み に 花 を 付け る も の 。 
basiflory : 樹幹 の 基部 の み に 花 を 付け る も の 。 
idiocladanthy : 幹 ま た は 太 枝 か ら 葉 の な い 長 
い 枝 を 出 し て 花 を 付け る も の 。 flagelliflory : 
幹 の 基部 か ら 和 鱗片 葉 を も つ 長 いむ ち 状 の 枝 を 
地面 まで 伸ばし て 花 を 付け る も の 。 カ ウリ フ 
・ 幹 生 果 。 

カン セイ ケイ タイ 乾 生 形態 [xeromor- 
phism ①Xeromorphose ©xéromorpho- 
se] 耐 乾性 を 高め る た め に 有利 と 考え られ る . 
形態 で , 水分 保持 ・ 蒸 散 の 抑制 ・ 吸 水力 の 増大 
に 都合 の よい 形態 。 乾 生 植物 に 多く 見 られ る 。 

カン セイ ケイ タイ テキ 著 生 形態 的 [xe- 
romorphic ®xeromorph ] 

カン セイ ショ ク プ ツ 乾 生 植 物 Lxero- 
phyte OXerophyte ®xérophyte] 大 気 
の 乾燥 ・ 土 壌 水分 の 不足 ・ 低 温 ・ 塩 分 の 過多 
な ど で 吸 水 困難 な と ころ に 生育 し , 耐 乾性 に 
富む 植物 。 乾 生 形態 を も る つも の すべ て が 乾 生 
植物 と は 限ら な い 。 

ン セ イシ ョ ク プ ツ 冊 生 植物 [litho- 
phyte, petrophyte ①DFelsenpflanze] 
LEOnRVBALKEAT SHY. ELUT 
固着 地 衣 類 や ュ ヶ 類 。 

カン セイ ジョ ー リ ョ ク テ イ ボク リン BE 
常緑 低木 林 [pseudomaqui, pseudomac- 
chia] 著 燥 地 に 生々 を る ビ ャ クシ ン や カン シ の 
常緑 低木 林 。 

カン セイ ステ ッ プ HE— [alfa step- 
pe] ハネ ガヤ 属 の イネ 科 草 本 が 優 占 す る ス 


ビー リー 
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テッ プ で ニテ ニラ シア で 次 る 乾 和 生長 テ デップ 。 

カン セイ セン イ BtoB (xeric suc- 
cession] 4M - M+ Lic lt MRR F Ce 
n HEN LB ABE. 

カン セイ セン イ ケイ レツ HEB 
[Lxerosere」 岩石 上 や 飛 砂地 な ど 乾 燥 し た 
生育 地 で 始ま っ た 遷移 の 系 列 。 

カン セイ ソー ゲン 乾 生 草原 [dry mea- 
dow Trockenwiese, Trockenrasen 
⑥pre sae] 落 生 立地 に 生育 する 草原 植生 の 
総称 。 

カン セイ テキ #4 [xerophytic] % 
燥 地 に 生育 可能 の 植物 の 状態 に つい て い 2 う 。 

カン セイ F-FY BE [xerocole 
Oxerophiless Tier] 乾燥 地 で 生活 する 動 
物 。 湿 生 動物 hygrocole の 対語 。 ご 湿 生 動物 

カン セイ ドー プ ブツ 管 生 動物 [tubicol- 
ous animal,tubicole] ふつ 5 自分 で 分 泌 
し た 物質 や 砂粒 な ど に よっ て , 巣 管 
を 作っ て 生息 する 動物 。 

カン セイ ノ tO [xeric Oxerophi- 
le] 不 十 分 な 水 条件 下 で 特徴 づけ られ た 場 
合 を いう 。 


nest-tube 


ガン セイ ノ 岩 生 の Llithophytic, saxi- 


colous] 岩 面 に 着 生 し て いる こと 。 ま た 人 岩 

石上 や 岩 隙 に 生育 する こと 。 

ガン セキ #4 [rock OFels, Gestein 
®roche] 地殻 を 構成 する も る ので, 便宜 上 
火成岩 堆積 岩 ( 水 成 岩 )・ 変 成 居 に 分 けら れる 。 

ガン セキ ナイ セイ ショ ク プ ブツ BEALE 
物 [endolithophyte」 内 生 植 物 (植物 体内 ・ 
動物 体内 な ど で 生 活 する 植物 ) の 一 種 で , 岩石 を 
WPrLCEOPCEIBT Sib - A - A 
類 な ど を 指す 生活 型 単位 (Braun-Blanquet ek 
る ) O25 

カン セン 汗腺 [sweat gland OSch- 
weissdriise] エク リン 腺 (e 腺 ) と アポ クリ ン 
腺 (a 腺 ) が ある 。 e 腺 の 分 泌 細胞 は 終始 その 


形 が ほとん と 変化 せ ず , 薄い 汗 を 分 泌 す る が , 


a 腺 は e 腺 と 同様 の 分 泌 を 行う か た わら で , 
細胞 の 一 部 分 が ぁ く れ て 切れ 落ち , その 破片 
が 汗 に 混入 する 。 汗 腺 を も つ 員 乳 類 の 中 で , 


2 hater SA eeae E ト で は 
ほとん どす べ て が e 腺 で 、 体温 調節 に 効果 的 
で ある 。 

カン セン KX [infection Dinfektion 
infection] 病原 性 の 微生物 が 体内 に 侵入 
x ae 

カン ゼン ショ ク プ ブツ セイ 完全 植物 性 
Cholophytic Dholophytisch] 完全 植物 
性 栄養 生物 , 完全 動物 性 

カン ゼン ショ ク プ ツ セ 4 イ エイ ヨー 形 1 
7 完全 植物 性 栄養 生物 Lholophytic 
form) 光 を 必要 と し , 無機 物 の み を 栄養 
と し て 生活 で きる 群 。 緑 色 植 物 ・ 光 合成 細 商 
の 一 部 が これ に 該当 する 。 

カン ゼン ドー プ ブツ セイ 完全 動物 性 
[holozoic] 動物 質 の 食物 の み に 依存 する 
こと 。 pn 

カン ゼン ヘン タイ コン チュ ー 完全 変態 昆 
虫 [holometabola」 発育 Dike CIB ege, 
幼虫 arva, Mipupa, 成虫 imago, adult の 4 期 
を 経過 する 昆虫 。 双 著 目 ・ 膜 贅 目 ・ Me - 
WMA EBCHKBTS, . 

カン ゼン ミツ ド イ ゾ ン ヨー イン 完全 密 
度 依存 要因 [perfectly density-depen- 
dent factor } Milne(1957) は 密度 依存 要因 を , 
作用 の 強 さ が 密度 の み に 依 存 し て 変化 する 完 
全 密度 依存 要因 と , 一 部 密度 に 依存 する が 他 
の 密度 独立 的 な 要因 な ど に よっ て $ も 影響 を 受 
ける 不 完 全 密 度 依存 要因 imperfectly densi- 
ty-dependent factor に 分 類 し た 。 前 者 と し 
て は 種 内 競 争 (食物 や 空間 に 対す る ) が 唯一 の も 
の で あり , 後者 に は 競争 種 や 捕食 ・ 寄 生 者 な 
ど 天 敵 類 の 作用 が 含ま れる 。 そ し て 完全 密度 
依存 要因 の み が 密 度 の 調節 を 可能 に する が , 
野外 の 動物 個体 群 は これ が 働く よう な 高密 度 
に 達する こと は 減 多 に な く , 通常 は 不 完全 密 
度 依存 要因 と 密度 独立 要因 の 共同 作用 に よっ 
て 低い レベ ル で 変動 し て いる と の 見 解 を 述べ 
た 。 こ の 説 は 種 内 関係 と 天敵 等 の 作用 を 区 別 
し た 点 で は よい が , 現象 を 表面 的 に と ら え た 
(に こす ぎす 理論 的 に は 説得 力 に 乏 し い 。 

カン ソー 8% [①drought, desicca- 
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tion OTrockenheit Esecheresse ②ari- 
dity ®aridité] ① 和 干ばつ な ど で 乾燥 する 
こと 。 脱水 。② ぶ つう 気 師 か ら み た 乾燥 状態 
や 乾燥 度 を いう 。 

カン ソー キュ ー ミ ン RAE [drought 
dormancy DTrockenruhe] 乾期 に お け 
る 生物 の 発生 ・ 成 長 過 程 で の 活動 が 一 時 的 に 
停止 する こと 。 熱 帯 植物 が 乾期 に 休 芽 を 作る 
例 な ど 。 

カン ソー シス 一 乾燥 指数 [aridity 
index] 気候 の 乾燥 度 を 示す de Martonne 


| (1926) の 考案 し た 指数 で , 年 降水 量 (mm) を 


P, 年 平均 気温 ("C) を 7 と し た と き , 乾燥 
指数 it I=P/(T+10) で 表 さ れる 。 砂 漠 
は 5 以下 。 ス テッ プ は 5 て 10, 30 に 近づく と 
森林 が 出現 する 。 | 

AvY-—2a-—Va— SREB (dry 
weight OTrockengewicht] 生物 体重 の 
計測 で , 合 水 量 の 影響 を 除外 し た いと き に 用 
いる 。 ょ ふつ う 105°C CHIRL, 重量 が 安定 し 
た と き を も っ て 乾 重 と みな す 。 た だ し 有機 室 
素 分 析 等 の 必要 が ある 場合 は 60°C で 真空 乾 
MeL, その 重量 を 乾 重 と する 。 ま た 生物 体 を 
85°C 前 後 で 十分 乾燥 し た と き の 重き を いう 
場合 も ある 。 広 義 で 乾 重 と いう と き は 乾 草 を 
作る 場合 の 陽 乾 法 な ど に よる 乾燥 重量 も いう 。 
ZH. O€kE 

カン ソー セイ コー ゲン BRARE [sic- 
cideserta ©Trockenwiiste, Wuste © 
desert] 王 乾 訪 原 | 

カン ソー ダニ HES [dry valley] 南 
極 の 氷河 の 刻ん だ 谷 で 塩分 濃度 が 高い が , 地 
胡 や ュ ケ 類 が わずか に 生育 する 。 

カン ソー チ ショ ク プ ツ 閉 燥 地 植 物 Lere- 
mophyte ①DEremophyt] 砂漠 や ステ ッ 
プ に 生え る 植物 。 

カン ソー チタ イィ Bie (arid zone) 
砂漠 気候 や ステ ッ ズ 気 師 の も と に ある 亜 熱 淀 
の 乾燥 地 淀 。 

カン タイ RF [arctic zone, polar z., 
frigid z. ①DPolarzone ®zone polaire ] 
極 を 取 巻 く 高緯度 地帯 で , 生態 学 的 に は 森林 


限界 か ら 極 まで を 含む 。 し か し , 寒 帯 は 狭義 
の 寒 帯 と 極 帯 に 分 ける の が 普通 で , 年 平均 気 


- 温 が 0'C 以 下 ま た は 各 月 の 平均 気温 が すべ て 


10"C 以下 の 地域 を 極 帯 1 一 4 ヵ月 だ け 月 平 
均 気温 が 10 て 20"C と な る 地域 を 狭義 の 寒 帯 
EFS ERB, RMOR HL vy Fa 
に , BEDOK ICM S, BAL DH 
FED St Sa Fi eh EL AEH ABTA 2 1 » 
うこ と も ある 。 極 帯 

カン タイ コ RA (polar lake] 三 極 
地 湖 

カン タイ セイ ドジ ョ ー 間 帯 性 土壌 Lin- 
trazonal soil] 気候 ・ 植 生 帯 に 強く 支配 さ 
HERBS, ほか の 生成 要因 の 強く 働い て い 
る 土壌 。 成 淀 内 性 土壌 ・ 成 帯 間 性 土壌 。 

カン タイ ゼン セン 寒 帯 前 線 [polar 
front ⑪⑩Polarfront] 熱帯 気団 と 寒 淀 気団 
と の 間 に 形 成 さ れる 主要 前 線 。 

カン タイ J RHO (boreal, arctic D 
boreal ®boreal] {7EICHAVS & Xi dt 
半球 の 寒 帯 (亜寒帯 を 含む ) を boreal, 南半球 
の 寒 帯 を antiboreal LV.5, OR 

カン タイ ヘン トー フー 寒 帯 偏 東 風 [po- 
lar easterlies] SORA 

カン タイ リン RH (subarctic forest | 
SRR HH 

カン タク FH [reclamation] 土地 改 
良 。 湯 湖 ・ 遠 浅 の 海 な ど を 排水 し て 陸地 化す 
Bots 

カン タク テイ チ 千 拓 低地 [polder] 海 
weet CHA, 排水 陸 化 し た 低い 場所 。 

カン チコ ー ゲ ン 寒 地 荒 原 [fell-field, 
arctic barren, cold desert, frigoride- 
serta ①Djarktische Steinwiiste] 極地 や 
BLT DE OG BARORAT Sark bit 
の 荒 原 。 相 観 的 群 系 の 一 つ 。 寒 冷 砂漠 。 

Bt, ショ タプ ブツ 寒 地 植物 Lpsycro- 
phyte] 耐寒 性 が 強 ぶ , 光合成 ある い は 成 
ROR MEADE Hy. Rib AY wie 
多く 分 布 し , 一 般 に 小型 で 多年 生 の も の が 多 - 
Ur. : 
カン チ セ イ BW Carid Odirr, troc- 
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ken ®aride] と くに , 地表 面 か ら の 蒸発 
量 が 降水 量 よ り も 多い 乾燥 地 の 特 性 を いら 。 
偏 乾 性 。 

カン チ セ イ ドジ ョ ー 吉 地 性 土壌 [arid 
soil] 砂漠 地帯 や 極地 で みる 土壌 で , 水 に 
よる 風化 が 遅く 砂 質 の こと が 多い 。 例 : DH 
= Ree THAN Yee & TS 
荒 原 が 発達 す 

ガン ナイ it 岩内 生 の [endolithic ] 
朱 ら か い 岩 石 の 割れ 目 に 入っ た り 容 孔 し て 生 
活 す る こと 。 


ガン ナイ セイ プ ブツ ゲン シュ ー BALMER 
集 [endolithon ] 
カン バツ HK [thinning] 三間 引き 


カン ピ ョ ー キ 間 氷 期 Linterglacial pe- 
riod QJInterglazial, Zwischeneiszeit 
®periode interglaciaire] 氷河 時 代 に は 
氷 床 が 終始 ある 地方 を 被覆 し て いた の で は な 
く , 寒冷 気候 下 で は 氷 床 は 拡大 し 温 曖 時 代 に 
は 縮小 し て いた こと が 知ら れ て いる 。 こ と の よ 
う な 温暖 期 を いう 。 こ の 時 代 は 海 進 時 代 で も 
あっ た 。 

ガン ヒ ョ ー セ イノ 岩 表 生 の [epilithic] 
岩石 の 表面 上 で 生活 する こと 。 

ガン ヒ ョ ー セ イプ ツ グン シュ ー 
群集 [epilithon ] 


岩 表 生 物 


カン プ ツ ジュ ー BMS [dry weight] 
王 乾 燥 重量 
カン プ ツ セイ サン Spe (dry mat- 


ter production] は じ め Boysen-Jensen 
932) が 植物 の 物質 生産 と し て 表す と ころ か 
ら 用 いた が , ぉ ふつ う 純 生産 の 意味 に 用 いる 。 


し ば し ば 現存 量 の 増分 に 対 し て 用 いら れる が , 


これ は 不適 当 。 

カン プリ アキ 一 一 紀 (Cambrian peri- 
od MCambrische Periode, Kambrium 
® (période) cambrien(ne)] 古生代 最 古 の 
時 代 。 6 億 年 前 か ら 4 億 9000 万 年 前 の 間 。 先 
カン プリ ア 紀 まで は 痕跡 化石 が 主体 で あっ た 
が , 本 紀 に な る と 化石 の 種類 ・ 個 体 数 も 急 に 


” 増 加 し 先 酸 カル シウム か ら 炭 酸 カ ルレ シッ ム を 


主体 と し た 殻 を も つも の が 多く な る 。 三 葉虫 


に 


Trilobites が 繁栄 し 示 準 化石 と され て いる 。 
植物 で は 海 生 藻 類 化石 が 多い 。 両 極地 を 含め 
て 温 朋 気候 で あっ た 日 本 に は 本 紀 の 化 石 は 未 
発見 で ある 。 

カン ボ 幹 母 [fandatrix,stem mother] 
アプ ブラ ムン 類 の 型 に 対す る 名 称 で , 受精 卵 か 
う 生じ た 胎生 単 為 生 殖 雌 を 指す 。 こ れ か ら 胎 
生 単 為 生殖 雌 の 世代 が 増殖 し て いく 。 

カン ポ [campo] ブラ ジル の 草原 の 名 
称 。 木 の 混 じ しら な い 乾 生 的 草原 を カン ポリ ン 
ポ campo limpo, 木 の 混 しった も の を カン 
HAY c. sujo と いう 。 

カン ボク 3%2% [frutescence, shrub 
OStraucher] 高木 の 対語 。 ヒト の 背丈 よ 
り 低い 木 を 指す こと が 多い が , 便宜 的 な 区 分 
で ある 。 低木 。 

カン ボク ソー 港 木 層 [shrub layer O 
Strauchschicht étage arbnstif] — 

カン ボク タイ BAe (shrub zone O 
Gebiischzone ] 

カン ポス ジョ [campo sujo] 木 の 混 じ 
っ た ブラ ジル の 草原 。 

カン ポ セラ ー ド [campo cerrado] 
FIVMCKMRY HSS YIFHORK 
BUR, AVES SAE RIC bh, KB 
の 肉 厚 の 葉 を も ち , 曲り くね っ た 樹 形 を 示す 。 

カン ポリ ン ポ [campo limpo] KOE 
じ ら な い カ ン ポ 。 や カン ポ 

カン マン SiH [full-bodied] 上 部 ま 
で よく 太っ た 樹幹 の 形 を 表す こ と ば で 円 柱 に 
MVS OIF ETCH CHS. OIC ・ 

カン モー シュ シ 冠 毛 種子 [comospore] 
三 羽 毛 種子 

ガン ユ セ イ フ ユ ー セ イプ ブツ 含 油性 浮遊 生 
物 [flaioplankton] 浮力 を 増す た め に 油 
滴 た ど を 体内 に 保有 し て いる 浮遊 生物 。 

ガン ユ セ イ プラ ンク トン 含 油性 一 一 
[flaioplankton] 三 含 油性 浮遊 生物 — 

カン リュ ー セ ン ケ イ 完 流線型 [holo- 
rheotypic] 流水 を 遊泳 する 動物 が 最も 抵 
抗 を 少な くす る た め の 適 応 と し て 紡 鍵 型 を し 
た も の 。 
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カン レイ サバ ク 寒冷 砂漠 [cold desert a froid] 生物 の 形態 学 的 ・ 生 理学 的 性 質 が , 
frigorideserta OKA4ltewiiste] 三 寒 地 荒 原 その 寒冷 気候 の も と で 繁殖 に 適合 し て いる こ 
カン レイ テキ オー 寒冷 適応 [cold adap- と 。 ま た は 適合 し て いく 過程 。 
tation ①DIKalteanpassung や adaptation 


+ 期 [stage] 生物 個体 ・ 個 体 拉 お よび 
異種 個体 群 な どの 発生 ・ 発 展 の 過程 が いく つ 
か の 段階 に 区 分 で きる と き , それ ら の 各 段 階 。 

キア ツケ イ 気圧 計 (barometer ⑥Ba- 
rometer baromnetre | 

キア ツ ス イジ ュ ン ソ ク リ ョ ー 気圧 水準 
測量 [barometrical surveying ①Dbaro- 
metrische Héhenmessung] 2 点 問 の 気 
圧 差 の 測定 より その 高低 差 を 知る 間接 測量 法 。 

キオ ク 記憶 [memory OGediachtnis 
®mémoire] 動物 が 過去 の 体験 に 基 い て 行 
動 す る こと を 広義 に 記憶 と いう 。 し た が っ て 
あら ゆる 条件 づけ や 学習 の 結果 は , 記憶 と 呼 
ぶな こと が で きる 。 狭義 に は 遅延 反応 delayed 
response の 能力 に 異 づ けら れ た 過去 の 体験 の 
再生 の み を 指す 。 

キオ ン 気温 [air-temperature OLuft- 
temperatur ] 

キオ ン ゲン リツ 気温 減 率 [lapse rate 
of temperature] 気温 は 高度 が 増す に つ 
れ て 低下 する 。 そ の 割合 は , 熱 力学 的 に は 高 
度 100m に つき 乾燥 大 気 下 で 1"C, ^ 湿 潤 大 気 下 
で は 0.3"C で ある 。 日 本 で は 0.4 て 0.7"C が 大 
BRC, こと に 0.160.65"C が 多い 。 

キオ ン ノ ギ ャ ク テ ン 気温 の 逆転 [tem- 
perature inversion] あふ つう 高度 が 増す と 
気温 は 低下 する が , ある 高度 で 気温 が 上 昇 す 
る こと が ある 。 こ の よう な 現象 を いう 。 晴 れ 
た 冬 の 夜 な ど , 寒気 流 が 下降 し て 上 方 が 高く 
な り 気 温 の 逆転 が 見 られ る 。 

キカイ ハツ リン 既 開発 林 [accesible 
forest] OBARK 

キカイ プン セキ 機械 分 析 [mechanical 
analysis (of soil)] 王 土 壌 の 機械 分 析 

キカイ プン プ 
tribution ①DZufallsverteitung] ニラ ン 
ダム 分 布 

キ カ シ ョ ク プ ツ 帰化 植物 Lnaturalized 
plant, alien p.,exotic p.] 在 来 植物 に 対 


機会 分 布 [random dis- | 


する 語 で , 本 来 白 生 し て いな か っ た 植物 が 外 
国 か ら 入 っ て きた 場合 に いう 。 侵 入 の 経路 と 
し て は , 栽培 植物 の 逸 出 や 外国 か ら の 荷物 に 
混入 し て くる 場合 な ど が ある 。 帰 化 植物 と な 


。 る に は 侵入 ・ 定 着 ・ 分 布 拡大 の 三 つ の 過程 が 


ある 。 

キ カ ガン 季 観 [aspect, seasonal a. D 
Aspekt, jahreszeitliche A.] 植生 の 季 
節 的 な 組成 や 相 観 。 

キ カ ン ケ イ 器官 系 [organic system 
DOrgansystem] O44 

キ カ ン サン ギョ ー シ ャ 基幹 産業 者 Lkey- 
industry organism] 植物 食 動 物 す な わ ち 
第 一 次 消費 者 で , と くに 大 量 に 生息 し て いて 
直接 間接 に 高 次 消費 者 (動物 食 動物 ) の 多く の 
も の の 食物 と な っ て , 群集 の 中 で 重要 な 位置 
を 占め て いる と 見 られ る も の を 指す 。 基 本 生 
産 者 ・ 基 礎 生 産 者 と も いわ れ , 拡張 し て 第 一 
次 消費 者 と 同義 に 用 いた り , ARE tk 
生産 者 ) と 混同 する の は 誤用 。 

キ カ ン シ ゼ ン ゾ ー カ リツ 期間 自然 増加 率 
[finite rate of natural increase] 指数 
曲線 的 な 個体 数 増加 を 想定 する と き , 時 間 
の 間 の 増加 率 は 内 的 自然 増加 率 ヶ を 用 いて e"“ 
で 示さ れる 。 ダー の * ある い は s=e™’ の 4 
を finite rate of natural increase と いう こ 
と が ある 。 つ まり ん は 単位 時 間 あ た り の 個体 
数 の 増加 比 (成長 率 ) を 示す 。 ヶ は た と えば 1 日 
あたり 増加 率 か ら 1 週間 あたり 増加 率 を 求め 
る の に 単に 7 倍 す れ ば よい 点 で 便利 だ が , 個 
体 数 が 2 倍 に な る の に 要する 日 数 > は え を 用 
いて log2=zlog4 の 関係 か ら 容易 に 求め あら 
れる 利点 を も ち , 種 問 の 増 将 力 の 比較 な ど に 
は 有用 で ある 。 や 内 的 自然 増加 率 

キ カ ン セイ チョ ー リ ョ ー 期間 成長 量 
[periodic annual increment Djperi- 
odischer Durchschnittszuwachs] > 
期 成長 量 


キ カ ン ゾ ク 器官 属 [organ genera] 


生物 化石 の 命名 で 現世 の 生物 の 科 family の 
段階 まで は 同定 で きる が , それ 以上 詳し い 同 
定 が で き な い めい 場合, その 化石 に 与え られ た 二 
名 法 に よる 学名 を いう 。 避 自然 属 

ギ キ ョ クソ ー 偽 極 相 Cquasiclimax | 


水性 遷移 に お ける 偽 極 相 pseudoclimax, 2 


生 植 物 群 落と し て か な り 安 定性 を も っ て いて 
ゃ 気候 極 相 と は 違う の で こう 呼ぶ 。 

キキ ン #1 [famine OHungersnot | 
ある 社会 が 大 規模 な 食糧 不足 に な る こと を い 
う 。 仙 鐘 と と も に 伝染 病 の 流行 を 伴う 場合 も 
多く , 人 口 を 大 きく 減少 させ る こと が ある 。 
農耕 社会 に お いて は , 天候 異変 ・ 作 物 の 病 虫 
害 な た ど に よる 大 規模 な 作物 不足 に よっ て 起 り , 
狩猟 採集 社会 で は , 食糧 源 と し て 依存 し て い 
る 動植物 の 種類 が 少な い ほ ど , AiO AT 
能 性 が 高い 。 た と えば カリ ブー の 肉 に 強く 依 
存 し て いる エス キモ ー の 集団 な ど は この 例 で 
ある 。 

キ ゲ ン ソ ー BEX [sociation DSozi- 
ation] Du Rietz (1921) ら の いわ ゆる 北欧 
学派 の 群落 単位 。 優 占 度 に よる 群落 区 分 の 最 
低 単位 。 

キ ケ イ ガク AWS [teratology DTe- 
ratologie] 生物 の 奇 型 を 研究 する 分 野 。 

キケン GH (atmosphere) 地球 表面 
上 の 空気 の 存在 する 部 分 を いう 。 下 か ら 対 流 
園 ・ 成 層 圏 ・ 電 離 圏 お よび 外 圏 に 分 けら れる 。 
KAA. . 

キ コ ー 気孔 [stoma OSpaltéffnung 
®stomate ] 

キ ゴ 木子 [bulblet, cormlet] 三 む か 


キ ゴ ー コ タイ 記号 個体 [marked indi- 
vidual] 三 標識 個体 

キ コ ー ジ ュ ン カ 気候 順 化 [acclimati- 
“zation ⑥Akklimatisation acclima- 
tation) 日 本 語 で は 順 化 と 区 別して , と くに 
気候 要因 に 適応 し て 変化 する 場合 を いう こと 
HHS, OME 

キ コ ー ジ ョ ー サ ン 気孔 蒸散 [stomatal 
transpiration] 気候 ・ 水 孔 ・ 皮 目 な ど 植 
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物体 内 部 の 細胞 間隙 と 通し て いる 外界 へ の 開 
口 部 を 通し て 行わ れる 蒸散 。 

キ コ ー シ リ ョ ー 気候 資料 [climatic 
material] 気象 観測 な ど で 得 られ た 気候 要 
素 に 関す る デー タ 。 

キ コ ー ズ 気候 図 [climmograph, cls 
matograph DKlimograph 」 クラ イモ グ 
ラフ 。 ふ つう 。, 気候 机 素 別に 等 値 線 に よっ て 
表 さ れる 気候 の 地理 的 分 布 図 で ある 。 GR 
図 ・ 等 圧 線 図 ・ 暖 か さ の 指数 等 値 線 図 ・ 雪 日 
数 等 値 線 図 な ど で あ る 。 ま た , Tailor の 提案 
(に よる クラ イモ グラ フ は , 横 軸 に 相対 湿度 , 
縦 軸 に 平均 温度 を と り 各 月 に つい て 両者 の 交 
点 を 図示 し た も の で , その 地 の 気 候 の 特性 を 
知る の に 用 いら れ て いる 。 

キ コ ー セン イケ イレ ツ 気候 遷移 系 列 
[elimasere] 気 師 そ の 他 の 変化 に 伴い , あ 
る 極 相 群 落 が 別 の 極 相 群 落 に 大 移す る 系 列 。 

キ コ ー タ イ Ak (climatic zone ① 
klimatische Zone ®zone climatique | 
SURE Lo THARHRICED LEEOT, 
Feit Uniti + PTCA SN SD. RAL BTS 
と 狭義 の Ric, Teak Bemis ( 暖 
帯 ) に, 熱帯 は 亜熱帯 と 狭義 の 熱帯 に 細分 さ 
れる こと が 多い 。 

キ コ ー テ イ コー 気孔 抵抗 [stomatal 
resistance] 光合成 や 呼吸 の 際 に , 炭酸 
ス や 酸素 が 気孔 を 通過 する と き 受 ける 抵抗 。 

キ コ ー テ キキ ョ クソ ー 気候 的 極 相 [cli- 
matic climax Oklimatischer Klimax] 
ある 気候 条件 の も と で 十分 発達 し 安定 状態 に 
達し た 植物 群落 。 単 極 相 説 に お ける 極 相 に あ 
TED 6 

キ コ ー テ キ クラ イマ ックス 気候 的 一 一 
{climatic climax] 王 気 候 的 極 相 

キ コ ー テ キ セ ッ セン 気候 的 雪 線 Leli- 
matic snow line] ©@@ 

キ コ ー テ キ ドー イン 気候 的 動 因 [cli- 
matogenie] 自然 体 の 成立 動 因 が 気候 要素 
で ある 場合 を 指す 。 た と えば モン スー ン 地 帯 
に 発達 し て いる モン スー ン 林 (熱帯 季節 降雨 林 ) 
の よう に 。 


capture m. | 
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キ コ ー テ キ ヒ ン シ ュ 気候 的 品種 Lcli- 
matic race] 気候 的 圧力 の も と に 形成 され 
た 品種 。 

キ コ ー ド ー イ ン 
nie] 一 気候 的 動 因 

キ コ ー ド ー イ ン セン イ 気候 動 因 天 移 
[climatogenic, climatic succession] © 
移 の 動 因 が 気候 要素 に ある 場合 の 価 移 。 

キ コ ー ヘ ンド ー ELH (climatic 
change QOklimatische Schwankung ] 
気候 の 非 定常 的 な 形 に 対し て 用 いる 。 時 間 的 
に も ゃ 空間 的 に も いろ いろ の スケ ー ル の も の が 
ある 。 10,107, 10*, 108, 10° 年 と お よそ 二 桁 上 
る ご と に 異質 な 気候 変動 が 現れ る と みる 見 方 
も 多い 。 

キ ゴ ー ホー チク ホー 記号 放逐 法 Lmark- 

method, 
三 標識 再 捕 法 
- キ コ ー ヨー イン 気候 要因 Celimatic 
factor Dklimatische Faktor ] 

キ コ ン &# [aerial root OLuftwur- 
zel )racime aerienne] 地上 茎 ま た は 幹 
か ら 出 る 根 の 総称 。 様 々 な 形態 の も ゃ の が み ら 
れる が , 


気候 動 因 [climotoge- 


and-recapture capture-re- 


、 柱 気 根 prop aerial root), 吸収 を 主 と す る も の , 


/ 


保水 を 主 と す る も の に 分 けら れる 。. 

ギ シ 擬 死 [death feigning, d. mimi- 
ery, thanatosis] 動物 が 外部 か ら の 急激 な 
刺激 の 結果 , 仮死 状態 を 呈す る こと 。 路 乳 類 
か ら 無 脊椎 動物 に 至る まで 見 られ る 。 一 部 の 
高等 動物 を 除い て は , 反射 作用 に すぎ な いこ 
と が 多く , 外部 刺激 が も た ら す 筋肉 の 息 張 状 


_ 態 が 急激 に 他 の 状態 に 変る 結果 と し て 起 る も 


の で ある 。 と の こと が 結果 的 に は 目 に つく 動 
き の 和 急激 な 停止 ・ 落 下 な ど を 招き , 捕食 者 か 
ら の 保護 的 化 割 を 果す こと も 多い 。 
ギ シ キ カ 儀式 化 Lritualization DRi- 
tualisierung] 動物 の 系統 発生 の WET, 
行動 の 一 部 が 誇張 され た り 消 され た り し な が 
ら 模式 的 に な り , その 行動 が 本 来 も っ て いる 
具体 的 意味 を 離れ て 象徴 化 さ れ て いく こと 。 
J. Huxley は , それ が 人 間 の 風俗 や 習慣 の 成 


機能 上 か ら 支 持 を 主 と す る も の ( 支 : 


立 と 共通 で ある と いう 認識 か ら , この まう に 
名 付け た 。 高 等 動物 の 求愛 ・ あ いさ つ ・ 闘 争 
な どの 行動 パタ ー ン に は , 儀式 化 さ れ た も の 
が 多い 。 


FLY ショ ク プ ツ 気 湿 植物 [amophyte] 
着 生 陰 花 植物 の うち も 比較 的 少な い 容 水量 ( 乾 
燥 量 の 50~250%) を も つも の 。 

キシ ャ ク ケイ スー 稀釈 計数 [dilmtion 
count) 細菌 ・ 酵 母 な どの 菌 数 を 測定 する 
方 法 の 一 つ 。 段 階 稀釈 し た 試料 の 一 定量 を 液 
体 培 地 に 植え つけ , 成長 の 有無 また は その 他 
の 方 法 に より 限界 を 決め , も と の 試料 中 の 菌 
数 を 統計 的 に 求め る 。 稀 釈 法 

キシ ャ ク ホ ー 
od] 微生物 の 生 細 胞 数 の 計測 法 の 一 つ 。 最 
確 数 法 (MPN 法 ) と も いう 。 試 料 を 滅菌 培養 液 
で 段階 的 に 稀 秋 し , 各 段 階 に つき 一 定 の 本 数 
を 培養 する 。 菌 体 ま た は 代謝 産物 の 有無 に よ 
っ て , どの 稀釈 段階 まで , 何 本 に 菌 の 生育 が 
み ら れ た か を 知る 。 こ の 結果 を 確率 論 的 に 求 
め た 計算 表 と 対照 し て , 試料 中 の 生 菌 数 を 推 
定 す る 。 平板 培養 法 が 応用 で き な い 場合 に 用 
いら れる 。 

キシ ャ クリ ツ BRE [dlintton, rate 
®taux de dilution] MEWMOMHTH 
continuous culture CH #hOR ASAT 
る 速度 。 

キシ ュ 寄主 [host OWirt] 生活 史 の 
一 部 ある い は 全部 を 独立 し て 生活 する こと が 
で きず , 物質 な ら び に エネ ルギー を 他 種 の 生 
物 に 依存 する 生物 を 寄生 者 parasite と いい , 


寄生 され る 側 を 寄主 host と いう 。 た と えば 


カン テッ の 寄主 は ミヤ イリ ガイ ・ ウ シ ・ ヒ ト 
で ある 。 CHEF 

キシ ュ - キ セイ シャ ノ ソー ゴ サ ヨー 寄主 - 
寄生 者 の 相互 作用 L[host-parasite inter- 
action] や 食う も の - 食 われ る も の の 相互 作用 

キシ ュ シ ョ ク プ ブツ 寄主 植物 host plant, 
supporting p. OWirts(pflanze) J 寄生 
関係 に お いて , 寄生 者 parasite に 栄養 物 を 与 
える 植物 の こと 。 宿 主 植 物 。 根 粒 バ クタ テリ ア 
(に と っ て の マメ 科 植 物 な ど 。 と き に 植物 食 の 


MRE (dilution mmeth- 


昆虫 な ど に と っ て 食物 と な る 植物 を も 寄主 植 
物 と いう こと が ある 。 

キシ ュ セ ンタ ク 寄主 選択 [host selec- 
tion] 植 食性 ある い は 寄生 性 動物 が 摂 食 あ 
る い は 産卵 ・ 産 仔 の た あめ 寄主 を 選ぶ な こと 
れ に は し ば し ば 寄主 の 生息 する 環境 (すろ 場 
所 ) の 発見 , 寄主 の 発見 , 摂 食 ま た は 産卵 ・ 産 
仔 の 過程 を 含み 、 無 方 向 的 な 探索 か ら 視 覚 
嘆 覚 に よる 誘引 , 喫 覚 や 触 党 に よる 好適 寄主 
の 弁別 な ど が 順次 関係 する 。 そ の 種 に と っ て 
適当 な 寄主 を 選ぶ 問題 の ほか , 2 種 以 上 の 寄 
主 で 生育 可能 な 場合 どれ を 選ぶ か の 問題 も 寄 
。 主 選 択 に 含ま れる 。 

ギジュツ 技術 (technique OMethode ] 
自然 法則 を 合理 的 に 利用 する こと に よっ て , 
より 高度 の 適応 を 果す た め の 方 法 。 生 得 的 な 
適応 の 手段 は 技術 と は 呼ば な い 。 技術 は 創造 
的 か つ 伝承 的 で あり , 高度 に 発達 し た 大 脳 度 
質 の 機能 や 巧妙 な 手 の 操作 能力 に 依存 する 。 

キシ ュ ト クイ セイ 寄主 特異 性 [host 
specificity] HiftHED SV (2A LE CED 
動物 の 食物 の 選択 範囲 の 広 ・ 狭 を いう 。 た だ 
1 種類 の 食物 を 食う 単 食性 か ら , 雑多 な も の 
を 食う 雑食 性 まで 種々 の も の が ある 。 

キシ ュ ハ ッ ケ ン メ ン セ キ 寄主 発見 面積 
[area of discovery] 寄生 者 1 個体 が 寄主 
ーー 

キジ ュ ン チ 基準 地 [key area] 放牧 

地 と し て 適正 利用 され て いる か 否 か の 判定 に 
必要 な 標準 と な る 草地 内 の 場所 。 

キジ ュ ン テン 基準 点 [comtrol point] 
測量 の 基準 に な る 点 の 総称 。 三 角 点 ・ 水 準 点 
な ど が ある 。 

キシ ロメ ー タ ー [xylometer] 測 容 器 。 
復 雑 な 形 を し た 物体 の 容積 を 測定 する も の で , 
水中 に 物体 を 沈め て 小 面 高 の 上 昇 を 測定 し て 
容積 を 知る 。 

ギ ジ ン シュ ギ 擬人 主義 [anthropo- 
morphism DAnthropomorphismnus © 
anthropomorphisme] 19 世 紀 の 目 的 論 的 


ーー 
of‘ 


適応 生態 学 の 一 つの 特色 で , 動物 の 行動 や 生 


活 を 擬人 的 に 説明 し ょ うと する 立場 。 
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キス イ 汽水 [brackish water, estu- 
rine w、DBrackwasser Peau saumatre | 
海水 と 淡水 の 混合 し て いる 河口 域 や 潜 岸 近く 
に ある 湖沼 で , 海水 と 淡水 の 中 間 の 塩分 濃度 
を 有する 水域 。 河口 城 で は 潮 の 千 満 に よっ て 
移動 が あ る 。 また だ , 湖水 の 場合 は 表 局 は 淡水 
だ が 底層 は 塩水 に 近い こと が 多い 。 泡 水 と は 
塩分 が お よそ 0.2 鶴 以上 で ふつ う 30 多 まで ( ふ 
つう の 海水 は 33<34 多 ) と され る が , 17% E TEL 
する 見 解 も ある 。 生 物 相 と し て は , 海洋 性 の 
も の 淡水 性 の も の が 適応 性 を 得 て 生 息 する 場 
BOD), 泡 水 に 独特 の 生物 も 生息 する の で 
AEREN IC RURAL, ayo 

キス イ ショ ー タ ク AAR brackish 
water swamp DBrackwassersumpf 
(-moor) Emarais saumatre] 泡 小 草原 
より も ゃ 一層 湿潤 で , BASE KICH SI 
FORTE © Sa, 

キス イソ ー ゲ ン 汽水 草原 Cbrackish 
water meadow DBrackwasser-Sumpf- 
wiese Pprairie saumatre] 河口 域 や 半 
歳 水 域 が 薄 次 乾い て 生じ た 湿地 草原 。 

キス イ フ ユ ー セ イプ ツ 汽水 浮遊 生物 
Lhyphalomyraplankton ] 

キス イ プラ ンク トン 汽水 一 [hypha- 
1omyraplankton] 汽水 浮遊 生物 。 

キ セ イ 寄生 [parasitism DOParasitis- © 
mus F)parasitisme | 

キ セ イ コン 寄生 根 [root sucker ① 
Haustorium] 吸 根 。 寄生 植 物 の 根 で 窟 . 
に 侵入 し て 栄養 を 吸収 する 。 例 : 主 根 が 入る 
ヤ ド リ ギ , 不定 根 の 入る ネナシカズラ など 。 

キ セ イ コン チュ ー 寄生 昆虫 [parasitic 
insect, i. parasite] 他 の 動物 に 寄生 する 上 比 
虫 。 シ ラミ や 家 赤 に 寄生 する へ ハ ェ 類 の よう に 
真 の 寄生 を 行う も の の ほか , 他 の 昆虫 類 に 寄 
生 し て 発育 後に 寄主 を 殺し て し まう 寄生 蜂 ・ 
WE <=Hits LOPRTER ( 擬 寄 生 者 ) も 含 
め て 寄生 志 虫 と 呼ば れ て いる 。 

キ セ イ シ ヌ ジア 気 生 一 一 「aerosynusia ] 
着 生 植物 の 分 悦 群 落 。 

キ セ イ シャ FEAL 寄生 生 


Lparasite ] 
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物 。 他 の 生物 (宿主 また は 寄主 と いう ) の 体 の 内 
部 また は 外部 に 付着 ・ 侵 入 し , その 栄養 を 受 
取っ て 生活 し て いる 生物 。 寄 生 の 程度 は , 自 
身 に 必要 な 栄養 の 一 部 を 寄主 に 依存 する も の 
か ら , その すべ て を 依存 する る の まで ある 。 
更に 寄主 と 共生 的 に 生活 する も の か ら , 最終 
的 に は 寄主 を 殺し て し まう も の まで 様々 な 型 
が ある 。 

キ セ イ シュ 稀 生 種 Leasual species] 
群集 を 構成 する 種 と し て , まれ に ある い は 不 
定期 的 に し か 出現 し な い 種 。 | 

キ セ イ ショ ク プ ツ 気 生 植物 [aero- 
phyte DAcrophyte ⑤⑥aerophyte」 =# 
- 生 植物 

キ セ イ レン サ 寄生 連鎖 [parasite chain, 
p- food c.] 生物 群集 内 で 寄主 - 寄 生 関係 を 
通し て み ら れ る 食物 連 各 。 一般に 数 の ピラ ミ 
ッ ド は 成立 し な い が , 
立 する 。 

キ セ ツ イド ー 季節 移動 [seasonal 
migration Djahreszeitliche Wander- 
ung ®migration saisonniére]. 季節 の 
推移 に 関連 し て 毎年 行わ れる 動物 の 移動 。 好 
適 な 生活 条件 を 求め て 行わ れる 鳥 の 渡り や 繁 
殖 の た め の サ ケ な どの 移動 の よう に 回 帰 移 動 
(往復 移動 ) を 行う も の も 多い が , BBR Cit 
回 帰 が 証明 され て いる も の は 比較 的 少な い 。 
回 帰 、 回 帰 移動 

キ セ ツ テキ シ ヌ ジア 季節 的 一 一 [sea- 
sonal synusia @zahreszeitliche Sy- 
nusie] 季節 に よっ て 生じ し る 分 層 群 落 。 
ウシ ヌシ ア 

キ セ ツ テキ シマ イシ ュ 季節 的 姉妹 種 
(seasonal vicariad] 季節 (時 期 ) を すみ 分 
け て 生活 し て いる 分 類 上 近 縁 の 種 。 

キ セ ツ テキ シュー キ セ イ 季節 的 周期 性 
[seasonal periodicity] 季節 の 推移 に つれ 
一 定 の 順序 で 事象 が 移り 変っ て いく こと 。 群 
集 の 様相 が 季節 的 に 変化 し て いく 場合 は 季節 
的 乱 移 seasonal succession と も いう 。 

キ セ ツ テキ ショ ー チ ョ ー 季節 的 消長 


[seasonal distribution, s. prevalance ] 


現存 量 ビ ピラ ミッ ド は 成 


生物 の 出現 の 季節 的 な 変動 。seasonal fluctu- 
ation と いう こと も ある 。 BRCOVW CLE 
生 消 長 と いう こと が 多い 。 

キ セ ツ テキ セン イィ 季節 的 遷移 [season- 


al succession, aspection OSaisonsuk- 


,zession] 季節 の 推移 に 伴っ て 生物 群集 の 組 . 


- 構造 に 起 っ た 変化 。 
キ セ ツ テキ ナ 季節 的 な Lseasonal O 


'jahreszeitlich ®saisonniére] ORED 


季節 に 限定 され て いる こと 。.@ 年 周期 的 と ほ 
ば ぼ 同じ 。 李 節 が 移り 変っ て いく 経過 を いう 2。 

キ セ ツ テキ ヘン イ 季節 的 変異 [eason- 
al variation] 季節 的 方 型 seasonal poly- 
morphism, 尼 虫 類 な ど に は 季節 に よっ て 形 
態 や 色彩 の 著しく 異な る る の が ある 。 例 : チ 

ョ ツウ 類 の 春 型 ・ 夏 型 。 

キ セ ツ テキ ラク ヨー ショ ク プ ブツ 季節 的 
落葉 植物 Ltropophyte」 雨期 また は 夏 に 葉 
が 茂り , 乾期 また は 冬 に 落葉 する 植物 。 。 

キ セ ツ テキ リズ ム 季節 的 一 一 [season- 
al rhythm] 季節 変化 に より 規則 的 に 繰 
返す 生物 的 過程 。 温 度 や 日 長 時 間 に 対応 する 
も の が よく 知ら れ て いる 。  。。 

キ セ ツ テン ケイ ショ ク プ ツ 季節 転 形 植物 
[tropophyte OTropophyte] 季節 の 動 
き に 伴っ て 適 湿 生 植物 (中 生 植 物 ) の 様相 だ っ 
た も の が 乾 生 植 物 の 様相 に な っ た りす る 植物 

キ セ ツ フー 季節風 [monsoon ⑥Mon- 
sun (@®mousson] 大 陸 と 海洋 の 間 に 吹 く 
夏 と 冬 と で 方 向 の 全く 反対 な 風 。 モ ンス ー ン 。 
ょ つう 冬 の 季節 風 は 乾い た 寒冷 な 大 陸 気 塊 を 
も ち , 夏 の 季節 風 は 湿潤 で 温暖 な 海洋 気 塊 を 
伴う 。 季 節 風 が 優勢 な 地帯 の 気候 を 季節 風 気 
候 monsoon climate と いい , 人 類 や 生物 の 環 
境 に 特異 な 性 格 を 手 え て いる こと と は 古く か ら 
よく 知ら れ て いる 。 

キソ クチ ュー シュ ツ ホー ケイ ワク ホー 規 
則 抽 出 方 形 わ く 法 [regular quadrat 
method] 標本 調査 法 の 一 つ で 。 方 形 わ く を 
調査 地内 に 等 間隔 に 置い て 調査 する 方 法 。 

キソ ク プ ンプ 規則 分 布 Lregalar dis- 
tribution] >—#Sm 


キソ セイ サン 基礎 生産 [key industry] 
生態 系 の 生産 者 で ある 緑色 植物 は , 太陽 か ら 
の 光 の エネ ルギー を 化学 テ エネ ルギー と し て 他 
の 消費 者 お よび 分 解 者 が 利用 で きる 有機 物 の 
形 に 固定 する 。 こ れ が すべ て の 生物 学 的 生産 
の 基礎 で , 生態 系 に 特有 の 物質 循環 を 作り 出 
す 原 動力 と な っ て いる と の 考え か ら , 基礎 生 
産ま た は 一 次 生産 primary production と 呼ば 
れ て いる 。 そ の 生産 者 で ある 植物 を 基礎 生産 
者 key industry organism と いう 。 

キソ セイ サン シャ 基礎 生産 者 [key in<- 
dustry organism] 三 基 幹 産業 者 , や 基礎 生産 
キソ タイ シャ 基礎 代謝 CBM; basal 
metabolism ①DCrundumsatz| Off 
が 生命 を 維持 する た め に 必要 な 最低 限度 の 代 
謝 。 た と えば 人 間 の 代謝 エネ ルギー 量 は , 体 
表面 積 ・ 年 齢 ・ 性 ・ 筋 労作 ・ 食 物 ・ 環 境 温度 
な ど に よっ て 著しく 異な る 。 そ こ で 前 日 に 筋 
労作 を 避け , 前 日 の 夕食 後 か ら 食 物 を 取ら ず , 
翌朝 約 21"C の 温度 環境 下 で 静 陰 し て いる と き 
に 発生 する 熱量 を , 基礎 代謝 量 と いう 。 同じ し 
性 ・ 年 齢 集団 で は , 体 表 面積 あたり の 基礎 代 
謝 量 は ほぼ 同一 で ある 。 成 人 の 基礎 代謝 量 は , 
女 志 の 妊娠 ・ 授 乳 時 を 除い て , ほとん と 個体 
維持 の た め の も の と 考え られ る 。② 正 常 な 生 
理 機能 が 働い て いる と き の 動 物 の 代謝 の 最低 
量 。 適 温 条件 下 で 一 切 の 筋肉 活動 を 停止 し た 
と き の 代謝 量 が これ に あたる 。 一 般 に 体 表面 
積 と の 間 に 関 数 関係 が 成立 する こと が 知ら れ 
て いる 。 基礎 代 謝 量 は 個体 の 活動 代謝 の 比較 
の た め の 基 準 と し て 用 いら れる が ,. 動物 で は 
ふつ うそ の 測定 が 困難 で ある た め 標 準 代謝 を 
これ に あて る 。 ORM. COBRA 
キソ タイ シャ リツ 基礎 代謝 率 [BWR : 
basal metabolic rate OGrundumsatz- 
quotient] 個人 の 基礎 代謝 量 を 実測 し , そ 
の 人 と 人 性 ・ 年 齢 な どの 因子 が 同一 で ある 集団 
の 基礎 代謝 量 の 標準 値 と 比較 し た も の で , 下 
式 に より 求め られ る 。 


SENATE AB — CHENIER LAD 9907 
〔 標 準 基 礎 代 謝 量 ] it 


キソ ドジ ョ ー ガ ク 基礎 土壌 学 [pedo- 
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logy] 土壌 の 生成 ・ 分 類 ・ 分 布 ・ 性 状 な ど 


を 研究 する 分 野 で , 応用 土壌 学 edaphology 
CML. 。 

キソ ヨー イン 基礎 要因 [key factor] 
複雑 な 自然 を ある モデ ル で 説明 する 場合 に , 
その モデ ル の 成立 や 運動 に 大 き な 影 響 えも つ 
一 群 の 要因 。 

ギタ イ 擬態 (mimicry, 
Mimikrie, Mimese ©mimique, mimé- 
tisme] 動物 が 他 の 生物 や 非 生 物 と 似 た 色 
#B-B-BBLLOCL, mee mime- 
sis と 標識 的 擬態 mimicry に 分 ける こと も で 
きる 。 た と えば 多 型 現象 の 一 つと し て 熱帯 森 
林 の 蝶 の 多く は , 白 と 黒 あ る い は 黒 と オレ ン 
ジ の 2 色 の 換 様 を も つ 。 こ れ ら の 色彩 パタ ー 
ン は , 捕食 者 に と っ て 味 が 悪い こと を 宣伝 す 
る と いう 機能 を も ゃ つ 。 味 の よい 蝶 は , ROR 
い モ デル を 模 條 し た 色彩 パタ ー ン を と る こと 
に よっ て 捕食 を 免れ る 可能 性 を 高め る (Bates 
擬態 )。 また , いく つか の 類縁 の 遠い 味 の 悪 い 
種 が 、 色彩 と パタ ー ン に お いて 互い に 類似 す 
る こと も ある (Miller 擬態 )。 OPRAH, や 
標識 的 擬態 

キタ イチ 期待 値 Lexpeetation DEr- 
wartungswert ®espérance | 

キタ イ ヨ メ イ 期待 余命 [life expectan- 
cy, expectation of 1. QLebenserwart- 
ung ®lésperance de vie] 特定 齢 の 個体 
の その 後 の 平均 寿命 を 意味 し , 生命 表 の 1 項 
目 で @ の 記号 で 示す の が ふつ う で ある 。 OF 
期待 余命 と は 期待 寿命 の こと で ある 。 平均 余 
命 mean expectation of life £%\.5, O& 
命 表 ' 1 

キタ カイ キ セ ン 北 回 帰 線 [the Trop- 
ic of Cancer] ORE 

ギ チ ャ クセ イ ショ ク プ ツ 偽 着 生 植物 
Lpseudo-epiphyte] 木 の ま た に 少量 の 土 
が た まっ て , そこ に 別 な 植物 が 生え て いる こ 
と が ある 。 こ の よう に 見 か け だ け 着 生 植物 の 
よう に 見 える も の を いう 。 

キッ コー サヨ ー 持 抗 作用 Lantagonism 


Antagonismus ⑤⑥antagonisme] 一 般 


mimesis © 
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に ある 現象 に 対 し 二 つ の 要因 が 同時 に 働き , 
互い に その 効果 を 打 消す 作用 。 生 態 学 的 に は , 
異種 剛 生物 に お いて 一 方 が 害 を 受け る よう な 
場合 に 拓 抗 関係 に ある と い 2 う 。 


ギ テ イコ ー シ ン カ 偽 定 向 進化 pseudo- — 


orthogenesis ] 定 向 進化 の 結果 と LT oe Ts 
の 過度 の 巨大 化 , それ に 基く 絶滅 が あげ られ 
る 。 Simpson(1944) は 巨大 化 の 要因 と し て , 
それ に 関与 する 遺伝 子 の 定 向 的 な 変異 は 期待 
で き な い と し , これ に だ に 代 っ て 相対 成長 allo- 
metry と 定 向 油 汰 に よる と し 従来 の 定 向 進 
化 要因 論 と 区 別して 偽 定 向 進 化 と 呼ん だ 。 ま 
た 絶滅 の 原因 は , 相対 成長 が ある 限界 に 達 す 
る と お も ず か の 環境 変化 で も 海 汰 圧 が 増大 する 
た め と し て いる 。 

キテ イヒ ド SERRE [basal cover(age)] 
茸 地 調査 で , 草 類 を 地表 上 で 刈取 っ た 所 の 株 
OW bi. 

キテ イ メン セキ 基底 面積 Lbasal ated | 
樹木 の 場合 は 地上 約 130 cm の 高 さ の 幹 の 断 
_ 面積 (胸高 断面 積 ), 昔 本 類 で は 地表 上 で 刈取 っ 
た 所 の 株 の 断面 積 。 関連 し て 基底 披 度 basal 
cover(age) も 用 いら れる 。 PHERE 

キネ シス [kinesis DKinese ®kinese | 
広義 の 走 性 の うち 運動 が 刺激 の 方 向 と 直接 関 


係 し て 起 る 場合 (t ポ タキ シス ) と 培っ て 運動 の ・ 


方 向 が 刺激 源 と 直接 に は 関係 を も た な い 場 合 
を いう 。 こ れ に は , 運動 の 方 向 転換 の 度合 また 
は 頻度 が 変化 する クリ ノ キ ネ シス klinokine- 
sis (ゾウ リム シ の 走 化 性 な ど ) と , 運動 の 速度 
の み が 変 化す る オル トキ ネジ ンス orthokinesis 
(ウラ ジム スシ の 走 湿性 な ど ) と が あり , 動物 は 結 
果 的 に 刺激 源 に 近づき また は 遠ざかる 。 WE 
位 運動 性 。 

ギ ネン リン (4% [pseudoring, false 
annual ring Ofalscher Jahrring」 Da 
SHARP SPOR, ce x IE 
害 ・ 規 害 ・ 虫 害 た ど が ある と , 本 来 の 年 輪 と 
別に 年 輸 に 似 た 模様 が で きる こと が ある 。 = 
れ を 偽 年 輪 と いう 。 偽 年 輪 は 次 の 春 材 と の 境 
界 が 不明 瞭 で ある こと と , し ば し ば 完結 し な 
いこ と で 真 の 年 輪 と 区 別 さ れる 。 


キノ ー ノ ハ ン ノ ー 機能 の 反応 Lfanc- 
tional response] 捕食 動物 で は , MRA 
や 寄生 性 比 虫 (捕食 寄生 者 ) 1 頭 あ た り の 捕食 
量 は 餌 種 の 密度 に よっ て 変化 する 。 Solomon 
949) は と れ を 機能 の 反応 と 名 付け た 。 Bh 
に 餌 種 密度 , 縦 軸 に 単位 時 間 あ た り 捕 食 数 を 
と れ ば , 飽和 形 ま た は S 字 形 の 曲線 と な り 錠 ハ 
種 高密 度 に お いて 最大 値 に 汰 近 す る 場合 が 多 
い 。 低 密度 で は 餌 を 発見 する 確率 が 小さ く , 
高密 度 で は 捕食 能力 に 限界 が ある た めで ある 
Ds, 飽和 型 の 反応 は 尼 虫 類 な ど 比 較 的 下 等 な 
捕食 者 に 多く , S 字 形 は 烏 類 や 貴 乳 類 な ど 学 
習 に よる 捕食 過程 の 促進 か み ら れ る 場合 に 鞭 
待 き れる 。Clements G907) は , 植物 の 反応 を 
撲 能 的 と 構造 的 と に 分 け 機能 的 反応 を adjast- 
ment( 適 合 ) と し た 。 字数 の 反応 

ギバ イ ブン サン セイ ノ RES ALIED 
[myrmecochorous] アデ アリ 類 に よっ て 分 散 
SHV Sto. oe, 

キ ヒ ザイ eth [repellent } $y Pe 
rE し , ELH hte 2 ORE 

+ RES DS AM CHES SBA, 
eines ane と 味 kn 物 
質 と が ある 。 

キ ヒ ョ ー セ イ フ ユ ー セ イブ ツ 稀 表 性 浮遊 
生物 [spanipelagic plankton] ふつ う は 
下層 に 生息 し て いる の が , 時 お り 水 面 付近 に . 
浮上 し て き て 見 出さ れる 浮遊 生物 。 | 
. キ ヒ ョ ー セ イ プラ ンク トン RE 
[spanipelagic plankton] 三 笑 表 性 浮遊 生物 

キ フ クリ ョ ー 起伏 量 [relief energy, 
relative r. OReliefenergie ©vigueur 
de relief] 一 定 面積 の 地表 面 の 相対 的 高 謀 
差 を 示す 指標 。 

ギ フ ユ ー セ イブ ツ 偽 浮遊 生物 [pseudo- 
plankton] 流れ 藻 な どの よう に , 濾 な どの 
作用 に よっ て 固着 生物 が 水底 か ら は が きれ た 
り , その 体 や 群体 の 一 部 が ちぎ れ た だ た り し て 生 
きた まま で 浮遊 し て いる よう た, 本来 は 浮遊 
AGH Lisi VE CEL TW SOD. 

ギ プラ ンク トン 偽 一 一 [pseudoplamk- 
ton] 三 偽 浮遊 生物 


ギフ ン (8H [pseudofla)eces] 貝類 な 
ど が 放出 ・ 沈 着 する 粘 質 の 排出 物 で , BULA 
消化 排 浴 物 を 含む が , 偽 汰 は 食物 の 選 り 分 け 


qualitative separation, q. sorting に よっ て 放 


出さ れ た も の と も いわ れる 。 

キ ホ ー セ イ ブッ シ ツ fasb 1495 [team- 
ing substance] Flt A + Dil - We > A 
自 質 な どの 水溶 液 は 泡立ち や すい の で , これ 
ら を 起 泡 性 物質 また は 起 泡 剤 と いう 。 近 年 合 
用 量 が 著しく 大 きぐ な っ た た め 工 業 用 水 と し 
て 困る 場合 が 多く , 下水 処理 場 で も 気泡 の 処 
置 に 困っ て いる 。 

ギボン [gibbon] テ ナ ガ ザル 科 の 類 人 
猿 で 1 属 Hylobates 6 種 か ら 成 る 。 東 部 ヒマ 


ラ ヤ ・ 東 南ア ジア ァ ・ ボ ルネ オ ・ ジ ャ ズバ に 分 布 。 


PROBEICHEA, 果 食 性 で 腕 渡り に よっ て 
移動 する 。 単位 集団 は , 一 対 の オド ナ の オ 
ASTRAL PEM SMS MMC, 防 件 的 
縄張り を も つ 。 

キホン オン ド 基本 温度 [cardinail tem- 
perature] 生物 の 成長 や 活動 に 関係 する 三 
つの 主要 な 温度 で , 最高 ・ 最 適 ・ 最 低 の 温度 。 

キホン テキ チイ 基本 的 地位 [fanda- 
mental niche] 多 次 元 的 地位 

キメ ノ アラ イ カン キョ ー きめ の 荒い 環 
境 [coarse-grained environment] 一 つ 
以上 の 環境 資源 が 実際 に 分 布 する 割合 と 生物 
が その 環境 資源 に 出会う 確率 と が 異な る よう 
な 環境 。 

キャ クイ ン シ ュ FRE (stranger, s. 
plant, s. species OFremdart, Cast- 
pflanze] ある 植物 社会 に 偶然 に 紛れ 込ん だ 
種 。 ま た は 過去 の 植物 社会 の 遺存 種 。 伴 生 種 
companion OBegleiter の 一 種 。 

キャ クキ ョ ー セ イシ ャ 客 共 生 者 syn- 
oekete] アリ 類 な ど 社会 性 尼 虫 の 巣 の 中 に 
すん で いる 動物 で , 雑食 性 で 寄主 に は と くに 


利益 も 害 も 与え ず 容 認 さ れる 関係 に ある も の 。 


ギャ クサ ヨー DER [reaction] 三 環 境 
形成 作用 

ギャ クス ー シ キ 逆数 式 [reciprocal 
equation, r. function] 1/y=ar+b の 
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よう に , 求め る 変数 を 逆数 の 形 で 表現 し た 式 。 

ギャ クス ー ヨー イン 逆数 要因 [recip- 
rocal factor] 個体 また は 個体 群 の 成長 に 
対し て 逆 比例 的 に 作用 する 要因 。 た と えば 個 
体 密度 は 一 般 に 逆数 要因 で ある 。 

ギャ クス ーー ヨー イン ノ ギャ クス ー シ キ 
逆数 要因 の 逆数 式 [reciprocal function 
of reciprocal factor] 逆数 要因 の 作用 機 
作 を 逆数 式 で 表し た も の 。 た と えば 同 条件 の 
も と で 栽培 され た 同種 同 齢 の 植物 個体 群 で は , 
個体 密度 は, 平均 個体 重 に 対し て 逆数 要 
ACH), 逆数 式 で 示せ ば , 1/w=Apet+B 
と な る 。4, は 時 間 ど ご と に 決 る 定数 。 

ギャ ク テ ン 逆転 [DStufenumkehr ] 
植生 帯 の 逆転 。 峡谷 の 日 陰 斜 面 な ど に 起 る 垂 
直 植 生 帯 の 逆転 現象 。 

キャ ク ド 容 土 [soil dressing | 

ギャ クレ ツ セ イソ ゾー 逆 列 成層 Linverse 
stratification] 温 淀 の 淡水 で は 冬季 上 層 
部 が 冷た く な る 。 淡水 が 最大 密度 に な る 福 度 
は 4"C(3.95*C) な の で , 4"C よ り 低温 に な る と 
軽い の で 冷水 が 上 層 に 温水 が 下層 に な る 。 こ 
れ を 逆 列 成層 また は 下 温 層 katothermy と 
いう 』。 

ギャ ザ リ ン グ (gathering) 三 採集 

ギャ ッ コ ー シ ン カ 逆行 進化 [evolntion- 
ary reversion MRiickschlag der Evo- 
lution Mévolution réversion] 定 向 進化 
で は 形態 の 複雑 化 ・ 巨 大 化 が 増大 する 。 た と 
えば アン モナ イト で は 時 代 を 下る に つれ て こ 
の よう な 変化 が み ら れ る が , 進化 末期 に は 形 
態 の 単純 化 が 顕著 で ある 。 こ の よう な か 進化 を 
いう 。 

キャ リバ パー [call)iper] 三 測 径 器 

キャ ンプ [camp] OFFER ROUEN 
民 の 露 営 地 。②⑨ 露 営 地 に で きる 狩猟 採集 民 の 
To TD AE A FAs 

キュ ー ア イ キュ ー ジ RBH [court- 
ship feeding] 鳥類 の 交尾 ・ 抱 卵 ・ 育 雛 の 
期間 中 に , ふつ うぅ 雄 が 雌 に 給餌 する 行動 。 ま 
ね の 給餌 mock feeding の よう な 性 的 な 誇示 * 
行動 symbolic display の 意味 も も つと いわ れ 


74 キュ ー ア イ 


A, CREB, や 求愛 行動 

キュ ー ア イコ ジ 求愛 誇示 [courtship 
display) 投 精 に 直接 的 に は 役立た な い が , 
最終 的 に は 交尾 に 至る ち , つが い の 間 で 行わ れ 
る 行動 群 。 そ の 機能 は , Q) 同 種 の 異性 で あり , 
性 的 に アク ティ ブ な 状態 に ある こ : と を 誇示 す 
る こと , (2 攻撃 性 の 抑圧 , (3) つ が い の 生 理 的 
活動 状態 の 調整 ・ 同 時 化 な ど が ある 。 多く の 
DEC, 求愛 誇示 は 種 特異 的 で ある 。 あ る 
種 の クモ や , セグ ロカ モメ の オス の ダン ス は 
有名 。 

キュ ー ア イ コー ドー 求愛 行動 [court- 
ship behaviour] 異性 に 対し て 交尾 を 誘い 
か ける 行動 。 多 く の 場 合 , 接近 approach か 
ら 交 尾 mating に 至る ちい くつ か の 分 節 を も っ 
た 連係 的 な 行動 か ら 成 っ て お り , その 多く は 
種 に 固有 で , その 中 に は 儀式 化 ritualize さ 
れ た 求愛 誇示 courtship display を 含む 。 
Lorenz ら ヨー ロッ ズ パ の 行動 学者 ethologist 
は , 鳥類 や 魚類 等 の 求愛 行動 に つい て 精細 な 
分 析 を 行っ た 。 

キュ ー イ ント ラッ プ 吸引 一 一 [saction 
trap, Johnson t.] 英国 ヒロ ザム ステ ッ ド 
試験 場 の Johnson ら は 空中 を 飛ん で いる 昆虫 
類 を 捕え る た め 電 気 フ ァ ン に より 紀 虫 を 吸引 
採集 する トラ ッ プ を 考案 し た 。 吸 引 さ れ た 昆 
虫 類 は 金網 製 の 漏斗 に 集め られ , 一 定時 間 ご 
と に 別々 の 容器 に 収容 され る 。 巴 虫 類 の 移動 
の 研究 や 害虫 発生 予 宗 に 用 いら れ て いる 。 

キュ ー オ ー ツ ー [Qoz] 酸素 呼吸 の 強 さ 
を 表す も の 。 乾 重量 1mg の 生体 が 1 時 間 に 消 
費 す る 0 量 を mm(/) で 示す 。 排 出さ れる 
CO, の 量 を 示す 場合 は Qco。 を 使う 。 

キュ ー ガ 休 芽 [statoblast] 苦虫 類 が 
乾燥 その 他 の 悪 条 件 に 備え て 休眠 する 円 板 状 
の も の 。 これら は 浮遊 する ほか 円 板 周 辺 の 突 
起 が 他 物 に 付着 し て 広く 分 布 す る の に 有効 。 

キュ ー カ ク ヒ ョ ー シ キ REBR [scent- 
貴 乳 動物 の マー キン グ 行 動 
marking behaviour に よっ て マー ク さ れ た た 
覚 的 標識 。 特 殊 化 し た 皮脂 腺 に よる マー キン 
グ , 自己 の 尿 や 便 に よる マー キン グ な ど と が 


marking | 


ある 。 縄 張り の 主張 , 異性 へ の 人 的 誇示 な ど 
の 機能 を 果す 。 6 
キュ ー カ ン fA (fallowing] 地力 を 
取 戻 す た め に 耕作 を 一 時 休む こと 。 
キュ ー キ &# (haustorium OHausto- 
rium ⑤sucoir] 寄生 状態 に ある 植物 が 宿 
主 の 養分 な ど を 吸収 する た め に 分 化し た と 考 


"えら れる 構造 。 


キュ ー キ 給 気 Laeration] =BR | 
キュ ー キ ン 球菌 [coccus OKokkus ® 
coccus] 細菌 の 形態 的 特徴 を 表す 通称 で , 
球形 の も の 。 is ま 
キュ ー ケ イ チチ ュー ショ ク プ ブツ Rh 
中 植物 [bulbous geophyte, geophyta 
bulbosa] 球 茎 を も つ 地 中 植物 。 ラ ン 科 ・ ア 
ヤメ 科 な ど に 多い 。 

キュ ー ケ ツ セ イ 吸血 性 [hemophagy] 
栄養 源 と し て 人 間 や 他 の 動物 の 血液 を 吸収 す 
る 人 性質 。 た と えば ヵ カ の 類 の 雌 に は 成虫 が 吸血 
し て 初め て 卵巣 が 成 吾 す る も の が 多い 。 

キュ ー コ ー ケイ スー 吸光 係数 [light 
extinction coefficient] ランパート - べ ベ 
ー ル の 法則 1 
キュ ー コ ー コー ド ホ ー 吸光 光度 法 [ab 
sorptionmetry] 溶液 中 を 光 が 透 過す る と 
き , 溶質 に よる 光 の 吸収 を 分 析 器 に よっ て 定 
量 測定 する 。 こ れ に よっ て 座 質 濃度 と 吸収 の 
割合 か ら 試料 中 の 濃度 を 求め る 方 法 。 測 定 装 
軒 に は 波長 に よっ て 光 層 分 光 光 度 計 と 赤 外 分 
光 器 , DEAE Lot 7402-3 
と プリ ズム と スリット (また は 回 析 格 子 と ス 。 
ッ ト ) を 用 いた 分 光 光 度 計 が ある 。 
キュ ー コ ン 球根 [bulb,corm OZwie- 
bel, Knolle] 

キュ ー シ 休止 [quiescence] 動物 が 不 
適当 な 環境 条件 の 作用 に よっ て 受動 的 に 活動 
や 発育 を 停止 し て いる 状態 。 条 件 が よく な れ 
ば , すぐ に 活動 や 発育 が 再開 する 。 イエ バエ 
の 成虫 や 幼虫 が 冬 に 屋外 で じっと し て いる の 
は 休止 の 一 例 で ある 。 し か し 多く の 動物 は 単 
に 受動 的 に で な く , 積極 的 な 発育 停止 す な わ 
ち 休 眠 の 状態 で 不適 当 な 環境 を 乗 切る 。 


キュ ー シ ツ ケイ スー 中 湿 係数 [hygro- 
scopic coefficient ①Dhygroskopischer 
Koeffizient) FAZ+RO—-ERxX 100~ 
110C に 乾燥 し , その 減量 を 乾 土 に 対す る 百 分 
率 で 示し た も の 。 

キュ ー シ ッ スイ 
water] =i 

キュ ーシュ ー コ ン BMH [absorbing 
root] 根 系 を , 機能 面 より 表 収 根 と 支持 根 
supporting root に 分 ける 。 吸収 根 は 主 に 水 ・ 
栄養 塩類 を 明 収 する 白根 の 部 分 。 

キュ ーシュ ー ス ペク トル 吸収 一 一 [ab- 
sorption spectrum ®Absorptionsspekt- 
rum ®spectre d’absorption] 光 吸 収 の 
強 さ を 波長 の 関数 と し て 示し た グラ フ の こと 。 
物質 の 化学 構造 に よっ て 違っ た 吸収 スペ クト 
ル が 得 ら れる こと か ら , 化学 構造 探 完 の 一 手 
段 と し て 重要 で ある 。 

キュ ーシュ ー タ イ 吸収 帯 [absorption 
band @Absorptionsband ®bande 
d’absorption ] 


吸湿 水 [hygroscopic 


キュ ーシュ ー ト ーー 
tube ] 

キュ ーシュ ー リ ョ ー 吸収 量 [absorp- 
tion], 1m/ の 液体 に 1 気圧 , ある 温度 で 溶 
解す る ガス の 量 。 光 学 上 で は ある 物質 を 透過 
する と きら の 日 光 の 減少 量 を 意味 する 。 

キュ ー ス イ &x [water absorption] 

キュ ー ス イケ イ 吸水 計 [potometer 
OPotometer ] 植物 の 芽生 え や 切り 枝 の 吸 
水量 を 測る 装置 。U 字 管 の 一 方 に 植物 体 を さ 


吸収 筒 [absorbing 


Ob, 他方 に は 直径 を 測定 し た 毛細 管 を 接続 し , 


毛細 管内 の 水 の 移 動か ら 吸 水量 を 求め る 。 

キュ ー ス イリ ョ ク 吸水 力 [suction 
foree OSaugkraft ⑤⑥foree suceur] ff 
物 の 細胞 が 周囲 か ら 水 を 吸収 する 強 さ 。 細 胞 
内 液 の 電 透 圧 と 細胞 壁 の 膜 圧 の 差 と し て 表 さ 
れる 。 根 の 細胞 の 吸水 力 は , と くに 植物 の 生 
育 に と っ て 重要 な 意味 を も っ て いる 。 

キュ ー セ ッ キ 旧 石 器 [pal(a)eolith ] 
つ 旧 石器 時 代 , OBS 


キュ ー セ ッ キ ジ ダ イ 旧 石 器 時 代 [pal- 
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(a)eolithic age MAltsteinzeit] 旧 石 器 を 
用 いて いた 時 代 で , 第 三 紀 末 の アウ スト ラテ ラ ョ ロ 
ピ テ クス の 用 いた 原始 石器 時 代 か ら ギュ ン 
ツ - ミ ン デ ル 間 氷 期 の ハイ デル ベル ク 人 , ミ 
ン デ ル - リ ス 間 氷 期 の 北京 原 人 を 経て Homo 
sapiens が 出現 する まで の 長い 期間 で ある 。 

ョ ヨー ロ ッ ズ パ で 発掘 され た 石器 を 中 心 に 研究 が 
進め られ て き て お り , ヨー ロッ パ で は 約 60 万 
年 前 一 約 2 万 年 前 まで が 旧 石 器 時 代 と され , 
地質 学 的 に は 江 積 世に ほぼ 対応 し て いる 。 旧 
Fi tos LRH PBA E COT, FF 
猟 採集 の み に 依存 し た 時 代 で あっ た と 考え ら 
れる 。 

キュ ー チ ャ ク ihe [adsorption OAd- 
sorption] 主 に 土壌 学 で 使わ れる 概念 。 土 
壌 に 含ま れる 粘土 鉱物 に は , 水 ・ 陽 イオ ン ・ 
竹 白 質 ・ 酵 素 ・ 微 生物 な ど が 吸着 する こと が 
知ら れ て いる 。 こ れ は van der Waals カカ や イ 
オン 結合 な ど に よる が , 物質 が 濃縮 され る の 
で 生態 学 上 重要 な 意味 を も つ 。 同様 の 現象 は 
水中 に 浸っ た ガラ ス 表 面 な ど 固 相 と 液 相 が 接 
し て いる 所 で は 一 般 に 見 られ る の で , 粘土 鉱 
物 以外 で も この 語 は 用 いら れる 。 

キュ ー チ ャ クス イ 吸着 水 [hygroscopic 
water, adsorption w. ①Dhygroskopi- 
sches Wasser ®eau hygrometrique] 
風 乾 土壌 の 含有 する 水分 を いい , 土壌 の 粒子 
の 表面 分子 間 引 力 で 強く 明 着 され て いる 。 
植物 に は 利用 し に くい 水分 で ある 。 
キュ ー チ ャ ク ヒ リ ョ ー 吸着 肥料 [ad- 
sorptive manure] 山林 用 と し て 作ら れ た 
肥料 で , 有機 物 に 室 素 ・ 科 酸 ・ カ リ の 速効 性 
化学 肥料 を 吸着 させ た も の 。 

キュ ー テ ン ノ ホー ソ ク 一 一 の 法則 [law 
of Oo] ある 温度 で の 反応 速度 に 対し , そ 
れ よ り 10°C 高い 温度 下 で の 反応 速度 の 比 を 
いう 。 一 般 の 化学 反応 で は Qu=2~3, I 
学 反 応 で は Qu=1 で ある 。 こ れ を 指標 と し て 。 
生物 体 の 反応 形式 を 推定 する こと が ある 。 呼 
吸 速度 は Q。 ニ 2 一 3, 光合成 速度 は 0r。 ニ 1…2 
で ある 。 呼 吸 速 度 の Qh は 環境 条件 お よび 種 


特異 性 が ある 。 Van't Hoff の 法則 と も いう 。 


76 キュ ー パ バン 

キュ ー パ バン 吸盤 [sucker OSaugnapf, 
Saugscheibe, Haftorgan (®ventouse, 
organe adhesif| ① 動 物 が 他 の 動物 また は 
他 物 に 吸着 する た め の 盤 状 構造 。 ② 植 物 の 場 
合 に は , 地下 部 起 原 の 苗 条 ・ 貫 入 器 官 また は 
FLARE & L-COM. 

キュ ー ヒ RE (stable manure] “7 


NBOMN ER LD OF > TOK. HEGEL. 


= HERE 

キュ ー ホク アク 旧 北 亜 区 [PalWa)earctic 
subregion Dpalaarktische Unter- 
region] 動物 地理 亜 区 の 一 つ 。 熱帯 東南 ア 
ジア ・ 北 極地 方 を 除く テー ラ シ ア 大陸 ・ サ ハ ^ 
ラ 砂漠 以上 北 の ア フリ カ の 地域 。 

キュ ー ホ ク ク 旧 北 区 [Pal(a)earetic re- 
gion Dpaliarktische Region] 陸上 の 動 


物 地 理 区 分 。 ヒ マラ ヤ 山 脈 以 上 北 の イ ギリ ス か - 


ら 日 本 まで を 含む セ ニ テー ラ シ ア と , サハ ラ 砂 漠 
より 北 の ア フリ カ 北 部 を 含む 地域 。 

キュ ー ミ ツ セ イ 吸 窒 性 [melliphagy] 

キュ ー ミ ツ セ イ ノ 吸 窒 性 の [mellipha- 
gous, nectar feeding] 三 密 食性 © 

キュ ー ミ ン 休眠 (dormancy DRuhe 


⑥repos] 生物 の 発生 や 生活 の 過程 に お いて , 


成長 や 活動 が ある 期間 停止 する こと 。 植物 で 
は , 胞子 や 種子 ある い は 芽 な どの 休眠 , 動物 
で は , 原生 動物 の 彼 開 胞子 ・ ミ ジジ ンコ な ど 
の 耐久 卵 , 曳 虫 類 に お ける 腔 ・ 幼 虫 ・ 暴 ・ 成 
昌 の 時 期 の 休眠 , お よび 主 に 硝 椎 動物 の 冬眠 
と 夏 眠 な ど が よく 知ら れ て いる 。 休眠 を 引 起 
す 要 因 と し て は 温度 や 光 周 期 が 主 な も の で あ 
る 。 休眠 に は 環境 条件 が 好転 すれ ば 活動 を 再 
開 す る 場合 と , 内 的 要因 ( 主 に ホル モン ) に 
っ て 支配 され , 一 定期 間 経 過 し た 後 で な いと 
休眠 が 破れ な い 場 合 の 休眠 diapause と が あ 
る 。 

キュ ー ミ ン が ガ 休眠 芽 [dormant bud, 
resting b. Oschlafende Knospe, Ruhe- 
knospe ®bourgeon dormant] 形成 さ 
れ た 人 後 そ の まま 成長 せ ず , 一 時 成長 を 停止 し 
て いる 芽 。 枝 の 先端 の 芽 ( 頂 芽 ) が 成長 し て い 
DEX, その 枝 に つい て いる 便 芽 の よう に ホ 


ル モ ン 支配 に より 休眠 し て いる 場合 と , 樹木 


等 が 秋 に 形成 し 冬 越し を する 冬 芽 や 電 期 に 作 
られ る 休眠 芽 の 場合 と が ある 。 

キュ ー ミ ン ガ タ AEH [dormancy ~ 
form (©Winteruheform, Uberdauer- 
ungsform] 休眠 期 の 冬 芽 の 位置 や 寒気 の 
避け 方 に よる 生活 型 の 区 分 。 ラウ ン ケ ア の 
生活 型 分 類 - 

キュ ー ミ ン ラ ン fiRIN [resting egg, 
dormant e. ODauerei] 輸 虫 類 や 鯉 脚 類 
に 見 られ る 2 型 の 卵 の うち , Hee + 低温 に 耐 
LRAIHEOL DO, WAIN, SIS winter egg. 
単 為 生殖 に より 発生 し て ぁ つ う は 上 単 性 生殖 雌 
と な る 薄膜 の 単 性 生殖 卵 amictic e. すなわち 
BIN summer e. に 対し て , 何ら か の 条件 で © 
生じ た 両性 生殖 雌 に よっ て 産出 きれ , 有人 性 
生殖 に より 発生 し て 単 性 生殖 肉 と な る 両性 生 
殖 卵 mictic e. の 受精 卵 に あたる 。 枝 角 類 で 
(LOG ephippium CY = Aero と = 


放出 され る も の も ある 。 

キュ ー ヨ ー 旧 葉 [old leat) wae 
葉 ) 以 外 の 古い 葉 の 総称 。 

キュ ー リ ュー 急流 [torrent」 

ギュ ー リ ュー ゲ シシ ュー 急流 群集 
[swift-water community] ~ oF 


キュ ー リ ュー セイ / 急流 性 の [torrem- 
tial] 名 流 に 生息 する 性 質 。 [ 
- キュー リョ ー タ イ 丘陵 帯 hill belt, 
hilly zone, piedmont z., collime z., 
foothills z. QHiigelzone, Kolline- 
stufe] 垂直 分 布 に よっ て 植物 群 を 区 分 じ た 
と き の 最 低 の 地帯 で , 本 州 中 部 で は 海岸 か ら 
海抜 500600m まで , 常緑 カシ 類 が 優 古 す 
る 。 三 亜 山地 帯 , 三山 麓 帯 atta, 

ギュ ン ツ ヒ ョ ー キ 一 一 氷 期 [Canz gla- 
cial period DCanz-Clazial 第 四 紀 最 
初 の 本 格 的 氷河 時 代 で , 第 一 氷 期 と も いう 。 
ョ ー ロ ッ パ アル プス 地方 を 中 心 と し だ 氷河 で , 
約 100 万 年 前 に 相当 する 。 わが 国 で ほ 正 確 に 
は この 時 代 に 対比 され る も の は 知ら れ で いな 
Ld, 上 部 大 阪 悦 群 の 満 池谷 寒冷 植物 君 が 相 
当 ず る と 考 々 られ て いあ 


ギュ ン ツ - ミ ン デ ル カン ピ ョ ー キ 間 
氷 期 [Cmnz-Mindel interglacial period] 
第 一 問 水 期 と ちい う 。 ギ ュ ン ツ ・ ミ ン デ ル 両 
氷河 期 の 間にあっ た 温暖 な 海 進 時 代 で 約 80 万 
年 前 に 相当 する 。 日 本 で は 琉球 石灰 岩 や 三浦 
半島 の 長沼 層 は 同時 代 に 対比 さき され て いる 。 
c ウ アフ トニ アン 間 水 期 

キョ ー エ ン セ イ 狭 塩 性 [stenohaline, 
stenosaline Dstenohalin ®sténohaline | 
媒質 の 塩分 の 狭い 範囲 に 生活 する こと 。 

キョ ー オ ン セ イ 狭 温 性 [stenothermal 
Dstenothermisch  ⑤stenothermiqne | 
> Kiatt 

キョ ー オ ン セ イ ショ ク プ ブツ 狭 温 性 植物 
Lstenothermic plant] 生活 に 好適 な 温度 
由 が 狭い 植物 。 広 温 性 植物 

ギョ ー カ イガ ン BhkS (tuff OTuff 
Ptuf] 火山 灰 が 固 結 し た 火 砕 岩 。 

ギョ カク キョ ー ド 漁獲 強度 (fishing 
intensity ] | 

ギョ カク ドリ ョ ク 漁獲 努力 [fishing 
effort] 漁 閥 率 や 漁業 資源 量 の 推定 な どの 
た め に , 漁具 の 量 や 操業 時 間 な ど 漁 獲 活 動 の 
大 き さ が 採取 力 と し て 比較 で きる よう に 表現 
され た も の 。 

ギョ カク ブツ 漁獲 物 [catch 〇 Fang] 

ギョ カク プ ブツ キョ クセ ン 漁獲 物 曲線 
[Lestch curve) 対象 動物 の 年 齢 ある い は 体 
長 と 年 齢 群 あ る い は 体長 群 ご と の 漁獲 個体 数 
2. の 間 の 関係 を 漁獲 個体 数 の 対数 値 を と っ て 
示し た 曲線 。 そ の 傾き は 成長 に 伴う 減 耗 の 大 
ささ を 意味 する 。 - 

ギョ カク リョ ー 漁獲 量 [catch, amount 
of ¢., size of c.] 

キョ ー カン キョ ー セ イ 狭 環境 性 [steno- 
ky] 

キョ ー カン キョ ー セ イ ノ 狭 環境 性 の 
Lstenokous] 環境 全体 と し て 見 た と き に , 
その 狭い 範 囲 の 型 の も の に し か 生息 し な いこ 
oe 

_ キョ ー キ セ イ 共 寄生 [multiparasitism, 
multiple DSymparasi- 


parasitism 


* 
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iismus」 同一 寄主 個体 に 2 MU EOE has 
寄生 する ど と 。 

キョ ー ギ ョ ー th [cooperation] 動 
植物 の 場合 の 協同 と 同じ 意味 で ある が , 人 間 
で は 一 つの 作業 を 復 数 の 個人 が 協力 し て 行う 
こと で あり , 分 業 と 同じ 内 容 を 指す 場合 も 多 
い 。 三 協同 

キョ ク 極 [pole OPol) 

ギ ヨ ク 4 [Lanting OEinemse] 鳥 
類 が ア リ 類 を 体 表 に は い 上 ら せ た り , 積極 的 
に 嗜 で 拾い 上 げ て 羽毛 中 に な すり つけ た りす 
る 行動 で , 防虫 の 目的 が ある と され る 。 

キョ クイ ドー 極 移動 [polar wander- 
ing DPolverschiebung | 

キョ クイ ドー ドー ジ セ ツ 極 移動 同時 説 
Lpolar coincidence theory] 現在 の 南 ・ 
北 両 極 は 第 三 紀 後 期 に 移動 し て 成立 し た も の 
で ある と こと が 古 地磁気 調査 か ら 認め られ て い 
る 。 こ の よう に だ 両極 の 移動 に より 大 気 循環 ・ 
水 塊 の 分 布 に 変動 が 起り , 氷河 作用 は 促進 き 
れ た と いう 考え 方 を いう 。 

キョ クウ ンド ー 極 運動 [polar motion 
DPolbewegung mouvement de pole} 

キョ ク ケ ン (8 [polar circle] 南 ・ 
北緯 66"83" の 緯 線 , また は それ より 高緯度 の 
地方 。 北極 圏 上 で は 夏至 に は 太陽 が 終日 没 せ 
ず , 冬至 に は 終日 出現 し な い 。 南 極 較 で は こ 
の 逆 と な る 。 

キョ クソ ゾー 極 相 (climax OKlimax 
®eclimax] 植物 群落 は 周 胃 の 環境 と 互い 
に 影響 し 合い な が ら 変 遷 ( 遷 移 ) し て いく が , 
その 最終 段階 で は 群落 と 環境 の 間 に 一 種 の 動 
的 平衡 状態 が 成立 し , 群落 は 安定 し て 構造 や 
組成 が 変化 し な いよ ょ うに な る 。 こ の 状態 を 極 
HL\5. OSG, OMAR 

キョ クリ ソー ゲン ケイ 極 相 群 系 (climax 
formation | 

キョ クソ ー グン ラク te (climax 
community DKlimaxgeselischaft] 極 
相 に 達し 安定 し た 植物 群落 。 極 相 

キョ クソ ー シス ー 極 相 指数 [climax 
adaptation number) 群落 の 種 組成 を 目 


> 
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評点 法 。 極 相 に 最も 適合 し た 種 か ら 最 も 離れ 
た 種 へ 10… 1 の 評点 を 与え , と の 値 を 利用 し 
て 調査 植生 の 連続 体 指数 を 算出 し 遷移 上 の 位 
置 づ け を 試み る 。 

キョ クソ ーシュ tH [climax spe- 
cies] 極 相 群 落 の 構成 種 。 と くだ 優 占 種 ・ 
標 微 種 な ど を 指す 場合 も ある 。 ; 

キョ クソ ー ショ クセ イ 極 相 植生 [cli- 
max vegetation OKlimaxvegetation ] 
= BRA 

キョ クソ ー パタ ー ン セツ 極 相 一 一 説 
{climax pattern theory] 単 極 相 説 ・ 多 
極 相 説 に 次 ぐ 第 三 の 極 相 説 と いわ れる 。 種 は 
環境 傾 度 environmental gradient に 沿っ て そ 
れ ぞ れ 分 布 し て いる の で , 群落 は それ ら の 種 
の 個体 群 の 環境 傾 度 に 応じ た 分 布 の 重なり 合 
い に す ぎ な いと し て し , 極 相 は これ ら の 安定 し た 
構造 的 機能 的 パターン で ある と いう Whitta- 
ker の 説 。 こ れ は 群落 単位 を 基本 と する 植物 
社会 学 と 対立 する HAGA vegetational 
continuum の 考え が 基本 に な っ て い Su 

キョ クソ ー フ ク ゴ ー M4 [climax 
complex @®Klimaxkomplex (®com- 
plexe climacique] Braun-Blanquet (1928) 
に よる 概念 。 あ る 極 相 群 落 の 成立 する 地域 で 
廊 ら れる すべ て の 乱 移 系 列 の 群落 復 合体 。 す 
な わ ち 特定 の 極 相 群 落 に 至る すべ て の 居 移 段 
階 を 含む 。 

キョ クタ イ 極 帯 [polar zone] 年 平均 
気温 が 0*C 以下 , また は 各 月 の 平均 気温 が すず 
NT 10°C 以下 の 周 極地 域 。 寒 冷 の た め 高 等 
植物 は 生育 で きず , 1 年 を 通じ て 氷雪 に 紛 わ 
れる た め 植 生 帯 区 分 で は 氷雪 薄 と いわ れる 。 
ORF 

キョ クチ コ 極地 湖 (polar lake] RK 
温 が 4"C 以下 で , それ 以上 に な っ た と し て も 
夏 の 氷 の な い ご く 短 期 だ け で , 循環 は その と 
き に 生じ る 。 肖 遊 生物 の 増殖 は この 短い 期間 
に 行わ れ , 長い 冬 の 間 に 脂 肪 が 蓄え られ る 。 

キョ クチ コー ゲン 極地 荒 原 [arctic 


desert, a. barren Pdesert arctique ] 


印 と し て 遷移 の 状況 を 推定 する と き 役 立て る 


北極 に 近い 高緯度 地帯 また は 氷雪 地 葵 ( ッ ン 


ドラ ) に みる 荒 原 。 土 壌 は 発 轄 せ ず 構 造 土 が 
み ら れ る 。 

キョ クチ コー ザン 
alpine, arctic-alpine ] 


極地 高山 [arceto- 


キョ クチ コー ザン ヨー ソ 極地 高山 要素 
Laretic-alpime element Darktisch- 
alpines Element] 

キョ クチ コ ユ ー シ ュ 局 地 固有 種 [local 


endemic species ©Lokal-Endemiten ] 
きわ め て 限ら れ た 地域 と 固有 人 性 を も つ 種 。 
例 : アル プス の 個々 の 山 群 の も つ 固 有 種 。。。 

キョ クチ シュ ー レ ン 極地 収 仏 [subpolar 
convergence] 系 統 の 異な る 生物 が 極地 と 
いう 特殊 な 環境 に 適応 する た め に 相似 的 な 形 
質 を 示す よう に 進化 する こと 。 6 

キョ クチ ショ ク プ ツ 極地 植物 [aretic 
plant @©Polarpflanze ⑤plante arcti- 
que] YY FIMCERD SEW. 木 本 は 
RIC AAR S, 葉 は 小型 で 厚く アン ト シア 
ン の 紅色 を 帯び る る の が 多い 。 多 年 生 植物 が 
多く 一 年 生 植物 は 少な い 。 ュ ヶ 類 ・ 地 衣類 は 
と くに 量 的 に 多い 。 

キョ クチ ソー ゲン 極地 草原 [arctic 
meadow] ツン ドラ の ュ ヶ 類 や 地表 類 な ど 
が 一 面 に 密生 し た も の 。 ウ シノ ケ グ サ な どの | 
草原 が で きる 場合 も や ある 。 トナ カイ ・ ジ ャ ュ 
ウ ウ ゥ シ ・ レ ミン グ な 極地 の 植 食 動物 の 主 な 
採 食 場所 で ある 。 

キョ クチ タカ ク ケ イド レキ ゲン 極地 多 
BVRLEE [arctic polygon-desert] 北 
RoR BICS< Abn SHELO—E, 
BAS AGH stone polygon(s) DRE. 1 

キョ クチ チイ コー ゲン 極地 地 衣 荒 原 
{arctic lichen barren] YY “ F7#OH 
衣類 の 散 生 する 荒 原 。 土 壌 の 発達 は きわ め て 
悪い 。 や や 乾燥 する 場所 に 生じ る 。 | 

キョ クチ ツン ドラ 極地 一 一 [arctic 
tundra] 高山 ツン ドラ alpine tundra の 対 
Bt, 周 極 ツ ンド ラ 帯 を いう 。 ウツ ウン ドラ 

キョ クチ マッ ト ソ ー ゲ ン 極地 一 一 草原 
[arctic mat grassland] ツン ドラ 地 和 帯 で , 
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カヤ ツリ グ サ 科 ・ イ ネ 科 ・ ナ デシ ュ 科 ・ ユ キ 
ノシ タ 科 な どの 植物 の 団塊 状 に まとまっ た も 
の か ら 成 る 草原 。 と くに 湿性 の 場所 で よく 発 
達する 。 

キョ ク フ ー 極 風 [polar easterlies | 
極 付 近 で は 寒冷 の た め 常 に 高気圧 が 発達 し , 
東 よ り の 風 と な っ て 紳 度 60" 付近 まで 吹き 込 
む 。 こ の 風 を いう 。 寒 帯 偏 東風 。 周 極 風 。 

キョ クリ ン gH [thorn forest ODorn- 
geholz] 王 と げ 林 , =ARIK 4 

キョ ー コ ー 胸高 [breast height 
_Q©Brusthéhe] 立木 の 直径 を 測定 する 位置 
と し 胸 の 高き が 用 いら れる 。 ヨ ー ロ ッ ズ で は 
地上 1.3m, 日 本 の 林 学 で は 1.2m が 多く 用 
いら れる が , BAERS TE 1.3m を 用 いる 。 

キョ ー コ ー セ イノ 狭 光 性 の [stenopho- 
tic Ostenophotisch ⑤stenophotique」 

キョ ー コ ー ソ ガイ 強 光 阻害 Llight in- 
hibition, 1. injury] 光 の 強 さ が 飽和 強度 
saturation intensity に 達する と 光合成 速度 は 
それ 以上 増大 せ ず , 送 に それ 以上 の 強 さ の 光 
の 下 で は 光合成 速度 が 低下 する 現象 。 海 洋 の 
表面 で は その 下層 より の 浮遊 植物 に ょ る 光 合 
成 速度 が 小さ く な っ て いる 表面 阻害 surface 
inhibition が 見 られ る こと が ある が , これ は 
強 光 阻 害 と は 多少 独立 し た 面 を も っ て いる と 
も 言わ れ て いる 。 

キョ ー コ ー ダン メン セキ 
[basal area] OZSEHM 

キョ ー コ ー チ ョ ッ ケ イ 胸高 直径 (DBE; 
diameter at breast height] OS® 

キョ ー コ ー ヨ ー ショ ク プ ブツ 狂 硬 葉 植物 
{marrow sclerophyll plant] 

キョ ー ザ イ 共 在 [joint occurrence ] 
同じ 場所 に 異種 が 出現 ・ 生 息 す る こと 。 

キョ ー サ ン ゾ セイ ノ 狭 酸 素性 の [steno- 
oxybiotic] 溶存 酸素 量 の ある 狭い 一 定 の 
範囲 に し か 生息 し な い 性 質 。 

キョ ジュ ー カ ゾク 居住 家族 (domestic 
family] 一 緒 に 住ん で いる 家族 。 家 族 で あ 
る と 同時 に 世帯 を 形成 し て いる 。 


し ギョ ーシュ ー チン デン ホー 


胸高 断面 策 


RRL 


Leoagulating sedimentation] 下水 中 の 
微細 な 浮遊 物質 は , ふつ う の 沈 殿 法 で は な か 
な か 除去 で き な い の で , 硫酸 ベン ド ( 硫 酸 ア ル 
ミニ ゥ ム ) の よう な 北 集 剤 を 入れ , 吸着 させ る 
こと に よっ て 大 き な 粒 子 を 形成 させ て 急速 に 
沈殿 させ る 方 法 。 導 集 効果 を 促進 きせ る た め 
に 凝集 補助 剤 coagulate aids( ソ ー ダ 石灰 ・ 消 石 
灰 ・ 生 石灰 ・ 性 ツー ダ ・ 石 灰 な ど ) を 使用 する 。 
下水 処理 に と っ て 重要 な 方 法 の 一 つ で ある 。 

キョ ショ ー 裾 秦 [fringing reef O 
Saumriff] 海岸 を ふち どっ て 形成 され る サ 
ン ゴ 礁 で , 岸 か ら 引 続い て 磯原 が 広がる 。 

キョ ー シ ョ ク セイ 狭 食性 [stenophagy] 
食物 の 選択 範囲 が 狂 く , 限ら れ た 種類 の 食物 
し か 食わ な いこ と 。 避 広 食性 OMA 

ギョ ショ ク ドー プ ツ 魚 食 動物 [pisci- 
Yore, ichthyovorous animal ] 

ギョ ー シ ン セイ Best [Palaeocene 
⑥Palaozan。 Paleozin ®époque paleo- 
cene] 第 三 紀 最 古 の 時 代 。 約 7000 万 年 前 一 
5700 万 年 前 の 間 。 白 亜紀 か ら 暁 新 世に か け て 
は 著しい 生物 の 変化 は な い が , 中 生 代 の 植物 
は 衰え , 彼 子 植物 が 繁茂 する よう に な る 。 和 気 
候 は 世界 的 に 温 朋 で あっ た 。 

キョ ー ス イセ イ ノ 狭 水性 の [steno- 
hydric] 生物 の 水 湿 環 境 に 対す る 順応 力 の 
範囲 が 狭い 場合 に いう 。 広 水 性 euryhydric 


の 対語 。 呈 広 水性 の 


キョ スイ リン Wk (galleria, gallery 
forest, fringe woodland] ニニ ガレ リア 林 

キョ ー セ イ 共生 [symbiosis, associa- 
tion OSymbiose ⑤symbiose] 異種 の 個 
体 が 密接 に 結び 付い て 一 緒 に 生活 し て いる こ 
と 。 そ の 結び 付き の 意味 に よっ て ぉ ぁ つ う 相 利 
共生 ・ 片 利 共生 ・ 寄 生 に 大 別 され る 。sym- 
biosis は 生物 の 種 剛 関係 を 共生 ・ 敵 対 anti- 
biose・ 中 立 neutralism に 区 別して , その 共 
生 と し て 相 利 共生 と 片 利 共生 と を 含ま せ て 意 
味 す る よう に も 用 いら れ , ある い は また 相 利 
共生 だ け を 意味 する こと も ある 。 個体 間 の 結 
び 付 き と い 25 意味 で association が 用 いら れる 
こと も あり , 一 緒 に 生活 する ving together 


8 キョー セイ 
⑥)Zusammenleben と いう 表現 で 意味 され る 
こと も ある 。 © | 

キョ ー セ イ 狭 性 [steno-] ある 生物 に 
と っ て 耐え うる 変化 幅 が , 指示 され た 条件 
(要因 ) に つい て 狭い こと 。 避 広 性 

キョ ー セ イエ イ ヨ ー / ノ 共生 栄養 の [sym- 
biotrophic Osymbiotrophisch] 共生 関 
Fick SRRBEMOAE. 

キョ ー セ イシ ャ 共生 者 [symbiont © 
Symbiont] 広義 に は 共生 し て いる 生物 を 
指 し , 狭義 こ に は その うち も 体 の 小さ い ほ う を い 
う 。 後 者 の 場合 。 他方 を 宿主 と 呼ぶ 。 

キョ ー セ イ セイ ブツ ガク 共生 生物 学 
Lsymbiontology OSymbiontologie] 共 
生 関係 を 研究 する 生物 学 。 

キョ ー セ イセ イ ノ 狭 生 性 の [steno- 
ecious。 stenoecic ①D)stenozisehl すみ 
場所 の 選択 範囲 が 狭い こ と 。 

キョ ー セ イ テ キ フ セ イ シ ョ ク プ ツ 共生 的 
th [symbiotic saprophyte Dsym- 
biotisches Saprophyt] 菌 根 に より 生活 す 
る 顕 花 植物 。 

キョ ー ソ ー # [competition DKon- 
kurrenz ®compétition] 種々 の 定義 が あ 
る が , 同種 ほ また は 異種 の 複数 個体 の 食物 な ど 
共通 の 生活 必要 資源 resource, requisite ( 空 
間 ・ 光 ・ 水 な ども 含む ) に 対す る 要求 量 が 供給 
量 を 上 回 る と き 生じ る 現象 。 Allee (1949) は 競 
争 を 上 記 の 過程 process と し て 定義 し , 結果 
的 に 個体 に 悪い 影響 を 与え る 相 害 的 競争 dis- 
operative competition と , よい 影響 を 与え る 
協同 的 競争 cooperative c. を 含め た 。Bakker 
(1961) や Klomp (1964) な ど は , 少な く と も 
一 部 の 個体 に 悪影響 た 生じ し る こと を 競争 の 定 
義 に 含め て いる 。 な お , 競争 の 機構 と し て 消 
費 を 通じ て の 資源 の 取 合い exploitation と , 
直接 間接 に 他 個体 の 生活 要求 の 充足 を 妨げ る 
PPE interference (縄張り 性 な ど に よる 行動 干渉 , 
抗生 作用 その 他 の 環境 の 生物 的 条件 づけ biologica1 
conditioning な ど ) を 類別 する こと が ある 。 ふ 
つう 種 内 競争 と 種 問 競 争 に 分 けら れる 。 

キョ ー ソ ー ア ツ 競争 圧 (competition 


pressure] 競争 の 結果 と し て 現れ る すべ て 
の 抑制 的 効果 。 

キョ ー ソ ー キ ョ クセ ン 競争 曲線 [com- 
petition curve OKonkurrenzdruck | 
Nicholson and Bailey (1935) は 寄主 - 寄 生 者 関 
係 の モデ ル に お いて , 寄主 に 対す る 寄生 者 の 
攻撃 (産卵 ) は た と え 個 々 の 寄生 者 の 行動 が 非 
機会 的 で も , 全体 と し て は 機会 分 布 (Poisson 
分 布 ) に あて は まる と し て , 寄生 者 各個 体 の 行 
動 面積 (寄主 発見 面積 area of discovyery を 一 定 と 
仮定 ) と 寄生 者 密度 の 種 と し て 示さ れる 探索 
面積 area traversed (=AT) と , 実際 に 未 産 
卵 寄主 に 遭遇 し て 寄生 し うる 有効 面積 a. co- 
vered と の 間 に , < 有効 面積 >/ ニ ューe-4T(z は 自 
然 対数 の 底 ) の 関係 を 想定 じ , これ か ちら 期待 さ 
れる 飽和 曲線 を 競争 曲線 と 呼ん だ 。 

キョ ー ソ ー シ ャ KFA [competitor] 
互い に 競争 関係 に ある 生物 の 一 方 に 対し て , 
他方 を いう 。 

キョ ー ソ ー テ キ シュ カン カン ケイ 競争 的 
種 問 関係 [competitive association] 植 
物 群 落 の 種類 組成 に つい て , 競争 関係 を 通し 
て の 結び 付き を いう 。 動 物 の 場合 に 使っ て も 
さしつかえ な い 。 ⑦ す みね も け 的 種 間 関 係 

キョ ー ソ ー テ キ ソー ゴ サ ヨー 競争 的 相互 
作用 [competitive interaction] O#%% 

キョ ー ソ ー テ キ チカ ン 競争 的 置換 
[eompetitive displacement] 類似 し た 生 
活 要求 を もつ 2 種 は 同じ 生息 場所 で 共存 を 続 
ける こと は で き な い と いう Cause の 原理 ( 仮 
説 ) は , Crinnell の 法則 と か Lotka-Volterra 
の 法則 と か 種々 の 大 名 を 付 し て 呼ば れる た め , 
Hardin(1960) は 人 名 を 付す こと を や め 競 争 的 
排除 の 法則 competitive exclusion principle 
と 呼ぶ こと を 提案 し た 。 こ とこ れ に 対し De Bach 
and Sundby(1963) は ,exelusion は 一 方 が 全く 
子孫 も 残し えな い 場 合 を 意味 する か ら , 実際 
に は 稀 に し か 起 ら な いと し て 競争 的 置換 と い 
う 語 を 提案 し た 。 現 実に は 食物 な ど 重 要 な 生 
活 要 求 の 一 つ だ けが 重複 し た と き に ゃ 競争 的 
置換 は 起り うる こと も 指摘 し て いる 。 こ の 仮 
説 は 裏 返 せ ば , 同じ 生息 場所 に 長く 共存 を 続 


ける 2 種 は 生態 的 要求 に 相違 が ある は ず で あ 
る と いう こと を 意味 する 。 や すみ わけ 

キョ ー ソ ー テ キハ イジ ョ ノ ホ ー ソ ク OR 
争 的 排除 の 法則 [competitive exclusion 
principle] 競争 的 置換 

キョ ー ソ ー ノ ー リ ョ ク 競争 能力 Lcom- 
petitive ability, c. capacity OKonkur- 
renzfahigkeit, Konkurrenzkraft]) ff 
間 競 争 の 強 さ は 両 種 の 生活 要求 の 重複 の 度合 
と , 競争 が 生 じ た 場合 の 能力 差 に よっ て 規定 
され よう が 、, 後者 を 競争 能力 と 呼ぶ こと が あ 
る 。 吉 田 (1961) に よれ ば , 物理 条件 ・ 資 源 不 
足 に 対す る 耐性 ・ 条 件 づけ や 天敵 に 対す る 感 
受 性 ・ 増 殖 率 ・ 発 育 速 度 な どの 生理 的 性 質 や 
資源 の 奪い 合い ・ 占 有 に 対す る 能力 な ど を 含 
to 競争 能力 の 概念 は , 当然 同種 内 の 系 統 間 
や 個体 群 内 の 個体 間 の 競争 に お いて も 適用 さ 
れ う る 。 

キョ ー ソ ー へ ヘイ コー 競争 平衡 [compe- 
tition-equilibrium] 長年 月 に わた る 多種 
間 の 競争 の 結果 , 群落 や 群集 の 質 的 ・ 量 的 組 
成 が ある 動 的 平衡 状態 に 達する こと 。 

キョ ー ソ ー ミツ ドコ ー カ 競争 密度 効果 
[eompetition-density effect, C-D e.] 
吉良 ら Q953) に よっ て 提唱 され た 同種 ・ 同 内 
の 植物 個体 群 の 成長 に 関す る 密度 効果 の 法則 。 
字 密 度 効果 の 逆数 式 , 密度 効果 の 巾 乗 式 

キョ ー ゾ ン 共存 [co-existence] 生態 
学 で は , と く 類 似 し た 生活 要求 を も つ 近 縁 
種 の 同一 地域 内 で の 共存 の 問題 が , 種 の 分 化 
( 種 形成 speciation) や 種 間 競 争 と の 関連 で 注目 
され て いる 。 

キョ ー ゾ ン シ ュ 共存 種 [binding spe- 
cies ] 組成 的 に みて 。 1 群集 内 に 共存 する 生 
物 種 。 

キョ ー ゾ ン セイ プ ブツ ゾク 共存 生物 属 
[binding genera] 組成 的 に みて , 1 群集 
内 に 共存 する 属 レ ベル で の 生物 群 。 

キョ ー タ イセ イ RBH [stenozonal] 
限定 され た 気候 帯域 に し か 生息 せ ず , 局 地 的 
な 分 布 を する こと 。 


キョ ダイ フ ユ ー セ イプ ブツ 巨大 浮遊 生物 


・ Cmegaloplankton 
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OMegaloplankton 
®megaloplankton] 水面 上 か ら で も 肉眼 
で 議 別 で きる ほど 大 きい も の 。 

キョ ダイ プラ ンク トン 巨大 一 一 [mega- 
loplankton] 三 巨大 浮遊 生物 

キョ ダイ ヨー 巨大 葉 Lmegaphyll] 単 
葉 面 積 か 9*x25 mm?=0, 164025 m* (macro- 
phyll) より も 大 きい 葉 。 

キョ ー ツ ー セ : ン < イケ イレ ツ 共通 遷移 系 列 
Leosere」 同一 地域 で み ら れ る 起 移 系 列 を ま 
の: て Ln。 の .。 

キョ ー ツ ー ユ ソー ノム ゲン リ 共通 輸送 の 
原理 [principle of transport] 隣接 re 
水 塊 相 互 の 間 で , 渦 な ど に よ ょ り 混 合 が 起 る と 
き , 水 塊 の 諸 特 性 (た と えば 熱 ・ 溶 存 物質 ) は 同 
時 に 移動 や 交換 する と いう 原理 。 

キョ ー テイ オン セイ / 狐 低温 性 の [oli- 
gothermal] 狂 温 性 で し か も 好適 温度 域 が 
比較 的 低温 に ある も の 。polythermal の 対語 。 

キョ ー ド ー 協同 [cooperation] ① 個 体 
間 の 相互 作用 の う ち 全 関係 個体 に 有利 な 結果 
を 生じ る 場合 に いう 。 Allee は 集合 が 個体 の 
生存 確率 を 増し . ある い は 発育 促進 や 有毒 物 
か ら の 防護 な ど に 役立つ 現象 が 広く 動物 群 一 
般 に 存在 する こと を 強調 し , この 現象 を 原始 
協同 protocooperation と 呼ん だ 。 こ れ は 人 間 
な と 高等 動物 に お ける 意識 的 協同 conscious 
cooperation の 対語 で ある 。 三 協業 OD 
に 対し て 用 いら れる と き に は , 植物 個体 間 の 
成長 要因 に 関す る 相補 的 な 相互 作用 を いう 。 

キョ ー ド ー サイ ジジ ョ ー 共同 採 餌 場 
Leommon feeding ground ] 

キョ ー ド ーシュ 共同 種 [coenospecies 
OZénospezies] 総合 種 ・ 集 合 種 と も いう 。 
自然 の まま で は 隔離 され て いて 遺伝 子 の 交換 
は ほとん と ど 行 えな い が , わずか に 行わ れる 可 
能 性 の ある よう な 生態 種 か ら 成る 群 。 生態 学 
で の 最大 の 単位 (Turesson の 造語 )。 ふつ う 分 
GEOR genus (Cil\\, OF fee 

キョ ー ド ー タ イ 共同 体 Lecommamnity] 
異種 の 生物 個体 群 の 集団 で ある 種 度 単位 性 を 
も つも の 。 =H, 三 生物 群集 , 森林 共同 体 
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キョ ー ド ー タ イ コキ ュー 共同 体 呼 吸 
[eommanity respiration] 群集 呼吸 。 共 
同体 の すべ て の 生物 の 呼吸 量 の 総和 。 土 地面 
積 あ た り , 1 日 また は 1 年 あたり の CO, の 排 
出 総量 と し て 表す 。 

キョ ー ド ー タ イ セイ タイ ガク HME 
[community ecology DGesellschafts- 
ékologie ®écologie de groupement] 
群落 生態 学 ・ 群 集 生態 学 な ど 共同 体 レベ ル 
community level (植物 群落 の 構造 や 機能 ・ 食 物 
環 な た ど ) の 法則 性 を 明らか に する 生態 学 。 動 ・ 
植物 を 含め た 生物 生態 学 bio-ecology も その 
一 つの 方 向 と いえ る 。 

キョ ー ド ー タ イ ドー タイ 共同 体 動態 
Ceommunity dynamics] 個体 群 動態 pop- 
ulation dynamics ほど 一 般 化 し た 用 語 で は 
な い が , 季 観 ・ 乱 移 な ど は 本 来 共同 体 の 動き 
の 法則 性 を と ら え る 共同 体 動態 の 対象 と な る 。 

キョ ー ド ー タ イ ノ タ イセ イ 共同 体 の 体 
制 [community organization] 植物 群落 
や 動物 群集 は 種 個体 群 の 単なる 寄せ 集め で は 
な く , それ ら の 間 の 生物 相互 作用 coaction に 
よっ て , 統一 的 な を 一 つの まとまり と し て 体制 
化 さ れ て いる こと を いう 。 こ の よう な 見 方 を 
否定 する の が 個別 説 individualistic concept 
な いし 植生 連続 体 説 vegetational continuum 
theory で ある 。 

キョ ー ド ー タ イ ノ タ ヨ ー セ イ 共同 体 の 
多様 性 [commaunity diversity] ある 地 
域 に 種々 の 異な っ た 共同 体 ( ぉ っ ぅ 植物 群落 ) が 
分 布 し て いる こと 。 大 面積 の 拡大 造林 な ど は 
自然 が も つ 共 同体 の 多様 性 を 壊す こと に な る 。 

キョ ー ド ー タ イ ノル イケ イ 共同 体 の 類 
型 [pattern in communities] 共同 体 の 
構造 は , それ を 構成 する すべ て の 種 が その 場 
所 の 環境 と 作用 ・ 逆 作用 の 関係 の も と で 適当 


な 位置 占め る こと に よっ て 成り 立っ て お り , 


これ を 共同 体 の 類型 と 呼 。 こ の 類型 化 は , 
階層 構造 ・ 水 平 分 布 ・ 季 節 性 ・ 食 物 網 ・ 社 会 
的 構造 ・ 生 物 の 相互 作用 な ど 様 々 な 観点 か ら 
行う こと が で きる 。 

キョ ー ド ー テ キ ソー ゴ サ ヨー 協同 的 相互 


作用 [cooperative interaction] OH 

キョ ー ド ー ユー セン シュ 共同 優 占 種 
[codominant] 2 種 以上 の 優 占 種 が ある と 
き の 1 優 占 種 を 指す 。 例 * 森林 の 樹冠 が 2 種 
以上 で 覆 わ れ て いる 場合 の ある 樹木 な ど 。 

キョ ー バシ ョ セイ 狭 場所 性 [steno- 
topic] 限定 され た 型 の 生息 場所 に し か 生息 
し な いこ と 。 避 広場 所 性 — 

キョ ー フ プッ シ ツ 恐怖 物質 [alarm 
substance] 魚類 な どの 表皮 の 傷口 か ら 流出 
する フェ ロモ ン で , 種 特異 的 に 仲間 に 危険 を 
知ら せ 逃 亡 を 促す 役割 を 果す 。 

キョ ー プ ン サ ン #5 [covariance ] 


キョ ー ボ ポ ク 8% [tree OBaum ⑤⑥ 
arbre] 三 高木 

キョ ー ボ クソ ゾー AE (tree layer] 
= SAR ’ 


キョ ー ヨ ー ゲン ショ ー 狭 葉 現象 [steno- 
phyllism] 河岸 近く に 生育 する ある 植物 の 
葉 が , ふつ う の 森 林内 の 同じ 種 の 葉 に 比較 し 
て 著しく 狭 長 に な る 現象 。 

ギョ ルイ ガク 魚類 学 [ichthyology O 
Ichthyologie ®ichthyologie] 25 FI 
口 類 な ども 含め て いわ ゆる 人 魚類 を 取扱 2 。 

キョ ー ワ ン i [fjord OFjord © 
fjord] 海 没 し た 氷 食 谷 が 形成 し た 両側 が 急 
斜面 の 細長 く 入 り 込 ん だ 落 。 Atikis Lic 
し で りゃ やる? yrs 1 

キリ アト ショ クセ イ 伐 跡 植生 [clear 
felling vegetation OKahlschlagvege- 
tation ®végétation des coupes] 森林 の 
伐採 跡 に み ら れ る 好 陽 性 の 植物 群落 。 ダ ンド 
ボロ ギク 群落 ・ ヤ ナギ ラン 群落 な ど 。 

キリ カプ マル チ 切り 株 一 一 [stnbble 
mulch] 作物 の 播種 前 に , 残さ れ て 地面 を 
FB > Cl DH OPFHO WRC R 

キレ ー ト カゴ ー プ ツ 一 一 化合 物 [che- 
late compound, c. substance] は ほ はさみ 込 
む ょ うな 形 で 金属 原子 に 配 位 で きる キレ ー ト 
団 を も っ た 化合 物 。 ハ サミ 状 化 合 物 * バ サミ 
形 錯 塩 と も ちい われ る 。 有 機 化合 物 に は キレ ー 
ト 化合 物 が 多く あり , 有機 キレ ー ト organic 


chelate と いわ れ , BAA CO Pilea pic 
ょ る 光合成 の 阻害 が 海水 の 老化 に よっ て 除去 
_ され る の は , 微生物 な どの 生物 に よっ て 生成 
され た 有機 キレ ー ト の 働き に よる も の と 考え 
られ て いる 。 

キン エイ 8 (bacterial gall, fun- 
gous g DPilzgalle, Mycosecidie で my- 
cocécidie] 菌 ま た は 糸状 菌 に よっ て , 植物 
組織 が こぶ 状 に 異状 肥大 し た も の 。 

キン カク ft [sclerotium OSklero- 
tium @®sclérote] 病 組織 中 や 土壌 中 に 形 
成 さ れる 菌糸 の 集合 体 。 一種 の 耐久 体 で ある 。 

キン カシ mR [fairy ring DHexen- 
ring, Drudenring] キノ コ ュ 類 (担子 菌類 ) 
の 菌糸 は 放射 状 に 成長 し て その 先端 に 子 実体 
が 着 $ の で , 傘 が 環状 に 並ぶ 形 と な る 。 こ の 
形状 を いう 。 こ の 菌 環 は 年 々 広がり 直径 数 十 
mi に な る こと も ある 。 le-hgat 

キン コー スイ ソー 均衡 水槽 [balanced 
aquarium) 自然 界 と 同じ よう に に 種々 の 条 
件 が 均衡 を 保つ よう に 作ら れ た タン ク ま た は 
水槽 。 生態 系 を 研究 する た め に 野外 と 実験 室 
を 結ぶ 実験 的 組立 て と し て 非常 に 重要 な 意味 
te Wee 

キン コン WR Lmyeorrhiza DMykor- 
rhiza ®mycorhize] 高等 植物 の 根 に 菌類 
が 着い て 形成 され る 特殊 な 形態 を も つ 共 生体 。 
菌類 の 菌糸 が 植物 の 細胞 内 に 入る 内 生 菌 根 と , 
細胞 間隙 まで し か 入ら な い 外 生 菌 根 と が ある 。 
外 生 菌 根 は 森林 に 多く , また 栄養 の 欠乏 し て 
いる 土地 に 多い 。 苗 類 が 植物 の 根 の 栄養 吸収 
を 助け , 逆 に エネ ルギー 源 の 供給 を 受け る 相 
利 共生 と いわ れる 。 窒素 固定 を 行う も の も あ 
る と いわ れる 。 菌類 は 大 部 分 が 担子 菌 で , 子 
実体 を 作る 。 内 生 菌 根 に つい て は 未知 の 点 が 
多い 。 

キン コン ゲン シュ ー 苗 根 群集 [mycor- 
rhyzal association OMykorrhizenasso- 
ziation] 高等 植物 の 根 系 に 共生 する 菌類 の 
群集 。 

キン シソ ゾク BRR [mycelial strand] 
2 3 本 の 菌糸 が 一 つ に まとまっ た も の 。 
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ンズ ド BE (homogeneity) fi 
物 群落 の 構造 に 関し て 古く か ら 均 質 度 問題 が 
論議 され て いる が , 群落 内 で の 種 や 個体 の 分 
布 の 均質 性 ・ 一 様 性 の 程度 を いう 。 Braun- 
Blanquet (1964) に よれ ば , 一 つま た は 少数 の 
種 が か な り 均 質 な 分 布 を し て 優 占 種 に な っ て 
いる 場合 を , 群落 が 均質 で ある と いう 。 統計 
学 で いう 層 別 化 stratification の 原理 と 通じ 
る も の が ある 。 

キン シ ツ ド ケイ スー 均質 度 係数 Lco- 
efficient of homogeneity] 植物 群落 の 中 
で 種 や 個体 の 分 布 が どの 程度 均質 か を 表す 尺 
度 。 通 常 均質 と は ラン ダム 分 布 と 規則 分 布 を 
含む 。 DED 非 集中 度 non-contagiousness 
の こと で , 沼田 (1949) の 係数 な ど が ある 。 

キン シモ ー ソ ー 菌糸 綱 層 [myeelium 
OMyzel ®mycélium] 

キン シン コー ハイ 近親 交配 Linbreed- 
ing] 遺伝 学 的 に は 同一 の 遺伝 的 系 統 内 の 交 
配 を いう が , より 一 般 的 に は 同じ 親 の 子孫 問 
の 交配 や 隔離 され た 小 個体 群 内 の 交配 な ど 類 
縁 の 濃い 個体 間 の 交配 を 意味 する 。 

キン シン コー ハイ シュ 近親 交配 竹 
[inbreeding species] ① 植 物 で は 自家 受 
精 ( 粉 )。 ② 動 物 で は 兄妹 交配 な ど に 由来 し た 
子孫 。 三 兄妹 種 , OFS. 

キン ボク ク 禁 牧 区 [exclosure OEin- 
zaunung ⑤cloture] 動物 の 踏み 付け や 採 
食 な どの 影響 を 棚 で 囲っ て 防い だ 場所 。 ェ ク 
スク ロジ ャ ー。 囲い 地 の 対 語 。 

キン リョ ー ク 禁猟 区 [(wildlife) re- 
fage] 野生 鳥獣 ある い は 魚 を 保護 する た め , 
狩猟 や 魚釣り を 禁止 し . ある い は 厳重 に 統制 
し た 地域 。 三保 護 区 

キン リン カン ケイ 近隣 関係 [neigh- 
bourhood] ① 地 縁 に よっ て 生じ る 動物 の 
個体 間 あ る い は 集団 間 の 関係 。② 定 住 的 な ュ 
ミュ ニテ ィ の 一 つ で , いく つか の 家族 が 半 閉 
鎖 的 な ホー ム ス テ ッ ド 人 分散 し て いる 形態 。 

キン ルイ 菌類 [fungi OPilze ⑥cham- 
pignon] 担子 菌 ・ 誰 子 菌 ・ 藻 菌 ・ 変 形 菌 
の 4 門 か ら 成 る 植物 群 で , 一 般 に は 葉緑素 を 
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も た ず 光 合成 を 行わ な い 。 キン ルイ セイ ノ 菌類 性 の [myeetocole 

キン ルイ ショ クシ ャ 菌類 食 者 [fungi- Omyzetophil ⑤mycetophile] 菌類 を 食 
Yore」 菌類 食 動物 。 MEL, 隠れ 場 と し て 生活 し て いる こと 。 
Wi 


ク 区 [region ORegion] 地理 区 分 の 
一 段階 で , 大 陸 内 規模 の 区 分 。 も っ と ルー ズ 
に 地域 を 指す こと も ある 。 

グ ア ノ [guano] 海鳥 類 の 排 潤 物 が 鳥 な 
ど に 堆積 し て 生じ た 特殊 な 土壌 。 尿 中 の 鐵 酸 
と 基 艇 の カル シウム が 結合 LKGRAN YY 
ム を 主 成分 と し 含 窒素 化合 物 を 多く 含む た め 
肥料 と し て 用 いら れ , グ ア ニ ン も 作ら れる 。 
南米 ベル ー の 海岸 近く の 鳥 で は 乾燥 気候 の た 
め あと くに グ ア ノ の 堆積 が 著 し い 。 鳥 尿 石 。 

クイ キ セ イ 区 域 制 [zoning] 王 地 帯 区 分 

クウ モノ - ク ワレ ル モ ノ J ソー ゴ サ ヨー 
食う も の - 食 われ る も の の 相互 作用 [preda- 
tor-prey interaction, parasite-host i, 
eater-eaten i. (Rauber-Beute Ver- 
altnis] 最も 一 般 的 に は 動物 が 植物 を 食う 
よう な 場合 も 含め て 異種 生物 問 の 栄養 授受 関 
係 を いう が , ふつ う は 動物 の 間 の 食う 食わ れ 
る 種 の 間 の 関係 。 捕食 者 predator と 被 食 者 
prey, また は 寄生 者 parasite (寄生 昆虫 を いう 
が , 厳密 に は 捕食 寄生 者 parasitoid) と 寄主 host 
と の 間 の 関係 は 共通 性 が 大 きく , その 個体 群 
間 の 相互 作用 は 一 括 し て “食らう も の - 食 われ 
る も の の 相互 作用 ” と 呼ば ん る 。 や ロト カー ヴ 
ォ ル テラ 式 

ク カ イガ ン FRE (dolomite, dolo- 
stone, dolomitite ①DDolomit ⑥dolo- 
mite] 石灰 岩 の CaCO。 が 苦 灰 岩 CaMg(CO。)。 
に よっ て 置換 ( 苦 灰 石化 作用 dolomitization) され 
TA Utz CaMg(CO,) を 主 成分 と する 岩石 。 

・ ク カ イセ ッ カ サヨ ー 苦 灰 石化 作用 [dol- 
omitization ①JDolomitisiernng で dolo- 
mitisation] SERS 

クー カン 空間 [space ⑥Raum ] 

クー カン ニニ カン シテ ノ キョ ー ソ ー 空間 
に 関し て の 競争 [competition for space] 

クキ 茎 [stem ⑥Stamm,Stiel, Stengel 
®tige] 幹 。 樹 幹 。 


クー キ コ キュ ー ド ー プ ブツ 空気 呼吸 動物 


[Lair breather OLufttier] 陸生 動物 と ほ 
と ん ど 同 じ 意 味 。 

クー キ セイ プ ツ ガク 空気 生物 学 [acro- 
biology OAerobiologie] FAKED‘ M(H 
生物 ・ 花 粉 ・ 胞 子 な ど ) の 発生 ・ 輸 送 , お よび 
その 影響 を 扱う 生物 学 の 一 分 野 。 

ク ケ イ セイ プ ツ チリ ガク 区 系 生物 地理 
学 [regional biogeography] 地域 に ょ 
る 生物 相 の 比較 に よっ て 生物 区 系 を 識別 し, 
世界 を いく つか の 生物 区 系 に 分 ける こと を 主 
題 と する 。 

ク ケ イ テ キ ショク プ ブツ チリ ガク 区 系 的 植 
物 地理 学 [floristic plant geography © 
floristische Pflanzengeographie] 植物 
地理 学 の 一 分 野 で , 種 ・ 属 な どの 分 布 に つい 
て 主として 植物 区 系 floristic region と その 
内 容 を 明らか に する こと を 目的 と する 。 

クサ 草 Lherbage OWiesengras, 


Weidekrauter herbage, herbe] 
herbage は 牧草 る 指す 。 
クサ カリ 草刈 り [mowing] = XjRY 


クサ ツケ Bt [grass growing] 道路 
や 宅地 法 面 ある い は 砂防 施工 地 な ど で , 露出 
し た 山腹 や 法 面 の 侵食 を 防ぎ , 土壌 を 安定 さ 
せる た め に 草 を 植 栽 する こと 。 

クサ ドコ 草 床 [sod ⑥Rasen ⑥gazon] ~ 
草の根 や 根茎 が 表土 内 で も つれ て > ト ( 床 ) 
状 に な る こと 。 

クサ ノ GO [herbaceous Okrautar- 
tig Mherbacé] 

ゲー シン セイ y 偶 深 性 [bathoxenonus] 
PRED 

ゲー セイ シュ {§+£ [incidental spe- 
cies, accidental s., occasional s. Dzu- 
fallige Art] 植物 社会 学 的 な 群落 組成 表 の 
比較 の 結果 , 本 来 そ の 群落 の 構成 種 で な い 種 
が 一 時 的 に 混 生 し て いる も の 。 

ゲー ゼン セイ プラ ンク トン 偶然 性 一 一 
[tyechoplankton] ニー 時 性 浮遊 生物 
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ticule ] 
クチ タラ る ョ ー テ ザン ー 一 惹 散 [cuti- 
cular transpiration] 表皮 蒸散 と 同じ で 
DOM, と くだ た 表皮 の クチ クラ 層 を 通し て 行 
われ る こと を 強調 し た 場合 に 用 いら れる 。 
クー チュ ー コタ イグ ゲ グン 空中 個体 群 [aer- 
ial population] 空中 に 浮遊 し て いる 昆虫 
類 そ の 他 の 小動物 の 単 一 種 や 複数 種 の 個体 群 。 
。 クー チュ ー サ ンプ 空中 散布 [aerial 
spraying] 病害 虫 防除 の た め 農 楽 を へ リュ 
プター な どか ら 散 布 す る こと 。 
クー チュ ー シャ シン 空中 写真 [aerial 
photograph ⑩⑥Laftbild] 上 空 か ら 一 定 
の 距離 で 撮影 され た 人 賊 写真 。 カ ラー 写真 ・ 
マル チ ス ペク トル 写真 ・ 赤 外線 写真 な ど が あ 
り , いずれ も 植生 図 の 作製 な ど 古 生態 学 的 ・ 
BMAF H i BERROLRAR LE UTA 
く 利 用 され て いる 。 航空 写真 。 
クー チュ ー フ ユ ー シ ョ ク プ ツ 空中 浮遊 植 
物 (aeroplanktophyte | 空中 を 浮遊 し て 
いる 微生物 (植物 )。 生活 型 分 類 の 一 単位 。 空 
中 植物 プラ ンク トン 。 
クー チュ ー フ ユ ー セ イプ ツ 空中 浮遊 生物 
[air plankton, aeroplankton] 大 気 中 
に 浮遊 し て いる 花粉 と か 細菌 や 小型 昆虫 占 な 
どの 生物 。 水 中 と 異な り 大 気 中 に 浮遊 し た ま 
まで 一 生 を 送り 往 殖 する 終生 浮遊 生物 に 相当 
する も の は な く , すべ て が 定期 性 浮遊 生物 ・ 
一 時 性 浮遊 生物 ある い は 偽 浮 遊 生 物 に 相当 す 
る も の と され る 。 
クー チュ ー プラ ンク トン 空中 一 一 [air- 
plankton, aeroplankton] 三 空中 浮遊 生物 
クッ キョ クソ ー セ イ 屈曲 走 性 Lklino- 
taxis OKlinotaxis] クリ ノ タ キン ス <・ 偏 
走 性 と も いう 。 転向 走 性 が 刺激 の 受容 器 の 左 
右 相称 性 を 必要 と する の と 異な り , 受容 器 の 
存在 する 部 分 。 も し く は 全身 を 上 下 左右 に 屈 
曲 ・ 振 動 さ せる こと に よ ょ より, 左右 か ら 来 る 刺 
激 の 強 さ が 等 し い 方 向 を 感知 し て 定位 ・ 移 動 
する 走 性 の こと 。 光 に 対す る ハエ の 幼虫 ( ゥ 
ジ ) の 反応 は この 典型 で ある 。 


[caticle OKutikula cu- 


クッ コー セイ 屈 光 性 [jphototropismn 」 
光 を 刺激 源 と し て , それ に 対 し 一 定 方 向 へ 曲 
る 反応 。 主 と し て 植物 に 用 いる が , 一 部 固着 
性 の 動物 (と ドラ な ど ) に も 用 いら れる 。 光 の 
方 向 へ 向く ぐ の を 正 の (RE RITE) 反対 へ 向く 
の を 負 の (た と えば 根 ) 屈 兆 性 と いう 。 成長 ホ 
ル モ ン の 分 布 が 不 均一 に な る た め に 起 る と さき 
れ て いる 。 「 

クッ ショ クセ イ 屈 和 触 性 [stereotropism。 
thigmotropism, haptotropism Ste- 
reotropismus] 接触 が 刺激 と な っ て 起 る 屈 
性 の 一 種 。 植 物 の 巻き ひげ な ど で 顕 著 。 

クッ スイ セイ 屈 水 性 [hydrotropism 
OHydrotropismus ®hydrotropisme] 
ZEIT a 7H EO GB OME EC EAS 
ある と き に 起 る 屈 性 。 根 は 正 の 屈 水性 を 示す 。 

クッ セイ 大 性 (tropism ⑥'Tropismns] 
運動 が 限定 され て いる 生物 , と くに 植物 の 体 
の 一 部 が 外 的 刺激 の 方 向 と 一 定 の 関係 を も っ 
て 曲がる 現象 。 刺 激 源 の 方 向 に 曲がる と き 正 , 
その 逆 の 場合 を 負 の 屈 性 と 呼 評 。 走 性 の 場合 
と 同じ く , 刺激 の 種類 に よって, BSH: 
触 性 ・ 屈 化 性 ・ 屈 地 性 ・ 屈 水性 な ど に 分 類 さ 
れる 。 動 物 の 場合 に は 向 性 と いう 語 を 用 いる 。 
CEE ‘ : 

クッ チ セ イ [Att [geotropism DGeo- 
tropismus ®géotropisme] 水平 に 保っ 
た 発芽 植物 が , 重力 刺激 に ょ より 根 は 下方 へ , 


. 地上 部 は 上 方 へ 向っ て 屈曲 する こと 。 前 者 を 


正 屈 地 人 性 ( 向 地 性 ), 後者 を 負 屈 地 性 ( 背 地 性 ) と 
呼ぶ 。 

. ク ツレ イセ イ TAA Leryotropism © 
Kryotropismus ®eryotropisme] 低温 
や 獲 な ど を 刺激 と する 屈 性 。 。  。。. 

グー ハツ ト ツ ゼン ヘン イ 偶発 突然 変異 . 
(spontaneous mutation ] 遺伝 子 に 質 的 
量 的 お よび 遺伝 子 間 の 相互 作用 に ょ る 変化 が 
起き た た め に 起 る 突然 変異 。 

ク プ ン シ ュ 区 分 種 [differential spe- 
cies OTrennart] 群集 を 更に 下位 単位 に 区 
分 する た め の 種 。 識 別種 と 同義 語 。 ニ 議 別種 

ゲラ イカ サヨ ー 一 一 化 作用 Lgleization 


OVergleyung ⑤gleyification] 憶 元 状 
態 下 で 起 る 土壌 生成 作用 。 土 壌 中 の 無機 化合 
物 と くに 第 二 鉄 が 避 元 され て 第 一 鉄 を 生成 し , 
青 緑色 の グラ イ 層 (G 層 ) を 形成 する 。G 層 

ゲー ライ セイ ノ {RHO (accidental 
Ozufallig) と ふつう の 生息 状態 か ら 離 れ て 
偶然 的 に , か な り の 長 距 離 を 隔て た り し て , 
ある 地域 や 場所 に 侵入 し 生息 し て いる こと 。 
この よう な 種 は 偶 生 種 accidental species と 
いわ れる 。 ツ 偶 生 種 

ゲラ イリ ソー 一 一 層 [gley。 horizon ① 
Gley-Horizont ®horizon de gley」 = 
GR 

ゲラ イド ー 一 土 [gley soil, gleysol 
OGley ⑥sol a gley] グラ イ 化 作用 に ょ 


っ て 生成 され な 一連 の 土壌 型 の 総称 。 ゆ ダ グラ 


イ 化 作用 ・ 

ゲー ライ フ ユ ー セ イブ ツ 偶 来 浮遊 生物 
[planktoxene] = UC}#RAILAO 
や り 方 で 生活 し て お り , まれ に し か 浮遊 生活 
を し た ない 生 物 。 

ダ ゲ デ タ プラ ンク ドン 
Lplamktoxene] 三 偶 来 浮遊 生物 

ゲラ イ ポドゾル [gley podzol] 地下 水 
位 が 高い た め , B 層 の 下部 が グラ イ 層 と な る 
AEF TL, 

クラ イモ ゲラ ブフ [climograph, climato- 
graph) 一気 候 図 

クラ イン [cline] 勾配 。 個 体 群 の も つ 
形質 が 一 定 の 方 向 に 連続 的 また は 不 連 続 的 に 
変化 する 現象 。 前 者 を 連続 的 クラ イン conti- 
nuous cline, 後者 を 不 連 続 的 クラ イン step- 
ping c. と いう OERAR, OhRIZI> 

クラ ス [class OKlasse] 植物 社会 学 的 
群落 単位 の 最上 級 単位 。 例 : ヤブ ッ バ キク ラ 
A? eRe AAI と 。 

クラ スゲ グン ー 一 群 [class group 
⑥MKlassengruppe」 最近 Braun-Blanquet。 
Schmithisen な ど に よっ て 提唱 され た KE 
間 程度 の 地球 的 観点 で の 群落 シス テム 大 系 の 
最上 級 単位 。 種 が 異な っ て も 同じ 属 で まとめ 
よう と する 群落 の 把握 法 。 


偶 来 一 一 


クリ カエ シ 87 


クラ スタ ー Lcluster。c. of leaves] 
葉 団 。 

クラ ドジ ェ ネ シス [cladogenesis © 
Kladogenese | 短期 的 ・ 不 定 向 的 に 起 る 


同時 代 的 時 間 内 で の 種 の 分 岐 。 個 体 群 の 場所 
的 隔離 に 基く こと が な い 。 改善 進化 の 対語 。 
改善 進化 

グラ ミノ イド [graminoid OGrasart] 
イネ 科 も し く は これ に 類似 し た 植物 。 

グラ ム セン ショ ク 和 染色 [Cram's 
stain ①D)Cramsche Firbung で colora- 
tion de Gram] 細菌 染色 法 の 一 つ 。 ク 
リス タル 率 お よび ョ ッ 素 溶液 で 染色 し , テル 
ュー ル で 脱色 する の が 基本 的 な 方 法 。 染 色 さ 
れる 細菌 は グラ ム 陽 性 。 され な いも の は グラ 
^ 陰 性 と され , 分 類 の た め の 重 要 な 基準 と な 
る 。 

クラ ン (clan) ① 氏 族 。、 リ ネッ ジ と 同様 , 
祖先 中 心 的 に 組織 化 さ れ た 同一 の 起 原 を も つ 
親族 集団 で , 未開 社会 に 広く み ら れ る 。 集団 
成員 の 具体 的 な 系 譜 関 係 は 明確 で な いこ と が 
あふ つう で ある 。 一 つの クラ ン の 中 に いく つか 
の リネ ッ ジ が 含ま れ て いる こと も ある 。 史 系 
族 ② 路 乳 類 , た と えば ハイ エナ な どの 10 一 
60 頭 の 群れ の こと と も クラ ン と い う 。 い ろ い ろ 
な 年 齢 の 雌雄 を 含み , 必ず し ゃ 一 緒 に 行動 す 
る わけ で は な い が , 獲物 は クラ ン の 成員 に は 
分 け 与 えら れる 。 ③Clements OBB 
お ける 植物 群落 区 分 の 一 単位 。 

クリ イロ ド BE+t [chestnut soil O 
kastanienfarbige Boden sol chatain] 
温帯 の 乾燥 ステ ッ プ 気候 下 の 短 茎 草原 や 冬期 
寒冷 な 地帯 の 草原 な ど で み られ る 成 帯 土壌 群 
の 一 つ で , 暗 褐 色 の A 層 を も ち , 下層 に 炭酸 
石灰 の 集積 層 を も つう 土壌 。 
クリ カエ シ ハン ショ ク 繰返し 繁殖 [ite- 
roparity] 1 回 繁殖 に 対し て 一 生 の 間 に 繁 
殖 ( 生 殖 ・ 出 産 ) を 2 回 以上 繰 返 すこ と 。 木 本 植 
物 な ど 多 年 生 植物 や サナ ダム ン ・ 般 歯 類 ・ 鳥 
類 そ の 他 多く の 動物 で み ら れ る 。 1 回 生殖 

クリ カエ シ ハ ン シ ョ ク / ノ 繰返し 繁殖 の 
[Literoparous] 上 繰返し 繁殖 
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グリーゼ バ ッ ハ Griesebach, August 
Heinrich Rudolf, 1814~1879 Ed ツ OFF 
物 生 態 学者 で , ゲッ チン ゲン 大 学 教授 を 長く 
勤め た 。Humboldt の 生活 型 を 発展 させ , 植 
物 生態 地理 学 の 基礎 を 築い た 。 < 生 著 > Die 
Vegetation der Erde nach ihrer klimatischen 
Anordnung, 1871。 

ゲリー ソン Gleason, Henry Allan, 1882 
~ アメ リカ 生れ の 植物 分 類 ・ 生 態 学者 。 イ 
リノ イ 大 学 を 卒業 , コロ ム ビ ア 大 学 か ら 学 位 
を 受け る (1906)。 植物 学 の 研究 は , イリ ノイ 
AF (1900~1910), = シ ガ ン 大 学 (1910~1919), 
次 いで , 退 宜 まで ニュ ー ョ ー ク 植物 園 (t919~ 
1950) で 行っ た 。 分 類 学 ・ 生 態 学 両 分 野 で 広く 
活躍 し た が , 生態 学 に 関し て は 群集 は 有機 体 
や 明確 な 単位 性 を も っ た も の で は な く , BO 
分 布 城 の 単なる 一 致 に すぎ な いと する 群落 構 
成 種 の 個別 性 の 概念 individualistic concept 
を 唱え , 植生 学 に 大 き な 影 響 を 及ぼ し た 。 乱 
移 に 関し て は , 群集 を 時 間 系 列 と 空間 系 列 の 
交点 と し て と ら え , 退行 的 遷移 を 認め , あら 
ゆる 植生 構造 の 変化 は 必然 的 に successional 
で ある と し た 。 群 落 の 分 布 城 の 移動 ・ 競 争 ・ 
構造 等 に つい て も 研究 し , 定量 的 な 群落 解析 
法 を 発展 させ , 種 の 分 布 様式 ・ 多 様 性 な ど に 
) つい て も ゃ 研究 し た 。 

クリ ノ タ キシ ス 
性 

クリ ノ メ ー タ [clinometer] 地層 の 走 
行 や 傾斜 を 測定 する た め の 簡 易 測 角 器 。 

ゲ グループ [group] 群 。 集 団 。 aggrega- 
tion, assemblage な ど と 明確 に 区 別 さ れ な い 
こと も ある が , 単 一 種 の 動物 の 個体 が 互い に 
視覚 や 触覚 な ど で 知 覚 し 合っ て 構成 し て いる 
集 り を 意味 する こと が 多い 。 OR 

ゲル ー プ コー カ 一 一 効果 [group ef- 
fect ®l’effet de groupe] フラ ンス に 
お いて 独自 の 動物 社会 学 の 流れ を 発展 させ た 


[klinotaxis] 三 屈曲 走 


Grasse and Chauvin (194<) が 提唱 し た 概念 で , 
主として 個体 間 の 感覚 的 な 相互 刺激 を 通じ て " 


個体 の 生理 ・ 行 動 ・ 形 態 な ど に 影響 が 生じ る 
こと を いう 。 比較 的 少数 の 個体 (典型 的 に は 2 


個体 ) の 集合 に よっ て 生じ , 社会 (集団 ) 化 の 機 
構 と 関連 し て 論 し られ た た め , と くに 個体 間 
の 相互 作用 が 個体 や 集団 の 生存 上 有利 な 変化 
を 生じ る 場合 を 指す 。 マス 効果 Oleffet de 
masse と 対比 され る 。group effect は より 一 
般 的 な 意味 に 用 いら れる こと が ある 。 OX 
効果 

クレ オ ソ ー ト テイ ボク サバ ク 一 一 低木 砂 
® [creosote bush desert] ハマ ビン シ 科 の 
乾性 低木 creosote bush (Larrea spp.) が 散 生 
し た 降水 量 1500 mm 以下 の 亜熱帯 性 の 半 砂 
iii, Larrea と 草本 の Franseria が 優 占 
し , 低木 は 5~15 m 間隔 で 散 生 し 林 完 を 形成 
する こと と は な い 。 湿 る と 強い クレ オッ ソー ト 1 臭 
を 放ち 動物 に よる 食害 を 妨げ る 。 北米 南西 部 
か ら メ キン シュ に か け て 広がる が , アル ゼン チ 
ン に $ ゃ 隔離 分 市 し て いる 。 

グレー ザー [grazer ] の 広義 に は 和 牧 
食 動物 ある い は 草食 動物 と 同義 に 用 いら ち れ , * 
第 一 次 消費 者 段階 の 動物 の すべ て が 意味 され 
る 。 こ の 意味 で 捕食 者 と いわ れる こと も ある 。 
② 角 義 に は グレ ー ジ ング 草食 動物 を 指す 。 
ツゲ レー ジン グ 草 食 動 物 

ゲ グレー ジン グ ソー ショ クタ ドー プッ aE 
食 動物 [grazing herbivore] 明確 な 境 を 
思 く こと は 難し い が , browsing herbivore と 
区 別 す る と き , 草 や 小さ な 樹木 な ど を ほとん 
ど 丸ごと 食い ちぎ っ て 食べ る よう な 摂 食 様式 
の 植物 食 動 物 を 指す 。 藻 類 食 動 物 の 多く も こ 
れ に 入れ られ る 。 これ に 対し て browsing は , 
若芽 や 下 葉 な ど 植 物体 の 一 部 分 を 選択 的 に か 
し り 取 る 摂 食 様式 で , 自身 に 比 し て 相対 的 に 
大 きい 植物 を 食物 と する 路 乳 類 ・ 鳥 類 ・ 昆 虫 
類 な ど に 見 られ る も の で ある 。 巻 貝類 な ど が , 
岩 の 表 本 に 付着 し て いる 単細胞 藻類 や 海綿 類 
の 表面 組織 な ど を か じ し り 取る の も browsing 
と いわ れる こと が ある 。 

クレ メン ツ Clements, Frederic Edward, 
1874~1945 アメ リカ の 植物 生態 学者 。 ミネ 
ッ タ 大 学 教授 を 経て カー ネギ ー 研 究 所 員 。 植 
物 群落 の 研究 に 関し て いわ ゆる Clements 学 
派 を 作っ た 。 指 標 植 物 の 研究 ・ 群 落 息 移 の 体 


系 づけ な ど で 有 名 。 晩 年 Shelford と Bio- 
ecology を 提唱 し た 。< 主 著 > Research Meth- 
ods in Ecology, 1905, Plant Succession, 
1916, Plant Ecology (Weayer と ), 1929, Bio- 
ecology (Shelford と ), 1939, 

クロ シオ 黒潮 [Kuroshio Current, 
Japan C.」 

ゲ グロー ジャー ノ キソ ク ーー の 規則 
[Gloger'srule] 冷涼 ・ 乾 燥 の 気候 下 に 生 
活 する 鳥類 ・ 路 馳 類 が , 温暖 湿潤 な 気 師 下 の 
同種 の も の より メラ ニン 色素 が 少な く , 明る 
い 色 彩 を 示す 傾向 。 例 外 も 多い 。 

クロ ー ネ [crown, tree c.] =&T 

クロ ー ネ チ ョ ー 一 一 長 [crown depth] 
三樹 冠 長 

クロ ー マ カン ピ ョ ー キ 間 永 期 
[Cromerian interglacial period] ヨー 
ロッ パ ア ルプ ス の ギュ ン ツ ー ミ ン デ ル 間 氷 期 
に 対比 きれ て いる 。 イ ング ラン ド の 間 氷 期 , 
第 三 紀 遺 存 種 Cz:yz, Eucommia を 含む が , 
現在 の 同 地方 と きわ め て 似 た 植生 で あっ た 。 
OF aes > FILE 

クロ ロフ ィ ル (chlorophyll OChloro- 
phyll で chlorophylle] 葉緑素 。 植 物体 
に あっ て 光合成 に 不可 欠 な 緑色 色素 。 

クロ ン [cron] Huxley957) が 進化 を 示 
すず 時 間 単 位 と し て 提唱 し た も の 。 100 万 年 を 
1 クロ ン と する 。 

クロ ー ン [elone OKlon で clone] 栄 
養 系 と も いう 。 植 物 の 1 個体 か ら 栄 養 繁殖 に 
よっ て 生じ た 子孫 。 細 菌 や カビ 類 の 単 胞 子 か 
ら の 培養 に 由来 する 全 個体 も そう 呼ぶ 。 突 然 
変異 が 起 ら な い 限り ),。 クロ ー ン 内 の 遺伝 形質 
は すべ て 等 し い 。 ツ ラメ ー ト 

ゲン エイ FX [schooling] 

ゲン カン カン ケイ 群 間 関係 [intergroup 
relation] 上 集 団 間 関 係 

グン キョ セイ 群 居 性 [gregariousness] 
群生 性 。 同 種 の 個体 が 狭い 場所 に 互い に 接触 
し 合う ほど に 密集 する の が 見 られ る と き , & 
の よう な 傾向 ・ 性 質 を いう 。 こ の 密集 は 動物 
で は 個体 間 の 相互 誘引 に よる こと が 多い 。 植 
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物 の 群生 性 は 群 度 sociability で 表現 され る 。 
ORE 

ゲン キョ セイ ドー プ ツ 群 居 性 動物 [gre- 
garious animal Herdentier ] 

ゲン キョ セイ / 群 居 性 の [gregarious] 
HEED, OBBtt 

ゲ グン キョ ソー 群 居 相 [gregarious 
phase, p. gregaria] 群生 相 と も いう 。 ワタ 
リズ バッタ 類 locusts は , 個体 間 の 相互 刺激 の 程 


度 に ょ り 一 連 の 多 型 的 変異 を 示す 。 群 居 相 は 


大 発生 条件 下 で 出現 し , RHE Bopp 
Bebb, 群集 性 が 強く , 成虫 期 に は 胸部 が 
圧 平 され , 相対 的 麺 長 が 長く 群 飛 する 傾向 が . 
強い 。 こ の 特徴 は 累代 的 に 強化 され 典型 的 な 
APES 2 ~ 3 世代 こみ あい 条件 に お か れ た 
後に 出現 し , これ が 大 群 動 を 起す と いち れ て 
いる 。 OB, OF 

グン ケイ 群 系 (formation OForma- 
tion ⑤formation] 類似 の 相 観 を も も , 
同じ ょ うな 気候 条件 ・ 環 境 条 件 下 で みみ られ る 
一 群 の 群落 を 指す 上 級 の 植生 単位 。 大 陸 程度 
の 分 布 城 を も つも の を 指す 。 北 欧 ・ 中 欧 ・ 英 
米 な どの 各 学 派 に よっ て 定義 が 様々 で あっ た 
た め に 群集 association と と も に 語法 が 混乱 し 
て いた 。 現 在 で は 上 記 の よう な 定義 で 主 に 植 
物 地理 学 的 な スケ ー ル で 世界 の 植生 を 区 分 す 
る の に 用 いら れる 。 上級 の 単位 と し て は 群 系 
型 formation-type(f. class) が あり 大 陸 間 の 群 
系 を まとめ る と き に 用 いら れる 。 た と え ぇ 
日 本 の プ ナ 林 は formation class: う > FAR, 
f. sub-class : 落葉 広葉 樹林 , Ff. group ・ 常緑 
樹 を 混 て えな い 夏 緑 広葉 樹林 , formation : 准 
温帯 亜 山地 帯 夏 緑 広葉 周 林 と いう よう に 区 分 
され る 。 


| ゲン シュ ー 群集 [①commaunity @asso- 


ciation @MAssoziation] ① 三 生物 群集 ② 
特定 の 種 組成 ・ 生 育 条 件 お よび 相 観 を も a 
植物 社会 学 的 群落 分 類 に お ける 基本 単位 。 カ 
ゼ ク サ - オ オバ ュ 群集 ・ ヤ ブ ュ ウジ -ー ス ダ ジ イ 
群集 な ど 。 

ゲン シュ ー オ ンド 群集 温度 [associa- 
tion-temperature ] 群集 単位 の 温度 気候 
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の 差異 を 相互 に 比較 する た め の 温 度 条件 で , 
年 平均 気温 や 年 較差 で 表記 され る 。 

ゲン シュ ー カ ンズ スー 群集 関数 Lcommu- 
nity function] 群集 レベ ル で の 様々 な 現 
象 を , 数 式 を 用 いて ある 要因 に 対す る 関数 と 
し て 表し た も の 。 

ゲン シュ ー ケ イス ー 群集 係数 [associa- 


tion coefficient QAssoziations—Koeffi- 


zient] » 
ゲン シュ ー コキ ュー 群集 呼吸 Lcommmu- 
nity respiration] 一 共同 体 呼 吸 


ゲン シュ ー ジコ チョ ー セ ツ セ イ Rea 
己 調節 性 [Leommaunity regulation] 生物 
群集 が 外部 環境 や 群集 内 の 種々 の 条件 の 変化 
に 応じ し て その 機能 や 構造 を 調節 し て いく 性質 。 

グン シュ ー セイ タイ ガク 群集 生態 学 
Csynecology, community ecology OSyn- 
bkologie ®synécologie] 植物 群落 や 動 
物 群集 ああ い は それ ら の 複合 し た 生物 群集 な 
ど 群 と し て の 生物 を 研究 する 生態 学 の 分 野 。 
Schroter and Kirchner (1896) が 生態 学 を 個 生 
態 学 と 群生 態 学 に 分 けた 。 植物 の 場合 に は 群 
GEES, 動物 の 場合 に は 群集 生態 学 と 区 別 
され る こと も ある 。 また Braun-Blanquet や 
Pavillard は 群集 生態 学 を 環境 群集 生態 学 と 
群集 機能 学 に 二 大 別して いる 。 

ジン シュ ュ ジ 中 人 紀 ョ ー 群集 組成 表 
[association table DAssoziationstabe- 
lle] 
ゲ グン シュ ー チ シ ガ ク 群集 地 史 学 [syn- 
chronology DSynehronologie」 地 史 的 
時 代 に さか の ぼっ て 群落 の 成立 や 変化 を 総合 
的 に 研究 する 科学 。 

ゲ グン シュ ー トー ゴー セイ 群集 統合 性 
Ceommunity integration] 多く の 生物 が 
集合 し て ある まとまり を も ゃ も つ 群 集 を 作る と , 
個体 また は 個体 群 の レベ ル と は 別 の , し か も 
それ ら 下 位 の レベ ル に 類似 し 全体 的 性 質 を も 
ち , 群集 た の も る の が あたかも 一個 の 生物 の よ 
うに 完結 性 を も っ た も の と みな すこ と が で き 
る と いう 考え を 。 

ゲン シュ ー ノ チリ テキ ヘン グン シュ ー 


群集 の 地理 的 変 群集 [geographical yari- 
ant of association Ogeographische 
Variante der Assoziation | 地理 的 に 区 分 
で きる 識別 種 (区 分 種 ) を 用 いて , 群集 また は 
その 下位 単位 の 亜 群集 を 更に 下位 区 分 する 際 
の 植物 社会 学 的 な 下位 単位 の 一 つ 。 

ゲン シュ ー ハッ タツ ガク 群集 発達 学 
Lsyngenetics] Riubel が 地 植 物 学 を 細分 化 
し た と き 用 いた 語 で , 対象 を 群集 に 置き , fi 
題 を 発生 ・ 変 化 に 置い た と き 成 立 す る 学問 分 
野 。 群 集 の 発達 に 関す る 分 野 を 扱う 。 

ゲン シュ ー ヒ ョ ー 群集 表 [association 
table ①Assoziationstabelle] 植物 社会 
学 で 群集 決定 の 基礎 と な る 標 微 種 ・ 識 別種 ・ 
随伴 種 を 示し た 群落 表 。 新 し い 群 集 を 決め る 
た め に は 欠か せな い 群 落 組成 表 で ある 。 

ゲン シュ ー ヘイ コー 群集 平衡 Leommmnu- 
nity equilibrium, c. stability] 生物 群 
集 の 構造 ・ 組 成 や 群集 内 や 群集 と 環境 と の 間 
の エネ ルギー や 物質 の 収支 な ど が , ある 動 的 
平衡 状態 を 保つ こと 。 

ゲン シュ ー レン ゾク 群集 連続 Lcontin- 
uum, vegetational c., animal life c., 
community c.] 群集 は 互い に 画 然 と 区 別 さ 
れ た 単位 体 で は なく, ふつ うに その 境界 付近 
で 見 られ る よう に 種 構成 や 各種 の 生息 密度 に 
汰 次 的 移行 が 見 られ る こと に 注目 し て , 群集 
の 統一 性 ・ 独 立 性 を 否定 する 立場 か ら , 諸 群 
集 の 全体 と し て の 相互 推移 的 配置 を いう 。 連 
続 的 系 列 と も いわ れる 。 植生 に つい で いう 場 
合 は 植生 連続 ( 体 ) vegetational continuum と 
いう 。 

クン ジョ ー tx [fumigation] 楽 剤 を 
ガス 状態 に し , 病害 虫 等 を 防除 する こと で , 
Sai AK - RSSemeRt seal, 
(BS -« HK ie CLT RT SLAC 
が ある 。 = 

ゲン セイ #4 [gregarious habit) 

ゲン セイ タイ ガク 群生 態 学 [synecolo- 
gy ⑩Synokologie] 英語 圏内 で は 個 生 態 
学 と 対し て , 対象 が 群落 ・ 群 集 の 場合 に 使う 。 
また 中 部 ヨー ロッ ズ パ で は 群落 ・ 群 集 と 立地 条 


件 の 関係 の 研究 分 野 に 使わ れる こと が 多い 。 
ゲン ダン BH (alliance D(Assoziatio- 
ns-)Verband で alliance] 植物 社会 学 的 
群落 単位 の 一 つ 。 群 集 と オー ダー の 間 の ラン 
ク に ある 。 群集 と 種 の 群落 適合 度 を 用 いて 更 
に 高 次 の 単 伝 と し て まとめ た も の 。 ア ゼナ 群 
団 ・ オ カ ヒ ジ キ 群 団 な ど 。 

ゲン ド #E [sociability ①DSoziabili- 
tat] 植物 群落 内 で ある 種類 が どの よう な 集 
合 状態 生育 し て いる か を 示す 尺度 。 定 任 的 
に 判定 され る 1 (単独 )~ 5 (大 群 を な す ) の 階級 
を 用 いる も の , 個体 の 大 き さ ・ 平 均 間隔 ・ そ 
の 集合 の 大 き さ の 三 つ の 属性 を 用 いて 定量 的 
区 六 つの 階 緩 に 分 ける 沼田 の 方 法 な ど が ある 。 
ゲン トー タ AX Leroup selection] 


ダル ー デ プ 海 汰 。 Wynne-Edwards(1962) は 動 _ 


物 に お ける 社会 行動 の 進化 と 個体 数 の 自己 調 
節 に 関連 し て , た と え 個 体 に と っ て 不利 な 形 
質 で あっ て も , それ が 個体 群 全 体 の 存続 に 有 
- 利 な も の で あれ ば , 個体 群 レベ ル の 自然 海 汰 
に よっ て 残さ れる と いう 仮説 を 提出 し , これ 
を 群 海 汰 と 呼ん だ 。 こ の 考え は 多く の 人 々 の 
Mme FA COSA, 社会 組織 の 進化 も 個体 
レベ ル の 海 汰 で 説明 で きる と し て 反対 する 人 
が 多い 。 な お 育種 学 で は group selection は 品 
種 の 集団 選抜 の 意味 に 用 いら れる 。 

クン パン [Kumpan] 多く の 鳥類 で は , 
単純 な 形態 学 的 な 信号 刺激 や 種 特異 的 な 動 
作 ・ 姿 勢 等 の 社会 的 リリ ー サ ー に よっ て , A 
種 の 個体 間 に 社会 的 相互 作用 が 営ま れる 。 リ 
リー サー は 状況 特異 的 に 働き , 反応 者 の 状態 
ある い は 気分 に 従っ て 反応 され る 。 こ の よう 
に 学習 反応 に お ける ょ よう な 一 個体 性 の 認識 を 
含ま な いよ ょ うな, 状況 特異 的 な 仲間 の こと を 
Lorenz は Kumpan と 呼ん だ 。 

ゲン ピ 群 飛 [swarm, swarming © 
Schwarm ⑤⑥essaim] 多数 個体 が 群がっ て 
飛ぶ こと 。 ワ タリ ベッ タ の 群 飛 の よう に 移動 
と 結び 付い た も の と 敷 性 の よう に 交尾 の た め 
の 集団 飛翔 で 大 きい 位置 の 変化 を 伴わ な いも 
の が ある 。 ミ ッ ツバ ベ バチ その 他 の ハナ ベ バチ 類 の 新 
女王 と 働き 蜂 の 一 群 が 巣 か ら 飛 び 立 っ て 新 し 
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い 巣 を つく る 場合 の 群 飛 は と くに 分 封 と 呼ば 
れ て いる 。 

ゲン ヨー RE [foliage] = 葉 群 . 

ゲン ラク 群落 [community OGesell- 
schaft| O##, 植物 群落 

ゲン ラク ガタ 群落 型 [commanity type 
OGesellschaftstypen] 個々 の 群落 を 立地 
条件 ・ 人 人為 的 干 歩 な どの ある 基準 に よっ て タ 
イブ 分 けし た も の 。 

ゲン ラク カン 群落 環 [community 
ring OGesellschaftsring] ある 立地 の 人 
為 的 影響 た ど に よる 時 間 的 な 群落 変化 の 総称 。 
すなわち その 立地 の 原 植生 ・ 潜 在 自然 植生 お 
ょ よび 様々 な 人 為 的 干渉 下 の 代償 植生 の 時 間 ま 
た は 空間 系 列 上 で の リン グ 。Schwikerath の 
用 語 。 

ゲン ラク ケイ スー 群落 係数 [coeffici- 
ent of community DIKoeffizient der 
Gesellschaft] 二 っ の 群落 ある い は 地域 に 
共通 に 現れ る 種 数 の , 両 群落 の 全 種 数 に 対す 
る 比 。 共通 係数 。 

ゲン ラク シュ ソ セ イ 群落 種 組成 Lfloris- 
tic composition] 単に 調査 地 の 種 組成 を 
指す こと も ある が , 群落 分 類 の 立場 で いう と 
き に は 多数 の 調査 例 を 地域 ご と に まとめ て 得 
られ る 種 群 を いい , 群集 の 種 組成 と いっ た 用 
い 方 を する 。 こ れ を 用 いて 標 微 種 ・ 信 存 種 ・ 
専 在 種 な ど が 決め られ る 。 群落 表 

- ゲ ダン ラク ジュ ン セ イサ ン リ ョ ク 群落 純 

生産 力 Lnet community productivity ] 
ある 群落 の ある 期間 あたり の 一 次 純生 産 量 か 
ら 他 養生 物 に よる その 期間 あたり の 消費 量 を 
差引 いた 量 。 つ まり , 呼吸 量 と 被 食 量 を 引い 
た 正味 の 植物 体 と し て 貯え られ た 有機 物 の , 
ある 期間 あたり の 量 。 

ゲン ラク セイ タイ ガク 群落 生態 学 [syn- 
ecology OSynékologie ] 

ゲン ラク ソー セイ サン ソ ク ド 群落 総 生 
#2328 [community gross production 
rate] 単位 時 間 あ た り の 一 次 生産 者 ( 主 に 緑 
色 植 物 ) に よる 総 有 機 物 生産 量 。 ふつ 5 単位 
土地 面積 あたり の 量 で 示す 。 群 落 総 光 合成 速 
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度 と 近似 的 に 等 し いと する 場合 が 多い 。 


植生 か ら 得 られ た 多数 の 群落 表 を 比較 し て 群 


ゲ グン ラク ダン メン ズ 群落 断面 図 [pro- 
file diagram] ある 群落 を 垂直 な 平面 で 切 
っ た 断面 の 図 。 群 落 の 高 さ に よっ て 断面 が 地 
面 と 交わ る 線 か ら 適 当 な 幅 を と り , その 中 に 
生え て いる 植物 体 の 形状 ・ 葉 層 の 様子 な ど を 
断面 に 投影 し て 示す 。 幅 は 群落 高 の 20 く ら 
い を と る の が ふつう で ある 。 植生 断面 図 。 

ゲン ラク テキ ゴー ド 群落 適合 度 [fide- 
lity OGesellschaftstreue] 群落 を 構成 し 
て いる 個々 の 種 が も つ そ の 群落 へ の 結び 付き 
の 程度 。 適 合 度 。 植 物 社会 学 的 な 群落 分 類 体 
系 の 中 で 群集 以上 の 単位 決定 の 決め 手 と な る 
標 微 種 を 見 出す 手がかり と な る 。 適合 度 は 5 
段階 に 分 けら れ て お り , 適合 度 5: treu, 4: 
fest, 3 : hold まで の 種 は 標 徴 種 に 数 を られ 
る 。 適合 度 2 vag は 随伴 種 , 適合 度 1 : fremd 
は 偶 生 種 と し て 記録 され る 。 ツ 標 微 種 

シン ン テ ルク ーー La 落 表 [community 
table OGesellschaftstabelle] 植物 社会 
学 的 な 群落 分 類 の 基礎 に な る 種 組成 表 。 多 数 
の 植生 調査 OAufnahmen の 結果 を まとめ た 
群落 表 か ら 常 在 度 を 判定 し た り , ある 地域 の 


集 適合 度 を 判定 し た りす る 。 植物 社会 表 。 

ゲン ラク ヒ ョ ー メ ン 群落 表面 [eommmna- 
nity surface] 三 群 落 面 
~ ゲン ラク フク ゴー 群落 複合 [commnn- 
ity complex ①DCesellschaftskomplex ] 
ある 地域 内 に 数 多く の 群落 が 複雑 に 入り 組ん 
で 発達 し て いる よう な 場合 に ,。 それ ら の 群落 
を まとめ て 表現 する と き に 用 いら れる 。 

グン ラク フク ゴー タイ 群落 複合 体 Leom- 
munity complex @MGesellschaftskom- 
plex] 群落 が モザ イク 状 に 配置 きれ た 場合 
に , その 全体 を い 2 。 

グン ラク プン プ ガ ク 群落 分 布 学 [syn- 
chorology, Synchorologie] 群落 の 組成 ・ 
構造 ・ 乱 移 も 考慮 され た 総合 的 な 群落 の 地理 
的 配分 に 関す る 科学 。 

ゲン ラク メン RSH [commmumnity sur- 
face] 植物 群落 の 直射 光 に さら され る 最上 面 。 
群落 表面 。 

ゲン ラク ルイ ジ ケ イス ー 群落 類似 係数 
[coefficiemt of community similarity ] 
OAhnlichkeits-Koeffizient] 群落 係数 
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ケ 


ヶ イ 系 [system] 規則 的 に 相互 に 作用 
し , また 相互 に 依存 し て いる 多く の 構成 要素 
が 全体 と し て 一 つの まとまり を 作り あげ て お 
り , 常に 一 種 の 動 的 平衡 を 保つ よう に 運動 し 
て いる も の 。 

ケイ カイ オン KF (alarm call 
⑥Warnruf] 危険 が 迫っ た と き , 動物 が 発 
する 声 。 断 続 的 で , 鋭い 響き を も つこ と が 多 
い 。 集 団 生活 する も の に よく 観察 され る が , 
単独 生活 者 で も , 育児 中 の も の は 符 戒 音 を 発 
する こと が 多い 。 一 般 に 警戒 音 も それ に 対す 
る 反応 も 生得 的 で ある 。 , 

ケイ カイ ショ ク BRE [warning colo- 
ration, aposematic c.①DWarnfarbung | 
毒 を も っ て いた り , 相手 を 刺し た り , ある い 
は 不快 な 味 や 臭気 を も つ 動 物 に は , その 色彩 
や 模様 が 周囲 の 環境 に 比べ て , と くに 鮮やか 
な も の が 多い 。 こ れ は 自ら の 危険 を 警告 し て 
敵 を 避け る た め の 色 で ある と され て , FRE 
と 名 付け られ た 。 事 実 い くつ か の 実験 の 示す 
と と ろ で は , 神経 系 の 発達 し た 捕食 者 は この 
よう な 動物 を 捕え て その 不快 さ を 経験 する と, 
その 後 似 た 動物 を 食物 と する こと を た ち ま ち 
回 避 す る よう に な る 。 史 威 叶 色 

ケイ キュ ー BR (size class] 個体 群 内 
の 個体 を , 一 定 の 幅 の 大 き さ ( 直 径 ・ 高 さ ・ 重 
量 ・ 容 績 な ど ) ど と に まとめ た も の 。 

ケイ コー カン セン 経口 感染 [oral in- 
fection] 口 を 通じ て 細菌 ・ ビ ー ル ス な ど 病 
原 体 が 伝染 する こと 。 

ケイ コク リン 渓谷 林 [ravine forest O 
Sehluchtwald] 河川 の 傾斜 地 に 生育 する 
林 ・ サ ワ グ ル ミ ・ シ オジ ・ ト チノ キ な ど を 主 
と し た 森林 が 含ま れる 。 

ケイ ザイ イキ チ HME Ceconomic 
threshold) 害虫 密度 が 経済 的 被害 水準 に 
達する と 予測 され , 何ら か の 防除 手段 を 講じ 、。 
る 必要 の ある 密度 レベ ル 。 兄 経済 的 被害 水準, 
要 防 除 密度 


ケイ ザイ セイ メイ ヒ ョ ー 経済 生命 表 
[bioeconomic life table] 森下 965) の 
提案 に な る も の で ぁ ふつう の 生命 表 に , MFI 
食 量 ・ 呼 吸 量 ・ 被 食 量 な ど 生 物 経済 学 的 諸 要 
素 を 付け 加え た も の 。 と これ に より 個体 群 と し 
て の 食物 消費 量 と 個体 の 食物 消費 量 と を 分 離 
比較 し ょ うと する 。 ま だ 一 般 化 し た 術語 で は 
な い 。 

ケイ ザイ テキ ヒガ イス イジ ュ ン 経済 的 被 
害 水準 [EIL : economic injury level] 
害虫 の 総合 防除 に お ける 重要 概念 の 一 つ で , 


~ 経済 的 被害 を も る たらす 最低 の 害虫 密度 と 定義 


SHS. し か し 往々 作物 被害 の 最低 許容 レベ 
ル と 混同 され る と と が あり , また 経済 的 と い 
う 語 に は 需要 供給 関係 等 に よる 市 場 価格 変動 
まで 含ま れる た め , 実際 に この 水準 を 設定 す 
る 上 に 問題 が ある 。 し た が っ て , BK 7 桐谷 
973) は , 作物 の 生物 学 的 被害 (収量 ・ 品 質 ) の 
許容 され る べき レベ ル を 被害 許容 限界 tolera- 
ble injury level, それに 対応 する 害虫 密度 を 
被害 許容 密度 t. pest density と 呼ぶ と こと を 
提案 し て いる 。 

ケイ ザイ ミツ ド 経済 密度 [economic 
density] Elton(1933) は 動物 の 個体 群 密度 
を 考え る 上 の 相対 的 概念 と し て , 最低 密度 
lowest density・ 経済 密度 ・ お よび 最高 窒 居 
highest d. D 種類 を 区 別 し た 。 最 低 密度 は 
対象 と する 種 が ある 大 地域 内 に 単位 面積 あ た 
り ど れ 位 の 平均 密度 で 生息 する か を 示す も の 
で , こと これ は その 地域 が 種 に と っ て どれ ほ と 好 
適 な 地域 で ある か を 示す 。 経済 密度 は 実際 に 
その 種 が すん で いる 生息 地内 の 密度 で , た と 
えば 何 年 間 に も わた る 個体 数 変動 を 研究 する 
際 の 基準 と し て 適切 で ある 。 第 三 の 最高 密度 
は 生息 地内 の と くに 好適 な 場所 , ある い は 種 
の も ゃ も つ 社 会 性 に よっ て 生じ し る 集団 内 で の 窒 度 
で , これ は た と えば 病気 の 研究 に 重要 性 を も 
つ 。 と の よう に 目的 に 応じ て 密度 の と り 方 を 
変え る べき で ある と 役 は 指摘 し た 。Elton の 
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この 用 語 自体 は 現在 あま り 用 いら れ な い が , 
上 の 指摘 は 今日 で も 意味 を も っ て いる 。 

ケイ ザイ リツ 経済 率 [economic coef- 
ficient Mékonomischer Koeffizient 
®eoefficient économique] 炭素 源 お よ 
び エ ネル ギー 源 と し て 消費 され た 基質 の うち も, 
生物 体 の 合成 に 用 いら れ た も の の 割合 。 生物 
の 乾燥 重量 の 増加 を 基質 の 減少 量 で 割っ た も 
の と し て 表 さ れる 。 通 常 50 以 下 で ある 。 高 
寺 な 生物 ほど 小さ く な る 傾向 が ある 。 

ケイ サン エン ERG [silicate DSilikat 
®silicate] >M'。O・ySiO。 の 一 般 式 を も つ 
化合 物 。 地 殻 や 土壌 の 主 成分 で ある 。 

ケイ サン キ 計算 機 Lcomputer 
chengerat ®caleculateur | 

ケイ サン ショ ク プ ブツ BMP [silicicol- 
ous plant @OkKieselpflanze] 砂 土 ・ 泥 
炭 地 な どの カル シウム 含量 の 非常 に 少な い 土 
壌 に 生え る 植物 。 

ケイ シ ツ カイ ジョ 形質 解除 [character 
release] 交雑 種 や 競争 種 が かい なく な る こと 
kot, 特定 の 表現 型 の 変異 幅 ( ば ら つ き ) 
が 増加 する こと 。 形質 置換 の 対語 。 選 形質 置換 , 
や 生態 的 解除 

ケイ シ ツ チカ ン 形質 置換 [character 
displacement] {KD 2 種 の 地理 的 分 布 域 
が , 一 部 重なり 合う とき 共存 地帯 (分 布 の 重 な 
り 合 うと ころ ) で の 2 種 問 の 形質 (形態 ・ 生 理 ・ 
行動 を 含め て ) の 差異 が 単独 生息 地域 で の 形質 
の 差異 より も 大 きい こ と 。Brown と Wilson 
(1956) に より 名 付け られ た 。 生 活 要 求 の 良く 
似 た 2 種 以 上 の 生物 が 一 緒 に な っ た と き , 有 
害 な 相互 作用 ( 種 問 半 争 , あ る い は 交雑 に より 適 
応 度 の 落ち る 子孫 が で きる な ど ) を する こと に 
Lot, 遺伝 的 分 岐 を 遂げ る こと 。 競 争 や 交 
配 に 影響 を も つ 重 要 形 質 に 比べ , 互い に 良く 
似 た 共通 の 形質 が 特異 的 に 失わ れ て 種 の 分 岐 
が 進む も の と 考え られ る 。 こう し た 現象 は 
Darwin (1859) も 着目 し て いた こと で 形質 の 
分 岐 divergence of character と 呼ん で いる 。 
ガラ バ パゴス 諸島 に お ける ダー ウィ ン フ ィ ン チ 
Geospiza spp. D¥ORS (食物 と 関連 ) OF 


①DRe- 


異 の 例 は 有名 で ある 。 形質 解除 


ケイ スー ホー 計数 法 [method of 
counting] 條 生 物 の 生物 量 を 測定 する た め 
に 用 いら れる 方 法 で , 個体 数 (細胞 数 ) を も っ 
て 表現 する 。 生 菌 計数 , 直接 計数 法 

ケイ スー ホー ケイ ク ホ ー 計数 方 形 区 法 
Lcount quadrat method) 方 形 区 内 に 入 
っ た 生物 種 名 リス ト を 作り , 加え て 各種 の 個 
体 数 を 測る 法 。 計 数 わく 法 。 

ケイ スー ワク ホー 計数 わく 法 Lcount 
quadrat method) 三 計 数 方 形 区 法 . 

ケイ セイ ソー 形成 層 [cambium DO 
Kambium @®tissu de formation | 

ケイ ソー ガイ デイ SJE [diatom 
gyttja] 湖底 に 百 深 の 遺骸 が 堆積 し て で き 
TRKYE. SO RRIE 

ケイ ゾク Hie (lineage) 祖先 中 心 的 に 
組織 され た 血縁 集団 で あり , 集団 成員 間 で 相 
互 に 彼ら の 系 譜 関係 が , 明確 に 認知 され て い 
る も の を 指す 。 リ ネッ ジ 。 

ケイ ゾク アン テイ キョ ー ド ー タ イ 継続 
安定 共同 体 [continuously stable com- 
munity ] 

ケイ ゾク ホー ケイ ク 継続 方 形 区 [eontin 
uous quadrat ⑪DDauerquadrat| 群落 の 
息 移 を 調査 する た め の 持 続 的 に 設定 され た 方 
形 区 。 

ケイ ソー ナン デイ 
ooze | 

ケイ タイ ジュ ンカ ン 形態 循環 Leyelo- 
morphosis DZyklomorphose] fk 
a 

ケイ タイ ゾク 形態 属 [form genera] 
生物 化石 の 命名 で その 化石 の 分 類 学 的 位置 が 
科 family の 段階 まで も 同定 が で き な い 場合 
その 化石 の 形態 上 の 特徴 の み を 示す 語 を 用 い 
て 命名 され た 二名 法 に よる 属 名 を いう 。 

ケイ タイ テキ サイ キ 形態 的 再帰 Lho- 
meomorphic recurrence] 異な っ た 時 代 
に 同様 な 形態 が 繰返し 発達 する こと 。 ORG 
間 種 

ケイ タイ リン ネ 


ERK [diatom 


形態 輪廻 [eyelomor- 


phosis DZyklomorphose] 形態 代 環 。 ワ 
ムシ や ミ ジ ン ュ の 形態 が 環境 条件 (水温 ・pH・ 
溶存 酸素 量 ・ 餌 の 種類 な ど ) に よっ て 変化 する 現 
象 。 

ケイ トー 系 統 [①phyletic line @line, 
pedigree, strain] ① 生 物 各種 族 の 進化 の 
経路 。 各種 族 問 の 類縁 関係 な ど を いう 。 ぐ ⑨② 共 
通 の 祖先 を も や , 遺伝 子 型 の 等 し い 個 体 群 。 
入 や 家畜 で は 血統 ・ 家 系 と も いう 。 

ケイ ド 傾 度 [gradient] 生態 学 で いう 5 
場合 に は 洗 移 的 に 変化 し て いる 要因 の 分 布 を 
いう 。 山 地 に お ける 温度 ・ 乾 湿度 な ど は 環境 
傾 度 の 例 で ある が , 個々 の 要因 に 分 解せ ず 高 


度 と し て る た と き 和 複合 傾 度 complex gradient — 


と 呼ば れる 。 連続 的 に 変化 し て いる 群落 の 分 
布 ほ 群落 傾 度 community g., coenocline と 
呼ば れ 。 復 合 傾 度 と 一 緒 に し て 生態 系 の 傾 度 


ecosystem g., ecocline の よう に 呼ば れる 。 


ARC. 
ケイ トー シン カ 系 統 進 化 [phyletic 
evolution Dphyletische Evolution] 


Simpson (1953) は 進化 を 三 つ の 型 に 分 類 し た 。 
その 一 つ で , 系 統 の 特徴 と な る 形質 が 一 定 方 
向 に 移動 する よう な 進化 。 こ の よう な 進化 は 
定 向 海 汰 に よる も の と し , 有利 な 環境 が 続く 
か ぎり 継続 する と し た 。 定 山海 汰 , ORE 
化 

ケイ トー チュ ーシュ ツ 系統 抽 出 [sys- 
tematic sampling] 標本 調査 に お いて , 
無 作為 に 調査 単位 を 抽出 する 代り に 一 定 の 方 
、 式 で 抽出 する こと 。 た と えば 母 集団 を それ ぞ 
れん 個 の 単位 か ら な る 部 分 集団 に 区 分 し , 最 
初 の グル ー プ か ら 無 作為 に 1 単位 を 抽出 し 
random start 以 下 を 番目 の 個体 を 順次 抽出 す 
る 方 法 。 ある い は 各部 分 集団 の 中 央 に 位置 す 
る 単位 を 抽出 する 方 法 な ど 種 々 の や り 方 が あ 
る 。 厳 密 に は 系 統 抽出 され た 標本 に 対 し 任意 
抽出 を 前 提 と し た サン プリ ング 理論 は その ま 
ま 適用 で き な い が , 実用 的 に は 問題 は な い 。 
生態 学 の 調査 で は 住 々 系 統 抽出 の ほう が 便利 
CH), か つ 好 結果 を も た ら す 場合 が ある 。 

ケイ トー テキ イ ゾ ン シュ 系 統 的 遺存 種 
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Csurvivor] Udvardy 用 語 。 遺 存 種 relict と 
AU. Saas 

ケイ トー プン リ ホ ー 系 統 分 離 法 [line 
isolation] 自家 受粉 を 繰 返 す こと に よっ て 
集団 に 含ま れる いろ いろ の 遺伝 子 刑 の も の を 
分 離す る ごと 。 

ケイ ボク BH [tether grazing, teth- 
ering) 縄 な ど で 杭 に 家畜 を つなぎ 放牧 す 
BEE, 


ケイ ホー フェ ロモ ン 警報 一 一 [alarm 


pheromone] アリ や シロ アリ な と 社会 性 昆 


RCL, 巣 に 侵入 者 が ある と 社 発 性 の 物質 を 
分 泌 し て 仲間 に 警報 を 伝達 する 。 こ と の よう な 
役割 を 果す 化学 物質 を 警報 フ = ロモ ン と いう 。 
HAH RR Ch, と くに 集合 生活 を する 
昆 虫 類 に は この よう な 情報 伝達 の 手段 を も つ 
も の が 多い と 思わ れる 。 

ケイ マイ シュ 兄妹 種 [tyim species, 
sibling s. DDoppelart] 双 生 種 . 同胞 種 。 
三 近 親交 配 種 

ケイ ヨー ショ ク プ ツ 茎葉 植物 [cormo- 
phyte DKormophyt] 茎葉 体 cormus と 同 
じ 。 維 管束 の 分 化し た 植物 。 族 類 ・ シ ダ 類 ・ 
種子 植物 を いう 。 

ケイ ラン デン セン 経 卵 伝染 [transo- 
Yarial transmission, transovum t.] 寄 
ERAN ORM D SV TSE AINA 
じ て 次 世代 に 伝わる こと 。 

ケイ リュ ー ゲ ン シ ュ ー RKB [stream 
community, potamic, c. potamium | 
渓流 に 生息 する 生物 群集 。 流 水 の 周辺 で 成長 
する 生物 に 対 し て は riparian( 水 辺 の ・ 河 内 の ) 
の 用 語 が ある 。 

ケイ リョ ー プ ブン ルイ ガク 計量 分 類 学 
[numerical taxonomy] 分 類 学 の 一 分 野 
で , 生物 の 種 の 諸 特徴 を 数 量 的 に コンピ 。 一 
ター な ど を 利用 し て 統計 学 的 に 処理 する こと 
に よっ て , 分 類 単 位 問 の 類縁 度 を 研究 し ょ う 
と する も の 。taximetry と ほぼ 同義 。 群 集 や 
群落 の 分 類 に も 使わ れる 。 

ゲス イオ セン 下水 汚染 [sewage pollu- 
tion] 都市 下水 , 主として 家庭 下水 ・ 水 洗 


. 体 間 で よく 見 られ る 。 
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便所 の 流入 に よる 汚染 。 多 く は 有機 物 汚 染 で 
ある が , 最近 は 中 性 洗剤 を 多量 使用 する の で 
起 泡 性 物質 が 含ま れ , その 処理 が し に くく な 
っ て いる 。 ツ 汚染 

ゲス イド ー 下水道 [sewerage] 都市 住 
民 か ら の 家庭 下水 ・ 水 洗 便所 の 殿 尿 ・ 工 場 廃 
水 ・ 雨 水 等 を 公設 下水 管 に 集め 終末 処理 場 へ 
送り , ここ て で 適切 な 処理 を 行う 施設 。 こ れ に 
よう て 伝染 病 予 防 ・ 展 尿 処理 ・ 河 川 汚濁 防止 ・ 
豪雨 に よる 浸水 防止 な ど 公害 を 取 除 く こ と が 
で きる 。 
ケー セン リャ ク ER CK strategy] 
K 海 汰 に お いて 優位 を 占め る こと が で きる よ 

- うに 働く あら ゆる 生活 史 戦 略 。 競争 能 力 を 高 
め る よう な 戦略 。 で Wk 

ケツ エン カン ケイ 血縁 関係 Lkinship] 
REN. ORE 

ケツ エン シュ ー ダ ン 血縁 集団 [descent 
group, kin g.] 血族 が 一 定 の 機能 を も っ 
た 集団 を 構成 し て いる 場合 , それ を 血縁 集団 
と 呼ぶ 。 Lh > BER + AGE) D MRE 
団 が ある 。 

ケッ キョ ドー プ ブツ 穴 居 動物 [burrow- 
ing animal] 休憩 ・ 育 児 の た め に , 地面 に 
穴 を 掘っ て 生活 する 路 乳 類 。 穴 は 敵 か ら の 防 
御 や 保温 に 役立つ 。 夜 行 性 動物 が 多い 。 日 本 
に は , キツ ネ ・ タ ヌキ ・ ア ナグ マ ・ イ タチ ・* 
カワ ウソ 等 が いる 。 

ケ ヅ クロ イ 毛 づ くろ い [grooming ] 
路 乳 類 ・ 鳥 類 に 見 られ る 社会 行動 で , 一 方 が 
他方 を 手 あ る い は 口 (くち ば し ), また は その 

- 両方 で 体毛 を わけ た り , な め た りす る 行動 。 
~ ゴ ミ ・ フ ケ ・ 寄 生 虫 な ど が 取 除 か れる こと も 
ある 。 母子 や つが いな ど 親 し い 関係 の ある 個 
霊長 類 の オス で は , IB 
位 の 低い 者 が 高い 者 を 毛 づ くろ いす る こと が 
多い 。 

ケツ ゴー スイ 結合 水 [① ひ combined wa- 
ter ②bound w. ①Dgebundenes Wasser 
®eau combinée] ① 土 壌 水分 の うち 、 固 
形 分 中 に 化学 的 に 結合 し て いる 水 。 吸 着 水 と 
と も に 植物 に は 利用 され な い 。② 生 理学 で い 


う 結合 水 と は 生体 中 で 蛋白質 と 結合 し て いる 
水 を 指す 。 

ケッ コン 結婚 [marriage] 性 的 な 結び 
付き の ある 男女 の お 互い どう し の 関係 や , 彼 
bOFK + RASS WELCH I HE 
関係 を 調整 する 社会 制度 。 

ケッ セイ チン コー ハン ノー ホー pn 
降 反 応 法 [precipitin (reaction) test] 
ある 動物 (植物 で も 可 ) の 捕食 者 の 検出 ・ 被 食 
量 ( 率 ) の 推定 を する た め に , その 動物 の 体 看 
白 の 抗体 を あら か じ め 作 っ て お き , 捕食 者 の 
消化 管内 容 物 と の 間 の 抗原 抗体 反応 の 有無 に 
よっ て 判定 する 方 法 。 Dempster(960) に より 
昆虫 に つい て は じ め て 定量 的 な 研究 が 試み ら 
れ た 。 

ケツ ゾク 血族 [kin group] 親子 ・ 兄 
第 の よう に 血縁 で つなが っ て いる 複数 の 個体 
vias. ORK 

ケッ ペン ノ キ コ ー ク ーー の 気候 区 
[Képpen’s climatic province] 初め 植 
物 分 布 に 暗示 を 受け て 地球 を 24 の 気候 区 に 分 
けた が , 1884 年 に サバ ベン ナ 気 師 ・ ス テッ プ 気 
候 ・ 熱 帯 降雨 林 気 候 な ど 11 の 主要 気候 に 区 分 
し 更に 細分 し た 。 

ケツ ボー ショ ー 欠乏 症 (deficiency 
symptom ®Mangelerscheinung] 成長 
要素 の ある も の を 欠く か また は 欠乏 し た 場合 
に 現れ る 病 的 症候 。 

ゲ ツ レイ ゲン ショ ー 月齢 現象 [lunar 
phenomenon, 1. cycle] 太陰 周期 。 月 と 
太陽 と の 黄 経 が 一 致し た と き を 新 月 ・ 期 月 と 
いい , 次 の 新 月 まで 29.53 日 ある 。 月 の 満ち 欠 
け は 月 齢 に よっ て 表 さ れる 。 月 齢 に よる 動物 
の 生殖 行動 で は , ゴカイ 類 の 生殖 群 泳 ( 秋 の 満 
月 ・ 新 月 の 後 ) ・ コ マチ の 産卵 ( 秋 の 小潮 の と き ), 
ウミ ュ ス リカ の 羽化 ( 新 月 また は 満月 の 前 後 ) な 
ど 海 の 例 が 多い が , 白石 の 報告 に よる と メ ュ 
ン 河 の 魚類 調査 の 結果 , 下降 回 遊 ほ 満月 の と 
き に 行う と いう 。 OAKRAM, PARSER 

ゲ ツ レイ シュ ー キ 月 齢 周期 [lunar 
rhythm, 1. periodicity, 1. periodism 
OMondperiodizitat] 月 見 変化 (太陰 周期 


lunar cycle) に 対応 し た 生物 の 活動 に み ら れ る 
周期 。 月齢 周期 性 。 同 じ 長 さ の 周期 で あっ て 
ゃ も 。 月 齢 に よる 月 の 明る さ の 変化 で は な く , 
月 の 影響 に よる 潮汐 の 変動 に 結び 付い て いる 
と 考え られ る も の は , 潮汐 周期 と いわ れる こ 
と が ある 。 

FILA セイ ショ クシ ュー キ 月齢 生殖 周 
期 (lunar reproductive cycle] 月 齢 周 
期 作 を も っ て 生殖 期 が ある こと 。 
・ ケー トー タ ー 一 海 汰 [K selection] 
MacArthur and Wilson (1967) (x, 極 相 林 な 
ど 安定 し た 永続 的 生息 場所 に すむ 生物 個体 群 
で は , 環境 収容 力 に 対し て 相対 的 に 高い 密度 
レベ ル を 雑 持 す る 傾向 が あり. そこ で は 高い 


増殖 能力 を も つ 遺 伝 子 型 より も こ みあ い に 対 ・ 


する 耐性 や 競争 能力 の 点 で 僕 れ た 追 伝 子 型 が 
自然 海 決 を 通じ て 残さ れ て いく で あろ うと 考 
Ks ロジ スチ ッ ク 曲 線 の 飽和 密度 到 に ちな ん 
で この 方 向 へ の 自然 海 汰 を K 泡 汰 と 呼ん で い 
る 。K 選択 。 高 い 増 殖 能 力 に 対す る 泡 汰 を 意 
味 す る r 海 汰 の 対語 。 SrA, KK 戦略 
ケート プラ ンク トン [chaetoplankton ] 
PP EAE AB CEE BIRD) D Chaetoceros 類 
が 優 占 する も の 。 

ケト レー Quetlet, Lambert Adolphe 
Jacques, 1796~1874. ベル ギー の 統計 学者 。 
入 日 増加 の 法則 性 に つい て 考察 し , その 増加 
に 対す る 抑制 作用 は 個体 数 増加 率 ( 束 度 ) OF 
方 根 に 比例 し て 増大 する と し た 。 そ の 尼 子 に 
ロジ スチ ッ ク 式 を , 最初 に 提案 し た Verhurst 
が ある 。 


期 [Cettweiger subinterglacial period | 
ヴ ル ム 氷 期中 に あっ た 数 回 の 気候 回 復 期 の 中 
で 最 ふ 規模 の 大 きい 温暖 期 。 約 4 万 2.9 万 
年 前 の 期間 続き , 現在 に 近い 気候 に まで 回 復 
し た 。 小海 進 時 代 で も ある 。 こ の 温暖 期 以 前 
の 氷 期 を 古 ヴ ルム 氷 期 。 以後 を 主 ヴ ルム 水 期 
theo 

FLY ER (caterpillar) iAH Hs 
の 俗称 。 毛 虫 は hairy caterpillar と も いう 。 
= a 


AKER ELSES, 
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ケモ スタ ッ ト [chemostat OChemo- 
stat @chimiostat] 物質 環境 制御 装置 。 生 
物 を 培養 する 際 に , 培養 条件 を 任意 に 制御 す 
る 装置 。 

ケル ナー Kerner, Anton, 1831~1898 
ハン ガリ ー の 植物 学者 。 初 め 医学 を 専攻 し た 
が 植物 学 に 転じ , 移植 実験 を 通じ て 植物 の 種 
形成 に 関す る 業績 を あげ た 。 ま た 多く の 植物 
個体 群 が 地 域 に よっ て 差 の 大 きい こと を 強調 
し た 。 ドナ ウ 河 流域 で 観察 し た 植物 遷移 に 関 
する 報告 863) は 著名 で ある 。 GE Das 
Pflanzenleben der Donaulander, 1863。 

ケン アツ セイ MEH [barophobic] 

ゲン カイ シン ド 限界 深度 Leritical 
depth] ある 面積 の 水面 下 の あ る 深 さ まで の 
その 中 の 渡 遊 植物 の 光合成 
量 と 呼吸 量 が 等 しく な る よう な 深 さ 。 光 合成 
量 ・ 呼 吸 量 は ふつ 2 1 日 あたり と し て 考え ら 
れる 。 

ゲン カイ ノー ド 限界 濃度 Llimiting 
concentration] 生物 の 環境 要因 の うち , 
生息 限界 を 示す 濃度 。 濃 度 に は 上 限 の 場合 と 
下限 の 場合 と が ある 。 

ケン カセ イ ノ BRO [nuciferous] 

ケン ガン Were, RE [cliff] 海岸 や 河 
症 の 岩石 地 の 断 崖 。 . 

ケン カン セイ セイ ブツ thigtt+ (halo- 
phobous form Ohalophobe Form] 塩 
分 を 嫌う 生物 。 

ケン キ セ イ 
嫌気 性 生物 

ケン キ セ イ サイ キン 6 AMR LCana- 
erobic bacteria Danaerobe Bakterien 
bacteries anaérobies] 分 子 状 酸 素 の 存 
在 下 で は 生存 で き な い 細菌 群 。。 な お , 生存 に , 
必要 な 酸素 条件 が 好 気 性 と 嫌気 性 の 中 間 の 徴 
好 気 性 細菌 microaerophilic bacteria や 分 子 
状 酸 素 の 存在 下 で は 主 に 酸素 呼吸 を 行う が , 
無 酸素 条件 下 で も 生活 し うる 条件 的 嫌気 性 細 
fA facultative anaerobic b. も きわ め て 多い 。 
SPEED 

ケン キ セ イ セイ ブツ 


嫌気 性 [oxyphobonus] 


嫌気 性 生物 Lana- 
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erobe] 分 子 状 酸 素 の 存在 下 で は 生存 が 困難 
(ARRAN RAW. SMM 

ケン キテ キ コキ ュー 嫌気 的 呼吸 [an- 
aerobic respiration] 三 無 気 呼吸 

ケン キテ キシ ョ リ 嫌気 的 処理 Lanaero- 
bic treatment] 嫌気 的 微生物 は , 複雑 な 
有機 化合 物 を 分 子 内 酸化 に よっ て 人 箇 単 な より 
安定 な 物質 (メタ ン ・ CO>・ 硫 化 水素 ・ ア ン モ ニア ・ 
水 な ど ) に 分 解す る 。 この 性 質 を 利用 し て BOD 
の 高い (有機 物 の 多い ) 排 水 処理 を 行 う 方 法 。 

ケン キテ キナ MAH (anaerobic O 
anaerob anaerobie] 空気 な ど 分 子 状 酸 
素 の 存在 の も と で は 生存 の 困難 な 性 質 。 嫌 気 
性 の 。 Bil : 嫌気 性 細菌 anaerobic bacteria, 

ケン キテ キ フ ハイ mH BHK [rotten- 
ness] fk . 

ゲン キョー ドー サヨ ー 原 協同 作用 
[proto-cooperation] 協同 作用 cooperation 
の うち , 一 方 の 存在 な し で も 他方 の 生物 が 生 
存 可能 の 場合 が 原 協同 作用 (Allee, 1951)。 

ゲン ケイ カン 原 景観 Loriginal land- 
scape OUrlandschaft] 文化 景観 に 移行 す 
る 直前 の 時 代 の 自然 景観 (先史 時 代 の よ 5 な 文 
化 景観 発達 の 初期 の 段階 も 含む )。 自然 条件 だ け 
に よっ て 成立 し て いる 景観 。 

ゲン ケイ セイ 減 形成 [hypoplasy, hy- 
poplasia, hyperplasis] 三 減 生 

ゲン ケイ チャ クセ イシ ョ ク プ ブツ 原型 着 生 
植物 [protoepiphyte] 付着 物 の 表面 や 気 
中 か ら 直 接 栄 養 物 を と る 植物 で , いわ ゆる 典 
型 的 な 着 生 植物 を 指す 。 Schimper の 用 語 。 

ゲン ケイ ハッ セイ 原形 発生 Lpalinge- 
nesis ©Palingenese, Auszugsentwick- 
lung @®palingénése] ある 生物 の 個体 発 
生 が その 祖先 型 と 一 致す る 場合 を いう 。 反 復 
発生 。 

ゲン ゲ ツ 幻 月 Lparaselene] 月 量 ( つ き 
が さ ) に 現れ る と くに 光輝 の 強い 点 。 

ゲン ゲ ツ カン AR [paraselenic cir- 
cle] 

ケン コー 健康 [health] よく 知ら れ て 
いる 健康 の 定義 と し て は , WHO 憲章 の 「 健 


康 と は , 身体 的 ・ 精 神 的 ・ 社 会 的 に 完全 に 良 
好 な 状態 に ある こと で あっ て , 単に 病気 が な 
く 虚弱 で な いと いう と と で は な い 」 と いう 部 
分 で ある 。 積極 的 な 定義 と し て は , 仕事 の 能 
率 が 十分 発揮 され る こと 等 を 含め る 立場 も あ 
る 。 健 康 の 対立 概念 は 不健康 で ある 。 

. ケ ンコ ク SF [cirque, corrie] 氷河 
地形 の 一 つ 。 氷 河 源流 の 窪地 に 形成 され る 氷 
食 地 形 で , 周囲 は 急 凡 で 底部 は ゆる い 半 円 形 
の 弧 を 描く も の 。 カール 。 

ケン コク "84 Changing valley] 
三 懸 谷 ( カ カリ ダニ ) 

ケン コー シ ヒ ョ ー 健康 指標 health 
indicator] 個人 を 対象 と し た も の と , 集団 
を 対象 と し た も の が 考え られ る 。 前 者 は 肉体 
的 ・ 精 神 的 能力 を ある 標準 に 基 い て 階級 づけ 
する こと で , 健康 診断 ・ 形 態 測定 ・ 運 動 能 検 
査 ・ 知 能 検査 等 に よっ て 求め られ る 。 後 者 は , 
対象 集団 が 大 きい 場合 に 広義 の 健康 現象 に つ 
いて 数 量化 し た も の で , 各種 疾病 率 ・ 死 亡 
率 ・ 平 均 余 命 な ど が あげ られ る 。 

ケン コー セイ J = BeHED [heliopho- 
bous, sciophilous] 明る い 日 光 を 嫌い , 
日 陰 の 環境 を 好む 性 質 。 

ケン コー セイ フ ユ ー セ イプ ツ RHEE 
生物 [skotoplankton @Skotoplankton 
®skotoplankton] ① 光 の ほとん ど な い 深 
層 に 生息 する 浮遊 生物 。 清 澄 な 外洋 水 で は 水 
深 500m 以深 に 見 られ る も る の と され る 。 階 性 
浮遊 生物 。② ま れ に , 陰 光 性 浮遊 生物 と ほ と 
ん ど 同 義 に 用 いら れる 。 ど 陰 光 性 浮遊 生物 
ケン コー セイ プラ ンク トン ete 
[skotoplankton] 三 嫌 光 性 浮遊 生物 

ケン サン セイ ノ 巡 酸 性 の [acidopho- 
bous] 酸性 の 土壌 ある い は 水 条件 の 環境 を 
嫌う 2, また は 耐性 を も た な いと と 。 
ケン シ 犬歯 [canine teeth] #< OF 
乳 類 の 種 内 ある い は 種 問 の 攻撃 的 ・ 防 御 的 な 
武器 と し て 使わ れる 。 霊長 目 で は , 一 般 に オ 
ス の 犬歯 は メス の それ より 著しく 長大 で , 性 
的 二 型 の 典型 的 な 例 の 一 つ で ある 。 ヒ と ヒト の オ 
ス の 犬歯 は 例外 的 に 発達 が 悪い の で 化石 霊長 . 


類 が 類人猿 で ある か , 人 類 で ある か の 判定 に 
用 いら れる 。 人類 の 犬歯 の 退化 は , 武器 と し 
て の 道具 の 使用 と 関連 づけ て 考え られ て いる 。 

ゲン シキ ョ ー ド ー 原始 協同 [proto-co- 
operation] f/f] cooperation は , 複数 の 人 
間 が ある 共通 の 目的 に 向っ て 相互 に 協力 し あ 
い 効 果 を あげ る 状態 。 原 始 協 同 と は , 生物 群 
集 ま た は 個体 群 に 見 られ る 相互 作用 の 5 ち , 
この 作用 が それ に 関与 し た も の に 有利 な 結果 
を も た ら す 場合 を 社会 関係 ・ 社 会 組織 の 原点 
と みる 立場 か ら そ うな る 。 異 種 間 に 見 られ る 
も の の 例 と し て は , 相 利 共生 が これ に あたる 。 
また , 同種 内 の 例 と し て は , 社会 性 昆虫 等 に 
見 られ る 原始 分 業 , 群れ を つく る 動物 に 見 ら 
れる リー ダー と フォ ロワ ー の 関係 な ど 。 

ゲン シ チ イ キ 原始 地域 [wilderness 
area] Kennedy 大 統領 の 時 代 に で きた アメ 
リカ の 原始 地域 潜 Wilderness Act こ よっ て 指 
定 さ れ た 保護 地域 。 

ゲン ジ ツ 8 [parhelion] AMOR 
(か さ ) に 現れ る と ぐだ 光輝 の 強い 点 。 

ゲン ジ ツ カン 幻 日 環 [parhelic circle] 

ゲン シ フ ユ ー セ イプ ツ 原始 浮遊 生物 
[aroplankton] 地質 時 代 の 第 三 紀 より 前 
か ら 浮 遊 生 活 に 適応 し て 発達 し た と 考え られ 
る 生物 。 

ゲン シシ プラ ンク トン 
plankton] 三原 始 浮遊 生物 

ゲン ジュ ー シ ャ WEF [oceupant) 現 
住 種 。 侵 入 者 ・ 侵 入 種 に 対 し て い う 。 一 般 に 
ある 時 点 を 定め た と き , ある 場所 に 既に 生息 


原始 一 一 Luro- 


し て いる 生物 を 指す 。 

ゲン ジュ ーシュ 現住 種 [oeeupant] 
三 現住 者 

ゲン ショ クセ イ 原 植生 [original veg- 


etation Qurspriingliche Vegetation, 
Urvegetation] 人 間 が 植生 に 影響 を 加え る 
直前 まで の 自然 植生 。 原 始 植生 。 

ゲン ショ ーシュ 減少 種 [decreaser] 草 
地 構成 植物 の うち , 放牧 や 採草 条件 下 で 減少 
する 種 。 草 地 の 状態 診断 に 使わ れる 。 

ゲン シリ ン 原始 林 (primeval forest, 
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primary f., virgin f. OUrwald で 
foret vierge] =B4# 

ゲン スイ リツ 減衰 率 [extinction rate ] 
光 な ど が 媒体 中 を 通過 する と き に 減少 する 速 
度 。 

ゲン セイ RE [hypoplasy, hyperpla- 
sis DHyperplasis Mhypoplasie] 全身 ま 
た は 個々 の 器官 が 十分 な 発育 を せ ず , 異常 に 
小 き な 場合 を いう 。 細胞 や 組織 が 予期 され た 
分 化 の 状態 まで 達せ ず に 終る 現象 を 指す こと 
も ある 。 減 形成 と も いう 。 

ゲン セイ ドー プ ツ 原生 動物 [protozoa 
OProtozoe ®protozoaire ] 

ゲン セイ リン 原生 林 (primary forest, 


| primeval f., virgin f. OPrimarwald, 


Urwald] 過去 に お いて 一 度 も 人 間 に ょ る 破 
壊 を 受け て いな い 森 林 。 た だ し 採集 経済 の レ 
ベル で の 獣 類 ・ 草 木 の 採 集 は この 限り で な い 。 
原始 林 。 

ケン セッ カイ ショ ク プ ツ 嫌 石灰 植物 
Lealcifuge plant, calcifugous p., calci- 
phobous p. Okalkfeindliche Pflanze 
®plante calciphobe] 炭酸 カル シウム な 
ど カ ル シ ウ ュ 塩 の 存在 に ょ っ て , 生育 が 著 し 
く 悪 く な る 植物 。 

ケン セッ カイ セイ ARH [calcipho- 
be] CRAKE 

ケン セツ ショ ク プ ブツ theta (chia- 
nophobe」 積雪 下 で 生活 で き な い 植物 。 

ケン セツ セイ 嫌 雪 性 [chianophobe | 

ゲン ゾン シュ ー リ ョ ー 現存 収量 [stan- 
ding yield] standing biomass と 同義 で あ 
る が , と き に 収穫 され 利用 され る 生物 体 の 部 
分 の み に つ いて 用 いら れる 。 

ゲン ゾン ショ クセ イ 現存 植生 [actaal 
vegetation Mreale Vegetation] 現実 に 
そこ と に 存在 し て いる 植生 。 植 分 。 

ゲン ゾン ショ クセ イズ 現存 植生 図 [ac- 
tual vegetation map, real v、m.①D)Karte 
der realen Vegetation] 現存 植生 の 配分 
を 地図 上 に 示し た も の , 相 観 的 ・ 植 物 社会 学 
的 , その 他 の 方 法 で 決定 され た 群落 単位 を 地 
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形 図 上 に 表現 する 。 一 般 に は , 1 : 000~ 
100000) 以下 の 縮尺 の 地形 図 上 に 描か れる 。 
植物 生態 学 的 ・ 植 物 社会 学 的 ・ 植 生地 理学 的 
研究 に 対し て は も と より , 土地 利用 ・ 自 然 保 
護 に 対し て の 基礎 図 と も な る 。 

ゲン ゾン リョ ー 現存 量 [biomass。 
standing crop, s. stock, s. population ] 
ある 地域 に 現に 存在 する 生き て いる 生物 の 量 
を 指し , ふつ う 単 位 空間 あたり に し て 表現 さ 
れる 。 な お standing crop は 主 に 植物 に 対し 
て 用 い , 動物 (と くに 魚 ) に 対し て は s. stock 
を 用 いる こと も ある 。 

ゲン ゾン リョ ー セイ チョ ー リ ョ ー 現存 量 
成長 量 Lincrement of standing crop] 
ある 期間 4# に お ける 現存 量 y の 増分 4 ッ を 
いう 。 

デン ザン リョ ー ピ ラミ ッ ド 現存 量 一 一 

[pyramid of biomass] . 忌 生 体 量 の ピラ ミ 
ッ ド 

ゲン ゾン リョ ー ミ ツ ド 現存 量 密度 [bio- 
mass density] 単位 面積 また は 単位 空間 あ 
た り の 生物 体 の 重量 また は 容積 。 生 体 量 密度 。 

ゲン ゾン リョ ー ホ ー 現存 量 法 [stand- 
ing crop nnethod,biomass m.] 選 積 み 上 
げ 法 

ケン ダク プ ツ 懸 濁 物 [suspended mat-. 
ter, suspensoid ] . あ つう 水 中 に 浮遊 し て い 
SIHOERKY. GHWA. CMRF 

ケン ダク タプ ツ ジ ショク シャ 懸 滴 物 食 者 
{suspension feeder] と くに 非 生体 的 有 
機 粒 状 物 を 濾過 摂 食し た り 粘 液 で 集め て 摂 食 
し た りす る 動物 。 

ケン ダク リュ ー シ 懸 濁 粒子 [suspend- 
ed particle] 液体 中 , 顕微 鏡 で 見 える 程度 
の 微粒 子 。 と き に は 直径 10* て 10~7cm O2 
ロイ ド 粒 子 も 含む せ 。 これ が 浮遊 し て 水 を 濁 ら 


せ て いる が , 淫 集 剤 を 用 いて 凝集 沈 典 させ る 
こと が で きる 。 ’ 


ゲン チ セ イシ ュ 原 地 性 種 [autochtho- 
nous species] 本 来 そ の 原 地 で 分 化 生成 さ 
れ た 種 。 ツ 異 地 性 

ゲン チ セ イ ノ 原 地 性 の [autochtho- 


nous Dautochthon ⑤⑥autochtone」 も 
と も と あっ た 場所 か ら 外 的 営 才 に よっ て 移動 
また は 運搬 され て いな い 岩 体 や 化石 を ぃ 2 。 

ゲン テイ ヨー イン 限定 要因 [limiting 
factor ①Dbegrenzender Faktor ®fac- 
teur limitant] 生物 の 生理 活性 や 生活 に 関 
係 す る 諸 要 因 の うち の ある 一 つが 他 に 比べ 過 
少 ま た は 過剰 で あっ て , ある 生物 現象 に 質 的 
ある い は 量 的 に 大 きく 影響 し , 他 の 要因 は そ 
れ に ほとん と 影響 し た いと き , これ を 限定 要 
因 と いう 。 限 定 要 因 の 増減 は 全体 の 現象 に 大 
きく 影響 する 。 制 限 因子 。 

Fv EL a— RBtH [soil auger O 
Bodenbohrer ®tariére pour sol ] 

ゲン バ ミ ツ ド 現場 密度 [density in 
situ] 海水 が 現に 存在 し て いる 場所 で も っ 
て いる 密度 。 海 水 の 密度 は 塩分 ・ 水 温 ・ 水 圧 
に よっ て 変化 する か ら , 生物 な どの 洗 降 ・ 浮 
遊 に は , ある 標準 状態 で の 密度 で は な く こ の 
現場 密度 が 関係 する 。 

ゲン バ ヨー スイ リョ ー 
(field capacity] 三 園 場 容 水量 

ゲン プ ガ ン 玄武 岩 [basalt OBasalt © 
basalte] 塩基 性 火山 岩 の 総称 。 

ゲン ユ 原油 [crude oil ⑥Rohel ® 
pétrole brute } ; 

ケン ヨー ジュ リン BEB Lsclerophi- 
lous forest, durilignosaDHartlaubwald 
®foret sclérophylle, durisilve] O## 
樹林 


現場 容 水量 


コー アツ セイ 広 圧性 [eurybaric ] 

コー アツ セイ BEE (barophilic]) 

コー アツ セイ サイ キン 好 圧 性 細菌 [ba- 
rophilic bacteria) 深海 細菌 な ど , 数 百 
気圧 か ら 1000 気 圧 と いう 高圧 下 で 培養 され た 
と き の ほ う が , 常 圧下 より は る か に よく 発育 
繁殖 する 細菌 群 。 

コー アン モニ アセ イ 好 一 一 性 [ammo- 
philous] 宣 素 源 と し て アン モニ ア を 好む 人 性 
質 を いう 。 

コイ ガイ ゲン シュ ー 
othanatocoenosis ①DPalaothanatozono- 
se paleothanatocenose] 化石 群集 に は 
十 生 体 群集 だ け で な く , 他 の 地域 また は 他 の 
時 期 の 古 生 体 群 集 の 一 部 が 運搬 され て 混入 し 
て いる 場合 が 多い 。 こ の ょ うな 群集 を いう 。 

コイ シ 小石 [shingle] と < くに 河原 ・ 海 
FE OMAN (BR) shingle beach を 指す こと 
が ある 。 砂 利 。 

コー イ シ ツ ゲン 高位 湿原 [high-moor | 
三 高 層 湿 原 

コイ シ ハマ " 
砂利 浜 。 

コー イデ イタ ンド 高位 泥炭 土 [high- 
moor soil) 三 高層 泥炭 土 

コイ ン シ デ ンス シス ー 一 一 指数 [coin- 
‘idence index] 2 種 の 生物 が 共 在 する 度 
合 を 表す 指数 で . それ ぞ れ の 種 が 見 出さ れる 
顔 度 を z お よび ら と し ,. 共 在 する 頻度 を ヵ と 
すれ ば 2 が (2 二 の で 示さ れる も の で ある が , 
種 間 連関 指数 coefficient of association と 比 
べ て 実効 的 な 意味 は な いと され る 。 

コー イン セイ ノ 好 陰 生 の [sciophyl- 
(lous) 目 か げ を 好む , ある い は 日 か げ で 
く 生 活 で きる こと 。 

ロー ウ ジウ ツ ゲン 
bog) 医 帯 降雨 林 や 亜熱帯 降雨 
DREN IG LC FE LTV SR 

コー ウジ ョ ク プ ソ 


小石 浜 [shingle beach ] 


古 遺 表 群 集 [pale- 


ALR Com eZ | 
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phyte] 比較 的 長い 雨期 に あっ て も 生活 で 
きる 植物 で , 乾燥 に は 弱い 。 

コー ウシ ン シ ョ ク ARR Crainfall 
erosion | 

コー ウ セ イ $F FM Combrophilous } 
多雨 を 好む (植物 また は 植生 )。 

コー ウリ ン 降雨 林 Crain forest DRe- 
genwald | 三 多雨 林 

コー ウン キ $8 (motor cultivator | 

コ エ ェ エダ 小枝 [twig] 

コー エン キ セ イ ショ クセ イ 好 塩 基 性 植生 
[basophilous vegetation] デル カリ 性 の 
土壌 や 基質 に 適 生 し て で きた 群落 。 

コー エン ケイ カン 公園 景観 Lpark land- 
scape ①DParklandschaft] 18 {fc RH + 
で の ヨーロッパ ズ 大 陸 の よう に 家畜 の 林内 放牧 
な ど に よっ て 森林 が 退行 し . ヒー ス 状 の 草原 
や 荒 原 に まばら に 樹林 が 残存 し て いる よう な 
景観 。 

コー エン セイ 高 塩 性 [euhalabous] 7? 
遊 生物 と くに 浮遊 植物 に つい て , 塩分 が お よ 
そ 30 一 40 之 の 水中 に 生息 する こと を いう 。 

コー エン セイ ノ 広 塩 性 の [euryhali- 
nous, euryhaline, halophilic QEury- 
halin Meuryhaline] 塩分 濃度 変化 の 広 
い 範 囲 に 適応 し , 生息 で きる こと 。 河口 の よ 
うに 淡水 と 海水 が 混じる 所 に すむ 生物 は ほ と 
ん と 広 塩 性 生物 で ある 。 

コー エン プン / ノ 高 塩分 の [polyhaline ] 
汽水 を 区 分 する も ときには 塩分 が 16.5…30% の 
範囲 を 指し , 海水 は 超 塩 分 ultrahaline と いわ 
れる 。 

コー オン キ コ ー 高温 気候 [megatherm 
高温 で 特徴 の ある 気 快 で Kepp- 


\ ク 高温 砂漠 [hot desert] 
で 寒 期 が な く , 年 間 各 月 の 平 
6'C) 以 上 で ある 。 
Re 

ク プ ブツ 高温 植物 “mega- 
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therm (plant)] 高い 温度 条件 (年 平均 気温 25 
*C 以 上 ) と 湿度 条件 の も と で の み 正常 な 生育 
を 示す 植物 。 高温 生物 , 中 温 植物 , 低温 植物 

コー オン セイ 広 温 性 [eurythermal ⑤ 
eurythermisch Meurythermique] 広い 
男 囲 の 温度 条件 下 で 生活 で きる 性 質 。 狭 温 性 
stenothermal の 対語 。 

コー オン セイ 好 温 性 [thermophile 」 
字 高 温 性 の 

コー オン セイ ショ ク プ ツ 広 温 性 植物 
[Leurythermic plant] 温度 条件 に 対し て 
広い 範 胃 の も ゃ と で 生活 で きる 植物 。 

コー オン セイ ノ 高温 性 の [polytherm- 
al] 高温 域 に 限ら れ た , 場合 に 使う 。 

コー オン - セ イプ ツ 高温 生物 Lmega- 
therm (plant)] 高温 ・ 高 湿 下 で 生活 する 植 
物 な ど 。 

コー オン ソ ガ イ 
bition] 三 熱 阻害 

コー カ 硬化 [hardening] 植物 体 が 休 
眠 の 際 に 木 化し て 硬く な る こと 。 体 内 に 貯蔵 
物質 を 著 積 し た 状態 。 土 壌 の 硬度 が 高まる 場 
合 hardening of soil, 木材 の 硬化 , 硬化 剤 
h. agent な ども 用 いる 。 

コー ガイ 公害 [public nuisance, p. 
hazard] 重工 業 の 発達 に よる 煙 や 悪 が ス の 
大 気 汚染 を は じ め 廃 液 に よる 水 の 汚 染 , 都市 
下水 の 流入 に ょ る 汚染 , 農薬 に よる 土壌 の 汚 
染 , 交通 機関 の 発達 に よる 騒音 や ガス , 放射 
能 に よる 被害 等 , 直接 間接 を 問わ ず 住民 の 生 


高温 阻害 [heat inhi- 


活 や 健康 を お び や か す 事態 を 総称 し て 公害 と ` 


b>, Die 

コー カガク オセ ン 光化学 汚染 Lphoto- 
chemical pollution] 光化学 オキ ンダ ン 
ト に よる 大 気 の 汚染 。 オキ シダ ント は 自動 車 
の 排気 が ス な ど に 含ま れ て いる 窒素 酸化 物 と 


炭化 水素 が 紫外 線 の も ゃ と で 化学 反応 を 起 ? 閉 


二 次 的 に 形成 され る と 推定 され て いる 
コー カガク ハン ノー 
tochemical reaction ] 
コー カギ ョ 降 河 魚 [catadromous fish] 
海水 中 で 生れ , 淡水 で 成長 し , 再び 海水 へ 産 


ーー 


光化学 反応 [pho- 革 


卵 の た め に 下る 人 魚類 。 こ の 例 と し て ウナ ギ 属 
の 2 種 が ある 。 
コー カク ルイ ガク 甲殻 類 学 [carcino- 


logy ] 

コー も 4 好 花 性 [anthophilous ] 
紅 虫 類 な ど で 花 を 好 ん で 集 っ て ぐる こと を い 
a . 

コー カセ イ 降下 性 [eatadromous © 
catadrom | 平常 は 川 ・ 湖 沼 等 の 陸 水 に すみ , 
産 罰 の た め に 川 を 降っ て 海 べ 移動 する 急 の 生 


活 形 式 。 

コガ タチ ジョ ー ショク プ ツ 小型 地上 植物 
Lmicrophanerophyte MMikro-Phan :- 
rophyt」 Raunkiaer の 生活 型 区 分 の 一 つ で , 
休眠 芽 の 位置 が 8 m 以下 に ある 小 亜 高 本 。 小 
高木 。 

コガ タ テイ セイ セイ ブツ 小型 底 生生 物 
[microbenthos ⑪IMikrobenthos ®mi- 
crobenthos] 0.1mm 目 を 通過 すす る 大 き さ 
の も の 。 

コガ タ ド ジョ ー ド ー プ ツ ソー 小型 土壌 動 
物 相 [soil microfauna] ふつ 5 0.2mm 
以下 の 大 き さ の 土壌 動物 の 種類 組成 を 指す 。 
ワム シ ・ ア メー ババ な ど と 顕微 鏡 的 生物 。 

コガ タ フ ユ ー セ イプ ツ 小型 浮遊 生物 
[microplankton @Mikroplankton ⑤⑥ 
microplankton] 0.05~1mm くら い の 大 
き さ の も の で Miller ガー ゼ No.20 (網目 の 長 
径 0.08mm) の ネッ ト で 採集 で きる も の を 指 
する Hh F777 15 

コガ タ プラ ンク トン 小型 一 一 Lmiero- 
plankton] 三 小型 浮遊 生物 

コー カツ ドー セイ 光 活 動 性 [photoki- 
nesis| 光 の 存在 に よっ て 高め られ る 動物 の 
活動 性 。 主 に 個体 の 移動 を 指す が , 必ず し ゃ 
活動 の 方 向 性 を 問題 と は し な い 。 

コー カプ ツ 降下 物 [fall out) 地表 に 
降下 し て くる 雨 や 塵 括 の こと 。 
コー カン キョ ー セ イィ 広 環境 性 [earyoky] 
コー カン キョ ー セ イ ノ 広 環境 性 の 
Ceuryokous] 多く の 環境 要因 に 対し て 広い 
耐 忍 範囲 を も っ て いて , 環境 全体 と し て ゃ も 広 


a A 
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い 範囲 の 型 の も の に 生息 する こと を い 25。 
コー カン セイ 好 乾 性 Lxerophilous」 
コー カン チ HH [flood plain OFlu- 

ssaue, ®plaine d’alluvion] 洪水 時 に 冠 

Kt SFE. BOM - Wie. 
コー カン ヘイ ヤ HGF flood plain] 

= At 
コー ガン リュ ー Pe Lonshore cur- 

rent) 海岸 付近 で 局所 的 に 起 っ て いる 岸 へ 

向う 海水 の 流れ 。 
コー キ セ イ Wt Laerotolerant) 通 

常 な 嫌気 的 条件 下 で 生育 する が , 酸素 の 存在 

下 で も わずか に 生育 で きる 生物 。 
コー キ セイ カツ 好 気 生活 [aerobiosis 

⑥Aerobiose Saecowe」 酸素 呼吸 を す 

る 生活 。 
コー キ セ イ サイ キン 好 気 性 細菌 [aero- 

bic bacteria Oaerobe Bakterien ®bac- 

teries aérobies] 酸素 の 存在 下 で 正常 な 生 


活 を 営 な 細菌 。 酸 素 呼吸 に 対応 する 呼吸 系 を 


At. Cimmeatae 

コー キ セ イ セイ ブツ 好 気 性 生物 [aero- 
be MAerobion, Aerobe Maérobie] 酸 
素 が 必要 で 空気 の 流通 の よい 所 また は 水中 の 
溶存 酸素 量 の 多い 所 に 生育 する 生物 。 主 と し 


て 後生 物 に お いて 使わ れる 。 水 素 供与 体 の 電 


子 が チト クロ ー ム 系 を 経て 酸素 を 水 に する 過 


程 で 得 ら れる エネ ルギー に 依存 し て いる 。 地 


球 上 に 広く 分 布 し て いる が , HLS 
海洋 の 底層 な ど 酸 素 の 欠乏 し て いる 所 に は 生 
息 し な い 。 

コー キ セ イ ド チ ュー フロ ラ 好 気 性 土 中 
ーー [aerophytobiont] Braun-Blanquet 
(1932) の 用 語 。 

コー キ セ イ ノ 好 気 性 の [aerobic, ae- 
‘robe, oxyphilous] 選好 気性 生物 

コー キテ キサ ンカ 好 気 的 酸化 [aerobic 
oxidation Maerobe Oxydation oxi- 
dation aerobie] 分 子 状 酸素 の 存在 下 で 
有機 物 を 酸化 する 形式 。 

コー キテ キシ ョ リ BAHU [aerobic 
treatment] 空気 (酸素 ) を 下水 ・ 廃 水中 に 


送り 込ん で 好 気 性 微生物 に ょ り 有 機 物 を 酸化 
Sy fi S| CO。・ 水 ・ ア ン モ ニア な ど に し て 
し まう 方 法 。 汚水 の 生 物 学 的 処理 法 の 一 つ で 
ある 。 

コー キテ キ フ ハイ 好 気 的 腐敗 Lderarys 
Pourriture] 腐敗 

コキ ュー 呼吸 Lrespiration MAtm- 
ung ⑤respiration] 生物 体 が 外界 か ら 分 子 
状 酸 素 を 取入れ , 多く の 生化 学 的 過程 を 経て 
有機 物 を 酸化 分 解 し , 生成 する 二酸化 炭素 を 
排出 する こと 。 生 物 の エネ ルギー 獲得 の た め 
の 反応 で ある 。 上 記 の ガス 交換 の 過程 を 呼吸 
運動 ( 外 呼 吸 )・ 有 機 物 酸化 の 過程 を 細胞 呼吸 
(内 呼 明 ) と 分 ける 場合 も ある 。 更に 広義 に は 


酸素 の 呼吸 な し で 行 5 有機 物 の 酸化 Ge) も 


呼吸 の 一 形式 で ある 。 生 物体 以外 の 系 で も 同 
様 の ガス 交換 の 現象 を , た と えば 土壌 呼吸 な 

の 語 で 表す こと も ある 。 

コキ ュー ケイ 呼吸 計 [respirometer D 
Respirometer respirometre] 呼吸 の 
強 さ を 測定 する 装置 一 般 を いう 。 酸 素 の 消費 
量 を 測る 場合 と , 炭酸 ガス の 生成 量 を 測る 場 
合 と が ある 。 Warburg の 検 圧計 .( 前 者 の 方 式 ) 
が 有名 で ある 。 

コキ ュー コン FRE (respiratory root, 
breathing r., pneumatophore DAtem- 
wurzel ®racine respiratoire] マン グロ 
ー ブ 林 や 湿地 林 の 植物 な ど に み ら れ る 特殊 な 
形態 の 根 で , 呼吸 に 必要 な ガス 交換 ・ 輸 送 ・ 
貯蔵 が 容易 に 行わ れる よう な 構造 を し て いる 。 
一 般 に 軟質 ・ 多 孔 性 で ある 。 

コキ ュー ショ ー ヒ リョ ー 
[Lrespiratory consumption | 

コキ ュー スイ リュ ー 呼吸 水流 [respi- 
ratory current) 水生 動物 が 呼吸 運動 を す 
SES, 口 ・ 肛 門 ・ 水 管 ・ 鯉 腔 の 開口 部 な ど 
を 通し て , ある い は 体 の 周辺 に , ある い は 上 菓 
穴 の 口 を 通し て 起 さ れる 水流 。 懸 濁 物 食 ・ 渡 
過 摂 食 の た め の 水 流 を 兼ね る こと が 多い 。 

コキ ュー ソ ク ド 呼吸 速度 [respiration 
rate (of producer)] 生産 者 の 呼吸 速度 。 
単位 土地 面積 ・ 単 位 時 間 あ た り の 生産 者 の 呼 


呼吸 消費 量 
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Re, 

コキ ュー ソン シ ツ 呼吸 損失 [respira- 
tion loss OAtmungsverlust) 呼吸 に よ 
り 遊 離さ ん た エネ ルギー が , エネ ルギー 要求 


反応 系 に 導 か れる 際 に 熱 と し て 失わ れる 部 分 。 


コー キュ ー ミ ン ハツ イク 後 休眠 発育 
[post-diapause development] 節 足 動物 
の 休眠 覚醒 後 の 発育 。 休 眠 中 は 低温 を 要求 す 
る 場合 が 多い が , 休眠 が 終る と , 発育 限界 以 
上 の 高温 が 発育 に と っ て 必要 に な る 。 
コキ ュー リツ BR RQ; respiratory 
quotient] 呼吸 に よっ て 消費 され た 酸素 の 
量 (容量 また は モル 数 ) と 放出 され た 炭 酸 ガ ス の 
量 と の 比 。 食 物 の 質 に よっ て 異な り 雑 食性 か 
草食 人 性 で は 0:82 と され る 。 ま た 馬 虫 で は 令 に 
よっ て も 異な る 。 
コー キョ ー エ ン セ イ 高 狭 塩 性 [poly- 
stenohaline] 自然 海洋 水 よ り も 高い 塩分 
の 超 海 水 お よび 塩水 に の み 生 息 す る こと 。 
polyhaline に 限ら れる と いら 意味 で は な い 。 
コー ギョ ー カ 工業 化 [industrializa- 
tion] いわ ゆる 公害 問題 が なさ か ん に 論議 さ 
れる よう に な っ て , 人 為 的 環境 悪化 の 大 き な : 
原因 と し て , ある 地域 の 工業 化 , すなわち 工 
場 群 に 占め られ , 工業 を 支え る た め の 物 質 の 
RA, 産物 の 搬出 や 廃棄 物 の 搬出 が 伴 2 諸 現 
象 が 問題 と され る に 至っ た 。 
コー ギョ ー カ シャ カイ 工業 化 社会 Lin- 
dustrial(ized) society 」 
コー キョ クソ ー 後 極 相 [postclimax 
⑥Postklimax] 局部 的 気候 条件 の た め , 
気候 的 極 相 よ ょ り 一 つ 後 の 段階 まで 遷移 が 進行 
LURE LKR. DHRAR 
コー ギョ ー コッ カ 工業 黒 化 Lindustri- 
al melanism] ヨー ロッ ズバ の 工業 都市 付近 
の ガ に 暗色 の 変異 が 現れ , これ は ヨー ロッ ズ パ 
各地 に 拡がっ て いる 。 黒 化 は 1 遺伝 子 の 支配 
下 で 現れ る た め に , 多く の 遺伝 子 に 基く 場合 
ょ り 黒 化 現象 の 現れ る 速度 が 速い と 考え られ 
て いる 。 集団 の 遺伝 的 構成 の 推移 を 示す 著 し 
' い 例 で ある 。 
コク サイ ガク ジュ ツレ ン ゴ ー カ イ ギ 国際 


学術 連合 会 議 
Council of Scientific Unions] 各国 の 日 
本 学術 会 議 の よう な 組織 の 連合 体 。 

ゴク サイ サ Mt (very fine sand] 
アメ リカ の 土壌 粒 径 区 分 で 粒 径 0. 25~0. 05 
mm D&O, Tih, 

コク サイ シ ゼ ン ホ ゴ レン ゴー 
保護 連合 [IUCN : International 
for the Conservation of Nature and 
Natural Resources] 各国 ・ 各 自然 保護 団 
体 ・ 個 人 の 加入 に よる 国際 的 自然 保護 団体 。 
スイ ス に 本 部 が ある 。 

コク サイ スイ モン ガク ジュ ー ネ ン ケイ カ 
ク 国際 水文 学 十 年 計画 LTHID : Interna- 
tional Hydrologic Decade] 世界 的 な 水 
資源 問題 の 緊 公 が 近い 将来 に 予想 され る た め , 
ユネ ス ュ の 提案 に より , 1965 年 か ら 少な く と 
も 10 年 間 に わ た り , 水文 学 に 関す る 基礎 研究 
と 教育 を , 国際 的 に 推進 し ょ うと する 計画 。 
” コク サイ セイ プ ツ ガク ジ ギ ョ ー ケ イカ ク 
国際 生物 学事 業 計 画 [LBP : International 
Biological Programme] 国際 学術 連合 
会 議 ICSU 主催 で , 生物 生産 力 ・ 自 然 保護 ・ 
人 間 の 適応 性 こつ いて の 10 年 間 (1965~1974) 


国際 自然 


Union 


の 研究 計画 。 近い 将来 に 予想 され る 地球 便 | 


の 爆発 的 増加 . それ に 伴う 食糧 危機 に 対処 す 
る た め の 基 礎 的 デー タ を 得る こと を 意図 し 
7 

コク サイ チキ ュー カン ソ ク ネ ン 国際 地球 
観測 年 LICY : international Geographi- 
cal Year] すべ て の 地球 物理 現象 の 全 地 球 
的 観測 を 国際 的 協力 の も と に 行っ た や の で , 
1957~1958 年 に 実施 され た 。 

コー クー シャ シン - 航空 写真 [aerial 
photograph] 三 空中 写真 

コク ショ クア ルカ リド 黒色 一 一 土 Lblack 
alkaline, b. alkali soil OSchwarz- 
erde] ニニ ゾロ ネッ ツ 

コク ショ ク ド 黒色 土 Lblack soil, b. 
earth] 表層 に 厚い 黒色 な いし 暗色 の 層 の あ 
る 土壌 の 総称 。 チ ェ ル ノ ジ ョ ー ム 土 ・ プ レー 
リー 土 ・ レ グー ル ・ ア ンド 土 ・ レ ンチ ナ 等 が 


CICSU : International 


See he ee 
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BENS. ORL 
コク デイ ィ Bie (muck OMuck, Anm- 
oor] 泥炭 の 一 種 で 分 解 が や や 進み, AMR 
的 に は 植物 組織 が 認め られ ず 黒 色 細 粉 と な っ 
た も の 。 主として 黒 泥 か ら 成る 湿地 性 土壌 を 
黒 泥 土 muck soil と いう 。 
コク デイ ド 黒 泥 土 [mauck soil OMuck 
boden, Anmoor ®sol de muck] ORE 
コク ド 黒土 [black soil, tschernosem 
@MSchwarzerde ®tchernosem] 冷涼 な 
ステ ッ プ 気候 帯 に 分 布 する 多量 の 腐植 を 含む 
黒色 の 土壌 で , A 層 の 厚 さ は lm 以上 あり , 
その 下 に 炭酸 石灰 の 集積 し た B 層 が みみ られ る 。 
. 主 は 弱 ァ ルカ リ 性 を 示し , 肥 浜 で 小麦 が よく 
生育 する 。 ツ ソ連 の み ウクライナ を 中 心 に 広い 範 
囲 に 人 分布 で いる 。 チ ェ ル フー ゼー ム 。 
ゴク ピ ビ フ ユ ー セ イプ ツ 極微 浮遊 生物 
Laltraplankton DUltraplankton ®ul- 
traplankton] 5 以下 の 大 き さ の も の で , 
バク テリ ア た な ど 。 極 徴 プ テラ ンク トン ・ 超 微細 
プラ ンク トン と も いう 。 
ゴ ゲ ビ プ ラン クト ン 極微 一 一 Lultra- 
plankton] 三 極微 浮遊 生物 
"コク メン ド 黒 綿 土 Lblack cotton soil 
Oschwarze Baumwollerde sol noir 
de coton| ニレ ゲー ル 
コク ユー リン 国有 林 [state forest, 
national f. OStaatsforst, Staatswald ® 
foret domaniale | 
コク ヨー セキ ネン ダイ ソ ク テ イ ホ ー 黒 
曜 石 年 代 測定 法 [obsidian hydratin dat- 
ing) 黒曜石 製 石 器 の 表層 は 水 和 層 が 堆積 
中 に 形成 され る 。 堆積 経過 年 代 は , COBO 
厚 さ の 2 乗 に 比例 する こと を 利用 し た 年 代 測 
定 法 。 
コー ケイ リソー BS [high grass, tall- 
g.] 草丈 が 6 一 8 フィ ー ト か それ 以上 に な 
る 草地 で の 高 茎 草 に 対 レイ ギリ ス で 用 いる 語 。 
中 茎 草 (25 フィート 草丈 ) と 短 茎 x 草 (2 フィ 
ー ト 以下 の 草丈 ) に 分 けた 場合 に 用 いる 。 
コー ケイ ソー ゲン 高 茅 草原 [altherbosa 
@MHochstaudenwiese] 温 帯 北部 に 分 布 す 


る 草原 で , 比較 的 湿っ た 所 に 高き さき 2 て 3m の 
多年 生 広葉 草本 を 主として 発達 し た も の 。 大 
HEME RR, 

コー ケイ ソー ホン ショ クセ イ BBA 
植生 [tall herbaceous vegetation, al- 
therbosa] 亜 高 山 帯 ・ 山 地帯 な ど で 森 林 の 
成立 し な い 谷 筋 ・ 崩 積 地 な どの 湿潤 な 立地 に 
み ら れ る 大 型 多 年 生 草本 か ら 成る 植生 。 日 本 
で は ハン ゴン ソ ヴ ・ バ イケ イソ ウ ・ オ オイ タ 
ドリ な どの 種類 で 構成 され る 。 大型 多 巡 草原 。 

コケ イ ヒ リ ョ ー 国 形 肥料 Lkokei fer- 
tilizer OKokei-Diinger] わが 国 で 開発 


- され た 樹木 用 の 持続 性 肥料 。 泥炭 粉 に 窒素 ・ 


講 酸 ・ ヵ リ の 化学 肥料 を 混合 し て 練 り 混 ぜ , 


練炭 状 に 成形 固化 し た も の 。 


コー ケイ プレ ー リ ー 高 茎 一 一 Ltall- 
grass prairie] 5--6 フ ィ ー ト 以上 に な 
る 高 茎 草 で 特徴 づけ られ る 草原 で 北ア メリ カ 
中 央 部 に 分 布 す る 。 い わ ゆ る 典型 プレ ー リ ー。 

コー ゲキ コー ドー 攻撃 行動 [aggres- 
sive behaviour] 2 頭 以 上 の 動物 が 互い を 
威 跡 し た り , 攻撃 し た りす る 動作 の こと 。 

コー ゲキ スイ 孔 隙 水 [pore water] 
三間 隙 水 

コー ゲキ セイ 攻撃 性 [aggression] K 
義 に は , 闘争 に お ける 攻撃 的 活動 を 意味 する 。 
一 般 的 に は , 動物 や ヒト , ある い は その 集団 
の 自己 主張 の 表現 の 一 つと みな すこ と が で き 
る 。 そ れ は 種 の 存続 と いう 観点 か ら は , スペ 
ー シ ン グ を 成り 立た せる な ど 適 応 的 な 現象 と 
し て 把握 で きる 。 攻撃 性 は 一 般 に 有機 体 の 組 
織 化 が 高度 に な る に つれ て 顕著 に な り , 個体 
レベ ル で は 個体 性 individuality の 明確 な 高 
等 動物 に , 集団 の レベ ル で は 集団 の 輪郭 \ 構 
造 が 明瞭 に な れ ば な る は ほど 目立ち や すい 。 


コケ ケイ スズ 一 ー 一 係数 [moss-quo- 
tient, bryophyte-q.] ある 地域 の 全 出 現 種 
数 に 対す る ュ ヶ 類 種 数 の 割合 。 

コケ シ ツ ゲン 一 一 湿原 [moss moor | 
ミズ ゴケ な どの ュ ケ ヶ 類 が 多く 生育 する 湿 生 草 
原 。 

コケ セン 一 一 線 Lmoss-line DMoos- 


106 コケ ソー 


Crenze」 高山 な どの ュ ケ ヶ 植 物 の 生育 限界 線 。 

コケ ソー — [moss layer DMoos- 
schicht] 地表 に 作ら れる ュ ケ ヶ 類 の 層 。 や や 
多湿 の 森林 の 最 下層 ・ 水 湿地 な ど に 発達 する 。 
鮮 苔 層 。 

コケ ツガ ン セ ツ ド 回 結 岩層 土 [litho- 
sol, skeletal soil ①Lithosol ®lithosol, 
sol squelettique] 急斜面 上 に 存在 する 非 
成 帯 性 土壌 。 母 岩 由来 の 岩層 より 成り , Mfc 
は ほとん と ど と 認め られ な い 。 

コケ ーー ツンドラ {moss-tundra, m. 
heath] ツン ドラ 地帯 の や や 湿っ た 場所 に 
発達 する ュ ケ ヶ 類 の 優 占 す る ツン ドラ 。. ミ ズ ゴ 
ヶ 類 な ど が 多い 。 ウ ツン ドラ 

コケ モモ ー ト ー ヒ クラ ス [Vaccimio-Pi- 
ceetea] わが 国 の 亜 高 山 性 針葉樹 林 の 植物 社 
会 学 的 最高 単位 。 

コケ リン ー 一 林 [moss(y) forest O 
moosreicher Wald] 多く は 山地 の 雲 霧 帯 
に み ら れ る 常緑 広葉 樹 ま た は 常緑 針葉樹 の 森 
AC, 。1 年 を 通 じ て 空 中 湿度 が 高い た め , 林 
床 は も ちろ ん , 樹幹 ・ 枝 まで 厚く コケ 類 に 覆 
われ , 時 に は 葉 の 上 まで 覆 わ れる こと が ある 。 
HGH. 

コケ リン タイ 一 一 林 帯 Cmossy forest 
zone] 鮮 苔 林 淀 。 雲 邑 林 帯 , ツウ コケ 林 

コケ ルイ グン ラク ガク ー 一 類 群 落 学 
[bryocoenology] ュ ユ ケ 植物 と 地 衣 類 だ け 
で 構成 する 小 面積 の ュ ヶ 類 群落 を 対象 と する 
植物 社会 学 。 

コー ゲン 抗原 [antigen DAntigen © 
amtigene] 生体 内 に 導入 され た と き , fi 
の 生成 を 引 起 す 人 性 質 を も ち , その 抗体 と 何ら 
か の 形 で 抗原 抗体 反応 を 起 し う る 物質 。 物 質 
の 抗原 性 の 研究 は 血液 型 な ど と と も る に, BE 
物 の 分 類 ・ 同 定 に も 大 い に 頁 献 し て いる 。 

コー ゲン 荒 原 [desert ⑩⑥Waste PM 
désert] Ribel の 分 類 に よる 樹林 ・ 草 原 の 
対語 で , 乾 件 荒 原 ・ 寒 地 荒 原 ・ 海 浜 荒 原 ・ 転 
移 荒 原 ・ 岩 質 荒 原 ・ 硫 気 荒 原 に 細分 され る 。 

コー コー 航行 [Lnavigation] 目的 地 ・ 
方 向 を 定め て 行う 動物 の 長 距 離 の 移動 。 


コー コー セイ 広 光 性 [earyphotie O 
euryphotisch] 広い 幅 の 光 条 件 の 下 で 生 
人 息 で きる と と 。 

コー ゴー セイ 光合成 [photosynthesis 
OPhotosynthese] 緑色 植物 等 が 光 の 存在 
下 で 二酸化 談 素 を 取入れ , 有機 物 を 合成 する 
こと 。 そ の 機構 は クロ ロフ ィ ル 等 の 光合成 色 
素 に 吸収 され た 光 エ ネル ギー に よって. ATP 
を 生成 する 明 反 応 と , その ATP を 用 いて CO 
を 有機 化合 物 と し て 固定 する 光 の 不要 な 暗 反 
応 と の 2 段階 に 分 けら れる 。 藻類 や 高等 植物 
で は , 明 反 応 の 水素 供与 体 と し て 水 が 用 いら 
れる た め , 光合成 の 結果 0z の 放出 が 起 る 。 光 
合成 の 速度 は , 光 の 強 さ ・COz 濃度 ・ 温 度 等 
の 要因 に よっ て 支配 され る 。 

コー ゴー セイ ケイ 光合成 系 [photo- 
synthetic system] 同 化 系 

コー ゴー セイ サイ キン 光合成 細菌 
[photosynthetic bacteria Ophotosyn- 
thetische Bakterien ®bactéries photo- 
synthetiques] 光 エ ネル ギー に よっ て 炭酸 
同化 を 行 5 細菌 類 。 多 く の 種 類 が あり , KE 
さや ゃ 形態 は 多様 で ある が , WHHL + K+ 
褐色 等 の 色素 を 含有 し て いる 。 反 応 の 水素 供 
与 体 と し て 水 を 用 い ず , 硫黄 化合 物 ・ 有 機 
酸 ・ お よび 水素 を 用 いる た め 酸 素 の 放出 は 超 
ら な い (この た め 光 恒 元 と も いう )。 地球 上 に 広 
く 分 布 し 水田 ・ 沼 地 等 に 多く , 嫌気 条件 下 で 
無機 栄養 的 に 生活 する が 暗 所 で 好 気 的 有機 栄 _ 
養 も 行う も の が ある 。 


コー ゴー セイ ショー 光合成 商 [photo- 
synthetic quotient] ご 同化 商 
ーー 光合成 層 [photo- 


synthetic zone] 真光 層 に 同じ 。 

コー コー セイ / 好 光 性 の [heliophi- 
lous, photophilous] 日 当り の よい 環境 を 
好む 性 質 を いう 。 

コー ゴー セイ ノ コー リツ 光合成 の 効率 
[photosynthetic efficiency] 与え られ た 
光 の エネ ルギー 量 に 対す る 光合成 量 の 比 。 兆 
の エネ ルギー 量 に は 全 入 射 エ ネル ギー 量 と 光 
合成 有効 エネ ルギー 量 の いずれ か が 用 いら れ 


る 。 光 合成 量 と し て は , 単葉 ・ 個 体 ・ 個 体 
群 ・ 群 落 の 総 光合成 量 ・ み か け の 光合成 量 お 
よび 純 光 合成 量 が 用 いら れる 。 ま た 期間 と し 
て , 単位 時 間 ・ 1 日 ・ 生 育 期 間 ・ 1 年 な どか 
用 いら れる た め , どの 量 を 用 いた 光合成 の 効 
率 か を 明記 し な けれ ば な ら な い 。 

コー コー セイ フ ユ ー セ イブ ツ 好 光 性 浮遊 
生物 Lpanteplankton ①DPanteplankton」 
少し 光 が あ る 水 層 に 生息 する 浮遊 生物 。 陽光 
性 浮遊 生物 と 陰 光 性 涯 遊 生物 と に 分 けら れる 。 

コー も イプ ラ ャ ンタ トン 。 。 灯光 性 ーー 
[panteplankton] 三好 光 性 浮遊 生物 

コー ゴー セイ ユー コー ハチ ョ ー 光合成 有 
効 波長 [photosynthetic 
length) 光合成 有効 放射 

コー ゴー セイ ユー コー ホー シャ 光合成 
有効 放射 [PAR : photosynthetic active 
radiation] 太陽 か ら の 放射 の うち で 光合成 
に 利用 きれ る の は , 0.4~0.7um の 波長 帯 に 
あり , これ を 光合成 有効 波長 ・ 可 視 光線 ある 
い は 単に 光 と いう 。 そ の エネ ルギー 量 を 光 合 
成 有 効 放 射 と いい , cal/em?-sec=langley/sec, 
W/m?, KJ/m’-sec な どの 単位 で 表す 。 

コー ゴー セイ リツ 光合成 率 [photosyn- 
thetic ratio] 選 同 化 率 

ココ ー ド ー ガ ク 古 行動 学 [paleotaxio- 
logy OPalaotaxiologie] 古 動物 の 行動 の 
跡 が 化 右 化 し た も の , た と えば 生 痕 な ど を 対 
象 に 研究 する 分 野 。 

ココ ナツ ヤシ リン 
palm grove OKokospalmcnbestand ] 

ココ ユー HHA [palaco-endermic ] 
fate, oF 

ココ ユー シュ AHA [relic endem- 
ic species, palaeo-endemic s.] 残存 的 
な 固有 種 。 

コー コー ヨー ショ ク プ ツ 広 硬 葉 植物 
[broad-sclerophyll plant ©Hartlaub- 
pflanze] た と えば ヒイラギ の よう な 植物 。 

コー コン パス ハン ノー 光一 一 反応 
{light compass reaction] 交 絆 針 解 反応 。 
動物 が , 刺激 源 で ある 光源 に 対 し て 一 定 の 角 


active wave 


ー 一 林 [coconut 
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度 を 保っ て 運動 する 反応 。 光 の まわ り を 回 転 
し な が ら 光 に 近づく 昆虫 は その 例 で あり , 太 
腸 ニ コン バス も この 反応 に 属す る 。 網膜 の 1 点 
に 光 点 の 像 を 固定 し よう と する 機構 に よっ て 
起 る と 考え られ て いる 。 

コー ザイ €# Chardwood OHartholz 
®bois dur] 広葉 樹 の 材 は 一 般 に 針葉樹 の 
材 よ り 硬い の で 硬 材 と いち われ る 。 ま た 一 般 に 
広葉 樹 を 指し 。 hardwood forest は 広葉 樹林 
の こと で ある 。 と これ に 対し て 針葉樹 の 材 は 鞭 
材 softwood と いう が , 針 葉 舎 林 を softwood 
fn. EVERSON DEN, 1 

コー ザイ リン 硬 材 林 [hardwood for- 
est] ARK, OR 

コー サク 耕作 (cultivation, tillage D 
Bestellung, Bearbeitung, Anbau ®lab- 
ourage] 農耕 と 同義 語 と し て も 使う が , 農 
耕 の 行為 に 重点 が 置か れる 。 耕 作 技 術 の 発展 
段階 か ら み て , 人 力 に 頼る 掘 棒 耕 と 粗 耕 ( ど 
FOF =H: MEHSLO), BICL SMH (HA 
いこ う ) と に 分 けち れる 。 MHC LO KAR 
を ひら く こ と が 可能 と な り 、 HiME BASS 
し く 高 め た 。 

コー サク カノ ー ナ 耕作 可能 な Larable」 
普通 作物 の よう に 一 年 生 作物 の 耕作 に 適する 
場合 に いう 。 例 : WHE arable land, 

コー サク チ HEH [cropland] 

コー サ セ イ / 好 砂 性 の (psammophil- 
ic, psammophilous] 生息 場所 や 産卵 場 
と し て 好 ん で 砂 質 の 場所 を 選ぶ こと 。 砂 地 生 。 

コー ザン イセ キシ 高山 遺跡 種 [alpine 
relict] 氷河 期 遺 跡 種 の 一 種 で 高山 に 取 残 さ 
れ た も の 。 

コー ザン カチ ク 高山 家畜 [domestic- 
ated alpine animal] 家畜 化 さ れ た 高山 
性 の 動物 。 例 * ヒマラヤ 山 地 の ヤ ク や アン デ 
ADP テル バカ な ど 。 

コー ザン クッ キョ クリ ン 高山 居 曲 林 
Ckrummholz] 森林 限界 付近 の 幹 の 曲り く 
ね っ た 木 本 性 植生 。 

コー ザン コ 高山 湖 [alpine lake ⑤Al- 
pensee」 通常 3000m 以上 の 高山 地帯 た ある 


1S A= Foy 


湖 。 成 因 に は 火口 ・ 堀 止め ・ 氷 河 ・ 陥 没 な ど 
いろ いろ ある が , 日 照 時 間 が 短く 夏 の 期間 も 
短い た め 物 理 的 ・ 化 学 的 に 特色 が ある 。 強酸 
性 また は 和 貧 栄 養 の 場合 が 多く 生物 相 も 貧弱 で 
ある 。 

コー ザン シッ セイ ソー ゲン 高山 湿性 草原 
Lalpine mat, a. meadow Dalpine Wiese ] 
高山 帯 の 排水 の や や 不良 地 に 発達 する 草地 。 
いわ ゆる 「 お 花畑 」。 主 に 低い , 多年 生 広葉 草 
本 か ら 成 る 。 

コー ザン シッ セイ ソー チ ド 高山 湿性 草 
地 土 [alpine meadow soil Malpiner 
Wiesenboden] 高山 帯 の 排水 不良 の 湿性 草 
地 に 分 布 す る 成 淀 内 性 土壌 。 無 機 物 と よく 混 
合 し た 腐植 に 富む 暗色 の A 層 と , あま 2 風化 
の 進ま な い C 層 より 成る 。 

コー ザン ショ クセ イ 高山 植生 [alpine 
vegetation Dalpine Vegetation] 高山 
帯 に み ら れ る 植生 。 強 光 ・ 強 風 ・ 物 理 的 乾燥 
な ど 高 山 独特 の 環境 に よっ て 植物 は 乾 生 形 態 
を と り 一 般 に 葉 は 小型 で 厚く , 草丈 は 低く 
毛 が 多い 。 ク ッ シ ョ ン 型 ・ ロ ゼット 型 な どの 
生育 型 が 多い 。 
微 地 型 に 応じ て 植生 型 は 異な り 高山 草原 ・ と 
ー ス 荒 原 ・ 高 山 確 原 ・ 寒 冷 荒 原 な ど が モザ イ 
ク 状 に み ら れ る 。 避 高山 帯 

コー ザン ショ ク プ ツ 高山 植物 Lalpine 
-plant DAlpenpflanze ©®plante alpine 」 
高山 帯 に 生育 する 植物 。 小 型 の 低木 や 多年 生 
草本 ・ 鮮 苔 類 ・ 地 表 類 な ど が 多い 。 生 育 期間 
が 短く , 強 光 ・ 強風 の た め 葉 が 肥 胃 し , 節 間 


が つま り , 地上 部 に 比較 し て 地下 部 紀 大 きい 。 


同種 が 密 に 集合 し て ボー ル 状 ・ マ ッ ト 状 に な 
る こと も 多い 。 美 し い 花 の も の が 多く , 開花 
/ 期 が そろ うた め お 花 畑 と な る 。 お 花畑 に は 乾 
性 の も の と 湿性 の も る の が ある 。 

コー ザン ショ ク プ ツ ソ ー 高山 植物 相 
[alpine flora] 高山 帯 の 植物 相 。 短 い 生育 
期間 ・ 低 温 ・ 強 風 ・ 強 光 ・ 極 端 な 乾湿 の 差 な 
どの た め , 特有 の 形態 を も つ 低 木 や 多年 生 草 
本 が み ら れ る 。 北 半球 の 冷温 帯 ・ 暖 温 淀 の 高 
山 植物 相 に は , 北方 の 周 極 要素 と され て いる 


休眠 型 で は Ch・H な ど が 多い 。 


植物 が 多く み ら れ る 。 

コー ザン セイ カキ ショ ク プ ツ 高山 性 花衣 
植物 [alpine flower] 高射 帯 ・ 重 高山 帯 
に 生育 する 高等 植物 の うち , と くに 花 の 美 し 
いも の に 対す る 一 般 名 称 。 


。 コー ザン セイ ヨー チ ュー 高山 性 甲虫 

Calpine beetle] 高山 帯 ・ 重 高山 帯 に 生 点 

する 甲虫 類 。 
コー サン セイ ショ クセ イ 好 酸性 植生 


Lacidophilous vegetation | 酸性 の 土壌 
や 基質 上 に 発達 し た 植生 。 

コー サン セイ セン ショ ク 抗 酸性 楽 色 
Lacid-fast stain ①D)saurefeste Farbung | 
細菌 を 染色 し た と き , ある 種 の 細菌 で は 一 度 
着色 され る と 酸 で 脱色 されない 。 こ の よら な 
染色 を いう 。 


コー ザン セイ セン ルイ 高山 性 魚類 
Calpine moss」 

コー ザン セイ チイ ルイ 高山 性 地 衣 類 
[alpine lichen] 

コー ザン セイ チョ ー ル イ 高山 性 鳥類 


[alpine bird] 高山 帯 ・ TB ea Lie CSAS 
る 鳥類 。 ・ 

コー サン セイ ノ 好 酸性 の [acidophi- 
lous Dacidophil]) 強い 酸性 の 土壌 条件 ま 
た は 水 条 件 の 環境 を 好む , また は 抵抗 性 を も 
DEL. 1 

コー ザン セイ ノ 高山 性 の Calpine] 

コー ザン セイ フシ ョ ク ド 高山 性 腐植 土 
[alpine humus soil] 森林 限界 以上 の 高 
山 帯 の 土壌 の 総称 

コー ザン ツー ゲン 高山 草原 [alpine 
meadow, mesophorbium ⑥alpine 
Wiese] 樹林 の 成立 を 妨げ る 高山 帯 で 。 イネ 
科 草 ・ カ ヤッ リグ サ 科 植物 を 主として 小 低 本 
を 混 じ え る 草原 。 

コー サン ソ セイ 広 酸素 性 Leuryoxy- 
biotic Pe 広い 幅 の 酸素 
条件 の 下 で 生息 で き な い こ 

コー ザン タイ Sue も zone, a. 
belt Dalpine Stufe) {mii7OLW Fe zeMee 
CUTE HNRMAYWORA DTC, 亜 高山 


帯 と 氷雪 帯 と の 間 に あ り , 狭義 の 寒 帯 気候 帯 
選 相 当 す る 。 森 林 限 界 以上 の 植生 帯 で 高山 ツ 
ンド ラ 帯 と な っ て お り , 地 衣 類 ・ ュ ヶ 類 ・ 草 
本 類 ・ 低 木 類 の 優 占 する 植生 と な る 。 高 山 草 
原 ・ 高 山 低木 林 ・ 高 山 荒 原 な ど に 分 けら れる 。 


懇 か みさ の 指数 で 0 一 15 m.d. の 範囲 で ある 。 


高山 植生 

コー ザン チョ ー 高山 蝶 [alpine butter- 
fly] 高山 帯 ・ 亜 高山 帯 に 生息 する 蝶 で , 高 
山 植 物 を 食 草 と し て いる も の 。 

コー ザン ツン ドラ 高山 一 [alpine 
tundra) 高中 帯 の 主 に ュ ケ ヶ 類 ・ 地 表 類 ・ ク 
ッ シ ョ ン 植 物 ・ 低 木 な どの 植生 を も つ 地 域 。 
VERBe SOLEUS, DmRYD EF 

コー ザン ドー プ ツ 高山 動物 [alpine 
animal] 主として , 高山 の 森林 限界 以上 の 
地帯 を すみ 場 と する 動物 の こと 。 日 本 の 代表 
的 な 種 と し て は , ニホン カモ ンカ ・ エ ゾ イ タ 
チ ・ ラ イチ ョ ウ ・ タ カネ ヒ カ ゲ な ど 。 食 性 ・ 
越 な ど に 特殊 な 適応 様式 を も つも の が ある 。 

コー ザン ドー プ ツ リソー 高山 動物 相 [al- 
pine fauna] CBW 


コー ザン レキ ゲン mUBE Lalpine 


"stony desert] 高山 帯 の 砂 際 地 , 植物 は 団 


塊状 に な っ て 疎 生 し , 構造 土 が か み ら れ る こと 
が 多い 。 高山 荒 原 と も いう 。 三 寒 地 荒 原 
コジ 誇示 [display] 動物 が , 特殊 な 次 


| 勢 ・ 動 作 ・ 運 動 ・ 発 声 た ど に ょ っ て その 個体 


の 存在 を 相手 に 印象 づけ る こと 。 誇示 の 仕方 
は 一 つの 種 に お いて ゃ 求愛 誇示 ・ 威 中 誇示 な 
どい ろ い ろ あ る が , その いずれ も 生得 的 な も 
の で , 種 に 固有 で ある 。 

コシ オ 小潮 Lnmeap, n. tide DNippflut] 

コー ジ ツ BS (hard seed] KOK 
外層 に 特殊 な 物質 を 含み , 水 や 気体 の 透過 性 
が 悪く , 発芽 し に くい 種子 。 

コシ チュ ーー シンプ 枯死 中 心 部 Ldead 
center] 主 に イネ 科 や カヤ ツリ グ サ 科 植 物 
な どの 株 の 中 心 部 が 古く な っ て 枯れ て いる 部 
分 を 指す 。 ヨ ー ロ ッ パ で は ギョ リュ ウ モ ドキ 
Calluna oz7ggr5 な ど で も よく みみ られ る 。 

コー ジ ツ セイ 向 日 性 [heliotropism © 
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heliotropisch] OMttt 
コー シ ツ セイ ノ 好 湿 性 の [hygrophi- 
lous] 湿っ た 場所 を 好む 人 性 質 。 


コー シ ツ ドジ ョ ー ソ ー 鉱 質 土壌 層 
[mineral soil] A。 層 を 除く 土 壊 層 の 総称 。 


コー シホ ー 格子 法 [grid system] 格 
子 状 の 区 画 を 調査 標本 地 限 定 の た め に 作る 法 。 
コー シャ fF} [syncline OSynkline 
®auge] 礼 曲 し た 地力 の 凹 刑 の 部 分 。 避 背 

#4 

コー シュ ー エイ セイ 
health] 

コー シュ ー キ 


公衆 衛生 [public 


光 周 期 photoperiod] 


一 定時 間 の 明 期 と 暗 期 の 繰返し を いう 。 地 球 


上 で は 一 般 に 24 時 間 の 周期 で ある 。 気温 の 変 
化 よ りや 正確 に 年 間 の 時 期 を 示す の で , 生物 
の 生活 を 支配 する 環境 要因 の 一 つと し て 重要 
で ある 。 

コー ジュ ク 後 熱 Lafter-ripening DO 
Nachreife] 種子 の 大 多数 は , 数 日 ・ 数 カ 
月 また は それ 以上 の 休眠 期 を も ふつ 。 種子 の 発 
芽 に この 休眠 期 が 不可 欠 の 場合 . この 期間 を 
BASAL 5 6 

コー シュ ー セ イィ 光 周 性 [photoperiod- 
ism, photoperiodicity] 光 周 期 に よっ て 
支配 され る 生物 の 反応 。 植 物 の 花芽 形成 , 紅 
虫 や 魚類 ・ 烏 類 の 発育 と 繁殖 な ど に この 性 質 
DHS. Okt, 必 光 周期 

コー シュ テキ ボー ジョ 耕種 的 防除 Lcu1- 
tural control] 作物 の 栽培 管理 上 の 措 軒 
に よっ て , 病害 虫 に よる 被害 を 回 避 あ る い は 
減少 きせ る 方 法 。 栽培 時 期 ・ 耕 作法 ・ 輸 作 ・ 
栽培 環境 の 改変 ・ 抵 抗 性 品種 の 採用 な ど が 考 
慮 の 対象 に な る 。 生態 的 防除 ecological cont- 
rol と も 呼ば れる が , BM? Apt Liev. 

コシ ョ ー ガ ク 湖沼 学 [limnology O 
Limnologie, Seenkunde] 広義 の 陸 水 学 。 
最初 , 文字 通り 湖 や 沼沢 を 研究 する 学問 で あ 
っ た が , 現在 で は , 河川 を は じ め 地 下水 や 温 
泉 ・ 湧 泉 な ど 広 く 内 陸 水 に 関す る 陸 水 を 研究 
する 学問 に 対 し て 用 いら れる 。 

コシ ョ ー ガ タ 湖沼 型 Llake type 


110 コー ショ ク ; 


@MSeetyp] 三 湖沼 標 式 

コー ショ ク 後 食 [adult feeding ONa- 
ehfrass, Reifungsfrass] カミ キリ ムン な 
COR RATER, PERFAE COMMER 
加害 する こと を いう 。 ドイ ツ の 森林 昆虫 学者 
に よっ て 用 いら れ た 用 語 で , 日 本 で も 森林 害 
忠 ( 輸 末日 ) に こつ いて いら 。 な お adult feeding 
は より 広く 成虫 摂 食 一 般 を 指す 。 

コー ショ クイ オー サイ キン 和弥 色 和 硫黄 細菌 
{purple sulfur bacteria ①Purpursch- 
wefelbakterien] 紅色 を し た 光合成 細菌 の 
一 種 で , 嫌気 的 条件 下 で 硫化 物 を 利用 し て 光 
合成 OG) を 行い 生育 する 。 沼 地 ・ 水 田 等 
に 広く 分 布 す る 。 

コー ショ クセ イ 広 食性 [euryphagous, 
euryphagy ①Deuryphag ®euryphage | 
食物 選択 の 範囲 の 広い こと 。 DRatH, OF 
食性 
3 コー ショ ク 互 イ . ドー プ ブツ 広 食性 動物 
Leuryphagous animal] 広い 範囲 の 食物 
を 選ぶ 動物 。 

コシ ョ ク プ ツガ ク 古 植物 学 [palae(o)- 
botany ①Palaobotanik paleobotani- 
que) 植物 化石 を 研究 の 対象 と する 分 野 。 
古 生 植物 学 ・ 植 物化 石 学 。 

コシ ョ ク プ ブツ ダイ 古 植物 代 [Palaeo- 
phytic era] デボン 紀 か ら 二 晴 紀 初期 まで 
お ce 

コー ジョ ー ケ ン セ イ ショ ク プ ツ 広 条件 性 
植物 [eurytopic plant, euryvalent] 広 
い 幅 の 環境 条件 に 対し て 生活 で きる 植物 。 

コシ ョ ー セ イ プラ ンク トン 湖沼 性 一 
{limnoplankton] 三 淡水 浮遊 生物 

コシ ョ ー ヒ ョ ー シ キ 湖沼 標 式 [lake 
type OSeetyp] 湖沼 の 類型 を いう 。 生 物 
群集 。 お よび 物理 ・ 化 学 的 環境 の 両方 の 立場 
か ら 分 けら れ た が , 現在 で は 環境 要因 と 生物 
. 生産 と に 基く 総合 的 見 地 か ら 類 型 化 さ れ て い 
る 。 日 本 の 湖沼 に つい て は , Thienemann の 
分 類 方 式 を 改良 し た 吉村 の も の が 一 般 に 用 い 
られ て いる : 
く 調 和 型 湖沼 > 


妥 栄養 型 ・ 正 型 ・ 石 灰 栄養 相 ・ 粘 土 栄 養 相 

富 栄 養 型 ・ 正 型 ・ 石 灰 栄養 邊 ・ 粘 士 栄 養 相 

く 非 調和 型 湖 沼 > 

TERRE) > 正 型 また は 中 性 相 ・ 強酸 性 相 ・ 

鉄 栄養 相 

酸 栄養 型 ・ 正 型 ・ 悪 栄養 相 ・ OR 

塩基 栄養 弄 

鉄 栄養 型 

その 他 

コシ リョ ー 枯死 量 [dead matter) ffi 
物 群 沙 ま た は 生態 系 に お ける 植物 の 枯死 個体 
量 と 生存 個体 の 部 分 的 枯死 量 と の 和 。 COB 
は 落葉 枝 量 や 土壌 有機 物 添加 量 と は 異な る も 
の な の で 注意 し な けれ ば な ら た な い 。 

コー シン 更新 [regemeratiom, renewal 
OVerjiingung ®régénération] =H 

コー シン セイ 広 深 性 Ceurybathic] 

コー シン セイ BRK [bathophilows | 
水中 の 深い と ころ を 好 ん で 生息 する こと 。 を 
atelectasis と を 
指す こと も ある 。 

コー シン トー アツ セイ 恒 浸 透 圧 性 [ho- 
moiosmotic DhoméosmotischMhoméo- 
osmotique] 動物 が 体内 の 入 透 圧 を 調節 し , 
外界 の 状態 に 関わ あら ず そ れ を 一 定 に 保つ 能力 
を も つと と 。 

コー シン バツ 更新 伐 Lregeneration 
cutting OVerjingungshieb coupe de 
régénération] O+tk 

コー スイ 降水 [precipitation] 降雨 ・ 
降雪 な ど 。 

コー スイ 硬水 Chard water] Ca・Mg 
を は じ め 溶 解 性 塩類 を 多き $ 含 む 水 。 

コス イオ ン 古 水温 [paleotempera- 
ture] 地質 時 代 の 水温 を 吉水 温 と いう 。 化石 
が 炭酸 石灰 を 含む 場合 は , その 化石 生物 が 生 
存 中 に 水中 の 炭酸 イオ ン を 取入れ て 生成 され 
た も の で ある 。 重 酸素 "O は 水分 子 よ り 炭 酸 
AAVICH LAYS < FEL, また その 存在 の 
程度 は 温度 に よっ て 変化 する 。 し た が っ て 化 
石 中 の 重 酸素 濃度 を 測定 する こと と に よ ょ より, 生 
体 に 炭酸 イオ ン が 取入れ られ た 当時 の 水温 を 


ar 
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知る とこ と が で きる 。 こ れ を 利用 し て ベレ ム ナ 
イト ・ 有 孔 虫 ・ 二 枚 具 な ど を 用 いた 古代 海水 
温 の 測定 が な され る 。 

コー ズ イ ゲン ザン リュ ー コ 洪水 原 残留 湖 
[fluviatile lake] 増水 期 ・ 洪 水 期 に は 主 
流 に つなが る が , 低 水位 の と き に は 切れ る 
池 ・ 沼 ・ 三 日 月 湖 た など 。 こ れ ら の 生物 相 は 河 
流 の それ と 実質 的 に 同じ 特徴 を も つ 。 落 ち 堀 。 

コー スイ コー リツ 降水 効率 [precipita- 
tion-effectiveness ratio, P/E index] 
月 降水 量 を P, HRRBe ELT, P/EX 
1 年 間 加 えた 値 。 森 林 帯 で は 64~124 ぐら い 。 
多雨 林 帯 で 128 以 上 。P- 指数 。 

コー スイ シャ ダン 降水 遮断 [intercep- 
tion of rainfall] 一 降水 明 止 

コー スイ セイ ショ ク プ ツ 恒 水性 植物 
[homoiohydric plant, homeohydric 
E.] 。 体内 水分 の 調節 が で き 水 分 の 恒常 性 を 
保ち うる 植物 。 

コー スイ セイ / 広 水 性 の [enryhydric] 
生物 の 水 湿 環境 に 対す る 順応 力 の 範囲 が 狭い 
Ck RAK sterohydric の 対語 。 字 狭 水性 の 

コー スイ セイ / 好 水 性 の Lhydrophi- 
lous] 例 : 好 水 作 植 物 。 

コー スイ ソイ オン ノー ド セ イ 広 水素 
一 一 濃度 性 [eunryhydric] 水素 イオ ン 濃 
度 の 広範 囲 に 生息 する 性 質 。 

コー スイ ソ シ 降水 阻止 [interception 
of precipitation] 降雨 が 植物 体 に 付着 し 
て 地表 面 に 到達 し な いこ と , ある い は その 量 。 
雨 の 降り 始め と 終り , 降雨 強度 ・ 樹 種 な ど で 
降水 阻止 量 は 異な る 。 阻止 量 は 群落 内 外 の 雨 
量 の 差 と し て 求め あら れる が , 阻止 量 7 と 1 回 
の 降雨 量 ア P と の 間 に は I=at+bP の 関係 が 
ある 。 z は 乾い た 葉 と 枝 が と ら え る 保持 水量 
で , 〉 は 降水 中 の 蒸発 や . 樹 皮 に よる 吸収 を 表 
す 量 で ある 。 兄 保持 水量 

コス イ フ ユ ー セ イプ ツ 湖水 浮遊 生物 
[Leulimnoplankion QEulimnoplankton 
®eulimnoplankton ] 

コス イプ ラン クト ン 湖水 一 一 [eulim- 
noplankton] 湖水 浮遊 生物 。 


コー ズ イ リ ン 洪水 林 [flood-water for- 
est] 低地 の , 雨期 また は 融雪 時 に は 定期 的 
RK TB RK. 

コス チ ジ ン Kostitzin, Vradimil A., 
連 生 れ 。 モ スタ クツ 大 学 地 球 物理 学 教授 ・ モ ス 
クッ 地球 物理 学研 究 所 長 を 経て , の もち も フ ラン 
ス に 移住 。 地 球 物理 学 の 延長 と し て 数 理生 物 
学 に 興味 を も ち , Volterra, Lotka な ど と 並 
ん で 数 理生 態 学 の 分 野 で 多く の 業績 が ある 。 
と くに 生物 間 の 共生 ・ 寄 生 現象 の 数 理生 態 学 
的 分 析 , 元素 の 循環 と 分 布 の 地球 化学 的 モデ 
ル , 発育 段階 まで 考慮 し た 種 間 関 係 の 分 析 , 
個体 の 成長 モデ ル な ど に 独自 の も の が 見 られ 
る 。< 主 閉 > Symbiose, parasitisme et evolu- 


. tion, 1934, Evolution de Tatmosphere, 1935, 


Biologie Mathématique, 1939, 

コス モ ポ リタ ン [eosmopolitan DOKos- 
mopolit] 三 広 布 種 

コス モ ポ リタ ン ショ ク プ ツ ー 一 植物 
Lcosmopolitan plant Okosmopolitische 
Pflanze] 地域 的 な 固有 性 を も た ず , 世界 
に 広く 分 布 し て いる 植物 。 水 生 植物 ・ 雑 草 な 
ECS. Oke 

コ セ イ 個性 Cpersonality OPersén- 
lichkeit] 個々 の 個体 の も っ て いる 特質 m- 
dividual characteristics, 個体 性 individual- 
ity は , 個体 と し て の 独立 性 を 指す も の と し 
て 区 別 す る こと も いわ れる 。 ! 

コー セイ Bt [eury-] ある 生物 に と 
っ て 耐え られ る 変化 幅 が , 指示 され た 条件 
(要因 ) に つい て 広い こと 。 Dat 

コー セイ At [tropism] 動物 の 場合 
に 使う 。 植 物 の 場合 は 屈 性 と いう 。 忌 周 性 

コー セイ コー ソ MRE (constitutive 


enzyme Okonstitutives Enzym ®en- 


zyme constitutive] 生体 が 本 来 備 そえ てい 
DER. DBR 
Ar4 arn? KEMR* [palleo)ich- 
nology] -RM{(LEXHRTSAEMEAH. 
コー セイ サヨ ー 抗生 作用 [antibiosis 
DAntibiose Mantibiose] 広義 に は , あ 
る 生物 の 分 泌 物 に より 他 種 の 生物 が 害 を 受け 
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る 現象 を 指す が , ふつ うに は 人 微生物 の 発育 を 
抑制 する 分 泌 物 質 ・ 抗 生物 質 の 作用 を いう 。 

コー セイ セイ 広 生 性 [eury(o)eeious。 
euryoecic] 取上げ ば られ た 環境 諸 条件 に 対 
し て は , すべ て 広い 耐 忍 範囲 を も っ て いる こ 
と 。 い ずれ か の 条件 だ け に つい て も , それ に 
対 し て 広い 耐 妨 範 胃 を も っ て いる こと を 指す 
よう に 用 いら れる こと も ある 。 宮 狭 生 性 の 

ゴー セイ セン ザイ 合成 洗剤 [synthetic 
detergent] 化学 的 に 合成 され た 洗剤 の 総 
称 。 家 庭 で 食品 ・ 衣 類 な どの 洗浄 に 使用 され 
た 各種 の 洗剤 は , 下水 中 に 含ま れ 水質 汚濁 の 
原因 と な っ て いる 。0.05ppm 以 上 に な る と 飲 
み 水 と し て は 有害 で ある 。 

コ セ イ ソー AK (laucustrine depo- 
sit] 湖底 沈 積 物 よ り 成る 地層 。 

コ セ イ ダイ 古生代 [Palaeozoic era D 
Palaozoikum (©paléozoique, primaire ] 
原生 代 に 続く 地質 時 代 で , 約 6 億 年 前 一 2 億 
年 前 の 間 。 古 い ほ うか ら カ ン ブ リ ア ・ オ ルド 
EAs YAN FRY + BR: — BO 6 紀 に 
分 ける 。 Mw Ciieh - B+ v HAAR 
え , 動物 で は 海 生 無 硝 椎 動物 , と くに 床板 サ 
ン ゴ ・ 四 射 サ ンコ 類 ・ 層 孔 虫 宮 ・ オ ウム ガイ 
類 ・ 三 葉虫 類 ・ 筆 石 類 が 栄え た 。 鳥 類 ・ 路 乳 
類 は まだ 出現 し な い 。 気 師 は だ いた い 温和 で 
あっ た が , デボン ・ 二 崩 紀 に 地域 に より 氷河 
が 発達 し た 。 


コ セ イ 94H? BERS [palla)eoecol- 


ogy DPalaookologie ®paléoecologie ] 
地質 時 代 の 生物 の 環境 と その 時 代 の 生物 の 生 
活 と の 関係 を 研究 する 分 野 。 現 在 の 生物 相 や 
分 布 の 成立 を 解明 する 場合 や 生物 進化 の 研究 
に 必要 な 分 野 で ある 。 

コ セ イ タイ ガク 個 生 態 学 [idioecology 
Oldiodkologie ⑤idioecologie ] 
logy と 同 じ 。 三種 生態 学 

コ セ イ ダイ ガタ ショク プ ツ 古 潮 代 型 植物 
[paleophyte] 鱗 木 類 ・ 慮 木 ・ 封 印 木 な ど 


auteco- 


の 巨大 シダ 植物 , 裸 子 植物 の ュ ル ダイ テス 類 , 


な ど が 著名 で ある 。 
コ セ イ 夕 を グン シュ ー 古 生 体 群 集 Lpale- 


(bijocoenosis, fossil biocoenosis DPalao- 
biozonose paleobiocenose] 三 化石 群集 , 
字 古 遺骸 群集 

コ セ イ ダイ セン イケ イレ ツ 古生代 居 移 系 
列 [pterosere, paleosere DPaleosere © 
pterosere | 

コー セイ ドー プ ブツ 孔 生 動物 [burrow- 
ing animal] 日 分 で 岩石 や 木材 な ど に 容 孔 
し た り 砂 泥 底 な ど に 巣 穴 burrow ( カ = 類 な た ど 
の 場合 に は nest-hole と も いう ) を 掘っ て 生息 す 
HD. FIL + FMD - MKD Mic 
と も いう 。 . 

コ セ イ ブツ ガク 古生物 学 [paleontolo- 
gy DPalaontologie ⑤⑥paleontologie ] 
古生物 の 構造 ・ 分 類 ・ 類 縁 関係 ・ 生 活 様 式 ・ 
地理 分 布 ・ 時 間 的 順序 な ど を 考 究 す る 分 野 。 

コ セ イ プ ツ ガク 個 生 物 学 [idiobiology 
Dldiobiologie ⑤⑥idiobiologie| 個体 レ 
ベル 以下 の 生物 学 。 集 団 ・ 群 集 レ ベル の 生物 
学 の 対語 。Turesson の 用 語 。 

コー セイ プッ シ ツ 抗生 物質 [antibiotic 

MAntibiotikum ®antibiotique] 細菌 ・ 
放線 菌 ・ ヵ ビ 類 等 の 微生物 に よっ て 作ら れ , 
他 の 人 徴 生 物 や 高等 生物 の 生育 や その 他 の 機能 
を 阻害 する 物質 。 細 菌 の 産生 する グラ ミシン ジ 
ン , 放線 菌 の 産生 する スト レプ トマ イツ シン ・ 
アク チノ マイ シン , カビ 類 の 産生 する ベニ シ 
リン 等 多数 の 物質 が 知ら れ , 医薬 品 に も 利用 
され る 。 自然界 で の 生物 の 相互 作用 の 一 因 と 
し て も 抗生 物質 的 な も の の 関与 する 現象 は 多 
いと され る 。 

コ セ イ マツ バラ ン ル イ HERR MA 
Lpsilophyte] 高等 植物 の 原型 を 含む 下 等 シ 


ダ 類 の - 群 。 外 形 は 現世 の マッ バラ ン を 似る © 


が すべ て 化石 種 。 

コー セキ セイ 洪 積 世 [Pleistocene D 
Pleistozin ®pléistocéne] 更新 世 と も い 
う 。 第 四 紀 200 万 年 の うち 最後 の 1 万 年 を 除 
いた 期間 。 大 部 分 が 氷河 時 代 で 3 4 回 の 氷 
河 期 と 間 氷 期 に 分 けら れる 。 現 在 の 生物 分 布 
域 は この 時 代 に 大 部 分 が 決定 され た 。 人類 を 
含め た 呈 乳 類 の 繁栄 期 で も ある 。 


—_——_--- - -—"= . J 
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コー セキ ダイ チ 洪 積 台地 [diluvial 
upland) 洪 積層 で 作ら れ て いる 台地 。 

コー セッ カイ ショ ク プ ブツ 好 石 灰 植物 
[ealcicole plant, calciphilous p., lime 
p- OKalkpflanze ®plante calcicole ] 

コー セッ カイ セイ BARE [calciphi- 
le Dkalkbevorzugend ] 

コー セツ ショ ク プ ツ 好 雪 植物 [chiano- 
phile] 積雪 に 長期 間 耐 えて 生活 で きる 植物 。 
耐雪 植物 。 

コー セツ セン {eS (perpetual snow 
belt, p. s. line] OB 

コー セツ タイ {eB ([nival zone, n. 
belt] 植物 帯 の 垂直 分 布 の 最上 部 , 雪 線 以 
上 の 部 分 、 水 平 分 布 の 極 帯 に 相当 し , 周年 氷 
雪 に 響 われ る 。 Ket. 

コー ゾー コ 構造 湖 [tectonic lake O 
tektonischer See ®lac tectonique] 地 
質 構造 に 関係 する 成因 に より で きた 湖 。 断 層 
に よる 陥没 が 成因 と な る こと が 多い 。 

コー ソー シ ツ ゲン 高層 湿原 [high-moor 
OHochmoor] 地下 水 の 供給 を 受け ず に 降 
水 の み で 溜 養 され る , 低温 ・ 過 湿 ・ 倫 養 ・ 強 
酸性 の 立地 条件 下 に み ら れ る 湿原 。 イ ボ ミ ズ 
ゴケ ・ チ ャ ミズ ゴケ ・ ム ラサ キミ ズ ゴ ケ など 
の ミズ ゴケ 類 を 主体 と し て いる 。 北 半球 の 冷 
温帯 に 点々 と 広く 分 布 し て お り , わが 国 で は 
尾瀬 ヶ 原 ・ 霧 ヶ 峰 ・ 狼 幡 平 ・ サ ロ ベ ッ 原野 ・ 
釧路 原野 な ど に 見 られ る 。 群落 の 発達 と 泥炭 
化 は 湿地 の 中 央 部 が 良い の で , 湿原 は 時 計 皿 
を 伏せ た よう な 地形 と な り , 小 凹 地 Schlenke 
と 小 凸 地 Bult BASH LTS, 高位 混 原 。 

コー ソー デイ タン ド 高層 泥炭 土 [high- 
moor soil] 高層 湿原 の 泥炭 土 。 

コー ゾー ド 構造 土 [patterned ground 
OStrukturboden ®sol structural] ツ 
ンド ラ ・ 高 山 荒 原 な ど で , 土 中 水分 の 凍結 ・ 
融解 の 繰返し に より , いろ いろ な 粒 径 の 秦 が 
より 分 けら れ て 地上 に 抜け 上 が り , 集積 し て 
模様 を 作る も の 。 

ヨー ゾー ポン チ 構造 盆地 (tectonic 
basin ⑪tektonisches Becken, tekto- 


nische Wanne (@®bassin tectonique, 
cuvette tectonique) 地殻 変動 に よっ て 生 
じ た 湖 。 断 悦 角 雛 盆地 fault angle basin・ 
地溝 trough ・ 鍋 状 盆 地 kettle depression 
な どの 種類 に 分 けら れる 。 地溝 中 に 生じ た 死 
海 , アフ リカ 中 央 地溝 帯 xift valley OMIT 
並ん だ た くさ ん の 大 型 湖 ,。 バイ カル 湖 な ど は 
有名 。 琵 策 湖 も 数 多く の 断層 で 生 じ だ も の と 
いわ れ て いる 。 火口 状 の 陥没 地 に 生 じ た 鍋 状 


_ 盆地 は カル デラ caldera と 呼ば れ , 日 本 で は 


FAIR + LS SEW)» FS 7 + ABR - RH 
YA > alse ail * 4- AANA YHA + th FM + POSEN + 5G 
画 代 湖 な ど た く さん の 例 が ある 。 

コー ゾン シュ {at (constant species, 
constant ①komstanmte Arten especes 
constame] 恒 存 度 の 高い ( ぉ ふつ 5 80% WE) 
の 種 。 

コー ゾン ド 恒 存 度 [constance, constan- 
cy OKonstanz, Stetigkeit] 植物 の 群集 
association の 構成 種 の 頻度 の 一 種 。 常 在 度 ・ 
出現 度 と 基本 的 に 同じ 概念 で ある が , 常 在 度 
で は 各 単 群集 に お ける 調査 面積 は 一 定 し な い 
が 便 存 度 で は 一 定 面積 が と られ る 。 ま た 出現 
度 は 個々 の 単 群集 で 得 た 頻度 で ある の に 対し 
て , 恒 存 度 は 同一 群集 に 属す る 多数 の 単 群集 
の 測定 か ら 得 られ る 。 恒 存 度 は 百分率 で 表 わ 
Sh, 5 階級 に 区 分 され る こと も ある 。 Off 


存 種 

コタ イ 個体 [individual OlJIndivid- 
uum | 

コー ダイ 交替 [alternation ①Alter- 


nanz, Abwechselung ®alternance | 

コー タイ itt [antibody ①Antikor- 
per ®anticorps] 抗原 antigen と 特異 的 に 
反応 し , 抗原 抗体 反応 を 示す 物質 。 

コタ イ イジ ノー リョ ク 個体 維持 能力 
[survival potential ] 

コタ イ ゲン 個体 群 [population O 
Population] ある 地域 に すむ 同種 個体 の す 
べ て を 含ん だ ゃ の 。 地 域 の 境界 は 研究 目的 
に 応じ て 任意 的 に 決め られ る こと と が 多い し , 


人 為 的 に ある 場所 に 集 あ られ た も の を も 個体 
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群 と 呼ぶ 。 ま た ある 特定 の 発育 ステ ー ジ の も 
の の みろ み を 個体 群 と し て 扱う 場合 も ある 。 た だ 
し 生態 学 的 に みて 何ら か の 機能 的 な 単位 と し 
て 意味 の ある も の で な けれ ば な ら た な い 。 個体 
群 動態 論 で は 出生 ・ 死 亡 ・ 性 比 ・ 年 齢 構成 な 
ど を 論じ る 意味 の ある 広 さ の 地域 が 選ば れる 。 
や 自然 個体 群 , 実験 個体 群 

コタ イ ゲ グン アツ リョ ク 個体 群 圧力 [pop- 
ulation pressure ] 個体 群 密度 の 増加 に x: 
SAO TFET Oth AAEM 
に 与え る 影響 。 

コタ イグ ゲン カテ イィ 個体 群 過程 Lpopula- 
tion process] Park(1954) は 「 個 体 群 自体 
の 活動 性 activity より 生じ る 諸 種 の 活動 」 と 
URL, ユ ク ヌ スト モドキ 類 の 種 間 競 争 に 関 
し て は 共食い ・ 行 動 (こみ あい )・ 生 地 の 条件 
づけ な ど を あげ て いる 。 し か し 一 般 に は , 個 
体 群 動態 に 関与 する 各種 の 生態 学 的 な 過程 
ecological processes, た と えば 種 内 競争 と か 
捕食 と か 分 散 と いっ た も の を , 個体 群 過程 と 
PERS で ある 。 明確 に 定義 きれ だ 概念 で は 
な い 。 

コタ イ ゲン ケイ 個体 群 系 [population 
system] 4% 

コー タイ ゲン シュ ー KBR (alter- 
nes] ある 異な っ た 地域 を 占め る 二 つ 以 上 の 
群集 で 互い が 入れ 替 る 関係 に ある も の 。 こ の 
入替 り を alternatiomn と いい , 生育 地 の 違 い に 
基く 成 帯 構造 zonation に 対 し て 用 いら れる 。 

コタ イグ ゲン セイ タイ ガク 個体 群生 態 学 
[population ecology ①DPopulatione- 
Skologie] 群集 生態 学 が ある 地域 に すむ 生 
物 群集 全体 を 扱 お うと する の に 対し , 特定 の 
種 た 重点 を 置き その 生活 法則 を 数 量 的 に と ら 
えよ うと する 分 野 で , それ を 基 艇 に し て 個体 
群 間 の 相互 作用 と し て 生活 要求 の 似 た 種 間 の 
関係 や . 食う も の - 食 われ る も の の 相互 作用 
な ど 和 群集 の 骨格 に な る 諸 関 係 を 解明 し て いこ 
うと する 立場 を と る 。 個体 群生 態 学 は また 集 
団 遺伝 学 popalation genetics や 変異 を 扱う 分 
野 ( 教 量 分 類 学 な ど ) と と も た 種 の 進化 を 扱う 個 
体 群 生物 学 p. biology の 1 分 科 と し て も 位 軒 


づけ られ る 。 

AIAG Leh Haka Tel MER 
成長 曲線 [population growth curve] 
ーー ゴン ペル ツ 曲 線 

コタ イ ゲ グン ドー タイ ロン 個体 群 動態 論 
[population dynamics, d. of popula- 
tiow ©Populationsdynamik] 特定 の 種 
の 生物 の 個体 数 の 変化 や その 原因 に 関す る 解 
析 を 行い , 一 般 的 な 法則 性 を 導き 出 そ う と す 


る 分 野 。 な ぜ あ る 種 は 多く ある 種 は 少な ゆか , 


特定 の 種 の 個体 数 の 増減 を 左右 する 機構 は 何 
Ds, な ぜ あ る 地域 の 個体 数 は 無限 に 増加 玉 ず 
容易 に 絶滅 も しない のか , 時 間 的 な 個体 数 変 
化 と 空間 分 布 の 変動 は ど 2 対応 し て いる か , 
な どの 問題 を 明らか に し , 有用 生物 資源 の 利 
用 保護 や 有害 生物 の 防除 な ど 個 体 群 管理 の 理 
論 的 基 艇 を 与え る 重要 な 分 野 で ある 。 

コタ イ ゲ グン ノ アン テイ セイ 個体 群 の 安 
定性 [population stability] ある 地域 に 
すず を 特 定 の 種 の 個体 数 は 時 間 と と も に 多少 と 
も ぉ 変動 し て いる 。 そ の 振幅 の 大 小 が 個体 群 の 
安定 性 で あり , 振幅 の 小さ い 個体 群 は 安定 性 
が 高い と いう 。 た だ し 振幅 の 絶対 値 は 平均 密 
度 の 高 さ と 関連 し て いる か ら , 個体 群 間 ある 
い は 種 間 の 安定 性 の 比較 に は , 密度 対数 値 の 
分 散 variance な いし 標準 偏差 を 用 いる の が 
ME 
で ある 。 

コタ イ ゲ ダン IVY 個体 群 の 質 [popu- 
lation quality] 個体 の 生理 ・ 行 動 あ る い は 
形態 上 の 諸 形質 に は 遺伝 的 お よび 非 遺 伝 的 な 
種々 の 変異 が みみ られ る 。 個体 の 集 り と し で の 
個体 群 の こ 2 し た 質 的 構成 な いし 平均 的 な 質 
の こと を population quality と いう 。 個体 数 
の 増減 や 移動 が 個体 群 を 構成 する 個体 の 質 の 


変化 と 関連 し て いる と 考え られ る 場合 が 少な 
~ く な い の で , 個体 群 動態 の 分 野 で 注目 され て 


いる 。 
コタ イ ゲ グン ノ プン サン 個体 群 の 分 散 
[population dispersion] 三 個体 群 の 分 散 
構造 “ 
コタ イグ ゲ グン ノ プン サン コー ゾー 個体 群 の 


ーー eae ea ee eee EE 


分 散 構造 [population dispersion] 個体 
群 を 構成 する 個体 の 空間 分 布 。 分 布 様式 

コタ イ ゲ ン ヘイ コー 個体 群 平衡 Lpopu- 
lation equilibrium, p. homeostasis | 
ある 地域 に すむ 個体 群 の 密度 が , 長期 的 に 
れ ば ある 平均 レベ ル を 維持 し うる の は , 個体 
群 と それ を 取 巻 く 環境 の 間 に 一 種 の 動 的 平衡 
dynamic balance が 成立 し て いる た めで ある 
と する 考え 。 Nicholson ら に より 強力 に 主張 
され た 。 人 恒常 な 条件 を 与え た 実験 個体 群 で は 
平衡 レベ ル の 存在 は 容易 に 証明 し うる が , 野 
外 で は 密度 の 平均 レベ ル と 同義 に 使わ れる こ 
と が ある 。 ま た 野外 で は 条件 が た え ず 変動 す 
る だめ, 平衡 レベ ル も た え ず 変動 し て いる と 
も 解 さ れ , この 意味 か ら 一 般 平衡 レベ ル gene- 
ral equilibrium level と いう 語 が 用 いら れ 
る こと も ある 。 必 平衡 密度 

. コ タイ グン ミツ ド 個体 群 密度 [popula- 
tion density DPopulationsdichte] 単 
位 空間 (面積 ・ 容 積 ) あ た り の 個体 数 。 単位 空間 
に は 1 本 の 植物 ・ 枝 ・ 葉 な ど 生 物 学 的 な すみ 
場所 単位 habitat unit が 用 いら れる こと も 多 
い 。 ま た , 単位 空間 あたり の 真 の 個体 数 (絶対 
密度 absolute density) を 推定 する こと が 困難 な 
場合 に は , 一 定 の 採集 法 ( た と え ぇ ば すく い 網 ・ 各 
種 の 誘引 諸 ・ 定 時 間 採集 ) に よる 捕獲 個体 数 な ど 
の 意味 で の 相対 密度 relative d. を 用 いる こと 
も ある 。 生 息 密度 。 

コタ イケ イ 個体 系 [organismic sys- 
tem] O49 

コ ダ イ サン キ 古 第 三 紀 [Paleogene O 
Palaogen] 第 三 紀 の 前 半 で 古い ほう より 暁 
新 世 ・ 始 新 世 ・ 新 世に 区 分 され る 。 九 州 の 
北部 炭田 , 北海 道 の 石 狩 炭 田 な ど 多く の 日 本 
の 炭田 は この 時 代 の も の で ある 。 

コタ イ シキ ペ ベツ ホー 個体 識別 法 Lindi- 
vidual identification method] 個体 認 
知能 力 の ある 動物 で , 主として 年 齢 ・ 性 な ど 
に ょ る 個体 差 が , 集団 を 構造 化し て いる よ ょ 25 
な スベ シア を 研究 する と き に 有効 な 方 法 。 研 
究 者 が 個体 の 特徴 を 覚え 込み , 各個 体 に 命名 
し て , 個体 関係 や 社会 の 構造 を 分 析 す る の に 


‘amid of numbers | 
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用 いら れる 。 と くに 長期 に わた る 研究 , 血縁 
関係 の 分 析 等 に は 有効 で ある 。 

コタ イス ーー 個体 数 [popalation, p. 
size, number of individuals] popu- 
lation ある い は p. size は ある 地域 内 に すむ 
全 ス テー ジ あ る い は 特定 ステ ー ジ の 個体 数 の 
すべ て を 意味 する 。 

コタ イス ー シュ ー キ 個体 数 周期 [popu- 
lation cycle OPopulationszyklus] 個体 
数 が 比較 的 規則 的 な 増減 を 繰 返 す と き , その 
ピー ク か ら ビ ピー ク , ある い は 谷 か ら 谷 の 間 を 
い う 。 SARAH 

コタ イス ー ゾー ゲン シス ー 個体 数 増減 指 
数 Lindex of population trend) 世代 


. の 不 連 続 な 比 虫 類 な どの 増殖 率 を 示す 指標 。 


ある 世代 の 特定 ステ ー ジ の 密度 を が 。 次 世代 
の 同 ス テー ジ の 密度 を Nu と し た と き , I= 
ai/ Az を 個体 数 増減 指数 と いう 。 カ ナダ の 
昆虫 学者 に より 用 いら れ て いる 用 語 で ある が , 
要する に 世代 間 増 殖 率 で あり , 成体 雌 の 比 を 
と れ ば 世代 不 連続 な 場合 の 純増 殖 率 net re- 
productive rate( こ 等 し い 。 

- コタ イス ー チョ ー セ ツ 個体 数 調節 Lpop- 
ulation regulation] 密度 調節 

コタ イス ー ノ アン テイ カ 個体 数 の 安定 
化 [stabilization of numbers] 個体 群 
を 構成 する 個体 数 ある い は 密度 の 変動 が ある 
幅 に 限定 され る こと 。 安定 化 の 機構 stabiliz- 


_ ing mechanism と し て は 。, 密 度 依存 的 な 調節 


過程 が 主要 な 役割 を 演じ る と 考え られ る が , 
安定 化 は 現象 的 な 語 で 調節 の 考え を 含ま な い 
た め , 密度 調節 の 重要 性 に 疑問 を も つ 人 々 に 
よっ て も 使用 され る 。 た と えば den Boer(1968) 
は 環境 の 異質 性 や 多く の 要因 の 総合 作用 の 結 
果 と し て 密度 依存 過程 な し に も 個体 数 の 安定 
化 が 生じ し うる と し て , 危険 の 分 散 spreading 
of risk に よる 安定 化 と い 2 考え を 提出 し て 
いる 。 

コタ イス ーー ピラミッド 個体 数 一 一 Lpyr- 
三 数 の ピラ ミッ ド 

コー タイ セイ Wt [enryzonal] 広 
くい ろ い ろ な 気候 帯域 に 分 布 す る こと 。 
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コタ イ セイ タイ ガク 個体 生態 学 Lindi- 
vidual ecology, ecology of i. organ 
ism] 個 生態 学 autecology の 一 部 で , 個体 
レベ ル の 行動 や 生育 と 環境 と の 関係 を 研究 す 
る 分 野 。 

コタ イ セイ チョ ー リ ツ 個体 成長 率 [RC 
R; relative growth rate] 個体 成長 率 ァ 
は 次 の よう に 定義 る され る : 

1 dw 


アニ ーーー ・ ーーー 


て の dt 
た だ し , は 個体 重 , : tH, RK, 


コー タイ ド 交 奉 度 [turn-over rate | 
三 回 転 速度 
コタ イ ニン チ 個体 認知 [individual' 


recognition] 個体 性 の 発達 し た 高等 硝 椎 
動物 で は , 社会 集団 内 の 個体 が お 互い を 認 
し , それ に 基 い て 社会 関係 を 維持 し て いる 。 
この よう な 社会 の 基 艇 を な す 認 知能 力 を い 5。 

コタ イミ ツ ド 個体 密度 Lindividual 
density] 単位 面積 あたり の 個体 数 。 

コー ダン カイ ショ ク プ ツゲ ン ケ イ BAR 
植物 群 素 [hard-cushion formation © 
Hartpolsterformation] 低温 の 極地 地方 
周辺 の 樹木 限界 以 南 に 生育 域 を も つ 特 殊 な 植 
物 群落 。 低 温 ・ 強 風 ・ 乾 燥 し た 生活 型 を 有 す 
. る 草本 植物 が 主 と し て 密生 し て いる 。 

コー タン パク キン ルイ 好 和 蛋白 菌類 [pro- 
tephilous fungus ] . 

コー チ コー ゲン 高地 荒 原 [fell, f. 
field] 高地 の 人 工 の 加わ ら な い 荒 地 ・ 裸 地 。 

コー チ サバ ン ナ 高地 一 一 [high veld, 
upland savanna] 南ア フリ カ の 高地 に 分 
布 す る サバ ベン ナ 。 

コチ ジ キ 古 地磁気 [paleomagnetism 
OPalaomagnetismus (©paléomagné- 
tisme] 古 磁気 現象 と も いう 。 岩石 と くに 
火成岩 の 残留 磁気 の 方 向 は , その 溶岩 の 噴出 
当時 の 地球 の 磁極 の 方 向 と ほぼ 一 致す る こと 
を 意味 する 。 磁極 の 地 史 的 な 変化 , 逆転 し た 
時 代 は 多数 知ら れ て お り , BRATS 
て も る 数 回 知ら れ て いる 。 LEM CHRP 
の 火成岩 の 残留 磁気 の 方 向 を 測定 する こと に 


よっ て , その 形成 年 代 を 知る こと が で きる 。 
生物 化石 と と も に 堆積 物 の 絶対 編 年 を 行う に 
あたっ て 重要 視 さ れ て きた 。『 

コー チ シ ヒ ョ ー シ ョ ク プ ブツ 耕地 指標 植物 
[agricultural indicator ] = ReaD 

コー チ ショク プ ツ 荒地 植物 [cherso- 
phyte ⑥Chersophyt] 植物 の 被 度 が 50 
以下 の 草原 に まばら に 生育 し て いる 場合 が 
多い 。 生 育 地 と し て は 高山 荒地 ・ 砂 漢 荒地 な 
ど が ある 。 PBR 

コー チチ ュー セイ プ ツ 好 地 中 生物 Lgeo- 
phile] 土 中 に 生活 する 下 等 生物 。 

コー チッソ セ イ ショ クセ イ BBR 
生 [nitrophilous vegetation Mnitro- 
pbile Vegetation] 好 窒素 性 植物 を 主 な 構 
成 種 と する 植物 群落 。 耕 地 ・ 耕 作 放 棄 地 ・ 路 
傍 ・ 伐 跡 な ど に 多く み ら れ る 。 

コー チッ ソ セ イ ショ ク プ ツ BBR 
物 [nitrophilous plant Ostickstoff- 
liebende Pflanze] 畑 ・ 水 田 お よび 路傍 
雑草 な ど 一 時 的 に 富 室 素 化し た 立地 に 繁茂 す 
る 植物 。 マ ツ ョ イグ サ ・ ヒ メ ム カシ ジョ モ ギ 属 
の 植物 な ど 路傍 耕地 雑草 の 多く が 含ま れる 。 

コチ ャ クセ イ ショ ク プ ツ 固着 性 植物 
[rooted aquatic plant, r. hydrophyte] 
根 で も っ て 固着 生活 を する 水草 。 決 水生 物 群 
集 の 中 で 水草 の 果す 役割 は あま り 知ら れ て い 
な い が , 自 栄養 バク テリ ア と と も に 光合成 の 
バラ ンス を 保つ の に 役立つ 。 そ の 生産 力 が 大 
きい の で , 硬水 ある い は 軟水 た も 影響 を 与え 
湖水 中 の 物質 代謝 に 対し て 重要 な 制限 要因 と 
な る 。 

コロ チ ャ ツク ドジ ラ 腕 固着 動物 [sessile 
animal (Qsessiles Tier ⑤⑥animmal ses- 
sile] 岩盤 な どの 他 物 に 付着 し , 全く ある 
い は ほ と ん ど 移動 し な いで 固着 生活 sessile 
life ( 付 生生 活 ・ 着 生生 活 と も いわ れる ) を し て い 
る 動物 。 多 少 と も 移動 す あ も の は 定 座 性 sed- 
entary と し て 区 別 さ れる と と も ある 。* 
,・ コ ー チ ュー オン セイ セイ プ ブツ 好 中 温 性 生 
物 Lmesophile] 中 位 の 温度 を 適当 と する 
生物 , と くに 微生物 関係 で 使う 語 。 こ と の 類 の 


細菌 は 20~40°C が 生育 の 適温 で ある 。 OF 
熱性 生物 

コー チョ ー Bik (hypertonic Ohyper- 
tonisch ®hypertonique] 他 と 比較 し て 
EDEMED BED & 

コチ リガ ク 古 地理 学 Lpaleogeography 
⑥Palaogeographie ®paléogéograph- 
ie] 過去 の 海陸 の 状態 分 布 ・ 気 候 状態 ・ 生 
物 分 布 等 を 考 究 す る 分 野 。 

コッ カク キ 骨 角 器 [bone tool] 動物 
の 骨 や 角 を 細工 し て 作っ た 道具 で , 矢 じ りか 
ら ハ ヘン マー の よう な も の まで 様々 ある 。 人 金属 
器 が 使用 され る 以前 に は , 石器 ・ 木 器 と と も 
に 重要 で あっ た 。JDart は 、 アウ スト ラロ ピ テ 


クス が 骨 を 武器 と し て 使用 し た と し , AAT - 


オド ント ケラ チッ ク カ ル チ ュ ア (AAI 
と 呼ん だ 。 

コッ ホホ ノ ゲン ソ ク 一 一 の 原則 [Koch’s 
postulate] 特定 の 菌 が 特定 の 病気 を 引 起 す 
こと と を 証明 する の に 必要 に し て 十分 な 実験 法 。 
Koch が 提唱 し た 。 

コー テイ オン セイ ノ (ERED Lhomo- 
iothermic Ohoméotherm で homoeo- 


therme] 外界 の 温度 に 関係 な く 一 定 の 体 
温 を 保つ 性 質 。 
コテ イケ ー ジ 固定 一 一 Lpermanent 


cage) 放牧 地 で 草 の 生産 量 を 調査 する と き 
用 いる ケー ジ で , 決っ た 場所 で 草 の 生育 期間 
中 固守 し て お く 。 ふ つう 固定 ケー ジ 内 で 1 生 
育 期 間 中 数 回 の 刈 草 を し 衝 量 する 。 CBHT 
ー ジ 

コテ イ サキ ュー 固定 砂丘 [stabilized 
dune, d. fixation] 砂丘 発達 の 過程 で , 砂 
地上 に 継続 的 ・ 連 続 的 に 植物 彼 覆 が 増す と , 
砂丘 の 成長 は や ろ 固 定 砂 諾 と な る 。 

コテ イ ヘイ ゲン 湖底 平原 [sohle] 

コー テキ オー 後 適 応 Lpostadaptation] 
ある 生物 群 の ふつ 形質 の な か で , か つて は 適 
応 的 価値 が あっ た が , その 後 環境 の 変化 な ど 
で その 価値 が 認め られ な く な っ た 形質 を も っ 
SSS aioe, 


コー テキ オー シュ 広 適応 種 Lubiquist 
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⑥Ubiquist] 一 定 の 立地 条件 と 結び つか な 
いで , 色々 な 生活 空間 に 生活 で きる 動植物 。 
広 布 種 eesmopolitan が 汎 世界 的 な 分 布 の 広 
さか らい われ る の に 対し て , 広 適応 種 は 生育 
環境 の 幅 の 広 さ に つい て いう 。 

コー テキ ヨー イン 好適 要因 Loptimun. 


factor) 三 両 性 要因 
コー ド 紅 土 [laterite OLaterit © 
laterite] ニラ テラ イト , ツラ ト ゾ ル 


コー ド #2 [cultivated soil] 

a= fs 行動 [behavio(u)r OVer- 
halten | 

コー ドー イキ 行動 域 [home range O 
Heimatgebiet。 Terrnorium domaine 
vital] Burt(1940) は 「 動 物 の 個体 が 採 食 ・ 
生殖 ・ 育 仔 と いう 通常 の 活動 を する た め に 動 
きま わる 菓 の 近辺 の 地域 」 と 定義 し た 。 こ れ 
は 主として ネズ ミ 類 な ど 小 喧 乳 類 の 研究 に 用 
いら れる 概念 で あ る が , 広義 に は 巣 estabhi- 
shed home を も た な く て や, CHHEO RV 
物 の 行動 範囲 の 意味 に 用 いら れる 。 行動 域 は 
その 内 部 へ の 他 個 体 の 侵入 が 自由 に 行わ れる 
点 で 縄張り territory と 区 別 され る 。 毎日 の 
遊動 シー ト を 長期 的 に 集積 し , その 最 外周 を 
線 で 結ん だ も の と し て 表現 され る 。 行動 城 の 
広 さ は 種 に よっ て , また 環境 要因 (地形 ・ 植 
生 ・ 食 物 供給 ・ 個 体 群 密度 ・ 捕 食 者 の 圧力 ・ 集 団 の 
大 き さ ) に よっ て 異な る 。 THE, t-’ 
ンジ と も いう 。 

コー ドー ガク 行動 学 Letholog。 
Verhaltensforschung] Lorenz に よれ は , 
近代 生物 学 の すべ て の 方 法 を 人 問 も 含め た 動 
物 の 行動 の 研究 に 適用 する こと に よっ て 生ま 
れ た 生物 学 の 一 分 野 。 Lorenz に よっ て 確立 
され た と いわ れる 。 動 物 行動 学 ・ 比 較 行 動 学 ・ 
習性 学 ・ エ = ソロ ジー な ど と も 呼ば れる が , こ 
れ ら を 合せ て 行動 学 と する 。 上 の 定義 に よれ 
ば , 行動 生物 学 と いう の が 妥当 で ある 。 ’ 

ロー ドー オー ジン ョ ーー 行動 干渉 Lbeha- 
vioral interference] 個体 間 の 行動 を 通 
じ て の 相互 作用 が 正常 な 個体 の 活動 を 乱す 場 
合 を いう 。 空間 に 対す る 競争 competition for. 
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space と 呼ば れる こと も ある が , 競争 と は 別 
の カテ ゴリ ー の 現象 と する 考え 方 も ある 。 

コ ド ク ソー 孤独 相 [solitarious phase, 
p. solitaria] ワタ リバ ッ タ 類 locusts の 相 
変異 の うち , 個体 間 に 相 互 作 用 の ほとん ど な 
い 低 密 度 下 で み ら れ る タイ プ 。 定住 的 で 幼虫 
は 緑色 ・ 褐 色 な ど 種 々 の 体 色 を 示す が , KE 
体 一 様 的 で 群 居 相 の よう に ュ ン トラ スト の 強 
い パ ター ン は 発 し な い 。 集 合 性 が な く , 成 
虫 期 に は 移動 能力 は ある が 群 飛 す る こと は 少 
な いし , 移動 距離 も 小さ い 。 SOBA, OF 
居 相 

コー ドク ソ 8x [antitoxin MAnti- 
toxin antitoxine] 特定 の 毒素 に 対 し て 
特異 的 に 反応 し , その 毒性 を 中 和 す る 抗体 。 
病原 菌 の 産生 する 毒素 を ウマ 等 に 注射 し て 抗 
原 抗体 反応 に よっ て 抗 毒 素 を 含む 血清 を 作り 
血清 療法 に 用 いる 。 

コー ド ケ イ 光度 計 [photometer O 
Photometer ⑤photometre]| 三 照度 計 

コー ド ケ イ 高度計 [altimeter OHbh- 
enmesser (Paltimmetre | < 

コー ドー ケツ セイ ノ 好 洞 穴 性 の [tro- 
glophilous] 暗 湿 低 温 な 場所 を 好 ん で , 洞 
穴 に も 生息 し て いる こと 。 


コー ドー ケン 478) Chome range] 
三 行動 域 

コー トー コー ソー 好 透 光 層 [euphotic 
zone] COAX 


コー ドー シュ ギ 行動 主義 [behaviour- 
ism] アメ リカ の Watson (1913) に よっ て 唱 
えら れ た 心理 学 の 立場 。 従 来 の 心理 学 が , 客 
観 的 に 把握 し が た い 深層 心理 を 対象 と し た の 
に 反 し て 観察 し 測定 し 2 る 行動 を 対象 と すべ 
きだ と する 。 古 和典 物理 学 の 方 法論 と 条件 反射 
説 を 唱え た ロシア の Pavlov の 学説 と に 影響 
され て いる 。 行動 科学 behavioral science は 
この 行動 主義 の 発展 で ある 。 

コー ド ジュ ンカ 高度 順 化 [altitudinal 
acclimatization, a. acclimation ①Ho- 
henanpassung] ツ 高 度 順 応 

コー ド ジュ ン ノ ー 高度 順応 [altitndi- 


nal adaptation] 高山 淀 の 気 師 は 寒冷 ・ 低 
圧 ・ 低 酸素 ・ 強 風 な ど が 特徴 で や る た め 』 高 
山 に 生育 また は 生息 する 動植物 は ご どれ ら の 環 
境 に 適応 し た 形態 や 生理 機能 を も つよ ょ うに な 
る 。 こ の 現象 を 高度 順応 と いい , その 過程 を 
高度 順 化 altitudinal acclimatization と いう 。 
た と えば 獣 類 で は 毛 が 細く 長く 密生 する ょ 5 
に な り , 血球 数 の 増加 , 心臓 機能 の 増進 な ど 
が 見 られ , 植物 で は 高 さ が 低 ぐ な ゆ , | 葉 が 厚 
く 小 さく な り , 根 張 り が ょ く な り , 開花 期 が 
ずれ た りす る 。 高 度 適応 。 

コ ド ジ ョ ー 古 土壌 Lpal(a)eosol, anci- 
ent soil DPaliosol ®paléosol] 地質 時 
代 に 生成 し た 土壌 で 現代 の 気候 に 対応 し て い 
な いも の 。 地 中 に 埋没 し て いる 場合 石 土壌) 
と 地表 に 露出 し て い る 場合 (レリック 土壌 ) が 
ある 。 

コー ドー タケイ 行動 多 型 [behavioural 
polymorphism, polyethism] 形態 的 に 
は 区 別 困難 だ が , 同 ス テー ジ の 個体 が 行動 上 
の 特性 に よっ て 二 つ 以 上 の タイ プ の 個体 に 分 
けら れる 場合 を いう 。 ご 多 型 


コー ド テキ オー BEG [altitudinal 
adaptation] 三 高度 順応 1 
コー ド テ キ タイ オー 高度 的 対応 Lalwi- 


tudinal vicariad] 分 類 上 近 縁 で , 標高 で 
すみ 分 け て いる 生物 。 

コー ド テ キテ イィ 光度 滴定 [photome- 
tric titration Dphotometrische Titra- 
tion ®titrage phatométrique] 吸光 度 
の 変化 を 測定 する こと に よっ て , 被 滴定 溶液 
の 反応 終点 を 知る 滴定 。 

コー ドー テキ ニケ イィ 行動 的 二 型 [beha- 
vioural dimorphism] 行動 に 表れ た 人 性 的 
二 型 。 た と を えば ペタ ス ザ ル の 単 雄 群 が 外敵 に 
出会う と , オス は 警 声 を 発し つつ 草原 を こと れ 
見 よ ょ が し に 走る が , メス は 声 を 発せ ず ヤ ブ の 
中 に 隠れ よう と する , な ど 。 両 性 の うち い ず 
れ か が ゃ つ 診 示 行 動 な ど に つい て も ぁ , 性 的 二 
型 と いう こと が で きる 。 

コー ドー ハン ケイ FFE [activity 
radius] ある 動物 の 個体 が 日 常 活 動 す る 範 
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囲 を 円 形 と みた て た と き の 半 径 。 

コドモ [juvenile] 路 乳 類 の 発育 段階 の 
ー つ 。 授乳 され ず , 単独 の ロ ヨコ ュ モ ーション の 
能力 を も つが , 外界 の 刺激 に 対し 母親 に 依存 
し て いる 段階 。 

コ ド ラ ー ト [quadrat] 三方 形 区 

コ ド ラ ー ト ホー 一 一 法 [quadrat meth- 
od | 三 わ く 法 

コニー デ [konide DKonide ®konide | 
成層 火山 に ほぼ 相当 する 円 雛形 火山 で , 上 に 
凹 状 の 斜面 を も つも の 。 

コー ネツ セイ 好 熱 性 [thermophilous 
Othermophile ®thermophile] 高温 で 
生育 で きる 人 性質 。 高 温 性 。 6 

コー ネツ セイ セイ プ ブツ 好 熱 性 生物 [ther- 
mophile @Othermophile ®thermophi- 
le) 通常 の 生物 より も 高い 温度 で 生育 する 
生物 。 と くに 微生物 関係 で 用 いら れる 語 。 温 
泉 中 の 藍藻 や 細菌 類 で は 60~70°C を 適温 と 
する も の が いる 。 

コー バイ 勾配 [gradient OGradient, 
Cefalle (gradient) 三 傾 度 

ニチ パー ゲイ リザ サ ュー 訪 廃 渓流 [wild 
stream] 三野 渓 

コー ハイ シッ チ 後背 湿地 [back marsh, 
b. slough, b. swamp MHinterwasser 
dépression, latérale humide] 洪水 に 
Lo th Reacts, 阻ま れ た 水 が 自 然 電 
防 の 背後 に 停滞 し て 低 湿地 と な っ た も の 。 

コー ハイ チ 荒廃 地 [denuded land, 
wasteland (Qwiistes Land] 三 荒れ 地 
- コー バシ ョ セイ 広場 所 性 Leurytopic] 
いろ いろ な 型 の 生息 場所 に 生息 する こと で , 
その 意味 で 分 布 範 囲 が 広い こ と 。 euryoecous 
も ほぼ 同 じ 。 宮 狭 場所 性 

コー ハツ ガ 光 発芽 [light germination 
DLichtkeimung) 多く の 種子 は 光 の 有無 
に 関係 な く 発芽 す る が , 中 に は 発芽 に 光 が 必 
要 な 種子 が あり , この よう な 種子 の 発芽 を い 
う 。 と こと の 発芽 に は , 赤色 光 が 有 効 で ある と い 
われ る 。 し か し 光 の 強 さ ・ 温 度 ・ 塩 類 な どの 
条件 に も 影響 され る 。 例 : タバ ュ ・ オ オズ ラコ 


の 種子 。 

コー パン 
=> ie 

コー ビ 交尾 [copulation] 体内 受精 を 
する 動物 の 雌 雄 が 相互 に 生殖 門 を 接触 させ て 
体内 に 精子 を 送り 込む 行動 。 多 く の 場合 , 雄 
の 生殖 門 に は 陰茎 な いし それ に 相当 する 交尾 
器 が 発達 し て で おり, それ を 雌 の 生殖 器 内 に 挿 
入 す る 。 ご 交尾 行動 

コー ビ コー ドー 交尾 行動 [mating be- - 
haviour, copulatory b.] 雄 か ら 雌 へ の 
精子 の 移動 に , 直接 的 に 関与 する 行動 群 。 マ 
ウン テ ォ ング ・ ベ ペニス 挿入 ・ ペ ル ヴ ィ ッ ク ー 


硬 盤 [duripan, hardpan] 


スラ スト pelvic thrust. な ど を 含む 。 配偶 行 
動 。 +, 
コー ヒ ョ ー キ 後 氷 期 [postglacial pe- 


riod ONacheiszeit, Postglazialzeit © 
epoque postglaciaire] ヴァ イク ゼル 氷河 
が 南部 フィ ン ラ ンド の 線 ま で 後退 し た 時 代 
( 約 1 万 年 前 ) が ら 現 在 ま で を いう 。 沖積 世に 
ほほ 等 し い 時 代 。 ま た , SOO Me HE 
下 が 上 昇 に 転じ た 時 代 ( 約 1 万 3000 年 前 ) よ り 現 
在 ま で , 時 に は 海水 面 が 上 昇 を 開始 し て 現在 
の 水位 に 達し た 時 代 (8000 年 -6000 年 前 ) よ り 現 
在 ま で の 期間 を いう と と も ある 。 気候 的 に は 
第 四 水 河 の 影響 が 薄 ら ぎ , 現在 より や や 温暖 
な 時 代 を 経て 今日 に 至っ て いる 。 

コー ヒ ョ ー セ イ フ ユ ー セ イプ ブツ REF 
遊 生 物 [autopelagic plankton] 常に 水 
面 付近 に 生息 する 浮遊 生物 。 水 面 付近 を 狭義 
に 考え れ ば 水 表 下 生物 に 同じ 。 ゆ 水 表 下 生物 

コー ビ ピ ョ ー セ イ プラ シク トン RE 
[autopelagic plankton] 三 悟 表 性 浮遊 生物 

コー ヒ ョ ー セ ツ セ イ セイ ブツ 好 氷 雪 性 生 
物 [cryophilous] 高山 の 雪 深 な ど で 見 ら 
れる セッ ケイ ムシ の うに 氷雪 を 好む 性 質 , 
また は その 性 質 を も つ 生 物 。 

コピ ビ ョ ー リ ガク 古 病理 学 [paleopatho- 
logy の ⑩Palaopathologie] 化石 生物 が 生 
活 し て いた 当時 受け た 病理 学 的 な 損 修 や 奇 型 
を 研究 する 分 野 。 


コー フシ ュ 広 布 種 [cosmopolitan。 


ーー で cosmopolitic species, 
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ubiquitous s., 
ubiquitist DIKosmopolist」 4: 8M 7ciiy 
性 の 幅 が 広く , 広い 地域 分布 し 得る 生物 で , 
ぁ つ うら は 2 大陸 以上 に 分 布 が み ら れ る 場合 を 
US Fin る BK ドナ ル レイ "オグ ェ ガ 
タビ ラ ・ タ ガラ ン な どの 雑草 , ヨン ・ ガ マ ・ 
アオ ウキ クサ な どの 水生 植物 , イエ バエ ・ コ 
ガ ネ ム シ ・ ネ ズミ 類 の よう な 動物 な ど が ある 。 
温度 的 に は 特定 の 気候 帯 に 限定 され る 場合 が 


多い の で , WRATH pan-tropical plant, 
周 極 植物 cireumpolar p. な ど と 呼ば れる こ 
LDS. AME. 


コー フ セ イ セイ プ ブツ 好 腐 生生 物 [sapro- 
phile] 腐敗 物 を 食物 と し て 成長 する 生物 。 

コー プ ブツ 鉱物 [mineral Mineral ® 
minéral ] 

コー フ ユ ー セ イブ ツ 広 浮遊 生物 Lplank- 
sophile] 他 の や り 方 で も 生活 する が , EE 
し て 浮遊 生活 を する 生物 。 

コー プラ ンク トン 
phile] 三 広 浮遊 生物 

ー ボ ク 高木 [Ltree, arbor OBaum 

⑥⑤⑥arbre] 1 本 の 太い 幹 が あり , し か も 高き 
が 人 の 背 を 越え を る も の を いう が , 便宜 的 な も 
-DCHD. Bk. 

コー ボク ゲン カイ 高木 限界 Ltree line, 
t. limit] 山岳 や 極地 に お ける 高木 の 分 布 
限界 。 こ れ と 木 本 植物 限界 timber line を 分 
ーー と も ある 。 樹 木 限 界 。 

ー ボ クサ バンナ 高 本 一 一 [tree sa- 
vanna OBaumsavanne] 落葉 樹 を 主 と す 
る サバ ン ナ 。 イ ネ 科 植物 を 主 と す る 乾 生 草 原 
に 樹林 が 疎 生 し て いる 群 系 。 

コー ボク ステ ッ プ 
steppe] 三森 林 ス テッ プ 
ー ボ クソ ゾー 高木 層 Ltree layer] 林 
有 先 を 構成 する 層 を 指す 。 森 林 を 高木 層 ・ 低 木 
層 ・ 草 本 層 と 分 け て みる と き に 用 いる 。 鶴 木 層 。 
ー ポ ク ソー ゲン 高木 草原 [tree 
steppe} =RWAT YT 
コ ホ ー シ ャ メン AMS Llake slope 
OHalde] 湖沼 の 場合 に, BO ABH 


広一 一 [plankto- 


mA— [tree 


continental shelf か ら 急 に 深く な る 陸 棚 斜面 
c. slope に 相当 する も の 。 
ー ト [eohortk] も と も と 人 日 学 
の 用 語 で , ある 特定 の 期間 に 出生 し た 人 口 。 
同時 出生 集団 。 し か し 他 の 標 徴 に より , た と 
え は 特定 期間 内 に 結婚 し た も の を 結婚 コー ホ 
ー ト marriage cohort と 呼ぶ こと も ある 。 動 
物 一 般 で も 生命 表 作製 を 特定 時 期 に 出生 し た 
グル ー プ に つい て 行っ た と き な ど に と の 語 が 
用 いら れる 。 
ー ホ ー ワ 光 飽 和 [Hight saturation] 
他 の 条件 を 変え ず に 光 の 強 さ 7 だ け を 変化 さ 
せ て 単葉 の 光合成 量 ヵ の 測定 を 行 5 と , 両者 
の 関係 は 一 般 に 双曲線 的 で 1/ ぁ 4/7 と 
な る 。4, は 定数 で , >oo な ら ば p=1/B 
と な り , 光合成 量 に は 上 限 値 が 存在 する 。 こ 
の 現象 を いう 。 
コミ アイ こみ あい [erowding」 こみ 
あい 効果 
コミ アイ コー カ こみ あい 効果 [effect 
of crowding, c. effect] 個体 間 の 相互 作 
用 が 個体 の 生存 確率 ・ 成 長 発 育 な どの 生理 的 
性 質 あ る い は 行動 に 影響 を 及ぼ すこ と 。 通常, 
こみ あい 過ぎ overcrowding の 影響 に 用 いら れ 
る こと が 多い が , 過疎 undercrowding の 効果 
も 含め た ニュ ー ト ラル な 意味 に 用 いる ほう が 
有用 性 が 大 きい と 思わ れる 。 密度 効果 と 呼ば 
れる 現象 の 多く を 含む が , 相互 作用 の 有無 が 
重要 性 を も ち , 効果 が 必ず し ゃ 密度 の 関数 と 
し て 取扱 えな い 場 合 は , と みあ い 効 果 の 語 を 
用 いる ほう が 適切 で あろ 。2 。 DBRMR 
コミ ュ ニ ケー ショ ン [commmunication 
OKommunikation] 動物 の 個体 間 に 行 わ 
れる 刺激 と 反応 の シス テム 。 伝達 。 一 つの 個 
体 が 発する 信号 刺激 を , 他 の 個体 の 受容 器 が 
感受 で き な け れ ば な ら な い 。 類縁 が 近い ほど 
伝達 の 可能 性 は 高く , 同種 個体 間 で は 種 特 暴 
的 な 伝達 の 体系 が 発達 し て いる 。 同種 内 で も , 
一 般 に 同じ 社会 集団 内 で は 伝達 が 最も 効果 的 
に 行わ れる 。 使 われ る 感覚 器官 に よって, 接 
触 伝達 ・ 吊 覚 伝達 ・ 視 覚 伝達 ・ 音 声 伝達 に 分 
類 さ れる 。 | 


コミ ュ ニ ティ [community] 人 間 の 地 
i human community。 一 定 地 域内 に 住 
む 人 々 が 直接 ある い は 間接 に 面識 が あり , そ 
の 地域 が 彼ら の 基本 的 な 日 常 生 活 の 場 で ある 
場合 , それ を 一 般 に コミ ュ ニ ティ と 呼ぶ 。 集 
団 の 大 き さ や 機能 に より , バン ド ・ ホ ルド ・ 


ネイ バー フッ ド ・ 部 落 ・ 小 村 ・ 村 等 に 分 けら 


nS. Ek, 経済 ・ 政 治 ・ 宗 教 等 の 共通 の 関 
心 に よっ て 形成 され る より 大 き な 集 団 を 指す 


場合 も ある 。 動 植物 の 場合 は 群集 ・ 群 落 を 意 


RTS, ORK 

コム シ FR (nymph) 一 若虫 

コ ユ ー 固有 [endemismm DEndemis- 
mus Mendémisme] ある 生物 の 分 布 が 特 
定 の 地域 に 限定 され る 現象 。 こ の 分 布団 は 大 
小 を 問わ な い が 一 大 陸 を 越 を な い の が ふつ う 
で ある 。 ま た この 現象 を 示す 生物 の 分 類 上 の 
階級 は 種 (固有 種 ) に 限定 し な い 。 分 布 園 を 拡 
大 し つつ ある も の と , 次 第 に 減少 な いし 停 頓 
状態 に ある も の と ある 。 前 者 は 進化 的 に 若い 
群 , 後者 は 古い 群 と みな され る 。 前 者 の 現象 
を 新 (新生 ・ 初 期 ) 固有 , 後者 を 古 固有 また は 
遺存 固有 と いう 。 

コ ユ ー サ イ パ イ ショ ク プ ブツ 固有 栽培 植物 
Lapophyte] ある 地域 に 限っ て 栽培 され て 
いる 植物 。Riklis の 用 語 。 

コ ユ ー シ ュ 固有 種 [endemic species 
Mendemische Art] O4 

コー ユー セン セイ ノ BBR [cre- 
nophilous] 湧 泉 近く に 生息 し , 湿地 を 好 
むこ と 。 水生 忌 虫 の 成虫 ・ 幼 虫 お よび 底 生 小 
動物 な ど が ある 。 清泉 が 池 状 の 場合 に は , 小 
動物 の ほか に 池沼 と 同じ よう な プラ ンク トン 
ゃ 生息 する 。 こ れ ら の 人 性 質 ま た は 性 質 を も つ 


生物 を 指す 。 


コ ユ ー ノ 固有 の [endemic] ある 生物 
種 の 地理 的 分 布 が ,. ある 地理 的 な 範 域 、 た と 
えば 生物 地理 区 を と る と き そ の 中 の 特定 の 部 
域 に 限定 され て いる こと 。endemic は 元 来 は 
流行 病 epidemic に 対 し て 風土 病 を 指す 。 

コー ユー リン 公有 林 (communal for- 
est DKommunalwald, Kommunalforst 
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®forét communale | 

コー ヨー BF [sclerophyll] 常緑 で 
含水 量 少な く , 小型 で 厚い 葉 。 耐 乾性 が 強い 。 
ヤシ ・ マ ング ロー ブ ・ オ リー ブ た な どの 葉 。 

コー ヨー ガタ セイ サン コー ゾー 広葉 型 生 
産 構造 [productive structure of herb 
type] 生産 構造 

コー ヨー コー ボク リン 重工 高木 林 [da- 
risilvae ⑩Hartlaubwald] 亜熱帯 の 冬 雨 
地方 で , 乾 生 の 頭 等 木 な どか ら 成 る 20mm 前 後 
の 森林 。 

コ ヨ ー ザ イ 枯葉 剤 [defoliant] OF 

コー ヨー ジュ 硬 葉 樹 [selerophyllous 
tree] や 硬 葉 樹 林 

コー ヨー ジュ ガタ セイ サン コー ゾー 広葉 )- 


樹 型 生産 構造 (productive structure of 


broadleaf tree] 単 層 構 造 の 広葉 樹林 に 典 


、 型 的 な 生産 構造 で , 広葉 草本 型 生産 構造 に 類 


似 し て 同化 部 分 が 上 部 に 集中 する が , その 下 
に ほとん と 非 同 化 部 分 の み の 厚 い 層 が 存在 す 
る 型 を いう 。 宮 生産 構造 

コー ヨー ジュ リン 広葉 樹林 [broad- 
leafed forest, b.-leaved f. ⑥Laubblatt- 
wald] 常緑 広葉 樹 ( カ 々 シ ・ シ ィ な ど ) PRR 
BRB (Fr + ミズナラ な ど ) OF 

コー ヨー ジュ リン 硬 葉 樹林 [sclero- 
phyllous forest, durilignosa @Hart- 
laubwald] 地中海 地方 な ど 温 帯 か ら 亜 熱 
帯 の 冬 雨 地方 に み ら れ る 植物 群 系 タイ デブ 。 厚 
い 樹 皮 や ュ ル ク 質 の 樹皮 で 保持 され た 樹幹 を 
も ち , 葉 は 小型 草 質 で クチ クラ が 厚い 便 葉 樹 
か ら 成 る 。 オ リー ブ ・ ユ ルク ガン シ 等 は その 典 
型 。 

コー ヨー ショ ク プ ツ 硬 葉 植物 [sclero- 
phyte, sclerophyllous plant OSklero- 
phyt, Hartlaubpflanze ®plante sclero- 
phylle] ORR 

コー ヨー ソー ゲン #28 (duriher- 
bosa @Hartwiese] 群 系 区 分 に よる 陸上 
草原 群 系 の 一 型 。 硬 葉 樹林 に 接する 乾 生 草 原 
な ど で , 年 降水 量 が 1000 mm 以下 の 地域 に , 
生育 し て いる 。 北 アメ リカ の プレ ー リ ー, ソ 
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連 南 部 の ステ ッ プ , ブラ ジル の カン ポ な ど が 
この 群 系 に 属す る 。 

コー ヨー ソー ホン 広葉 草本 [forb DO 
Kraut ®herb] イネ 科 や カヤ ツリ グ サ 科 以 
外 の 広葉 草本 。 畜産 的 見 地 か ら は 雑草 的 な 草 。 

コー ヨー ツー ホン ステ ッ プ 。 広 葉 草本 一 一 
[forb steppe OKrautersteppe | 

コー ヨー テイ ボク リン BREAK Ldu- 
rifruticeta ①DHartlaubgeholz] 主 と し 
て 亜熱帯 の 冬 雨 気候 下 に 分 布 す る 低木 林 。 地 
中 海 の マ キー Macchie, カリ フォ ルニア の チ 
ャ ズバ ラル Chaparral が と れ に あたる 。 HET 
る ブッ シュ で し ば し ば 多数 の 常緑 硬 葉 低木 衝 


群 か ら 成 る 。 

コー ヨー ノ 広葉 の Lbroad-leafed, 
b.-leaved] 避 広葉 樹林 

コー ヨー ノ 硬 葉 の [sclerophyllous 


⑩sklerophytisch, hartlaubig (sclero- 
phlyle] 常緑 ・ 硬 質 で 光沢 が あり , 全 緑 で 
乾性 的 な 性 質 で ある 葉 の 状態 。 硬 葉 樹 ・ 硬 葉 
低木 林 ・ 硬 葉 樹林 な ど と し て 用 いら れる 。 

コリ クス イガ ク 上 古 陸 水 学 Lpal(a)eolim- 
nology) 地形 や 堆積 層 か ら 地 質 時 代 の 地殻 
の 変動 や 隆起 ・ 沈 降 の 歴史 を 明らか に し た り , 
湖底 泥 の 堆積 属 を ボー リン グ に よっ て 調べ , 
堆積 物 や 生物 導 航 か ら 過 去 の 気候 , 生物 相 の 
変遷 , 湖 の 成因 状態 な ど を 追跡 する 学問 。 花 
粉 分 析 ・ 炭 素 同位 体 で CC, *C) 法 を 使用 し て 
な され る 。 ツ 炭 素 14 に よる 年 代 測定 

コー リュ ー セ イ ショ クセ イ 
[rheophilic vegetation ] 
流 の ある 所 で 発生 する 植生 。 

コー リョ ー ケ イ 光量 計 [solarimeter] 
日 射 計 の 一 つ で , Corczynski の 考案 。 

ゴリ ラ [gorilla] 現 生 大 型 類人猿 の 一 
属 で , 西アフリカ ・ 中 央 アフ リカ に 分 布 。 完 
全 な 森林 生活 者 で , 低地 林 あ る い は 山地 林 に 
すむ 。 食 性 は 植 食 性 。 比 較 的 安定 し た 単 雄 群 
を 単位 集団 と し , 集団 の 行動 圏 を 完全 に 重 復 
し て いる 。 

コー ル ノブ ンプ ーー の 分 布 [Cole's 
distribution] Cole (1946) は 節 足 動物 の 分 


好 流 性 植生 
比較 的 速い 水 


布 に 対す る モデ ル と し て , 個体 群 が 単独 個 体 , 
20, 3 匹 , 4 匹 , …。 な どの 各 グ ルー プ か 
ら 構 成 さ れ , それ ら の 各 グ ルー プ が 互い に 独 
立 に 全 地 域内 に Poisson 分 布 し て いる と 仮定 
し た 場合 の モデ ル を 提案 し た 。 と れ は Cole の 
分 布 ,. また は Cole の 群 分 布 と 呼ば れ て いる が , 
計算 が 繁 礁 な だ け で , この 分 布 に 適合 し た か 
ら と いっ て 特別 の イン フォ ー メ ーション が 得 
られ る わけ で も な いか ら , 実用 性 に 称し い 。 

コー レイ セイ プ ツ 好 冷 生物 [psyehro- 
phile Opsychrophile で や psychrophile ] 
比較 的 冷温 を 好む 生物 。 高 山 の 植 物 な ど に み 
られ る 。 

コレ クティ ング (collecting) 三 採集 

コロ ニー [colony OKolonie ®colonie ] 
微生物 の 個体 (単細胞 生物 の 場合 は 個々 の 細胞 ) 
が 固形 培地 上 で 増 将 し , 他 の 個体 (細胞) と は 
独立 し た 塊状 の 集団 に な っ た も の 。 種類 に よ 
り 形状 が 異な る 。 細 菌 な と 肉眼 で 見 えな い 生 
物 に つい て は , コロ ニー を 形成 させ る こと が 
有力 な 研究 手段 に な る 。 昆虫 で は 集合 し て 生 
活 す る 一 群 の 個体 を 指し , 高等 動物 で は ある 
場所 に か な り 固定 し た ある 種 個 体 群 を い う 
(た と え ぇ ば prairie dog の コロ ニー)。 植物 で は 
定着 の 初期 の 2 3 種 の 混合 小 集団 を い 5 
(Clements)。 

コン イキ 根 域 [rooting zone, rhizo- 
sphere) =#4 5 

コン イン ショ ク GRE (nuptial colo- 
ration] FSH (魚類 ・ 両 生類 ・ 賜 虫 類 ) 
ある い は 鳥類 は , 繁殖 期 に いた る と 体 色 の 一 
部 また は 全体 が 著しい 変化 を きた し , BHO © 
体 色 に 比 し て 華 服 な 色調 を も つよ うに な る 。 
この 色 は 第 二 次 性 徴 の 一 つ で ある が 求愛 誇示 
の と きこ の 着色 部 が 見 せ び が ら か され , 性 行動 
DRE SND O CHM LIFES, HEOA 
に み ら れ る 場合 が 多く , &< ier b OWE 
性 ホル モン の 支配 を 受け て いる 。 と の 色 は 同 
種 内 の 同性 に 対す る 種 の 攻撃 行動 の リリ ー サ 
ー に も な っ て いる 。 トゲ ウオ の 雄 の 赤い 腹 が 
その 例 。 鳥類 の 場合 は 婚 衣 nuptial’ plumage 
と 呼ば れる こと も ある 。 


コン イン ヒシ ョ ー 婚 如 飛 翔 (nuptial 
flight) 生殖 時 期 に 交尾 を 目的 と し て 行わ 
れる 飛翔 。 ミ ッ バ チ で は , 女王 バチ が 単独 で 
飛び 立ち , ' 多 数 の 雄 が 後 を 追い 最後 まで 女王 
バチ を 追跡 し えた 雄 が , これ と 交尾 を 行 5 。 
ァ リ で は , 雌雄 が 入り 乱れ て 飛び か う 。 双 次 
類 の 群 飛 Gu) も 一 種 の 婚 如 飛 逆 で ある 場合 
が ある 。 

コン カン 根 冠 [root cap OWurzel- 
hanube] 根 端 の 最 外層 を 構成 する 柔 組織 で , 
主 に 根 端 の 分 裂 組織 を 保護 する も の と 考え ら 


" れ て いる 。 


コン クリ ー ト ダム Leoncrete dam ] 
コン ゲ グン RF [root system] 三根 系 


コン グン 混 群 [mixed flock] BM 


は 採 餌 や 渡り に 際 し て 何 種 か が 混 っ て 一 つの 
集団 と し て 行動 する こと が あり , これ を いう 。 
Gl: カラ 類 の 採 餌 混 群 , 北米 の アメ リカ ムシ 
クイ な どの 渡り の 際 の 混 群 な ど 。 
コン ケイ 根 系 [root system DWurzel- 
system ®systéme radiculaire] 植物 の 
根 ま た は 地下 部 分 全体 が 分 枝 し な が ら 土 壌 中 
に 分 布 し て いる 状態 は 、 形態 的 に も 機能 的 に 
も ゃ ーー つの 系 と し て 取扱 2 こと が で きる 。 こ れ 
を 根 系 と いう 。 根 系 は 種 に よっ て 特有 な 形態 
を と る と 同時 に , 環境 に ょ より 著しい 変化 を 示 
す 。 根 群 。 

コン ケイ 根茎 [rhizome, rootstock 
ORhizom ⑥rhizome] 地表 下 に あっ て 節 
か ら 分 け て 枝 や 根 を 産出 する 茎 。 地下茎 。 
_ コン ケイ ショ ク プ ツ 根茎 植物 [rhizome 
plant ORhizompflanze] 地下 茎 を も つ 植 
物 の うち , 根茎 を も っ た 植物 の 総称 。 

コン ケイ チチ ュー ショ ク プ ツ RE 
植物 [rhizomatous geophyte, geophyta 
rhyzomatosa] 根茎 に よっ て 繁殖 する 地 中 
植物 。 

コン ケン 根 園 [rhizosphere, rooting 
zone] 土壌 中 で 植物 の 根 が 分 布 し , その 影 
響 の 及ぶ 範囲 。 植 物 個体 に つい て 同様 に 用 い 
る 場合 も ある 。 根 域 。 

コン ケン キョ ー ソ ー REARS Lroot 


0 
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competition ①DWaurzel-Konkurrenz ] 
根 系 に よる 競争 。 主 に 異種 韻 に み ら れ る 。 

コン ゴー シュ コタ イ ゲ グン 混合 種 個体 群 
[mixed-species population] 2 種 以 上 の 
生物 より 成る 集団 を 混合 種 個体 群 あ る い は 異 
種 個体 群 interspecific population LFS = L | 
が ある 。 こ の 用 法 は と くに 実験 個体 群 の 研究 
で よく 用 いら れる が , 個体 群 の 語 は 同一 種 の 
集 り に 限定 する こと が 望ま し く , 2 種 以上 の 
間 の 関係 は 個体 群 間 の 関係 と し て , 英語 で は 
mixed-species populations の よう に 和 複数 形 を 
用 いる ほう が よい と 考え られ る 。 

コン コー リン 混交 林 [mixed forest, 
m. stand ①DMischwald, gemischer Be- 
stand で peuplement melange] ififkic 
対す る 言葉 で , 2 種 以上 の 樹種 か ら 成 る 森林 
を いう が , 多少 他 の 樹種 が 存在 し て も , その 
量 が きわ め て わずか の 場合 に は 純 林 と し て 扱 
う 。 混 合 林 。 混 消 林 。 

コン ゴー リン 混合 林 [mixed forest, 
m. stand] 三 混交 林 

コン ザイ セキ 根 材積 [root volume] 
材積 

コン サク #fF [mixed cropping, com- 
panion c.] 

コン シュ ツ ヨ ー 根 出 葉 [radieal leaf] 
根 生 葉 。 根 元 ま た は 根 か ら 生 じ た よ うに みえ 
る 葉 で = ゼット に 同じ 。 

ヨ ジ ラジ ダ ョ ダグ 混 植 Lmixed planting, 
companion p. } ; 

コン シン MEH Lroot thorn OWurzel- 
dorn] ヤン 科 な ど で , 根 の 一 部 が 針 状 に 変 
っ た も の 。 

コン セイ スイ セイ ショ ク プ ブツ 根 生 水生 植 
物 [hydrophyte, hydrophyta radican- 
tia] 地下 部 が 水底 の 土 中 に ある 水生 植物 。 
水生 植物 は 浮遊 性 hydrophyta natantia・ 着 
生 hadnata・ 根 生 に 大 きく 分 けら れ , 根 生 は 
更に 抽出 emersa と 沈 水 submersa と に 分 け 
られ る 。 | 

コン セイ プレ ー リ ー B4— [mixed 
prairie) 北ア メリ カ で の 地域 的 草原 の 用 語 。 
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短 草 型 草原 と は っ きり と 区 別 さ れる 長 草 型 と 。 ヵ ヽ 


中 茎 草 型 の 草 が 混 生 し た 草原 地帯 を 指し , 肥 
Rist Belts. RES. 

コン セキ ケイ シ ツ 療 跡 形質 [vestigial 
character, rudimentary c. Drudirmen- 
tares Merkmal で caractere rudimen- 
taire] 機能 を も つま で 発達 せ ず に 痕跡 的 に 
認め られ る 形質 で , 形態 的 形質 に 多い 。 進化 
論 的 に は 祖先 型 で は 機能 を も っ て いた と 考え 
られ る 形質 を いう 。 

コン ソシエ ーション [consociation] 7 
ッ ソシエ ーション を 構成 する 植生 単位 の うち 単 
独 の 優 占 種 を も つも の 。 Clements の 用 いた 
群落 区 分 の 単位 で ある が , 英 米 系 の 学派 で よ 
く 用 いら れる 。 た と えば ブナ アソ シェ ー シ ョ 
ン 人 は ツガ コン ツン シェ ニー ショ ュ ン や スギ ュ コンソ 
シン エー ショ ン も 含ま れる 。 やゆ アソシエ ーション 

コン ソ シ ー ズ [consocies] Clements が 
HE LKEBBORBHPHD® consociation に 対応 
する 群落 の うち , と くに 遷移 の 途中 に ある 不 
安定 な 群落 を 示す 。 や コン ソシエ ーション , 
優 占 種 群 業 

コン ソシュール [eonsociule] Clements 
の 用 語 で , コン ソ シ ー ズ に 対応 する 遷移 途中 
に ある 微生物 群集 。 空 コン ソ シ ー ズ 

コン ソー ト カン ケイ 一 一 関係 [consort 
relationship] ヒヒ や マカ ッ ク の オト ナ の 
メス は , 発情 の 初期 に は 数 頭 の ウ カ モノ や 順 
位 の 低い オス と 交尾 する が , 排卵 の 起 る 中 期 
に な る と 順位 の 高い オス の 1 頭 と 一 時 的 な 。 
し か し 時 に は 数 日 間 続く , ょ り 安 定 し た 性 関 
係 を 結び , 受胎 の 多数 は この と き 起 る と 考え 
られ る 。Carpenter の 用 語 。 

コン タ ミ [contamination ①DIKontami- 
nation ®contamination] 宮 雑菌 混入 

コン チャ ク テ イ セイ ノ 根 着 底 生 の [rhi- 
zobenthic] 水生 植物 で 根 あ る い は 根 状 の 
部 分 で 水底 に 着 生 し て いる こと 。 

コン チュ ー シ ャ カイ 昆虫 社会 Linsect 
society DInsektengesellschaft ⑥societe 
d’insectes] 広義 に は , どの 昆虫 種 で も 何ら 
か の 情報 伝達 の 手段 を も ち 個体 間 に 社 会 関係 


成立 し て いる と 考え る べき だ が , 集団 生活 
を 営む 比 虫 類 と くに 階級 分 化 と 分 業 に ょ より 特 
徴 づ けら れ た 社会 性 昆虫 に 対し て 用 いる と と 


BA\.. HSER R 
コン チュ ー テイ コー セイ 昆虫 抵抗 性 
Linsect resistance] 三面 虫 性 
ゴン ド ワ ナ タイ リク 一 一 大 陸 LCond- 


wana land ⑥Condwana-Land] 石炭 紀 
か ら ジ ュ ラ 紀 に か け て , 南極 大 陸 を 中 心 に 南 
アメ リカ ・ 中 南部 アフ リカ ・ イ ンド 半島 ・ マ 
ダ ガ ス カル 島 ・ オ ー ス トラ リア ・ タ スマ デア 
な ど は 一 連 の 大 陸 で あっ た と 考え られ , こう 
呼ば れる 。 二 崩 紀 に は この 大 陸 に 広く 氷河 が 
発 轄 し た 。 テ チ ス 海 を 隔て て 北方 の アン ガラ 
大 陸 と 相対 し て いた 。 

ビブ 
nion s.] 

コン パス ショ ク プ ツ 一 一 植物 (compass 
plant OKompasspflanze] 葉 が 南北 の 方 
向 に 出る 植物 。 

コン パリ ウム [eomparinm] 実験 分 類 
学 上 の 分 類 単位 の 一 つ で , 直接 また は 間接 に 
交配 可能 な 集団 。 

ゴン ペル ツキ ョ クセ ン 一 一 曲線 [Gom- 
pertz curve] Gompertz (1779~1865) AE 
亡 の 起り 方 を 表す た め 考 案 し た 個体 群 の 成長 
率 曲 線 で , 人 口 学 で は 生命 表 の 生存 数 や 死亡 
の 高齢 部 分 の 修正 に 用 いら れる 。 個体 数 を 
と する と w=kexpl—e*"] Cee bh る 。 
この 曲線 の 形 は S 字 型 で , 個体 数 増加 を 示す 
ロジ スチ ッ ク 曲 線 と 非常 た よく 似 て お り , 図 
だ け で は 区 別 が 難し いし , 相当 の 範囲 に わた 
っ て ョ ジス チッ ク で 近似 で きる 。 Sa} 

コン ボク リン 混 牧 林 [woodland 
ture] 放牧 や 採草 と 森林 収穫 と を 合せ て 行う 
th, O53 RRR eS LTS DSRBAH-O 
小 草 地 を も っ て いる 。 BB 

コン ポス ト [compost] =F 

コン メン サリ ズム [commensalism O 
Kommensalismus] ©4525 (i }¥ 利 共生 を 
意味 する 。② 広 く 共 生 を 意味 する こと も ある 。 


混 播 Lmixed sowing, compa- 


⑨③ 原 意 は com ニ with と mensa=table の 結 


綴 で , 食卓 を 共に する 者 達 mensmate の 意味 。 
し た が っ て , いろ いろ な 関係 の 動物 の 間 で 一 
時 的 に 成立 する 間柄 も 含 ろ 、 種 問 の 永続 的 な 
社会 的 関係 を 指す も の で は な いと され る 。 

コン モー 根 毛 [root hair OWurzel- 
haat ®poil absorbant) 吸収 根 の 表面 に 
形成 され る 一 種 の 吸収 毛 で , 主 に 水 や 栄養 塩 
類 の 吸収 を 行う 。 一 般 に 短命 で あり , 交代 が 
RLV... 

コン リュ ー 根粒 [root nodule, r. 
tubercle DWurzelknéllchen で modosite 
radicnlaire] マメ 科 植 物 の 根 に 根粒 菌 が 
侵入 する と , その 部 分 が 異常 成長 し て 作ら れ 
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る , 根 の 組織 と 増殖 し た 根粒 菌 の 共生 体 で あ 
る こぶ 。 根 粒 中 に は 一 種 の 色素 が あり , 土壌 
空気 中 の 室 素 を 固定 し て 宿主 植物 に 与え る 。 
OBR, 根粒 菌 

コン リュ ー キ ン 根粒 菌 [(root) nodule 
bacteria OKndéllichenbakterien] マメ 
科 植物 の 根 に 根粒 を 作り , そこ に 共生 する 
Rhizobium 属 の 細菌 。 こ の 細菌 は 寄主 の 炭 水 
化物 を 利用 し 従属 栄養 的 に 生活 する が , 空中 
窒素 の 固定 を 行い 室 素 化合 物 を 合成 する 。 寄 
主 植物 は これ を 室 素 源 と し て 利用 する 。 宿主 
と の 親和 性 が 種 に よっ て 異な る 。 
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サイ アク ジョー ケン 最悪 条件 [pessi- 
mum) 最適 条件 optimum の 対語 。 

サイ イド ー 再 移動 [remigration] 回 
帰 移 動 に 似 た 規則 性 は ある が , 移動 し て いっ 


た 個体 と は 異な る 個体 が 元 の 場所 へ 戻っ で く . 


る よう な 型 の 移動 。 世 代 ご と に 繰 返 さ れる 移 
動 は , ZPBUAOA BOM a SATB 
動 と み ら れ る 。 

サイ ガイ 炎 害 [plague] 伝染 病 と くに 
ペスト に よる 災害 を 指す こと が 多い が , た と 
えば ワタ リ ベ バッタ に よる 作物 の 惨 害 を 1ocust 
plague の よう に 表現 する こと が ある 。 

サイ カク スー ホー 最 確 数 法 [MPN 
method : most probable 
method |=#R 

サイ キン MH [bacteria (sg. bacte- 
rium) DBakterien PBbacteries| バク テ 
リア 。 原始 核 を 有する 下 等 敏生 物 の うち , 藍 
党 を 除い た 人 微生物 群 の こと 。 

サイ コー 細 著 (rill ORinne Pruis- 
seau] 雨水 の 洗 掘 に よっ て 地表 面 に で きた 
BEL iE. 

サイ コー オン ド 最高 温度 (maximum 
temperature Dmaximale Temperatur | 

サイ サ Mtb [fine sand] o% 

サイ シュ ー # (gathering, collect- 
ing) 野生 の 植物 、 小 さい 陸上 動物 ( 卵 ・ 幼 
th BHT Lets), 内 類 な どの 採 捕 が ある 。 
gathering と collecting は 同義 語 と し て も 使 
われ る し , 狩猟 ・ 漁 労 ・collecting を 総称 し 
て gathering と 呼ぶ こと も ある 。 採集 民 

サイ シュ エン 採種 園 [seed orchard] 
種子 生産 の み を 目的 と し て 仕立 て られ た 樹林 。 

サイ シュ ーシュ ー リ ョ ー イ ッ テ デイ ノー ソ 
ク 最終 収量 一 定 の 法則 [law of constant 
final yield] ほか の 生育 条件 は 同じ に し て , 
密度 だ けい ろ い ろ 変 えて 同種 同 齢 の 植物 を 育 
CHE, は じ め は 収量 に 差 が ある が , 十分 時 
間 が 経過 し た 後に は , 面積 あたり の 現存 量 


number 


(収量 ) は 密度 に 関係 な く 同 じ に な り , その 後 
は 時 間 の 経過 と と も に 現存 量 は 増加 する が , 
密度 に 無関係 に 同じ に な る と いう 現象 は 変ら 
な い 。 こ れ を 最終 収量 一 定 の 法則 と いい , 高 
等 植物 で 広く 認め られ て いる 。 

サイ シュ ー ミ ン 採集 民 Berar food 
g-, collector) —Aic feet - RGA = 
れる 以前 の 段階 で , 食糧 源 あ る い は 生計 活動 
を 自然 の 動植物 (ity: Re - 小動物 ・ ABire 
ど ) に 依存 し て いる 人 間 あ る い は その 集団 。 
狩猟 採集 民 hunter-gatherer と 呼ば れる こと 
も 多い 。 文化 を も つ ヒ ト が 約 200 万 年 前 に 地 
球 上 に 現れ た と すれ ば , 全 期 間 の 99 を , + 
し て ヒト の 数 に すれ ば 90 が 採集 民 と し て 生 
活 し て いた こと に な る 。 野 外 調 査 を 中 芯 と し 
た 最近 の 研究 成果 に よれ ば , 採集 民 は 農耕 や 
家畜 飼育 に よる 生産 物 に 依存 し て いる 集団 に 
比べ て , 生活 の 安定 性 は 低く な いと され で いい 
る 。 ふ つう 男性 が 狩猟 , 女性 が 採集 を し , 経 
済 的 分 業 が 見 られ る 。 採集 

サイ シュ リン 採種 林 [seed 2 Use 
forest] 採種 の た め に 用 材 林 か ら 転 用 きれ 
た 優良 木 の 多 い 林 地 。 

サイ ジュ ンカ ン 再 循環 [recycling] 
硫黄 や 寺 の よう に 沈殿 型 の 生物 地球 化学 的 循 
環 を 行う MBit, 侵食 や 沈殿 に よっ て 生物 に 
と っ て 不 活性 化 さ れる 傾向 が ある 。 と うし た 
過程 に より 蓄積 され た 物質 が 生物 的 お よび 物 
理 的 過程 の 結果 と し て 再び 利用 され る よう に 
KDR, CORRE 

サイ ショ ー イ ン シ 最小 因子 [minirmumm 
factor OMinimumfaktor] 最小 律 に お 
いて , 相対 的 に 最も 少量 に 存在 する 因子 の こ © 
bo ORE 
サイ ショ ク i [foraging] 食物 を 探 。 
し て 食べ る 活動 だ が , その 行動 も 含め て いう 。 
サイ ショ クコ ー 採 食 高 [grazing 
height] 採 食 する と き の 放 牧 家 畜 の 口 の 届 
く 高 さ 。 
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サイ ショ クコ ー ド ー 採 食 行動 [feeding 
behaviour] 動物 が 食物 を 採る 行動 。 種 に 
よっ て 食物 の 種類 ( 征 と その 利用 部 分 ) ・ 採 食 場 
所 ・ 食物 獲得 の 方 法 ( ほ = ュ モ ーション ・ 姿 勢 ・ 身 
体 装置 ・ 道 具 ) ・ 採 食 の 時 間 帯 が 異な る 。 種 に 
よっ て は 分 配 ・ 貯 蔵 行動 が 見 られ , ヒト で は 
料理 行動 が つけ 加わ る 。 

サイ ショ クリ ツ 採 食 率 [grazing rate] 
ふぁ つう, 放牧 地 で ある 植物 種 の 出現 頻度 に 対 
する その 種 の 彼 採 食 頻 度 の 割合 で 示す 。 

サイ ショ クリ ン 再 植林 [reafforesta- 
tion ①Wiederaufforstung | 

サイ ショ ー ジ ュ コ ー リ ョ ー 最小 受光 量 
(light minimum ①Lichtmimirmummn | 
比較 受光 量 の 最小 値 。 す な わ ち , 自然 群落 の 
最 下 層 の 葉 が 受け て いる 光 の 強 さ の, その 群 
落 最上 層 に 達 する 光 の 強 さ に 対す る 相対 値 。 
Ratt Dip CikK & < (25~10%), 陰性 の 植物 
ChE SV(5.~0.5%) 

サイ ショ ー ド ジョ ー ヨ ー キ リョ ー 最小 
+3828 (minimum air capacity] 
«ARAB CHER fark Stet FOABER 

量 の 容積 メー セン ト 。 

サイ ショ ー ニ ジョ ー ホ ー 最小 二乗 法 
[least-squares method ①DMethode der 
kleinsten Quadraten méthode des 
moindres earre’s] 最小 自 乗法 。 

サイ ショ ー ホー ケイ ワク スー 最小 方 形 
わく 数 (Cminimum quadrat number] 
群落 の 組成 ・ 構 造 の 特徴 が 最小 限 抽 出さ きれ る 
べき 方 形 わく 数 。 最 小 面 十 以上 に な る よう 方 
形 わく 数 を と る 。 

サイ ショ ー ホー ケイ ワク メン セキ 最小 
方 形 わ も く 面 積 Cminimum quadrat area ] 
群落 の 特徴 的 な 組成 ・ 構 造 を 調査 する の に 適 
し た 最小 の 方 形 わ く 面 積 を 指す 。 ぉ つう 種 数 - 
面積 曲線 species-area curve か ら 求 め る 。 

サイ ショ ー メ ン セ キ 最小 面積 [MA: 
minimal area] 群落 の 特徴 的 な 種 の 組合 
せ を 含ん だ 調査 面積 の 最小 の 大 き さ 。 ぁ つう 
群集 association の 調査 面積 と し て 使用 し , 
個 え の 具体 的 群落 に つい て は その 1/10 程度 


の 面積 を 抽出 単位 と し て 用 いる 。 種 数 - 面積 
曲線 を 用 いて 最小 面積 を 決定 する 場合 に は 曲 
線 の 飽和 点 と 原点 を 結ぶ 直線 に 平行 な 線 が こ 
の 曲線 と 接する 点 の 面積 を と る 。 

サイ ショ ー リ ツ 最小 律 Llaw of mini- 
mum MGesetz vom Minimem ®loi du 
minimum] 最少 量 の 法則 。 元 来 は 植物 の 
収量 は 最も 少量 に 存在 する (最も 不足 し て いる ) 
元素 に より 支配 され る , と いう Liebig KL 
っ て 提唱 され た 法則 。 た と えば 土壌 中 に リン 
が 不足 し て いる 場合 , 他 の 元素 を いく ら 与 え 
て も 植物 の 生育 は よく な ら な い 。 リン を 増す 
こと の み に よ り 成 育 を 促進 で きる 。 こ の 場合 
リン を 最小 因子 minimum factor と いう 。 そ て そ 


. の 後 , この 法則 は 植物 の 成育 に 必要 な 因子 一 


般 に つ v Nae も 拡張 され 5。 


サイ スイ エン 採 穂 園 [cutting or- 
chard] 樹木 の 挿 積 を 生産 する 目的 で 仕立 
で られ た 樹木 園 。 


サイ スイ キ Kz [water bottle O 
Wasserflasche ®bouteille] ワイ ヤー な 
ど で 叩 下げ て 必要 な 深き の と ころ の 水 を 密 
封 し て 採取 する 器具 。 転倒 温度 計 reversing 
thermometer を 取付 け て 現場 の Kine 同時 
に 測定 する こと が で きる 転倒 採 水 器 r.water 
bottle や 器 内 に 金属 規 出 部 の な い フ ァ ン ドー 
ン 型 van Dohrn type な ど が ある 。 

サイ ズ グル ー プ [size group] ある 種 
の 集団 の 個体 を 何ら か の 形 の 大 き さ に よっ て 
適当 に 区 別して まとめ られ た 各 群 。 体 長 に よ 
っ て 分 けた と き は 体長 群 と いわ れる 。 

サイ セイ 再生 [regeneration DVer- 
jangung ®régénération] 生態 系 また は 
群落 ・ 群 集 の 一 部 が , 何ら か の 理由 で 失わ れ 
た と き に , 失わ れ た も の と 同じ か , また は は 
と ん ど 同 じ も の が 作ら れ て 欠 けた 部 分 を 補 
現象 。 更 新 。 

サイ セイ サン キョ クセ ン 再生 産 曲線 
(reproduction curve] ご 増殖 曲線 

サイ セイ サン リツ 再生 産 率 [reproduc- 
tion rate] 人 口 の 再生 産 力 を 計量 する 指標 。 
人 口 の 再生 産 率 reproduction rate of popu- 
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lation と ゃ も 呼ば れる 。 一 人 の 女 が , 15~49 
歳 の 再生 産 年 齢 を 通過 する 間 に 産む 子供 の 数 
の 平均 を 粗 再 生産 率 , 生れ る 子供 の う も 女児 
だ け で 計算 し た も の を 総 再 生産 率 , 更に 出生 
女児 が 再生 産 年 齢 を 終る 前 に 死亡 する 分 を 除 
外し た の を 純 再 生産 率 と いう 。 純 再生 産 率 が 
1 で , 出生 性 比 に 変化 が な けれ ば , ABE 
っ た く 増 滅 し な いこ と に な る 。 

ザイ セキ 材積 [Yotume @MMasse, 
Volumen ®volume] 木材 や 樹幹 の 体積 
を いう 林 学 用 語 。 ぁ つう に 材積 と いう 場合 に 
は 幹 材 積 stem volume ( 幹 の 容積 ) を 指す 。 真 
の 体積 を 実 積 , 一 定 長 に 切っ て 積み 上 げた 空 
間 体 積 を 層 積 と 呼ぶ 。 枝 の 場合 に は 校 材積 
branch v. 根 の 場合 に は 根 材積 root v. を 用 
いな けれ ば な ら た ない 。 

ザイ セキ セイ チョ ー リ ョ ー 材積 成長 量 
[volume increment] 材積 と いう 場合 , 
あぁ つう 樹幹 材積 を 意味 する 。 成 長 量 を 表す に 
は 。 連 年 成長 量 ・ 定 期 成長 量 ・ 総 成長 量 の い 
ずれ か が 用 いら れる 。 枝 ・ 根 の 場合 は それ ぞ 
れ , 枝 材積 成長 量 branch volume increment, 
根 材積 成長 量 root v.i. と いう 。 史 材積 

ザイ セキ ヒ ョ ー 材積 表 [volume table 
@Massentafel ⑤⑥table de rendement | 
直径 ・ 胸 高 直 径 ・ 長 さ ・ 樹 高 な どか ら 用 材 や 
立木 の 材積 を 求め る 表 。 林 学 用 語 。 COMM 

サイ ソー 採草 (mowing) 草刈 り 。 
三 草 取り 

サイ ソー チ 採草 地 [meadow OWiese 
®pré, prairie] 定期 的 な 刈取 り , また は 
施肥 も 含め た 管理 の も と に 成立 する 草原 。 

サイ ダイ イジ シュ ー リ ョ ー 最大 維持 収量 
[maximum sustained yield] 個体 群 を 
滅 す こ と な く 収 穫 で きる 最高 の 収量 。 最 適 収 
& optimum yield と も いう 。 個 体 群 の 生産 力 
は 単位 時 間 あ た り 取 除く こと の で きる 最大 維 
持 収量 の 決め 手 に な る 。 1 年 を 単位 に すれ 
ば 年 間 最 大 維持 収量 maximum annual sus- 
tained yield と いう 。 

サイ ダイ カノ ー セイ チョ ー リ ョ ー 最大 可 
能成 長 量 [potential growth] 最適 条件 を 


与 を た と き の そ の 種 に 固有 の 最大 の 成長 量 。 

サイ ダイ キョ ヨー ゼン リョ ー 最大 許容 線 = 
量 (MPD; maximum permissible dose ] 
放射 線 は 人 体 に 対 し 多かれ 少な か れ 有 害 作 用 
を も つが , 照射 に よる 急性 ・ 慢 性 ・ 遺 伝 的 障 
害 の 起 る 確 素 が 無視 で きる よう な 線量 の 最大 
値 を いう 。 こ の 値 は 体外 か ら の 被 野 と 体内 に 
摂取 され た 放射 性 物質 に よる 被 育 と を 合計 す 
る が , 医療 上 受け る も の と 自然 放射 線 に よる 
も の は 除外 する 。 

サイ ダイ ケイ コー 
height] 三 最大 樹高 

サイ ダイ ジュ コー 最大 樹高 [maximmnm 
tree height] 直径 と 樹高 と の 拡張 相対 成 
長 関係 か ら 推 定 さ れる , ある 立地 条件 と 時 間 
と の も と て で 期待 され る 林木 の 取り 得る 最高 の 
樹高 。 

サイ ダイ ジュ ミ ョ ー 最大 寿命 [poten- 
tial longevity, maximum 1.] 生物 が も 
っ て いる ほぼ 一 定 の 最長 寿命 。 自 然 界 で は , 
種々 の 環境 抵抗 に よっ て 寿命 は 制限 され る 。 
OF 

サイ ダイ ジョ ー ハ ッ サ ン リ ョ ー 最大 蒸 
発散 量 [potential evapotranspiration ] 
土壌 水分 を 過 不 足 な く 与 えた と き の ,。 いわ ば 
最適 状態 に お ける 土壌 - 植 生 系 か ら の 発散 
量 。 最 大 蒸 通 発 量 。 

サイ タイ セキ カセ キ 人 折 [re- 
worked fossil] 三 二 次 化石 

サイ ダイ ゾー ショ クリ ウツ 。 最大 増殖 率 
[intrinsic rate of increase] O##Mny 
スチ ッ ク 曲 線 

サイ ダイ ヨー イン 
factor] 第 一 要因 K 

サイ ダイ ヨー スイ リョ ー 最大 容 水量 
[maximum water holding capacity] 
土壌 を 水 で 完全 に 飽和 させ た と き の , 水 の 土 
壌 に 対す る 容積 バ パーセント 。 

サイ テイ オン ド 最低 温度 [mminismum 
temperature (①D)Temperaturmimirmum | 

サイ デイ キ 採 泥 器 [bottom sampler 
⑥Bodensammler ®sondeuse] 水面 か ら 


最大 茎 高 [maxinnam 


最大 要因 [ultimate 


ロー プ や ワイ ヤー で 忠 り 下 げ て 底 の 泥 を 採集 ・ 


する 器具 。 単 に 泥 を 少量 採取 する 簡単 な も の 
か ら 混 と と も に 底 中 に 住む 動物 や 泥 表 面 の 堆 
積 物 を 定量 的 に 採集 する も の まで ある 。 通常 
エッ クマ ンー ジ 採 泥 器 ( 採 泥 面積 15x15cmz 
また は 25x25cm?) が よく 用 いら れる 。 ボ トム 
テン アフ プー。 

サイ テキ オン ド 最適 温度 Loptimum 
temperature @Temperaturoptimum | 
一 般 に 温度 に 対す る 生物 の 反応 性 は 山 型 の 最 
適 曲線 optimum curve を 描く が , この 頂上 付 
近 の 反応 が 最大 速度 で 行わ れる 温度 範囲 。 

サイ テキ キョ クセ ン 最適 曲線 [opti- 


mum curve ⑪DOptimumkuarve] 生物 


の 成長 率 と 温度 ・ 養 分 濃度 な どの 両性 要因 の . 


量 を 示し た グラ フ の 山 型 に な る 曲線 の こと 。 
成長 率 が 最高 と な る 要因 の 濃度 (温度 ) を 最適 
REG, 成長 率 が ゼロ と な る 要因 
の 濃度 Wake) の 低 い ほ う を 最低 濃度 (温度 ), 
高い ほう を 最高 濃度 温度) と いう 。 

サイ テキ シュー リョ ー 最適 収量 [opti- 
mal yield) 個体 群 か ら 永続 的 に , す な わ 
ち 個 体 群 を 維持 し つつ 生物 体 を 収 獲 し よう と 
する 場合 単位 期間 に 収 獲 し うる 最大 量 。 

サイ テキ シュー リョ ー セ ツ 最適 収量 説 
[theory of the optimal yield] 最適 収 
量 を 決め る た め に は , その 個体 群 の 成長 速度 
が 減少 し は じ め る 密度 に 個体 群 の 大 き さ を 維 
持 す る よう に すれ ば , 単位 期間 内 の 増加 生物 
量 は 最大 で あり , か つこ の 増分 の 収 獲 は 個体 
群 の 繁殖 能力 を 損 う こと が な い 。 こ れ は あく 
まで 上 単純 な 状態 で の 基本 的 関係 で あり , 実際 
に は 生物 の 種 特有 の 問題 や 実用 上 の 問題 を 考 
慮 に 入れ な けれ ば ぽ ば ならない 。 

サイ テキ ノ BHO [optimum Dopti- 
mal )optimale ] 

サイ テキ ミツ ド 最適 密度 [optimnm 
density OBevélkerungsdichte den- 
sité optimale] 個体 群 に お ける 個体 あたり 
の 生存 率 ・ 発 育 速 度 ・ 体 重 増加 ・ 増 将 率 な ど 
の 生活 過程 ife process は し ば し ば ある 密度 
で 最高 と な り ,. それ 以下 ある い は それ 以上 の 
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密度 範囲 で は 低下 し て いく 。 こ の ピー ク に 当 
る 密度 を , Allee938) は 最適 密度 と 呼ん だ 。 
この 密度 以下 で は 個体 間 に プ ラス の 相互 作用 
(共同 cooperation) が 強く 働き , そ れ 以 上 の 高密 
度 で は マイ ナス の 作用 ( 相 害 作用 disoperation) 
が 優越 する 結果 で ある と 考え た 。 tk BAB 
949) は 次 世代 個体 数 を 最高 に する 親 世 代 の 
密度 を “個体 群 に と っ て の 最適 密度 ” と 呼ん 
だ が , これ は Allee の 最適 密度 の 概念 と は 異 
な る 概念 で ある 。 ツ や アリ ー の 原理 

サイ テキ ヨー イン 最適 要因 [optimum 
factor] 上 両性 要因 

サイ テキ ヨー メン セキ シス ー 最適 葉 面 
積 指数 [optimum leaf area index] ¥ 
余生 産 を 最大 に する 葉 面積 指数 。 記 号 Fopt. 
や 剰余 生産 

サイ ド 彩 度 [chroma] の マン セル 標準 
ニー 人 

+47 再 捕 [recapture] 動物 の 個体 
数 や 移動 範囲 推定 の た め 標 識 を 付け た 個体 を 
放し て 再び 捕え る こと 。 


サイ ボー ケイ 細胞 系 [cell system] 
や 生物 系 

サイ ホコ タイ 再 捕 個体 [recaptare」 
> Bi 

サイ ボー シ ツ タカ クタ イ Car 細胞 


質 多 角 体 病 [cytoplasmic polyhedrosis] 
比 虫 類 の ウィ ルス 病 の 一 つ で , MIA PIC 
白質 より 成る 多角 体 を 生じ る 。 

ザイ ライ シュ 在 来 種 Lnative species」 
三 自生 種 

サイ リュ ー ジ ョ ー, ノ 
grained ] きめ の 細か い 。 

サイ レキ M#(fine gravel) 粒 径 2 一 
4mmOR, 

サエ ズリ MY [song OGesang © 
chant] 鳥類 で , 雌雄 と も に 一 年 中 発する 鳴 
き 声 で ある 地 鳴 き call note に 対し て , 成熟 
し た 雄 が 繁殖 期 に 発する 比較 的 長く 複雑 な 鳴 
き 声 の こと 。 縄 張り 宣言 歌 territory defend- 
ing song や , 求愛 歌 1ove s. な ど が ある 。 

サカ ン セ イ ノ 砂 間 性 の [mesopsam- 


細 粒 状 の [fine- 
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mic | 

サカ ン セ イプ ブツ 夏 間 生物 [mesopsam- 
mon] 間隙 動物 , 砂浜 生物 

サキ ュー WE (dune ODine] 海岸 ・ 
大 河 の 岸 ・ 砂 漢 な ど で 砂 の 移動 に より 作ら れ 
Dro 
- サキ ュー ショ クセ イ 砂丘 植生 [sand 
dune vegetation ①DDanenvegetation ] 
ATOR < MELCHETT SHE. 
わが 国 で は 海浜 砂丘 植生 が 主 で .。 ユウ ボウ ム 
ギ ・ コ ウ ボ ウ シン バ ・ ハ マ ボ ウ ・ ハ マヒ ル ガ 
Aer ガブ フッ マ ニシ ドウ 
ク ・ エ ゾ ノ コウ ボウ ムギ な どの 植物 か ら 成 る 
特異 な 植生 。 一 般 に 地下 部 の 発達 が よく , & 
透 圧 が 高い 。 

サキ ュー ショ ク プ ツ 砂丘 植物 [dane 
plant ODinenpflanze]) 砂丘 に 生活 する 
植物 で , 地下 茎 や 借 負 核 で よく 繁殖 し , 乾燥 
や 飛 砂 に 対 し て 抵抗 性 が 強い 。 

サキ ュー セイ ソー 砂丘 成層 (sand 
dune deposit] CAKE 

サク ジイ ドー RHBH feeding mig- 
ration] 食物 を 求め な が ら , H>vWiTER 
場所 へ 向っ て 移動 する こと 。 産卵 移動 ・ 越 冬 
移動 と と も に 魚類 な どの 回 遊 周期 migration 
cycle を 構成 する と され る 。 

UIs atas 搾取 作用 [exploita- 
tion] 生物 の 異種 間 の 相互 作用 の うち , 一 
方 に 有利 , 他方 に 不利 に 働く 場合 を いう 。 捕 
食 者 - 被 食 者 。 あ る い は 寄生 者 - 寄 主 の 関係 や 
ホトトギス の 反 卵 の よう な 現象 を 含め て いう 。 
や 食う も の - 食 われ る も の の 相互 作用 

サク シュ シャ 搾取 者 [exploiter] 搾取 
作用 に お いて 利 を 得る 側 を いう 。 

サク ショ ン キ ャ ッ チ ャ ー [suction catch- . 
er) 吸引 捕虫 器 ま た は 吸引 トラ ッ プ 。 植物 
の 茎葉 上 や 草地 に 生息 する 昆虫 天 ク モ 類 な ど 
BRINE し て 種 数 や 個体 数 の 調査 に 用 いる 。 
電気 掃除 機 や 動力 散 粉 機 を 改造 し た も の が 使 
用 され て いる 。 調査 個所 を ビニ ー ル 袋 等 で 履 
っ た 後 , 中 の 比 虫 類 を 吸引 すれ ば ほぼ ば 確実 に 
採集 で きる か ら , 絶対 密度 の 推定 に も 用 いる 
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CEMCES,. OMIbFVT 
サク セッ ショ ン [succession] 三 乱 移 
サク ドー 38 [aerial cableway, ro- 
peway」 三 架 線 
サク モツ 作物 [crop, c. plant OKul- 
turpflanze, Feldfrucht ®récolte] 


. サク ヨー コ 騰 葉 庫 [herbarinm] 膳 葉 
oF . 


=o 


サコ ー 砂 耕 [sand culture] 

ササ (dwarf bamboo ⑩DZwerg- 
bambus ®bambou nain] マダ ケ な ど 大 
型 の タケ に 対し , 林 床 を 作る ょ うな 小型 の タ 
ケ ヶ 科 の も の 。 分 類 学 上 は 程 輸 (いわ ゆる 位 の 放 ) 
が 離 腕 し な いで いつ まで も つい て いる も の を , 
すぐ 離脱 する タケ と の 区 別 点 に する 。 わ が 国 
で は , 笹 型 植生 は 草地 の 一 つの 型 と し て も 認 
め ら れ て いる 。 

サシ 夏 嗜 [(sand) spit OSandbank 
®littorale eu epil 沿 舌 流 に より 運ば れ 
た 砂 が , 浴 口 を 半 じ る ょ うに 陵 状 に 堆積 し た 
も の 。 

サシ キ 
®bouture ] 
サシ ョ クシ ャ 砂 食 者 [psammotrophe] 

- サ ジョ ー ド Wt [sand loam] \ 

サス 夏 州 [sandbar @OSandbank, 
Sandzunge] 一 般 に は 海岸 や 河口 ・ 薄 日 に 
発達 する 砂 質 の 玲 積 地形 。 地 形 学 で は 砂 中 ぎ が 
$ELUCBALAUELO. SUM 

サ セ イ ショ クセ イ Wht (psammo- 
phytic vegetation] 海岸 や 砂漠 な どの 砂 
丘 に 発 達 する 植生 。 い わ ゆ る 好 砂 植物 を 主 と 
する 植生 。 

サ セ イ ショ ク プ ブツ 夏生 植物 (psammo- 
phile ] 好 砂 植物 と 同 Us 

サチ カン ゲキ セイ プ ツ ゲン シュ ー BH 
隙 生物 群集 [psammon] 砂粒 の 間隙 に す 
む 水 生生 物 の 集 り 。 砂地 生物 群 。 間際 動物 

EF ショク プ ツ 砂地 植物 [psammo- 
phyte ①Psammophyt] 砂地 に 生育 する 
植物 。 多 年 生 . と くに 根茎 植物 で 堆 砂 に 強い 
も の が 多い 。 コ ウ ボ ウ ムギ ・ ハ マニ ン ニ ク ・ 


挿 木 Lcutting OSteckling 


- mon] 


ハマ ヒル ガオ ・ ハ マニ ガ ナ な と ど 。 

サチ セイ ブツ グン 砂地 生物 群 Lpsam- 
三 砂地 間隙 生物 群集 

, ザッ キン コン ニュ ー 雑菌 混入 [conta- 
mination] 純粋 培養 を し て いる と き , RE 
の 生物 が 外 か ら 混 っ て 生育 する こと 。 

サッ キン ザイ A [fungicide] 苗 
類 を 直接 殺す も の の み で な く , 胞子 の 発芽 を 
一 時 的 に 阻止 する 薬剤 を 総称 し て 呼ぶ 。 主 成 
分 の 化学 的 性 状 か ら , 銅 剤 ・ 水 銀 剤 ・ イ オウ 
剤 ・ ア ェ ノ ー ル 剤 ・ キ ノン 剤 ・ 抗 生物 質 ・ 有 
機 リ ン 剤 な ど に 分 類 さ れる が , その 作用 の 面 
か ら は , 予防 剤 また は 保護 殺菌 剤 と 治療 剤 ま 
た は 直接 殺菌 剤 に 区 別 さ れる 。 更 に 使用 形態 
か ら は , 散布 用 殺菌 剤 ・ 種 子 殺菌 剤 ・ 土 壌 殺 
AAMC MeN. 

サッ キン セイ ショ ク プ ブツ ドク Rete 
物 毒 [phytoncide] 微生物 の 排出 する 物質 
で , 他 の 微生物 を 殺す ょ うな 物質 を 抗生 物質 
antibiotic. OAntibiotika と いう が , 高等 植 
物 の 排出 する 物質 で 微生物 を 殺す よう な も の 
を Waksman は phytoncide と 命名 し , Y 
連 の *Tokin(1952) は その 名 称 で 1 冊 の 本 を ま 
と め た 。 他 感 作用 物質 の 一 つ 。 

ザッ シュ キョ ー セ イ 雑種 強勢 [hetero- 
sis OHeterosis]) 雑種 第 一 代 が 生活 力 で 両 
親 の いずれ を も しのぐ こと を いう 。 

ザッ ショ クセ イ 雑食 性 [omnivority, 
polyphagy, pantphagy」 動物 が 食物 と し 
て 植物 質 ・ 動 物質 の 双方 を 利用 し , 食物 選択 
の 幅 が 広い こと 。 多く の 霊長 類 は 雑食 性 で あ 
り , と く 地 上 性 霊長 類 (E ト ・ チ ン ペ ンジ ー・ 
マカ ッ ク ) に その 傾向 が 強い 。polyphagy は 昆 
虫 な ど が 多く の 植物 性 (ある い は 動物 種 ) を 食う 
場合 に も 用 いる 。 三 多 食性 

ザッ ショ ク ド ー プ ツ 雑食 動物 [omni- 
vore, omnivorous animal] OA, 
>at . 

ザッ セイ カカ MEE [polygamy] ニニ ポリ 
ガミ ー 

サ ツ セン チュ ー ザ イ 殺 線 虫 剤 Lnemato- 
cide ] 
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ザッ ゾー 雑草 [weed OUnkraut ® 
mmauvaise herbe] あと つう は 虹 耕 地 で 人 が 
播種 し て 栽培 する 作物 crop に 対し て , 招 か 
れ ざ る 客 と し て 発生 し , 作物 の 生育 に 害 を な 


に 2 


す 植物 群 。 し た が っ て 農学 的 概念 で あり , 人 ・ 


類 発生 以前 に は すべ て は 野生 植物 wld plant 
で あっ た 。 今日 は 雑草 の 概念 は 拡大 され , 栽 
植 さ れる 有用 樹種 crop tree に 対す る weed 
t., BMH, ある い は 捕獲 の 対象 た る 海洋 
生物 ocean crop に 対す る weedfish な どの 
使い 方 も ある 。 

ザッ ソー グン ラク 雑草 群落 [weed 
community ①DUnkrautgesellschaft| 耕 
地 ・ 庭 園 ・ 道 路 な どの 定期 的 な 耕作 管理 な ど 
の 人 為 的 干渉 下 の 主 と し て 一 年 生 の 植物 群落 。 
サッ ソ ザ イ HA (rodenticide ] 

ザッ ソー セイ タイ ガク 雑草 生態 学 
Lweed ecology] 応用 生 丁 学 の 一 分 野 。 ぉ 
つ 2 農 耕地 の 雑草 や 雑草 群落 に つい て の 生態 
学 的 研究 を する 分 野 で ある が , 草地 や 林地 人 
つい て も 成り 立つ 。 

サッ ツ ダニ ザイ 殺 一 一 剤 [acaricide] ダ 
= 類 は 非常 に 種類 が 多く , 1 世代 の 期間 が 短 
く , し か も ゃ 長期 に わた っ て 発生 する た め , BR 
ダニ 剤 と し て は 成 幼虫 の み で な く , 卵 を も 殺 
すこ と が 必要 で ある 。 ダ ニ 類 は 年 間 の 発生 回 
数 が 多く , 楽 剤 に 対 し て 抵抗 性 が 生じ 易く , 
それ が 大 き な 問 題 と な っ て いる 。 

サッ チュ ー ザ イ 殺虫 剤 Linsecticide」 
サッ チュ ー ザ イ ジョ キョ ホー 殺虫 剤 除去 
法 [insecticidal check method] 害虫 に 
対す る 天敵 の 役割 を 評価 する た め , 天敵 類 の 
み を 選択 的 に 殺す 殺虫 剤 を 使用 し て , 害虫 の 
増殖 を 無 防 除 区 (天敵 が 存在 する ) 世 比較 する 方 
法 。 カ リフ ォ ル ニア 大 学 の de Bach(1946) が 
DDT を 用 いて カイ ガラ ムシ の 増殖 に 対す る 
天敵 の 役割 を 評価 し た の が 最初 で , その 後 よ 
く 用 いら れ て いる 。 

サッ チュ ー ザ イ テイ コー セイ ィ 殺虫 剤 抵抗 
性 Linsecticide resistance] 害 忠 防除 の 
DORM RAED, 害虫 個体 群 に お ける 殺 
虫 剤 抵抗 性 の 発達 を 促し , 困難 な 問題 を 生じ 
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て いる 例 は 数 多い 。Brown(1968) に よる と , 
1967 年 現在 , 世界 各地 か ら 報 告 さ れ た 抵抗 性 
系 統 出現 の 事例 は , 確実 な た も の だ け で も 昆虫 
群 各 目 と ダニ 類 を 含め 224 種 に 及 ん で いる 。 
抵抗 性 の 機構 は , 体内 へ の 薬剤 の 侵入 を 阻止 
する , 体内 へ 入っ た 薬剤 の 解毒 分 解 能 が 高い , 
薬剤 に よる 酵素 な どの 活性 阻害 度 が 低い な ど 
様々 で あり , 殺 東 剤 が 海 汰 圧 と し て 働き 害虫 
個体 群 の 遺伝 的 組成 を 変化 させ る 結果 で ある 
と 考え られ て いろ 。 3 

サ ツ ラ ン ザ イィ INA Covicide] 

サ ツ リ クキ ョ ー セ イシ ャ 殺 義 共生 者 
[synechthran] アリ 類 な どの 社会 性 昆虫 
. の 巣 の 中 に すん で いる 動物 で , 捕食 性 で 寄主 
か ら は 排 末 され る 関係 に ある も の 。 


サド f+ [sand soil] 砂 の 含有 量 が 85 
以上 の 土壌 。 
サナ イセ イ ノ 砂 内 性 の [endopsam- 


mic] 大 型 の 埋 在 動物 の よう に , KOWVEX 
押 分 けた り 呑 み 込 ん を だり し て 底 質 中 に 潜っ て 
いる ざ ごち 5 

サナ イセ イプ ツ WA [endopsam- 
mon] OME) CEA Ric PRLT 
生活 する 大 型 の 生物 。② 砂 粒 の 間隙 や 表面 で 
生活 する 微小 動物 を 指し , 間隙 動物 と 同義 に 
用 いら れる と と が ある 。 

サナ ギ tH Cpupa OPuppe] 完全 
変態 を する 尼 虫 類 の 幼虫 と 成虫 の 間 に 位置 す 
る 発育 ス え テージ 。 食物 を と ら ず 一 般 に 活動 停 
止 の 状態 で 過す 。 触 角 ・ 肢 ・ 区 な ど が 体 か ら 
分 離し た 裸 疲 free pupa +, これ ら が 体 に 
固着 し た 被 由 obtect p. と が ある 。 前 者 は 及 
WA CMR - WARE CASH, 後者 は 
RAR -PMAAO—MBicAbHS, fethHt 
pupation 直前 の 摂 食 を 停止 し た 老 熟 幼虫 を 
BUS prepupa £\.5, DBE 

サバ ク 砂漠 [desert Dtrocken Wiste 
⑥desert] 降水 量 が 少な く 乾 燥 に よっ て 植 
物 が 疎 生 する 群 系 を いう が , を つう 熱帯 か ら 
温帯 に か け て 分 布 する 。 

サバ クキ コー 砂漠 気候 [desert cli- 
amate OWistenklima] 大 陸 気 候 で 極端 


に 降水 量 が 少な いた め に , 地表 の 乾燥 が 甚 し 
く 昼夜 の 気温 較差 が 著しく 大 きい 。 ま た 強い 
上 昇 気 流 が 起り , た び ぴた び 烈 風 が 生じ る 。 
サバ ク キョー ドー タイ 砂漠 共同 体 [de- 
sert community] 砂 河 で 生活 し て いる 生 


物 共 同体 。 

サバ ク セイ ゾー WRK [desert de- 
posit] OARKE 

サバ ク ド 砂漠 土 [desert soil O 


Wastenboden] 成 帯 性 大 土壌 群 の 一 つ で , 
乾燥 の 基 し い 砂 漠 地 帯 で 形成 され る 淡 大 褐色 
で , 有機 物 が 少な く ぐ 下 層 に 石灰 質 層 を も つづ つ キ 
壌 。 灰 色 土 。 

サバ ン ナ [savanna(h) OSavanne で 
savane] 散 生 する 樹木 を も つ 未 本 草原 で , 
南米 ・ オ ー ス トラ リア ・ ア フリ カ な ど に 不 く 
分 布 す る 。 と き に は 極 相 で ある 草原 と 森林 と 
の 移行 帯 に ある 群落 を 指す 。 冬 季 に 寒冷 な 気 
候 下 に ある ステ ッ プ と 区 別して 用 いる 。 
サバ ン ナ リン 一 一 林 [savanna forest] 
熱帯 ・ 亜 熱帯 の 雨期 と 乾期 が 明らか で , と く 
と 乾期 の 乾燥 の 厳し い 地域 に 成立 する 森林 で , 
林 床 は 熱帯 草原 と な り , 背 の 低い 高林 が 散 生 
し , 樹 等 は 連続 し な い 。 乾 期 に は 落葉 し 林 
床 植生 も 地上 部 は 枯れ る 。 x 
サビ エン テー ショ ジン [sapientatiom サ 
ピエ ンス sapiens Lit, ヒト の 属す る 生物 分 
類 上 の 種 名 で ある 。 サ ビエ ン テ ー シ ョ ン と は 
サビ エン ス に な る 過程 を 指す が , それ は 形態 
学 的 と いう より ゃ , LARS et 
考え られ る 。 生態 学 的 に 興味 の ある 点 は , ホ 
モ サ ビエ ンス に 属す る ネアンデルタール 人 の 
出現 と , 人 類 の 生息 地 が 寒冷 帯 を 含む 地球 上 
の 広範 囲 に 拡大 され た と と が 重なり 合っ て い 
る と と で ある 。 

ササ ヒ ョ ョ ュー セイ ョ / 砂 表 性 の [epipsam- 
mic] 砂 泥 底 の 表面 に 生息 する こと 。 

サ ヒ ョ ー セ イプ ブツ 砂 表 生物 [epipsam- 
mon] 砂 泥 底 の 表 生 底 生生 物 の こと 。 

ザ ヒ ョ ー ツ ヅケ 座標 づけ [ordination O 
Ordnung] 植生 の 環境 傾 度 分 析 の 基本 に な 
る 方 法 で , 種 組成 が 連続 的 に 変化 し て いる 各 


スタ ンド を 一 次 な いし 多 次 元 の 軸 上 に 位置 
け て , その スタ ンド の 組成 に つい て 最大 の 情 
報 が 得 ら れる よう に する こと 。 比較 的 狭い 地 
域 の 植生 解析 に 用 いら れる 。 各 スタ ンド の 種 
類 構成 か ら 因 子 分 析 ・ 類 似 度 な ど を 用 いて 座 
- 標 づ け す る 方 法 , 連続 体 指 数 ・ 須 移 度 ・ 環 境 
要因 の 傾 度 に よっ て 座標 づけ する 方 法 な ど が 
ある 。 ま た 個々 の 種 個体 群 の 分 布 に つい て 環 
境 傾 度 を 軸 に 表す こと も 座標 づけ と いう 。 

サ プ アー クティ ッ ク キ 期 [Sub- 
arctic period] Blytt-Sernander に よる 北 
欧 の 晩 氷 期 以 降 の 編 年 の 最 古 の 時 代 。 北 欧 の 
バイ ク ゼ ル 氷 河 が 後退 を 開始 し た 時 代 (1 万 
5000 年 前 ) よ り 約 4000 年 間 で ,。 ツン ドラ 的 植生 
下 に あっ た 。 

サ プ アト ラン ティ ッ ク キ 一 一 期 [Sub- 
atlantic period] Blytt-Sernander に こよ る 
編 年 の 最新 の 時 代 。 約 2500 年 前 現在 まで で , 
前 時 代 ( サ プ ボ レア ー ル 期 ) より や や 冷涼 湿潤 な 
気候 下 に あっ た 。 

サ プ ク ライ マッ クス [subclimax] =# 
極 相 


サ プ ゲ ルー プ [subgroup] 単位 集団 の 


・ 内 部 に 分 節 す る 一 時 的 ある い は 半永久 的 な 部 
分 集団 。 

サ プ サ リン プール [sub-saline pool] 
潮 だ まり に 含め られ る 。 潮 上 帯 の 岩盤 の 凹み 
に で きる 水たまり rockpool で , 波 や し ぶ き を 
浴び る と 塩分 を 含み , 更に 乾燥 し て 干 上 る こ 


と も ある 反面 , 雨水 を 受け る と 淡水 に 近く な 


る な ど , 水質 諸 条 件 の 変化 が 激しい 。 
サ プ シ ステ ンス スイ ジュ ン 
{subsistence level] 三 生存 水準 
YT ボ レ ア ー ル + 期 [Subboreal 
period] Blytt-Sernander' こ よる 編 年 の 一 時 
: 代 で アト ラン ティ ッ ク 期 に 次 ぐ 時 代 。 約 5000 
年 前 一 2500 年 前 の 間 。 FFE L ) -P-PUME TC, 
日 本 で は 縄文 海 進 時 代 末 に 相当 する 。 
サボ ポ ボー ダム 砂防 一 一 [check dam, soil- 
saving d. OTalsperre | 
サボ ポー リン 砂防 林 [sandbreak forest] 
三 防 夏 林 
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ー ミ スタ ー [thermister] 高い 電気 
抵抗 の 負 の 温度 係数 を も つ 金 属 酸化 物 を 利用 
し , 微小 な 温度 変化 に も 反応 する よう に 作ら 
れ た 温度 計 。 こ の 名 称 は thermal sensitive 
resister を 縮合 し た も の 。 重 鍵 ・ コ ー ド ・ 計 
器 の 3 部 か ら で き て いて , BRM 2 KP IC 
し な が ら 連 続 的 に 水温 が 読め る 。 

サム サ ノ シ スー 寒さ の 指数 [coldness 
index] 積算 温度 の 一 種 で , 月 平均 気温 5"C 
以下 の 月 に つい て , 5"C か ら の 開き を マイ ナ 
ス で 表し て 合計 し た も の (吉良 , 1949) 。 日 本 
の カン 類 の 分 布 の 上 限 は , 温か さ の 指数 で 85 . 
で ある と 同時 に , 寒さ の 指数 で は 10 一 15 
で あり , 両者 に よっ て 制限 され て いる 。 
~ サモ ン 夏 紋 Cripple mark, sand r. 
ORippelmarke, Wellenfurche ®rides 
de plage] 波 や 流れ な どの 海水 の 動き に よ 
っ て 砂 質 の 海底 表面 に 作り 出さ れ た 波状 の 起 
伏 。1000m を 越す 深 さ の 海底 で も 見 られ る 。 

サヨ ー 作用 [action OAktion] =# 
境 作 用 

サラ ソー ジュ [sal, s. tree] 平家 物語 
CT < ABM Shorea robusta, 北部 イ 
ンド で は チー ク に まさ る と も 劣ら ぬ 重 要 林 と 
し て さか ん に 人 造林 され て いる 。 

サル ガッ ソー カイ ー 一 海 [Sargasso 
Sea] 河 海 ・ 大 藻 海 と も いう 。 海域 と し て い 
うと き は 25"ー32"N 3s LU35°~70° WOR 
を 指す 。 ふ つう は この 海域 を 中 心 に Sargasso 
natans ・ S. vulgare な どの ホン ダ ワ ラ 類 
Sargassum, gulfweed が , 広い 範囲 に わた っ 
て 漂い な が ら 大 量 に 繁茂 し て いる と ころ を 指 
す 。 こ れ ら の 海藻 は , この 北大 西洋 を 循環 す 
る 海流 系 に 取 巻 か れ た 停 沙 中 央 水域 に , Fit 
ンド 諸島 や フロ リ ダ 半 島 か ら 流 れ 漆 と な っ て 
運ば れ て きた も の で , 大 型 海藻 類 が 海底 に 着 
生 し な いで 繁茂 し て いる ほとん ど 唯 一 の 例 と 
され る 。 各種 の 付着 甲殻 類 ・ 人 魚類 な ど 特 徴 的 
な 動物 相 を 支え て いる が , 起 原 は 沿岸 域 に あ 
る と し て も , 現在 で の それ ら の 維持 が 沿 涯 域 
か ら の 補給 に よっ て いる と は 考え られ て いな 
い 。 ヨー ロッ ズ パ や 北米 東岸 の ウナ ギ 類 の 産卵 
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Bit, この 海域 に ある と され て いる 。 最 も 透 
明度 の 大 きい (60m に 達する ) 海 域 で ある が , 年 
一 次 生産 量 は 小さ い (せいぜい 約 70gC/m?)。 
ザル パウ ゼル カカ ア ヒ ョ ー キ 一 一 亜 永 期 
[Salpausselk& subglacial stage, S. 
subglacial period] 晩 氷 期末 期 に 縮小 を 続 
け て いた ヴァ イク ゼル 氷河 が , 南部 フィ ン ラ 
ンド の ザル パウ ゼル ヵ 地 方 の 線 で 一 時 縮小 を 
BIEL, そこ に 多く の 氷 堆 石 を 残し た 時 代 。 
約 1 万 年 前 。 こ と の 時 代 以 後 を 後 水 期 と いう 。 
サン エイ ヨー ガタ ノ 酸 栄 養 型 の [acido- 
trophic] 湖沼 型 の 一 つ 。 pH が 1.5 て 5.0 の 
強酸 性 。 生 物 相 は 極 適 に 制限 され て いる 。 日 
本 の 火山 湖 に 多い 。 湖沼 標 式 

サン カ Hit [oxidation DOxydation 
⑤⑥oxydation] 物質 が 酸素 と 化合 する こと 
が 本 来 の 意味 で ある が , 更に 広く は 物質 か ら 
水素 を 奪う こと 及び 金属 の 原子 価 の 増加 する 
こと に も 用 いる 。 一般 に 酸化 の 反応 は エネ ル 
ギー の 放出 を 伴う 。 

サン カイ コー カ 山塊 効果 [mass eleva- 
tion effect QMassenerhebung] 植物 帯 
の 山地 に お ける 垂直 分 布 の 限界 , と くに 森林 
限界 が , 鳥 ・ 海 岸 近く の 山 や 内 陸 部 で も 独立 
し た 小さ い 山塊 で は 低く な り , 内 陸 部 の 大 き 
- な 山塊 で は 高く な る 現象 。 山 地 容積 の 増大 に 
伴っ て 気温 が 上 る た めで ある 。 

サン カイ ホカ ク ホ ー 3 回 捕獲 法 [triple 
catch method, three point sampling] 
3 点 法 。Bailey(1951) は 標識 再 捕 法 に お いて 
3 回 の 調査 を 行い , 1 ・ 2 回 目 の 捕獲 個体 は 
すべ て マー ク を 施し て 放逐 する と し た 場合 
第 2 回 目 の 調査 日 の 総 個体 数 , 第 1 一 2 回 調 
査 の 間 の 生存 率 , 第 .2 ~ 3 回 の 間 の 加入 率 お 
よび それ ら の 推定 値 の 分 散 を 最 元 法 で 求め た 。 
これ は Bailey の 3 回 捕獲 法 と し て 知ら れ て い 
る 。 また Lesie 1952) は Bailey と は 異な る デ 
ー タ の 整理 法 を 用 いて , や は り 相 次 ぐ 3 回 の 
調査 か ら 個体 数 や 生存 率 と その 分 散 を 求め る 
最 世 式 を 得 , これ を 1, 2, 3 回 , 2, 3, 4 回 の 
よう に 順次 ずら せ て デー タ 人 適用 する こと に 
より , 長い 調査 期間 の 間 の 個体 数 ・ 生 存 率 ・ 


加入 率 の 変動 を 推定 する 方 法 を 提出 し た 。 こ 
れ は Leslie の 3 点 法 three point sampling 
と 呼ば れ て いる 。 い ずれ ゃ 人 筒 便 法 と し て 有用 
性 を も つが , Leslie の 方 法 が 幾 分 すぐ れ て い 
Do ツジ ョ リ イ の 確率 論 モ デル 

サン カカ ン ゲ ン デ ン イ 酸化 還元 電位 
Loxidation-rednction potential, redox 
p- DRedoxpotential ®potential d’oxy- 
do-reduction] 媒質 中 の 酸化 ・ 還 元 の 強 
EC, 水素 電極 に 対す る 電位 と し て 表 さ れ , 
Eh と 記さ れる 。 生物 の 作用 に よっ て も る 大き 
く 影 響 さ れる 。 ーー 

サン カキ ョ クソ ー 山 火 極 相 [pyrocli- 
max, fire climax] 三野 火 極 相 

サン カク コー シズ ヒ ョ ー 三角 格子 図表 
Ltrellis diagram] 三角 格子 状 に デー タ を 
整 理 配列 し た 図表 一 般 の こと 。 と くに だ 標識 再 
捕 に よる 個体 数 推定 の た め Fisher and Ford 
947) が 提案 し た 方 法 を 指す 場合 が 多い 。 こ . 
れ は 何 日 間 か 捕獲 再 捕獲 を 繰返し た デー タ を , 
調査 日 ・ 各 日 の 捕獲 数 お よび 放逐 数 の 3 軸 に 
より 整理 し , 各 調査 日 の 個体 数 や その 期間 内 


の 生存 率 な ど を 求め る 方 法 を い う 。 調 査 期間 


中 の 生存 率 を 一 定 と 仮定 する 点 や , 推定 値 の 

分 散 が 求め あら れ な いな どの 欠点 が あり , 現在 
で は ほ と く に と の 方 法 を 用 いる 理由 は な い 。 
サン ガク セイ ノ 山岳 性 の Lorographic 


-“Dorographische Morographique ] 


サン カク ソ ク リ ョ ー 三角 測量 [ir 
angulation ①DTriangulierung | 

サン ガク ホー ボク チ 山岳 放牧 地 [moun- 
tain pasture | , “ar 

サン ガ モ ン カン ピ ョ ー キ —BAH 
[Sangamon interglacial period] 北米 
ABO-MAMICI IZA 7TY + 94AaY 
ジン 両 氷 期 の 間 , リス - ヴ ルム 間 水 期 に 対比 
され る 。 QUASI LAMAR 

ザン キュ ー 残 丘 [monadnock QMon- 
adnock ⑤monadnock] 疹 平原 の 孤立 し 
た 山 や 丘 際 。 モ ナド ノッ ク 。 

サン コー AA (diffused light, scat- 
tered 1.] 平滑 で な い 表 面 や 浮遊 する 微粒 子 


な ど に よっ て 散乱 され た 光 を 直射 光 に 対し て 
いう 。 散 乱 光 。 
サン ゴ シ ョ ー 一 一 礁 [coral reef ① 
‘Korallenriff ®récif corallien] 石 サ ン 
ご 類 ( 刺 胸 動 物 ) の いわ ゆる 造 確 サ ン ゴ の 死骸 
で 形成 され た 岩礁 。 実際 に は 石灰 藻 類 (TH) 
が 沈着 し た 石灰 質 や 貝類 ・ 有 孔 虫 類 な どの 帝 
る 構成 成分 と な っ て いる の で , 有機 礁 organic 
reef と も いわ れる 。 
サン シ 2 [larviposition] 産 子 。 幼 
Peet CL, ORE 
サン ジ ショ ー ヒ シャ 三次 消費 者 Lter- 
tiary consumer] 一 次 消費 者 ( 章 食 動 物 ) を 
食う 了 肉食 動物 を 二 次 消 費 者 と いう が , これ を 
更に 食う 動物 を いう 。 
サン シ タン イ セイ ショ ク 産 雌 単 為 生殖 
[thelytoky。 thelytokous parthenoge- 
nesis DThelytokie] 単 為 生殖 partheno- 
genesis の うち , 子孫 が 全部 肉 と な る も の 。 
昆 中 類 に は 雄 が ほとん ど , ある い は 全く 存在 
せ ず 産 雌 単 為 生 殖 の み を 行う も の (タマ バチ 科 
Cynipidae - 7 ¥ 7 + 3 5 FF} Chalcididae な ど に 
例 が 多い ) や , 受精 卵 は 雄 か 雌 , 未 受精 卵 は す 
べ て 雌 と な る も の (バッ タ や ナナ フシ 類 の 一 部 に 
ス み ら れ る ) が ある 。 産 雄 単 為 生殖 
サン シチュ ー 産 雌 虫 [gynopara] 77 
ラム ン シ 類 の 多 型 の 一 つ で , 卵生 雌 oviparae の 
み を 生じ る 胎生 雌 vivipara。 
サン ジ チ ョ ー セ ツ 産児 調節 [birth con- 
trol OGeburtenkontrolle] 三 妊 娠 調節 , 
家族 計画 
サン シ ユ ー タン イセ イ セイ ショ ク 産 雌 
雄 単 為 性 生殖 [deaterotoky, amphitoky] 
子孫 に 雌雄 両性 を 生じ る 単 性 生殖 。 
サン ジョ ー キ 三 畳 紀 [Triassic pericd 
OTrias(-Periode) ®triasique] 中 生 代 
最 古 の 紀 。 約 2 億 2000 万 年 1 億 8000 万 年 
前 の 間 。 古 生 代 来 よ り 世 界 的 海 遂 が あり , 本 
紀 に は 陸 成 層 が 発 着 する 。 テ ー チ ス 海 域 を 除 
いて 三 葉虫 ・ 筆 石 類 ・ 四 射 サ ンコ 類 ・ フ ズリ 
ナ な ど は ほとん と 絶滅 し た 。 代 っ て セタ ライ 
ト 型 アン モナ イト ・ 六 射 サ ン ゴ が 栄え , 陸上 
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で は 有 虫 類 が 大 分 化 を 起 し , 原始 貴 乳 類 も 出 
現し 始め る 。 植 物 で は 古生代 型 に 次 いで シダ ・ 
裸 子 植物 が 多く な る 。 BRITE. 

サン ショ ク プ ブツ 酸 植 物 [acid plant O 
Azidophyt ®acidophyte] カタ ベ バ ミ ・ 
スイ バ な どの よう に 細胞 液 中 の 有機 酸 の 含量 
が 多く , 細胞 液 の 酸度 が 高い 植物 。 

サン スポ ッ ト [sun spot] 三 陽 斑 点 

サン セイ ガン 酸性 岩 [acidic rock, 
persilicic r. Osaures Gestein ⑤roche 
acide] 石英 ・ 長 石 を 主 成分 と する 火成岩 で , 
SiO。 の 含量 が 66 多 (重量 ) 以 上 の も の 。 

サン セイ シ ツ ゲン 酸性 湿原 [acid bog] 


. 寒い 地方 に 多い 。 枯 死 し た 植物 の 破片 や 繊維 


で で きた ピー ト で 満 さ れ た 低 湿 地 を bog と い 
2 。 こ れ ら の 植物 体 か ら 座 出す る 物質 に よっ 
て , 水 は 褐 色 ま た は 暗 褐色 , pH は 3.0~5.0 
の 酸性 を 示す こと が 多い 。 高 山地 帯 に る 気候 
の 類似 性 か ら 同 じ し よ うな 湿原 を 生じ る 。 

サン セイ セン イケ イレ ツ . 酸性 遷移 系 列 
Loxysere, oxarch] 選 移 が 酸性 の 土壌 や 水 
質 で 起 る 系 列 。 

サン セイ チュ ー 産 性 虫 [sexupara ] 
アブ ラム ン ッ 類 aphids の 型 の 一 つ で , 卵生 雌 
oviparae と 雄 の 両方 を 生じ る 有 次 の 胎生 雌 
alate vivipara, 

サン セイ ド 酸性 度 Lacidity OAciditat 
⑤acidite] 溶液 の 酸性 の 強 さ を 示す 量 で , 
ふぁ ふつう pH で 表す 。 ま た 塩基 1 分 子 中 に 含ま 
れる OH 基 の 数 を その 塩基 の 酸度 と いう 。 

サン セイ ドジ ョ ー 酸性 土壌 [acid soil 
⑩saurer Boden ⑤⑥sol acidique ] 土壌 に 
2 3 倍 量 の 蒸留 水 を 加え た 懸 濁 液 の jpH が 
7 以下 で ある と き , その 土壌 を 酸性 土壌 と い 
う 。 SAH, CORBY 

サン セイ ド ショ ク プ ツ 酸性 土 植物 [oxy- 
lophyte OOxylophyt ®oxylophyte] 
遊離 の 腐植 酸 を 多量 に 含む 泥炭 地 ・ 湿 原 な ど 
を と くだ 好む 植物 。 

サン セイ フシ ョ ク 酸性 腐 椅 [mor O 
Mor ®mor] ニモ ル 

サン セイ リッ チ シ ヒ ョ ー シ ョ ク プ ブツ 酸性 
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立地 指標 植物 [acidophilous indicator 
plant OSaurezeigerpflanze] {OM 
性 立地 に 主 に 生育 する 植物 。 例 : ヤ ハズ ソウ ・ 
ヒメ スイ ズバ な ど 。 

ザン セキ ド 残 積 ② 土 Lresidual soil) ft 
岩 が その 場 で 風化 し た 残 積 成 母 材 か ら 生 成 さ 
れ た 土壌 。 

サン ソ - カ カロリー トーリ ョ ー 酸素 - 一 一 
当量 [oxycaborific coefficient] BAR: 
脂肪 ・ 炭 水 化物 な どの 有機 栄養 素 が 生理 的 燃 
焼 の 際 使 用 する 酸素 量 と 放出 する 熱量 と の 比 。 
1mg の 0 消費 に 対 し て 上 記 3 要素 は , 3.31, 
3.28, 3.53cal の 熱 を 放出 する 。IvlevQ934) に 
ょ よれ ば , 一 般 的 な 食物 で は 1mgO。 当量 は 3.38 
cal (PRMEIRGEN. T. P. Gl cc Oz 当 量 は 4. 83cal) TH 
る 。 


サン ソ キュ ーシュ ー 酸素 吸収 [Oz-up- 
take ] 
サン ソ ケ イ 酸素 計 [oxygen meter] 


ー ラ ログ ラフ ィ の 原理 に より 酸素 の 分 圧 を 
電気 的 に 測定 する 計器 。 モ センサ ー と 分 析 計 と 
より 成り , 気体 また は 液体 で 酸素 の パー セン 

ト , ppm 濃度 いずれ で も 測定 で きる 。 

HOV ケツ ボー コ 酸素 欠乏 湖 Loxygen 
deficit lake] 有機 性 廃水 に よる 汚濁 の 結 
果 , 湖水 中 の 共 存 酸素 が 低下 な いし は 欠乏 し 
Toth. ' 

サン ソショー ヒ 酸素 消費 [oxygen con- 
sumption] ツガ ス 測 定 法 。 呼吸 

HUY ショ ー ヒ リョ ー 酸素 消費 量 [oxy- 
gen consumption] ツガ ス 測 定 法 , や 呼吸 計 

サン ソー- ニ サン カタ ン ソ ヘイ コー BR 
酸化 炭素 平衡 [Oz-CO。 balance)’ KRH 
と 水圏 の 0。 と CO5。 量 は 地 史 学 的 に みる と 時 代 
に より 大 き な 変 動か あっ た 。 造山 期 や 動物 界 
の 発展 期 に は CO。 レベ ル が 高く な り , OVS 
ル は 低下 し た 。 造山 作用 の 静か な 時 代 や 植物 
界 の 発展 期 に は 0。 レベ ル は 高く , CO。 レ ベル 
は 低く な っ た 。 ま た CO。 レベ ル の 変化 は 気候 
変化 の 大 き な 原 因 と な っ た 。 

サン ソノ リツ ドー 酸素 の 律動 [Loxygen 
pulse] 環境 内 の 酸素 濃度 の 日 変化 。 日 中 は 


光合成 の た め 酸 素 が 増加 し , 夜間 は 呼吸 の 
が 行わ れる た め 酸 素 が 減少 する 。 植物 が 多量 
に 生活 し て いる 水 界 で 著しい 。 

サン ソフ サイ 酸素 負債 [oxygen debt] 
筋 責 など ATP な ど が 関与 する 組織 で 。 急激 な 
活動 の た め 解 西 ・ 呼 吸 作 用 が 問 に 合わ ず , 活 
動 終 了 後 も る 通常 レベ ル 以 上 の 酸素 消費 が み ら 
れる 現象 。 紀 虫 の 飛翔 活動 で は 常に この 現象 
が ps5, =>ATP 

ン ソ プン アツ 酸素 分 圧 [oxygen ten- 

Ps 空気 の 全 圧 の うち 酸素 が 占め る 部 分 。 
本 来 物 理 用 語 で ある が , 生態 学 で は 呼吸 量 測 
定 の 際 , 密閉 容器 を 用 いる 方 法 で は これ が 低 
下 し て 正しい 量 が 得 ら れ な いこ と が ある の で 
注意 を 要する 。 

ン ソ ツー プン プ 三 相 分 布 [distribmtion 
of three phases] 土壌 中 の 固 相 ・ 液 相 ・ 
気 相 の 三 相 の 容量 比 。 

サン ソ ヨー カイ ソ ク ド ケイ スー BRA 
解 速度 係数 Lg] 微生物 の 大 量 培 養 時 に 適 
当 な 通気 量 を 定め る 場合 に 用 いら れる 係数 で , 
培養 槽 内 で の 亜硫酸 塩 の 酸化 速度 を 実験 的 に 
測定 し て 求め る 。 到 g=2Py(% 一 の )/(C と ーー の) 
た だ し , Py : 培養 稽 入口 と 出口 に お ける 通 
気 中 の 酸素 分 圧 の 対数 平均 sum, お よび Oz: 
時 間 01, 9 に お ける 亜硫酸 濃度 (g。 mol/ml) で 
ある 。 

ザン ゾン シュ 残存 種 Lrelie species, 
depleted s., survivor) 遺存 種 
BL ERE & | 残存 植物 Lallo- 
genous flora, relic f., epibiotic plant] 


か つて 繁栄 し た 植物 で 環境 の 変化 で 分 布 範囲 


を 移動 縮小 し , その 子孫 が 限ら れ た 地域 に 生 


育 し て いる も の 。 残留 植物 。 

ザン ゾン セイ タイ ケイ 残存 生態 型 [re- 
lict ecotype ①DReliktokotyp W®éco- 
type relique] 環境 が 激変 し た 場合 以前 
ATE LC ste: ORE OBIE 2D 
WER & し て 人 恒常 性 を 保っ た まま 存続 する も の 。 

"ザン ゾン テキ 残存 的 Lrelic ORelikt 
⑧⑥religue] か つて 繁栄 し て いて 現在 で は 衰 


且 し 限ら れ た 地域 に だ け 生 存 し て いる こと 。 
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relict と 混同 し て 用 いら れ て いる こと が 多い 。 


サン チ 山地 [montane」 山間 地 。 
, サン チ 産地 [locality ⑤localitie] 
生産 地 の こ と 。 植物 学 で は タイ プ 産 地 を 意味 
. す る 。 狭義 に は 地点 , 広義 に は 地方 ・ 地 域 ・ 
国 な ど に 拡大 し て 用 いる こと も ある 。 

サン チ シ ツ ゲン 山地 湿原 [montane 
bog OBergmoor] 山地 の 終 面 や 凹 状 地 ・ 
河口 沼 沿い に 発達 する 湿 生 草原 。 ORBLE, 
中 間 湿 原 

サン チ シッ セイ ゾー チ ド 山地 湿性 草地 
+ [mountain meadow soil) = |Hharbh 
上 の 湿性 草地 に み ら れ る 土壌 の 総称 。 

サン チ ソー ゲン 山地 草原 [upland 
meadow Mmontane Wiese] ブナ 准 以 上 
に み ら れ る 草原 。 ま た は も っ と 一 般 的 に 起伏 
の 激しい 山地 の 草原 を も いう 。 

サン チタ イ LHS [montane zone, mm. 
belt] 温 演 の 山岳 を 基準 に し て 作ら れ た 植 
MOEA A TC, 亜 山 地帯 と 亜 高山 常 の 間 
に あり , 冷温 常 の 気候 常に 相当 する 。 了 暖か さ 
の 指数 で 45(55)~85 m.d.( 月 , °C) 落葉 広葉 
樹林 帯 と みな され , ブナ 林 ・ ミズナラ 林 ・ カ 
エ デ 林 な ど が 特徴 的 で ある が , ツガ 林 ・ モ ミ 
林 の よう な 針葉樹 林 が 優 占 する 場合 も ある 。 

サン チ ノ サイ ソー チ 山地 の 採草 地 [ap- 
land meadow Omontane Wiese, Berg- 
wiese 」 

サン チョ ー ゲ ン シ ョ ー 山頂 現象 [sum- 
mit phenomenon] 山頂 や 山際 では, そ 
の 絶対 的 高度 が まだ 森林 限界 の 高 さ に 達し て 
いな い に も か か わら ず , 局部 的 に 森林 が な く 
な っ て 低い 低木 林 や 草地 と な る 現象 。 原 因 の 
大 半 は , 風 と 局所 的 な 乾燥 と に よる 。 

サン ド BE [acidity] 三 酸性 度 

サン プ 散布 [dispersal, dissemina- 
tion OVerbreitung) 生物 体 や その 繁殖 器 
官 が 他 地 域 へ 散布 する こと 。 個体 群 あ る い は 
種 が 新しい すみ 場所 へ 侵入 ・ 定 着 し て いく 過 
程 を いう 場合 も ある 。 分 散 ihe 

サン プ キ カン 散布 器官 [disseminnule, 
diaspore, propagule DDiaspore, Ver- 


breitungseinheit] 種子 ・ 果 実 の よう に 植 
物 の 散布 dissemination,dispersion に あず か 
SiH. Kh. OBE. 

サン プ キ カ ン ケ イ RASESWD (dissemi- 
nule form MDiasporenform, Verbrei- 
tungsform] 散布 器官 で ある 種子 や 果実 が , 
どん な 散布 の た め の し か け modification for 
dissemination や 散布 の 動 因 agent of d. を 
も つか で 類型 化し た も の 。 Rieti > Ka 
(D)・ 動 物 付着 散布 (D。) ・ 機 械 的 放出 (D。)・ 重 
力 的 落下 (D、)・ 種 子 散 布 を し な い ( 〇 ①D。) な ど が 
ある 。 OPE 

サン プ ソ ン date Arthur W., 
1884~1967 7AIVAA, 1907 L BBE 


PREC, 後 カ リフ ォ ル ニア 大 学 に 勤め る 。 


Clements の 動 的 生態 学 を 基礎 と し た 草地 管 
理学 を アメ リカ に 樹立 。 放 牧 と 遷移 , 荒廃 地 
の 再 植生 , 飼料 価値 ある 野生 植物 , 牧野 の 保 
全 な と 広範 囲 に わた る 研究 業績 を 残 し た 。 
< 許 閉 > Range Management, Principles and 
Practices, 1952, 

サン プ タ イ HA Cdiaspore, dissemi- 
nule, propagule] 一 散布 器官 , 忌 散 布 器官 
型 

サン プ チュ ー シ ン 散布 中 心 Lcenter 
of dispersal] 植物 の 定住 城 が 拡大 され る | 


場合 の 種子 ・ 果 実 の 散布 の 中 心 。 

サン プリ ョ ク 散布 力 Lvagility] 生物 
が 備え て いる 散布 の た め の 能 力 。 

サン プリ ング [sampling OProbe.. 
nahme| 三 標本 抽出 

サン プリ ング ホー ー 一 法 [sampling 


method] 三 標本 調査 法 

サン プル [sample OProbe] 三 標本 

サン ユー タン イセ イシ ョ ク 産 雄 単 為 生殖 
[Larrhenotoky OArrhenotokie] 雄 の み 
を 生じ る 単 為 (性 ) 生 殖 。 

サン ユー チュ ー - 産 雄 虫 [andropara] 
アブ ラム ン シ 類 aphids の 型 の 一 つ で , 雄 の み を 
生 じ る 胎生 雌 虫 。 

サン ラン 産卵 [egg-laying, e. deposi- 
tion, oviposition, spawning] spawning 
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は 主として 魚類 や 無 脊 椎 動物 に つい て 用 いる 。 

サン ラン イド ー 産卵 移動 [spawning 
migration] 産卵 回 遊 。 産卵 の た め に 産卵 
PMA > CBT SOL, RHBH - BA 
移動 と と も に 魚類 な どの 回 遊 周 期 を 構成 する 
と され る 。 

サン ラン キ カ ン 産卵 期間 [oviposition 
period] 雌 個 体 が 産卵 を 開始 し て か ら 産 み 
終る まで の 期間 。 

サン ラン コー MEX (diffused light, 
scattered 1. Odiffuses Licht] 三 散 光 

アンテ モーン eo 産卵 場 [spawning 
ground] 産卵 場所 。 と くに 魚類 な どの 遊 放 
動物 に つい て いう 。. 

サン ラン スー 産卵 数 [feriility] 
が 産ん だ 受精 卵 数 。 

サン ラン スル 産卵 する [spawn] 

サン ラン ゼン キ 産卵 前 期 Lpreoviposi- 
tion period] 成体 に な っ て か ら 産卵 する 


1 it 


ECOME. BRR cic k< Avs. 

ザン リュ ー ソ ー 残留 層 [elavial layer] 
三 残 留 堆積 物 層 

ザン リュ ー タイ セキ プ ツ ソー 残留 堆積 
物 層 Celuvial deposit, residual sedi- 
ment] 高温 多雨 地方 に 多く 発達 する 現地 性 
堆積 物 で , 風化 し た 岩石 中 の 水溶 性 物質 が 浴 
脱 ま た は 洗 脱 さ れ た 残留 鉱物 の 堆積 物 。 

ザン リュ ー ド クセ イ BRAS [residual 
toxicity] 施用 され た 農薬 な ど ほ は, その 役 
目 を 終っ た 後 は 代謝 分 解 さ れ 無害 な 物質 に な 
る こと が 望ま しい が , 作物 な ど に 長期 に わた 
っ て 残留 し , 農作物 な ど を 食べ た 人 や 動物 等 
に 毒 作 用 を 示す こと 。 

サン ロク タイ 山麓 帯 [basal zone, foot- 
hills z., hilly z., coline z. Mbasale 
Stufe, Kolinestufe] 丘陵 帯 。 山 岳 の 垂直 
DAD 5 DOR FR. 


ジ エ イ ヨー ガタ コ 自 栄養 型 湖 [auto- 
trophic lake] 湖上 自体 が 閉鎖 系 で 有機 物 を 
生産 し , その 分 解 に より 自給 自足 で きる 湖 。 

シー エヌ ヒ 一 一 比 [C/ ratio, car- 
bon-nitrogen r. DC/N Verhiltnis, Ko- 
hlenstoff-Stickstoff V. ®rapport C/N, 
r. earbone-azote] 有機 物 に 含ま れる チッ 
ツ 重 量 に 対す る 記 素 重量 の 比 。 動 植物 体 に つ 
い * て ゃ 土壌 有機 物 に つい Belle ‘bHS.IR 
-SRIK, 

シー エフ ブヒ 一 一 比 [C/ ratio] 植物 
の 同化 部 分 の 量 ( 葉 量 ) が た 対す る 非 同 化 部 分 
の 量 C の 比 。 

シェ ルター [shelter] 最 古 の 家屋 , + 
な わ ち 人 間 が 自ら の 手 で つく っ た 住居 の 最も 
古い 形態 と 考え られ る 。 旧 石器 時 代 後 期 に は 
シェ ルター の 導 跡 か あっ た と いわ れる 。 一 方 , 
アフ リカ ・ ア ジア ・ オ ー ス トラ リア な ど 広 地 
域 の 未開 民族 の 間 に 分 布 し て いる 。 木 や 竹 で 
MEO), その 間 を 木 や ヤン の 葉 で 覆っ た 
= も の を 斜め に た て る の が , 代表 的 で ある 。 風 
よ け 。 動物 の か くれ 家 の 意 味 に も 用 いら れる 。 

シェ ル デ ラ ッ プ - エ ッ ペ Schjelderup- 
Ebbe, T. ドイ ッ の 動物 学者 。 ニ ワ ト リ の 
個体 間 に つ つき の 順位 peck order が ある こ 
と を 発見 し (1922), 動物 社会 学 的 研究 の 発展 
D ita < っ た 。 

シェ ル 記 テー ド Shelford, Victor Ernest, 
1877~1968 北米 に お ける 生態 学 の パイ オニ = 
7 の 一 人 ,。 シカゴ 大 学卒 。 Ph. D. を 得 た 後 イ 
リノ イ 大 学 に 移り , 引退 (1946) まで 教授 。 ア 

メリ カ 生 態 学会 初代 会 長 Q915)。 彼 の 業績 は 
三 つ に 大 別 で きる 。(1) 生 理 的 生態 学 physio- 
logical ecology の 確立 。 彼 の 方 法論 は 後に 生 
理 主義 と の 批判 も 受け た が , 動物 生態 学 の 近 
代 化 に 大 きい 頁 献 を し た 。 Animal Communi- 
ties in Temperate North America, 1913, は 
動物 生態 学 の 古典 。 (2 個体 群 動態 の 研究 。 各 
種 動物 の 長期 変動 を と くに 気候 条件 と 関連 づ 
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け て 解析 。(3 動 植物 群集 の 研究 と バイ オー ム 
biome 概念 の 提唱 。 陸 上 群集 の ほか 海 や 陸 水 
の 群集 も 研究 し た 。 動 植物 の 群集 を 統一 的 
に 取扱 お うと 試み た Bio-ecology (Clements 
と 共著 ), 1989, は 生態 学 喝 上 に 残る 古典 で , 
この 中 で 大 地域 群集 概念 と し て バイ オー ム を 
提案 し た 。 Kit 引退 後 も 研究 を 続け , The 
Ecology of North America, 1963, を 著 し た 。 

ジオ シー ア [geosere] 地質 時 代 を 通し 
て の 植物 群落 の 遷移 系 列 。 デ オセ レ 。 

シオ ダマ リ 潮 だ まり [tide pool, tidal 
Pp.) 壮 と し て 潮間 帯 の 岩盤 や 砂 泥 底 に で き 
た くぼみ に , 低 潮 時 に 海水 が 残留 し て 形成 さ 
れる いろ いろ な 大 き さ の 水 た ま D, Hox 
うな も の も 場合 に よっ て は 一 種 の 潮 だ まり と 
され る 。 岩礁 の 潮 だ まり は rock pool, 干潟 に 
で きる 浅い 潮 だ まり は pan, salt pan., #4235] 
Vs TU < HIE creek, tide c. と も いわ れる 。 

シオ ダマ リ ゲン シュ ー 潮 溜り 群集 [tide- 
pool community, rockpool c., pool ec. ] 
十 潮 時 に で きる 潮 だ まり の 生物 群集 。 > He 
集 

シー オー ディ ー [COD : chemical oxy- 
gen demand] 三 化学 的 酸素 要求 量 

シオ レ Bh [wilting OWelkung ® 
marcescence | 土壌 水分 の 減少 に 伴い 植物 
の 水分 平衡 が 崩れ て 茎 ・ 葉 の し お れる 現象 。 
Viz, 

シオ レ ケイ スー BRR Lwilting co- 
efficient OWelkungskoeffizient] 植 
物 が 永久 的 な し お れ の 状態 に な っ た と き の 圭 
壌 水分 量 を , 乾 土 あたり の 百分率 で 表 し た 値 。 
BRR. 


シオ レ テ ン ZA (wilting point] 
WER. DEAR . 
シ ガ イ グン シュ ー 死骸 群集 [necroco- 


enosis] 生物 遺骸 群集 の 一 種 。 
ン ガ イセ ン ホー シャ 藤 外 線 放射 [altra- 


Yiolet radiation ] 


140。 ジ カ ジ ュ フ 


ジ カ ジ ュ フ ン 自家 受粉 。 自 花 受粉 Lself- 
ing, self-pollination, autogamy DSelb- 
stbestaubung, Autogamie (autopolli- 
nisation] 植物 体 で その 個体 の 花粉 が 同じ 
個体 の 雌 菅 (し ずい ) に 付い て 受粉 する こ と 。 
他 家 受粉 の 対語 。 他 家 受 粉 

ジ カ マ キ 直播 [direct seeding ODi- 
rektsaat ®semis direct] 茜 を 仕立 て る 
こと な く , 直接 田畑 ・ 山 林 に 作物 や 林木 の 種 
子 を 播き 付け る こと 。 

ジカン タン イ サイ シュ ー ホ ー BH SUR 
集 法 [timme-unit collecting method] ① 
除去 活 の こと 。 三 除 去 法 ② 単 位 時 間 あ た り 
の 観測 個体 数 に よっ て 相対 密度 を 表す 方 法 。 

ジカン ト ヒロ ガリ ノ カセ ツ 時 間 と 広 が 
りら の 仮説 Lage and area hypothesis] 植 
物 の ある 群 が 分 化し て か ら 現 在 ま で の 時 間 と 
その 群 の 分 布 圏 の 広 さ と の 間 に 相 関 関係 が あ 
る と いう 植物 地理 学 上 の 仮説 で , Wilis(1922) 
が 提唱 し た 。 分 化し て か ら 比 較 的 若い 種 で 分 
布 園 を 広げ つつ ある 植物 に つい て の みい える 。 
この 説 に 一 致し な い 例 も 少な く な い 。 

シカ コー AES Cbranch height) 根 
元 か ら 枝 ま で の 長 さ 。 ぁ つう 枝 下 高 と いう 場 
合 に は , 最 下 の 力 枝 (大 枝 ) ま で の 長 さ を 指す 。 

ジカン ベツ セイ メイ ヒ ョ ー 時 間 別 生命 表 
[time-specific life table] ある 時 期 に 存 
在 す る 個体 群 の 年 齢 構成 か ら 各 年 齢 間隔 に お 
ける 死亡 率 を 推定 し て 生命 表 を 作製 する 方 法 
で , 世代 の 重なり 合い の 大 きい 動物 群 に 適用 
され る 。 世 代 が 完全 に 重なり 合い 安定 し た 個 
(ATE, 2% ある い は 個体 数 が 指数 曲線 的 に 増加 し 
つつ ある 個体 群 で は 年 齢 構成 が 安定 化す る か 
ゅ この 方 法 が 容易 に 適用 で きる が , 実際 に は 
この よう な 条件 が 充 た され る こと は 稀 な の で 
種々 の 工夫 を 要する 。 生命 表 , OMMEDR 

ジ キ オ ンド ケイ 自記 温度 計 Lreccrding 


thermometer, thermograph | 


ジ キ キア ツケ イ 自記 気圧 計 [baro- 
graph } 


シキ クサ ヨー サイ ソー チ 敷 草 用 採草 地 


(litter meadow @OStreuwiese] 家畜 小 


屋 の 敷 草 用 と し て 秋期 に の み 草 刈り する 草地 。 

シキ ゲン タイ ノ 色 原 体 の [chromogen- 
ic] 三 色素 生産 性 の 

シキ サイ テキ テキ オー 色彩 的 適応 
(chromatic adaptation Dchromatische 
Anpassung adaptation chromatique] 
主 に 動物 に つい て 生存 上 有利 と 考え られ る 色 
彩 す お びている こと 。 保護 色 protecting co・ 
loration: [3/Ef&concealing c.* 279 f& warning 
c.・ 威 跡 色 threatening c. UX, ORE 
適応 ' 

ジ キ シ ツ ドキ ロク 自記 湿度 記録 [hygro- 


gram | 

ジ キ シ ツ ド ケ イ 自記 湿度 計 [hygro- 
graph | 

シキ リソー 48 [hue] ウマ ン セ ル 標 準 色 表 


VEY セイ サジ セイ ノ 色素 生産 性 の 
[chromogenic] 発色 体 の , 色 原 体 の と も 
訳す 。 適 当 な 条件 下 で 色素 を 生産 し 得る , の 
意 。 光 ・ 温 度 ・ 特 定 な 栄養 物質 ・ 酸 素 の 存否 


な ど が 条件 と な る . こ と が 多い 。 Fil : chromo- 
genic bacteria。 
シキ ソ ヒ セ イサ ン セ イ 色素 非 生 産 性 


Lachromogenie] 色素 を 生産 し た ない, の 
意 。 例 : achromogenic bacteria。 色 素 生産 性 
chromogenic の 対語 。 ツ 色素 生産 性 の 

シキ ノ キ カ ン 四季 の 季 観 [seasonal 
aspect Djahreszeitlicher Aspekt] 9$® 

VEAY DS 識別 種 differential 
species ①D'Trennart] 植物 社会 学 的 群落 区 
分 体系 で ゃ つう TERE FO BY I FA 
る 。 常 在 度 押 以上 の 優 占 種 が 基準 と な る 。 
三 区 分 種 。 

シキ ュー 
ー む か ご 

シギ ョ 仔魚 [fry] お よそ 鋼 化 後 肝 袋 吸 
収 ま で の 時 期 の 魚 を 指す こと が 多い 。 MEME 
も いわ れる 。 

ジ キ ョ ク 磁極 Limagnetic pole] 

シク カセ キ 指 区 化石 Lproyinee index 
fossile] 古 地理 区 を 特徴 づけ る 標準 化石 。 
た と えば , ゴン ド ワ ナ 大 陸 の .GZossozzez7zs や 


子 球 [bulblet, cormlet] 


$452 FFA 14d. 


Gangamopteris な ど 。 

シグ モイ ド キョ クセ ン 一 一 曲線 [sig- 
moid curve] S 字 形 曲線 。 

シゲ キー- ハ ン ノ ー レ ン サ 刺激 - 反 応 連鎖 
(stimulus-response chain MReiz-Re- 
aktionskette] 外部 か ら 刺 激 が 作用 し, これ 
に 対し て 生物 の 反応 が 現れ る まで の 一 連 の 過 
程 。 個 々 の 連鎖 を 細分 する こと は 不可 能 で あ 
る が , 感受 ・ 興 奮 (また は 感応 )・ 伝 達 ・ 反 応 
に 一 記 区 分 する こと が で きる 。 な お 動物 の 場 
合 に は 伝達 の 部 分 に 中 枢 器 官 が 関与 する こと 
が 特徴 的 で ある 。 

シゲ ン 資源 [resource] 通常 の 意味 の 
ほか , 特定 種 の 生活 要求 を 満た すべ き 環 境 の 
要素 を 意味 する 。 生 活 必 要 資 源 。 生活 必要 物 

シゲ ン カン リ 盗 源 管理 「resource 
management] 4 9yf) + #4 Mic 1) RR 
源 natural resources の 最適 な 利用 ・ 保 護 ・ 
制御 の 方 法 を 考 宛 し , それ に 基 い て 管理 する 
こと 。 生物 的 資源 の 管理 と し て は , 農作物 や 
家畜 その 他 有 用 生物 の 生産 , 魚類 や 狩猟 鳥獣 
の 最適 捕獲 ・ 野 生生 物 保護 ・ 有 害 生 物 の 防除 
( 低 密度 制御 ) な どの 問題 が 含ま れ , これ ら は 人 
為 お よび 自然 の 生態 系 の 最適 管理 の 問題 に 連 
な る 。 資源 管理 の 共通 の 理論 的 基盤 と な る の 
は 生 和 態 学 に 他 な ら な い 。 
- ジコ カチ ク カ 自己 家畜 化 Lself-domes- 
tication] 家畜 化 

シコ ー サク ゴ 試行 錯誤 [trial and cr- 
ror Versuch und Fehler (essai et 
erreur) Morgan(1894) に よっ て 提唱 され た 
言葉 。 動物 が . 目的 は も っ て いて も 指向 性 の 
な しい 行動 を 繰返し , 誤り を 繰 有 返す こと に よっ 
て 偶然 に も た ら さ れる 成功 に より 人 徐々 に 和 失敗 
の 数 が 減少 し て W き , つい た は 正 反 応 が 学習 
され る 。 と の 一 連 の 行動 過程 の こと 。 ネ ズミ 
の 迷路 の 実験 な ど は 代表 的 な 例 。 

シコ ー セ イ 嗜好 性 (palatability O 
Schmackhaftigkeit saveur agreable } 

ジコ セツ ダン 自己 切断 [autotomy DO 
Autotomie ®autotomie] 三 自 切 


ジコ セ ヒ ケイ 自己 施肥 素 [self-ferti- 


lizing system, self-sustaining s.] #1 
の よう に , 栄養 塩類 の 循環 が 比較 的 閉鎖 的 に 
行わ れ て お り , 人 為 的 に 施肥 を せ ず に 一 定 の 
生産 力 が 安定 し て 保 た れる よう な 。 

シコ ー ソ ー セ イ 指向 走 性 Ltopotaxis 
OTopotaxis] 走 性 の らち, 刺激 に 対し て . 
一 定 の 方 向 へ の 移動 が 起 る も の 。 運 動 の 方向 
が 無 定 位 で ある 場合 (運動 の 結果 , 定位 的 に 見 え 
る 場合 も ある ) は 無 定位 運動 性 kinesis と いう 。 

ジコ チョ ー セ ツ 自己 調節 Lself-regula- 
tion] 特定 種 の 密度 調節 が 種 内 の 機構 に よ 


_ っ て 行わ て れ て いる と する 考え 。 密 度 の 自己 調 


fii self-regulation of population density. こ 
れ に は 種 内 個体 間 の 相互 作用 (食物 を めぐ る 名 
争 や 行動 干渉 ) を 重視 する 立場 (Nicholson、1354 
な ど ) や 個体 数 変動 に 伴い 異な る 遺伝 子 型 の 個 
体 が 自然 選択 され る と する 考え (Chitty, 1960) 
な どい くつ か の 異な る 立場 が ある 。 ま た Wy- 
nne-Edwards(1962) は これ に 関連 し て 実質 的 
な 種 内 競争 を 避け る 機構 が 個体 群 レベ ル の 自 
然 選 択 ( 群 海 汰 ) を 通じ て 進化 し うる と の 仮説 
を 提出 し て いる 。 密度 調節 

ジコ ヨプ ンジ ガイ 自己 分 解 [autolysis O 
Autolyse ⑥autolyse] 細胞 ・ 組 織 が 死ん 
だ と き , それ ら を 形成 し て いる 物質 が 自ら の 
酵素 の 働き に より , 無菌 状態 で も 分 解す る 現 


象 。 ACHE. 

ジコ マビ キ 自己 間引き [self thinning} 
ツ 自 然 間 引き 

シ ザ イ セキ HR (branch volume | 
OME 


シ ジ コ ン 支持 根 [prop root, stilt r.] 
支柱 根 。 呼 吸 根 の 一 形態 と 考え られ る も の で , 
幹 の 下部 か ら 多 数 の 気 根 が 肩 形 に 広がっ て 植 
物体 を 支柱 で 支え を る よう な 形 。 マ ング ロー デブ 
の 植物 に 多く み ら れ , オモ ル ギ の 支持 根 は そ 
の 代表 的 な も の 。 そ の 他 ト ウ モ ロコ ュ シ ・ タ コ 
ノ キ な ど で み られ る 。 FRR, 

シ ジ ツ タイ FR (fruiting body O 
Fruchtkorper] 菌類 に お いて 胞子 を 生じ 
る 栄養 体 。 菌 系 が 集合 し て 塊状 に な っ て いる 。 
キノ ュ は 子 実体 の 大 きい も の 。 
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シシ ャ カク 視 射 角 [glaneing angle 
⑥Blickwinkel で angle de regard] 平 
行 光線 の 入射 角 の 余 角 。 

シ ジ ヤ ャ ク 指示 薬 [indiecator OIndika- 
tor Dindicateur] O#BAD 

シー ジュ ー ヨ ン ホー 一 一 法 [で C-method 
⑥"C-WMethode ®methode de “C] 4 
合成 測定 法 の 一 つ 。 植 物 プ ラン クト ン の 少な 
い 貧 栄養 湖沼 や 海洋 の 場合 , 放射 性 同位 元素 
MC (NaHtCO。 溶 液 と し て 与え る ) の 取込み 速度 
を 測定 し , 光合成 能 を 知る 方 法 。 **C 法 で 得 ら 
れる 値 は 一 般 に 純 光 合成 Pn に 近い 値 で ある 。 

シ ジ ョ ー #& [shoot] 葉 と 茎 の 総称 。 
植物 体 の 地下 部 分 に 対 し て 地上 部 全体 を 指す 
こと も ある 。 痛 条 。 

ジジ ョ ー サ ヨー 自浄 作用 [self purifi- 
cation] 河川 が 汚染 され て も 河川 自体 が 時 
間 の 経過 と と も に 自然 に 浄化 され る 働き 。 主 
と し て 希釈 ・ 沈 殿 , 水中 酸素 に よる 酸化 作用 , 
日 光 の 某 外線 に よる 殺菌 , 徴 生物 の 生存 競争 
な ど に よっ て 有機 物 が 無機 化 さ れ , WELT 
清澄 な た 水 に 戻る が , 現在 で は 汚濁 物質 の 量 と 
質 が 過大 と な っ て 自浄 能力 の 限界 を 超え て い 
る た め に 汚染 が 進ん で いる 。 自浄 作 用 の 指標 
と し て 通常 BOD で 測 ら れる 。 生 物化 学 的 酸 
素 要求 量 

シシ ン セ イ 始 新 世 [Eocene OEozain 
®Eocéne] 第 三 紀 の 第 2 番目 の 期間 で , 
5400 万 年 3500 万 年 前 まで の 間 。 高等 有 孔 
 Nummulites が 大 発展 し , 示 準 化石 と な っ 
て いる 。 員 乳 類 ・ ワ ニ 類 ・ カ メ 類 も 栄え , 霊 
長 類 の 祖先 型 も 出現 する 。 植 物 で は 南 イ ギリ 
ス の 当時 の フロ ラ は 今日 の マレ ー 半 和合 の そ れ 
に 近く , 北極 団 に は 第 三 紀北 極地 植物 群 が 栄 
えた 。 気候 は 暖 帯 な いし 亜熱帯 的 で あっ た 。 

シス イ 止 水 [stagnant water, stand- 
ing w.] =k 

シス イセ イ フ ユ ー セ イプ ブツ 止 水性 浮遊 生 
物 [stagnoplankton] 止 水 ( 湖 や 池沼 ) に 浮 
遊 す る 主として 植物 プラ ンク トン 。 

シス イセ イ プラ ンク トン 止 水性 一 一 


[stagnoplankton] 王 止 水性 浮遊 生物 


シス ー カン ス 一 
tial function | 

シス ー カ ンス ー テ キ セイ チョ ー 指数 関数 
的 成長 [exponential growth] 生物 の 成 
長 様式 の 基本 的 と な る も の 。 個体 の 成長 率 ヶ 
が 一 定 で あれ ば , 個体 重 め は w=we' CH 
され る 。 た だ し x%o は 時 刻 t=0 の と き の 個体 
重 で ある 。 

シス ーシュ 指数 種 Lindex species] 

シス ー テ キ プン サン 指数 的 分 散 [expo- 
nential dispersal] ある 1 地点 より の 多数 
個体 の 分 散 を 一 定時 間 後 の 分 散 距 離 の 頻度 分 
布 で 表す と , 分 散 源 か ら の 距離 が 遠く な る 
つれ 分 散 個体 数 が 双曲線 的 に 減少 し,。 その 関 
係 が log N=at+bR (W: 個 体 数 , 丸 : 分 散 源 か 
ら の 距離 , 2, b: 定数 ) で 示し うる 場合 が 多い 。 
この よう な 形式 の 分 散 を いう 。 こ れ は 全く の 
GERACHS. 

シス テム カイ セキ 一 一 解析 [systems 
analysis] ツウ シス エム 生態 学 。 ウシ ステ ム 分 析 

シス テム セイ タイ ガク 一 一 生態 学 [sye- 
tems ecology] 工学 の 分 野 で 発達 し た シス 
テム 理論 は 複雑 な 過程 を 含む 対象 を 総合 的 に 
と ら え る 方 法論 で ある が , それ が 各種 の 生態 
的 現象 の 解析 と 総合 的 把握 の た め 有 用 な こと 
が 注目 され , 1960 年 代 以 降 そ の よう な 立場 か 
ら の 個体 群 動態 や 生態 系 の 生産 に 関す る 基礎 
お よび 応用 的 研究 が 盛ん こ な り , シス テム 生 
態 学 と 呼ば れ て いる 。 こ れ は 対象 と する 現象 
を シス テム と し て と ら え て , それ を 構成 要素 
(過程 ) に 分 解 し , それ ぞ れ の 要素 内 に お ける | 
関係 を 理論 的 ある い は 経験 的 な 知識 に 基 い て 
数 量 モ デル 化し (サブ プ モ デル submodel) そ れ ち を 
全 合 し て 全 シ ステ ム に つい て の モデ ル ( シ ス 
テム モデ ル systems model) を 作製 し 。 コン ピ 
ュー ター シミ ュ レ ーション computer simula- 
tion を 通じ て シス テム の 構造 や 現実 と の 食い 
違い を 発見 し て モデ ル を 修正 し , また 最適 管 
理 の 方 式 を 追求 する 。 Watt(1968) は その プロ 
セス を , (1) シ ステ ム の 測定 systems measure- 
ment, (2) シ ステ ム 分 析 s. analysis、(3) シ ステ 
ム の 記載 s. description,、(4) シ ステ ムシ ミュ レ 


指数 関数 [exponen- 


ーション s. simulation,、(5) シ ステ ム の 最適 化 
s. optimization の 五 つ に 大 別して いる 。 

シス テム プン セキ 一 一 分 析 [systems 
analysis] シス テム 工学 で 発達 し た 方 法論 。 
対象 と する 複雑 な 現象 ある い は 過程 は 一 つの 
シス テム と し て の 構造 を も ち , より 単純 な 要 
素 ま た は 過程 の 相互 作用 の 総合 され た も の と 
AT, まず 種々 の 情報 より シス テム の 構造 や 
特性 を 推定 し , 個々 の 構成 要素 や 過程 を 表す 
モデ ル お よび それ ら 相 互 問 を 関係 づけ , シス 
テム を 記載 する シミ 。 レー ター (シス テム モデ 
ん) を 開発 する 。 次 に 実在 する 現象 と の 対応 
を シミ ュ レ ーション に より 検討 し て モデ ル を 
RSL, な る べく 忠実 に 対象 を 反映 し た モデ 
ル を 作製 し よう と する 。 

シス テム モデ ル [systems model] ff 
雑 な 現象 を モデ ル 化 する の に , 枝葉 を 切捨て 
ある い は コン トロ ー ル し て 単純 化し て 基本 構 
造 (と 思わ れる も の ) を 比較 的 簡単 な 数 式 で 表す 
と いら う 行き 方 に 対し て , 複雑 な 現象 が より 単 
純 な 多く の 過程 ある い は 構成 要素 と それ ら の 
間 の 作用 や 相互 作用 に より 成り 立つ シス テム 
で ある と 考え , 個々 の 過程 や 要素 の モデ ル 化 
(サブ プ モ デル submodel) と それ ら の 間 の 相互 関 
連 を 考慮 し た 総合 化 に よっ て 全体 の 現象 を モ 
デル 化す る 方 法 。 電 子 計算 機 の 発達 に より こ 
の よう な モデ ル の 作製 が 容易 に な っ た 。 

シス ト [cyst ⑥Zyste cyste] 原生 
動物 や 下 等 な 後生 動物 が , 体 表 に 強固 な 膜 を 
形成 し て 休止 状態 に ある も の 。 認 子 (の ぅ し) 。 
彼 栓 体 。 線 虫 で は 母 虫 が 死後 こう LED 
形成 し , その 中 で 卵 が 生存 する 。 

シス ト ケイ セイ 形成 [encystment 
MEnzystierung enkystement] や シス 
ト 

シス ー プ ンプ 指数 分 布 [exponential 
distribution (Exponentialverteilung 
®répartition exponentielle ] 

ジス ベリ 地滑り [landslide。 land- 
sereep ①DFelsschlipf, Bergrutsch で 
glissment de terrain ] 

ジス ペリ チ 地滑り 地 [creeping 
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land} 

シス ー ホー ソ ク 指数 法則 Lexponential 
law] 生物 の 成長 ある い は 増殖 の 基本 法則 。 
制限 条件 が な い 場合 の 成長 ある い は 増殖 は , 
指数 関数 的 で ある と いう も ゃ の 。 

シス ー ヨー イン 指数 要因 [exponential 
factor] 個体 また は 個体 群 の 成長 に 対 し て , 


指数 関数 的 た 作用 する 要因 。 例 : 時 間 な ど 。 


シー スリ ー ガ タ ショ ク プ ブツ 一 一 型 植物 
CC; plant] 光合成 の 生化 学 的 過程 が カル ビ 
ン サ イク ル の 反応 系 に よっ て 行わ れる 植物 。 
一 部 の C,( 型 ) 植物 を 除く 大 部 分 の 植物 が この 
型 に 属す 。C。( 型 ) 植物 は 光 呼 吸 を 行う の が ふ 
つう で, 光合成 の 光 飽 和 点 は C4( 型 ) 植物 より 


_ 一 般 に 低い 。 


シセ イ 8% [posture] 
- ジ セ イ 自生 (mative, indigenous; 
spontaneous Deingeboren, einheimisch, 
spontan ®indigéne, spontane」 広義 に 
は 野生 生物 が ある 地域 で 人 類 の 保護 を 受け ず 
自力 で 生活 し て いる こと 。 狭義 に 植物 で は そ 
の 地域 の フロ ラ に 本 来 属さ な い 種 類 は , 現在 
野生 で も 自生 と いわ な い 。 1 

ジ セ イシ ュ 自生 種 [L①native species, 
indigenous s.②autochthonous s.Dau- 
tochthone Art espece autochtone ] 
① あ る 地域 の フロ ラ を 古来 構成 し て いた 種 。 
広義 に は ある 地域 で 人 間 に 保護 され ず に 繁殖 
し 生活 を 続け て い る 生物 。 野 生 種 wild spe- 
cies ・ 在 来 種 と も いう 。 帰化 種 の 対語 。 ②⑨ 原 
地 生 種 と も いう 。 他 生 種 に 対し て , 生活 現場 
で 化石 化し た も の 。 造 礁 サン ゴ ・ 海 綿 な ど 。 
> hee 

ジ セ イシ ュ フ ロラ 自生 種 一 一 Lindige- 
nous flora] 外来 種 ・ 帰 化 植物 を 含め な い 
グ ビア ジミ 

ジ セ イ テ キ 自生 的 [autogenic, 
genetic, autochthonous) 原因 や 由来 が 
個体 < 群集 ・ 地 域 な どの 内 部 に ある こと 。 他 
生 的 

ジ セ イ ノ 自生 の [indigenous] 土地 固 
AD. DRO 


auto- 
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ジ セ イ フ ユ ー セ イプ ツ 自生 浮遊 生物 
[autogenetic plankton] その 水域 内 で 繁 
殖 * 再 生産 する よう な 肖 遊 生物 。 所 生 浮 遊 生 
物 。 

シン セイ プラ フジ シア ドン 
genetic plankton] 


自生 一 一 [auto- 
= 自生 浮遊 生物 
ジ セ ツ AY [autotomy DAutotomie 
®autotomie] 自己 切断 。 動 物 が 敵 に より 
付属 肢 や 尾 な ど を 捕え られ た 際 に , その 体 部 
を 月 ら 切 断 LAB SRE, 
シセ ツリ ョ ー 肢 節 量 [division OGlie 
derung] 湖岸 線 延長 と 等 面積 4 の 円 の 円 
周 と の 比 を も っ て 滑 岸 の 屈曲 を 示す 値 。 股 節 


Uli, x 7 PA Ia BETHEL 3 
L a 
Le) 3.557 テ 
で 表 さ れる 。 値 が 1 に 近い ほど 湖岸 は 円 に 近 
く , 数 が 大 きい ほど 屈曲 に 富む 。 の 


シ ゼ ン キ カ シ ョ ク プ ツ 史 前 帰化 植物 
[archaeophyte, prehistoric naturalized 
plant) 有史 以前 の 帰化 植物 。 た と えば 水稲 
の 日 本 へ の 移入 に 際 し て 随伴 し た 可能 性 が あ 
る も の 。 例 : カ ナム グラ ・ イ ヌ タ デ 。 OVE 
植物 

シ ゼ ン グン シュ ー- 自然 群集 Lnatural 
community] 人為 に よら な い 自 然 の 群集 
(群落 )。 動植物 に 広く 用 いら れる が , AR 
沙 の 場合 は 原 植生 と 同義 また は それ ぞ れ の 立 
地 の 原 植生 と 基本 的 種 組成 が 一 致し て いる 群 
沙 に 用 いら れる こと が 多い 。 人 工 群 集 (群落 ) 
の 対語 。 ツ 人 工 群 集 

シ ゼ ン グン ラク 自然 群落 (natural 
_ community Onatirliche Gesellschaft ] 
= BARR 

シ ゼ ン ケ イカ ン 自然 景観 [natural land- 
scape ①DNatarlandschaft] 人 為 に よっ て 
変更 され な いで 自然 を 残し た 景観 。 

シ ゼ ン ケ ン キ ュー チイ キ 自然 研究 地域 
{research natural area] RAED TC 
きる だ け 保 た だれ た 無機 的 な ら び に 生物 学 的 な 
地域 単位 と し て , アメ リカ の 各州 に 指定 され 
た 地域 。 環 境 モ ニタ リン グ の 基準 地 , 遺伝 子 


プー ル , 生態 系 の 総合 的 な 研究 や 教育 の 場 な 
ど と し て 使用 され る 。 

シ ゼ ンコ ー BR [natural light D 
nattrliches Licht ®lumiére naturelle ] 
太陽 光 。 人 工 光 の 対語 。 

シ ゼ ンコ ー エ ン 自然 公園 Lnature park 
ONaturpark] ある 地域 の 風景 を 代表 する 
傑出 し た 自然 の 風景 地 で , わが 国 で は 国立 公 
・ 国 定 公 園 な ど に 分 ける 。 保護 また は 利用 
の た め の 法 的 規制 が 行わ れる 。 

シ ゼ ン コタ イグ ン 自然 個体 群 Lnataral 
population] 自然 条件 下 で ある 地域 に 存続 
し て いる 特定 の 生物 種 の 個体 の 集 り 。 地 域 は 
研究 目的 に 応じ て 年 意 に 設定 され る こと が 多 
い が , 種 の 生活 単位 と し て , お の ず か ら あ る 
地域 的 な まとまり を と ら え る 努力 も 必要 で あ 
る 。 そ れ に は 小 地域 的 な まとまり か ら 大 地域 
的 な まとまり へ と いく つか の 段階 構造 が 認め 
られ る で あろ う 。 実験 個体 群 の 対語 。 ツ 個体 
群 , や 実験 個体 群 

ウッ ゼ デ ンジ 自然 誌 Lnatnral history] 
博物 誌 ・ 博 物 学 ・ 自 然 史 と も いう 。 生物 と そ 
の 環境 に つい て 稚 察 記載 する 研究 。 生態 学 の 
源流 と 考え られ る 。 こ の history は 歴史 で な 
く 記 述 description の 意 。 

シ ゼ ン セイ ギョ 自然 制御 (natural 
contro】] ある 地域 内 の 特定 の 種 の 生物 の 個 
体 数 の 振幅 に は 一 定 の 限界 が あっ て , 無限 に 
ふえ 続け る こと は な く , 容易 に 絶滅 る し な い 
の が ふつ う で ある (た だ し 平均 的 な 環境 条件 が 変 
ら な いと いう 前 提 で )。 人 為 的 防除 手段 の 加わ ら 
な い 条 件 下 で , 生物 の 個体 数 を ある 限界 内 に 
維持 する 内 的 外 的 諸 要 因 の 総合 作用 を いう 。 

シ ゼ ン セ ンタ ク 自然 選択 Lnataral 
selection] 三 自然 海 大 

シ ゼ ン ゾ ク 自然 属 [natural genera] 
自然 分 類 法 に 従っ て 設定 され た 属 。 人為 分 類 
法 に よる 属 と 区 別 す る た め 用 いる 。 OBER 

シ ゼ ンチ ョ ー セ ツ 自然 調節 (natural 
regulation] 自然 の 条件 下 で 特定 種 の 個体 
数 の 変化 が ある 振幅 内 に 限定 され , 一 定 の 平 
衡 レ ベル に 保 た れる 機構 。 個 体 数 の 自然 調節 


natural regulation of numbers, の 密度 調節 
- シ ゼ ン テイ ポー 自然 堤防 [natural 
levee DHochufer ®levée naturelle | 
RR 2 HS MVNO MMi RIC TSH 
防 状 の 地形 。 

ジ ゼ ン テキ オー 事前 適応 [anticipato- 
ry adaptation] Lack(1954) は , 動物 の 個 
体 数 に 影響 する 種 の 生活 様式 に お ける 要素 , 
た と えば 1 腹 仔 数 ・ 繁 殖 期 の 長 さ ・ 季 節 移 動 
な ど は 進化 の 産物 と し て 規定 され て お り . そ 
- れ ら の 性 質 を 進化 さ せ た 究極 要因 ultimate 
factor は , 現実 に 反応 を 起 さ せる 近接 要因 
proximate f. と は 別個 で ある て と を 強調 し た 。 
この 場合 近接 要因 に 対す る 反応 は , 先 の 時 点 


の 事象 に 対す る 適応 と し て 起 る か ら , 事前 適 


記 と 呼ん だ 。 た と えば 雛 の 成育 期 が 最も 餌 の 
多い 時 期 に 一 致す る の は それ より ずっ と 以前 
の 日 長 に 対す る 親鳥 の 生理 的 反応 の 結果 で あ 
る が , 近接 要因 と し て の 日 長 は この 性 質 の 進 
化 の 究極 要因 で は な い 。 

- シ ゼ ント ー タ BRAK [natural selec- 
tion @Mnatirliche Auslese で selection 
naturelle] AAM Cir < HROBAC IO 
て 起 る WaYK. Darwin は 生存 競争 ・ 適 者 生存 
を 自然 海 決 の 最大 の も の と 考え た 。 ま た 自然 
海 汰 は 種 の 変化 要因 と し て の み で な く 、 RE 
し た 環境 の も と で は 中 央 値 付近 の 個体 に 生存 
の 機会 が 多く , 種 の 安定 化 要 因 と し て る 重要 
CHS. 自然 選択 。 

シ ゼ ント ー タ セツ BRAAR (theory 
of natural selection] Darwin(1858) が 進 
化 に 関し て 唱え た 説 。 生物 は 自然 海 汰 に よ り , 
環境 に より よく 適応 し た 個体 が 生き 残り 子孫 
を 残す か ら , それ ぞ れ の 種 が 環境 に 適応 し た 
方 向 に 変化 する 。 現 在 は これ に 遺伝 子 説 を 基 
HELL, 突然 変異 個体 の 自然 海 汰 を 進化 の 要 
因 と 考え る 場合 が 多い 。 自 然 選択 説 。 

シ ゼ ン ト ツ ゼン ヘン イ 自然 突然 変異 
[natural mutation] 字 偶 発 突然 変異 

シ ゼ ン ノ ヘイ コー 自然 の 平衡 [balance 
of nature] と くに 個体 数 に つい て いら も の 
で , 自然 の 大 多数 の 種 は , 多少 の 変動 は あっ 


て る 動 的 な 平衡 状態 の 中 で 互い に 制御 し 合っ 


て , それ ぞ れ の 個体 数 を それ ぞ れ に ほぼ 一 定 
に 保っ て いる と する 。 と この 考え で は , 絶滅 や 
大 発生 な ど は この 自然 の 平衡 を 乱 し た と き に 
起 る と する 。 生 態 的 平衡 ecological balance. 

シ ゼ ン ボク ヤ BRA (natural pas- 
ture, native p. ONaturweide | 放牧 用 
の 野草 地 。 自 然 放牧 地 。 

シ ゼ ン ホ ゴ 自然 保護 [mature protec- 
tion, n. conservation ONaturschutz ® 
protection de la nature] 保全 conserva- 
tion と 同じ 意味 に 使う こと も ある が , 狭義 で 
は 保全 と は 異な り , 自然 を 人 為 な どの 外圧 か 
ら 守 る こと 。1500 年 代 の 末期 スイ ス の 画家 た 
ち に よっ て 提唱 され た 。 郷 土 保護 か ら 発 展 し 
て , 現在 で は 人 間 の 持続 的 な 生 容 環 境 と し て 
の 自然 の 保護 まで 含ま れ て いる 。 わ が 国 で は 
1960 年 代 に な っ て や っ と 一 般 に 理解 され は じ 
め た が , 歴史 が 浅く 様々 な 考え 方 が 提唱 され 
ICOY25o 

シ ゼ ン ホ ゴク 自然 保護 区 [mature pre- 
serve, n. reserve] 自然 を 全体 的 に 保護 す 
る も の と 自然 の 個々 の 対象 を 保護 する も の と 
が ある 。 科学 的 観点 か ら 公共 の 利益 , BRR 
Oi. 動植物 群集 を 維持 する た め , 自然 を あら 
ゆる 変更 か ら 保護 する 一 定 の 限ら れ た 地域 。 
1909 年 に 指定 され た 4 万 ha の ドイ ツ の リュ ー 
ネ ブ ル ガー ハイ デ (ハノーバー と ハン ブル グ 間 ) 
な ど は 有名 。 三保 護 区 

シ ゼ ン ホー チチ イキ 自然 放置 地域 [na- 
tural sanctuary] 自然 域 natural area と 
ほぼ 同義 で ある が , そこ に 生息 し て いる すべ 
て の 生物 の 活動 や 変動 は 妨げ な いで 保存 され 
て いる こと を 強調 する 。 こ の 意味 で , 自然 保 
護 地域 と は 多少 性 格 を 異 に する 場合 も ある 。 

LEY ホー ボク チ 自然 放牧 地 [matarai 
pasture, native p.] 三 自然 牧野 

シ ゼ ンマ ビ キ 自然 間引き [natural 
thinning) 個体 群 密度 が 高 す ぎる と 個体 問 
で 主 に 成長 要因 に 対す る 競争 が 激しく な り , 
弱い 個体 か ら 死ん で 個体 密度 が 減少 し て いく 
現象 。 
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シ ゼ ンマ ビ キ J ニ プ ン ノ サ ンジ ョ ー ソ ク 
自然 間引き の 3/2 乗 則 [3/2 power law of 
natural thinning) 主 に 植物 個体 群 に み 
られ る 自然 間引き の 法則 。 初 期 密度 が 十分 大 
きく , さか ん に 自然 間引き を 起 し な が ら 成 長 
し て いる 純 群 落 で は , 土地 条件 ・ 栄 養 条 件 ・ 
生育 時 期 な ど に 無関係 に , 平均 個体 重み と 現 
実 密度 の と の 間 に wet=K at Kise OB 
係 が 成立 し , し か ぁゃ 定数 の 値 が 3/2 三 1.5 に 
きわ め て 近く な る 現象 。 こ の 関係 は ウキ クサ 
群落 か ら 森 林 ま で , きわ め TA aOR 
落 こ つい て 成り 立つ 。 

シ ゼ ン リ ッ チ キ カ シ ョ ク プ ツ 自然 立地 帰 
化 植物 [neophyte ①DNeophytl HRW 
地 natural habitat で の 帰化 植物 で , AAI 
地 man-made h. の 帰化 植物 epoekophyte, 
apophyte と 区 別して 用 いる (Thellung, 1912), 

シソ ー dS [forage OFutter ⑤⑥four- 
rage | j 

シー ソー 一 一 層 (C-horizon] B 層 の 下 
に 続く 土壌 の 母 材 の 層 。 あ る 程度 風化 し て 角 
傘 人 質 に な っ た 岩石 や も と も と 非 固 結 性 の 母 材 
が これ に あたる 。 土 壌 母 材 ある い は 単に 母 材 
と も いう 。 

ジー ソー 一 一 層 (G-horizon, glei h., 
gley h.] 排水 不良 で , 避 元 状態 で 易 溶性 の 
FeO が 生成 し , その 青 灰色 を 呈す る 層 。 グラ 
イ 層 。 

シソ ー カ セキ 示 相 化石 [facies-foss 財 。 
facies index] 地層 中 の 化石 の うち , 堆積 
時 の 環境 を 明らか に する 化石 。 

シ ゾ ク 氏族 [clan] ニク ラン 

ジ ゾ クシ ュ 持続 種 Lperennial form 
⑥ausdauernde Form) ① 地 上 部 は 毎年 
枯れ る が , 地下 部 ・ 根 は 生存 し て いる 植物 。 
多年 性 草本 perennial herb, ② 浮 遊 生 物 ( ズ 
ラン クト ン ) の 場合 に は , 出現 量 に 多少 の 変動 
は あっ て も る 周年 見 られ る 種類 。 

ジ ゾ クシ ョ クセ イ 持続 植生 [perma- 
nent community DDauergesellschaft ] 
ほぼ 同様 の 立地 条件 が 続く 限り , 同一 種 の 組 
合せ を 基礎 と し た 植生 が 存続 する こと 。 極 相 


の よう な 自然 環境 に 対応 し た 自然 植生 に 使わ 
れる の が ぁ ふつ う 。 一 方 , 定期 的 な 耕作 ・ 踏 圧 
な どの 持続 的 な 人 為 条件 と 対応 し た 畑地 雑草 
冬 沙 ・ オ オバ ュ 群 落 な ど に ゃ 使わ れる こと が 
ある 。 

シソ ー ケイ スー SHRM [forage fac- 
tor] 草地 の 牧 養 力 の 計算 に 用 いる 係数 。 各 
草 種 の 構成 百分率 (た と えば 被 度 ) に 各 草 種 の 適 
正利 用 率 を 乗じ し , その 値 に 全 植 彼 率 を 掛け て 
求め る 。 

ジ ダ イ シュ 時 代 種 [chronological 
species] 改善 進化 の 長期 的 な 過程 で ある 特 
定 の 時 代 に 形成 され た 種 で あり , その 時 代 に 
分 布 を 拡張 する か 次 の 時 代 に は 進化 の 結果 よ 
り 改 善 さ れ た 種 に 変化 し て いく 。 改 善 進化 

シタ イシ ョ ク 死体 食 [necrophagy」 
死ん だ 動植物 ある い は その 破片 を 食物 と する 
oe 

シタ クサ ガリ 下草 刈り Landerscrub- 
bing] 森林 の 下草 を 刈り 取る こと 。 

シダ ショ ク プ ツ ケイ スー 一 一 植物 係数 
[pteridophyte-quotient] ある 地域 の フ . 
= ラ 構 成 種 の うち ンダ 植物 の 占め る 割合 。 

シタ バエ 下 生え [andergrowth] 森林 
の 林 床 に 生え る 低い 低木 ・ 芽 生え ・ 苗 条 ・ す 
べ て の 草本 な ど を 指す 。 

シチュ ー キ コン 支柱 気 根 [propaerial 
root] ご 支持 根 

シチュ ー コ ン 支柱 根 fatale root, stilt 
r.] 三 支持 根 

シッ キ 湿気 Lmoisture OFeuchtig- 
keit ⑥mmoiteur | 

シ ツ ゲン 湿原 [moorland, moor, r 
muskeg, fen ①DWMoor ®tourbiére, mar- 
aris) 低温 過 湿 の た め に 植物 遺体 の 分 解 が 妨 
げ ば られ , 堆積 し 泥炭 と な り そ の 上 に 発達 し た 
草原 。 構 成 植物 種 や 生態 的 条件 に よっ て 。 低 
層 ・ 中 層 ・ 高 層 の 各 湿原 に 分 けら れる 。 ま た 
栄養 塩類 の 多少 に よっ て 富 栄 養 湿原 ・ 條 栄 状 
湿原 に 分 けら れる 。 ツ 湿地 

ジッ ケン ケイ カク ホー 実験 計画 法 
[method of experimental design, m. of 


d. of experiment ①DPlan von Ver- 
suchsplanung ©®©plan_ d’expérience ] 
野外 試験 の よう に 環境 条件 を 十分 管理 する こ 
と が 不可 能 な 場 で 実験 を 行う 際 , 目的 と する 
実験 処理 の 効果 を 評価 し , ある い は 各種 要因 
の 効果 や それ ら の 交互 作用 を 数 量 的 に と ら え 
る た め の 統 計 的 方 法 。 対象 の 構造 模型 に 基く 
確率 化 さ れ た 実験 配置 (ラテン 方 格 法 や 乱 塊 法 そ 
の ほか) の 決定 と , 実験 結果 の 変量 分 析 ( 散 分 
析 お よび 共 分 散 分 析 ) を 合せ て 呼ぶ 。 

ジッ ケン コタ イ ゲ ン 実験 個体 群 Lex- 
perimental population] 仮説 を 検証 する 
た め 。 実験 室内 ある い は 野外 に お いて 特定 の 
条件 を 与え て 人 為 的 に 設定 し た 個体 群 。 野外 
個体 群 field population に 対 し て 室内 で 飼い 
つが れ て いる 個体 群 を いう と き は 実験 室 個体 
群 laboratory p.、 と 呼ぶ べき で ある 。 自然 個 
APONTE. 個体 群 , や 自然 個体 群 

ジ ツ ゲン シボ ー リ ツ 実現 死亡 率 [rea- 
lized mortality) 三 生態 的 死亡 率 

ジッ ケン シャ カイ ガク 実験 社会 学 Lex- 
perimental sociology Dexperimentelle 
' Soziologie] Knapp(1954) が 提唱 し た 植物 
生態 学 の 一 分 野 で , 植物 群落 の 成立 過程 ⑥ 
Vergesellschaftung を 実験 的 に 解析 し よう と 
し た 。 広 義 の 実験 生態 学 の 一 部 と いえ よう 。 


、 ジ ツ ゲン シュ ッ セ イリ ツ _ 実現 出生 率 
Lrealized natality] 三 生態 的 出生 率 . 


ジッ ケン ショ クセ イィ 実験 植生 [experi- 
mental vegetation | Clements and Weaver 
924) が 創始 し た 用 語 。 ある 植生 の 一 部 を 切 
り 取 っ て 他 の 植生 中 に 移植 し , その 推移 を 追 
2 と か , ある 植生 中 に 種子 を 追 描 し て その 後 
の 発芽 ・ 成 長 を 追跡 する と いっ 記 方 法 。 

ジッ ケン ショ ク プ ブツ セイ タイ ガク RR 
物 生態 学 [experimmental plant ecology 
Mexperimentelle Ceobotanik ©géobo- 
tanique expérimentale] 実験 的 手法 を 
用 いた 植物 生態 学 の 分 野 。Lundegardh(1925) 
の Klima and Boden あたり か らい われ る よう 
に な っ た が , 広義 で は Knapp(1954) の 実験 社 
会 学 Dexperimentelle Soziologie と か Cle- 
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ments ら (1924) の 実験 植生 experimental veg- 
etation の よう な 行き 方 $ ふ 含め られ る 。 

ジッ ケン セイ タイ ガク 実験 生態 学 Lex- 
perimental ecology ①Dexperimentelle 
Okologie] 生物 と 環境 と の 関係 を 実験 的 に 
因果 解析 する 生態 学 の 一 分 野 で , 水 ・ 光 <・ 熱 ・ 
土 な どの 要因 に 対す る 生物 の 適応 現象 を 物理 
的 化学 的 方 法 で 実験 的 に 明らか に し よう と す 
る 。 最 近 は も っ と 広く 実験 的 手法 を 用 いた 生 
態 学 の 分 野 に 用 いる こと が 多い 。Lunde- 


_gardh (1925) の 提唱 で 用 いら れる よう に な っ 


た 語 。 実験 植物 生態 学 

シ ツ ゲン センイ MRBB (bog succes- 
sion | 
~ ジッ ケン テキ モデ ル コー セイ ホー 実験 的 
ーー 構成 法 [experimental component 
analysis] Holling (1961, 65) は 生態 学 に お 
ける モデ ル は , その 過程 に お いて 常に 実験 に 
よっ て 裏打ち され な が ら 進 め ら れる べき だ と 
主張 し た 。 複雑 な 生態 学 的 過程 を , 一 般 性 が 
あり し か ゃ 現実 を で きる だ け 忠 実に 反映 し た 
形 で モデ ル 化 する た め に は , まず 対象 と する 
過程 を 構成 要素 に 分 解 し それ を 基本 的 な 要素 
と 副 次 的 な 要素 に 分 解す る 。 多 く の 生 物 に 普 
遍 的 に み ら れ る 基本 的 要素 か ら 順 次 実験 的 に 
解析 し て その 作用 の 様式 を 数 学 モ デル に ま と 
め る 。 そ れ ら の 構成 要素 の モデ ル を 要素 問 の 
相互 関係 に 基 い て 組入れ 対象 と する 過程 に つ 
いて の シス テム ・ モ デル を 作製 する 。 こ とこ れ は 
シン ミュ レー ショ ン に より テス ト さ れ , 必要 な 
ら 他 の 要素 を 加え , ある い は モデ ル 化 の 形式 
を 改善 し て い く 。 彼 は 捕食 に つい て この 方 法 
で 見 事 な モ デル を 作製 し た 。 こ れ は 一 般 的 な 
シス テム ・ モ デル の 方 法論 で は ある が , シス 
テム の 分 解 と 再 構成 , 個々 の サブ モデ ル の 作 
製 に お いて , 現実 に 合う だ け で な く 生 物 学 的 
に 妥当 な 理論 に 基く こと を 強く 主張 し た こと 
と , その プロ セス に お ける 実験 に よる チェ ッ 
ク を 必須 の も の と し た 点 で 特色 を も つ 。 

ジ ツ ゲン ミツ ド 実現 密度 [actnual den- 
sity] 実測 密度 。 


ジッ コー オン ド 実効 温度 [effective 
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temperature] 温度 感覚 は , 気温 だ け で な 
く 湿度 ・ 風 速 な どの 要因 に よる 熱 交 換 の 状況 
に 支配 され る 。 温度 感 覚 に 合う よう に 気温 ・ 
湿度 ・ 風 速 等 の 気象 要素 を 組合 せ て 作っ た も 
の が 体感 温度 で ある 。 実効 温度 は 最も 基本 的 
な 体感 温度 の 一 つ で , 感覚 温度 と も 呼ば れる 。 


乾 球 温度 ・ 湿 球 温度 ・ 風 速 を 総合 し て 求め ら . 


れる が , 提 唱 者 の Houghton や Yaglou に よっ 
て 実効 温度 を 求め る 図 も 示さ れ て いる 。 

シッ コン RH (knee root, loop-like 
r。] 呼吸 根 の 一 種 で 。 マン グロ ー ブ プ 林 や 湿 
地 林 の 植物 に 多く み ら れ る 。 根 の 一 部 が 膝 の 
よう に 上 方 に 届 曲 し て で きた も の で , 細胞 問 
隙 が 多く , 比重 は きわ め て 小さ い 。 

シ ツ ジュ ガン セキ ドー ブツ 湿 濡 岩 石動 物 
Chygropetrica] 滝 や 急流 の 岩石 地帯 の 水 
し ぶ き を か おり, 常に 濡れ た 状態 の 部 分 に 生 
息 する 動物 群 。 

シ ツ ジュ ー リ ョ ー 混 重 量 [wet weight] 
生物 の 体 表 付着 水分 を 除い た 個体 重 。 湿 重 。 

シ ツ ジュ ン リ ン 湿潤 林 [moist forest] 
湿潤 気候 下 の 森林 。 多 雨林 ・ 降 雨林 ・ 雨 林 。 

シッ セイ ショ ク プ ブツ 湿 生 植物 [hygro- 
phyte OHygrophyt] 水辺 に 生育 し て い 
る 植物 で , 水分 要因 へ の 様々 な 適応 の 形態 を 
も っ て いる も の も あり 十分 な 水分 供給 の 立地 
に 耐え 得る , ある い は 適応 し た 陸上 植物 。 ぉ ぁ 
つら 水生 植物 hydrophyte と は 区 別 す る 。 

シッ セイ セン イ 湿性 居 移 Chydrarch 
succession ©Hydrarche] 湖沼 ・ 河 川 な 
ど 水 湿地 より 適 潤 な 陸上 群集 へ と 移る 遷移 。 

シッ セイ セン イケ イレ ツ 混 生 需 移 和 列 
[hydrosere」 湖沼 な どの 水 界 や 湿 生 地 か ら 
始ま る 想 移 系 列 。 

シッ セイ ソー ゲン 湿性 草原 Chumidi- 
herbosa] 水生 草原 agaiherbosa の 範 較 に 
入り , 河岸 ・ 湖 崖 の 湿地 に 発 轄 する 草原 を 一 
般 に 指す 。 

シッ セイ ドジ ョ ー 湿性 土壌 Lbumid 
soil, moist s.] 湿潤 気候 淀 に 分 布 する 土壌 。 

シッ セイ ドー プ ツ 湿性 動物 [hygrocole 
Ohygrophiles Tier ⑥hygrocole] 陸上 


の 湿度 の 高い 環境 に 生活 する 空気 呼吸 動物 。 
皮膚 は 湿潤 で . 多く は 体内 の 水分 蒸発 に 対す 
る 防護 機構 が 不 十 分 で ある 。 カ タツ ムリ ・ ミ 
ミズ な ど が これ に 属す る 。 

シッ セイ ヒト ザ ト シ ョ ク プ ツ 湿 生 入 里 植 
物 [aletophyte] 湿地 に 生育 する 雑草 ・ 人 
fay, Warming の 用 語 。. 

シー ツー ソー 一 一 層 CC, horizon] C 
層 の 下部 に ある 新鮮 な 基 岩 。 - 

シッ ソー チ ド 湿 草 地 土 [meadow soil 
⑥Wiesenboden ®sol alluvial de prai- 
rie] 湿潤 ・ 半 湿潤 気候 下 の 低 湿 草地 に 分 布 
する 成 帯 内 性 土壌 。 グ テイ 土 や 腐植 質 グ ライ 
土 に 含め られ る 。 

シッ チ 湿地 (marsh, moor, fen, bog 
quagmire, swamp, muskeg, mose] 沼 
沢地 。 こ の うち moor は 湿原 。 低 層 ・ 中 層 ・ 
高層 湿原 の すべ て を 含む 。 swamp は 低木 ・ 
高木 の 生え た 水 を た た えた 沼沢 地 。 quagmire 
(LODMAA + YEA, marsh は 開 水 域 を も つ 草 
本 の 生え た 湿地 。bog は 広く 沼沢 地 ・ 湿 地 ・ 
湿原 の 意味 に 広く 用 いら れる が , ミズ ゴケ ヶ 湿 
原 の 意味 に 限定 され る こと も ある 。fen. は 草 
本 の 生え た 湿地 。 muskeg は ミズ ゴケ 湿原 。 
mose は bog (AIR. ORR, ORM 

シッ チ シ ョ ク プ ツ ゲン ラク 湿地 植物 群落 
[wetland water community] 地表 水 の 
影響 を 受け る 湿地 の 植物 群落 。 

シッ チタ イ A—-vy> MBSR [helo- 
crene,。 heleocren QHelokrene] 三 沼沢 
BR 

シッ チリ ン 湿地 林 [swamp forest, bog 
f., moor f.] 地下 水位 が 高く 年 中 また は 一 
時 的 に 表面 水 で 履 わ れる 地域 と 発 連 する 森林 。 
湿 林 。 

シ ツ ド 湿度 [humidity OFeuchtig- 
keit Mhumidité] いわ ゆる 湿気 を 指す が , 
絶対 湿度 と 相対 (関係 ) 湿 度 に 分 け て 使用 する 。 
単に 湿度 と いう 場合 は 後者 を 指す 。 

シ ツ ド ケ イ 湿度 計 [hygrometer O 
Hygrometer ®hygrométre ] 

シ ツ リン 湿 林 [swamp forest, bog f., 
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moor f.] 三 湿 地 林 

ジ ド ー サ ンプ 自動 散布 [autochore, au- 

tochory] 種子 や 胞子 な どの 形態 が , 風 な ど 
- の 外力 で な く , 母 植物 自身 の も ふつ 力 で 散布 (た 
と えば 果実 の は じ け る 機械 的 散布 な ど ) する も の 。 

シ ニ ョ ー シ ョ リ RRB [night soil 
treatment] 尿 尿 処理 は , 肥料 如 元 ・ 山 野 
埋没 ・ 海 洋 投 棄 ・ 嫌 気 的 消化 な どの 方 法 が あ 
る が , 前 三 者 に は 衛生 上 の 問題 か ある 。 最 近 , 
都市 で は 下水 道 施設 が 拡充 され て きた が , 人 
ロ の 大 都市 集中 の た め に 追い つか な い 状 態 に 
ある 。 処理 後発 生 す る メタ ン は 燃料 に , 消化 
汚泥 は 肥料 に 利用 され て いる 。 

シ ヌ シア [synusia OSynusie] 階層 
群落 ・ 生 活 型 群落 ・ 同 位 社 会 な ど と 呼ば れる 。 
着 生 植物 群落 な ど 特 殊 な 群落 に 利用 され る 。 

シー ノシ ー ア [Cenosere] 新生 代 の 植物 
遷移 系 列 。 こ の 時 代 は 宙 子 植物 の 全盛 時 代 で 
ある た め ア ンジ ー オ シー ア Angeosere と も い 
5 。Clements の 造語 。 

シノ ビ ヨ リ 忍び より [stalking O 
Pirsch] 狩猟 活動 の 一 つの プロ セス で , B 
物 に 気付 か れ な いよ うに 近付く こと 。 ARM 


で は ヒョウ ・ ラ イオ ン , 狩猟 民 で は エス キモ ・ 


ー・ ブ ッシュ マン の 狩猟 活動 で と くに 重要 な 
部 分 を 占め る 。 

シ ハ イボ ク 支配 木 [dominant tree O 
dominante Baumart ®tige dominant ] 
=85* 

シバ クサ 芝草 [sod grass] 芝生 の よう 
に 草 床 を 構成 し て いる 草 。 例 : シンバ や ケン タ 
ッ キ ー プ ルー グラ ス な ど 。 

シバ チ Sh (turf ORasen ⑤gazon] 
草 高 が 低く 密 な 草原 で , 草の根 や 根 散 は マッ 
ト 状 に 発達 する 。 芝生 

シ パ チケ イセ イ ショ ク プ ツ 芝 地 形成 植物 
(turf forming plant] 

ジ ハ ツ テキ セン イ BRHAB Lautoge- 
n(et)ic succession] 植物 群落 と 環境 と の 
間 の 環境 作用 と 環境 形成 作用 の 結果 と し て 起 
BEB. RRA EAA TAA BK: 
台風 な ど に よる 条件 の 急変 が な いと き に み 


られ る 。 他 発 的 遷移 allogen(et)ic succession 
の 対語 。 ORHES 

ジ ハ ツ テキ ナ 自発 的 な Lautogen(et)- 
ic] 三 自生 的 

シバ フ 芝生 [lawn,。 sward, turf 
ORasen ⑤ や gazon」 草 床 を つく る よう な 草 
類 sod-grasses で つく られ て いる 草地 の 一 部 
を 示す と き 用 いる 。 草地 。 芝 地 

シ ヒ ョ ーシュ 指標 種 Lindex species O 
Indikatorart, Zeigerart] 一 定 の 立地 条 
件 下 に と くに し ば し ば 出現 する 形 を , 逆 に そ 
の 立地 条件 の 指標 種 と し て 利用 する こと が で 
きる 。 こ の 場合 に , 広く 分 布 する 植物 を 局 地 
的 また は 一 定 の 要因 に 対す る 指標 種 と し て 過 


- 大 視 し な いよ ょ うに 注意 する 必要 が ある 。 指数 


種 。 立地 指標 種 。 指標 植物 , 立地 指標 

シ ヒ ョ ー シ ョ ク プ ツ 指標 植物 Lindi- 
cator plant OZeigerpflanze ⑤plante 
indicatrice] ある 地域 の 土地 条件 を 主 と す 
る 局部 的 な 環境 条件 の 判定 を , ある 種類 の 植 
物 ま た は 植物 群落 に よっ て 行う と き , 用 いら 
れ た 植物 また は 植物 群落 を 指す 。 指 標 植物 に 
は , 林地 指標 植物 ・ 牧 野 指標 植物 ・ 農 地 指標 
植物 な ど が あり , 応用 的 に 広く 用 いら れ て い 
る 。 

シ ヒ ョ ー チ 指標 値 Lindicator value] 

シ プ 師 部 Lphloem ⑥Phloem @li- 
ber, phloéme ] 

シー フォ ー ガ タ ショ ク プ ツ . —Bay 
CC, plant] 光合成 の 生化 学 的 過程 が 。C4 ジ 
カル ボン 酸 サ イク ル の 反応 系 に よっ て 行わ れ 
て いる 植物 。 イ ネ 科 の キビ 亜 科 と スズ メガ ヤ 
亜 科 の 一 部 , ヒュ 科 の 大 部 分 と アカ ザ 科 の 一 
部 な ど に 見 出さ れ て お り , 現在 な お 次 々 に 見 
出さ れ て いる 。C。( 型 ) 植物 は 光 呼 吸 を 行わ ず , 
明 所 で も 暗 所 で も 光 以 外 の 条件 が 等 し けれ ば 
呼吸 速度 は 変ら ちな い 。 光 合成 の 光 飽 和 点 は 強 
光 下 で も な か な か 実現 せ ず , その 値 も C。( 弄 ) 
植物 より か な り 高 い の が ふぁ ふつう で ある 。 

シ フ ユ ー セ イプ ツ 死 浮遊 生物 Lnecro- 
plankton] 浮遊 性 生物 死骸 と いう べき も の 。 


シ プ ラ ンク トン 死 一 - [necroplank- 
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ton] 三 死 浮遊 生物 

シ プ ン ホー 四 分 法 [poimt-centered 
quarter method] 任意 点 ア で 直交 する 線 
分 を 引き 4 区 分 域 に 分 ける 。 ア か ら 各 区 分 内 
で 最も 近い 個体 4 個 を 選び , その 距離 z を 測 
り r=M (47 は 平均 占有 面積 ) か ら 密度 を 出す 
方 法 。 主 に 森林 調査 に 用 い , 密度 の 他 , 4 個 
体 の 種 名 や 胸高 直径 な ど を 測る と 植生 調査 の 
方 法 に な る 。 

シボ ー ダ ツラ クリ ョ ー 死亡 脱落 量 [loss 
by death and fallout] 物質 収支 表 の 
支出 項 の 一 つ 。 と で 表す が , 被 食 死 亡 と ぁ , 自 
REC La, 脱落 量 也 / に 細分 され る 。 

シボ ー リ ツ 死亡 率 [death rate, mor- 
tality] 一 定期 間 内 の 死亡 数 を その 期間 の 最 
初 の 個体 数 で 割っ た 値 を いい , し ば し ば 百 分 
率 で 表す 。 個体 群 を 構成 する 全 個 体 数 に 対す 
る 比率 と し て 示し た も の を 粗 死亡 率 (普通 死亡 
率 ) crude death rate, 齢 ・ 性 ・ 階 級 な ど 特 
定 の クラ ス の 個体 数 に 対す る 割合 と し た 場合 
を 特殊 死亡 率 specific d.r. と し て 区 別 す る こ 
と が ある 。 ま た 個体 群 動態 理論 で は 有 瞬間 率 と 
し て 扱う こと も 多い 。mortaiity は より 漠然 
と し た 語 で 死亡 数 な いし 個体 群 全体 に 働く 死 
EOD fore の 意味 に も 用 いら れる 。 ど 時 間 
死亡 率 

シマ イシ ュ 姉妹 種 [Yicariamt, vicari- 
ous species ①)yicarierende Art] 同胞 
種 と も いう 。 や ヴィ カリ ズム , OMEBOZA, 
対応 種 

シマ イ ブン プ ケ ン 姉妹 分 布 圏 [yicari- 
ous area] ツ ヴ ィ カ リ ズム 

シマ ダナ BHR [island shelf] 鳥 ・ 群 
鳥 な どの 周縁 に 見 られ る 陸 佐 に 相当 する 海底 。 

シマ ダナ シャ メン BMH Cisland 
slope] 島 ・ 群 島 な どの 周囲 に 見 られ る 陸 棚 
斜面 に 相当 する 急 傾斜 の 海底 。 

シマ ネン ド s#5+ [varve, varved 
clay DBanderton] XML 415. Aik 
PEA XL > THEN VELD HEHE LM 
状 構造 を し た も の 。 か つて の 大 陸 氷 河 地 域 に 
多く , Sih CHA eetWMs Sc bic L Ka 


の 後退 方 向 ・ 速 度 ・ そ の 絶対 年 代 な ど を 知る 
の に 利用 され る 。 

シミ ュ レ ーション [simulation] 生態 
現象 な ど 和 複雑 な 過程 を 含む 事象 を 数 学 的 に モ 
デル 化し て 解 こ うと する と き , 現象 に 関与 す 
る 諸 要 因 を 忠実 に 数 式 の 中 に 組入れ よう と す 
れ ば , 解析 的 な 方 法 で は 手 に 負え を なく な る 。 
そこ で 解 こ うと する 問題 の そ モデ ル を 作り , こ 
れ に 種々 の パラ メー ター 値 を 入れ て 現実 に 起 
りう る 場合 を 多数 回 計算 し て 検討 する 机上 実 
験 が 必要 に な る 。 こ れ を シミ ュ レ ーション と 
いい , 電子 計算 機 の 発達 に よっ て その 実行 が 
容易 と な り , 重要 性 も 増し て きた 。 

シメ コロ シシ ョ ク プ ツ LH -sLBD 
[strangler] 熱帯 多雨 林 な ど に 多く み ら れ 
る 変っ た 生活 型 の 植物 で , 着 生 植物 の よう に 
樹 上 で 発芽 し た 後 , 太い 気 根 を 土 中 に 伸ばし 
支持 根 に 巻 付 いた りこ れ を 覆っ た り し て 本 死 
させ る こと が ある 植物 。 7zczs・ Scheffiera + 
Clusia 属 の も の が 大 部 分 で ある が , 南米 で は 
Coussapoa + Posoqueria + Metrosideros 属 の 
一 部 が この 生活 型 に 属す る 。 

シャ カイ 社会 [society] ① 社 会 。 ある 
ーー つの 種 に 属す る 個体 間 の 相互 関係 。 例 : 人 
間 ・ 忌 虫 な ど 。② ソ サエ ティ ー。Clements の 
安定 し た 群落 単位 の 一 つ 。 遷移 途上 の も の で 
これ に 対応 する も の を socies と いう 。 

シャ カイ カ 社会 化 [socialization」 集 
団 生活 を する 動物 種 に お いて , 新生 児 が 成長 
と と も に 母親 や 他 の 個体 と の 相互 作用 に よっ 


~ て , 同種 の 個体 と の 行動 の 調整 や 伝達 の 能力 


を 確立 し て いく 過程 。 多 く の 鳥 類 と 貴 乳 類 に 
お いて 初期 体験 が 重要 な 要素 で ある こと が わ 
か っ た 。 人 間 で は 社会 の 行動 規範 の 獲得 の 過 
程 で ある 。 A 
シャ カイ カン ショ ー 社会 干渉 [social 
interference] [AMMAHOTDFE. 
シャ カイ キ セ イ 社会 寄生 [social para- 
sitism] 寄生 者 が その コロ ニー( 社 会 ) ま る 
ご と 寄主 の コロ ニー に 寄生 する こと 。 例 : ク 
ロ ヤ マ ア リ の 上 巣 内 に 寄生 する サム ライ アリ の 
場合 な ど 。 


a 


シャ カイ キョ リ 社会 距離 [social dis- 
tance) 社会 集団 を 形成 し て いる 動物 個体 は , 
その メン バー か ら あ る 一 定 の 距離 以上 離れ る 
と 心理 的 に 不安 を 感じ る 。 こ の 臨界 距離 の こ 
と 。 社会 距離 は 種 に よっ て 大 変異 な り , また 
同種 で も 成長 と と も に 大 きく な る 。 

シャ カイ ケイ ザイ ガク 社会 経済 学 [so- 
cio-economics] 動物 社会 の 発 連 の 過程 を 
個体 また は 個体 群 の 物質 経済 の 面 か ら 分 析 し 
よう と する 動物 生態 学 の 新しい 分 野 。 動 物 社 
会 学 が 個体 群 の 生存 価 survival value を 尺度 
に 個体 間 の 関係 の 質 的 側面 の 分 析 を 行う の に 
対し て , 社会 経済 学 で は その 質 を 支え る 下部 
構造 と も いえ る 物質 や エネ ルギー の 個体 間 の 
配分 ・ 菩 積 を 量 的 に 取扱 う 。 

シャ カイ コー ゾー 社会 構造 [social st- 
ructnre] 種 社会 を 構成 する 個体 , ある い 
は 集団 間 の 社会 関係 の 同時 的 ・ 通 時 的 構造 。 
シャ カイ コー ドー 社会 行動 [social 
behaviour] 動物 の 同種 個体 間 で 行わ れる 
行動 群 。 維 持 行動 に 対す る 用 語 で , 一 般 に 表 
情 ・ 身 ぶり ・ 姿 勢 ・ 動 作 ・ 音 声 等 に よる 同種 
個体 間 の 視覚 的 ・ 聴 覚 的 伝達 行動 を 指す 。 闘 
争 行 動 ・ 友 愛 行動 ・ 性 行動 な ど に 分 類 さ れる 。 
維持 行動 

シャ カイ シュ ー ダ ン 社会 集団 [social 
aggregation, s. group] 個体 問 の 社会 的 
な 関係 に よっ て 結合 ・ 維 持 さ れ て いる 輪郭 の 
明らか な 集団 。 通 常 動物 に つい て いう 。 

シャ カイ シン リ テ キ スト レス 社会 心理 
的 一 一 [socio-psychological stress] 
Christian (1950) は , 北米 大 陸 の カワ リウ サギ 
Lepus americanus の 大 発生 時 に みみ られ た 大 
量 の ショ ッ ク 病 に よる 死亡 が Selye の いう 一 
般 適 応 症候 群 に あたる 症状 を 示す こと か ら , 
哨 乳 類 の 個体 数 変動 が 高密 度 に お ける 個体 間 
の 社会 干 歩 か ら 生じ る 社会 心理 的 スト レス に 
よる 生殖 機能 低下 や 死亡 に よっ て 生じ る で あ 
ろう と する 仮説 を 提唱 し た 。 そ の 後 , 主 と し 
て ネズ ミ 類 の 実験 個体 群 に つい て この こと は 
実証 され て きた が , 野外 で 同様 の 機構 が 個体 
数 変動 に 主要 な 役割 果して いる か どう か に 
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つい て は 異論 が ある 。 

シャ カイ セイ コン チュ ー 社会 性 昆虫 
[social insect OStaatenbildende Inse- 
kt @®insecte sociale] アリ 類 や ミッ バチ 
な ど ハ ナベ バチ 類 ・ ス ズ メ ベ バチ 類 ・ シ ロア リ 類 
な ど に は 高度 に 発達 し た 集団 生活 を 営む も の 
が 多く , 女王 queen・ 王 king ま た は 雄 ・ 働 き 
手 worker・ 兵 soldier な どの 階級 caste が 
分 化し て 分 業 division of labour が 成立 し て 
いる 。 こ うい う 生 活 様式 を も つ 昆 虫 類 は 社会 
性 昆虫 と 呼ば れる 。 社会 性 昆虫 で は 通常 女王 
の み が 産 卵 を 行い , 他 の 雌 は 去勢 され て 働き 
手 や 兵 と な る た め , 機能 的 に は 1 集団 が 1 個 
体 に 相当 する と も 考え られ , 超 個体 super- 
organism ある い は 超 個体 的 個体 と 呼ば れる 
こと が ある 。 ORRHS, 集合 性 昆虫 

シャ カイ セイ ドー プ ツ 社会 性 動物 [so- 
cial animal] 狭義 に は , 昆虫 類 ・ 路 乳 類 
に 見 られ る よう に , 同種 の りさ きま ざま な 種類 の 
個体 が 分 業 し て 集団 と し て の 全体 的 機能 を 果 
す よ うに 集団 を 構成 し て いる 動物 。 一 般 的 に 
は , 相互 に 接触 が あり 心理 的 ・ 神 経 的 な 相互 
関係 が 個体 間にあっ て 行動 し て いる よう な 動 
物 が 意味 され る 。 集 合 性 ・ 群 居 性 が ある も の 
を 広く ぐい うと と も ある 。 

シャ カイ セイ ヒ 社会 性 比 [socionomic 
sex ratio) 両性 群 に お ける オト ナ の 雄 の 
数 と オト ナ の 雌 の 数 の 比 。 一 般 に オト ナ の 雌 — 
個体 100 に 対す る オト ナ の 雄 の 数 の 割合 で 表 
され る 。 種 に 特有 な 集団 の 構成 上 の 安定 度 の 
指標 と し て 用 いら れる 。 

シャ カイ セイ プ ツ ガク 社会 生物 学 [so- 
cio-biology] 社会 有機 体 説 と 関係 が 深く , ・ 
社会 ある い は 集団 を 生物 体 と の 相似 に お いて 
研究 する 生物 学 。 

シャ カイ テキ ガク シュ ー 社会 的 学習 
[social learning] 動物 が , 動機 づけ (た 
と えば エサ な どの 報酬 ) の も と で 学習 する の で 
は なく , 社会 集団 の メン バー と し て 適当 な 行 
動 が と れる よう に , EK, 集団 内 で 他 の 成熟 
個体 か ら 社会 的 行動 を 学習 する こと 。 

シャ カイ テキ ケツ ゴー 社会 的 結合 [so- 
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cial bond] 人 間 や 動物 で 同種 の 個体 の 問 
の 結び 付き 。 血 縁 ・ 性 的 誘引 ・ 友 情 な ど が 社 
会 的 結合 を 形 づ く る 要因 で ある 。 前 二 者 が 異 
質 的 な 集合 を 形成 する の に 対し て , 友情 は 同 
性 ・ 同 年 齢 や 子持ち で ある こと な ど 同 質 的 な 
集合 を 形成 する 。 植 物 に も 用 いる こと が ある 
(Clements), 

シャ カイ テキ シュ ー セ イ 社会 的 習性 
{social habit] 主として 社会 的 な 相互 関係 
に 関連 し た 個体 の 諸 行動 , ある い は その 全体 
の 種 と し て の 行動 型 が 意味 され る こと が 多い 。 

シャ カイ テキ ジョ ー ゲ カン ケイ 社会 的 上 
FES (social hierarchy] ぁ ふつ う 集 団 内 
の 個体 の 優劣 ・ 強 弱 の 順位 関係 dominance- 
subordinance relationships の 全 系 列 を 意味 
L, d. hierarchy と ほぼ 同義 に 使わ れ て い 
So これ を 社会 的 階層 と いう 5 と き は , 順位 関 
係 に 何ら か の 段階 性 を も っ た 秩序 立て が あっ 
て , 集団 内 に 役割 の 異な る グル ー プ が 人 社会 的 
地位 と し て ある と みる 立場 で ある 。 

シャ カイ テキ セイ カツ 社会 的 生活 [so- 
cial life] ① 社 会 的 な 相互 関係 を 保っ て い 
る 生活 。② 生 活 の 諸 側面 の うち , 社会 的 な 相 
互 関係 に 直接 関連 し た 側面 。 

シャ カイ テキ ソ ガ イ ゲ ン シ ョ ー 社会 的 阻 
宏 現 象 [social distraction] 集合 し た り 
し て 個体 間 に 社 会 的 関係 が ある こと が 成長 速 
度 な ど を 低下 させ る 作用 を する こと 。 

シャ カイ テキ ソ ク シ ン ゲ ン シ ョ ー 社会 的 
促進 現象 [social facilitation] 三 社会 的 貴 
通 

シャ カイ テキ ソ ツ ー He [social 
facilitation] 一 つの 集団 の メン バー が , 模 
條 を 媒介 と する 相互 刺激 に ょ っ て 集団 の より 
大 き な か 活動 性 を 得 ら れる こと 。 人 魚類 か ら ヒ ト 
こと 至る 様々 の 動物 の 採 食 ・ 休 憩 ・ 学 習 行動 な 
ど に この 現象 が 認め られ る 。 和 社会 的 促進 現象 。 

シャ カイ テキ ユー イセ イ 社会 的 優位 性 
[social dominance] 集団 生活 を する 動物 
に お いて , 個体 間 に 優 位 dominance + Fiz 
subordinance と の 差 が ある 場合 に いう 。 社 会 
的 優位 の 個体 は , 劣 位 の 個体 に 対し て 生活 の 


あら ゆる 局面 に お いて 優先 権 priority を 保持 
し , より 自由 に 振舞 うこ と が で きる が , 社会 
的 優位 性 は 同種 の 複数 の 個体 の 共存 を 可能 に 
し て いる 社会 的 秩 庄 で ちあ る と も 考え る と と が 
CHA, 

シャ カイ テキ ユー イセ イ ト リー ダー シッ 
プ 社会 的 優位 性 と ーー [social dominance 
and leadership] 高等 た 貴 乳 動物 の 集団 に 
お いて は , 優位 な 社会 的 地位 に ある 個体 と り 
ー ダ ー シ ッ プ と の 間 に 平 行 的 な 現象 が 見 られ 
る こと が ある 。 そ の よう な 場合 に は 優位 な 個 
体 が リー ダー と し て の 機能 を 兼ね て いる 。 

ジャ カゴ ダム 蛇 科 一 一 [cylinder dam] 

シャ ク ネ ツ ゲン リョ ー jh Ligni- 
tion loss, loss-on-ignition, volatile so- 
lide] 生物 体 ・ 土 壌 ・ 水 な どの 有機 物 総量 ・ 
乾 重 か ら 灰 分 量 を 差引 いた 値 。 灰 分 量 は 電気 
炉 な ど で 500~600°C で ぁ つ う 数 時 間 強 熱し 
た と き の 残 量 を も っ て あて る 。 焼却 減量 。 

シャ コー [shading ⑤⑥abri du sol- 
eil] 日 除け ・ 日 覆い 。 

ジャ ジ ク モ ショ ク プ ツ 車軸 河 植物 
LCharophyta] Chara (シャ ジ ク ェ ) お よび 
CACM OMWE, Chara 科 に は Nitella 
J& + Tolypella JR + Chara 属 が 含ま れ , 蔵 卵 
容 と 蔵 精 器 を 生じ る 。 水 生 植 物 群 落 の うち 最 
も 深い 所 まで 生育 する 。 

シャ ジ ク モ タイ MRS (Chara 
zone] TWHiROKERMEE © > Diy 
BR (Chara 3st U Nitella) は , 最も 深い 部 分 に 
生育 する 。 こ れ ら ぢ Ozzg の 生育 帯 を いう 。 

ジャ ジュ ツ Bi [soreery] OMA 
弱 光 層 [disphotic 
zone, dysphotic z. ⑩dysphotische 
Zone) 植物 が 光合成 を 行っ て 生育 ・ 繁 殖 す 
る に は 不 十 分 で ある が , 動物 が 感じ 反応 する 
の に 十分 な 強 き の 光 が 水 面 か ら 到 達し て いる 
AB. VET MR Tits LF 80~150m か ら 
200~1000m ¥ COVES, twilight zone と も 
いわ れる 。 

シャ ノン ノ タ ヨ ー ド シス ー 一 一 の 多様 
度 指数 [Shannon's index of diversity] 


ジャ ッ コ ー ソー 


MacArthur and MacArthur(1961) は Shan- 
non と Weaver に より 発展 させ られ た 情報 理 
論 を 群集 構造 の 解析 に 利用 し , ある 群集 の も 
つ 情 報 量 を 7⑤) ニ ー losz あ で 示し た 。 ゞ 
を サン プル 中 の 種 数 , み , を 総 個体 数 の うち 
番目 の 種 に 属す る 個体 数 が 占め る 割合 と すれ 
ば , H(S) は 群集 の 示す 種 の 多様 度 species di- 


versity ある い は 安定 度 stability の 指標 と な . 


る 。 こ れ は Margalef (1958) の 指数 ・ 


as NI 
T= |" NINA -NiT Nol 


と 類似 する (N: BER ON, : 
体 数 )。 

シャ ー マ ニ ズム [shamanism] シャ ー 
マン の 行為 お よび その 機能 が , 社会 の 維持 機 
構 と し て 必須 の も の と 認め られ 慣行 と な っ て 
いる こと で , 一 つの 宗教 形態 と 考え られ る 。 
シベ さり リア を は じ め と する アジ アァ の 原 住民 の も 
の が 有名 で ある 。 ツ や シャー マン 

シャ ー マ ン [shaman] 特別 な 宗教 的 職 
能 者 で , 未開 社会 に は 広く みみ られ る 。 シャー 
マン は , 太鼓 を 叩く と か 踊る こと に よっ て , 
温 依 神がかり) 状態 に 入り , HBO ATS 
伝え た り 病気 を 治癒 し た り し , その 後 再び ぁ 
つら の 状態 に 戻る 。 精 神 医学 的 に は , シャ ー 
マン の 表 依 状態 は テテ ンカ ン な どの 症候 群 に 近 
いと され る 。 ツ シャ ー マ ニ ズム 

ジャ モン ガン ix [serpentinite ] 
蛇 紋 石 serpentine を 主 成分 と する 岩石 で 、 超 
塩基 性 岩 か ら 蓄 紋 岩 化 作用 に よっ て 生成 され 
る 。 蛇 紋 石 


i 番目 の 種 の 個 


ジャ モン ガン ショ クセ イ 蛇 紋 岩 植生 
{serpentine vegetation serpentine 


Vegetation] 超 塩 基 性 の 蛇 紋 岩 上 に 特異 的 
に 発 轄 する 植物 群落 。 わ が 国 で は 生育 の 加 い 
アカ マツ 林 な ど が 多い が , 種 組成 的 に も 地方 
に より 特異 な も の が いく つか 指摘 さ 導 て い 
る 。 。 

ジャ モン セキ WAKA [serpentine 
OSerpentin ®serpentine] Mg。(SizOs) 
(OH), の 化学 組成 を 有する 鉱物 。 


ジャ ラリ ン 一 一 林 Ljarra-forest] オー 
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スト ラリ ヤ の ユー カリ HK, 

ジャ ラ レ ス [jarales] イベ リア 半島 の マ 
キー 状 植生 。 や マキ ー 

ジャ リ 政利 (shingle) 王 小 石 

ジャ リハ マ 砂利 浜 [shingle beach] 
小石 浜 。 

ジャ ング ル [jangle] 一 般 に 熱帯 の 密林 
と いう 意味 で 用 いら れる 。 原 生 の 熱 葵 多雨 林 
を 指す より , トゥ や つる 植物 が 多く 立木 密度 
が 高く 林 床 の 植生 の 多い 二 次 林 や , 熱帯 多雨 
林 ・ モ ンス ー ン 林 ・ サ ベン ナ 林 な どの 林 縁 ・ 
河辺 林 な ど を 指す こと が 多い 。 
- シュ 種 [species OArt Wespéce] 4 
物 分 類 の 基準 単位 。 形態 の 不 連 続 な 変異 で 他 


生物 群 と 区 別 さ れる も の を 形態 種 ・ リ ン ネ 種 


EWS. 今日 用 いら れる 大 部 分 の 種 は に これ で 
ある 。 形態 の みな ら ず , 2 群 間 の 交配 の 能 不 
fe, 地理 的 分 布 園 の 相違 な ども 考慮 し , Bx 
更に 細か く 区 別 し よ うと し て 生態 種 ・ デ ー ム 
な どの 単位 も 用 いら れる 。 

シ ユ ー イ シュ ノ MiERKO [dioecious 
Odidzisch ] 

ジュ ウ 樹 雨 Lfog drip] 森林 を 流れ る 
双 の 水滴 が 樹 先 に と ら え られ , 集 っ て 滴下 し , 
また は 幹 を 流下 する 現 象 。 

シュ ー エ ン ゲン リ 周縁 原理 [principle 
of edges] ある 生物 群集 か ら 他 の 生物 群集 
に 移行 す る 地 癌 ( た と えば 森林 と 草原 と の 境界 ) 
で は その 両側 の どちら の 群集 より ふ 生 物 の 種 
類 や 個体 数 が 多い と いう 現象 。 

シュ ー エ ンプ 周縁 部 [periphery, peri- 
pheral part] 選 中 心 部 

シュ ー エ ンプ ノ オ ス 周縁 部 の 一 一 [pe- 
ripheral male] Outs 

シュ ガ RS (bulblet, cormlet] =& 
か ご 

シュ ー カ イ 集 塊 Laggregate] 海水 中 の 
炒 濁 粒子 が 集 り 付着 し 合っ て 形成 され る 大 型 
ORB MC, 深海 に 多く 見 られ る 。 人 微生物 が 
付着 し て 繁殖 し , それ を 形成 する 働き も する 。 

ジュ ー ガ イ “#= [mammal damage] 
獣 類 に よる 人 畜 農 林産 物 に 対す る 害 。 
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シュ ー カ ク 収穫 [harvesting, picking ] 
= 

シュ ー カ ク ヒ ョ ー 収穫 表 [yield table 
Wassentafel tableau de produc- 
tion) 林 学 用 語 。 人 造林 地 ま た は 天然 林 の う 
ち 純 林 な いし 純 林 に 近い 森林 に つい て , ある 
樹種 が 一 定 の 作業 基 閥 に 従っ て 扱わ れ た と き , 
基準 立木 密度 で 得 ら れる 林木 の 直径 ・ 樹 高 ・ 
本 数 ・ 断 面積 ・ 材 積 ・ 形 数 ・ 成 長 量 な どの 値 
を , 地位 ・ 齢 階 ・ 主 副 林木 別に 表示 し た も の 。 

シュ ー カ ク ホー 収穫 法 [harvest meth- 
od) 一 次 生産 測定 の 収穫 法 harvest method 
of measuring primary production, DML 
法 

ジュ カ ショ クサ イ 樹 下 植 栽 [nnder- 
planting ⑪Unterbou] 一 下 木 植 栽 

シュ カン 主幹 [main stem] 樹幹 また 
は 茎 が 2 叉 ・ 3 叉 する 場合 , その うち で 最も 
成長 が よい も の 。 主 茎 。 

ジュ カン 樹冠 [crown,。 tree c. OD 
Krone, Baumkrone ®cime] 樹木 の 上 
PICDSREBORYD, BSOSREL FORK 
か ら 上 を いう 。 クロ ー ネ 。 

ジュ カン 樹幹 [stem OStamm, Sten- 
gel ⑤⑥tige] 幹 ・ 茎 と も いう 。 

ジュ カン カイ セキ 樹幹 解析 [stem amna- 
lysis OStammanalyse ⑤⑥analyse de ti- 
ges] 林木 の 過去 の 成長 過程 を 知る た め の 方 
法 で , 樹幹 を 地上 0m・0.3m・1.3m, それ 以 
上 は 2m あ る い は 4m 間隔 で 切り , 各 断 面 で 年 
輪 を 調べ て 5 年 また は 10 年 間隔 で その 成長 を 
作図 し , 区 分 求 積 に よっ て 材積 成長 量 を 求め 
S 2k. OMAKRE 

シュ カン カン ケイ 
cific relation ] 

シュ カン キョー ソー 種 問 競 争 Linter- 
specific competition Dinterspezifische 
Konkurrenz] 異な る 種 の 個体 群 間 で 食物 
や 生活 空間 な ど 重 要 な 生活 資源 に 対す る 要求 
が 重複 する と き 生 じ る 現象 で , 往々 一 方 が 他 
方 を 絶滅 させ る 。 こ れ は と くだ 環境 が 均質 で 
閉鎖 的 な 場合 に 台 著 に 現れ る 。 機 構 的 に は 種 


- 種 間 関 係 [interspe- 


内 競争 の 場合 と 同じ く , 環境 の 生物 的 条件 づ 
け , 資源 の 取 合 い , お よび 行動 干渉 が 含ま れ 
る 。 ORS, 競争 的 置換 

シュ カン キョ ー ド ー サ ヨー 種 間 協 同 作用 
[interspecific cooperation] 2 種 あ る い 
は それ 以上 の 種 問 で , 互い に 生活 上 利益 を 得 
る こと 。 

シュ カン ケツ ゴー 種 間 結 合 [interspe- 
cific association] 異種 の 生物 間 で 相互 関 
係 を 通じ て 空間 的 に , 密接 な 結び 付き を 保っ 
て 維持 され て いる 共同 生活 ある い は その 同居 
集団 を 意味 する 。 広 い 意味 で の 共生 と 解釈 さ 
れる と き に は , この 意味 で の association は 
共生 と 同義 に 用 いら れる こと が ある 。 ま た 異 
種 の 共 在 する 上 顔 度 か ら 推 定 さ れる 種 問 の 結び 
付き で , と も ずみ : positive と , すみ わけ : 
negative の 方 向 が 区 別 さ れる 。 

ー カン タイ セイ ノ 周 寒 帯 性 の [cir- 
cumboreal] 生物 の 分 布 な ど が 寒 帯 の 全 周 
に わた っ て いる こと 。 寒 帯 で は 陸 あ る い は 海 
洋 が 極 を めぐ る 全 周 に わた っ て 続い て いる こ 
と は な い の で , 周 寒 帯 性 の 分 布 を する 生物 と 
いっ て も ゃ , 実際 に は 汎 寒 帯 性 陸上 生物 か 汎 寒 
帯 性 海 涯 生物 か に 分 か れる 。 

ジュ カン チャ クセ イセ イ セン タイ 樹幹 着 
4¢# (bark inhabiting bryophyte」 

ジュ カン チョ ー 樹冠 長 [crown depth) 
樹 完 の 槽 端 か ら の 長 さ 。 ぁ つう 最 下 の 大 枝 の 
分 岐 点 ま で を 指す が , 時 に 樹 完 の 葉 層 の 深 さ 
と 同じ に 用 いら れる 。 ク ロー ネ 長 。 

ジュ カン トー エイ ズ 樹冠 投影 図 Lerown 


projection diagram] ある 森林 に つい て , 


樹冠 の 広がり と 根元 の 位置 を 水平 面 に 投影 し 
た 図 。 し ば し ば 根元 の 占有 面積 ・ 個 々 の 木 の 
胸高 断面 積 ・ 構 端 の 位置 な ども 記入 され る 。 

シュ カン ノ HO [interspecific] 異 
種 の 個体 間 の 。 

シュ カン ノ プン プ カ ン レン ド ノ シス ー 
種 問 の 分 布 関連 度 の 指数 (measure of in- 
terspecific association] 同 し 生息 場 所 に 
分 布 する 2 種 問 の 分 布 の 関連 性 を 表す 指数 に 
は 種々 の も の が 提案 され て いる が , 大 別して , 


Satta 


2 っ 2 


分 布 相関 の 指数 index of interspecific cor- 
relation と 分 布 重 な り 度 の 指数 i. of overlap- 
ping が 区 別 さ れる 。 前 者 は 2 種 と も 存在 , 
いずれ か 1 種 の 存在, お よび 2 種 と も ゃ 不在 
の 各区 画数 を , 両 種 が 全く 無関係 に 分 布 し て 
いる 場合 の 期待 値 を 基準 に 取扱 う も る ので, 4 
分 表 に 基く Cole949) の 指数 や 森下 (1959) の 
Rs 指数 な ど が ある 。 後者 は 両 種 と も 生息 し 
て いない 区 画 は 除外 し て 2 種 の 分 布 の 重なり 
度 を 問題 に する も の で , Dice (1945), Whit- 
taker (1952) の 指数 , 森下 (1959) の Cy (1971 
年 に これ を 修正 し た Cy 指数 が 提案 きれ て いる ), 
久野 (1968) の z。 な ど が ある 。 また 区 画 を 用 
いす 分 布 の 重なり を 任意 の 個体 の 至近 個体 が 
同種 か 他 種 か と いう 関係 を 用 いて 評価 し よう. 
と する 方 法 に は Pielou (1961) の 隔離 度 指数 
coefficient of segregation な と が ある 。 

ジュ カン ビ 樹冠 火 [crown fire] 森林 
火災 で 樹冠 部 が 燃え る 状態 で , 森林 火災 と し 
て は 最も 強い し 被害 も 大 きい 。 

ジュ カン ヒド 樹冠 被 度 crown cover, 
canopy c. OSchlussgrad, Beschirmun- 
gsdichte, Kronenschiyss ®consistance 
de massif] ある 樹冠 層 を 水平 面 に 投影 し 
た と き 投 影 面積 と 平面 面積 と の 比 を 樹冠 被 度 
EWU, 林 冠 全体 に つい て 行っ た と き 林 冠 被 
度 と いう 。 

ジュ カン メン 樹冠 面 [crown surface | 
個々 の 木 の 樹 冠 表 面 を いう 場合 と , 樹冠 層 の 
上 面 を 結 評 面 を いう 場合 と が ある 。 

ジュ カン リツ 樹冠 率 [crown ratio] 
樹高 に 対す る 樹冠 長 の 比 。 

ジュ カン リュ ー 樹幹 流 (stem flow] 
雨水 が 葉 で 受 止め られ , 幹 を 伝わっ て 流れ 落 
ちる 現象 。 

シュ カン レン カン 種 間 連関 [interspe- 
cific association] 三種 間 結 合 

シュ ー キ Hi [final stage] BBOR 
終 段 階 。 極 相 や 安定 期 と ほぼ 同義 。 

シュ ー キ シュ KF [final host] 寄 
生 虫 の 幼生 期 と 成体 の 寄主 が 異な る 場合 , 前 
者 を 中 間 寄 主 , 後者 を 終 寄主 と いう 。 終 宿主 。 
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シュ ー キ ジュ ンカ ン キ 秋季 循環 期 [au- 
tumnal cireulation] 夏 の 終り か ら 湖 な ど 
の 表面 水温 が 下り は じ め る と , 表面 水 が 重く 
な っ て 対流 が 起り , 上 層 か ら 次 第 に 下層 へ 循 
RI So MKKMA COLO E CO 
期間 を いう 。 

シュ ー キ セイ 周期 性 Lperiodism, pe- 
riodicity OPeriodismus, Periodizitat 
®périodicité] 生物 の 生理 的 性 質 ・ 行 動 ・ 
ある い は 個体 数 や 群集 の 構成 な ど が 周期 的 に 
変化 する こと 。 環 境 の 周期 的 変化 に 対応 する 
も の と し て 日 周期 ・ 潮 汐 周期 ・ 季 節 周期 な ど 
が ある 。 大 発生 周期 の 中 に は 10 一 11 年 周期 の 
も の が あり 太陽 黒点 周期 と 関連 づけ られ た こ 
と も ある が 。 環境 変化 と の 対応 は より 複雑 で 
ある 。 

ジュ ー キ セイ 重 寄生 [hyperparasitismn、 
epiparasitism OHyperparasitismus © 
hyperparasitisme] ある 動物 (と (ICRI 
寄生 する 種 に 別種 が 寄生 する 場合 ( 二 重 寄生 
diploparasitism)、。 ある い は 更に 三次 ・ 四 次 と 
寄生 連鎖 が 生じ る 場合 を いう 。 

シュ ー キ セイ シュ 周期 性 種 Lperiodi- 
cal form], ある 時 期 に 出現 する が , 別 の あ 
る 時 期 に は 休眠 状態 に 入り , 毎年 その 周期 を 
繰 返 す 生物 。 周期 性 

シュ ー キ セイ フ ユ ー セ イプ ツ 周期 性 浮遊 
生物 [periodic plankton] 一 定 の 季節 に 
だ け 出 現す る 浮遊 生物 。 夏期 浮遊 生物 sum- 
mer plankton - <Hi7#i4:% winter p た な 
ど に 区 別 さ れる 。 


シュ ー キ セイ プラ ンク トン 周期 性 一 一 


{periodic plankton) 三 周期 性 浮遊 生物 


シュ ー キ タン イィ RAB Lodor unit) 
既知 量 の 発 臭 物 を 含ん だ ガス の 試料 を 注射 器 
に 取り , 具 気 が な く な る まで 和 無臭 空気 で 希釈 
する 。 こ の 希釈 倍数 を 臭気 単位 と いう 。 強 度 
1:oneodorunit と は 1ft% (0.28m%) の 空気 
の 量 に 対し て 知覚 で きる 濃度 を いう 。 通 常住 
民 か ら 苦 情 が 出る の は 10 単 位 付 近 以 上 か ら で 
ある 。 こ の ほか 臭気 の 測定 に は , 表面 張力 測 
定 に 対す る Purdue 滴下 法 や 唄 覚 に 基く 有機 
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油脂 法 が あり , また 化学 楽 品 の 臭気 を 5 一 10 
人 に 同時 に 算 で か が せ , 臭い の 性 質 と 強 さ を 
報告 させ 5 段階 の 尺度 に 評価 する 方 法 も ある 。 
0 : 臭気 な し , 1 : 辛うじて 知覚 し うる 程度 , 
2 : 明らか に 臭気 を 感じ る , 3 : 強い 臭気 , 4 : 
極め て 強力 な 臭気 。 臭気 度 

シュ ー キ テキ セン イ 周期 的 遷移 [peri- 
odic succession ①D)periodische Sukzes- 
sion] や 周 期 変化 

シュ ー キ テキ ヘン ドー 周期 的 変動 Lcy- 
clic fluctuation] ある 地域 に お ける 特定 種 
の 個体 数 が ほぼ 一 定 の 時 間 的 間隔 や も っ て 増 
減 を 繰 返 す 場合 を , 個体 数 の 周期 的 変動 cy- 
clic fluctuation in numbers と いう 。 寒 帯 地 
方 の サバ ン ナ や タイ ガ に すむ 草食 性 お よび 肉 
食性 貴 乳 類 に は 3 4 年 また は 10 年 前 後 の 周 
PACHA TMS BET HID. ERE 
BAe Ch し ば し ば 周期 性 が 主張 され た 。 
た だ し ラン ダム な 数 列 に る 約 3 年 の 疑似 周期 
が ろ ら れる の で , 厳密 に は コレ ログ ラム 分 析 
correlogram analysis な どの 統計 的 方 法 で 真 
に 周期 性 が 認め られ る か 否 か 検定 する 必要 が 
ある 。 

シュ ー キ ド $R&E [odor intensity 
index] 約 40"C の 水 に に 検 水 を 加え , 明らか 
に 臭気 を 感じ ゃ と き の 検 水 の 希釈 率 で 表す : 
at 


oe = Cp 人 
pO= jog2 x log 7 3.32 x log 


た だ し 。O : 臭気 度 , z : 希釈 に 用 いた 水 , I: 
RK (ml), ORB, や 臭気 濃度 

シュ ー キ ノー ド 臭気 濃度 [odor con- 
centration] 臭気 が ス を 無臭 空気 に よっ て 
BRL, 臭気 強度 が 0.5 に な っ た と き の 希 釈 
倍率 。 臭 気 度 。O と 臭気 濃度 と の 関係 は : 


,0=8RABE _ 3. 32x log RSE 


ORR, CORRE 
シュ ー キ ヘン カ 周期 変化 Lperiodic 
change @periodische Veranderung] 
日 周期 ・ 季 節 的 変化 な どの 周期 的 な 環境 変化 
と 伴う 生物 個体 や 群集 ・ 群 落 の 変化 。 OR 
ジュ ー キ ョ 住居 [housing, dwelling] 


住 拓 の 基本 要素 は , 雨 や 直射 日 光 を 防ぐ 屋根 , 
風 や 寒さ を 防ぐ 壁 , 湿気 や 傘 た さ を 防 ぐ 床 で 
ある 。 住 振 は , より 自然 的 な 環境 下 で は 動物 
の 攻撃 等 か ら 身 を 守る た め に も 重要 で ある が , 
近代 社会 で は 住居 内 で 行わ れる 休息 ・ 食 事 ・ 
睡眠 ・ 育 児 な どの 諸 行 動 が 機能 的 に 行え る こ 
と と 衛生 的 で ある こと が 第 一 義 と 考え られ る 。 

シュ ー キ ョ ク ゲン ラク BARS [final 
community, terminal c. OSchlussgese- 
Ilschaft] —K ¥ Ki LKBB CRAIC 
連 し た 群落 。 
シュ ー キ ョ クシ ュ 周 極 種 Lcireumpular 
species; 極 を 取 巻 く 温 堂 か ら 寒 帯 に 広く 分 
布 する 生物 種 。 y 

シュ ー キ ョ クセ イノ Att Ccircum- 
polar] 生物 の 分 布 な ど が 極 を 取 巻 く 全 周 
に わた っ て いる こと 。 北極 で は 海洋 生物 に , . 
南極 で は 陸上 生物 に みみ られ る こと に た な る 。 

シュ ー キ ョ クソ ー 終局 相 [final phase 
OSchlussphase] 植物 群落 が ある 一 定 の 立 
地 の も と で 最終 的 に 到達 し た も の 。 =H 

シュ ー キ ョ クタ イ 周 極 帯 Lcireumpolar 
zone OZirkumpolarzone] 極地 を 取 巻 く 
寒冷 植物 帯 。 

シュ ー キ ョ ク フ ー 周 極 風 [polar east- 
erlies| OA 

シュ ー キ ヨー ソ 終期 要素 Lerminocla- 
tic element] 後 水 期 は 古い ほう か ら 向 暖 
期 ・ 温 暖 期 ・ 減 朋 期 に 分 ける こと が で きる 。 
これ ら の 中 で 向 瞬 期 ・ 減 肥 期 に 優勢 と な っ た 
植物 群 を いう 。 von Post の 人 造語 。 中 間 期 要素 

シュ ー ギ ョ トー ゲン シュ ー 集魚 灯 群 集 
Clamp community] 集魚 灯 の 周囲 に 集 っ 
て きた 動物 が 構成 する 集団 で , 灯 か ら の 距離 
(に よっ て 位置 する 種 が 異な る 同心 円 構造 が み 
られ る 。 

シュ クシ ュ BE [host] 三 寄主 

シュ クシ ュ シ ョ ク プ ブツ 宿主 植物 Lhost 
plant, supporting p.] 三 寄 主 植物 

シュ ケイ +E [main stem) 三 主幹 

ジュ ケイ キュ ー 樹 型 級 [tree qualifi- 


crown class (Baumklasse, 


cation, 
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Stammklasee] 林木 を 樹高 の 高低 , 樹冠 の 


_ 分 量 お よび 形 , 幹 の 形 の 優劣 な ど に よっ て ク 
ラス づけ し て 分 類する も の 。 

シュ ケイ セイ HK (speciation) 進 
化 の 過程 で 新種 が 形成 され る こと 。 

ジュ ケイ ノ パイ プ モ デル = 樹 型 の ーー 
[pipe model of tree form] 樹 型 の 成立 
を ペイ プ モ デル に より 説明 し た も の 。 篠崎 ら 
964) は , 高木 で は 葉 層 の 直下 まで は 単位 ペ 
イプ モデ ル が 成立 し , それ 以下 の 直 幹 部 分 で 
は 葉 量 に 無関係 に 下 ほど 非 同 化 部 分 の パイ プ 
量 が 増加 する と と か ら , 樹幹 に は 過去 に 葉 を 
支え て いた 残存 バイ プ が ある と し て , 樹 型 の 
成立 を 説明 し た 。 


シュ ー ゴ ー BA [aggregation] 同種 


また は 異種 の 個体 が ある 場所 に 集 る こと 。 こ 
れ に は 個体 間 相互 に 誘引 性 の ある 場合 と な い 
場合 が あり , 後者 に は 雌 親 の 産卵 ・ 産 任 習 性 
の 結果 と し て の 集合 や , 好適 な 環境 条件 の 所 
へ の 集合 な ど が 含ま れる 。 ま た 種 の 特性 に よ 
っ て 持続 的 に 集合 を 形成 し て 生活 する も の と , 
越冬 や 越 夏 の 際 に み ら れ る よう な 一 時 的 な 集 
合 と が ある 。 
ジュ コー カイ 
MSM, OBR 

ジュ コー キョ クセ ン 樹高 曲線 [height 
curve DHéhenkurve) 樹高 また は 茎 高 万 
と 樹幹 直径 また は 茎 直 径 の を それ ぞ れ YY 軸 , 
え 軸 に と っ た 相対 成長 曲線 の 一 種 。 茎 高 曲線 。 
多く の 場合 ,。 次 の よう な 拡張 相対 成長 式 で 示 
され る : 


樹高 階 [height class] 


1 1 1 

Hab +H, 
y coll fed Ss eg は 定数 , ん は 相対 成長 係数 , Amaz 
は の ーoo の と き の 互 の 値 で ある 。 

ジュ ー コ ク 縦 谷 [longitudinal valley 
OLangstal ®vallée longitudinale] ith 
質 構造 の 走行 に 従っ て 発達 し た 谷 で , Ahi 
PROPNCRET SLO, 断層 の 走行 面 に 従う 
も の , 堅 岩 の 走 行 に 従う も る の な ど が ある 。 走 
向谷 。 


シュ ー ゴ ー セ イ コン チュ ー 集合 性 昆虫 


[colonial insect, gregarious i.] 集合 生 
活 を する 比 虫 。 と く 人 幼虫 期 に 1 HASH 
化し た 幼虫 が 巣 を 作り , ある い は 葉 上 で 集団 
生活 を 送る も の が 多い 。 ア メリ カシ ロ ヒ トリ 
Hyphantria cunea や チャ ドク ガ Euproctis 
pseudoconspersa は その 好例 。 な お 集団 生活 
を する も の で も アリ や ミツ バチ な と 階級 分 化 
の み ら れ る も の は 社会 性 比 虫 social insect と 
し て 区 別 す る の が ぁ ふつ う で ある 。 兄 社会 性 昆虫 

シュ ー ゴ ー セン イケ イレ ツ BABB 
[adsere] ある 群集 が 安定 期 前 で 他 の 遷移 系 
列 に 収 仏 す る こと 。 

ジュ コー バツ BR [accretion cut- 
ting OLichtung, Lichtungshieb © 
coupe d'isolement] 林 学 用 語 。 直 径 成長 
を 促す た め に , 伐 期 に 近い 陽 樹 林 の うっ 閉 を 
強く 破る よう な 伐 木 を 行う こと 。 間伐 と 違っ 
て , うっ 閉 度 の 回 復 を 期待 し な い 。 

シュ ー ゴ ー フェ ロモ ン , 集合 一 一 [ag- 
gregation pheromone] 昆虫 類 に は 集合 
性 を も つも の が 多い が , 集合 の 形成 や 維持 に 
化学 物質 放出 に よる 同種 個体 間 の 相互 謗 引 が 
大 きい 役割 を 果して いる こと が 多い 。 こ の よ 
う な 物質 を 集合 フェ ロモ ン と 呼ぶ 。 シロ アリ 
の コロ ニー 維持 , ゴキ プリ や バッ タ の 集合 な 
ど に つい て 証明 され て いる 。 

ジュ コー リョ ー 受光 量 [light require- 
ment ⑪Lichtgenuss] 野外 で 生育 し て い 
る 植物 , また は その 葉 が 受け て いる 光 の 強 さ 。 
植物 の 光 要 求 の 指標 と な る 。 光 の 強 さ を 絶対 
値 で 表し た 場合 を 絶対 受光 量 , 群落 の 最上 層 
ある い は 裸 地 に 到達 し た 光 の 強 さ に 対す る 相 
対 値 と し て 表し た 場合 を 比較 受光 量 と いう 。 

シュ コン 主 根 mat root, tap r. ] 
茎 の 軸 の 中 心から 下 に の びる 太い 根 。 発 生 的 
に は 豚 の 幼 根 の 成長 し た も の 。 側 根 に 対し て 
用 いら れる 。 

と ーー ジッ ンマ 
デー ポリ ガミ ー 

シュ ー ザ イセ イプ ツ 周 在 生物 [peri- 
bion] G+ Y TPL OMBASD SIL 
礁 な どの 近接 し た 周辺 で 生活 する 遊泳 動物 。 


雌雄 混 株 [polygamy] 
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シュ ー シ 秋 枝 [fall shoot OHerbst- 
trieb ] 

シュ シカ ツリ ョ ク 種子 活力 [seed vi- 
gour OKeimkraft ] 

シュ シ サ ンプ 種子 散布 [seed dieper- 
sal ⑥)Samenyerbreitung 

シュ シシ ョ ンク 種子 食 [seed ating? 種 
子 食い 。 植 物 の 種子 を 食物 と する こと 。. 

シュ シセ イカ ツリ ョ ク 種子 生活 力 [Yi 
ability of seeds DKeimfahigkeit ] 

ジュ シボ ク 樹脂 木 [resinous tree } 
① 樹 脂 の 採取 を 行う 木 。 例 ・ ゴム ノ キ や マッ 
類 な ど 。② 材 の 内 部 に , 多量 の 樹脂 を 含有 す 

る 木 。 

"シュ シャ カイ 種 社会 [specific synusia, 
specia] 生物 社会 を 構成 する 基礎 単位 。 種 
内 社会 intraspecific soeiety と いっ た 意味 に 用 
いる 場合 も ある 。 

レン た ニン レー レル) 
== 

ジュ ジュ ツ 呪術 [magic] 未開 社会 に 
広く み ら れ る 作為 的 な まじ な い 。 呪術 の 中 で 
ゃ も 害悪 を も た ら す も の を 了 夏 術 と 呼ぶ 。 な お 妖 
術 は 無 作 為 的 に 害悪 を も た ら す まし な いで あ 
So AMAA Ci, 個人 また は 集団 の 行動 の 
決断 に 重要 な 役割 を 果して いる 場合 が 多い 。 

ジュ ジョ ー カン キョ ー 樹 上 環境 [arbo- 
real habitat) 樹 上 性 の 動物 の 生息 場所 お 
よび その 生活 環境 。 

ジュ ジョ ー ジュ ン ノ ー HEME [arbo- 
real adaptation] 樹 上 性 の 動物 は その 生 
息 場 所 で ある 樹 上 環境 に よく 適応 し た 形態 ま 
た は 生理 機能 を も っ て いる 。 た と えば 爪 の 発 
= - HORS > OROM& Od DBEOK 
達 ・ 飛 行 皮膜 の 発達 な ど が あげ られ る 。 こ の 
よう か な 順応 を 樹 上 順応 と いう 。 樹 上 適応 。 

ジマ ェ ジョー セイ ドー プ ツ 樹 上 性 動物 
{arboreal animal] 地上 を すみ 場 と する 
動物 ground-living animal に 対し て , HEY 
すみ 場 と する 筐 物 を 指す 。 貴 乳 類 で は 霊長 目 

の 大 部 分 CBRE > MRE - RAB (+=) 
の 一 部 が これ に あたる 。 


B+ [final host] 


ジュ ジョ ー セ イ ノ 樹 上 生 の [arboreal] 
生活 の 場 と し て , 主として 樹 上 を 使う と と 。 

ジュ ジョ ー チ イ 樹 状 地 衣 [fruticose 
lichen OStrauchflechte] 土 や 岩石 に 地 
衣 体 の 基部 で 定着 し , 低木 状 に 分 枝 し 伸長 す 
る 型 の 地表 。 低 木 状 地表 。 例 ヘナ ゴケ 科 や 
キ ゴ ケ ヶ 科 な ど 。 

ジュ ジョ ー チ ャ クセ イシ ョ ク プ ツ Ble 
生 植 物 [arboreal epiphyte, epiphyta 
arboricola] 樹木 の 幹 や 枝 上 に 着 生 する 植 
物 。 例 * ノ キ シ ノブ な ど 。 

ジュ ジョ ー テキ オー BLK [arboreal 
adaptation] 三樹 上 順応 

ジ ユ ー ス イ BAX [free water DO 
freies Wasser] 生物 の 組織 に 含ま れる 水 
の うち , 他 の 物質 と 結合 し て BK aK 
bound water) 以外 の も の 。 宮 結合 


シュ ー ス イ イキ 集 水域 [catehment 
basin area] . 
4a—R4*-— Bk CD."O method, 


deuterium m.}] 体 水分 を 重水 DO で ラ 
AVL, 呼吸 量 を 直接 的 に 測る 方 法 。 運 動 中 
の 呼吸 量 の 測定 に 適する 。 原 理 は 体 水 分 中 の 
H。 と O の 回 転 率 が 違う こと を 利用 する 。 代 謝 
に より 分 解 し た Hz は 排出 水 だ し て , Ove CO, 
と し て 失わ れる 。 し た が っ て 酸素 は 永 素 よ り 
早い 回 転 率 を 示 し , 両者 の 差 は CO。 放出 量 す 
な わ も 呼吸 量 に 比例 する 。 あ ら か じ め 比 例 定 
数 を 定め た 後 , 体 水分 を ラベ ル す る こと に よ 
り 回 転 率 の 差 を 求め て 呼吸 量 を 算出 する 。 
シュ スー- コ タイ スー キョ クセ ン 種 数 - 個 
体 数 曲線 [species-abundanee curve] あ 
る 地域 の 群集 を 構成 する 種 数 と それ ぞ れ の 種 
に 属す る 個体 数 の 関係 を 示す も る ので,。 ぁ つう 
横 軸 に 個体 数 , 縦 軸 に それ ぞ れ の 個体 数 の ク 
ラス に 属す る 種 数 を プロ ッ ト す る 。 個体 数 の 
少な い 種 の 数 が 最も 多く , 個体 数 の 多い 種 は 
少数 に 限ら れる た め 右 に 尾 を ひ . く 曲線 と な る 
の が ぁ ふつ う で ある 。 こ の 関係 を 表す 式 と し て , 
元 村 (1932) の 等 比 級 数 則 , Fisher 5 (1943) 
の 対数 級数 則 , Preston (1948) の 対数 正規 則 


な ど 多 く の 経 験 式 が 提案 され , また 単純 な 仮 


定 に 基く MacArthur (1957) の モデ ル な ど が 
ある 。 こ の 曲線 は サン プル の 大 き さ に よっ て 
も 左右 され , 経験 式 と し て は 対数 正規 分 布 を 


用 いる Preston の 式 が 最も 適用 性 が 広い 。 こ 


> し た 関係 は 群集 全体 より も ある 生活 型 グル 
ー プ に つい て 適用 する ほう が 妥当 性 が 大 きい 
と 思わ れる が , ある 経験 則 が あて は まる こと 
の 生物 学 的 意味 に つい て は ほとん ど わ か っ て 
いな いと いっ て よい 。 や シャ ノン の 多様 度 指数 

シュ スー ノ ヘ へ ヘイ コー 種 数 の 平衡 [spe- 
cies equilibrium] やす みつ き 曲 線 

シュ スー- メ ン セ キキ ョ クセ ン BK 
曲線 [species-area curve DArt-Areale 
Kunrve] ある 地域 の 群落 また は 群集 に つい 
て , 調査 面積 を 次 第 に 広く 取っ て いき , 現れ 


た 種 数 を 縦 軸 に , 調査 面積 を 横 軸 に 取っ て 表 


し た 曲線 。 ぁ つう 飽 和 型 の 曲線 と な る 。 

シュ ー セ イ 習性 [habit] 一 つの 種 ま た 
は 個体 群 に 認め られ る 生得 的 ある い は 習得 的 
tc FADES. 
. ジュ セ イ tt [tree characteristics } 

ジュ セイ 樹勢 Ltree vigour] 

シュ セイ タイ ガク 種 生態 学 Lautecolo- 
gy DAutédkologie Pautoécologie] 個 生 
態 学 と も いう が , その 個 は 共同 体 を 構成 する 
個々 の 種 (個体 群 ・ 個 体 ) を 意味 し , 個体 の ス 
を 意味 する わけ で は な い 。 群 生態 学 synecolo- 
gy と と も に 生態 学 の 大 き な 部 門 と し て 分 けた 
の は スイ ス の Schroter(1911) で ある 。 species 
ecology と いう こと も ある 。 
。 シ ュー セイ ヒ ョ ュー エイ テキ ナ . BERK 
的 な [holopelagic] 一生 を 通し て 底 質 に 
定着 する こと な く 漂 泳 生活 を 送る こと 。 

シュ ー セ イ フ ユ ー セ イプ ツ 終生 浮遊 生物 
Choloplankton, holopelagic plankton 
OHoloplankter, Holoplankton ®holo- 
plankton] 一 生 を 通し て 浮遊 生活 を し て い 
る 生物 。 全 浮遊 性 浮遊 生物 。 

シュ ー セ イ プラ ンク トン 
Llholoplankton] 三 終生 浮遊 生物 

シュ ー セ イ フ ユ ー テ キナ 終生 浮遊 的 な 
[holoplanktonic] 一 生 を 通し て 浮遊 生活 


終生 一 一 
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を 送る こと 。 

シュ ー セ キ 8 [accumulation] 土 
壌 表面 や 土壌 中 に は , 生物 の 遺体 ・ 生 物体 の 
一 部 ・ 排 江 物 な ど が た え ず 加え られ て いる 一 
方 , 菌類 や バク テリ ア な どの 微生物 に より 絶 
え ず 分 解 さ れ て いく 。 こ の 有機 物 の 添加 と 分 
解 と の バラ ンス に よっ て , 土壌 有機 物 so 
organic matter の 集積 量 と 集積 速度 が 決 る 。 

シュ ー セ キリ ソー 集積 層 [accumulation 
horizon, illuvial h.] 土壌 の 中 を 垂直 方 
向 に 移動 し た 物質 が ある 部 位 で 集積 する 作用 
を 集積 作用 illuviation と いい , その 結果 生成 
され た 層 位 。B 層 は か つて 集積 層 と 考え られ 
た が 現在 は も っ と 広義 に 用 いら れる 。 OBR 

シュ ー セキ ドー シュ ARH (circum 
equatorial species] 新 ・ 卓 熱帯 に 広く 分 
布 する 生物 種 。 

シュ ー セ キ バイ ヨー 集積 培養 [enrich- 
ment culture ①Anreicherungskultur | 
特定 の 微生物 を 優 貞 させ る よう に , 栄養 その 
他 の 条件 を 調整 し た 培養 。 自 然 条件 下 と 純粋 


穫 養 と の 中 間 に 位置 する と され て いる 。 


ジ . ユ ー セ ン 
Subdominanz } 

シュ ー ソ ク 収束 [convergence DKon- 
vergenz| = NK 

ジュ ー ゾ クエ イ ヨ ー コーセイ ヨー ソ 従属 
栄養 構成 要素 [heterotrophic compo- 
nent] 生態 系 の 構成 要素 の う ち 有 機 物 を 合 
成 で き な い 生物 。 独立 栄養 構成 要素 

ジュ ー ゾ クエ イ ヨ ー サイ キン 従属 栄養 細 
菌 Lheterotrophic bacteria] 炭素 源 を 
有機 物 か ら 得 て いる 細菌 。 少 数 の 光合成 細菌 
お よび 化学 合成 を 行う こと の で きる 細菌 を 除 
CFACOMMRC ICRI S. MIMI, 
ー ジ ュー ゾク エイ ヨー セイ プ ブツ 従属 栄養 生 
物 (heterotrophic organism ①Dhetero- 
trophisches Organismus, heterotropher 
O.] すべ て の 動物 , BLOHAK- (tA 
成 を 行え な い 植物 ・ 細 菌 の ょ うに, 炭素 源 を 
有機 物 か ら 得 て い る 生物 。 他 養生 物 。 

ジュ ー ゾ クエ イ ヨ ー センイ 従属 栄養 遷移 


次 優 占 [subdominant © 
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[heterotrophic succession] ある 場所 の 
遷移 の 系 列 に お いて , 有機 物 の 優越 する 環境 
に 始ま り , 初期 の 優 占 者 が 従属 栄養 者 で ある 
よう な 場合 を いう 。 ご 独立 栄養 枯 移 

ジュ ー ゾ クエ イ ヨ ー ソー 従属 栄養 層 
[heterotrophic strata] 植物 群落 の 生産 
構造 に お いて , 光合成 より も 呼吸 が 上 回 る 部 
分 , す な わ も 区 補償 点 以 下 の 部 分 を い う 。 
独立 栄養 層 

ジュ ー ゾ クエ イ ヨ ー テキ 従属 栄養 的 
[heterotrophic Oheterotroph] OB 
栄養 生物 | 

ジュ ー ゾ ク ケツ ゴー 従属 結合 [depen- 
dent union] 個々 の 個体 , 種 あ る い は 種 
群 が 他 の 個体 ・ 種 ・ 種 群 と 何ら か の 従属 的 関 
係 に ある 植物 社会 。 寄 生 植物 ・ 着 生 植物 な ど 。 

ジュ ー ゾ クシ ュ 従属 種 Lsubordinate 
species] 三 劣 位 種 

ジュ ー ゾ ク テ キ ショク プ ツゲ ン ラ ク 従属 
的 身 物 群落 [dependent community © 
abhangige Gesellschaft] 本 来 独立 し て 存 
続 可 能 な 植物 群落 (森林 な ど ) に 寄生 また は 着 
生 し て 生育 し て いる 植物 群落 。 例 : 着 生 コ ヶ 
植物 群落 。 

シュ ソ セ イ 種 組成 [floristic compo- 
sition] 生物 群集 の 構成 種 の 質 的 量 的 組成 。 

シュ ー ダ ン 集団 [①Oaggregation @ 
group! ① 成 因 の 如何 を 問わ ず , ある 場所 
に ある 生物 が 相対 的 に 多少 と も 高い 密 度 で 集 
っ て いる と き , この よう な 生物 の 一 団 を 一 般 
的 に 指す 。 と くに その 構成 個体 が 互い に 引き 
付け 合っ て で は な く , 他 の 環境 条件 に 反応 し 
て 集 っ て き て 形成 され た も の を 指す こと が あ 
り , 集合 と いわ れ , 集 り と いわ れる も の も は 
ぼ 同 義 で ある が , 群がり ・ 群 れ と は 個体 間 に 
相互 誘引 性 が 認め られ な いと と で 区 別 さ れる 。 
42/9] - 42 aggregation は assemblage, col- 
lection な ど と と も 一般 用 語 と し て 使わ れ 
て お り , 同じ 意味 内 容 や 区 別に 従っ て いる と 
は 必ず し も みな し えな い 。② 何 ら か の 機能 を 
も っ た 動物 の 同種 個体 の 集 り 。 

シュ ー ダ ン イデ ン ガ ク 集団 遺伝 学 [pop- 


ulation genetics] 個体 群 の 遺伝 的 構成 を 
支配 する 法則 を 研究 する 分 野 。 個 体 群 遺伝 学 。 
現代 の 自然 海 汰 説 の 基礎 を な す も の で , 進化 
学 に お いて 重要 な 役割 を 演じ て いる 。. 

シュ ー ダ ンカ ン カン ケイ 集団 間 関 係 
[intergroup relation] スペ シア が 単位 集 
団 に ょ っ て 分 節 化 さ れ て いる ょ うな 動物 種 に 
お ける 単位 集団 間 の 関係 。 集 団 の 間 に は 種 に 
よっ て 程度 は 異な る が 一 定 の 敵対 関係 が あっ 
て , スペ ー シ ン グ を 行い , 資源 の 能率 的 な 利 
用 を 行う 。 し か し 一 方 で は , どの よう な 動物 
種 に お いて る 単位 集団 は 決 し て 完全 に 閉鎖 的 
で ある こと は な く , 集団 間 で 個体 の 交換 を 行 
うこ と に よっ て , 種 の 統一 性 を 維持 し て いる 。 

シュ ー ダ ン キュ ー コ ン 集団 求婚 Lcom- 
munal courtship] 交尾 期 mating season 


に 多く の 個体 が 集 り , そこ で 求婚 と 交尾 が 行 


われ る こと が ある 。 一 般 に 単位 集団 を も る た な : 


い が , 雌雄 で 持続 性 の ある 配偶 関係 を 作ら な 
い 動 物 に この よう な 現象 が 見 られ る も の が あ 
る 。 例 ・ サ ケ の 産卵 集団 , 一 斉 に 羽化 し た シ 
ロア リ , 3 YF ORMAAARTT nuptial flight 
な ど 。 wm | 
シュ ー ダ ン シュ リョ ー 集団 狩猟 [group 
hunting, co-operative h.| 集団 の 成員 
が 協力 し て 狩猟 を 行う こと 。 ラ イオ ン ・ リ カ 
オン ・ オ オカ ミ な どの 肉食 獣 や 狩猟 民 に 知ら 
れる 。 忍 び 寄 り ・ 追 跡 ・ 分 配 な ど 狩 猟 行動 の 


_ 各 段階 で 協同 が 見 られ る 。 チ ン ペ ンジ ー も 協 


同 で 詩 り を する こと が ある 。 OPAAH 

ジュ ー タ ンジ ョ ー コー ザン ソー ゲン WE 
状 高山 草原 [carpet-like alpine meadow 
⑥alpines Teppichrasen] 高山 の や や 風 
当り の 強い 場所 に 多く 成立 する 背 の 低い 草原 
を いう 。 湿性 の 場所 で は コケ ヶ 類 ・ カヤ ツリ グ 
サ 類 な ど が 優 占 し , 乾性 の 場所 で は 地 衣 類 ・ 
イネ 科 草 本 , 各種 の クッ ショ ン 植 物 な ど が 優 
tS. 


シュ ー ダ ン シン ニュ ー 


集団 保 入 [pop- 
.ulation irruption, mass immigration ] 
特定 種 の 多数 個体 が 同時 に ある 地域 に 侵入 す 
る こと 。 


シュ ー ダ ン セイ リガ ク 集団 生理 学 [mass 
physiology OBevélkerungsphysiolo- 
_gie] 1 個 の 細胞 で な く 細 胞 集団 と し て の 組 
織 な ど を 対象 と する 生理 学 。 た と えば 細胞 の 
銅 イ オン に 対す る 抵抗 性 で も , 全部 が 同じ し で 
は ほ は なく, 1 本 の 根 を と っ て みる と それ を あ た 
か も 個体 群 の よう に みる こと が で きる 。 

シュ ー ダ ン ネ グ ラ 集団 ね ぐら [roosting 
place OUbernachtungsplatz] 鳥類 で い 
くつ も の 群れ が 集 っ て 大 群 と な っ て 休息 する 
共同 の 寝 場 所 common sleeping area。 

シュ ー ダ ン ネ ゲラ コロ ニー 集団 ね ぐら 
ーー [roosting colony] 鳥類 が ね ぐら に 
Aft CHE り 休息 し て いる 集団 sleeping aggre- 
gation。 

シュ ー ダ ン ノ オー キサ 集団 の 大 き さ 
Lgroup size] 集団 を 構成 する 個体 の 総数 。 
ーー つの 種 の 社会 集団 の 大 き さ は 一 定 の 範囲 の 
中 に ある が , 一 方 で は 環境 条件 に よっ て 大 き 
く 左 硫 され る 。 

シュ ー ダ ン ハン ショ ク 集団 築 殖 [colo- 
nial breeding) 魚類 な どの 多数 個体 が 集 
団 的 に 営巣 島 殖 する こと 。 

シュ ー ダ ン ハン ショ クチ 集団 繁殖 地 
[rookery] 鳥類 な ど が 密集 し て 大 群 を な し 
て いる 繁殖 場所 breeding place, rookery は 
ミヤ マガ ラス rook が 群 大 する 集団 営巣 地 を 
意味 し た が , 広く サギ 類 ・ ベ ン ギ ン 類 な どの 
鳥類 や 更に 海獣 類 に 対 し て も 使わ れる 。 

シュ ー チ ュー テキ リ ヨ ー イ キ 集中 的 利用 
域 [eore area] 行動 城 の 一 部 で , 動物 個 
体 あ る い は 集団 が , 集中 的 に 採 食 や 睡眠 活動 
に 利用 する 地域 。 独占 的 縄張り で ある こと が 
多い 。 

シュ ー チ ュー プン プ 集中 分 布 Laggre- 
gated distribution, contagious d., 
clumped d., clustered d.] 機会 分 布 
(Poisson 分 布 ) を 基準 に し て , より 集中 的 な 
(個体 が 偏在 する ) 場 合 を いう 。 大 部 分 の 生物 種 
の 個体 の 分 布 は 多少 と も 集中 的 で ある 。 と これ 
は 種 の 繁殖 様式 , 個体 問 の 相互 誘引 性 , 好適 
場所 へ の 集中 な どの 原因 に よる 。 種 の 特性 と 
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し て ある 大 き さ の 集団 を 単位 に 分 布 す る 場合 
は コロ ニー 分 布 colonial distribution を 生じ 
る 。 負 の 二 項 分 布 は 集中 分 布 の モデ ル と し て 


適用 範囲 が 広い 。 ゆ 伝播 分 布 , や 負 の 二 項 分 布 , 
で 分布 様 式 
シュ ー チ ュー プン プ ゲ ン 集中 分 布 群 


[eontagion] 集中 分 布 contagious distribu- 
tion を し て いる 植物 体 な どの 集 り 。 

シュ ツ エ キ WR (bleeding) 三 溢 泌 

シュ ツゲ ン 出現 [occurrence] occur- 
rence は ある 場所 に 発生 する と いう と と の ほ は 
か に , 見 られ る ・ 生 息 す る ・ 分 布 す る こと を 
意味 する 場合 が 多い 。 

シュ ッ サ ン キ 出産 期 [delivery season] 
多く の 路 乳 類 は 1 年 の うち 一 定期 間 の み に 出 
産 す る 。 こ の 期間 を 出産 期 と いう 。 

シュ ッ ス イキ Hie [time of head- 
ing ] 

シュ ッ ス イリ ュー 出水 流 {exhalant 
current, e. stream, expiratory c. | 
水生 動物 の 体 の 開口 部 や 巣 穴 の 口 な ど を 通っ 
て 外部 へ 流出 する 呼吸 水流 。 


シュ ッ セ イー シボ ー ヒ 出生 - 死 亡 比 


_Cbirth-death ratio, vital index] AQ 


学 で か つて よく 用 いら れ た 指数 で , 特定 時 間 
間隔 あたり の 出生 数 の 死亡 数 に 対す る 比 に 
100 を 掛け た も の で ある 。 こ の 指数 の 値 が 100 
を 超え れ ば 人 口 は 増加 し , 100 以下 な ら 減 少 
する こと に な る 。 

シュ ッ セ イリ ツ 出生 率 [birth ra 
natality ©Geburtenrate] 出生 率 birtb 
rate は ある 期間 内 の 個体 あたり 平均 出生 数 
を 意味 し , 個体 群 を 構成 する 全 個 体 あ た り と 
し た も の を 粗 (また は 普通 ) 出生 率 crude b. 
r。 繁殖 雌 数 な ど 個 体 群 の 特定 の クラ ス の 個 
体 あ た り で 示し た も の を 特殊 出生 率 specific 
br. と し て 区 別 す る 場合 が ある 。natality は 
より 漢 然 と し た 語 で , 出生 数 な いし 個体 群 全 
体 の 増殖 の 力 force と いう 5 意味 を 含む 。 b. r. 
yi death r. の , natality は mortality の 対語 。 
ECR 

ジ ユ ー ド 自由 度 [degree of freedom 


ュー ルー を 
OFreiheitsgrad @degré de liberté] 
ジュ ドー シャ 受動 者 Lcoactee] 相互 作 
用 に お いて 相対 的 に 受動 的 な 側 の 生物 。 
シ ユ ー トー タ 雌雄 海 汰 [sexual selec- 
tion Dgeschlechtiche Auslese ®sélec- 
tion sexuelle] 進化 の 過程 に お いて 異性 獲 
得 競争 に 有利 な 形質 を も つも の が 海 汰 され て 
残る と する DarwinQ871) の 説 。 例 : シカ の 角 , 
尻 の 美しい 羽 や 誇示 行動 , 男 の 顔 の ひげ な ど と 。 
シ ユ ー ド ー タ イ ゲン ショ ー 雌雄 同体 現象 
[hermaphroditism MHermaphroditis- 
mus ®hermaphroditisme] 動物 の 同一 
個体 が 雌雄 の 両 形質 を と も に 備え て 機能 きせ 
て いる 現象 。 
ジュ ドー テキ プン サン 受動 的 分 散 Lpas- 
sive dispersal] 昆虫 類 な どの 小型 動物 あ 
る い は 植物 の 種子 な ど が 風 に より , ある い は 
他 の 生物 に 付着 し て 運ば れる こと 。 
シュ ドー ユー セン シュ 主導 優 占 種 Llea- 
ding dominant] O@4#@ 
シュ ドー ユー セン ホー 主導 優 占 法 Llea- 
ding dominant method | 
シュ ナイ キョ ー ソ ー 種 内 競争 [intra- 
specific competition] 同一 種 内 の 個体 問 
で 生活 上 不利 が ある 働き 合い 。。 - 
シュ ナイ キョ ー ド ー サ ヨー 種 内 協同 作用 
Lintraspecific cooperation] 同一 種 の 個 
: 体 間 で 生活 上 互い に 利益 が ある こと 。 
シュ ナイ シュ ー ゴ ー 種 内 集合 [intra- 
species aggregation] 同一 種 の 個体 が 集 
ぶら Ey 
- シュ ナイ J AO [intraspecific] [A 


種 の 個体 間 の 。 
ー ニ ケイ 雌雄 二 型 [sexual dimor- 
phism] 一 性 的 二 型 


シュ ニ ヨ ル コタ イス ー ノ タカ 種 に よる 
個体 数 の 多 宴 [commonness and rare- 
ness, c.。 and rarity] それ ぞ れ の 種 の 個 
体 数 は た え ず 変動 し て いる が , それ に も か か 
わら ず 普 通 種 か ら 稀 な 種 ま で その 平均 レベ ル 
に は 一 連 の 違い が ある 。 な ぜ あ る 種 が 多く 他 
の 種 は 少な いか と いう 問題 は , それ ぞ れ の 種 


の 生活 様式 と と も に その 地域 の 群集 構成 と も 
関連 し た 問題 と し て 古 く か ら 往 目 さ れ て きた 。 
この 設問 を 簡単 に 表現 する 旬 と し て し ば し ば 
使用 され る 。 

シュ ー ネ ン セイ カツ カン 周年 生活 環 
[annual life cycle]. 1 年 を 通じ て の 生活 
史 の 季節 的 推移 。 つ 生活 環 

シュ ー ネ ン ホー ボク 周年 放牧 [year・- 
ling grazing] 1 年 間 通 し て 放牧 する こと 。 

ペコ) プー クミ 了 屋 宅 種 の 組合 せ Lspe- 
cies combination (Artenzusammen- 
setzung] 4AWMERICS ZAR MBE 
の 組合 せ 。 植 物 社会 学 上 の 群落 決定 の 基本 に 
な る 種 剛 の 結び 付き 。 

シュ ノ セイ メイ カン 種 の 生命 環 Life 
cycle of species] 種 が 形成 され る と その 
分 布 域 の 拡大 , 個体 数 ・ 亜 種 数 の 増加 な ど が 
最大 値 に 達する と , その 後 次 第 に 減少 し て い 
く 。 こ と の よう な 種 と し て の 時 間 的 な 過程 を い 
う 。 Dillon の 用 語 。 

シュ ノ タ ヨ ー セ イ 種 の 多様 性 [species 
diversity] ある 地域 ・ 群 集 な どの 種 の 豊富 
さ を い い , こと れ を 定量 的 に 表す 多様 度 指 数 
index of diversity が 考案 され て いる 。 

シュ ノミ ツ ド BOE eee id 
sity] 三種 類 密度 

シュ バツ EK Eel eave cutting 
OVerjiingshieb ®coupe de régénéra- 
we 伐 期 に 達し た 森林 の 主 林木 を 伐採 す 

こと で , 伐採 後 の 森 林 の 更新 を 考慮 し な け 
ait ら な い 。 間伐 の 対語 。 

ジュ ヒ ケ イィ 樹皮 計 (bark gauge). 
皮 の 厚 さ を 測 る 道具 。 1 

ジュ ヒジ ョ ー セン タイ ショ ク プ ツ BRE 
藤 苔 植物 [corticolous bryophyte] 樹皮 
上 に 着 生 する 鮮 苔 植物 epiphytic bryophyte。 

シュ ー ヒ ョ ー ガ チイ キ 周 永 河 地域 [peri- 
glacial region ①Dperiglaziale Region 
®region periglaciale]、 雪 線 か ら 森 林 限 界 
まで の 間 の 地域 。 

ジュ フン 受粉 , 授粉 [pollinatiom O 
Bestaubung pollinisation ] 
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.。 ジュ フン バイ カイ シャ 受粉 媒介 者 Lpol- 

linator] 花粉 の 移動 を 媒介 する も の 。 水 
媒 ・ 風 媒 ・ 動 物 媒 な どの 別 が ある 。 授 粉 媒介 
者 。 

シュ プン ルイ ガク 種 分 類 学 [biosys- 
tematics, biosystematy] 生 分 類 学 。 外 部 
形態 や 細胞 段階 の 形質 に 頼ら ず , 交雑 に よる 
の 答 性 度 に よっ て 交雑 し た 2 FEO BUR 
WHEL, 分 類 し よう と する 考え 方 。 遺 伝 学 
と 強く 結び 付い た 分 類 学 の 一 派 。 
"シュ ー ヘ ン ゲン ラク 周辺 群落 Lmargi- 
nal community] 林 緑 群落 。 必 マン ト 群 落 

シュ ー ヘ ン コー カ 周辺 効果 [edge ef- 
fect, border e. ORandeffekt] 生物 群 の 


推移 帯 や 辺 縁 部 (た と ぇ ば 森林 と 草地 ・ 裸 地 の 接 . 


点 な ど ) に みみ られ る 現象 で , 種 数 が 多く 高密 度 
と な り , 形態 的 に も 様々 な 変異 を 示す も の が 
見 られ る 。 野 外 実験 の 区 の 周辺 部 が 区 の 外側 
の 影響 を 受け る こと も いう 。 際 縁 効果 ・ 辺 縁 
効果 。 

シュ ー ヘ ン セイ ソ ゾク バシ ョ 周辺 生息 場所 
[marginal habitat] 特定 の 生物 種 の 地理 
的 分 布 の 周辺 部 に ある あま り 好 適 で な い 生息 
MW, ある い は 不 連 続 に 分 布 す る 生息 場所 の 周 
辺 に ある 好適 度 の 劣る 生息 場所 。 

シュ ー ヘ ン プン プ 周辺 分 布 Lmarginal 
distribution ] 

シュ ー ホ クシ ュ 周 北 種 [circumjboreal 
species] ユー ラン シア ・ ア メリ カ 大 陸 の 温帯 
種 。. 

ー ホ クシ ョ ク プ ツ Atte Lcir- 
cumboreal plant) 北半球 の 寒 帯 と 亜熱帯 
に は さま れる 地域 に 極 を 取 囲む 形 で 分 布 する 
植物 。 大 陸 間 に また が る 分 布 型 と し て 周 極 ・ 
周 北 ・ 汎 熟 帯 の っ 三 つ を 区 別 する 。 周 極 植物 の 
多く は 周 北 植物 で も ある 。 ス グリ 属 な ど が 含 
ま Rs る 。 

ー ホ ッ キ ョ クチ ホー 周 北極 地方 
Ss the province] 北極 植物 区 系 の 
一 地方 区 。 テ ユー ラ シ ア ・ ア メリ カ 両 大 陸 の 北 
部 の 周 極地 方 。 

シュ ミツ ド 種 密度 [species density] 


単位 面積 内 に 見 出さ れる 種 数 。 種 類 密度 。 

ジュ ミ ョ ー #G& Longevity, life span, 
duration of life OLebensdauer ®lon- 
gevite] 個体 の 出生 か ら 死亡 まで の 期間 の 
長 さ 。 単 細胞 生物 で は 個々 の 細胞 の 分 裂 か ら 
分 裂 ま で の 期間 を いう 。 Bodenheimer(1938) 
は 最適 条件 下 に お け る 遺伝 的 に 均質 な 個体 群 
の 平均 寿命 を 生理 的 寿命 , ある 与え られ た 条 
件 下 に お ける 平均 寿命 を 生態 的 寿命 と し て 区 
Bl Lt. SERA, や 生理 的 寿命 

シュ メン セキ キョ クセ ン 種 面 積 曲 線 
[species-area curve | 種 数 - 面 積 曲線 

ジュ モク ゲン カイ BAMA [tree limit 
OBaumgrenze] =SARF を 

ジュ モク サバ ク 樹木 砂漠 Larboreous > 
desert] 裸 地 に 樹木 が 散 生 し て \ Saale に 
植生 。 

ジュ モク サバ ン ナ 樹 本 一 一 Ltree_'sa- 
vanna ⑪Baumasavanne| 高木 サバ ン ナ 

シュ ー ヤ ク ホー ボク チ 集約 放牧 地 
(dense pasture] 温 淀 で 適 湿 地 の 集約 的 な 
管理 下 に ある 放牧 地 。 粗 放 放 牧 地 の 対 語 。 

シュ ユー セン シュ 主 優 占 種 [leading 
dominant OLeitdominant] 優 占 種 が 二 
つ 以 上 ある 場合 , 最も 優 占 する 種 。 OmBA 
種 , び 優 占 種 

シュ ー ヨ ー リ ョ ク 収容 力 [carrying 
capacity] 三 環境 収容 力 

ジュ ラキ 一 一 紀 [Jurassic period DO 
Jura(-Periode) ®période jurassique ] 
中 生 代 の 約 1 {580007 ~ 1 億 3500 万 年 前 の 間 
を いう 。 温暖 多湿 で 陸地 で は ソテツ ・ イ チョ 
ウ ・ シ ダ + PARADA AA Lc. MBL 
くに 恐竜 の 大 発展 期 で 始祖 鳥 の 出現 は 有名 で 
ある 。 海 で は サン ゴ 礁 が 広く 分 布 し た 。 AA 
Wks CLARK ASE OER I MOK 
域 が あり , 太平 洋 側 に 公海 性 の 堆積 物 で 鳥巣 
型 と 呼ば れる 石灰 岩 が 多数 の 化石 を 含ん で 葵 
RIAA So 

シュ ー ラ ク #3 (settlement, colony 
OSiedlung, Kolonie] 人 間 の 共同 生活 の 
単位 を な す 建 物 と し て の 家 お よび これ に 付随 
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する 土地 ・ 道 路 ・ 水 路 ・ 空 地 な どの まとまり 
を も っ た セッ ト を 総称 し た も の 。 一軒家 か ら , 
家 が 集 っ で で きた 村 や 町 , 更に は 巨大 都市 ま 
で を も ゃ 指す 。 集 落 は 一 般 に 地理 学 用 語 と し て 
使わ れる 。 コロ ニー 

シュ ー ラ ク ガ タ 集落 型 [settlement 
pattern] 集落 の 形態 や 立地 条件 な ど に よっ 
て 分 類 さ れる も の で , REDHORBED»5 
集 村 と 散 村 に 分 けた り , また 漁村 型 と 農村 型 
に 分 けた り も する 。 未開 社会 等 で は , MHF 
子 の た め の 若 者 の 家 が 一 つの 集落 を 作る 場合 
な ども みみ られ る 。 

Oh ie eg Ee 集落 抽出 
[eluster sampling] 母 集団 の 基本 単位 を 
いく つか 集め た も の を 集落 cluster と 呼び , 
この 集落 を 抽出 単位 に し て 抽出 調査 を 行う 方 
法 。 抽 出さ れ た 集 層 内 の 基本 単位 は 全数 調査 
する の が 原則 で , し 集落 内 か ら 更 に 基本 単 
位 を 何 個 か 抽出 する 手続 き を と れ ば 多段 抽出 
に な る 。 

シュ ー リ ツ 収 率 [yield coefficient O 
Ausbeutekoeffizient] 従属 栄養 生物 の 成 
長 の 際 に 消費 され た 基質 に 対す る 構成 され た 
生物 体 量 を 表す 比率 。 和 糸状 菌 に つい て 用 いら 
れ た 経済 率 economic coefficient も 同義 で あ 
る 。 通 常 , 消費 され た 基質 の 重量 に 対す る 生 
成 さ れ た 生物 体重 量 で 表す が , 更に 生理 的 意 
義 を 明らか に する た め に , 基質 の そ モル また は 
生成 され る ATP の モル を も っ て 表す 場合 も 
ある 。 

シュ リョ ー 狩猟 [hunting DJagen, 
Jagd] 動物 の 場合 に は 捕食 動物 が 餌 動物 を 
捕獲 する こと 。 人類 学 的 に は 人 が 路 乳 動物 ・ 
鳥 ・ 賜 虫 類 等 を 捕獲 する こと 。 こ れ ら の 動物 
は 陸生 と は 限ら ず , 海獣 類 や 水鳥 の 類 も 含む 。 
狩猟 の 方 法 と し て は , 追跡 ・ 待 伏せ そし て 
罠 に よる 方 法 な ど が あり , 道具 と し て は , 5 
矢 ・ 槍 ・ 吹 矢 ・ 銃 , BMBORTEMRSDS. 個 
人 猟 と 大 が か りな 集団 猟 が あり , 狩猟 犬 を 使 
っ た りお と り を 用 いた りす る こと も ある 。 実 
際 の 狩猟 は , これ ら を 組合 せ て 対象 動物 の 習 
性 と その 場 の 環境 条件 に 適する よう に 行わ れ 


Do 

シュ ー リ ョ ー 収量 [yield OErtrag © 
revenu] 人 間 が ある 生物 群 を 何ら か の 目的 
で 利用 する と き , ある 面積 内 に 存在 する 生物 
BC, 現存 量 と 似 た 概念 で ある 。 収 量 は ぁ つ 
う 単 位 面 積 あ た り で 示さ れる が , BIR BF 
的 な 面積 あたり で 示さ れる 場合 も ある 。 ま た 
生体 量 全体 で は な く , 人 間 の 利用 する 部 分 の 
みみ に つい て 用 いら れる 場合 も 多く , この と き 
は 部 分 収量 と いわ れる 。 CORFE 
ジュ ー リ ョ ー カイ キュ ー 
[Lweight class] O#& 

ジュ ー リ ョ クサ ンプ 重力 散布 [bolo- 
chory] 種子 や 果実 の 散布 体 が 自身 の 重 さ 
で 落下 する 散布 型 。 ナ ラ の 仲間 や メ ヒ ル ギ な た 
ど 多 く の 例 が ある 。 

ジュ ー リ ョ クス イィ 重力 水 [gravitation- 
al water OSenkwasser] 土壌 水分 の う 
ち , 土壌 粒子 問 を 重力 に より 自由 に 移動 する 
水 。 土壌 が 乾燥 する と き 一 番 最初 に 失わ れる 。 
ジェ ー リ ョ クダ ム (ee [gravity 
dam ] 

シュ リョ ー コ ー ド ー RTH Chunt- 
ing behaviour] 肉食 動物 が 餌食 を 追跡 し , 
fiz, 殺し , 肉 を 運搬 し , 消費 する 行動 の 全 
過程 。 一 般 に , ネ ュ 属 は 単独 で , イヌ 属 ・ リ 
カオ ン 属 は 集団 で 狩猟 を 行う 。 狩 猟 の 方 法 に 
は , 忍び 寄り (ライ オン ・ と ュ ッ ) ・ 高速 疾走 
(チー タ )・ 長 距離 追跡 (ハイ エナ ・ リ カオ ン ・ ヒ 
ト ) が ある 。 ネコ ュ 属 と ハイ エナ で は コドモ を 
狩 られ た 食餌 の と ころ まで 運 訪 が, Var 
ン ・ ジ ャ ッ カ ル ・ オ オカ ミ は 多量 の 肉 を 胃 に 
納め て 巣 穴 まで 運び , 吐き 戻し て コドモ に K 与 
える 。 集団 狩猟 

シュ ー リ ョ ー ズ 収量 図 [yield dia- 
gram] 2 種 混合 群 の 収量 (現存 量 ) の 混合 比 
に よる 変化 を 示す た め に 用 いら れる 図 で , の 
お よび の 2 種 の 密度 を それ ぞ れ Pa, Pre し , 
全 個体 密度 ア =e。 十 p。 を 一 定 に し て , pa/ps 
を いろ いろ 変え た と き の 収 量 関係 を 表す 。 横 
軸 に P ア を と り , 一 端 よ Dos=P, 他 端 より:= 
ア と し て それ ぞ れ の 密度 で の の お よび 種 の 


収量 と その 和 を 縦 軸 に と っ て 示す 。 3 種 混 合 
妹 の 場合 も 同様 に 立体 配置 凶 と し て 示さ れる 。 

シュ ー リ ョ ー セ イチ ョ ー ソ ク ド 収量 成長 
速度 [CCR :crop growth rate] 同質 の 
個体 の 集 っ た 集団 全体 の 収量 の 増加 速度 。 

シュ リョ ー チ ョ ー ジ ュー 狩猟 鳥獣 [game 
animal] 狩猟 の 対象 と な る 動物 。 

シュ リョ ー ドー プ ツ カン リ BRAHMS 
Lgame management] 狩猟 鳥獣 管理 。 狩 
猟 対象 と な る 鳥獣 の 個体 数 の 減少 絶滅 を 防ぐ 
た め , 禁猟 区 ・ 禁 猟 期 を 設け た り 捕 獲 数 を 制 
限 し だ り し て 管理 する こと 。 そ の 基礎 と し て 
の これ ら の 鳥獣 の 個体 群 動 趣 の 研究 も 当然 合 
まれ る 。 

シュ ー リ ョ ー ミツ ドコ ー カ 収量 密度 効果 
CY-D effect ; yield-density e.] 同一 生 
育 条 件 の も と で 生育 する 同 齢 の 純 群 落 で , 個 
体 密度 だ けが 変え られ て いる と き に , 単位 面 
積 あ た り の 収量 (現存 量 9) と 個体 密度 。 と の 
間 に 成り 立つ 法則 で 1/y=(B/p)+A の 関 
係 が 生育 時 期 ご と に 成り 立つ 。4, は 生育 
時 期 ご と に 決 る 定数 で ある 。 す な わ ち も 単位 面 
積 あ た り の 収量 は , 個体 密度 の 高い ほど 大 き 
い が , prot ッ ー1/4 と な り , 収量 に は 上 
限 が ある こと が わか る 。 こ れ を 最終 収量 一 定 
の 法則 と いう 。 | 

シュ リョ ー ミ ン HARE [hunter] 主 と 
し て 狩猟 に 従事 する 者 , また は その 集団 。 実 
際 に は 狩猟 は 採集 (ある い は 原始 農耕 ) と 共存 し 
て いる 場合 が 多い の で , 狩猟 民 を 狩猟 採集 民 
の 同義 語 と し て も 使う 。 

シ ユ ー リ ン 私 有 林 [private forest O 
Privatwald ⑤⑥foret particuliere ] 

ジュ リン . 樹林 Llignosa ⑥Ceholze] 
木 本 植物 が 密生 し て いる 多層 植物 群落 。 高 木 
林 ・ 低 木 林 が ある 。 

ジュ リン ソー ゲン 樹林 草原 [parkland] 
草原 の 中 に 1 本 1 本 の 木 が 散 在 す る サバ ン ナ 


で な く , プレ ー リ ー の 中 に , 集団 状 の ポプラ — 


aspen (Populus tremuloides) が 点 在 する よう 
な 相 鍋 。. 例 : aspen parkland, 
ジュ リン ホー ボク チ 樹林 放牧 地 [wood- 
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land pasture ① 〇 Waldweide] 三 混 牧 林 

シュ ルイ スー ノ コー バイ 種類 数 の 勾配 
(diversity gradient] 高緯度 か ら 低 緯度 
へ 生物 の 種類 数 が 増加 する 傾向 。 こ れ に 対し 
て 特定 の 種 の 個体 数 は 逆 の 勾配 を 示す 。 

シュ ルイ ノ タ ヨ ー セ イ 種類 の 多様 性 
(diversity of species, s. diversity] 4 
物量 や 生物 群集 を 構成 する 種 が 多い こと , あ 
る い は 群集 の 種 構成 の 後 雑 さ の 度合 。 種 構成 
の 多様 度 。 シャ ノン の 多様 度 指数 

- シ ュ ル イミ ツ ド 種類 密度 [species den- 
sity] 一 定 面積 また は 時 間 あ た り の 種類 数 。 

シュ レー ター Schroter,。 Carl, 1855~ 


1939 長く チュ ー リ ッ と 工科 大 学 の 教授 を 


し て お り , 今日 の ヨーロッパ 生態 学 の 基礎 を 
つく り , 弟子 の 中 か ら Rtibel, Brockmann- 
Jerosch, Liidi, Szafer, Braun-Blanquet な 
ど を 医 出 し た 。 国 際 植 物 地理 学 巡検 を 発足 さき 
(1923), 各国 の 植物 生態 学者 に 影響 を 与え 
た 。 草 原 や ボー デン 溢 で 群落 生態 学 的 研究 の 
方 法 を 確立 し 高山 植物 の 生態 学 的 研究 で も 知 
られ る 。< 主 著 > Die Vegetation der Boden- 
sees(Kirchner と 共著 , 1896), Dias Pflanzen- 
leben der Alpen, 1904~1908, 

Eb Wek [convergence © 
Konvergenz] 系 統 の 異な る 生物 が 次 第 に 
相似 的 な 形質 を 表す よう に 進化 する こと 。 収 
敷 の 結果 に よる 類似 を 相似 analogy と 呼ぶ 。 
分 岐 の 対語 。 収 東 。 三 収 仏 的 進化 

73 レン ケ hollow, pool, Schienke | 
高層 湿原 の 凹 状 地 。 ウ ッ ク シ ミズ ゴケ ・ へ ハリ 
ミズ ゴケ ヶ 類 が 生育 し て いる 。 

シュ ー レ ン テ キ シン カ Went [con- 
Yergent evolution DIKonvergemz- 
Evolution] 系 統 の 異な る 生物 が 相似 的 な 
形質 を 表す ょ うに 進化 する こと 。 

Yard ジョ レツ 順位 序列 Crank or- 
der, dominance hierarchy] [438 + Iii 
乳 類 の 社会 集団 の メン バー 間 に 見 られ る 個体 
認識 の 上 に 立っ た 個体 の 優劣 序列 。 順位 の 存 
在 に よっ て , 不 必要 な 閲 争 ・ ト ラブ ル が 避け 
られ る 。 そ の 序列 に より , 一 方 を 優位 者 do- 
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minant。 他方 を 劣 位 者 subordinate LFS, 

ジュ ン イチ ジ セ イサ ン リ ョ ク 純一 次 生産 
力 [met primary productivity] 生産 者 
の 呼吸 に よっ て 消費 され た 有機 物 を 除く , 植 
物体 と し て 蓄え られ た 有機 物 の , ある 期間 あ 
た り の 量 。 

ジュ ンカ 順 化 [acclima(tiza)tion] 個 
体 の 一 生 の 間 に , ある 環境 の 下 で それ だ 対応 
する よう に 影響 を 受け る 現象 。 環 境 諸 条 件 の 
うち の ある 一 つの も の に 対し て その 変化 や 刺 
激 が 1 昼夜 以上 も 続く と き , その 間 に そ れ に 
対応 する よう な 生理 的 な 状態 を 作り 出す 現象 
を と くだ acclimation と する こと も ある 。 . 

シュ ンカ ショ リ 春 化 処理 [vernaliza- 
tion, jarovisation ⑪)Vernalisierung, 
Jarovisation ®vernalisation] 植物 が 正 
常に 開花 結実 する た め に 経過 し な けれ ば な ら 
な い 低温 の 期間 を 人 為 的 に 与え て や る こと 。 
た と えば 秋 播 き ュ ムギ を 春 播 く と 花芽 形成 が 
起 ら な い が , 春 化 処理 を する こと に より 初め 
て 開花 結実 させ る こと が で きる 。 

ジュ ンカ ン 循環 [overturn circula- 
tion] 水 界 の 循環 。 1 年 の ある 時 期 に は , 
表層 ・ 底 層 の 間 に 温 度 差 が 生 し て 停 薄 する が , 
表層 の 温度 変化 に より 表層 水 が 底 層 水 より も 
重く な っ て 対流 を 起す 現象 。 温 度 差 に よっ て 
水 界 の 一 部 の 層 だ け 循 環 す る も の を 部 分 循環 , 
表層 か ら 底 層 ま で 循環 する の を 完全 循環 と い 
Dn 

ジュ ンカ ン キ RA [circulation pe- 
riod, turn, cutting cycle ①DUmlaufs- 
zeitraum, Umlaufszeit] *Kii4°CO Ls 
が 最も 比重 が 大 きい の で , 湖 の 表 水 温 が 秋 か 
ら 冬 に か け て 作 々 に 冷却 され る と 表層 水 は 底 
へ 動く 。 こ れ を 秋季 循 期 と いう 。 ま た 冬 地 
最低 湖底 水温 か ら 4?C ま で の 間 , 期間 は 短い 
が 上 と 同様 の 対流 が 起 っ て 水 が 動 く の を 春季 
備 環 期 と いう 。 

シュ ンカ ン シボ ー リ ツ 有 瞬間 死亡 率 [in- 
stantaneous death rate, i. mortality r.] 
単位 時 間 あ た り の 死亡 率 (死亡 数 / 初期 個体 数 ) 
を の と する と き d=—loge(1—D) YR 


亡 率 と いう 。 こ の 関係 は 生存 率 1 一 め ) =-“ 
すなわち 各 時 点 の 個体 数 の 一 定 割合 2 が 死亡 
し て いく こと を 意味 する 。 ORME 

シュ ンカ ン シュ ッ セ イリ ツ RHE 
[instantaneous birth rate] 単位 時 間 あ 
た り の 出生 率 ( 出 生 数 / 初 期 個 体 数 ) を 及 と する と 
き , B=e の 関係 を 設定 する な ら ば , 6(= 
logeB) を 瞬間 出生 率 と いう 。 必 瞬間 死亡 率 

シュ ンカ ン セイ チョ ー リ ツ 有明 間 成長 率 
Linstantaneous growth rate] 個体 また 
は 個体 群 の 成長 に お いて , ある 時 間 間隔 の 
間 の 成長 率 (個体 数 の 場合 な ら , その 時 間 間 隔 の 
最初 の 個体 数 に 対す る 終り の 個体 数 の 比 ) を と 
すれ ば , R=e" と お いた と き の ヶ を 瞬間 成 
長 率 と いう 。 す な わ ち その 時 間 間 隔 内 で は 各 
時 点 の 個体 数 に 比例 し て 一 定率 > で 増加 が 起 
る と いう 指数 関数 的 成長 を 想定 し た 場合 の 値 
で ある 。 通常, 個体 や 個体 群 の 成長 は 指数 的 
で は な い が , 短い 時 間 間 隔 を と れ ば と の よう 
な 取扱 い が 許さ れ , 数 学 的 取扱 い が 便利 な た 
めし ば し ば 用 いら れる 。 な お 個体 群 増殖 に お 
ける 懇 間 成 長 率 は 瞬間 出生 率 と 瞬間 死亡 率 と 
の 差 と し て 表す こと が で きる 。 

シュ ン キ ジュ ンカ ン キ 春季 循環 期 
(spring circulation period, s. overturn- 
ing, vernal circulation p.] ZO@H#H 
か ら 表 面 水 温 の 上 昇 に 伴い , 上 層 の 密度 が 大 
と な る た め 対 流 が 起 っ て 温 い 水 が 下層 へ 動き , 
全 層 が ほとん ど 同 温 と な る 時 期 。 

ジュ ン キ ョ クソ ゾー 準 極 相 [proclimax] 
単 極 相 説 monoclimax theory で は 与え られ 
た 地域 上 た た だ 一 つの 気候 的 極 相 climatic cli- 
max を 認め る だ け で , それ 以外 の 極 相 類 似 の 
も の を 準 極 相 と し て 例外 と 考え て いる 。 江 極 
相 に は , 亜 極 相 subclimax・ 前 極 相 。precli- 
max・ 後 極 相 postclimax・ 妨 害 極 相 discli- 
max な と が 含ま れる 。 

ジュ ン ケ イ 純系 (pure line Oreine 
Linie ®ligne pure] すべ て の 遺伝 子 が ホ 
モ な 個体 か ら 自 家 受 精 に よっ て 得 た 子孫 の 総 
称 。 


ジュ ン コー ゴー セイ リョ ー 純 光 合成 量 
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[met photosynthesis DINettophotosyn- 
these] 植物 は 明 所 で は 光合成 と 同時 に 呼吸 
も 行う の で , 光合成 の 測定 値 は 両 反応 の 差 の 
量 を 表す 。 こ れ を 純 光 合成 また は 見 掛け の 光 
合成 と いう 。 補 償 点 より 明 所 で は 正 の , より 
PA Clix 負 の 値 を と る 。 真 の 光合成 ( 総 光 合 
成 量 ) は , 純 光 合成 量 に 暗 所 で 測定 し た 呼吸 
量 を 加え る こと に より 表せ る が , 実際 は 明 所 
で の 呼吸 量 は 暗 所 より か な り 高 い ( 光 呼 吸 pho- 
torespiration) の で 注意 が 必要 で ある 。 

ジュ ン サイ セイ サン リツ 純 再 生産 率 
(net reproduction rate] OR£#¥ 

ジュ ン シ ツ ジュ ン 準 湿潤 [subhumid ] 
主として 高 茎 草 を 含む 自然 植生 の 地帯 で , @ 
水 な し で 作物 の 生育 が 可能 な 程度 の 水分 条件 。 

ジュ ンジ ョ ー カ ザン 桶 状 火山 [shield 
Rune: aspite] =7AE-F 

ジュ ンジ ョ ヅケ 順序 づけ [ordination] 

果皮 分 析 の 共に 環境 の 傾 度 に 沿っ て 租 
お よ び 共 同体 を 並べ て 順序 づけ ot a 

ジュ ンス イ バイ ヨー 純粋 培養 [pure 
culture OReinkultur culture pure] 
単 一 種類 の 生物 の み を 培養 する こと 。 生物 の 
生育 生理 ・ 反 応 性 ・ 構 成 物質 の 変化 な ど を み 
る の に 欠か せな い 方 法 。 植 物 ・ 動 物 ・ 微 生物 
に か か わら ず 行 われ る 。 

ジュ ン セイ サン ソ ク ド 純生 産 速 度 
LNPR : met production rate] 単位 土地 
面積 ・ 単 位 時 間 あ た り の 有機 物 生産 量 か ら 生 
産 者 の 呼吸 量 を 差引 いた も の 。 つ まり 形成 さ 
れ た 植物 体 量 。 

ジュ ン セ イサ ン ノ コー リツ 純生 産 の 効 
率 [efficiency of net production] fifi 
生産 と し て 生物 体 に 固定 され た エネ ルギー 量 
の 入射 エネ ルギー 量 に 対す る 比 。 OBREEO 
効率 

ジュ ン セイ サン リョ ー 純生 産 量 [Lnet 
production ONettoproduktion] ある 
期間 に 生産 され た 生物 量 。 つ まり 総 生産 量 か 
ら そ の 期間 内 の 生体 の 維持 と 新生 に 消費 され 
た 有機 物量 を 差引 いた も の 。① 植 物 の 場合 は 
光合成 量 か ら 呼 吸 量 を 差引 いた 量 と 定義 され 


る 。 枯 死 ・ 脱 落 ・ 摂 食 に こよ り 失 われ た 量 は 純 
生産 量 に 含ま れる 。⑳ 動 物 の 場合 は 純 同 化 量 
と も ゃ も 呼 び , 総 同化 量 (( 摂 食 量 ]〕 一 〔 不 消化 排出 量 )) 
か ら 呼 吸 お よび 代謝 産物 の 量 を 差引 いた も の 。 

ジュ ン セイ チョ ー リ ョ ー 純 成長 量 [net 
growth] 生物 の 個体 レベ ル で , 純生 産 量 の 
う も 枯死 ・ 脱 落す る 体 表 ・ 体 毛 , ある い は 脱 
皮 な ど を 除い た 生き た 部 分 の 増加 量 。 

ジュ ン セイ プ ツ 準 生物 [quasi-organ- 
ism] 三 準 有機 体 , OB4 HK 

ジュ ン ゾ ー カ リョ ー 純増 加 量 [net in- 
crease] 生物 が ある 期間 内 に 生産 し た 生物 
量 の うち , ある 部 分 は 呼吸 ・ 排 出 ・ 枯 死 や 他 
の 生物 に よる 摂 食 な ど で 失 われ る 。 一 定期 間 
後 の 現存 量 の 増分 を 純増 加 と いい , これ が 負 
の 場合 は 純 減少 と いう 。 個体 群 や 群落 レベ ル 
で 用 いら れる 語 。 

ジュ ン ゾ ー シ ョ ク リツ 純増 殖 率 [net 
reproductive rate (per generation) ] 
純 再生 産 率 。 世 代 あ た り の 純 繁 殖 率 。 1 雌 が 
次 世代 に 残す 成 雌 の 平均 数 , すなわち 個体 数 
の 増減 の 指数 で Ro= 2% 7。 zz で 示さ れる 。 
た だ し , le は 齢 々 に おお ける 雌 の 生存 歩合 ゎ = 
1.0), zz は 和 齢 別 出生 率 で ある 。。 三 1 な ら 個 
体 数 に 増減 が な く , Ro>l な ら 増 加 , Ro<l 
な ら 減 少 す る こと に な る 。 避 人 齢 別 出生 表 

ジュ ン ドー カリ ツ 純 同化 率 LNAR jnet 
assimilation rate MdAssimilationsleis- 
tung] 単位 時 間 内 に お ける 植物 体重 量 ( 乾 重 ) 
の 増加 量 を 葉 量 ( 葉 面積 また は 葉 重量 ) で 除 し た 
も の 。 植物 群落 の 成長 解析 に 用 いら れる 。 

ジュ ン ノ ー 順応 [accomodation] 4 
応 adaptation, 調整 adjustment と ほぼ 同義 
語 。 適 応 に は 遺伝 的 な 変化 を 含ま せ , 非 遺伝 
的 変化 に よる も の だ け を 順応 ある い は 調整 と 
する 場合 も ある 。 

ジュ ン へ ヘイ ゲン 準 平原 [peneplain ] 
RAMBO DidE<, ほとん ど 侵 食 基準 面 
に まで 達し た ゆる や か な 流 状 面 を も ご 平原 で , 
表面 は 厚い 残留 土壌 で 覆 わ れ , Reve Rt. 

ジュ ン ホ ー シ ャ 純 放 射 [net radiation ] 
ある 面 に 加わ る 放射 ( 幅 射 ) と 反射 と の 差 。 具 
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体 的 に は 太陽 放射 と 反射 と の 差 と , 地面 か ら 
射出 され る 熱 放射 と 大 気 か ら の それ と の 和 で 
ある 。 

ジュ ン ユー キタ イ 準 有 機体 Luasi- 
organism] 植物 群落 や 動物 群集 を 有機 体 
organism ( こ な で ぞ ら えて いう 。 避 超 生 物体 

ジュ ン ユー セイ ボク 
dominant tree] 最上 林 冠 の 直下 に あっ て 
優 占 木 に 準ずる 木 。 ツ 下層 木 

ジュ ン リ ン 純 林 [pure forest, p. stand 
⑥Reinbestand| 樹冠 を 構成 する 樹種 が た 
だ 一 種 の 森林 。 単 純 林 。 多 少 の 他 樹 種 の 混交 
は 実用 上 純 林 と し て 扱わ れる 。 SRR 

シヨ ー 子葉 [cotyledon OKeimblatt 
®eotylédon ] 

ショ ー ウ チュ ー 小宇宙 Lmicrocosmos ] 
ご く 限 られ た 狭い 地域 内 で 生物 群集 と 無機 的 
環境 と の 間 で 物質 系 が 成り 立っ て いる と 考え 
られ る 場合 . その 地域 ・ 空 間 ・ 生 物 群集 を 総 
合 し た も の を 指す 。 

ショ ー エ ン Km [reef margin ORiff- 
kante] 礁 原 と 礁 斜面 と の 境 を な す と ころ 。 
貿易 風 淀 の サン ゴ 礁 で の 風 上 側 で 外洋 に 面 し 
た 礁 縁 に は , AlK#Aalgal ridge と その 内 側 
Dees Apibackridge trough が 形成 され る 。 

ショ ー カ 消化 [digestion] 通常 , 動物 
の 消化 器官 内 に 取 込 ま れ た 食物 を , 吸収 可能 
な 状態 に 物理 化学 的 に 変化 させ る 生理 作用 の 
と と 。 

ジョ カイ プン ジュ ー リ ョ ー 除 灰 分 重量 
[ash-free weight] 乾燥 重量 か ら 灰 分 量 を 
差引 いた 重量 。 個 体 の 有機 物 総 草 を 示す 。 
マ 和 熱 減量 

ショ ー カ サイ キン FEMA (nitrifying 
bacteria nitrifizierende Bakterien ] 
で 硝化 作用 

ショ ーー ンカ 居 ヨー 硝化 作用 Lnitrifica- 
tion ONitrifikation] アン モニ ア を 亜 硝 
酸 , ある い は 更に 硝酸 へ と 酸素 に より 酸化 す 
る 反応 。 土 壌 中 や 水中 の 硝化 細菌 が 行 9 。 こ 
の 2 段 の 反応 は 別 の 細菌 に よっ て 行わ れ , 前 
段 は 亜 硝酸 酸化 細菌 の zzzosozzoz2y な と ど と , 


準 優勢 木 [sub- 


後段 は 硝酸 細菌 の Azzo2gczer な ど が 行 D3, 
両者 は 同じ 場所 に 存在 し て いる 。 硝化 細菌 は 
この 酸化 エネ ルギー に よっ て 炭酸 同化 を 行い 
無機 栄養 的 に 生活 し て いる 。 

ショ ヨー カジ リ 枝葉 か じ り [browse DO 
abgrasen, abweiden ®brouter] 木 本 類 
(24 + (EK: BA) OMECELRE CHAD 
物 が 食べ る こと 。 

ショ ー カ リツ 消化 率 [digestive effici- 
ency,digestibility] 動物 の 同化 量 4 と 扱 
食 量 ど と の 比 4/C。 不 消化 排出 量 を 用 い 
れ ば , [消化 率 ]=(C- の /C と な る 。 

ジョ ー キ アツ サ WALZ vapor pres- , 
sure deficit] 信和 状態 で の 水 坊 気圧 と あ 
る 場所 に お ける 実測 し た 大 気 中 の 水蒸気 圧 と 
の 差 。 

ショ ー キ コー “+S (microclimate, 
local climate OMikroklima] 局 地 気 候 
と も いう 。 気候 は 局所 的 に 様々 な 特性 を も っ 
て いる 。 小 気 侯 と は この よう な 小 地域 の 気候 
の こと で , 農業 や 建築 ある い は 航空 な ど に は 
重要 な 意味 を も っ て いる 場合 が 多い 。 ORR 
fe, SPRUE 

ショ キ コタ イス 一 
population ] 

ショ キ コ ユ ー 初期 固有 [meo-endemic ] 
若い 種 で まだ 広く 分 布 し て いな いも の 。 遺存 
的 な 古 固有 palaeo-endemic ある い は 遺存 個 
有 epibiotic endemic の 対語 。 発 展 的 固有 。 

ショ キダ イシ ンカ 初期 大 進化 [incipi- 
ent macroevolution] 大 進化 の 一 種 で 地 
BB Ay — 1 DEE A OMNCKS > Terie 
の 形成 。Coldschmidt の 用 語 。 

ショ キミ ツ ド 初期 密度 [initial den- 
sity | . 

ジョ キョ ニ ヨ ル コタ イス ー スイ テイ ホー 
除去 に よる 個体 数 推定 法 [rermoval meth- 
od of population estimation] 一 定 地域 
に 生息 する ある 動物 の 個体 数 を , 定期 的 な 同 
一 方 法 に よる 捕獲 に よっ て 推定 する 方 法 。 捕 
獲 さ れる 数 と 残 数 は 比例 する と 考え , 捕獲 数 
の 減少 率 か ら 個 体 数 を 推定 する 。 捕獲 率 が あ 


初期 個体 数 [initial 


る 程度 高い 動物 で な けれ ば この 方 法 は 利用 で 
. き な い 。 

ジョ キョ ホー AE [removal1 meth- 
od,r.census] も し ある 地域 に す も 動 物 の 個 
体 数 に 出生 死亡 や 移出 入 に よる 変動 が ほとん 
ど な い と すれ ば , 一 定 方 法 で 捕獲 を 続け て 行 
っ た 場合 , 単位 時 間 あ た り の 捕獲 数 は 残存 個 
体 数 に 比例 し て 減少 し て いく で あろ う 。 こ の 
原理 を 利用 し た 個体 数 推定 法 を 除去 法 ま た は 
時 間 単 位 採集 法 time-unit collecting method 
と いい , ネズ ミ 類 や 魚類 な ど で し ば し ば 用 い 
られ る 。 そ の 最も 単純 な 形 は Hayne の 式 と し 
て 知ら れる も の で Cx ニ (ー8。-:) ヵ で 示さ 
れる 。 た だ し C。 は 第 ヵ 番 目 の 時 間 単 位 に 新 


た に 捕獲 され た 数 , S。-」 は ヵ ー1 番目 まで の . 


捕獲 数 の 合計 , ぁ は 単位 時 間 あ た り の 捕 獲 率 
で , は 推定 すべ き 個 体 数 で ある 。 こ の 関係 
か ら 回 帰 法 ま た は 最 苑 法 を 用 いて を 推定 す 
る 方 法 が いく つか 提案 され て いる 。 移 出入 が 
Hote”, 捕獲 率 の 変動 や 個体 に よる 捕獲 確 
率 の 差 が あっ だ りす る 場合 の 補正 法 も 種々 検 
討 さ れ て いる が , 未 解決 の 点 も 多い 。 

ショ クイ 植 衣 [plant cover OPflan- 
zenkleid] Schmithiisen (1959) の 提唱 に こよ 
る 地球 を 覆っ て いる 植物 的 着物 の こ と 。 植 
彼 ・ 植 生 と ほぼ 同義 だ が , や や 地理 的 ・ 相 観 
的 区 分 で ある 。 

ショ クオ ン ドー プ ブツ 触 温 動物 [thigmo- 
therm] 外 温 動物 で 体温 の 供給 を 接し て い 
る 外界 媒質 か ら の 伝導 に 頼っ て いる 動物 。 
ショ クキ ン セ イ BwAt [mycetophagy, 
fangus-eating] 菌類 を 食す る こと 。 

ショ ク ザ イセ イ 食材 性 Lxylophagy] 
木 本 の 材 部 を 食べ る 性質 。 

ショ クサ イミ ツ ド 植 栽 密度 Lplanting 
density DPflanzdichte ] 

ン ョ クサ ヨー 食 作用 [phagocytosis] 
細胞 が 周囲 か ら 粒 状 の 物質 を 取入れ る こと 。 
アメ ー バ ・ ゾ ウリ ムン ・ 白 血球 な ど に み ら れ 
る 。 食 細胞 活動 ・ 細 胞 内 消化 と も いわ れる 。 

ラ ョ クジ ユー イン ホー 食餌 誘引 法 
[baiting method] 動物 の 種類 ・ 個 体 数 
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ある いけ は 行動 を 知る た め , 対象 と する 動物 の 
好む 食餌 に よっ て 誘引 する 方 法 。 例 : 糖蜜 に 
LZBHOBS|, 腐 肉 に よる シ デ ム シ そ の 他 
の 誘引 (お と し 穴 ト ラッ プ ), 植物 種子 な ど に よ 
る ハタ ネズ ミ の 誘引 わな な ど 。 

ショ クジ ュ ゾー リン 植樹 造林 [planting 
OPflanzung ®plantation] 植林 。 造林 
地 に 別に 仕立 て た 苗木 を 植え 付け る こと で , 
最も 一 般 的 な 人 工 造 林 法 。 

ショ クジ ュ ハ バ 植樹 幅 [planting dis- 
tanee ①DPflanzweite | 

ショ クシ ョ クセ イ 食 植 性 (herbivorous, 
phytophagous] 草食 性 植物 質 を 食う こと 。 

ショ クシ ョ ク ドー プ ブツ 植 食 動 物 [herbi- 
Yore, herbivorous animal, phytopha- 
gous a. OHerbivor ®herbivore) ff 
物質 を 食物 と する 動物 。 利 用 され る 植物 部 分 
は 動物 に よっ て 異な る 。 利 用 され る 植物 部 分 
に は , 葉 ・ 花 ・ 果 実 ・ 茎 ・ 樹 肥 ・ 木 部 ・ 根 ・ 
塊茎 ・ 鱗 茎 ・ 根 茎 が ある 。 と くに 草 を 食う 場 
合 草食 動物 と いう が , 草食 動物 を 植 食 動 物 と 


- 同 義 に 用 いる こと も ある 。 


ショ クジ ン シ ャ BAF [cannibal] 食 
人 風習 の ある 民族 に お いて , 実際 に 食 人 を す 
る 個人 。⑦ 共 食い 

ショ クジ ン フー シュ ー 食 人 風習 [canmni- 
balism, autophagie DKannibalismus] 
共食い 

ショ クセ イィ 食性 [food habit, feeding 
h. OF ressgewohnheit]) 動物 が 習性 上 ど 
の よう な 種類 の 食物 を と る か を 示す 用 語 。 摂 
食 習 性 に 対し , 摂 食 方 法 の 行動 的 ・ 生 理 的 側 
面 を 含む より 広い 意味 が 含ま れる 。 ふ つう 植 
食性 ・ 肉 食性 ・ 雑 食性 ・ 腐 食性 に 分 けら れる 
が , この 区 別 も 動物 に よっ て は 不明 確 で , た 
と えば 肉食 に 偏っ た 雑食 性 と いう こと も ある 。 
また 同一 種 で も 季節 的 に 食性 が 変化 する も の 
も 多い 。 こ の ほか 多 食性 ・ 単 食性 と か , 広 食 
性 ・ 狭 食 性 と いう 区 別 が 行わ れる こと も ある 。 

ショ クセ イ + [vegetation DVege- 
tation) ある 地域 を 覆っ て いる 植物 的 生命 
体 の 総称 。 
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ショ クセ イ カイ セキ 植生 解析 [vegeta- 
tion analysis] 植生 調査 か ら デ ー タ の 取り 
まとめ まで を 合 す ps 

ショ クセ イ カガク 植生 科学 [vegeta- 
tion science DVegetationskunde] 植 
生 の 組成 ・ 構 造 ・ 有 歴史 ・ 分 布 ・ 成 因 ・ 発 展 お 
よび その 立地 人 条件 や 人 為 的 条件 と の 関係 を 総 
合 的 に 研究 する 分 野 。 植物 社会 学 , 植物 生 

ショ クセ イ ク プ ン ホ ー 植生 区 分 法 Lme- 
thod of classifying vegetation OMe- 
thode der Vegetationssystematik] 植 
物 相 観 ・ 優 占 種 ・ 標 微 種 な ど に よっ て 植生 を 
分 類する 方 法 。 

ショ クセ イケ イ 植生 型 [vegetation 
form ©Vegetationsform] >48® 

ショ クセ イズ 84H [vegetation map 
OVegetationskarte] 相 観 的 ・ 植 物 社会 学 
的 ・ そ の 他 の 方 法 で 決定 され た 群落 単位 を 地 
図 上 に 示し た も の 。 科学 的 目的 と 応用 的 な 目 
的 . た と えば 植生 を 指標 と し た 立地 診断 や 植 
生 の 保護 ・ 復 元 の 基礎 図 と し て 利用 され て い 
る 。 

ショ クセ イズ カカ 植生 図 化 Lmapping of 
vegetation @©Vegetationskartierung | 
群落 単位 や その 他 の 植生 図 作製 指針 に よる 植 
生 図 の 作製 。 植 生 図 

ショ クセ イ タイ プ 植生 一 一 [yegeta- 
tion type DVegetationstyp] 植生 型 。 

ショ クセ イ ダン メン ズ 植生 断面 図 [pro- 
file chart, DProfile-Karte] 植生 の 地 
上 部 ・ 地 下部 な どの 配分 状態 を 描い た 図 。 
三 群落 断面 図 

ショ クセ イ チイ キ 植生 地域 [vegetation 
region ①DVegetationsregion]| 植生 の 空 
間 的 序列 の 一 つ で , 植生 地方 を Braun-Blan- 
quet は 植生 略 OVegetationskreis と 表示 し 
て いる 。 オーダ ー (また は クラ ス ) の 生育 圏 を 
mt. Ai ヨー ロッ パプ ナオ ー ダ ー 植 生地 域 
な と 。 

ショ ク セイ チク 植生 地区 [province D 
植生 の 植物 社会 学 


Provinz, Domane ] 


的 ・ 分 類 学 的 区 分 の 単位 の 一 つ 。 植 生 圏 に 次 
ぐ 二 番目 の 単位 で , 少な く と も 一 つの 顕著 な 
極 ( 盛 ) 相 植 物 社会 と 古い 固有 性 を も つ 一 ま と 
まり の 地域 。 地 理学 的 な 植生 区 分 の 植生 地理 
区 に 相当 する 。 植生 地理 区 

ショ クセ イ チリ ガク 植生 地理 学 Lvege- 
tation geography (©Vegetationsgeo- 
graphie ] 植生 の 成立 ・ 配 分 ・ 分 布 に つい て 
時 間 的 ・ 空 間 的 に 研究 する 分 野 。 Schmithiisen 
(959) は 「 地 球 上 の 植 表 を 地球 表面 の 特徴 と 
の 関連 に お いて 研究 し , 記述 する 」 と 規定 し 
Cha. 

ショ クセ イチ リク 植生 地理 区 [vege- 
tation province ①DVegetationsprovinz ] 
植生 に つい て の 地理 学 的 区 分 の 単位 の 一 つ 。 
特有 の 群 団 や オル ドル を も つ 一 まとまり の 地 
ik, Schmithiisen の 造語 。 ツ 植生 地区 

ショ クセ イ ヒ フ ク ERE [vegetation 
cover ①Vegetationsdecke」 三 植 被 

ショ クセ イ プン セキ 植生 分 析 Lvegeta- 
tional analysis © Vegetationsanalyse } 
種 組成 ・ 被 度 ・ 群 度 ・ 数 度 ・ 生 活力 ・ 生 活 型 
な ど に よる 植生 構造 の 解明 。 

ショ クセ イ プン ルイ ゲン HED 
[nodum] 群集 ・ 群 団 な ど 植 生 分 類 の 概念 
化し た 単位 。 種 分 類 群 taxon に 対応 し た 語 。 

ショ クセ イ レン ゾク 植生 連続 Lvegeta- 
tional continuum] 植物 の 生育 環境 は 地 
域 的 に 連続 的 に 変化 し て お り , 個々 の 樹種 は 
相互 に 独立 に 最適 の 環境 条件 の 場所 を 中 心 に 
環境 の 傾 度 に 沿っ て 山形 に 分 布 し て お り , 現 
実 の 植物 群落 は それ が 同じ 地域 に 重複 する こ 
と に よっ て 生じ た も の で , 本 質 的 に 連続 し た 
も の で ある と いう 考え 。 叶 極 相 パタ ー ン 説 

ショ クセ イ レン ゾク タイ カン 植生 連続 体 
観 [continuum concept of vegetation] 
植生 を 単位 的 な る の こし て 分 類 さ れる classi- 
ficatory concept CLOT, 種 個体 群 の 環 
境 勾 配 に 応じ た 分 布 を も と に し た 連続 体 で あ 
る と する 見 方 。 


ショ クセ イ レン ゾク タイ シス ー 植生 連 


続 体 指 数 [vegetational continuum in- 


dex] 共同 体 を 構成 する 種 の 優 占 度 を 極 相 適 
合 度 elimax adaptation number で 重み づけ 
て , その 和 を 連続 体 指 数 と いい , と の 程度 に 
極 相 的 で ある か を 表す の に 使わ れる 。 

ショ クセ イ レン ゾク タイ セツ 植生 連続 
at Lvegetational continuum concept } 
植生 が 一 つの 有機 体 で な く 種 社会 の 複合 か ら 
成る 連続 体 で ある と いう 説 。 種 の 連続 的 な 分 
布 の 重なり が 自然 の 群集 の 単位 で ある と する 。 

ショ クチ ュー ショ ク プ ツ 食 虫 植物 [car- 
nivorous plant, insectivorous p. Dfle- 
ischfressende Pflanze, insektivore P. 
®plante carnivore] 昆虫 を 捕え て 消化 ・ 
吸収 し 。 それ を 養分 の 一 部 と する 植物 の 総称 。 


モウ セン ゴケ ・ ナ ガバ カマ モウ モン ゴケ ・ ム 


シト リス ミレ な ど は よく 知ら れ て いる 。 

ショ クチ ュー セイ 食 虫 性 [entomopha- 
ey) 比 虫 を 食物 と する 性質 。 

ショ ク ド ー 食道 [(o)esophagus DOso- 
phagus ⑤oesophage] 谷 椎 動物 の 咽頭 と 
Bes CHILE ORR. 

ショ ク ド ク 8&8 [stomach poison] 
消化 中 毒 剤 。 摂 食す る こと に よっ て 楽 剤 が ロ 
か ら 消 化 器 に 入り 中 毒 作用 を 示す も の で , 消 
化 中 毒 剤 と し て は , ヒ 酸 鉛 ・ と 酸 石 原 な ど が 
DS... ヽ 

ショ ク ヒ 植 被 [vegetation cover O 
Vegetationsdecke] 植 衣 ①Vegetations- 
kleid と も いう 。 WREX Hs CV SHED 
覆い ぃ 。 任意 の 広 さ に 対 し て 適用 で きる 。 

ショ クビ ピ セ イ Bett [microphagous] 
自己 の 体 の 大 き さ に 比 し 大 変 小さ い 食餌 を 選 
SOL, 微細 食性 。 例 ・ 鯨 の プラ ンク トン 食 
な ど 。 

ショ ク プ ツ エ ダフ ォ ン 植物 一 一 [phyto- 
edaphon] ウエ ダフ ォ ン 

ショ ク プ ツガ ン 植物 岩 [phytolith] 
ARES eS 

ショ ク プ ツ カ ン ノ ソー リサ ヨー 植物 間 
の 相 利 作用 Cplant-plant mutualism ] 

ショ ク プ ツ キ コ ー 植物 気候 [plant 


climate ⑩Pflanzenklima] Raunkiaer 
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が 気候 型 を 植物 の 生活 型 ス ベク トラ ム を も と 
に し て 分 けた も の 。 地 表 植 物 気候 ・ 半 地 中 植 
物 気候 ・ 高 木 植物 気候 ・ 一 年 生 植物 気候 の 四 
DC, Koppen の 気候 型 の それ ぞ れ E・Cf/ 
Df・Af・BS に 相当 する 。 

ショ ク プ ブツ キ セ ツ ガク 植物 季節 学 
[plant phenology OPflanzenphano- 
logie」 花暦 学 と も 呼ば れる 。 植物 の 各地 に 
お ける 発芽 ・ 開 花 ・ 開 葉 ・ 結 実 ・ 紅 葉 ・ 落 葉 
な どの 時 期 を 調達 し て , それ ぞ れ の 地方 の 気 
候 の 比較 に 用 いら れる 。 と くに わが 国 で は 花 
見 と の 直接 の 関係 か ら ウ メイ ョ ュ ン ノ な どの 開 
花 予想 日 や 開花 が 毎年 詳し く 調 べら れ て いる 。 
や フェ ノロ ジー . . 

ショ ク プ ツ キョードー タイ 植物 共同 体 
Cphytocoenosis, plant community © 
Phytozénose, Pflanzengesellschaft } 
生物 共同 体 biocoenosis の 植物 に よっ て 構成 
され て いる 部 分 。 植物 群落 

ショ ク プ ブツ キョ ー ド ー タ イガ ク 植物 共 
同体 学 Lphytocoenology © Phytozéno- 
logie, Phytozénotik, Pflanzensoziolo- 
gie] 植物 共同 体 に 関す る 科学 。 生物 共同 体 
の 中 で 他 の 共同 体 の 部 分 と 関連 を も ちな が ら , 
主として 植物 共同 体 phytocoenosis の 組成 ・ 
構造 ・ 知 移 ・ 動 物 や 人 間 と の 関連 な ど を 研究 
する 分 野 。 

ショ ク プ ツク ケイ MEX [floristic 
region ①DFlorenregion ] 世界 各地 域 の フ 
ロラ の 特性 を 比較 し て 分 けた いく つか の 地域 。 
全 北 ・I 旧 熱帯 ・ 新 熱帯 ・ オ ー ス トラ リア ・ ケ ヶ 
ー プ ・ 南 極 の 太 つ に 区 分 され る こと が 多い 。 

ショ ク プ ツ グン ケイ 植物 群 系 Lplant 
formation ®Pflanzenformation] #8 
と 一 定 の 生態 的 条件 と を 組合 せ た 植 物 群 落 分 
類 法 に よる 群落 単位 。 最 初 Criesebach(1838) 
に よっ て 用 い ら れ , Schimper, Warming, 
Riibel な ど に より 温度 条件 や 水分 条件 と 相 観 
また は 優 占 生活 型 に よっ て 区 分 され た 。 例 : 
硬 葉 樹林 群 系 ・ 夏 緑 広葉 樹林 群 系 ・ 高 層 湿 原 
群 系 ・ ツ ンド ラ 群 系 な ど 。 


ショ ク プ ツ グン ラク 植物 群落 [plant 
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community OP flanzengesellschaft, 
Pflanzengemeinschaft] 同一 場所 で ある 
種 の 単位 性 と 個別 性 を も っ て 一 緒 に 生活 し て 
いる 植物 群 を 指す 操作 的 ・ 便 宜 的 な 植生 の 単 
位 。 そ の 大 き さ や 広がり に つい て と く 規 定 
は な い 。 同じ よう な 立地 で は , 相 観 ・ 構 造 ・ 
組成 な ど が よく 似 た 群落 が , ある 程度 の 再現 
性 を も っ て み ら れ る 。 植物 群 落 に 関し て は 
Clements の 有機 体 説 に 代表 され る ょ うに 明 
確 な 単位 性 を る つと する 見 方 と , Gleason 5 
の , 群落 は 単に 個々 の 種 の 分 布 城 の 重なり に 
すぎ な いと する 個別 説 と が ある が 両者 の 中 間 
的 な 見 方 を と る 人 も 多い 。 前 者 の 視点 に 立つ 
と 群落 は 分 類 可 能 と な り , 個々 の 具体 的 群落 
⑥Pflanzengemeinschaft。 Bestand と それ ら 
を ある 体系 に 基 い て 統合 し て いっ た と き に 認 
め ら れる 抽象 的 群落 ⑩Pflanzengesellschaft 
に 分 けら れる 。 後 者 の 立場 で は 連続 的 に 変化 
する 傾 度 に 沿っ て 各 群 落 を 位置 づけ る 座標 づ 
けが な され る が , この 方 法 は 比較 的 表 い 地域 
の 植生 に 限ら れる 。 広 い 地 域 の 植生 を 比較 し 
た り 和 群落 分 類する 場合 に は 優 占 種 ・ 標 徴 種 ・ 
区 分 種 な ど 主 に 種 組成 に よっ て 区 分 する 場合 , 
相 観 ・ 立 地 な ど で 分 ける 場合 な ど が ある 。 
ショ ク プ ツケ イ 植物 計 [phytometer] 
環境 と 植物 と の 相互 関係 を 数 量 的 に 測定 する 
上 で 植物 を 一 つの 総合 的 また 記録 的 機械 と し 
て 取扱 うと いう 立場 で , 環境 評価 に 用 いる 植 
物 ま た は 植物 群 を いう 。 ぁ つう, 植物 の 形態 
的 また 生理 的 性 質 の 環境 の 力 に 応じ た 変化 量 
を も っ て 評価 する 。 植物 測 器 。 ツ 生物 計 , O£ 
物 時 計 , 動物 計 
ショ ク プ ツケ ン エ キ 植物 検疫 Lplant 
qualantine] 他 地 域 か ら の 病害 虫 の 侵入 を 
防止 する た め , 法令 に よっ て 輸入 植物 を 検査 
する こと 。 国 際 間 の 植物 の 移動 を 制限 ・ 検 査 
する 国際 植物 検 油 と , 特定 植物 を 対象 と し て 
国内 の 移動 を 制限 する 国内 植物 検疫 と が ある 。 
ショ ク プ ブツ シ Hs flora] 三 植物 相 
ショ ク プ ツ シャ カイ ガク 植物 社会 学 
[plant sociology, phytosociology ©O 
Pflanzensoziologie] 植生 の 科学 。Braun- 


Blanquet, Tuxen な ど に よっ て 発展 させ られ 
た 植物 社会 の 組成 ・ 構 造 ・ 発 達 ・ 生 態 お よび 
立地 条件 や 人 間 の 干渉 と の 多様 な 相互 関連 に 
つい て 総合 的 に 研究 する 生物 学 の 一 分 野 。 
ショ ク プ ツ シ ョ ク GMB [plant food) 


_ 動物 の 食物 の うち , 植物 性 の も の 。 ご 動物 食 
ショ ク プ ツ ショ クシ ャ 植物 食 者 Moe 
eater ①DPflanzenfreeser | 
ショ ク プ ツ セ イ エダ フォ ン 植物 性 一 一 
[phytoedaphon] 土 中 の 細菌 +7238 
な どの 微生物 フロ ラ 。 
ショ ク ブ ツ セイ タイ ガク 植物 生態 学 


[plant ecology OPflanzenékologie) 植 
物 や 植物 群落 と その 生育 環境 と の 関係 の 分 析 
的 ・ 総 合 的 な 研究 を 対象 と する 植物 学 の 一 分 
野 。 今 日 は た く さん の 分 野 に 細分 され で いる 。 
植物 社会 学 し 広義 の 植物 生態 学 に 含め る 見 解 
と それ ら を やしろ 対立 的 に みる 見 方 が ある 。 

ショ ク プ ツ セ イ デ ト リ タス 植物 性 一 一 
[plant detritus] っ oo 
底 に 沈 積 し た も の 。 

ショ ク プ ツリ ソー 植物 相 tue OF1ora 
®flora] ある 範囲 の 空間 ・ 地 域 に 生育 し て 
いる 全 植 物 種 の リス ト 。 植物 誌 。 flora は そ 
こ に 生育 し て いる 植物 その も の を 指す 意味 や 
も つ 。: 

ショ ク プ ツ ソ ッ キ 
meter] 一 植 物 計 

ショ ク プ ツ ソ ー/ ノ 植物 相 の [floristic] 
植物 誌 の 。 

ショ ク プ ツタ イ 植物 帯 [plant zone, 
vegetation z. Oven om. 
直 分 布 帯 

ショ ク プ ツ タイ ナイ セイ ブ 植物 体内 生 
の [endophytic] 植物 体内 に 生息 し て いる 
= っ と x 

ショ ク ブ ツチ リガ グ ク 植物 地理 学 [phyte- 
geography, plant geography OPflan- - 
zengeographie (@®geographie botani- 
que] 地球 上 に お ける 個々 の 植物 の 種 ま た は 
群落 の 分 布 や 成立 過程 を 明らか に し, 地理 的 
地 史 的 な 環境 と の 関係 を 追求 する 学問 分 野 。 


植物 測 香 [phyto- 
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ショ ク プ ツチ リガ ク テ キ ヨー ソ 植物 地理 
学 的 要素 [phytogeographical element 
Opflanzengeographische Element] 
フェラ 要素 と 同義 。 

ショ ク プ ツチ リタ イ 植物 地理 帯 [geo- 
botanical zone, phytogeographical z.] 

ショ ク プ ツ ドー ニュ ー 植物 導入 [plant 
introduction ] 

ジョ タメ プー ドー ププ カン 7 ソー リザ ヨー 
植物 - 動 物 問 の 相 利 作用 [plant-animal 
mutualism] 植物 と 動物 と の , と も に 有利 
に た な る 生活 状態 に ある 場合 の 共生 。 

ショ ク プ ツ ヒ ョ ー メ ン セ イノ 植物 表面 
生 の [epiphytic] 植物 体 の 表面 に 付着 し て 
生活 し て いる こと 。 


ン ョ ク プ ツ ヒュ ョ ー メ ン セイ ブツ 植物 表面 


生物 [(epiphytic) periphyton] AHO 
草 な ど の 植物 体 表 面 に 付着 し て 生活 し て いる 
比較 的 小型 の 生物 。 epiphyte を この 意味 に 用 
いる こと も ゃ 多く , と く K 植 物 だ け を 指す こと 
も あり 植物 付着 植物 と も ちい われ る 。 periphy- 
“ton は , 海草 の 除 に 群がっ て いる 急 類 や アミ 
類 な どの よう た 植物 に 近接 し た 周辺 の 空間 に 
生息 し て いる 動物 を 指す こと も ある 。 陸 上 で 
は 生き た 植物 体 (樹林 など ) に 着 生 する 植物 を 
る つら う 着 生 植物 epiphyte と いう 。 

ショ ク プ ツ プン プシ ガク 植物 分 布 史学 
Lepiontology] 植物 地理 学 の 一 分 野 で 植物 
分布 城 や 成立 を 歴史 的 に 過去 に さか の ぼっ 
て 解明 し よう と する も の 。 

ショ グ プ ツ ホ ゴ 植物 保護 [plant pro- 
tection] 病害 虫 や 雑草 に よる 作物 の 役 害 を 
軽減 防止 する た め 種々 の 防除 手段 を 講じ る こ 
ag 
"ショ ク プ ン 植 分 (stand OPflanzen- 
bestand, Bestand | ある 場所 に 現に 生育 し 
て いる 具体 的 な 植生 。 現 存 植生 。 

ショ ク フ ン セイ BRE [coprophagy」 
動物 の 排 浴 物 を 食う こと 。 

ショ クモ ツ BWP (diet, food] 動物 が 
その 生活 環境 の 中 か ら 栄 養 素 と し て 摂取 する 
MA. hy animal food と 植物 食 plant f. 


こと 分 ける こと が で きる 。 ま た 動物 の 種 に よっ 
て , 特定 の ある い は 限定 され た 食物 だ けし か 
摂取 しない 場合 , 偏食 と 呼ぶ 。 

ショ クモ フカ ン 食物 環 [food cycle] 
生物 群集 内 の すべ て の 食物 連鎖 を 総合 し た も 
の 。 物質 の 動き と し て は 閉じ た 循環 系 で ある 
こと を 示す 言葉 。 

ショ クモ ツ カン ケイ 食物 関係 Lfood 
relationship] 食らう も の - 食 われ る も の 関係 
prey-predator relationship と も 呼ば れる 。 食 
物 連鎖 の 鎮 環 を 構成 する 種 問 の 関係 。 

ショ クモ ツ セン タク 食物 選択 Lfood 
selection] 動物 が その 食性 に 応じ た 食物 種 
を 自然 群集 の 中 か ら 選 別 摂 食す る こと 。 選 択 
性 は 指数 と し て 表現 され る 。 い くつ か の 指数 
の うちゃ も 1Ivlev(1955) の も の が 最も 有名 で ある 。 
特定 餌 種 の 個体 数 が 胃 内 容 構成 種 群 中 
を 占め , GRASP CHLOE Ye 
め る と き , 捕食 動物 の z 種 に 対す る 選択 性 指 
RE it E=(ri—Pi)/(it+ Pi) で 表 き れる 。 
ショ クモ ツチ ョ ゾー 食物 貯蔵 [storage 
of food] 食物 の 貯蔵 は 温度 や 湿度 な どの 環 
境 条 件 ・ 食 物 の 種類 ・ 食 物 加工 等 の 技術 の 発 
達 段階 に よっ て 規定 され る が , ヒト の 生存 と 
くに その 安定 性 に と っ て 重要 な 要因 と 考え ら 
れる 。 動 物 で も リス ・ ア リ そ の 他 食 物 を 貯蔵 
する 例 は 多く 知ら れる 。 

ショ クモ ツテ キチ イ 食物 的 地位 [food 
niche, feeding n.] も と も と 動物 に つい て 
いわ れ た 生態 的 地位 niche, ecological n. を 
拡張 し て 植物 を も 含め て 意味 する る の と し て 
言い 換え られ た も の で , 群集 内 で の ある 種 の 
食物 関係 の 上 で の 役割 feeding role と され る 。 
RHEL, も と の miche を この よう に 食物 関係 
の 面 で の み と ら える こと に つい て は 異論 も あ 
る 。 foraging n. は 群集 内 に 見 られ る 食性 ・ 
FRAGT YB RTS, OER HHT 

シン ョ グモ プ 三 カン ジ シ デ ノ ギョ ー ソ ー 食物 
に 関し て の 競争 [competition for food] 
ショ クモ ツノ タプ ブー 食物 の [food 
taboo, f. tabu] 特定 の 食物 を 食べ る こと 
が 社会 で 禁止 され る こと で , RH: AM + tH 


2 ショタ モメ 
会 組織 ・ ト ー テ ム な ど と 結び 付い て いる の が 
あつ う で ある 。 と くに 未開 社会 に 多く み ら れ 
る 。 対象 が ある 社会 の 成員 すべ て の 場合 , ど 

ちら か の 性 の 人 間 だ け の 場合 , 特定 の クラ ン 
の 成員 だ け の 場合 , 特定 の 年 齢 集団 だ け の 場 
合 な ど が ある 。 ま た , ある 食物 が 季節 的 に 食 
べ る こと を 禁 し られ る こと も ある 。 

ショ クモ ツ フ ソ ク 食物 不足 [food shor- 
tage] 個体 群 の 密度 増加 を 抑制 する 要因 の 
ーー つと し て 食物 量 の 不足 が 重要 で ある が , 
Andrewartha and Birch (1954) は ある 地域 内 
の 食物 の 絶対 量 不足 absolute food shortage と , 
絶対 量 は 十分 で あっ て る 動物 が それ を 見 つけ 
利用 する こと が で き な い 相対 的 な 食物 不足 
relative f.s. と を 区 別 し , と くに 後者 が 自然 
個体 群 の 密度 抑制 に 重要 で ある と 絢 調 し た 。 
彼ら の 指摘 は 重要 な 点 を 含ん で いる が , この 
区 別 自体 は それ ほど 本 質 的 と は 考え 難い 。 食 
物 欠 乏 。 

ショ クモ ツモ ー 食物 網 Lfood web, f. 
complex] 多く の 生物 は ぉ ふつ うら 複数 種 の 動 
物 の 食物 と な っ て お り , また 多く の 動物 は 届 
数 種 の 生物 を 食物 と し て いる も の で ある か ら , 
種 を 結ぶ 食物 連鎖 は は 入り 組ん で 複雑 な 網目 
状 に な る 。 こ の よう た な ある 和 群集 ある い は 生物 
集団 の 種 を 結ぶ 食物 連鎖 ・ 食 物 環 の 全体 像 。 

ショ クモ ツ ユー イン プッ シ ツ 食物 誘引 物 
質 (food attractant] 昆虫 や 鳥獣 等 の 摂 
食 行動 は , 定位 ・ 定 着 ・ 摂 食 に 分 けら れる が , 
この う も 定位 に 関与 する 喫 物質 , 一 般 に 食物 
誘引 物質 は 性 誘引 物質 ほど 特異 的 で は な く , 
作用 も 弱い 。 精製 し た ショ 糖 は イエ バエ の 扱 
食 を 継続 させ る 性質 が あり , 一 見 ショ 糖 に イ 
エズ バエ を 誘引 する 作用 が ある よう に 思わ れる 
が , この 作用 は 定着 因子 (物質 ) arrestant と 
呼ば れ 誘 引 物 質 と は 区 別 さ れ て いる 。 


ショ クモ ツ ヨー イン 食物 要因 [food 
factor] 食物 因子 。 
ショ クモ ツ レン サ 食物 連鎖 Lfood 


chain] Elton (1927) の 提唱 に な る 生物 群集 
構成 原理 の 一 つ 。 群 集 内 で A が B に 食わ れ , 
B が C に 食わ れ , 結果 的 に AーB つ C の よう 


な 連鎖 が 生じ し る こと 。 連鎖 の 段階 数 は 通常 5 
また は 6 で ある が , Slobodkin(1961) は エネ ル 
ギー 保存 則 か ら 7 以上 は あり えな いと いう 説 
を 述べ て いる 。 

ショ ク ヨ ー ガ イチ ュー 食 葉 害虫 [defo- 
liator] 葉 や 新芽 を 食っ て 落葉 させ る 害 昌 。 

ショ クリ ン 植林 [afforestation。 arti- 
ficial forestation ①HBestandesbegrun- 
dung, Anfforstung ⑤classe d’age] if 
林 。 植樹 造林 

ジョ ー ゲ カン ケイ 上 下関 係 Lhierarchy 
®hiérarchie] 順位 と も いわ れる 。 社 会 的 
上 下関 係 を 意味 する こと が 多い 。 一 般 的 に f . 
序 ・ 序 列 ・ 系 列 を も 意味 する 。 

ショ ー ゲ ン mR [reef flat ORiff- 
platte] +» A2HOLMT, e+ v aH 
ほぼ 平坦 に 群生 し, その間 に は 砂 底 が 広がる 
と ころ も ある 。 

ジョ ー ゲ ン 上 限 Lupper limit, u 
bound Oobere Grenze ®limite supér- 
ieure | 

ジョ ー ケ ン ツ ヅケ 条件 づけ [conditio- 
ning] 動物 に 条件 反射 ある い は 条件 反応 を 
形成 する よう 訓練 する こと 。 無 条件 刺激 A) 
に 条件 刺激 (ベル ) LSE CEA ORM 
を 起 さ せる よう な か 古典 的 条件 づけ と , 動物 が 
レバ ー を 押す と 餌 を も ゃ ら え る よう な シス テム 
で , 動物 が 能動 的 な 反応 を する こと に よっ て 
条件 づけ られ る 道具 的 条件 づけ と が ある 。 
Sa 生物 的 条件 づけ 

ジョ ー ケ ン ツ ヅケ カテ イィ 条件 づけ 過程 

[conditioning process] あ る 生物 種 の 個 
体 群 の 平均 レベ ル は その 地域 の 一 般 的 な 気候 
条件 や 生息 場所 の 構造 , その 場所 に す ぞ 群集 
の 構成 な ど に よっ て 枠 づ けさ れ 規 定 され る 。 
この よう な 枠 づ け の 働き を する 過程 を 条件 づ 
け 過 程 と 呼ぶ 。 

ジョ ー ケ ン テ キ 条件 的 fegulaatie 0) 
fakultativ] ある 生物 に と っ て ある 条件 や 
状態 な どか 必要 不可 欠 の も の で は な く , 他 の 
条件 や 状態 な ど で 代用 し 2 る こと 。 通 性 ・ 任 
意 な ど と も いわ れる 。 


ジョ ー ケ ン テ キ ケン キ セ イ サイ キン 条 
件 的 嬢 気性 細菌 [facultative anaerobic 
bacteria] OMRtME 

ジョ ー ケ ン テ キ ノ 条件 的 の [faculta- 
tive Ofakultativ] 三条 件 的 , ツ 通 性 嫌気 性 
生物 A 

ジョ ー ケ ン ハ ン シ ャ 条件 反射 [condi- 
tioned reflex, conditional r. Obed- 
ingter Reflex ®réflexe conditionné] 
Pavlov (1849~ 1936) は 犬 の WERT Wic Bt S 
有名 な 実験 で , RAW ¢ MER MRe + 
えた 後 食物 を 与え る 操作 を 繰 返 す と その 刺激 
を 与え た だ け で 唯 液 分 泌 が 起 る こと を 確か め 
. た 。 そ し て この よ ょ 5 に 生後 の 条件 づけ に よっ 
て 。 元 来 は 無関係 な 刺激 に ょ り 特 定 の 生理 的 
反射 が 生 じ る 現象 を 条件 反射 と 名 付け た 。 条 
件 反射 を 生じ させ る 刺激 因 は 条件 刺激 condi- 
tioned stimulus と 呼ば れる 。 な お 条件 づけ に 
より 全身 的 反応 が 生じ る 場合 は 条件 反応 c. 
response と 呼ぶ 。 条件 反応 

ジョ ー ケ ン ハン ノー 条件 反応 [condi- 
tioned response Obedingte Reaktion] 
条件 反射 は 体 の 一 部 に 起 る 特定 の 反射 を いう 
の に 対し , ある 条件 づけ に よっ て , 逃げ る と 
か 食べ る と か いう 全身 的 な 反応 が 起 る と き , 
これ を 条件 反応 と いう 』 また 問題 解決 学習 の 
ー つ と し て , も し 赤い カー ド が 出 た ら ど うら 行 
動 し , 白い カー ド が 出 た ら ど 2 行動 する と い 

う 2 よう な 反応 を 要求 する も の も , 条件 反応 
conditional reaction と いう 。" や 条件 反射 

ショ ー コ WA Llagoon OLagane」 陣 
礁 で 取 囲 まれ た り 優 礁 や 供 准 と 海岸 と で は さ 
まれ た 水域 で , 深 さ は 数 十 m に 達する こと が 
ある 。 も っ と 一 般 的 に 渦 湖 を 指す こと も 多い 。 
潟 湖 ・ ラ グー ン 。 

ジ ヨ ー サ イキ ン 自 養 細菌 [autotrophic 
bacteria Qautotrophe Bakterien © 
bactéries autotrophes] 化学 反応 の エネ 
ルギー また は 光 の エネ ルギー を 用 いて 二酸化 
炭素 か ら 有 機 物 を 合成 する 細菌 。 無 機 栄養 細 
菌 。 例 : 硝化 バク テリ ア ・ 硫 黄 バ ク テ リ ア ・ 
鉄 バ クタ テリ ア な と 。 


ジョ ー サ ン 175 


ジョ ー ザ イセ イプ ツ ゲン シュ ー 上 在 生 
物 群集 [epibiose] 表 在 底 生生 物 の うち で 
岩 や 石 な どの 上 面 に 生息 し て いる 生物 の 群集 。 
上 生生 物 群 集 と も いわ れる 。epibiose は 表 成 
群集 ・ 表 棲 群 と も いわ れ , 表 在 底 生 生物 全体 
の 群集 と 同義 に 用 いら れる こと が ある 。 

ジョ ー サ ン 蒸散 [transpiration ① 
Transpiration ⑤transpiration] 高等 植 
物 の 体内 の 水 が 水 蒸気 と し て 空中 に 排出 され 
る 現象 。 通 発 。 気 孔 ・ 水 孔 あ る あい は クチ クラ 
を 通 し て 行わ れる 。 蒸散 は 気孔 の 開 度 や 飲 差 
に より 支配 され る 。 気孔 の 開 度 は , 日 照 ・ 湿 
度 ・ 風 速 ・ 体 内 の 含水 量 等 の 条件 に より 変化 
する の で , それ ら の 影響 ふ 受 ける 。 

ショ ー サ ン エ ン カン ゲン サイ キン 硝酸 
塩 還 元 細菌 [nitrate-reducing bacteria 
Onitratreduzierende Bakterien] 水素 
受容 体 と し て 硝酸 イオ ン NO, を 利用 する 細 
菌 。 嫌 気 的 条件 下 で 酸化 剤 と し て 硝酸 塩 を 用 
いる 硝酸 呼吸 ・ 脱 室 た な ど を 行う 。 

ジョ ー サ ン ケ イス ー 燕 散 係数 [trans- 
piration coefficient OTranspirations- 
koeffizient ®coefficient de transpira- 
tion] M#¥RKL$\5. =Eke 

ショ ー サ ン コキ ュー 硝酸 呼吸 [nitrate 
respiration] 嫌気 的 条件 下 で , 酸素 の 代り 
に 硝酸 イオ ン NO; を 用 いて 有機 物 を 酸化 し 
て 行う エネ ルギー 獲得 型式 。 硝 酸 塩 選 元 細菌 
が 行 2 。 

ジョ ー サ ン コー リツ 蒸散 効率 Ltrans- 
piration efficiency] 1kg の 消費 水量 あ 
た り の 植物 の 乾物 生産 量 (g)。 通 発効 率 。 

ジョ ー サ ン ヒ mA [transpiration 
ratio] 通 発 比 。 三 要 水量 

ジョ ー サ ン ユー セン ド 乗算 優 占 度 
{multiplied dominance ratio] 群落 測 
($2518) INA Lee importance value 
や 積算 優 占 度 に 対 し, 掛け あわ せ て 優 占 度 を 
表現 し た も の 。 た と えば , ( 被 度 比 数 C'x 高 
さ 比 数 万 )/100 の よう な も の 。 

ジョ ー サ ン リ ュー 蒸散 流 [transpira- 
tion current] 葉 面 か ら の 蒸散 作用 の 結果 , 
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葉 に 生じ た 吸水 力 に ょ よ り 道 管内 を 上 昇 す る 水 
の 動き 。 そ の 水 の 流れ は 水分 子 問 の 凝 集 力 で 
切れ る と と な く 上 昇 す る と され て いる 。 

ショ ー シ ノ 小結 の [micropterous ] 
短期 brachypterous と 同義 。 区 の 発達 が 抑制 
され , 飛翔 能力 の な い 昆 虫 の タイ プ に 対し て 
用 いる 。 

ジョ ー ジ フ ユ ー セ イプ ツ 常時 浮遊 生物 
[permanent plankton] ① 三 終生 浮遊 生物 
② ど ん な 時 期 ・ 季 節 に で も 浮遊 生物 と し て 見 
出さ れる も の 。 

ジョ ー ジ プラ ンク トン 常時 一 一 [per- 
manent plankton] 三 常 時 浮遊 生物 

ジョ ーシュ 上 種 [superspecies] 動物 
地理 学 上 の 群 の 系 列 の 一 つ で , 地理 的 分 布 園 
が 重 な ら な いも の を 種 と し , この 種 が 分 化す 
る 以前 に 葵 通 の 祖先 と 分 布 圏 を 有 し た と み ら 
れる 一 群 の 種 を 一 括 し て 上 種 と いう 。 最も 確 
実に 種 の 進化 を 追跡 で きる 一 群 で あ る 。 種 
群 っ 上 種 一 種 一 亜 種 一 地理 的 品種 の 順に 系 列 
は 低く な る 。 

ショ ー ジ ョ ー カ ザン 鏡 状 火山 Ltholoide] 
デート ロ イデ 

ショ ー シ ョ ク プ ツ 
Pflanzchen | 

ショ ー ジ ョ ー バ エ [Drosophila] WY 
目 , シ ョ ウジ ョ ウズ バエ 科 の 昆虫 の 総称 。 遺 伝 
的 な 変化 が 著しい た め , 遺伝 学研 究 上 の 重要 
な 生物 で 日 本 に も 100 余 種 を 産 する 。 

ショ ジョ リン 処女 林 [virgin forest, 
primeval f. OUrwald ⑤foret vierge] 
三原 生 林 

ショ ー シ ン カ 小 進化 [microevolution 
⑩MWikroevolution (W®microévolution ] 
あぁ つら の 遺伝 子 突然 変異 の 索 積 に よっ て 引 起 
され る , 生物 種 内 の 分 岐 の 現象 。 小 進化 に ょ 
る 代表 的 な も の と し て は , ある 環境 に 適応 す 
る こと に よっ て 生じ た 地理 的 亜 種 な ど が あげ 
られ る 。 

ショ ー セイ カツ ケン 
OBiotop ⑤biotop] 


小 植物 [plantlet © 


小生 活 圏 [biotop 
ー パ イオ ドー プ 


ジ ヨ ー セ イプ ツ 自 養生 物 [autotrophic 


organism] 光 エ ネル ギー また は 化学 エネ ル 
ギー を 用 いて 炭 酸 ガ ス か ら 有 機 物 を 合成 する 
能力 を 有する 生物 の 総称 。 一般 の 植物 お よび 
自 養 細菌 が 含ま れる 。 無 機 栄養 生物 。 


ショ ー セ ン イ +) [micro-succes- 
sion] 小 洞 穴 や 岩 の 割れ 目 ・ 切 り 株 上 な ど 


微小 地域 で 起 る 遷移 現象 。 
ジョ ソー 除草 [weeding ⑥Jaten] F 
刈り 。 耕 地 雑 草 を 除い た り , 若い 造林 地 の 雑 
草木 を 刈取 る こと 。 

ジョ ー ソ ー 上 層 Loverstory] 

ジョ ー ソ ー カン バツ 上 層間 伐 Lcrown 
thinning OHochdurchforstung ®écla- 
ircie par le haut] 間伐 上層 木 まで 強 
<RESODT, 下層 木 の 大 部 分 と 上 層 木 の 形 
質 の 悪い も の を 切り すか せる 間伐 法 。 

ジョ ソー ザイ 除草 剤 L[herbicide, phy- 
tocide, weed killer] 植物 を 枯死 させ る 
た め に 用 いら れる 化学 薬品 。 殺 草 剤 ・ 相 草 剤 
と も いう 。 本来 は 雑草 防除 weed control の 
た め に 用 いら れ た が , ベト チム 戦争 で は 枯葉 
作戦 用 の 枯葉 剤 defoliant と し て 用 いら れ た 。 
クロ レー ト ・ ソ ツー ダ の よう な 接触 除草 剤 con- 
tact herbicide +, 2,4-D の よう な ホル モン 
型 の 浸透 除草 剤 systemic herbicide と に 大 別 
され る 。 

ショ ー ソ ー チ 小 草地 [ley] 一 時 的 に 利 
用 する イネ 科 草 や マメ 科 植 物 を 主 と す る 比較 
的 小 面積 の 牧草 地 。 英 国 で 使わ れる 語 。 

ジョ ー ソ ー フ ユ ー セ イプ ツ 上 層 浮 遊 生物 
[epiplankton] 水域 の 上 層 部 に 生息 する 浮 
遊 生 物 。 Forel は 遠 伴 の 生物 に 付着 する プラ 
ンク トン に 用 いた 。 表層 プラ ンク トン 。 

ジョ ー ツ ー ジ ラン クッ ド シャ ee 
plankton] 三 上 層 浮 遊 生 物 

ジョ ー ソ ー ボ ク 上 層 木 [dominant tree 
Mdominante Baumart, herrschende B. 
®tige dominant] 一 優 占 木 

ショ ー ソ ン 小村 [hamlet(of man)] ハ 
AVy bh の コミ ュ ニ テディ 

ジョ ー タ イ ケッ テイ ヨー イン 状態 決定 要 
因 [state factor] Jenny(1958) が 提唱 し た 


も ゃ ので, 生態 系 の 状態 ・ 性 質 は その 活動 と 無 * 


関係 な 五 つの 独立 な 環境 条件 に よっ て 決 る と 
し , それ を 状態 決定 要因 と 呼ん だ 。 す な わ ち も , 
気候 ・ 生 物 相 ・ 地 形 ・ 初 期 状 態 ・ 時 間 が それ 
で ある 。 

ショ ー タ ク 沼沢 Lmarsh, swamp, fen 
OSumpf] 通常 , 全体 また は 部 分 的 に 水 で 
覆 わ れ た 湿っ た 地域 を いう 。 沈 水 植物 は 少な 
く , ガマ ・ イ ・ ス ゲ な どの よう な か 草本 人 性 植物 
が 密生 し , 開 水 面 に は ウキ クサ ・ サ ン シ ョ ウ 
モ な ど が 覆う 。bog, meadow な どの 類似 の 用 
語 が ある 。 避 湿地 , OAR  。 

pW ee be ol 沼沢 地 [fen, swampy 
land, ‘swamp, marsh] ミネ ラル 塩類 が 
比較 的 豊富 で アル カリ 性 を 示し , カヤ ツリ グ 
サ 科 ・ イ ネ 科 (avid) な どの 植物 が 密生 す 
る 湿地 。 十 い 河 口 城 の 上 部 な ど に 広く 存在 す 
る 。 ツ マエ バグ レー ド , 避 湿 地 

ショ ー タ クチ ショク セイ 沼沢 地 植生 
Lmire vegetation Moorvegetation ] 
VER Pi Dts YE OYEORM MMIC MILT 4 HHH. 
広義 で は マン グロ ー ブ 林 ・ 湿 地 林 , 泥 地 生 の 
湖 辺 林 ・ 河 辺 林 , 河辺 の ョ ン ・ オ ギ ・ マ ュ モ 
等 の 群落 な ど を 含め て も よい が , ふつ うら は 
fen・bog・moor な どの 総称 。 

ショ ー タ ク ツン ドラ 沼 バ 一 [boggy 
tundra ⑤⑪moorige Tundra] ツン ドラ 
地帯 で は 氷河 の 削り 取っ た 跡 や 構造 土 に よっ 
て で きた 石 の 土手 の 間 に 水 を た た えた り , 永 
久 硬 士 層 に よっ て 排水 が 妨げ られ , 低温 に ょ 
. る 蒸発 の 抑制 な どの 原因 に より 湿地 と な る 場 
所 が 多い 。 こ の よう な 場所 を いう 。 

ショ ー タ ク ド ジ ョ ー 沼沢 土壌 [swamp 
soil, bog s. DMoorboden ®sol maré- 
cageux] 低 湿地 ・ 沼 沢地 の 土壌 の 総称 。 

ショ ー タ ク ユー セン 沼沢 湧 泉 [hel(e)o- 
crene, hel(e)okrene DHelokrene] 湖 
泉 の 水 に よっ て 付近 が 浅い 湿地 状 ま た は 湿原 
に な っ て いる も の 。 WTR, 

ショ ー タ クリ ン 沼沢 林 [swamp forest] 
三 湿地 林 

ショ ー タ ン Hin Ctop of tree] 
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ショ ー チ ョ ー サ ク 小 調査 区 [subplot] 
特別 な 調査 目的 の た め に , 調査 区 plot 内 を 
更に 細か く 区 切っ た も の 。 副 調査 区 。 

ジョ ー ソ ツー ハツ 7% Levapotrans- 
piration DEvapotranspiration Mévapo- 
transpiration] 蒸発 散 。 水面 ・ 土 壌 面 か ら 
の 水 の 蒸発 と 植物 体 か ら の 蒸散 ( 通 発 ) を 加え 
た も の で , 地表 面 か ら 大 気 中 へ 出 て いく 水 の 
量 ま た は その 過程 。 も し 大 地域 で 地形 状況 
が 測定 上 恵まれ て いれ ば , 流水 量 と 降水 量 と 
か ら 差 と し て 蒸発 散 流 が 求め られ る 。 直 接 的 
に 蒸発 散 数 量 を 知る に は , ライ シメ ー タ ー を 
利用 し て 定 水位 法 で 重量 の 変化 で と ら え る 蒸 
発散 計 を 用 いる 。 

ショ ー テ イボ クジ ョ ー チ ヒ ョ ー シ ョ ク プ ツ 
小 低木 状 地表 植物 [chamaephyta fruti- 
cosa] 生活 型 分 類 の 一 単位 で , 木 本 性 の 地 
ZY. SiR 

ショ ー ド 照度 llamination (inten- 
sity), light intensity OBeleuchtungs- 
starke, Lichtintensitat] 光 に 照ら され 
た 面 上 の ある 点 の 光 東 密度 を , その 面 の その 
点 に お ける 照度 と いう 。 面 に 照射 する 光 の 強 
さ を 表 す 量 で , 光合成 を 支配 する 条件 の うち 
最も 重要 な も の の 一 つ で ある 。 単位 は ルク ス 
lux や フット キャ ンド ル な ど 。 単位 面積 に 当 
る 光 の エネ ルギー 量 で 表す 場合 も ある 。 

ショ ー ド ー 衝動 [drive DO Trieb ® 
impulsion] 動物 を 一 定 の 行動 に 向け る 内 
的 ・ 外 的 な 刺激 や 状況 。 

ジョ ー ド 8+ [loam DLehm Plimon } 
ニー ロー ム 層 = 

ショ ー ド ケイ 照度 計 [photometer] fi) 
光 器 の 一 種 。 入射 光 の 可視 部 の 光 東 密度 (UR 
HE, 単位 シク ス lux) を 測定 する 器具 。 ふ つう , 
光電 池 photocell を 用 いた 受光 部 (HERA 
head) と 測定 部 に 分 か れ て いる 。 

ショ ー ド ー プ ツリ ソー 小動物 相 [faunnla ] 
狭い 範囲 の 局所 的 な 特性 を も っ た 場所 で の 動 
物 相 。 た と えば 糞 塊 と か 消化 管 な ど に 生活 す 
る 動物 相 。 


ショ ー ハ ク コー ボク リン 松柏 高木 林 


178 ショ ー ハ ク 


[Lconisilvae ⑥Naddwald] 針葉樹 の 優 占 
する 高木 林 。 hide | 

ショ ー ハ ク テイ ボク リン 松柏 低木 林 
[Lconifruticeta OKoniferengestripp, 
Nadelkrummholz] 針葉樹 の 低木 林 。 

ショ ー ハ クリ ン 松柏 林 [coniferous 
forest ONadelwald] マツ 属 を 主 と し た 
針葉樹 林 。 

ジョ ー ハ ツ #3 [evaporation © Ver- 
dunstung ®évaporation ] 

ジョ バツ KK (cleaning cutting © 
Reinigung (@®coupe de nettoicement ] 
林 が ほぼ うっ 閉 し た と き に , 造林 樹種 以外 の 
樹種 を 切り 除く 作業 。 造 林 樹 種 で あっ て も , 
他 の 木 の 成長 に よく な いも の は 切り 除く ぐ こ と 
が 多い 。 捨 切り 。 

ジョ ー ハ ツケ イ 蒸発 計 [evaporimmneter, 
atmometer DAtmometer Matmomeétre ] 
葉 面 か ら の 蒸発 と 比較 する 目的 で 作ら れ た 湿 
AH (35 RMCAM CHEN TS) BOOK 
の 蒸発 量 を 測定 する 装置 。 ア トモ メー ター。 

ジョ ー ハ ッ サ ン イ 蒸発 散 位 Lpotential 
evapotranspiration | ORARRME, OR 
発散 計 

ジョ ー ハ ッ サ ン ケ イ 菩 発 散 計 [evapo- 
transpirometer| ライ シン メ ー タ ー の アイ 
デア を 利用 し て , Thornthwaite が 考案 し た 
蒸発 英 量 を 測定 する 装置 。 

ショ ー ヒ シャ BRA [consumer] 生態 
系 の 構成 要素 の 一 つ で , 従属 栄養 生物 の うち 
生産 者 (緑色 植物 ) の 有機 物 に 直接 ・ 間 接 に 依存 
する も ゃ も の 。 植物 を 食べ る 動物 を 一 次 消費 者 , 
それ を 食べ る 肉食 動物 を 第 二 次 消費 者 , 以下 , 


第 三次 。 四 次 な ど と 呼ぶ 。 た だ し 一 次 , =k 


な どの 分 け 方 は 便宜 的 で ある こと が 多い 。 

ショ ー ヒ ョ ー ガ キ 小 永 河 期 Llittle ice 
age Okleine Eiszeit] 後 氷 期中 に 少な く 
と も 4 回 の 寒さ の 戻り (低温 期 ) が 認め られ て 
いる 。 この 中 で 最後 の 低温 期 (16 世紀 19 世紀) 
を 小 氷 河 期 と いう 。 ま た 4 回 の 低温 期 を すべ 
て 小 氷 河 期 と いう 人 も ある 。 

ショ ー ヒ ョ ー ホ ン ロ ン 小 標本 論 [small 


sample theory | 

ショ ー フシ ョ クシ ツゲ グラ イド 少 腐植 質 
—+ Llow-humic gley soil, 1.-bh. glei 
8。] 

ジョ ー プ ゼン シン カイ テイ タイ «=a 
深海 底 帯 [epibathyal zone Métage epi- 
bathyal] 底 生 区 の 生態 的 区 分 帯 の 一 つ 。 科 
深海 底 帯 の 上 半 部 。 < 

ショ ー フ ヒ ョ ー 小 浮 氷 [pan] ご 浮 永 

ショ ー へ キ 障壁 [barrier OAusbrei- 
tungsschranke, Verbreitungsschranke, 
Barriere] 生物 の 活動 に と っ て 障害 と な っ 
て いる よう な 条件 , ある い は その ょ うな 状態 。 
と くに 生物 の 分 散 ・ 移 動 を 妨げ て 地理 的 分 布 
の 隔壁 と な っ て いる よう な 地形 的 条件 を 指す 
こと が 多い 。 

ショ ー へ キ コー カ 障壁 効果 [barrier 
effect] と くに 草地 で , 囲い 棚 な ど 障 壁 の 近 
く で 非 生物 的 条件 の 差 で も た ら さ れる 植物 生 
育 上 の 効果 。 — 

ジョ ー ボ ク 上 木 [ieee off overstory 
DOber(be)stand étage supérieur] 林 
FED 2 A EDSRMKOLBOR RETR 
し て いる 木 。 下 木 の 対語 。 fi 

ショ ー ホー ケイ ク 小 方 形 区 [small 
quadrat ①IKlinequadrat] 地 衣 類 植物 
群落 遷移 な どの 調査 用 の 0.1~0.25m* の 小 
SUE. ey っ 

ジョ ー モ ン カイ シン 纏 文 海 進 [Jomon- 
(ian) transgression] 有楽 町 海 進 と も いう 。 
ヴ ル ム 氷 期 の 未 期 よ り 海水 面 は 上 昇 を 開始 し 
5000 一 6000 年 前 に 最大 の 海 進 を みた 。 そ の 後 
海 退 に 転じ 3500 年 前 に ほぼ ほ 現在 の 水位 に 降下 
し た 。 東 京 有楽 町 を は じ め 日 本 各地 の 海岸 平 
野 下 に その 玲 積 物 が 分 布 す る 。 や ヴ ル ム 永 期 , 
つ 海 進 時 代 > 

ショ ー ヨ ー ジ ュ リ ン 照葉樹 林 Llanrel 
forest, laurilignosa  ①DLorbeerwald ] 
常緑 広葉 樹林 の 一 つの タイ プ で , 夏 雨 型 湿潤 
曖 温帯 の うち と くに 東部 アジ ア か ら ヒ マラ ヤ 
の 山麓 に わた っ て 分 布 する 森林 。 葉 は ッ ベ バキ 
や ヤブ ニッ ケイ の 葉 の よう に クチ クラ 層 が よ 


く 発電 し て 光沢 が あり 照 葉 と いわ れる 。 芽 は 
保護 鱗片 を る つ 。 樹 高 は 20~30m に 達し , 
着 生 植物 や つる 植物 も 多い 。 優 占 種 は 比較 的 
は っ きり し て いる 。 


ショ ー ヨ ー ジュ リン タイ REAR 
{laurel forest zone MLorbeerwald 


zone] 夏 雨 で 多湿 の 暖 温 常 で 照葉樹 林 の 
成立 する 地域 。 温 量 指数 の 瞬 か さ の 指数 で 
85~180 m.d. の 男 囲 に 相当 する 。 

ジョ ー ヨ セイ サン 剰余 生産 [surplus 
production] 群落 総 生 産 速度 か ら 光 合成 系 
の 呼吸 速度 を 差引 ! い た も の 。 ふ つう 1 日 あ た 
り の 量 と し て 示し , 日 剰余 生産 daily surplus 
production と 呼ぶ 。 記 号 Ps. 

ショ ー ヨ ー テイ ボク リン 照 葉 低木 林 
(laurifruticeta] ヒマ ラ ヤ の シャ ク ナ ゲ 低 
木 林 の よう な 常緑 広葉 の 低木 林 。 

ショ ー ヨ ー ノ 小葉 の [microphyllous」 
お な じ micropbyll は Raunkiaer の 葉 面 積 階 
級 の 一 つ で , 9*x25 mm* 以下 25mm’? 以上 
の も の (25mm? 以下 は leptophyll) 

ジョ リィ ノ カク リツ ロン モデ ル 一 一 の 
確率 論 一 一 [Jelly's stochastic model] 
Jolly (1965) は 標識 再 捕 に ょ る 個体 数 推定 の 確 
率 論 的 モデ ル ( 母 集団 自体 の 確率 的 変動 を 考慮 し 
た モデ ル ) を 提出 し た が , これ は 現在 で は 最も 
標準 的 な 推定 法 と し て 高く 評価 さん て いる 。 
この 方 法 の 欠点 は 個体 の 生存 確率 が 齢 age に 
よっ て 変化 する 場合 に は 偏り を 生じ し る 点 で あ 
る 。 ま た 標識 再 捕 全 般 に 通じ し る いく つか の 基 
本 仮定 が 満た され る こと か 必要 で ある 。Jolly 

Seber モデ ル と も ゃ 呼ば れる 。 叶 標 識 再 捕 法 

ジョ ー リ ョ ク キ セ ツ リン 常 縁 季節 林 
Levergreen seasonal forest] 熱帯 多雨 林 
の サ プ タ イプ の 一 つ で , 多雨 で や や 雨量 に 季 
節 性 の ある 熱帯 に 分 布 し , 乾期 に は 上 層 木 の 
全部 また は 一 部 が 一 時 的 に 落葉 する 森林 。 

ジョ ー リ ョ ク ゲ グン ラク 常緑 群落 Leyer- 
green community | 

ジョ ー リ ョ ク コー ヨー ジュ リン BREE 
樹林 [eyergreen broad-leaved forest | 

ジョ ー リ ョ ク シン ヨー ジュ リン 常緑 針 葉 
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樹林 Levergreen coniferous forest, e. 
needle-leaved | トウ ヒ ・ ン ラベ ・ ニ エゾ 
マツ ・ ト ド マ ツ な どの 常緑 針葉樹 か ら 成 る 森 
林 。 亜寒帯 を 中 心 と し て 分 布 す る が , 樹種 に 
よっ て は 暖 温 淀 ま で 分 布 す る も の が ある 。 

ジョ ー リ ョ ク シン ヨー ジュ リン タイ 常 
縁 針葉樹 林 帯 Levergreen coniferous for- 
est zone, e. needle-leaved f. z.| 亜 寒 葵 
の 常緑 針葉樹 林 が 成立 する 地域 で 。 Hd sO 
指数 で 15 一 45(55)m.d. の 範囲 に 相当 する 。 AL 
は ツン ドラ 。 南 は 落葉 広葉 樹林 淀 に 連続 する 。 

ジョ ー リ ョ ク 。 ソ ー ゲ ン 常緑 草原 
Lsempervirentherbosa Mimmergrine 
Wiese] 陸上 草原 を 未 本 草原 ・ 常 緑 草 原 ・ 
高 茎 草原 の 三 者 に 分 けた その 一 つ 。 イ ネ 科 草 
で な い ゆい 多年生 草本 植物 を 主 と し て , 古い 葉 は 
枯れ る が 若い 葉 は 冬 で も 緑色 で ある の が 特徴 。 
人 工 牧草 地 の 多く が これ に あたる 。 

ジョ ル ダ ン シュ ——# (Jordanon | 
遺伝 的 に みて 純系 に 近い 生物 種 。Jordan に よ 
る と ヨー ロッ パ ヒ メ ナ ズ ナ 事 ヶ o あ 7/Z vernatt 
200 以 上 の 群 に 分 類 で きる と し , 各 群 こそ 分 類 
上 の 単位 と すべ きだ と 主張 し た 。. リン ネ 種 の 
対語 。 ウ リンネ 種 

ジョ ル ダ ン ノ キソ ク ーー の 規則 
[Jordan's rule] 低温 の 水中 で 育っ た 魚類 
DRA ORD, 高温 中 で 育っ た 同種 の ゃ の 
より 一 般 に 多い と いう 法則 。 

ジョ ン ソ ント ラッ プ [Johnson trap} 
の 吸引 トラ ッ プ 

シラ コ 白子 [albino MAlbino ⑤⑥al- 
bimos」 白化 し た 生物 。 

シラ ス Ale [shirasu] 鹿児島 県 ・ 宮 崎 
県 な ど に み ら れ る 地層 で , 自 色 ま た は 灰白色 
の 火山 灰 ・ 火 山 砂 ・ 軽石 よ ROHR CE 
水性 が 高く , 地下 水面 は 低く , 養分 に 乏しい 。 
豪雨 時 に は 吸水 に よっ て 崖 崩 れ な ど を 起 し や 
すい 。 

シラ スチ タイ 白砂 地帯 [shirasu zone, 
s. area] 南 九州 に 広く 分 布 す る 降下 軽石 や 
非 妙 結 の 軽石 流 堆積 地帯 。 鹿 児島 ・ 宮 崎 両 県 
に わた り 広 大 な 台地 を 形成 する 。 
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シラ タ 8X [sapwood OSplint(holz) 
®aubier] 三 辺 材 
シラ プラ ンク トン [siraplankton] 浮 
WAY CHEBAD Thalassiosira 類 な ど が 優 
占 す る も の を いう 。 
シリ ョ ー 飼料 [fodder OFutter ® 
broutement] 家畜 (牛馬 ) の 飼料 を 指す 。 
シリ ョ ー サ クモ ツ 飼料 作物 [fodder- 
crop] 家電 の 飼料 と し て 作ら れる 作物 。 青 
刈 作物 ・ 牧 草 ・ 根 菜 類 な ど が ある 。 
_ シリ ョ ー シ ョ ク プ ツ 飼料 植物 [fodder 
plant OF utterpflanze ⑥fourrage」 
シル ト [silt OSchlamm ® vase] 砂 
- と 粘土 の 中 間 の 粒 径 の 岩 砕 粒子 で , 国際 法 で 
yL0. 02~0. 002 mm の 粒 径 の も の を いう 。 
シル ルキ 一 一 紀 [Silurian period O 
Silur(-Periode) ®(période) silurien(ne)] 
古生代 第 三 番 目 の 紀 で , オル ド ビ ス 紀 と デ ボ 
ン 紀 の 間 で , 約 4 億 3000 万 年 4 億 年 前 まで 
の 間 を いう 。 石 灰 藻 ・ サ ン ゴ 類 ・ 層 孔 虫 ・ ュ 
ケム シ 類 ・ 腕 足 類 な ど が 栄え , サン ゴ 礁 を 形 
成 し た 。 オ ウム ガイ 類 ・ 筆 石 類 も 多い 。 初 め 
て 陸生 植物 が 出現 し 気候 は 温 朋 で あっ た 。 
シロ アリ サバ ン ナ [termite savanna © 
Termitensavanne] シロ アリ の 塔 が た く 
さん 分 布 し , 相 観 的 に 特色 の ある サ ベ バンナ 
(プラ ジル の セラ ー ド な ど )。 
シロ アリ ス セ イノ 白峰 巣 生 の [termi- 
tophile, termitocole © termitophil ® 
termitophile] シロ アリ 類 の 巣 で 生活 し て 
いる こと 。termitophile は と くに 巣 の 玉 道 内 
で 生活 し て いる こと と を 指す 意味 を も つ 。 
シロ アリ セイ プ ツ Bet [termito- 
philes DTermitophile ®termitophile ] 
シロ アリ termite と 密接 な 関係 を も ち , そ 
の 巣 内 また は 巣 外 に 生活 する 生物 。 動 物 ・ 植 
物 を 含む 。O0.Park (1929) は 更に 厳密 に 巣 の 
境 道 内 に すむ も の を termitophile, それ 以外 
の 巣 内 生物 termitocole と 呼ん で いる 。 動 
物 に は ハエ や ハネ カク ン 類 の よう に 共生 関係 
に ある も の の ほか , 寄 食性 ・ 捕 食性 ・ 寄 生 人 性 
の 小動物 (FIC BR) が 数 多く 知ら れ て いる 。 


シー ワン ソー 一 一 層 [C」-horizon] C 
Cy あり や や 風化 の 進ん だ 母 材 。 

ジン イカ イ ヘ ンプ ノ 人 為 改 変 の [mamn- 
1 anthropogenic ] 

ジン イ カン キョ ー 人 為 環境 (man-made 
environment] 人 間 が 自 RRR EER た り 
ある い は 新た に つく り 出 し た り し て で きた 環 
境 。 人 工 環境 ・ 二 次 的 環境 と も 呼ば れる 。 

ジン イキ コー 人為 気候 [man-made cli- 
mate] 自然 状態 の 気候 を 人 間 の 営み が 変化 
させ た も の 。 気象 デー タ か ら の 推定 に よれ ば , 


. 最 近 の 1 世紀 の 間 に 北 緯 30" 50° の 大 西洋 


海岸 な どの 気温 は , 人 為 的 な 影響 に よっ て 約 
2"F( 約 1*C) ほど 上 昇 し た と いわ れる 。 

ジン イサ ンプ 入 為 散布 [brotochore, 
anthropochore] 散布 動 因 が 帰化 植物 の ょ 
5 Se eae eH 

ジン イシ ョ クセ イ 人 為 植生 [anthropo- 
genic vegetation ①D)anthropogene Ve- 
getation] 人 為 影響 下 (耕作 ・ 採 草 ・ 放 牧 な ど ) 
に 成立 し て いる 植生 。 

ジン イ ショ ク プ ブツ 人 為 植物 [anthro- 
pophyte Oanthoropogen Pflanze] 人 
間 の 意識 的 ・ 無 意識 的 な 影響 下 に 生育 する 植 
ym. Wi KBR. OA BD 

ジン イ ショ ク プ ツゲ グン ラク 人 為 植 物 群落 
[anthropogenic plant community © 


anthropogene Pflanzengesellschaft ] 
人 間 の 様々 な 活動 の 影響 の 下 な 成立 し て いる 
梓 物 群落 。 


ジン イ テ キ エイ ヨー テン カジ ッ ケ ン AX 
為 的 栄養 添加 実験 [artificial enrichment 


experiment| ある 系 に お お ける 制限 要因 の 


性 質 や 大 き さ を 知る た め に と , 制限 要因 と な っ 
て いる と 考え られ る 栄養 素 な ど を 人 為 的 に 添 
加 する 実験 。 限定 要因 

ジン イ テキ カク ラン 人 為 的 提 乱 [hmman 
disturbance Omenschliche Stérung] 
火入れ ・ 伐 採 ・ 草 刈 ・ 放 牧 ・ 耕 超 な ど 人 間 に 
よる 植物 群落 へ の 和 干 水 。 

ジン イ テ キ センイ AAHSS [anthro- 
pogenic succession] 和 群集 が 人 為 影 響 下 で 
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遷移 する 場合 を いう 。 

ジン イ テ キ ヒー ス 人 人為 的 一 一 Lanthro- 
pogenic heath Oanthoropogene Heide | 
北西 ドイ ツ ・ ア イル ラン ド な と に 広く 見 られ 
る エリ カ ・ カ ルナ 類 の 憩 生 低木 を 主 と した 荒 
原 。 大 部 分 は 古く か ら の 人 為 的 な 干 逆 下 に 成 
立 し て いる 。 補 ヒー ス 

ジン イ テ キ フエ イ ヨ ー カ 人 為 的 富 栄養 化 
(artificial eutrophication ①Dkunstliche 
Eutrophierung (Peutrophie artificie- 
He] 自然 界 に お ける 次 沼 や 海洋 の 富 栄養 化 
現象 の うち , 人 間 活 動 が 関与 する と 考え られ 
る も の を いう 。 栄養 塩類 (と くに N と P) の 流入 
に よる 場合 と , 有機 物質 の 流入 に よる 場合 が 
し ば し ば 問題 と され , 短 時 間 に 大 量 の 物質 が 
水 体 に 加え られ る と , いわ ゆる 汚濁 現象 と し 
て 表れ る が , これ も 人 人 為 的 富 栄養 化 の 一 形態 
で ある 。 

ジン イト ー タ 人 人 為 海 汰 Lartificial se- 
lection ⑪⑩kamstliche Auslese ®sélection 
artificielle] BTR CAVA 
つ 個 体 を 選抜 し て 子孫 を 残さ せ , これ を 継続 
的 に 行っ て 品種 を 改良 し て いく こと 。 

ジン イド ー ニ ュー ショ ク プ ツ ABBA 
物 [anthropophyte, hemerophyte] A 
為 に よっ て 導入 され た 植物 一 般 を 指す 。 例 ・ 
人 里 植物 ・ 雑 草 ・ 作 物 な ど 。 

ジン イ = ン 人 為 要因 [anthropo- 
genic factor] 環境 要因 の うち と くに 人 間 
が 干 歩 し た 場合 を いう 。 


シン エン ガン タイ Kig## [eulittoral | 


zone ①DEulitoral(zone) ®zone eulitto- 


rale] 底 生 区 の 生態 的 区 分 帯 の 一 つ 。① 高 . 


潮 線 か ら 水 深 が お よそ 50m ま で の 部 分 。 単 に 
沿岸 帯 と いわ れる こと も ある 。②⑨ ま れ に 潮 問 
壮 の 下 半 部 を 指す こと が ある 。 

シン カ 進化 Levolution ⑥Eyolution 
®évolution] 長い 地質 的 年 代 の 間 に 生物 
の 種 が 変化 し て 新しい 種 を 生み 出す こと を 指 
し , 生物 の 各種 は 歴史 的 な 産物 と し て 起 原 し 
た こと を 意味 する 。 進 化 は 次 第 に 複雑 な 体制 
を も っ た 種 を 生み 出す 傾向 を 含む よう に も ゃ 意 


味 さ れる が , この よう な いわ ゆる 高等 化 の 面 
に つい て は 触れ な い 見 解 が 多い 。 し か し 種 が 
いつ で も どこ で も どの よう に で も 変化 する と 
する 見 方 や , 単なる 個体 の 変化 と 異な ら な い 
EPSRA LIAL, 進化 は あく まで も 生 
物 が 新しい 種 と し て 確立 され 生存 する よう に 
な る こと を 問題 と する も の で ある こと が 主張 
され て いる 。 こ の 意味 に お いて , 種 の 生活 と 


形態 的 ・ 生 理 的 変異 の 適応 性 が 重要 視 さ れる 。 


要因 ・ 機 構 ・ 方 向 性 な ど に 関し て は 諸 種 の 見 
解 が ある 。 い ずれ に せよ 進化 を 理解 する こと 
は 生物 学 の 目標 に ほか な ら ず , それ を どの よ 
2 に 見 る か は 生物 観 ・ 科 学 思 想 の 形成 に 関わ 
る 問題 と され る 。 Lamarck の 学説 ・Darwin の 
自然 光 汰 説 ・ 新 ダー ウィ ニズム ・ 新 ラマ ルキ 
ズム ・ 定 向 進化 説 ・ 隔 離 説 ・ 突 然 変異 説 な ど 。 
現代 で は , 生存 競争 の 原理 と , 変異 と その 遺 
伝 に 関す る 知見 を も る と に し た 自然 泡 汰 説 が 支 
配 的 で ある 。 

シン カイ Rw (deep sea OTiefsee ⑤⑥ 
mer profonde] 一 般 的 用 語 と し て , ぁ ふつ 
う 陸 棚 外 縁 の 深 さ (お よそ 200m) より ゃ 深い 部 
分 の 海洋 を 指す 。 

シン カイ 新 界 [neogaea ⑥⑩Neogaea] 
新 熱帯 区 の み を 含む 三 大 動物 地理 区 分 の 一 つ 。 

シン カイ ギョ FER [deep sea fish] 
深海 に 生息 する 魚類 。 日 光 が 届 か な い 了 暗黒 の 
状態 で あり , 水圧 が 大 きく また 食物 の 少な い 
環境 に 適応 し て 特殊 な 形態 を も つも の が 多い 。 

シン カイ ケイ RRR (deep-sea system 
®systeme profonde] 底 生 区 の 生態 的 区 
分 帯 の うち 浅海 系 に 対置 され る も の で , 前 深 
底 帯 と 深海 底 帯 に 分 けら れる 。 深 底 帯 と いわ 
れる こと も ある 。 

シン カイ サイ キン 深海 細菌 [deep-sea 
bacteria] 深海 区 な ど に 特有 の 好 圧 性 細菌 。 

シン カイ サン ラン ソー 深海 散乱 層 [DSL: 
deep scattering layer] 海底 より も 浅い 
と ころ で 超 音 波 を 反射 する 水 層 。 音響 測深 機 
の 記録 紙 に は この 層 の 深 さ に 相当 する と ころ 
に 偽 底 像 pharom bottom, false b. が 描か れる 。 
各種 の 生物 や 懸 濁 物 , あ る い は 水質 の 変化 な 
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ど が その 本 体 で あろ うと 考え られ て いる 。 
シン カイ スイ ソー 深海 水 層 [abyssope- 
lagic zone Dabyssopelagische Zone] 
TAK OFRBHK A HO—O, OPRBKIE 
の 下 に 設定 され る お よそ 6000 m の 深 さ まで の 


KC, 底 生 区 の 深海 底 堂 に 相当 する 。② 超 


深海 水 層 を 区 別 し な い 場合 , 潤 深 海水 層 の 下 
の 海洋 の 最深 部 まで の 水 層 。 

シン カイ セイ 深海 生 Lbathybic, wih. 
biotic] 一 般 的 な 意味 で の 深海 すなわち 水 
界 の より 深い と ころ に 生息 する こと を 指す 。 
深海 生息 性 。 | 

シン カイ セイ 深海 性 Labyssal Oabys- 
sisch ⑤⑥abyssale] 深海 の 。 深 海底 帯 を 指 
す の で は な い 場 合 , 一 般 的 に 深海 を いう 。 

シン カイ テイ ィ 深海 底 Ldeep-sea floor 
⑥Tiefseeboden ⑤⑥fond de la mer pro- 
fonde] 陸 棚 斜面 下 縁 より 深い 海底 を 一 般 
的 に いう 。 

シン カイ テイ セイ プ ツ 
[abyssal benthos」 

シン カイ テイ タイ 深海 底 帯 Labyssal 
zone @Abyssalzone ®étage abyssal] 
底 生 区 の 生態 的 区 分 帯 の 一 つ 。① 浅 海 系 と 並 
ぶ 深 海 系 の 一 部 で 前 深 底 帯 に 続く お よそ 1000 
m 以深 の 部 分 。 深淵 帯 ・ 深 層 底 帯 abyssal- 
benthic zone, abyssobenthic z. と も いう ら 。② 
最近 で は , 導 深 海区 帯 と 超 深 海底 帯 の 間 に 設 
定 さ ん る も の で , 大 洋 底 に 相当 する 深 さ が お 
よそ 3000~6000m の 部 分 を 指す 。 深海 帯 と 
も いわ れる 。 infrabathyal z. と 改称 され て い 
る 。 

シン カイ ヘイ ゲン 深海 平原 Labyssal 
plain ⑥abyssische Tiefebene ⑤plaine 
abyssale] 深海 区 に 見 られ る 勾配 が 1/1000 
に 達し な い 平 坦 な 海底 。 海溝 の 底 に 見 られ る 
も ゃ の は 海 潮 平原 で ある 。 

シン カノ テイ タイ 進化 の 停滞 [Levola- 
tionary retardation ①)Verzogerung der 
Evolution] 長期 間 に わ た っ て 進化 が ほ と 
ん と 進ま な た いこ と 。 イ チョ ウ ・ カ ブ ト 謙 ニ な 
ど 生き た 化石 living fossil と いわ れる も の が 


深海 底 生物 


その 例 で ある 。 

シン キ カ シ ョ ク プ ツ 新 帰 化 植物 [neo- 
phyte] 比較 的 最近 侵入 し て きた 帰化 植物 。 
帰化 植物 の 総称 に も 使わ れる 。 

シン ケイ ドク 神経 毒 [nearotoxin] 神 
経 に 直接 作用 し て 毒 作 用 を 表す も の で , 有機 
リン 殺虫 剤 や 有機 塩素 系 殺虫 剤 な ど は すべ て 
神経 毒 で ある 。 蛇 毒 な ど に も そう いう も の が 
ある 。 

シン コー 深耕 [deep plowing, tillage] 
土壌 の 通気 性 を 高め , 作物 の 根 を 深く 張ら せ 
て 有効 土居 を 深く し , 土地 生産 力 を 高め る 目 
的 で 耕地 を 深く 耕す こと 。 | 

ジン コー Ad [human population, 
population] ある 地域 に すむ 人 間 の 総数 。 
population に は 個体 数 ・ 個 体 群 ・ 母 集団 な ど 
の 意味 も ある 。 

ジン コー カイ スイ = ALK [artificial 
sea water} Herbst, van't Hoff, McClendon, 
Brujewicz, Lyman と Fleming な ど に よる 調 
合 処方 が あり , 最近 は 市 販 品 も 出さ れ て いる 。 

ジン コー ガク 人 口 学 [demography] 
人 間 の みな ら ず 動物 ・ 植物 の 個体 群 の 科学 に 
も 用 いる 。 避 生物 人 口 学 

ジン コー カク メイ 人 口 革命 pf bee oe 
phic revolution] ~ADR# 

ジン コー グン シュ ー 人 工 群集 Cartifi- 
cial community, man-made c.]_ ATi) 
ICES TEE E IEE. GRRE (群落 ) 
の 対語 。 や 自然 群集 

ジン コー コ ALA Limpoundment, 
Sa lake, a. pond] 人 工 の 池 ・ 潮 。 

re en ガイ 人 口 公害 [popnlation 

bs ee: 人 口 過密 に よる 2 公害 的 現象 

ジン コー コタ イ ゲ ン 人 工 個体 群 Lar- 
tificial population] 生物 個体 群 の 構造 や 
動態 を 解析 する 手段 と し て 。 カー ド ・ 円 板 ・ 
マー ブル な と 無生物 を 用 い 、 て 作っ た モ デル 的 
個体 群 。 密度 効果 な ど を 調べ る た め に 。, 試験 
区 に 作物 な ど を 植え て 全 っ た 個体 群 を いう こ 
LEDS. Beet | 

シン ゴー シゲ キ f2sRR% (sign stimu- 
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lus] 動物 が 外部 か ら 与 えら れる 刺激 に 反応 
する 場合 , 有効 な の は 刺激 全体 の うち ほん の 
一 部 で ある 。 動 物 の 生理 的 反応 を 解 発 する こ 
の 特殊 な 刺激 を 信号 刺激 また は 鍵 刺激 と い 5. 
雄 の トゲ ウオ に 闘争 を 引 起 さ せる 腹 の 赤 色 と 
か , ヨー ロッ ペ パ 産 コマ ドリ に 攻撃 を 誘発 させ 
る 赤い 胸 の 色 な ど が 古典 的 な 例 で ある 。 信 号 
刺激 を 発する も の を 解 発 因 と いう 。 

シン コー セン イィ 進行 遷移 Lprogressive 
succession] 低 次 の 生活 型 を 主 と す る 群落 
か ら 高 次 の 生活 型 を 主 と する 群落 へ と 移行 変 
化す る 過程 。 た と えば 草本 群落 か ら 森 林 和 群落 
へ の 遷移 な ど 。 退 行 遷 移 は この 逆 の 方 向 の 居 
移 を 指す 。 

シン コー ソー 真光 層 [euphotic zone, 
‘e. stratum ⑪)euphotische Zone] 水面 
か ら 補 償 深 度 ま で の 水 層 で , Eevee Cit 
お よそ 80~150m WR, 光合成 層 も 同じ 。 
拡張 し て 砂浜 な ど に 対し て も いわ れる こと が 
あり , 砂 質 の 場合 に は 砂 表面 か ら お よそ 3mm 
の 深 さ まで で , 砂粒 間隙 に 単細胞 藻類 な ど が 
繁殖 する 。 

ジン コー ゾー カ 人 口 増加 [population 
growth] ある 期間 の 人 口 の 変動 の こと で , 
出生 と 死亡 の 差 に よる 自然 増加 と , 流入 ( 移 
A) と 流出 (移出 ) に よる 社会 増加 と が ある 。 
動植物 の 場合 は 個体 数 増加 。 
・ 。 ジン コー ゾー カリ ツ 人 口 増加 率 [popu- 
lation growth rate] ある 期間 の 人 口 や 個 
体 数 増加 の 程度 を 表す の に よく 使わ れる 。 個 
体 数 増加 率 。 時 点 A か ら 時 点 B まで の 人 
や 個体 数 増加 率 は 次 の よう に 表 さ れる : 


CB の 個体 数 )-(A の 個体 数 〕、」00。 
A の 個体 数 Jang 


See, 増殖 率 
ジン コー ソー チ 人 工 草地 [aruficial 
grassland] 自然 草地 の 対語 。 
ジン コー ゾー リン ALLAH [artificial 
reproduction Okinstliche Bestandes- 
begriindung ®repeuplement artificiel ] 
造林 地 に 苗木 を 植え た り , 種子 を 直播 き し た 
り , 挿し 穂 し た りな ど し て 林木 の 全部 また は 


大 部 分 を 仕立 て て 育て あげ る こと 。 

シン コー タイ 真光 帯 [euphotie zone] 
三 真光 層 

ジン コー テン カン 人 口 転換 [demogra- 
phic transition] 高 出生 率 ・ 高 死亡 率 か 
ら 、 高 出生 率 ・ 低 死亡 率 を 経て , 低 出 生 率 ・ 
低 死 亡 率 へ の 移行 過程 を 指す 。 ョ ー ロ ッ パ で 
は 18 世 紀 か ら 19 世 紀 に 始ま り , 20 世 紀 中 頃 ま 
で で 完了 し た 。 こ の 過程 に お いて 大 き な 人 口 
増加 が 起 っ た が , アジ ア ・ ア フリ カ ・ ラ テン 
アメ リカ は 現在 そ を の 途上 に ある と いえ る 。 人 
ロ 革 命 も 同義 語 と し て 使わ れる 。 

ジン コー ニン シン チュ ー ゼ ツ 人 工 妊娠 中 
絶 [abortion] 避妊 娠 調節 

ジン コー ノ シ ゼ ン ゲ ン シ ョ ー 人口 の 自 
然 減少 [matnral decrease of popula- 
tion] ツ 人 口 の 自然 増加 

ジン コー ノ シ ゼ ン ゾ ー カ 人 口 の 自然 増 
jm (matural increase of population] 
一 定 地 域内 に お いて , 出生 数 と 死亡 数 の 差 が 
正 の 場合 に は 自然 増加 , 負 の 場合 に は 自然 減 
少 と いう 。 

ジン コー ノ シャ カイ ゲン ショ ー 、 人口 の 
社会 減少 [social decrease of popula- 
tion] ツ 人 口 の 社会 増加 

ンコ ー ノ シャ カイ ゾー カカ 人 口 の 社会 
増加 [social increase of population] 
一 定 地域 内 に お いて , 人 口 の 流入 (移入 ) と 流 
生生 st っ か 負 の 場 
合 を 社会 減少 と いう 

シン コー ハ 45K YS の お wave | 
ふつ うら 水面 に 見 られ る 波 。 表 層 を 波動 が 刻々 
と 移行 し て いく 流 。 

タン コー フエ イ ヨー コ 人 工 富 栄 養 湖 
[cultural eutrophic lake] 天然 また は 人 
工 湖 を 水産 増殖 その 他 の 目的 の た め , 肥料 の 
投入 ・ 余 剰 栄養 塩 や 沈殿 有機 物 の 分 解 な と 最 
適 の 生態 系 を 形成 する よう 人 為 的 管理 下 に 置 
BS Kot | 

ジン コー ボク ソー チ ALREM [culti- 
vated meadow, sawn pasture, seeded p-] 


耕うん し , 牧草 種子 を 播 い て 造っ た 採草 地 。 
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人 工 草地 ・ 播 種 放 牧 地 。 

新 固有 種 Lneo-ende- 
mic species ONeo-endemite] 発展 的 固 
有 種 ①progressive Endemite と も 呼ば れる 。 
ある 分 類 群 の 固有 分 布 は , まだ その 分 布 域 を 


シン コ ユ ー シ ュ 


他 に 広げ る こと が で き な い 若い 種 と 考え られ 


る 。 新 固有 種 は 鳥 や 高山 で 限ら れ た 分 布 域 し 
か も た な いと ころ に 多く , ハワイ で は 75 多 , 
セン ト ヘ レナ で は 85 錠 の 種 が か それぞれ の 地域 
に 固有 で , その 多く は 新 固 有 種 と 考え られ て 
いる 。 固有 

ジン コー リン 人工 林 [artificial forest, 
man-made f. (peuplement artificiel ] 
人 工 造 林 や 天然 更新 を 利用 し て 人 間 が 仕立 て 
た 林地 。 

シン コン セイ 深 根 性 (deep rooted] 

シン ザイ 心材 [heart wood MKern- 
holz ®bois parfait] 幹 材 の 中 心 に 近い 
7 CH * OMAR し て 赤 味 を 帯び , 周 
辺 の 材 ( 辺 材 ) より 堅く 弘 密 に な っ た も の 。 
辺 材 

シン シア ノー ゼ ([Syneyanose] 藍藻 と 
他 の 生物 と の 集合 生活 体 。 

ジン シュ 人 種 [race] 人 間 集 団 が 遺伝 
的 に 肉体 的 ・ 精 神 約 な 特性 を 有 し て お り , こ 
れ に よっ て 他 の 集団 と 区 別 さ れ う る 場合 の 群 。 
分 類 学 的 に は 人 種 は 変 往 ま た は 地方 型 に 属す 
る が 必ず し も ゃ 分類 学 的 範 暗 通 り に は 使用 され 
な た い 。 や むし ろ 地 域 的 集団 を 形質 に よっ て 類別 
し た 概念 と いっ て も よく , 文化 的 な 共通 性 を 
も つ 人 間 の 集団 を 指す 民族 と は 本 来 異 な っ た 
も の で ある 。 現 生 の 人 類 を . ネグロ イド ・ モ 
ン ゴ ロイ ド ・ ュ コー カ ソ イ ド ・ オ ー ス トラ ョ イ 
ド の 四 大 グル ー プ に 分 類する の が 一 般 的 で あ 
る 。 各 人 種 の 形質 の 中 に は 環境 へ の 適応 的 形 
質 と 考え られ る も の も 多い 。 

シン ショ ー #48 (current shoot] 

シン ショ ク 侵食 Lerosion © Erosion 
⑤erosion] 地表 面 が 削ら れ て 低下 し て いく 
現象 。 河 流 に よる 河 食 , 氷河 な ど に よる 水 食 , 
風 に よる 風 食 , 海 の 波 に よる 海 食 HA), 雨 
水 の 溶解 作用 に よる カル スト 侵食 (BR) TRE 


が ある 。 

シン ショ ク キジ ュ ン メン 侵食 基準 面 . 
[baseleyel of erosion ©Erosionsbasis 
®niveau de base générale] 侵食 作用 が 
それ 以下 に は 進行 し な い 水 準 面 。 そ の 限界 は , 
河 食 で は 海面 高 水 食 で は 雪 線 また は 氷河 末 
端面 , 海 食 で は 波 の 作用 の 及ぶ 面 。 溶 食 で は 
地下 水面 で ある 。 

シン ショ クダ ン キ ュー 侵食 段丘 Lero- 
sion terrace ©Abtragungsterrasse ] 

シン ショ クボ ンチ 侵食 盆地 [scooped 
basin ⑥Anusraumungsbecken] 風 食 な 
ど に よっ て で きた 浅い 盆地 。 植 第 の 少な い 地 
方 に 見 られ る 。 

シン ショ ク リンネ HARM [cycle of 
erosion, e. cycle ⑥ Abtragungsterrasse, 
Erosionszyklus terrasse d’erosion, ~ 
cycle d'e.] 9 8 

シン ショ セイ ドー プ ツ 真 所 性 動物 Len< 
cene animal] 特定 の 種類 ・ 型 の 生息 場所 
biotop に し か 生息 し な い 動 物 。 

シン スイ ソー 深水 層 [hypolimnion 
MHypolimnion] 湖沼 で 水温 に 成層 現象 が 
起き る と き , 水温 が 急激 に 変る 層 Bae 
thermocline) より 深い 部 分 。 水温 躍 層 に より 
表 水 層 epilimnion と の 水 の 循環 が 断 た れ , 
湖沼 表面 と は 異な っ た 水質 ・ 生 物 相 を 示す 。 
生産 よ り 分 解 が 盛ん な こと が 多く , BRAM 
で は し ば し ば 酸素 が 欠乏 する 。 ai 

シン スイ タイ 浸水 帯 Lemersion zone] 
河川 ・ 湿 地 な ど で 増 水 期 に 水 に つか る 地域 。 

シン ステ ッ プ セイ ドー プ ツ 真一 一 性 動 
物 [euvastal animal] ステ ッ プ に し か 生 
息 し な い 動物 。 

シン セイ コー ドー 親 性 行動 [parental 
behaviour] 親 が 子 に 対す る 行動 で , EL 
し て 保護 な ら び に 育児 に か か わる 行動 を 総称 
し て 呼ぶ 。 母 親 の 子供 に 対す る 行動 を 母性 行 
動 maternal behaviour, 父親 の 子供 に 対す る 
行動 を 父性 行動 paternal b. と いう 。 自分 の 
実 の 子供 で は な い 場 合 に も , 類似 の 保護 たら" 


びに 育児 行動 を 親 性 行動 と 呼ぶ 場合 が ある 。 


シン セイ ジ シボ ー リ ツ 
[meonatal mortality rate, n. death r.」 
OARKLE 

シン セイ ダイ 新生 代 (Cenozoic, C. era 
⑥Kanozoikum ⑤cenozorque」 地質 時 
代 最 後 の 大 区 分 。 古 い ほ うか ら 第 三 紀 と 第 四 
紀 に 区 分 され る 。 年 数 は 6000 万 年 また は 7500 
万 年 と も いわ れる 。 路 乳 類 繁栄 時 代 。 第 三 紀 
の 大 造山 運動 , 第 四 紀 前 半 の 高緯度 地 淀 の 氷 
河 形 成 な ど は 生物 の 盛衰 ・ 分 布 に 大 き な 影 響 

を も た らし た 。 
_ シン セイ ダイ セン イケ イレ ツ MAKES 
系 列 [Cemosere] セ ノ ゼ レ 。 新 生 代 の 時 代 
を 通じ て の 植生 遷移 系 列 を い う 。 一 般 的 に 裸 
子 植物 か ら 被子 植物 を 主 と す る 植生 に 遷移 し 
た と 考え られ て いる 。 ア ン ゲ オ ゼ レ と 同じ 。 

シン セイ テイ セイ セイ プ ツ 真性 底 生生 物 
[eubenthos QEubenthos ⑤⑥eubenthos」 
狭義 の 底 生生 物 で 底 質 か ら ほ と ん ど 離 れる こ 
と な し に 生活 する 生物 。 a 

シン セイ フ ユ ー セ イプ ツ 新生 浮遊 生物 
Lneoplanktom.] 地質 時 代 の 第 三 紀 より 後 
に 浮遊 生活 に 適応 し て 発達 し た と 考え られ る 
生物 を 指す 。 浮遊 生活 を する 幼生 (幼生 浮遊 生 
物 ) の 多く き は これ に 属す る と 考え られ て いる 。 

シン セイ プラ ンク トン 真性 一 一 Leu- 
plankton] 付着 性 ある い は 半 付 着 性 の 種類 
が 偶然 は が れ て 浮遊 し た も の に 対し て , KE 
浮遊 生活 を し て いる プラ ンク トン 。 

シン セイ プラ ンク トン 新生 一 一 [neo- 
plankton) 王 新 生 浮遊 生物 

シン セッ キ 新 石 器 Lneolith] 4B 

シン セッ キジ ダイ 新 石器 時 代 [Neoli- 
thic age, New stone a. MNeolithikum, 
Jangsteinzeit] この 時 代 の 特徴 は 農耕 ・ 
牧 装 の 開始 , 土器 の 製作 , 研磨 に よる 石器 の 
製作 な ど が み ら れ た こと で ある 。 ヨー ロッ ペ パ 
で は , 約 7000>4000 年 前 まで の 間 で ある 。 日 


本 で は 縄文 式 文化 時 代 を 新 石 器 時 代 と 呼ぶ が , 


麻 製 の 石器 と 土器 を も っ て は いた が 農耕 は 知 
られ て いな いか ら , 本 来 の 新 石器 新 代 と は 異 
な っ て いる 。 そ の 年 代 も , #99000~30007F Fi 
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と 外国 に 比較 する と 長い 。 地 質 学 的 に は 沖 衝 
世に 属す る 。 旧 石器 時 代 の 後に 起 っ た も の で , 
その 間 に 中 石器 時 代 を も うけ る 場合 も ある が , 
その 区 別 は 曖昧 で ある 。 新 石器 時 代 以 後 は , 
青銅 器 時 代 ・ 鉄 器 時 代 へ と 移行 する 。 

シン セッ キテ イセ ン 新 石 器 洒 線 LINeo- 
lithic beach] 新 石器 時 代 の 導 岸 線 で , 縄 
文 海 進 時 代 の 洒 線 に 沿っ て 内 塚 が 残さ れ て い 
る こと が 多い 。 

シン ゾク 親族 [kin group] 日 本 で は 
伝統 的 に 血縁 の 範囲 を 表す も の と し て , 血族 
と 婚 如 に よっ て つなが る 吉 族 と を 包含 し て , 
親族 と いう 概念 が 使わ れ て いる 。 し か し 一 般 
に は , 血族 と 妨 族 は 明確 に 区 別 さ れる 場合 が 
多い 。 Sik 

シン ソー フー カ 深層 風化 [deep seated 
weathering ①Tiefenverwitterung] 海 
底 ・ 湖 底 な ど 地下 水位 以下 の 深 所 で 起 る , FE 
に 水 に よる 緩やか な 風化 。 

シン ダー ウィ ン シ ュ ギ 新 一 一 主義 [neo- 
Darwinism @®Neo-Darwinismus] Wei- 
smann が 唱え た 進化 要因 説 で , 彼 自身 の 命 
名 で ある 。 Darwin DEMOS ち 生 存 競争 
の 原理 に 重点 を 置き , 生殖 質 の 独立 と 連続 の 
思想 に た っ て , 獲得 形質 の 遺伝 を 否定 し た 。 

シン タン リン RM Lcoppice (forest) 
DNiederwald ®toillis] 三 低 林 

シン チョ ー {#& [elongation] 

シン トー 浸透 L①osmosis @infilira- 
tion, percolation Olnfiltration] (①⑫ 物 
質 が 膜 を 通り 抜け て 拡散 する 現象 。② 地 面 に 
達し た 雨水 が 土壌 表面 を 通っ て 土壌 中 に 入る 
現象 。 

シン ドー 振動 [oscillation] 個体 群 動 
態 で は 比較 的 規則 的 な 個体 数 の 増減 が 繰 返 さ 
れる 場合 を 振動 と いい , 不 規則 な 増減 を 変動 
fluctuation と いう 。 振動 は また 周期 的 変動 
cyclic f. と も いう 。 

シン トー アツ 、 浸透 圧 [osmotic pres- 
sure Dosmotischer Druck ®pression 
osmotique] “iG Sic UCREORIs 
る 2 溶液 が 接する と き 両 液 間 に 生じる 圧力 。 
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ELTRIE ょ 浴 液 の 濃度 に 比例 する 。 この た め 低 
濃度 溶液 側 か ら 高 濃度 溶液 側 へ 水 の 移動 が 起 
る 。 植物 細 胞 の 吸水 は 浸透 圧 の 差 に 基く 。 
シン トー アツ ジュ ン ノ ー ド ー プ ブツ REE 
順応 動物 [osmo-conformer] 変 浸透 圧性 
に よっ て 外界 媒質 の 塩分 変化 に 対応 する 動物 。 
シン トー アツ チョー セツ 浸透 圧 調節 
[osmoregulation, osmotic regulation 
DOsmoregulation ®régulation osmo- 
tique] HMADBAALICHLCARORG 
圧 を 多少 と も 独立 に 一 定 に 保つ 生理 的 活動 。 
広 塩 性 の 水生 動物 の 多く で 見 られ , ERG 
動物 で は 最も よく 発達 し て いる 。 
シン トー アツ チョ ー セ ツ ド ー プ ツ BEE 
調節 動物 [osmmo-regulator] 定 浸透 圧性 
に よっ て 外界 媒質 の 塩分 変化 に 対応 する 動物 。 
シン ドー ケツ セイ ドー プ ツ 真 洞穴 性 動物 
「eucaval animal] 洞穴 中 に し か 生息 し な 
い 動物 。 
シン ドー ケッ セイ ノ 真 洞 穴 性 の [tro- 
globic, troglobi(o)tic] 洞穴 中 に の み 生 選 
する と と 
シン トー コー ザ ツ 浸透 交雑 [introgres- 
sive hybridization] 二 つ の 比較 的 よく 隔 
離さ れ て いる 種 の 間 で 雑種 が か でき, これ が 両 
親 の いずれ か と 戻し 交雑 を 繰 返 す こと に より , 
一 方 の 種 か ら 他方 の 種 へ 遺伝 子 拡散 が 起り , 
新しい 種 が で きる 可能 性 が 高く な る 。 こ の 現 
象 が 進化 の 要因 と な り 得 る と 考え る 説 も る ある 。 
シン トー セイ サッ チュ ー ザ イ 浸透 性 殺虫 
剤 (systemic insecticide] 植物 体 を 浸透 
移行 する 性 質 の ある 楽 剤 を 植物 の 根 や 茎葉 か 
ら 吸 収 さ せ , 植物 体 を 一 時 的 に 毒性 化 し 植物 
を 加害 する 害虫 を 死亡 させ , 植物 を 害虫 か ら 
保護 する 楽 剤 で あり , 植物 の 局所 に 深 達する 
性 質 を も つも の と は 区 別 さ れ て いる 。 初期 の 
浸透 性 殺虫 剤 は アプ ラム シ ・ ダ ニ ・ カ イガ ラ 
ムン 等 の 吸収 性 害虫 の 防除 に 利用 され た が , 
最近 で は 中 喘 性 害虫 に も 効果 の ある も の も ゃ 開 
発 さ れ て いる 。 和 宙 透 性 殺虫 剤 は その 防除 法 か 
らし て 生態 的 選択 性 を も つも の と 考え られ た 
DS, 食物 連鎖 を 通じ て 生態 的 選択 性 が 破 られ 
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る こと も あり , 注意 深い 使用 が 大 切 で ある 。 
また 家畜 を 薬剤 で 一 時 的 に 毒性 化し 。 家畜 に 
寄生 する 害虫 を 死亡 させ る よう な 殺虫 剤 に つ 
Cd GER RA CS, 

シン トー ノー jase [infiltration ca- 


‘pacity OInfiltrationsbegabung ⑤capa- 


cite dinfiltration] 地表 面 に 供給 され た 
水 が , 単位 時 間 に 土 壌 中 に しみ 込ん で いく 割 
ARABEL WU, ある 土地 の 最大 の 浸透 度 


シン ニュ ー A Linvasion DInvasion 
⑥invasion] ふつ う の 分布 城 で は な い 地 域 
や 構成 種 と は な ら な い 群 集 に , ある 種 が 入っ 
て き て 生息 する こと 。 ど 侵入 種 
侵入 種 [inyader。 i. 
species] その 種 の ぁ ふつう の 分 布 城 で は な い 
地域 , それ まで 分 布 し て いな か っ た 地域 。 あ 
る い は ほ ぁ つら 構成 種 と ほな ら な い TERICA 5 
て き て 生息 し て いる 種 。 

シン ニュ ー シ ン ド 侵入 深度 ee 
depth] 植物 の 大 部 分 の 根 が 侵入 し て いる 
土壌 の 深 さ 。 根 の 侵入 深度 working depth ot 
roots, } 

シン ネッ タイ ク 新 熱帯 区 [neotropical 
region ©neotropische Region ®région 
neotropicale」 動物 地理 区 の 新 界 の うち の 
1 区 。 低 地 メ キシ ュ か ら 南 の 中 米 ・ 南 米 を い 
う 4 
シン ネッ タイ ショ ク プ ツク ケイ カイ 新 
熱帯 植物 区 系 界 [Neotropics。 neotropical 
floral kingdom] メキ シュ 以 南 の 新大陸 


シン ニュ ーシュ 


全域 (南部 の パタゴニア を 除く )。 


シン ノ キ ョ クソ ー 真 の 極 相 [trie ci- 
max] 気候 的 極 相 の み を 極 相 と する 場合 た 
いう 。 ; 
シン ノ サ バク ジョ ー 真 の 砂漠 状 [ende- 


sertal] 植物 が 全く 生育 し て いな い 地 表 の 
状態 。 ari, ’ - 
シン パー Schimper, Andreas Franz 


Wilhelm, 1856~1901 ドイ ッ の 植物 地理 学 


者 。 地 球 上 に お ける 植物 群 系 の 分 布 解明 の た 
め , 植物 生理 学 を 基礎 と し た 温度 と 水分 因子 


、 で 体系 づけ , 植物 生態 地理 学 の 骨組 みみ を つく 
っ た 。 熱帯 多雨 林 ・ 乾 生 形 態 ・ 生 理 的 乾燥 な 
どの 研究 で 知ら れる が , 植物 生理 学 的 解釈 で 
実験 に 基 か な い 点 が 多い こと を , Firbas, 
Stocker ら と 指摘 され た 。 〈 主 著 > Pflanzen- 
geographie auf physiologischer Crundlage, 
1898。 

ピュ ンチ gg 真 比重 [true specific 
gravity) 内 部 に 間隙 を 全く 含ま な い 真 の 容 
積 に つい て の 比重 。 土壌 の 場合 に は , ある 温 
度 で の 土壌 粒子 の 単位 容積 あたり の 重量 と , 
同 温 ・ 同 容積 の 水 の 重量 の 比 え いう 。 ふ つう 


ビ ピク ノ メ ー タ (比重 びん か specific 


gravity bottle) を 用 いて 測定 する 。 

シン ヒ ョ ー ガ キ 新 水 河 期 [Neoglacia- 
tion] 後 氷 期中 の 第 三 回 目 の 低温 期 ( 約 3000 
<2000 年 前 の 間 )。 後 氷 期中 の 最 温 暖 期 に 続い 
て 起 っ た 低温 期 で ある 。 


シン ヒ ョ ー セ ツ セ イ ノ 真 氷 雪 性 の 


[eryo-biotic] 氷雪 地域 で 生涯 を 送る 生物 


に つい て いう 。 代 表 的 な も の と し て 粘 管 目 の 
トビ ムン シ の 一 種 が ある 。 

シン フス イセ イ J 真 腐 水 性 の [sapro- 
biotic] 有機 物 で 汚染 され た 水中 の みた 生 
活 す る 生物 に つい て いう 。 例 : ミ ズ ワ タ ・ ミ 
ズ イ ト な どの 汚水 菌 や 汚水 バク テリ ア 。 
- シン プル カウ リフ ロー リー 
cauliflory] 忌 幹 生花 

シン ホク アク MACHR [LINearctic sub- 
region ①Dnearktische Unterregion] 北 
究 の 全 北 区 に 属す る 動物 地理 亜 区 の 一 つ 。 北 
米 大 陸 の 大 部 分 を 占め る 。 


[simple 


シン ホク ク 新 北 区 [INearctic region 


Onearktische Region] 陸上 の 動物 地理 
区 分 で , 高地 メキ ン ュ か ら 北 の 北米 と 北極 海 
群島 ・ グ リー ン ラ ンド を 含む 地域 。 
_ シン ポテ キト ツ ゼ ン ヘ ン イ 進歩 的 突然 変 
異 [progressive mutation] 生物 進化 の 
方 向 と 一 致す る と 考え られ る 突然 変異 を いう 。 
De Vries の 造語 。 

シン ユー セン セイ ノ 県 湧 泉 性 の [cre- 
nobiotic] @ it, 常に 地 中 か ら 清澄 な 水 
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が 湧き 出る の で 年 間 水 温 が 低く 一 定 し て いる 。 
し た が っ て ここ に 生涯 を 送り , 世代 を 繰 返 す 
生物 は 冷水 性 で し か も 狭い 温度 範囲 に 適応 し , 
いく ら か 流水 性 で 小型 の も る の が 多い 。 こ れ ら 
の 性 質 ま た は 性 質 を 備 と を た も の を いう 。 

シン ヨー 新 葉 [new leaf, current 1.] 
当年 生葉 , 今年 展開 し た 新 葉 。 

シン ヨー コー ボク リン HBA Laci- 
eulisilvae] 北半球 の 冷温 帯 か ら 亜寒帯 を 広 
く 含 め て い る 針 葉 高木 の 林 。 針葉樹 林 aci- 
culignosa を 針 葉 高木 林 と 針 葉 低木 林 aciculi- 
fruticeta に 分 ける 。 

シン ヨー ジュ ガタ セイ サン コー ゾー 填 
葉 樹 型 生産 構造 [productive structure of 
coniferous trees] 生産 構造 

シン ヨー ジュ リン 針葉樹 林 [coniferous 


. forest, needle-leaved f., aciculignosa, 


conilignosa Q)Nadelwald, Nadelgeholze 
®foret de coniferes] JLA SHREK - Hi 
高山 性 針葉樹 林 な どの よう に 常緑 また は 落葉 
の 針葉樹 か ら 成 る 植物 群 系 。 

シン ヨー テイ ボク リン 針 葉 低木 林 [aci- 
eulifruticeta] ハイ マツ 群落 ・ 大 山 の キ ャ 
ラボ ク 林 ・ 富 士 山 高山 帯 の カラ マッ 群落 ・ 海 
岸 の ハイ ネズ 群落 な ど , 高山 ・ 海 岸 な どの 厳 
し い 条 件 の 下 に 成立 する マツ 科 の 低木 林 。 

シン ラマ ルキ ズム 新 一 一 Lneo- 
Lamarckism] Lamarck 説 を 中 心 と し て 発 
展 し た 進化 学説 の 総称 。 た と えば 物体 に 本 来 
か ら 備 わっ て いる 進化 の 原動力 と し て 成長 力 
growth force を 認め る 考え 方 や 定 向 進化 と 獲 
得 形 質 の 遺伝 と の 思想 を 結合 させ た 進化 学説 
な ど が ある 。 

シン リガ ク 心理 学 [psychology O 
Psychologie ®psychologie ] 

シン リ テ キ ヨク アツ 心理 的 抑圧 [psy- 
chological stress] 何ら か の 和 危機 に 対す る 
不安 感 あ る い は 予期 感 に よっ て 起 る 心理 的 ・ 
生理 的 緊張 。 

シン リュ ー ス イセ イノ 上 真 流水 性 の [rhe- 
obiotiec] 流速 の 大 きい 水域 に 生息 する 性質 * 
の 更新 が 早く 栄養 お よび 酸素 か 豊富 で , H 
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類 や 酸素 要求 量 が 大 きく , 流水 に 適応 し た 動 
物 が 見 られ る 。 

シン リン エイ キョ ー ガ ク 森林 影響 学 
[forest influences] 森林 が 周囲 の 環境 に 
及ぼ す 環 境 形 成 作 用 を 研究 する 学問 。 Kittre- 
dge に よっ て 体系 づけ られ た 。 森林 理学 。 

シン リン カサ イ 森林 火災 Lforest fire] 
い ぃ 8 ゆる 山 火事 で , 燃え る 状況 に よっ て 地 中 
火 ground fire・ 地 表 火 surface f.・ 樹 幹 火 
stem f.・ 樹 冠 火 crown f. に 分 けら れる 。 
樹 先 火 に よる と き が 森林 の 損害 は 最も 大 きい 。 
山 火 。 

シン リン キシ ョ ー 森林 気象 [forest 
meteorology] 応用 気象 の 一 つ で , 林 学 ・ 
林業 に 関係 する 気象 の 総称 。 一 般 気候 ・ 気 象 
- 条件 の ほか , 山岳 ・ 斜 面 ・ 林 内 向 気 象 ・ 生 物 
* 気候 な どの 一 部 を 含む 。 
“ シン リン キ = 詩 ド ー タ イ 森林 共同 体 
[forest community ①Waldbiozonose」 
oe 

シン リン ゲン カイ 森林 限界 Lforest 
limit OWaldgrenze] 高木 が 森林 状態 で 
分 布 し 得る 限界 線 を いう 。 分 布 の 制限 要因 と 
し て は 温度 ・ 湿 度 ・ 強 風 そ の 他 が ある が , 日 
本 の 山地 で は 低温 が 主 と し て 制限 要因 と な っ 
て いる 。 ツ 高木 限界 

シン リン コー ゾー 森林 構造 [stand 
structure, forest s.] 三 林 分 構造 

シン リン ステ ッ プ 森林 一 一 Lforest- 
steppe OWaldsteppe] 比較 的 高緯度 地 
域 で , 東 ヨ ー ロ ッ パ な どの 森林 と ステ ッ プ の 
_ 移行 帯 に み ら れ る 群 系 。 低 木 ま た は 樹林 群 が 
ステ ッ プ 中 に 島 状 に 散 生 し て いる 。 

シン リン セイ タイ ガク 森林 生態 学 Ls 周 - 
vics, forest ecology OForstékologie] 
林木 の 生活 史 や 林 分 の いろ いろ な 特性 を , と 
くに 立地 条件 と 関連 させ て 扱う 学問 。 forest 
ecology と 同義 に 用 いる 。 人 造林 的 特性 silvicul- 
tural characteristics の 意 に 用 いる こと も ある 。 

シン リン セイ タイ ケイ 森林 生態 系 Lfor- 
est ecosystem] 生態 系 

シン リン タイ tH [forest zone O 


Waldzone ®étage de végétation for- 
estiere] 森林 を 温度 と 乾湿 度 の 軸 上 で いろ 
いろ の 相 観 的 な 型 に 分 類 し た も の で , SHA 
候 で は 低 緯 度 地方 か ら 熱 帯 多 雨林 ・ 亜 熱帯 多 
雨林 ・ 照 葉 樹林 ・ 夏 緑 広葉 樹林 ・ 常 緑 針葉樹 
林 が あり , 温帯 の 冬 雨 型 の 地域 で は 硬 葉 樹林 
が ある 。 モ ンス ー ン 地域 に は 熱帯 雨 緑 林 ・ 亜 
熱帯 雨 緑 林 (モン スー ン 林 ・ サ ベン ナ 林 ) が , ま 
た 亜寒帯 の や や 乾燥 し た 地域 に は 落葉 針葉樹 
林 が 成立 する 。 

シン リン ツン ドラ 森林 一 一 LEorest- 
tundra OWaldtundra] 北極 帯 や 亜 南極 
の 樹林 ッ ン ドラ 。 シ ベリ ア で も 北方 林 と 樹木 
限界 と の 間 に は 平均 100 km 以上 の 幅 が ある 。 
その 中 で , と くに ツン ドラ 帯 に 近く , マツ 
類 ・ ネ ズ 類 ・ カ ン バ 類 の 樹林 が 島 状 に 発達 し 
て いる ツン ドラ を い 2。 

シン リン ノ ソー カン aHORM [phy- 
siognomy of forest] 森林 の 総合 的 な 外観 
的 様相 を いう 。 森林 の 場合 , 相 観 は まず 第 一 
に 林 冠 の 特徴 ( 針 ・ 広 ・ 常 緑 ・ 落 葉 ・ 高 さ ・ 種 数 ・ 
密度 な ど ) に よっ て 決め られ , 更に 林 床 植生 に 
よっ て 細分 され る こ と が 多い 。 

シン リン ホ ゼ ン 森林 保全 [forest con- 
servation ①Waldschutz 」 
- シ ン リ ン リ ガク Bs (forest in- 
fluences] 三森 林 影 響 学 

シン リン リッ チケ イ 森林 立地 型 [forest 
site type] 生育 環境 の 違い に よる 森林 の 型 
の 区 分 。 常 緑 林 ・ 落 葉 林 , 雨 緑 林 ・ 夏 緑 林 , 
熱帯 林 ・ 亜 熱帯 林 ・ 暖 温帯 林 ・ 冷 温帯 林 ・ 亜 
寒 帯 林 , お よび これ ら の 組合 せ に より 各種 の 
林 型 区 分 が な され る 。 | 

シン リン ルイ ケイ ガク 森林 類型 学 [for- 
est typology 」 

ジン ルイ セイ タイ ガク 人類 生 態 学 Lhnu- 
man ecology) 三 人 間 生態 学 

- ジ ン ル イ ドー タイ ガク 人 類 働 態 学 [hu- 
man ergology] ギリ シャ 語 で 仕事 ・ 働 き を 
意味 する エル ゴン ergon を 語源 と し , Hackle 
に ょ っ て 初め て 提唱 され た と いわ れる 。 人 間 
の 意識 的 な 生活 行為 (働き ) を 主たる 研究 対象 


と する 生物 学 と いう と と が で き , 生態 学 と 明 
確 に 区 分 で き な い 部 分 も 多い 。 

シン ワ セ ャ セイ 親和 性 [affinity OAffini- 
tat ⑤affimite] 一 般 的 に は 漠然 と し た 意味 
で 使わ れる が , と き に は 組織 学 に お ける 組織 
の 色素 に 対す る 結合 力 の 強 さ , 発生 学 に お け 
る 細胞 間 の 結合 力 の 強 さ を 表す 場合 な ど が あ 
る ° 

シン ワ テ キ コー ドー 親和 的 行動 [friend- 
ly behaviour] 動物 の 社会 的 交渉 の 中 で 親 
和 的 な 交渉 の 際 に 見 られ る 行動 で 、 相 手 の 攻 
撃 性 を 抑制 する よう な 記号 的 要素 を 含ん で い 
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る も の が 多い 。 た と えば 霊長 類 に お いて 優位 
個体 へ の 接近 に 際 し て 見 られ る プレ ゼン ティ 
ング presenting すなわち も 雌 の 性 交 姿 勢 な ど 
は その 例 で ある 。 接 近 する 劣 位 個体 は 、 雄 で 
あっ て も 雌 の 行動 形 を 借用 する 。 同 様 に , 幼 
児 的 な 表 出 が 親和 的 行動 と し て の 効果 を も つ 
場合 が ある 。 この ほか , PASTA greeting 
behaviour と し て その 種 の 社会 の 中 で 定形 化 
LEUVALDLDS, Et Ciel grooming 
な ど は . thawhe CRAM THe Aire 
す と と が で きる 。 


A 洲 [barrier beach DCay, Key] 導 
岸 線 に 陸 行 し て 連続 する 長い 砂浜 で , それ と 
陸地 と の 間 に 潟 1agoon や 沼沢 marsh が で きる 。 

A 巣 [nest] 巣 穴 は nest-hole、 住 管 は 
nest-tube と いわ れる 。 

ス ア ナ ノ カセ キ 巣 穴 の 化石 Lpipe 
stone, burrow, sand p., sand rock | 
ARO HK ADD OR O{LA, 

スイ アツ 水圧 (hydrostatic pressure 
Mhydrostatischer Druck | 

スイ イ 水位 [water level) 

スイ イケ イ 水位 計 [limninmet : & 
洋 ・ 湖 沼 ・ 河 川 な どの 水位 の 上 昇 下 '# を 知る 
計器 。 

スイ イ セイ カツ タイ BAA (tran- 
sition life-zone] ある 生活 沿 と - れ に 隣 
接する 生活 帯 の 境界 に み ら れ る 推移 党 

スイ イタ イ 8% [ecotone, | 
tion zone DEcoton] 隣接 する 生物 和 梓 集 の 
境界 付近 で 両者 の 要素 が 互い に 混 し っ て いる 
部 分 。 三 移行 帯 

スイ イ テ イ タイ 推移 底 帯 [transition- 
(al) zone] 底 生 区 の 生態 的 区 分 帯 の 一 つと 


nsi- 


し て , MRRROS DORM “Br, 
中 深水 層 に 相当 する 部 分 を 指す よう ,- . け ら 


れる こと が ある 。 

スイ オン ジュ ンカ 水温 順 化 (ten pera- 
ture acclimatization] iif)’ 外界 の 
水温 変化 に 対し て 順 化す る こと 

スイ カイ 水 界 [hydrosphc ce] =*xe 

スイ カイ 7th [water massies)| 隣接 
する 海水 と 混じり 合わ な いで , か な り 広 い 範 
囲 を 占め て いる 同じ 人 性質 の 一 団 の 海水 。 

スイ ケイ ガク HHS (inductive) sto- 
chastics] 推測 統計 学 。 

スイ ケン 水圏 [hydrosphere」 地球 上 
の 海洋 ・ 陸 水 地域 。 水 界 。 

スイ コー サイ バイ 水 耕 栽培 .water (so- 


lution) culture OQWasserkultur | 


aquiculture | 


水 耕 “hydroponics, 

= KBE 

ズ イ ジ キュー ショク 随時 給食 [progres- 
sive provisioning! ちろ る 種 の 狩り バチ 類 
で . Sia RRA LS NEBR TS 
て 与え る と と を いい . Mitt SESS 更 は 家族 
制 の 段階 に ある と きれ る 。 

スイ シ ツ 水質 [water quality] 水 の 
物理 的 性 質 ・ 化 学 的 性 質 ・ 生 物 学 的 性 質 な ど 
を 総称 し て 水質 と い ぢ 。 

スイ シ ツ オセ ン 水質 汚染 [water pol- 
lution] 王 水 汚染 , 汚濁 処理 

スイ シ ツ オダ ク kA (water pol- 
lution OWasserverureinigung | 三 水 汚染 

スイ ジュ ン ソ クリ ョ ー 水準 測量 [level 
surveying, levelling DNivellierung © 


ズ スイ Aa 


nivellement ] 

スイ ジョ ー キ ホー ワ 水蒸気 錠 和 [water 
vapour saturation | 

スイ シン 水深 [depth OTiefe ®pro- 
fondeur] 水面 か ら 水 底 ま で の 深 さ 。 日 本 
の 海図 に 記入 され て いる 海 の 水深 は ほぼ 最低 
低 潮 面 か ら の 深 さ で ある 。 

スイ セイ ガン 水 成 岩 [aqueous rock] 
堆積岩 | 

スイ セイ コン チュ ー 水生 昆虫 [aquatic 
insect] 洋 沼 ・ 河 川 な どの 水域 に 生息 する 
比 虫 の 総称 。 海水 に 生息 する も の は 非常 に 少 
な い 。 生 活 史 ・ 生 活 場所 は 種類 に よっ て 著 し 
く 異 な る 。 

スイ セイ ショ クセ イ 水生 植生 [aquatic 
vegetation D)Wasservegetation] 植物 
体 の 半分 以上 が 空中 に ある semi-aquatic 
vegetation に 対 し て 半分 以上 が 水中 に あ る 植 
生 。 芝 水 ・ 学 葉 ・ 浮 渡 植物 が 代表 的 な 構成 種 。 
合 家 的 に 淡水 ・ 塩 水 ・ 海 水性 な ど に 分 ける が 
中 間 本 な も の も 多い 。 水 中 で は 温度 の 変化 も 
ルル な く , 水分 不足 の 問題 も あな い の で 陸生 植生 
ご 比較 する と 分 大域 が 広い 。 


スイ セイ ショ ク プ ブツ 水生 植物 (fresh 
water plant, aquatic p。 hydrophyte ① 
Hydrophyt, Wasserpflanze}] 淡水 (海水 ) 
域 に 生育 する 大 型 高等 植物 macrophyte DK 
称 。 水草 と も いう 。 生活 場所 や 生活 型 に よっ 
て 抽 氷 植物 ・ 浮 葉 植 物 ・ 沈 水 定 物 ・ 淳 遊 植物 
な ど に 分 けら れる 。 

スイ セイ ショ ク プ ツゲ グン ラク KEM 
落 [aquiherbosa] 湿地 ・ 池 沼 ・ 湖 ・ 河 川 
に 生育 する 植物 群落 。 水生 植物 

スイ セイ セイ プ ツ グン シュ ー 水生 生物 群 
集 [aqauatic community, water ec.| 河 
川 ・ 湖 沼 ・ 海 洋 な どの 水域 に お いて .、 そこ に 
生活 する 動植物 で 構成 され . 互い に 関連 し 合 
種 群 。 

スイ セイ ソー ゲン 水生 草原 [aquiprata」 
植生 の 相 観 に よる 区 分 の 一 つ で , 陸生 草原 
terriprata の 対語 (Brockmann-Jerosch + Ribel 
に よる )。 水生 草原 は 更に 湿性 草原 ・ 沈 水草 原 ・ 
高層 湿原 に 分 けら れる 。 

スイ セイ ドー プ ツ 水生 動物 Caquatic 

animal] 湖沼 ・ 河 川 ・ 海 洋 に 生 は する 動物 
の 総称 。 これら は 生活 型 に よっ て 次 の よう に 
分 けら れる 。 

浮遊 動物 : ミ ジン ュ ・ ワ ムシ な ど 、 

底 生 動 物 : カ ゲロ ウ ・ カ ワ ゲ ラ ・ ト ビ ピケ 
ラ ・ テ ニス リカ な どの 水生 昆虫 の 幼虫 、 具 
類 ・ イ トミ ミズ な ど 。 

水面 ・ 水 中 遊 涼 動物 ミズ スマ シン ・ ア メン 
ボウ ・ ゲ シン ゴロ ウ ・ ミ ズ カ マキ リ な どの 
fh, 広義 で エビ 類 ・ ヒ ル 類 ・ 魚 類 も 入る 。 

昔 着 動物 : 岩 ・ 杭 ・ 水 草 な ど に 付着 し て 生 
活 す る タン スイ カイ メン ・ コ ケム シ な ど 。 

スイ セイ ドー プ ツ グン シュ ー 水生 動物 群 

集 [aquatic animal community] 4: 
DI RRC RT SM WOLE > CW BFK 
体 。 水生 動物 

・ スイ セイ ノ 水生 の [aquatic Daquati- 
sch] 広く 陸 水 ・ 海 注 な ど 水 の 中 で 生活 し て 
いる こと を いう 。 

スイ ソー 水槽 (tank, aquarium ] 

aquarium は 水族 館 ・ 養 魚 池 culture pond の 意 


味 も も つ 。 

スイ ソイ オン ノー ド 水素 一 一 濃度 
Chydrogen-ion concentration ①)W asser- 
®concentra- 
tion d’ion hydrogene] #2 FOKRT 
オン の 濃度 。 ふ つう 5 水素 指数 pH で 示す 。 テニ ピ 
デー エッ チ 

スイ ソ ク トー ケイ ガク 推測 統計 学 Lin- 
ductive statisties,stochastics| 推計 学 。 

スイ ソノ 水素 の [hydric] 

スイ チュ ー キ コー 水中 気候 [hydrocli- 
mate DHydroklima] 水中 に 棲息 する 生 
物 に と っ て は , 水中 の 懸 油 物 質 ・ 溶 存 物質 ・ 
温度 ・ 光 な どの 環境 条件 の 総合 が 気候 に 相当 
する と し て 。 Wasmund が 水中 気候 と 称し た 。 

スイ チュ ー キ コ ー ズ 水中 気候 図 [hydro- © 
climograph」 水中 に お ける 月 平均 の 塩 濃 
度 と 温度 と の 関係 を 表し た 図 。 

スイ チョ ュー ショ ー ド ケ ィ 水中 照度 計 
[submarine photometer, underwater 
irradiance meter) 感光 部 と し て 写真 感 
光 材 な どの 光化学 反応 を 利用 する も の も ある 
が ,。 ぁ つう は 光電 管 ・ セ レニ ウム 光電 池 あ る 
い は 硫化 カド ミウ ム 光 電導 体 を 用 いて 電気 的 
に 測定 で きる も の が 使わ れる 。 水密 ケー ス に 
入れ た 感光 部 を 水中 に 沈め , 水中 ケー ブル で 

人 上 の 計測 器 に 接続 し て 測定 値 を 直読 で きる 

よう に な っ で いる 。 


stoffionenkonzentration 


スイ チュ ー セイ タイ ケイ 水中 生態 系 
[aquatic ecosystem ] 

スイ チュ ー テレ メー ター 水中 一 一 
[underwater telemeter| 水中 か ら 各 種 


の 情報 を 遠隔 通報 する 水中 通信 装置 。 深 さ 計 
depth meter, dig Sat (ネッ トレ ュー ダー) net 
recorder な どの 実用 装置 も ある 。 

スネ イチ ョ クイ ドー 垂直 移動 [vertical 
migration ©Vertikalwanderung] i£/2 
方 向 へ の 動物 の 移動 。 鉛直 移動 と も いう 。 動 
物 プ ラン クト ン の 昼夜 移動 や , 季節 に つれ て 
の 昆 虫 ・ 鳥 類 の 低 山 帯 と 高山 淀 の 移動 な ど 。 

スイ チョ クシ ョ クセ イタ イ ノ ギャ ク テ ン 
垂直 植生 帯 の 逆転 [inversion of altitudi- 
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nal zone QUmkehr der Hohenstufen, 
Stufenumkehr] ‘KGO ARR CARHF 
に お いて , その 上 縁 が 谷底 より ゃ も 光 ・ 熱 を 多 
く 受 ける た め , 植生 の 垂直 分 布 帯 が 逆転 する 
現象 。 

スイ チョ ク テ キ セイ ソー コー ゾー 垂直 的 
成層 構造 [yertical stratification] 生態 
系 の 内 部 に み ら れ る 垂直 的 な 成層 構造 で , 区 
が 主 な 成因 と な る こと が 多い 。 RKO HE 


層 ・ 低 木 居 ・ 草 本 層 ・ 苦 苔 層 の 分 化 や , 土壌 . 
中 の 層 構 造 の 分 化 , 水中 の 垂直 的 成層 構造 な 
ど が あ 。 


スイ チョ ク プ ンプ 垂直 分 布 [vertical 
distribution Overtikale Verbreitung ] 
海抜 高度 に 伴 2 温度 その 他 の 環境 条件 の 傾 度 
に 沿っ て み ら れ る 生物 の 分 布 。 水 平 分 布 の 対 
語 。 EDA 

スイ チョ ク プ ブン プ タ イ 垂直 分 布 帯 Lalti- 
tudinal zone, a. belt] 山 の 高低 に 応じ た 
植物 ・ 動 物 ・ 温 度 な どの 分 布 帯 。 植 物 の 垂直 
分 布 帯 つま り 植 物 淀 plant zone, vegetation z. 
で 代表 させ る こと が 多い 。 植 物 帯 は ヨーp ッ 
ズバ の 山岳 で の 垂直 分 布 に 基 い て 作ら れ た も の 
で , 中 紳 度 以外 の 地域 で は 必ず し ゃ 一 致し な 
い 。 下 か ら , 亜 山 地帯 (丘陵 帯 )・ 山 地帯 ( 低 山 
帯 )・ 亜 高山 帯 ・ 高 山 帯 を 区 別 し , 多雨 地域 で 
は それ ぞ れ 照 葉 拉 林 淀 ・ 落 葉 広葉 樹林 常 ・ 常 
SoBe YY FS HICH S. 

スイ テイ ショ クシ ャ 水底 食 者 [bottom 
feeder] 水底 で 沈 積 し た 有機 物 粒子 ・ 細 片 


や 底 生生 物 を 摂 食す る 動物 。 
スイ デン ドジ ョ ー 水田 土壌 [paddy soil, 
rice s.] ¥ 


スイ デン ドジ ョ ー カ サヨ ー 水田 土壌 化 作 
JA [paddy soil formation MReisfeld- 
bodenbildung pédogenése 4 riziére | 

スイ ド 水 度 [hydrature OHydratur ] 
植物 体液 の 蒸気 圧 と , 同じ 温度 に お ける 溶 
媒 ( 氷 ) の 飽和 蒸気 圧 P。 と の 比 ア /P。 を いう 。 
植物 細胞 に 水 が 出 入り する 強 さ を 表す た め に 
提唱 され た 。 | 


ズ イ ハ ン シ ュ 随伴 種 Lcompanion spe- 


cies DBegleiter Mcompanion] ある 決 
っ た 植物 群集 に 恒常 的 に は 出現 し な い 種 で , 
適合 度 階級 で HL の 種 群 を 指す 。 


スイ ヒ ョ ー カ セイ プ ツ 水 表 下 生物 


| [hyponeuston] 水 表 生物 の うち , 水面 直 
下 を 生活 場所 と する 生物 。 ツ 恒 表 性 浮遊 生物 


スイ ヒ ョ ー ジ ョ ー セ イプ ツ 水 表 上 生物 
[Lepineuston] 水 表 生 物 の うち , 水面 上 を 
生活 場所 と し 水面 か ら ほ と ん ど 離 れ な いで 生 
活 する 生物 。 

スイ ヒ ョ ー セイ プ ツ 水 表 生 物 [neustomn 
⑥Neuston ⑤⑥neuston] 海面 ・ 湖 面 な ど 水 
表面 の 上 下 ご く 近辺 を 生活 場所 と する 生物 。 
水面 生物 ・ 浮 漂 生 物 と もぉ い われ る 。 

スイ ヒ ョ ー ハク ゾー 水 表 薄 層 (surface 
film] 水面 の ご く 薄 い 水 層 で , 表面 張力 に 
よっ て 水面 上 に 水 表 上 生物 epineuston な ど を 
支え る 入 底 false bottom と し て の 役割 を する 。 

スイ プン トー リョ ー 水分 当量 Lmois- 
ture equivalent] あら か じ め 飽 水 さ せ た 
lem 厚 さ の 土壌 に 重力 1000 税 の 遠心 力 を 30 分 
間 か け て ゃ も , な お 土壌 中 に 保持 さき され て いる 水 
分 の 重量 パー セン ト で 表 さ れる 。 砂 土 で 3 一 
4%, S84+-C45~47% ¢ BV. 


スイ プン へ ヘイ コー 水分 平衡 [water 
balance] = 水 収支 
スイ へ ヘイ イド ー 水平 移動 [horizontal 


migration, h. movement] 垂直 移動 

スイ ヘイ カイ ソー 水平 階層 [horizon- 
tal stratification] 三 水 平 的 成層 構造 

スイ へ ヘイ コー ウ 水平 降雨 Lhorizomtal 
precipitation] ご び 樹 雨 

スイ ヘイ ソー タイ ショ ー ド 水平 相対 昭 度 
[horizontal relative light intensity] 
SHARE 

スイ ヘイ テキ セイ ソー コー ゾー 水平 的 成 
層 構 造 [horizontal stratification] 主 と 
し て 温度 ・ 湿 度 条 件 の 変化 に 伴う 生物 の 水平 
分 布 の 違い に 基く 成層 構造 な ど を いう 。 

スイ ヘイ プン プ 水平 分 布 [horizontal . 
distribution (horizontale Verbreit- 


ung) 南 か ら 北 , 海岸 か ら 内 陸 部 な ど 一 般 に 
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平面 的 に みた 生物 分 布 。 垂直 分 布 
スイ リガ ク 水 理学 [hydrology OHy- 
drologie] 地表 で の 雨 ・ 雪 な と 降水 に 関係 
する 諸 現 象 を 取扱 う 学 問 分 野 で ,. と くに 地域 
的 に は 水 収支 が 大 き な 課 題 と な っ て いる 。 
.。 スイ リ テ キ ジュ ンカ ン 水 理 的 循環 [hy- 
drological cycle] 生物 が 生活 し て いる あ 
る 地域 (生物 圏 biosphere) に お いて , 地形 的 < 
土壌 的 ・ 生 物 的 要素 を 通じ て と ら え られ る 降 
水 - 燕 発 英 の 水循環 。 
スイ ワ 水 和 (hydration OHydra(ta)- 
tion] ① 水 溶液 中 の 溶質 が その 周囲 に 水分 
子 を 引 付 け て 結合 し , 一 つの 分 子 群 を 作る 現 
象 。② コ ロイ ド 和 粒子 に 水 の 伴う 現象 。 蛋 白質 
な ど よ い 例 で ある 。 
スウ ィ ド ゥ ン ノー コー 一 一 農耕 [swid- 
den horticulture, s. agriculture] 焼 
畑 岩 耕 と ほぼ 同義 語 で ある 。 よ ょ より 厳密 に 使わ 
れる 場合 は , ある 範囲 の 土地 に 生育 し て いる 
草木 を 伐り , 燃やす こと に よっ て 耕地 を 開く 
こと が 定義 で あっ て , 施肥 の 有無 や 植え 付け 
る 作物 の 種類 な た など に は よら な い 。 比 較 的 最近 
使わ れ は じ め た 用 語 で ある 。 
スウ ィ ー プ ステ イク [sweepstake] ご 
. く 小 部 分 の 動物 が 偶然 の チャ ンス で 海 を 越え 
て 移動 に 成功 する よう な , 一 種 の 賭け に 類 す 
る 移動 。Simpson の 用 語 。 
ス オ ッ ク [enoc] 定置 水中 観察 室 stetic 
underwater observation chamber。 
スー ガク テキ モデ ル カ 数 学 的 一 一 化 
Lmathematical modeling] ある 現象 を 説 
明 す る た め , 生物 学 的 に 適当 と 思わ れる い 
くつ か の 基礎 条件 を 設定 し, それ を 満足 する 
数 学 的 モデ ル を 組立 て ,。 いく つか の モデ ル を 
組合 せる こと ご ょ っ て 現象 全体 を 説明 まる こ 
と 。 ツモ デル 
スカ チョ ー ブ フ Sukachev, V. N., 1880~ 
1972 ソ連 の 植物 生態 学者 。 ベ テル ブル グ 大 
学卒 業 後 , 植物 地理 学 ・ 樹 木 学 の 両 講座 を レ 
ニン グラ ー ド 大 学 や モス クッ 大 学 で 担任 する 。 
科学 アカ デ ミー 森林 研究 所 を 創立 し (1945), 
1962 年 まで 所 長 。 Biogeocoenology を 確立 し 


た こと は ツ ソ連 で 高く 評価 され て いる 。 べ < 主 著 > 
Fundamentals of Forest Biogeocoenology, 
1964。 

スキ ュー バ 
underwater breathing apparatus © 
Seuba ®scuba] ~ 自給 式 水中 呼吸 器 。 潜 水 
者 が 背負 う タ ンク に は ふぁ つう 150 REE CE 
縮 し た 空気 が 入っ て お り , 調節 器 regulater を 
取付 け て ゴム 管 を 通し て 深 さ に 応じ た 圧力 の 
空気 を 吸気 する と きだ け 自 動 的 に 潜水 者 に 供 
給 する 装置 。10 7 程度 の 容量 の タン ク な ら ,。 
10m の 深 さ で お よそ 1 時 間 く らい 漠 在 で きる 。 
訓練 すれ ば , 70 一 80m く らい まで の 深 さ で の 
観察 や 採集 に 活用 で きる 。 ア クア ラン グ amaqua- 
lung は , こ の 装置 を 最初 に 実用 化し た 商品 名 。 

スキ ョ ー セ イ 巣 共生 [synoecium] シ 
ノエ シウム 。 あ る 動物 の 巣 に 結び 付い て 生息 
すず な ダ な ご と 。 

スキ ル [skill] テク ノロ ジー と 似 た 意 
味 に 使わ れる こと も ある が , その 場合 に は ス 
キル は より 個人 的 資質 ある い は 経験 な ど に 基 
いて いる 。 よ り 正 確 に は テク ノロ ジー が 行為 
の 過程 を . スキ ル は その 熟練 度 を 意味 する 。 
や テク ノロ ジー 

スク イア ミ ホー F< UME [sweeping 
method) 昆虫 類 な ど 小 型 動 物 の 種類 や 個 
体 数 を 推定 する た め , 捕 東 網 で すく い 取 り 採 
集 する 方 法 。 相 対 密 度 を 知る 上 を 者 用 。 1 ヵ 
所 で ネッ ト を 振る 回 数 , 採集 地点 の 設定 な ど 
を 適当 に 決め , ネッ ト の 採集 能率 を 標識 法 と 
の 併用 な ど で 推 定 す る か 除去 法理 論 を 用 いれ 
ば 絶対 密度 の 推定 に も 利用 で きょう ら 。 

ズー クロ レラ [zoochlorella ⑥Zoo- 
chlorelle] ある 種 の 海綿 動物 ・ 腔 腸 動物 ・ 
軟体 動物 ・ 映 虫 類 の 体 表 組織 中 で 共生 生活 を 
行っ て いる 単細胞 の 緑 藻 。 

ズー シノ ー シ ス [zoocoenosis。zoocoe- 
nose] 動物 を 中 心 と し た 生物 集団 に 対 し て 
いわ れ た biocoenosis と 同義 に 用 いら れ た 。 

ズ シ ホー ケイ ク 図示 方 形 区 [chart 


[scuba : self-contained 


quadrat] 植生 調査 の た め の 方 形 区 の 一 種 。 


方 形 区 間 内 の 植物 の 位置 を 図 上 に 写し と っ て 
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作ら れる 。 草原 で は 1/5~1/10, 森林 で は 


1/100~1/500 の 縮尺 で 描か れる 。 永久 方 形 区 


と 違っ て 1 回 きり の 調査 や 異な る 遷移 段階 の 


比較 な ど で 用 いら れる 。 

スダチ ビ ナ 巣立ち 雛 [fledgling] 巣 立 
ち fledgling 直後 の 時 期 の 羽毛 も 生え そろ っ 
て 飛べ る よう に な っ た 雛鳥 を いう 。 巣 立ち 前 
OE nestling と の 区 別 は 曖昧 で 混同 され る と 
ころ も ある が , 親鳥 か ら の 給餌 を 受け な く な 
る こと を 基準 に する こと も いわ れ て いる 。 

ステ ィ リ プラ ンク トン [styliplankton] 
浮遊 生物 相 で 百 藻類 の と くに 太 zoso/gzzg 類 
が 優 占 する も の を いう 。 

ステ ギリ 捨 切り [cleaning cutting O 
Reinigung, Auslauterung ©®coupe de 
= Rte 

ステ ッ プ [steppe DSteppe Psteppe] 
温 淀 また 亜寒帯 で 乾燥 する 気候 下 に 発 轄 する 
BRC, 中 央 アジ ア に 広く 分 布 す る 。 短 茎 草 
で 覆 わ れ 低 木 類 が 混 生 する 。 

ステ ッ プ コー ボ ポ クリン ー 一 高木 林 
(steppe forest] 木 本 層 も 下 生 えも 疎 生 し 
た 林 の タイ プ 。 

ステ ッ プ サバ ン ナ [steppe savanna] 
草本 層 の まばら な サバ ベ バンナ 。 

ステ ッ プ テイ ボク リン ー 一 低木 林 
[steppe scrub] 草 類 も 低木 あま ば ら な 
(それ ぞ れ の 占め る 直径 より 大 きく 間隔 の 開い た 状 
態 の ) ステ ッ プ 。 

スー ド RE (abundance OAbundanz | 
植生 調査 の 分 析 的 測度 の 一 つ 。 最 小 面積 以上 
の 一 定 調査 面積 内 の 種類 別個 体 数 。 ま た は 個 
体 数 を 出現 わく 数 で 割っ た 値 (Clements)。 こ 
の 場合 で は [数 度 ]=100 x (密度 + 頻 度 ) の 
関係 が ある 。 発生 量 

スー ド = ヒ ンド ヒ 数 度 - 頻 度 比 [4/ 
ratio | 数 度 abundance MAbundanz ®abon- 
dance と は 植生 調査 で ,[ 全 わく 面積 に つい て 
第 位 の 種 の 個体 数 〕/〔 第 位 の 種 の 出現 す 
る わく 数 〕 を 表す も の で ある が , A/F 比 す 
な わ ち 100D/F? (D は 密度 ) は Whitford (1949) 
の 考案 し た 分 散 係数 の 一 つ で , 0.024 に 近い 


nettoiement | 


ほど ラン ダム な 分 散 を 示す 。 
スト レス [stress DStress ⑤⑥stress」 何 

ら か の 作用 因 に よっ て 動物 に 誘起 され る 非 特 

異 的 な 現象 を 指す 。Selye に より 提唱 され た 。 


作用 因 に 対す る 生体 反応 で ある か ら , 本 来 適 


応 的 で ある と みな され る 。 作 用 因 と し て は 。 
寒冷 ・ 打 撃 ・ 人 口 密度 (個体 群 密度 ) ・ 焦 燥 な ど 
多種 多様 な も の が 考え ん えら れる 。 生態 反応 と し 
Tit, 油 適 応 症候 群 と よ ば れる 全身 的 な も の 
が 一 般 的 で ある が , 炎症 の よ 5 な 局所 的 な も 
の も 考え られ る 。 や スト レス 説 「 

スト レス セツ -—— [stress theory] 
Selye(1936, '52 な ど ) は , 種々 の 病気 や 物理 的 
傷害 に 対 し て 人 体 が 示す 非 特異 的 な 反応 に 往 
AL, それ は 生物 体 が 外部 か ら 与 えら れ た ス 
トレ ス に 対し 適応 的 な 防衛 反応 を 示す た めで 
ある と 考え た 。 ス トレ ス た だ 対す る 反応 は 一 定 
の 生理 的 症候 群 に より 特 徴 づ けら れ , ストレ 
ス の 強 さ や 作用 時 間 に 応 し て 警告 反応 ・ 抵 抗 
期 ・ 消 耗 期 を 経て 死に 至る 経過 を た どる 。 
Christian(1950 ほ か ) は 噛 乳 類 の 大 発生 終息 が 
こみ あい に よる 社会 心理 的 スト レス に よる ス 
ト レス 病 の 結果 で ある と の 仮説 を 提唱 じ た 。 
や 一 般 適応 症候 群 , 社会 心理 的 スト レス 

スト レッ サー [stressor] 生物 体 に 作用 
し て スト レス を 生じ させ る 要因 。 種 々 の 病原 
体 の 侵入 ・ 物 理 的 化学 的 刺激 ・ 社 会 心理 的 要 
因 な ど 種 々 の も る の が スト レッ サー と し て 作用 
し 共通 の 適応 症候 群 を 生じ し させ る 。 スト レス 
作 因 と も 訳 さ れる 。 一 般 敵 記 症候群 。 や スト 
LA, ツ ス トレ ス 説 hears 
スト ロン チ ウ ム キュ ー ジ ュー [stron- 
tium-90 ©Strontium-90 ®strontium- 
90] 放射 性 同位 元素 の 一 つ 。 核分裂 に ょ っ 
て 生成 し , 8 崩壊 し , 半減 期 は 29 年 で ある 。 
ト レー サー 等 に も 利用 され る が , 核 実験 等 の 
放射 性 降下 物 か ら 人 体 に 取 込 ま れる と 骨 に 沈 
BL, 長く 体内 に 留まる の で 危険 で ある 。 
スナ (sand OSand ⑤⑥sable] Mt 
シル ゲト の 中 間 の 粒 径 を も つ 岩 砕 。 国 際 法 で は 
2<0.02mm の 粒 径 の も の を いう 。 粗 砂 coarse 
sand :2~0.2mm, 細 砂 fine s.: 0.2~0.02 


mm に 分 ける 。 
スナ イ キョ ー セ イ 上 巣 内 共生 [inquiline] 
巣 や 巣 穴 に 客 分 と し て ある い は 共生 者 と し て 
他 の 種 と と も に 生活 する こと 。 
スナ チ ショ ク プ ブツ 砂地 植物 (psammo- 
phyte ©Psammophyt ©psammo- 
phyte]) 砂丘 の よう な 動く 砂地 に 生育 する , 
ある い は その よう な 環境 に 柚 え る こと が で き 
る 植物 。 
スナ チ セン イケ イレ ツ HBB Al 
Cpsammosere] 不安 定 な 砂地 に お ける 大 移 
系 列 。 
スナ ド メ シ ョ ク プ ツ Wik HM [sand 
binding plant) 砂丘 な ど で 飛 砂 に 耐え て 
生育 で きる 植物 。 砂 止め に 利用 で きる 植物 。 
スナ ハマ ウチ アゲ タイ WRAL 
[strand] と くに 海 準 の 砂浜 の 高潮 線 付近 か 
. ら その 上 部 域 を 指す 。 
スナ ハマ ショ クセ イィ WRB [strand 
vegetation] 海洋 の 高潮 線上 の 砂浜 に 生育 
SBME, 砂 中 の 水分 は 汽水 性 で 海 の 影 
響 を 受け て いる 。 
スナ ハマ セイ ブツ 夏 浜 生物 [psammo- 
littoral organism] 砂浜 に 生息 する 生物 
を 指す が 、 と くに その 主体 を な す 間 隙 生物 が 
意味 され る こと が 多い 。 
スナ ハマ ノ WHO [psammolittoral] 
水辺 (本 来 は 湖 の ) の 砂浜 sandy beach に 関係 が 
ある こと 。 
スバ パコ ホー RAE (artificial nesting 
method) 巣箱 を 容易 に 利用 する 食 類 の 個 
体 数 調査 に 用 いる 。 多 数 の 巣箱 を 設置 し て そ 
の 利用 数 か ら 繁 殖 つ が い 数 を 算出 する 。 
ズー ビオ ツェ ノー ゼ [zoobiocenosis O 
Zoobiocenose] 他 の 動物 体 上 に 生 点 し て い 
る 動物 の 集団 を い 5 。phytobiocenosis, cllobi- 
ocenosis と 並ぶ も る ので, 生物 群集 を 意味 する 
も の で は な い 。 
スペ シア [specia] 種 社会 。 同 種 の 個体 
DEY DER, 一 つの 種 の 分 布 域 全体 を その 
場 と し , 同種 の 個体 の 問 に 成立 する 直接 的 ・ 
間接 的 な 関係 の 総体 。 ス ペ シ ア の 構成 員 た る 
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個体 を スベ シオン specion と 呼ぶ 。 今 西 が 提 
唱 し た 。 

スペ シオ ン [specion」 スペ シア 

スペ ー シ ン グ [spacing] 動物 の 同種 の 
個体 ある い は 集団 が , 相互 に 一 定 の 距離 を 保 
つこ と 。 ス ペー シン グ を 成り 立た せる 行動 を 
スペ ー シ ン グ メ カニ ズム spacing mechanism 
と 呼ぶ 。 

スポ ロ ポ レー ニン [sporopollenin] 花 
粉 ・ ュ ヶ 植 物 以 上 の 胞子 な どの 外 膜 を 構成 す 
る 物質 。 カロ チン や ビタ ミン A の 誘導 体 と み 
な され て いる 。 酸 ・ ア ルカ リ に 対す る 抵抗 性 
が 高い の な 特徴 で ,。 そ れ だ け 化 石 と し て 残り 
や すい 。 

スマ キ 巣 播き [hill sowing] 複数 の 


. 植 物 を まとめ て 播種 また は 植え て 育て る こと 。 


巣 植え hill planting と 同義 。 


スミ カ すみ か [habitat] 三 生育 地 
y= すみ 込み [synoekie, end- 


oecism ①DSynokie] 片 利 共生 の 一 形態 で - 
相手 の 体 や 巣 穴 な ど を すみ 場 と し て 利用 する 
4D, 

スミ ス Smith, H.S., 1883~1957 アメ 
YADA RFS, KR LSE BRO 
研究 に 従事 し , 応用 生態 学 と し て の 生物 的 防 
除 biological control (この 語 は 1919 年 彼 が 初め 
て 用 いた ) の 分 野 の 発展 に 大 きい 功績 を 残し た 。 
カリ フォ ルニア 大 学 の 強力 な 生物 防除 部 門 
Division of Biological Control の 設立 者 。 
Howard and Fiske(1916) の 考え を 発展 させ 。, 
今日 個体 群 動態 理論 で 一 般 に 用 いら れる 密度 
依存 ・ 独 立 ・ 逆 依存 要因 の 概念 (1935) を 提唱 
LE: 

スミ ツキ すみ つき [colonization] あ 
る 生物 が , 新た に ある 場所 に 侵入 定着 する こ 
apa 

スミ ツキ キョ クセ ン すみ つき 曲線 [col- 
onization curve] MacArthur and Wilson 
(1967) bIZEG (地理 学 上 の 鳥 腹 の ほ か 他 種 の 生息 
場所 に 取 巻 か れ て 不 連 続 に 存在 する 生息 場所 の 鳥 
habitat island も 含め る ) に すみ 5 る 種 数 に 一 定 
の 平衡 値 が 存在 する と の 観点 か らい くつ か の 
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概念 を 提唱 し て いる 。 島 に 生息 する 種 数 は 単 


位 時 間 あたり 移入 し て くる 種 数 (BAK im. 


migration rate) と 島 に すみ つい て いる 種 の 単 
位 時 間 あ た り の 絶滅 率 extinction r. の バラ ン 
ス に よっ て 決 る が . すでに 島 に すみ つい て い 
る 種 数 が 増す に つれ 移入 率 は 減少 し , 絶滅 率 
は 増加 する と いう 一 般 的 関係 が 想定 され る 。 
生息 種 数 に 対す る 移入 率 ・ 絶 滅 率 の 関係 を 示 
す 曲 線 は , それ ぞ れ 移入 曲線 immigration 
curve ・ 絶滅 曲線 extinction c. と 呼ば れる 
が , 新た に 島 に すみ つい て いく 種 数 が 時 間 経 
過 に つれ 増加 し て いく 関係 を 示す すみ つき 曲 
線 は , この 両者 に より 規定 され , 移入 率 と 絶 
滅 率 が 釣 合 っ た と ころ で 種 数 の 平衡 species 
equilibrium が 生じ る と する 。 

スミ バシ ョ セン タク すみ 場所 選択 [ha- 
bitat selection] 三 生息 場所 選択 

スミ パテ キチ イ すみ 場 的 地位 [habitat 
niche] 育 地 的 地位 と も いう 。 史生 熊 的 地位 

スミ ワケ すみ わけ [habitat segrega- 
tion, h. isolation @Standortstrenn- 
ung) 生活 様式 が よく 似 て お り , 環境 に 対す 
る 要求 の 似 た 近似 種 が , 空間 的 ある い は 時 間 
的 に 生活 の 場 を 異 に し て いる 現象 を いう 。 ま 
た 同じ 生活 の 場 を 占め る と 思わ れる 場合 に は 
食物 の 種類 を 異 に する こと が 多く , これ は 時 
に 食い 分 け food segregation と 呼ば れる 。 可 
児 や 今西 に よっ て 提案 され た 概念 で 。 と くに 
今西 1949) は , この 現象 を 土台 に し て 独自 の 
生物 社会 構造 論 (ナム わけ 理論 ) を 展開 し た 。 
同様 の 現象 は 欧米 で も 早く か ら 認識 さ れ , す 


る 場所 隔離 habitat isolation な ど と 呼ば れ て 
種 の 分 化 speciation の 問題 と 関連 し て 論じ ら 
れ て きた 。 complementary association (War- 
ming, 1909) と いう いい 方 も ある 。 ヴ 同位 社会 , 
や 同位 種 

スミ ワケ テキ シュ カン カン ケイ すみ わけ 
的 種 問 関係 [complementary associa- 
tion] 植物 群落 の 構成 種 の 間 で , 各階 層 の す 
みわ けり 関係 が 成り 立つ よう な 種 の 結合 の 仕方 
(Warming が 用 いた )。 競争 的 種 問 関係 。 

スモ ッ グ [smog OSmog ⑤⑥puree de 
pois] - 硫黄 化合 物 ・ 譜 化 水素 ・ す す な ど 燃 
焼 産出 物 で 汚染 され た 大 気 局 で , BORK 
(RIT AV», 

スヤ キ パ チ 素焼き 鉢 [anglazed pot] 

スラ ッ ジ [sludge] =H, OE 

スリ コミ 吊り 込み [imprinting OEin- 
pragung) 動物 の 学習 能力 の 臨界 期 が きわ 
め て 短く , し か も その 後 の 修正 が 不能 な も の 
を Lorenz(1935) は 学習 1earning と と くに 区 別 
し て こと の よう に 呼ん だ 。 こ と の 現象 は 鳥類 に 広 
くみ られ , 路 乳 類 で も 多く の 例 が ある 。 た と 
えば ガチ ョ ウ の 雛 が 親鳥 を 認識 する の は , HF 
化 後 の ご く 限 られ た 時 間 (1 分 な いし それ 以下 ) 
で あっ て , その 時 間 内 に 雛 自 身 の 親 以外 の も 
の に 最初 に 出会う と , 雛 は 親鳥 を 無視 し て そ 
れ に 従う よう に な る 。 ま だ , ヒト 追従 た 
ガチ ョ ウ の 雛 は , 性 的 成 吾 に 達し て も 同種 個 
体 で な く , ヒト に 対し て 求愛 誇示 を する よう 
に な る 。 O#B 


、 く 用 いら れる 。 


セイ イク キ カ ン 生育 期間 [vegetative 
period, growing p., g. season] 1 年 の 
うち , ある 植物 が 著しい 成長 を 示す 期間 。 日 
平均 気温 5'C また は 10°C 以上 の 期間 が 多 


セイ イク ケイ 生育 型 growth form, 

vegetation f. QWuchsform, Vegeta- 
tionsform] 植物 の 生活 型 の 一 つと し て 地 
上 部 の 生育 形態 の 外形 的 特徴 を も っ て 類型 化 
し た も の で , 植生 型 vegetation type と は 区 
別して 用 いる 。 群 落と 環境 条件 と の 関連 を 考 
える の に 有効 で ある 。 た と えば , 地上 型 と 地 
下 型 に 大 別 し , HAYA WE RED 
枝 ・ ロ ゼット ・ つ る に , また 後者 を , 繊維 ・ 
網目 ・ 直 根 ・ 枝 根 ・ 根 茎 に それ ぞ れ 細分 し て 
使う 例 な ど が ある 。 

セイ イク シュ ー セ イ 生育 習性 [growth 
habit] 植物 が つる を 出し た り , 張っ た り , 


直立 し た り し て , 生育 型 growth form を 作る 


も と に なる 性 質 。 動 物 の 場合 に も 使え る 。 

セイ イク チ 生育 地 [habitat OStandort 
®milieu] 生息 地 。 生 物 の 個体 ・ 種 また 群 
集 の 生活 し て いる 場所 また は 環境 。 す みか ・ 
すみ 場 ・ 立 地 も 同義 。 

セイ イク チ ヨー イン 生育 地 要 因 [habi- 
t t factor MStandortsfaktor] 三 環 境 要 
ヨ 

セイ イツ セツ 斉一 説 [uniformitarian- 
ism ⑥Uniformitarianismnus Muniform- 
itarianisme] Lyell が 確立 し た 地質 学 の 根 
本 原理 。 す べ て の 地質 現象 や 生物 現象 は , 過 
去る 現在 $ 同 じ 営 力 ・ 経 過 で 起り , 天変 地異 
に よっ て 起 る も の で な いと いう 説 。 

セイ イン テキ ソー ドー 成因 的 相同 [ho- 
moplasy DHomoplasie] 実験 形態 学 で 言 
5 相同 。 同 様 な 発生 能力 を もつ 及 域 に 同様 な 
造形 的 影響 が 働い て 生じ る 器官 に 対し て いう 。 

セイ エイ ジュ 精英 樹 [elite tree ⑩E1- 
ite] あふ つう の 個体 に 比べ て と くに 優れ た 形 
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質 を も っ た 個体 に つい て いう 。 エ リー ト 。 と 
くに その 形質 が 遺伝 的 で ある こ と が 確認 され 
た 個体 を 指す こと も ある 。 

セイ カツ カン 生活 環 [life cycle OLe- 
benskreis] 昆虫 類 で , 一 般 に 1 年 の うち の 
季節 の 進行 に 伴い , OR + She + Ms RO 
ステ ー ジ が いつ 頃 出現 し . どの ょ よう な 生活 を 
送る か を まとめ た も の (いわ ゆる 経過 習性 )。 周 
年 生活 環 と も いう 。 

セイ カツ カン キョ ー 生活 環境 [biotop, 
ecotop OBiotop] ある 生物 共同 体 の 生活 
環境 。 生 地 。 宮 生態 環境 

セイ カツ ケイ 生活 系 [life system] あ 
る 地域 に すむ 特定 の 種 の 個体 群 と , それ を 取 
巻く 環境 諸 要 素 を 一 つの 系 と し て と ら え た 概 
ho 生態 系 を 構成 する 部 分 系 と し て 位置 づけ . 
られ る 。 オ ー ス トラ リア の 応用 昆 虫 学 者 Clark 
(964) や Ceier(1964) に よっ て 個体 群 動態 を 問 
題 に する 立場 か ら 提 案 さ れ た 。 

セイ カツ ケイ 生活 型 [life form, bio- 
logical type OLebensform ®type bio- 
logique] 系 統 分 類 的 な 単位 の 種 に 対 し て , 
生活 様式 の 生態 的 分 類 上 の 単位 。 休 眠 芽 の 位 
置 を 基準 に 区 分 し た Raunkiaer の 生活 型 が 
最も 有名 。 和 群落 の 示す 相 観 と 生活 法 に 重点 を 
置い た 生物 の 生活 形式 の 類型 に よる 分 類 単位 
を Pound and Clements (1898) は phyad と 
ん だ 。 和 勤 物 に も も ちろ ん 生活 型 分 類 の 多く の 
試み が ある 。 

セイ カツ ケイ キジ ュ ン ヒ ョ ー 生活 型 基準 
表 [mormal spectrum] 植物 の 生活 型 を 
用 いて , 各地 の 植生 と 気候 と の 関係 を 調べ た 
り , 植物 地理 学 的 な 植物 気候 を 判定 し た りす 
る た め に 考案 され た 基準 と な る 生活 型 組成 表 。 
Raunkiaer が 世界 中 か ら 選 ん だ 1000 種 の 植物 
か ら 求 め た も の で Ph46 ダ ・Ch 9 の ・H26 め ・ 
G6% ・Th13 か ら 成 る 。 ツ 生活 型 組成 表 

セイ カツ ケイ ソ セ イヒ ョ ー 生活 型 組成 表 


Llife-form spectrum, biological s. O 
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Lebensformenspektrum, Biospektrum 
®spectre biologique] Raunkiaer (1905) 
の 休眠 芽 に よる 生活 型 分 類 に 基 い て , ある 地 
域 の 植物 相 の 生活 型 組成 を バー セン ト で 示し 
た も の 。 生活 型 ス ベク トル 。 すでに 。, 世界 各地 
の 主 な 極 相 植生 地域 の 生活 型 基準 表 normal 
spectrum が 作ら れ て いる の で , これ と 比較 
し て その 地域 の 植物 気候 の 特徴 を 知る こと が 
で きる 。 生活 型 基準 表 

セイ カツ ケン £3 [biotople) OBio- 
top ®biotop] バイ オト ー プ 

セイ カツ シ 生活 史 [life history] ① 
単に 生物 の 一 生 ・ 一 世代 を 指す こと が ある 。 
② 生 活 環 life-cycle と 同義 に , 変態 や 寄主 転換 
な ど で 区 切ら れ た 発育 過程 の いく つか の 時 期 
の 全 系 列 を 指す 意味 で 用 いら れる こと が 多い 。 
生物 の 一 生 の 全 過 程 で 発育 に 伴っ て 段階 的 
に 起 っ て いる , 形態 的 ・ 生 理 的 変化 と 徐 接 に 
関連 し て 変化 し て いく すみ 場 ・ 行 動 ・ 食 物 ・ 
外敵 な どの 生活 の 仕方 その も の を 指す 。 こ の 
よう な 生活 史 の 全 過 程 が 種 の 生活 様式 mode 
of life of the species と され る 。 

セイ カツ シ ガ ク 生活 史学 Lbionomics, 
⑩Bionomie] 自然 環境 下 に お ける 生物 の 生 
活 習 性 や , 生物 間 の 生活 上 の 相互 関係 を 取扱 
う 一 種 の 生態 学 と され て いる が , 昆虫 学 で は 
ぁ つ 2 特定 種 の 周年 経過 と 習性 の 意味 に 用 い 
る 。 日 本 応用 動物 尼 虫 学会 の 用 語 委員 会 に よ 

用 語 集 (1972) で は , これ に 生活 史学 の 訳語 
を 与え た 。 Neger: Biologie der Pflanzen auf 
experimenteller Crundlage (Bionomie, 1913) 
の よう に 適応 生態 学 を 意味 する 場合 も ある 。 

セイ カツ シュ ー セ イ 生活 習性 [life 
habit DLebensweise] 特定 の 種 に 属す る 
個体 に 一 般 的 に み ら れ る 行動 様式 。 単に 習性 
habit と も いう 。 

セイ カツ タイ 生活 帯 [life zone] 生物 
分 布 帯 。 地 球 上 で の 大 気候 条件 の 分 布 に 応じ し 
て 生物 相 が 変化 し 帯状 分 布 を 示す も の 。 温度 
条件 に より 水平 的 に は 熱帯 ・ 亜 熱帯 ・ 暖 帯 ・ 
温帯 ・ 亜 寒 帯 ・ 寒 帯 , 垂直 的 に は 丘陵 帯 ・ 山 
地帯 ・ 亜 高山 淀 ・ 高 山 帯 の 区 別 が 生じ , 水分 


条件 で は , 多雨 林 帯 ・ 雨 緑 林 帯 ・ サ ベン ナ 林 
常 ・ 砂 漠 帯 な どの 区 別 を 生じ る 。 

セイ カツ ヒ ツ ヨ ー プ ツ 生活 必要 物 [re- 
quisite] Nicholson(1954) は 生物 が 生活 し 増 


- 殖 する 上 に 必要 と する 環境 の 要素 emyiron- 


mental element また は 要素 の グル ー プ を こ 
う 呼 ん だ 。 彼 は これ を 個体 群 の 増殖 と の 関連 
で いく つか に 類別 し , 独自 の 個体 群 動態 論 を 
展開 し た 。 選 密度 統御 要因 

セイ カツ ヨー シキ 生活 様式 [mode of 
life] や 生活 史 

セイ カツ リョ ク EEN [viability ⑥ 
Vitalitat @vitalité] 一 般 に 生体 の 活動 
と か 強壮 性 と か いっ た も の を 指す 。 RE iy 
病 性 ・ 産 卵 能力 ・ 寿 命 な ど が 指標 と な る 。 活 
DE vitality と 同じ 意味 で 使わ れる と と も あ 
る 。 生 存 力 あ る い は 生存 率 の 意味 で 使わ れる 
こと る 多い 。 

セイ カツ リョ クノ アル 生活 力 の ある 
[viable Olebensfahig ®viable] 生き た 。 

セイ キ 瀬 域 [riffles zone, rapids z.] 


・ 河 川 で , 淵 pool の 部 域 と 対置 し て 水流 の 速い 


瀬 riffle, rapid の 部 域 を いう 。 瀬 は 日 本 で は 
ぁ ふつ う 更 に 早瀬 swift rapid と 平瀬 slow rapid 
に 区 別 さ れる 。 

セイ キ コ ー ガ ク 生気 候 学 [bioclimato- 
logy] PERRY 

セイ キシ ョ ー ガ ク 生気 象 学 [biomete- 
orology] 1955 年 の 第 1 回 国際 生気 象 学会 で , 
生気 象 学 は , 大 気 の 物 理 ・ 化 学 的 環境 条件 が 
生体 に 及ぼ す 直 接 お よび 間接 の 影響 を 研究 す 
る 科学 と 定義 され た 。 そ の 後 , HBOS 
が 導入 され , より 広義 の 環境 が 生体 に 及ぼ す 
影響 , あるいは 環境 と 生体 と の 相互 作用 を 重 
視 する 傾向 も ある 。 

セイ キ プ ン プ 正規 分 布 Lnormal distri- 
bution ⑩Normalverteilung] 連続 量 の 
分 布 の 最も 基本 的 た モデ ル で 主要 な 統計 理論 
は この 分 布 モ デル に 基 い て 導 か れ て いる 。 平 
均 m と 標準 偏差 ? に よっ て 規定 され , 平均 値 
= 中 央 値 median= 最 頻 値 の 左右 対称 の 分 布 
( 歪 度 0 ) で 失 度 は 3,m 土 の 範囲 内 に 68.25 め 


——E— 
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の 値 が 含ま れる 。 

セイ キュ ー コ ー ド ー 請求 行動 [request- 
ing behaviour] と くに 相 利 共生 の 関係 に 
ある 他 種 の 個体 に , その 関係 を 成立 させ て い 
る ょ うな 行為 を する こと を 促し 要求 する 行動 。 

セイ キョ ー エン セイ 正 狭 塩 性 [ortho- 
stenohaline] 外洋 海水 の 塩分 に 塩分 耐 妨 
範囲 が 限ら れ て いる こと 。. 

セイ ギョ ー カツ ドー 生業 活動 [snbeist- 
ence activity] 狩猟 ・ 採 集 ・ 漁 労 ・ 原 始 農 
耕 な どの 生業 の 活動 。 

セイ キロ ン 生気 論 [yitalism OVita- 
lismus] 機械 論 mechanism (CMF 44 GR 
で , 生命 現象 は 物理 的 ・ 化 学 的 な 法則 や 力 で 
は 説明 で きず , 生命 と は 物質 プラ テス アル ファ 
で あり , 一 種 の 生命 力 vital force, 目的 因 に 
よっ て 支配 され る と する 。19 世 紀 後 半 の 適応 
ATES + Bian ANB Xx 5A APTS 
あ つ ea 

セイ キン ケイ スー 生 菌 計数 [viable 
count] 生存 し て いる 微生物 を 数 える 方 法 。 
生 細 胞 あ る い は 死 細胞 の み を 染色 する 方 法 で , 
平板 計数 法 ・ 希 釈 法 (MPN 法 ) な ど が ある 。 

セイ ケイ ケイ ザイ 生計 経済 [subsie- 
tence economy] 生存 水準 に ある 人 間 の 社 
会 に 一 般 的 に み ら れ る 経済 形態 工業 あ る い 
は 近代 的 農業 の 始ま る 以前 で , 狩猟 ・ 採 集 ・ 
漁労 ・ 原 始 的 農耕 ・ 遊 牧 な ど が これ に 属す 。 
実際 に は , 一 つの 社会 で これ ら の 中 の いく つ 
か の も の を 組合 わせ て 行う 場合 が 多い 。 

セイ ケイ セイ フ ユ ー セ イプ ブツ 成形 性 浮遊 
生物 [morphoplankton] 原生 生物 な どの 
微細 な 生物 が 群体 を 形成 し て 集 塊 を な す も の 。 

セイ ケイ セイ プラ ンク トン 成形 性 一 一 
(morphoplankton] 三成 形 性 浮遊 生物 

セイ ケイ ユー ボク 生計 遊牧 [subeist- 
ence pastoralism] 各種 畜 群 を 保有 し , 草 
や 水 を 求め て 移動 する 畜 群 の 動き に 従っ て 放 
浪 す る 生活 形態 。 定住 と は 対 民 的 な 生活 形態 
で 農耕 に 依存 せ ず , 主として 自ら が 保有 する 
家畜 か ら 得 た 生乳 ・ 血 液 ・ 肉 , それ ら を 加工 
し た 畜産 製品 の 自家 消費 ある い は 農耕 民 と の 


間 の 交換 経済 に よっ て 生活 する 。 原 始 的 な 生 
活 形態 で 今日 で は 多く は 残っ て いな い が , モ 
ン ゴ ル ・ 中 央 アジ ア ・ ベ ルシア ・ ア ラビ ア ・ 
東 ア フリ カ ・ 北 米 な ど , 主として 乾燥 地帯 に 
これ を みる 。 歴史 的 に は , 遊 衝 民 の 一 部 の も 
の は 文化 伝播 の 上 で 大 き な 役 割 り を 果 し た 。 
今日 , 原始 的 生計 的 遊牧 形態 は , 次 第 に より 
合理 的 な 定住 的 牧 吉 形 態 あ る い は 農 牧 形態 に 
移行 し つつ ある 。 前 者 と 後者 と の 間 の 違い は , 
合理 的 土地 利用 と 畜 群 の 遊動 の 人 工 的 抑制 に 
か か っ て いる 。 

セイ ゲン イン シ 
factor] 三 限 定 要因 

セイ ゲン ヒ イ レ 制限 火入れ [controlled 
burning] た と えば 森林 の 大 火災 を 防止 す 
る た め に , 何 年 か お き に 弱い 地表 火 程度 の 火 
入れ を し て お くく 場合 な ど を いう 。 

セイ ゴー 整合 [conformity ⑥IKon- 
kordanz ⑤⑥concordance] 堆積 が 連続 的 
に 行わ れ , 地層 理 面 が 平行 の も の を いう 。 

セイ コン カセ キ 生 痕 化石 [trace fossil, 
ichnofossil ⑩Spuren-Fossil ⑤trace 
daetiyite] 古生物 が 生活 し た 跡 が 化石 化し 
た も の 。 足跡 ・ 遺 い 跡 ・ 巣 穴 ・ 糞 ・ プ ロブ レ 
マチ カ な ど が 知ら れる 。 
~ セイ サン カテ イ 生産 過程 [production 
process] 生物 が 生活 過程 を 通じ て 有機 物 ま 
た は 生物 体 を 創出 する 過程 。 字 生物 学 的 生産 量 

セイ サン コー ゾー 生産 構造 [productive 
structure, production s.| 植物 群落 の 同 
化 系 と 非 同 化 系 の 垂直 分 布 と , 群落 内 の 相対 
照度 の 垂直 分 布 は 物質 生産 に 密接 な 関係 を 有 
する た め , 生産 構造 と 呼ば れ , それ を 示す 図 
は 生産 構造 図 と 呼ば れる (門司 ・ 佐 伯 , 1953), 
生産 構造 は , 草本 群落 で は 広葉 型 と イネ 科 弄 
に 分 けら れる が , 森林 で は 広葉 型 に 対し て 広 - 
葉 樹 型 が 。 イネ 科 型 に 対 し て 針葉樹 型 が それ 
ぞ れ 対応 し て み ら れ る 。 広 葉 型 で は 葉 量 分 布 
の モー ド が 比較 的 上 層 に , イネ 科 型 で は 比較 
的 下層 に みみ られ る 。 

セイ サン コー ゾー ズ 生産 構造 図 [pro- 
ductive structure diagram] 忌 生産 構造 


制限 因子 (limiting 
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セイ サン コー リツ 生産 効率 [produe- 
tion efficiency] 一 定期 間 内 に 植物 群落 に 
達し た 太陽 の 放射 エネ ルギー に 対す る , 同期 


間 内 に 植物 群落 が 有機 物 と し て 固定 し た エネ , 


リル ギー の 比 で 表す 。 総 生産 効率 と 純生 産 効率 
の 二 種 類 の 表現 が あり , 後者 は 現在 量 の 増加 
を 基 に 計算 で きる 。 動 物 の 場合 は , 純生 産 量 
(同化 量 一 呼吸 量 一 排出 され る 代謝 産物 量 ) を 同化 
量 ( 摂 食 量 一 不 消化 排出 量 ) で 除 し た も の を 純生 
産 効 率 と する 。 

セイ サン シス ー 生産 指数 Lproduction 
parameter] 生物 の 生産 諸 過 程 の 中 で , 同 
化 ・ 呼 吸 ・ 死 亡 ・ 成 長 な どの 各 量 を 相互 の 比 
- の 形 で 表現 し 生産 の 特性 値 と し た も の 。 例 : 
P/B 比 ・C/C 比 ・C/A 比 ・P/C 比 な ど 。 

セイ サン シャ 生産 者 Lproducer OPro- 
duzent] 独立 栄養 者 。 大 部 分 は 緑色 植物 。 

セイ サン シャ ダン カイ 生産 者 段階 Lpro- 
ducer level] 生態 系 の 生物 を 栄養 段階 に 
GUNS SABA, 生産 者 の 属す る 段階 を いう 。 

セイ サン - ジ ョ ー ハ ッ サ ン カンケイ 生産 - 
蒸発 散 関係 [production-evapotramspira- 
tion] 陸上 の 極 相生 態 系 に お ける 年 純一 
次 生産 の 量 P。(g/m?) は , そこ の 年 蒸発 散 量 
AE(mm) と 容 接 に 関係 し て いる 。 そ の 関係 は 
次 式 で 表 さ れる : 

logioP,, = (1. 66+0. 27) logip AE — (1. 660. 07) 

セイ サン ソ ク ド £8 [rate of pro- 
duction, p. rate] 生物 生産 の 速度 を いい , 
ある 瞬間 に お ける 生産 量 の 変化 で 表す 。 単 位 
時 間 あ た り の 量 で ある が , 生態 系 の 物質 循環 
な ど を 扱う 場合, この 量 も 土地 面積 あたり の 
量 と し て 扱わ れる 。 総 生産 と 純生 産 に 対応 し 
て 総 生産 速度 ・ 純 生産 速度 が ある 。 

セイ サン リョ ー £8 [production] 
つ 生 物 学 的 生産 量 

セイ サン リョ ク 生産 力 Lproductivity 
⑥Produktivitat] 単位 時 間 あ た り の 生産 
BLEED LIES, 生態 系 の 物質 循環 な ど を 
扱う 場合 に は , この 生産 力も 土地 面積 あたり 
の 量 と し て 表 さ れる 。 た だ し 近年 は 生物 生産 
の 全 過 程 を 表す 概括 的 な 用 語 と され て いる 。 


⑦ 生 産 速度 。 O4ER 

セイ サン リョ クソ ク テ イ ノ クー リキ ホー 
生産 力 測定 の 空力 法 [aerodynamic meth- 
od of measuring productivity] 空力 法 
は 空気 力学 的 方 法 の 略 。 1 日 また は 一 定期 間 
の 群落 と 外界 と の 間 の 炭酸 ガス 収支 を 空気 
学 的 に 測定 する こと に よっ て , 群落 全体 の 純 
生産 量 を 知る 方 法 。 

セイ サン リョ クノ ピラ ミッ ド 生産 力 の 
ーー [pyramid of productivity, pro- 
duction p.] 栄養 段階 ご と の 生産 力 (ある 期 
間 あ た り の 有機 物 生産 量 ) に よっ て 構成 され た 
生態 的 ピラミッド 。 生 産 の 効率 は 100 タ に な 
り 得 な た いた め に , ビラ ミッ ドア は 常に 山形 と な 
Bo 生態 的 ピラ ミッ ド 

セイ サン リョ ー ゲン ゾン リョ ー ヒ 生産 
量 - 現 存 量 比 (production-biomass ratio ] 
ア / 比 と 略 さ れる 。 回 転 率 。 も っ と も ゃ 広く 用 
いら れ て いる 生産 指数 の 一 つ 。 生 産 量 を 中 心 
に 考え れ ば この 比 は 個体 群 現存 量 の 回 転 率 を 
表す 。 こ の 意味 で ア り / 比 を ん あらかじめ 求 め , 
一 定期 間 の 平均 を 測定 し て ア を 推定 する 研 
究 例 が 多い 。 た だ し 比 の 安定 性 , 一 般 性 に つ 
いて の 異論 も る ある 。 

セイ サン リョ ー スイ テイ 生産 量 推定 
[estimation of production] と くに 動物 
で 現存 量 の 変化 の 一 定時 間 内 で の 総量 を 算出 
する 方 法 (逐次 計算 法 ) と 同時 出生 集団 (ュー ホ 


ー ト ) で 個体 数 と 個体 重 の 関数 と し て 算出 す ' 


る 方 法 ( 生 残 曲線 法 ) と が ある 。 前 者 で は Ricker 
の 方 法 , 後者 で は Allen 曲線 法 な ど が 有名 で 
BS. OTL the 

セイ ジュ ク 成熟 [maturing, ripening] 
= Bm 

セイ シュー ダン 性 集団 [sexual assem- 
blage] 性 的 に 同じ 個体 が 形成 する 動物 の 
集団 。 

セイ ショ ク 生殖 [reproduction OFort- 
pflanzung ⑤reproducetion] 生物 個体 が 
自己 と 同じ 種類 の 新しい 生物 個体 を 生産 する 
wes 


セイ ショ クイ ドー 生殖 移動 [breeding 


migration] 生殖 の た め の , ある い は 繁殖 
場所 へ 向っ て の 移動 。 産卵 移動 と ほぼ 同義 に 
用 いら れる こと も ある 。 生 将 回 遊 。 

セイ ショ ク カ イコ ユー 生殖 回 遊 Lbreed- 
ing migration] 三 生 殖 移動 

セイ ショ ク テ キ カク リ 生殖 的 隔離 [re- 
productive isolation] 地理 的 馬 離 に 対す 
る 語 で , 生理 的 隔離 と ほぼ 同じ 。 種 問 ま た は 
集団 間 で 遺伝 子 の 交換 が 生態 的 ・ 季 節 的 ・ 人 性 
的 ・ 機 械 的 な どい ずれ か の 原因 で 妨げ られ る 
こと に よる 隔離 を いう 。 同 所 的 種 ・ 亜 種 の 隔 
離 は これ で ある 。 史 地理 的 隔離 
_ セイ ショ クレ ン サ 生食 連鎖 [grazing 

food chain] 食物 連鎖 の うち , 生き た 生物 
を 餌 と する 食物 連鎖 。 宮 腐食 連 針 

セイ ジョ ー ゲン シュ ー プ ン セ キ 正常 群集 
分 析 [normal association analysis © 
normale Assoziationsanalyse」 種 の 有 
無 に よっ て 2 分 割 を 続け る 組成 表 作 業 の 方 法 。 

セイ ジョ ー セン イケ イレ ツ 正常 遷移 系 列 
Lorthosere] 二 次 遷 移 で , 放牧 ・ 採 草 ・ 火 
入れ な どの いわ ゆる 生物 原因 が 加わ ら な い 場 
合 に み ら れ る 大 移 系 列 。 裸 地 化 denudation し 
だ た あと の 定置 わく permanent quadrat の 実験 
で み ら れ る よう な 系 列 。 

セイ ジョ ー プン サン 正常 分 散 (normal 
dispersion Qnormale Dispersion ®ré- 
partition randomise] 植物 の 分 散 構 造 と 
くに 分 布 様式 を 表す 言葉 で ,。 ラン ダム 分 布 
random distribution @Zufallsverteilung と 
同じ 。 

セイ ジョー ヨー 
あふ つう の 葉 の 組織 を も っ た 葉 。 硬 葉 screlo- 
phyll な ど に 対し て 使う 。 通 常葉 。 

セイ シン ik [seiche OSeiches] jf 
沼 や 沙 の 水面 に 生 し る 数 分 か ら 数 時 間 間 隔 の 
. 周期 的 な 振動 。 

セイ スイ ik (standing water, stag- 
nant w。] 河川 の 流水 に 対す る 湖沼 の よう 
な 溜っ て いる 水 。 止 水 。 

セイ スイ セイ セイ プ ツ 清水 性 生物 [ka- 
tharobic OKatharobia) 清澄 な 水域 に の 


正常 葉 [orthophyll] © 
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みみ 生息 する 生物 。 

セイ スイ セイ / 静 水性 の Llen(e)tic。 le- 
nific] 流 ん の な い 水域 に 生息 する 性 質 。 
セイ ソー キョ ー セ イ 清掃 共生 [clean- 
ing symbiosis] 体 表 な ど に つい て いる 外 
部 寄生 虫 な ど を 食べ て くれ る 小型 の 他 種 個体 
を , 体 表 上 に と ま ら せ た り , それ が いる 所 に 
や っ て 来 て 攻撃 する こと な く 清 掃 を 待つ よう 
な 関係 で , 相 利 共生 の 一 形態 と され る 。 
セイ ソ ク バ ショ セン タク 生息 場所 選択 
Chabitat selection,h.preference」 AK 
場所 選好 。 動 物 が その 生活 に 適し た 生息 場所 
habitat を 選ぶ こと 。 物理 化学 的 な 環境 条件 , 
生息 場所 の 構造 , 食物 な ど に よっ て 規定 され 
て 特定 の 種 は 特定 の 生息 場所 を 選択 する 。 
セイ ソ ク ミ ツ ド 生息 密度 Lpopulation 
density] 個体 群 密度 

セイ ソー ケン 成層圏 [stratosphere O 
Stratosphare ⑤stratosphere] 大 気 圏 と 
園 に あり , 一 般 に は 大 気 圏 の も の に 用 いら 
れる 。 大 気 圏 で は 対流 園 と 電離 圏 と の 間 に あ 
り , 紳 度 に より 高 さ も 幅 も 違い , 極 付近 で は 
9 一 10 km, 赤道 付近 で は 17--80 km くら いで 
ある 。 大気 は 非常 に 安定 で ある 。 海洋 で は 約 
500m 以 深 の 部 分 を いう 。 気 圏 atmosphere で 
の 区 分 に な ぞ ら えて 海洋 に つい て いう と き に 
は , 低 紳 度 域 の 深層 や 高緯度 域 で は ほとん ど 
一 様 な 冷た い 水 塊 に よっ て 占め られ て いる 部 
分 を 指す 。 

セイ ソー コー ゾー 成層 構造 [stratifi- 
cation] 環境 条件 の 変化 に 従っ て , 植物 群 
落 や 動物 群集 に 現れ る 層 構 造 。 水 平 的 成層 構 


造 と 垂直 的 成層 構造 と が ある 。 統 計 学 で は 層 


別 化 の 意味 に 用 いる 。 

セイ ソー ミツ ド 生 草 密度 [density of 
sward] 放牧 地 の よ うに, 草 床 を つく る 草 類 
の 生 草 の 密度 。 ・ 

セイ ゾン £% [survival] 生 残 と も い 
ント 
セイ ゾン カ 47% (survival value] 
個体 また は 個体 群 が 生 存 し て いく た め に 有利 
と 考え られ る 性質 。 
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セイ ゾン カノ ー サイ コー オン ド 生存 可能 
最高 温度 [maximum survival tempera- 
ture) 生存 可能 な 最も 高い 温度 。 こ と これ は そ 
の 温度 に さら され る 時 間 の 長き に よっ て 決 る 。 
セイ ゾン カノ ー サイ テイ オン ド 生存 可能 
最低 温度 Cminimum survival tempera- 
ture] EFF AREAS RV mE. LAL, - 
この 値 は 同一 種 に つい て も 一 義 的 に 決め らち れ 
る も の で な く , その 温度 に さら され る 時 間 の 
長 さ と と も た 考え られ る べき も の で ある 。 
セイ ゾン キョ クセ ン 生存 曲線 [sarvi- 
vorship curve, survival c.] 生 残 曲線 と 
も いう 。 生命 表 の / と カー ブ , すなわち ある 時 
点 で 出生 し た コー ホー ト あ る い は ある 世代 の 
個体 群 が , 時 間 経過 (MOXET) CONE OL 
うに 死亡 に より 減少 し て いく か を 示す 曲線 。 
異種 生物 問 の 生存 曲線 を 比較 する の に , 横 軸 
(時 間 ) を 平均 寿命 に 対す る 偏差 の 百分率 で 表 
す と と が 多い 。 ま た 縦 軸 7 な を 対数 目盛 に と る 
と , 各 時 点 で の 生存 率 が 一 定 な ら 直 線 に , 幼 
期 死亡 率 が 低けれ ば 凸 形 , 高けれ ば 凹 形 の 曲 
線 に な る か ら 死 亡 の パタ ー ン の 比較 に 便利 で 
ある 。 生 存 曲線 の 形 は 同じ 種 で も 環境 条件 に 
よっ て 変化 する が , 親 に よる 子 の 保護 の 程度 
や その 他 の 種 の も つ 生 活 様式 に よっ て 大 きく 
規定 され る 。 避 生命 表 

セイ ゾン シス ー 生存 指数 [vital index] 
生物 の 個体 群 の 増 ・ 減 の 指標 と な る も の で , 
(出生 率 / 死 亡 率 ) x 100 で 定義 され る 。 

セイ ゾン スイ ジュ ン 生存 水準 [subeis- 
tence level] 人間 が 生物 学 的 に 生存 を 維 
持 す る こと , すなわち ぎり ぎり に 食糧 を 獲得 
し て いる よう な 経済 的 な 生活 水準 。 た だ し あ 
まり 明確 な 概念 で は な い 。 サ ブシ ステ ンス 水 
準 。 

セイ ゾン ソー 生存 層 [bio-zone] 湖沼 
プラ ンク トン は , それ ぞ れ 種類 に よっ て 生存 
し て いる 層 が 異な る 。 こ と に 夏 冬 の 停滞 期 に 
は 表 水 層 ・ 変 水 層 ・ 深 水 層 に 特有 の 成層 が みみ 
bh, それ ら を 生存 層 と いう 。 

セイ ゾン タイ 生存 帯 Lbiozone] 三 生 帯 
セイ ゾン トー ソー 生存 闘争 [struggle 


for existence OKampf ums Dasein ® 
lutte pour l’existence, 1. pour la vie] 
生存 競争 と も いう 。 Darwin® FRAO 
心 的 概念 で 1) 生 物 と 自然 条件 と の 闘 独 , (2) 
種 個体 間 の 闘争 (3) 異種 個体 間 の 競争 , (4⑭) 同 


種 個体 間 の 競争 を 含ん で いる 。 こ の 中 で 同種 


個体 間 の 競争 を , Darwin は 重視 し て いる 。 
競争 competition と は 生物 間 の 要求 が 同様 な 
場合 、 それ に 対し 競争 は 広義 に 個体 間 の せり 
合い を 意味 する の が ぉ つう で ある 。 生 存 競 争 。 

セイ ゾン RIFT 生存 牧畜 [subsis- 
tence herding] 技術 水準 が 低く 家畜 の 飼 
育 目的 が 市 場 用 の 余剰 の 生産 で は な く て , 多 
数 の 飼育 者 の 毎日 の 規則 的 な 食物 供給 で ある 
よう な 牧畜 の 形態 。 主 と し て , ミル ク ・ 血 ・ 
乳 脂 が 利用 され , 肉 や 死体 の 血 は 家畜 の 偶然 
的 な 死亡 ある い は 儀礼 等 の と き に 限っ て 消費 
され る 。 BLOT 7VADKBRMOUNCSH 
だ る 。 

セイ ゾン リツ 生存 率 [survival rate} 
生 残 率 。 あ る 時 点 に 存在 し た 個体 数 に 対す る 
一 定時 間 後 の 生存 個体 数 の 比 。 地 域外 へ の 移 
出 が ある と き に は , 標識 再 捕 法 な ど で 求め ら 
れる 生存 率 は 死亡 と 移出 両方 に よる 消失 を 差 
引い た 値 , すなわち 残留 率 を 意味 する 。 
セイ タイ £% [biozone, biochron © 
Biochron ®biochron] 生物 の ある 種 ・ 
属 ・ 科 また は それ 以上 の 分 類 単 位 が 発生 し て 
か ら 絶 滅する まで の 絶対 時 間 中 に 堆積 し た 地 
層 。 生存 帯 ・ バ イオ クロ ン 。 

セイ タイ 成体 [adult,imago] 個体 発 
生 の 完成 期 を いい , BORA LCA RADY RE Pe 
っ た も の 。 昆虫 な ど で は と く を 成虫 と いう 。 
セイ タイ イキ 生態 域 [biochore] 生物 
biosphere を 水 界 (Bex + Were), 陸地 の 生 
物 サ イク ル biocycle に 細分 し , これ を 更に 
森林 ・ サ バン ナ ・ 草 原 ・ 砂 漠 の 生態 城 に 分 け 
る 。 地 球 上 の 生物 環境 の 区 分 の 一 つ 。 

セイ タイ イデ ン ガ ク 生態 遺伝 学 Leco- 
logical genetics] 環境 と 遺伝 と の 相互 作 
用 を 研究 する 分 野 の 総称 名 。 

セイ タイ カ 生態 価 Lecological valen- 
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ey] 生物 の 生存 に 関係 する 環境 要素 に は そ 
れ ぞ れ 最 適量 が あり , 最大 ・ 最 小 の 価 を 越え 
る と 生存 で き な く な る 。 と の 最大 と 最小 の 間 
の 広 さ を 生 態 価 と い 5 。 

セイ タイ ガク 生態 学 [ecology DOko- 
logie ⑤⑥ecologie] 生物 の 生計 学 , 生活 学 
⑥Haushaltslehre, 生物 ど う し , 生物 と 環境 の 
関係 生理 学 ⑳Beziehungsphysiologie と し て 生 
物 分 布 学 ①Chorologie と と も に Haeckel(1866) 
に よっ て 生物 学 の 一 分 科 と し て 位置 づけ られ 
た 。 対象 に より 植物 生態 学 ・ 動 物 生態 学 ・ 修 
生物 生態 学 な ど , 方 法 に より 統計 生態 学 ・ 生 
理生 態 学 ・ 動 的 生態 学 ・ 生 産生 態 学 ・ 生 散 系 
生態 学 な ど , レベ ル に より 種 生態 学 ・ 個 体 群 
生 態 学 ・ 群 生態 学 な ど に 分 けら れる 。 そ れ も 
人 間 生 態 学 と な る と , 自然 科学 と し て の 生物 
学 の 枠 の 中 に は 収まら な いで , 社会 料 学 の 色 
彩 が 濃く な る 。 

セイ タイ ガク テキ エネ ルギー ロン 生態 学 
的 一 一 論 [ecological energetics] 生態 系 
の 各 生 物 要 素 間 の 関係 や 食物 網 の 中 で の ある 
個体 群 や 個体 の 関係 を , そこ に 菩 え られ て い 
る エネ ルギー 量 や 流入 ・ 流 出す る エネ ルギー 
量 , お よび エネ ルギー の 状態 と その 変化 な ど 


に より 明らか に し て いこ うと する 考え 方 に 立 


っ た 生態 学 の 方 法論 の 一 つ 。 

セイ タイ ガク テキ サイ テキ 生態 学 的 最適 
[ecological optimum © dkologisches 
Optimum ®optimum écologique] あ 
る 生物 の 生活 機能 に 対し , 生物 的 また は 非 生 
物 的 環境 が 最も 都合 の よい =- FERRET SZE 
合 を いう 。 

セイ タイ ガク テキ シ ヒ ョ ー 生態 学 的 指標 
[ecological indicator Mékologischer 
Indikator ®indicateur écologique] 特 
定 の 要因 が , ある 地域 に 存在 する 生物 の 種類 
を し ば し ば 厳密 に 決定 する こと が ある の で , 
逆 に , 存在 する 生物 の 種類 か ら そ この 状況 や 
無機 環境 を 判定 する こと が 可能 で あり , この 
よう な 生物 を いう 。 問題 と する 要因 また は 要 
因 群 を 直接 に 測定 する こと が 困難 な 場合 に こ 
の ょ ぅ な 生物 を 指標 と し て 用 いる 。 


セイ タイ ガク テキ ピラ ミッ ド 
ーー [ecological pyramid ] 
ミッ ド , 忌 数 の ピラ ミッ ド 

セイ タイ ガク テキ フク ゴー タイ SRS 
複合 体 [ecological complex ⑤⑥complexe 
ecologique] ある 地域 に 生活 し て いる 生物 
群集 と その 生活 場所 の 条件 が 相互 に 作用 し 合 
っ て 作り 出し て いる 系 。 三 生態 系 

セイ タイ ガク テキ ヘイ コー 生態 学 的 平衡 
[Leeological equilibrium で equillibre 
ecologique] 生態 系 に お いて 様々 な 制御 要 
因 の 働き に よっ て 安定 し た 種類 組成 ・ 生 物量 
が 維持 され る こと 。 

セイ タイ カン キョ ー 生態 環境 [ecotop 
⑥Okotop] 景観 の 生態 的 ・ 空 間 的 な 単位 と 
する 場合 と , 生物 群集 の 環境 を 意味 する 場合 
と ある 。 ご 生活 環境 

セイ タイ カン キョ ー ガ ク 生態 環境 学 
[Leeotopology」 生物 に と っ て の 環境 ecotop 
の 役割 を 生物 の 側 か ら 評 価 する 環境 学 の 一 分 
野 。 

セイ タイ キ コ ー 生態 気候 [ecoclimate 
OOkoklima ®écoclima] 生育 地内 の 気象 
要因 の 総合 を いう 。 

セイ タイ ゲン 生態 群 [ecological 
group ①Dokologische Gruppe] pH・ 無 
機 塩分 ・ 水 分 な どの 立地 条件 に 対 し て ほぼ 同 
じ し ょ よう な 反応 を 示す 植物 種 群 。 Ellenberg, 
Knapp ら が 提唱 し た 。 

セイ タイ ケイ 生態 系 [ecosystem O 
Okosystem ®écosystéme] Tansley(1935) 
に よっ て 初め て 用 いら れ た 語 で , 生物 群集 と 
無機 的 環境 か ら 成 る 一 つの 物質 系 。 holocoen 
ゃ 同義 。 生 物 的 構成 要素 は 生産 者 producer + 
消費 者 consumer・ 分 解 者 decomposer に , 無機 
的 環境 の 構成 要素 は 大 気 ・ 水 ・ 土 壌 ・ 光 な ど 
に 分 けら れる 。 これら の 各 和 構成 要素 は , 環境 
作用 action・ 環 境 形成 作用 reaction ある い は 
生物 相互 作用 coaction に よっ て 動 的 に 結合 さ 
れ て いる 。 系 内 で は 無機 物 一 有機 物 一 無機 物 
と いう 物質 代謝 が 行わ れ , それ に 従っ て エネ 
ルギー ある い は 物質 が 循環 し て いる 。 


生態 学 的 
三 生態 的 ピラ ' 
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セイ タイ ケイ 生態 型 [ecotype OOko- 
typ ⑤ecotype] 共同 種 の 最小 単位 の 個体 
群 。 同 一 種 が 異な る 環境 に 生育 する た め に 環 
境 条 件 に 適応 し た 形質 が 分 化し , 遺伝 的 に 固 
EE に で 生じ だ 植物 の 形 や 適応 性 。 Turesson 
(1922) の キク 科 植 物 を 使っ て の 研究 が よく 知 
られ て いる 。 特定 環境 に つい て は た と えば , 
We AY + EAR AY + PL + eRe Mice, Oe 
態 品種 

セイ タイ ケイ カン キョ ー 生態 系 環境 
Cholocoenotic environment] 生態 系 的 
観点 か ら 扱わ れ た 環境 。 

セイ タイ ケイ テキ 生態 系 的 Lholocoe- 


notic | 
セイ タイ ケイ ノ ク カ クモ デル 生態 系 の 
区 画 一 一 [compartment model of eco- 


system] 生態 系 の 物質 循環 な どの シン ミュ 。 レ 
ーション モデ ル と し て し ば し ば 用 いら れる も 
DC, 生態 系 を 系 内 で の 作用 機 作 に よっ て い 
くつ か の 区 画 に 区 分 し , 各区 画 間 の 物質 の 流 
動 速度 を 定義 むす る こと に よっ て , 生態 系 全体 
の 物質 循環 を 知ら う と する も の 。 最 も 簡単 な 
SOIL, 外界 系 ・ 生 物 系 ・ 土 壌 系 の 三 つ の 区 
_ 画 で 与え られ る が , これ ら の 各区 画 を 作用 機 
作 に より 更に 細分 する こと が で きる 。 

セイ タイ ケイ ノ コー セイ ヨー ソ 生態 系 
の 構成 要素 [components of ecosystem] 
生態 系 の 構成 要素 は 生物 的 要素 と 無機 的 自然 
と に 大 別 さ れる 。 生 物 的 要素 は 無機 化合 物 の 
み を 栄養 源 と する 生産 者 producer と , 生産 者 
に よっ て 作ら れ た 有機 物 を 栄養 源 と する 消費 
者 consumer と , 死ん だ 有機 物 を 分 解 し て 無 
機 化す る 分 解 者 decomposer に 三 大 別 さ れる 。 
無機 的 自然 は , 生活 空間 を 満 す 三 つ の 基質 
medium すなわち , 大 気 ・ 水 ・ 土 に 分 けら れ 
る 。 

セイ タイ ケイ ノ サ ン バ イ タイ 生態 系 の 
三 媒体 [three media of ecosystem] 
媒体 

セイ タイ ケイ ノ スイ プン ケイ ザイ 生態 
系 の 水分 経済 [water economy of ecosys- 
tem ] 


セイ タイ ケイ ノ セイ サン リョ ク 生態 系 
の 生産 力 [productivyity of ecosystem] 
生態 系 の 生産 力 と し て は , 次 の 4 種 の も の が 
ある 。 総 一 次 生産 力 gross primary produc- 
tvity・ 純 一 次 生産 力 naet p. p.・ 純 共同 体 生 
産 力 met community p. お よび 二 次 生産 力 。 
この 用 語 の 使用 に あたっ て は , どの 生産 力 を 
示す か 明記 する 必要 が ある 。 

セイ タイ ケイ ノ ナガ レズ 生態 系 の 流れ 
図 [flow diagram of ecosystem] 生態 
夫 に お ける 外界 ・ 生 産 者 ・ 消 費 者 ・ 分 解 者 の 
間 を 送ら れ て いく エネ ルギー Dee ュー 
方 向 と 量 を 示し た 図 。 

セイ タイ ケン 
Okosphire ®ecosphére] 地球 上 で 無機 
物 一 生物 一 無機 物 と いう 機能 的 な 物質 系 が 認 
め ら れる 場所 の 全体 を いう 。 

セイ タイ コー ゾー 成 帯 構造 [zonatiom 
OZonierung) 山地 の 垂直 分 布 葵 の ほか , 
海岸 ・ 湖 沼 ・ 河 川 な どの 水 ぎ わ や 湿原 ぞい な 
ECABRSNS L 5 CMA OMENS 
化 に 対応 し た 生物 群 の 淀 状 の 配列 や 構造 を い 
5. THRE. 

セイ タイ コー バイ 生態 勾配 [ecocline] 
① 環 境 の 連続 的 な 変化 に 対応 し て 生物 の 形質 
が 連続 的 に 変化 する こと 。⑨Whittaker の 用 


Sh 
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セイ タイ コー リツ 生態 効率 [ecological 
efficiency] 食物 段階 で z ヵ 段階 の 摂 食 量 C。 
と n—1 段階 の 摂 食 量 Cs-,」 と の 比 を よぶ 。 
形 は Lindeman’ - と 似る が , この 効率 の 出現 
過程 の 分 析 の 対象 を 個体 群 ・ 生 活 型 群 単位 に 
置き Lindeman 比 の 曖昧 さ を 克 服 し て いる 。 

セイ タイ シュ 生態 種 Lecospecies © 
Okospezies] 生態 型 を まとめ た 群 で 群 内 の 
生態 型 の 間 で は 交配 は 自由 に 行わ れる が それ 


ぞ れ 生育 地 の 環 境 を 異 に し て いる 場合 が 多い 。 


セイ タイ ショ ク プ ツチ リガ ク 生態 植物 


地理 学 Lecological plant geography, 


biological p.g. Dékologische Pflanzen- 
geographie] 生態 植物 地理 学 の うち と くに 
植物 を 扱う 分 野 。 


+A Tecosphere 6 


OO EE 


セイ タイ シン カ 生態 進化 [ecogenesis] 
生物 相互 問 , 生物 と 無機 的 環境 と の 間 の 生態 
学 的 関係 の 発展 過程 。 

セイ タイ シン カ 成体 進化 [gerontomor- 
phosis] 個体 発生 の 場合 に 成体 期 に 形質 の 
変化 が 起り , 次 第 に 祖先 型 か ら 偏向 する 系 統 
発生 の 一 現象 。 き 幼 形 進化 

セイ タイ セン イ 8 £hBB [ecological 
succession] 生態 学 の 立場 で みる と , 生物 
群集 は 固定 的 で な く 時 間 と と も に 変化 し て い 

る , その 現象 を 指す 。 ふ つう 群集 の 変化 は 順 
序 だ っ て 進行 し , ある 地域 で は 一 つの 群集 か 
ら 他 の 群集 に 置き 変り 群集 の 系 列 と な る 。 そ 
し て 典型 的 に は , 不安 定 な 始 相 期 か ら 成 熟し 
た 安定 な 終 相 期 と な る 群集 の 発展 の 系 列 と な 
る 。 ee. 

・ セ イタ イチ リガ ク 生態 地理 学 [ecolog- 
ical geography ①Dokologische Ceogra- 
phie] Warming, Schimper な ど に よっ て 提 

- 唱 きれ , 植物 群落 の 種 や 群落 の 分 布 や そこ で 
の 生活 と 環境 要因 と の 関係 を 研究 する 植物 地 
理学 の 一 分 野 。 
セイ タイ テキ イキ チ 生態 的 賠 値 [ecolog- 
ical threshold] ある 段階 の 成長 や 一連 の 
行動 な どの 生態 的 過程 を 完結 し た り , 個体 ・ 
個体 群 ・ 群 集 な ど を 統一 体 と し て 維持 する の 

に 対す る 環境 諸 要 因 の 有効 な 最低 値 が , それ 
ら の 生 衣 的 活動 に 対す る 生態 的 関 値 と され , 
その よう な た 生態 的 過程 の 完結 や 生態 的 単位 の 
MERFDANBE fe SHA MADSAE BAY ¥ F ecolog- 
ical zero と し て その 下 に 存在 する と され る 。 

セイ タイ テキ カイ ジョ 生態 的 解除 [eco- 
logical release] 競争 者 その 他 .、 そ の 存在 
が 障害 に な っ て いた 種 の 除去 に よっ て 生態 的 
地位 が 広がる こと 。 生態 的 地位 の 拡大 は , 一 
定 の 表現 形質 の 分 散 (\ ら っ つき) の 増加 すす なわ 
ち 形 質 解除 を 伴う こと も あり , 伴わ な いこ と 
も ある 。 

セイ タイ テキ カク リ 生態 的 隔離 [eco- 
logical isolation Mékologische Isola- 
tion ®Misolement ecologique] 同一 の 種 


の 個体 が 多少 と も 異な る 型 の 生息 場所 生活 
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する こと と に よっ て , 相互 の 交流 が 絶え て 隔離 
され る こと を いら う 。 生息 場 所 の 隔離 と し て 環 
境 的 隔離 habitat isolation と も いわ れる 。 生 
FEW GARE reproductive i. の 一 つと され る が , 
それ は この 生態 的 隔離 が その も た ちら す 遺伝 的 
な 効果 の 面 で 見 られ て いる か ら に ほか な ら な 
い 。 生殖 的 隔離 と 対置 され る 地理 的 隔離 で も 
遺伝 的 交流 は 妨げ られ る こと に な る が , 生態 
的 隔離 で は 遺伝 的 な 差異 が も と と な っ て 生息 
場所 を 変え た る と と を 主張 する も の も ある 。 こ 
れ は 結果 と し て の 遺伝 的 効果 で は な く 。 原因 
と し て の 遺伝 的 差異 を れい う も の に ほか な ら な 
い 。habitat i. は すみ わけ h. segregation と 
同義 に も る 用 いら れる 。 

セイ タイ テキ キョ クソ ー 生態 的 極 相 
Cecological climax Mékologische Kli- 
max] 三 極 相 

セイ タイ テキ コト ー 生態 的 碧 島 [ecolog- 
ical island, habitat i] ① 生 態 的 な 諸 条 
件 ・ 諸 様相 に お いて 周辺 域 か ら 孤立 し て いる 
と 見 られ る よう な , 相対 的 に 小 範 域 の 場所 を 
いう 。⑤② 同 一 生物 集団 の 分 布 城 が 環境 その 他 
の 変化 に より 分 断 さ れ , 孤立 状態 と な っ た 地 
域 を いう 。 

セイ タイ テキ コー リツ 生態 的 効率 [eco- 
logical efficiency] 三 生態 効率 

セイ タイ テキ シボ ー リ ツ 生態 的 死亡 率 
Cecological mortality] ある 特定 の 条件 
下 で 実際 に 観察 され た 死亡 率 。 実 現 死 亡 率 
realized mortality と も いう 。 最 適 条件 下 に お 
ける 死亡 率 (生理 的 死亡 率 ) に 対応 する 語 だ が 
一 般 に は あま り 使 用 され て いな い 。 史 死亡 率 

セイ タイ テキ シュ ー シ ヒ ョ ー 生態 的 収支 
表 Lecological balance sheet) 生態 系 と 
それ の 構成 要素 , 群落 ・ 群 集 あ る い は その 部 
分 な どの エネ ルギー・ 物 質 の 収支 を , 支出 ・ 
収入 の 項 に 分 け て 記入 し た 表 。 SOMME 

セイ タイ テキ シュ ッ セ イリ ツ 生態 的 出生 
率 [ecological natality] ある 特定 の 条件 
下 で 実際 に 観察 され た 出生 率 。 実 現 出 生 率 
realized natality と も いう 。 と くに と この 語 
用 いる こと は 少な い 。 避 出生 率 
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セイ タイ テキ ジュ ミ ョ ー 生態 的 寿命 
Leeological longevity] 自然 の 生物 は 事 
故 死 (捕食 な ど ) が 多く 生理 的 寿命 を 全う する 
個体 は 多く な い 。 こ の よう な 自然 環境 下 で の 
個体 の 平均 寿命 を いう 。 ツ 生理 的 寿命 

セイ タイ テキ ジュ ンカ ン 生態 的 循環 
Lecocycling] 生産 者 ・ 消 費 者 ・ 分 解 者 の 関 
与 の も ゃ と に 生態 系 内 で 起 る 物質 循環 。 

セイ タイ テキ タイ オー 生態 的 対応 [eco- 
logical vicariad Qékologische Vika- 
riante] 分 類 上 近接 し て いる 種 が , すみ わ 
け 現 象 で 分 布 城 を 異 に し て いる 場合 に いう 。 

セイ タイ テキ タイ ニン ハン イ SHH 
範囲 [ecologiecal amplitude, e. valence] 
生物 の それ ぞ れ の 種 は , 1 ある い は 数 個 の 環 
境 要 因 の 組合 せ の 一 定 の 範囲 内 で の み 生 活 が 
可能 で ある 。 と この 耐性 tolerance の 幅 を いう 。 
> ERE 

セイ タイ テキ チイ 生態 的 地位 [eco- 
logical niche ①Dokologische Niche] 動 
物 生態 学 の 基本 的 概念 。Elton に より , その 
動物 の 生物 的 環境 に お ける 位置 , その 食物 な 
ら び に 敵 に 対す る 諸 関係 と 定義 され た 。 

セイ タイ テキ ドー イ 生態 的 同位 [ecolog- 
ical equivalence (®équivallence eco- 
logique] 分 類 学 的 に は 必ず し も ゃ 近く な い が , 
類似 の 生息 場所 habitat の 生態 系 の 中 で , 類 
似 の 機能 的 地位 を 占め て いる 場合 。 た と えば , 
草原 生態 系 に お ける カン ガル ー・ 野 牛 ・ ウ シ 
な ど は 生態 的 同位 に ある 。 そ の 他 一 般 に 生態 
的 に 等 し い 位置 を 占め る こと で , 姉妹 種 の よ 
う な 場合 , 遷移 度 の 類似 し た 位置 を 占め る 種 , 
群落 の 同じ 階層 に 出現 する 種 な ど に ゃ 広く 用 
いる 。 

セイ タイ テキ ドー イシ ュ 生態 的 同位 種 
[Lecological equivalent] 類似 し た 生態 的 
諸 特性 を も っ て いて , 異な る 群集 の 中 で 互い 
に 同じ よう な 生態 的 地位 を 占め て いる 種 を い 
っ 

セイ タイ テキ ネン レイ ク プ ブン 生態 的 年 齢 
区 分 [ecological ages] Bodenheimer 
(1938) は あら ゆる 生物 の 一 生 は 生殖 reproduc- 


tion を 目安 に し て , 次 の 三 つ の 時 間 に 分 けら 
れる と 考え た 。(①1) 発 育 期 period of develop- 
ment また は , 前 生殖 年 齢 pre-reproductive 
age, 卵 の 受精 か ら 最初 の 出産 まで 。(2) 生 独 期 
period of reproduction また は , 生 三 年 齢 
reproductive a. 出産 の 行わ れる 期間 。 お よ 
び (3) 後 生殖 期 p. of post-reproduction また 
は 後生 殖 年 齢 postreproductive a. 出産 を 終 
っ て か ら 死 亡き で 。 彼 は これ を 生態 的 年 齢 区 
分 と 呼ん だ 。 そ れ ぞ れ の 時 期 の 相対 的 な 長き 
は も ちろ ん 生物 に よっ て 異な る 。 

セイ タイ テキ ピラ ミッ ド 生態 的 一 一 
[ecological pyramid] 生態 系 の 生物 的 構 
成 要素 を , 食物 連鎖 (捕食 ・ 寄 生 ・ 腐 生 ) 別に , 
各 栄 養 段階 を 低 次 の も ゃ の か ら 高 次 の ゃ の へ 下 
か ら 順 に 積み 上 げた も の で , 数 の ビ ピラミッド, 
生体 重 の ピラ ミッ ド , 生産 力 の ビ ピラミッド お 
よび エネ ルギー の ピラ ミッ ド が ある 。 ORO 
ピラ ミッ ド 

セイ タイ テキ プン プ 生態 的 分 布 [eco- 
logical distribution ⑥ekologische — 
Verbreitung] 三 生態 分 布 

セイ タイ テキ ヘン イ 生態 的 変異 [ecolo- 
gical variation] 環境 の 変化 に 対応 し て 生 
物 が 変異 する こと 。 地 理 的 変異 も る その 一 つ で 
ある 。 

セイ タイ ドジ ョ ー 成 帯 土壌 [zonal soil 
@Mzonaler Boden ®sol zonal] 世界 の 
主要 土壌 型 の 分 布 は , 土壌 生成 要因 の 5d, 
と くに 植生 と 気候 要因 に 強く 支配 され て , it 
度 と 標高 に 沿っ て 帯状 に 分 布 す る あ 。 こ の よう 
な 極 相 的 土壌 型 の こと 。 

セイ タイ ドー プ ツ チリ ガク 生態 動物 地理 
学 Lecozoogeography, ecological zoo- 
geography] D£MS Nees 

セイ タイ ヒン シュ 生態 品種 [biological 
race, ecological r.] 同一 種 で , 形態 的 に 
は 区 別 で き な い が 生理 生態 的 に は 互い に 区 別 
で きる 系 統 (品種 )。 生態 弄 

セイ タイ プン プ 生態 分 布 Leeological 
distribution ①okologische Verbrei- 
tung] 生物 的 また は 非 生 物 的 環境 に よっ て 


支配 され る 生物 の 分 布 。 

セイ タイ ヨー イン ノダ イタ イ +RER 
の 代替 [replacement of ecological fac- 
tors 

セイ タイ リョ ー ノ ピラ ミッ ド 生体 量 の 
ーー [pyramid of biomass] 栄養 段階 ご 
と の 生体 量 (現存 量 ) を 積 久 重ね る こと に よっ 
て 構成 され た 生態 的 ピラ ミッ ド で , ピラ ミッ 
ド 構造 の 逆転 は まれ に な る が , 生産 者 の 回 転 
率 が 一 次 消費 者 の 回 転 率 よ り は る か に 大 きい 
場合 に は 部 分 的 逆転 が 起 る 。 た と えば 王 党 類 
が 生産 者 で ある ょ うな 水域 で は , 一 次 消費 者 
の 動物 プラ ンク トン の 現存 量 が 生産 者 の 現存 
量 よ り 多 く な る 場合 が み ら れ る 。 

ゼイ タク キュ ーシュ ー ぜいたく 吸収 
(luxury absorption] 養分 が 多量 に 存在 
し て いる と き , 植物 が その 生理 上 必要 と する 
以上 の 養分 を 吸収 し て 著 え て お く こ と 。 

セイ チ 整地 (soil preparation] 農 作 
物 な どの 作付 の た め に 土地 を 整え る こと 。 

セイ チョ ー カイ セキ 成長 解析 [growth 
analysis QWachstumsanalyse] 生物 の 
個体 また は 個体 群 や 群集 の 成長 過程 を 解析 す 
の に こら 

セイ チョ ー キ ョ クセ ン 成長 曲線 [growth 
curve DWachstumskurve ®courbe de 
croissance) 個体 また は 個体 群 の 成長 現象 
を 図示 また は 定式 化し て 示し た も の 。 ぁ つう 
時 間 ま た は 成長 要因 量 の 関数 と し て 示さ れる 。 
ロジ スチ ッ ク 曲 線 や Mitscherlich 曲線 は その 
代表 的 な も の で ある 。 

セイ チョ ー ケ イ 成長 計 [auxanometer, 
dendrometer, dendrograph ①Auxano- 
meter, Dendrometer (®auxanométre, 
dendrométre] 樹幹 の 肥大 成長 を 詳し く 測 
定 す る 器具 。 成 長 バ ンド を 用 いる 法 , 幹 材 に 
L 形 の ね じ く ぎ を 深く ね じ こ みろ , 幹 の 表面 と 
ね じ の 頭 の 距離 を マイ クロ メー ター で 測る 法 , 
て こ を 用 いて 成長 を 拡大 し て 測る 法 , BOR 
射 を 利用 する 法 等 いろ いろ な 方法 が 考え られ 
て いる 。 


セイ チョ ー ケ イズ スー 成長 係数 [coeffi- 
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cient of growth ] rh ee 
すなわち 制限 要因 の な い 場 合 の 増殖 率 を いう 。 
成長 係数 え は 次 の よう に な る : 

1 dn 


フー ニー ・、 Us 


n dt 


n は 時 刻 : に お ける 個体 数 で ある 。 個体 重 ( 個 
体 の 成長 の 場合 ) また は 平均 個体 重 (群落 の 成長 
の 場合 ) で 示す と き に は , ヵ の 代り に w の 記号 
を 用 いる 。 

セイ チョ ー コー リツ 成長 効率 [growth 
efficiency] 摂 食 量 の うち 成長 量 に 転換 す 
る 比率 。C/C ど また は その 百分率 で 表 さ れる 。 
魚類 で は G=aC—b (@, 6 定数 ) と いう 直線 
関係 が 知ら れ て いる 。 

セイ チョ ー ス イ 成長 凶 [increment 
borer ⑩Zawachsbohrer sonde de 
pressler] 立木 を 伐採 せ ず 大 過去 の 成長 を 測 
定 す る 道具 で , 中 空 の ね じ で 先 に 円 形 の 刃 が 
つい て お おり, 樹幹 に 直角 に ね じ 込 ん で 円 柱 形 
OM MARL, その 年 輪 幅 を 測定 する 。 

セイ チョ ー テ ン 成長 点 [growing point 
OVegetationspunkt ®point vegetatif] 

セイ チョ ー バ ンド 成長 一 一 [diameter 
band, growth b.] 王 直 径 パン ド 

セイ チョ ー ヨー イン 成長 要因 [growth 
factor ⑩Wachstamsfaktor ®facteur de 
la croissance] この 用 語 ぼ いろ いろ の 意味 
で 用 いら れる 。(1) ビ タ ミ ン な ど 物 質 代謝 系 の 
諸 因 子 の 構成 に あず か る 物質 。(2) 発 育 に 関係 
する ホル モン 類 。(3) 生 物体 の 成長 に 関与 する 
すべ て の 要因 で , 物質 的 要因 は も ちろ ん 環境 
要因 も 含め る 。 生 態 学 で は (3) の 意味 で 用 いら 
れる 。 

セイ チョ ー リ ツ 成長 率 [growth rate] 
個体 成長 率 
"セイ チョ ー リ ョ ー 成長 量 [biomass in- 
crement| ある 期間 に お ける 生体 量 の 増分 。 

セイ チョ ー リ ン 成長 輪 [growth ring] 
年輪 

セイ テキ ニケ イ 性 的 二 型 [sexual di- 
morphism Geschlechtsdimorphismus 
®dimorphisme sexuel] 同種 の 雌雄 が 形 
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態 や 体 色 な ど 主 と し て 外部 的 な 形質 に お いて 
異な る 場合 を いう が , 音声 や 香気 ある い は 行 
動 パ ター ン の 相違 な ど を 含め る と と も ある 。 
雄 が 美 し い 色彩 や 特異 な 斑紋 を も つ 例 は 鳥類 
や 上 蝶 類 な ど に よく 知ら れ て いる が , これ ら は 
配偶 行動 に お いて 雌 の 反応 を 誘起 する 上 に 主 
要 な 役割 を 果す こと が 多い 。 

セイ ドー キジ ダイ 青銅器 時 代 [Bronze 
age] 銅 時 代 ・ 鉄 石器 併用 時 代 と も いら 。 ョ 
ー ロ ッ ズ で 新 石器 時 代 に 続く 時 代 で , 約 4000 
3000 年 前 の 間 を いう 。 都 市 が 発生 し , 輸送 
手段 と し て ウマ ・ 車 が 利用 され る よう に な っ 
た 。 

セイ トク テキ カイ ハツ キ コ ー 生得 的 解 発 
機構 [IRM : innate releasing mecha- 
nism ©AAM;angeborener auslosender 
動物 に は ぁ つ うら 遺伝 的 行 
動 ペ ター ン (本 能 的 行動 ) が その 種 に 生得 的 に 
備わっ て お り , それ が それ ぞ れ の 行動 た 特異 
的 な 信号 刺激 に よっ て 解 欧 さ れる こと に よっ 
て , 行動 が 起 る 。 こ の 機構 を 生得 的 解 発 機構 
と いう ら 。von Uexktll と Lorenz に よっ て 提唱 
され た 。 

セイ ノ サ ンカ ク ケ イ 生 の 三角 形 [tri- 
angle of life] 生物 また は その 形質 は , 遺 
伝 を 底辺 と し , その 上 を 環境 と 訓練 を 二 辺 と 
し て 表す こと が で きる と いう 見 地 か ら 描 いた 
三角 形 を い うら 。Corklin の 造語 。 

セイ ノ ミツ ド イ ゾ ン ヨー イン EORE 
依存 要因 [positive density-dependent 
factor] ツ 負 の 密度 依存 要因 

セイ ハ 整 羽 [preening OPutzen] 鳥 
類 が くち ば し で 羽毛 を 整え 体 表 を きれ い に す 
る 行動 。 

セイ ヒ 性 比 [sex ratio] 雌雄 の 比率 。 
ぁ つ うら 雌雄 合計 数 に 対す る 雌 数 の 割合 . ある 
い は 雌 数 対 雄 数 の 比 で 表す 。 例 : 雌雄 同数 の 

場合 0.5 ま た は 1 対 1。 
_ セイ フェ ロモ ン 性 一 [sex pheromo- 


Mechanismus | 


ne] HEHSVIHASKMeh, 異性 を 誘 ・ 


引 す る 作用 を も つ 物 質 で , Karlson ら に より , 
ギリ シャ 語 の pherin (運ぶ) と hormon (刺激 す 


る ) に 基 い て つく られ た 。1959 年 Butenandt ら 
に より sex pheromone と いう 呼称 が 提案 され 
た 。 性 フェ ロモ ン は カイ ュ ガ の Bombykol に 
見 られ る よう に 作用 が 強力 で 特 暴 性 が 強い 。 
、 セ イフ ショ ク 精 腐 植 Lmild humus, 
mull OMull ⑤mnall] 地表 に 堆積 し た 有 
機 物 は , 分 解 さ れる に つれ て 次 第 に 地 中 に 浸 
透 し て いく 。 こ の 浸透 し た 腐植 を 精 腐 植 と い 
2 。 ム ル 型 の 腐植 を 生成 する 場合 に は 精 腐植 
が 粗 腐植 より 多く , 地表 の 腐植 堆積 量 は 少な 

い 。 ツ ムル 

of ここ 生物 一 一 論 
[bioenergeiics] 生物 体 の 活性 を 支え る = ェ 
ネル ギー の 流れ を , 主 に シス テム ズ ア ナリ シ 
ス の 方 法 で 解明 し ょ うと する 新しい 分 野 。 生 
態 学 で は と くに 生態 系 の 機能 の 解明 に この 方 
法 が よく 用 いら れ て いる 。 や 生 衣 学 的 エネ ル ギ 
ー 論 

セイ プ ツ カガク テキ LY ヨー キュ ー リ 
ョ ー 生物 化学 的 酸素 要求 量 [BOD: bio- 
chemical oxygen demand ©BSB; bio- 
chemischer Sauerstoff bedarf ] 好 気 的 
生物 化学 反応 に より , 生物 が 水中 の 有機 物 を 
分 解す る 際 に 消費 する 酸素 量 。 1 段階 の BOD 
(生物 に 比較 的 利用 され や すい 有機 物 の 酸化 ) と 2 
段階 (硝化 作用 お よび 分 解 が 比較 的 困難 な 有機 物 
の 酸化 ) と に 区 別 さ れる 。 通常, 下水 ・ 廃 水中 
の 汚染 度 を 表す の に 20"C・5 日 間 に 消 費 す る 
BHO mg/l また は ppm の 値 を BOD の 値 
と する 。 こ の 値 は 有機 物 汚濁 の 指標 と し て 用 
いら れる 。 化学 的 酸素 要求 量 

セイ プ ツ ガク テキ エネ ルギー コー リツ 
生物 学 的 一 一 効率 [biological energy ef- 
ficiency] 生物 群集 に お ける 生産 の いろ い 
ろ な 段階 の 量 的 関係 。Lindeman 比 と も いう 。 
緑色 植物 に お いて は , 入射 光 エ ネル ギー に 対 
する 形成 され た 植物 体 の エネ ルギー の 比 で あ 
り , 植 食 動物 に お いて は , 植物 に より 同化 さ 
れ た エネ ルギー に 対す る 動物 体 と し て 同化 さ 
れ た エネ ルギー の 比 で ある 。 

セイ プ ツ ガク テキ カ ゾ ク 生物 学 的 家族 
[biological family] 路 乳 類 に 見 られ る 社 


会 集団 で , 雌雄 一 対 の 親 の 少な く と も ゃ 一 方 と 
その 子供 か ら 構 成 さ れる 。 

セイ プ ツ ガク テキ ケイ 生物 学 的 系 [bio- 
logical system] 三 生物 系 4 

セイ プ ツ ガク テキ コー リツ 生物 学 的 効率 
[biological efficiency Mbiologischer 
Koeffizient W®coefficient biologique } 
生態 系 に お いて , 生産 の いろ いろ な 段階 の 間 
の 量 的 関係 を 表す 。 た と えば , 植物 に つい て 


は 吸 収 さ れ た 光 に 対す る 形成 され た 植物 体 量 . 


の 割合 , 植 食 動物 に つい て は 消費 し た 植物 に 
対す る 同化 し た 植物 の 割合 が 同化 の 効率 で あ 
る 。 同様 に , 成長 の 効率 ・ 消 費 の 効率 ・ 増 加 
の 効率 な ど が 求め あら れる 。 

セイ プ ツ ガク テキ セイ サン リョ ー 生物 学 
的 生産 量 [production, biological p. O 
biologische Produktion ®production 
biologique] ある 生物 群 が あ る 期間 内 に 合 
成 ま た は 同化 し た 有機 物 の 総量 。 総 生産 量 
gross production と 純生 産 量 net p. に 分 け 
られ る 。 生産 量 は 生 さ の 単位 で 表 さ れる 量 で , 


生産 力 productivity や 生産 速度 rate of - 


production と は 区 別して 用 いら れる 。 生態 系 
の 物質 備 環 な ど で 生産 量 を 扱う 場合 は , 土地 
面積 あたり の 重量 と し て 表す の が ふつ う で あ 
2. 生物 生産 

セイ プ ツ ガク テキ ハン ゲン キ 生物 学 的 半 
減 期 [biological half-life Dbiologische 
Halbwertszeit] 生物 体内 に 存在 する 放射 
性 同 位 元素 の 量 が は じ め に あっ た 量 の 1/2 に 
な る まで に 要する 時 間 を いう 。 こ れ は 同位 元 
素 が 代謝 と 排出 に よっ て 指数 函数 的 に 減少 す 
る こと に 基 い て 定め て あ る 。 ぉ ぁ つう 人 で 表 
され る が , 減少 函数 の 指数 を と の 間 に k= 
- 0.693/T, の 関係 が 成立 する 。 な お 物理 的 半 
減 期 の 影響 ふ 独立 に 考慮 する 必要 が ある が , 
あぁ つう の 長い 元素 が 実験 に 用 いら れる の で 
無視 で きる 。 

セイ プ ツ ガク テキ ヘイ コー 生物 学 的 平衡 
[biological equilibrium Obiologisches 
Gleichgewicht ®equilibre biologique] 
生物 群集 が 環境 と の 関係 に お いて , ある レベ 


セイ プ ツ キ 209 


ル の 人 恒常 状態 を 維持 する こと 。 

セイ プ ツ ガク テキ リズ ム 生物 学 的 一 一 
Lbiological rhythm,b. periodism] 4 
物 の 生理 現象 に 見 られ る 周期 性 に 多く 用 いる 。 
周期 の 長 さ は 数 秒 ま た は 数 分 の よう に 短い も 
の か ら , 1 年 また は 数 年 の よう に 長い も の が 
ある 。 外 部 要因 に ょ り 引 起 さ れる 反応 の 場合 
(太陽 黒点 周期 ・ 年 周期 ・ 季 節 周期 ・ 太 陰 周 期 ・ 日 
周期 ・ 潮 汐 周期 な ど ) と , 生物 自体 の 性 質 と し 
て の 自発 的 周期 (RE - LDHORD, 睡眠 な ど ) 
と が ある 。 

セイ プ ツ ガン 生物 岩 [organic sedi- 
ments, biolith @organisches Sediment, 
Biolith ®sédiment organique, biolithe ] 
主 に 生物 の 遺体 の 堆積 物 よ り 成る 岩石 。 有 機 
岩 と も いう 。 例 : 石灰 岩 ・ チ ョ ー ク ・ 各 種 の 
植物 岩 な ど 。 

セイ プ ツ - カ ン キ ョ ー ケ イ 生物 - 環 境 系 
[biota-biotop system] ある 地域 の 生物 
相 と その 生活 に 関与 する 環境 の 構成 する 系 。 
生態 系 ecosystem・ 生 物 環 境 和 複合 biogeocoe- 
nosis・ 主 体 - 環 境 系 と ほぼ 同じ 。 

セイ プ ツ カン キョ ー フ ク ゴ ー 生物 環境 複 
合 [biogeocoenosis ⑩Biogeozonose」 
Sukachev (1942) に よる 命名 で , Friederichs 
(1937) に よる 生物 共同 体 (生物 群集 ) と 生育 環 
境 (大 気 ・ 水 ・ 土 な ど 無 機 環境 ) を まとめ た 生活 
系 ⑩Holozen, Zen・ 生 態 系 ecosystem な ど 
と ほぼ 同じ 概念 。 

セイ プ ツ カン ゲン サヨ ー 生物 還元 作 
[bio-reduction] 水中 の 有機 物 を 腐敗 させ 
る 作用 。 腐 敗 作用 。 

セイ プ ツ キ ゲ ン / ノ 生物 起 原 の [biogen- 
ic ⑩biogen] 生物 の 生活 過程 の 結果 と し て 
生じ る , DB. 

セイ プ ツ キ コ ー ガ ク 生物 気候 学 Lbio- 
climatology, bioclimatics] 生物 に 関係 
する 気候 要因 を 対象 と する 学問 。 

セイ プ ブツ キ コ ー ノ ホー ソ ク 生物 気候 の 
法則 [bioclimatic law] OF 7+>ADE 
物 気候 法則 

セイ プ ツ キ セ ツ ガク 生物 季節 学 [phe- 
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nology DBiophanologie ®biophénol- 
ogie] 三 フ ェ ノ ロジ ー 

セイ プ ツ キョードー タ イ 生物 共同 体 
Lbiocoenosis,。 biocoenose ⑩Biozenose ] 
ある 地域 の 動物 ・ 植 物 ・ 微 生物 な ど 相 関連 し 
て 生活 する すべ て の 生物 の 総称 。 生 物 群 集 ・ 
生活 共同 体 。 

セイ プ ツ キョー ドー タ イガ ク 生物 共同 
体 学 [biocoenology ①⑥Biozenologie ] 
生物 圏 の 構成 者 すべ て を 対象 と し た 科学 の 一 
分 野 。 生物 群集 学 ・ 生 物 生 態 学 ・ 生 物 社 会 学 
a hs 

セイ プ ツ ク 生物 区 [biotic region, b. 
province] 地域 的 な 生物 共同 体 を いく つか 
含む せよ うな 大 き な 生 態 的 区 分 。 生物 地理 区 

セイ プ ツ グン ケイ 生物 群 系 [biotic for- 
mation ①Dbiotische Formation] ニニ パイ 
オー ム 

セイ プ ツ グン シュ ー 生物 群集 [(bio)- 
coenosis, biotic community DZénose, 
Biozénose, Lebensgemeinschaft ((bio)- 
cénose] 単に 群集 と も いう 。 あ る 場所 に 有 
機 的 集合 体 と し て 生活 する すべ て の 生物 個体 
群 。 生 態 系 の 生物 的 部 分 を 意味 し , 動 ・ 植 物 
の 区 別 を せ ず 両 者 の 総合 さん た も の を 強調 す 
る 場合 に 用 いる 。 三共 同体 , 三 群 集 , 三 生物 共 
同体 

セイ プ ツ グン シュ ー ガ ク 生物 群集 学 
Lbiocoenology」 三 生物 共同 体 学 , ⑦ 生 物 群 集 

セイ プ ツ ケイ 生物 型 [①biological type 
@biotype OBiotyp]) ① 生 物 の 生活 様式 を 
類型 化し た も の 。 た と えば , 生活 型 ・ 繁殖 
型 ・ 生 育 型 ・ 葉 面積 階級 な ど 。 広 義 の 生活 型 
jfe-form と 同義 。 ② ある 種 の うち で も と く 
に 一 定 の 遺伝 子 型 を 有する 個体 の 総称 。 系 統 
と 同義 。 例 キッ ネ の うち の 銀 ギ ッ ネ な ど 。 

セイ プ ツ ケイ 生物 計 [biometer] バイ 
オメ ー タ ー。 生物 の 種類 ・ 生 忠 密度 ・ 反 応 な 
ど を 通し て , 生物 が その 場所 ・ 条 件 の 状態 を 


示す 測 器 ・ 指 標 と する 。 忌 植物 計 , ご 動物 計 


セイ プ ツ ケイ 生物 系 [biosystem, bio- 
logical system] 生物 的 お よび 無生物 的 な 


二 つ の 構成 要素 が 規則 的 に 働き 合っ て いる 一 
つの 動 的 な 統合 体 を いう 。 生 物 系 に は 遺伝 系 
genetic system・ 細 胞 系 cell s.・ 器 官 系 organ 
s.・ 個体 系 organismic s.・ 個 体 群 系 population 
s.° EfBecosystem7e lL, 様々 な レベ ル で の 
も の が 考え られ て いる 。 生 物 学 的 系 。 

セイ プ ツ ケイ ザイ ガク 生物 経済 学 [bio- 
economics DBiodkonomie] 個体 や 個体 
群 に お ける 物質 や ェ エネ ルギー の 収支 の 計測 を 
も と に , 生物 群集 の 構造 ・ 機 能 ・ 遷 移 な ど を 
物質 的 に 解明 し よう と する 分 野 。 近 年 は 社会 
経済 学 ・ 生 産生 物 学 ・ 生 態 系 論 な どの 多く の 
関連 分 野 に 分 岐 し て いる 。 

セイ プ ツ ケイ ノ コー リツ 生物 系 の 効率 
Lefficiency of biological system] O# 
物 学 的 効率 

セイ プ ツ ケイ ノ スペ クト ル 生物 系 の 一 一 
[spectrum of biosystem] 生物 学 的 スペ 
クト ル 。 

セイ プ ツ ケイ ホー 生物 計 法 Lbiometer 
method] バイ オメ ー タ ー 法 。 生 物 利用 環境 
測定 法 , 生物 測量 法 と も いう 。 生物 自身 の 反 
応 の 大 き さ を 尺度 と し て 環境 を 測定 する 方 法 。 
植物 計 法 phytometer method は その 一 つ で あ 
る 。 

セイ プ ツ ケン £9 [biosphere O 
Biosphare ⑤biosphere] 地球 上 の すべ 
て の 生物 と その 生活 域 の 総和 。 大気圏 か ら 水 
圏 まで 加え て , その 幅 は 約 20 km。 し か し 生 


: 物 が 最も 多く 集中 的 に 生存 し て いる の は 地 際 


付近 で ある 。 

セイ プ ツ ケン テイ 生物 検定 [bioassay, 
biological assay ①biologische Bestim- 
mung ®essai biologique] 生物 の 生死 や 
発育 ・ 成 長 に 対す る 化学 物質 の 作用 を 定量 的 
に 測定 する た め , 生物 自体 の 反応 を 標識 と し 
て 用 いる 方 法 。 ホ ル モ ン ・ ビ タ ミ ン な と 微量 
で 効力 を も つ 物 質 , ある い は 医 楽 ・ 農 薬 の 効 
力 答 定 な ど に 広く 用 いら れる 。 生 物 学 的 定量 
と も いう 。 

セイ プ ツ コタ イグ ゲ グン 生物 個体 群 [bio- 
logical population] population と いう 語 


は 統計 学 の 母 集団 と いう 用 法 に みみ られ る よう 
に , 必ず し も 生物 の 個体 群 の み に 限 定 し て 用 
いら れる わけ で は な い の で , 統計 学 に 関連 し 
た 研究 な ど で と くに 生物 を 対象 と する こと を 
明確 に する 必要 が ある 場合 に 用 いる 。 

セイ プ ツ サン カサ ヨー 生物 酸化 作用 
[bio-oxydation] 水中 の 有機 物 を 生物 が 酸 
化 分 解 し , 浄化 の 方 向 に 向け る 働き 。 

セイ プ ツ サン プ 生物 散布 [biochore] 
種子 な どの 生物 に よる 分 布 。 

セイ プ ツ ジカン 生物 時 間 [biological 
time Obiologische Zeit ®temps biolo- 
gique] 物理 的 ある い は 天文 学 的 時 間 に 対 
する も の で , EWMOLOS L RBH RRO 
持続 時 間 な ど ) で 表し た 時 間 で , 生理 時 間 phy- 
siological time と も いう 。 拡大 すれ ば 心理 時 
間 psychological t. と も つなが る 。 

セイ プ ツ シス ー 生物 指数 [biotic in- 
dex) 河川 ・ 湖 沼 な どの 水 の 汚 染 の 度合 を 生 
物 を 基準 に し て 数 量 的 に 表現 する 方 法 。 た と 
えば Beck-Tsuda 法 は , —EORA OKA BR 
を 捕え , 汚濁 に 耐え な い 種 類 intolerant spe- 
cies; A と , 耐え る 種類 tolerant s.; B と の 
2 群 に 分 け , 2A+B の 数 を も っ て 生物 学 的 
な 判定 の 指標 と する 。 渡辺 (1962) SERA 
いて , 前 記 4, BL, ga- 中 腐 水性 また は それ 
以上 汚濁 し て 清水 に 出現 しない 種類 : C と の 
3 群 に 分 け , 次 式 に ょ っ て 生物 指数 を 求め て 
いる : 

2A+B—2C 
A+B+C 

セイ プ ツ シャ カイ ガク 生物 社会 学 [bio- 
sociology ①DBiosoziologie] 動植物 の 社 
会 学 の こと 。 

セイ プ ツ ジン コー ガク 生物 人 口 学 [bio- 
demography] 生物 個体 群 に 関す る 数 量 的 


x 100 


解析 を 目的 と する 分 野 で , 個体 群生 態 学 pop- 


ulation ecology の 一 部 に 相当 する 。 

セイ プ ツ ジン コー キシ ョ ー シ ツ 生物 人 工 
SRF [biotron OBiotron] 温度 ・ 湿 度 
お よび 明る さ を 任 意 に 調節 で きる 温室 。 植 物 
生態 学 や 農学 の 研究 手段 と し て 有力 な 設備 で 
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ある 。 ツ パイ オト ロン 

セイ プ ツ セイ サン 生物 生産 [prodnc- 
tion, biological p.] 一 定時 間 内 に , 一 定 
面積 内 で 生物 が 有機 物 を 合成 する こと (Thie- 
nemann, 1931)。 この 言葉 に は 生産 の 過程 と そ 
の 結果 と し て の 生物 生産 量 の 二 つ の 意味 が 含 
まれ て いる 。 生 産 の 過程 と は 生産 に 関与 する 
諸 量 の 相互 作用 を 意味 し, 生産 量 に は 一 定時 
間 内 に 生物 が 作り 出し た 生体 , 死体 の あら ゆ 
る 有機 物 が 含ま れる 。 CEMFHEER 

セイ プ ツ セイ タイ ガク 生物 生態 学 [bio- 
ecology] ふつ う ecology の と くに 広義 の 場 
合 と 同義 に 理解 され る 。 本 来 ecology と の 区 別 
が いわ れ た の は , ecology が 拡張 し て 生物 学 や 
社会 学 な ど と 同義 と され た り 逆 に 諸 分 野 に 分 
けら れ た り し て , そう し た も の の 一 般 的 総称 
と し て の 曖昧 さ を も っ て いる こと に よっ て い 
る 。 す なわ ち , ecology の 真髄 と し て 動物 と 植 
物 を 合せ た 生物 群集 と その 生息 環境 に 関す る 
分 析 を 通し て の 総合 化 ・ 総 合 的 把握 を 考え , 
bio-ecology は これ を 追求 する も る の と し て 主 
張 さ れ た 。 こ の 場合 生理 的 特性 だ け で な く 生 
物 の 相互 関係 が 重要 視 さ れ , それ に よっ て 自 
然 的 な 統一 体 natural unity と し て の 生物 群集 
や 生物 的 複合 体 biotic complex と し て の バイ 
オー ム を , 独自 の 成長 を し 構造 を も つ 超 個体 
的 個体 superorganism で ある と する 見 方 が 基 
礎 に され て いる 。 

セイ プ ツ セイ タイ チリ ガク 生物 生 熊 地理 
学 [ecological biogeography, ecobio- 
geography ①⑩oSkologische 。Biogeogra- 
phie] 生物 や 群集 の 分 布 , 生物 相 の 成立 ・ 
存続 と 環境 と の 関係 を 論じ る 分 野 。 

セイ プ ツ セン イ 生物 遷移 [biotic suc- 
cession @biologische Sukzession] 生 
物 の 影響 (た と えば 人 間 の 使う 火 , 家畜 の 放牧 な 
ど ) で 起 る 遷移 。 気候 的 ・ 地 史 的 遷移 に 対す 
る 語 。 

セイ プ ツ ソー 生物 相 [biota] ある 地域 
に 生息 する すべ て の 生物 種 を いう 。 HME 
flora と 動物 相 fauna を 加え た も の 時 生物 の 大 
き さ に よっ て 微生物 相 microbiota Spney 
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相 mesobiota・ 大 型 生物 相 macrobiota に 分 け 
る こと も で きる 。 

セイ プ ツ ソー ゴ サ ヨー 生物 相互 作用 
[Leoaction] 生物 相互 の 問 で と ふつう 直 接 的 に 
関係 し 合う こと を 指す 。Clements の 用 語 で , 
競争 ・ 協 同 ・ 相 害 そ の 他 の 作用 を 含 な 。 

セイ プ ツ ソー ジョ ガク 生物 層 序 学 Lbio- 
stratigraphy OBiostratigraphie] 化石 
層 序 学 と も いう 。 地層 に 含ま れる 化石 を 利用 
LC, 地層 の 礁 積 し た 環境 ・ 地 質 年 代 を 決め 
る 層 序 学 の 一 分 野 。 

セイ プ ツ ソー ヨー イン 生物 相 要 因 [po- 
tential biota] Jenny(1958) が 生態 系 の 状態 
-・ の 決定 要因 と し て 提唱 し た も の の 一 つ で , そ 
の 生態 系 を 含む 広い 地域 の 生物 相 を い 5。 
や 状態 決定 要因 

セイ プ ツ タイ セス トン 生物 体 一 一 Lbio- 
seston] セス トン の うち で , PHAM CT 
ブリ を 分 解 し て いる 微生物 な どの 生き て いる 
部 分 。 生 セス トン 。 

セイ プ ツ タイ ナイ セイ ノ 生物 体内 生 の 
[endobiotic] 他 の 生物 の 体内 で 生活 する 
Sie 


セイ プ ツ タイ ヒ ョ ー セ イ ノ 生物 体 表 生 


の [epibiotie] 他 の 生物 の 体 表 上 に 付着 し 


て 生活 する こと 。 

セイ プ ツ チキ ュー カガク 生物 地球 化学 
(biogeochemistry ] 

セイ プ ソ ツチ キュ ー カ ガク テキ イン シ £ 
物 地球 化 写 的 因子 [biogeochemical agent 
Mbiogeochemisches Agens] 生物 圏 に お 
いて 生物 的 稚 成 物 と 無生物 的 構成 物 と の 間 の 
物質 交換 , すなわち 生物 地球 化学 的 循環 bio- 
geochemical cycle に 関与 する 因子 。 

セイ プ ツ チキ ュー カガク テキ ジュ ンカ ン 
生物 地球 化学 的 循環 Lbiogeochemical cy- 
cle] 

セイ プ ツ チリ ガク 生物 地理 学 [biogeo- 
graphy, biological geography ①Bio- 
geographie (®biogéographie ] 

セイ プ ツ チリ ガク テキ ショ ー へ キ 生物 
地理 学 的 障壁 [biogeographic barrier ① 


biogeographische Barriere] 生物 が 分 
布 城 を 広げ る うえ で の 障害 。 例 : 海洋 高山 ・ 
砂漠 な ど 。 分布 障壁 


セイ プ ツ チリ ク 生物 地理 区 [biogeo- 


graphic region, biotic province Obio- 


geographische Region] 世界 各国 の フロ 
ラ や ファ ウナ を 比較 し て , それ ぞ れ の 特徴 を 
も っ た 地域 に 分 類 し た 際 の 各区 域 。 植 物 で は 
区 系 floristie.、 あ るい は floral region, 動物 
で は faunistic r., faunal r. と いう 。 

セイ プ ツ テキ アツ リョ ク 生物 的 圧力 
[biotic pressure] 群集 の 組成 ・ 構 造 の 動 
態 に 関係 する 生物 要因 の 作用 力 を いう 。 生物 
FE. Pil: 放牧 ・ 採 草 ・ 火入れ ・ 野生 動物 の 採 
食 な どの 作用 力 。 

セイ プ ツ テキ エン ルイ 生物 的 塩類 [bio- 
genic salt Obiogenetisches Salz]」 生物 
の 生活 に 必要 な 元素 や 溶解 性 塩類 。 

セイ プ ツ テキ キョ クソ ー 生物 的 極 相 
[biotic climax Obiotischer Klimax] 生 
物 要因 の 作用 で 発達 し 安定 し た 群集 で , 土壌 
的 極 相 な ど と 区 別 す る と き 用 いる 。 

セイ プ ツ テキ サン カ 生物 的 酸化 Lbio- 
logical oxidation] 呼吸 の こと 。 と くに 区 
質 中 の 生物 の 呼吸 に よる 酸素 消費 を 全体 と し 
て 取扱 う よ う な 場合 に いう 。 

セイ プ ブツ テキ ジョ ー ケ ン ザ ヅケ 生物 的 条件 
づけ [biological conditioning] 個体 群 


が その 活動 に よっ て 生息 環境 を 改変 する こと 。 


環境 条件 づけ environmental, conditioning と 
も いう 。Allee ら (1949) は その 内 容 に (1) 食 物 供 
給 量 を 減少 させ る , 
(3 排 港 物 や 有害 物質 に より 環境 を 汚染 する , 
(3 成長 促進 物質 その 他 の 必要 物質 を 環境 に 加 

る , (5) 有 毒物 質 を 固定 する (解毒 作用 ), (6) 水 
中 の 浸透 圧 を 調整 する , (7 環境 を 物理 的 に 条 


件 づけ る , お よび (8) 上 記 い くつ か の 連合 作用 , 


の 諸 項 目 を 含め て いる 。 | 
セイ プ ブツ テキ セン イ £MHZE [biotic 


'succession Dbiotische Sukzession ] 


セイ プ ツ テキ ボー ジョ 生物 的 防除 Lbio- 
logical control Obiologische Bekamp- 


(2) 食 物 分 布 を 偏在 させ る , 


EE Ee 


fung] 二 つ の 意味 が 含ま れる 。 第 一 は 自然 
制御 の 機構 と し て , 捕食 性 ・ 寄 生 性 お よび 病 
原 性 生物 が 他 種 生物 の 密度 を 制 件 する 働き を 
指す 。 第 二 は 入間 が 積極 的 に 上 記 の 天敵 類 の 
働き を 強め , ある い は 人 工 増殖 し た り 他 地域 
か ら の 天敵 類 の 導入 を 計る な どの 手段 に よっ 
て , 有害 生物 の 密度 を 低い レベ ル に 抑え よう 
と する こと で ある 。 後者 の 意味 に は , 最近 で 
は 広義 の 生物 的 防除 に 抵抗 性 品種 の 利用 ・ 不 
妊 雄 の 放 飼 ・ 致 死 遺 伝 子 の 導入 ・ 競 争 種 に よ 
る 置換 な ど 天 敵 以外 の 生物 的 手段 の 利用 を も 
含め る 場合 も ある 。 

セイ プ ブツ ド ケ イ 生物 時 計 [biological 
clock), 生物 の も つ 時 間 感覚 は 外界 条件 た と 
えば 太陽 ・ 月 ・ 電 磁場 ・ 気 圧 な どの 移り 変り 
に 対す る 反応 と , 生物 自体 に 組込ま れ た 一 定 
の リズ ム ( 概 日 リズ ム eircadian rhythm) を 生じ 
る 機構 と の 組合 わ ちせ に よっ て 生じ る 。 と この 後 
者 の 機構 は 一 種 の 時 計 と 考え られ る の で , こ 
れ を 生物 時 計 ま た は 体内 時 計 と いう 。 生 物 時 
計 は 一 定 の 周期 を も つ 何 ら か の 形 の オン レー 
ター か ら 成 り 。 その 位相 が 外界 条件 に よっ て 
リセ ッ ト さ れる entrainment。 オ シン レー ター の 
実体 は まだ 不明 で ある 。 

セイ ブツ トー ケイ ガク 生物 統計 学 [bio- 
statistics, biometrics, biometry ①DBio- 
statistik, Biometrie (®biostatistique, 
biométrie] 生物 学 に お ける 各種 の 統計 的 
解析 法 を 扱 2 統計 学 の 一 分 野 。biometrics や 
biometry は も と も と 形態 な どの 変異 の 量 的 処 
理 を 扱う 分 野 で , 生物 測定 学 と も 呼ば れる が , 
現在 で は より 広く 生物 統計 学 一 般 を 意味 する 
こと が 多い 。 な お 形態 的 測定 値 の 変異 を 扱 
分 野 に は 形態 計測 学 morphometrics と いう 語 
を 用 いる こと が ある 。 

セイ プ ツ ノー シュ ク 生物 濃縮 [biolog- 
ical concentration] 有害 物質 が 主として 
生物 群集 の 食物 連鎖 を 通じ て 高 濃度 に 若 積 さ 
れる こと 。 た と えば DDT や DDD が 水系 で , 
プラ ンク トン で 数 百倍 , 肉食 魚や 鳥類 で は 数 
万 倍 に も な る こと が 知ら れ て いる 。 濃 縮 の 経 
路 は 複雑 で あり , 単に 食物 連鎖 ば か り で な く 
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側 呼吸 や 粘膜 代謝 こよ る 濃縮 , 抵抗 性 遺伝 子 
に よる 索 代 蓄積 な ども ある 。 ・ 
セイ プ ブツ ノー ヤク £MR (biotic 
pesticide] 害虫 密度 を 一 時 的 に 低下 させ る 
こと を 目的 と し , 捕食 虫 ・ 寄 生 虫 ・ 病 原 性 微 
生物 (菌類 ・ バ ク テ リ ア ・ ゥ ィ ル ス ) RATHI 
増殖 し て 大 量 放 飼 する 場合 , これ ら を 生物 農 
楽 と 呼ぶ こと が ある 。 病原 性 微生物 の 場合 は 
生物 体 自体 を 散布 する 場合 と それ が 生産 する 
毒素 を 利用 する 場合 が ある 。 微 生物 的 防除 
セイ プ ツ ハッ コー ' 生物 発光 [biolumi- 
nescence Biolumineszenz ®biolumi- 
nescence] 発光 人 性 粘液 な ど を 分 泌 す る 細胞 
外 発光 と , と くに 動物 で は 発光 胞 photophore 
な どの 発光 器官 hght organ の 発達 に 結び 付い 
た 細胞 内 発光 が 区 別 さ れる 。 発光 器官 と いわ 
れる も の に は 発光 細菌 photogenic bacteria を 
共生 させ て いる よう な も の も ある 。 

セイ プ ツ ハン エイ ノー リョ ク 生物 繁栄 能 


hn [biotic potential] 増殖 ポテ ン シ ャ ル 。 


Chapman(1931) が 提唱 し た 概念 で , 生物 が 生 
FE LAKES, すなわち 数 を 増やす た め の 種 固 
有 の 性 質 , と 定義 され る 。 生 将 能 力 reproduc- 
tive potential・ 個 体 維持 能力 survival p. を 
BA, 後者 は 更に 栄養 摂取 能力 natritive p. 
と 保護 能力 protective p. に 分 けら れる と され 
た 。 環 境 条件 が 異な れ ば 繁殖 能力 が 違 2 が , 
その 差 は 環境 抵抗 environmental resistance 
に よる と 考え られ た だ た 。 Cause(1934) は 生物 便 
体 数 増加 の ロジ スチ ッ ク 曲 線 の 微分 式 : 
AN _,N(K—N) (は 個体 数 , な は 鍋 和 密 
dz K 度 


Or (ANBAR ine) eRe yyy, そ 
HMMRABShHicv ZA 1-(K-N)/K . を 
環境 抵抗 と 呼ん だ 。 ま た 昆虫 個体 数 の 変動 を 
論 し た Zwolfer(1932) は 、 ある 世代 の 個体 数 
Nii と 次 世代 個体 数 人 , と の 間 に 次 の 関係 式 
を 想定 し た : 
Ni=Ni1e デュ (ュー wv) 
e: 1 雌 あ た り 最 高 産卵 数 . f/(ftm) * 性 
比 で , その 積 を 繁栄 能力 , W: 環境 抵抗 と 定 


mm (オマ ツマ 


義 し た 。 こ の よう に 両者 の 定義 に は か な り の 
相違 が ある が , この 両 概 念 は か な り 漠 然 と し 
た 意味 で 用 いら れる こと が 多い 。 


セイ ブツ ブン プ ガ ク 生物 分 布 学 [cho- . 


rology DChorologie ®chorologie] 生 
物 の 地理 的 分 布 を 対象 に し た 場合 生物 地理 学 


に 同じ 。 

人 ププ プン フ プイ 生物 分 布 帯 Llife 
zone] 三 生活 帯 

セイ ブツ へ ヘイ コー 生物 平衡 [biotic 


balance, b. equilibrium, ①Dbiotisches 
Gleichgewicht] 自然 個体 群 の 1 年 間 の 成 
長 量 が だ いた い ゼ ロ に 近く な っ て お り , 個体 
数 は 毎年 ほぼ 一 定 に な る 状態 。 捕食 者 - 被 食 
者 関係 な ど に も 用 いる が , 一 般 に 生物 群集 で 
は , 種 内 ・ 種 問 の 相互 作用 や 環境 要因 の 作用 
TC, 動植物 の 個体 数 が 調節 され て いる 状態 を 
いっ の こっ 

セイ プ ツ へ ヘ メ ネン ガク 生物 編 年 学 [bio- 
chronology, coenobiology DBiochro- 
nologie] 生物 群 の 地球 上 に お ける 変遷 を 年 
代 順 に 追跡 する 研究 分 野 を いう 。 あ る 生物 が 
発生 し て か ら 絶 滅する まで の 期間 に 堆積 し た 

地層 を その 生物 の 生 ( 存 ) WEIL TAZB 
YEW, OER 

セイ プ ブツ ボ シ ュ ー ダ ン et. Lbio- 
logical universe] 統計 学 の 母 集団 popula- 
tion は , 生物 の 個体 群 や 人 口 と 紛らわしい た 
め , と き に とこ の よう に いう 。 

セイ プ ブツ ヨー イン 生物 要因 [biotic 
factor ①Dbiotischer Faktor ] 

セイ プ ツ リョ ー £478 (biomass, stand- 
ing crop DBiomasse ®biomasse] OR 
存 量 

セイ プ ツ レベ ル 生物 一 一 [biological 
level] OMAOLWIL 

セイ ボク KA [mature tree] 

セイ ミツ ヒ ョ ー ホ ン ロ ン 精密 標本 論 
[exact sample theory ] 

セイ メイ ノア ミ £0 [web of life] 
Darwin(1859) は 動植物 相互 問 の 複雑 な 結び 付 
き を 指摘 し 生物 の 生活 を 織物 に た と えた 。 こ 


の 概念 は 生存 競争 ・ 自 然 光 決 な どの 基盤 を な 
す も の で あり , Elton(1927) の 食物 連鎖 も 
Darwin の この 考え か ら 出 発し て いる 。 

セイ メイ ヒ ョ ー 生命 表 [Hfe table O 
Sterbetafel] 出生 し た 一 定数 の 個体 が 時 間 
の 経過 に つれ どの よう に だ 減少 し て いく か を 記 
載 し た 統計 表 を 生命 毒 と いち 。 も と も と 人 人 口 
学 の 分 野 で 発達 し , 動物 個体 群 の 研究 に 導入 
され た 。 時 間 間隔 z , そ の 期間 の 最初 の 個体 数 
な, 期間 内 の 死亡 数 み と 死亡 率 :, お ま び 期待 
寿命 e。 の 各 欄 より な り , > の 経過 こ に つれ で 変 
化 が 記載 され る 。 Morris and Miller (1954) は 
これ か ら ez を 省く 一 方 , 死亡 要因 を 示す のみ 
MxM, みや g。 を 死亡 要因 に 対応 させ で 細 
分 する こと に よっ て 比 昌 個体 数 の 変動 機構 解 
析 に 用 いる こと を 提案 し た が , この 方 法 は 現 
在 で は 野外 の 昆虫 個体 群 研究 に 広く 用 いち れ 
て いる 。 な お 比 虫 類 で は , ィ に は 時 間 の 代り 
に 発育 ステ ー ジ (SR - Mees - OG eRe HY) 
を 用 いる の が ふつ う で ある 。 DBMBMEGR, - 
CFF thm, OMAR 

セイ ユー イン ブッ シ ツ 性 誘引 物質 [sex 
attractant] 性 フェ ロモ ン は 生物 の 体内 か 
ら 放 出さ れ た 物質 に 限定 され る が , 性 誘引 物 
質 の 場合 に は 更に 幅広 く 合成 され た 化合 物 を 
BD, 比 虫 等 の 雄 あ る い は 雌 を 誘引 する 作用 
の ある 物質 を 総称 し て いう 。 

セイ リガ ク 生理 学 [physiology OPhy- 
siologie] 生物 学 の 一 分 野 。 生体 の 作用 な 
いし 機能 を 研究 する 学問 。 ぁ つう に は 月 態 学 
と 対 千 さ れる 。 
セイ リガ ク テ キ 生理 学 的 [physiologi- 
cal] > 

セイ リ シ ュ 生理 種 [physiologic spe- 
cies, physiological s., soroes Ophysio- 
logische Art] 形態 種 に 対し て 体内 の 生理 
学 的 形質 (主として 耐病 法 ) の 差 に よっ て 区 別 さ 
れる 種 。 生 理 的 品種 physiological race と し 
て 取扱 う 2 こと も ある 。 

セイ リ セイ タイ ガク 生理 生態 学 physi- 
ological ecology Ophysiologische Oko- 
logie] 生理 学 的 手法 を 用 い , 生物 の 生理 的 


a ee 


機能 の 面 を 基礎 と し て , 環境 と 生物 の 関係 を 
明らか に し よう と する 生態 学 の 一 分 野 。 植 物 
群落 の 解析 を 物質 生産 を 基 に し た 成長 過程 の 
面 か ら 行 っ た Boysen-Jensen や Lundegardh( に 
よっ て 大 成 さ れ た と され る 。 

セイ リ テ キ カク リ 生理 的 隔離 Lphysio- 
logical isolation Dphysiologische lsola- 
tion] 地理 的 隔離 と 対立 させ る 生 将 的 曲 離 
(集団 間 な いし 種 間 の 遺伝 子 交換 が 妨 ば られ る た め 
に 超 る 隔離 reproductive isolation) を 意味 する 
吉 い 言葉 。 そ の 中 で , と くに 個体 の 遺伝 子 組 
成 が 違う ため に 起 る 隔離 を 性 的 隔離 sexual 
isolation ある い は 遺伝 的 隔離 geneic i. と い 
う 。 隔離 

セイ リ テ キ カン ソー 生理 的 乾燥 [physi- 
ological dryness, p. drought Dphysio- 
logische Darre] 水分 が 十分 に あっ て も 外 
囲 の 没 透 圧 が 高い 場合 に は 生物 は 著 燥 状態 に 
置か れる 。 こ の よう な 乾燥 を い う 。 

セイ リ テ キ ジュ ミ ョ ー 生理 的 寿命 Lphy- 
siological longevity Mphysiologische 
Langlebigkeit] 老衰 な どの 生理 的 原因 の 
み に 基 いて 死亡 する まで の 時 間 を いう 。 OF 
態 的 寿命 

セイ リ テ キ セイ カツ シ 生理 的 生活 史 
[physiological life history) 生殖 的 に 
成 熱 し て か ら 次 世代 の 個体 が 生殖 的 に 成熟 す 
る まで の 間 の 体内 の 生理 状態 の 移り 変り 。 

セイ リ テ キ セイ プ ツ タイ リョ ー 生理 的 生 
_ 物体 量 [physiological biomass] 光合成 
の 担い 手 で ある 葉緑素 の 量 は , 植物 の 光合成 
能力 の 大 き さ は 示し て も , その 生物 体 量 その 
も の を 示す も の で は な い 。 こ の よう な 意味 で 
生物 体重 と 区 別して , この 葉緑素 量 の よう な 
も の が 生理 的 生物 体重 と いわ れる 。 

セイ リ テ キ ゼロ テン 生理 的 一 一 点 
[physiological zero] 生物 の 生活 活動 が 
低温 の た め に 停止 する 限界 の 温度 。 

セイ リ テ キ タケ イ 生理 的 多 型 [physio- 
logical polymorphism] 形態 的 に は 区 別 
困難 だ が , 生理 的 に は 明らか に 二 つ 以 上 の タ 
イプ に (同じ 発育 ステージ の 個体 が ) 分 けら れる 
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場合 を いう 。 細 かく みれ ば 形態 的 -C と くに 内 者 
形態 的 ) に 差 が ある 場合 も 多い と 過 わ れる 。 
BH 

セイ リ テ キ ネン ショ ー 生理 的 燃焼 Lphy- 
siological combustion] 炭水化物 ・ 脂 肪 ・ 
蛋白 質 が 細胞 内 の 生化 学 過程 を 経て 熱 を 放出 
する こと 。 炭水化物 と 脂肪 は 炭酸 ガス と 水 に 
まで 分 解 さ れる が , 邊 白質 の 燃焼 過程 は 複雑 
で 様々 な 代謝 終 産 物 を 生じ る 。 ご 酸素 カロ リ 
ー 当 量 

セイ リ テ キ ヒン シュ 生理 的 品種 Lphysi- 
ological race] 三 生理 品種 

セイ リ テ キ リズ ム 生理 的 一 一 Lphysio- 
logical rhythm) 環境 の リズ スム に より 種 
と し て の 長い 歴史 の うち に 発現 し た 生物 の 内 
的 な リズ ム 。 環境 の リズ ム が 停止 し た 場合 に 
も し ば らく は これ が 続い て 現れ , 内 的 な 生物 
時 計 jbiological clock に よる も の と 考え られ る 。 
セイ リヒ ン シ ュ 生理 品種 [physiologi- 
cal race ①Dphysiologische Rasse] 形態 
的 な 差異 は な い が , 生理 的 反応 ・ 性 質 な ど で 
識別 され る 品種 。 

セイ レツ セイ ソー 正 列 成層 [direct 
stratification] 春季 循環 期 か ら 夫 水温 の 上 
ARE o Ct, 夏 和 に は 完全 な 停 溢 期 に な る 。 
この と き , 上 剛 水 温 は 高く 下層 水温 ほど 低い 
水温 成 悦 を 示す 。 こ れ を 正 列 ま た は 直列 成層 
ENE, SPIRE 

セカ イ タイ キケン キュ ー ケイ カク 世界 
大 気 研究 計画 [CARP: Global Atmosphe- 
ric Research Program) 大 気 の 運 動 の 
観測 ・ 実 験 を 通じ て 気象 の 長期 予報 た な ど に 役 
立て よう と する 国際 研究 計画 。 

セカ イ ホ ケン キ コ ー 世界 保健 機構 
[WHO: World Health Organization | 
WHO it, (4HORRo emit, 世界 平和 と 
安全 の 基礎 で ある 」 と いう 信条 の 下 に , 1948 
年 に 国際 連合 の 専門 機関 と し て 発足 し 。 いく 
つか の 地域 ブ プロ ッ ク に 分 か れ て 活動 を し て い 
る 。 日 本 は 1951 年 に 加盟 し , 西 太平 洋 地域 
ブロ ッ ク 人 属し て いる 。 そ の 事務 局 は マニ ラ 
に ある 。 
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セキ i Lweir OWehr ⑤⑥dereersoir ] 

セキ オー ショ ク ド 赤 黄 色 土 Lred-yel- 
low soil Orotgelber Boden] 温 淀 の 褐 
色 森 林 土 と 熱帯 の ラテ ライ ト 人 性 土壌 の 中 間 型 
で 赤 黄 色 の 土壌 。 西 南 日 本 の 低 山 地 に 分 布 。 

セキ オー ショ ク ポ ド ゾ ル セ イ F FRE 
ー 一 性 土 Lred-yellow podzolic soil 
⑥roter und gelber podsoliger Boden] 
や 赤 黄 色 土 

セキ オー ショ ク ラテ ライ ト セ イド 赤 黄 
色 一 一 性 土 Lred-yellow lateritic soil 
⑥roter und gelber Lateritboden ] O# 
黄色 土 

セキ ガイ セン 赤外線 Linfrared radia- 
tion, i. rays Qultrarote Strahl © 
radiation ultra-rouge] 可視 光線 の 上 限 
で ある 0.7-0.8m み を 下限 と し , Imm くら い 
まで を 上 限 と する 電磁 疲 。25mg か ら 以 下 を 
近 赤 外線 それ 以上 を 遠 赤外線 と 呼ぶ こと が 多 
い 。 生態 学 で 問題 に な る の は 近 赤 外部 で , 物 
質 に 吸収 され て 温度 を 高め る た め 熱 線 と 呼ば 
れる 。 

セキ ガイ セン ガス プン セキ リソー チ 赤 外 
線 一 一 分 析 装 置 [ultrared gas analyser] 
GOz・CO・SO。・HzO な どの ガス が 赤外線 を 
吸収 する 性 質 を 利用 し て , これ ら の ガス の 濃 
度 を 検出 する 装置 。 

セキ カッ ショ ク ラテ ライ トド 赤褐色 一 一 
+ [reddish-brown laterite soil ] 

+32 S#Ulagoon OLagune] 海岸 
ELAM te E COM OF LOL UM 
沼 ・ 沼 沢 で , 一 般 に 浅く 水生 植物 の 繁茂 が 著 
し い 。 下水 ・ 廃 水 処理 の 分 野 で は , 24 時 間 た な 
いし 数 ヵ月 間 貯 水 し , 生物 化学 的 処理 を 行 2 
た め の 池 を ラテ ラグーン 池 と 呼ん で いる 。 

セキ サイ ボン チ BEB [dammed 
basin ①Abdammungsbecke] 谷 が 種 
種 の 原因 で 堀 き 止め られ て で きた 盆地 また は 
湖 。 そ の 成因 に は , 地震 ・ 山 崩れ ・ 火 山 噴出 
物 , 氷河 ・ 河 川 ・ 海 流 の 堆積 物 , 生物 の 繁殖 
な ど が ある 。 

セキ サン オン ド 積算 温度 [accumnulated 


temperature, heat summation, inte 
grated t.] ある 植物 に つい て , 日 平均 気温 
か ら そ の 植物 の 成長 に 関係 し な い 低温 ( ぉ つっ 
510°C また は 5°C 以下 ) を 引い た 温度 を 毎日 
加算 し た 値 を 日 積算 温度 daily cumulative 
temperature と いう 。 植物 の 発芽 ・ 開 花 ・ 成 
ACCOR, 種 に 固有 の 一 定 の 日 積算 温 
度 に 達し た と き に 起 る こと が 多い 。 ま た, 月 
平均 気温 こつ いて 同様 に 1 年 間 積 算 し た 値 を 
月 積算 温度 monthly c.t. と いい , 植物 の 種 
の 分 布 限界 は , この 値 に より 決 る こと が 多い 。 
動物 に つい て も 同様 の 考え が 古く か ら あ り , 
た と えば 昆虫 の 卵 か ら 成 虫 に な る まで の 各 期 
(Shes + Mite L) を 完了 する に 要 し た 時 間 と 
平均 有効 温度 と の 積 は 一 定 で ある と いう 5 積算 
温度 の 法則 が いわ れ た 。 ご 有効 積算 温度 法則 

セキ サン ショ ー ド 積算 照度 Lintegrated 
illumination, i. illumination intensity ] 

セキ サン ユー セン ド 積算 優 占 度 [snm- 
med dominance ratio] 略称 Lt SDR と 
いう 。 い くつ か の 群落 測度 の 比 数 で 表し た 植 
物 の 優 占 度 (0-100)。 彼 度 高 さ ・ 密 度 な ど 2 一 
4 の 測度 を 用 いる こと が 多い (2 要素 の 積算 優 
占 度 SDRz。 な ど )。 

セキ サン ヨー ジュ ー リ ョ ー 
[summed leaf weight ] 

セキ サン ヨー メン セキ 積算 葉 面 積 [sam- 
med leaf area | 土地 面積 あ た り の 葉 面 積 
を 群落 の 上 層 か ら 下 層 へ と 積算 し た も の 。 地 
表 ま で 積算 し た も の が 葉 面 積 指数 。 

セキ サン ヨー リョ ー 積算 葉 量 [integ- 
rated leaf amount] 群落 の 葉 量 ( 葉 重 ) を 
上 層 ま た は 下層 か ら 順 次 積算 し た も の 。 

セキ ショ ク ド 赤色 土 [red soil, r. 
earth ①Roterde ®sol rouge] 亜熱帯 多 
雨林 下 に 生成 ・ 分 布 する 成 葵 土 壌 。 

セキ タン キ 石炭 紀 (Carboniferous 
period OKarbon(-Periode) ®(période) 
carbonifére] 上 古生代 の 3.5 億 年 前 より 2.7 
億 年 前 の 間 。 前 半期 は サン ゴ そ の 他 の 石灰 岩 
で 代表 され , 後半 期 は 鱗 木 zzzZo2ez み oz 
IRA Calamites 類 な どの 大 森林 に 基く 石炭 


積算 葉 重量 


oe 


へ 


- 
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で 代表 され る 。 温暖 多湿 な 気候 で あっ た 。 フ 
ズリ ナ 有 有 孔 虫 は 本 紀 の 示 人 準 化 石 と され 多く の 
研究 が ある 。 ソ テツ ッ ・ イ チョ ウッ 類 も 本 紀 末 に 
HBSS. AA TCRRKOLBL ELITKL 
系 と 名 づけ られ , 古く か ら 研 究 の 盛ん な 分 野 。 

セキ ドー テイ アツ タイ 赤道 低圧 帯 
Lequatorial low-pressure] 赤道 近く の 
亜熱帯 に ある 連続 し た 低圧 帯 で , 湿度 高く , 
大 き な 天 候 変化 の ある と ころ 。 

セキ ドー ム フ ー タ イ 赤道 無風 帯 [dold- 
rume] 赤道 低圧 帯 と も いう 。 変化 は 多い が 
弱い 風 に 関連 し て こう 名 づけ られ た 。 

セキ トメ コ 堀 止 湖 [dammed lake] 
ORR AH 

セキ リツ 
®moment ] 

セキ リツ ボカ ンス ー 積 率 母 関数 [mo- 
ment generating function ] 

セス トン [seston OSeston seston] 
水中 に 浮遊 し て いる すべ て の 小型 粒状 物 の 総 
称 。 泥 粒 な どの 無機 物 (鉱物 質 粒状 物 minero- 
genic particle), 生物 体 の 死 散 ・ 破 片 ・ 糞 や そ 
の 分 解 産物 な どの 有機 物 ( 非 生 体 的 有機 粒状 物 
non-living biogenicip- あ るい は デ プ ブリ debris), 
お よび それ ら に 付着 する 微生物 や 浮遊 生物 な 
どの 生物 体 有 機 物 bioseston を 含む 。 成形 物 
質 は すべ て 指す も る の と し て , 遊泳 生物 も 含め 
る こと が ある 。 

セタ イ 世帯 [household OHaushalt ] 
一 緒 に 住み , 機能 的 に みて 家庭 的 な 単位 を 形 
成 し て いる 人 々 の 集 り で , その 成員 が 家族 で 
ある 必要 は な い 。 す な わ ち , 家族 が 血縁 的 な 
概念 で ある の に 対し て , 世帯 は 地縁 的 な 概念 
と いえ る 。 な お 日 本 の 国勢 調査 の 世帯 と は , 
住持 と 生計 を と も に する 者 の 集 り と 一 戸 を 構 
えて いる 単身 者 を 普通 世帯 。 そ れ 以外 の 単身 
の 下宿 人 の 一 人 一 人 , お よび 寄宿 舎 や 独身 穴 
で の 寄宿 人 や 単身 者 の 集 り を 準 世帯 と 呼ぶ 。 

セ ダ イ 世代 [generation DGeneration 
®génération ] 

セ ダ イ コー バン 世代 交番 [alternation 


of generations MGenerationswechsel 


積 率 [moment OMoment 


®alternance des générations] 一 つの 
生物 の 種 に お いて 有人 性 生殖 (配偶 子 生殖 ) と 無 
性 生殖 を する 世代 が 規則 的 ある い は 不 規則 的 
に 交代 し て 現れ る こ と 。 世代 交代 。 

セ ダ イ ジカン 世代 時 間 Cgeneration 
time ⑪⑩Cenerationsdauer] 生物 が 生れ 
て か ら 生 殖 能 力 を も つま で に か か る 時 間 。 細 
胞 分 裂 で 増殖 する 生物 に つい て よく 用 いら れ , 
この 場合 は 分 裂 と 次 の 分 裂 の 問 の 時 間 に 相 当 
する 。 発生 時 間 と も いう 。 高 等 生物 で も 用 い 


られ る が , その 場合 平均 産 子 齢 が 世代 時 間 
(世代 長 ) と され る 。 
セツ ガイ 雪害 [snow injuries O 


Schneeschaden] 森林 の 雪害 snow injuries 
of forest, 積雪 に よっ て 生じ る 森林 に 対す る 
彼 害 。 雪 の 降り 方 と 量 、 樹種 地形 な ど に より 
異な り , 根 ・ 幹 ・ 槽 ・ 校 等 の 折れ ・ 割 れ ・ 曲 
り ・ 抜 け な ど が ある 。 

セッ カイ ガン ショ ク プ ツゲ ン ラ クノ 石 
灰 岩 植物 群落 の [ealcipetrile] 

セッ カイ カン ボツ オー チ 石灰 陥没 凹 地 
Ldolina] ドリ ナ 

セッ カイ シュ ー セ キサ ヨー 石灰 集積 作用 
Cealeification] 間 燥 気候 帯 に お ける 土壌 生 
成 作 用 で , チェ ル ノ ジ ョ ー ム の よう な か 石灰 に 
富む 土壌 を 生成 する 。 比 較 的 雨量 の 少な い 地 
tie Cid, AKI MIF-P TV» KzO・MgO・Naz0 
な ど が 溶出 し て , Heibeny varie ¢ V CaO が 残 
っ て 下層 に 集積 され る 。 

セッ カイ ショ ク プ ツ 石灰 植物 lime 
plant, calciphyte, calciphilous p. ① 
Kalkpflanze ®plante calcicole] 生育 
の た め に あふ つう よ り 多 量 の カル シウム を 要求 
し , 石灰 岩 地帯 に 好 ん で 生育 する 植物 。 キ ク 
科 ・ セ リ 科 の ある 種 は 栄養 的 に 多量 の カル シ 
ウム を 要求 し , 絶対 的 石灰 植物 と いわ れる が , 
多く の 植物 は カル シウム 分 に よる 土壌 の 間接 
的 な 作用 を 必要 と する も の で 条件 的 石灰 植物 
と 呼ば れ , 条件 が 備わっ て いれ ぱ 石 灰分 の 少 
な い 土 壌 に も ゃ 生育 する 。 例 クモ ノ ス シ ダ ・ 
イワ シモ ッ ツケ な ど 

セッ カイ セキ BARA [limestone O 
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Kalkstein ®roche calcaire ] 

セッ カイ ソー BRR (calcareous algae 
OKalkalge] 石灰 質 を 分 泌 ・ 沈 着 する EB 
類 で , サン ゴ 礁 の 形成 に も 重要 な 役割 を 果す 。 
ほとん どの も の が サン コ 藻 coralline algae と 
る も いわ れる 紅 藻 類 の サナ サンゴ モ 科 Corallinaceae 
に 属す る 。 

セッ カイ テイ ジュ ー ゲン ラク BREF 
落 [limme-constant association] 石灰 質 
の 土壌 と 強い 結び 付き を も つつ 植物 群落 。 

セッ カイ ホー ワ ド 石灰 飽和 度 [caleinm 
saturation degree] 上 忌 塩 基 飽和 度 

セッ カイ ヨー キュ ー セ イ ' 石灰 要求 性 
[lime requirement ®Kalkbedarf] 
植物 が 生育 の た め カ ヵ カルシ ウム を 要求 する こと 。 
ふつ う の 高 等 植物 は すべ て 栄養 素 と し て カル 
シウム を 要求 する 。 し か し カル シウム は 土壌 
の 物理 的 構造 ・pH・ 他 の 元素 の 有効 性 な ど 
を 通 し て 間接 的 に も 植物 の 生育 に 影響 する 。 

ゼ ツ カン ジュ ー 絶 乾 重 [(oven) dry 
weight ⑤Trockengewicht] 温熱 乾燥 器 
を 用 いて , 85~90°C で 乾燥 し た 試料 の 重量 
で , 結合 水 以外 の 水 を ほとん ど 含 まな いた め 
変動 が 少な い 。 乾 燥 重量 . 風 乾 重 

セッ キ FB [stone tool] 石 を 素材 と 
し て 作ら れ た 道具 で , 製作 法 か ら 打 製 石器 と 
磨 製 石器 と に 分 けら れる 。 打 製 石器 と 磨 製 石 
器 で は 原石 の 種類 も 異な る 。 上 旧 石 器 と は 打 製 
石器 の こと で , 新 石 器 と は 磨 製 石 器 の こと で 
ある 。 現在 知ら れ て いる 最も 古い 石器 は 東 ア 
フリ カ で 発見 され た も の で , 約 260 万 年 前 に 
アウ スト ラロ ピ テ シネ が 製作 し, 使用 し た と 
BANS RAE ( 石 の 片方 だ け を 打ち か いた 
も の ) で ある 。 

セッ キー エン バーン 一 一 円 板 [secchi disk, 
s. disc] 直径 25cm OA, また は 白 と 黒 を 
交互 に 塗っ た 円 板 。 こ れ を 水中 に 沈め , 水上 
か ら 見 て 円 板 の 見 えな く な っ た 深 さ (m) を 
も っ て 透明 度 transparency を 測定 する 。 透 
明度 板 。 

セッ ショ ク 摂 食 [ingestion ONahr- 
ungsaufmahme] 動物 が 有機 物 を 食物 と し 


て 取入れ る る と ぁ 

セッ ショ クサ ッ チ ュー ザイ BRR RAM 
[eontact insecticide] 薬剤 が 害虫 の 体 表 
に 直接 付着 し た り , 作物 に 散布 され た も の が 
間接 的 に 害虫 に 接触 する こと に より 害虫 が 死 
亡 す る 薬 剤 。 薬 剤 は 皮膚 や 気 門 を 通し て 体内 
へ 侵入 し た り , 気 門 や 気管 を 閉鎖 する こと に 


より 比 虫 を 死亡 させ る 。 接触 殺 虫 剤 と 呼ば れ 


る も の に は , DDT, BHC 等 の 有機 塩素 系 殺虫 
HC, ペラ チオ ン 等 の 有機 リン 殺 眼 剤 等 多数 
の も の が ある 。 


セッ ショ ク シュ ー セ イ BRB [feed- 


ing habit] 性 食性 

セッ ショ クス イリ ュー FAK [feed- 
ing current) +2 LU ChR@MR + AE 
食 を 行う た め に 水生 動物 が 体 の 一 部 を 使っ て 
作り 出す 水流 。 ・ 

セッ ショ ク スラ イド ゲラ ス ホー 接触 一 一 
法 [contact slide method] 性 埋没 スラ イ 
ド 法 

セッ ショ クセ ツ aR (theory of 
grazing) HMW7IY7 }YORBMARTE 
BCL > CHOATE MAIC MY Se 
る と いう も ゃ も の 。 海洋 に お ける 両者 の 食物 関係 
を 説明 する た め , 動物 排除 説 と と も に Harvey 
が 提出 し た も の 。 両 説 は 対立 する も る の で は な 
く , 水平 的 ・ 時 間 的 な 面 か ら も 複雑 な 要素 が 
関係 し て いる 。 

セッ ショ ク ソ ガ イブ ッ シ ツ RASA 
[anti-feedant] 昆虫 や 鳥獣 等 が 食物 選択 
を する 場合 に 見 られ る 一 連 の 反応 は , 定位 ・ 


定着 ・ 摂 食 に 分 けら れる が , COA SRE © 


段階 に あたる 摂 食 を 阻害 する 物質 を 摂 食 阻害 
物質 ( 剤 ) と い 2 。 

セッ ショ ク ド ク 接触 毒 [contact poi- 
son ©Kontaktgift] 生物 の 体 表 に 直接 あ 
る い は 間接 的 に 接触 する と と に より , 毒 作用 
を 示す こと 。 

セッ ショ ク バシ ョ 摂 食 場所 (feeding 
place, f. site] 動物 に は 摂 食 と 休息 その 他 
の 行動 の 場 を 異 に する も の が 多い 。 え さ 場 と 
も いう 。 


en 


ーー 


セッ ショ クリ ュー セン ケイ / ノ PRR 
型 の [thigmo-rheotypic] 流水 中 で 体 の 
一 部 を 区 の 岩石 や 他 の 動物 に 付着 生活 を する 
も の が 流速 に 対し て 抵抗 を 少な た くす る 適応 型 。 
すなわち 背 腹 設 平 と な り 、 体 の 後 端 が 細く な 
る か 円 線 で も 糸状 に 細く な る か し て , 抵抗 を 
少な くし て いる 。 

セッ ショ クリ ョ ー iB (food con- 
sumption, f. intake, ingestion) 動物 
の 消化 器官 に 取 込 ま れ た 食物 量 。 記 号 は C ま 
た は きま が 用 いら れる 。 

セッ セン FR (snow line, nival 1. 
OSchneegrenze] 万 年 雪 の 下限 を いう 。 気 
候 条 件 で 決 る 気候 的 雪 線 climatic snow line 
と 。 地形 の 影響 で 決 る 地形 的 寺 線 orographic 
s.1. が ある 。 二 線 高度 は 日 射 量 ・ 気 温 ・ 積 雪 
量 な ど に よっ て 決 る た め , 同 緯 度 で も 多 雪 地 
淀 で は 低く な る 。 

セッ セン ホー 
tion method] 植生 調査 決 の 一 つ 。 基点 を 
通る 線 を 張り その 線 に か か る 各 植 物 種 の 正 身 
影 の 長 さ を 記 録 し , 線 の 全長 に 対す る 相対 値 
CRE LeWET SK. 

ゼッタイ シ ツ ド 絶対 湿度 [absolute 
humidity] 大 気 中 に お ける 単位 体積 (1m*) 


- あたり の 水蒸気 量 g で 表 さ れる 。 


ゼッタイ ミツ ド 
density」 ご 個体 群 密度 

セツ デン 雪 田 [snow-patch] 冬期 に 
雪が 塗 地 な ど に 吹き だ まり と な っ て , 周囲 よ 
り 融 雪が 遅れ る も の 。 3 

セツ デン ショ クセ イ 雪 田 植生 [snow 
patch vegetation, s. bed community 
OSchneetilchen-Vegetation, Schnee- 
talchengesellschaft] |R-CHRBICA Ss 
の 吹き だ まり の 場所 に 発達 し て いる 植生 で , 
いわ ゆる 湿性 の お 花畑 と な る 。 多 年生 草本 ・ 
小 低木 が 主 で , 遅い 融雪 の 後に 速やか に 成長 
し 開花 ・ 結 実 す る 生育 型 の 植物 が 多い 。 例 : 
イワ イチ ョ ウ ・ チ ング ル マ ・ シ ョ ウッ ジョ ウス 
Ripe. 

ゼ ツ メ ツ 4K (extinction DExtink- 


絶対 密度 [absolute 


接線 法 Lline-intercep- 
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tion] 生物 が 進化 の 途上 で 種 や 属 が 滅び る 
こと 。 そ の 原因 は いろ いろ 論議 され る が , 定 
向 進化 的 考え 方 で は 生物 の 系 統 に は 誕生 ・ 筐 
栄 ・ 安 定 ・ 老 衰 ・ 絶 滅 の 過程 は 必然 的 で ある 
と みな され る 。 そ の ほか 不利 な 環境 や 種 間 送 
争 な ど で あ る 群集 か ら 生 物 か が し め だ さ れ て 姿 
を 消す こと (消滅 ) な ども いう 。 

ゼ ツ メ ツ キョ クセ ン Mma [extinc- 
tion curve] 存在 する 種 数 また は 時 間 に 対 
する 絶滅 率 の 関係 を 描い た 曲線 。 や すみ つき 
曲線 

ゼ ツ メ ツ リツ 総 減 率 [extimction rate 」 
単位 時 間 に 絶 滅 に で る 種 の 数 。 

セツ リ 節理 [joint OKluft ⑤fente」 
岩石 の 割れ 目 。 

セツ ル メ ント [settlement] %%. O12 
ミュ ニテ ィ , 定着 

セ ノ ゼ レ [cenosere] 三 新 世 代 居 移 系 列 

セ ヒ 施肥 [fertilizer application, 
fertilizing ODingung | 

セリ アイ ガタ キョ ー ソ ー 競り 合い 型 競争 
Lcontest-type competition] 食物 な ど 重 
要 生 活 資 湖 を めぐ る 種 内 競争 に お いて 一 部 の 
個体 が 資 源 を 独占 する 傾向 が 強く , 他 の 個体 
は 追い 払わ れる か 死亡 する 場合 に は , 資源 の 
利用 効率 が 大 きく な る 。 縄 張り な ど 空 間 占 有 
性 の 強い 種 に み ら れ , BARTS Rite 
単位 と し て 分 布 す る 食物 を 利用 する 種 に み ら 
れる 。 ツ 共 倒れ 型 の 競争 

セリ ル [serir] サハ ラ の 砂 奉 性 砂漠 。 

セル トン [sertao] 奥地 と いう 意味 で あ 
る が , ブラ ジル の 内 陸 部 の カー チン ガ 地 和 帯 を 
指す 。 

セル ロー ス [cellulose OZellulose © 
cellulose] 植物 細胞 膜 の 主 成分 。 多 糖類 で 
高等 植物 の 1/3 は セル ロー ス か ら 成 る 。 他 の 
多糖 類 よ り 分 解 さ れ に くい 。 

ゼロ クラ イン [xerocline] 乾燥 温暖 な 
#li, Clements iz, 

ゼロ ネン ギョ 0 年 魚 [0-year-old, 
fingerling}. 和 綱 化 後 1 年 末 満 の 稚魚 。 0 圭 
と 略記 する 。 サ ケ ・ マ ス 類 の 海 に 降り る まで 
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の も の は parr と いわ れる 。 ツ 1 年 魚 

セン イ 2% [succession DSukzession 
®succession] ある 生物 共同 体 が 他 の 生物 共 
同体 に 移り 変る 過程 。 移行 が 進行 的 で あれ ば 
終局 的 に 極 相 の 生物 共同 体 へ と 発展 する 。 

セン イ ケイ レツ BX [sere DO 
Serie] EGOMHD>S 極 相 まで の 群落 発 
達 の 系 列 。 最 初 の 立地 の 状態 こ ょ っ て 乾性 と 
湿性 の 遷移 系 列 を 区 別 し , に 正常 遷移 系 列 
orthosere と , それ に 人 為 的 な 要因 が 加わ っ 
て 正常 な 系 列 か ら そ れ た も の を 偽 向 店 移 系 列 
plagiosere と 呼ん で 区 別 す る 。 ORHEBERAI, 
や 湿性 遷移 系 列 , や 正常 遷移 系 列 , ツ 偏 向 的 末 移 
系 列 

セン イジ ョ ー コン ケイ 繊維 状 根 系 Lfib- 
rous root system] 王 ひ げ 根 状 根 系 

セン イソ HS (cellulose DZellulose 
®cellulose] セルロース 

セン イソ ー 26H [seral stage] =% 
中 相 

セン イド 28 (DS; degree of suc- 
cession] 違 移 の 進行 程度 を 表す 物差し 。 
の ゞ =[( め Z.7.c)/z]・ ゎ ここ で 〆: 積算 優 占 
度 (SDR), 7 : 生存 年 限 : 生活 型 に 基き Th 
=1, H,G,Ch=10, N=50, M,MM=100, 
c: 極 相 指数 : 1 三 草原 構成 種 の 草本 , 2=H 
KORA, 3= 木 本 の 先駆 種 , 4 三木 本 の 途中 
相 種 、 5 木 本 の 極 相 種 , z : 最小 面積 の 種 数 , 
り ・ HARK ; 100% を 1 と する 。 

セン カイ イキ 浅海 域 Lneritic region, 
n. province ①neritischer Bereich © 
région néritique] 海洋 の 水平 的 な 区 分 域 
D—D, OWT 薄 の 沖合 側 で 陸 棚 の 外縁 まで 
の 周 緑 底 帯 に 相当 する 海洋 の 部 分 (沿海 域 と も 
_ い われる) 。 陰 性 植物 が 生育 する 。 ② 陸 棚 外 縁 
より 陸 側 の 海洋 の 部 分 全体 (浅海 区 neritic pro- 
vince と も いわ れる ) で , ME RMCAU. 

セン カイ ケイ 浅海 系 [Hittoral system 
®systeme littoral] 底 生 区 の 生態 的 区 分 
帯 の うち 深海 系 に 対置 さん る も の で , WHT 
と 亜 沿岸 帯 に 分 か れる 。 浅 海底 帯 ・ 治 岸 帯 。 

セン カイ スイ ソー 浅海 水 層 Lnerito- 


pelagic zone Qneritopelagische Zone } 
浅海 域 の 漂 泳 区 。 浅 海域 ‘ 

セン カイ ドー プ ツ ソー 浅海 動物 相 Lne- 
ritic fauna] 元 来 浮遊 動物 に つい て いわ れ 
た も ゃ ので, 底 生 動物 を も 含め て 指す も の で は 
な いと され る 。 

セン カン プリ アキ 先 一 一 紀 LPrecamb- 
rian (period) OPrakambrium(-Periode) 
®(periode) précambrien] カン ブリ ア 紀 
以前 の 地質 時 代 の 総称 。 約 6 億 年 以上 前 。 植 
物 で は 菌類 ・ 藻 類 類似 の 化 化石 が 原始 植物 
と し て 知ら れ て いる 。 動 物 で は 殻 を も っ だ た 化 
石 は 発見 され ず , 環 虫 類 ・ 節 足 動物 な ど に 類 
似 し た も ゃ の の 痕跡 化石 が 知ら れ て いる 。 

ゼン キ セ イ ショ ク プ ツ 全 寄 生 植 物 [ho- 
loparasite DHoloparasit] クロ ロフ ィ ル 
を も た ず , し た が っ て 自身 で 光合成 を 行わ ず , 
SEMA 6b ORRBMOA CHET SHY. 
例 : ナ ン バ ン ギ セ ル ・ ヤ ッ コ ソウ な ど 。 

ゼン キョ クソ ー 前 極 相 [preclimmax ] 
局部 的 気候 条件 に よっ て , 気候 的 極 相 の 一 つ 
BUD ES CRE LHR. OMB 

ゼン キン セン 瀬 近 線 Lasymptote O 
Asymptote asymptote ] 

セン ク ゲ ン ラ ク 先駆 群落 Lpioneer 
community DPioniergesellschaft] 乱 
移 系 列 の 初期 を 占め る 群落 。 FUME. 

セン ク ゲン リ SRR founder prin- 
ciple] 別 の 場所 へ 侵入 し た 最初 の 少数 個体 
に よっ て 新しい 集団 が 定着 LMM LBS と 
すれ ば , この 集団 は その 種 の 元 の 全集 団 が も 
っ て いた 遺伝 的 変異 の 一 部 し か 受 継 いで いな 
い 。 と の こと を い 2 う 。 只 先駆 者 効果 

セン クシ ャ コー カ 先駆 者 効果 [founder 
effect] 最初 の 個体 の 集団 の 遺伝 子 構成 す な 
わ ち 頻度 が , 原 集団 も しく は 他 の 新地 開拓 集 
団 と た また ま 異 な る こと が 究極 的 に 原因 と な 
っ て , 新地 開拓 集団 が 遺伝 的 に 変る と と 。 創 
建 者 原理 。 こ の 分 化 は 配偶 子 の 抽出 誤差 , す 
な わ ち 遺伝 的 浮動 だ け , ある い は 抽出 誤差 と 
海 汰 の 相互 作用 だ け で も 可能 で ある 。 OHH 
原理 


セン クシ ュ 先駆 種 [initial species, 
pioneer s.①DInitialart] 先駆 植物 

ER プラ ュ ジン っ SL [pioneer 
tree] ご 先駆 補 物 | 

セン クシ ョ ク プ ブツ 先駆 植物 [pioneer 
(plant) DPionier] 乱 移 の は じ め に 裸 地 に 
侵入 し て 定着 で きる 植物 。 陽 性 植物 で 極端 な 
谷 栄 養 条 件 と 乾燥 ・ 湿 潤 に 耐え , し か も 室 素 
固定 作用 を も つも の が 多い 。 束 人 性 遷移 の 場合 
Ci, 湿性 遷移 の 場合 に は ラン 藻類 
に 次 いで ュ ヶ 類 が , 砂 確 地 に は 根 系 と 貯水 組 


織 の 発達 し た 海浜 植物 や ヘン ノ キ ・ グ ミ 類 な 


ど 菌 根 を も っ た 陽 樹 な ど が 先駆 植物 と な る 。 
PU DEBOBAKIX, ハン ノ キ 類 ・ グ ミ 
類 の ほか 、 カ ン バ 類 ・ カ ラマ ツ な どの 陽 樹 が 
先駆 植物 と な る 。 

セン クソ ー 
Anfangsstadlinm] 乱 移 の 初期 植生 相 。 

セン クダ ンカ イ 先駆 段階 [pioneer sta- 
ge Dpioniere Stufe] 三 先駆 相 

セン ケイ ヨー イン 線型 要因 [linear 
factor] 個体 また は 個体 群 の 成長 に 対し て 
正 比例 的 に 作用 する 成長 要因 。 個 体 の 平均 占 
有 面 積 や 土壌 の 深 さ な ど は , 一 般 に 線型 要因 
と 考え られ る 。 

セン ケイ ヨー イン ノ ギャ クス ー シ キ 線 
型 要因 の 逆数 式 「reciprocal function of 
linear factor] 線型 要因 の 作用 機 作 を , wt 
彼 式 の 形 で 表現 し た も の 。 た と えば 同 条件 の 
も と で 栽培 され た 同種 同 齢 の 個体 群 で は 、 1 
個体 の 平均 占有 面積 げ は . 平均 個体 重 め に 対 
し て 線型 要因 で あり , 逆数 式 で 示せ ば 次 の よ 
うに た なる: 

q 


ome | 
wera? 


A, は 時 間 ご と に 決 る 定数 。 ORBEA 
ゼン コー エン セイ 全 広 塩 性 [holeury- 
haline] 塩分 に 対す る 面 忍 範囲 が 広く て , 
淡水 ・ 汽 水 ・ 海 水 を 問わ ず 生 息 す る こと 。 
セン コン セイ 浅 根性 [shallow-rooted 
Oflachwurzelnd ] 
セン ザイ 洗剤 [detergent] 


先駆 相 [initial stage D. 
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セン ザイ ガイ チュ ー 潜在 害虫 [poten- 
tial pest] 現在 は 害虫 と し て 重要 で は な い 
が , 将来 何ら か の 条件 の 変化 が あっ た 場合 重 
要 な 害虫 と な る 可能 性 の ある 比 虫 。 果 樹 園 の 
ハダニ 類 は 潜在 害虫 で あっ た が , DDT な ど 有 
機 殺 虫 剤 の 散布 が 広く 行わ れる よう に な っ て 
密度 が 増加 し 重要 害虫 に の し 上 が っ た 。 

セン ザイ ガク シュ ー 潜在 学習 [latent 
learning] 試行 錯誤 の 場合 と 異な り , 報償 
で ある 餌 の 置か れ て いな い 迷 路 を 一 定期 間 走 
ら せ て お いた 動物 は , 無 経験 の 動物 と 比較 し 
て 迷路 の 学習 が は る か に 早 《 な る 。 こ と の こと 
は 試行 錯誤 説 で は 説明 で き な い の で , 動物 が 
潜在 的 に 学習 し て いる も の と し て 潜在 学習 と 
名 づけ られ た 。 ORR 

セン ザイ カン セン 港 在 感染 [1atent in- 
fection] 病原 性 微生物 に 感染 し て いる が 発 
病 し な い 状態 。 

セン ザイ シ ゼ ン ケ イカ ン 潜在 自然 景 
[potential natural landscape Dpoten- 
tielle Naturlandschaft] 現在 の 文化 景観 
を , ある 場所 で 今 す べ て の 人 間 の 影響 を 停止 
し た と き , その 立地 が 支え 得る 理論 的 に 考え 
られ る 自然 景観 。 

セン ザイ シ ゼ ン シュ ー キ ョ ク ゲ ン ラ ク 
潜在 自然 終局 群落 [potential natural ter- 
minal community potentielle nat- 
iirliche Schussgesellschaft] 植物 社会 学 
の 用 語 で , 極 相 と ほぼ 同義 。 Braun-Blanquet 
や Taxen に よっ て 提唱 され た 代償 植生 城 で , 
現在 一 切 の 植生 に 対す る 人 為 的 干渉 を 停止 し 
た と き に , 理論 的 に 考え 得る 潜在 終局 群落 を 
いう 。 SREB MBE 

セン ザイ シ ゼ ン シ ョ ク セイ 潜在 自然 植生 
[potential natural vegetation Opoten- 
tielle natirliche Vegetation] Tiixen 
(1956) の 提案 に よる 現存 植生 ・ 原 植生 に 対す 
る 新しい 第 三 の 植生 概念 。 今 , 人 間 の 影響 を 
一 切 停止 し た と き , その 立地 に 生じ る と 判定 
され る 自然 植生 。 

セン ザイ シ ゼ ン シ ョ ク セイ ズ BEAR 
生 図 [map of potential natural vegeta- 


222 Betsy 


tion Karte der potentielle naturli- 
chen Vegetation] 潜在 自然 植生 を 具体 的 
に 地図 上 に 示 し た も の 。 産業 立地 ・ 都 市 な ど 
の よう な 自然 が 破壊 さん て いる と ころ で の 緑 
の 復元 な と に 利用 され る こと も ある 。 

セン ザイ ショ クモ ツ 潜在 食物 Lpoten- 
tial food) ふつ う は ある 動物 種 の 個体 群 に 
tot, 常食 され て は いな く て も ゃ 食性 の 幅 を 
広げ た り そ れ を 転換 し た り し て , その 地域 で 
食物 と し 得る 可能 性 の ある 生物 ・ 有 機 物 。 

セン ザイ ゾー カ 潜在 増加 [potential 
increase] 環境 の 諸 条 件 が 最適 で , 出生 率 
が 最高 値 を 示し , か つ 死 亡 率 が 最低 値 を と る 
と 仮定 し た 場合 の 個体 群 の 増加 速度 。 繁 殖 能 
力 と も いい , 種 の 遺伝 的 特性 で ある 。 

セン ザイ テキ キョ クソ ゾー 潜在 的 極 相 
{potential climax] も し 気候 条件 が 変っ 
た 場合 に は , 現在 ある 極 相 か ら す ぐに 移行 し 
て いく と 考え られ る 極 相 。 ち ふつ うそ の 地域 に 
隣接 する 地域 の 極 相 が これ に 相当 する 。 

セン ザイ テキ セイ サン リョ ー 潜在 的 生産 
量 [potential production] 何ら か の 原因 
で , . 現 時点 で は 低い 生産 量 を 示し て いる 場合 , 
更に これ を 上 回 る 可能 性 の ある 生産 量 。 
9 セン ザイ ド BEE [exclusiveness | 

HAE. 群落 適合 度 

ゼン サキ ュー キョ ー ド ー タ イ 前 砂丘 共同 
体 [foredune community] 海浜 ・ 湖 岸 
人 沿 っ た 低い 砂丘 上 の 共同 体 。 

セン サス [census の 〇 Zahlung] 個体 数 調 


査 の こと 。 元 来 人 口 学 で 用 いら れ て きた 語 で > 


集団 (個体 群 ) の 大 量 観察 に よる 統計 調査 , と 
ぐに 全数 調査 を 意味 する 。 し か し 生態 学 で は 
個体 数 調査 population census と し て 標本 調 
# sample survey も 含め て 使用 され て いる 
こと が 多い 。 

セン サン セイ RIE [potential acidi- 
ty] 酸性 土壌 の 酸性 が , HUAI TAMIR 
着 さ れ た HH が 置換 され た こと に よる も の 。 
> ABE 

セン シ ジ ダ イ 先史 時 代 [prehistoric 
age Djprahistorische Zeit] 史 前 時 代 と 


も いい , 文献 が まだ 現れ て いな い 時 代 。 文 字 
が 現れ て いて ゃ 不 十 分 で , 神話 ・ 伝 説 を 主 と 
し た 時 代 (た と えば 日 本 の 古墳 時 代 ) を 原 史 時 代 
protohistoric age と し て , 区 別 す る こと も あ 
る 。 

ゼン シャ カイ セイ 前 社会 性 [infraso- 
cial] Wheeler(1928) は 比 虫 の 親子 関係 を 社 
会 進化 の 観点 か ら Q 雌 親 が 卵 を その 種 の 生活 
FICE DOF, (2 氷 化 し た 幼虫 が 食物 を 
得 や すい よ ょ よう に 食物 上 に 卵 を 産む , (3) 卵 を 保 
護 す る 覆い を する , (④ 雌 親 が 卵 や 若 令 幼 東 の 
いる 場所 に 止ま り 保護 する , (5) 巣 や その 他 の 
比較 的 安全 な 場所 に 食物 と と も に 卵 を 置く , 
(6) 黄 親 が 卵 や 幼虫 の すむ 場所 に 止ま っ て 保 認 
し , 継続 的 に 特別 に 準備 し た 餌 を 供給 する , 
(⑦ 子 は 最初 親 に 保護 され 給食 を 受け る だ け で 
な く , 羽化 後 母親 と 協力 し て 育児 に 当り , そ 
れ ゆ ぇ 親子 が 一 年 性 な いし 多年 性 の 社会 で 一 
緒 に 生活 する , と い 2.7 段階 に 分 けた 。1) て 
(5) を 前 社会 性 , (6) を 亜 社会 性 subsocial, (7) を 
社会 性 soeial と 名 づけ た 。 こ れ は いわ ゆる 社 
会 性 昆虫 に 至る 道 と し て 示さ れ た が , こう い 
う ERO [4b | (LAMAR biological 
family の 一 形態 と 考え られ る か ら 岩 田 1955) 
は 上 記 の 各 カ テ ゴ リ ー を , それ ぞ ね 前 家族 人 
infrafamilial, 亜 家 族 性 subfamilial, お よび 
家族 性 familial と 呼ぶ こと を 提案 し て いる 。 
な お 亜 社会 任 と いう 語 は Wheeler の 用 いた 意 
味 よ り ル ー ズ に 集合 生活 を する 昆虫 (た と えば 
ドク ガ の 幼虫 な ど ) に 対 し て も し ば し ば 用 いら 
れる こと が ある 。 

セン ジョ ー チ 扇状 地 Lfan, alluvial f. 
OSchwemmkegel ⑥cone de dejection] 
山地 か ら 平 地 に 流出 する 河川 の 運ん だ 岩層 を 
山麓 に 堆積 し た 斜面 。 

セン ジョ ー チ ョ ー サ 線 状 調査 [strip- 
census] 三 帯 状 セ ン サ ス 

セン ジョ ー ト ラン セク ト ホ ー 線 状 一 一 
法 [line transect method] ある 2 地点 
間 に 線 を 引い て , これ に 触れ る 植物 を 調べ る 
方 法 。 


セン ジョ ー ヒ ド ホ ー 線 状 被 度 法 [line 


interception method] 標本 抽出 に よる 植 
生 調 査 潜 の 一 つ で , 群落 内 に 一 定 の 長 さ の 線 
を 引き , それ を 抽出 単位 と し て 調査 する 方 法 。 
狭義 に は 草地 で 10~20m の 基線 を 設定 し , 
その 線 に よっ て カッ ト さ れ た 植物 の 面積 を 測 
定 する 方 法 を 指す が , 種々 に 変形 し て 重量 ・ 
mi ae Soma Lone, っ 
状 : 

> コー 一 線 状 法 [line strip 
method] メー トル 尺 な ど で 線 を 引き , これ 
に 触れ る 植物 を 記録 する 植生 調査 濯 の 一 つ 。 

セン ジョ ー ヨ ー 線 状 葉 [linear leaf] 
少な く と も ふ 葉 身 中 央 部 の 葉 線 は 平行 し た 細長 
い 葉 。 

ゼン シン カイ スイ ソー 滞 深 海水 層 
Lbathypelagic zone ①Dbathypelagische 
Zone] 漂 泳 区 の 生態 的 区 分 帯 の 一 つ 。 中 深 
海水 層 の 下 に 設定 され る お よそ 3000 一 4000 m 
の 深 さ まで の 水 層 で , 底 生 区 の 池 深 海底 帯 に 
相当 する 。 前 深層 水 層 と も いわ れる 。 

ゼン シン カイ テイ タイ 洋 深 海底 帯 
Lbathyal zone ①Bathyalzone ⑥zone 
bathyale] 底 生 区 の 生態 的 区 分 帯 の 一 つ 。 
陸 棚 外縁 か ら お よそ 水深 3000 一 4000m ま で の 
陸 棚 斜面 ・ コ ンチ ネン タル ライ ズ を 含む 部 分 。 


深海 底 帯 ・ 汰 深 底 帯 ・ 大 陸 傾 斜面 葵 と も いわ 


れる 。 

セン シン セイ 鮮新 世 [Pliocene OPlio- 
zan pliocene] 第 三 紀 最 後 の 時 代 で , 
約 600 万 一 200 万 年 前 の 期間 。 第 三 紀 の 温暖 
な 気候 は 次 第 に 低温 化し て , 次 の 第 四 紀 に 入 
る と 氷河 時 代 と な る 。 当 時 の 生物 は 高緯度 か 
ら 低 緯度 地方 へ の 移動 を 展開 し た 。 こ れ ら の 
変化 は 植物 で 著しく , 動物 で は 中 新 世 以 来 の 
も の が 多く , 大 き な 変 化 は な い が , 長 鼻 類 ・ 
食肉 類 が 発展 分 化 を し た 。 

ゼン シン セイ MA [Oligocene O 
Oligozin ®oligocéne] 第 三 紀 中 の 一 時 
代 , 古 第 三 紀 の 最後 の 時 代 。 約 3500 万 一 3000 
万 年 前 の 期間 。 陸 地 の 上 昇 が 多く な り , テ チ 
ス 海 も 圧縮 され は じ め あて, アル プス の 発展 と 
な る 。 海域 で は ヌ ム ライ ト や その 他 の 大 型 有 
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孔 虫 が 発達 し , 陸上 で は 草食 の 路 乳 類 が 繁栄 
し た 。 日 本 の 石 恨 の 大 部 分 は 古 第 三 紀 の も の 
で ある 。 

ゼン シン テイ タイ 前 深 底 帯 [archiben- 
thic zone Archibenthalzone で zone 
archibenthique] 底 生 区 の 生態 的 区 分 帯 . 
の 一 つ 。 陸 棚 冬 面 の 深 さ が お よそ 1000m ま で 
の , 深海 降 の 上 部 を 指す も の と し て か つて 用 
いら れ だ 。 前 深層 底 帯 ・ 中 層 底 帯 ・ 上 部 深層 
底 帯 ・ 旧 海底 帯 ・ 大 陸 棚 斜面 帯 な ど と も いわ 
TUS. 

ゼン シン テキ ダイ ハッ セイ BREMKRE 
(gradation OGradation] 害虫 の 大 発生 
の うち , 増加 の 開始 か ら ピ ー ク に 達し 大 発生 
の 終了 まで に 数 世代 を 要する 場合 を いう 。 総 
経過 は 増加 期 progradation ・ 減 少 期 retro- 
gradation に 分 けら れる 。 森林 害虫 な ど に この 
よう な 大 発生 経過 を た どる も の が 多く , この 
mh 1 7 OMMEBRE Hic L > CHRMICA 
いら れ た 。 太 発生 と 大 発生 の 間 に は 低 密度 の 
期間 が 数 年 か ら 数 十 年 続く が , この 期間 を 潜 
伏 期 1atent period と いう 。 

セン スイ 潜水 (diving ®Tauchen] 
も ぐり 。 各種 の 潜水 器 を 用 いて 潜水 する の に 
対し て , 水中 メガ ネ face mask・ ス ノー ケル 
snorkel ・ 足 ひれ fin を 着け て 潜水 する の は 
あふ つう す も ぐ り と いわ れる 。 鳥類 な ど が 水 に 
潜っ た り 宅 中 で 急降下 し た りす る の も diving 
と いわ れる 。 

セン スイ キュ ー 潜水 球 [bathysphere] 
1~2 人 収容 で きる 観察 室 を 備え た 深海 潜水 
に 耐え 得る 鋼鉄 球 で , 海上 の 母船 か ら 吊 り 下 
げ ば られ て 潜 降 する 。 

セン スイ セイ ショ ク プ ツ 潜水 性 植物 
[submersiherbosa] 淡 ・ 海 水 両方 の 沈 水 
植物 群落 。 沈 水 植物 

ゼン スイ テイ ホー SHS [total esti- 
mation method ①DCesamtschatzung | 
Braun-Blanquet の 提案 で , HELBEXA 
せ た 群 落 測定 の 量 的 測度 。5, 4, 3, 2, 1,4, 
時 に ェ の , 6 な いし 7 階級 に 分 けら れる 。 

セン セイ セイ 専 生 性 [exclusiveness] 
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専属 性 。 あ る 型 の 群集 に ある 種 が 限定 され て 
出現 する こと , ある い は その 度合 。 

セン ゾ ガ エ リ 先祖 返り [atavism OD 
Atavismus, Rickschlag atavisme ] 
ある 個体 に その 先祖 と 同様 な 形質 が 偶然 の よ 
う に 出現 する 現象 。 隔 世 遺 伝 の 同義 語 と し て 
用 いる こと も ある 。 

ゼン タイ ケイ 全体 系 [holocoen] 生物 
と 無機 的 環境 を 含め た 全体 の 系 。 生態 系 と ほ 
ぼ 同 じ 。 

セン タイ ソー #SE [moss layer © 
Moosschicht] ニコ ケ 層 

セン タイ チイ ルイ 魚 苔 地 衣 類 [bryoid ] 

- セ ンタ イリ ン BSH Lmossy forest DO 

Mooswald] 雲 霧 帯 に 生じ る ュ ケ ヶ の 着 生 の 
多い 森林 。 熱帯 地方 の 山岳 部 に 広く 見 られ る 。 

ゼン タイ ロン 全体 論 Lholism] 生命 観 
の 一 つ で , 生命 の 全体 性 (個々 の 要素 に 対す る 
全体 の 優位 , 個々 の 要素 の 加算 だ け で は 得 ら れ な い 
統合 性 ) を 説明 する 。 植 物 群 落 に つい て の 単位 
説 ・ 社 会 有機 体 説 な ど と 結合 し て いる 。 

セン タク キュ ーシュ ー 選択 吸収 [selec- 
tive absorption ①Dselective Absorption 
®absorption sélective] 植物 が 栄養 塩類 
な ど を 吸収 する 際 に , 外界 の 水溶 液 の 組成 と 
無関係 に 特定 の 物質 を 選択 し て 吸収 する 現象 。 

セン タク サイ ショ ク 選択 採 食 [selective 
grazing] 放牧 家畜 が ある 植物 を 選ん で 採 
食す る 習性 。 

セン タク シュ ノ 選択 種 の [seleetive D 
feste ⑤elective] ある 植物 群落 に 明白 に 結 
び 付 く が , わずか な が ら 他 の 群落 内 に も 見 出 
され る 種 (適合 度 = 4 )。 

セン タク ジョ キョ ホー 選択 除去 法 [selec- 
tive removal method, dichotomy mn. ] 
個体 群 が 雌 雄 な ど 二 つの クラ ス に 区 別 し 得る 
場合 , 両 ク ラス の 個体 を 異な る 率 で 除去 し た 
と き の 個 体 群 の 構成 比 の 変化 か ら 元 の 個体 数 
を 推定 する 方 法 。 狩 猟 鳥獣 な ど で 用 いら れる 。 
AREA X, の 2 クラ ス か ら 成 る と き , 第 
1 回 サン プル 中 の デ グ ル ー プ の 個体 数 を ヶ : 
と する 。 こ の 個体 群 か ら と に 属す る 個体 


ez 匹 お よび c, 匹 を 除去 し た 後 , 第 2 回 サン プ 
ル zz を と っ た と き メ グル ー プ の 個体 が zz LES 
まれ て いた と する 。 と こと の と き 個 体 群 中 の 叉 グ 


ルー プ の 総数 ^。 の 最 率 推定 値 V,,。 お よび ズ , ・ 


Y を 含む 総 個 体 数 WY は , それ ぞ れ 次 の よう に 
求め られ る : 
N,=61(c.—@2C)/(@1—@z), 
N=(c,—@2C) /(@:—@2) 
た だ し , G1=21/m, G2=22,/m, ピーc。 十 cz 。 
セン タク セイ サッ チュ ー ザ イィ 選択 性 殺虫 
剤 [selective insecticide] ある 種 の 昆虫 
に 対し て は 毒 性 が 強い が , 他 の 昆虫 な どの 生 
物 に は 毒性 の 弱い 殺虫 剤 。 バ パラ チオ ン な どの 
初期 の 有機 リン 殺虫 剤 は 多く の 害虫 に 効果 が 
あり , 高等 動物 に 対す る 毒性 も 強かっ た が , 
現在 で は 高等 動物 に 対 し て 低 毒 作 で ある ば か 
り で な く あ る 種 の 害虫 に だ け 効 果 が あり , 他 
の 生物 な ど に は 毒性 の 弱い も の が 開発 され つ 
つ あ る 。 害虫 の 総合 防除 に お いて は , 選択 性 
殺虫 剤 の 利用 が 必須 条件 と な る 。 
セン タク セイ ジョ ソー ザイ 選択 性 除草 剤 
[selective herbicide] ある 種 の 植物 に は 
害 を 与え な い が , 他 の 種 の 植物 な ど を 殺す 作 
用 を も つ 除 草 剤 。 こ れ と 反対 に 植物 の 種類 に 
関係 な く , すべ て の 植物 に 害 を 与え る 作用 を 
も つつ 除草 剤 を , 非 選択 性 除草 剤 mon-selective 
herbicide と いう 。 選択 性 に は 化合 物 自身 の 特 
性 に よる 生理 的 選択 毒性 の ほか 選択 性 の 少な 
い 除草 剤 に も 適当 な 使用 法 に より 生態 的 選択 
性 を も た せる こと が で きる 。 
セン タク ドク セイ 選択 毒性 [selective 
toxicity] ある 化合 物 が ある 特定 の 生物 に 
対し て 害 を 与え る が , 他 の 生物 に 対 し て は 害 
を 与え な いこ と 。 
セン タク バイ チ 選択 培地 (selective 
media Oselektiver Nahrboden] 主 に 微 
生物 の 単 離 を 目的 と し て 用 いら れる , 特定 種 
類 の み を 生育 させ る 特殊 性 の 強い 培 地 。 こ の 
培地 に よる 培養 を 選択 培養 selective culture 
と いう ら 。 た と えば , 空中 窒素 を 固定 で きる 微 
生物 を 得る た め に は 窒素 化合 物 を 加え な い 培 
地 を 用 いる 。 選択 培養 
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セン タク バイ ヨー 
culture) 硝化 細菌 な ど 単 離 の 困難 な 微生物 
を 単 離 する 目的 で 開発 され た 培養 方 法 で , 目 
的 の 微生物 の み が 生育 で きる よう な 特殊 な 培 
地 を 用 いる 。 ご 選択 培地 

セン ダ ツ 洗 脱 [eluviation MAus- 
waschung ®éluviation) 土壌 生成 の 過 
程 で , 土壌 構成 物質 が ある 層 位 か ら 俗 液 ま た 
は 懸 濁 液 の 形 で 除去 され る こと 。 を 

セン チュ ー ガ ク 線 虫 学 Lnematology] 

セン テイ 6 [pruning ⑥Astung, 
Aufastung, Entastung Pélagage, ébrau- 
chement] 樹 形 を 整え た り 樹 勢 を 調節 し た 
りす る た め , KOM: Hh, 時 に 根 を 切り 除く 
fees Se cu 
ゼン テキ オー 前 適応 Lpreadaptation 
⑥Praadaptation] ある 生物 の 現在 は さ ほ 
ど 重 要 で な い 形 質 が , 何ら か の 原因 で 環境 が 
変っ た 場合 に 適応 的 な 価値 を 発揮 する と 考え 
られ る よう な 現象 。 受 身 適 応 passive adap- 
tation と も いう 。 

ゼン テキ オー セイ 前 適応 性 [preadap- 
ted] 前 適応 

セン ニュ ー ダコ ー FART Lincised 
meander ©Gleitmaander (®méandre 
seulpté] 川 が 峡谷 を な し て 曲 流 する も の 。 

ゼン ヒ ョ ー ガ キ 前 氷河 期 [preglacial 
period] 氷河 期 直 前 の 時 代 。 

セン プク 潜伏 [incubation] 病原 体 が 
生体 内 に 侵入 し て か ら , 障害 が 現れ る まで に 
一 定 の 期間 が ある こと 。 

セン ベツ 選別 [sorting] 採取 物 の 中 か 
ら 必 要 な 生物 な ど を 選び 出 し, 類別 し て 仕分 
け を する 操作 ・ 作 業 。 水 底 の 砂 泥 粒 な ど が 波 


選択 培養 [selective* 


な どの 水流 に よっ て , 粒子 の 大 き さ に 従っ て 
仕分 けら れ て 沈 積 し て いる こと を 指す 意味 も 
ある 。 © 
ゼン ホク ク 全 北 区 [holarctic region 
Mholarktische Region ⑤)region holarc- 
tique] 旧 北 区 と 新 北 区 を 合わ せ て 指す 動物 
地理 区 の 一 つ 。 東 南ア ジア 以外 の ユー ラ シ ア 
大 陸 ・ 北 アメ リカ ・ サ ハラ 砂漠 以 北 の ア フリ 
ヵ を 含む 地域 で , 他 の 地理 区 に 比べ 変化 に 乏 
し い 。 ユ ー ラ シア と 北ア メリ カ 大 陸 が 第 三 紀 
始 新 世 の 頃 ま で ベー リン グ 陸 橋 で つなが っ て 
いた た め 生 物 の 交流 が あっ た の で 有 路 類 ・ 食 
肉類 ・ 苑 歯 類 ・ 食 虫 類 な ど に 共通 種 が 多い 。 
ゼン ホク ショ ク プ ツ ク ケ イカ イ 全 北 植物 
KAR [Holaretisa。 holarctic floral 
kingdom Dholarktisches Florenreich] 
動物 地理 区 の 全 北 区 に ほぼ 相当 する 植物 地理 
学 的 な 地域 の 一 つ で , 森林 植物 に 共通 種 が 多 
い 。 例 : マ ツ ・ モ ミ ・ カ バ ノ キ ・ サ クラ ・ カ 
エ デ ・ ア ザ ミ ・ テ ユリ の 諸 属 な ど 。 

ゼン ホー シャ 全 放 射 [total radiation] 
太陽 か ら の 放射 の うち ほぼ 0.3~4.0p OR 
長城 に ある 放射 を いい , 補償 日 射 計 を 用 いて 
BE Ey. 地球 上 で 測定 され た 最大 値 は 
1. 64 cal・cm-2・min-!。 

セン ポドゾル # [crypto-podzol ] 
腐植 が 多く , 溶脱 層 ・ 集 積 属 が は っ きり し な 
い ポ ド ゾ ル 人 性 土 。 

ゼン ユー カク セイ プ ブツ 前 有 核 生物 [pro- 
karyote] 核 な ど 細 胞 器官 を 欠く 生物 で , ら 
ん 藻 ・ バ ク テ リ ア た な ど 。 化石 と し て は 21.5 億 
年 前 の も の が 発見 され て いる 。 生 物 進化 用 語 。 
ABE 
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ソー #8 [phase OPhase] ① 植 物 群落 
を 季 観 aspect・ 乱 移 な どの 種々 の 観点 か ら み 
た 様相 。② 比 虫 の 相 変 異 に お ける 各 型 。 忌 相 
ER 

ソー 層 [stratum] ①⑬ 母 集団 を 何ら か 
の 標識 に よっ て いく つか の 部 分 集団 に 分 けた 
と き , その それ ぞ れ を 層 と いう 。 ご 層 別 抽出 
② 植 物 群落 の 階層 layer を いう こと も ある 。 

ゾー イチ ジ セイ サン リョ ク 総 一 次 生産 力 
(gross primary productivity OBrutto- 
Primarproduktivitat] 生産 者 の 呼吸 に よ 
る 消費 を 含む , ある 期間 あたり の 光合成 量 。 

ソー オン コー ガイ 騒音 公害 [noise pol- 
lution | 

ゾー カ #[achene DAchive] キク 
科 植 物 な どの 単 子 房 ・ 単 種子 の 乾 果 。 

ソー ガイ = (frost damage, f. injury 
OF rostschaden] 若芽 が 伸び 始め た 春 と , 
葉 が まだ 生活 し て いる 秋 に , SCRADB6 
て 降 本 に あい 植物 が 害 を 受け る こと 。 ぁ つう 
KOR MRS, 春の 場合 を 晩 病害 と い 5 。 
三 凍 害 

ソ カ イ ゲン ラク 疎開 群落 [open com- 
munity Doffene Vegetation] 三 疎 生 群 落 

ソー ガイ サヨ ー 相 害 作用 [disopera- 
tion] 相互 作用 の 一 種 で , 関係 する 生物 個 
体 が 不利 な 影響 を 受け る 場合 を いう 。 狭義 に 
は 生物 学 的 条件 づけ biological conditioning 
を 通じ て の 相互 作用 を いう 。 

TAL ショ クセ イ 疎開 植生 [sparse 
vegetation, open v.]. ご 疎 生 群 落 

ソー ガイ テキ キョ ー ソ ー 相 害 的 競争 
[disoperative competition] 生物 が 類似 
の 必要 物 や 空間 を 求め て 競争 する と き , 関係 
する 生物 が 不利 な 関係 に な る よう な 場合 を 指 
す 。 

ソ カ イリ ンカ ン 疎開 林 冠 [open cano- 
py Doffenes Kronendach] 樹冠 と 樹冠 
の 間 に 隙 間 が 多く , 十分 光 を 利用 する まで 発 


達し て いな い 林 冠 。 林 床 が 比較 的 明る いた め 


PRAGA DBT IV, 

ソ カ イリ ンプ ン 疎開 林 分 Lopen stand 
⑥lockerer Bestand] 林 冠 の 疎開 し た 林 分 。 

ソ カ ギョ 45)& (anadromous fish] 
淡水 で 卵 か ら 生れ , し ば らく の 時 期 を 淡水 で 
過 し た 後に 海 へ 下っ て 成長 し , 産卵 の た め に 
淡水 へ 再び 戻っ て く る 魚 。 こ の 類 に ば サケ 
科 ・ ト ゲッ ウオ 科 ・ ヤ ッ メ ウナ ギ 科 な どの 人 魚類 
が ある 。 

ゾー カシ ュ 増加 種 increaser] 一 般 に 
ある 群落 に 人 為 的 な ファ クタ ー が 加わ っ た と 
き , その 量 が 増加 する 種 。 た と えば 草地 で は , 
採草 や 放牧 条件 下 で 増加 する も の を いう 。 草 
地 に お ける 入 種 や 衰退 種 と の 量 的 関係 を 検 
ALC, 草地 の 状態 診断 に 用 いる 。 

ソー カセ イ 走 化 性 [chemotaxis | 
媒質 中 に 存在 する 特定 の 化学 物質 の 濃度 差 が 
刺激 と な っ て 引 起 され る 走 性 。 た と えば , ゾ 
ウリ ムシ は 食塩 水 に は 負 の 走 化 性 を 示す が , 
薄い 濃度 の 酢酸 に は 引 付け られ る 正 の 走 化 性 
を 示す 。 昆 虫 を は じ め 多 く の 無 硝 槍 動物 に お 
いて , 食物 ・ 異 性 ・ 産 卵 場所 の 発見 な ど 生 活 
上 重要 な 意味 を も っ て いる 。 

ソー カテ キ 相 加 的 [additive] 三 加法 の 

ソー カン 送還 [feedback] ニ フ ィ ー ド 
バッ ク 


siognomie] 植物 ・ 植 物 群 落 の 外形 を 全体 
的 に と ら え る Humboldt 以来 の 見 方 。 

ソー カン カン ケイ 相関 関係 [correlation 
OKorrelation ⑤⑥correlation ] 

ソー カン ケイ スー 相関 係数 [correla- 
tion coefficient, c. of correlation] 

ソー カン テキ グン ラク ク プ ン 相 観 的 群落 
区 分 [physiognomic classification of 
communities Dphysiognomische Klas- 
sifikation der Cesellschaften ] 植物 の 種 
類 に 関係 な く 相 観 に よる 群落 区 分 。 例 : 熱帯 


ソー カン 相 観 [physiognomy OPhy- 


a» 
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多雨 林 ・ 夏 緑 広葉 樹林 ・ サ バン ナ ・ 高 層 湿 原 
な ど と 。 

ゾー キサ ン テ ラ [zooxanthella OZo- 
oxanthelle] サン ゴ や 他 の 腔 腸 動物 の ポ 
リプ の 内 皮 の 細胞 中 に 共生 し て いる 渦 鞭 毛 深 
の 一 種 。 光 条件 が よけれ ば 光合成 を 行う 。 

ゾー キ シン ワ セ イ 腰 器 親和 性 [organo- 
tropy DOrganotropie ®organotro- 
pieme] 病原 性 微生物 や 薬剤 が , HECK 
器 に 親和 性 を も つこ と 。 

ソー キ セ イ 走 気性 [aerotaxis DAero- 
taxis ⑤)aerotactisme] 酸素 が 刺激 源 と な 
る 走 化 性 。 顕微 鏡 下 で , 細菌 が 気泡 や 藻類 ( 光 
合成 で 酸素 を 出す ) の 周辺 に 集 る の は この よい 
例 で ある 。 

ソー キョ クセ ン 双曲線 [hyperbola O 
Hyperbel ⑤hyperbole」 

ソー キョ クメン 双 曲 面 Lhyperboloid 
⑥Hyperboloid ⑤⑥hyperboloide] . 

Yor 側 芽 [lateral bud OSeiten- 
knospe ®pousse laterale] 基 の 側 方 に 
発生 し た 芽 で , ふつう は 葉 膝 か ら 発 生 する 。。 
B¥Ots. RF. CRF 

ソ ク カ ン Ri Lmeasure pole] 

ソ ク ケ イキ 測 径 器 [caliper OTaster 
®compas de calibre] 林木 の 太 さ (直径 ) 
を 測る 道具 。 キ ャ リズ ペー。 輸 尺 。 

ソ ク コ ー キ 測 高 器 [hypsometer ①Ho- 
henmesser ⑤hypsometre] 立木 な どの 
高 さ を 測定 する 器具 。 

ソ ク コ ン 側 根 (lateral root OSeiten- 
wurzel ⑥racine laterale] 側 方 に 広がっ 
て 伸び る 二 次 的 な 根 。 主 根 の 対語 。 

ソ ク ザ イ セイ ブツ 側 在 生物 [parabion] 
造 礁 サン ゴ や その 死骸 塊 の 枝 ・ ひ だ の 間 , 岩 
礁 の 割れ 目 な ど に 入り 込ん で 生活 する 主 と し 
て 小型 の 動物 。 

ソ ク ザ イセ イプ ブツ ゲン シュ ー 側 在 生物 群 
集 [mesobiosis] 表 在 底 生 生物 の うち で , 
岩 な どの 側面 に 生息 し て いる 生物 の 群集 。 側 
生生 物 群 集 。 


Holzmesskunde ⑥dendrometrie] 樹木 
また は 林 分 の 各種 の 量 と その 変化 を 測定 する - 
ck, 樹高 ・ 直 径 ・ 材 積 ・ 成長 量 ・ 樹 齢 な ど 
に つい て 行わ れる 。 

ゾク シュ ケイ スー 属 種 係数 [generic 
coefficient] ある 地域 内 に 見 られ る 種 数 に 
対す る 属 数 の 比 で , 生物 群集 の 多様 性 の 一 つ 
の 指数 と され る 。 

ソノ クジ ョ ー RAK [banch, caespitosa 
OHorst ®motte,touffe] 主 に イネ 科 ・ 
カヤ ツリ グ サ 科 の 草本 で 。 カモ ジグ サ な どの 
よう に 根元 か ら 東 状 に な る 草 型 。 

ソノ クシ ョ セイ 側 所 性 [parapatry] + 
物 の 種 ・ 個 体 群 な ど が 互い に 隣接 し た 地域 に , 
重なり 合わ ず ま た 交配 する こと な く 分 布 し て 
いる こと 。 

ソノ クジ ョ ー ソー ルイ 束 状 草 類 [bunch- 
grass OHorstgras)] 上 向き に 分 枝 し て 東 状 
に な る 草 で , 草 床 を 作る 草 sod-grass と 区 別 
する と き 用 いる 。 バ ンチ グラ ス 。 叢 状 草 類 。 

ソ ク ジ ョ ー ソー ルイ ステ ッ プ 東 状 草 類 
ーー [banehgrass steppe] カモ ジグ サ 属 
の イネ 科 草 本 の よう な 東 状 草本 が 優 占 する ス 
レル 

ソ ク シ ン 測深 [sounding OLotung © 
sondage] 現在 あふ つう に 行わ ん れ て いる 音 
測深 echo-sounding (i, 船底 か ら 発 射 し た 超 
音波 が 海底 で 反射 し て 戻っ て くる 時 間 か ら 水 
深 を 測定 する 。 正確 に は 現場 の 水温 ・ 塩 分 な 
ど に よっ て 超 音 波 の 伝達 速度 を 補正 する 。 魚 
群 探知 機 も 同じ 原理 。 浅い 湖沼 で 畠 鉛 の 付い 
た 縄 や 鋼 線 を 用 いた 水深 測定 GEM) を も 含む 。 

ゾク セイ ショ ク プ ツ REAP [clalespi- 
tose plant) 密 に 葉 を 付け た 短い 茎 や 枝 が 
集 っ て 塊 りや クッ ショ ン 状 を 示す 。 東 状 植物 
も その 一 つ 。 

ソ ク タ イセ キ 側 玲 積 [1ateral moraine] 
=H 

ソ ク ド 速度 [rate] 

ゾク ノ タ ヨー ド シ ス ー 属 の 多様 度 指数 
Lindex of diversity of genus] 特定 の 


ソ ク ジ : ュ 測 樹 [forest mensuration⑥ 地域 に 分 布 す る 1 属 あ た り の 種 数 の 豊か さ を 
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示す 指数 。 

ソ ク ヨ ー キ 測 容 器 [xylometer] 
シロ メー ター 

ソー ゲン SE (grassland Wiese, 
Grasland, Grinland ®prairie] イネ 科 
草本 を 優 占 種 と する 群 系 で , BRA50%UE 
DRE LO, Ribel の 群 系 分 類 の 一 つと し 
て は herbosa と いう 。 草地 は 放牧 ・ 採 草 に 
利用 され て いる 草原 の 農学 的 用 語 で ある 。 草 
原 は Q) 地 域 的 名 称 と し て の プレ イリ ー・ ス テ 
ッ プ ・ ペ パン ペ ・ カ ン ポ な ど , (2) 水 条件 に 関し 
て は 水生 草原 ・ 陸 上 草原 な ど , (③⑬ 草 高 か ら は 
長 草 型 ( 変 茎 草 型 )・ 短 ( 公 ) 草 型 な ど , (⑭ 地 形 
. 的 に は 高山 草原 ・ 山 地 草原 な ど と 区 分 され る 。 
草地 も , 人 工 ・ 自 然 ・ 放 牧 地 ・ 採 草地 な ど と 
区 分 され て 用 いら れる 。 

ソー ゲン キ コ ー 韻 原 気候 [grassland 
climate] Schimper の 用 語 で , 森林 気候 に 
対す る 語 。 ぁ つら 草原 内 で は 高温 で 湿度 高く , 
いわ ゆる 草 い きれ が ある 。 閑 林 気 候 と の 大 き 
な 違い の 一 つ は , 1 日 の うち の 最高 温度 の 現 
れる 時 刻 で , 森林 内 より 草原 内 で 早い 。 

ソー ゲン ゲン ラク 草原 群落 [grassland 
community] 草地 和 群落 。 

ソー ケン シャ ゲン リ 創建 q 者 原理 [foand- 
er principle] 三 先駆 原理 , 先駆 者 効果 

ソー ゲン ステ ッ プ 草原 一 一 [meadow- 
steppe ①DWiesensteppe ⑤steppe-prair- 
ie] ウクライナ の 黒土 帯 で 、 ハネ ガヤ 属 な ど 
の イネ 科 植 物 を 主 と し た 種類 の 多い ステ ッ プ 。 

ソー ゲン セイ タイ ガク 草原 生態 学 
(grassland ecology] 草地 生態 学 。 . 

ソー ゲ シ セイ タイ ケイ 草原 生態 系 
(grassland ecosystem] 草原 内 の 生物 群 
集 と 土壌 ・ 気 象 な ど 非 生物 的 要素 に よっ て 構 
MENTWSRELICA PHAR. 

ソー コー #7 [running] ヒト の ロコ 
tra 

ソコ ウオ - 底魚 (demersal fish, bottom 
f.] 時 々 ある い は ほぼ 常時 海底 に 着座 ・ 埋 没 
LT, 海底 の 近く で 生活 する 魚 。 

ソー コー コク 走向 谷 [strike valley] 


ES 


三 縦 谷 

ソー ゴ サ ヨー 相互 作用 [coaction, inter- 
action  ⑪Cegenseitigkeitsverhaltnis] 
三 生物 相互 作用 

ゾー コー サヨ ー _ 増 勾 作用 [aggrada- 
tion] 河 流 に よる 岩 砕 の 堆積 に よっ て 河床 
の 勾配 を 上 げ る 作用 。 

ソー ゴ サ ヨー コー 相互 作用 項 [inter- 
action term] や 多 要因 の 逆数 式 

ソー ゴ シ ゲ キ 相互 刺激 (mutual stimu- 
lation] 視覚 ・ 別 覚 ・ 触 覚 な ど 感覚 器官 を 
通じ て 個体 どう し が 直接 刺激 を 交換 する こと 。 
環境 の 条件 づけ を 通じ て の 間接 的 な 相互 作用 
(生物 的 条件 づけ ) に 対応 する 。 

ソー ゴー ジョ ー ザ イド ヒ ョ ー 総合 常 在 度 


、 表 (synthesis table, total synthetic t. 


Dgesamtsynthetische Tabelle, gesamte 
Stetigkeitstabelle] 植物 群落 相互 の 関係 
を 示し た 常 在 度 表 。 広 域 的 な 群集 お よび その 
上 級 単位 と の 相互 関係 ネ 示 す た め に 用 いら れ 
る 。 

ソー ゴ シ ン カ 相互 進化 [coevolantion] 
生物 相互 の 問 に 植物 - 植 食 生 物 ・ 被 食 - 捕 食 ・ 
寄生 - 寄 主 ・ 植 物 - 花 粉 媒介 者 な どの 密接 な 関 
係 を も つ 生 物 は 相互 に 関連 し て 進化 する と い 
う 説 (駒井 1963, Ehrlich 1970), 共進 化 ・ 相 互 
海 汰 mutual selection, reciprocal s. は 同義 。 

ソー コー セイ 走 光 性 [phototaxis] 
光 が 刺 激 と な る 走 性 。 光 に 向 ち も の を 正 , 反 
対 方 向 の も の を 負 の 走 光 性 と いう 。(1) 植 物 界 
で は 主として クタ クロロフィル を 有する 遊走 性 の 
も の に 見 られ る 。(2 動 物 界 で は ブウ リム シ の 
よう に だ 光 受 容器 が 分 化し て いな いも の で も 見 
られ る が , ほとん どの 場合 , 眼 か ら 入 っ た 光 
を 介し て 現れ る 。 走 光 性 は 動物 の 行動 の 主要 
な 要素 と な っ て いる が , その 発現 の 機構 は 様 
様 で ある 。 

ソー ゴー テキ セン イ 総合 的 遷移 [ayn- 
dynamic Osyndynamisch ] 

ソー ゴト ー タ 相互 海 汰 [reciprocal se- 
lection, mutual s. Oreziproke Selek- 
tion] 昆虫 - 虫 媒 花 の 場合 に , 比 虫 は 花 の 蜜 
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を 求め る 能力 で 植物 か ら 選 抜 を 受け , TE 
虫 に 目立つ よう に , 色 ・ 香 り ・ 形 状 な ど で 比 
虫 の 選抜 を 受け る 。 こ の よう な 生物 相互 問 に 
作用 する 海 汰 を いう 。 

ソー ゴー ヒ ョ ー 総合 表 [summarized 
_table, synthesis t. DUbersichtstabelle] 
各 群 集 ま た は その 上 級 ・ 下 級 単 位 を 見 や すく 
ー つ の 表 に まとめ た も の 。 

ソー ゴ フ ジョ MAK (mutual aid O 
gegenseitige Hilfe] Kroptkin(1902) は 高 
等 動物 が 相互 兵助 に より 厳し い 自然 条件 を し 
の ぐ こ と を 観察 し て , 生存 競争 が 普遍 的 原理 
- で ある こと を 否定 し た 。 相互 扶助 も 自然 海 汰 
(自然 選択 ) の 一 つの 姿 で ある と 説く 考え も あ 
る 。 

ソー ゴー ユー セン ド 総合 優 占 度 [OArt- 
macbtigkeit] 植物 社会 学 で 用 いら れる 優 
占 度 の 一 種 で , 密度 ・ 被 度 を 用 いて 総合 判定 
を 行い , 種 の 量 的 関係 を 表す の に 使う 。 

ソサ 48% [coarse sand] Of 

ソサ イセ イサ ン リ ツ ARLES [total 
reproduction rate] 再生 産 率 ' 

ソー サイ セイ サン リツ 総 再 生産 率 
{gross reproduction rate] O34## 

ゾー ザン ウン ドー 造山 運動 [orogene- 
sis, orogeny, mountain building © 
Orogenese Morogenése] 山谷 の 起伏 を 作 
る よう な 侵食 作用 を 活発 に させ る 地殻 の 隆起 
運動 。 地 質 構造 の 複雑 化 を 促す 作用 は 造 構造 
運動 orogenic movement と 呼び , 区 別 する 。 

ソシオ ゲ グラム [sociogram] 群れ の 中 で 
の 優劣 な どの 社会 的 関係 を すべ て の 個体 の 間 
に つい て 示し た 表 。 

ソ シ ー ズ [socies] 乱 移 の 途中 相 の 不安 
定 な 群落 に つい て 用 いら れる Clements の 群 
落 区 分 単位 の 一 つ 。 

ソー ジ シ ツ ケイ チ ジ ョ ー シ ョ ク プ ツ 
茎 地 上 植物 [phanerophyta herbacea] 木 
化 の 少な い 地上 茎 と 大 型 の 葉 と か ら 成 る 地上 
植物 phanerophyte。 例 : バシ ョ ウゥ な ど 。 

ソ シ ボ ー リ ツ 粗 死 亡 率 [crade death 
rate) 普通 死亡 率 。 ご 死亡 率 


am 


ソ シ ュ ッ セイ リツ 粗 出 生 率 [crude 
birth rate] 普通 出生 率 。 ご 出生率 

ソー シュ ン / ノ 早春 の [prevernal] 温 
帯 地域 に お ける 季節 の 表示 の 一 つ 。 春 を pre- 
vernal と vernal と に 区 別 する 。 

ソー ジョ ー Bi [bunch] =k 

ソ シ ョ ク hifi (sparse planting] 

ソー ショ ク FB [frost erosion] 

ゾー ショ クキ ョ クセ ン 増殖 曲線 [repro- 
duction curve] 親 世 代 の ある ステ ー ジ の 
密度 を 横 軸 に , 子 世 代 の 同 ス テー ジ の 密度 を 
縦 軸 に プロット し た と き 得 られ る 曲線 を 増殖 
曲線 また は 再生 産 曲線 と いい , 個体 数 変動 の 
ペタ ー ン を 考察 する た め よ く 用 いら れる 。 曲 
線 の 形 に は 種々 の も の が ある が , 大 別 す れ ば 
1) 一 定 の 上 限 値 に 薄 近 す る 飽和 型 sataration 
type と , (2) ピ ー ク を も つ 山 型 mountain t. 2° 
ある 。 親 子 同数 と な る 直線 と この 曲線 の 交点 
が 平衡 密度 equilibrium density で , COAX 
中 心 に 密度 が 変動 する こと に な る 。 理論 的 に 
は ご く 低 密度 の 所 に も う 一 つの 交点 が あっ て , 
それ 以下 の 密度 で は 個体 群 が 絶 滅する と 考え 
られ る 。 Ricker(1954) が 増殖 曲線 を 用 いて 魚 
類 の 個体 数 変動 に つい て 考察 し た と ころ か ら 
Ricker's diagram と も 呼ば れる 。 

ソー ショ ク シコ ー セ イ 草食 嗜好 性 [gra- 
zing preference] 草地 で 放牧 家畜 が 自ら 
草 を 選択 し て 採 食す る 性 質 。 巡 種 ・ 個 体 ・ 季 
人 節 な ど で そ の 嗜好 性 に 差 が ある 。 

ソー ショ クセ イ EME [thigmotaxis 
OThigmotaxis ®thigmotactisme] 接 
触 刺 激 に 対す る 走 性 。 走 固 性 。 

ゾー ショ クタ イ 増殖 体 Lmigrule] 
や 繁殖 器官 ・ 

ソー ショ ク ドー プ ツ 草食 動物 [herbi- 
vore, phytophagous animal, herbivo- 
rous a. DPflanzenfresser Mherbivore ] 
生産 者 で ある 植物 を 食物 と する 動物 , つま り 
一 区 消費 者 を 指す 。 植 物 遺 体 を 食う 腐 生 動物 
を 含む 場合 と , 区 別 す る 場合 と が ある 。 植 食 
動物 。 食性 


ソー ショ ク ドー プ ツ 洒 食 動物 [algi- 
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Yore | 

ゾー ショ クリ ツ 増殖 率 [reproductive 
rate, r. of reproduction] 1 個体 が 残す 
次 世代 の 平均 個体 数 。 し ば し ば 雌 の み に つ い 
て いい , 単位 時 間 あ た り の 子 係数 に 換算 し て 
示す こと も ある 。 ま た 単に ある 世代 と 次 の 世 
代 の 同 ス テー ジ の 個体 数 と の 比 を 意味 する 場 
合 も ある 。 避 個 体 数 増減 指数 純増 殖 率 

ソー ジョ サル ヨー 相 助 作用 [interaction ] 
牛 抗 作 用 の 反対 の 作用 。 植 物 の 養分 の ある も 
の が 増加 し その 吸収 が 増加 する と , それ に 伴 
っ て 他 の 養分 の 吸収 量 も 増加 する こと 。 避 持 
抗 作用 
_ ゾー ショ ー サ ン ゴ 造 礁 一 一 [reef coral, 
r. building c. ORiffkoralle] サン = 確 
を 作る 石 サ ン ゴ 類 で ゾー キサ ン テ ラ BRE 
zooxanthella) を 共生 させ て 成長 速度 が 大 きい 
も の hermatypic coral が 主体 で 、 ほ か に ヒド 
ョ 貝類 ・ 八 放 サ ン ゴ 類 に も ある 。 成 礁 サン ゴ 。 

ソー ジョ ー シン ショ ク 層状 侵食 [sheet 
erosion] 降雨 時 な ど 流 水 に よっ て 地表 の 土 
が 流さ れる 侵食 。 面 状 侵 食 。 ご 土壌 侵食 

ソ シ リ ョ ー fst} [roughage] XBX 
RAE CER SY, 放牧 に 利用 する 牧草 。 

ソー スイ セイ 走 水性 [hydrotaxis O 
Hydrotaxis ®hydrotactisme] 湿度 また 
は 水分 に 対す る 走 性 。 変 形 菌 の 変形 体 や ワラ 
ジム シ ・ ミ ミズ な ど で 見 られ る 。 

ソ セ イ nk [composition OZusam- 
mensetzung] 群落 ・ 群 集 に つい て 用 いる 
場合 は , その 種類 構成 。 ご 群落 表 

ソ セ イ 蘇生 [amabiosis QAnabiose ] 

ソー セイ 走 性 [taxis OTaxis ⑥tac- 
tisme, taxie] 自由 運動 能 を も つ 生 物 が 外 
部 か ら の 刺激 に 反応 し て 運動 を 起 し , この 運 
動 に 方 向 性 が 認め られ る こ と 。⑦ 向 性 

ソー セイ #4 [tussock] 

- ゾー セイ 増生 [hyperplasy, hyperpla- 
sia OHyperplasie Mhyperplasie] 頻繁 
な 細胞 分 裂 が 起り , し か る も 細胞 の 増大 ・ 分 化 
が ほとん ど 起 ら ず に 組織 の 容積 が 増加 する 現 
象 。 


ソー セイ ガタ ソー ゲン 叢 生 型 草原 [tas- 
sock grassland] ニュ ー ジ ー ラ ンド な ど 
の 山間 地 で 叢 生 粗 剛 な イネ 科 草 本 を 主 と し た 
草原 。 

ソ セ イ ゲ ン ラ ク 疎 生 群 落 [open com- 
munity] 植物 が 比較 的 散 生 し て いて , そこ 
に 他 の 植物 が 侵入 し 得る よう な 空間 の 余地 を 
も っ て いる 群落 。 下 開 群落 。 

ソー セイ サン ソ ク ド 総 生 産 速度 [gross 
production rate] 単位 土地 面積 ・ 単 位 時 
間 あ た り の 植物 群落 の 総 光 合成 量 。 総 有機 物 
生産 量 。 

ソー セイ サン ノ コー リツ 総 生産 の 効率 
Lefficiency of gross production] 総 生 
産 と し て 生物 体 に 固定 され た エネ ルギー 量 の 
入射 エネ ルギー 量 に 対す る 比 。 入射 ニ ネル ギ 
ー と し て は , 群落 面 へ の 総 入射 ニ ネ ルギー・ 
光合成 有効 日 射 エ ネル ギー な ど が , また 期間 
と し て は , 生育 期間 あたり ・ 年 あたり の エネ 
ルギー 量 が 使用 され る 。 純 生産 の 効率 

ソー セイ サン リョ ー 総 生産 量 [gross 
production OBruttoproduktion] 一 定 
面積 内 で 一 定時 間 に 生物 に より 合成 また は 同 
化 さ れる 有機 物 の 量 。 純生 産 量 

ソー セイ シ ツ ゲン BERR [grass fen], 
イネ 科 植 物 ・ カ ヤツ リグ サ 科 植物 を 主 と す る © 
湿原 。 例 : ヌ マ ガ ヤ 湿 原 ・ ョ シ 湿原 な ど 。 

ソー セイ シュ RH [twin species, 
sibling s. OZwillingsart] 三 近親 交配 種 , 
=e, 三 同胞 種 . 

ソー セイ シュ ノ ホー ソ ク 双 生 種 の 法則 
Llaw of geminate species] 最も 近 縁 な 
種 は 同一 地域 や 互い に 遠く 離れ た 地域 に は 分 
Met, 両 種 は 近接 し た 地域 に 分 か れ て 分 布 
する 。 こ の 近接 地域 問 に は 何ら か の 障壁 が か あ 
り 両 種 は 分 離さ ん て いる , と いら Jordan の 説 。 
この 考え は 姉妹 種 問 の 関係 で も 認め られ る と 
と が 多い 。 ご 姉妹 竹 

ソ セ イシ ョ クセ イ 疎 生 植生 [open veg- 
etation, sparse v. Doffene Vegetation ] 
三 疎 生 群 落 

ゾー セイ ソー チ 造成 草地 [tame pas- 


ture, sown grassland) 一 牧草 地 
ソー セイ ソー ホン 叢 生 草本 (tussock 
grass] 多く の 茎 が 根元 か ら 叢 生 し て いる 草 。 
南米 パタ ゴ ニ ア ・ ニ ュー ジー ラン ド で は , 大 
型 で 粗 陥 な 叢 生 型 の 草 を タ ソ ッ ク グ ラス と い 
う 固有 の 名 で 呼ぶ 。 っ 
ソー セイ チョ ー リ ョ ー 総 成長 量 [total 
increment] 成長 の 初め から ある 時 期 ま で 
の 成長 量 。 
ソー セツ 相 説 [phase theory] ワタ リ 
バッタ 類 locusts の 多 型 と その 大 発生 と の 関連 
に つい て , Uvarov(1921) が 提唱 し た 説 。 彼 は 
それ まで 別種 と され て いた 7 ア oczszg danica と 
L. zzgrgzor72( ト ノ サ マ ベ バッタ 別 亜 種 ) が 実は 同 
種 の 不安 定 な 多 型 で , 条件 いか ん で 一 方 か ら 
他方 へ 移行 し うる こと , £5 し た 相 の 変換 
phase transformation が 大 発生 ・ 大 移動 と 密 
接 に 関連 し て いる で あろ うら こと を 示唆 し た 。 
この 説 は 1928 年 に は 他 の ワタ リバ ッ タ 類 も 合 
め た 形 革 拡張 され , 大 発生 と の つなが りゃ も よ 
り 詳 細 に 指摘 され た 。 彼 の 説 は 一 部 否定 され 
た 面 も ある が その 大 筋 は 今日 で は 実証 され , 
ワタ リ ベ ッ タ 類 の 個体 群 動態 や 防除 の 研究 に 
BR GSS, OAR 
ソー タイ オー ダン ラク 相対 応 群落 
Lvieariate community Ovikariierende 
Gesellschaft] 大 陸 間 な ど 地 域 的 に 離れ た 
場所 で の 対応 群落 。 相 応 群 落 。 
ソー タイ シ ツ ド 相対 湿度 [relative 
humidity] 測定 時 に 含有 する 水蒸気 張力 の , 
その 温度 に お ける 最大 水蒸気 張力 に 対す る 比 。 
あぁ つら うこ の 比 を 100 倍 し て ペー セン ト で 表す 。 
関係 湿度 。 と 
- ソー タイ ショ ー ド 相対 照度 [relative 
light intensity, percentage illumina- 
tion, p. irradiance) 光 が 群 落 の 同化 系 や 
水 な どの 媒質 中 を 通過 する と き や , 吸収 ・ 反 
射 な ど に より 弱め られ て いく とき, 媒質 内 照 
度 7 の 媒質 外 照 度 に 対す る 比 / ム を いう 。 
I, ん と る 水平 面 で の 測定 値 を 用 いる と き に 
は 水平 相対 照度 horizontal relative light in- 
tensity と いい , 了 の 代り に 記号 ア を 用 いる 。 


相対 照度 に は , 別に 直射 光 に 対 し て 法 面 で 測 
定 し た 値 を 用 いる 場合 や , ある 傾き を も っ た 
葉 の 受け る 相対 照度 を 用 いる 場合 な ど が ある 。 
水中 に 透 入 する 太陽 光 な ど に つい て いう と き 
に は , Zefa REsurface illumination, s. irra- 
diance, incident light intensity に 対す る あ 
る 深 さ で の 照度 の 百分率 を 指す 。 

ソー タイ セイ チョ ー 相対 成長 [allomet- 
ry, relative growth ①Allometrie © 
allométrie] イギリス の 動物 学者 Huxley 
(1932) の 唱え た 成長 の 法則 性 。 生 物 個体 の 任 
意 の 部 分 重 > の 成長 率 は 個体 重 ゅ の 成長 率 に 
比例 し , その 比例 定数 (相対 成長 係数 relative 
growth coefficient) を ん と する と , > と? の 間 
に 2z=Hu" の 関係 が 成立 する 。 妃 は 定数 。 
つま り , 成長 段階 の 違う KO logw~logz 
関係 は 勾配 ん の 直線 と な る 。 こ の 関係 は 二 つ 
の 違っ た 部 分 間 で も 成立 する し , 重 さ の 代り 
に 容積 ・ 面 積 ・ 長 さ な ど を と っ て も 同様 に 成 
立 する 。 避 拡 張 相対 成長 

ソー タイ セイ チョ ー ケイ スー 相対 成長 係 


数 [allometry coefficient, relative 
growth c.] 過 相 対 成長 
ソー タイ セイ チョ ー ホー 相対 成長 法 


[allometry method,relative growth m.] 
生物 の 全体 また は ある 部 分 と 他 の 部 分 と の 間 
の 相対 成長 関係 を 求め ある こと と に よっ て , 同じ し 
条件 下 で 生育 し て いる 同種 の 生物 の 成長 を , 
その 生物 を 痛め な いよ うな か 部 分 の 計測 を 行う 
こと に よっ て , 他 の 部 分 また は 全体 の 成長 を 
追跡 し て いく 方 法 。 
ソー タイ ヒド 相対 被 度 [relative cover, 

coverage dominance] 和 群落 の 全 構成 種 が 
占め る 被 度合 計 に 対す る ある 種 の 被 度 の 百 分 
率 で 示す 。 

- ソー タイ ヒン ド 相対 頻度 [relative fre- 
quency] 全 構 成 種 の 頻度 合計 に 対す る ある 
種 の 頻度 の 割合 ()。 


ソー タイ プン サン 相対 分 散 [relative 
variance] 忌 分 散 係数 
ソー タイ ミツ ド 相対 密度 [relative 


density] ① 全 構成 種 の 総 個体 数 に 対す る あ 
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る 種 の 個体 数 の 割合 ( 少 )。 Set tala 
の 多少 の 相対 的 尺度 絶対 密度 の 対語 。 と 
に 植物 群落 で よく 用 いら れる 。 Cake, 
OBE 

ソー タイ ユー セン ド 相対 優 占 度 [rela- 
tive importance, r. dominance] 群落 
内 に お ける 植物 の 優 占 度 を , 相対 密度 ・ 相 対 
頻度 ・ 相 対 被 度 な ど 相 対 値 に よっ て 判定 する 
場合 に 用 いる 。 Be > BE: REDS OF 
対 値 の 和 で 表し た も の を HAE importance 
value( 最 高 300) と いう 。 ま た 二 つ 以 上 の 測度 
の 比 数 の 和 を 測度 の 数 で 割っ た も の を 積算 優 
占 度 SDR: summed dominance ratio( 最 高 100) 
pe Si 

ソー チ 草地 [grassland] =sR 

ソー チカ イリ ョ ー 草地 改良 [grassland 
improvement] 草地 の 改良 に は , 量 的 ・ 質 
的 な 改良 面 が ある 。 草 の 生産 量 を 増す こと と , 
飼料 価 の 高い 草 種 を 選評 こと で ある 。 具 体 的 
に は 施肥 ・ 準 水 ・ 排 水 ・ 有 害 動植物 の 除去 ・ 
良質 の 章 種 の 播 依 な ど が 行わ れ て いる 。 

ソー チ ガ ク 草地 学 [agrostology] 草 
地 の 人 造成 ・ 管 理 お よび 利用 に 関す る 学問 分 野 。 

ソー チカ ン リ 草地 管理 [grassland 
management] 草地 の 実態 調査 を も と に , 
草地 の 利用 時 期 ・ 回 数 ・ 家 畜 の 動静 ・ 施 設 な 
ど に 留意 し て 草地 状態 を 良好 に 維持 する こと 。 

ソー チ シ ヒ ョ ー ショ ク プ ツ 草地 指標 植 
物 (grassland indicator] 三牧 野 指標 植物 

ソー チ セ イ 走 地 性 [geotaxis OGeo- 


taxis Mgéotactisme] 重力 刺激 に 対す る 走 


性 。 

ソー チ セ イ ショ ク プ ツ 草地 生 植 物 [poo- 
pbyte] Clements ら が 適 潤 生 植 物 を 三 者 に 
分 けた と き の 一 つ 。 ツ 人 里 植物 , 字 木 本 植物 
_。 ソー チ ゾ ー セ イ 草地 造成 [pastare es- 
tablishment | 

ソ デ ゲ グン ラク 一 一 群落 Lsleeve com- 
munity ⑪Saumgesellschaft] 森林 が 裸 
地 ・ 水 面 な どの 開放 景観 と 接する と き , 森林 
の 周辺 を 取 囲 む 低木 ・ つ る 植物 な ど に よる マ 
ント 群落 の 外縁 を みち どる 草本 群落 。 ヤ ブ ジ 


ラミ ・ ヤ エム グラ な どか とら 構成 され る 植物 群 
落 で , 森林 保護 の 役割 も 果す と 考え られ る 。 
ソー ドー 相同 [homology] ご 分岐 
ソー ネツ セイ eRe いう ト 、 (⑤) 
Thermotaxis ®thermotactisme] 温度 
の 差 を 刺激 と する 走 性 。 変形 菌 の 移動 や 吸 面 

尼 虫 な どの 熱線 に 対す る 移動 な ど が ある 。 
ソー ハツ テキ シン カ 創発 的 進化 [emer- 
gent evolution ①D)auftauchende Evolu- 
tion ®évolution emergente] Morgan 
(1922) の 造語 。 個 々 の も の の 結合 に よっ て 新 
し い 状 態 ・ 性 質 が 飛躍 的 に 表れ る こと と (た と 
えば 水素 と 酸素 の 結合 で 水 が で きる ) を も と に し 
て 物質 か ら 生物 へ , 下 等 か ら 高等 な 生物 へ の 
進化 を 説明 し よう と する 考え 方 。 フ ラン ス の 
哲学 者 Bergson の 唱え た 創造 的 進化 creative 
evolution ®évolution creatrice (i < FiO 
も の で , 生命 は 一 種 の 生命 力 ⑥elan vital に 
よっ て 連続 的 に 遺伝 と 累積 を 続け て 新しい 種 
を 創造 する と する 新 ラ マル ク 主 義 的 な 説 。 
ソー ヒ セイ タイ ケイ 藻 被 生態 系 [algal 
mat ecosystem ] と く 人 温泉 な ど で 藍藻 類 
が 繁殖 し て 形成 する 厚い WHERE Ce \ る 
群集 の 生態 系 。 

ソ ヒ ョ ー 素 表 [rough Ak) 
table ORohtabelle] 植生 調査 資料 を ま と 
め た 表 。 素 群 落 表 roughcommunity table と 
も いう 。 組成 表 作製 作業 の 第 一 段階 。 現 地 で 
調査 きれ た 植生 調査 地域 を ま と hee 
BR. CHER 

ザー モ ョ ー 
イス 

ソフ ショ ク 粗 腐植 [mmor, raw humus 
ORohhumus Mhumus brut] 半分 解 の 
まま 地表 に 堆積 する 腐植 で , 堆積 腐植 の 主 成 
分 で ある 。 モル 型 の 腐植 を 生成 する 場合 に は 
粗 腐植 の 量 が 多く な る 。 ニモ ル 

ソー フー セイ 走 風 性 [anemotaxis O 
Anemotaxis ⑤anemotaetismme] 風 に 対 
し て 生物 の と る 定位 反応 。 風 上 に 向っ て 飛ぶ 
チョ ウ ・ へ ハチ 等 の 昆虫 に み ら れ る 。 . 

ソー ベツ 層 別 (stratification) 調査 し 


x (pack ice] パッ クア 


よう と し て いる 生物 の 集団 (KH) KISS 
く 均質 な いく つか の 地域 に 分 ける こと 。 一 般 
に 調査 区 と し て ひと まとめ の 調査 を 行う 対象 
と な る の は この 層 別 され た 各々 の 区 域 で ある 。 
ソー ベツ カリ トリ ホー 層 別 刈取 り 法 
(stratified clip technique] 群落 の 生産 
構造 を みる た め の テ クニ ッ ク で , 一 定 の 高 さ 
ご と だ 群落 を 同化 部 分 ( 葉 ) と 非 同 化 部 分 ( 茎 ・ 
枝 ・ 花 穂 な ど ) に 分 け て 刈取 る 方 法 。 門 司 ・ 佐 
伯 (1953) に より 開発 され た 。 ぁ つう 種類 別に 
行わ れ , 同時 に 茎 本 数 ・ 相 対照 度 な ど ゃ 測定 
され る 。 

ソー ベツ チュ ーシュ ツ 層 別 抽出 [stra- 
tified sampling] 母 集団 が か な り 異 質 任 
の 高い も の で ある 場合 に は , まず これ を 内 部 
で は な る べく 等 質 な いく つか の 部 分 集団 す な 
わ ち 層 stratum に 分 け , 各層 か ら 別 々 に 抽出 
を 行う ほう が 効率 が よい 。 母 集団 を 層 に 分 け 
る こと を 層 別 化 stratification と いう 。 層 別 化 
を 行 う に は , 調査 対象 と な る 変量 (た と ぇ ば 密 
度 ) と 相関 の 高い 補助 変量 (た と えば 植物 の 繁茂 
度 ) VBS. 植物 群落 の 層 別 化 は ぁ つ 5 AB 
に よっ で 租 2。 1) 

ソー ヘン イ 相 変 異 [phase variation, 
p- polymorphism] HRMOPCILBA 
中 の 個体 間 の 相互 作用 の 程度 に 応じ て 生理 ・ 
行動 や 形態 ・ 色 彩 の 著しく 異な る タイ プ が 出 
現す る る の が あり , 相 変 異 と 呼ば れる 。 ワ タ 
リズ ベッ タ 類 locusts や ヨ ト ウ ガ 類 armyworms 
に つい て よく 研究 され て お り , EME CIM 
独 生活 に 適し た 定住 的 な タイ ブ , 高密 度 で は 
群 移 動 に 適し た 集合 性 の 高い タイ プ が 出現 す 
る 。 中 間 的 条件 で は 中 間 型 が 出現 する 連続 的 
4 continuous polymorphism で ある 。 こ みみ 
あい 程度 に 応じ た 定 往 型 ・ 移 住 型 の 分 化 と い 
う 点 で は アブ ラム ン の 胎生 雌 虫 の 無期 型 ・ 有 
ME, DY ARORMM - MMM UO mm 
多 型 wing polymorphism も 共通 性 を も ち , 広 
義 の 相 変 異 に 含め られ る こと が 多い 。 OBF 
相 , ORE, -WBH 

ソ ホ ー ボ ク ite Crough grazing] 
英国 の 山地 ・ 丘 陵 地 で 多い 放牧 。 放牧 地 と し 
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て 利用 し て いる が 林地 に 戻り つつ ある よう な 
低い 牧 養 力 の 草地 の 放牧 で , 人 工 草地 の それ 
に 対し て いう 5。 か 

ソ ホ ー ホ ー ボ クチ 粗 放 放 牧 地 [exten- 
sive pasture] 比較 的 に 乾燥 し た 地 帯 で 開 
けた 草地 や 低木 が 混 生 し て いる 草地 の よう に 。, 
粗 放 な 管理 下 に ある 放牧 地 。 湿 潤 地 の 集約 放 
牧 地 に 対す る 語 。 

ソー ホン サバ ン ナ BA— [grass 'ea- 
vanna] 乾 生 サ バンナ で 東 状 の イネ 科 植 物 
が 散 生 する も の 。 年 間 を 通し て 降水 量 の 少な 
い 熱 帯 ・ 亜 熱帯 の 砂漠 に 接し た 乾 生 荒 原 の 相 
観 を 主 と し た 群 系 的 呼称 。 

ソー ホン シ ツ ゲン 
moor] 三 草 生 湿原 

ソー ホン ショ クセ イ 草本 植生 [herba- 
ceous vegetation Okrautige Vegeta- 
tion] 乾燥 ・ 多 湿 ・ 低 温 , 極端 な 人 為 的 な 
干渉 な ど に よっ て 木 本 植物 が 発達 し な いで , 
草本 植物 を 主 と した 植生 。 ス スキ 草原 ・ 畑 地 
雑草 群落 ・ オ オバ ュ 群 落 ・ ョ シ 群 落 な どの 総 
称 。 

ソー ホン ショ ク プ ツ BAM [herb O 
Kraut ®herbe] 広葉 草本 類 , ある い は 広 
く 草 類 の 意味 に 用 いる 。 

ソー ホン ソー BAB [field stratum, 
herbaceous s., h. layer, field 1., herb 1. 
OKrautschicht étage herbacé] あつ 
5 1~1. Sm 以下 の 草本 を 主 と す る 層 を い 2 。 

ソー ホン ツン ドラ 草本 一 一 [grass tun- 
dra] 極地 の 永久 凍土 地帯 に 接し て 広く 見 ら 
れる 地 衣 類 ・ ュ ヶ 類 を 主 と し た ツン ドラ に , 
低 生 の イネ 科 草 本 植物 や スゲ 類 の 散 生 し て い 
る も の 。 

ソー ホン ヒー ス 草本 一 一 [grass heath 
OGrasheide] イネ 科 植 物 を 主 と す る 乾 生 
DA Fs 

ソ ミ ツ ド %888-[erude density] 調 
査 地域 を 通じ て の 単位 面積 (ある い は 体積 ) あ 
た り の 平均 個体 数 また は 平均 生体 量 biomass。 
これ に 対し て 実際 に その 生物 が 生息 する 部 分 
の み を 考慮 し て 算出 し た 密度 を 生態 密度 eco- 


草本 湿原 [grass 
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logical density と いう と と が ある 。Elton(1927) 
の 最低 密度 lowest d. と 経済 密度 economie d. 
に 対応 する も の で あろ う 。 

ゾー ラン スー WINK (fecundity) 雌 
あたり 増殖 能力 の こと で , 1 雌 が 生産 する 卵 
の 総数 。 こ とれ に 対 し て 1 雌 が 産ん だ 受精 卵 数 
(産卵 数 ) や 産 仔 数 は fertility と いう 。 

ソー リキ ョ ー セ イ 相 利 共生 , MAKE 
Csymbiosis, mutualism DSymbiose ® 
symbiose] $4210 L > CRAMAIBLET 
いる よう な 異種 の 個体 に よる 共同 生活 。 共 利 
共生 。 異 種 の 個体 が いずれ も る 動物 で ある 場合 
zoosymbiosis, 動物 と 植物 の 場合 zoophyto- 
symbiosis, いずれ も 植物 で ある 場合 phyto- 
symbiosis な ど が ある 。 symbiosis は 単に 共 
生 , すなわち も 異種 個体 の 共同 生活 一 般 を 意味 
し , 更に 寄生 も それ に 含め て いわ れる こと も 
あり , ある い は 逆 に 生理 的 な 関係 で 結び 付い 
て いる よう な 共同 生活 に 限定 し て 意味 され る 
こと も ある な ど , 多義 に 用 いら れ て いる 。 とこ 
れ に 対 し て , 一 方 の み が 利 益 を 得る 場合 を 片 
利 共生 commensalism と いう 。 イ ソ ギ ンチ ャ 
ク を 隠れ 家 と する クマ ノミ と , クマ ノミ が 食 
い 散 らし た 食物 を 食べ る イツ ギン チャ ク の 関 
係 は 相 利 共生 の 例 で ある 。 狭 い 意味 の 共生 ば 
か り で な く , 相 利 的 な も の を すべ て 含め て 相 
利 作 用 mutualism と いう 。 ORARE 


ソー リサ ヨー 相 利 作用 [matnalism ] 
> BAe 
ソリ タリ ー [solitary male, lone m.] 


① 集 団 を 作ら ず , 単独 で 生活 する 動物 。② ヒ 
トリ ザル の こと 。 ヒト リザ ル 

ソリ フラ クシ ョ ン ([solifluction OSoli- 
fluktion ⑥solifluxion] 土 中 に 含ま れる 
水 の 氷結 と 融解 の 繰返し に よっ て , REEMA 
面 を ゆっ くり と 移動 する 現象 。 流 土 。 「 

ソリ ュー ジョ ー ノ 粗 粒 状 の [coarse- 
grained | 

ソー リュ ー セ イ 走 流 性 [rheotaxis] 水 
流 が 刺激 と な っ て 起 る 走 性 。 川 魚 が よ く 川 上 
に 頭 を 向け て いる の は この 例 で ある 。 

ソリ ン eH [open forest] 立木 密度 が 


低く , 林 冠 が 閉鎖 し な い 森 林 。 

ゾー リン 造林 (reforestation, affor- 
estation, planting | 

ソー ルイ ガク Bes (phycology, algo- 
logy DAlgologie ] 

ソー ルイ シス ー 草 類 指数 [agrostologi- 
cal index] ある 地域 の イネ 科 の 種 ( ヌ カポ ・ 
ウシ ノ ケ グ サ ・ ト ダシ バ ・ キ ビ ・ ス ズ メ ガヤ な ど ) 
に 属す る 種 数 の 割合 。 こ れ を 基準 表 と 比較 し 
て , 牧草 栽培 の た め の 植 物 気候 を 判定 する 。 

ソロ アー ズ [sorores] 三 生理 種 

レレ < [soloth ⑥Solod ®soloth] 
ツウ ソー ロ チ 土 

ソロ チ 
ウソ ー ロ チ 土 

ソー ロ チ カ サヨ ー 一 一 化 作用 [solodi- 
zation] 大 陸 の ステ ッ プ 気候 帯 の 排水 不良 
地 に ある ソロ ネッ ツ 土 の 排水 状態 が , 何ら か 
の 原因 で 洗浄 型 に な っ た と きた 起 る 一 種 の 脱 
塩化 作用 。 塩 基 類 ・ 鉄 ・ ア ルミ ナ な ど が 表層 
か ら 洗 脱 さ れ て ツー ロ チ 土 を 生成 する 。 

ソー ロ チ ド 一 一 土 [soloth, soloti, so- 
lod, degraded alkali soil ⑥Solod ® 
soloth] YR», YOR LAE LT 
生成 し た 成 帯 内 性 土壌 。 表 層 は 酸性 を 示し , 
下層 に 暗色 の 集積 悦 を も つも の 。 ス テッ プ 気 
候 の 排水 不良 地 に 分 布 す る 。 ツ ロス ・ ツ ロジ ・ 
Yay: Yin, 

ソロ ド [solod ⑥Solod ®solod] マソ 
ー ロ チ 土 

ソロ ネッ ツ [solonetz, black alkali 
soil DSolonetz ®solonetz] アル カリ 土 
壌 の 一 種 で 。 ソロ ンチ ャ ク の 表層 の ナド リウ . 
ム 塩 が 洗 脱 さ れ て 下層 に 炭酸 塩 と し て 集積 し 
た も の 。 BETAAI+, OMMELS 

ソロ ネッ ツカサ ヨー 一 一 化 作用 [solo- 
nization] 大 陸 の ステ ッ プ 気候 帯 の 排水 不 
良 地 に ある ソロ ンチ ャ ク 土 の 排水 状態 が , 地 
下水 位 の 低下 な ど で や や 良好 に な っ だ と き に 
起 る 弱い 脱 塩化 作用 で , ソロ ネッ ツ 土 を 生成 
する 。 ツ や ソロ ネッ ツ 

ソロ ンチ ャ ク [solonchak, white alkali 


[soloti OSolodi ⑧⑤solodi] 


soil MSolontschak で solonchak] アル 
_ カリ 土壌 の 一 種 で , RACABORRE LO 

楽 か い 無 構造 の 土壌 。 白 色 ア ルカ リ 土 。 

ソン スウ ェ イ ト ノ キオ ンコ ー リ ツ 一 一 の 
気温 効率 [TIhornthwaite's temperature 
efficiency] 毎月 の 平均 気温 7 と 平均 蒸発 
量 末 と の 比 を 算出 した, その 1 年 中 の 総和 を 
7ー 指 数 と いい , この 値 が 植物 分 布 や 気候 区 
分 に 密接 関係 が ある と する こと 。 

ソン スウ ェ イ ト ノ コー スイ コー リツ 一 一 
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の 降水 効率 [Thornthwaite's precipita- 
tion efficiency] 年 降水 量 ア と 年 蒸発 量 所 
と の 比 を ど - ぢ 係数 と いい , 植物 分 布 や 気候 区 
分 に 関係 する と いら うこ と 。 

ソン スウ ェ イ トノ スイ プン シュ ー シ ズ 
ーー の 水分 収支 図 [Thornthwaite's water 
balance diagram] 降水 量 と 最大 蒸発 散 量 
と を 組合 せ て , 土壌 水分 収支 を 計算 し た 図表 。 
月 単位 で 表示 し , 季節 的 な 水不足 や 余剰 水 の 
動向 を 検討 する の に 用 いら れる 。 
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タイ アル コー ル セ イ ノ 面 一 一 性 の [al- 
cohol-fast] アル ュー ル に より 脱色 され 難 
い 人 性 質 。 

ダイ イチ ジ ニク ショ ク ドー プ ツ 第 一 次 
肉食 動物 (primary carnivore) 生物 を 生 
態 系 の 栄養 段階 ご と に 類別 し た 場合 , 草食 動 
物 を 食う 肉食 動物 と し て まとめ られ る も の 。 
第 二 次 消費 者 。 第 二 次 肉食 動物 

ダイ イチ ヨー イン 第 一 要因 Laltimate 
factor] 最大 要因 。 あ る 現象 に 多数 の 要因 
. が 関 后 し て いる と き , その 現象 の 本 質 に 最も 
強く 作用 し て いる 要因 の こと 。 第 一 要因 は た 
と えば 植物 の 分 布 の 場合 の 温度 と 乾湿 度 の ょ 
うに 複数 の こと も ある 。 因子 分 析 で は first 
factor と いう 。 

タイ イン セイ 面 陰性 [shade tolerance 
OSchattentoleranz ®tolérane de l’om- 
bre] 植物 が 弱 光 の も と で も 生育 で きる 人 性 質 。 

タイ イン セイ ジュ シュ 耐 陰性 樹種 
[shade-bearimg tree ①DSchattenholz 」] 
陽 地 で よい 生育 を 示す が 耐 陰性 が 強く , 森林 
の 林 床 で も 枯死 する こと な く ゆ っ くり と 成長 
する 樹種 。 森 守 を 作る 陰 樹 は すべ て これ に 属 
する が , 芽生 え ・ 幼 苗 時 は むせ し ろ 陰 地 植 物 的 
で , 裸 地 で は 発芽 ・ 生 育 で き な い も の が 多い 。 

タイ イン セイ ショ ク プ ツ 耐 陰性 植物 
[shade-enduring plant ⑪⑩Schattenpf- 
lanze] 陽 地 で よい 生育 を 示す が , 耐 陰性 が 
強く , 弱 光 下 で も 生育 で きる 植物 。 

タイ オー ゲン ラク 対応 群落 Lvicarious 
community  ①yikarierende Cesell- 
schaft] 大 陸 間 な ど 地 域 的 に 離れ た 場所 で 
の 対応 群落 。 姉 妹 種 vicarious species と 同様 
に 群落 の vicarism CHA, 

タイ オー シュ AWE [vicarious spe- 
cies OVikariante] 姉妹 種 。 生育 地 が 地 
理 的 に 別 (隣接 し て も 重 な ら な い ) な の に, 分類 
上 非常 に 関連 の ある 生物 種 。 ウ ヴィ カリ ズム 

タイ オー プン プイ キ 対応 分 布 城 [Vica- 


.Lpyrophyte] 


rious area @vikarierendes Areal] 
FURROW HABEAS CBRE LC RGB 7c 
分 布 城 を 示す と き , その 両者 の 分 布 城 を いう 。 

タイ オン im [body temperature] 
Ot ト で は 体 表 面 の 皮膚 温 は 体内 に 比べ て 一 
般 に 低く か つ 変動 が 大 きい 。 皮下 組織 で は 表 
面 か ら 1 cm ぐら い は 急激 に 上 昇 し , 次 の 0.5 
cm で は 0.10.15*C 下 降 し , その 下 で は 再び 
上 昇 す る の が ぁ ふつ う で ある 。 と ヒト を 含む 便 温 
動物 で は , 外界 の 温度 変化 に 対 し て 体温 を 一 
定 に 保つ 能力 が か ある が , それ は 内 部 体温 の こ 
と で ある 。⑨ 植 物 で も 葉 温 な ど で 体 温 と し て 
の 扱い が な され る 。 | 

44h 退化 [degeneration, retrogres- 
sion ORiickbildung ⑤degeneration] 
個体 発生 また は 系 統 発 生 の 過程 で 形態 の 退行 
的 変化 を いう 。 上 退 行 的 進化 

タイ ガ [taiga OTaiga ⑤⑥taiga] シベ リ 
7 の 内 陸 部 に 発達 する Picea obovata, Abies 
sibirica, A. holophylla, Larix dahurica な 
どの 針葉樹 の 大 森林 。 地 下 に 永久 凍土 悦 を も 
つこ と も ある 。 P 

タイ カセ イ ショ ク プ ツ 耐火 性 植物 
山 火 事 な ど の 火 に 対す る 特 
殊 な 耐性 ( ュ ル ク 質 の 厚い 樹 肥 な どの た め ) を 備 
えた 植物 。 

タイ ガタ イ 一 一 帯 [taiga zone] シベ 
リヤ 地方 に 発達 する 針葉樹 の 大 森林 帯 。 

タイ カン サク モツ 耐寒 作物 [hardy 
crop) 穴 冷 地 で 栽培 で きる 耐寒 性 の 強い 作 
物 で , 本 来 厨 寒 性 の ある も の と 品種 改良 に よ 
る も の と が ある 。 

タイ カン セイ 面 乾性 .Ldrought resis- 
tance, dry bardiness, drought h. © 
Diirreresistenz ®resistance a sec] %% 
燥 条件 に 耐え て 生活 を 維持 する 生物 の 性 質 。 
"タイ カン セイ 耐寒 性 [frost hardiness, 
f. resistance, cold r. QKaAlteresistenz, 
Frostharte, Frostresistenz résistance 
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afroid] 低温 に 耐え る 人 性質 。 

タイ カン セイ ドジ ョ ー 壮 間 性 土壌 Lin- 
trazonal soil ①imntrazonaler Boden] 
気候 ・ 植 生 の 影響 以上 に 地形 ・ 母 材 な ど 局 所 
的 な 因子 の 影響 が 大 きく 土壌 発達 に 反映 し た 
土壌 型 。 例 : ソ ロ ネ ッ ツ ・ レ ンチ ナ ・ 泥 炭 土 
な ど 。 ツ ソロ ネッ ツ , ORRL, OLL-Ft 

タイ カン セイ ノ 耐 乾性 の [xerophi- 
lous] O#4 

タイ キオ セン 大 気 汚染 [air pollution 
OLuftverunreinigung] 亜硫酸 ガス ・ 
室 素 化合 物 ・ 浮 遊 粉 共 な ど 主 と し て 工場 廃棄 
物 ・ 自 動車 排気 が ス な どの 人 間 活 動 に よる 空 
気 の 汚れ を 総称 し て いう 。 

タイ キケン ARB [atmosphere O 
Atmosphiare ®atmosphére | 
- ダイ キ コ ー 大 気候 [macroclimate] 気 


- 候 の オー ダー を , 大 気候 ・ 中 気候 (局所 気 侯 ) ・ 


小 気 候 ( 微 気 侯 ) に 分 ける と き の 一 番 上 の レベ 
ル の 気候 。 生 物 レ ベル で は 群 系 (時 に 群集 ) が 
大 気候 に 対応 する 。 

ダイ キ ボ ノ ヨー イン 
[large-scale factor] 

タイ キュ ー ヒ AE [compost and 
barnyard manure] 一 堆肥 

タイ コー セン イ 退行 遷移 [retrogres- 
sive succession] 進行 遷移 の 逆 の 方 向 の 乱 
移 。 樹 林 が 草原 へ 移行 する と か , 高 茎 草 の 草 
地 か ら 短 茎 草 の 草 地 へ 移行 する と か な ど が 例 
と な る 。 

タイ コー テキ 退行 的 Lretrogressive] 

タイ コー テキ シン カ 退行 的 進化 [re- 


gressive evolution, retrogressive e. 


大 規模 の 要因 


⑥regressive Evolution ®évolution re- 
gressive] 系 統 発生 の 過程 で 退化 が 認め ら 
れ た 場合 の 進化 。 退 化 に 適応 的 価値 が 認め ら 
れ た 場合 に 限定 し て 使用 する こと が 多い 。 
退化 

タイ コー リン 退行 林 [degraded forest] 
森林 が 人 為 な どの 影響 に より , 樹高 ・ 現 存 量 
な どの 低い 森林 に 変っ た も の 。 た と えば モン 
スー ン 林 を 繰返し 伐採 する と 土壌 有機 物 を 急 


で 


速 に 失い , サバ ベン ナ 林 に 変化 する 。 こ の よう 
な サ ズ バン ナ 林 を モン スー ン 林 の 退行 林 と いう 。 

ダイ サン カイ 大 山塊 Lmassif OMassiv 
®massif ] 

ダイ サン キ B= [Tertiary period 
OTertiar(-Periode) ⑤⑥(periode) terii- 
aire] 白亜 紀 に 続く 約 7500 万 年 間 を 指す 。 
この 紀 は , 古 第 三 紀 Paleogene と 新 第 三 紀 
Neogene に 分 か れ , それ ぞ れ が 暁 新 ・ 始 新 ・ 
滞 新 お よび 中 新 ・ 鮮 新 の 各 世 に 細分 され る 。 
この 紀 に 入る と 生物 地理 区 の 分 化 が 著しく , . 
進化 速度 の 大 きい 路 乳 類 ・ 有 孔 虫 類 は 時 代 の 
詳し い 決定 や 区 分 に 用 いら れる 。 和 被子 植物 も 
SEL, 気候 変化 を よく 記録 し て いる 。 ア ル 
プス ・ ヒ マラ ヤ な どの 大 山脈 は この 時 代 の 造 
山 運動 に よっ て 成立 し た 。 選 第 四 紀 

タイ サン セイ ノ 耐酸 性 の [aciduric, 
acid-tolerant] 強酸 性 に 抵抗 性 の ある , あ 
る い は 強酸 性 環境 下 で 生育 し 得る , の 意 。 

ダイ シキ BM (Quaternary period 
OQuartar(-Periode) @®quaternaire] 
新生 代 最 後 の 約 200 万 年 間 を 指す 。 氷河 時 代 
(寒冷 時 代 ) と 問 氷 期 時 代 と の 数 回 の 繰 返 し の 
著しい 時 代 で , 完 新 世 (沖積 世 ) も 一 間 水 期 と 
みな すこ と も で きる 。 気候 の 寒 瞬 の 変化 と と 
も に 海 進 ・ 海 退 の 変化 も 著しく , これ ら に 伴 
っ て 生物 の 新 成 ・ 絶 滅 ・ 移 動 が 各地 に み ら れ 
た 。 人 類 の 発展 時 代 で も ある 。 史 第 三 紀 

ダイ シキ ショ ク プ ツジ ダイ 第 四 紀 植物 
代 [homostatic period] 第 四 紀 の 植物 
は 第 三 紀 末 に 成立 し た 植物 群 に 起 原 を も っ て 
繁茂 し た も の で ある , と いう 見 地 か ら 作ら れ 
た 用 語 で , 第 四 紀 に ほぼ 等 し い 。 

ダイ シマ ガタ ショ ク プ ツゲ グン 人 台 島 型 植 物 
群 [Daishimma geoflora ] 中 新 世 中 期 の 化 
石 植物 群 で 秋田 県 男鹿 半島 の 台 鳥 果 層 を タイ 
プ と する 。 懇 帯 ・ 重 熱 帯 性 の 常緑 広葉 樹 が 多 
V+, Cunninghamia* Smilax + Myrica + Car- 
ya Betula+Carpinus: Fagus*Quercus:+ Litho- 
carpus: Liquidambar 7p YRGA, BLAH 
植物 群 に 続く 温暖 期 の も の 。 OBC AW 

タイ シャ 代謝 [metabolism] 428% 
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的 に は 動物 の 生理 活性 を いう 。 ふ つう 呼吸 量 
まだ た は カロ リー 量 で 表現 され る 。 物 質 代謝 。 
動物 が いっ さい の 筋肉 活動 を 停止 し た 状態 の 
と き の 基 礎 代 謝 basic metabolism, 運動 せ ず 
に 体位 を 保持 し て いる と き の 標 準 代謝 stan- 
dard m., 活動 時 の 活動 代謝 active m. に 分 け 
られ る 。 基礎 代 謝 は また 生理 維持 代謝 と も 呼 
ば ぱ ば れる 。 

タイ シャ カイ テン 代謝 回 転 [turn over 
OWechsel] 生物 体内 の 特定 の 場所 で , 物 
質 の 総量 は 一 定 で あり な が ら 合 成 ・ 分 解 ・ 移 
動 に より その 物質 自体 は 絶え ず 更 新 さ れ て い 
る と き , この 現象 を その 物質 の 代謝 回 転 と い 
2。 タ ー ン オー ペー。 

タイ シャ シュ ー サ ンプ ツ 代謝 終 産物 
[metabolic product, excretory sub- 


stance] 動物 の 物質 代謝 の 結果 生じ る 不用 


産物 で , 主 に 含 室 素 化合 物 の 分 解 に 由来 する 。 


一 般 的 に は 尿 と し て 体外 に 排出 され る 。 代謝 
排出 。 尿 の 主 成分 は , 水生 無 硝 椎 動物 は アン 
モニ ア 体 , 鳥類 ・ 利 虫 類 ・ 硬 骨 魚 類 ・ 昆 虫 類 
CITB, "BFUR - HEROMEA - KER 
CLR CH る 。 代謝 終 産物 量 と し て は 略号 
び を 用 いる が , Bare CAA LBEM DL > 
離し が た いも の で は FU と し て 表 さ れる 。 
タイ シャ スイ 代謝 水 [metabolic 


water] 生物 が 外界 か ら 摂取 する 水 で は な く , 


食物 中 の 有機 物 の 化学 的 分 解 に よっ て 体内 に 
生じ る 水 。 砂 漠 な ど 乾 燥 地 の 動 物 は , 生存 の 
た め の 水 と し て これ を 有効 に 利用 する 能力 を 
も っ て いる 。 

タイ シャ ソ ク ド 代謝 速度 [metabolic 
rate] 酸素 消費 量 を カロ リー 値 で 表し た も 
の 。 代謝 量 。 代謝 

タイ シャ ハイ シュ ツ 代謝 排出 [meta- 
bolic product, excretory substance] 
三代 謝 終 産物 

タイ ジュ ー 体重 [body weight] 1 個 
体 の 生物 の 重 さ 。 湿 重 ・ 乾 重 ・ 除 灰分 重 ・ 肉 
重 な ど が ある 。 個体 重量 。 

タイ ジョ ー ク プン BRED (zonation 
OVegetationszonation] 三成 帯 構造 


タイ ジョ ー サ ク HARE (strip crop- 
ping] 風 ・ 水 に よる 侵食 を 避け る 目的 で 作 
物 を 淀 状 に 耕作 する 方 法 。 

タイ ジョ ー ショク セイ BRB (onal 
vegetation @zonale Vegetation] % 
爆 ・ 気 温 ・ 土 壌 な どの 立地 条件 の 違い に 応じ 
て 帯状 に 分布 し て いる 植生 。 

ダイ ショ ー ショク セイ 代償 植生 [snb- 
stitutional vegetation ⑥Freatzgesell- 
schaft] 人 間 の 影響 に よっ て , 立地 本 来 の 
自然 植生 が 様々 な 人 為 植 生 に 置き 代 っ た も の 。 
A: 路上 の オオ ズバ ュ 群 落 。 耕作 畑 の = シキ ッ 
ウ , カラ ス ビ シャ ク 群 集 な ど 。 

タイ ジョ ー セン サス 帯状 一 一 [strip 
census, belt transect] 動植物 の 個体 数 ・ 
分 布 を 解析 する 方 法 で , 一 定 の シー ト だ 従っ 
て ある 幅 内 に 存在 する 個体 を 調査 する 。 道 沿 
い セ ン サ ス roadside census, r. counts な ど 
も その 一 種 と 考え られ る 。 帯状 セン サス の 結 
果 は 相対 密度 の 尺度 と な る が , 絶対 密度 へ の 
換算 法 ゃ 提案 され て いる 。 鳥類 な ど 動 き の 速 
い 動物 で は 発見 率 は 目立ち や すさ に よっ て も 
左右 され , その 補正 法 に つい て Yapp (1955) 
PHBL (1960) な ど に より 考察 され て いる 。 

タイ ジョ ー トラ ン セ クト ホー BR—E 
[belt transect method] ある 基準 線 に 沿 
っ て 一 定 の 幅 (た と えば 1 m) KE DKARO 
標本 区 を お いて 調査 する 方 法 。 立 地 条 件 の 世 
進 的 な 変化 や 群落 の 境界 を 決定 する た め の 有 
効 な 方 法 で ある 。 線 状 法 。 

タイ ジョ ー プン プ BARD [zonal dis- 
tribution ©zonale Verbreitung] 山 
fi + (AYA + Were 河辺 容 い な ど で 植物 群落 が 
立地 条件 の 違い に 対応 し て 帯状 に 分 布 する こ 
と 。 一 般 に は 垂直 分 布 ・ 水 平 分 布 が ある 。 

タイ ジョ ー ホ ー HARE [helt transect 
method) 三 帯 状 ト ラン セク ト 法 

ダイ シン カ 大 進化 [macroevolution 
⑥Wakroevolution] 地質 学 的 な 長大 な 時 
間 ス ケー ル の 間 に み られ る 属 以上 の 大 き な レ 
ベル で の 進化 。 た と えば 則 虫 類 ・ 始 祖 鳥 ・ 鳥 
類 の 一 連 の 進化 な ど は これ で ある 。 小 進化 の 


ti. 

タイ スイ リソー KR [water bearing 
layer, aquifer) 地下 水面 以下 の , * Cha 
和 し て いる 透水 層 。 

タイ スー キュ ー ス ー プン プ 対数 級数 分 布 
Llogarithmic (series) distribution] 対 
数 分 布 。 1og。(1 十 <) を 展開 し て 得 ら れる 分 布 
TC る は 1 より 小さ い 定 数 。 負 の 2 項 分 布 の 
極限 型 と し て も 導 か れ , 集中 性 の 高い 個体 数 
頻度 分 布 4 セロ 閣 度 を 除く ) の ほか , サン ブル 
中 の 種 数 - 個体 数 関係 の 記載 に よく 用 いら れ 
る 。TFisher(1943) は 個体 数 1.2.3,… を 含む 
種 数 の 頻度 分 布 が ヵ , az/2, mz/3,… の 系 
列 を 成す と 考え て これ を 導い た 。 サ ンプ ブル 中 
の 総 種 数 ぐ は 


S=-Ti_(—log. 1-2) 


で 示さ れ , も と も サン プル の 大 き さ で 変る 
が ,。 比 e=m/z は 同じ 母 集団 より の ラン ダ 
ム サ ン プル で あれ ば 一 定 値 を 示す 量 で , 種 構 
成 の 複雑 さ を 示す と 考え られ る の で 分 野 指 数 
また は 多様 度 指数 index of diversity と 呼ば 
れ , 群集 馬 成 の 比較 に ょ く 用 いら れる 。 た だ 
し 群集 構成 の 記載 に は 対数 正規 分 布 の ほう が 
適用 性 が 広い 。 

タイ スー グラ ブフ 。 対数 一 一 (logarithmic 
graph] 対数 尺 で 目盛 っ た グラ フ で , 直交 
座標 の 両 軸 と も 対数 目盛 り の も の を 両 対数 グ 
ラフ , 一 方 だ け 対 数 目盛 り の ふ の を 片 対数 グ 
ュ ブ と tx < 

タイ スー セイ キ ガ タプ ンプ 対数 正規 弄 


分 布 Llog-normal distribution] 三 対数 
正規 分 布 
タイ スー セイ キ プ ン プ 対数 正規 分 布 


Llog-normal distribution] 横 軸 を 対数 
変換 し た 場合 正規 分 布 す る よう な 変量 の 分 布 。 
ELBIAD SRR 7) POMP AT WF 
ムシ の 葉 あ た り 分 布 な と 集中 性 の 強い 分 布 に 
適合 する ほか , Preston(1938) は 群集 の 種 数 - 
個体 数 関係 が 対数 正規 性 を 示す こと を 指摘 し 
た (対数 正規 則 )。 すなわち 横 軸 に 個体 数 の 対 
数 を 取り 各区 分 (オク ター プ ) に 属す る 種 数 ( ヵ ) 
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を 縦 軸 に と れ ば 種 数 の 分 布 は n=me "TC 
示さ れる 。zo : モー ド の 高 さき , Ri モー ド か 
ら の 偏差 , z : 定数 で ある 。 こと れ は 種 数 - 個 
体 数 関係 に 最も 広汎 に 適用 し う る が , 生物 学 
的 根拠 に 乏しい 経験 則 で ある 。 

タイ セイ 胎生 [viviparity, larvi- 
parity] 豚 が 母体 の 生殖 器官 内 に と どまり , 
母体 と 組織 的 に 連絡 し て 栄養 の 補給 を 受け な 
が ら , 母体 の 外 で 生活 で きる 状態 に 達する ま 
で 発育 する 現象 。 卵 生 の 対語 。 

タイ セイ itt (tolerance OToleranz 
®tolérance | 

タイ セイ タン イセ イシ ョ ク メ ス 胎生 単 
為 生殖 吹 [virginopara, virginoparous 
female] アブ ラム ン シ 類 aphids の 示す 多 型 
の 一 つ 。 幹 母 以 外 の 胎生 単 為 生殖 雌 を 指す 。 

タイ セキ 6% [moraine] 一 永 堆 石 

タイ セキ ガク 堆積 学 Lsedimentology 
⑥Sedimentology」 地層 の 堆積 過程 や それ 
を 支配 する 諸 法則 を 研究 する 地質 学 の 一 分 野 。 
過去 の 環境 変化 を 知る 有力 な 知見 を 提供 する 。 

タイ セキ ガン SEM [sedimentary 
rock ©Sedimentgestein @roche sédi- 
mentaire] 岩石 破片 ・ 岩 石 風化 物 ・ 有 機 物 
な ど が 水 ・ 風 ・ 氷 河 な ど で 運 ば れ て , 主 に 水 
中 に 沈 積 し て で きた 岩石 。 水 成 岩 。 

タイ セキ ソー 堆積 相 [sedimentary 
facies Osedimentare Fazies ⑤⑥facies 
sedimentaire] 同一 堆積 盆地 で も 局 地 的 玲 
積 環境 が 異な る と , それ に 対応 し た 特徴 が 堆 
積 物 に 認め られ る 。 こ の よう な 特徴 を 指し て 
いう 。 層 相 。 こ れ は 岩 質 か ら み た 諸 性 質 ( 岩 
相 hthofacies) と 生物 か ら み た MEA (化石 相 
biofacies) と に よっ て 特徴 づけ られ る 。 

タイ セキ フシ ョ ク 堆積 腐植 Lmoder 
⑥⑩Moder, Auflagehumus] 地表 に 落ち た 
有機 物 が 半分 解 の まま 地表 に 堆積 し た も の を 
いう 。 粗 腐 西 が そ の 主 成分 で ある 。 

タイ セキ プ ツ ナイ セイ ノ 堆積 物 内 生 の 
Lendopelic」 水底 な どの 堆積 物 の 中 で 生活 
する と と 。 


タイ セキ プ ツ ヒ ョ ー セ イノ 堆積 物 表 生 
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の [epipelic] 水底 な どの 堆積 物 の 表面 や 
ご く 表 層 中 で 生活 する こと 。 

タイ セツ ショ ク プ ツ 面 雪 植 物 [chiamo- 
phile] 三好 雪 植 物 

タイ ソー セイ 耐暑 性 (frost resistance] 
植物 の 凍害 に 対す る 抵抗 性 。 耐 凍 性 。 細 胞 内 
部 に 氷 の 結晶 が 形成 され 難く な る か , また は 
形成 され て も 原形 質 が 機械 的 に 強く な る た め 
と 考え られ て いる 。 温 帯 地方 の 多年 性 植物 は 
一 般 に この 人 性質 を も っ て いる が , 環境 条件 ・ 
前 歴 に より その 程度 は 異な る 。 低 温 処理 ・ 短 
日 処理 に よっ て 誘起 され る こと も ある 。 

ダイ タイ キシ ュ KESE [alternative 
host, a. prey, alternate h.] 植 食性 ・ 寄 
生 性 また は 捕食 性 動物 の 寄主 (また は 餌 ) は 多 
く の 場合 た だ 1 種 に は 限定 され な い 。 主 な 寄 
= ( 餌 ) の 個体 数 が 減少 し ある い は 寄生 ( 捕 
食 ) 対象 と な ら な い 時 期 に 代り に 寄主 ( 餌 ) と 
な る 種 , また は 同時 期 に 何 種 も の 寄主 ( 餌 ) を 
利用 する 動物 で は 考慮 対象 と する 主要 な 寄主 
(た と えば 害虫 に 対す る 作物 , 天敵 に 対す る 害虫 種 ) 
以外 の 寄主 を 代替 寄主 と いう 。 天敵 の 大 量 増 
殖 な ど で 本 来 の 寄主 以外 の 種 unnatural host 
を 用 いる こと が あり , これ も 上 記 の よう に 呼 
ば れる こと が ある が , これ は 代用 寄主 sub- 
stitute h. と し て 区 別 す る こと が 望ま し い 。 

ダイ チ 大 地 (terra firma] 堅い 陸地 。 
水 ・ 空 気 の 対語 。 

ダイ チ 台地 [tableland, platform O 
Tafel] 

タイ チュ ー セ イ 面 虫 性 [insect resis- 
tance] Beck(1965)iC Lhe TR HAD Ata 
物 の 種 ・ 品 種 ・ 系 統 あ る い は 個体 を 寄主 と す 
る 可能 性 を 低下 させ る よう な 植物 の 遺伝 的 形 
質 」 と 定義 る され る が , ふつ う は 同種 の 植物 の 
間 の 関係 に つい て , 応用 的 に は 品種 問 の 差 に 
つい て いわ れる 。 明 昌 抵抗 性 。 機構 的 に は 昆 
虫 が 産卵 また は 摂 食 する まで の 過程 に お ける 
誘引 忌避 に 関連 し た 選好 性 preference, 植物 
上 で の 生育 ・ 死 亡 ・ 繁 殖 能力 に 関連 し た 栄養 
や 摂 食 ・ 生 育 阻 害 な どの 抗生 作用 antibiosis, 
お よび 加害 に 対す る 植物 の 耐性 ・ 保 償 作 用 ・ 


回 復 な ど に 関連 し た 耐性 tolerance に 分 けら れ 
る 。 

ダイ チョ ー キ ン ゲン 大 腸 菌 群 [coli- 
form, coli group, ¢.-aerogenes group 
OKoliform] 好 気 性 また は 通 性 嫌気 性 ・ 
グラ ム 陰 性 で , 胞子 を 形成 せ ず 乳糖 を 発酵 し , 
37°C で 48 時間 以内 に ガス を 発生 させ る 往 菌 
EZ EHRER, Escherichia 属 と Aero- 
bacter ReBtCLSHS, RRBROBEBL 
だ る は 

タイ チョ ー プン プ 体長 分 布 [body- 
length distribution, body size d.] 個 
体 群 を 構成 する 個体 の 体長 の 頻度 分 布 。 連 続 
成長 を する 動物 で は 一 世代 ご と に 正規 型 曲線 
を 示し , 世代 が 重なる 場合 に は 多 峰 型 と な る 。 

タイ テキ コジ WBA [agonistic dis- 
play] 対 敵 する 同種 また は 異種 の 個体 に 向 
っ て 行う BATH. 求愛 誇示 courtship dis- 
play が 自ら を 華 外 に 見 せよ うと する の に 対 し 
て , 対 英 誇示 は 成 蹴 的 な 行動 ・ 音 声 か ら 成 り 
自ら を より 大 きく また は 強く 見せつけ よ うと 
する 。 threat d. と も いう 。 また 対 敵 誇示 の 
中 に は , 実際 の 攻撃 の 前 段階 やや る より は そ 
れ 自 体 が 儀式 化 ritualize され て いて , WLS 
実際 の 闘争 を 回 避 す る の に 役立っ て いる も の 
も ある 。 ツ 窒 和 的 誇示 

タイ テキ コー ドー 対 英 行動 [agonistic 
behaviour] 闘争 行動 。 闘 争 (攻撃 と 防御 ) に 
関連 する あら ゆる 社会 行動 を 指す 。 ” 

ダイ ドジ ョ ー ゲ グン 大 土壌 群 great soil 
group Ogrosse Bodengruppe ®grand 
groupe de sol] O+S#@) 

タイ トー セイ 面 冬 性 Cwinter hardi- 
ness] 冬 の 低温 ・ 乾 燥 に 耐え る 性質 。 

タイ トー セイ iit RY (frost resistance ] 
= mPa 

タイ ナイ ド ケ イ 
clock] 忌 生 物 時 計 

ダイ ニ ジ ショ ー ヒ シャ ダン カイ 第 二 次 
消費 者 段階 「secondary consumer level] 
草食 動物 を 食う 肉食 動物 を 第 二 次 消費 者 と い 
い , その 栄養 段階 を 第 二 次 消費 者 段階 と いう 。 


体内 時 計 [internal 


- ダイ ニジニ クシ ョ ク ド ー プ ツ 第 二 次 肉 食 


動物 [gecondary carnivore Osekundire 


-Carnivoren] 生態 系 の 栄養 段階 の 一 つ 。 第 


一 次 肉食 動物 を 食 2 肉食 動物 。 第 三次 消費 者 

と 同義 。 

タイ ニン シュ 面 忍 種 Ltolerant species] 
条件 の 悪い 環境 に も 幅広 く 適応 し て 生息 で き 
る 生物 種 。 

タイ ニン ノ ホー ソ ク 面 忍 の 法則 Claw 
of tolerance | 一 般 に 生物 が 生き て いけ る 
状態 に は , 環境 諸 条 件 の それ ぞ れ に つい て 種 
ご と に 下限 だ け で な く 上 限 も 見 られ る と し て , 
Liebig の 最少 量 の 法則 law of minimum に 
対し て , 環境 諸 条 件 の この 耐 忍 限界 imit of 
tolerance の 範囲 内 で 生物 は 生息 する と い 5 
Shelford の 提唱 し た 法則 で ある 。 こ の 耐 忍 範 
囲 の 大 小 に ょ っ て 広 性 ・ 狭 グ 性 が いわ れる 。 

タイ ネツ セイ 耐熱 性 Cheat resistance 
OHitzeresistenz] 熱 に 対す る 抵抗 性 。 
ダイ ハッ セイ KR [outbreak] 有害 
動物 な どの 密度 が 平年 の 変動 レベ ル を 超え て 
大 幅 に 増加 する こと 。 ど の 程度 増え れ ば 大 発 
生 と 呼ぶ か の 基準 は 曖昧 で , ある 場合 に は 数 
倍 , 他 の 場合 に は 数 千 な いし 数 万 倍 に 増加 し 
た と き 大 発生 と 呼ぶ 。 1 世代 で ピー ク に 達 す 
る 突発 的 大 発生 sudden outbreak と , 数 世代 か 
か り ピ ー ク に 達する 潤 進 的 大 発生 gradation 
が 区 別 さ れる 。 避 瀬 進 的 大 発生 

ダイ ハッ セイ チュ ー シ ン 大 発生 中 心 
[owtbreak centre, epicentre] 有害 生物 
が 大 発生 し た と き , その 地域 的 葛 延 の 中 心 と 
な る 場所 。 

. ダ イハ ッ セ イミ ツ ド 大 発生 密度 [epi- 
demic density] 害虫 な ど が 大 発生 し た と 
き の 密 度 。 平 常 密度 endemic density の 対語 。 

タイ ヒ 堆肥 (farmyard manure, 
barnyard m., compost ] 3e + RHE hH 


な ど を 積み 重ね , 間 に 土 を 入れ て 作っ た 肥料 。 


コン ポス ト 

タイ ヒ ョ ー 退 氷 [deglaciation ®dé- 
glaciation] 氷河 が 後退 する こと 。 

ダイ ヒ ョ ー ガ ジ ダ イ 大 氷河 時 代 [great 
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ice age] 主として 第 四 紀 前 半 に 起 っ た 氷 
河 時 代 。 ョ ー ロ ッ パ アル プス で は 古い ほう よ 
り Cinz・Mindel・Riss・ Wirm の 4 回, 北欧 


で は Elster・Saale・Weichsel, 北米 大 陸 で は 


Nebraskan・Kansan ・ Illinoian ・ Wisconsin 
の 氷 期 に 分 けら れ て いる 。 各 氷 期 の 間 に は 温 
瞬 な 間 氷 期 が あっ た 。 
ダイ ヒ ョ ー ホ ン ロン 
sample theory] . 
タイ ヒ ョ ー メン セキ ソ ク 体 表 面積 則 
[surface law] Rubner(1882) の 提唱 に よる , 
便 温 動物 の 基礎 代謝 量 肥 は その 対 表 面積 の 大 
き さ に 比例 する , と いう 法則 。 体 表 律 と も い 


大 標本 論 Llarge 


う 。 近 年 は 体 表面 積 は 体重 に 比例 する と と 


か ら R=kW と いう 体重 の 指数 函数 法則 と 
し て 用 いら れ て いる 。 は 動物 の 体型 ・ 呼 吸 


の 特性 に よっ て 異な る が , 2/34/5 の 範囲 に 


あり 1 を 超す こ と は な い 。 

タイ フー 台風 [typhoon OTaifun ® 
typhon] 東南 アジ ア か ら 日 本 付近 まで の 太 
平 洋 西岸 地域 に 季節 的 (7 9 A) に 毅 来 する 
熱帯 性 低 気 圧 で , 強い 風雨 を 伴う 9。 ハ リ ケ ー 
ン ・ サ イク ロン と 同類 。 rt 

タイ プサン チ 産地 [type locality 
OTypuslokalitat] 植物 命名 規約 に よっ て 
分 類 ・ 命 名 に 使用 し た 基準 と な る 標本 を 採集 
し た 地点 。 

タイ ヨー エネ ルギー 太陽 一 一 [solar 
energy] 生態 系 に お ける すべ て の エネ ル ギ 
ー の 源 。 この 光 エ ネル ギー が 一 次 生産 者 GF 
色 植 物 ) の 光合成 に より 化学 的 エモ ネ ルギー に 
変え られ , は じ め て 他 の 生物 に と っ て 利用 で 
きる エネ ルギー と な る 。 

タイ ヨー カイ ボン 大洋 海 盆 [ocean-ba- 
sin OBassin ⑤⑥bassin] 大 洋 底 に 見 られ 
る 大 規模 な 盆 状 地 。 大 洋 盆 。 そ れ 自 体 が 大 き 
な 盆 状 地 で ある 大 洋 を 指す こと も ある 。 

タイ ヨー コン パス 太陽 一 一 [gun com- 
pass 動物 が 移動 に 際 し て 見 か け の 太陽 の 
位置 を 目安 に し て 定位 orientaiion す る とき, 
動物 に と っ て , 太陽 が 位置 を 知る ュ ン バス の 
役目 を 果して いる の で 太陽 コン パス と いう 。 


Ro 


ーー 
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太陽 に 対す る 光 ュ ン パ ス 反 応 で ある 。 と くに 


- 長 距 離 の 渡り を する 多く の 鳥 に つい て この こ 


と が いわ れ て お り , アリ の よう に 行動 圏 の 狭 
いも の で も 帰 巣 の 際 太 陽 ュ コンパ バス が 用 いら れ 
る 場合 が ある 。 

タイ ヨー ジョ ー ス 一 太陽 定数 [solar 
constant ①)Solarkonstante ®constante 
solaire] 地表 に 達する 太陽 の 放射 エネルギ 
ー の 基準 値 。, 地球 ・ 太 陽 問 の 平均 距離 に 太陽 
が あり , 大 気 が な いと し た 場合 の 地表 の 太陽 
に 対す る 法 面 が 受け る エネ ルギー で , 2.0cal 
/em**min と され て いる 。 

タイ ヨー チュー オー カ イレ イ 大 洋 中 央 海 
#4 Lmid-ocean ridge] 海底 地形 で , ATF 
底 の 中 央 部 に 見 られ る 大 規模 な 隆起 部 。 

タイ ヨー ティ 大 洋 底 Locean-basin 
floor] MEH C, 大 洋 の 海 底 の 半ば 以上 
を 占め る 比較 的 平坦 な 部 分 。 海 山 ・ 海 丘 ・ 海 
底 谷 ・ 深 海平 原 な ど が ある 。 

タイ ヨー トー 大洋 島 [oceanic island] 
大 洋 の 中 で 孤立 し て 生成 し た と 考え られ る 島 。 
mee. othe 

ダイ ヨー ハハ オヤ 代用 母親 [surrogate 
mother] マカ ッ ク の アカ ン ボ ウ が , 母性 
行動 の 関与 な し に 人 工 的 に 育て られ る と , そ 
の 行動 は 異常 に な る 。 と くに 環境 の 新しい 要 
素 に 対 し て 恐怖 の 情動 を 示し , 仲間 に 対し て 
順応 で き な く な る 。 も し 代用 の 母親 が 与え ら 
れる と, 正常 な 行動 が 発 轄 する の に 人 役立つ 。 
Harlow は 針金 , あ る い は 布 で 作ら れ た モデ ル 
に 貴 乳 ビン を 取付 け て アカ ン ボ ウ を 育て た 結 
果 , と くに 手 ざ わり の よい 物体 と の 接触 と そ 
れ へ の 依存 は , アカ ン ボ ウ の 社会 的 発達 に き 
わ め て 重要 で ある こと を 発見 し た 。 

タイ ヨー ホー シャ 太陽 放射 [solar ra- 


diation, amount of insolation OSon- 


- nenstrahlung ®rayonnement solaire } 


KBP b OAH. 

タイ ヨー ホー シャ キョ クセ ン 太陽 放射 曲 
線 [solar radiation curve] Milankovitch 
(1941) は 太陽 放射 量 の 周期 的 変化 を 天文 学 的 
要因 を も と に 計算 し , 紳 度 5*ー75* の 間 を 10" 


ご と に 5000 年 間隔 で 過去 60 万 年 前 まで 放射 
量 - 年 代 曲線 と し て 表し た 。 こ れ は 地質 学 的 
に 知ら れ た 氷 期 ・ 間 水 期 の 年 代 と よく 一 致す 
る と と が 知ら れ て いる (Milankovitch の 放射 曲 


- 線 )。 その後 van Werkom(1953) は その 一 部 を 


修正 し , 更に 精度 を 高め た (van, Werkom の 
放射 曲線 )。 

ダイ ヨン キ 第 四 紀 (Quaternary peri- 
od] 三 第 四 紀 (ダイ シキ ) 3 

ダイ ヨン キ ショ ク プ ツジ ダイ 第 四 紀 植物 
時 代 [homostatic period] 一 第 四 紀 植物 時 
代 (ダイ シキ ショ ク ブ ツジ ダイ ) 

タイ リク イド ー セ ツ 大陸 移 動 説 [conti- 
nental drift hypothesis ⑥IKontinental- 
verschiebungshypothese ®hypothése 
du charriage continental] 大 陸 が 極 に 
対し て 地質 時 代 ご と に その 相対 的 位置 を 変え 
る と いう 説 。 気 候 帯 も る それ ぞ れ の 期間 ご と に 
大 陸 の 異な っ た 部 分 を 占め て いた 。 化石 の 分 
布 を 説明 する の に 都合 の よい 場合 と そう で な 
い 場合 と が ある が , 最近 は 二 磁 気 学 か ら ゃ 注 
目 さ れ て いる 。YWegener(1924) の 仮説 が 有名 。 
大 陸 洒 移 説 。 補 ウェ ゲ ナ ー の 仮説 1 

タイ リク エン ペン プ 大 陸 縁 辺 部 Lcon- 
tinental margin]: 海区 地 形 で , 大 陸 が ら 
大 洋 底 へ 移行 する 部 分 。 陸 棚 ・ 陸 棚 斜面 ・ 陸 
棚 海 有 同 ・ ュ ンチ ネン タル ライ ズ た な ど を 含 な 。. 

タイ リク カン リッ キョ ー セ ツ 大 陸 間 陸橋 
説 [econtinental bridge hypothesis, 
land b. h.] 過去 の 生物 分 布 は 陸橋 の 出現 
に よっ て 大 ぎく 変化 し た と いう 説 。 た と えば 
ュー ラン シア ・ 北 アメ リカ 大 陸 の ベー リン グ 陸 . 
橋 ( 始 新 世 更新 世に か け て 数 回 ), 南 ・ 北 アメ リ 
カ 大 陸 間 の 陸橋 (後期 鮮新 世 ) の 出現 に よっ て 
これ ら 大 陸 の 生物 分 布 は 大 きく 支配 され た と 
いう 考え 方 。 や ペー リン グ 陸 橋 , 陸橋 

タイ リク セイ J KE [continental 
®kontinental ®continental ] 


タイ リク トー AKE [continental 
island] 大 陸 か ら 分 離し て で きた と 考え ら 
nas. 

タイ リク ド AEH [continentality」 
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大 陸 気 候 を 数 量 的 に 表し た も の で , た と えば 
気温 の 年 寺 差 と 紳 度 数 と の 比 で 示す た など 。 

タイ リク ヒ ョ ー ガ 大 陸 氷 河 [conti- 
nental glacier OKontinentalgletscher 
®glacier continental] =k 

タイ リュ ー ケ ン 対流 圏 [troposhere] 
大 気 園 と 水圏 に お ける も の が ある 。① 大 気 較 
で は 地表 か ら 赤 道 付近 で 約 16 km, 極 付近 で 
約 9km ECC, ぁ つ うら の 気象 現象 は 対流 較 
CHD, Qi CHL FE 400~600 m E CHIE 
WAC, 渦流 や 対流 に よる 混合 が 盛ん で ある 。 

タイ リュ ー ジ カン eB [residence 
time] ある 物質 が 一 つの 系 の 中 に と ど ま っ 
て いる 時 間 。 系 中 の その 物質 の 全量 を 47 と し , 
その 物質 の 系 か ら の 除去 速度 を d4/d, と する 
と , 潮 留 時 間 < は , t=M(dM/dt) で ある 。 
タイ リョ ー シ イ ク 大 量 飼育 (mass 
breeding, m. rearing, m. production] 

、 タイ リョ ー チ ョ ゾー 大 量 貯蔵 Lmass 
provisioning) 孤独 性 狩り バチ 類 で , 母親 
が 艇 出す る 幼虫 の た め の 食物 を 一 まとめ に 備 
BUCH CET, FILTH CHRO 
出 を 待た な いで 母親 は 巣 を 去っ て し まう 。 

ダイ レキ 大 [cobble] 

タイ ルイ ショ ク プ ブツ ケイ スー 茹 類 植物 係 
数 [hepaticae-quotient] ある 地域 の 全 
植物 種 数 に 対す る 苔 類 の 百分率 。 

ダー ウィ ニズム [Darwinism | Darwin 
の 進化 説 を 指す 場合 &, Darwin の 思想 全般 や 
それ に 基く 進化 思想 全般 を 指す 場合 と が ある 。 
ダー ウィ ン Darwin, Charles Robert, 
1809~1882 イギリス の 博物 学者 ・ 進 化 論者 。 
ケン ブリ ッ ジ 大 学卒 業 後 , 海軍 の ビー グル 号 
で 南半球 を 周航 し , その 間 の 博物 学 的 観察 を 
ふと 進化 の 要因 と し て 自然 海 汰 に 想 到 し た 。 
種 の 起 原 に 関す る 論文 に 着手 し , Wsllace の 


_ 種 の 起 原 の 論文 と 同時 に リンネ 学 会 で 発表 し 


(1858), On the Origin of Species by Means 
of Natural Selection, 1859, と し て 出版 し 
た 。 そ の 後 版 を 重ね る に つれ て 多少 改訂 され 
た が , その 間 に 彼 の 説 は 不動 の 地歩 を 築い た 。 
や ダー ウィ ン 説 


ダー ウィ ン セツ 説 [Darwin the- 
ory) Darwin の 自然 海 汰 説 を 指す 。「 種 の 起 
原 ] の 出版 当時 は 用 不用 説 も 否定 し な か っ た 
が その 後 こ れ を 否定 し た 。 自 然 光 汰 に より, 
わずか な 変異 が 集積 し て 永続 性 の ある 変種 
(発端 種 incipient species) と な り , こと の ある も る 
の が 亜 種 ・ 種 へ と 成長 する と 考え た 。 

ダー ウィ ン . ノ ヒ ワ ルイ ーー の 一 一 類 
ぁ [ Darwin's finch] Darwin が ビー グル 号 で 
世界 一 周 の 航海 て 831) 中 が ラバ ゴス 諸島 で 観 
宗 し た ヒ ワ 類 。 同 島 の と り 類 に は くち ば し の 
形 ・ 大 き さ に 変異 が みみ られ, これ ら は 地上 ・ 
樹 上 生活 に それ ぞ れ 適応 し た 形状 で ある こと 
を 認め られ た だ た 。*Darwin OW: ARMM 
の 実証 の 一 例 と な っ た 。 

タウ キ . 多雨 期 [plavial age O 
Pluvialzeit で periode pluviale] ‘Pf 
度 高圧 帯 ・ 亜 熟 帯 乾燥 地域 で は 第 四 紀 氷 期 に 
は 降水 量 が 現在 より 多かっ た と 考え られ て い 
る 。 こ の 時 代 を いう 。 

タウ コ BMWA [pluvial lake Opluvi- 
aler See ®lac pluvial] 間 燥 地域 の 内 陸 
盆地 で 氷 期 の 多雨 期 に 存在 し た 湖 。 多雨 期 

タウ リン 多雨 林 [rain forest DRe- 
genwald] 1 年 を 通じ て 多雨 , また は 一 時 
的 な 乾期 が あっ て も る , 土壌 中 の 有効 水量 が そ 
の 期間 の 蒸 通 発 量 を 充分 補え る だ け あ る 地域 
に 成立 する 森林 。 降 雨林 。 熱 帯 多 雨林 ・ 亜 熱 
常 多 雨林 ・ 照 葉 樹林 な ど を 指す 。 

タ エ イ ヨー ガタ コシ ョ ー 他 栄 養 型 湖沼 
[allotrophic lake] 内 的 に 生産 され た も 
の に 加え て 外 か ら 有 機 物 を 含ん だ 栄養 の 流入 
FOB. 

タカ ク ケ イ ツン ドラ 多角 形 一 - [poly- 
gonal tundra] 構造 土 の 一 種 で ある 多角 
形 土 の 上 に 成立 し た ツン ドラ で , 一 般 に 六角 
形 を な す と き に は 不 斉 四 角形 ・ 不 斉 多 角形 の 
も の も み ら れ る 。 各 多角 形 の 辺 の 部 分 に は 確 
が 集積 し , 中 央 部 に は 細 粒 物質 が 集積 し て い 
SDHC, 上 の 植生 も 辺 と 中 央 部 で 異な り , 
見 事 な 多角 形 模様 を 描く 。 一辺 の 長 さ は 大 き 


な も の で は 10 m 以 上 と な る 。 | 
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タカ ク ケ イド 多角 形 土 Lpolygon 
ground ①DPolygonboden ®sol polygo- 


nal] 構造 土 の 一 種 で 一 般 に は 六角 形 の 連 な 


BrAFORROBRTIE<. AWicirkhr, 
PRBICILMELD 4 ODA RASA 
+ stone polygon(s) 4... PEROLMICIT, 
割れ 目 が 多角 形 と な る URSA mud p. 
が 生 し る 。 史 構造 十 

タカ サ カイ キュ ー 
class] Hii. PBB 

タカ ジュ フン 他 花 受粉 , 他 家 受 粉 Lcross 
pollination, xenogamy, allogamy O 
Kreuzbestaubung ®pollination croise } 
HESSSICAA - MEET U CARH - IES 
粉 が で き な い 植物 で 起 る 受粉 。 自家 受粉 


高き さ 階級 [height 


タカ セイ 多 化 性 [multivoltinmism, 
polyvoltinism] 1 年 に 2 回 以上 世代 を 繰 
返す こと 。 


タカ ン サ ヨー 他 感 作用 [allelopathy O 
Allelopathie ⑤⑥allelopathie] 植物 体 が 出 
す 化 学 物質 に よっ て 他 種 また は 自ら が 影響 を 
受け る 作用 。 ち つう は 阻害 的 な 作用 で , 種 問 
DYE antibiotic (抗生 的 ), 種 内 の 場合 を 
autotoxic (自家 中 毒 的 ) と し て 区 別 す る こと も 
ある 。Molisch (1937) の 造語 。 こ の よう な 作 
用 を 中 心 と し て 植物 化学 的 生態 学 phytoche- 
mical ecology が 発展 し つつ ある 。 

タカ ン サ ヨー ブッ シッ 他 感 作 用 物質 
[allelopathic substance, allelochemical 
s.] 他 感 作用 現象 の 原因 と な る 物質 で , 植物 
の 地上 部 か ら も 地下 部 か ら も 抽出 され て いる 。 

タキ ゲン 多 起 原 Lpolytopie@] ある 分 類 
上 の 単位 が , 一 中 心から 発生 し た の で な く 一 
ヵ所 以上 で 発生 し た と する 考え 。 

タキ セイ 多 寄 生 [gregarious para- 
sitism, polyparasitism] 寄主 1 個体 に 同 
一 種 の 寄生 昆虫 が 2 頭 以 上 寄生 し 生育 を 完了 
する 場合 を いう 。 

タキ ョ クソ ー セ ツ 多 極 相 説 [poly- 
climax theory] 同一 の 大 気候 下 に ある 地 
域 に 多く の 違っ た 極 相 が ある と する Tansley 


ら を 中 心 と する 説 で , その 要因 に 従っ て 気候 s 


的 極 相 climatic chimax・ 土壌 的 極 相 edaphic 
c.* 生物 的 極 相 biotic c. な ど cee, 


タク エ ツ ネン キュ ー ゲ ン 卓越 年 級 群 
(dominant year class] sf 
ダク ド BE [turbidity] 水 の 濁り を 


数 値 で 示す 度合 。 そ の 規準 は 。 精製 カオ リン 
( 白 陶 土 )1g に ホル マリ ン 10m/ を 加え 蒸留 水 
を 加え て 17 と し , この 液 の 100 mi に 蒸留 水 
を 加え て 17 と し た も の を 油 度 100 度 と し て 試 
水 の 濁り を 決め る 。 水 質 汚染 の 指標 の 一 つと 
し て 水道 法 の 水質 試験 項目 に 取上げ て いる 。 
ダク ド チ ョ ー セ ツガ タレ ン ゾ ク パ イ ヨ ー 
ソー チ 江 度 調節 型 連続 培養 装置 [tnrbido- 
stat] 微生物 の 培養 装置 の 一 種 。 HRA 
で の 人 箇 生 物 の 成長 に ょ る 油 度 の 増加 と 釣合い 
速度 で 新鮮 た 培養 液 を 槽 内 に 流入 させ , サイ 
ホン 等 で これ と 同 速 度 で 流出 させ て 培養 醒 内 
の 間 プ 度 を 一 定 に 保つ 装置 。 ぉ ふつ うら 光電 池 を 用 
いて 油 度 を 測り , これ と 連動 し た 弁 に よっ て 
流入 量 を 調節 させ る 。 こ の 装置 で は , HRP 
の 容量 を 流入 量 で 除 し た 値 が 成長 速度 に 比例 
する 。 人 向 生 物 の 成 胡 生 理 の 解析 な ど に 用 いら 
ag 

タク バツ RK [selective cutting, s. 
felling ①DPlenterhieb ®coupe sélec- 
tive] 林 学 用 語 。 AGRMOSART, 林 
Beate Lies KEWL CS RR, 
理想 的 に は 成長 量 と 伐採 項 が 等 し く , PO 
階 構成 も 変ら ちな い 。 ln 

タク バツ アト チリ ン 択伐 外 地 林 [de- 
pleted forest] 熱帯 多雨 林 の よう な 多種 
混合 林 か ら , 有用 樹種 だ け を 択 偽 に よっ て 除 
いた 森林 。 

タケ イ 多 型 , 多 形 [polymorphism ] 
同種 個体 が 同じ 発育 ステー ジ で 二 つ 以 上 の 顕 
著 に 異な る 形態 を 示す こ と 。 遺 伝 的 ある い は 
環境 要因 に 規定 され た 種々 の 多 型 が ある 。 性 
的 二 型 sexual dimorphism や 突然 変異 な ど で 
稀 に 個体 群 中 に 異常 刑 abnormal form が 現れ 
る 現象 な ど は ぁ ふつ う 含 め ず , より 普遍 的 に 個 
体 群 中 に 存在 する 場合 を 指す 。 行 動 多 型 , 
や 生理 的 多 型 。 ツ ニ 型 
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タケ イシ ュ 多 形 種 [macrospecies] 形 
質 ・ 形 態 に 多様 性 を 示す リン ネ 種 。 
タケ イセ イ 多 形 性 [polymorphism © 


Polymorphismus ®polymorphisme] 
タケ イ テ キ シン カ 多 型 的 進化 Lpoly- 


typic evolution] 場所 を 異 に し て 同時 に 起 
る 種 の 進化 。 単 型 的 進化 
- ダ コー 蛇行 [meander OMaander © 


: méandre | 川 が 曲 流す る こ 3 曲 流 。 


タ サン ソ セ イノ 多 酸 素性 の [polyoxy- 
biotic] 溶存 酸素 の 多い 水域 に 生息 する 人 必 
質 。 

タ ジ キ キ ゲン 多 時 期 起 原 [polychronic 
origin] 一 時 期 で な くい ろ い ろ な 時 期 に 分 
類 上 の 単位 が 発生 し た と する 考え 。 

タ ジ ゲ ン テ キ チイ 多 次 元 的 地位 [hyper- 
volume niche, hyperspace n., multi- 
dimensional n.] Hutchinson (1958, ’65) 
は 生態 的 地位 niche の 概念 を 次 の よう に 定義 
Uk, 特定 の 種 の 生物 の 生活 は , 環境 に お け 
る 数 多く の 要因 の 特定 の 組合 せ の 範囲 内 で の 
み 可 能 で ある 。 二 つの 変数 と Xi を 考え 
れ ば , それ ぞ れ の 上 限 値 XM’, X.’ と 下限 値 
Xi", Xe" と に 囲ま れ た 面積 内 で 生息 が 可能 
で ある が , と の 考え を Xs, Xie, Xn ET 
の 種 の 生活 に 関係 する すべ て の 変数 を 含め た 
形 に 拡張 すれ ば n KILO MEM HL UTHO 
生活 可能 域 を 規定 する こと が で きる 。 彼 は こ 
の 超 空 間 体 を その 種 に と っ て の 基本 的 地位 
fundamental niche と 呼ん だ 。 ゃ も し 多数 の 種 
が 共存 し , その 間 に 何ら か の 競合 が み ら れ る 
な ら , その 地域 で の 特定 種 の 占め る 超 空 問 体 
の 大 き さ は 基本 的 地位 より 小さ く な る で あろ 
らち 。 彼 は これ を 実現 地位 realized n. と 呼ん 
で いる 。 こ の 概念 は 理論 的 に は 明快 だ が , 実 
際 に 把握 する こと は 困難 で ある 。MacArthur 
(1968) は 主要 な 生活 要求 の 1 一 2 の 側面 (ディ 
メン ジョ ン ) に つい て 種 間 の 比較 を 行う と いう 
行き 方 が この 概念 を 有効 に 生か す 一 方 法 で あ 
ろう と 指摘 し て いる 。 ア メリ カ の 生態 学者 の 
間 で は この 概念 に 基 い た 論議 が 盛ん で ある 。 


⑦ 生 態 的 地位 

タ シ セ イ 多 雌 性 [polygyny, pleomet- 
rosis] 社会 性 昆虫 の 営巣 が 2 匹 以上 の 雌 に 
よっ て 始め られ る 場合 を いう 。 

タ ジ ュ ンカ ンコ BRA [polymictic 
lake] いつ も 循環 を 繰返し て 行っ て いる 湖 。 
停滞 期 が あっ て も ご く 短 い 。 海 抜 高度 の 高い 
所 の 湖 や 赤道 地帯 の 湖 に 多い 。 

タ シ ョ クセ イ 多 食性 [polyphagy] 広 
範囲 の 食物 の 種類 を 選 . ぶ こと 。 ニ 広 食性 , =H 
Rt, ⑦ 単 食性 

タ シ ョ ク フ ユ ー セ イプ ツ グン シュ ー 8 
殖 浮遊 生物 群集 [polymictic plankton] 
数 種 が と くに 優 占 し て いる 浮遊 生物 群集 。 

タ セ イシ ュ 他 生 種 [allochthonous 
species Qallochtone Art W®espéce 
allochtone] 異 地 性 種 と も いう 。 化 石 種 に 
用 いる 。 生 活 し て いた 場所 か ら 移 動 し て 化石 
化し た も の 。 例 : プ ラン クト ン 類 ・ 筆 石 ・ 菊 
Art, C848 

タ セ イ タイ セキ ノ 他 生 堆 積 の [ailo- 
chthonous QOallochtone ⑤allochton] 
ある 生物 が 死後 も と も と 生活 し て いた 場所 か 
ら 運搬 され て 別 の 場所 に 堆積 する こと 。 ま た 
も と も と あっ た 場所 か ら 移 動 ・ 運 搬 さ れ て き 
た 岩 体 や 化石 の こと 。 ( | 

タイ テキ 他 生 的 [allochthonous」] 
つ 自 生 的 

タ セ イ テ キ ナ 他 生 的 な [allogen(eic] 
原因 や 由来 が 個体 ・ 群 集 ・ 地 域 な どの 外部 に 
ある こと 。 細 胞 培 養 ・ 免 疫 反応 な ど に つい て 
いら と き に は , allogenic は 同種 で は ある が 異 
株 の 個体 か ら 由 来 す る こと , syngenic は 同 
種 ・ 同 株 の 個体 か ら 由 来 す る こ と , xenogenic 
は 異種 の 個体 が ら 由 来 す る こと を それ ぞ れ 示 
す 。 

タ セ イ フ ユ ー セ イプ ツ 他 生 浮遊 生物 
[allogen(et)ic plankton] その 水域 内 だ 
け で は 繁殖 ・ 再 生産 し な た いよ うな 浮遊 生物 。 

タ セ イ プラ ンク トン 他 生 - 一 一 Lallo- 
gen(et)ic plankton] 三 他 生 浮遊 生物 

タ ゾ ー ノ 多層 の [maltistratal] 群落 ・ 


eee eee ee 
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内 に は っ きり し た いく つか の 階層 が 認め られ 
Fee 

タタ キオ トシ ホー MBF (beating 
method] 樹木 の 枝葉 な ど に 生息 する 小型 
動物 ( 侵 足 動物 な ど ) の 種 数 ・ 個 体 数 を 推定 す 
る た め , 下 に 白布 を 広げ , ある い は 叩き 網 で 
ZIT, 棒 な ど で 叩 き 落 し 採集 する 方 法 。 

タダ ンチ ュー シュ ツ SRAM [multi 
stage sampling] 母 集団 が まず 比較 的 大 き 
い 抽 出 単位 (第 1 次 抽出 単位 primary sampling 
unit) に 分 けら れ , それ が 更に 副 次 的 な 抽出 単 
AZ (第 2 次 抽出 単位 secondary s. u.) CAI SH 
る , …。 と いう よう に 何 段階 か の 抽出 単位 に 
分 けら れる と き , まず 第 1 次 抽出 単位 を 何 個 
か 抽出 し, それ ぞ れ の 中 か ら 更 に 何 個 か の 第 
2 次 抽出 単位 を 抽出 する , …,、 と いっ た 方 法 
で 母 集団 の パラ メー ター — (BE KHET SH 
法 を いい , 抽出 単位 が 2 種類 (第 1 次 ・ 第 2 次 ) 
の 場合 を 2 段 抽 出 (two-stage sampling) と いう 
ょ よう に 呼 .。 ま ず 何 本 か の 樹 を 選び , それ ぞ 


れ の 樹 か ら 何 枚 か の 葉 を 選ん で 昆虫 の 個体 数 . 


を 調べ る 場合 な ど が これ に 相当 する 。 
タチ キ 立木 [standing tree, stand, 
stumpage @Bestand, Holzbestand ® 


arbre sur pied, bois sur p.| 三立 木 ( リ 
=e) 
ダ ツ アミ ノ ハ ン ノ ー 脱 一 一 反応 [de- 


amination QDesaminierung ⑤desami- 
nation] アミ ノ 酸 な ど ア ミノ 基 を も っ た 化 
合 物 か ら ア ミノ 基 が 奪わ れる 反応 。 生 物 の 死 
骸 が 分 解 さ れる 際 , 微生物 な ど に より この 反 
応 が 進め られ , 遊 見 し た アミ ノ 基 が アン モニ 
アァ と し て 放出 され る 。 

ダ ツ イオ ン スイ 脱 一 一 水 [deionized 
water] 溶存 イオ ン を 除去 し た 水 。 イ オン の 


除去 に は あぁ つう イオ ン 交 換 樹脂 が 使用 され る 。 


ダ ツ エン カサ ヨー 脱 塩 化 作 用 [desalini- 
zation] や ソロ ネッ ツ 化 作用 

ダ ツ エン スイ 脱 塩水 [desalted water, 
demineralized w.] BHiBRMxY RAE LE 
水 。 

ダッ スイ 脱水 [desiccation] 乾燥 


ダ ツ タン サン ハン ノー 脱 展 酸 反 応 [de- 
carboxylation QDecarboxylierung © 
décarboxylation] 有機 酸 の カル ボキ シル 
基 か ら 炭 酸 が ス が 脱 離 する 反応 。 細 胞 に 吸収 
され た 有機 物 が 分 解 さ れる 径 路 に 組込ま れ た 
重要 な 反応 で ある 。 

ダ ツ チ ツ サイ キン 脱 窒 細菌 [denitrify- 
ing bacteria] 土壌 中 の 硝酸 ・ 亜 硝酸 を 恒 
元 し て , 主 に 室 素 ガス と し て 放出 する 作用 を 
する 細菌 で , Pseudomonas denitrificans な 
ERDS, HER. OBER 

ダ ツ チ ツ サヨ ー 脱 窒 作用 (denitrifica- 
tion ①DDenitrifikation ⑤d6nitrifica. 
tion] 嫌気 的 な 条件 下 で 硝酸 塩 や 亜 硝酸 塩 
を 電子 受容 体 に し て 室 素 ガス を 生成 する 作用 。 
この 作用 を 行 2 生物 は Pseudomonas denitri- 
ficans の よう な 通 人 性 嫌気 性 細菌 facultative 
anaerobe に 限ら れ て いる 。 

ダッ ピ 脱皮 [ecdyeis, mo(u)lt(ing) O 
Hautung ®mue] 節 足 動物 や 線型 動物 の 
よう に 体 表 が 固い クチ クラ cuticle で 覆 わ れ て 
いる 動物 が , 成長 に 伴い 古い 殻 を 脱ぎ 捨て 段 
階 的 に 発育 する と と 。 へ ビ ・ カ ニル の 皮 上 脱ぎ 
る 脱皮 と 呼ば れる 。 | 

ダッ ピ ガ ラ BRR Reside 脱皮 に 
x ORR CHR. ORR 

ダ ツ ラク リョ ー 脱落 量 [fallout pro- 
duct] 脱皮 ・ 脱 毛 ・ 換 毛 ・ 換 羽 ・ 表 皮 脱 落 ・ 
落葉 ・ 落 核 ・ 落 皮 ・ 落 花 ・ 落 果 な ど 動 植物 の 
成長 ・ 生 活 の 過程 で 失わ れる 体 物質 量 。 記 号 

‘Ly CHT. 

タテ アナ ジュ ー キ ョ Brute (pit — 

dwelling) 旧 石 器 時 代 後期 に 現れ た 佳 居 の 
FORT, 北ア スリ カヤ シベ リア の 狩猟 ・ 漁労 

民 に は 最近 まで み ら れ た 。 地 中 に 埋まっ た 部 
分 と 土 な ど で 覆 われ た 地上 の 部 分 と か ら 成 る 。 
区 穴 住居 は か な り 暖 か さ を 保てる の で , RG 
地 に 住む た め に は 有利 と 考え られ る 。 

タテ ジョ ー カ ザン MiRKW [shield vol- 
cano, aspite ①⑪Schildvulkan ⑤volca- 
nen bouclier] ニア スピ ー テ 

タテ ジョ ー チ 橋 状 地 (shield OSchild 


®bouclier ] 

タテ バシ ョ クセ イ 立場 植生 [animal 
_ resting-place vegetation DLagervege- 
tation] 原野 や 放牧 地 の 中 で ウン ・ ヒ ツジ ・ 
ウゥ ウマ な どの 動物 が つね に 休息 する 場所 の 植生 。 
踏 ろ 固め られ て お り , RHEL, まばら に オ 
オバ ュ 群 落 が 発 連 し て いる こと が 多い 。 ま た 
家電 の 糞尿 に よっ て 一 時 的 に 富 養 化し て お り , 
イラ クサ ・ シ ロ ザ ・ オ オイ ヌ タ デ の 好 憲 素 性 
雑草 が 周辺 に 繁茂 し て いる こと も 多い 。 

タテ - ヨ コマ キ た て - よ こ 播 き [cross 
seeding] 

タ ド ー テ キ セ ン イィ HHH [alloge- 
nm(et)ic succession] 三 他 発 的 運 移 
- タ ト ー ル イィ BF (polysaccharide O 

Polysaccharide ®polysaccharide ] 

タナ カ アカ マロ HRB, 1869~1944 
日 本 の 溢 沼 学 の 先駆 者 の 一 人 。1899 年 に 富士 
山麓 の 山中 湖 に 舞 鉛 を 下 し た の が , わが 国 の 
科学 的 湖沼 研究 の 始め で ある と いう 。 日 本 各 
地 の 瀧 沼 の 深度 測定 ・ 水 位 ・ 静 振 ・ 光 学 ・ 熱 
学 ・ 化 学 な ど の 調査 を し た 。 諏 訪 湖 の 研究 
1918, 野尻 湖 の 研究 , 1926, 日 本 北ア ルプ ス 
WBOMR, 1930, は 三 部 作 と し て 日 本 湖 
学 初期 の 名 著 で ある 。 

ダニ ガク ——* [acarology] 

タニ ク ケ イ ショ ク プ ツ 多肉 基 植 物 [stem 
succulent] 茎 が 多肉 化し て 同化 器官 と な り , 
葉 は 退化 し た 植物 。 例 : サボ テン 。 

タニ クコ ン 多肉 根 [sap root] 肥大 し 
て 貯蔵 の 役 を する よう に た っ た 根 。 

タニ クシ ョ ク プ ツ B AMM (succulent 
⑥Sukkulente @®plante succulent] = 
や 葉 の 組織 が 肥厚 し , そこ に 水分 を 菩 え る 植 
物 。 乾燥 地 や 塩分 濃度 の 高い 土地 に 多く み ら 
れる 。 著 燥 地 の サ ボテ ン な ど で は 葉 が 退化 し , 
更に クチ クラ 層 の 発達 や 気孔 を 閉じ る こと な 
ど に より 数 ヵ月 以上 の 乾燥 に 耐え る 。 

タニ クチ ヒ ョ ー シ ョ ク プ ツ 多肉 地表 植 
物 [succulent ヽ chamaephyte, chamae- 
phyta succulenta] 多肉 質 の 芝 ・ 葉 を も ち 
乾燥 に 耐え る 地表 植物 。 
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タニ ク ヨ ー ショ ク プ ツ 多肉 葉 植物 [leaf 
succulent] 多肉 植物 の 一 つ で , リ 。 ウ ゼ ッ ツ 


"ラン の ょ うに 葉 が 多肉 化し て いる 植物 。 吉 燥 


地 や 塩分 の 多い 地 に みみ られ る 。 

タネ ン セ イ ショ ク プ ツ 多年 生 植物 [per- 
ennial plant QOausdauernde Pflanze 
®plante vivaces] 525 3% Ekit それ 
以上 生活 し て いる 植物 。Raunkiaer の 生活 型 
(休眠 型 ) で は , Th(1 ~ 2 年生 植物 ) 以外 は すべ 
て 多年 生 植物 で ある 。 

タネ ン セ イ ソー ホン 多年 生 草 本 [peren- 
nial herb, p. grass Dausdanuernde 
krautige Pflanze @®plante vivace 
herbacee] 5054 AHA 3 年 以上 に わ 
た る 草 (3 年 未満 に つい て は , と く K 2 年 生 ・ 越 年 
生 ・ 1 年 生 草本 と いう ) を いう 。 

タ ハ ツテ キ セ ン イ 他 発 的 居 移 [alloge- 
n(et)ic succession] 群落 外 か ら の 作用 要因 
の 変化 に よっ て 引 起 され た 遷移 で , 作用 要因 
と し て は , 火山 の 噴火 ・ 洪 水 ・ 野 火 ・ 伐 採 ・ 
台風 ・ 地 盤 の 隆起 ・ 沈 降 な ど が ある 。 他 動 的 
遷移 。 自 発 的 頂 移 の 対語 。 

タ ハ ツテ キナ 他 発 的 な Lallogen(etic] 
三 他 生 的 な 

タビ ピス トリ ー [tapestry] 急 な 斜面 上 の 
森林 。 樹 高 は 低い が 密生 し て , SHH THI 
葉 層 を 作る も の 。 

タビ ドリ SR (traveller, bird of pas- 
sage, p. migrant, transient visitant | 
ある 地域 ・ 地 方 に 渡り の 途上 で 訪れ る 鳥類 。 
留鳥 

ダフ [dnaff] 森林 腐植 の 一 つの 型 。 粗 腐 
fi, 三 落葉 枝 

タプ ー [taboo, tabu] 通常 , 超自然 的 
な 制裁 に よっ て 裏 ら 2 ちさ れ て いる 禁止 ・ 抑 制 
ある い は 回 避 の こと で , 末 開 社会 に 広く み ら 
れる 。 RMDBF—,4 YHA GERM) O 
タプ ブー な ど が ある 。 

ダフ ソー ーー 一層 (duff horizon, d. 
layer] 土壌 断面 で , 有機 物 層 の うち 発酵 層 
を いう 。 ま た 発酵 層 と 腐植 層 を まとめ て ダフ 
層 と いう 場合 も ある 。 ご 発酵 層 , や モル , OF 
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RK 
ダフ マル (duff mull) ダフ と マル の 中 
間 型 で F 層 ・A 層 ・H 層 を も つ 腐 植 の 一 つの 型 。 


ダ プ リュ ー エ ッ チ オー [WHO: World 
Health Organization] 三世 界 保健 機構 
タ ヘ ン リ ョ ー ブン セキ 多 変量 分 析 


(multivariate analysis] 確率 要素 を 含 
む 変 数 問 の 関係 を 明らか に する と き 使 用 され 
る 統計 的 方 法 。 独立 で な い 変量 の 組 の 関係 を 
扱い , 個々 の 変量 で な く 全 体 で 代表 する よう 25 
な 変量 を 求め る 。 因 子 分 析 factor analysis・ 
判別 関数 discriminant function な どい くつ か 


の 方 法 が 含ま れる 。 
- タマ リス ク リン ー 一 林 (tamarisk 
brake] ギュ リュ ウッ 属 植物 を 主 と す る 乾燥 


地 の 低木 林 。 

タ ヨ ー イ ン ノ ギャ クス ー シ キ 多 要因 の 
逆数 式 [reciprocal function of multiple 
factor] 二 つ 以 上 の 成長 要因 が 同時 に 作用 
し た と き の 成 長 量 を 逆数 式 で 表し た も の 。 た 
と えば いま 二 つ の 要因 方 , 7, ヵ が それ ぞ わ 平均 
個体 重 め に 対 し て 線型 要因 で , 


a ala” ae 


で あれ ば , 一 般 に , 
1 Ary As As 
w fi れ 方 が fe +8 


と な る 。 こ れ を 2 要因 の 逆数 式 と 呼び , AD 
の 1 , 3 項 を それ ぞ れ の 要因 の 独立 項 , 2 項 
を 両 要 因 の 相互 作用 項 , 4 項 を BR (定数 項 ) 
と 名 づけ る 。 

タ ヨ ー サ イキ ン 他 状 細菌 Cheterotro- 
' phic bacteria] 三 従属 栄養 細菌 

タ ヨ ー セ イ 多様 性 [diversity OMan- 
nigfaltigkeit @diversité] 生物 群 が 分 
化 の 結果 示す 多様 性 ・ 分 岐 度 を い 2 species 
diversity。 そ の ほか 立地 や 共同 体 の 多様 性 に 
つい て も 用 いる 。 

タ ヨ ー セ イプ ツ 他 養 生物 [heterotro- 
phic organism ] ー 従 属 栄養 生物 

タ ヨ ー ド シス ー 多様 度 指 数 [diversity 
index] 多様 性 指数 。 共 同体 レベ ル の 属性 


の 一 つと し て の 種 の 豊富 さ , 種類 数 と 個体 数 
の 関係 な ど を 示す 指数 。 種 類 的 な 多様 性 は 種 
類 数 が 増え る ほど , また 種 間 の 量 的 な 関係 が 
均等 に な る ほど と 増大 する 。 こ の よう か 関係 を 
表現 する た め に 種々 の 方 法 が 考案 され て いる 
が , 次 の 四 つ に 大 きく 分 けら れる 。(1) 種 類 問 
の 量 的 な 関係 に 種々 の 統計 的 分 布 を あて は め 
る 方 法 と し て 元 村 の 等 比 級数 則 , Williams の 
対数 級数 則 に 基く a, Preston の 対数 正規 分 
布 に 基く も の 。 (2) 種 類 数 と 個体 数 の 比 を 用 
いる Cleason の 指数 。 (3) 共 同体 の 種類 的 な 
体制 の 複雑 さ を 表現 する た め に Margalef が 
導入 し た 情報 理論 に よる 指数 。(4) 2 個体 を 取 
出し た と き に それ が 同種 に な る 確率 に よっ て 
種類 的 な 多様 性 を 表現 し ょ うと する Simpson 
の 指数 。 情 報 理 論 こ に よる 多様 性 指数 は 種類 的 
な 多様 性 だ け で な く , 立地 の 多様 性 .habitat 
diversity な どい くつ か の 要素 か ら 構成 され 
て いる 対象 の 複雑 さ を 示す 場合 に も 使わ れる 。 
で 種 数 - 個 体 数 関係 

タリ ョ ー ヨー ソ 多量 要素 , 多量 養 素 
[macroelement, macronutrient, major 
element ®Makroniahrstoff] 水 耕 栽培 の 
BE, 比較 的 多量 に 与 を な けれ ば な ら な い 元 素 。 
N・Ca・P・Mg・K・S が これ に 相当 する 。 

タン イシ ュー ダン 単位 集団 [uni 
group) スペ ン ア の 単位 を な す 社 会 集団 。 

タン イ セイ ショ ク 単 為 生殖 [partheno- 
genesis ©Parthenogenese ⑤partheno- 
genese] 単 性 生殖 , 処女 生殖 と も いう 。 有 
性 生 将 で あり な が ら 合 一 を 行わ ず , 雌性 生殖 
細胞 が 単独 で 発生 を 開始 する 現象 。 

タン イツ エイ ヨー ノ 単 一 栄養 の 
[monotrophic Qmonotrophisch] 単 一 
種類 の 食物 の み を 食べ る 性 質 。 

タン イツ ユー セン シュ キョ ー ド ー タ イ 
単 一 優 占 種 共同 体 [monodominmant com- 
munity] . 

タン イド リョ クア タリ ギョ カク リョ ー 単 
位 努 力 あたり 漁獲 量 [CPUE : catch per 
unit effort] 漁獲 努力 の , 単位 量 あ た り に 
し た 漁獲 量 。 漁 獲 努 力 単 位 時 とし て は , 単位 


葉 樹 林 Cwarm-temperate 
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曳 綱 距 離 や 1 隻 1 日 あたり の 操業 な ど が と ら 


れる 。 

タン イ パ イ プ 単位 一 一 [anit pipe] 
や 単位 パイ プ 系 

タン イ パイ プ ケイ 単位 一 一 系 [unit 


pipe system] バイ プ モ デル の 基本 と な る 
も の で , 単位 量 の 葉 を 支え る た め に は 単位 の 
太 さ の パイ プ が 必要 で ある と し て これ を 単位 
バイ プ unit pipe と し , 植物 個体 また は 群落 
は 単位 バイ ブ の 集合 で ある と みな し て , これ 
を 単位 バイ ブ 系 と 名 づけ た 。 

タン イ メン セキ アタ リ ホー ボク トー スズ 一 
単位 面積 あ た り 放 牧 頭 数 [rate of stock- 


ing, s. rate] 

ター ン オ ー バ ー [turn over, turnover 
OWechsel] 三代 謝 回 転 

ダン オン タイ 暖 温帯 Lwarm-tempe- 


rate district, w.-t. zone] 亜熱帯 と 冷温 


帯 ( も しく は 中 間 温 帯 ) の 問 の 気候 帯 で , 日 本 の 


森林 帯 で は 照葉樹 林 帯 ( 苦 帯 林 ・ 暖 温帯 林 ) に 相 
当 す る 。 温 量 指 数 ( 苦 か さ の 指数 ) で 180~140 
m.d. の 範囲 た ある 。 タプ ブ ・ ス ダ ジ イ ・ イ ス 
ノ キ ・ ク ス ・ カ ン シ 類 な どの 森林 が 分 布 する 。 

ダン オン タイ コー ウリ ン 暖 温帯 降雨 林 
[warm-temperate rain forest Qwarm- 
temperiertes Regenwald] 三 暖 温帯 多雨 林 

ダン オン タイ タウ リン 暖 温 帯 多 雨林 
(warm temperate rain forest] 夏 雨 ま 
TNABOMBRRCRILT SRK, 東部 
ァ ジ アァ 地域 で は 照葉樹 林 が これ に 相当 する 。 
瞬 か さ の 指数 で 140 一 180( 月 ・"C) の 範囲 に 分 
布 す る も る の を いう 。 暖 温帯 降雨 林 。 

ダン オン タイ ラク ヨー ジュ リン RARE 
deciduous 
orest] サバンナ と 照葉樹 林 と の 中 間 に 出 
現す る 暖 温帯 性 の 落葉 樹林 。 

ダン カイ ショ ク プ ツ 団塊 植物 [cnshion 
plant ©Polsterpflanze}] 枝 が 密生 し , 
し ば し ば 毛 に 覆 わ れ た 1m ぐら い の 硬 い 塊 り 
紀 な る 植物 。 ア ン デ ス の アゾ レラ ・ 南 = ュー 
ツー ラン ド の 植物 羊 Raoulia が 有名 。 ETF 
ヤ ロッ キー の 高山 帯 に も ナ デ シ ュ 科 ・ ユ キ 


ノシ タ 科 な どの 団塊 植物 が 多く み ら れ る 。 

タン キ セ イ 単 寄生 [solitary parasit- 
ism, monoparasitism] 寄主 1 個体 あたり 
1 個体 の 寄生 昆虫 の み が 寄 生 し 生育 を 完了 し 
得る 場合 を いう 。 既に 寄生 され た 寄主 へ の 産 
卵 を 回 避 す る 場合 と , 通 化 幼虫 間 に 直 接 間接 
の 競争 が 起り 1 個体 の み 生 き 残 る 場合 が ある 。 

タン キテ キ RH [ephemeral] 一 時 
的 に 短い 期間 生育 する 動植物 の こと を いう 。 


ダン キュ ー KE [terrace OTerrasse 
®terrasse] 河岸 ・ 海 岸 ・ 潮 岸 な どの 階段 
状 台地 。 

ダン キュ ー コケ 
moss } a pdb ned ih Ue 
ヶ 類 。 

タン キョ クソ ゾー Hay 


極 相 は 大 気候 的 条件 の わく の 下 で , SPOR 
過 に 関係 な く 単 一 の 植生 型 に 収 盆 する こ ee 
多 極 相 polyclimax の 対語 。 

タン キョ クソ ー セ ツ 単 極 相 説 mee 
climax theory] ある 地域 に は , そこ の 大 
気候 に よっ て 決め られ る た だ 一 つ の 極 相 が あ 
る だ け と する Clements(1916) ら の 唱え た 説 。 
その 極 相 を 気候 的 極 相 climatic climax と 呼ぶ 。 
この 説 で は 極 相 類 似 の これ に 準ずる も の を 
例外 的 に 認め , これ を 準 極 相 proclimax と 呼 
UO, LOH MIA subclimax・ 妨 害 極 相 
disclimax・ 前 極 相 preclimax ・ 後 極 相 post- 
climax を 含 な と し て いる 。 兄 多 極 相 説 

ダン ギリ KY) (terracing) 三 階段 エ 

タン ケイ ソー ホン 短 茎 草本 [short 
grass) あふ つら シバ の よう に 草丈 20~30cm 
の 短 茎 の も の を いう 。 

タン ケイ テキ シン カ 単 型 的 進化 [mo- 
notypic evolution] 時 間 的 に 連続 し て 起 
る 種 の 進化 系 列 。 ぱ 多 型 的 進化 

タン コン 単 婚 Lmonogamy] 動物 (人 
間 を 含む ) が 一 つが い の 雌 雄 と の み 交 合 す る と 
と 。 一 夫 一 妻 婚 。 補 ポリ ガミ ー 

タン コン シュ 単 婚 種 (monogamous 
species] 種 社会 の 単位 が , 一 対 の オト ナ の 
雄 ・ 肉 と 彼ら の 子孫 か ら 成 る 集団 で ある よう 
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た な 動物 種 。 例 ギボン ・ ジ ャ ッ カ ル な ど 。 

タン サク ゾー 探索 像 Lsearching image 
OSuchbild] 人 間 が も の を 探す と き に は , 
ある イメ ー ジ を も っ て それ に 合致 する も る の を 
見 出 そ う 5 と する 。 こ の イメ ー ジ を 探索 像 と い 
う が , von Uexkill は 動物 ある と の よう か 探索 
父 を も っ て いる と 考え た 。 そ の 後 Tinbergen 
は , 小鳥 が 獲物 の 虫 を 探す と き 探 索 像 に 従っ 
て 探し て いる と み ら れ る こと を 定量 的 な デー 
タ か ら 提 唱 し た 。 

タン サン ガス セヨ ー 上 成 酸 一 一 施用 Lcar- 
bondioxide application, c. enrich- 
ment] 作物 の 温室 栽培 で 炭酸 が ス を 肥料 と 
し て 与え る こと 。 

タン サン ガス ヒ リ ョ ー 
[carbondioxide fertilizer] 

タン シ ガ タ $5 2%! (brachypterous 
form] GAH < —RCRADA EV F147. 
昆虫 類 に み られ , Hifi CRA macropterous 
form と 短 甚 型 を 生じ る も の に ウン カ 類 plant- 
hoppers な ど が ある 。 

タン ジコ ー ド ー 探 館 行 動 [food-seek- 
ing behaviour] 食物 探索 行動 。 

タン シセ イ 単 雌性 [monogyny, hap- 
lometrosis, monometrosis] #t2#2 
に お いて 1 匹 の 受精 雌 が 巣 づ くり を 始め る 場 
合 を いう 。 

タン ジ ツ ショ ク プ ブツ 短 日 植物 [short- 
day plant ©OKurztagspflanze] 花芽 を 
形成 する の に 一 定時 間 以 上 の 暗 期 を ゃ つ 光 周 
期 を 必要 と する 植物 。 通 常 一 年 生 草 本 で , 日 
照 時 間 の 短く な る 秋 に 花 を つけ る も の に 多い 。 
Gli オナ モミ ・ ダ イズ な ど 。 

タン ジ ツ ショ リ 短 日 処理 [short-day 
treatment] CARRE 

タン ジュ ン ソー タイ セイ チョ ー 単純 相対 
成長 (simple allometric growth] Off 
対 成長 

タン ジュ ン リ ン 
三 純 林 

タン ジュ ン ロジ スチ ッ ク キ ョ クセ ン 単 
純一 一 曲線 [simple logistic curve] ロ 


炭酸 一 一 肥料 


単純 林 Cpure forest] 


ジス チッ ク 曲 線 の 最も 単純 な も る の で , 時 刻 z 
に お ける ある 個体 群 の 個体 数 を ヵ と する と , 
その 個体 群 の 個体 数 の 増加 は : 
dz 
+. =i(1-+) 
で 与え られ る 。 は 与え られ た 条件 の も と で 
可能 な 最大 数 を な わ ちち ァ の 上 限 , え は その 種 
に 固有 た な 最大 増殖 率 と いう べき 成長 係数 で , 
と も に 定数 。 上 式 は 積分 し て 


N 


"=the 


と 表す こと が で きる 。 た だ し ょ は 初期 条件 に 
よっ て 決 る 積分 定数 。 個 体重 の 成長 や 群落 現 
存 量 の 成長 を 表す と き に は , ヵ の 代り に ゃ る, 
の 代り に の 記号 を 用 いる 。 

タン ショ ク 単 植 [single planting) # 
植え nest planting に 対し て 用 いら れる 場合 に 
は , 1 個体 ずつ 離し て 植え る と と を いい 。 混 
植 mixed p. に 対し て 用 いら れる 場合 に は , 
一 種 の み の 植 栽 を いう 。 

タン ショ クセ イ 単 食性 [monophagonus 」 
単 一 の 種 の 生物 の み を 食物 と し て 取る こと 。 
ORR, 広 食性 \ 2% 

タン ショ クセ イ ドー ブツ 単 食性 動物 
[mopophagous animal] SHAE 

タン スイ 淡水 [fresh water OSiiss- 
wasser ⑤eau douse] 一 般 に 真水 と 呼ば 
れる も ゃ も ので, 海水 ・ 汽 水 に 対す る 用 語 。 塩分 
濃度 が 0.5% 以 下 の も の を いう 。 泡 水 は 0.5 一 
35%%。 

タン スイ カン ガイ Ak [flood irri- 
gation ] 

ダン スイ シュ 暖 水 種 Lwarm-water 
species 〇 Warmwasserart] 熱帯 か ら 亜 
熱帯 に か け て の 海洋 表 属 の いわ ゆる 暖 水 に 生 
息 する 生物 。 

タン スイ セイ ブツ ゲン シュ ー 淡水 生物 群 
%# [fresh water community] 淡水 域 に 
生存 する 動植物 が 互い に 何ら か の 関係 を も っ 
て 構成 し て いる 生物 種 群 。 

タン スイ ノ セ ン イ RKOBS (fresh 


water succession ①D)Susswasser-Sukzes- 


sion] 新しく で きた 湖 か ら 時 間 が 経つ に つ 
れ て 生物 相 が 変化 し , 更に 長い 年 代 に は 瀧 が 
浅く な っ て 沼 と な り , 湿地 ・ 草 原 へ と 変化 す 
SLL, 実験 的 に 容器 内 で 出現 する 徴 生物 相 
や 種類 数 が 時 間 の 経過 と と も に 移り 変る こと 
も いう 。 

タン スイ フ ユ ー セ イブ ツ 淡水 浮遊 生物 
[limnoplankton ®Limnoplankton ® 
limnoplankton] 大型 湖 沼 の み に 生 息 す 
る 浮遊 生物 。 

タン スイ プラ ンク トン 淡水 一 一 [lim- 
noplankton] 三 淡水 浮遊 生物 
_ タンス レー  。 Taneley, Arthur George, 
1871~1955 イギリス の 植物 生態 学者 。1935 
年 に 生態 系 概念 を 提唱 し て その 後 の 生態 学 の 
動向 に 大 き な 影響 を 与え た 。 ま た 単 極 相 説 に 
対す る 多 極 相 説 を 主張 し た 。 初 代 の イギリス 
生態 学会 会 長 で あり , イギリス に お ける 植物 
生態 学界 を 長年 リー ド し た ほか , イギリス の 
自然 保護 庁 の 創設 に も 功績 が あっ た 。 べ < 主 著 > 
The British Islands and their Vegetation, 
1939, Introduction to Plant Ecology, 1946, 

ダン ソー 断層 [fault OVerwerfung 
®faille] 

ダン ソー ガイ hee (fault scarp O 
Bruchstufe escarpment de faille] 

ダン ソー コク 断層 谷 [fault valley O 
Bruchtal ®vallée de faille] 

タン ソ ジ ュ ー ヨ ン ニ ヨ ル ネン ダイ ソ ク テ 
4 展 素 14 に よる 年 代 測定 [Carbon-14 
dating DC-14 Bestimmung] KAT 
は , C 同 位 元素 の C-14 CC) は 形成 され , 
約 5600 年 の 半減 期 で N-14 に 崩壊 し て いる 。 
生物 の 炭素 源 と し て の C-14 の 取入れ は 生物 
が 死滅 する と 止 り , これ は 上 記 の 半減 期 で 崩 
壊滅 少 す る 。 し た が っ て 遺体 内 の C-14 残 量 
を 測定 する こと に より 死後 の 時 間 を 知る こと 
が で きる 。 約 3 万 年 以上 経過 する と C-14 残 量 
は きわ め て 少な く な り 測 定 値 は 不正 確 と な る 。 
第 四 紀 後半 の 絶対 年 代 測定 は 広く 利用 され て 
いる 。 


タン ソ ジュ ンカ ン 


RRBR [carbon 


= 
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cycle OKohlenstoffkreislauf ®cycle 
de carbone] 大 気 中 ・ 水 中 の CO は 光合成 
に より 植物 体 中 に 有機 物 と し て 固定 され る 。 
固定 され た 炭素 は 食物 連鎖 を 通じ て 高 次 の 肉 
食 動 物 に まで 達する 。 この間, 各 生 物 か ら 呼 
吸 に より CO。 が 直接 , 外界 に 放出 され る 。 ま 
た 生物 の 枯死 体 ・ 排 出 物 は 微生物 の 分 解 を 受 
け , 最終 的 に CO0。 と な っ て 外 囲 環 境 に 戻さ れ 
再び 緑色 植物 が 利用 可能 な 形 と な る 。 こ の よ ょ 
うな 自然 界 に お ける 炭素 の 循環 を いう 。 上記 
の 経路 の 他 に , 有機 物 ・ 無 機 物 と し て の 若 積 
( 石 談 ・ 石 油 ・ 石 原石) や 燃焼 に よる CO. へ の 復 
帰 が ある 。 生態 系 の 重要 な 機能 の 一 つ で ある 。 

タン ソドー カ RRM [carbon assi- 
milation DKohlenstoffassimilation ® 
assimilation de carbone ] 生物 が 無機 態 
ある い は 有機 態 の 炭素 化合 物 を 体内 に 取込み , 
自身 の 体 の 構成 成分 と する こと 。 

タン ソー ノ ・ 単 層 の [anistratal] 群落 
の 階層 構造 が 一 つ で ある 場合 を いう 。 

ダン タイ 暖 帯 Lwarm-temperate dis- 
trict] OBE 

タン タイ セキ 端 堆 石 Lterminal mo- 
raine] 氷河 が 流れ 出し 一 定 の 温度 帯 に 連 す 
る と 融解 する の で , 氷河 が 運ん で きた 砂 確 石 
が 堆積 する 。 こ の 先端 部 に 残さ れ た 堆積 召 ・ 
岩石 の こと を いう 。 

タン - チ ッ ソ ゾ ヒ R-BRK (carbon-ni- 
trogen ratio] ーC/W 比 

タン チョ ー フ ユ ー セ イプ ツ グン シュ ー 
単調 浮遊 生物 群集 [monotone plankton 
community] 1 種 が と くに 優 占 し た 浮遊 生 
物 群集 の こと 。 

タン ドク セイ カツ 単独 生活 [solitary 
life] ご 単独 生活 者 

タン ドク セイ カツ シャ 単独 生活 者 [soli- 
tary animal] ① 生 殖 と 育児 の た め に 一 時 
的 に 小さ い 集団 を 形成 する 以外 は , 雌雄 と も 
単独 で 生活 する 動物 種 。 路 乳 類 で は 森林 の 林 
床 に 生活 する も の が 多い 。② 群 れ が スペ シア 
の 単位 集団 を な す よ うな 動物 種 で , 群れ か ら 
一 時 的 ある い は 半永久 的 に 離れ て 単独 で 行動 
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し て いる 個体 。 

タン トー ルイ 単 糖類 [monosaccharide 
MMonosaccharid (monosaccharide ] 

タン ニン [tannin(e) OTannin, Gerb- 
stoff ®tan(n)jin] 植物 に 含ま れる フェ ノー 
ル 人 性 水酸基 を も づつ 芳香 属 化 合 物 の 総称 。 

ダン ネツ シキ ネツ リョ ー ケ イィ 断熱 式 熱量 
zt [adiabatic bomb calorimeter] 試料 
を 燃焼 させ て 生じ た 熱 を 水 に 吸収 させ , 水温 
上 昇 か ら 玉 有 熱 量 を 測定 する 熱量 計 。 ぁ つう 
5 「、 上 の 試料 を 必要 と する が , 水 を 冷 接点 
品 す る 熱電 対 を 用 いた 向 量 測定 用 で は 100mg 
以下 の 試料 で も 測定 で きる 。 熱量 計 

タン ホシ 短信 枝 [offset] 植物 の 繁殖 に 
役立つ 茎 の 基部 に ある 短い 側枝 。 

タン メイ ショ ク プ ツ サ パク . 短 命 植物 砂漠 
[ephemeral plant desert] 不定 期 の 稀 な 
降水 に 際 し て 一 時 的 に 植物 の 生育 する 砂 漢 。 

ダン メン ホー Hs [bisect method] 
群落 や 群落 配分 を 地上 部 (で きれ ば 地下 部 も 含 
HT) 層 別 に 測定 ・ 図 化す る 。 地下 部 (根茎 ) 
(に つい て は Weaver( ア メリ ヵ ) の 研究 な ど が あ 
る 。 


ee 鍛 .。 。。- ee 


タン ユー ゲ グン 単 雄 群 [one-male troop] 
1 頭 の オト ナ の 雄 と 1 頭 あ る い は 複数 の 雌 , 
復 数 の 未成 熟 個体 か ら 構 成 さ れる 路 乳 類 の 集 
団 。 > 

タン ヨー. ME [single leaf] 葉 層 & 
の 集団 ) に 対 し て 1 枚 だ け 独 立 し て 取出 し た 
葉 に つい て 用 いら れる 。 

ダン リュ ー 団 粒 [crumb OKrimel 
⑤ や grumeau] 土壌 粒子 が 分 解 過程 の 有機 物 
や 菌糸 . ミミ ズ や その 他 土 壌 動物 の 糞 塊 な ど 
の 形 で 固め られ た 集合 体 。。 

ダン リュ ー カ 団 粒 化 Lcrambiing] + 
壌 を 柔らか く 多孔 質 に し て 団 粒 構造 に する と 
と 。 実 際 的 に は よく 耕し 有機 質 肥料 を 多く 与 
え Bé 

タン リュ ー コー ゾー 単 粒 構造 [eingle 
grain(ed) structure] 土壌 構造 の 一 つ で , 
土壌 粒子 の 集合 体 構造 が 全く 認め られ ず , + 
壌 粒子 が 個々 に 独立 し て いる も の 。 

タン リン ネ セ イ 単 輪廻 性 [monocyclic」 
年 1 回 発生 また は 出現 を 繰 返 す 性 質 。 ORR 
廻 性 


F- 


チイ 地位 [site, s. quality, s. value 

DStandortsbonitat, Bonitat。 Ertrags- 

klasse] 総合 的 な 土地 の も つ 生 物 生産 力 の 

大 き さ を 表す 概念 。 農 耕地 ・ 造 林地 な どの 生 

産 力 の 等 級 区 分 に 使用 され る 。 地位 は 土地 生 

産 力 の 一 定 の 基準 (地位 指数 site index) に 従っ 

て 3 階級 また は 5 階級 に 区 分 され る と と が 多 

く 。 林地 で は 地位 指数 の 目安 と し て 樹高 が 用 

いら れる 場合 が 多い 。 ご 地位 指数 

チイ キ ゲ ン シ ュ ー 地域 群集 Llocal asso- 
ciation, regienal a. QOlokale Assozia- 

tion, regionale A.] 標 微 種 が 地域 的 に 有 

効 な 群集 。 

_ チイ キ フ ゴー 地域 符号 [geocode] 地 
表 を メッ シュ 人 に 切っ て 符号 を 付け , 生物 の 分 
布 を バン チカ ー ド に 記録 する と き 使う 方 法 。 

チイ シス ー 地位 指数 [site index] 地 
位 の 程度 を 表す 指数 。 ふ つう 50 年 生か 100 年 
生 の 森林 ある い は 原生 林 に つい て , 優 占 木 お 
よび 準 優 占 木 に つい て の 平均 樹高 ・ 基 d 部 面積 

“basal area の 平均 値 な ど が 用 いら れる 。 地 

チイ シ ツ ゲン 地 胡 湿原 [lichen bog O 
Flechtenmoor] 地 衣 類 (クラ ド = ア 類 ) の 生 
育 する OBult の 多い 凸 状 (レン ズ 状 ) 湿 原 。 高 
層 湿 原 の Bult が 発達 し , 先端 が 乾燥 する と ミ 
ズ ゴ ケ ヶ 類 の 泥岩 上 に 地 衣 類 が 凸 状 に 発達 する 。 

チイ ショ ク プ ツ ケイ スー 地表 植物 係数 
Llichen-quotient OF lechten-Quotient ] 
HDMRMOL7 RFCM T DI“KAOBAK 
の 百分率 。 

チイ チ ヒ ョ ー シ ョ ク プ ツ 地表 地表 植物 
Lchamaaephyta lichenosa] 葉状 体 が 10 
cm 以上 に も な る 樹 枝 状 地表 (テイ ラン タイ ・ へ 
ナ ゴ ケ ・ ム シゴ ケ な ど ) の よう に , 冬期 寒冷 の 
WW, 亜寒帯 地方 な ど に 分 布 す る 生活 型 の 一 
Do 


チイ ツン ドラ 地 衣 一 一 [lichen tun- 


dra] ツン ドラ 地帯 の や や 乾燥 し た 場所 に 発 | 
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轄 する 地 衣 類 の 優 占 する ツン ドラ 。 ハ ナ ゴ ケ 
の 類 な ど が 多い 。 ツ や ツン ドラ 

チイ ヤセ ピー ス 地 衣 一 一 [lichen heath 
OFlechten-Heide]) 北西 ドイ ツ な ど に 見 ら 
れる 秀生 低木 の エリ カ Erica 属 や カル ー ナ 
Calluna 属 の 植物 を 主 と す る ヒー ス 対 し て , 
乾燥 し た 白砂 丘 上 や 高山 に 見 られ る 地 衣 類 か 
ら 成る 乾 生 ヒー ス の 一 般 呼 称 。 

チイ ヨー ソ 地位 要素 Lorographic fac- 
tor] 地形 要素 。 本 来 は 生物 に 影響 を 及ぼ す 
地表 面 の 起伏 の 状態 を い 5。 

チェ ル ノ ジ ョ ー ム ド ー 一 土 [cherno- 
zem, steppe black earth ©Tscherno- 
sem ®chernozem] 泡 帯 ・ 冷 温 淀 の 亜 湿 
湯気 師 下 の ス テッ プ に 生成 きれ る 成 帯 人 土壌 
で 有機 質 に 富み , きわ め て 肥 浜 で き モー ロッ ズ 
の 穀倉 地帯 を 形成 し て いる 。 

チェ ルノー ゼー ム (chernozem, steppe 
black earth ⑤Tsclhernosem、 Steppen- 
schwarzerde ®chernozem, sol noir de 
steppe] チェル ノ ジ ョ ー ム 土 

チエ ンジ カン 遅延 時 間 [time lag, 1. 
time] ある 処理 を 行っ て か ら , 実際 に 反応 
が 現れ る まで の 時 間 の ずれ 。 播種 し て か ら 発 


、 芽 まで の 時 間 な ども る, 植物 の 成長 解析 で は 


time lag と し て 扱わ れる こと が 多い 。 

チエ ン シ ュ ー ダ ン 地縁 集団 Clocal 
group] 析 緑 集団 に 対比 され る 概念 で , 一 
定 地域 と 結び 付い た 人 間 集 団 の 中 で , shee 
の み に よ っ て 結合 され た も の と いえ る 。 し か 
し 実際 に は , 地縁 集団 は 地縁 結合 だ け で な く , 
MRXIL CD EFAS MORMMBA & DSH HEI 
PbABrTMILL TIS, や コミ ュ ニ ティ 

チオ ン ノ ギャ ク テ ン 地温 の 逆転 [soi 
temperature overturn ] 

チカ キ カ ン ケ イ 地下 器官 型 [radicoid 
form] 生態 的 に 根 radix と 類似 の 機能 を も 
つ 根 茎 ・ 仙 負 茎 な ど を 含め , 植物 の KAW 
migrule form の 一 つと し て 類型 化し た も の 。 
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チカ ク 地殻 [earth crust DErdkruste 
®croute } 

チカ クウ ンド ー 地殻 運動 [crustal mo- 


vement ①DKrustenbewegung ®mouve- 
ment de croute ] 

チカ ク へ ヘイ コー セツ 地殻 平衡 説 Liso- 
stasy ⑩Isostasie] 山の下 の 物質 は 軽く , 
海洋 底 の 物質 は 重い 。 し た が っ て 山の下 で は 
地殻 が 厚く , 海洋 底 で は 地殻 が 薄い と と に よ 
り 地 球 内 部 と の 均衡 が 保 た れ て いる と いう 説 。 
氷河 の 中 心 域 で は 地殻 が 沈降 し , 氷河 の 消失 
と と も ゃ も に 地殻 が 隆起 する 現象 は この 説 で 説明 
され る 。 ア イソ スタ シー。 

チカ ク ヘ ンド ー 地殻 変動 [diastroph- 
ism DDiastrophismus ®diastrophisme ] 

チカ ケイ 地下 茎 [rhizome, rootstock 
@ORhizom ⑤⑥rhizome] 三根 茅 

チカ ケイ ショ ク プ ツ 地下 茎 植 物 [rhi- 
zome plant ] 

チカ ショ ク プ ツ 地下 植物 [hypogeal] 
半 地 下 植物 (H) と 広義 の 地 中 植 物 (C と HH) 
を 含め た も の 。 

チカ スイ 地下 水 [(ander) ground 
water OGrundwasser] 土 壊 中 また 基層 
中 に あっ て 重力 で 自由 に 動く 水 の 部 分 。 

チカ スイ イ 地下 水位 (((under)ground) 


water table OGrundwasserstand ®ha- - 


uteur de noppe aquifere] 地下水 が 地 
層 中 で 飽和 し て いる 上 面 を 地下 水面 と いい , 
その 深 さ を 地下 水位 と いう 。 地 下水 面 。 

チカ スイ REVIT EF 地下 水 一 一 性 
+ [ground water podsol soil] 混 潤 地 
域 の 地下 水位 が 高く , 土壌 母 材 が 粗 砂 か ら 成 
る 場合 に 生成 する 成 帯 内 性 土壌 。 

チカ スイ メン 地下 水面 (ground) water 
table 人 Crundwasserstand (@®hauteur 
de noppe aquifere] 三 地 下水 位 

チカ スイ メン ズ 地下 水面 図 [water 
table map OGrundwasserstrandkarte] 
等 し い 地下 水面 の 海抜 高度 を 結ん で 等 高 線 を 
描い た 図 。 


チカ スイ リュ ーシュ ツ 地下 水流 出 


{ground water runoff] 三 地下 流 去 

チカ プ キ カ ン 地下 部 器官 [snbterra- 
nean part) 地 中 に ある 植物 器官 の すべ て 
を いう 。 

チカ プ - チ ジョ ー プ ヒ 地下 部 - 地 上 部 比 
[root/shoot ratio] 植物 の 地下 部 重 と 地 
上 部 重 と の 比 。 地 上 部 地下 部 比 

チカ リュー キョ 地下 流 去 Luander- 
ground runoff, ground water r.] IK 
が 地 中 に し みろ 込 み , 地下 水 に な っ て 流出 する 
こと 。 地 下水 流出 。 

チカ ン サ ンド 置換 酸度 [exchange aci- 
dity] 中 性 塩 次 液 ( ぉ ょ つら 塩化 ヵ り 液 ) に 土壌 
を 懸 濁し て 測定 し た 場合 の 酸度 。 

チカ ン セ イ エン キ 置換 性 塩基 [exchan- 
geable base, e. cation Daustauschbares 
Kation ⑤cation échangeable] 土壌 中 
の 粘 士 や 腐植 の 粒子 は 負 に 溢 電 し て いて , 
Ca・Mgz・K・H な どの 陽 イ オン を 引き 付け 
て いる が , これ ら 陽 イオ ン は 互換 性 が ある 。 
この よう な 状態 の 塩基 類 を 任 換 性 塩基 と いう 。 
つ 塩 基 置 換 容量 , ORME 

チカ ン セ イ ヨー イオ ン 置換 性 陽一 一 
[Lexchangeable cation] 三 置 換 性 塩基 

チカ ン ヨ ー リ ョ ー 置換 容量 [exehange 
capacity, CEC: cation e. capacity 
⑥Anustauschkapazitat] 7+ 100g が 吸着 
で きる 陽 イ オン の 最大 量 を ミリ グラ ム 当 量 で 
示し た も の 。 +H SiO, と Alz0。 の 比 が 大 
きい ほど 陽 イ オン の 吸収 は 大 , 際 イ オン の 吸 
収 は 小 に な る 。 塩 基 講 換 容量 。 

チキ ュー カガク テキ リン ネ 地球 化学 的 
輪 [geochemical cycle] 風化 ・ 堆 積 な 
ど に み ら れ る 地球 化学 的 な 変化 が , 地球 全体 
と し て 地質 学 的 な 年 代 で 繰 返 さ れ て いく こと 。 

チキ ュー ショ ク プ ツガ ク 地球 植物 学 
[geobotany ⑩⑥Ceobotanik] 三 地 植 物 学 

チキ ュー ピ セ イプ ツガ ク 地球 微生物 学 
[geomicrobiology」 人 微生物 の 地質 学 的 ・ 
地球 化学 的 活動 を 研究 する 学問 。 

チ ギ ョ 稚魚 [javenile, young] £2 
う 仔 魚 期 を 終っ て か ら 成 魚 と し て の 種 の 特徴 


を は ほぼ 備え る よう に な る まで の 時 期 の 魚類 。 
幼魚 ふる ほぼ 同じ で , 箕 北 後 成体 に な る まで の 
時 期 の 魚類 を 広く 一 般 的 に いう こと も ある 。 
O13 FE 

チキ ョ ー 地峡 [isthmmian link, isth- 
mus] 大 陸 と 大 陸 ま た は 半島 を 結ぶ 陸地 の 
狭く な っ た 所 。 

チ ギ ョ モー EAM [larva net, young- 
fish n., y.-f. trawl] OLarvennetz] ふつ 
2 BF ORE~ PIB C)DEKEWTRRT 
る も の 。 粗い 目 の 演 布 で 作ら れ た 大 型 プ ラン 
クト ン ネ ッ ト 型 ・ 底 曳 網 型 , 口 の 小さ い 円 筒 
内 蔵 型 で 高速 曳 行 用 の も の な ど あ る 。 

チク 地区 [province OProvinz ®pro- 
vince] フロ ラ や ファ ウナ の 特徴 で 地球 を い 
くつ か の 区 域 に 分 類する 場合 の 単位 で , 最大 
単位 が 植物 で は 区 系 界 kingdom, 動物 で は 界 
realmo。 こ れ ら は 更に 低 次 の 区 region, Hux 
province に 分 けら れる 。 

チク ジ チ ュ ーシュ ツ 逐次 抽出 [eequen- 
tial sampling] 標本 の 大 き さ を 予め 決め 
ず に 必要 に 応じ て 増し て いく 抽出 法 。 個 体 数 
調査 で ぉ つう 所 次 抽出 と 呼ば れる 方 法 は , 任 
意 抽 出 に よっ て 順次 調査 単位 を 採取 し て , そ 

- の 時 点 ま で の 則 積 個体 数 を 調査 単位 数 に 対し 
て プ ブロッ ト し て いき , それ が 予め 定め た 密度 
の 高低 二 つ の 限界 線 の いずれ か を 横切っ た と 
き 調 査 を 止め る 方 法 で ある 。 限界 線 の 設定 に 
は 対象 個体 群 の 分 布 様式 を 知る 必要 が あり , 
その 上 で 高低 二 つ の 密度 限界 値 と 危険 率 を 定 
め れ ば 求め られ る 。 

チク リン 竹林 [bamboo brake OD 
Bambusdickicht ©bambousaie] 森林 
の 一 つの タイ プ と し て は bamboo forest O 
Bambuswald と いう 用 語 も ある が , 竹 は 木 と 


草 の 中 間 的 な 性 格 を も つの で と くだ 人 竹林 に 限 ・ 


っ て 叢 林 brake と いう いい 方 を する 。 笹 も 広 
い 意 味 の bamboo に 含め られ る こと も ある が , 
笹原 は dwarf bamboo grassland と いう よう 
草原 の タイ プ に 数 える と と が 多い 。 も っ と 
も アフ リカ の 高山 や と マラ ヤ な どの bamboo 
zope は 笹 に 属す る Arundinaria (アメ リカ メダ 
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ヶ ) か ら で き て いる 。 

チー クリ ン 一 一 林 [teak forest, Diati- 
wara] ジャ テイ 林 。 ジャ ッ 地 方 の 長期 間 林 
業 的 に 経営 され て きた 林 で ,。 ほとん ど チ ー ク 
Tectona grandis の 純 林 と され だ た も の 。 ジ ャ 
林業 の 中 心 と な っ て きた 。 

チク リン タイ KF Cbamboo zone O 
Bambuszone (zone banibousaie | 
Troll(1959) は 熱帯 高山 の 垂直 分 布 帯 の 雲 霧 林 
帯 cloud forest zone が ほほ 竹林 帯 に あたる こ 
と を 示 し た 。 し か し 東 ア フリ カ で も 東 ヒ マラ 
ヤ で も その 多く は ササ 4zzzgzzgzzg で 。 山麓 
部 の Bambusa * Dendrocalamus な どの ベン 
ブー 類 と は 異な る 。 

チケ イ 地形 [topography DTopogra- 
phie ®topographie ] 

チケ イガ ク 地形 学 [geomorphology, 
topography OGeomorphologie ®géo- 
morphologie ] 

チケ イケ イソ ク 地形 計測 (calculation 
of topography] 地形 図 また は 航空 写真 に 
より , 地形 に 関し た 諸 量 を 測定 する と と 。 

チケ イシ ョ ー へ キ 地形 障壁 [topogra- 
phic barrier ] 

チケ イズ WHA (topographic map O 
topographische Karte carte topogra- 
phique] 陸上 の 地形 を 縮小 し て 平面 図 と し 
た も の で , 主 に 等 高 線 に より 地形 を 表す 。 

チケ イセ イ コー ウ 地形 性 降雨 Loro- 
graphic rainfall] 地形 の 影響 に よる 降雨 。 

チケ イソ クリ ョ ー 地形 測量 [topogra- 
phic survey Otopographische Aufnah- 
me) 地形 図 を 作る た め の 測 量 。 

チケ イ テ キ キョ クソ ー 地形 的 極 相 
(topographic climax Dtopographische 
Klimax ] 

チケ イ テ キ セッ セン 地形 的 雪 線 [oro- 
graphic snow line] OS® 

チケ イ ヨ ー イ ン 地形 要因 [topographic 


‘factor Otopographischer Faktor] 環 


BRA 5 Sie - wHHRA, 
チケ イリ ン ネ 地形 輪廻 [geomorphic 
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cycle OEntwicklungsreihe der Land- 
form ®cycle morphologique] >#iER{E 
学 的 輪廻 

チコ ー MWS [trough] 

チコ ー セ イィ Bt [slowly available] 
肥料 の 効き 方 が 遅い こ と 。 緩 効 性 。 速 効 性 の 
対語 。 

チ シ ガ ク hss [historical geology 
Mhistorische Geologie ®géologie his- 
torique ] ° 

チ シ ガ ク 地誌 学 [regional geography] 

チ ジ キ 地磁気 [terrestrial magnet- 
ism ] A 

チ シ コ ー オ ン 致死 高温 [fatal high 
temperature, lethal h.t.] 特定 種 の 生物 
の 個体 が 生存 し 得る 高温 限界 。 

チ シ ツ ガク 地質 学 [geology, geological 
science DGeologie ®géologie ] 

チ シ ツ ジ ダ イ 地質 時 代 [geologic age 
Dgeologisches Alter Mage géologique ] 

チ シ ッ ズ 地質 図 [geological map] 4 
石 ・ 地 層 ・ 地 質 構造 な ど を 示す 地図 で , ぉ ふつ 

う 2 表土 を 含ま な い 。 

チ シ ツ ダン メン ズ 地質 断面 図 [geogra- 
phical profile] 地下 の 地質 構造 を 示す 断 
面 図 。 

チ シ テ キ クラ イン 地 史 的 一 一 Lgeo- 
cline] 地 史 的 勾配 と も いう 。 古 生物 群 で そ 
の 間 に 不 連続 的 な 形質 の 差 は な い が , 地 史 的 
に みる と 形質 差 の 変化 に ある 傾向 が 認め られ 
る 場合 を いう 。 ま た その よう な 個体 群 を 一 括 
し て 一 つの 地 史 的 クラ イン に 属す る と いう 。 

チ シ テ キ セン イ - 地 史 的 遷移 [geologi- 
cal succession Qgeologische Sukzes- 
sion] 地 史 的 な 長期 の 年 教 が 経過 する 問 に 
起 る 想 移 。 隆 起 ・ 沈 降 な ど に 伴う 地形 的 遷移 

と 氷河 期 ・ 間 水 期 の 交代 に 伴う 気候 的 遷移 が 
ある 。 

チ シ テ キチ ショ ク プ ツガ ク 地 史 的 地 植 物 
学 (syngenetic geobotany Osyngene- 
“tische Ceobotanik] 地 史 的 に 植物 社会 の 
比較 研究 を する 地 植 物 学 の 一 分 野 。 


チ シ ヤ クリ ョ ー BEB CLD :lethal 
dosage] ある 生物 を 致死 させ る 薬 講 の こと 
で , 一 般 に は ある 生物 の 集団 を 50 ダ BT 
量 す な わ ち 中 央 致死 薬 量 LDs。, ある い は 95 
Ate LD。。 等 で 示さ れ , 体重 あたり ある 
い は 個体 あたり の 薬 量 で 表 さ れる 。 

チ ジ ュ 稚 樹 [sapling, young tree © 
Saatpflanze, junger Baum] 芽生 え か ら 
胸高 直径 2 cm 内 外 ・ 樹 高 2 m 前 後 の も る の ま 
で を ぁ ふつ ちい う が , ドイ ツ 語 で は 1 m 前 後 の 
も の を ⑩Saatpflanze, 2m 前 後 の も の を O 
Halbheister, 3~4m の も の を ⑩Heister と 
いっ て 区 別 す る 。 幼 樹 。 

チ シ ョ クシ ャ 地 食 者 [geovore] He 
性 の 動物 。 実 際 に 食物 と な っ て いる も の に つ 
いて 見 る な ら ば , 腐植 食 者 と いう べき も の が 
少な く な い 。 ツ 地 食 性 の 

チ シ ョ クセ イ / 地 食 性 の [geophag- 
ous] 土壌 や 底 砂 況 を その まま 呑み 込ん で , 
その 中 に 含ま れ て いる 有機 物 だ け を 消化 する 
摂 食 法 を 行う こと 。 

チ シ ョ ク プ ツガ ク 地 植 物 学 [geobota- 
ny ⑪DCeobotanik] 地球 植物 学 。 ョ ヨー 
ッ パ 流 の 広義 の 植物 地理 学 で , 地理 的 ・ 生 態 
的 ・ 歴 史 的 地 植物 学 に 分 ける こと も ある 。 日 
本 語 で いう 植物 生態 学 と ほとん ど 同 義 。 

チ ジ ョ ー ケ イ HEX [shoot system] 
根 系 に 対す る 用 語 で , 植物 の 地上 部 を 一 つの 
系 と し て 取扱 う 場 合 を いう 。 

チ ジ ョ ー ショク プ ツ 地上 植物 [epigeal] 
広義 の 地上 植物 で Raunkiaer の 生活 型 の 地上 
植物 Ph と 地表 植物 Ch を 含め た も の 。-. 

チ ジ ョ ー シ ョ ク プ ツ キ コ ー 地上 植物 気候 
Lphanerophyte climate ①)Phaneropby- 
ten-Klima] Raunkiaer の 生活 型 基準 表 に 
お いて 冬眠 芽 が 地上 高く だ た ある 植物 (高木 と 
低木 ) が 標準 値 より 優 占 し て いる 気候 帯 。 基 
温帯 ・ 熱 帯 ・ 亜 熱帯 の 森林 な ど 。 - 

チ ジ ョ ー セ イ 地上 生 [terrestrial] 陸 
地上 に 生育 する こと 。 水生 の 対語 。 陸 上 の , 
陸生 。 

チ シ ョ ー セ イ フ ユ ー セ イプ ブツ 池沼 性 浮遊 


———— 
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生物 [hel(e)oplankton] 水深 の 浅い 池沼 
を 好 ん で 生息 する プラ ンク トン 。 流れ の 強い 
河川 性 お よび 大 型 湖 の 沖 部 の 種類 と は 異な る 。 

チ シ ョ ー セ イ プラ ンク トン 池沼 性 一 一 
Lhel(e)oplankton] 三池 沼 性 浮遊 生物 

チ ジ ョ ー ゾ ー ソ ー セ イノ 地上 人造 巣 性 の 
Lground-nesting Mbodenbriitend ] 

チ シ ョ ー ノ セン イ 池沼 の 遷移 [pond 
succession] 池沼 は 浅く 水量 が 少な い の で , 
池沼 全体 の 移り 変り が よく わか り , 変化 の 速 
EER, ORKOBS 

チ ジ ョ ー プ - チ カプ ヒ 地上 部 - 地 下部 比 
(T/R ratio] 植物 体 の 地上 部 と 地下 部 の 乾 
物 重 を 測り, その 比 で 示す 。 植物 の 地上 部 - 
地下 部 の 成長 の 均 衝 度合 を 知る 指標 と な る 。 

チ シ ョ ー フ ユ ー セ イプ ツ 池沼 浮遊 生物 
[heleoplankton] 一 池沼 性 浮遊 生物 

チ シ ョ ー プ ラン クト ン 池沼 一 [Himno- 
plankton] 三池 沼 性 浮遊 生物 

チ デ ョ ー ユ ー セ ン 池 状 湧 泉 [Himmno- 


crene] 湧 泉 の 水 が 湖 盆 に た まっ て 池 状 を 


な し た も の 。 
~- チ チカ タキ ョ ジュ ー 島 方 居住 [patri- 

locality] 結婚 後 の 住居 が 夫 の 生 家 ある い 
は その 近く に ある こと , すなわち 妻 が 居住 地 
を 移す こ と 。 一般に 父系 的 な 社会 に 多く み ら 
nS, KARE. COBABE 

チチ ュー カイ キ コ ー 地中海 気候 [medi- 
terranean climate ®mediterranes Kli- 
ma] 地中海 沿岸 地帯 の 夏期 は 高温 で 乾燥 し , 
冬期 は 温和 で 降水 量 の 多い 気候 。 

チチ ュー カイ チイ キ 地中海 地域 [medi- 
terranean region] 夏 が 乾燥 し て , 冬季 の 
降水 の 多い 常緑 硬 葉 樹林 の 生育 域 。 

チチ ュー ショ ク プ ツ 地 中 植物 [crypto- 
phyte, geophyte OKryptophyt, Endo- 
pheophyt ®cryptophytes] Raunkiaer 
の 生活 型 の 一 つ で , 休眠 芽 が 地 中 ま た は 水中 
保護 され て いる 植物 。 前 者 は 狭義 の 地 中 植 
物 geophyte, C CH), 後者 は 湿 生 植 物 と 水 
生 植 物 HH で ある 。 F 

チチ ュー ショ ク プ ツ コー ザン ステ ッ プ 地 
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中 植物 高山 一 一 [cryptophyte mountain 
steppe] 休眠 芽 が 地 中 に あっ て 保護 され て 
いる 狂 義 の 地 中 植 物 geophyte か ら 成 る 高山 
の 草原 。 = 

チチ ュー セイ プ ツ 地 中 生物 [edaphon(c) 
@MEdaphon ⑤⑥6daphone] エダ フォ ン 。 
三 土 壌 生物 

チチ ュー ドー プ ブツ 地 中 動物 [subterra- 
nean animal] 地 中 に 埋没 し て 生活 し て い 
る 動物 。 

チチ ュー ヨー ショ ク 
culture | 

チッ ゾ ソ キ ガ BRR (nitrogen starva- 
tion] 土壌 中 に C/ 比 の 高い 有機 物 が 多量 
に 加え られ た と き に 植物 に 起 る 一 時 的 な 窒素 
欠乏 症 。 土 壌 微生物 と 植物 と の 窒素 源 に 関す 
る 競争 より 生じ る と いわ れ て いる 。 

チッ ソコ テイ BRAS (nitrogen fixa- 
tion OStickstoffbindung] 空気 中 また 
は 水中 に 溶け 込ん だ 分 子 状 窒素 No を 細胞 内 
に 取込み , 還元 し て アミノ酸 等 の 窒素 化合 
物 と する と こと 。 マ メ 科 植物 と 共生 する 根粒 菌 
Rhizobium, 土壌 中 や 水中 に 分 布 する 好 気 性 
AD Azotobacter, BRPERI D Clostridium, 
藍藻 Moszoc 等 が 代表 的 で ある が 菌 根 な ど 他 の 
微生物 に も この 作用 を も つも の が 知ら れ て い 
る 。 一般 の 植物 が 利用 可能 な 窒素 化合 物 の 供 
給 と いう 面 か ら 重 要 な 現象 で ある 。 な お お, 雪 
等 の 空中 放電 に よる Nz か ら 硝 酸 塩 な ど - 
変換 も 窒素 固定 と 呼ば れる 。 

チッ ソコ テイ サイ キン 窒素 固定 細菌 
[nitrogen-fixing bacteria ①)stickstoff- 
fixierende Bakterien] 大 気 中 の 遊離 室 
素 を 固定 する 能力 を も つ 細 菌 。 固 定 能 の 比較 
的 大 き な も の と し て 好 気 的 な Azotobacter と 
BRAN Clostridium が 最も よく 知ら れ て い 
So 水中 ・ 土壌 中 な ど に 広く 分 布 し て いる 。 

チッ ソリ サン カプ ブツ 窒素 酸化 物 Lnitro- 
gen oxides] 大 気 汚染 源 と な る 燃焼 ガス , 
車 排 ガス 中 の 一 酸化 室 素 NO や それ が 酸化 さ 
れ た 二酸化 空 素 NO2 な ど 。NO。 で 示さ れる 分 
子 組 成 を も つ 。 


池 中 養殖 [pond 
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Fal ジュ ンカ ン 窒素 循環 (nitrogen 
cycle @OStickstoffkreislauf cycle 
dazote] 大 気 中 の 分 子 状 窒素 が 室 素 固定 能 
を も ゃ も つ 生 物 や , 空中 放電 また は 人 工 的 な 窒素 
化合 物 の 合成 な ど に よっ て 植物 に 取 込 ま れ 得 
る 形 と な り , 植物 は これ を 取込み 看 白質 な ど 
の 窒素 化合 物 を 作る 。 更 に この 室 素 は 動物 体 
内 に 取 込 ま れ 様々 な 変化 の 後 排出 され る 。 ま 
た 動植物 ゎ 分 解 さ れ 再 び 無 機 態 室 素 と な り , 
一 部 は 再 利用 され , 一 部 は 大 気 中 に 戻る 。 こ 
の 変遷 の 過程 を 室 素 循環 と いう 。 SRR 

チッ ソ ゾ シ ョ ク プ ツ 窒素 植物 [nitrophy- 
te Ostickstoffliebende Pflanze, Nitro- 
phile P.] アン モニ ア ・ 硝 酸 塩 の 多い 土壌 
と 強く 結び 付い て いる 植物 。 耕 地 雑 草 ・ 路 傍 
雑草 な どの 帰化 植物 に も 多い 。 イ ラク サ 類 ・ 
ホソ アゲ イト ウ ・ ブ タク サ ・ オ オア レ チ ノ ギ 
ク ・ マ ツ ョ イグ サ 類 ・ ダ ンド ボロ ギク た な ど 。 

Fut ノリ ン サ ン エ ン BRORBE 
[mitrogen-phosphate] 海洋 お よび 陸 水 中 
に お ける 植物 プラ ンク トン の 増殖 お よび 成長 
に と っ て 重要 な 栄養 源 。 春 か ら 夏 に か け て 河 
類 が 増殖 する と 消費 され て 少な く な る 。 秋 か 
ら 冬 に か け て 著 積 され , 再び 翌年 の 生産 の 栄 
養 源 と な る 。 3 

チヌ ー ク フー —A [chinook] アメ 
リカ の ロッ キー 山脈 の 東側 に 吹き お ろ す 乾燥 
し た 熱風 。 

チノ ー 知能 Lintelligence Olntelli- 
genz] 行動 を 支配 する 神経 的 能力 と され , 
学習 ・ 分 析 ・ 洞 察 な どの 神経 的 活動 で 支え ら 


れ る ° 
チ ヒ シ ョ ク プ ツ 地 被 植物 [ground 
cover] 三 地表 植 被 


チ ヒ ョ ー カ 地表 火 [sarface fire] 森 
林 火 災 で 主 に 地表 の 枯葉 の み が 燃 え る 状態 で , 
彼 害 は 小さ い 。 

チ ヒ ョ ー シ ョ ク セイ 地表 植生 [ground 
vegetation OBodenvegetation] 林 床 の 
稚 樹 ・ 草 本 ・ 背 の 低い 低木 よ り 成る 植生 。 林 
床 植生 。 


チ ヒ ョ ー シ ョ ク ヒ 地表 植 被 (ground 


cover] 裸 地 を 被覆 する た め の シ バ な ど で 植 
栽 し た も の 。 ま た 一 般 に 地表 の 植 第 を も いう 。 

チ ヒ ョ ー シ ョ ク プ ツ 地表 植物 [chamae- 
phyte 〇 DChamaphyt ⑤chamaephyte | 
Raunkiaer の 生活 型 タ イプ の 一 つ 。 休眠 芽 の 
位置 が 地表 面 上 30 cm 以下 の も の 。 

チ ヒ ョ ー シ ョ ク プ ツ キ コ ー 地表 植物 気候 
[chamaephyte climate Ochamephyt- 
ische Klima] 地表 植物 が 標準 値 よ り 多 い 
割合 を 占め る 特徴 を も つ 和 気候 。 

チ ヒ ョ ー ス イ 地表 水 [surface water] 
河川 ・ 湖 沿 な ど , 地表 に ある 水 。 

チ ホ ーシュ WAR [local variety, ma- 
tive v., l. race, 1. breed MLokalrasse ] 
育種 過程 を 経 な いで それ ぞ れ の 地方 に 保存 さ 
れ て きた 品種 。 地 方 種 。 一 般 に 長い 期間 の 自 
然 選択 や 海 汰 に より , それ ぞ れ の 地方 の 環境 
に 適応 し た 型 と な っ て いる が 遺伝 的 変異 を 合 
ん で いる 。 英 術語 の 前 二 者 は 植物 , 後 二 者 は 
動物 に 用 いる こと が 多い 。 

チ モ ン ガク 地 文学 Lphysiography] 
広義 の 土地 の 科学 で ある が , 地形 学 ・ 自 然 地 
理学 に 近い 意味 で 用 いる こと も ある 。 

チ モ ン テキ キョ クソ ー 地 文 的 極 相 
[physiograpHic climax] 地形 な ど 自 然 
地理 学 的 条件 に よっ て 決 る 極 相 。 

チャ クセ イ 着 生 [epoekie DEpdkie] 
片 利 共生 の 一 形態 で , 相手 の 体 表 上 に 定住 す - 
る も の 。 体 表 着 生 。 ‘ 

チャ クセ イ ショ ク プ ブツ 着 生 植 物 [epi- 
phyte] コケ 類 ・ 地 衣類 ・ 洒 類 お よび 一 部 
の ラン 科 な どの 高等 植物 に 見 られ る よう に 樹 
幹 ・ 樹 枝 ・ 葉 な どの 植物 や 岩上 な ど , 土壌 以 
外 の 基 物 に 着 生 する 植物 。 

チャ クセ イ ショ ク プ ツゲ グン 着 生 植物 群 
Lepiphyton] 着 生 植物 の 群落 。 着 生 植 物 

チャ クセ イシ ョ ク プ ツ ケイ スー GERD 
係数 LEP-Q : epiphyte-quotient| ある 
地域 の 全 フ ロラ 数 で 産生 植物 の 種 数 を 割っ た 
バー セン ト 。 空 中 湿度 ・ 気 温 た どの 指標 に 用 
いら れる 。 


チャ クセ イ ショ ク プ ツノ 着 生 植物 の 


Cepiphytic] 

チャ クセ イ スイ セイ ショ ク プ ツ 着 生 水生 
植物 [ydrophyta adnata] 水中 の 基 物 
に 着 生 する 植物 。 水 生 植 物 の 生活 を 犬 きく 分 
け て , 浮遊 性 水生 植物 hydrophyta natantia, 
着 生 水生 植物 お よび 根 生 水生 植物 h. radi- 
cantia と する 。 

チャ クセ イ ドー プ ツ 准 生 動物 [epi- 
zoan] 生物 の 体 表 を 基層 substratum と し て 
生活 する が , 宿主 生物 の 組織 を 栄養 源 と は せ 
ず , 単に 着 生 場所 また は 隠れ 家 と し て いる 動 

チャ ッ プ マン Chapman, R.N., 1889~ 
1939 アメ リカ の 昆虫 学者 ・ 動 物 生態 学者 。 
ュー ネル 大 学 で 学位 を 得 た 後 , ミネ ッ タ 大 学 
_ 教授 ,。 ヘ ワイ 大 学 教授 <。 ま た その 間 と パイ ナッ 
ブル 試験 場 長 な ど を 勤め た 。 数 量 的 な 動物 生 
態 学 の 建設 た 努力 し , その 著書 Animal Ecolo- 
gy, with Special Reference to Insects, 1931, 
は 個体 群生 態 学 の 古典 の 一 つ 。 有 名 な 生物 繁 
HED AT Vy +) と 環境 抵抗 の 概念 を 
基本 と し て 個体 群 増殖 の 理論 を 展開 し た 。 

チャ パ ダ ス [chapadas] 南部 ブラ ジル 
の 高地 に みる 草原 。 | 

チャ パラ ル [chaparral] 高 さ 1~3m 
の 低 末 か ら 成 る 硬 葉 半 瀧 木 林 で , スペ イン 語 
の 常緑 カシ を 意味 する chapparo か らき た 呼 
名 で ある 。 カリ フォ ルニア な と 北米 南西 部 に 
特徴 的 で ある が , 類似 の 相 観 を も つ 植 生 は 地 
中 海 性 気候 の 諸 地 方 に み ら れ る 。 周期 的 な 野 
火 を 受け る , 土壌 の 浅い 貧 栄 養 地 に 成立 する 。 
ウマ キー 

チュ ー イ シッ ゲン 中 位 湿 原 Ctransi- 
tional moor] 三 中 層 湿 原 

チュ ー イ デイ タン ド 中 位 泥炭 土 [tran- 
sitional moor soil] 王 中 層 泥 炭 土 

チュ ー エ イ ヨ ー ガ タ 中 栄養 型 [mesotro- 
phic] 湖沼 の 水質 を 栄養 塩類 の 濃度 か ら 分 
類 し た 階級 の 一 つ 。 貧 栄養 型 olizotrophic と 


富 栄養 型 entrophic と の 中 間 に あ た る 。 こ の 


階級 は 者 か れる こと も ある 。 


チュ ー エ イ ヨ ー ガ タ コシ ョ ー 中 栄養 弄 
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湖沼 [mesotrophic lake] 厳密 な 意味 で 
の 境界 は な い が , BRB LC BRBM & OFF] 


と 見 られ る 湖沼 。 貧 栄 養 型 湖沼 , や 富 栄養 型 


湖沼 

チュ ー エ ン セ イ 中 塩 性 [mesohalous] 
浮遊 生物 と くに 浮遊 植物 に つい て , 塩分 が お 
よそ 5 一 20% の 水中 に 生息 する と と を いう 。 

チュ ー エ ンプ ン / ノ 中 塩分 の [mesoha- 
line] 汽水 を 区 分 する と き に は 塩分 が 3 一 
16.5% の 範囲 を 指す 。 

チュ ー オ ー チ シ ヤ クリ ョ ー 中 央 致死 薬 量 
[LD50: median lethal dosage] ある 物 
質 が 生物 に 作用 し , その 生物 の 50 を 殺す 量 。 
その 濃度 を , 中 央 致死 楽 濃度 median lethal 
concentration: LC50 と いう 。 

チュ ー オ ン ショ ク プ ツ 中温 植物 [meso- 
therm] PRE ORERF (55S 15° ~ 
25°C) の も と で 正常 な 生育 を 示す 植物 。 ご 高 
温 植物 , 低温 植物 

チュ ー オ ン セ イ 中 温 性 [mesophile] 

チュ ー ガ タ セイ プ ツ ソー 中 型 生物 相 
[mesobiota] >4 8 . 

チュ ー ガ タチ ジョ ー シ ョ ク プ ツ 中 型 地上 
植物 [mesophanerophyte] 8 ~30m の 
高木 (Ms)。 

チュ ー ガ タ テイ セイ セイ プ ブツ 中 型 底 生 
生物 [meiobenthos Meiobenthos ® 
meiobenthos] 1mm 目 を 通過 し 0.1mm 
目 を 通過 し な い 大 き さ の も の 。 徴 小 底 生生 物 
と も いわ れる 。 

チュ ー ガ タ ドジ ョ ー ド ー プ ツ 中 型 土 壌 動 
物 [soil mesofauna] 体長 0.2 一 2 mm 以 
FC, 10 て 30 倍 くら い の 拡 大 鏡 で と ら え られ 
る 程度 の 大 き さ の 土壌 動物 。 ト ビュ ムン 類 ・ サ 
サラ ダー ニ 類 ・ セ ンチ ュ ウ 類 ・ ヒ メ ミ ミス 類 な 
ど が 含ま れる 。 ま た その 種類 組成 も 指す 。 

チュ ー ガ タ ド ジョ ー ド ー プ ツリ ソー pH 
土壌 動物 相 [soil meiofauna, 5. meso- 
fauna } 

チュ ー ガ タ フワ ユー セイ プ ブツ 中型 浮遊 生物 
Cmesoplankton ®Mesoplankton ® 
mesoplankton] 大 型 浮遊 生物 と 小型 浮遊 


しり 
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生物 の 中 間 く らい の 大 き さ の も の 。 


チュ ー ガ タ プラ ンク トン 中 型 一 一 
[mesoplankton] 三 中 型 浮遊 生物 
チュ ー カ ン キ シュ 中 間 寄 主 [interme- 


diate host OZwischenwirt ®héte in- 
termediaire] 寄生 虫 の 幼生 と 成体 の 寄主 
(宿主 ) が 異な る 場合 , 前 者 を いう 。 中 間 宿 主 。 

チュ ー カ ン キ ヨー ソ 中間 期 要素 [medi- 
ocratic element] 後 氷 期 は 古い ほう より 
向 瞬 期 ・ 温 暖 期 ・ 減 肥 期 に 分 ける こと が で き 
る 。 温暖 期 に 優勢 な 種類 を 中 間 期 要素 と いう 。 
< von Post OM. ORME 
_ チュー カン シ ツ ゲン 中 間 湿原 [mixed 
sphagnum bog, sedge b. OZwischen- 
Moor] 山地 斜面 な どの イネ 科 植 物 ・ ス ゲ 類 
を 主 と し た 湿原 。 わ が 国 で は ヌ マ ガ ヤ 草 原 ・ 
高層 湿原 の 周辺 に ドー ナツ ッ 状 に 発達 し て いる 
こと が 多い 。 尾瀬 ヶ 原 ・ 八 幡 平 ・ サ ロ ベ ッ ツ 原 
野 な ど に も み ら れ る 。 

チュ ー カ ン シュ クシ ュ 中 間 宿 主 [inter- 
mediate host] 王 中 間 寄 主 

チュ ー カ ン セ イ Pw imesohalinous ] 
塩分 濃度 が 1.0g//--9.0 g/7 の 範囲 を いい , 
1.0g/l~5.0¢g/l を g- 中 塩水 , 5.0¢/1~9.0 
g/l を - 中 塩水 に 分 ける 。 中 塩 性 。 

チュ ー カ ン リュ ーシュ ツ 中 間 流 出 
[interflow, subsurface storm flow] 降 
KABA ECREL, WEAKEST SBI 
に 流 路 に 流出 する 現象 。 

チュ ー ケ イ ソー ホン 中 茎 草 本 [mmid- 
grass] 2--4 フ ィ ー ト の 草丈 を も つ イ ネ 科 
草 。medium-height grass と も いう 。 

チュ ー ケ イ ヨ ー/ ノ 中 形 葉 の [mesophy1l- 


lous] aunkiaer に よる と , HAR 20~ 
182cm? の 葉 。 

チュ ー コ ー セ イ  , 昼 行 性 [diurnalismn ] 
昼間 に 行動 する 行動 型 。 


チュ ー コ ー セ イノ Bist [diurnal] 
動物 が 活動 (と くに 採 食 行動 ) を 昼間 行 2 こ と 。 

チュ ー サ 中 砂 [medium sand] アメ 
リカ の 土壌 区 分 で は 粒 径 1 ~0.5 mm の 砂 。 
Y 連 で は 1~0. 25mm の 砂 を 指す 。 


チュ ー シ ツ セイ ノ 
三 中 生 の 

チュ ーシュ ツ ゴ サ 抽出 誤差 [sampling 
error} 標本 調査 の 目的 は 母 集 団 か ら 一 部 の 
標本 を 抽出 調査 する こと に より 母 集 団 の ペラ 
メー ター (は 母 数 ) を 推定 する と と に ある が , 標 
本 が 母 集団 を 完全 に 代表 する こ と は 不可 能 で , 
当然 抽出 に よる 誤差 が 生 じ し る 。 こ れ を 抽出 誤 
差 ま た は 標本 誤差 と 呼ぶ 。 と れ に 対し 記録 や 
集計 の 誤り の よう に 抽出 操作 に よら な い 他 の 
原因 に よる 誤差 を 非 標本 誤差 mon-sampling 
error と いう 。 抽出 誤差 の 大 き さ は 抽出 単位 
数 , 抽出 単位 問 の 分 散 , 標本 抽出 の 方 法 , お 
よび 抽出 結果 か ら の 母 集団 パラ メー ター 推定 
法 に より 左右 され る 。 ‘ 

チュ ーシュ ツ タン イ 抽出 単位 [sam- 
pling unit] 標本 調査 に お いて 抽出 すべ き 
調査 単位 。 い 

チュ ーシュ ツチ ョ ー サ 抽出 調査 [sam- 
ple survey] 母 集団 population か ら 一 部 を 
抜き 出し て 調査 し , 母 集団 の 統計 的 性 質 に つ 
いて 推定 し ょ うと する 方 法 。 標 本 調査 。 標 本 
抽出 の 方 法 に は 任意 抽出 調査 random samp- 
ling survey 系 統 抽出 調査 systematic s.s. お 
LO, より 主観 的 な 判断 に 頼る 有意 選出 調査 
purposive selection が ある 。 生 態 学 で は を つ 
う 前 二 者 が 用 いら れる 。 

チュ ーシュ ツ ヒ 
ratio] 三 抽出 率 

チュ ーシュ ツリ ツ 抽出 率 [sampling 
ratio] 母 集団 に 含ま れる 抽出 単位 数 に 対す 
る 標本 抽出 され た 単位 数 の 比 。 

チュ ー シ ョ ク セイ 虫 食 性 imsectivor- 
ous, entomophagous] 昆虫 を 食物 と する 
食性 。 肉 食性 carnivorous の 中 の 特殊 な も の 
と 見 な し 得る 。 硝 椎 動物 で は , AB aH 
類 ・ 管 歯 類 ・ 食 虫 類 ・ RFA CRRAO—M 
な ど に に , EXKBM: MOB + MBB - RARE 
の 魚類 で は 多く の 目 に 虫 食 性 の も ゃ の が 見 られ 
る 。・ そ の 他 節 足 動物 に も 虫 食 性 の 種 は 少な く 
な い 。 一 食 虫 性 x roe 

チュ ー シ ョ ー ゲン ラク 抽象 群落 [ast- 


中 湿性 の [mesic] 


抽出 比 [sampling 


mw や ニー 


ract community ①Dabstrakte Cesell- 
schaft] 具体 的 な 植物 群落 (itis) stand) の 詩 
査 結果 を 種 組成 表 の 比較 ・ 検 討 な ど に より , 
標 徴 種 ・ 区 分 種 に よっ て ある 一 定 の 基準 で ま 
と め た 群落 。 例 : 群集 ・ 群 団 な ど 。 

チュ ー ジ ョ ー コー ゾー 柱状 構造 Lprism 
-like structure] 土壌 構造 の 一 型 。 

チュ ー シ ン カイ スイ ソー 中 深海 水 層 
[mesopelagic zone Mmesopelagische 
Zone] FUKKOLRHKDHO—>, Zeie 
水 層 の 下 に 設定 され る お よそ 1000m まで の 
深 さ の 水 層 で , 弱 光 層 に 相当 する 。 こ の 層 以 
浅 が 亜熱帯 ・ esha ai pial 

上 ) で 占め られ て いる 。 

チュ ー シ ン セイ 中 新 世 [Miocene DO 
Miozin ®miocéne] 新 第 三 紀 の 約 3000 万 
1200 万 年 前 まで を いう 。 ア ルプ ス 造 山 運動 
が 著しく , テ チ ス 海 は 縮小 され , FAO 
海 と し て 一 部 が 残存 し て いる 。 こ の 影響 で 生 
物 の 地方 的 分 化 も 大 と な る 。 現 代 生 物 の 発展 
期 で あっ た 。 大 型 有 孔 虫 ・ 石 灰 藻 な ど 地 域 的 
古 生 態 の 究明 に 重要 な 化石 が 多い 。 植物 で は 
メタ セ ュ イア が 世界 的 に 広く 分 布 し , 気候 は 
温 明 で あっ た 。 日 本 と カリ フォ ルニア の み に 
発見 され る 路 乳 動物 デス モス チル ス は 著名 で 
ある 。 

チュ ー シ ン プ 中 心 部 Ceentral part] 
ニホン ザル な どの 群れ は , リー ダー お よび す 


べ て の 年 齢 階級 の 雌 と アカ ン ボ ウッ から 成る . 


ブ グ ルー プ と , 雄 の ュ コドモ, リー ダー 以外 の 
雄 か ら 成 る サブ グル ー プ と に 分 れ , 同心 円 構 
造 を 作る こと と が ある 。 前 者 を 中 心 部 , 後者 を 
周縁 部 と いう 。 

チュ ー ス イィ Wk [perched water O 
schwebendes Wasser ©nappe suspen- 
da] 地表 面 と 主要 地下 水面 と の 問 に 局部 的 
に た まっ た 地下 水 。 

チュ ー ス イ ショ ク プ ツ 抽 水 植物 [emer- 
ged plant) 湖沼 沿岸 辺 縁 部 に 生育 する ョ 
シン シ ・ ガ マ ・ マ コモ ・ ク ログ ワイ な どの よう に 
体 の 一 部 が 水中 に あり , 一 部 は 空気 中 に 出 て 
いる 植物 。 控 水 植物 。 
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チュ ー セ イガ ン 中 性 岩 [intermediate 
rock, neutral r., mediasilicic r. Ointer- 
mediares Gestein @®roche neutre] 
SiOz 含量 が 66~52% (重量) の 火成岩 。 

チュ ー セ イ ショ ク プ ブツ 中 生 植 物 [meso- 
phyte] 適 潤 の 状態 で 生育 する 植物 。 乾 生 
植物 ・ 水 生 植 物 に 対 し て 用 いる 。 適 潤 植物 。 

チュ ー セ イ ショ ク ブ ツ 中 性 植物 [day 
neutral plant, indeterminate p.| O# 
節 転 形 植物 

チュ ー セ イ ショ ク プ ツカサ ヨー 中 生 植 
物化 作用 [mesophytism, mesophytisa- 
tion] 一 次 遷移 の 進行 に あたっ て , スタ ー 
ト が 乾 生 植物 や 湿 生 植物 で あっ て も , 次 第 に 
中 生 植 物 に 置き 換え られ て いく 現 勾 。 

ヂュー セイ ショ ク プ ツノ 中 生 植物 の 
Lmesophytic Omesophytisch] つら 水 
条件 に つい て いい , 乾 生 植物 の xerophytic, 
水生 植物 の hydrophytic に 対応 する 。 

チュ ー セ イ セン イ 。 中 生 運 移 meeic 
succession] 。 適 潤 条 件 下 で 起 る 遷移 。 適 潤 
遷移 。 

チュ ー セ イノ 中 生 の Leeied 湿性 と 
乾性 の 中 間 の 意 。 中 湿性 ・ 適 潤 性 と も いう 。 
ed ALA) 

チュ ー セ イ フシ ョ ク 中 性 腐植 [mall O 
Mull ®mull] ニム ル 

チュ ー セ イ リン 中 生 林 Lmesophytic 
forest] 乾燥 林 で も 湿地 林 で も な い ぁ つう 
の 森林 。 中 生 植物 mesophyte が 大 部 分 を 占 ヶ 
る 。 

チュ ー セ キ セン ジョ ー チ 
(alluvial fan] 王 扇状 地 

チュ ー セ キ ド 沖積 土 [alluvial soil, 
warp s. OAlluvium, Allvial boden ® 
alluvial] 比較 的 新しい 時 期 に 堆積 し た 母 
材 の 上 に 生成 し た 非 成 帯 性 の 土壌 群 で , fiz 
の 分 化 は よく な い 。 

チュ ー セ キヘイ ヤ 沖積 平野 [alluvial 
plain OHochwasserbett @plaine d’in- 


沖積 扇状 地 


ondation] 河川 の 運ぶ 土砂 の 堆積 に より で 


きた 平野 で , 現在 も 堆積 が 続い て いる も の 。 
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チュ ー セ ッ キ ジ ダ イ 中 石器 時 代 [WMeso- 
lithic age] ヨー ロッ ズ パ で 洪 積 世 の 氷 河 終 
末期 ( 約 1 万 年 前 ) より 新 石 器 時 代 ま で の 間 を 
いう 。 当 時 は まだ 農耕 ・ 牧 畜 は 知ら れ て いな 
Dok, 新 石器 時 代 

チュ ー ソ ー シ ツ ゲン 中 層 湿 原 [transi- 
tional moor] 低層 湿原 と 高層 湿原 の 中 間 
に ある ゃ も の で , 低位 況 炭 土 が ある 程度 発達 し , 
水位 ・ 養 分 含量 が 低下 し た 条件 下 で 成立 する 
湿原 で 。 ワタ スゲ ・ ヌ マガ ヤ な ど が 優 占 し , 
それ ら の 遺体 か ら 成る 中 位 況 炭 土 を 生成 する 。 
中 位 湿原 。 

チキ ュー ソー デイ タタ シボ 中 層 泥 炭 土 
[transitional moor soil] 中 層 湿 原 の 泥 
kit, DPR A 

チュ ー ソ ー フ ユ ー セ イプ ブツ 中 層 浮 遊 生物 
[mesoplankton] 水域 の 中 層 部 に 生息 する 
浮遊 生物 。 

チュ ー ソ ー プラ ンク トン 
Lmesoplankton| 三 中 層 浮 遊 生物 

チュ ー ダ イ tha [seed stalk develop- 
ment] 王 と う 立ち 

チュ ー タ イセ キ BHA [medial mo- 
raine] Ok#4G 

チュ ー バ イ ‘Ret Linsect pollination, 
entomophily OInsektenbestaubung, 
Entomogamie ®entomophilie] 花粉 が 
昆虫 に よっ て 雌 意 の 柱頭 に 運ば れる こと 。 

チュ ー バ イ ウィ ルス 虫 媒 一 一 [insect 
born virus] 昆虫 に よっ て 媒介 され る ウゥ 
ィ ル ス 。 コガ タ ア カイ エ カ Culex tritaenio- 
rhynchus sz2o テ oszs( こ より 媒介 され る 日 本 
脳炎 ウィ ルス , モモ アカ アブ ラム ン シ Myzus 
persicae (こよ る タバ コモ ザイ ク 病 ウィ ルス な 
ど が ある 。 

チュ ー フス イセ イ 中 腐 水性 [mesosap- 
robic] 水質 の 汚濁 の 程度 を 示す 階級 の 一 つ 。 
主として 出現 する 生物 の 種類 に よっ て 分 類 さ 
れる 。 中 程度 の 汚 激 を 示す 階級 で , 一 応 好 気 
的 条件 を 保ち 植物 プラ ンク トン が 多量 に 出現 
する こと を 特徴 と する 。 比 較 的 汚濁 し て いる 
e- 中 腐 水 性 と , 比較 的 きれ いな 8- 中 腐 水性 と 
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に 分 けら れる 。 

チュ ー フ セイ セイ プ ツ 中 腐 生生 物 [me- 
sosaprobe] 多量 の 有機 物 ・ 細 菌 の 存在 す 
る 適度 な 酸化 的 環境 に 生活 する 生物 。 

チュ ー ブ ゼン シン カイ テイ タイ Paw 
深海 底 帯 Lmesobathyal zone ⑤etage 
mesobathyal] 底 生 区 の 生態 的 区 分 帯 の 一 
つ 。 握 深海 底 帯 の 下 半 部 。 : 

チュ ー ヤ イド ー 昼夜 移動 [dimrnal mi- 
gration ①tagliche Wanderung ⑤⑥mi- 
gration nycthemerale] 昼 と 夜 と で 生息 
場所 を 変え る よう な , 1 日 の 間 で の 周期 的 な 
移動 。 日 周期 移動 ・ 日 周 的 移動 と も いわ れる 。 

チュ ー ヤ ウン ドー 昼夜 運動 [ayctinaety 
ONyktinastie ⑤⑥nyetinastie] 就 眠 運動 
sleep movement と も ふい うら 。 マメ 科 植 物 * カ 
タバ ミ 等 の 葉 が 日 中 は 葉 身 を 水平 に 近く 保ち , 
夜間 に は 葉 の 先端 を 上 向き また は 下向き に し 
て 垂直 に 近い 位置 と する 日 周期 的 変化 。 照 度 
の 変化 が 原因 と 考え られ , 運動 は 膨 圧 の 変化 
に よる 。 

チュ ー リ ツ サヨ ー 中 立 作用 [neutra- 
lism, toleration ⑪DNeutralismnas] 生物 
群集 また は 個体 群 内 の 個体 の 。 いずれ に も 有 
利 ・ 不 利 の 結果 が 生じ し な いよ うな 個体 関係 。 
中 立 関係 ・ お れ あ い 作 用 。 

チュ ー リ ツ シ ョ ク プ ツ 中立 植物 [indif 
ferent plant] 花芽 の 形成 が 日 長 に 関係 な 
く 起 る 植物 。 

チュ ー リ ッ ヒ - モ ン ペ リエ ー ガク バ パ 
学派 [Zarich-Montpellier School O 
Zirich-Montpellier Schule] 植物 社会 学 
的 群落 区 分 の 一 学派 。 大 陸 学 派 と も 呼ば れ , 
Rtbel・Braun-Blanquet ・ Koch ・ Tiixen 5 
に よっ て 提唱 , 基礎 が 作ら れ た 。 植 物 群落 の 
把握 に 際 し て , 調査 対象 植 分 の 全 出現 種 に 同 
じ ウ エイト を お いて 組成 表 の 比較 を 通 し て 標 
微 種 ・ 識 別種 (区 分 往 ) に よっ て 群落 体系 を 決 
定 する 。 

チュ ー レ ッ ソ ン Turesson, G. W., 1892 
~1970 スウ ェ ー デ ン の 植物 遺伝 学者 。 個 体 
群 の 分 化 に 及ぼ す 環 境 条件 の 影響 を 重視 し , 


品種 生態 学 genecology を 創始 し た (1922), 

チョ ー イ WE (wilting) 三菱 れ 

チョ ー イ ケイ ス 一 油 基 係数 [wilting 
coefficient] —~En hk 

チョ ー イ テン ABA [wilting point 
OWelkepunkt]) =EnA, や 基 れ 係数 
_ チョー ガ JRF [terminal bud DMEnd- 

knospe ®pousse terminal] 茎 頂 に 形成 
SHEFF, CMF 

チョ ー カ イス イ 超 海水 [hypersaline 
water] 塩分 が 40-80% の 自然 水 を . この 
よう に 呼ん で 区 別 す る こと が ある 。 

チョ ー カ タイ 潮 下 帯 Linfralittoral 
zone Olnfralitoralzone Métage infra- 
littoral] KEK OLRHKAHO—>, 
WRI DB ITKR60O~100 m まで の 真光 帯 
に 相当 する 部 分 。 上 部 亜 沿 岸 淀 inner sublit- 
toral zone に 同 じ 。 

チョ ー カ タイ セイ プ ブツ ゲン シュ ー 
帯 生物 群集 [subtidal community] | 

チョ ー ガ ユー セイ 頂 芽 優性 [apical 
dominance] 1 本 の 茎 に 頂 芽 と 側 芽 が ある 
と き , 頂 芽 の 成長 が 側 芽 の 成長 より 著しく よ 
い 場 合 を いう 。 

チョ ー カ ンタ イ 潮間 帯 [intertidal 
zone, tidal z., mesolittoral z., mediolit- 
toral z. DGezeitenzone (zone interti- 
dale, étage mediolittoral] EKO 
態 的 区 分 帯 の 一 つ 。 最大 大 潮 の と き の 高 潮 線 
と 低 潮 線 に は さま れる 部 分 を 指す の と , それ 
ら の 年 平均 的 な 位置 の 間 の 部 分 を 指す の と あ 
る 。 前 者 で は 淫 水 干 出 の 影響 を 受け た 生物 相 
が 見 られ る こと を 特徴 と し , 後者 で は より 安 
定 し た 生物 相 が 発達 する 。littoral zone と い 
われ る こと も ある 。 

チョ ー カ ンタ イ ジュ リン 潮間 帯 樹林 
[tidal forest, t. woodland] 潮間 帯 の 浅 
い 砂 泥 底 に 生育 する 樹林 。 マ ング ロー プ ブ 林 
mangrove forest と いう の も ほぼ 同じ で , 特 
定 の 植物 を 指す も の で は な い 。 

チョ ー カ ンタ イ ショ ー タ クチ 潮間 帯 沼沢 
地 [tidal marsh] 塩 性 沼沢 地 salt marsh 


aT 
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も ほぼ 同じ 。 潮 間 帯 や 河口 域 の 砂 泥 底 域 で , 
多年 性 草本 植物 の 生育 する 草原 と 木 本 植物 の 
樹林 (潮間 帯 樹林 ) と を 含む が , と くに 前 者 を 
指す こと が 多い 。 

チョ ー ク [chalk OKreide ®ecraie] 
上 部 白亜 系 の 海 成 堆積 物 で , 有 孔 虫 殻 ・ ウ = ニ ・ 
海綿 ・ 上 貝殻 な ど ょ より 生じ た 炭酸 カル シン ウム を 
主 成分 と する 白色 な いし 灰白色 の 軟質 の 岩石 。 

チョ クコ ン 直 根 [tap root, main r. 
OHauptwurzel]) 主 根 。 

チョ クシ ャ コー 直射 光 [direct light] 

チョ クセ ツ ケイ スー ホー 直接 計数 法 
[direct count ®compte directe] 細菌 
な ど を 計数 する 方 法 の 一 つ 。 顕 徴 鏡 で 直接 生 
物 の 姿 を と ら え , その 数 を 数 える 方 法 。 

チョ クセ ツリ ュー シュ ツ 直接 流出 [di- 
rect runoff] . 素 面 流出 と 中 間 流 出 を 合せ 


に の 


チョ ー ク ソー 一 一 層 (chalk deposit] 
ヨー ロッ ズ パ ・ 北 アメ リカ に ある 白色 また は 灰 
白色 の 工 積 層 。 白 亜 層 。 主 と し て 有 孔 虫 や 具 
の 遺骸 より 生じ た 炭酸 石灰 か ら で き て いる 。 

チョ クレ ツ セ イソ ゾー 直列 成層 (direct 
stratification] 三 正 列 成層 

チョ ー ケ イ ソー ホン 長 茎 草本 Ltall- 
grass, tallgrass, highgrass} スス キ な ど 
の よう に , ふつ う 1m 以 上 の 草丈 の 高い イネ 
BEA, 

チョ コク ガイ チュ ー MRER [stored 
product pest OVorratsschadling | 貯蔵 
PORKKGRic Ce MET SEB =i, 


チョ ー サ ク MEEK [plot] 一 つの 区 画 
され た 調査 用 の 小 地 面 。 
チョ ー シ ケ イ 長 超 型 [macropterous 


form] 同種 内 に 次 の 発達 程度 の 異な る 2 型 
が ある と き , 期 の 長い タイ プ を いう 。 OB 
型 

チョ ー ジ ツ ショ ク プ ツ 長 日 植物 [long- 
day plant OLangtagpflanze! 明 期 が 
一 定時 間 以 上 ある 光 周 期 を 与え を な いと 花芽 形 
成 ・ 開 花 を し な い 植 物 。 直 接 的 に は 明 期 の 長 
さよ りゃ 障 期 の 短 さ が 問題 と た る も の が 多い 。 


264 系 ョ ーッ メ ツ 


一 般 に 越 年 性 植物 に 長 日 植物 が 多い 。 OB 


植物 

チョ ー ジ ツ シ ョ リ 長 日 処理 [long-day 
treatment] 三 日 長 処理 

チョ ーシュ ー タ 4 潮 周 帯 Lcirealitto- 


ral zone ⑤etage circalittoral] 底 生 区 
の 生態 的 区 分 淀 の 一 つ 。 水 深 お よそ 60m か 
CEWARE CORD. ARR t dir 
る 。 下部 亜 沿岸 帯 outer sublittoral zone に 
同じ 。 

チョ ー ジ ョ ー タ イ 潮 上 帯 [supralittoral 
zone, supratidal z. OSupralitoralzone 
®étage supralittoral] 高潮 線 よ り 上 の , 
海水 に 浸 さ れる こと は な い が し ぶな き を よく 浴 
び て , 海産 生物 が 生息 する 部 分 。 底 生 区 の 生 
態 的 区 分 帯 の 一 つ に 入れ られ る 。 

チョ ー シ ン と カイ ズ スイ ソー 超 深 海水 層 
[hadopelagic zone Mhadopelagische 
Zone] 漂 泳 区 の 生態 的 区 分 帯 の ー つ 。 深海 
水 層 の 下 の 海洋 最深 部 まで の 水 層 で 海 著 内 を 
占め , 底 生 区 の 超 深 海底 帯 に 相当 する 。 

チョ ー シ ン カイ テイ タイ 超 深海 底 帯 
Chadal zone ®étage hadal] KK O04 
FEED HO—O, KABLE 6000m 以深 
の 海 落 底 の 部 分 。 

チョ ー セ イ 調整 [adjustment OEin- 
stellung ®ajustement] 生物 の 個体 が 環 
境 の 変化 に 応じ て その 状態 を 変化 し , 環境 に 
適合 する こと 。 一般 に 非 遺 伝 的 な も の を 指す 。 
で 順応 

チョ ー セ イプ ツ 超 生 物 [superorganism, 


supraorganism, epiorganism, quasi- 
organism, complex organism] =#@4% 
体 


チョ ー セ イプ ツタ イ 超 生 物体 [super- 
organism,supraorganism, epiorganism | 
同種 個体 の 集合 が あたかも 個体 の よう な 機能 
を も ゃ もつ 単位 で ある と する 考え 。 超 個体 ・ 超 生 
物 ・ 準 生物 ・ 復 合 生 物 と も い う 。 生物 群集 
biocoenosis の 別名 。 と くに 社会 性 昆 虫 に つ 
いて 用 いら れ て きた 。 Wheeler (1911) は 社会 
性 昆虫 の 1 コロ ニー が まさ に 1 個体 に 相当 す 


る と 考え た 。 Emerson (1950 他 ) は と の 概念 を 
アナ ロジ ー と し て 用 い , 社会 性 昆虫 に つい て 
の 知識 を 位置 づけ , また 新しい 発見 を 導く た 
め に 有効 で ある と 考え た 。 し か し 最近 で は 社 
会 性 昆虫 に つい て も と の 概念 を 用 いる こと と は 
少な ぐ く な っ て いる 。 

チョ ー セ キ 
marée ] 

チョ ー セ キ シュ ー キ 潮汐 周期 Liidal 
rhythm, t. periodicity] ① 潮 位 の 周期 的 
変動 を 伴う 干満 に 対応 し た 生物 の 活動 の 周期 。 
② 小 潮 と 大 光 の 周期 を 伴っ た 清 汐 の 変動 に 対 
応 し た 生物 の 活動 の 周 期 (月 鈴 周 期 と も み ら れ 
る ) も 含め て いう こと が ある 。 

チョ ー セ キシ ュー キ セ ン イィ 潮汐 周期 栖 移 
Ltidal succession] 十 満 (潮汐 ) に 伴っ Ta 
間 帯 の 動物 相 な ど が 周期 的 に 変化 する と と 。 
これ は 生態 的 遷移 と いう 概念 に 含ま れる も の 
で は ない 。 

チョ ー セ キ へ ヘイ テイ 潮汐 平底 Ltidal 
flat OWatt, trockenfallendes Kiisten- 
vorland ®zone couvrante et découv- 


rante] 十 潟 な ど 潮間 帯 に 広がる と くに 広 


潮汐 [iide OGezeit ® 


大 で 平坦 な 砂 泥 地 。 
チョ ー ソ ー ケ ィ 長 草 型 [tall-grass 
type] 


チョ ゾー ソ シ キ mem [reserve tis- 
sue, storage t. DReservegewebe ®tissu 
de reserve] 植物 に 広く み ら れ る 和 柔 組織 の 
一 種 で , 細胞 内 に 多量 の 貯蔵 物質 を 含 な 。 

チョ ゾー プッ シ ツ 貯蔵 物質 [eserve 
substance ①DEReservestoff ⑤substance 
de reserve] 主 に エネ ルギー 源 ・ 組 織 生 成 
物質 源 と し て 生物 体内 に 著 え られ る 物質 。 

チョ ゾー ヨー プン 貯蔵 養分 [reserve 
nutrient] =m 

チョ ッ ケ イ カイ キュ ー 
meter class] O#& 

チョ ッ ケ イ キュ ー 
class] O#& 

チョ ッ ケ イ バン ド BE— [diameter 
band, growth b.] 直径 成長 を 知る た め に 


直径 階級 [dia- 


直径 級 (diameter 
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樹幹 に 巻く 金属 製 の 帯 。 成長 バン ド 。 
チョ ッ ケ イ ブン プ 直径 分 布 [diameter 
distribution] 群落 内 の 植物 の 基部 直 筐 や 
林木 の DBH な どの 分 布 を いう 場合 と , 1 本 
の 植物 の 茎 ・ 枝 ・ 根 な どの 直径 の 一 定 間隔 ご 
と の 測定 値 の 分 布 や 節 間 直径 の 分 布 な ど を い 
場合 と が ある 。 
チョ ー ノ スケ ソー ショ ク プ ブツ グン 一 一 植 
物 群 [の rges flora] 氷河 植物 群 glacial 
flora と も いら うら 。 ヨ ー ロ ッ ズ で 第 四 紀 氷河 時 
代 に 氷河 周辺 地域 に 存在 し た 植物 群 で の zygs 
octopetala* Salix polaris+ Betula nana*+ Se- 
laginella selaginoides な ど 今 日 の 北極 地帯 ・ 
ァ ル プス 山系 な ど に 分 布 す る 要素 か ら 成っ て 
いる 。 幾度 も 押し 寄せ た 寒冷 気候 に よっ て 第 
三 紀 植 物 群 は ュー ロッ ズ パ か ら 一 掃 さ れ , 氷河 . 
植物 群 か これ に 置き 変っ た 。 そ の 人 後 約 1 万 年 
前 に 急速 に 現在 の 分 布 城 に 押し や られ た 。 
チョ ー バ イカ 鳥 媒 花 Cornithophilous 
flower ⑤⑥Vogelblste] 鳥類 に より 花粉 が 
媒介 され る 花 。 例 : ツバ キ ・ ヤ ッ ュ ソウ な ど 。 
チョ ー パ イ ショ ク プ ツ 鳥 媒 植物 [orni- 
thophilous plant Ovogelbliitige Pflan- 
ze] 鳥類 に より 受粉 の 媒介 が され る (BME 
を も つ ) 植物 。 
チョ ー ビ カ セキ 超 微 化石 [nannofossil ] 
1>2 ミク ロン 以下 の 生物 化石 。 海産 浮遊 性 
nannoplanktonic の も の が 多い 。" 字 微 化石 
チョ ー フ ク キ セ イ シャ 重複 寄生 者 
Lhyperparasite] 寄生 生物 に 更に 寄生 す 
る 生物 。 
チョ ボク ジョ ー AR (timber yard) 
チョ ー リ ュー AA [tidal current O 
Gezeitenstrom )courant de marée] 
チョ ー リ ョ ク 張力 [tension OSpan- 
nung ®tension] ① 物 体内 の 1 ACHE 
の 平面 を 考え る と き , 二 つ の 平面 の 両側 の 部 
分 が 互い に 引 離さ れる よう に 働く 力 の 作用 の 
こ と 。 圧 力 の 対語 で , その 面 の 単位 面積 あ た 
り に 働く 垂直 な 力 で 測る 。② 蒸 気 の 圧 力 を い 
う 。 土壌 水分 を 測る も の tensiometer が あ 
re 


チョ ー ル イソ ー RR [avifauna] あ 
る 一 定 地域 の 鳥類 の ファ ウナ 。 

チョ ー ル イ ヒ ョ ー シ キ 鳥類 標識 Lbird- 
banding) 烏 類 に 対 し て 行う 標識 marking, 

チョ ー ワ コシ ョ ー ガ タ 調和 湖沼 型 [ar- 
monic lake type Oharmonischer See- 
typ] 溶解 成分 が 極端 に 多かっ た り 少 な か 
っ だ た り し な い , バラ ンス の と れ だ た 水質 の 湖沼 
群 。 

チョ ー ワ テキ セイ プ ツ ソー 調和 的 生物 
相 Charmonic biota] 生態 学 的 に 似 た 他 
の 地域 に も 見 出さ れる よう な 基本 的 な 適応 型 
を 含ん だ 生物 相 。 補 非 調和 的 生物 相 

チリ ガク 地理 学 [geography OGeo- 
graphie ⑤geographie ] 

チリ テキ カク リ 地理 的 隔離 [geogra- 
phic isolation Ogeographische Isola- 
tion ®isolement géographique] 一 連 
の 連続 し た 分 布 園 を も つ 生 物 ま た は 生物 群 か 
何ら か の 原因 で 2 群 に 切断 され , 2 群 間 で の 
遺伝 的 交流 が 妨げ られ る こと 。 避 隔離 説 。 や 生 
殖 的 隔離 

チリ テキ クイ キ 地理 的 区 域 [geogra- 
phic area geographisches Areal] 
生物 GERIIR) の 分 布地 域 で ある が , 動物 
地理 区 ・ 植物 区 系 region よ りゃ も 小さ い 単 位 。 
単に 生物 の 分 布 國 を 意味 する こと も ある 。 

PES セイ タイ ケ オ 地理 的 生態 弄 
[geoecotype ⑩DCeookotyp W®geoéco- 
type] 地理 的 隔離 の た め 形 成 さ れ た 生態 型 。 

チリ テキ セン イ 地理 的 遷移 [geogra- 
phic succession OMgeographische Suk- 
zession ] 

チリ テキ タイ オー 地理 的 対応 [geogra- 
phical vicariad QOgeographische Vi- 
kariante」 生物 地理 学 上 の 用 語 。 種 の 分 布 
限界 域 で , 分 類 上 対応 関係 に ある 種 ka’ が , 
その 分 布 城 を 重ね な いで 広がっ て いる 場合 。 

チリ テキ ヒン シュ 地理 的 品種 [geogra- 
phic race Ogeographishe Rasse ⑤race 
géographique] 同一 種 の 生物 が 地方 的 に 
形態 的 差異 に よっ て 区 別 さ れる も の を いい , 
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変種 また は 亜 種 で ある 。 地 理 的 隔離 が 成因 と 


"みな され る 。 

チリ テキ プン プ 地理 的 分 布 geographi- 
cal distribution Ogeographische Ver- 
breitung ®distribution géographique | 
生物 の 種 ・ 属 ・ 科 な どの 地球 上 に お ける ある 
時 点 の 空間 的 分 布 。 一 般 に は 分 布地 点 や 範囲 
と の 成因 が 研究 され る 。 

チリ テキ プン プ ハ ン イ 地理 的 分 布 範囲 
[geographic range Mgeographisches 
Gebiet] 生物 地理 学 的 に は 分 布 園 と 同じ , 
生態 学 的 に は 環境 因子 と の 関係 を も 加味 し て 
用 いる 。 

チリ テキ ヘン イ 地理 的 変異 [geogra- 
phical variation) 起 原 を 同一 に する 生物 
が 地理 的 隔離 の た め 生 成 し た 変異 。 

チリ テキ ヘン グン シュ ー 地理 的 変 群集 

[geographical variant of associaton © 
geographische Variante der Assozia- 
tion] 地域 的 に 出現 する 群集 の 下位 区 分 と し 
て の 変 群集 。 

チリ プン プ ガ ク 地理 分 布 学 Lgeochro- 
nology) 地球 上 の 植物 の 分 布 に 関す る 科学 。 
生物 地理 学 の 1 分 野 。 

チン スイ カホン ショ ク プ ツ 沈 水 未 本 植物 


Lwatergrass] イネ 科 に 似 た 草本 の 沈 水 植 
物 。 

チン スイ ショ クセ イタ イ 沈 水 植生 帯 
[Submerged vegetation zone ©O 


submerse Vegetationsgrirtel] 湖 ・ 海 ・ 
川 な ど で 単 か ら 離 れ て 水面 下 に 生育 し , 水面 
上 に は 植物 体 を 現さ な い 植 生 で 到達 光量 の 何 
いな ど に よっ て し ば し ば 著 し い 帯 状 配列 を 形 


成す る 。 

チン スイ ショ ク プ ツ 沈 水 植物 [bentho- 
phyte, submerged plant, immersed 
aquatic plant Osubmerser Hydrophyt, 
Unterwasserpflanze] WH: MWM7EO | 
底部 に 生育 する 植物 で , 植物 体 を 水面 に と 現さ 
な いも の 。 

チン スイ ショ ク プ ツ ゲン ラク keh 
群落 [submerged plant community ] 

チン スイ セイ スイ セイ ショ ク プ ブツ Xk 
性 水生 植物 [submerged water plant] 

チン スイ セイ / 沈 水 性 の (submerged ] 

チン セキ プ ツ ショ ンク 沈 積 物 食 [deposit 
feeding] 底 質 上 や それ に 混じっ て 沈 積 し て 
いる 有機 物 粒子 や 細 片 を , 拾い 集め あたり 吸い 
上 げた り 砂 泥 粒 と 一 緒 に 飲み 込ん を だ ゆ UTR 
べ る こと 。 

チン セキ プ ツ ショ クシ ャ 
[deposit feeder ] 

チン デン 沈殿 (sedimentation, pre- 
cipitation ①DNiederschlag, Sedimen- 
tation] 1 

チン パン ジー [chimpanzee]. REX 
類人猿 の 一 属 で , 西アフリカ か ら 中 央 アフ リ 
カ ・ 東 アフ リカ に 分 布 。 主 と し て 森林 性 で あ 
る が 河辺 林 の 発達 し た サバ ン ナ に も 見 られ る 。 
食性 は 植物 (果実 ・ 葉 な ど ) が 中 心 で ある が , 
比 虫 ・ 肉 も 食べ る 。 つ ね に 離 集 を 繰 返 す 10 一 
100 頭 の 複 雄 群 を 単位 集団 と し , 身振り に よ 
る 伝達 を 著しく 発達 させ て いる 。 人 科 単 な 道具 
を 作っ て 昆虫 の 採集 の た め に 使用 し , 食物 の 
分 配 ・ あ いさ つつ 行動 の よう な 高度 な 社会 行動 
を 示す 。 


沈 積 物 食 者 
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ツイ セキ 追跡 Ltracking] 生物 テレ メ 
トリ ー に より 送ら れ て くる 情報 を 逐 移入 手 し , 
ある い は 発信 源 の 生物 の 位置 を 追う こ と 。 
ORK 
ツイ ヒ 3iBRE (top dressing, side d.] 

ツ ギ キ #A (grafting, graftage (1d) 
Pfropfung | 

ツー キ セ イ 通気 性 [air (gas) permea- 
bility] 

ツキ セキ サン オン ド 月 積算 温度 [month- 
ly cumulative temperature} ご 積算 温度 
- ツー キソ シキ 通気 組織 [aerenchyma 
⑥Aerenchym] 植物 の 細胞 間隙 が 連続 し 
て 網状 また は 管状 に な っ た 空隙 。 空 気 ・ 水 蒸 
気 の 通り 道 で あり , 気孔 に より 外界 と 接する 。 
水生 植物 に ょ く 発 達する 。 

ツキ ヅ キ ノ 月々 の [monthly Omona- 
tlich ®mensuel] ある 事柄 が 毎月 起 っ て 
いる と と 。monthly は 月 ご ど と に ある い は 1 月 
あたり に し て 計量 する と と , 1 月 と いう 単位 
期間 内 で の 活動 周期 を みる こと 。 あ る い は 月 
次 的 に 変化 過程 を 追う こと な ど を も 意味 する 。 

ツ ギ ホ HB [scion] MK. 

ツー ジョ ー ヨ ー ノ 通常 葉 の [ortho- 
phyllous ] 

ツー セイ ケン キ セ イ セイ プ ツ 通 性 嫌気 
性 生物 [facultative anaerobe Ofakulta- 
tive Anaerobe ®anaérobe facultatif ] 
無 酸 素 状態 で も , 酸素 が あっ て も 生育 可能 な 
生物 。 大 腸 菌 が その 例 。 

ツー セイ ノ Mitt [facultative] 


ツチ イロ 土 色 [soil colour OBoden- -. 


farbe ®coulleur de sol] ド シ ョ ク と も 
呼ぶ 。 土 の 色 は 土壌 の 重要 な 特徴 の 一 つ で あ 
る 。 土 色 の 記載 に は , SOF Munsell RAH 
が 用 いら れ , 色 味 を 表す 色相 hue, 色 の 明暗 
の 段階 を 表す 明度 value, 鮮 か さ の 段階 を 表 
す 彩 度 chroma の 三 つ に 分 け て 記号 化 さ れ て 
示さ れる 。 


ツチ ダム +— [earth dam] 

ツチ ヨ セ 土 寄せ [earthing up, ridg- 
ing, ridge plowing] 三 う ね 立て 

ツ ツ キ ノ ジュ ン イ つつ き の 順 位 [peck 
order] Schjelderup-Ebbe(1922) が ニワ トリ 
の 群れ で 見 出 し た 順位 。 個 体 ど う し の 間 に A 
は B を , B は C を つつ く が , B は A を , C は B を 
つつ き 返 さき な いと いう 優劣 の 社会 的 関係 が 作 
り 上 げ ら れる 。 こ の よう な つつ き の 行 動 を 媒 
介 に し た 順位 を つつ き の 順 位 と いう 。 ニワ レト 
リ で は つつ き 返 し が ほとん ど な く , また 有 順位 
は は ほぼ 直線 的 で ある が , へ ト な ど で は つつ き 
返し が あり , また 直線 的 順位 で な い 場 合 も 多 
い 。 

ツツジ カ テイ ボク ゲン ケイ 一 一 科 低 木 
群 素 [ericifruticeta | ッッ ツジ 科 の 低木 
(Calluna + Erica な ど ) か ら 成 る 中 部 ・ 北 部 ョ 
ー ロ ッ パ ペ ・ イ ギリ ス ・ ア イル ラン ド に 多い 群 
系 。 放 牧 な どの 人 為 に よっ て その 生育 域 は 拡 
大 され て いる 。 ツ ヒ ー ス 

ツツジ カ テイ ボク ノ 
[ericaceous」 

ツー ハツ 通 発 [transpiration] 三 蒸 散 

ツー ハツ ケイ スー 通 発 係数 [tranepi- 
ration coefficient ①DTranspirations 
Koeffizient] AKmRR. 三 要 水 量 

ツー ハツ コー リツ 通 発 効率 [transpira- 
tion efficiency] 一 蒸散 効率 

ツー ハツ ヒ 通 発 比 [transpiration 
ratio) Amit. 三 要 水量 

ツマ カタ キョ ジュ ー 
locality] 三 母方 居住 

ツ ミ アゲ ホー 積み 上 げ 法 [summmation 
method] 植物 群落 の 総 生産 量 ・ 純 生産 量 
な ど を 求め る 方 法 の 一 つ 。 た と えば 期間 4# あ 
た り の 総 生産 量 4Pg は , その 期間 の 現存 量 の 
増分 4Y。 呼 吸 消費 量 4R, 枯死 ・ 落 葉 技量 4 と , 


WR AG の 和 と し て 示さ れる | 
4Pg=4Y+4L+4G+4R 


ー 一 科 低木 の 


妻 方 居住 Laxori- 
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この よう に 各 項 の 測定 値 を 積み 上 げ て , HF 
成 を 直接 測定 する こと な く 総 生産 量 ・ 純 生産 
量 を 求め る 方 法 。 収 穫 法 harvest method, 現 
存 量 法 biomass m.。 

ツル ショ ク プ ツ つる 植物 Lclimbing 
plant, climber, liana, leanea, lianoid ] 
MIF RAE TS RES WWI RKYD, わ 
ず か な 材料 で 葉 群 を 十分 に 広げ る こと の で き 
る 植物 群 。 他 の 植物 に 寄り か か る タイ プ lea- 
ner (クズ ), か ぎの 手 や トゲ で 他 物 に よじ の 
ほる タイ プ (カギ カ ヅ ゲラ ・ ヤ エム グラ ), 付着 根 
root climber や 巻き ひげ tendril c. で よじ の 
ば る タイ プ (キズ タ ・ ヤ ブ カ ラ シ ),。 自身 で 巻き 
付く タイ プ ( フ ジ ・ ヤ マ ノ イ モ ) な ど が ある 。 幸 
常 地方 の 森林 に 種類 ・ 個 体 数 が 最も 多い が そ 
HUAOWA, EXKPREORCHASHNS,. 

ツル セイ チ ヒ ョ ー シ ョ ク プ ツ つる 性 地表 


植物 [chamaephyta scandentia] 芽 が 地 


上 に ある 地表 植物 の 一 種 で , KIRGREDO 
る 植物 。 

ツン ドラ [tandra OTundra ®toun- 
dra) 永久 凍土 悦 を も ゃ つ 荒 原 で , ユー ラシン シア 
や 北米 の タイ ガ 地 帯 の 北 に 位置 し , 低木 ・ 地 
衣類 ・ 難 苔 類 な ど が 生 を て いる 。 上 比較 的 湿潤 
地 で は 名 苔 類 を 主 と す る コケ ツン ドラ moss- 
tundra, 吉 燥 地 で は 地表 を 主 と す る 地表 ツン 
ドラ jichen-t、 と な る こと か 多い 。 tei c 
は 泥 譜 の 堆積 が 著しく , また 各種 の 構造 土 が 


みみ られ る 。 高 山 帯 に みち られ る も の は , と くに 
高山 ツン ドラ alpine t. と 呼ば れる 。 BAH. 
TREK. 

ツン ドラ - ゲ ライ ド 
gley soil] ウツ ンド ラ 土 

ツン ドラ セイ プ ツ グン ケイ 一 一 生物 群 系 
[tundra biome] 極地 の 低温 下 の 地表 類 ・ 
ュ ケ 類 を 主 と し た ツン ドラ 生物 共同 体 。 

ツン ドラ ソー ゲン 一 一 草原 [tundra 
meadow] ニニ ツ ンド ラ 

ツン ドラ タイ 一 一 帯 [tundra zone} 
森林 限界 線 よ ょ り 高 緯度 地方 に 発達 する 植物 群 
KC, 寒冷 の た め 高木 は 生育 で きず , 地表 類 ・ 
ュ ケ 類 を 主 と し , これ に と 草本 植物 と わずか の 
低木 を 混 し える 植生 , すなわち ツン ドラ が 発 
達する 。 厚 い 永 久 凍 土 層 の 表層 の わずか な 表 
土 上 に 成立 し て いる 。 と の 帯 は 暖か さ の 指数 
で O~15 m.d. に 相当 する 。 < 

ツン ドラ ド 一 一 土 [tandra soil O 
Tundraboden ®sol de koundra」 #77 
の ツン ドラ 帯 に 分 布 す る 成 帯 性 土壌 。 地 衣 ・ 
ュ ケ 類 ・ 低 木 の 植 生 が 低温 ・ 多 油 下 で 生成 し 
厚い 永久 凍土 層 の 上 に , 腐植 質 ま た は 泥炭 質 
の 表層 と 褐色 斑紋 を も つ 灰 色 の 下層 が ある 。 
この 層 は グラ イ 化 作用 を 受け て いる た め 。 ツ 
ンド ラー グラ イ 士 tundra gley soil と ゃ 呼ば 
れる 。 


- 一 一 土 [tundra 


ES 


a 


= 


 F44 | 定位 [orientation] 生物 体 が 

移動 に 先だって , ある い は 移動 中 に 特定 の 対 
RD ETAL UTC RAS EOF Ae 
る よう に , 自発 的 に 体 の 位置 を 定め る こと 。 
BRO?7 . g モ ン や 光 に 対す る 反応 , トビ イ 
ロケ アリ ・ 渡 り 鳥 に 見 られ る 太陽 ュ ン パス に 
よる 定位 な どの 例 が ある 。 

テイ イシ ツゲ ン 低位 湿原 Clow moor 
OFlachmoor] 王 低 層 湿 原 

テイ イ デイ タン ド MER Clow 
moor soil] 一 低層 泥炭 圭 

テイ エイ ヨー (HK (nutritional de- 
ficiency] ORBTFR 

ディ ー エ フ デ ィ ー ニ シス ー 一 一 指数 [DFD 
index] 植物 群落 に お ける 構成 種 の 優 占 度 
を 表す 一 つの 物 指 し 。 被 度 dominance・ 頻 度 
freqaency・ 密 度 density の 比 数 を 合計 し た も 
DC, 0 一 300 の 値 を と る 。 ウ ィ ス ュ ン シン 大 
学 の Curtis ら が 使用 し た 。 

テイ エン セイ 低 塩 性 [oligohalabons ] 
浮遊 生物 , と くに 浮遊 植物 に つい て , 塩分 が 
5 多 に 較 し な い 水 中 に 生息 する こと を いう 。 
ずり テイ エン ザン a 低 塩分 の [oligoha- 
line) 次 水 を 区 分 する と き に は 塩分 が 0.2 て 
3 釣 の 範囲 を 指し 、 淡 水 は 下 塩分 infrahaline 
と いわ れる 。 : 

Ful 
= SABE 

テイ オン サッ キン 低温 殺菌 [pasteuri- 
zation) 主 に 牛乳 の 保存 の た め の 殺 菌 法 。 
乳 成 分 の 熱 変性 を 防ぎ , か つ 病 原 菌 を 殺す た 
め 比較 的 低い 温度 で 長 時 間 (た と えば 60*C, 
30 分 ) 処理 する こと 。 

テイ オン ショ ク プ ツ 低温 植物 [micro- 
therm) 0°~14°C まで の 間 の 年 平均 気温 
の も と で 完全 な 成長 を する こと が で きる 植物 。 
高温 植物 , や 中 温 植 物 

テイ オン セイ 低温 性 Lpsychrophile] 
OBBED 


[DO; dissolved oxygen ] 
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テイ オン セイ 定 温 性 [homoiothermy] 
外界 の 温度 に 支配 され る こと な く 動 物 が 体温 


を 一 定 に 雑 持 する こと 。 


テイ オン ドープ ツ 定 温 動物 [homoio- . 
thermal animal, homeothermal a., ho- 
moiotherm, homeotherm Ohoméother- 
mes Tier ®animal homéotherme | 

テイ キ セイ チョ ー リ ョ ー 定期 成長 量 
[periodic increment ®periodischer 
Zuwachs] 一 定期 間 の 成長 量 。 あ る と き の 
重 さ か ら 一 定期 間 前 の 重 さ を 引い た も の 。 期 
間 成 長 量 。 

テイ キ セ イ フ ユ ー セ イプ ツ 定期 性 浮遊 
生物 [meroplankton,。 hemiplankton, 
meropelagic plankton M®Meroplank- 
ton] 底 生 動物 の 幼生 な どの よう に 、 一 生 の 
うち の 一 時 期 あ る い は 特定 の 季節 だ け の 生活 
と し て 浮遊 し て いる 生物 。 一 時 的 浮遊 生物 ・ 
臨時 浮遊 生物 ・ 半 湖 遊 性 浮遊 生物 な ど と いわ 
れる 。 

テイ キ セ イ プラ ンク トン 定期 性 一 一 
[meroplanktom, hemiplankton, mero- 
pelagic plankton] 三 定期 性 浮遊 生物 

テイ キ ヒ ョ ー エ イ テ キ ナ 定期 漂 泳 的 な 
[meropelagic | 一生 の うち の 一 時 期 あ る い 
は 特定 の 季節 な ど に 限っ て , 底 質 を 離れ て 渡 
KARE TSE, 

テイ ケイ カサ レタ コー ドー 定型 化 さ れ 
た 行動 [stereotypic behaviour] 動物 が 
遺伝 的 に 備え て いる 種 特異 的 で 固定 化 き され た 
行動 。 走 性 ・ 反 射 を は じ め , 本 能 的 行動 は 定 
型 化 さ れ た 行動 で ある 。 

デザ が ンコ ー カ ABWMR [depletion 
effect] 生物 地理 学 用 語 で は , 鳥 に と と ま 
る 種 の 数 が 増え を る に つれ て その 島 へ の 種 の 移 
入 率 が 減る と と 。 い いか えれ ば 移入 曲線 の 下 
降 効果 の こと で ある 。 

テイ コー シン カセ ツ 定 向 進 化 説 Lortho- 


genesis DOrthogenese ⑤orthogenese } 
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定 方 向 進化 説 ・ 直 進 説 と も い 2 。 Eimer(1885) 
が 提唱 し た 進化 学説 。 あ る 群 に 属す る 動物 化 
石 を 地 史 学 的 に 古い も る の か ら 新 し いも の へ と 
順に 並べ て みる と , それ ら の 形態 は し ば し ば 
一 定 方 向 に 向っ て 変化 し て いる こと が ある 。 
この よう な 現象 の 要因 は 生物 体内 に ある 定 向 
作用 に よる も の と し た 進化 説 。 こ の 内 的 要因 
の 神秘 的 な 観念 は 問題 で も る と し て , 進化 の 
定 同性 は 環境 の 一 定性 まだ は 一 様 の 変化 を 仮 
定 す れ ば 自然 海 汰 説 で 説明 で きる と する 考え 
の 人 も る 多い 。 

テイ コー テキ オー 抵抗 適応 [resistance 
adaptation] 温度 適応 で , 耐 忍 限界 が 変化 
する こと 。 

テイ コー トー タ 定 向 海 汰 [orthoselec- 
tion ⑩Orthoselektion ⑤⑥orkhoselec- 
tion] 定 向 選択 と も いう 。 定 向 進化 説 に は 
進化 の 要因 と し て 生物 体内 に ある 定 向 作用 と 
海 汰 に よる ある 方 向 へ の 変異 の 保存 が 含ま れ 
て いる 。 後 者 に よる 進化 を 定 向 海 汰 と いう 。 
や 系 統 進 化 

テイ ザン タイ 低 山 帯 Lmontane belt, 
m. zone ①mmontane Stufe] = Hb 

Fae) 底 質 (substratum MSub- 
strat ®substrat] 生物 が その 上 に 生育 し 
た り , 運動 し た り , 休止 し た りす る 物体 ある 
い は 媒質 を 指す が , SO DRC HERS. 
これ は 環境 と し て 重要 な 意味 を も つ 。 基層 ・ 
ZK + HO. 

デイ シ ツ タカ ク ケ イド 
{mud polygon] @28&#%+ 

テイ シッ チ デ イタ ン (MHIER [fen 
peat] 低 湿 地 生 の カヤ ツリ グ サ 科 ・ イ ネ 科 
の 草本 を 主 と し た 況 炭 で , アル カリ 性 また は 
それ に 近く , 塩類 が 多い 。 

テイ ジュ ー セ イ セイ プ ツ 定住 性 生物 
{sedentary species] ある クモ の よう に 網 
を 張り あま り 動 か な いで 生活 する 生物 。 

デイ ショ クシ ャ BF Lilyotrophe] 

テイ ジョ ー ジョ ー タ イ 定常 状態 [steady 
state) 生態 系 を 物質 の 動き か ら み た と き , 
有機 物 の 年 間 全 生産 量 と 全 消 費 量 が 等 し く 


RAS BBL 


(P/R=1), 有機 物 の 出入 が まっ た く な いか , 
また は ほとん ど だ いと いっ た 状態 に 用 いる 用 
語 。 三 動 的 平衡 

テイ ジョ ー シン ドー 
ary motion} 

テイ ジョ ー ハ CBR [stationary wave] 
いく つか の 波 が 重なっ て で き , 進行 せ ず に あ 
る 場所 で 上 下 に 運動 し て いる 波 。 運 動 の 最も 
激しい 所 を 腹 と いい , MEDS LHL 
う 。 節 の 最小 は 静止 で ある が 実際 に は 稀 で , 
上 下 運動 が 少な く 水平 運動 の み と な る 。 

テイ シン トー アツ ドー プ ブツ CREEPY 
Chomoiosmotic animal ⑩homeosmmot - 
®animal homéo-osmoii- 


定常 振動 [station- 


sches Tier 


que」 

テイ スイ ショ ク プ ツ 挨 水 植物 [emer- 
ged plant) 三 抽 水 植物 

テイ スイ ゾー 底 水 層 [hypolimnion ] 
三 深水 層 

テイ スイ ソー ゲン EKER [emersi- 


herbosa] 湖沼 な ど で み る 控 水 植物 が 主 と 
な る 群落 。 

テイ セイ ク &£E [benthic division] — 
海洋 に お ける 生物 の 生活 場所 (環境 ) を 大 きく 
区 分 し た と き , 海水 その も の で ある 洒 涼 区 に 
WU CHE LIES. 海区 区 ・ 底 生 界 benthic 
domain な ど と も いわ れる 。 CORKS EMA 
に ゃ 適用 され うる 。 

テイ セイ ク ク プ ンタ イ 底 生 区 区 分 帯 
[benthic zone (©@®formation benthi- 
que, zone Db.] 海底 区 の 生態 的 垂直 区 分 
帯 。 最 近 で は , 潮 上 帯 ・ 潮 間 帯 ・ 潮 下 帯 ・ 周 
沿岸 底 帯 ・ 聞 深 海底 帯 (上 部 ・ 中 部 ・ 下 部 深海 
底 帯 )・ 超 深海 底 帯 が 区 別 さ れる 。 

テイ セイ コタ イ ゲ グン 底 生 個体 群 [bot- 
tom population) 区 生 生物 ある い は その 
生息 数 昌 を 一 般 的 に いう 。 

テイ セイ ショ ク プ ツ 底 生 植物 Lphyto- 
benthos ©Phytobenthos ⑤phytoben- 
thos ] 

テイ セイ ショ ク プ ツ ソ ー 
[bottom flora, benthic f.] 


底 生 植 物 相 


テイ セイ セイ プ ツ 底 生生 物 [benthos 
@®Benthal, Benthos ®benthos] 水域 で 
全く ある い は ほとん と 常時 水底 に 着い た まま 
で 生活 する 生物 。 底 部 生物 と いわ れ た こと も 
ある 。 岩 に 固着 し た り 砂 況 中 に 潜入 し た りあ 
る い は 水底 上 を は いま わっ た り し て , 水底 か 
ら 離 ん れる こと な く 生 活 し て いる よう な 生物 
(狭義 に は 真性 底 生生 物 eubenthos) だ け で な く , 
海草 な ど に 付着 し て いる も の や , 時 折 は 水底 
か ら 離 れ て 泳い だ り 浮 遊 し た りす る も の や , 
更に は , 時 折 水 底 に 着座 し た りあ る い は 水底 
の 近く で 生活 し て いる 魚類 ( 底 生 魚 demersal 
ssh) な ども , 含ま せる こと が ある 。 水底 で 


の 微細 な 生息 場所 の 違い ( 例 : 底 表 性 底 生生 物 . 


epibenthos) や 生物 体 の 大 き さ (Bij: 微小 底 生生 
物 microbenthos) な ど に よっ て 多様 に 類別 さ 
れる 。benthos は 底 生生 物 相 ある い は 底 生生 
物 群 集 を 指す こと も ある 。 ベ ント ス 。 

テイ セイ セイ プ ツ グン シュ ー 底 生生 物 群 
集 [bottom community] 海洋 ・ 湖 沼 ・ 


河川 な どの 底層 に 生活 する 動植物 が 作っ て い . 


る 生物 集団 。 

FARA セイ プ ツ ショ クシ ャ 底 生生 物 
食 者 [benthos feeder DBenthosfresser | 
底 生 生物 を 食物 と し て いる 動物 。 

テイ セイ ドー プ ツ 底 生 動物 [zooben- 
thos, benthic animal (MZoobenthos, 
Bodentier ®zoobenthos | 

テイ セイ ドー プ ツ ソー 底 生 動物 相 [bot- 
tom fauna, benthic f.] 

テイ セイ ノ 底 生 の (benthic, bentho- 
(nm)iec。 benthal, benthoal (Mbenthisch, 
benthal ®benthique ] 

テイ セン WH (drift line] 海面 や 湖 
面 が 陸地 と 接し て いる と ころ , すなわち も 流 打 
ち 際 の 線 。 海 崖 で は HR) 潮 の 干満 ・ 波 浪 
に より, 湖 岸 で も 水位 の 上 昇 下降 ・ 波 浪 に よ 


っ て 移動 し 変動 の 著しい 地帯 で ある 。 ま た 陸 


上 ・ 水 界 両方 か ら 有 機 物 残 湾 が 運ば れ て くる 
の で 生物 生息 帯 と し て 生態 学 的 に 興味 深い 場 
所 で ある 。 なお, 低 潮 時 の 洒 線 を shore line 
と いう こと と も ある 。 


ディ タン シ WM 


デイ セン JER Lmud line] 河川 の 下流 
部 に 多い 岸 よ り の 浅い 泥 地帯 を 指す 。 有 機 物 
の 礁 積 が 多く , 生物 群集 の 豊富 な 特徴 を も つ 。 

ディ ー ソ ー 一 一 層 [LD horizon) 土壌 
断面 の 下層 を 構成 し て いる 母 材 と 異質 の 土壌 
で , 薄い C 層 の 直下 に 粘土 層 が ある よう な 場 
合 が これ に あたる 。 

テイ ソー シ ツ ゲン 低層 湿原 Llow-moor, 
hygrophorbium ©Flachmoor] 地下 水 
位 が 高く 直接 , 地下 水 の 溜 養 を 受け る 川 や 湖 
沼 の 岸 近く な ど に 成立 する 湿原 で 富 栄養 的 で 
ある 。 ヨ シン ・ オ ギ ・ マ コモ ・ ス ゲ 類 が 優 占 し 
た 湿性 草原 を 形成 し. その 遺体 か ら な る 低位 
混 炭 土 を 生成 する 。 高 層 湿 原 の 対語 。 低 位 湿 
原 。 高層 湿原 

テイ ソー デイ タン ド 低層 泥炭 土 Llow- 
moor soil] (MM ROURL ORME 

テイ タイ キ 停滞 期 [stagnation period ] 
水温 分 布 が 成層 を な し , 安定 し て いる 時 期 。 
夏期 完全 停滞 期 と 冬期 完全 停滞 期 が あり , 結 
KR, 表層 の 外 は 冷却 され な く な り 停 滞 成 層 
状態 と な る 。 

テイ タイ スイ グラ イド 停滞 水 一 一 土 
[stagnogley soil OStagnogley ®sol a 
stagnoglie] 湿潤 冷温 帯 の 台地 上 の 平坦 地 
や 凹 地 の 一 年 中 潮 水 する 所 に 分 布 す る 表層 が 
グラ イ 化 し た 成 帯 内 性 土壌 。 

テイ タイ セキ Ex [ground morai- 
ne] KOREA LEDER. Cheha 
堆 石 terminal moraine と も いう 。 水 河 が 移動 
し て 融解 する 線 に 達する と 氷河 に 含ま れ て い 
た 砂 碑 が 一 定 の 場所 に 堆積 する 。 北 欧 や カナ 
RU BDAB< Olt, これ ら の 作っ た 谷 や 凹 
地 に 水 の た まっ だ も の 。 

デイ タン TER [peat OTorf] 沼沢 地 ・ 
湿地 ・ 湖 底 な ど に 植物 遺体 が 堆積 し て 嫌気 的 
な 環境 の も と で 十分 分 解せ ず に 半ば 炭化 し た 
OD, 寒冷 地 で 多く 生成 され る 。 

デイ タン シ ツ グラ イド 泥炭 質 一 一 土 
Lpeaty gley soil] 

デイ タン シ ツ ゲン TRMR [peatbog 
OTorfmoor] 寒冷 高地 の 湿原 で 植物 体 は 
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分 解せ ず 泥炭 と し て 甘 積 され る 。 高 層 湿 原 ・ 
中 間 湿 原 な どの よう に ミズ プ ゴケ ヶ 類 ・ 大 型 ス ゲ 
類 の 況 炭 上 に 発達 し た 湿原 。 

デイ タン デイ TERI [dy] =m 
デイ タン ド 泥炭 土 Lpeat soil, bog s., 
moor s. OTorfboden, Moor ⑤⑥sol to- 
urbeux] MROMMBAOHRMIC Lo THE 
じ た 泥 炭 を 主 成分 と する 土壌 。 ぉ ふつ う 低 位 泥 
炭 士 low moor soil・ 中 間 泥 炭 土 transitional 
m. s.* MiLveR+ high m.s. の 3 土壌 型 に 
DIS. OMMELE 
テイ ネ チ サイ ソー チ 低地 採草 地 [lowland 
meadow OTieflandwiese ] 
テイ チャ ク 定着 [①ecesis, establish- 
ment @settlement] ①⑬ 生 物 の 散布 体 が 新 
し い 土 地 に 侵入 し , そこ で 発芽 ・ 成 長 し 繁殖 
が 続け すら れる 至っ た 場合 に い う 。 Clements 
の 用 語 。② 固 着 動物 な どの 浮遊 期 幼生 が 固着 
生活 な ど に 移る た め に 着 底 settle する こと は , 
幼生 定着 larval settlement と いち れる 。 
Phyta— 
tonisch ®hypotonique] 他 と 比較 し て そ 
の 溶液 の 宙 透 圧 が 低い こと 。 
テイ チワ ク 定置 わく [permanent quad- 
rat ODauersquadrat] 永久 方 形 区 
ディ ー デ ィ ー テ ィ ー [DDT] Zeidler 
(1874) CLOAMANRARERROBRA 
で , Miiller(1939) に より その 殺虫 性 が 認め ら 
‘hh, 農業 用 お よび 防疫 用 殺虫 剤 と し て BHC 
と と も た 広く 使用 され た 。 高 等 動物 に 対す る 
急性 毒性 は 比較 的 低い が , 自然 環境 下 で の 分 
解 が 大 変 層 いこ と か ら , 食用 連鎖 を 通じ て 
DDT の 濃縮 (生物 的 濃縮 と いう ) が 起り , AR 
界 の 生物 に 及ぼ す 影 響 が 大 きい こと や , 食品 
中 の 残留 等 の た め に 農薬 と し て の 使用 は 禁止 
され た 。 
ティ ー ネ マ ン Thienemann, August, 
1882--1960 ドイ ツ の 陸 水 学者 。 プ レン 臨 洪 
実験 所 長 を 長く 勤め た 。 ア イフ ェ ル 火口 湖 の 
研究 (1913 こ 1919) は , Naumann (1891~ 1934) 
の スウ ェ ー デ ン 諸 湖 の 研究 。 1971.。 と と も に , 
Forel 以後 の 固定 し た 湖沼 学 を 一 新 し , 化学 


低 張 [hypotonic Ohypo- | 


的 地 文学 と 生物 学 的 湖沼 学 を つない だ 近 世 溢 
沼 学 を 打 立 て た 。 Ruttner ら と と も に スン ダ 
陵 水 学 探検 を 行い (19281929), 6000 ペー ジ 
に 及ぶ 報告 を 出 し (930 年 以後), 今日 の 陸 水 学 
研究 者 の 座右 の 書 と な っ て いる 。< 主 閉 > Lim- 
nologie, Eine Einfdhrang in die biologi- 
schen Probleme der Stisswasserforschung, 
1926, Die Binnengewasser in Natur und 
Kultur, 1955, ; 

テイ ヒ ョ ー ジ ョ ー フ ユ ー セ イプ ツ ERLE 
浮遊 生物 [epibenthic plankton] #EM 
直上 の 極め て 薄い 水 層 中 で 生活 する 浮遊 生物 。 

テイ ヒ ョ ー ジ ョ ー プラ ンク トン ERE 


一 [epibenthic plankton] 三 護 表 上 浮 


遊 生物 

ティ ー プ ンプ 一 一 分 布 [Stndent's t- 
distribution ] 

FART 低木 [shrub OStrauch] 


三 漠 木 

テイ ボク サバ ク KAR (desert scrub, 
shrub d.] 低木 が 散 生 し て いる 砂漠 。 

テイ ボク サパ バン ナ 低木 一 一 [bus sa- 
vamna] 叢 生 が 密 な と ころ に 落葉 低木 が 散 
生 し て いる 湿 生 また は 乾性 サバ ン ナ 。 熱 帯 の 
すべ て の 地域 で 見 られ る 。 相 観 的 呼称 で , + 
ボカ Savoka 的 サバ ベン ナ ・ 有 一 低木 サバ ン ナ 
な ど が ある 。 

テイ ボク ショ クセ イ - KAM (shrubby 
vegetation Ostrauchartige Vegetation] 
Et LCLIRKRKORACHRLCOBBREO 
植生 。 自 然 に は ハン ノ キ ・ ヤ ナギ 低木 林 ・ 多 
肉 低木 林 な ど が ある 。 

テイ ボク ジョ ー ショ ク プ ツ 低木 状 植物 
[suffruticosa (plamt)] 地上 部 が 枯れ て も 
根元 が 木質 で 生き 残る 多年 生 植物 。 

テイ ボク ジョ ー チ イ 低木 状 地 衣 [fruti- 
cose. lichen ⑩Strauchflechte] 高 さ が 
20 cm ほど に も な る 地 衣 。 例 : Cladonia な ど 。 
三樹 状 地 衣 

テイ ボク ショー ハク リン グン ケイ 低木 
松柏 林 群 系 [pine-janiper biome O 
etrauchartige Nadelho』z-Formation ] 


た と えば 北欧 の よう な ネス ズ 類 な どの 低木 針 葉 
樹林 の 群 系 単位 。 低 温 ・ 岩 上 ・ 海 岸 ・ 風 衝 地 
な どの 厳し い 立 地 条 件 下 に 見 られ る 。 

テイ ボク シン ガイ 低木 侵害 [bush en- 
croaching ] 草地 に 雑 低木 の 侵入 害 の ある 
に 

テイ ボク ステ ッ プ サバ ン ナ 
(shrub steppe savanna] 草丈 の 低い 草本 
類 と 低木 類 が 疎 生 し て いる サバ ン ナ 。 (EKA 
テッ プ ・ 低 茎 木 サバ ン ナ 。 

テイ ボク ソー {EAB (shrub layer O 
Strauchschicht] #AUR, BAH CRA 
か 形成 され る 階層 。 高 さ は 2~4m, Raun- 
kiaer の 生活 型 で は 樹高 2 m 以下 。 

テイ ボク タイ (KH [shrub zone O 
Strauchzone] サバ ベン ナ の 周辺 , 高山 な ど 
DEARTH. HERG. MAAR CX 
TsVMEE OR + RR + BR SH COM 
端 な 立地 条件 下 に 生育 し て いる 。 環境 傾斜 に 


対応 し て 高木 林 と 草本 性 植生 の 間 に 成 立 et 


状 構造 を 形成 し て いる 。 

テイ ボク ミッ セイ リン 低木 密生 林 [thic- 
ket] 低木 が 密生 し て 優 占 する 植生 。 = 

テイ ボク リン 低木 林 [scrub, bush O 
Gebiisch ®tallis] 低木 shrub が 優 占 する 
林 で , ぉ ふつ うら 高木 林 よ りゃ 環境 条件 の 悪い 場 
所 に 成立 する 。 scrub は と くに 枝 の 曲り くね 
っ た 低木 林 を 指す 場合 も ある 。 

テイ ボク リン チ 低木 林地 (shrubland, 
brushland] 草地 grassland, 高木 林地 wood- 
land の 類語 で , 低木 の 生え た 土地 の 意 。 

テイ ボク リン ホー ボク チ 低木 林 放 牧 地 
[brush pasture ] 

テイ ボク ルイ ノ ジ ョ キョ 
Cbrush control ] 

テイ ボク レツ 低木 列 [hedgerow O 
Hecke ®bordure de haies] 二 つ の 土地 
の 間 に あ る 低木 の 茂み 。 

デイ リュ ー JER [mad-fiow, m. ava- 
lanche OSchlammstrom ®torrent de 
boue ] 

テイ リュ ー キ セイ 定 留 寄生 [stationary 


低木 類 の 除去 


a_—"' 
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parasitism] 
する こと 。 
テイ リン 低 林 [elfim forest, dwarf f. 
ONiederwald ⑥toills] #RH EL UT 
用 する 森林 で , RAD FCOPFCI6 CER 
SHAMFRKO—-BCHS. EKLAAT 
る た め 立 木 本 数 は 多い が 樹高 は 高く な い 。 
ティ ン バ パー ゲン Tinbergen, Nikoraas, 
198~ オラ ンダ 生れ の 動物 行動 学者 。 レ 
イデ ン 大 学 を 経て イギリス の オク ス フ ォ ー ド 
大 学 で 研究 , 1968 年 か ら 教授 。 動 物 の 行動 に 
つい て 野外 で 多く の 実験 を 行い カモ メ ・ ト 
ゲ ウ オ の 行動 解析 を 基礎 と し て 行動 の 機構 の 
階層 的 構造 を 明らか に し た 。Lorenz・von 
Frisch と と も に ノー ベル 生理 ・ 医 学賞 を 受け 
た (1973)。< 主 著 > The Studies of Instinct, 
1951, 日 本 訳 : 本 能 の 研究 。 Social Behavi- 
1953, HAR: 動物 の こ 


一 生 を 通じ て 同一 宿主 に 寄生 


our in Animals, 
と ば , 1955, 

テオ フラ スト ス Theophrastos, ca. 372 
~ca. 288 B.C. 古代 ギリ シア の 植物 学者 。 
Aristoteles の 弟子 で , アテ ナイ の 学園 も 引継 
い だ 。「 植 物 誌 」 や 「 植 物 原 因 論 」 の 著 が 残っ 
て いる 。 FH, 英語 と の 新訳 本 Loeb Classical 
Library で も 読め る が , 古代 の 植物 系 自然 誌 
の 金字塔 で ある 。 

テキ オー 適応 [Ladaptation DAnpas- 
sung] 生物 が 環境 に 対し て 調整 し 生命 を 維 
持 し よう と する 反応 過程 を 意味 する 場合 と , 
その 反応 が 生物 体 の 構成 上 に まで 影響 が 及ぼ 
され た も の を 指す 場合 と が ある 。 ま た その 反 
応 が 遺伝 的 に な ら な いで , その 個体 に 限ら れ 
た 反応 で ある 場合 は 適合 adjustment と し て 区 
別 す る こと が ある 。 

テキ オー ケイ 適応 型 [ecad] ある 環境 
に 適応 し て 作ら れ た 生育 型 を 指す 。 Clements 
の 用 語 。 

テキ オー コー ソ i 適応 酵素 [adaptive 
enzyme ①adaptives Enzym ®enzyme 
induite) 基質 の 存在 な どの 環境 条件 に よっ 
て 誘導 的 に 生成 され る 酵素 。 誘 導 酵 素 induced 
enzyme と も いう 。 OMREX 
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テキ オー セイ 適応 性 [adaptability O 
Anpassungsfahigkeit | 

テキ オー チ 適応 値 Ladaptive value] 
適応 度 と も いら 。 各 遺伝 子 型 genotype の 環境 
に 対す る 適応 の 尺度 。 あ る 環境 の も と で , あ 
る 遺伝 子 型 が 一 個体 あたり 残す 繁殖 可能 な 仔 
の 数 の 相対 値 。 字 海 汰 係数 

テキ オー ド 適応 度 [(Darwinian) fit- 
ness} 三 適 応 値 
_ テキ オー トー タ 適応 海 汰 [adaptive se- 
lection) ある 生物 群 の 中 か ら 特 定 の 環境 に 
適応 し た 形質 を も つも の が 有利 に 子孫 を 残す 
よう 自然 海 汰 また は 人 為 海 汰 され る こと 。 

テキ オー ホー サン 適応 放散 [adaptive 
radiation] 系 統 的 に 同類 の 生物 が いろ いろ 
の 異な っ た 環境 に 最も 適し た 生理 的 ・ 形 態 的 
分 化 を 起 し , 多く の 系 統 に 分 か れ , 時 代 と と 
も に その 程度 が 強く な る こと 。 オ ー ス トラ リ 
7 の 有 袋 類 に 食肉 類 や 嗜 歯 類 の よう な 形態 を 
も っ た も の が 発生 し た の が 有名 な 例 。 

テキ カセ ンタ ン 滴下 先端 [drip-tip] 
熱帯 多雨 林 の 樹種 な ど に 多く み ら れ る 葉 の 形 
態 の 一 つ で , 葉 の 先端 が 長く 尾 状 に 伸び , 雨 
滴 の 滴下 に 適する よう に な っ た も の 。 

テキ ゴー ド 適合 度 [fidelity OTreue- 
grad, Gesellschaftstreuegrad ⑤fidelite] 
ORBECE, CORRE 

テキ シ ツ セイ / 適 湿 生 の [mesic] = 
中 生 の 

テキ シャ セイ ゾン 適者 生 呑 [survsval 
of the fittest QUberleben des: Pas- 
sendsten (@®survivance du plus apte] 
生存 競争 の 結果 , 環境 に 最も 適し た も の が 生 
存する こと 。 自 然 海 汰 (自然 選択 ) に 勝ち 残る 
こと 。Darwin の 自然 海 汰 に 関し て Spencer が 
用 いた 語 。 生 存 者 が 最適 者 か どう か 疑問 と す 
る 考え も 多い 。 ライ ト 効 果 

テキ ジュ ン ショ ク プ ツ 適 潤 植 物 [meso- 
phyte] 三 中 生 植 物 

テキ ジュ ン セ イ ノ 
三 中 生 の 

テキ ジュ ン セン イケ イレ ツ 適 潤 居 移 系 列 


適 潤 性 の [mesic] 


評価 に 用 いる 。 


[mesarch ©Mesarche] 適 潤 状態 で 起 る 
遷移 系 列 で , 乾性 ・ 湿 性 の 両 遷 移 系 列 の 間 に 
ie 

テキ セイ ギョ カク リョ ー 適正 漁獲 量 
Coptimum catch] ある 漁業 生物 資源 に 対 
し て 漁獲 を 行う と き , それ に よっ て その 生物 
集団 の 再生 産 力 お よび 成長 力 が 最大 と な りか 
つ そ れ が 維持 で きる よう な 状態 が ある と すれ | 
iL, その と き の 漁 獲 量 を いう 。 MELISS 
と の 判定 ・ 定 義 こ に は ほか に も いろ いあ な 考え 
が あり , maximum steady yield, rational 
exploitation, m. equilibrium y。、 な ど と いわ 
ne 
_ テキ セイ シソ ー リ ョ ー acne [for- 
age acre] 草地 が 完全 人 草 で 覆 わ れ , その 
草 が 適正 利用 下 に ある と き の 草 地 1 エー カー 
あたり の 飼 草 量 。 

テキ セイ シュ ー リ ョ ー モン ダイ wEM 
量 問題 [optimal yield problem] 適正 
漁獲 問題 opimal catch problem も 同じ 。 あ 
る 個体 群 (資源 stock) か ら ど れ だ け の も の を 
収穫 exploitaion し うる か と いう 問題 で , そ 
の 個体 群 と その 収量 は 永続 的 に 維持 され る こと 
と を 前 提 と し て 諸 条件 が 分 析 さ れる 。 

テキ セイ ホー ボク トー スー 適正 放牧 頭数 
[proper stocking] 草地 を 構成 し て いる 植 
物 の 成長 を 順調 し 再生 産 力 を 失わ ず , また . 
土壌 を 荒さ ず 土 地 保全 上 か ら ゃ 支障 を きた さ 
な い 状 態 で , CA Cy FEROS 
頭数 。 

テキ セイ リ ヨ ー ケ イス ー . 適正 利用 係数 
(proper use factor] 草地 植物 の 生育 と 活 
力 と 再生 産 を 維持 する の に 十分 な 量 を 残し で , 
放牧 家畜 に 採 食 させ うる 植物 の 割合 。 牧 養 カ 


テキ タイ サヨ ー 敵対 作用 [hostility] 
他方 の 不利 に ょ り 一 方 が 利益 を 得 で いる 挫 取 
作用 exploitation の うち で , 不利 を 受け て い ‥ 
る 生物 が 損傷 ・ 死 滅 さ せら れる よう な 場合 を 
指す 。 食 物 関係 は その 典型 的 な 場合 と され る 。 
テキ ティ 滴定 [titration OTitration 


®titrage ] 
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テキ ヨー + [defoliation] 落葉 

テク ノロ ジー [technology] 人 間 が , 
自然 の 脅威 か ら 防御 ある い は 自然 に 働き か け 
る と き に , 自然 の 法則 性 を 理解 し て , その 上 
に た っ て 意識 的 に 適用 する 手段 。 多 く は 道具 
の 製作 ・ 使 用 を 含み , 人 間 の ほぼ あら ゆる 活 
動 に み ら れ る 。 や スキ ル 

デコ ボコ ゲン ラク 凸凹 群落 [aneven 
surface of plant community] 群落 表面 
( 葉 層 の 上 面 ) が 不 で ぞろい で 凸凹 の 群落 。 

デス ペ シ ャ リ ゼー ショ ン [despecializa- 
tion) 形質 の 原型 逆行 と も いう ら 。 一 定 の 環 
境 条 件 の 持続 に より 形質 の 特殊 化 が 起 っ た も 
の が , その 後 環境 の 変化 に より も と の 形質 に 
逆行 する こと 。 

デス ポッ ト [despot] ウデ スポ ティ ズム 

デス ポテ ィ ズ ム [despotism] 集団 の 第 
一 位 の 個体 despot が 他 の 全員 を 支配 する よう 
な 優劣 行動 を Schjelderup-Ebbe は despotism 
と 呼ん だ 。 

デス モ プ ラン クト ン [desmoplankton 
ODatenumformung]) 浮遊 生物 相 で 藍 深 
類 の Trichodesmium 類 が 優 占 す る も の 。 

デー タ ノ ヘン カン 一 一 の 変換 Ltrans- 
formation of data] 分 散 分 析 そ の 他 の 統 
計 的 解析 法 の 多く は 正規 分 布 を 前 提 に し て 組 
立て られ て いる 。 正規 分 布 で は 平均 と 分 散 は 
独立 で ある が 生態 学 的 調査 で 多く 扱わ れる 個 
体 数 な ど 離 散 型 の 分 布 を 示す デー タ で は , 平 
均 値 と 分 散 が 関連 し て 変化 する た め , デー タ 
を 変換 し て 正規 化 mormalhize し , ある い は 少 
な く と も 分散 を 安定 化 さ せな けれ ば 上 記 の よ 
5 な 統計 的 方 法 が 適用 で き な い 。 Poisson 分 
布 で は 平方 根 変換 , 集中 分 布 で は 対数 変換 が 
よく 用 いら れる が , 後者 で は より 正確 に は そ 
れ ぞ れ の 分 布 型 に 応じ て 変換 の 方 式 が ある 。 
平均 こみ あい 度 - 平 均 密度 法 を 用 いれ ば 一般 
的 な 変換 の 公式 に より 最適 変換 の 型 が 求め ら 
れる 。 平均 こみ あい 度 - 平 均 密度 法 

テ チ スカ イ 一 一 海 (Tethys Sea, Me- 
sogean Sea OTethys mer mésogée- 
ne] 古 地 中 海 と も いう 。 デ ボン 紀 か ら 古 第 


三 紀 に か け て アン ガラ 大 陸 と ゴン ドリ ワナ 大 陸 
と の 間 に 広 が っ て いた 海 。 現 在 の 北ア フリ カ ・ 
南 ヨ ー ロ ッ ズ パ ・ ア ジア ( 小 ア ジア ・ 中 央 アジ ア ・ 
ベル シャ ・ ヒ マラ ヤ ・ イ ンド シナ ) RB > COKE 
と 大 西洋 と を 連絡 し て いた 。 日 本 も この 古 地 
理 区 に 入る 。 こ の 海域 は 紡 鍵 虫 類 (フラ ズリ ナ ) 
が 特徴 的 で ある 。 現 在 の 地中海 は この テ チ ス 
海 の 名 残り と 考え られ て いる 。 

テッ キジ ダイ 鉄器 時 代 Liron age O 
Eisenzeit) 青銅器 時 代 に 続く 時 代 で ョ ー 
ロッ ズ パ で は 約 3000 年 前 か ら 西暦 紀元 の 始ま る 
頃 ま で を い う 。 日 本 の 弥生 時 代 は 青銅 ・ 鉄 両 
時 代 の 文化 を 同時 に 受入 れ た 時 代 と 考え られ 
て いる 。 し か し 鉄 が 日 本 で 広く 用 いら れる よ 
ら うに な っ た の は 古墳 時 代 (4 - 7 世紀 ) に 入っ 
て か ら で あ る 。 

テツ サイ キン 鉄 細菌 [Liron bacteria 
OEisenbakterien] 2 価 の 鉄 ま た は 2 価 の 
マン ガン を 酸化 し て 得 ら れる エネ ルギー を 利 
用 し て 生活 し て いる 細菌 。 化 学 合成 を する 細 
菌 の 一 つ 。 水 酸化 鉄 の 沈 典 を つく り , 鉄管 を 
塞ぐ こと が ある 。 

デ ト リ タス (detritus ODetritus © 
détritus] 非 生 体 的 有機 物 を , それ を 基質 
と し て 繁殖 し て いる 人 微生物 と 区 別 し な いで 総 
称す る 。 分解 さ れつ つ あ る 生物 体 破片 ・ 死 骸 
な ど は 分 解 を 進め て いる 微生物 な ど と は 現実 
的 に は 分 離す る こと は 不可 能 で , MLSE 
きも 区 別 さ れず と も に 栄養 的 価値 を も つと 見 
られ る と ころ に 注目 し て , デブ リ debris と は 


異な る 意味 合い が 与え られ て る 。 ツ デ プリ , 
>A ERD 
デ ト リ タス レン サ — BR [(organie) 


detritus food chain] 三 浮 泥 食 物 連 貸 

デ プ リ (debris, organic d.] 生物 体 の 
破片 ・ 死 骸 や その 分 解 産物 な どの 総称 。 非 生 
体 有機 物 ・ 非 生体 物質 と も いわ れる 。 @ デ ト 
リタ ス , DARED 

デボン キ 一 一 紀 [Devonian period ⑰ 
Devon(-Periode) (période) devoni- 
en(ne)] 古生代 に 属し , 4 億 一 3 億 5000 万 
年 前 の 問 。 陸 上 生物 界 は 急激 に 大 発展 を 遂げ 
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ez7o ヵ 77oezzz の 森林 が 日 本 で も 形成 され , 無 
硝 椎 動物 の クモ ・ ダ ニ ・ ヤ ス デ ・ 昆 虫 顔 が 新 
し く 分 化し た 。 海 中 で は 魚類 が 急速 に 発達 し 
た Coe/zcgz が xs は 本 紀 に 出現 LEK BROT 
か ま と さ れ て いる 。 

デー ム -[-deme] 個体 群 に 重点 を 置い た 
分 類 学 上 の 単位 。 異 な っ た 個性 群 を , TOR 
な っ た 特徴 を あげ 語尾 に -deme を 付け て 呼ぶ 。 
例 : 生態 学 的 に 異な っ た 個体 群 を ecodeme, 
特定 の 地域 を 占有 する 一 群 を topodeme, 交 
配 の 上 で 区 別 さ れる 一 群 を gamodeme な ど 。 

テ ュ ル ゲ レン ロート 漏 圭 [Tall- 
gren funnel] 土壌 ・ 落 葉 ・ コ ヶ な どの 中 
の 小動物 を 分 離す る 方 法 。 円 筒 の 底 に 金 綱 を 
張り , その 下 に 漏斗 を 取り つけ た も の で , 円 
筒 内 に サン プル を 入れ て , 上 か ら ヒ ー タ ー ハ か 
電球 を 用 いて 加熱 し , 熱 や 乾燥 に よっ て 下方 
に 移動 し た 動物 を 漏 幸 の 下 に 思 い た 容器 内 に 
集め る 。 

テラ イ [Terai] イン ド の ガン ジス 有川 流 
城 の 低 湿地 。 

テー ラス [scree, talus, cone] =H 

テラ ロ シ ャ [terra roxa] 熱帯 に ある 
TREDLER, テラ ロッ サ と 違っ て 母 岩 は 
玄武 岩 。 ウ テラ ロッ サ 

テラ ロッ サ (terra rossa OTerrarossa 
®terra rossa] 石灰 岩 地帯 に 特有 の 赤色 ・ 
濃 紅 色 の 土壌 で , 主 に Fe・Al の 水 酸 化物 と 
粘土 より 成る 。 母 材 の 石灰 岩 と の 境界 は 不 連 
続 で ある 。 

テレ メー ター ホー 一 一 法 [telemetrical 
method] や バイ オ テ レ メト リー > 


テレ メト リー [telemetry] や パイ オ テ 
レ メ ト リー 
テロ スペ シス [telospeecies] ユー スペ 


シス の 段階 を 過ぎ る と 分 布 城 は 縮小 し , 個体 
数 も 少な く な り 亜 種 も 消滅 する 。 こ の よう な 
段階 の 種 を いう 。Dillon の 用 語 。 宅 種 の 生命 環 , 
ユー スペ シス ~ 

テン イコ ー ゲ ン 転移 荒 原 [mobilide- 
serta OWanderwiste] 土壌 が 風 ・ 水 ・ 重 
力 な どの 作用 で し ば し ば 移動 する た め に 植物 


DRT DIR. 

テン イコ ー ド ー . 転 位 行動 [displace- 
ment behaviour] 動物 が 強力 な 衝動 に か 
られ て いる に も か か わら ず , それ に 対応 する 
行動 を 解 発 する た め の 外 部 刺激 が 欠 除 し て い 
る 場合 や , 逃避 と 攻撃 と いっ た 二 つ の 捕 抗 的 
衝動 が 衝突 し 合う 場合 , そ の いずれ に ゃ 関係 
な い 行 動 パ ター ン が 突然 現れ る こと が ある 。 
この よう な 行動 を Tinbergen ら は 転位 行動 
と 呼ん だ 。 求 愛 や 威 叶 の 際 の 儀式 に み ら れ る 
行動 に は 転位 行動 に 由来 する も の が 多い 。 動 
物 行 動 学 者 が 一 つの 生得 的 行動 に 動作 特 暴 的 
エネ ルギー action-specific energy の 存在 を 
主張 する 一 つの 根拠 で ある 。 

7 he 転換 (transformation D 
Transformation ] 

テン カン シャ GRA [transformer O 
Transformator ®transformateur] 生 
態 系 の 構成 者 の 一 つ 。 生 産 者 や 消費 者 の 体 か 
ら , 分 解 者 に よっ て 分 解 さ れ た 無機 物 を 再び 
光合成 生物 に 利用 可能 な 形 に 変化 さき せる 役割 
を も ゃ も つ 生 物 。 本 元 者 や 分 解 者 と の 区 別 は 便宜 
的 な も の 。 

デン キオ ンド ケイ 
mister] サー ミス ター 

デン キ デ ン ドー ド 電気 伝導 度 Leleetric 
conductivity] 水中 に イオ ン が 存在 する ほ 
ど 電 気 伝導 度 は 上 昇 し , 電気 抵抗 は 下がる 。 
し た が っ て 水 の 電 気 抵抗 を 計測 し て イオ ン 人 性 
物質 の 有無 お よび その 濃度 を 知る と と が で き 
る 。 し か し , H°, OH’ は 伝導 度 を 著しく 大 き 
くす る の で 強酸 性 の 湖 で は 総 固形 物 と 比例 し 
な いし , 有機 物 は 伝導 度 を 増 さ な いか ら 腐 植 
MDS TA ELT RRR) CLE 
形 物 が 多い わり に 伝導 度 は 小さ く な る 。 ま た 
溶解 物質 の 種類 を 電気 伝導 度 か ら 知 る こと は 
むず か し い 。 

テン ゲ グ ス 天狗 巣 [witches' broom O 
Hexenbesen ⑤balais de sorcier] 菌類 
の 寄生 に よっ て 諸 種 の 高等 植物 側 芽 抑制 が 失 
bh, 幹 や 枝 が 異常 に 発達 し て 小枝 が 集団 的 
に 多数 生 し る 現象 。 そ の 病気 を 天狗 巣 病 と い 


電気 温度 計 Lther- 


So の 


eo 


ブレ の ュー ZIT 


う 。 サ クラ な ど に 見 られ る 。 

テン ケイ プレ ー リ ー 典型 一 一 (true 
prairie] 混 生 プレ ー リ ー の 元 に な る 草原 地 
帯 。 北 アテ メリ カ の 中 央 部 に 分 布 し て , 高 茎 草 
が 優 占 する ( 高 茎 プ レー リー tallgrass prairie), 
- テ ンコ ー ソー セイ 転向 走 性 Ltropo- 
taxis] Loeb の 走 人 性 学説 の 根拠 と な っ た 走 
性 の 発現 機構 で , 刺激 相称 性 と も いわ れる 。 
光線 ・ 重 力 の よう に 方 向 性 の ある 刺激 に 対す 
SHH, その 刺激 が 左右 の 受容 器 に 与え る 
強 さ の 差 に よっ て , 両 体側 の 運動 筋 の 緊張 が 
異な る と と に よっ て 生じ る と する も の 。 転向 
走 性 を も つ 動 物 で 片側 の 受容 器 を 破壊 する と , 
均一 な 刺激 野 ( 光 な ら 上 方 か ら の 散 光 野 ) に お い 
て 円 を 描く 運動 が 起 g る こと な ど が , その 根拠 
と され る 。 左右 相称 の 受容 器 を も つ 動 物 の 走 
人 性 は し ば し ば これ に よっ て よく 説明 され る 。 

テン シオ メー ター [tensiometer] =+ 
幸 水 分 張力 計 

デン セン ビ ョ ー 伝染 病 [infectious 
disease, epidemic] 感染 定 ・ 疫 病 と も い 
う 。 病原 体 と な る 微生物 が 動物 体内 に 入り , 
まま を は 体内 で 増殖 する こと に よっ て 起 る 病気 
を いう 。 病原 体 に は , 原虫 ・ ス ピロ ヘー タ ・ 
真菌 ・ 細 菌 ・ リ ケッ チア ・ ウ ィ ル ス 等 が ある 。 
これ ら の 病原 体 は 動物 の 1 個体 か ら 他 個 体 に 
感染 し て 伝染 病 は 広がる 。 伝 染 病 は 動物 の 個 
体 数 に 大 き な 影 響 を 及ぼ すこ と が ある 。 そ の 
学問 の epidemiology は 疫学 と し て , 現在 は 
も っ と 広義 に 用 いる 。 2 

テン テキ 天敵 (natural enemy] 有害 
生物 ( ぉ つう は 動物 ) の 個体 数 増加 を 抑制 する 
よう に 働く 生物 的 死亡 要因 。 有 害 動物 の 天敵 
に は 寄生 性 お よび 捕食 性 動物 や 病原 性 徴 生 物 
が ある 。 

テン ネン カシ ュ KA FE [natural 
seeding) 自然 に 種子 が 散布 され る こと 。 

テン ネン コー シン 天然 更新 [nataral 
regeneration, n. forest r. ()Naturver- 
jimgung @®régénération naturelle] 
森林 の 伐採 後 や 風 害 な た ど に よる 倒木 の 後 な ど 
に , 人 力 に よら ず に 後継 樹 を 仕立 て る こと 。 


"種子 の 発芽 に よる 場合 , 切 株 か ら の 前 芽 に ょ よ 


る 場合 , 竹林 の よう に 地下 茎 か ら の 更新 な ど 
が ある 。 

テン ネン セイ リン 天然 生 林 [mataral 
regenerated forest] 伐採 の 後 , 天然 更新 
natural regeneration( に こよ り 再 生 し た 森林 。 

テン ネン ボク ヤ 天然 牧野 [range, r. 
land OWeide] と くに 乾燥 地帯 ・ 半 間 燥 
性 地帯 な ど で 耕 任 に 不適 で ある が , 放牧 に 適 
し た 草 が 響 っ て いる 草原 。 ま た 放牧 地 一 般 も 
指す 。 北 アメ リカ ヵ で の 用 語 。 

テン ネン リン 天然 林 (natural forest 
@MNaturwald ®foret naturelle} 人 工 林 
の 対語 で , 人 工 林 以 外 の すべ て の 森林 を 指す 。 
すなわち 人 造林 や 育 林 に つい て ほとん ど 人 手 が 
加わ っ て いた ない 森林 を いう 。 と くに 原生 林 を 
意味 する 場合 も ある 。 

デン パプ ンプ fai853 7 Ceontagious 
distribution] contagious distribution (x, 
生態 学 で は 一 般 に 集中 分 布 の 意味 に 広く 用 い 
られ る が , 厳密 に は ある 確率 現象 の 生起 が 次 
に その 事象 の 起 る 確率 を 増す と いう 伝播 性 
(流行 性 ) を も つ 場 合 の 分 布 (Polya-Eggenberger 
分 布 な ど ) を 意味 する 。 こ の 意味 で 伝播 分 布 と 
いう 語 が 用 いら れる と と が ある 。 集団 単位 の 
分 布 で ある Neyman 分 布 な ども 伝播 分 布 と 呼 
ば れる こと が ある が , これ は 真 の 伝播 性 を も 
た な い の で 擬 伝播 分 布 と いう 人 も ある 。 集 
中 分 布 , や ネイ マン 分 布 , ポイ ヤー エッ ゲン ペ 
ル ガ ー 分 布 

デン プ を ヨー RHE (starch leaf, 
amylophyll OStarkeblatt] 同化 産物 
BD OW CHAAICKSH OE, 

テン リュ ー 転 流 (translocation DO 
Translokation ®translocation] 植物 体 
の ある 部 位 で 作ら れ た 物質 が 他 の 部 位 に , fi 
管 を 通り 移動 する こと 。 師 管内 の 液 中 の 有機 
MORGANE TC, と くに 光合成 産物 の 転 流 
形 と し て の ショ 糖 が 最も 多い 。 他 に アミ ノ 醸 
類 も 含ま れる 。 こ の 組成 は 植物 の 種 や 時 期 に 
よっ て 異な る 。 植物 の 成長 や 物質 貯蔵 に 重要 
な 役割 を 果して いる 。 機構 の 説明 と し て は , 
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トー アツ セン SE [isobar] 

トー アツ セン ズ 等 圧 線 図 [isobaric 
map] 忌 等 値 線 図 

トー アツ テイ コー BEAM [resistance 
to trampling ⑥DWiderstand gegen 
Tritt] 動物 や 人 間 に 踏 まれ る こと に 対す る 
抵抗 度 。 オ オバ ュ 和 群落 な ど 路 上 植生 は 踏 圧 に 
対す る 抵抗 力 が 大 きい 。 

ドー イ ゲ ン ソ ホー 同位 元素 法 [radio- 
isotop method) 個体 また は 個体 群 で 物質 
代謝 速度 を 特定 の 放射 線 同位 元素 の 取込み ま 
た は 排 出 の 速度 か ら 知 る 方 法 。 植物 プラ ンク 
トン の 光合成 速度 , 土壌 動物 の 摂 食 速度 等 の 
測定 に よく 用 いら れる 。 使用 され る 同位 元素 
は *C,32P が 多い 。 

ドー イ シャ カイ 同位 社会 [synusia ] 
① 今 西 は カゲ ロウ の 幼虫 の 研究 か ら , 形態 的 
に 近似 し た いく つか の 種 が 相似 し た 生活 の 場 


を すろ 分 ける こと に より , 相対 立 し な が ら も , 


一 方 で は 相補 的 な 生活 形 社会 を 構成 し て いる 
ご と を 見 出し た 。 彼 は , この よう な いく つか 
の 種 か ら 成 る 社会 を 同位 社会 . それ を 構成 し 
で いる 種 の こ と を 同位 種 と 呼ん だ 。 生 物 的 自 
然 の 構造 論 で ある , 今西 の 「 す ろ わ け 」 理論 
の 基本 的 概念 で ある 。② 植 物 で は 階層 群落 を 
いう こと が ある 。 

ドー イシ ュ 同位 種 [equivalent spe- 
cies] 環境 に 対し て きわ め あて よく 似 た 要求 
を ゃ ち , 生活 型 の 類似 し た 類縁 の 近い 種 の こ 
と 。 生 物 の 分 布 限界 は , 無機 的 要因 に 対す る 
生理 的 限界 を 表す より も 同位 種 に 対す る 社会 
的 限界 で ある の が ぁ ふつ う で ある 。 避 同位 社会 

トー イチ キョ クセ ン 等 位 値 曲線 [iso- 
gram) 観測 され た 気象 要素 の 等 し い 値 ( 点 ) 
を 結ん で 作る 線 の よう に , 等 し い 観測 値 を つ 
な い だ 線 。 

ドー イツ コー ゴ セ ッ シ ュ 同一 交互 接種 
[eross inoculation] #7 Rhizobium の 
宿主 植物 に 対す る 親和 性 や その 他 の 性 質 を 調 
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べ る 方 法 の 一 つ 。A 植物 と B 植 物 か ら 単 離し 
た 各々 の 根粒 菌 が 交互 に 接種 し た 場合 , 共に 
根粒 を 作る 場合 に 同一 交互 接種 群 に 属す る と 
いう 。 


トー ウリ ョ ー セ ン 等 雨量 線 Lisohyet 
Dlsohyete] 
トゥ ン ギ ァ [taungya] t~ Ch 


や 火入れ な ど し て 原 植生 を 破壊 し た 場所 。 

トー ウン リョ ー セ ン 等 雲量 線 [iso- 
nephe | 

ドー エッ トー チ ガ タ 同 越冬 地 型 [syn- 
hyemie] ' BMC, その 個体 群 に 属す 個体 
は みな 同じ 越冬 地 へ 渡る こと 。 

トー エン プン セン 等 塩分 線 [isohaline] 

トー オン セン 等 温 線 [isotherm, iso- 
thermal line OIsotherme ®isotherme ] 

トー オン セン ズ 等温 線 図 [isothermal 
map] >#(6#2 

ドー カ 同化 [assimilation DAssimi- 
lation assimilation] 生物 が 外界 か ら 
物質 を 取込み , 体内 で その 種 に 特有 た な 有機物 
に 作り 変え る こと 。 独立 栄養 征 物 で は 光合成 
と 等 し い 。 動 物 で は 消化 器官 か ら 吸 収 さ れ た 
量 を 総 同化 量 と 呼び 4 で 表す 。 また 4 の 一 部 
か ら 作 り 出 され た 生物 体 量 を 純 同化 量 と 呼び 
PCH, ORb, 生物 学 的 生産 量 

トー ガイ RE [freezing injury] 寒 
冷 な 気温 に あっ て 植物 体液 が 硬 る と か , 土壌 
中 の 水 が 凍 っ て 植物 に 害 作 用 が ある こと 。 

ドー カキ カン 同化 器官 Lphotosynthe- 
tic organ] 避 同 化 部 分 

ドー カケ イ [MEX [assimilation sys- 
tem] 植物 は 光合成 を 行う 部 分 (に 葉 ) を 空 
問 に 適当 に 配置 し て , 光 を 能率 よく 利用 し て 
いる 。 と これ を 一 種 の 系 と みな し た 呼び 名 で , 
非 同 化 系 に 対す る 名 称 で ある 。 

ドー カコ ン 同化 根 [assimmilation root 
⑥Assimilationswurzel] #HiKX LD, 
光合成 を 行う 根 。 
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ドー カサ ヨー. 同化 作用 Lanabolism © 
Anabolismus ⑤⑥anaboiisme] 体 の 構成 
材料 を 直接 ある い は 間接 に 形成 する 物質 代 許 
で , 原料 物質 の 化学 的 複雑 さ を 増 す 化学 変化 。 


通常 この 過程 は , 吸 エ テル ゴ ン 的 endergonic で . 


あり , 異化 作用 catabolism に よっ て 放 た れる 
自由 テ エネル ギー を 利用 する か , また は 自 栄養 
生物 autotroph で は , 外部 か ら こ の エネ ル ギ 
ー を 利用 する 。 


ドー カシ ツ 同化 室 [assimmilation 
chamber] 三 同化 箱 
ドー カシ ョ ー 同化 商 Cassimilation 


quotient ®Assimilationsquotient] 光 
合成 で 吸収 され る 炭酸 が ス と 放出 され る 酸素 
の モル 比 0O。/CO0。。 ぁ ふつ うこ の 値 は 1 に 近い 
が , 光合成 系 の 発育 状態 な ど で 変 化す る 。 光 
合成 商 。 

ドー カス 一 同化 数 Cassimilation 
number | 光合成 色素 に よる 光合成 の 効率 
で ある が , 植物 の 葉 に 二酸化 炭素 (5 %) と 光 
4 万 8000 ル クス ) を 十分 に 与 を た と き に , 25°C 
、 で 1 時 間 に 同 化 さ れる 二酸化 炭素 の 量 (g ) と 

その 葉 に 含ま れる クロ ロフ ィ ル の 量 (g ) と の 
比 で 表す 。 5 9 程度 の も の が 多い 。 

ドー カ ノ コー リツ 同化 の 効率 Leffici- 
ency of assimilation] 取 込 ま れ た 食物 
の 量 に 対す る 同化 され た 量 の 比率 。 カ ロリ ー 
対 カ ロリ ー, 重量 対 重量 : な どの 百分率 で 表 
され る こと が 多い が , いずれ に し て も 同一 単 
位 で の 比較 で な く て は な ら た な い 。 

ドー カバ パコ 同化 箱 [assimilation box, 
a. chamber] 植物 の 同化 作用 測定 に 用 いら 
れる ガ テ ス また は 透明 プラ スチ ッ ク 製 の 箱 。 
中 に 葉 ま た は 植物 体 を 入れ , 光 を あて て 同化 
作用 を 行わ せる 。 単 葉 を 入れ る 小型 の も の か 
ら , 群落 を 覆う 大 型 同化 箱 ま で 大 き さ は 様々 
で あ 念 。 最 近 は 野外 の 環境 と 同調 させ る た め 
に コン ピュ ー タ ー を 使っ て 環境 調節 を 行う 装 
置 も で き て いる 。 Acs. 

ドー カプ プン 同化 部 分 (photosynthe- 
tic part] 植物 体 の 光合成 を 行う 部 分 ( 葉 )。 

ドー カプ フン シャ セン 等 花粉 線 Lisopollen 


line, isopoll] イソ ボー ルス と も いう 。 各 
地 の 花 粉 分 析 結 果 を も と に 同一 時 代 の 同一 種 
また は 属 の 花粉 化石 の 等 上 度 の 地点 を 結ん だ 
線 。 こ れ を も と に 時 代 別 の 植物 分 布 図 や 植生 
図 を 描く こと が で きる 。 

トー カリ ツ 8% (transmissivity O 
Durchlassigkeit ©transmissibilité] 4 
の 場合 , ある 媒質 に 入射 し た 平行 光線 の エネ 
ルギー に 対す る 艇 過 光 の エネ ルギー の 比 。 波 
の 場合 に は 波 の 強度 , 粒子 の 場合 に は 粒子 数 
を 用 いる 。 

ドー カリ ツ 同化 率 [assimilation 
ratio] ある 光 条 件 の も と で の 単葉 の 単位 葉 
面積 ・ 単 位 時 間 あ た り の 炭酸 ガス 吸収 量 。 ふ 
つう mg-CO。/100cm・hr で 表す 。 ま た 単位 ク 
ロロ フィ ル 量 あたり の 光合成 速度 を いう 場合 
も ある 。 プ ラン クト ン で は ふぁ つう g-Or/g- 
chlorophyll-hr の 単位 で 表す 。 光合成 率 。 

ドキ 土器 [pottery] 自 土 お よび 多少 の 
他 の 材料 か ら 作 られ る 様々 な 形 や 大 き さ の 道 
具 。 新 石器 時 代 に 出現 し た も の で , 土器 製作 
は , 人 間 が 初め て 化学 変化 を 意識 的 に 利用 し 
た も の で あろ う 。 土器 の 使用 に より , 食物 の 
貯蔵 ・ 調 理 等 が きわ め て 有利 に な っ た と 考え 
られ る 。 

ドー ギ イ デン シ [HGF (multiple 
genes, polymeric g.| 座 の 異な る 二 つ 以 
上 の 遺伝 子 が 共通 し た 形質 を 発現 する 作用 が 
HOLE, これ ら 遺 伝 子 を いう .。 や ポリ ジー シン 

トー キ セ ツ セン 等 季節 線 [isopheme O 
isophane] た と えば 開花 や 排卵 な ど , 生物 
季節 現象 が 同時 期 に 起き る 地点 を 地図 上 に と 
り , それ を 結ん だ 線 。 

トー キ テイ タイ キ 43645 [winter 
stagnation] 水 が 4C の と き 窒 度 が 最大 で 
ある た め , 冬季 表面 水温 が 4"C 以 下 に な る と , 
下層 水 が 重 い 4"C の 水 と な り , 上 層 が それ よ 
り 軽 い 4"C 以 下 の 水 と な り , 停滞 する 時 期 を 


い 5 o 
トー キノ 冬期 の 「hibernal」 
トー キ ホー ボク ヤ 冬季 放牧 野 [pein- 


deer winter pasture DRentier-Win- 


terweide] トナ カイ を 冬季 に 放牧 する 地 
RY SEF, 

トー キョ ク +h [flexure ⑩Elexur 」 
地殻 の 運動 に よっ て , 岩 体 が 断層 で 切ら れる 
こと な く た だ た わ む こ と 。 

ドー グ 道具 [tool] AK, 手 あ る い は 
歯 の 代替 物 と し て 機能 し , 動物 種 に と っ て の 
主体 的 な 環境 の 改善 に 役立て られ る 外界 の 物 
体 。 加 工 の まっ た く 加 えら れ て いな い 自然 物 
か ら , 材料 の 原形 を まっ た く と ど め な いも の 
まで 加工 の 段階 は 無限 に ある 。 道 具 を 作る た 
め の 道具 を 第 一 次 道具 , その 他 の 道具 を 第 二 
次 道具 と 呼ぶ 。 前 者 は ヒト に の みろ 認め られ る 。 
. トク イド ー テ キ サヨ ー 特異 動 的 作用 
[SDA :specific dynamic action] ##£ 
動物 に み ら れ る 現象 で , 摂 食後 に 基礎 代謝 量 
が 通常 の 10 一 30 用 に 上 昇 す る こと 。 SDA は 余 
分 の 蛋白質 の 脱 アミ ノ 化 , 脂肪 へ の 転換 や そ 
れ ら 物質 の 消化 ・ 移 動 な ど に 起因 する 。 ・ 

ドク ジ 6 [poison bait] 動物 を 誘 
殺す る た め 食 餌 に 有毒 物質 を 混ぜ た も の 。 

トク シュ エイ ヨー 特殊 栄養 [idiotropb- 
ic] 高 濃度 の 塩水 ・ 汚 水 は , その 一 例 で あ 
る 。 あ る 種 の 成分 が 著しく 多い た め 特 殊 な 生 
物 し か 生息 で き な い 。 SIMBAD 

トク シュ カ 特殊 化 [specialization ] 
環境 海 汰 ・ 人 為 海 汰 な ど で 生物 の 形質 が 特殊 
な 方 向 に 変化 する こと 。 ま た 原因 は 不明 で あ 
る が 進化 の 過程 で 形態 上 の 特殊 化 が 認め られ 
る 例 も 多い 。 こ れ ら は 定 向 進化 説 の 論拠 と さ 
れる 。 j 

トク シュ カン キョ ー ガ ク 特殊 環境 学 
Leetology] 種 に 対す る 特定 環境 の 影響 を 調 
べ る 環境 学 の 一 分 野 。 &cos 三 外界 十 4oyos ニ 
学 。 = 

トク シュ シボ ー リ ツ 特殊 死亡 率 [spe- 
cific mortality] ご 死亡 率 

トク シュ シュ ッ セ イリ ツ 
(specific natality] OH4*# 

トク シュ ショ クセ イ チリ ガク 特殊 植生 
地理 学 [special vegetation geography 
Ospezielle Vegetationsgeographie] 一 


特殊 出生 率 
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般 植 生地 理学 の 概念 や 方 法 を も っ て , 個々 の 
植生 の 分 布 に つい て 研究 する 分 野 。 

トク シュ スイ オイ オン 特殊 水温 [idiother- 
mal] 温泉 ・ 水 雪 な ど 一 般 と 異な る 水温 を 
も つ 水 域 が ある 。 こ れ ら の 生活 環境 は , 生息 
する 生物 の 種類 を 著しく 制限 し , 特殊 な 種類 
だ けが 繁殖 する 。 

ドク セイ 毒性 Lpoisoness] 有害 物質 の 
濃度 が 算術 級数 的 増加 に 対 し, SOBEL 
何 級 数 的 で ある と いわ れ , また 復 数 の 有毒 物 
質 が ある 時 は , 各 因 子 は 相乗 的 に 増加 する 。 
また その 影響 は 濃度 と 接触 時 間 の 積 で ある た 
DL, その 被害 は 予想 以上 に 大 きく な る こと 
に 注意 し な けれ ば な ら な い 。 

ドク セン テキ ナ ワ バリ 独占 的 縄張り 
Cexelusive territory] 動物 の 行動 域 の 一 
部 で , 一 つの 個体 ある い は 集団 が 他 の 侵入 を 
防衛 し 専有 的 に 利用 する 地域 。 

ドー クツ 洞窟 [cave] 旧 石 器 時 代 ま で 
の 人 類 は , 自然 の 洞窟 を 居住 場所 と し て 利用 
し て きた と 考え られ る 。 住居 の 最も 原初 的 な 
形態 で あろ 2 う 。 先 史 人 類 の 遺物 ある い は 人 人骨 
は , 洞 禄 から 発掘 され る こと が 多い 。 

ドー グ ノ シヨ ー 道具 の 使用 [tool- 
using, t.-use] 道具 を 使用 する こと 。 道具 
の 使用 は , BRAVO K+) +s 鳥類 (が ラベ ゴ 
ス フ ィ ン チ ・ エ ジブ プ ト ハ ゲタ カ )* 貴 乳 類 (ラッ ュ ・ 
チン バン ジー・ ヒ ト ) な ど だ 動物 界 に 広く 見 られ る 
行動 的 適応 の 一 形式 で ある 。 道 具 の 使用 が 
得 的 か 学習 や 洞 宗 に よる か は , 区 別 が 困難 で 
ある 。 ヒ トト は その 生存 を 道具 に 依存 する 唯一 
の 動物 で あ り , 道具 (と くに 石器 ) の 製作 と 使用 
が , ヒト の 進化 に 決定 的 な 影響 を 及ぼ し た と 
考え られ る 。 

ドー グ ノ セイ サク 道具 の 製作 [tool- 
making] 外界 の 物体 を 加工 する こと に よ 
て 道具 を 作る こと 。 チ ン ペ パンジー に 基 芽 的 
に 認め られ る 以外 は , ~ ヒ ト の みみ に 見 られ る 行 
動 で や る 。 チ ン バ ン ジー は アリ や シロ アリ を 
その 巣 穴 か ら 釣り 出す と き , 釣り 棒 の 材料 を 
選択 し ある 程度 の 加工 も 行う 。 ヒ ト の 道具 製 
作 の 特徴 に は , 道具 の 耐久 性 , 材料 の 形態 と 
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完成 し た 道具 の 形態 と の 無 関 連 性 , 道具 の 標 
進化 standardization な ど が ある 。 

ドク フス イセ イ ノ 毒 腐 水 性 の [anti- 
saprobic] 有機 物 汚染 は ・ 貧 腐 水 性 ・8- 中 
腐 水性 ・g- 中 腐 水 性 ・ 強 腐 水 性 の 4 段階 に 分 
けら れる が , 更に 強い 有機 汚染 及び 鉱工業 廃 
水 の 流入 に よっ て 生物 の 生存 を 許さ な い 程 の 
汚染 きれ た 状態 。 

ドク リツ エイ ヨー コー セイ ヨー ソ 独立 栄 
養 構成 要素 (autotrophic component] 
生態 系 の 構成 要素 の 中 , 光 エ ネル ギー な ど 
を 固定 し 簡単 な 無機 物質 か ら 生体 に 必要 な す 
べ て の 有機 物質 を 合成 で きる 生物 。 従 属 栄養 
構成 要素 heterotrophic component の 対語 。 
従属 栄養 構成 要素 

ドク リツ エイ ヨー セイ プ ブツ 独立 栄養 生物 
[autotroph ⑥Anutotroph] 無機 物質 か ら 
生物 体 に 必要 な すべ て の 有機 物質 を 合成 する 
こと の で きる 生物 。 光 を エネ ルギー 源 と する 
も の (光合成 的 独立 栄養 生物 photoautotroph) と , 
NH,・NO。・H。S・Fe な どの 無機 物質 の 酸化 
の 際 の エネ ルギー を 利用 する も の chemoauto- 
troph と が ある 。 従属 栄養 生物 heterotroph 
の 対語 。 ツ 従属 栄養 生物 

ドク リツ エイ ヨー セン イ 独立 栄養 遷移 
[autotrophic succession] ある 場所 の 乱 
移 の 系 列 に お いて , 無機 物 の 優越 する 環境 に 
始ま り 初 期 の 優 占 者 が 連続 的 に 独立 栄養 者 で 
ある よう な 場合 を いう 。 自然 界 に 広く 見 られ 
る 型 で あり , 群集 の 呼吸 速度 が 総 生産 より 小 
さい (P/ 比 >1) こと が 目安 と な る 。 ど 従属 栄 
HEB 

ドク リツ エイ ヨー ソー 独立 栄養 層 [au- 
totrophic strata] 植物 群落 に お ける 垂直 
的 な 生産 構造 を 考え る 際 に , 有機 物 の 合成 反 
応 (光合成) が 分 解 反応 (呼吸 ) を 上 まわ る 部 分 , 
すなわち 交 補 償 点 以上 の 部 分 。 従 属 栄養 層 の 
対語 。 ツ 従属 栄養 層 

ドク リツ エイ ヨー テキ 独立 栄養 的 Lau- 
totrophic QOautotroph ⑤⑥autotrophe」 

ドク リツ キュ ョ ジュー 独立 居住 Lneolo- 
cality] 結婚 後 の 住 振 が , 夫 の 生 家 と も 妻 の 


生 家 と も 無関係 に 新しい 場所 に つく られ , FB 
fET SOL, 

ドク リツ コー 独立 項 [independent 
term] ご 多 要 因 の 逆数 式 

トゲ と げ [thorn ODorn ⑤⑥epine] 

トー ケツ カン ソー 凍結 乾燥 [freeze- 
drying OGefriertrocknen ⑥dessicca- 
tion afroid] 生物 の 組織 を 液体 空気 な ど 
で 瞬間 的 に 凍結 きせ, 氷結 し た 水 が 溶け な い 
低温 で 減圧 し , 水 を 昇華 させ て 乾燥 する 方 法 
(凍結 乾燥 法 freeze-drying method), 多く の 酵素 
活性 が 保持 され る 利点 が ある 。 

ドー ケツ セイ プ ツ ガク 洞穴 生物 学 [spe- 
leobiology OSpeleobiologie ⑤biospe- 
16ologie] 洞穴 生物 事実 上 は 動物 ) を 対象 と 
する 生物 学 。 特 殊 化 し た 形態 ・ 生 理 ・ 進 化 に 
対す る 研究 が 多い 。 

ドー ケツ セイ プ ツ ゲン シュ ー 洞穴 生物 群 . 
集 [cave community } 


ドー ケツ ドー プ ブツ 洞穴 動物 [cave ani- 


mal, cayernicolous a. OHéhlentiere 
®animal cavernicole] 洞穴 内 で 生活 


する 動物 。 と くに 洞穴 内 の 暗黒 で 冷 湿 な 状態 
に 適応 し て 生活 する 動物 。 真 洞穴 性 troglo- 
bic の 動物 troglobiont だ け で な く , 冷 湿 た な 場 
所 を 好 ん で 洞穴 に 入る 好 洞 穴 性 troglophilous 
の も の や , 休息 場所 と し て 洞穴 を 利用 する よ 
> な 外来 洞穴 性 trogloxenous の も の も , あつ 
う 含 め ら れる 。 広 く 地 下 に すむ 動物 を 含め て 
も いう 。 

トゲ リン と げ 林 [thorn forest] 

トー ゲン 凍 原 [tundra OTundra ® 
toundra | ニニ ツン ドラ 

ドコ ゴー オジ セン 
FAR. 

トー コー オン / 等 高温 の [isotheral] 

トコ ガ エ K#zZ [transplanting ®Ver- 
schulung, Umpflanzung ⑤repiquage, 
transplantation] 己 移植 

トー コー ショ クセ イタ イ 等 高 植生 帯 
Cisophyte] 植生 の 高 さ が 同じ で ある 地域 。 

トー コー セン 等高線 [eontou=-line O 


等 高温 線 [isothere] 


Héhenschichtlinie, Isohypse ⑤courbe 
de niveau] 地図 上 で 同じ 高 さ の 地点 を 連 
ね た 線 。 

トー コー セン コー サク 等 高 線 耕作 [con- 


tour cultivation | 


トー コー セン サイ バイ 等 高 線 栽培 [con- 


tour strip cropping, c. s. farming] 傾 
衝 地 利用 で 土壌 保全 ・ 栽 培 管 理 の 上 か ら 生れ 
た 栽培 法 。 SRC > CHEF ETS. 

トー ゴー ノレ ベル 統合 の 一 [level 


of integration, |. of organization, org- 


anismic 1.] 自然 界 に お ける 生物 的 な 現象 | 


は , 生物 的 ・ 非 生物 的 の 二 つ の 構成 要素 か ら 
成る 系 で ある 生物 系 biosystem の レベ ル ご と 
に 一 つの まとまり と し て 現れ る 。 こ の レベ ル 
に は 遺伝 系 ・ 細 胞 系 ・ 器 官 系 ・ 個 体系 ・ 個 体 
群 系 ・ 生 態 系 な どの 段階 が あり , それ ぞ れ 統 
合 の レベ ル と し て 機能 し て いる 。 

トー ゴー ホー 統合 法 [agglomerative 
method] 組成 類似 度 に よっ て まとめ る 組成 
表 作業 の 方 法 。 


トー ゴー ヨー イン 統 命 要因 [integra- 
tive factor] の ウ 基 礎 要 因 
ドー サ ツ ガ クシ ュー 洞察 学習 [insight 


learning) 動物 か これ まで に 経験 し た こと 
の な い 事 態 に 直面 し た と き , これ を 解決 する 
に あたっ て 試行 錯誤 学習 に よっ て 学習 し て い 
く の で は な く , 洞察 (見 通し ) に よっ て 一 挙 に 
課題 の 解決 法 を 学習 する こと 。 神経 系 の と く 
に 発達 し た 高等 動物 , た と えば チン パン ジー 
な ど で よ く 見 られ る 。 

トシ カ 都市 化 [urbanization] 人 口 ・ 
産業 ・ 物 質 が 集中 し , 非 透水 地域 ( 鏡 装 化 ・ 密 
集 し た 建造 物 な ど に よる ) の 拡大 ・ 人 間 の 生活 時 
間 ・ 生 活 行 動 の 変化 ・ 緑 地 の 減少 ・ 大 気 汚 朱 ・ 
水質 汚濁 の 進行 な ど が 都市 化 に 伴っ て 起 る 現 
象 と し て あげ られ る が , 基本 は 人 口 の 集中 と 
それ に 伴う 生活 様式 の 変化 に ある と いえ よ ょ 5。 
これ を 自然 の 側 か ら み みれ ば 大 気 ・ 水 ・ 土 壌 な 
どの 無機 的 自然 , 動植物 群集 な どの 生物 的 自 
RP, 人 間 の 集中 生活 形態 で ある 都市 化 の イ 
ン ペ クト を うけ る と いう こと に な ろう 。 ま た 
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そこ に 住む 人 間 の 1 人 1 人 は 都市 を 構成 する 
要素 で あり な が ら , 一 方 都市 と いう 一 種 の 人 
間 公害 の 場 の 影響 も 受け る こと に な る 。 
トシ ショ クセ イ 都市 植生 [arban vege- 
tation] 都市 林 な ど 都 市 化 地域 で 自然 林 な 
ど と 違っ た 組成 ・ 構 造 を ふつ 植生 。 
, トー ジス ー 頭 示 数 [cephalic index O 


' Langen-Breitenindex des Kopfes] 頭 


幅 の 頭 長 に 対す る 百分率 。 中 頭 mesocephalic 
が 75.0<79.9 で , 指数 が これ より 大 きい も の 
は 短 豆 brachycephalic, 小さ いも の は 長 頭 
'dolichocephalie と い 5 。 

トー シ ジ シ ツ カン キョ ー 等 質 環 境 [isoter- 
ra] | か な り の 面積 を むっ て 環境 条件 が 同じ 
で ある こと 。 | 

ド シ ツ シ ケ ン | 土質 試験 [soil test O 
Bodenpriifung ®essai de sol] 

ド シ ツ チョ ー サ 土質 調査 [soil explo- 
ration ①Bodenumntersuchung (finves- 
tigation de sol] 

トシ ノ コー オン タイ 都市 の 高温 淀 
Cheat island, urban h.i.] 都市 と その 
近郊 に わた っ て 等 昌 線 を 引い た と き , 都市 中 


心 部 に で きる 島 状 の 高温 帯 。 、 

ド シ ャ リュ ーシュ ツ 土砂 流出 [soil 
loss] 

トー ジュ ク 3 (ripening, matura- 


tion OReifung ®maturation] 植物 種 
子 の 成熟 過程 。 

トシ ュ ジ ョ キョ ホー 徒手 除去 法 [hand- 
removal check method] 天敵 (捕食 者 ・ 
寄生 者 ) の 役割 を 評価 する た め , 一 定 区 画 内 の 
天敵 類 を 丹念 に 手 で 捕殺 し て , その 区 画 内 で 
の 対象 動物 の 生存 率 や 増加 率 を 天敵 を 除去 し 
な い コ ント ロー ル 区 の それ ら と 比較 する 方 法 。 
害虫 天 の 天敵 評価 に 用 いら れる 。 

ドー シュ ノ 同種 の [conspecific] 

トー ジョ ー RE [frost heaving O 
Frosthebung ®soulévement du sol] 
土壌 中 の 水 が 氷 結 す る と き , 氷 の 成長 に より 
地表 面 が 持ち 上 げ ら れる こと 。 

ドジ ョ ー 土壌 [soil OBoden ⑤sol] 
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ある 土壌 生成 要因 の も と で の 土壌 生成 作用 に 
よっ て 作ら れ た 地殻 最 表層 の 生成 物 で , 主 に 
動植物 の 道 体 起源 の 有機 物 と , 母 材 起 原 の 無 
機 物 と に より 構成 さん て いる 。 

ドジ ョ ー ア ケ イ 土壌 亜 型 [soil sub- 
type DBodensubtyp ⑤sous-type de 
sol] 土壌 型 を 更に 細分 し た も の 。 CARH 

ドー ショ アシ ュ 同 所 亜 種 [sympatric 
subspecies] 同 所 的 種 形 成 に 準 し て 形成 さ 
Niche, COMMER 

ドジ ョ ー オン ド 土壌 温度 Lsoil-tem- 
perature] 地表 面 お よび 地 中 温 度 。 

ドジ ョ ー カイ リョ ー 土壌 改良 Lsoil 
amendment ①DBodenuverbesserung © 
amendement] 植物 の 生産 を 上 げ る よう 土 
壌 の 性 質 を 変え る こと と 。 ま た その 目的 に 用 い 
る 土壌 改良 剤 。 

ドジ ョ ー カイ リョ ー ザ イ 土壌 改良 剤 
[soil conditioner] 主 に 有機 物 含量 の 少な 
い 重 粘土 質 の 土壌 の 土 性 を 改良 し て 植物 の 生 
育 に 適する よう に する 有機 薬剤 。 

ドジ ョ ー ガ ク 土壌 学 [soil science] 

ドジ ョ ー カン ショ ー ノ ー 土壌 緩衝 能 
[buffer action of soil DPufferwirkung | 

ドジ ョ ー カ ン リ ホー 土壌 管理 法 [soil 
management | 

ドジ ョ ー キ コ ー 土壌 気候 [soil cli- 
mate OBodenklima’ ®pédoclimat] + 
壌 中 の 熱 ・ 水 分 ・ 空 気 等 の 環境 条件 。 土 壌 気 
候 は 主 に 土壌 中 で の 熱 収支 ・ 水 分 収支 な どの 
垂直 分 布 と その 年 変化 と し て と ら え られ る 。 

ドジ ョ ー キ ュー チャ クノ ー 土壌 吸着 能 
[absorbing capacity of soil] 土壌 コロ 
イド が , 分 敵 媒 中 より 分 子 や イオ ン を 吸着 し 
た り 人 購 換 し た りす る 能力 。 有 機 化合 物 や 無機 
塩類 の 分 子 は コロ イド の 表面 張力 に より , イ 
オォ ン は 静電気 的 に 吸着 され る 。 大 部 分 の 土壌 
ュ ロ イド は ぁ つ う 5 は 負荷 電 で ある の で , 陽 イ 
オォ ン の 吸着 が 閉 し い 。 吸 着 さ れ た 陽 イ オン は 
他 の 陽 イ オン に よっ て 置換 する こと が で きる 。 
kk, 等 電 点 の pH 以下 で 正 荷 電 と な り 陰 イ 
オン の 吸着 ・ 思 換 が 認め られ る 。 


ドジ ョ ー キ ン ミ ツ ド 土壌 緊密 度 [soil 
consistency, s. compactness) 土壌 の 堅 
S + BBE Gat) + 粘着 性 な どの 総称 。 土 
壌 水分 ・ 粒 径 組成 ・ 土 壌 構造 に 関係 し て いる 。 

ドジ ョ ー ク ー キ 土壌 空気 [soil air] 
土壌 中 に 含ま れ て いる 空気 。 水 蒸気 で 飽和 し , 
酸素 が 少な く 炭 酸 が ス が 多い 。 と き に アン モ 
ニア ・ メ タン ・ 亜 硝酸 ガス ・ 硝 酸 ガ ス な ど を 
多量 に 含む 。 

ドジ ョ ー ゲ グン イキ 土壌 群 域 Lsoil asso- 
ciation ①Bodenverbindung W®associa- 
tion des sols] 

ドジ ョ ー ケ イ +188 [soil type OBo- 
dentyp] 同型 の 生物 的 ・ 気 候 的 ・ 水 文学 的 
条件 下 で 生成 され た , 類似 し た 断面 構造 と 性 
質 を も っ た 土壌 群 で , 成因 的 な 土壌 分 類 の 基 
本 単位 で ある 。 大 土壌 群 と ほぼ 同じ も の 。 

ドジ ョ ー ケ ィ イズ 土壌 型 図 Lsoil map 
@MBodenkarte carte pedologique | 
三 土 性 図 

ドジ ョ ー ケ イタ イ 土壌 形態 Lsoil mor- 
phology OBodenmorphologie ⑤mor- 
phologie de sol] 

ドジ ョ ー コキ ュー 土壌 呼吸 [soil respi- 
ration] 土壌 表面 か ら 炭 酸 が ガス が 放出 され 
る 現象 。 大 部 分 は 土壌 微生物 に よる 土壌 有機 
物 の 分 解 の 最終 産物 と 植物 の 根 の 呼吸 に よる 
も の で ある が , その は ほか 土壌 動物 の 呼吸 や 土 
壌 中 の 炭酸 塩 な どの 酸化 に よる も の な と が 含 
まれ る 。 

ドジ ョ ー コー ゲキ 土壌 孔 隙 Lpore spa- . 
ce, p. of soil, void of s、 OBodenpore 
®pore de sol] 土壌 中 の 土壌 粒子 や その 
集合 体 間 の 間隙 で 土壌 中 の 液 相 お よび 気 相 に 
よっ て 占め られ る 空間 。 孔 隙 は 形状 に LD, 
管 孔 ・ 空 洞 ・ 亀 裂 に , 通 水 状態 に より 毛管 孔 
隙 ・ 非 毛管 孔 隙 に 分 ける 。 孔 隙 量 は 粗 孔 質 ・ 
多孔 質 ・ 極 多 也 質 に 分 けら れる 。 

ドジ ョ ー コー ゲキ リツ 土壌 孔 隙 率 Lpo- 
Fosity of soil] 

ドジ ョ ー コー セイ ザイ リョ ー 土壌 構成 材 
料 [soil material] 石 巡 ・ 砂 泥 ・ 火 山 灰 ・ 


有機 物 な ど 土 壌 を 構成 する 材料 で 土壌 母 材 
parent material of soil と も いう 。 土壌 構成 
物質 。 

ドジ ョ ー コー ゾー 土壌 構造 [soil struc- 
ture MBodenstruktur で structure de 
sol] 土壌 粒子 の 集合 体 の 配列 の し か た 。 

ドジ ョ ー コー プ ツ 土壌 鉱物 [soil min- 
eral DBodenmineral mineral consti- 
tuant de sol] 土壌 を 構成 する 鉱物 。 

ドジ ョ ー コ ロイ ド 土壌 一 一 [soil col- 
loid DBodenkolloid ®eolloide de sol 
ュ コロ イド の 性質 を も つつ 土 壌 構成 徴 粒子 。 ぉ ふつ 
50.000lmm 以下 の 粒 位 の る の を 指す 。 有 機 
ュ ロ イド < 無機 = ロ イド お よび 両者 の 結合 体 
コロ イド が ある 。 

ドジ ョ ー サ ッ キ ン 土壌 殺菌 [soil ste- 
rilization ①Bodensterilisation ] 

ドジ ョ ー サ ン セ イド 土壌 酸性 度 [soi 
acidity OBodensaure Pacidité de sol] 
土壌 の 酸性 の 程度 を 表す も の 。 活 酸性 と 洪 酸 
性 に 分 ける 。 活 酸性 は 土壌 に 2 ~ 32 ORB 
水 を 加え た と き の pH 値 。 潜 酸性 は 土壌 に 塩 
類 溶液 を 加え た と き の 酸 性 で pH 値 ま た は 滴 
定 酸 度 で 表す 。 

トー ショ シュ Sif Linsular species 
Oinsularische Art) 島 と いう 地理 的 隔 
離 に よっ て 形成 され た 生態 型 。 

ドー ショ シュ 同 所 種 Lsympatric spe- 
cies) 共存 種 と も い 2。 同 所 性 を も つ 種 。 
同 所 性 

ドジ ョ ーシュ 土壌 種 [soii species, s. 
kind @Bodenart classe de sol ] 土壌 
型 の 細分 に 用 いら れる 分 類 単 位 。 土 壌 生成 過 
程 の 程度 に より 分 けた も の 。 

ドジ ョ ー ショ クセ イ カン ケイ 土壌 植生 
関係 [soil-yegetation relationship] -+- 
壌 生成 ・ 土 壌 の 性 質 な ど 植 生 と の 密接 な 関係 
に ある こと 。 

ドド ジョー シンカ 土壌 進化 [soil evolu- 


tion O@Bodenentwicklung ®évolution © 


pédologique ] 
ドジ ジョ ーー シン ショ ク 


土壌 侵食 [soil 
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erosion ①)Bodenerosion (®érosion de 
sol] 土壌 に 対し て 行わ れる 侵食 。 天然 の 植 
彼 の も と で 行わ れる 侵食 (正常 侵食 ) と , MR 
が 除 か れ た と き の 侵食 (加速 侵食 ) に 分 けら れ 
る 。 侵 食 に は 表土 が 流さ れる 面 状 侵食 sheet 
erosion, 地面 に 細 潮 を う 5 が つり リル 侵食 rille 
ec, お よび それ の 発達 し た ガリ 侵食 gully e. 
が ある 。 

ドジ ョ ー スイ プン 土壌 水分 [soil mmois- 
ture, s. water, s. solution Bodenfeu- 
chtigkeit, Bodenwasser Mhumidité de 
sol, eau de s.] 土壌 に 含ま れる 水分 。 含 量 
は 重量 パー セン ト ・ 容 量 ペ パー セン ト ・ 孔 隙 率 
に 対す る パー セン ト ・pF 値 な ど で 示さ れる 。 

ドジ ョ ー ス イプ ブン ジョ ー ズ スー 土壌 水分 定 
数 [soil moisture constant] 最大 容 水 
量 ・ 最 大 毛管 容 水量 ・ 水 分 当量 ・ し お れ 点 ・ 
風 乾 土 水分 ・105”C 水分 な ど , 土壌 水分 系 が 
一 定 条 件 の も と で 平 街 に な る と き の 水 分 含量 。 

ドジ ョ ー ス イプ ン チョー リ ョ ク ケ イ 土壌 
水分 張力 計 [temsiometer] テン シオ メー 
ター。 土壌 中 の 水分 張力 を 測定 する 装置 で , 
土 中 に 埋め る 陶製 の カッ プ と 水銀 マ ノ メ ター 
が 連結 し て ある 。 

ドジ ョ ー ス イプ ント クセ イキ ョ クセ ン + 
青 水 分 特性 曲線 [soil moisture charac- 
teristic curve ] : 

ドジ ョ ー ス イプ ン リョ ー 土壌 水分 量 
[soil moisture content] O+78=kS 

ドー ショ セイ 同 所 性 [sympatry] 生物 
DV < DPOURROE, 種 内 の 異型 ある い は 
集団 な ど が 同じ 地域 に 重なっ て 分 布 ・ 生 息 す 
る こと 。 同 域 性 。 

ドジ ョ ー セイ サン リョ ク 土壌 生産 力 
[soil productivity] ある 土地 の 土壌 が 植 
物 の 成長 と 生産 に どれ だ け よ いか を 示す 総合 
的 な 尺度 で , TRIKE Dik as, 土壌 の 深 さ ・ 
発達 程度 ・ 通 気性 ・ 透 水性 ・ 保 水力 ・ 保 肥 力 、 
過去 に お ける 生産 の 実績 た など を 考慮 し て 経験 
的 に 決め られ る 。 

ドジ ョ ー セ イジ ュ ク ド 土壌 成熟 度 [so 


maturity OBodenreife ®maturité de 
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sol | 

ドジ ョ ー セ イセ イ 土壌 生成 [pedogene- 
sis, soil formation ⑩Bodenbildung ⑤ 
pédogenése] OAK 


ドジ ョ ー セイ セイ イン シ 土壌 生成 因子 
{soil forming factor] 三 土 壌 生成 要因 
ドジ ョ ー セイ セイ サヨ ー 土壌 生成 作用 


[pedogenic process, soil p., s. genesis 
OBodenbildung ®pédogenése] 土壌 生 
成因 子 の 働き に より 土壌 の 物理 ・ 化 学 的 性 質 
や 断面 構造 な ど を 作り 上 げ て いく 作用 で , 次 
の 10 種 が 基本 的 な る の と みな され て いる : 初 
生 土 壌 生成 作用 ・ シ アリ ッ ト 化 作用 (粘土 化 作 
用 )・ ラ テラ イト 化 作用 (アリ ッ ト 化 作用 )・ 腐 
植 革 積 作用 (シュ ー ル ン 化 作用 ) ・ 況 炭 著 積 作 用 ・ 
塩類 化 作用 ( ツ = ン チャ ー ク 化 作用 )・ 腕 塩 化 作 
用 ( ツ ョ ネッ ツ 化 作用 )・ グラ イ 化 作用 と 斑紋 形 
成 作用 ・ レン バー ジ = 作用 と 偽 ポ ボド ツル 化 作 
用 , ポ ド ッ ツル 化 作用 。 

ドジ ョ ー セイ セイ テキ 土壌 生成 的 Lpe- 
dogenic] . 原 因 と し て と く 人 土壌 要因 の 影 
響 を 受け て いる こと 。 

ドジ ョ ー セ イセ イ テ キ セン イィ 土壌 生成 的 
遷移 [edaphogenic succession] 土壌 ま 
た 基層 の 固有 な 因子 に 由来 する 遷移 。 

ドジ ョ ー セイ セイ ヨー イン 土壌 生成 要 
A [soil forming factor, s. factor, s. for- 
mer] 土壌 生成 に 関与 する 要因 で , 気候 ・ 
生物 ・ 母 材料 ・ 地 形 ・ 時 間 か ら 成 り , ある と 
き に は 人 力も これ に 加え られ る 。 土壌 生成 因 
Fo 

ドジ ョ ー セイ タイ セイ 土壌 成 帯 性 [soil 
zonality QBodenzonalitat ®zonalité 
de sol] 主 な 土壌 型 の 分 布 が 気候 ・ 生 物 要 
因 に 支配 され て 緯度 ・ 標 高 に 沿っ て 帯状 分 布 
を する と いう 法則 。 

ドジ ョ ー セイ プ ツ 土壌 生物 [edaphon(e) 
OEdaphon ®édaphone] 土壌 の 表層 付 
近 に 分 布 する 小形 の 生物 群 。 土 壌 微生物 , 中 ・ 
小型 土壌 物 を 含む 。 地 中 生物 ・ エ ダフ ォ ン 。 

ド F ド ジョー セイ プ ツ ソー 土壌 生物 相 [soil 
biota ] 


トー ショ セン 等 暑 線 [isothere] =35 
温 線 ‘ 
ドジ ョ ー ソ ー イ 土壌 層 位 [soil hori- 


zon ①Bodenhorizont ®horizon de sol } 
土壌 の 上 層 か ら 下 層 に 至る 断面 を みる と , 風 
化 や 生物 の 環境 形成 作用 等 の 土壌 生成 作用 に 
よっ て 形成 され た 層 位 が みみ られ る 。 あ を つう, 
上 か ら A。 層 ・A(Ai, Aa, As, …) 層 ・B(B」, Ba, Bs, 
…… 層 ・C(C, Ce, Cs, … 層 に 大 別 さ れる 。 時 を 
D 層 ・C 層 な ど に も ゃ 区 別 さ れる 。 

ドジ ョ ー ソ ー イ ガク 土壌 層 位 学 [so 斉 
stratigraphy ®Bodenstratigraphie © 
stratigraphie de sol] : 

ドジ ョ ー ゾ ク 土壌 属 [soil genus >) 
Bodensippe ⑤genre de sol] 土壌 型 と 
土壌 種 の 間 に 設 けら れ た 単位 。 

ドジ ョ ー ソ シ キ 土壌 組織 [soil consti- 
tution OBodenbeschaffenheit ®Mconsti- 
tution de sol] 

ドジ ョ ー タ イ +8 [soil body, so- 
lum] A 層 ・B 層 全体 の 総称 で , 土壌 物質 と 
区 別 す る と き に 用 いる 。 

ドジ ョ ー タ イ 土壌 帯 [soil zone OBo- 
denzone ®zone de sol] 土壌 成 帯 性 に ょ 

り 構成 され た 成 帯 性 土壌 zonal soil の 帯 。 

ド F ド ジョー ダンテ メン 土壌 断面 [soil pro- 
file OBodenprofil ®profil de sol] + 
壌 の 各種 研究 の た め 堀 ちら れ た 穴 の 垂直 断面 。 
その 土壌 を 構成 する 全 層 位 を 含む 。 

ドジ ョ ー チイ キク プン 土壌 地域 区 分 
[soil regionalization OK lassifikation 
der Bodenregionen ーー Pe- 
dologique de région] 

ドジ ョ ー チ ュー ジョ ー ヒ ョ ー ポ ン £m 
柱状 標本 [soil monolith] 

ドジ ョ ー チ ョ ー サ 土壌 調査 [soil sar- 
vey OBodenkunde Mrecherche pedo- 
logique } 

ドジ ョ ー チ ョ ー セ イザ イ 土壌 調整 剤 
[soil conditioner] 土壌 改良 剤 
チリ ガク 土壌 地理 学 [soil geo- 


ドジ ョ ー 


graphy ①Bodengeographie ®géogra- 


phie pedologique」 

ドジ ョ ー テ キキ ョ クソ ー 土壌 的 極 相 
Ledaphic climax Dedaphischer Klim- 
ax] 土壌 条件 の 相 異 に よっ て , 気候 的 に 期 
待 さ れる 極 相 群 落と は 別 の 安定 し た 植物 群落 
が 形成 され た も の 。 土 地 的 極 相 。 

ドジ ョ ー テ キキ ョ クソ ー ゲ ン ラ ク 土壌 的 
極 相 群 落 [edaphic climax community ] 
土壌 条件 に よっ て 維持 され て いる 安定 し た 群 
落 。 例 : 硫 気孔 荒 原 や 高層 湿原 な ど 。 

ドジ ョ ー テ キキ ョ ー ド ー タ イ 土壌 的 共同 
% (edaphic community] 環境 要因 の 5 
ちと くに 土壌 要因 (方 位 ・ 傾 斜 ・ 含 水量 ・ 酸 人 性 度 ・ 
通気 性 な ど ) の 影響 が 支配 的 で ある よう な 場所 
に 成立 する 共同 体 (群集 )。 

ドジ ョ ー テ キ ゲン シュ ー 土壌 的 群集 
{edaphic community] 三 土壌 的 共同 体 - 

ドー ショ テキ シュ ケイ セイ 同 所 的 種 形 成 
[sympatrie speciation] 同一 地域 で 種 の 
分 岐 ( 新 種 の 形成 ) が 生じ る こ と で 生 将 的 隔離 
が 要因 と な り , 遺伝 子 の 海 汰 ・ 遺 伝 子 浮動 に 
作用 し て 種 の 分 岐 が 起 る こと を いう 。 自 家 受 
精 ・ 単 為 生 殖 を 行う も の に 起り や すい 。 同 所 
的 種 分 化 , 同 所 的 分 離 。 

ドー ショ テキ シュ プ ブンカ 同 所 的 種 分 化 


[sympatric speciation] 三 同 所 的 種 形成 
ドー ショ テキ プン リ 同 所 的 分 離 [sym- 
patric segregation] 三 同 所 的 種 形成 


ドジ ョ ー ト ー + [soil series DBo- 
denserie ®série de sol] アメ リカ ・ イ 
ギリ ス ・ オ ー ス トラ リア な ど で 使 用 され て い 
る 土壌 分 類 の 基本 単位 。 

ドジ ョ ー ド ー プ ツ 土壌 動物 [soil fau- 
na, s. animal @Bodentier] 土壌 中 で 生 
活 す る すべ て の 動物 、。 た だ し モグ ラ ・ ネ ズミ ・ 
へ ビ 等 の 春 槍 動物 は 含ま な い 場合 が 多い 。 地 
中 動物 と も い う が , (1)geobiont は 土壌 動物 
の うち で と くに ほとん と 終生 地 中 で 生活 する 
も ゃ の, (2)geophile は 一 生 の うち の ある 時 期 あ 
る い は 1 日 と か 1 年 の うち の 一 定時 間 を 定期 
的 に 地 中 で 生活 する よう な も の , (3)geoxene 
は 偶然 的 に 地 中 に 生息 し て いる も の を 指す 。 
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土壌 動物 は 大 型 土壌 動物 ・ 中 型 土壌 動物 ・ 小 
型 土壌 動物 に 分 けら れる が , 明確 な 基準 は な 
い 。 と これ ら の 多く は A 層 に すみ , 土壌 生成 に 
きわ め て 大 き な 役 割 を 果して いる 。 

ドジ ョ ー ドー プ ツ リソー 土壌 動物 相 [soil 
fauna ⑩Bodenfauna] 土壌 中 で その 生活 
史 の 一 部 な いし 全部 を 過す 動物 の 種類 は きわ 
め て 多い が , 地上 部 に すむ 動物 に 比 し 小型 の 
も の が 多く , 高等 植物 の 枯死 体 の 分 解 者 を 多 
く 含む 。 土 壌 動物 相 は 体 の 大 き さ に より 便宜 
的 に (1) 小 型 動物 類 microfauna (体長 0.2mm 
以下 ). (2) 中 型 動物 類 mesofauna (0.2~-2 mm), 
(3) 大 型 動物 類 macrofauna (2-20 mm), (④ 巨 
型 動物 類 megafauna(20 mm 以上 ) に 分 ける こ 
と が 多い 。 あ る い は 体長 0.2 一 10 mm を 中 型 
動物 類 , それ 以上 を 大 型 動 物 類 と する 人 も あ 
る 。 DA 

ドジ ョ ー ノ 土壌 の [edapbic, pedonic] 

ドジ ョ ー ノ カガク セイ 土壌 の 化学 性 
[echemical property of soil] 土壌 を 構 
成す る 化学 成分 の 量 お よび 比 。 有 機 成分 と 無 
機 成 分 に 分 けら れ , それ ぞ れ 細分 され る 。 

ドジ ョ ー ノ カガク セイ プン 土壌 の 化学 
成分 Cehemical property of soil] =+ 
MOL Att 

ドジ ョ ー ノ カン キョ ー ケイ セイ サヨ ー 
土壌 の 環境 形成 作用 [soil reaction] =+ 
壌 の 反作用 

ドジ ョ ー ノ キカイ ソ セ イ 土壌 の 機械 組 
成 [mechanical composition of soil] 
三 土壌 の 粒 径 組成 | 

ドジ ョ ー ノ サン ソー 土壌 の 三 相 [solid, 
liquid and gas state of soil] 土壌 を 固 
相 ・ 液 相 ・ 気 相 か ら 成 る と みな し た も の 。 各 
相 の 容積 多 と し て 表す 。 

ドジ ョ ー ノ タイ カ 土壌 の 退化 [degra- 
dation of soil ODegradierung des Bo- 
dens ⑤degradation de sol] ある 土壌 
BAS, より 共 脱 や 風化 の 進ん だ 土壌 に 変化 す 
Aas Cr 

ドジ ョ ー ノ ハン サヨ ー 土壌 の 反作用 
土壌 の 生成 に は その 地域 


[soil reaction ] 
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の 大 気候 ・ 地 形 ・ 土 地 の 初期 条件 ・ 時 間 ・ 生 
物 相 な ど が 関係 し て いる が , と くに 植物 群落 
の 状態 は 土壌 の 生成 に 重要 で あり , 土壌 の 状 
態 は また 植物 群落 の 形成 に 大 き な 力 を も ち , 
互い に 作用 action と 反作用 reaction の 関係 で 
緊密 に 結ば れ て いる 。 い まあ る 状態 で の 植物 
群落 が 土壌 に 対し て 何ら か の 作用 を 及ぼ し , 
土壌 の 状態 が それ に 応じ て 変化 し た 結果 植物 
群落 に 変化 を 与え る 場合 , これ を 土壌 の 反 作 
用 と いう 。 土壌 の 環境 形成 作用 。 

ドジ ョ ー ノ プ ツリ セイ 土壌 の 物理 性 
[physical property of soil] 土壌 の 化学 
性 に 対す る 用 語 で 、 土壌 の 粒 径 組成 ・ 比 重 ・ 
粘性 ・ 土 壌 面 蒸発 ・ 三 相 の 容積 組成 ・ 孔 際 量 ・ 
容積 重 ・ 容 気 量 ・ 透 水性 ・ 緊 密度 ・ 内 容積 ・ 
比 執 な ど を 含む すべ て の 物理 的 な 性 質 。 

ドジ ョ ー ノリ ガク セイ 土壌 の 理学 性 
[physical property of soil] =+#0% 
理性 

ドジ ョ ー ノ リュ ー ケ イソ セイ 土壌 の 粒 
径 組成 [grain size distribution of soil 
OKorngréssenverteilung des Bodens 
®composition granulométrique de sol | 
HRN ER AIC LOB SHE (>2.0mm) ・ 
細 砂 (0.2-2.0mm)・ 砂 (0.02~0. 2mm) ・ 微 砂 
(0.002~0.02mm) + #§--(<0.002mm) の 重量 比 
CXL SAMA (BLES), あふ つう 砂 ・ 微 
砂 ・ 粘 土 各 100 多 を 頂点 と する 三角 形 の 粒 径 
組成 区 分 図 に よっ て , ME Rt tee 
の 土 性 を 判定 する 。 土 壌 粒 土 分 布 granular 
variation of soil, 填 壌 機械 組成 mechanical 
composition of s., と 同じ 。 

ドジ ョ ー ノ リュ ー ド プン セキ 土壌 の 
粒度 分 析 (mechanical analysis of soil] 
土壌 の 構成 粒子 を 粒 径 区 分 別に 分 離し て その 
粒 径 組成 を 求め る 操作 。 分 析 法 に は 沈 底 法 と 
洗浄 法 が 多く 用 いら れる 。 土壌 の 機械 分 析 
( 海 汰 分 析 )。 

ドジ ョ ー ノ リュ ー ド プン プ 土壌 の 粒度 
分 布 [granular variation of soil] =+ 
OH 


ドジ ョ ー ビ セ イプ ツ 土壌 微生物 [soil 


microorganism boden-IMikroorga- 
nismus] 土壌 中 に 生息 する 細菌 ・ 放 線 菌 ・ 
糸状 菌 ・ 藻 類 ・ 原 生 動 物 な どの 総称 。 少数 の 
自 養 バク テリ ア を 除き 大 部 分 は テ ネ ル ギー 源 
を 有機 物 に 依存 し て お り , BRP CORED 
の 分 解 ・ 府 植 の 生成 な ど に 大 き な 役 割 を 果 し 
"GSD, 

ド ジョー ヒ ヨ ク ド 土壌 肥 泊 度 [soil 
fertility ①Bodenfruchtbarkeit] 土壌 
中 に 植物 の 生育 に と く を 必要 な N・Pkx・ K・ 
Mg・Ca な ど が どれ だ け 可 給 態 で 含ま れれ で て い 
る か で , 土壌 の 肥 決 度 を 示す も の で , 相対 的 
な も の で ある 。 

ドジ ョ ー ブ ッ シ ツ 土壌 物質 [soil ma- 
terial] 一 土 壌 構成 材料 

ドジ ョ ー プン ルイ 土壌 分 類 [soil clas- 
sification DBodenklassifikation ®elas- 
sification de sol] 

ドジ ョ ー ボ ザイ +328 [parent ma- 
terial QMAusgangsmaterial (®matéri- 
al originare] 母 材 。C 層 。 

ドジ ョ ー ホホ ゼン 土壌 保全 [soil comser- 
vation ①Bodenschutz W®conservation 
de sol] 自然 また は 人 工 に よる 侵食 か ら 土 
壌 悪化 を 防止 し 土壌 を 保護 する こと 。 

ドジ ョ ー ユ ー キ プ ツ +A [soil 
organic matter organische Sub- 
stanz] 生物 遺体 を 起 原 と する 土壌 中 の 有機 
物 。 ぁ ふつ う 土 壌 中 に 存在 する 有機 物 の 型 は , 
泥炭 ・ 黒 泥 ・ 粗 腐植 ・ 中 性 腐植 ・ 普 縛 腐植 に 
分 けら れる 。 

ドジ ョ ー ユ ー キ プ ツ テン カリ ョ ー 土壌 有 
機 物 添加 量 [supply of soil organic mat- 
ter] 土壌 表面 お よび 土壌 中 に 添加 され る す 
べ て の 有機 物 。 す な わ ち 落葉 枝 量 に 土壌 中 へ 
直接 加え られ る 根 の 枯死 部 分 や 土壌 昆 昌 の 貴 
体 や 開 な ど を 加え た も の で , BRB PRH 
量 と は 違う 量 で ある 。 

ドジ ョ ー ヨー イン 土壌 要因 [edaphic 
factor Dedaphische Faktor, Bodenfak- 
tor] 土壌 の も ゃ び つ 成 長 要因 と し て の 作用 を い 
5, 土地 要因 。 


ドジ ョ ー ヨー エキ 土壌 溶液 [soil soln- 
tion) 三 土壌 水分 

ドジ ョ ー ヨー キリ ョ ー 土壌 容 気 量 [air 
capacity of soil] 自然 状態 で 水 が 十分 供 
給 さ れ , 重力 下 が ほ と ん ど 落 ち た 状態 で の 土 
壌 空気 の 容積 。 

ドジ ョ ー リュ ー ケ イク プ ン 土壌 粒 径 区 分 
[size grade of soil] 土壌 単 粒子 の 大 き さ 
別 の 区 分 で , BR tb + ed + MICAS 
る 。 国 際 法 に よれ ば , WB gravel : 粒 住 2mm 
以上 , 粗 砂 .coarse sand: 2~0.2mm, 細 砂 
fine s. 10.2~0. 02mm, 微 砂 :silt 0. 02~0. 002 
mm, 粘土 clay : 0.002mm 以 下 で ある 。 

ドジ ョ ー リ ュー ケイ ソ セ イ 土壌 粒 径 組成 
{mechanical composition of soil] 

ドジ ョ ー リュ ー シ ジ 土壌 粒子 [soil par- 
ticle ] 
~ トー シン セン 等 深 線 [isobathyic line, 
depth contour) 地図 上 で 同じ 深 さ の 地点 
を 連ね た 線 。 同 深 線 。 

ドー シン セン 同 深 線 Lisobathyic line] 
- 三 等 深 線 

トー スイ セイ kt [water perme- 
ability] 

ドー スイ セイ J 動 水性 の Llotic] 流浪 


や 流水 中 で 生活 する 生物 群 。 通 常 これ ら の 場 。 


所 は 静 水性 群集 より ゃ 浅 範囲 が 狭い 。 

トー スイ ソー 7k [previous stra- 
tum, permeable layer] Mi#7: CHIE 
質 か ら 成 る 地層 で , 多く の 水 を 含む こと が で 
き 水 を 通し や すい 。 

ド セ イ 土 性 [soil texture, t. of soil, 
s. class (DBodentextur texture de 
sol] 土壌 粒子 の 精 粗 や 粘土 遇 を も と に し て 
土壌 を 分 ける と き 用 いる 語 で , HL HL - 
砂 士 な ど に 分 けら れる 。 土壌 の 粒 径 組成 

ド セ イ ズ 土 性 図 [soil map OBoden- 
karte] 各種 の 土壌 の 分 布 を 色 ま た は 記号 に 
より 表し た 図 。 土壌 図 ・ 土 壌 型 図 。 

トー セイ プ ブツ キ コー ク 等 生物 気候 区 
Lisobiochore] 同様 な 生活 型 組成 を も つ 地 
帯 を 地図 上 で 線引き し て 得 ら れる 地区 。 
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ド セ キ リュ ー 土石 流 [mmud and stone 
flow OMurgang | 

トー ソー キョ リ 逃走 距離 [flight dis- 
tance] 異種 間 の スペ ー シ ン グ 機 構 を 示す 指 
標 の 一 つ で , 一 つの 動物 は その 天敵 に 出会っ 
た と き 一 定 の 距離 に 達する まで は 人 逃 げ ば ない が , 
この 距離 を Hediger は 逃走 距離 と 呼ん だ 。 

ドー ゾク シュ 同属 種 Lcongeneric spe- 
cies} 同一 属 genus に 属す る 種類 。 

ドー ソー ジ セ イタ イセ キ 同相 自生 堆積 
[autoecious autochthonous deposition } 
生物 の 生息 場所 と その 遺骸 の 堆積 場所 が 一 致 
し て いる 場合 の 堆積 。 

ド ツ シュ ー ル コー カ ー 一 効果 [De 
Saussure effect) 夜 問 に 空中 の CO。 を 吸収 


し て 有機 酸 と し て 細胞 中 に 貯蔵 し 昼間 光 合 


成 の 過程 で 分 解 し て 炭酸 源 と し て 使用 する 現 
象 。 主 に サボ テン 類 で み ら れ る 。 

ドー ソー タ セ イタ イセ キ 同相 他 生 堆積 
[autoecious allochthonous, deposition | 
生物 の 生息 場所 か ら そ の 遺骸 が 水平 方 向 に 移 
動 し て 堆積 する と と 。 た と えば 岩礁 に 付着 す 
る 貝類 遺骸 が 波浪 潮流 な ど に よっ て 底 質 の 異 
な る 砂 底 や 泥 底 に 運搬 堆積 され る 場合 。 

トー タ 海 汰 [setection ⑩Selektion, 
Auslese] 選択 と も いう 。 生 物 集 団 で 生存 力 
の 大 きい 個体 が , 生存 力 の より 小さ い 個 体 に 
うち 勝っ て 生き 残る 現象 。 自 然 海 汰 と 人 為 海 
湊 と ある 。 

トー タ ケイ スー 海 汰 係数 [selection 
coefficient] Mendel 集 団 で 対立 遺伝 子 4, a 
が それ ぞ れ g, (1 一 g) の 頻度 を も つ 場 合 , 3 種 
の 個体 44, Aa, zz の 適応 値 が 等 し けれ ば , HA 
度 は 9? : 2q(1—q) : (1—q)? と な る (Hardy- 
Weinberg の 法則 ) 。 適応 値 が 等 し く な いと き は 
海 汰 の 結果 , 頻度 は 変る 。 こ の よう な 場合 , 
た と えば 4z の 適応 値 が 44,zz の 適応 値 よ り 
高い と き , Aa の 値 を 1 と し , AA,aa DE 
れ を (1ー5$), (1 の で 表す こと が で きる 。 こ 
の よう な 5s,7 を 海 汰 係数 と いう 。 史 適応 値 


トー ダチ と う 立 ち [seed stalk deve- , 


lopment] ロゼ ッ ト 型 植物 な ど で , 花芽 の 
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分 化 と 急 な 伸長 成長 に よっ て 草 高 が 高く な る 
"ck, te. 

トチ カイ リョ ー 土地 改良 Lland im- 
provement, 1. amelioration, reclama- 
tion] OF 

トチ コ ユ ー ノ 土地 固有 の [indigenous] 
土着 の 

トー チ セ ン 等 値 線 Lisopleth] 図 上 に 
数 値 を 記入 し て 等 し い 所 を 結ん を で つく っ た 曲 
線 。 気 候 要素 の 地理 的 分 布 を 表す の に 用 いら 
れる 。 

トー チ セ ンズ 等 値 線 図 [isopleth map) 
数 値 の 等 し い 点 を 結ん で 得 ら れる 線 を 等 値 線 
と いい , 等 値 線 に よっ て 表 さ れ た 図 を 等 値 線 
図 と いう 。 SRM isothermal map・ 等 圧 線 
図 isobaric m. な ど が これ に あたる 。 

トチ テキ キョ クソ ゾー 土地 的 極 相 [eda- 
phic climax ⑥edaphischer Klimax] 
三 土 壌 的 極 相 

トチ テキ キョードー タ イ 
Eedaphic community ] 

トチ テキ ゲン シュ ー 土地 的 群集 Leda- 
phic community] 三 土壌 的 共同 体 

トチ ノ 土地 の [edaphic] 

ド チ ャ ク 土着 [ecesis, establishment] 
三 定着 

ド チ ャ ク ガ イチ ュー 
mic pest, indigenous p.] 古く か ら そ の 
地域 に 生息 し て いた 害虫 の 種 。 

ド チ ャ クシ ュ 土着 種 Lautochthon] 原 
ER. COLO 

ド チ ャ クノ 土着 の (autochthonous, 
native, indigenous OMautochthon] 自 
ED, 原産 の と も いう 。 また, 人類 に よる 移 
動 ・ 運 搬 等 の 作用 を 受け ず に ある 地域 に 生育 
し て いる 生物 。 

ド チ ュー 土 柱 [earth pyramid, e. pil- 
lar OErdpyramide ®pilier de terre] 
主 に 雨水 の 侵食 作用 に より 作ら れ た 土砂 の 柱 
TC, ぁ つ 5 う 柱頭 に 石 を いた だ いて いる 。 

ド チ ュー セイ ブツ 土 中 生物 [geobiont] 
一 生 を 土 中 で 過す 菌類 ・ 原 生 動 物 ・ 線 虫 類 な 


土地 的 共同 体 
三 土壌 的 共同 体 


土着 害虫 [ende- | 


ど 。 

トチ ュー ソー 途中 相 [seral stage] © 
移 の 始 相 か ら 極 相 に 至る 間 の 途中 段階 。 

トチ ュー ソー キョードー タイ 途中 相 共 同 
体 [seral community] 途中 相 和 群落 。 
三 動 的 群落 

トチ ュー ソー ゲン ラク 途中 相 群 落 [se- 
ral community] 三 動 的 群落 

トチ ュー ソー ゲン ショ デー 途中 相 現 象 
[seral phenomenon] #8@O0@P#HIcx% 
: ら れる 現象 。 

トチ ョ ー 徒長 [spindly growth] ば 
か 伸び と も いう 。 光線 不 足 ・ 過 肥 な ど に より 
植物 体 が 過度 に 伸長 する 現象 。 

トー チョ ー 等 張 [isotonic Disoto- 
nisch ®isotonique] 他 と その 溶液 の 浸 
透 圧 が 等 し いこ と 。 

トチ ヨー イン 土地 要因 [edaphic fac- 
tor ①Dedaphischer Faktor, Bodenfak- 
tor] 三 土 壌 要因 

トチ ョ ー シ ジ 徒長 枝 Ltnrion」 

ドー チョ ー パイ ヨー 同調 培養 [symchro- 


- mous culture QOsynchronisierte Kul- 


tur] 微生物 な どの 培養 に お いて , 生育 中 の 
各 細 胞 が 生活 環 の 同じ 段階 に ある よう に し た 
も の 。 何 ら か の 環境 要因 の 欠乏 状態 や 物理 的 
な 差異 を 利用 し て 義 養 細胞 を 同調 させ , その 
生活 環境 の 変化 に 伴 2 生理 的 機能 や 細胞 構成 
物質 等 の 変化 を みる の に 用 いら れる 。 DRE 
物 生 態 学 “i 

トチ リ ヨ ー ケイ カク 
(land-use planning | 

トチ リ ヨ ー ズ 土地 利用 図 Lland utili- 
zation map | 

トチ リ ヨ ー テキ ゴー ドカ イキ ュー 土地 利 
用 適合 度 階級 [lamd-capability class] + 
地 利用 の 適合 性 を 8 階級 に 分 ける 区 分 法 。 農 
耕地 と し て の 利用 可能 性 が 最良 の 場合 を 1 と 
し , 耕地 や 林地 に 適さ な い 土地 を 8 と する 。 
土地 利用 度 階級 。 

トッ クリ ノ キ 一 一 木 [bottle-tree] ト 
ッ ク リ ヤン の よう に 根 際 部 が トッ クリ 状 に 膨 


土地 利用 計画 
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AL, 樹 完 の 下 が 急 に 小さ く な る 生活 型 を も 
つも の 。 

ト ツ ゼン セイ タイ シュ 突然 生態 種 Lab- 
rupt ecospecies] 生態 種 の 一 種 。 他 の 近 
緑 な 生態 種 と は 生態 的 ・ 地 理 的 に 異な りか つ 
秒 色 体 数 が 違っ て いる が , 形態 的 に は 明瞭 な 
差 が な い 場 合 も ある 。 生 態 種 

ト ツ ゼン ヘン イ ユー ハツ イデ ン シ 突然 変 
異 誘発 遺伝 子 [matator gene] 偶発 突然 
変異 を 起す 原因 と な る 遺伝 子 。 シ ョ ウジ ョ ウ 
バエ ・ ト ウ モ ロ ュ シン な ど で 知 られ る 。 

トッ タ ベ ツ ヒ ョ ー キ 一 一 氷 期 [Totta- 
betsu glacial age] 北海 道 日 高山 脈 の トッ 
タ ベ ッ 岳 に 残さ れ た 氷河 遺跡 で . ヴ ル ム 氷 期 
に 対比 きれ て いる 。 少 なく と も 3 回 の 氷 床 の 
前 進 期 ・ 後 退 期 を 含ん で いる こと が 知ら れ て 
いる 。 

ト ツ レン ズ ジ ョ ー シ ツ ゲン 凸 一 一 状 湿原 
[domed bog] 高層 湿原 の 多く の 例 に 見 ら 
れる よう に , 中 央 部 が 高く な っ て いる 湿原 。 

ドー テキ ゲン ラク 動 的 群落 [dymamic 
community Odynamische Cesellscha- 
ft] 遷移 途上 の 群落 。 途 中 相 群 落 。 

ドー テキ セイ タイ ガク 動 的 生態 学 [dy- 
namic ecology Odynamische Okologie 
®écologie dynamique] 遷移 を 研究 する 
生態 学 の 一 分 野 。 乱 移 学 ①Sukzessionslehre 
と も いう 。 

ドー テキ セン イ 動 的 遷移 [syngenetic 
succession Osyngenetische Sukzession | 
立地 人 条件 の 変化 と 相互 関連 し な が ら の 植物 群 
OR, 

ドー テキ ヘイ コー 動 的 平衡 [dymamic 
equilibrium Odynamisches Cleichge- 
wicht ®équilibre dynamique] 生体 あ 
る い は 生態 系 に お いて 物質 や エネ ルギー の 出 
A, 合成 ・ 分 解 , 移出 ・ 移 入 な ど 互 い に 逆 方 
向 に 働く 変化 が 釣 合 っ て , 構造 ・ 成 分 ・ 構 成 
要素 の 量 的 関係 な ど が 一 定 の 状態 を 保っ て い 
る 現象 。 三 定常 状態 

トー テ ミ ズ ム [totemism] 未開 社会 に 


広く み ら れ る クラ ン ・ 半 族 な どの 親族 集団 は , 


多く の 場合 ある 特定 の 自然 物 ま た は 動植物 , 
つま り ト ー テ ム と の 間 に 親 縁 関係 が ある と い 
う 認識 の も と に 親族 関係 の 標識 と し , EK 
定 の 信仰 や 慣行 を 守る が , こと の よう な 制度 を 
トー テ ミ ズ ム と いう 。 多く の 場合 , その 集団 
が トー テム 名 で 呼ば れ , トー テム 師 対 する 父 
礼 を 行い トー テム の 動植物 を 殺し た り 食 べ る 
こと が 禁止 され て いた り 号 る 。 

トー テム [totem] 未開 社会 の 人 間 が , 
彼ら の 祖先 と 共通 と 考え る 特定 の 単数 また は 


複数 の 動物 (まれ に 植物 や 他 の 自然 物 ) を 指す 。 


トー テム の 動物 は 彼ら に たより 崇拝 され 保護 さ 
れる 。 

トー テム クラ ン [totemic clan} トー 
テ ミ ズ ム を 伴っ て いる クラ ン の こと で , あつ 
うら は 1 部 族 内 の 各 ク ラン は 異な っ た 動植物 あ 
る い は 自然 物 を トー テム と し て いる 。 

トー ド タ イ 凍土 帯 [tundra] ニニ ツ ンド 
ラ 

ドナ ウ カン レイ キ 一 一 寒冷 期 LDonan 
cool period] 第 三 紀 末 か ら ョ ヨー ロッ ズ の 
第 一 氷 期 (ギュ ン ッ 氷 期 ) に 至る 間 に み られ る 
寒冷 期 で も る が , その 間 に も 寒暖 の 気候 の 繰 
返し が あっ た 。 日 本 で は 下部 大 阪 層 群 が これ 
と 対比 され る 可能 性 が ある 。 

トー ネイ ドー [tornado] 北ア メリ カ の 
西部 ・ 中 部 で みる 大 つむ じ 風 で , 半径 400m ほ 
ど に な る 。 

トー ネン セイ ヨー 
=H 

トビ イシ RUA [stepping stone] — 
大 陸 間 に 生物 相 に 類似 性 が ある 場合 . TOR 
因 と し て 両 大 陸 間 に 点 在 す る 島 弁 伝い に 生物 
が 分 布 し た と 考え られ る と き . これ ら の 島 出 
を いう 。 南 アメ リカ と オー スト ラリ ア 間 で は 
南ア メリ カ 南 端 ・ 南 極 半 島 ・ ニ ュー ジー ラン 
ド 南 方 島 典 が それ で あっ た と 考え られ て いる 。 

トー ヒン ド セ ン 等 頻度 線 [isonome」 
地図 上 に ある 生物 種 の 等 頻度 ある い は 等 数 度 
の 点 を 結ん で 引い た 線 。 等 数 度 線 。 

ドー プ ツ キョ ー ド ー タ イ 動物 共同 体 


[animal community] 一 つの すみ 場 に 一 


当年 生葉 [new leaf] 
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定 の 相互 関係 を も っ て 生存 し て いる すべ て の 
動物 個体 群 。 動 物 群集 。 

ドー プ ツ ゲ グン 動物 群 [faunation] ff 
生 vegetation の 対語 。 ツ 植生 

ドー プ ツ ゲン シュ ー 動物 群集 [animal 
community] 三 動物 共同 体 

ドー プ ツ ケイ 動物 計 [zoometer] その 
数 量 に よっ て その 場所 の 状態 を 指示 する 生物 
計 と な る 動物 。 選 植物 計 , や 生物 計 

ドー プ ツ サンプ 動物 散布 [synzoocho- 
ry, zoochory, zoochore] 動物 に よっ て 種 
子 ・ 果 実 が 散布 され る こと 。 

ドー プ ツ シャ カイ 動物 社会 [animai 
society] 一 般 に は 動物 共同 体 の こと を 指す 
こと が 多い が , 専門 的 に は スペ シア に 限る べ 
き で ある 。 ス ベ ペ シ ア が その 下部 構造 と し て 社 
会 集団 を も つと き , これ を 指す と と も ある 。 

ドー プ ツ シャ カイ ガク 動物 社会 学 [an- 
imal sociology] 動物 の スベ シア の 構造 を 
研究 する 学問 分 野 。 

ドー プ ツ シュ ー ダ ン 動物 集団 [animal 
aggregation] 同種 , ある い は 異種 の 動物 
個体 の 集合 状態 を 指す 。 持 続 性 が 一 時 的 で あ 
る か , 永続 的 で ある か は 問わ な い 。 

ドー プ ツ ショ ンク 動物 食 [animal food) 

人 間 ・ 動 物 の 食物 の うち 動物 任 の も る の を いう 。 
植物 食 plant food OX, OHA 

ドー プ ツ ショ クノ 動物 食 の [zoophag- 
ous] 動物 質 の 食物 を と る 生物 に つい て い 2 う 。 

ドー プ ツ ソー 動物 相 (fauna OFauna 
⑤⑥faauna] ある 範囲 の 空間 ・ 地 域 に 生存 し て 
いる 動物 の 組成 と くに 種類 組成 。fauna は 
そこ に 生息 し て いる 動物 て を の も ゃ の を 集合 的 に 
指す 意味 を も つ 。 

ドー プ ツ ソー ショ ー へ キ Ehin thle S 
{faunal barrier] ある 地域 に 生息 する 動 
DADS, 他 の 地域 の 生物 の 分 散 ・ 移 動 の 生物 
的 な 障壁 biotic barrier と な っ て いる も の 。 
地形 ・ 気 候 の よう な 物理 的 な 障壁 に 対 し て 生 
態 的 障 陵 ecological b. と いわ れる 。 

ドー プ ツ ソー ドー プ ツ チリ ガク 動物 相 動 
物 地 理学 (faunal zoogeography」 各地 域 


の 動物 組成 を 調べ 分 析 ・ 比 較 す る こと を 目的 
と する 動物 地理 学 。 

ドー プ ツ タイ ナイ サン プ 動物 体内 散布 
[endozoochore] 動物 に 食べ られ て 消化 管 
を 種子 が 通っ た 後 で な され る 散布 。 

ドー プ ツ タイ ナイ セイ ノ 動物 体内 生 の 
[endozoic] 動物 体内 で 生活 し で いる こと 。 

ドー プ ツ タイ ヒ ョ ー セ イ ノ 動物 体 表 生 
の [epizoi(ti)c] 動物 体 の 表面 に 付着 し て 生 
活 し て いる と と 。 

ドー プ ツ タイ ヒ ョ ー セイ プ ツ 動物 体 表 生 
物 [epizoite] 動物 の 体 表 ・ 殻 表 な ど ヒ 着 
生 し て いる 生物 。. . 

ドー プ ツ チリ ガク 動物 地理 学 [zoogeo- 
graphy | DRONAEEE し て 研究 す 
る 学問 。 

ドー プ ツ チリ ク 
graphic(al) region, faunal r. Otiergeo- 
graphische Region] 区 に 限定 尽 ず , 各 
段階 の 動物 地理 区 分 に よっ て 区 別 き され た 地域 
を 一 般 的 に 指す こと も ある 。 動物 地理 区 分 

ドー プ ツ チリ ク プ ン 動物 地理 区 分 Lzoo- 
geographical division QOtiergeogra- 
phischen Region] 動物 相 の 異同 に よっ 
て 区 別 き れる 地域 区 分 で , 陸上 で は ぁ ふつ 2 
界 ・ 区 ・ 小 区 な どの 段階 が 設け られ る 。 

ドー プ ツ ナイ サン プ 動物 内 散布 [emdo- 
zoochore] 種子 が oo ‘ened 
れる 型 。 =Hitentcta 

ドー プ ツ ニョ ル TF Po 
[zoochore」 三 動 物 散布 

ドー プ ツ ハイ ジョ セツ 動物 排除 説 
(theory of animal exclusion] 植物 プ 
ラン クト ン ( と くに 天 藻 ) が 高 濃度 に 増殖 する 
と 動物 プラ ンク トン (と くに 村 脚 類 ) と 有害 に 
働く た め , 動物 プテラン クト ン が と れ を KS 
る よう に 分布 する , と いう 考え 方 。 Harvey 
(936) が 提出 し た 説 。 

ドー プ ツ フチ ャ クサ ンプ シュ シ 動物 付着 
散布 種子 [epizoochore] 種子 の 散布 が , 
種子 の 刺 ・ 剛 毛 ・ 釣 や 粘液 分 選 な ど に よっ て 
動物 体 の 外側 に 着い て 行わ れる 型 を い う 。 動 
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物 散 布 zoochore の 一 部 。 
ドー プ ツ フ ユ ー セイ カツ シャ 動物 浮遊 
生活 者 [zooplankter] zooplankton が 集団 
と し て の 浮遊 動物 ・ 浮 遊動 物 群集 を 指す 意味 
を も も っ て いる の に 対し て , 浮遊 生活 を し て 
いる 個々 の 動物 種 や 個体 その も の を 指す 。 浮 
遊動 物 が この 意味 で 用 いら れる こと も 多い 。 
。 ドー プ ツ プラ ンク トン 動物 一 一 [zoo- 
plankton] 浮遊 動物 。 ご ご 動物 浮遊 生活 者 
ト ポ ク ライ ン [topocline] 地理 的 分 布 
に し た が っ て 形質 が 徐々 に 変化 し て いる こと 。 
また は , その よう な 傾斜 を も つ 個 体 群 。 
ドー ホー シュ 同胞 種 [sibling species] 
形態 的 に は 識別 困難 だ が , 生殖 的 に 隔離 され 
た 種 の グル トコ プ (Mayr 1942), 
トー ホン 藤本 [phanerophyta scan- 
dentia, liana DSchlingpflanze] Ail 
FRM EY CX SSFEDOODEYD. PI: 
フジ ・ ナ ツ ヅ タ ・ キ ズ タ な ど 。 
トー マス プン プ 分 布 [Thomas's 
distribution] Thomas(1949) が コロ ニー 状 
と 繁殖 する 植物 の 分 布 に 対す る 確率 そ モデ ル と 
し て 提案 し た も の で , 1 コロ ニー あたり 個体 
数 が (1 十 か (た だ し A(R Poisson 変数 の 平均 値 ) で 
与え られ , コロ ニー の 分 布 が 平均 値 m の Poi- 
sson 分 布 に 従う と いう 仮定 の 下 に 導 か れ た 。 
区 画 あ た り 個 体 数 の 平均 値 は 1 二 か , WK 
は ほ (1 十 32 填 だ ) で 与え られ る 。 BTORR 
* 植 物 の 分 布 に 対し 見 か け 上 よく 当て は まる 。 
"homas の 重複 ( 二 重 )Poisson 分 布 と も 呼ば れ 
る が , 重複 Poisson 分 布 と し て は Neyman A 型 
分 布 が より 典型 的 な も の で ある 。 
トー ミン 冬眠 [hibermation, winter 
dormancy OWinterschlaf sommeil 
hibernal] 生物 が 冬 の 寒冷 や 乾燥 の 時 期 に 
非 活動 的 な 状態 で 過す こと 。 体 温 が 下がり 呼 
_ 吸 数 も 減少 し , 眠っ て いる と き と 同 じ 体 位 を 
と う て い る 。 
トム スン Thomson, Wyville, 1830~ 
1882 スコ ッ ト ラ ンド の 海洋 生物 学者 。 エ ジ 
ンズ バラ 大 学 動物 学 教授 。 調査 船 Challenger 
号 で の 海洋 調査 を 指揮 , The Depths of the 
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Sea, 1873, を 書い た 。 師 の Forbes (1815~ 
1854) が 提唱 し た , お よそ 600m 以深 の 海底 
は 無生物 帯 azoic zone で ある と いう 考え を 打 
破 し た 。 

トー メイ ド HAE [transparency] + 
ッ キ ー 円 板 を 水中 に 吊 し て 白い 円 板 が 見 え 始 
め た (見 えな く な っ た ) 点 の 深 さ (m) & } a CH 
明度 を 表す 。 ふつ う 5 直径 25cm の 円 板 を 用 い 
る が , 直径 10cm, 5cm の 小 円 板 で も 値 は 変 ち 
な い 。 戦 前 の 北海 道 摩周 湖 は 41.6m で 世界 一 
と いわ れ た 。 経験 的 に 透明 度 の 2-2.5 倍 が 湖 
水 の 生 産 層 と し て 植物 の 光合成 が 可能 な 範囲 
を 示す の で , この 測定 は 生態 学 的 に 重要 な 意 
味 を も つ 5 

トモ ゲイ 共食い (cannibalism, auto- 
phagy OAutophagie ⑤autophagie」 i 
物 が 同種 の 個体 を 食べ る こと 。 下 等 な 動物 で 
は 決し て 珍し く な い 現 象 で 、 昆 虫 類 ・ 魚 類 た 
ど で は と れ に よっ て 個体 群 密度 の 調整 が 行わ 
れ て いる 例 が 知ら れ て いる 。 路 乳 動 物 で は 極 
度 の 餅 僚 状態 等 の 場合 を 除い て 比較 的 稀 な 現 
象 で ある が , 洪 積 世 人 類 に お いて は きわ め て 
普遍 的 な 現象 で あっ た こと が , その 肖 の 破損 
の 状態 等 か ら 知ら れ て いる 。 ま た 近年 , 野生 
の チン パン ジー に つい て 2 MOH V OBA 
が な され た 。 これ ら の 動機 等 に つい て は 明 ら 
か に され て いな い 。 人 入間 以下 の 霊長 類 で は , 
野生 の チン パン ジー, 飼育 下 の マ ー モ セッ ト , 
キネ ズミ 等 に 知ら れる の み で ある 。 人間 に お 
ける 共食い ( 食 人 風習 ) は 一 般 に 儀式 と し て 行 
われ , 象徴 的 意義 を 付与 され た 死体 の 一 部 分 
が 食べ られ る こと が 多い 。 OPRAH 

トモ ズ ミ ケイ スー と も ずみ 係数 Lco- 
efficient of association MAssoziations-~ 
Koeffizient] 2 種 が 偶然 で は な し に どの 程 
度 共 存する か を 表す 物 指し 。 い くつ か の 式 が 
提案 され て いる 。 

トモ ダ オ レ ガタ フ キョ ー ソ ー 共倒れ 型 
の 競争 [scramble-type competition] 
食物 な ど 重 要 生 活 資 源 を めぐ る 種 内 競争 に お 
いて , 名 個体 が 共存 共 谷 型 の 反応 を が す と 共 
倒れ の 危険 が 大 きく な り , むだ めし 量 が 多く 
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な る 。 と この タイ プ の 反応 を Nicholson(1953) は 
scramble type DHFPLBOtK., BPR 
" ど に は あぁ ふつ うに み ら れ る 。 共 倒れ 。 ⑦ 競 り 合い 
DRS 

トー ヨー #2 [saccharophylle, sugar 
leaf OZuckerblatt] 同化 産物 が 単 糖類 ・ 
二 糖 類 な ど 糖 の 形 の まま で 葉 身 中 に た まる 葉 
を いう 。 単 子葉 植物 の ほとん ど は 糖 葉 を も っ 
て いる 。 

トー ヨー ク +E [oriental region 
orientalische Region] 陸上 の 動物 地理 
区 分 で 。 と ヒマラヤ 山脈 以 貞 の アジ ア の イン ド 
か ら セ レベ ス ・ フ ィ リ ピン ・ 台 沙 を 含む 地域 。 
イン ド 区 と も いう 。 セ レベ ス ・ モ ルッ カ 諸 島 
は オー スト ラリ ア 区 と の 推移 帯 と し て 別に さ 
れる こと も ある 。 

トー ライ セイ フ ユ ー セ イプ ツ 冬 来 性 浮遊 
生物 [climmopelagic plankton ] 

トー ライ セイ プラ ンク トン 冬 来 性 一 一 
[elimopelagic plankton] 称 来 性 浮遊 生 
物 。 

トラ ガ カ ント ステ ッ プ 
steppe OAstragalus-Steppe] 近東 の マ 
メ 科 植 物 か ら 成 る ステ ッ プ 。 

トラ ッ カ ー [tracker] 自発 送信 する 電 
波 標識 radio tag, と くに 陸上 動物 の 生物 テ 
レ メ ト リー に 用 いら れる 。 

トラ ッ ピ ング [trapping] わな か け 。 

トラ ッ プ [trap] 捕獲 器 。 罠 。 餌 を 添え 
て お びき 寄せ る も の は bait trap, 生け 捕り に 
する も の は live t., 水盤 に 満た し た 水 に 落ち 
る 動物 を 捕 を ん る の は water t., BRIT - BHR 
灯 を 使う の は light t., 鳥 も ちな ど を 使う の 
は sticky t. と いわ れ , 漁業 で 用 いる 各種 の 
定置 網 も る トラ ッ プ に ほか な ら な い 。 

トラ ン シ ィ フロ ー リ ー [truneiflory ] 
幹 生花 の 一 種 。 

トラ ン セ クト [tramnsect] 群落 解析 調査 
の た め , 植生 を 横断 し て 作っ た 帯状 また は 線 
状 の 標本 地 。 

ドリ アス キ ー 一 期 [Dryas period] 
ヴ ル ュ 氷 期 の 中 の 最後 の 亜 氷 期 Ger) (i 3 


[tragacamth- 


ー ロ ッ ズ で は 古い ほう より , 最 古 ドリ アス 期 
Older Dryas period・ ベ ー リ ング 期 Beling 
p-" 古 ドリ アス 期 Old Dryas p・ ア レレ ー ド 期 
Allered p.・ 新 ドリ アス 期 Younger Dryas p. 
に 区 分 され る 。 以上 の 3 回 の ドリ アス 期 は 寒 
冷気 候 で チ 』 ッ ノスケ ツウ を 代表 種 と する 極 
地 植 物 群 が 優勢 で も っ た 。 や チョ ー ノ スケ ツー 
植物 群 

トリ キ 取 木 [layering] 樹木 の 無 性 繁 
殖 法 の 一 つ で , 枝 ・ 茎 の 一 部 か ら 入 為 的 に 発 
根 き させ て 分 割 する 方 法 。 圧 条 。 

ドリ ナ [dolina] 石灰 岩 地域 で , 雨水 そ 
の 他 の 天然 水 の た め に 溶解 流失 し て 生じ た PF 」 
地 。 石灰 陥 没 凹 地 。 

トリ プ ト ン [tripton] 非 成 物体 を スト 
ン に 同じ し 。 デ トリ タス を 意味 する と と も ある 。 
無 生 浮遊 物 。 

トリ ポス プラ ンク トン Ltriposplank- 
ton) 浮遊 生物 相 で 渦 較 藻 類 が 優 占 す る も の 。 

ドー ルイ コー ハイ 同類 交配 [assor(ta)- 
tive breeding, a. mating, homogamy 
DHomogamie] 同じ よう な 表現 型 を る ぉ つ 
個体 の 間 で , 機会 的 以上 に 高い 頻度 で 交配 が 
起 る こと 。 

トー ルソン Thorson, Gunnar, A. W., 
1906~1971 デン マー ク の 海洋 生態 学者 。 ュ 
ベン ハー ゲン 大 学 海洋 生態 学 教授 ・ エ ル シ ノ 
ア 了 臨海 実験 所 所 長 。 前 鯉 類 な どの 貝類 ・ 浅 海 
域 の 底 生 動物 群集 ・ 底 生 動 物 の 浮遊 幼生 期 な 
どの 研究 を 行っ た 。 底 生 動物 の 地理 的 分 布 に 
は 海流 で 運搬 され る 幼生 期 の 長 さ が 関 係 し て 
いる こと を 指摘 し た 。 底 生 動物 群集 を 生 態 学 
的 単位 体 と みな し た が ., 並行 群集 parallel 
communities の 概念 は , 後に 自ら が 修正 し た 。 

ドル ー デ Drude, Oscar, 1852~1933 
ドイ ッ の 植物 生態 学者 。 ゲ デ ッ チ ンダ ゲン ・ ド レ 
ス デ ン の 大 学 で 教鞭 を と り , と くに Humbo- © 
Idt, Criesbach の 流れ を くん だ 生活 型 AT 
ム を 発展 させ た 。 <〈 主 著 > Atlas der PHan- 
zenverbreitung, 1872, Handbuch der Pflan- 
zengeographie, 1890, Okologie der Pflanzen, 
1913, 


ドー レイ ノ 同 齢 の [even-aged] 

ドー レイ リン 同 齢 林 [even-aged for- 
est Ogleichaltriger Wald, g. Bestand 
(peuplement equienne, uniform] 優 
占 木 の 樹齢 の よく そろ っ た 森林 。 一 斉 林 。 必 
ず し ゃ 完全 に 同 齢 で ある 必要 は な く , 山 火事 
な どの 後に 成立 し た 森林 で 樹齢 が ほぼ そろ い , 
優 占 木 の 大 き さ が よく そろ っ て いる 森林 な ら 
ば 一 斉 林 と みな され る 。 

ドー レイ リン プン 同 齢 林 分 [even-aged 
stand) OMB, ツ 林 分 

トレ ー サ ー [tracer OLeitisotop © 
indicateur] 物質 の 動き を 知る た め の 指 標 。 
主 に 元素 の 同位 体 が 用 いら れる 。 よく 用 いら 
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れる 安定 同位 元素 と し て は NN, 9O な ど , 
放射 性 同位 元素 と し て は MC, 3P, HH な ど が 
あげ られ る 。 こ れ ら は 質量 分 析 や 放射 活性 測 
定 で 検出 ・ 定 量 さ れる 。 ト レー サー は 自然 物 
質 に ほぼ 近い 動き を し , また 検出 感度 も 非常 
に 高い た め , 代謝 経路 の 生化 学 的 研究 や , 生 
態 系 に お ける 物質 の 動き の 調査 な ど 多 方 面 で 
利用 され て いる 。 

ドロ JE [mad OSchlamm ®boue]} 
SKEMS < MICRA RL 

トロ イデ [tholoide OTholoide ® 
tholoide] 鐘 を 伏せ た よう な ドー ム 状 火山 。 
鐘 状 火山 。 


296 ナイ オン セ 


ナイ オン セイ 内 温 性 [endothermy」 


主として 体内 で の 代謝 活動 に よっ て 体温 を 供 


給 す る こと 。 

ナイ オン ドー ブツ 内 温 動 物 Lendothe- 
rm] 内 温 性 の 動物 。 

ナイ カン キョ ー 内 環境 Linternal en- 
vironment )milieu intérieur] Bernard 
が その 著 「 実 験 医学 序説 」 の 中 で 説い た も の 
で , 個体 の 外 の 外 環境 external environment 
⑥milieu exterieur に 対し て , 個体 内 部 の 血 
液 ・ 体 液 な ど , 細胞 に と っ て の 環境 と も いう 
べき も の を そう 呼ん だ 。 

ナイ コン セイ 内 婚 制 [endogamy] 婚 
ADs, ある 特定 の 社会 的 単位 の 範囲 内 で 行わ 
れ な けれ ば な ら な い 制 度 。 Keke 

ナイ ザイ セイ プ ツ グン シュ ー 内 在 生物 群 
集 [endobiose] 内 在 底 生 生物 に よっ て 構 
成 さ れる 生物 群集 。 内 生 群 集 と も いわ れる 。 
endobiose は 内 棲 群 と も ふい われ , と くに た 内在 
底 生 生物 の うち で 比較 的 上 層 に 生息 する も の 
を 指す こと が ある 。 

ナイ ザイ テイ セイ セイ ブツ 内 在 底 生 生物 
[endobenthos] 底 質 中 に ほ と ん と 埋まっ 
た まま で 生活 し て いる 生物 。 内 生 底 生生 物 と 
も いわ れる 。 動 物 は 埋 在 動物 と いわ れる 。 

ナイ ショ クセ イィ イ 内 食性 [entophagous, 
endophagous] 小型 の 動物 で 食物 の 中 に 入 
り 込 ん で その 内 部 か ら 食 っ て いく こと 

ナイ シン トー 内 浸透 Lendosmosis」 外 
界 媒質 の 浸透 圧 が 低く て 体内 へ 外界 媒質 か ら 
水 が 侵 入 す る こと 。 

ナイ セイ 内 生 [entoekie, inquilinism 
OEntbkie] 片 利 共生 の 一 形態 で , 相手 の 


体内 の 外部 に 通し た 腔 所 など に 入っ て 生活 す 
る も の 。 1 
ナイ セイ キン コン 内 生 菌 根 Lendotro- 


Phic mycorrhiza Mendotrophe Mykor- 
rhiza ®mycorhize endotrophe」 fate 
の 一 種 で , BRDMIWORO KEARACA 


布 し て いる 。 . 

ナイ セイ ショ タブ ツウ 内 生 植 物 Lendo- 
phyte] 植物 生体 内 に 生活 する 植物 。 寄 生 ・ 
共生 植物 に 多い が , 必ず し も ゃ これ ら と 関係 が 


な く と も よい 。 

ナイ セイ セイ プ ツ 内 生生 物 Lendo- 
biont] 造 礁 サン ゴ な どの 体内 で 生活 し て 
いる 生物 。 


ナイ セイ テキ セン イ 内 成 的 遷移 Lendo- 
dynamic succession] 遷移 の 原因 が 群集 
内 部 に ある 場合 の 遷移 。 > 

ナイ セイ ホー 内 生 胞 子 Lendospore 
⑩Endospore] ① 胞 子 開 の 中 に 作ら れる 胞 
子 。 植 物体 外 に 露出 し て で きる 胞子 ( 外 生 胞子) 
と 頒 別 も て - う 呼 評 。② 細 菌 の 胞子 。 細 胞 内 
に 形成 ざ ぎれ る の で こう 呼 豆 。 

ナイ テキ シ ゼ ン ゾ ー カ リツ 内 的 自然 増加 
[intrinsic rate of natural increase | 
個体 群 の 年 齢 構成 が 安定 で 環境 の 収容 力 に 制 
限 が な けれ ば , 個体 数 は 指数 曲線 的 に 増加 す 
る は ず で ある 。 最 初 の 個体 数 を W。 と すれ ば 
時 間 後 の 個体 数 W, は : . 

N,=Noe"t (ez は 自然 対数 の 底 ) 

個体 数 の 瞬間 増加 率 > は 一 定 値 と な り , 与え 
られ た 環境 条件 下 に お ける その 種 の 最大 可能 
な 増加 率 を 示す と 考え られ , 内 的 自然 増加 率 
と 呼ぶ 。 あ ふつう ヶ また は 7 の 記号 で 表し , 種 
の 増殖 能力 を 示す パラメータ ー と し て 用 いら 
れる 。 COMMER Ms 

ナイ テキ シュ ー キ 内 的 周期 pes. 
nous rhythm] OSA 

ナイ ドー テキ ドジ ョ ー 内 動 的 土壌 Len- 
dodynamorphic soil] 土壌 生成 が 主 と し 
て 基 岩 の 性 質 で 条件 づけ られ る 土壌 。Clinka 
の 分 類 。 

ナイ ハツ テキ ヨー イン 内 発 的 要因 Lin- 
trinsic factor] 生物 に 作用 する 要因 の 中 で 
生物 体内 に ある 要因 。 た と えば 遺伝 的 要因 な 
ど 。 


ナイ プ キ セイ 内 部 寄生 [internal para- © 


sitism。endoparasitism | 寄主 の 体内 に 寄 
生 し 的 食す る こと 。 

ナイ プ キ セ イ チュ ー 内 部 寄生 虫 Lendo- 
parasite] 宿主 の 体内 、 すなわち , 体腔 ・ 
器官 ・ 組 織 ・ 細 胞 ・ 体 液 の 中 な ど に 寄生 する 
生物 。 

ナイ プ ハ 内 部 波 [internal wave」 密 
度 の 異な る 水 塊 が 成層 し た 境界 面 付 近 で 見 ら 
れる 海水 の 振動 の 波 で , 1000m を 超す 深 さ で 
る 起り , その 振幅 は 5m か ら 50~200m に も 
達する 。。 あ る 深 さ で 鍋 測 され る 水温 ・ 塩 分 な 
どの 水質 の 周期 的 な 変化 の 一 因 と 考え られ , 
また 水 塊 の 混合 や 浮遊 生物 の 運搬 を も る たらす 
と も 考え られ て いる 。 


ナイ リク スイ 内 陸 水 Linland water] 
三陸 水 
ナイ ワン セイ 内湾 性 [embayment de- 


gree] 海域 の 内 湾 的 な 度合 , すなわち 葵 の 
外 か ら 奥 へ 向う 海洋 の 状態 の 変化 (他人 を 総 
合 的 に 指す 。 ふ つう 底 生生 物 相 ・ 浮 遊 生 物 相 
を 指標 と し て 示さ れる 。 内 江 度 。 

ナイ ワン ド 内 湾 度 [embaymment de- 
gree] 一 内 滴 性 | 

ナ エ & [seedling, sapling ⑩Sam- 
ling] 苗木 。 

ナ エ ギ 
Samling ] 

ナ エ ド コ WK Lnursery] 

ナカ ノ ハ ルフ サ PEAR, 1883~1973 
三好 学 退 官 後 の 東京 帝 大 で の 植物 生理 学 ・ 生 
態 学 を 引継 ぎ , 生理 生態 的 研究 を 行う と と も 
に わが 国 初期 の 群落 生態 学 の 発展 に 尽力 し た 。 
群落 分 類 と その 命名 ・ 群 落 統計 な ど に 関す る 
研究 で も 知ら れ , 尾瀬 ヶ 原 な どの 天然 記念 物 
調査 報告 も 多い 。 < 主 著 > 植物 生理 及 生 態 学 
実験 法 , 1934, 草原 の 研究 , 1944。 

ナガ レモ RNS (drifting weeds] 水 
底 か ら 離 れ て 水面 付近 を 漂流 し て いる 大 型 水 
生 植物 。 ち ぎれ た 植物 体 の 一 部 で ある こと も 
多い 。 大 西洋 の バー ミュ ー ダ 伺 南方 の Rie 
(サル ガッ ツ 海 Sargasso Sea) は , 褐藻 類 が 大 規 


苗木 [seedling, sapling O 
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模 に 漂っ て 築 茂 し て いる 唯一 の 海域 。 

ナガ レモ ゲン シュ ー RHR [free 
floating hydrophyte community] 浮 
遊 植物 や 何 か の 原因 で 沈 水 植物 が 底 か ら 離 れ 
て 水面 に 渕 上 し た も の が 一 群 を な し て 漂っ て 
WOE, CHOICES SME + Sie 
物 ・ 稚 魚 な ど が 作る 独特 の 生物 社会 。 

ナダ レ SH [snow-slide, avalanche 


OLawine ⑤avalanche] 積雪 が 斜面 を 
一 時 に 良 れ 落ち る 現象 。 
ナダ レ タイ セキ プ ブツ 雪崩 堆積 物 [aya- 


lanche cone] な だ れ 路 に 堆積 し て いる 植 
物体 ・ 岩 石 ・ 氷 雪 な ど を 総 衝 する 。 

ナツ ガレ 夏 枯 れ (summer depression ] 

ナツ ドリ BS (summer bird, s. resi- 
dent ①DSommervogel] 夏期 に 渡来 し て 繁 
殖 期 を 送る 鳥類 。 

ナマ エダ シタ 。 チ ョ ッ ケ イ 


・ 生 桜 下 直径 '… 


(diameter at the lowest living branch] — 


最 下 の 生き て いる 力 枝 (大枝) FORE. KO 
葉 量 と 密接 な 関係 が ある 。 

ナラ リン 林 [oakwood ①DEichen- 
wald] ヨー ロッ パ ミ ズ ナラ ・ ア メリ カミ ズ 
ナラ な ど Quercus 属 の 木 本 が 優 占 する 林 。 

ナリ ド シ RUS [seed year] ORF 
果 

ナレ 慣れ [habituation] 動物 が 系 統 
発生 的 に で は な く , 個体 発生 的 な 立場 で 外界 
の 環境 要因 に 適応 する こと 。 系 統 発生 的 に み 
られ る 適応 様式 が 遺伝 的 に 固定 され て いる の 
に 比べ て , これ は その 個体 一 代 限り の も の で 
ある 。 生 理学 的 に は , ある 刺激 を 繰返し 受け 
る こと に よっ て , それ に 対す る 賠 値 が 上 昇 す 
る こと と し て 説明 され る 。 馴化 を 慣れ の 一 種 
と 考え る こと が で きる 。 

ナ ワ バリ 縄張り [territory] 脊椎 動物 
に 広く 見 られ る スペ シア の スペ ー シ ン グ の 形 
WC, も っ と も ゃ 一 般 的 に は 防御 的 縄張り の こ 
と を 指す 。 行動 域 ・ 独 占 的 縄張り ・ 集 中 的 利 
用 域 を 指す こと も ある 。 節 足 動物 に もみ られ 
る の (ドン ポポ な 光 )p 

ナ ワ バリ ズ ホ ー 


縄張り 図法 Lterritory 
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mapping method] 鳥類 な どの 個体 数 調 
査 eensus の 一 方 法 と し て , 一 定 面積 の 均質 
な 地域 内 で 観察 を 行っ て 縄張り を 描き , それ 
を も と に し て 広い 地域 の 個体 数 を 推定 する 。 

ナ ワ バリ セイ 縄張り 制 [territoriality, 
territorialism] 縄張り に よっ て , ANY 
ァ を 構造 化す る 体制 。 硝 椎 動物 に 広く 見 られ 
る が , 鳥類 で と くに 顕著 で ある 。 縄 張り 制 は 
強力 な スペ ー シ ン グ の 体制 を と る と と に よっ 
て , 効率 的 な 環境 利用 (と くに 食物 や 繁殖 地 の 獲 
得 に 関し て ) に 役立ち も , また 環境 の 過剰 利用 を 
防ぐ 。 

ナン カイ HF [notogaea ⑥Notogaea] 
オー スト ラリ ア 区 の み を 含む 三 大 動物 地理 区 
ee ン 

ナン キョ ク Mt [south pole] 

ナン キョ ク ク セイ プ ツ プン プ タ イ Be 
区 生物 分 布 帯 [antarctic life zone] 

ナン キョ ク ケ ン 南極 圏 [amtarctic cir- 
cle] OB 

ナン キョ クサ バク 南極 砂漠 [antarctic 


desert Oantarktische Waste] 南極 地 
域 の 寒冷 気候 下 の 砂 漢 。 
ナン キョ クタ イ Hwy (antarctic 


region, a. zone] 9O&# 

ナン キョ クノ H#O [antarctic O 
antarktisch antarctique] ① 南 極地 方 
の 地理 的 な 呼称 。② 植 物 地理 学 的 な 標示 。 ノ 
ト フ ァ グ ス (南極 プ ブナ) Nothofagus は その 特 
微 的 な 種 で ある 。 

ナン ザイ er [softwood OWeich- 
holz ®bois tendre] 一 般 に Sere is 
いう 。 

ナン ザイ リン RMR (softwood forest} 
三 針 葉 樹林 

ナン タイ ドー プ ツ ガク 軟体 動物 学 Lma- 
lacology ©Malacologie ⑤⑥malacologie」 
ちあ つう に 貝類 学 と も いわ れる が , 貝類 学 は 
conchology で , と くに 内 帝 部 分 を 取扱 う も の 
と し て 区 別 さ れる こと と も ある 。 

ナン デイ 軟 泥 [ooze, sludge OSch- 
lamm ®boue] 水底 に 堆積 し た 微粒 子 の 
泥 。 と くに 有 孔 虫 類 ・ 翼 足 類 な どの 微小 生物 
の 遺骸 に 由来 する 石灰 質 徴 粒子 や , EER - 
散 虫 類 な どの 遺骸 に 由来 する 王 質 微粒 子 を ぁ 
つう 0% E SSA TE AER MCCS I 
BERYVE. OF 

ナン トー スイ ツー 難 透 水 層 [aquiclude] 
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ニオ イ におい [scent] 動物 の コミ 。= 
ゲニ テニ ション に お いて , 信号 と し て 使わ れる 媒 
体 の 一 つ 。 に お い 信号 は , 多く の 員 乳 類 の 縄 
張り の 宣伝 に 重要 な 役割 り を 果す 。 体 の 各所 
CRAB BSS, 特異 な マー キン グ 行 動 


を 行う 種 も ある 。 

ニカ セイ 二 化 性 [bivoltinism] 1 年 
に 2 世代 を 繰 返 すこ と 。 

ニキ ョ クセ イ 二 極 性 [bipolarity, bi- 


polar sexuality ①bipolare Sexualitat, 
Biopolare] 形態 的 に は 雌雄 の 区 別 は な い 
Ds, 交配 型 の 異な る 二 つ の 菌 体 どう し で 接合 
が 起り, 復 相 の 核 を 生じ る 場合 を いう 。 避 両 
極性 
- ニク ジュ ー 肉汁 [bouillon, meat ex- 
tract OFleischextrakt bouillon] 7 
イ ョ ン と も いう 。 獣 肉 ま た は 魚肉 の 浸出 液 。 
ニク ジュ ー WAS [flesh weight, shell- 
free w.] 二枚貝 ・ 巻 上 内 な ど 殻 重量 が 個体 重 
で 占め る 割合 が 大 きい 動物 で , ReRELK 
重量 。 体重 
ニク ショ クセ イ 
動物 質 を 食う こと 。 
ニク ショ ク ド ー プ ブツ 肉食 動物 [carni- 
Yore] 動物 質 を 食物 と する 動物 。 生 体 を 食 
べ る も の を 捕食 者 predator, 死体 を 食べ る も 
の を 腐食 動物 scavenger と 呼ぶ 。 
ニケ イィ —# [dimorphism] 多 型 poly- 
morphism の うち , 雌雄 に より 形態 が 異な る 
場合 な ど , 二 つ の タイ プ の み が 区 別 さ れる 場 
合 を 指す 。 多 型 
ニコ ー ケ イス 一 
coefficient ] - 
ニコ ー プ ブン 二 項 分 布 [binomial dis- 
tribution ①Binominalverteilung © 
distribution binome」・ や ポア ソン 分 布 
ニコ ルソン Nicholson, A. J., 1895~ 
1969 オー スト ラリ ア の 厩 躍 学者 。 連 邦 科学 
産業 研究 局 C.S.1.R.0. の 主任 昆虫 学者 と し 


肉食 性 [sarcophagy」 


二 項 係数 Chinomial 


て 生物 的 防除 の 研究 に 従事 する 一 方 , 動物 個 
体 群 動態 理論 に 興味 を も ち , 密度 依存 要因 に 
よる 個体 群 の 調節 の 考え を 強力 に 主張 し た 。 
FL(F7z DS The Balance of Animal Populations, 
1933, や An Outline of the Dynamics of 
Animal Populations, 1954, は 個体 群生 態 学 
OAH, Kr Bailey と 共著 で 発表 し た 寄主 - 
寄生 者 関係 の 数 学 モ デル (1935) は , 基本 的 モ 
デル と し て この 方 面 の 研究 に 大 きい 影響 を 与 
と 

ニ ジ カ セキ 二 次 化 石 [secondsry fos- 
sil, reworked f.] 新 ・ 旧 時 代 を 異 に する 
化石 種 が 同一 共 積 物 に 含ま れる こと が ある が , 
この 場合 , 移動 ・ 混 入 し た と 考え られ る 化石 
を 指す 。 再 玲 積 化石 。 

ニ ジ キ セイ シャ 二 次 寄生 者 [seecondary 
parasite] 草食 動物 の 寄生 者 (第 一 次 寄生 者 ) 
に 寄生 する 生物 。 同 様 に , 第 二 次 寄生 者 に 更 
に 寄生 する も の は 三次 寄生 者 tertiary para- 
site と 呼ば れる 。 

ニ ジ キ セ イ チュ ー 二 次 寄 生 虫 [second- 
ary parasite] BAEC, 一 次 寄生 虫 に 寄 
生 す る 寄生 虫 を いう 。 

ニ ジ ゲ ン シ ュ ー 二 次 群 集 [secondary 
community] = ABE 

ニニ ジダン ラク 二 次 群 落 [secondary 
community] 何ら か の 人 為 に よる 障害 に 
よっ て 生じ た 群落 (群集 )。 原生 の 一 次 群落 の 
大 部 分 が 人 為 に よっ て 取 除 か れ た 後に 生じ る 
群落 に 対し て 主として 用 いら れる 。 kif 
落 は ぁ ふつ うら 一 次 群落 と 異な る 種 組成 を も つ 。 
ツ 二 次 林 

ニ ジ ショ ー ヒ シャ 二 炊 消費 者 [second- 
ary consumer @OSekundarkonsument | 
消費 者 の うち , 生産 者 で ある 緑色 植物 を 食べ 
る も の を 一 次 消費 者 primary consumer, 一 
次 消費 者 を 主 に 食べ る も の を 二 次 消費 者 , 以 
下 順に 三次 ・ 四 次 消費 者 と いう 。 消費 者 

ニ ジ セ イサ ン 二 次 生 産 [secondary pro- 
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duction ①DSekundarproduktion] す で 


に 存在 し て いる 有機 物 を 体内 に 取込み , それ 
か ら 自 身 の 栄 養 に 必要 な 有機 物 を 作る こと 。 
一 次 生産 者 に よっ て 作ら れ た も の で も 他 の 二 
次 生産 者 に より 作ら れ た も の で も る 利用 する 。 
し た が っ て , 捕食 連鎖 ・ 寄 生 連鎖 ・ 腐 生 連 鎖 
に お ける 生産 の すべ て を 含ん で いる 。 

ニ ジ セイ サン シャ 二 次 生産 者 [second- 
ary producer @Sekundarproduzent | 
次 生産 を 行う 生物 。 一 次 生産 者 で ある 緑色 
植物 な ど を 除く すべ て の 生物 が 該当 する が , 
一 般 に は 草食 お よび 肉食 動物 を 指し , 微生物 
は 含め な い 。 

ニ ジ セイ サン リョ ク 二 次 生 産 力 Lsec- 
,ondary productivity OSekundarpro- 
_dukitivitat] 消費 者 の 有機 物 と し て 著 え ら 
れ た エネ ルギー の , ある 期間 あたり の 量 。 ま 
た は その 有機 物 の ある 期間 あたり の 重 さ 。 

ニ ジ セ イチ ョ ー 二 次 成長 [secondary 
growth OSekundarwachstum) 植物 体 
の 成長 の うち , 形成 層 に お ける 分 裂 に よる 側 
方 へ の 成長 (大 さ の 増加 )。 こ れ に 対 し て , 根 
お よび 革 の 先端 の 分 裂 組 織 に より 起 る 成長 を 
一 次 成長 と 呼ぶ 。 

ニ ジ セ ン イ =RBB [secondary suc- 
cession Msekundare Sukzession| ある 
場所 の 植生 の 一 部 分 また は すべ て が 破壊 され 
る こと と に よっ て 生じ た 居 移 。 溶 岩上 な どの 一 
次 乱 移 と 違っ て 土壌 る すでに で き , 中 に は 埋 
土 種子 も ある 状態 で 始ま る , 途中 か ら の 遷移 
で ある 。 

ニ ジ セン イケ イレ ツ 二 次 遷 移 系 列 Lsub- 
sere, secondary sere] 伐採 ・ 火 入れ の よ 
5 な 人 為 に よる 提 乱 で 人 裸 地 化 し た 場所 で み ら 
れる 遷移 系 列 。 


ニ ジ テ キ カン キョ ー 二 次 的 環境 Lsec- 
ondary environment, s. milieu] や 人 為 
環境 

ニ ジ ュ ー キ セイ 二 重 寄生 [diplopara- 


sitism @Diploparasitismus ⑤diplopa- 
rasitisme] 一 重 寄生 虫 に よっ て 起き る 重 寄 
生 。 ⑦ 重 寄生 


ニ ジ ュ ー ヨ ジカン シュ ー キ 24 時 間 周 期 
Ceireardian rhythm] 概 日 周期 。 

ニ ジ ョ ー キ —=8€ [Permian period 
OPerm(-Periode) ©période permnien 
古生代 最後 の 時代 で , 約 2 億 7990 万 一 2 億 
2000 万 年 前 の 間 。 砲 虫 占 の 大 発展 , 近代 型 昆 
虫 占 の 出現 。 RBM (松柏 問 ・ ッ テッ ・ イ チ 
278) の 出現 な ど が 顕著 で ある 。 

ニ ジ リ ン 二 次 林 [substitution forest] 
広い 意味 で の 二 次 林 secondary forest, sec- 
ond-growth f. と 同義 で , 原生 林 が 破 壌 され 
た 後に 生 し た 狭義 の 二 次 林 も , Cp 
され た 後に 生じ た 二 次 林 (三次 林 ) な ども ゃ 広く 
含め て 用 いら れる 。 ふ つう 條 採 ・ 風 水害 に ょ よ 
SAA, 山 火事 な ど に より 原生 林 が 破壊 され 
Pb EST eee 主 に 陽 樹 よ 
り 成る 。 

ニ ソ ク ホ コー 二 足 歩行 [bipedal loco- 
motion, bipedalism, striding gait] ヒ 
ト に 独特 の ほ ュ モー ショ ン の 形式 で , 直立 二 
足 歩行 と も ゃ いう 。 圭 長 類 の 中 で と ト だ け に 固 
有 な 特徴 の 一 つと され る が , その 起 原 に つい 
て は 明らか に され て いな い 。 “ 

ニー ダム Needham, James pA 
1868~1957 アメ リカ の 水生 昆虫 学者 。 ュ ー 
ネル 大 学 で 革 水 生物 学 の 教育 こ あ た る . (1907 
<1936)。 と くに 水生 慣 虫 の トン ボ ・ カ ゲロ 
ウ ・ カ ワ ゲ ラ な どの 分 類 お よび 生態 の 研究 に 
力 を 注ぎ , 引退 後 も ふ 研 究 に 没頭 し , 89 歳 で そ 
の 生涯 を 閉じ た 。 全 著作 250 篇 の うち トン ボ 
に 関す る も の が 70 篇 ,・ そ の 次 が 生物 教育 に 関 
する も の で ある と いう 。 彼 は 水生 昆虫 学 の 専 
門 家 で ある と 同時 に 広い 視野 に 立っ て 自然 
愛す る 自然 教育 者 で も あっ た 。 

ニチ ジョ ー イ ドー 日 常 移 動 trivial 
movement] 動物 が その 生息 場所 habitat 内 
で 動き まわ る こと 。 も と の 生息 場所 か ら の 移 
動 migratory movement と 区 別 す る た め Scu- 
thwood (1962) が 提案 し た 。 

ニチ ジョ ー ヨ セイ サン 日 剰余 生産 
(daily surplus production] O@R4# 

ニチ セキ サン オン ド 日 積算 温度 [daily 


es ee be me 


cumulative temperature] 中 積算 温度 
ニチ ニチ ノ 日 々 の [daily Dtaglich 
@diurne] ある 事柄 が 毎日 起 っ て いる こと 。 
daily は , 日 ど と に ある い は 1 日 あたり に し 
て 計量 する こと , 1 日 と いう 単位 期間 内 で の 
活動 周期 を みる こと , ある い は 日 次 的 に 変化 
過程 を 追う こと な ど を ゃ 意味 する 。 

ニチ ホシ ョ ー テ ン 日 補償 点 [daily com- 
pensation point] 夜間 の 呼吸 に よる 炭酸 
ガス の 放出 も 含め た , 1 日 あたり の 緑色 植物 
の 炭酸 ガス 収支 が ゼロ = と な る よう な 光 の エネ 
ルギー 量 。 単 位 面積 の 葉 に つい て 用 いら れる 
こと が 多い が , 植物 個体 あたり , ある い は 単 
位 面積 あたり の 群落 に つい て も 用 いら れる 。 


ニチ ュー シン プン プ 二 中 心 分 布 [bi- 
centric distribution] 二 つ の 区 れ た 地域 


に 分 布 の 中 心 を も つこ と 。 東 アジ ア と 北米 に 
区 れ て 分 布 す る ユニ リノ キ Liriodendron な ど 
両極 分 布 は その 極端 な 例 で ある 。 ご 両極 分 布 
Lheliotherm] 外 温 動物 で , 体温 の 供給 を 
直接 日 光 に 仰ぐ 動物 。 

ニッ コー ヨク 日 光 浴 [sunbathing] 
ニッ シャ 日 射 [insolation ®Sonnen- 
strahlung ®insolation ] 

ニッ シャ ケイ 日 射 計 [actinometer, 
pyrheliometer ①Agtinometer acti- 
mometre] 太陽 放射 エネ ルギー を 測定 する 
#822, Gorczynski, Robitzsch, Angstrom ら 
の 日 射 計 が 用 いら れる 。 

ニッ シュ ー カツ ドー リズ ム 日 周 活動 一 一 
[daily activity rhythm] 生物 が 1 日 の 
活動 に お いて 示す 一 定 の 周期 性 の こと で , 生 
命 現 象 の 基本 的 属性 の 一 つ 。 そ れ に よっ て , 
各個 体 の 環境 に 対す る 適応 と エネ ルギー の 消 
費 が コン トロ ー ル され る 。 

ニッ シュ ー キ 日 周期 [daily periodici- 
ty, d. rhythm tagliche Periodizi- 
tat] 生物 の 生理 的 ある い は 行動 上 の 諸 活動 
が 1 日 の らち で 示す 変化 の バタ ー ン 。 日 周期 
性 。 そ の 生物 が も つ 内 因 的 endogenous な 原 
因 に よる 場合 と , 光 ・ 温 湿度 その 他 の 環境 条 


件 の 日 変化 に よる 外因 的 exogenous な 場合 
と が ある 。 ま た それ 以前 の 環境 条件 に よっ て 
条件 づけ conditioning され て 一 定 の 日 周期 
を 示す 場合 も ある 。 

ニッ シュ ー セ ン イ 日 周 居 移 [daily suc- 
cession ⑪tagliche Sukzession] ある 場 
所 の 生物 の 種類 ・ 個 体 数 が , 1 日 の うち の 時 
刻 に よっ て 移り 変る と と を この よう に いう 場 
合 が ある 。 6 

ニッ シュ ー テ キナ BAK (diurnal, 
diel, daily] 1 昼夜 の , 1 日 の 間 で の , 日 
周期 的 な 経過 を 意味 する 。 diurnal (LRH 
を も 意味 する 。 

ニッ シュ ー ヘ ンド ー 日 周 変動 [dinrnal 
variation] 1 日 の 間 で の 変化 を 主として い 
う 。 PBA 

ニッ チ [niche ⑩Nische ®niche] = 
ッ チ zo 三 生態 的 地位 

ニッ チョ ー 日 長 [day length] 1 日 に 
お ける 明 時間 の 長 さ 。 

ニッ チョ ー シ ョ リ 日 長 処理 [day-length 
treatment] 光 の 照射 時 間 を 人 為 的 に 調節 
する こと に より , 長 日 植物 ・ 短 日 植物 を 任意 
の 時 期 に 開花 ・ 結 実 さ せる こと 。 長 日 植物 に 
は 長 日 処理 , 短 日 植物 に は 短 日 処理 を 行う 。 

ニッ チョ ー フ トー 日 潮 不 等 [dinrnal 
inequality] 1 日 に あつ う 2 回 ある 高潮 ま 
た は 低 潮 の 潮 面 の 高 さ (潮位 ) が 著しく 異な る 
状態 。 

ニ ネ ン セ イ 二年生 [biennial Obienn 
®bisannuel] 発芽 か ら 開花 ・ 結 実 ま で に 
2 年 を 要する 植物 。 生 育 期間 は 足 か け 3 年 に 
わた る も の が ふつう 。 越 年 生 winter annual 
と は 違う 。 

ニニ ネン セ イ ショ ク プ ツ 二年生 植物 [bi- 
ennial plant ①zweijahrige Pflanze 
®plantes bisannuel ] 発芽 し て 開花 ・ 結 実 ・ 
枯死 まで に 2 年 の 生育 期間 が 必要 で ある も の 。 

ニ バ ン ソ ゾー = [aftermath OGrum- 
met Mregain] 乾 草 ・ サ イレ ー ジ 用 に 春 に 
草 を 刈っ た あと 再生 し た も の 。 

ニ プ ン レツ 二分 裂 [binary fission OD 
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Zweiteilung] 分 裂 の 一 型 で , 1 個体 が 新 し 
い 2 個体 に 分 れる 現象 。 等 分 裂 equal division 
と 出芽 budding の 区 別 が ある 。 

ニモ ー サ ク 二毛作 (double crop] 同 
一 耕地 を 作付 作物 を 変え て 年 2 回 利用 する こ 
と で , 3 回 な ら 三 毛 作 と な る 。 同 一 作物 を 年 
2 回 収 獲 す る 場合 は 二 期 作 と いう 。 

ニュ ー ジ シボ ー リ ツ 乳児 死亡 率 Linfant 
mortality rate, i. death r.] 1 歳 未 満 の 
乳児 の 死亡 率 の こと で ある が , 1 AMO A 
口 は 把握 が 困難 な の で , その 年 の 出生 数 を 代 
用 する 。 す な わ ち , その 年 の 出生 数 1000 あ た 
り の 1 歳 未満 の 死亡 数 で ある 。 健 康 指標 の 中 
Ch, と くに 健康 面 か ら み た 環境 と の 関連 が 
深い と 考え られ る 。 生 後 4 週間 未満 の 死亡 は 
先天 的 な 原因 に よる も の が 多い の で , 新生 見 
死亡 率 と し て 区 別 す る こと も ある 。 

ニュ ー シ ャ ガタ オン ド プ ンプ 入射 型 温度 
分 布 [incoming radiational type] 昼間 
の 地表 付近 の 温度 分 布 の 型 。 地 表面 が 極端 に 
高温 と な る 。 

ニュ ー ス イリ ュー 入水 流 Linhalant 
current, i. stream, inspiratory ec.| 水 
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内 部 へ 流入 する 呼吸 水流 。 
ニュ ー ス トン [meuston] 王 水 表 生 物 
ニ ヨン ゴ - テ ィ ー -[2,4,5-T; 2,4, 5- 


trichlophenoxyacetic acid] フェ ノ キ ン シン 
酢酸 系 の 除草 剤 で あり ,. 2,4-D と 類似 の 作用 
性 を も ぁ つ ホル モン 型 移行 性 除草 剤 。2, 4-D に 
抵抗 性 の ある 木 本 性 雑草 に る 効果 が あり , 林 
業 方 面 で 利用 され た 。 Lael, 工業 製品 中 に 
含ま れる 人 微量 の 不純 物 tetra-chlorodibenzo- 
dioxin の 猛毒 性 ・ 催 奇 性 な どの た め K 大 問 
題 と な り , 1971 年 以降 その 使用 は 禁止 され た 。 
か つて 米 軍 が ベト ナム 戦争 で 枯葉 作戦 に 本 剤 
を 使用 し た の は 有名 で ある 。 

ニ ヨ ン - デ ィ ー [2, 4-D : 2, 4-dichloro- 
phenoxyacetic acid] Pokorny(1941) こよ 
り 合 成 さ れ , Zimmerman(1942) ら に より 植物 
、 ホル モン 作用 が 発見 され , 更に 濃度 を 高く す 
る と 除草 効果 が ある こと が 認め られ た 。 広葉 


| の 雑草 に 有効 で あり , イネ 科 の 雑草 に は 効果 


が な い 。 高 等 動物 に 対す る 急性 毒性 お よび 魚 
毒性 は 低い 。 

ニン イ チュ ーシュ ツ 任意 抽 田 [random 
sampling] 調査 地域 内 の 抽出 単位 (個体 ある 
い は 区 画 ) を 偏り な く 無 作為 at random に 抽出 
する 方 法 で , 標本 調査 の 理論 は と の 前 提 の 上 ・ 
に 成り 立つ 。 Me Mic Ls CHF ES 
大 て い 偏 り を 生じ る の で 乱数 表 vr. number 
table な ど を 利用 し て 抽出 の 無 作為 化 rando- 
mization を 保証 する こと が 望ま し い 。 全 調査 
地域 か ら 調査 単位 を 任意 抽出 する 単純 任意 抽 
Hi simple random sampling の ほか , 層 別 任 
意 抽出 stratified r. s. その 他 の 方 法 が ある 。 

ラン ダム サン プリ ング ・ 無 作為 抽出 ・ 無 作為 
標本 抽出 。 

ニン ゲン セイ タイ ガク AMER (hu- 
man ecology] 人 類 生態 学 。 ヒ ト に つい て 
の 生態 を 研究 する 場合 , 生物 学 的 要因 だ け で 
は なく, 社会 ・ 文 化 的 な 要因 が 複雑 に 関与 し 
て いる 。 そのため, 様々 な 立場 ・ 方 法論 が あ 
り 、 歴 史 的 に みて も , AMER LV 5 Shi 
分 野 は 社会 人 類 学 の 分 野 , 人 文 地理 学 の 分 野 , 
公衆 衛生 学 の 分 野 な どか ら , それ ぞ れ の 背景 
Rho CHIBSHNTEK, OSe¥ 

ニン ゲン トト セイ プ ツ ケン ケイ カク A 
と 生物 園 計 画 [Man and the Biosphere 
Programme] IBP に 引続き , ユネ スコ 主催 
で 10 年 以上 の 期間 行わ れる , 地球 生態 学 に 対 
する 人 間 活 動 の 影響 の 研究 計画 。13 の プロジ 
ェクト が すでに 決っ て いる が , 更に 追加 が 考 
えら れ て いる 。 

ニン ゲン ノ 人 間 の [anthro(pe)ie」 

ニン シキ ショ ク 認識 色 Lrecognition 
color] 動物 の も つ 標 識 色 の うち , 同一 種 内 © 
の 他 の 個体 と の コミ ュ ニ ケー ショ ン に 役立つ 
も の 。 た と えば 雄 に 対す る 信号 と な る 雌 の 色 
彩 、 な わ ば ぱり 闘争 を 解 発 する 雄 の 色彩 な ど 。 
BOAO AIC Sh SHAT, 期間 の 限 
定 さ れ た 認識 色 で ある 。 

ニン シン チョ ー セ ツ 妊娠 調節 (birth 
control OGeburtenkontrolle] 産児 制 
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限 ・ 産 児 調 節 と も いう 。 人 為 的 に 妊娠 を 避け -。 こと を いう 。 現 代 の 文明 社会 で は , 妊娠 調節 
人 口 の 増加 を 調整 する こと 。 狂 義 に は , 家族 OBRMAAKAXUMBS A TVS. 
計画 その 他 の 月 的 で , 一 時 的 に 受胎 を 避け る 宮家 族 計画 
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ヌキ トリ ケン サ ホ ー 抜き 取り 検査 法 
[samplig inspection] 工場 で 作ら れ た 製 


品 の 中 か ら 一 部 分 を 随意 に 抜き 取っ て 検査 し , 


その 良否 の 率 か ら 全 体 の 製品 の 良否 を 判定 す 
So ERS Ci, 生物 群集 の 取扱 い に お いて 
群集 全体 を 調査 する こと が 困難 な 場合 が 多い 
DC, 一 部 分 を 調べ る と こと に よっ て 母 集 団 の 
推定 を 行う の は 同じ 原理 に よる 。 

ヌケ ガラ 脱 け 殻 [cast-off skin] 水生 
の 甲殻 類 ( エ ビ ・ カ = ニ ・ 水 生 昆 虫 な ど ) は 成長 
に 伴っ て 何 回 か 脱 度 する 。 生 態 学 の ヶ ち 生物 
. 生産 の 研究 が 進み , 今 ま で あま り 重 要 視 され 
な か っ た 動物 の 脱 け 殻 を 用 いて 成長 を 調べ た 
り , 純生 産 量 を 算出 する た め に 必要 た 測定 す 
べべ き 対象 と な っ て いる 。 

ヌサ ガタ ケイ ソー “HGH (Tabellaria] 
数 個 の 細胞 が 癒着 し 板 状 を な し , その 角 隅 が 
寒天 質 で 連続 し , ジグ ザ グ 状 また は 星 形状 の 
群体 を 作る 百 藻 の 一 種 で , Tabellaria 属 を い 
5, ヌサ と は 神 に 祈る と き の 「 御 嵐 」 の こと 
で , ジグ ザ グ 状 の 形態 か ら 名 づけ られ た 。 淡 
水 に も 海洋 に ゃ 比較 的 多く 産 する 。 


ヌナ タク [mnaunatak] レフ ュ ジ ー ア の 一 
種 で , 氷河 の 襲来 を わずか に 免れ 植物 が 生き 
残っ た 小 地域 。 エ スキ モー 語源 。 や レフ ュ ジ ー 
ir 

ヌ ノ ジョ ー コ ー ズ イ 布 状 洪水 [sheet 
flood] 乾燥 地域 に お ける 岩石 床 の 上 で は , 
平時 は 河 を な し て いな い が , 騒 雨 に よっ て 流 
水 を 生じ る と き に は , その 岩石 床 の 上 を 幅 の 
広い 薄い 層 を な し て 流れ る 状態 を 布 状 洪水 ま 
た は 層状 洪水 と いう 。 

ヌ ノ プ ブクロ 布袋 Lcotton cloth bag] 
野外 採集 の と き 土 壌 ・ 落 葉 ・ 魚 類 な どの 標本 
を 入れ る の に 用 いる 。 用 布 は 厚手 の 白地 綿布 
が よく , 口 を 締め る 紐 を 付け , 必ず 通し 番号 
を 記す 。 魚類 標本 の 場所 ・ 時 間 に ょ っ て 一 括 
し , 大 型 ホ シル マリ ン ・ タ ンク 傾 保 管 す る 場合 
に は 最適 で ある 。 

XY 沼 [swamp」 Bit. OR 

ヌル メ ぬるめ [roundabout channel] 
冷た い 準 江 用 水 を 正 回 させ て 暖め る 水路 。 
‘IP Lh, 高 冷 地 ・ 湯 水 地 の 水田 に 
多い 。 
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ネアンデルタール ジン 一 一 人 [Nean- 
dertal man Neandertaler] Homo 
sapiens neanderthalensis, H. sapiens を 新人 , 
H. erectus を 原 人 , その 中 間 に 位置 する H. 
s. neanderthalensis を 旧 人 と 呼ぶ 。1856 年 に , 
F ド イツ の ネアンデルタール の 洞窟 で 発見 され , 
その 後 き コー ロッ ズ 各 地 ・ ア ジア ・ ア フリ カ 等 
か ら 類 似 の 骨 が 発見 され た 。 洪 積 世 後 期 , > 
か ら 10 万 年 前 に 現れ , 3 万 5000 年 前 に 姿 を 
消し て いる 。 旧 人 と 新人 の 関係 に つい て は 旧 
人 絶滅 説 と 旧 人 か ら 新 人 へ の 移行 説 が ある が , 
最近 は 後者 の ほう が より 強い 支持 を 得 て い る 。 
旧 人 は 1300~1600cc の 頭蓋 容量 を も つが 頭 
高 が 低く , 眉 上 隆起 が 顕著 で 苦 の 形成 は 痕跡 
的 で ある 。 旧 人 の 住居 跡 の 中 に は , 最 古 の 埋 
更 の あと が 見 られ る 。 ま た , 伴 田 する 石器 ・ 
動物 遺物 等 か ら , 大 型 獣 の 狩猟 を 中 心 と する 
生活 を 営ん で いた こ と が 推定 され る 。 

ネイ マン プン プ 一 一 分 布 [Neyman's 
distribution] Neyman(1939) が 昆虫 ・ 細 菌 
類 の 分 布 に 適用 し うる 分 布 モ デル と し て 導い 
た も の で , や や 仮定 の 異な る タイ プ A・B・C 
の 3 型 が ある 。 た と えば 卵 塊 が ラン ダム 人 産 
下さ れ , 冬 卵 塊 か ら 負 化 し 生き 残っ た 幼虫 が 
一 定 面積 / 内 に ラン ダム に 分 布 す る と し た と 
き 導 か れる 分 布 で ある 。 タイ プ A の 分 布 は 上 
記 の よう な 仮定 を 置か な く て も コロ ニー が 平 
均 値 の Poisson 分 布 ,」 1 コロ ニー あたり 個 
体 数 が 平均 zz の Poisson 変数 で 与え られ る と 
し た と き 導 か れる 典型 的 な 重複 ( 二 重 )Poisson 
分 布 double P. distribution で あっ て , 基本 
的 な 分 布 モ デル の 一 つ に な っ て いる 。 

ネイ バー フッ ド (neighbourhood ] 
空 コ ミュ ニテ ィ 

ネオ スペ シス [neospecies] 種 の 生命 環 
の 一 段階 。 新 し く 形 成 さ れ た 種 に は まず 分 布 
WORK, 個体 数 の 増加 が 起 る が , 亜 種 の 分 
化 は まだ 大 られ な いこ の よう な 段階 の 種 を い 
う Dillon Ais. や 種 の 生命 環 , や メソ スペ シス 


RAT 根株 (stump, stub, stock]・ 林 
学 で は 一 般 に 伐 木 後 の 切 株 を 指す が , 生態 学 
CHAE stump weight と いう よう に 用 いる 
場合 に は , 第 一 主 根 以 下 の 部 分 で 主 根 を すべ 
て 除い た も の を 指す 。 

ネ キ リ 根 切 り [root pruning] 苗木 や 
移植 の 難し い 樹木 の 活着 を よく する た め に 側 
根 を 切断 し て 細 根 を 豊富 に する と と 。 

ネ ク ト プリ ュー スト ン [nektopleuston ] 
時 お り 水 面 上 の 大 気 中 に は い 出 し た り 飛 び 出 
た り し て 生活 する 遊泳 動物 。 

ネ ク ト ン [mekton, necton] 三 遊 泳 生物 

APF ね ぐら [roost] 鳥類 が 夜 に 大 群 
を な し て 休息 する こと を , と くだ 指す こと が 
ある 。 

ネクロ ン [necron] まだ 腐植 に な っ て い 
な い 死 ん だ 植物 体 の 総称 。 落 葉 枝 

ネツ オセ ン 熱 汚染 [thermal pollu- 
tion] 冷房 に よる 排 熱 発電 所 の 温 排水 な 
ど に よっ て 大 気 ・ 水 の 温度 が 上 昇 す る 一 種 の 
公害 。 

ネツ オセ ンコ 熱 汚染 湖 [thermal pollu- 
tion lake] 発電 所 な どの 放出 する 熱 排水 
に より 自然 の 生態 系 が 乱 さ れ た 潮 。 

ネッ シ 熱 死 [heat death, sun-scald 
Mitzetod] 温度 死 thermal death の 5 
ち で 高温 に さら され る こと に よる も の 。 

ネツ シュ ー シ #4 Cheat balance 
⑥Warmebilanz] 熱 が 一 定 面 ・ 一 定時 間 
に 出入 する こと 。 地 表面 で は 純 放射 ・ 地 中 伝 
導 熱 ・ 顕 熱 ・ 潜 熱 の 輸送 が 主 と な る 。 収支 が 
完全 に 釣 合 っ て ゼロ に な っ た 状態 を , 熱平衡 
thermal equilibrium と いう 。 

ネツ ソ ガ イ FAlh=S Cheat jibftion] 
高温 に よっ て 様々 な 生理 作用 ・ 酵 素 活性 な ど 
が 阻害 され る 現象 。 高 温 阻 害 。 

ネッ タイ RBH [tropical belt, t. zone, 
torrid z.] 赤道 を は さむ 低 緯度 の 地域 で , 
数 理 気候 帯 と し て は 南北 回 帰 線 に は さま れ た 
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地帯 で ある が , 気候 学 的 境界 は は っ きり し な 
い 。 年 平均 気温 20"C, 最 寒 月 の 平均 気温 18"C 
以上 な ど 様 々 な 定義 が ある 。 

ネッ タイ ガイ ノ = RBBHO [extratropi- 
cal | 

ネッ タイ コ ABH (tropical lake] 年 
中 水温 が 4"C 以 上 を 保ち , Airis LOMO 
周辺 の 気温 の 高い 地方 に 分 布 する 湖 。 

ネッ タイ コー ウリ ン 熱帯 降雨 林 [tropi- 
‘cal rain forest, pluviilignosa ①Dtropi- 
scher Regenwald] =xm#23m# 

ネッ タイ A-VVIL91. RRA 
(tropical rain forest zone] 三 熱帯 多雨 
th 

ネッ タイ コク ショ ク ド ジ ョ ー 熱帯 黒色 土 
4% [tropical black soil, t. b. earth © 
schwarze Tropenboden ®sol tropical 
noir] 熱帯 ・ 亜 熱帯 を 中 心 に 分 布 する 粘土 
質 の 黒 色 土 壌 の 総称 。 

ネッ タイ サバ ン ナ セイ プ ツ グン ケイ 熱帯 
ー 一 生物 群 系 [tropical savanna biome] 
イネ 科 植 物 を 主 と す る 熱帯 草原 の 動植物 を 総 
合 し た 生物 共同 体 の 単位 。 

ネッ タイ ショ ク プ ブツ 熱帯 植物 「macro- 
therm, mm. plant) ARC AREL CHAT 
る 植物 で , Kin0°C CHIET ZS. 

ネッ タイ タウ コー ボク リン BRESHRRA 
林 [pluviisilvae Otropischer Regen- 
wald] 周年 , 高温 多湿 な 熱帯 の 低地 ・ 山 地 
下部 に みみ ら れる 。 樹高 70 一 90 m 以上 に も な 
り , 多種 類 の 高木 か ら 成 る 。 熱帯 多雨 林 

ネッ タイ タウ テイ ボク リン 熱帯 多雨 低木 
林 [tropical rain scrub, pluviifruticeta 
Otropischer Regendebisch] 熱帯 多雨 
地方 の 環境 条件 , と くに 土壌 条件 の 特殊 な 所 
で 高木 林 が 成立 で き な い 場所 に 成立 する 常緑 
広葉 の 低木 林 。 マン グロ ー プ 林 な ど が 代表 的 
な も の 。 優 占 種 が 明らか で , 種 組成 も 単純 で 
ある 。 

ネッ タイ タウ リン 熱帯 多雨 林 [tropical 
rain forest, pluviilignosa」 年 平均 気温 
25°C 以上 , 年 雨量 が 2000mm 以上 で 降雨 


が 年 間 で ほぼ 平均 的 に 分 布 し , 土壌 容 水量 が 
森林 の 水分 収支 を 十分 まかなう だ け あ る 熱帯 
に 成立 する 森林 。 樹 高 5070 m に 達する 。 
樹冠 層 は 何 層 に も 分 化し 種類 相 が 豊富 で 特定 
の 優 占 種 が 認め られ な い 場 合 が 多い 。 樹 度 は 
薄く , 芽 は 保護 鱗片 を 欠き , PORTIA 
根 を 有する 大 木 が 多い 。 林 内 湿度 は 高く , 着 
生 植 物 や つる 植物 が 多い 。 ほ と ん ど 常 緑 広葉 
樹 か ら 成 り , 落葉 の 時 期 は 個体 ど と ある ゆい せ は 
ROL CHS. PRIS, ARE ORE 
は 悪い こと が 多い 。 分解 が 早い た め Ao 層 は 
ESET, A 層 の 上 に L 層 が 薄く 覆う 。 熱帯 
降雨 林 。 F 

ネッ タイ タウ リン セイ プ ツ ゲン ケイ 熱帯 
多雨 林 生物 群 系 [tropical .rain forest 
biome] 幸 帯 多雨 林 の 動植物 を 総合 し た 生 
物 共 同体 の 単位 。 

ネッ タイ タウ リン タイ BSS 
[tropical rain forest zone] 多雨 気候 で 
の 植物 帯 区 分 の うち 年 平均 気温 が 約 20"C 以 
上 , 暖か さ の 指数 で 240( 月 ・“C) 以上 の 地域 
に 分 布 す SRA, 熱帯 降雨 林 和 帯 。 補 熱帯 多 
雨林 

ネッ タイ チ ホ ー 
district, the tropics ] 

ネッ タイ テイ キア ツ 
ical cyclone ] 

ネツ タイ ニン セイ 熱 耐 忍 性 Lheat tole- 
rance] MU 5 SiaPAOMAMICOV TD 
る ので, 耐熱 性 heat resistance と は 異な る 。 
耐熱 性 

ネッ タイ J 熱帯 の [tropical Otropi- 
sch ®tropique] Ooms ② 海 洋 で は , 
高温 狭 温 性 の 生物 が 生息 し , 海岸 に マン グロ 
ー ブ 林 が , 光 下 常に サン ゴ 礁 が 見 られ る 。 

ネッ タイ フ ヘ ン シ ュ 熱帯 普 遍 種 [tropi- 
copolitan] 周 熱帯 分 市 を し て いる 生物 種 。 

ドー リー 熱帯 偏 東風 
[tropical easterlies] ツ 偏 東風 

ネツ デン ドー BiH [heat flux] AR 
が 物体 の 高温 部 か ら 低温 部 に 移行 する こと 。 
な お 熱 伝導 率 は 温度 差 が 1cm に つき 1"C の と 


RBA (tropical 


熱帯 低 気 圧 Ltrop- 
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き ,。 lcm? の 面 を 1 秒間 で 通過 する 熱量 (ca) 
で 示す 。 

ネッ ト プラ ンク トン [net-plankton O 
Netzplankton] 何ら か の 大 き さ の 布目 の 
プラ ンク トン ネッ ト で 採集 し うる 浮遊 生物 。 
小型 浮遊 生物 以上 の 大 き さ の も の 。 

ネツ ヘイ コー 
librium Othermisches Gleichgewicht 
®équilibre thermique] ご ご 熱 収支 

ネツ リョ ー 熱量 [ealoriec value] 生物 
経済 学 の テ ネ ル ギー 収支 算定 の 尺度 。 カロ リ 
ー 量 。cal と keal=1000cal で 表 さ れる 。 ふつ 
5H lg に つき 植物 体 は 34 Kcal, 動物 
体 は 5 一 6kcal と され て いる が , 種 に より 生 
育 の 度合 に より その 相違 は 著 し い 。 熱量 計 

ネツ リョ ー ケ イ 熱量 計 [calorimeter] 
栄養 素 の 含有 熱量 を 酸化 分 解 し て 測定 する 知 
熱 熱 量 主 と , 生体 の 代謝 量 測定 の た め の 呼 吸 
熱量 計 と が ある 。 生 態 学 で は 主 に 前 者 の こと 
を いう 。 熱 熱量 計 に は 断熱 式 と 非 断熱 式 と 
が ある 。 

ネツ リョ ー ソ ク テ イ ホー 熱量 測定 法 
[ealorimetry] 呼吸 熱量 計 の 内 部 に 入 
動物 か ら 発 生 す る 熱 を 外 囲 の テラ ジェ ー タ ー 中 
の 水温 上 昇 で 測定 し, 呼吸 量 を 知ら ろう と する 
方 法 。 直 接 的 呼吸 量 測定 法 。 近 年 で は ガス 測 
定 も 同時 に で きる 計器 が 使わ れ て いる 。 

ネバ パリ GRY [root spread] 

ネプ ラス カン ヒ ョ ー キ 一 一 永 期 LNe- 
braskan glacial period] 北米 大 陸 の 氷河 
時 代 。 ギ ュ ン ツ 水 期 に 対比 され る 。 や ギュ ン ツ 
永 期 

ネン エキ HR [slime OSchleim © 
mucosité] 生物 が 作り 出し , その 体内 ・ 体 
外 に 分 泌 する 粘 向 な 液 。 体 表 の 保護 , 移動 の 
FR, 物質 の 捕 着 な どの 機能 を 果す 。 主 に 多 
糖 類 ・ 糖 タン バク 質 が その 成分 で ある 。 

ネン カン セイ サン リョ ー 年 間 生産 量 
{annual production Deinjaihrige Pro- 
duktion ®production annuelle] O# 
物 学 的 生産 量 


ネン カン ネツ シュ ー シ 年 間 熱 収支 [an- 


熱平衡 [thermal equi- | 


・ ERE, 


nual heat budget] OMX 

ネン キュ ー ゲ ン 年 級 群 Lyear class] 
ある 年 に 生れ た ある 種 の 個体 を 何ら か の 範囲 
で まとめ た 場合 の その 1 群 。 FR, 

ネン ゲ グン 年 群 Lyear group) 同じ 年 に 
解 化 また は 放流 され た 個体 の 集団 。 年 級 year 
class と 同義 。 

ネン シ ツ セイ フ ユ ー セ イプ ブツ HARSH 
生物 [kollaplankton] 粘液 質 ・ 膨 質 の 物 
質 を 体 の 周囲 に 分 泌 する 税 遊 生 物 。 

ネン シ ツ セイ プラ ンク トン 格 質 性 一 一 
Lkollaplankton] 三 粘 質 性 浮遊 生物 

ネン シュ ー キ ヘン ドー 年 周期 変動 Lan- 
nuation] 生物 の 数 ・ 行 動 , 群落 の 組成 ・ 
構造 な ど が 環境 要因 (雨量 ・ 温 度 な ど ) の 違い に 
よっ て 年 々 変動 する こ と 。 年 周期 変動 は 気候 
変化 に よる と は 限ら な い が , annuation は ち 
つら う 上記 の 意味 に 用 いら れ て きた 。 

ネン シュ ー シ ジ FRX [annual budget) 
あの 0 半 
また は エネ ルギー の 収支 。 

ネン セイ チョ ー リ ョ ー 年 成長 量 [an- 
nual increment] 三 連 年 成長 量 | 

ネン セイ / 稔 性 の [fertile] 

ネン チャ クト ラッ プ 粘着 一 一 [sticky 
trap] 紀 虫 の 飛来 数 ・ 羽 化 数 な ど を 知る た 
め , ガラ ス 板 な ど に ワセリン ・ タ ング ルフ ッ 
ト を 徐 る か , は え 捕 り リ ボン を 吊 す な ど し て 
調べ る 方 法 。 相 対 密 度 を 知る 上 に 役立つ 。 

ネン ド 粘土 [clay OTon ⑤⑥argile」 
母 岩 が 風化 分 解 し て 生じ た 粒 径 0.002mm 以 
下 の 粒 子 。 

ネン ド バ ン 粘土 盤 [claypan Overdi- 
chtete Tonschicht ®horizon argileux 
compact] 粘土 の 集積 ・ 生 成 に よっ て 生じ 
透水 性 ・ 透 気性 が 小さ い 。 OBB 

ネン ドバンド ジョ ー 粘土 盤 土壌 plano- 
sol] プラ ノ ゾ ル 

ネン ネン ノ 年 々 の [annnual, yearly 
Ojabrlich Mannuel] ある 事柄 が 毎年 起 
っ て いる こと 。 annual, yearly は , 年 ご と に 
ある いせ は 1 年 あたり に し て 計量 する こと , 1 
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年 と いう 単位 期間 内 で の 活動 周期 を みる こと , 
ある い は 年 次 的 に 変化 過程 を 追う こと な ど を 
も 意味 する 。 

ネン ヘイ キン セッ シュ リョ ー FFARR 
量 [mean annual uptake } 

ネン リン 8 [①year mark, annu- 
lus @annual ring] (①⑬ 動 物 の 年 輪 。 魚 の 
鱗 ・ 耳 石 に は , 樹木 の 断面 と 同様 に 季節 変化 
に 応じ た 成長 の 粗 密 を 示す 同心 円 模様 す な わ 
SRR growth ring が 見 られ る 。 こ れ を 年 
輪 と 呼 写 こと が ある が , 必ず し ゃ 1 段 1 年 を 
示す と は 限ら な い 。 路 乳 類 の 曰 歯 の 歯根 部 断 
面 に も 生後 数 年 の 年 輪 が 区 別 で きる 。 ぐ 年 間 
の 季節 変化 に 伴う 木 部 の 成長 の 違い に よっ て 
作ら れる 植物 の 年 輪 。 し た が っ て 季節 変化 の 
少な い 熱帯 多雨 林 の 樹木 で は は っ きり し な い 。 

ネン リン ガク 年 輪 学 [dendrochrono- 
logy DDendrochronologie] 年 輪 の 詳細 
な 測定 に よっ て , その 樹 本 の 生育 期間 中 の 環 
境 の 変化 を 推定 する 編 年 学 。 

ネン レイ カイ キュ ー 年 齢 階級 Lage 
class DAltersklasse] ORM ; 

ネン レイ ゲ グン 年齢 群 Lage group] 4 
る 種 の 集団 の 個体 を 同じ 年 齢 ご と に まとめ て 
スス た と き に 区 別 さ れる 各 群 。 年 群 


ネン レイ コー セイ 年齢 構成 [age com- 
position, a. structure] 個体 群 の 内 部 の 具 
級 ご と の 量 的 な 分 布 構造 。 FIRE, SR 
分 布 , PRR ・ 

ネン レイ サテ イィ 年齢 査定 [aging] 生物 
KOE, 何ら か の 特徴 を 基礎 と し て 計 
数 推定 する こと 。 魚類 の 鱗 に ゃ 成長 紋 growtL 


ridge, circulus が 密 に で きた 年 輪 annulus が 


形成 され , 有効 な 手 掛 り と な る 。 OB 
ネン レイ ピラ ミッ ド 年 齢 一 一 Lage 
pyramid] 個体 群 の 年 齢 組成 を 示す た め , 
縦 軸 に 年 齢 群 を , 横 軸 に 個体 群 中 に 占め る 各 
年 齢 群 の 百分率 を と り , ピラ ミッ ド 形 の 図 と 
し て 示 し た も の 。 個体 数 の 増加 期 に は 若い 年 
骸 税 の 占め る 割合 が 高く , 減少 期 に は 高 年 齢 
悦 の 割合 が 大 きく な り , 個体 数 の 増減 の 様子 
を ある 程度 反映 する 。 ま た 世代 の 重なり 合わ 
TWEE RAL Cs, 個体 群 の 齢 構成 の 季節 
的 推移 を 示す た め に 用 いら れる こと が ある 。 

ネン レイ プン プ 年 齢 分 布 Lage distri- 
bution] ある 集団 に お ける 年 齢 階級 の 頻度 
分 布 。age は 年 齢 と 限ら な い の で , 年 齢 以外 
の 齢 を ゃ 含め る 場合 は 齢 分 布 と いう ほう が よ 
い 。 「 


の 


ノー ギョ ー セイ タイ ガク 農業 生態 学 
[agricultural ecology Mlandwirtsch- 
-aftliche Okologie] 一 般 生 態 学 と 農学 と の 
か け 橋 と し て , (FHOMG > AE ABR 
除 に 関係 し た 生 丁 学 的 現象 を 扱う 学問 分 野 。 
ノー ギョ ー セイ タイ ケイ eet 
Lagroecotype」 人 為 海 汰 に より 形成 され た 
生態 型 。 
ノー ギョ ー チ タイ 
tural region] 
J—F3a-FUHFT BW Lagri- 
cultural geography | 
ノー コー 8H [agriculture] 農耕 の 
発生 過程 は 明らか で は な い が , 野生 食用 植物 
の 採集 か ら 発展 し た と 考え られ る 。 採 集 と 比 
較 し た 場合 程度 の 差 は ある が , 人 間 が 食糧 源 
wie CX SOL, 再生 産 が 可能 で ある こと 
が 特徴 的 で ある 。 農耕 を 発展 段階 か ら , ホー 
ティ カル チュ ア と 狭義 の 農耕 に 分 ける 場合 も 
ある 。 ツ ホー ティ カル チュ ア 
。 ノー コー ミン 農耕 民 [agriculturist 
植物 の 栽培 に よっ て 生計 を た て て いる 人 類 の 
集団 を いう 。 人類 が 最初 の 農耕 を 行っ た の は 
約 1 万 年 前 と いわ れる 。 そ れ 以 前 の 人 類 の 生 
活 は 狩猟 採集 に 依存 し て いた 。 農耕 は 再生 産 
の 可能 性 と 規則 的 な 労働 生み, 更に 食物 の 
貯蔵 ・ 住 居 の 定住 化 ・ 社 会 構造 の 複雑 化 等 を 
も た らし た だ 。 
ノー シュ ク ケ イス ー 濃縮 係数 [CZ :con- 
centration factor] 海産 生物 の 体内 に 海 
水中 の 放射 性 物質 が 濃縮 (EWR) Sno 
度 を 示す 係数 。 単 位 重 量 の 海水 中 お よび 生物 
中 に ある 放射 性 核種 の 濃度 の 比 で 示さ れる 。 
ノー セイ タイ ケイ BERR [agro-eco- 
system] 作物 を 中 心 に 人 間 が 作り 変え た 生 
態 系 ecosystem を 意味 し , 作物 お よび その 栽 
培地 域 に すむ 他 の すべ て の 生物 群 と それ を 取 
巻 《 環 境 を 含め た も の を 系 と 考え た と き , こ “ 
の 概念 が 成立 つ 。 農 生態 系 で は 収穫 物 が 系 外 


BAM Lagricul- 


に 運び 出さ れる 一 方 , 肥料 ・ 水 な ど は 外部 か 
ら 供 給 さ れ , 作物 の 種類 ・ 栽 培 時 期 も 人 為 的 
( こ コ ント ロー ル さ れる な ど 自 己 完結 的 な 要素 
は きわ め て 少な い 。 

ノー チ シ ヒ ョ ー ショ ク プ ブツ Bey 
Lagricultural indicator] ある 土地 を 農 
地 と する 場合 , 作付 作物 の 判定 や 場所 の 選定 
に 用 いら れる 白 標 植物 。 ご 指標 植物 

ノー チ セイ ギョ ガク 農地 制御 学 Lagro- 
nomy MAgronomie ®agronomie] 農 
産物 ・ 土 地 管理 の 理論 と 実際 を 取扱 う 学 問 分 
野 。 ふ つう は 作物 学 を あて る 。 

ノー ドー シャ 能動 者 [coactor] 相互 作 
用 に お いて 相対 的 に 能動 的 な 側 の 生物 。 

ノ ト ビオ ティ ッ ク カル チュ ア [gnotobio- 
tic culture] ある 特定 の 微生物 し か 含ま な 
い 培 養 の こ と 。 単 一 種 ( ま た は 系 統 ) の 栄養 や 
生化 学 な どの 研究 に 使わ れる と 同時 に , =O 
また は それ 以上 の 種 (また は 系 統 ) 間 の 関係 を 
研究 する た め に も 使わ れる 。 

ノビ 野火 [wild fire] 延焼 防止 策 を 十 
分 に し た 人 為 に よる 火入れ に 対 し て , 発火 原 


因 不 明 で 広がる も の 。 
ノビ キョ クソ ゾー 野火 極 相 Cpyroclimax, 


fire climax ®Feuerklimax] 信 常 的 な 
野火 また は 山 火 事 に よっ て 維持 され る 極 相 。 


山 火 極 相 。 
ノー ビ ョ ー 2% [nuclear polyhedro- 
sis] 三 核 多 角 体 病 


ノー マ ポ ー ル [Normapoll | 上 部 白亜 
紀 に 多い 双子 葉 植物 花粉 で , それ 以上 の 分 類 
学 的 な 位置 づけ が 不明 の も の 。 一 種 の 形態 属 
form genera 名 で ある 。 

ノー ミン BE [peasant] 農耕 を 少な く 
と も 生計 の 基本 と する 社会 で , 農耕 を 行う 者 
ある い は その 集団 を 指す 。 農 作物 の 栽培 だ け 
で な く , 家畜 の 飼育 を 伴う 場合 も 多い 。 文化 
人 類 学 等 で は , 一 般 に 企業 化 さ れ た 虹 業 や プ 
ラン テー ショ ン で の 農業 に 従事 し て いる 人 々 
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や 原始 農耕 民 を 農民 と は 呼ば な い 。 

ノー ヤク 83 [agricultural chemical 
pesticide] 楽 取締 法 に よれ ば , BRLit 
「 農 作物 を 害する 菌 ・ 線 虫 ・ ダ = - BR 
の 他 の 動植物 又は ウゥ ウィル ス の 防除 に 用 いら れ 
る 殺菌 剤 ・ 殺 虫 剤 ・ そ の 他 の 楽 剤 お よび 農 作 
物 等 の 生理 機能 の 増進 又は 抑制 に 用 いら れる 
成長 促進 剤 ・ 発 芽 抑制 剤 と その 他 の 楽 剤 で あ 
り , 防除 に 利用 され る 天敵 も 含む な 」 と され て 


いる 。 現 在 わが 国 で 農薬 の 有効 成分 と し て 便 
用 され て いる 化合 物 は 約 400 種 で ある 。 

ノー リョ ク テキ オー 能力 適応 Lcapacity 
adaptation] 温度 適応 で , 耐 忍 範囲 内 で の 
活動 性 が 変異 する こと 。 

ノー リン FLING BAMAS (agro- 
forestrial geology | 

ノン エク メー ネ [monecumene] OTF 
メー ネ 


ハイ イロ シン リン ド 大 色 森 林 土 [grey 
forest soil ⑥grauer Waldboden (sol 
g restier| 温帯 内 陸 の 森林 ステ ッ プ 
に 生成 され る 成 帯 性 土壌 帯び. RR Ye 
チェ ル ノ ジ ョ ー ム ょ 帯 の 間 に 分 布 す る 。 


ハイ イロ ド 灰色 土 [sierozem, grey 
desert soil @Sierozem (®sierozem ] 
=eRt 

パイ エリ ンク Beijerinck, Martinus 


Willem, 1851~1931 オラ ンダ の 土壌 徴 生物 
学者 。 細 菌 の 集積 培養 法 を 考案 し た 。 根粒 細 
Rhizobium, Azotobacter な どの 純粋 培養 
に 成功 し た 。 
_ パイ オク ロン [biochron] =4# 

バイ オタ イプ [biotype] 一 つの 生態 弄 
ecotype に 属す る 個体 群 は 必ず し ゃ 遺伝 的 に 
同一 組成 で な く 変 異 個体 を 含む 。 こ の よう な 
変異 個体 を い ヶ 。 Johansen の 純系 に 近い 。 
バイ オ テ レ メト リー [biotelemetry] 
生物 情報 の 遠隔 測定 の こと 。 生 態 学 で は 主 に 
野生 動物 の 位置 ・ 行 動 ・ 生 理 状態 を 自然 状態 
の まま 測定 する の に 用 いら れ て いる 。 技 術 的 
に せ は, 検出 器 ・ 送 信 機 ・ ア ン テ ナ を 動物 体 に 
付け 受信 アン テ ナ ・ 受 信 機 で 信号 を 受け , 復 
調 機 ・ 記 録 計 で デー タ を と る テレ メー ター シ 
ステ ム が 用 いら れる 。 安 藤 (197② は 動物 の 動 
き の 信号 を 検出 ・ 記 録 し た 曲線 を アク ト グ ラ 
ム actogram と 呼ん で いる 。 

バイ オト ー プ [biotop(e)] 特定 の 生物 
群集 が 生存 で きる よう な , 特定 の 環境 条件 を 
備え た 均質 な ある 限ら れ た 地域 。 生 活 半 。 単 
に 生活 環境 の 意味 に も 用 いる 。 

パイ オト ロン [biotron] 生物 環境 制御 
装置 と も いう 。 動 植物 の 生育 の た め の 環 境 を 
完全 に 制御 し 実験 を 行う こと を 目的 と する 装 


置 。 植物 の 場合 は フ ァ イ ト トロ ン pbhytotrone, 


動物 の 場合 は ズー トロ ン zootrone と 呼び , 温 
度 ・ 光 ・ 湿 度 ・ 大 気 な ど を 厳密 に 制御 し 実験 
を 行い , 数 多く の 成果 を 上 げ て いる 。 
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バイ オー ム [biome, biotic formation, 
plant-animal f.] 生物 群 系 と も い 2 う 。 植 
物 の 群 系 formation に 相当 する 気候 的 な 対応 
を も っ た 規模 で と ら え られ た 最も 大 き な 生 物 
群集 を 指す 。 こ の 規模 に 相当 する 動物 群集 の 


"区 分 は 認め られ て いな い が , 基質 と し て の 植 


物 群 系 と そこ と に 生息 する 動物 は 遊離 し た 存在 
で は な く , 相互 作用 に よっ て 結合 され た 生物 
的 複合 体 biotic complex で ある と し て 提唱 さ 
れ た 。 極 相 に 達し た 状態 で は , その 植生 を 特 
微 づ ける 植物 の 生活 型 は 種 は 異な っ て いて も 
共通 し て お り , その 意味 で 一 様 性 が 認め られ 
る こと を 基本 的 な 認識 と し て お り , し た が っ 
て 遷移 途上 の 各 相 の 植生 を も つ 地 域 も 含め て 
全体 を 一 つの 単位 と する 。 と れ は , この よう 
な 植物 群集 が 同じ よう な 成長 を し 同じ よう な 
構造 を も つ 複 合 的 個体 complex organism あ 
る い は 超 個 体 的 個体 superorganism と し て 把 
握 で きる と いう 考え を , バイ オー ム の 概念 が 
前 提 と し て いる こと と に よる 。 本 来 陸 上 に つい 
て 提唱 きれ た も の で ある が , 多少 内 容 に 差異 
が で きる が , 深 洋 に つい て $ 同 程度 の 規模 の 
生物 群集 を 指す よう に 用 いら れ , また 小 規模 
な 生物 群集 と 同義 に 使わ れ て いる と と も ある 。 

バイ オー ム ガタ 一 一 型 [biome type] 
極 相 林 の 型 に た よっ て 類別 され て 識別 され る ズバ 
イオ ー ム の 型 。 例 * ス テッ プ ・ ツ ンド ラ ・ 針 
葉 樹林 ・ 落 葉 樹林 な ど 。 

バイオ メー ター ホー 一 一 法 [biometer 
method] 生物 計 法 。 植物 計 , 生物 計 

バイ カイ コン チュ ー 媒介 昆虫 [insect 
vector] 動植物 の 病気 の 原因 と な る 病原 微 
生物 を 媒介 する 約 虫 。 マ ラリ ヤ 原 虫 を 運ぶ へ 
マダ ラ カ Anopheles spp., 1 #2 4 
ス を 媒介 する ツマ グロ ョ コバ ベイ Nephotetrix 
cincticeps 人 など 。 

パイ カイ シャ 媒介 者 [vector] 病原 微 


生物 を 媒介 する 動物 。 


バイ カキ カン 倍加 期間 [doubling time, 


- わ ゆ る ゴミ 
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t.to double) 特定 期間 の 個体 数 増加 率 を 
一 定 と 仮定 し た と き , 個体 数 が 2 倍 に な る に 
要する 時 間 を いう 。 ふ つう 指数 関数 的 増加 を 
前 提 に し て , 内 的 自然 増加 率 ( 瞬 間 増 加 率 )z や 
期間 自然 増加 率 4(ーe") と 関連 し て 用 いら れ 
4, A=2 と な る 時 間 : を 求め る の だ か ら t= 
log.2/r, ある い は 単位 時 間 あ た り の 2 か ら 


t =log2/logh と し て 求め られ , 異な る 条件 下 , 


ある い は 異な る 種 の 間 の 増殖 能力 の 比較 に 用 
いら れる 。 期間 自然 増加 率 , や 内 的 自然 増加 率 

ハイ カツ ポ ド ソ ル セ イ ド 灰 褐 一 一 性 土 
[gray-brown podzolic soil 

ハイ キソ シキ 排気 組織 [pneuma- 
tophore] 植物 体内 か ら の 気体 排出 に 役 立 
つ 組 織 で , HORIL: KA > RBG LTH 
る 。 

- ハイ キ プ ツ ESE (solid waste] ご 
A VEZ 26 + T5VE + PRIR > Beit + BEM + B 
植物 死体 な どの 不用 物 の 総称 。 大 きく 産業 廃 
径 物 と 家庭 廃棄 物 に 分 ける が , ご み の 排 出 量 
と 住民 の 所 得 と の 関係 は 比例 し て いる 。 最 近 
は 大 都市 の 廃棄 物 が 多く て 処理 に 困っ て いる 
状態 に ある 。 汚 濁 処 理 , 廃棄 物 処理 

ハイ キ プ ブツ Ya 廃棄 物 処理 [waste 
treatment) 廃棄 物 の 内 容 は 幅 が 広い 。 い 
と いわ れる も の か ら 人 人 間 を 含め た 
動物 の 排 港 物 ・ 家 庭 下水 ・ 洗 剤 ・ 工 場 排水 ・ 
_ 放射 性 物質 に 至る まで 種々 様々 で ある 。 ゴミ 
処理 に は 焼却 ・ 埋 立て な ど 行わ れ て いる が 都 
notre tied し く 量 が 増大 し た こと と 内 容 
が 複雑 化し た た め に 処理 が 困難 と な っ た 。 排 


tk - ache cee 


対象 と な る の で , 下水 処理 場 な ど を 設け て 人 
工 的 浄化 に 努め る ほか , 酸化 池 ・ 沈 典 池 を 設 
け て 被害 を 抑え て いる 。 これら 排水 中 の 有機 
物 に つい て は 各種 処理 法 に よる BOD 除去 ・ 
SS (浮遊 物質 ) 除 夫 ・ バ ク テ リ ア 除 去 を 行っ て 
いる 。 LAL, 工場 排水 中 の 有毒 物質 が 混 っ 
て いる 場合 は 処理 が 困難 で ある 。 放射性 物質 
DBRT BLUEICE > CRBICH UR, 特別 
DMBeTSZ OL CWS, ORR 
INn4 Grams 配偶 行動 [mating 


behaviour] 三 交尾 行動 

ハイ ゴー ヒ リ ョ ー 
fertilizer | 

バイ シ ツ 媒質 (medium, culture m. 
OMedium ⑤⑥milienu ] . 生 物体 を 取 巻い て 
いる 物質 , と くに 気 体 ・ 液体 を 指す 。 で 媒体 

ハイ シャ HR [anticline OAntikline 
⑤anticlimal] 初 曲 し た 地層 の 凸 部 分 を い 
Do DAH 

ハイ シュ ツ 排出 [①excreuion, excre- 
ta ②egestion DAusscheidung] ⑧ 排 港 。 
生物 が 物質 代謝 の 終 産物 ある い は 不用 産物 ・ 
体内 に 生じ た 有害 物質 を 体外 また は 代謝 系 外 
に 排除 する 過程 。 排 出さ れ た 物質 が , 他 の 生 
物 の 生育 を 促進 また は 抑制 する 例 が 数 多く 知 
られ て お り , 生物 間 の 相互 作用 に 関与 する 重 
要 な 因子 と な っ て いる 。(②egestion は excre- 
tion と 区 別して , と く k 動物 が 食べ た 食物 
の 一 部 が 同化 され る こと な く , いわ ゆる 不 消 
化 排 港 物 と し て 代 と な っ て 体外 に 出さ れる こ 
と を 指す 。 生 理 的 活動 と し て の 排 美 で あっ て , 
狭義 の 排 湯 に は 含ま れ な い 。 

ハイ シュ ツリ ョ ー 排出 量 [excretory 
product]. 排 演 量 と も いう 。 代謝 終 産物 

ハイ スイ 排水 [guktation] 植物 体 中 の 
水 が 蒸 毅 に よら ず 特 別 の 排水 組織 ( 水 孔 ・ 排 水 
細胞 ・ 排 水 毛 ) か ら 水 滴 と し て 排出 され る 現象 。 
浴 液 。 

ハイ スイ サイ ボー 排水 細胞 Lhyda- 
thodal cell] 表皮 細胞 の 変形 し た も の で , 
水分 の 分 泌 を 行う 。 葉 に 多い 。 排 水 

ハイ スイ ソ シ キ 排水 組織 Chydathode 
OHydathode ⑤⑥hydatode」 OH — 

ハイ スイ メン セキ ノ タン イ 排水 面積 の 
単位 Leatchment | 

ハイ スイ モー 排水 毛 Chydathodal 
hair] 排水 組織 の 一 種 で , BORK AKA 
が 毛 状 に 変化 し , 水分 を 分 泌 す る の 。 

バイ タイ 媒体 Lmedium] 生物 の 生活 
環境 を 構成 し て いる 媒体 。 す な わ ち , KB 
Zi + THE ANERO 3 WEA three, media of 
ecosystem と いう 。 媒質 ・ 生 活 環 境 。 


配合 肥料 [mixed 


バイ チ 323h [medinm, culture m. O 
Medium ®milieu] 動植物 組織 の 細胞 や 
微生物 を 培養 する 際 に , 培養 期間 中 それ ら の 
細胞 が 接触 し て いる 栄養 を 含ん だ 液体 また は 
固体 の 基質 を いう 。 生 物体 が 必要 と する 物質 
を 継続 し て 供給 する た め の も の 。 液 体 の 培地 
中 に 生物 体 を 懸 濁 させ る 場合 , ガラ ス 壁 に 生 
物体 を 付着 させ その 上 を 液体 の 培地 が 適当 に 
遂 る 場合 , あるいは 寒天 ・ ゼ ラチ ン で 固形 化 
され た 培地 の 表面 に 生物 体 を 生育 させ る 場合 
な ど が ある 。 

パイ プ モ デル セツ 一 一 説 [pipe model 
theory] 陸上 植物 で は , 単位 量 の 同化 部 分 
( 葉 ) を 支え る た め に , ある 決っ た 太 さ の 非 同 
化 部 分 の パイプ が 必要 で あ る (単位 バイ プ モ デ 
ル ) と いう 説 (篠崎 ら , 1964)。 植 物 群落 の 生産 
構造 も , 樹 型 の 成立 も パイプ モデ ル に より 説 
明 で きる ( 樹 型 の バイ プ モ デル )。 

。 ハイフン ~~ BEBE [defta)ecation] 排出 
ハイ モー BH [decay] ORK 

バイ ヨー キ 822 (medium, culture 
m.] 王 培 地 

バイ ヨー ド 1632 [compost] ご 堆肥 

ハイ ラン 排卵 Loyulation OOvulation 
®ovulation] 一 定 の 成 熱 段 階 に 達し た 卵 
細胞 が 卵巣 か ら 排出 され る こと 。 排 出さ れ た 
卵細胞 は 輸 卵 管 に 入る 。 ぁ つう 硝 椎 動物 に 対 

し て 用 いる 語 。 

ハイ レツ ブン プ 排列 分 布 Lregular dis- 
tribution] >—#A% 

パウ ドル フ アカ ン ピ ョ ー キ 亜 間 永 期 
[Paudorf subinter-glacial period] 3 
ー ロ ッ パ アル プス の ヴ ル ム 氷 期中 て 認め られ 
て いる 間 氷 期 で 約 2 775000~ 2 万 6000 年 前 の 
間 と され て いる 。 日 本 で は トッ タ ベ ツ 水 期 I 
と 昌 の 間 の 期間 で ある が , この 亜 問 氷 期 の 次 
に 相当 する 時 期 は グル ム 氷 期 最盛 期 で , この 
時 代 に 比べ れ ば や や 温和 な 気候 で あっ た が , 
現在 より は か な り 低 温 で あっ た 。 

パ ハ キ モ ド シ 吐き 戻し [regurgitation 」 
狩猟 行動 

ハク アキ 白亜 紀 [Cretaceous period 
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OKreide(-Periode) ®période crétacé } 
中 世代 最後 の 紀 で , 約 1 億 1000 万 7000 万 
年 前 まで の 期間 。 多湿 温 暖 な 一 様 な 気候 下 に 
あり , 大 海 進 時 代 で も あっ た 。 浮遊 性 生物 ・ 
二 枚 具 が 大 発展 を 遂 び た 。 恐 竜 は 本 紀 末 まで 
こ 絶滅 し た 。 双 子葉 ・ 単 子葉 植物 も 出現 し , 
彼 子 植物 の 現代 型 の も の が 多数 見 出さ れる 。 
ハク アソ ー 白亜 層 (chalk deposit] 
=F3-7H 
ハク ウン ガン ショ クセ イ 白雲 岩 植 生 
[dolomite vegetation DDolomitvegeta- 
tion] 白雲 岩 (CaCO。 と MgCO。 の 混合 結晶 ) 上 
に みみ られ る Ca イオ ン の 影響 を 受け て 成立 し 
て いる 特殊 な 植生 。 ョ ー ロ ッ パ で は スズ ペイ 
ン ・ ア ルプ ス 地 方 に み ら れ 第 三 紀 の 遺 存 的 な 


分 布 を 示す 種 で ある Armeria juncea + Sazi- 


fraga ce の ezzezsy な ど を 含む 。 

ハク カ ゲン ショ ー 白化 現象 [albinism。 
chlorosis ⑥Albinismnus, Chlorose ®al- 
binisme, chlorosis] 皮膚 ・ 毛 髪 ・ 眼 な ど 
と 色素 の 欠如 し た 異常 現象 。 人 間 を 含め 各種 


- の 動物 群 に 現れ る 。 


ハク ショ ク アル カリ ド 白色 一 一 土 
[white alkaline, w. alkali soil, solon- 
chak OSolontschak ⑤⑥solonchak] ツ ソ 
ロン チャ ク 

ハク ダク スイ 白 沈 水 [white water] 
白い 水 。 黄 灰色 また は 黄 褐色 に 帝 っ た 水 。 ナ 
イル 河 を は じ め ア マゾ ン 河 , 熱帯 アジ ア の メ 
ナム ・ メ ュ ン 河 な どの 大 河 お よび 支流 に 見 ら 
れる 。 透明 度 は わずか 数 cm か ら 50cm くら い 
し か た ない 。 植 物 の 成長 に 必要 な 無機 列 類 は 比 
較 的 豊富 で , 沈殿 物 の 多い 特徴 が ある 。 

バク テリ ア セイ ゴー セイ ー 一 生 合成 
[bacterial biosynthesis] バク テリ ア が 人 行 
う 生 合成 。 独 立 栄養 以外 の 生 合 成 は , その た 
め の 炭 素 源 を 他 の 生物 に よっ て 作ら れ た 有機 
物 に 依存 し て いる 。 そ の 意味 で , 動物 が 食物 
を 消費 し て 自ら の 体 構成 物質 を 作る の と 同じ 


“RAE secondary production に あたる 。 し 


DL, その まま で は 利用 され な い 有 機 物 を バズ * 
ク テ リ ア 体 に し て 動物 が 食物 と し うる よう な 
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有形 の 粒子 状 に する と いう 働き で は , 一 次 生 


産 に 比較 し うる 意味 を も つ 。 

バク テリ オフ ァ ー ジ - 
@MBakteriophage ®bactériophage] 細 
菌 に 寄生 する ウィ ルス virus の と と 。 

バク テロ イド [bacteroid] ORE 

バク ハツ テキ シン カ 爆発 的 進化 Lex- 
plosive evolution explosive Ent- 
faltung) 爆発 的 発生 。 地 質 学 的 に 比較 的 短 
い 期 間 に , 生物 の ある 類 か ら 一 時 に 多数 の 類 
が 生じ る 現象 。 こ れ は 適応 放散 で な く , 無 方 
向 的 な る の に 用 いる 。 古生代 の 有 孔 虫 や 始 新 
世 の 南 踊 目 に その 例 を みる 。 噴 火 的 進化 

ハク プ ツ ガク シャ 博物 学者 [matnral- 
ist ONaturforscher] 自然 誌 の 研究 を す 
る 人 。 

バー ゲ グマ ン ノ キ ノ ク ーー の 規則 [Berg- 
mann’s rule] 同一 種 の 便 温 動物 を と っ て 
ALBA, 寒冷 な 地方 に 生活 する 個体 の ほう 


[bacteriophage 


が より 温暖 な 地方 に 生活 する 個体 より 大 きく , 


近 縁 な 動物 間 で も より 大 型 な 種 が より 寒冷 地 
に すむ と いら 一 般 的 な 傾向 。 

ハク メイ イド ー 薄明 移動 [twilight 
migration] 湖水 中 の 動物 プラ ンク トン の 
多く は 夜間 に 表層 へ 垂直 移動 する が , 日 没後 
の 暗黒 時 に 逆 に 底層 の ほう へ 下降 する も の 。 
例 : ヒ ゲ ナ ガケ ン ミ ジン ュ の 幼生 ・ オ オメ ミ 
ジン っ コ な ど 。 

ハク メイ キ 薄明 期 [crepuscular pe- 
riod] 日 の 出前 お よび 日 没後 の 薄明 り の 期 
間 。 

ハク メイ ハク ボ セ イ ノ 薄明 薄暮 性 の 
[erepuscular] 夜明け 前 ・ 日 没後 の 薄暗い 
と きた に 活動 し た り , その 時 期 に 関係 し て いる 
こと 。 とく 人 狂 方 の 薄暮 性 を 指し て vesperal 
と 同義 に され , 夜明け 前 の 薄明 性 auroral と 
区 別して 用 いら れる こと が ある 。 薄 明 薄 墓 弄 
dawn-and-dusk type と いう と き は , 活動 
な ど が 夜明け 前 と 日 没後 の 2 回 に 起 る こと を 
指す 。 

NSF は げた [bald] ① 山 地 に 用 いる 
と き は , 山頂 現象 に より 山頂 が せき 出し に な 


っ た り , 草地 ・ 低 木 林 に な っ た 状態 。② 平 地 
に 用 いる と き は , 表面 侵食 で 地表 が せき 出し 
に な っ た 状態 。 

ハゲ ヤマ は げ 山 [bare mountain] A 
為 ・ 天 災 な ど に より 植物 被覆 を 和 失っ た 山 匠 。 

ハコ ー MF Cerawling] 動物 の 移動 様 
式 locomotion pattern の 一 つ 。 移動 面 に 対 し 
て 体 軸 を 平行 に 保ち , か つつ 腹面 を それ に 擦る 
よう に し て 行う 移動 の 様式 。 ム カ デ ・ ト カゲ 
の よう に 脚 を 用 いる も の と , ミミ ズ ・ へ ビ の 
よう に 脚 を 用 いな いも の と が ある 。 

バー ジ Birge, Edward Asahel, 1851~ 
1950 アメ リカ の 陸 水 学者 。 ハー ベー FRE 
で 動物 学 を 学び , 在学 中 水 溜り の ミジンコ に 
興味 を も や , 卒業 後 ウ ィ ス ュ ン シン 大 学 で 教 
鞭 を と る 。 ミ ジン ュ の 湖 中 に お ける 垂直 分 布 
を 調べ て いる うち に 湖 の 生活 環境 問題 へ と 発 


BL, 陸 水 学研 究 の 第 一 人 者 と な る 。1900 年 , 


Juday 871-1944) と いう 最良 の 協力 者 を 得 
て 研究 は 著しく 進展 し た 。 ウ ォ ス ュ ン シン 大 
学 の 学長 (1918 こ 1925) と な っ た が , や め て か 
PP テー 膨大 な 
ー タ を 菩 積 し た 。 

ハシ ュ F848 (seeding, sowing a 
Saen] 播き 付け 。 

ハシ ュ ゾ ー リ ン prune caine sank. 
ing ODirekt-Saat] 直播 ・ 人 工 下 種 。 造 
林地 へ 直接 に 種子 を 播き 付け て 成 林 さ せる こと 
とき 

ハシ ョ ク 波 食 [wave erosion OBran- 
dungserosion ®érosion par bab AB 波 
の 力 に よる 侵食 。 

パス ツー ル Pasteur, Louis, 1822~1895 
フラ ンス の 人 微生物 学者 。 ス トラ ス ブ ル ダグ 大 
学 ・ ツ ウル ボン ヌ 大 学 教授 ・ パ スッ ー ル 研究 所 
所 長 な ど を 歴任 。 近 代 微生物 学 の 創始 者 で , 
自然 発生 説 の 否定 , 嫌気 的 な 生活 の 発見 , 発 
酵 の 研究 な ど で 著 名 。 

ハチ ウエ 鉢植 え Lpotting] 

ハチ サイ バイ 鉢 栽 培 [pot culture] 

バ パチ サー モグ ゲ グラ ブフ [bathythermno- 
graph | サー マリ ン レ コー ダー thermarine 


recorder と も いう 。 感 温 部 ・ 感 圧 部 が 作動 
LT, 潜 降 させ た 深 さ まで の 水温 - 水 深 曲線 
を 。 媒 煙 を 塗っ た ガラ ス 板 上 に 自記 させ る 機 
械 。 

パチ スカ ー フ [bathyscaph] 深海 潜水 
艇 。 長 さ 約 16m の 浮力 船体 の 下 に 2 人 収容 の 
直径 約 2m の 円 筒 型 の 観察 室 を 備え て お り , 
自力 で 潜航 ・ 浮 上 で き , 海洋 の 最深 所 まで の 
潜水 に 耐え うる よう に 設計 され て いる 。 フラ 
ンス 海軍 の FNRS-3 号 と アメ リカ 海軍 の 
Trieste 号 (1960 年 1 月 23 日 , マ リア ナ 海 溝 で 1 万 1524 
me の 最深 潜水 記録 を 作っ た ) が ある 。 

ハチ ュー リョ ー セ イル イガ ク Mamet 
類 学 [herpetology] 単に 過 虫 類 学 と も い 
われ る 。 

ハツ イク イン シ 発育 因子 [growth fac- 
tor OWachstumsfaktor で facteur de 
croissance] 生物 体 の 基本 的 素材 と な る 栄 
養 物 質 以外 の も の で , 発育 に 不可 欠 な 物質 。 
ビタ ミン が その 代表 例 。 

ハツ イク ソ ク ド 発育 速度 [velocity of 
development] 特定 発育 ステー ジ の 発育 時 
間 数 (日 数 な ど ) の 逆数 を その 時 間 単 位 あ た り 
- の 発育 速度 と いう 。 比 虫 類 の 発育 の 研究 に よ 
く 用 いら れ , 発育 日 数 が 一 般 に 左右 非対称 の 
歪ん だ 分 布 を 示す の に 対し , 発育 速度 の 分 布 
は 正規 分 布 に 近づく 場合 が 多い 。 発育 段階 

ハツ イク ダン カイ 発育 段階 [develop- 
mental stage) 動物 の 成長 の 過程 で み ら れ 
る 生活 様式 や 体 の 形態 の 急激 な 質 的 変化 。 変 
態 を する 動物 で は 明瞭 に これ が み ら れ る が , 
連続 成長 を する 動物 も 生涯 に 数 段階 が 区 別 で 
きる 。 MAT, と くに 大 き な 発 育 段 階 を 環 
境 条件 と の 対応 の 安定 期 に よっ て エタ ッ プ と 
呼ぶ 小 段 階 に 分 ける 。 

ハツ イク フ ゼ ン 発育 不全 [hypoplasy 
OHypoplasie ®hypoplasie] 栄養 の 欠乏 
な ど に よる 不 完全 発達 お よび それ に ょ る 成長 
の 停止 。 減 生 また は 減 形 成 と も いう 。 発 育 
段階 

ハツ ガ 発芽 (germination OKei- 
mung ®germination ] 
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ハツ ガリ ョ ク 発芽 力 _germinability] 

バッ キ BR Caeration D)Durchliftung 
®aération] AMeXKP CTR, 振 
 RAFORE CBR ICE Re BT 
る こと 。 生物 に より 消費 され る 水中 の 酸素 ・ 
炭酸 ガス を 補う 目的 で 用 いら れる 。 水面 の 泡 
立ち に よっ て 空気 が 水中 に 溶け 込ま され る こ 
と も 指す 。 給 気 。 

パッ ク [pack] オオ カミ ・ リ カオ ン 等 
の イメ 科 肉 食 獣 の 狩猟 集団 の こと 。 オ オカ ミ 
の バッ ク は , 雄 ・ 雌 ・ コ ドモ か ら 成 る 家族 的 
集団 で ある 場合 と , いく つか の 家族 的 集団 の 
混成 集団 で ある 場合 が ある 。 リ カオ ン の ズバッ 
ク は , 複数 の 雄 と 複数 の 雌 お よび その コドモ 
た ちか ら 成 っ て いる 。 

パッ クア イス [pack ice] 流水 が 風 で 
吹き 寄せ られ て 集 り 凍り つい た 氷塊 。 叢 氷 。 

バッ ク ゲ ラン ド ホー シャ ー 一 放射 
[background radiation] 単に バッ ク グ 
ラン ド と も いわ れる 。 対 象 と する 放射 性 物質 
以外 の も の 伝 起因 する , 主として 宇宙 線 な ど 
に よっ て ぁ ふつ うら うに 存在 する 放射 。 放 射 性 同位 
元素 を トレ ー サ と し て 摂 食 量 を 測定 する 場合 
な ど に は , 測定 され る 放射 能 か ふら こと の ベッ ク 
グラ ンド 放射 に よる 分 を 差引 か ね ば な ら な い 。 

ハッ コー 3X8 (fermentation OGar- 
ung ®fermentation] 分 子 状 の 酸素 の 存 
在 な し で 行わ れる 有機 物 と くに 糖 の 分 解 , す 
な わ ち 嫌気 的 分 解 。 主 に 微生物 に より 行わ れ , 
生成 物 に よっ て アル ュー ル 発 酵 ・ 乳 酸 発酵 ・ 
酷 酸 発酵 ・ メ タン 発酵 ・ ア セト ン 発 酵 ・ ブ タ 
ノー ル 発 酵 な ど が ある 。 

ハッ コー セイ プ ブツ 発光 生物 [luminous 
organism, bioluminescent o.] 

Mey J — 発酵 層 (fermentation 
hogizon, f. layer, F h., Aoo h., Ace h., 
duff h. OF-Horizont ®horizon F] + 
壌 断面 の 有機 物 層 の うち 落葉 層 と 腐植 層 に は 
さま れる 中 層 で , 主 に 活発 に 分 解 中 の 落葉 枝 
より 成り , 多少 植物 組織 の 原形 を 残す 。 

バッ コン 抜 根 [stamp-palliing O 
Wurzelstock-Rodung ®raizson d’abat- 
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age | 
バッ サイ アト ショ クセ イ 伐採 跡 植生 
[clear felling vegetation] 三 伐 跡 植生 


バッ サイ アト チ 伐採 跡地 Lcutover 
land | 

バッ サイ リン チ 伐採 林地 Lcutover 
forest ] 

ハッ ショ クタ イノ 発色 体 の [chromo- 
genic] 三 色 素 生産 性 の 


ハツ ジョ ー シュ ー キ 発情 周期 Loes- 
trous cycle ⑥Ostruszyklus] "FLY 
の 雌 に 見 られ る 性 周期 で , 繁殖 期間 に 発情 を 
周期 的 に 迎え る 場合 を いう 。 発 情 は 渡 胞 の 成 
熟 に 伴う 発情 ホル モン の 支配 を 受け て 起り, 
排卵 の あと 演 胞 は 黄体 化し て 発情 の 休止 期 を 
迎え る 。 サ ル と ヒト で は , 黄体 の 退化 の 際 に 
月 経 が あり , 子宮 長 の 更新 の あと 新た な 発情 
が 訪れ る 。 

ハッ セイ ショ ー チ ョ ー 発生 消長 Lsea- 
sonal prevalence) と くに 昆虫 類 の 季節 的 
な 個体 数 の 増減 の パター ン 。 三 季節 的 消長 

ハッ セイ ヨ サ ツ 発生 予察 [prediction 
of pest density, forecasting of pest at- 
tacks] BRON - CEM) eT 
測 す る こと 。 防除 実施 の 可否 の 決定 や 防除 を 
行う 適期 を 知る た め に 必要 で ある 。 従来 気象 
要因 と の 相関 関係 な ど が 用 いら れる と と が 多 . 
か っ た が , 害虫 個体 数 の 変動 機構 の 解析 と モ 
デル 化 に 基 い た 予察 方 式 が 確立 され る と と が 
必要 で ある 。 

ハッ セイ リョ ー 発生 量 [abundance | 
ある 地域 内 に お ける 特定 の 生物 の 個体 数 の 多 
宴 を いう 。 応 用 民 虫 学 の 分 野 で よく 用 いる 詰 。 
> HUE 

パッ チ [patch] 生物 は 一 様 な 密度 で 分 
布 し て いる の で は な く , 群集 と し て ある い は 

ご と に 集団 を 形成 する が , COWD WATE 
規模 で 局所 的 に 相対 的 に 作ら れる 高密 度 な 集 
団 の こと 。 斑 状 群 ・ 集 積 と も いう 。 

パッ チ ネ ス [patchiness] 浮遊 生物 が ペ 
y FRIES CHE の 不 均一 な 斑 状 分 布 patchy 
distribution を し て いる こと 。 斑 状 性 ・ 集 積 


作 と も いう 。 陸 上 植物 の 分 布 の 集中 性 を 示す 
言葉 と し て も 用 いら れる 。 ツ パッ チ 

ハー ディ ー- ヴ ァ イ ン ベル グ ノ ホー ソ ク 
ーー の 法則 [Hardy-Weinberg's law] 無 
限 に 大 きい Mendel 集団 で 一 対立 形質 が 生活 
力 に 差異 が な く , 突然 変異 で 変化 する こと も 
な い 場 合 . この 対立 形質 に 対応 する 遺伝 子 の 
集団 中 の 頻度 は 代 を 重ね て ゃ 一 定 で 平衡 状態 
を 保つ と いう 法則 。 MRF eR Aa, A 
の 頻度 を g, c の 頻度 を 1-g と すれ ば , この 法 
則 の 成り 立つ 集団 で は , MARFA AA, Aa, aa 
の 示す 比率 は の, 2q(1—g), (1ー の 7? となり , 代 
を 重ね て も 変化 し な い 。 ここ で 次 式 を 革 ardy- 
Weinberg の 公式 と いら: 

(gA+(1—g)a}?=q?AA+2q(1—q)Aa 

+(1-@)%aa 
=1 

ハナ レザ ル [solitary male] =e bY 
ザル の 3 

ハネ ガヤ ステ ッ プ (alfa steppe OHal- 
fasteppe] =@#A7F 07 

IWNAY #ava-— BABE Lmatri- 
locality] 父方 居 入 の 対語 で , 結婚 後 の 住 
居 が 妻 の 生 家 ある い は その 近く に ある こと 。 
一 般 に は 母系 制 社会 に み ら れ る 。 妻 方 居住 。 
RABE . 

ババ スー ヤシ [cocais] Orbignya mar- 
tiana と いう ヤシ で ある が , ブラ ジル 北東 部 
で アマ ゾン の 熱帯 多雨 林 の 地域 と カー チン ガ 
地域 の 移行 帯 を 構成 する ババ スー ヤジ babacu 
tire fF Do 

バハ ダ [bahada, bajada] 北ア メリ カ 
南西 部 山地 の 長大 な 直線 的 層 位 を も つ 終 面 。 

ハー バー ラン ト Haberlandt, Gottlieb, 
1854~1945 ドイ ツ の 植物 生理 ・ 解 剖 学 者 。 
ヘン ガリ ー に 生れ , チュ ー ビ ン ゲン 大 学 を 卒 
業 , グラ ーッ 大学 ・ さ ルリ ン 大 学 の 教授 と な 
っ た 。 植 物体 ある い は その 部 分 の 構造 ・ 機 能 


を 生理 的 適応 と いう 観点 か ら 説 明 し , COE 


態 的 意義 を 説き 適応 生態 学 を 推進 し た 。 比 較 


的 ・ 構 造 的 ・ 機 能 的 観点 か ら 植物 体 の 種々 の 解 - 


剖 学 的 シス テム を 取扱 い , 生理 的 植物 解剖 学 


RE 
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を 確立 させ た 。< 主 著 > Physiologische Pflan- 
gemanatomie, 1884, 

MEF siya 本 一  ——& Cha- 
bituation method] 2TH OFPAEMFL 
の 長期 観察 法 の 一 つ 。 一 般 に 野生 路 乳 類 は 。 

観察 者 が 接近 し て ある 距離 (逃走 距 難 ) を 越え 
、 る と 逃げ 出す が , 接近 を 毎日 繰 返 す うち に , 
慣れ habituation が 生じ て 逃走 距離 が 短く な 
る 。 と れ を 利用 LT, 野生 貴 乳 類 の 行動 を 近 
距離 で 観察 する こと が で きる 。 

パピ ルス ショ ー タ ク 一 一 沼沢 Lpapyrns] 
パピ ルス Cyperus papyrus が 優 占 し て いる 
沼沢 地 植生 。 

ハマ 浜 [①beach @shore DMeeres- 
ktste ⑤rivage! ① ふ つう 砂 了 で で きた 平 
班 な 水辺 の 陸地 。 切 り 立 っ た 岩 で 構成 され た 
水 岸 は 崖 ciff と いう 。0 ぐ ⑫ 海 堂 地 形 の 低 潮 洒 線 
と 海 涯 線 の 間 の 部 分 。 前 浜 と 後 浜 に 分 か れる 。 

パラ チオ ン [parathion] Schrader(1943) 
ら に より 発見 され た 代表 的 な 有機 殺虫 剤 
TC, ニカ メイ ガ の 防除 を は じ め , シン クイ ム 
シシ s ウ ンカ ・ ヨ ミュ バイ 問 ・ ア プラ ムン シ 類 ・ カ 
・ イ ガラ ムシ 類 た ど 広 範囲 の 害虫 防除 に 使用 さ 
Rk, し か し 高等 動物 に 対す る 急性 毒性 が 非 
常に 強く , 現在 わが 国 で の 製造 ・ 使 用 は 禁止 
され て いる 。 

パラ モ [paramo] 北部 アン デス の 高山 
mf GOOO0-5000m) に み ら れ る イネ 科 (Calama. 
rostis « Festuca+ Agrostis) を 主体 と する 草原 。 
クッ ン 。 ン 型 植物 や キク 科 の 木 本 性 ロゼ ッ ト 
| BEY Espeletia が 点 在 し 独特 の 景観 を 示す 。 
気候 は 寒冷 湿潤 で 季節 変化 は な く , 温度 は 1 
日 で 0 一 20"C 前 後 の 変化 を 示す 。 土壌 は 黒色 
で 有機 物 に 富み , 厚い 。 プー ナ 

バリ アン ス [variance] 三 分 散 

ハリ ケー ン [hurricane OHurrikan 
®ouragan) 北ア メリ カ を 給 う 熱帯 低 気 圧 
に よる 暴風 雨 。, 

パリ ノ モ ル フ [palynomorph] 花粉 分 
析 の 際 に 花粉 化石 と と も に 出現 する 微 化石 で , 
その 本 件 の 不明 の も の 。 

パー ル [bar] 100 万 dyn/cm? の 圧力 単 


位 。 

パー ル Pearl, Raymond, 1879~1940 
アメ リカ の 生物 学者 。1925 年 以後 , ジ ョ ンス 
ホプキンス 大 学生 物 学 研究 所 所 長 を 勤め た 。 
Verhulst (1838~1847) に より 提案 され た 人 ロ 
増加 の ロジ スチ ッ ク 曲 線 の 再発 見 と その 理論 
の 発展 に よっ て 知ら れ , と くに キイ ロジ ショ ウ 
ジョ ウズ バエ を 用 いて 実験 的 に 個体 群 増殖 の 研 
究 を 行い , 現在 の 個体 群生 態 学 の 一 つの 流れ 
を 築い た 。 多 く の 著 書 は 生態 学者 ・ 人 口 学者 
に 多大 の 影響 を 与え た 。 CE Biology of 
Death, 1922, Biology of Population Growth, 
1925, Rate of Living, 1928, Natural History 
of Population, 1939, 

パー ル - ヴ ェ ル ウル スト シキ ー 一 式 
[Pearl-Verhulst equation] 人 口 増加 に 
対す る ロジ スネ スティック 曲線 の 式 の 当て は め は 
Verhulst (1838) に よっ て 提案 され た が , Pearl 
and Reed (1920) に より 独立 に 導 か れる まで 注 
目 さ れ な か っ た 。 Pearl は ロジ ステ ィ 。 ゥ ク 理 
論 の より 広汎 な 検討 る 試み た の で ,- ロ ジス テ 
ィ ッ ク 式 を Pearl-Verhulst 式 と 呼 選 こと が あ 
る 。 "ロジスティック 曲線 

ハル ショ ク プ ブツ 春 植 物 [spring plant 
OFruihlingspflanze] 温 常に お ける 林 床 
植物 の 中 で , 早春 , まだ 上 悦 の 林 先 が 発達 す 
る 以前 に 急激 に 成長 し 開花 結実 する 植物 。 こ 
れ ら の 植物 は 地下 に 貯蔵 器官 を も っ て お り 、 
その 貯蔵 物質 を 使い 光合成 器官 を 急激 に 発達 
させ る こと が で きる 。 和 夏 以 後 は 休眠 状態 に 入 
る 。 例 : ア マナ ・ カ タク リ ・ ス ミレ サイ シン 
rw っ 

バル ト ヒ ョ ー ガ コ 永 河 湖 [Baltic 
ice lake MBaltischer Eissee] ヴ ル ム 氷 
期 に フェ ノ ス カ ンジ ナビ ア 地 域 を 覆っ て いた 
氷 床 (Weichsel 永 河 ) が 。 北 ド イッ を 去っ て フ 
ィ ン ラ ンド 南部 に まで 退く に つれ て , TOM 
に 形成 され た 淡水 湖 。 今 の バル ト 海 南部 を 占 
め て いた が , 約 1 万 年 前 北海 と 連絡 し た 。 

ハル ノ 春の [vernal Ofrihlings ® 
vernal] 季節 を 表す 語 で , prevernal と aes- 
tival と の 間 を いう 。 
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バル ハン [barchan] 砂漠 で みる 三日月 
形 の 砂丘 。 

パル プ ハ イス イ 一 一 廃水 [pulp mill 
waste liquor] 有機 物量 が 著しく 多く , と 
くだ 微生物 に よっ て 分 解 さ れ に くい リグ ニン 
が 多量 に 含ま れ , 透明 度 は 低い 。 また 亜硫酸 
が 多い た め pH は 強酸 性 と な り , COD の 値 が 
高い の も 特徴 で ある 。 

パレ オシ ー ア [Paleosere] ペレ オ ゼ レ 。 
古生代 の 植物 遷移 系 列 。 プ テロ シー ア Ptero- 
sere と 同じ 。Clements の 造語 。 

ハー レム [harem] OHH 

ハロ ー 波浪 [ocean wave] 海洋 の 水面 
に 形成 され る 海洋 表面 波 ocean surface wave 
を い う 。 風 浪 wave と うねり swell が 区 別 され 
る 。 岸 近く で の 磯 波 sarf は それ ら の 変形 。 

パン [PAN] 
acetyl nitrates の 略 。 オ ゾン ・ ア ル デ ヒ ド ・* 
アク ロレ イン と と も ゃ に 光化学 オキ ンダ ント を 
構成 する 化合 物 の 一 つ 。 排 気 が ガス 中 の 炭化 水 
素 ・ 室 素 酸化 物 が , 太陽 光線 の 紫外 線 に より 
化学 変化 を 起 し た も の 。 硝 酔 過 酸化 アセ チル 。 
ツ 光 化学 汚染 

Ac キン ー or 撃 縁 根 植物 
{root climber] 三 付着 根 つ る 植物 

ハン カセ キ 半 化 石 [subfossil] 一 般 に 
完 新 世 初 期 に 生息 し た 生物 の 遺物 。 

バン カノ 晩夏 の [serotinal] 温帯 地域 
に お ける 季節 の 表示 の 一 つ 。 夏 を aestival と 
serotinal に 区 別 す る 。 

ハン カン チ セ イ 半 乾 地 性 [semiarid] 
乾 ( 尋 ) 地 と 半 湿 地 の 間 に な る 気候 また は 地域 
を 指す と き 用 いる 。 ど ア - 指 数 で 16 一 32 の 間 。 

ハン カン ボク 4% Chalf-shrub] 
EA 

ハン キ セ イ シャ 半 寄 生 者 [semipara- 
gite] クロ ロフ ィ ル を も ちな が ら 寄 生 し て い 
る 植物 。 

ハン キョ クソ ー Awe Cpanclimax ] 
Clements の 用 いた 群集 の 最上 級 単 位 で , 群 
系 が 集 っ た も の 。 

ハン ゲン ケイ 


ピー エー エヌ 。 peroxy- 


汎 群 系 [panformation ] 


パン フォ ー メ イシ ョ ン 

ハン ゲ ツ レイ セイ ショ クシ ュー キ 半月 
齢 生殖 周期 (semilunar reproductivecy- 
cle] 月 齢 周期 の 半分 の 14 つ 15 日 の 周期 性 を 
も っ て 生殖 期 が ある こと 。 

バン コー リン 一 一 林 [Banco forest © 
Banco Wald) 冠水 ササ バンナ 内 の 河川 に 沿 
っ た 自然 堤防 上 に 発 轄 する 河辺 堤防 林 。 ヤ シ 
類 が 主 と な っ た 常緑 林 ま た は 部 分 的 に 落葉 樹 
を 含む 林 。 

バン コン ie Chuttress(root)OStitz- 
wurzel] 熱帯 多雨 林 や マン グロ ー プ 条 の 横 
種 な ど に 多く み ら れ る 根 の 形態 で , RAH 
基部 か ら ひ だ 状 た 肥大 し て , あたかも 幹 に 三 
角形 の 支持 板 を 当て た よう に な る も の 。 

ハン サバ ク 半 砂 漠 [half-desert, semi- 
d. OHalbwiiste] 雨量 因子 (年 隆 水量 と 年 平 
均 気 温 と の 比 ) で 20 て 40 の 間 に 入 る 乾燥 気候 の 
ー つ 。10^11 月 カ 間 の 乾期 と 不 確 実 な 夏季 降 
雨 し か 伴わ な い 荒 原 で , 植生 と し て は まばら 
に 主として 艇 生 低木 が 生育 する 。 

ハン サヨ ー 反作用 [reaction] 三 環 境 形 
成 作 用 

ハン シ ゼ ン ゲン ラク 半 自 然 群落 [semi- 
natural community Mhalbnatiirliche 
Gesellschaft]! クヌギ ・ コ ナラ ・ ク リ ・ エ 


~" ゴ ノ キ を 主 と す る 雑木 林 や スス キ 革 原 群落 の 


よう に 人 工 的 に 植 才 し た も の で は な い が , A 
為 (伐採 ・ 採 草 ・ 火 入れ な ど ) の 影響 下 に 成立 し 
た 群落 。 半 自然 植生 semi-natural vegetation 


と も いう 。 


ハン シ ゼ ン シ ョ ク セイ 半 自 然 植 生 [semi- 
natural vegetation Mbalbnatirliche 
Vegetation] ご 半 自 然 群 落 

ハン シ ツ ゲン 半 湿 原 [O ひ Anmoor] ye 
炭 湿 原形 成 途 上 の 湿原 。 腐植 の 土壌 中 の 割合 
W15~30% C, 地下 水位 の 変動 の 高い 所 と 見 
EIvO. 

ハン シャ 反射 [reflection OReflexion 
®réflexion ] 

ハン シュ 3H [semispecies] 個体 群 が 
種 か 亜 種 か \ THES 決し 難い 場合 に , 仮に 


与え た 階級 の 名 。 ま た は 種 の 上 で 上 種 の 下 に 
ある 補助 的 階級 を いう 場合 も ある 。 上 種 

ハン ショ クキ カン REE Cmigrule] 
植物 の 移動 散布 に あずかる 生態 的 な 築 殖 器官 
で , 種子 ・ 果 実 な どの ほか 根茎 な ど 含む 。 
Clements の 用 語 。 増 殖 体 ・ 繁 殖 体 。 

ハン ショ ク キ セ ツ RAH [breeding 
season DBrutzeit ®saison des amours | 
多く の 動物 で は 一 定 の 季節 に 交尾 ・ 産 卵 ( 仔 )・ 
育児 を 行う 。 こ の 時 期 を いう 。 筐 殖 期 。 

ハン ショ ク ケイ 繁殖 型 [migrule 
form] 植物 の 繁殖 移動 ・ 散 布 に あず か る 器 
官 GF - RI + WEEE) を いく つか の 型 に 
分 けた も の 。 散布 器官 型 disseminule form 
と 地下 器官 型 ( 根 系 型 ) radicoid f. に 大 きく 
分 けら れる 。 

ハン ショ ク コー ドー 581TH) [repro- 
_ duetive behaviour, breeding b.] 動物 が 
_ 子供 を 残す た め に 行う 一 連 の 行動 (また は その 
一 部 )。 すなわち 求愛 行動 courtship behaviour 
に 始ま り , 交尾 mating - BFK nesting - HIP 
egg-laying & 7/24) parturition, そし て 育 
Ye nursing まで を 含む 。 下 等 な 動物 で は これ 
ら の 行動 は すべ て 本 能 行 動 と し て 連係 的 に 表 
れる 。 

ハン ショ ク セイ コー リツ ee TA 
(breeding success] 鳥類 に よく 用 いら れ 
る 語 で , 通常 観察 きれ た つが いあ た り 平 均 何 
IBLE, その らち 何 バ パー セン ト が 巣立ち 
fledging し た か を 意味 する 。 こ れ に は 産卵 し 
た つが い 数 の 割合 , 産卵 数 に 対す る 負 化 数 ・ 
巣立ち 数 の 割合 な ど が 含ま れ , RHE (成功 ) 率 
hatching success と か 上 巣立ち 率 fledging s. 
と し て 区 別 さ れる こと も ある 。 厳密 に 定義 さ 
れ た 語 で は な い 。 

ハン ショ クタ イ 
=RRSE 

ハン ショ クチ GH (breeding area, 
b. place] 動物 が 繁殖 を 行う 場所 で , 渡り 
鳥 ・ 回 遊魚 な ど に 明らか な よう に , 非 繁 殖 期 
の すみ 場所 と 繁殖 地 は し ば し ば 異な る 。 

ハン ショ ク フ ユ ー セ イプ ツ ゲン シュ ー 


sa Cmigrule] 
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汎 殖 浮遊 生物 群集 [pantomictic plank- 
ton] と くに 優 占 す る 種 が いな く て , 多く の 
種 が ほぼ 同 程度 に み ら れ る 涯 遊 生物 群集 。 

バン ジョ ー コー ゾー 板 状 構造 Lplate- 
like structure] 土壌 構造 の 一 型 。 

ハン ジョ ー リ ョ クラ ク ヨ ー キ セツ リン 半 
常緑 落葉 季節 林 [semi-evergreen decidu- 
ous seasonal forest) 熱帯 雨 緑 モ ンス ー 
ン 林 。 

ハン ジョ ー リ ョ クリ ン 半 常 縁 林 [semi- 
evergreen forest] O42 

ハン スー セイ ゾン ゲン カイ ノー ド 半数 
生存 限界 濃度 (TLm; median tolerance 
limit] 生物 に 対す る 急性 毒性 試験 の 結果 を 
表す 値 で , 特定 の 毒物 ある い は それ が 含ま れ 
て いる と 思わ れる 排水 な どの 希釈 液 に 生物 を 
飼育 し , 一 定期 間 ( 門 常 24 時 間 ま た は 48 時 間 ) 後 
に 供 試 個 体 の 半数 が 死亡 する よう な 測度 を 表 
す 。 供 試 生物 名 ・ 判 定時 間 を 列記 する 必要 が 
ある 。 

ハン スー ドー プ ツ RBH (ruminant 
OWiederkauer] 8, すなわち 一 度 距 
下 し た 食物 を 口内 に 吐き 戻し て 再び 貴 咽 し た 
後 再び 距 下 する 動物 。 草 食 路 乳 類 の 偶 踏 目 の 
ラク ダ 科 ・ マ メジ カ 科 ・ ジ ラフ 科 ・ ウ ン 科 ・ 
シカ 科 に 分 布 し て いる 。 消化 器 は 複雑 で 胃 は 
3 >4 室 に 分 か れ て いる 。 避 導 胃 ・ 

パン ソー $B [pan] 土壌 中 に 生成 され 
た 盤 状 の 固化 層 で , 細 粒 質 で 透水 性 ・ 通 気性 
が 悪 い 。 粘 土 の 移動 集積 ・ 生 成 に よっ て で き 
た 粘土 艇 claypan。 主 に シル ト か ら 成り, 
湿潤 状態 で 硬く 乾燥 状態 で も ろ い フラ ジ 艇 
fragipan, アル カリ 可溶性 物質 に よっ て 脱 結 
され た 人 硬い 便 盤 hardpan, duripan な ど が ある 。 

ハン ゾク 半 族 [moiety] 特定 の 二 つ の 
血縁 集団 で , 一 つの 集団 に 属し て いる 者 は , 
も うぅ 一 つの 集団 か ら 配 偶 者 を 選び 出す こと に 
な っ て いる 場合 , その お の お の を 半 族 と いう 。 
HBL, この 二 つ の 半 族 で 一 つの 部 族 あ る い 
は 社会 を 形成 し て いる 。 

パン タナ ー ル [pantanal] 
央 部 の 西 辺 の 低地 に ある 沼沢 地 。 


00072? 


プラ ジル 中 


320 パン チゲ ラ 


バン チゲ グラ ス 
類 ミ 

ハン ヂ チチ ュー ショ ク プ ツ 半 地 中 植物 
Lhemicryptophyte] Raunkiaer の 生活 型 
の 一 つ 。 | 
ハン チチ ュー ショ ク プ ツキ コー 半 地 中 
植物 気候 Chemicryptophyte climate] 
Raunkiaer の 生活 型 ス ペク トル か ら 分類 さ れ 
る 植物 気候 の 一 つ で , 半 地 中 植物 の 占め る 割 
合 が 多い 地域 の 気候 で , 温帯 の 大 部 分 が これ 
に あたる 。 

ハン チャ クセ イ ショ ク プ ツ 半 着 生 植物 
Lhemi-epiphyte OHalbepiphyt] 生育 
初期 に 樹 上 に 着 生 し , 後に 根 を 地 中 に 伸ばし 
て 通常 の 生活 を する 植物 。 バ ン ヤ ン 樹 。 

ハン チン トン Huntington, Ellsworth, 
1876~1947 アメ リカ の 地理 学者 。 イェ ー ル 
大 学 の 教授 。 自 然 現象 (と くに 気候 条件 ) と , 人 
間 の 行動 ・ 生 活 ・ 文 化 ・ 健 康 等 と を 二 元 的 に 
WEL, 両者 の 関係 を 定量 的 ・ 実 験 的 に 追求 
Lik. ES [ICME SUR) Civilization and 
Climate, 1915, の 中 で , 工場 労働 の 作業 能率 
が 気候 条件 に 影響 さん る こと や , 過去 か ら 現 
代 ま で 文明 が 栄え た 地域 の 人 々 に 対す る 気候 
的 刺激 に 類似 汗 の ある こと 等 を 指摘 し た 。 し 
_ か し 彼 の 見 解 は , 今日 で は 環境 決定 論 に 片 寄 
OF FSX UCHHLSL. 

ハン デイ タン ド 半 泥 展 土 [half bog 
soil Q®halbsumpfiger Boden (sol 
semi-tourbeux] 灰色 の 土壌 の 上 に 薄く 泥 
炭 が 乗っ て いる 土壌 。 

ハン テイ ボク 半 低木 [half-shrub, 
chamaephyta suffruticosa] . (K\ BAK 
木 ま た は 低木 に 似 た 植物 。 半 準 木 。 枝 の 上 部 
は 乾燥 期 た 乾い て 枯れ る が , 下部 は 残っ て 休 
眠 芽 を 付け る 。 主 と し て 亜熱帯 の 乾 生 低木 林 
WAV, 

ハン テキ オー ショ ー コ ー ゲ グン ABER 
群 [general ~ adaptation 
>— ADEE 

ハン テツ MK [iron mottles, rusty 
m.] 土壌 の グラ イ 層 中 の 水位 が 変動 する 部 


Lbanch-grass] =H 


syndrome | 


Y CE PORLROM (EMD, すき ま に 沿 
っ て 生じ た FezO。 の 沈 積 に ょ DIRE PL 
いう 。 

バン ド Chand] 狩猟 採集 民 の コミ 。 ニ = 
ティ 。 多く の 場合 , 血縁 関係 に よっ て 結ば れ 
た いく つか の 桜 家 族 の 集団 ある い は 拡大 家族 
か ら 成 る が それら は た え ず 離合 集散 する 。 
バンド は それ 自身 の 行動 略 を も る つが, BRE 
は お お むね 曖昧 で ある 。 バ ンド の 成員 間 は 結 
婚 が 行わ れ な い ( 外 婚 的 )。 あ る 採 食 地域 の 佳 
民 ま た は 所 有 考 と し て の 意識 , ある い は 集団 
の 儀式 的 会 合 . バン ド と バン ド の 区 別 と な 
る と と も ある 。 バ ンド の 大 き さ は 。 mee 
ら 100 人 程度 で ある 。 

パン トグラフ [pantograpb] 図 な ど 適 
度 の 大 き さ の 縮尺 度 で 転学 で きる 器具 。 縮図 
器 。 描 画 わ く 法 chart quadrat method に も 
用 いる と と が ある 。 

ハン ナイ ザイ テイ セイ セイ プ ツ 半 内 在 底 
生生 物 [hemi-emdobenthos] 体 の 一 部 は 
底 質 中 に 埋め , 一 部 は 底 表 上 に 出し て 生活 し 
て いる 生物 。 

ハン ネッ タイ ショ ク プ ツ 油 熱 帯 植物 
(pantropical plant] 赤道 を 中 心 と し た 熱 
淀 お よび 亜熱帯 に 広く 分 布 する 種 。 

ハン ネッ タイ テキ 汎 熱帯 的 [pantropic 
⑥pantropisch] 新 熱 帯 植物 区 系 界 と 旧 熱 
帯 植物 区 系 界 と を 合せ た , OF, 

パン パス [pampas OPampa ®pam- 
pas] アル ゼン チン な ど 南 米 に 広く 分布 す る 
草原 で , 長い 間 牛 ・ 羊 の 牧草 地帯 と し て 利用 
され て きた 。 草 地 の 地 域 的 呼称 の 一 つ 。* 

ハン パ ツ 反発 [repuisiom] 相互 作用 
に お いて , 生物 が 誘引 し た り 集 り 合 うだ りす 
る 側面 に 対し て , 間隔 を お いた り 琲 床 し た り 
POR Lic OF SHES. 

バン ピ ョ ー キ BkR [Late glacial pe- 
riod] 北欧 の ヴァ イク ゼル 氷河 が 後退 を 始 
め た 時 代 ( 約 1 万 3000 年 前 ) よ り 氷 床 が フィ VF 
ンド 南部 と スト ッ ク ホ ルム を 結 ぢ 線 に 縮小 す 
る まで ( 約 1 万 年 前 ) の 期間 を いう 。 気候 の 緩 
和 し た アレ レー ド 期 を は さん で 寒冷 な 新旧 ド 


リア ス 期 に 分 けら れる 。 晩 氷 期 と いう 名 称 は * mada] 


各地 の ほぼ 同時 代 の 名 称 と し て 今 は 用 いら れ 
る が , 本 来 は 北欧 の 氷河 時 代 末 期 に 命名 され 
た も の 。 

パン フォ ー メ イシ ョ ン [panformation] 
江 群 系 。 植 物 群落 の 分 類 単 位 で , 類似 の 相 鈴 
を も っ た 群 系 を 統合 し た 群集 の 最上 級 単位 。 
例 ・ 北 温和 帯 落葉 広葉 樹林 ・ 亜 高山 針葉樹 林 な 
ど 。Du Rietz の 用 語 。 

ハン プク 反復 [recapitalation ORe- 
kapitulation ®récapitulation] 原形 (= 
た は 反復 発生 と 同 し 。 忌 原形 発生 

ハン プク ト ツ ゼン ヘン イ 反復 突然 変異 
[recurrent mutation DParallelmnuta- 
tion] 同種 の 別 の 個体 に 同一 形質 の 突然 変 
異 が し ば し ば 見 られ る こと 。 

ハン プク ハッ セイ 反復 発生 [paiin- 
genesis} 一 原形 発生 

ハン プシ ュ 汎 布 種 [ubiqaitous species, 
ubiquitist, cosmopolitan, cosmopolitic 
s. OKosmopolit] コス モ ボ リタ ン ・ 普 遍 
種 。 ニ 広 布 種 

ハン フ セ イ ショ ク プ ツ 半 腐 生 植物 
[hemisaprophyte @Hemisaprophyt] 
生物 の 死体 ・ 排 出 物 な どか ら 有 機 物 を 摂取 す 
る , すなわち 腐 生 を 行う が , 条件 に よっ て は 
これ を 行わ ず 自 身 で も 生育 で きる 植物 。 

ハン マダ [hammada, hamada DHam- 
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根 を 岩 隙 に 深く 侵入 させ て 生育 す 
る , 主 に 多年 生 木 本 植物 の 岩 際 性 砂漠 植物 の 
広がる 場所 。 と くに サハ ラ 砂 漠 の 中 で , BO 
作用 で 細か い 砂 ・ 土 が 吹き 飛ば され て し まっ 
に 小高 い 岩 地 を いう 。 

パン ミク シー [panmixis。 panmixia] 
集団 内 で 洪 在 的 交配 能 の ある 個体 間 で 無 選択 
的 に 交配 が 行わ れる こと 。 Weismann の 用 語 。 

ハン モッ ク (hammock, h. forest] ib 
米 南東 部 ( フ = リ タダ ) CASDHABRRHS WK, 
常緑 彫 林 で 常緑 カシ Quercus viginiana DE 
占 す る 。 つ る 植物 ・ ヤ シ 類 の ほか , タイ サン 
ボク Magnolia grandiflora+ サル オガ セ モ 
ドキ Tillandsia gszeozges な ど が 特徴 的 で あ 
る 。 

ハン モッ クツ ンド ラ Chummock tun- 
dra] 極地 域 の ュ ケ ヶ 類 が 密生 し た ツン ドラ 。 

ハン ラク ヨー リン +R Lsemi-de- 
ciduous forest] 多雨 林 と 雨 緑 林 と の 推移 
淀 と し て 存在 する 森林 で , 上 層 木 の 構成 種 は 
雨 緑 林 と あま り 変 ちな い 。 落葉 の 状態 は 年 に 
より 異な り , 乾期 の 弱い 年 に は 一 斉 に 落葉 す 
る こと な く , 個体 ど と に 落葉 し て すぐ 葉 を 新 
生 す る が , 乾期 の 強い 年 に は 一 斉 に 落葉 し て 
ある 期間 落葉 期 が 続く 。 し か し 下層 木 は ほ と 
ん ど 常 緑 の 状態 で 残る 。 

ハン ラン ゲン LER (floodplain OD 
Flussaue ⑤plaine 中 allnvion] 三 洪 源 地 
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ヒア ツケ イタ イ 被 圧 形 態 [suppressed 
form] 被 圧 木 に み ら れ る 一 般 的 な 形態 。 す 
な わ ち 成長 は きわ め て 遅く , 枝 は 幹 の 最上 部 
に 分 布 する た め 傘 形 の 樹 守 を し , 陰 葉 を ま ば 
ら に 付け , 葉 の 寿命 は 長い な ど で あ る 。 

ヒア ツテ ント ー オ ンド ケイ 被 圧 転倒 温 
_ 度 計 Lamprotected reversing thermo- 
meter | 

ヒア ツボ ク 被 圧 木 [oppressed tree, 
suppressed t., overtopped t. Qunter- 
drickter Baum] 森林 内 で 上 木 の 陰 に な 
っ て 十分 光合成 が で きず , KEMBLA Lik 
っ て し まっ た 劣勢 な 木 。 

マデ デー ル ど ー 一 比 [B/R ratio; 
biomass/respiration r.] 生態 系 の 生物 的 
構成 要素 を 栄養 段階 別に まとめ た グル ー プ ど 
と に つい て の , 生体 量 と 呼吸 量 肥 と の 比 。 

ピー- ア ー ル ヒ ー 一 比 [ ア /Z ratio; 
production/respiration r.] 生態 系 の 生 
物 的 構成 要素 を 栄養 段階 別に まとめ た グル ー 
プ ご と に つい て の , 生産 量 (一 次 生産 者 で は 純 
ER Py それ 以外 の 栄養 段階 で は 同化 量 と 呼吸 
量 の 差 ) ア と 呼吸 量 及 と の 比 。 一 次 生産 者 で は 
総 生産 量 Py と と の 比 を いう こと と も ある が , 
この 場合 に は Py で ある こと を 明記 する 必要 
が ある 。 

ピー- イ ー シ ス ー 一 一 指数 (P/E index, 
precipitation-effectiveness ratio] 降 
水 効率 

ヒ イ レ 火入れ [barning, firing O 
Abbrenen] 草地 ・ 林 地 の 造 成 ・ 管 理 (掃除 ・ 
焼 可 な ど ) の た め 火 を 使う 2 こと, また は 焼き 払 
逢っ 

ヒ イ ン ジュ 被 陰 樹 [shade tree] KE 
を 作っ て 下 で 苗木 を る 育て た り , 陰 地 性 の 作物 
を 育て た り , 家畜 の 休場 な ど と し て 利用 し 
た りす る 木 。 

ピー エー エル (PAL; present atmos- 
pheric level] 今日 の 大 気 レ ベル 。 大 気 中 


の Oz,CO0s の レベ ル を いう 。 地 質 時 代 の 0。, CO 
の レベ ル を 示す 場合 に PAL を 基準 と し て 用 
いる 。 たとえば, SAYA V THO 0。 Bit 
0.1 PAL に 到達 し て いた 。 

ピー エッ チ [pH] ペー ハー。 イオ ン 測 
度 指数 の 一 種 で , 通常 , 溶液 17 中 の 水素 の グ 
ラム イオ ン 数 の 逆数 の 常用 対数 で 表す 。 

ビー エッ チ シ ー [BHC] 有機 塩素 系 殺虫 
AIC, 農業 用 害虫 お よび 衛生 害虫 防除 に 広く 
使用 され た 。BHC に は g, 8,7,9,g,6。 の 9 DEO 
の 異性 体 が あり , 殺虫 力 は 7-BHC が 最も 強く , 
7-BHC を 99 以 上 含む BHC を リン デン と 呼 
ぞ 。 高 等 動物 に 対す る 急性 毒性 は 低く, 7- 
BHC は 比較 的 速く 自然 界 で 分 解 さ れる が , 8- 
BHC は 分 解 さ れ に くく , 体内 に 甘 積 し や すい 。 
欧米 に お いて 有機 塩素 系 殺虫 剤 の 環境 汚染 が 
問題 と な っ た こと や , 1969 年 に わが 国 で イナ 
ワラ に 残留 し て いた BHC が , 乳牛 を 通し て ミ 
ルク 中 に 検出 され た こと な ど に ぶり ゆ , 農 楽 と 
し て の 規制 が 強化 され , 1971 年 12 月 以降 は 農 
楽 と し て の 使用 が 全面 的 に 禁止 され た 。 

ピー エフ (pF) 一 般 に 水分 が 土壌 粒子 に 
吸引 保持 され て いる 強 さ を , その 吸引 圧 に 相 
当 す る 水 柱 の 高 さ (cm) の 対数 で 表し た も の 。 

ヒ オ オ イ 日 覆い (shading, sun-shade 
®abri du soleil] =##(L ex 5) 

ビー オー ディ ー [BOD : biochemical 
oxygen demand] 三 生物 化学 的 酸素 要求 量 

ヒガ イカ イセ キ 被害 解析 [analysis of 
damage] 病害 虫 な ど に よる 作物 の 被害 の 
形成 過程 や 加害 密度 と 被害 (減収 ) 量 の 関係 な 
ど を 解析 する こと 。 収 穫 対 象 と な る 最終 生産 
物 を 加害 する 場合 は 被害 は 直接 的 だ が , それ 
以外 の 部 位 を 加害 する 場合 は , 加害 に よる 作 
物 の 損傷 一 作物 の 反応 生育 ペタ ー ン の 変化 
ー 最 終生 産物 の 品質 収量 へ の 影響 と いう 複雑 
な 過程 が 含ま れ , その 解析 は 有害 生物 の 総合 
防除 シス テム 確立 の た め に 重要 な 一 側面 を な 
す 。 


- ヒ カ イ キイ ドー 非 回 帰 移動 Lnon-re- 
current migration] 元 の 場所 に 戻っ て 来 
- る と と を 予定 し な いよ うな 移動 で , 分 散 ・ 移 
住 す る の は その 例 で ある が , 広義 に は 分 布 域 
の 中 で の 個体 と も て の 動き に は これ に 含ま れ 
る も の が 少な く な い 。 

ヒガ イキ ョ ヨー ゲン カイ 被害 許容 限界 
(tolerable injury level] 呈 経 済 的 被害 水準 

ヒガ イキ ョ ヨー ミツ ド 被害 許容 密度 
[tolerable pest density] 呈 経 済 的 被害 水準 

ヒ カ ク ジュ コー リョ ー 比較 受光 量 [re- 
lative light requirement Drelativer 


Lichtgenuss] 植物 また は 植物 群落 が 受け 


で いる 光 の 強 き (照度 ) の , 裸 地 に お ける 光 の 
強 き に 対す る 比 を い う 。 植物 群 落 の 上 部 で は 
に 近い 値 を と り , 林 の 下 で は ずっ と 小さ な 
値 だ な る 。 単位 ほ ペ ズー セント, また は 分 数 で 
表示 する 。 
- ヒ カク ジョ ー サ ン 比較 蒸散 [relative 
transpiration Drelative Transpira- 
tion] MUSAB hee - RRM ( 水 


面 ) に お いで , 同一 時 間 内 の 同一 面積 あたり 


の 蒸散 量 と 燕 発 量 と の 比 。 

ERD ジョ レツ ホー 比較 序列 法 [com- 
parative ordination technique] 組成 
類似 度 に 基礎 を 置く 群落 区 分 の 方 法 。 

ヒ カ ゲ ショク プ ツ 日 陰 植物 [shade 
plant OSchattenpflanze ®plante 
dombre] [Sihility, OME 

ピカ セキ 徴 化 石 [microfossil ®Mi- 
krofossil ⑥microfossile] 光学 顕微 鏡 な た ど 
で 拡大 し て 識別 で きる 小型 化石 。 超 微 化石 

ヒカリ エイ ヨー セイ プ ブツ 光栄 養生 物 
[photo troph] 生育 の た め に 光 エ ネル ギー 
を 用 いる 生物 。 緑 色 植物 ・ 光 合成 細 牙 が 含ま 
れる 。 栄養 源 と し て 有機 物 を 必要 と し な い 場 
合 が 多 v +3 

ヒカリ コキ ュー FFM [light respira- 
tion, photorespiration] 光 条 件 下 ( 明 所 ) 
に お ける 呼吸 。 比 較 的 弱 光 下 で も 光合成 能力 
を ゃ つ 植 物 (ムギ な ど ) で は , 光照 射 の 条件 下 
で CO。 を 放出 する 代謝 系 を も っ て いる 。 こ の 
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光 呼 吸 は 0。 の 低い 条件 下 で 抑制 さき れる と いう 。 
明 呼 吸 。 

ヒカリ ニ カン シテ ノ キョ ー ソ ー KITA 
し て の 競争 (competition for light] 

ヒカリ り ノ ギ ドー ニニ マ ゴー 光 の 透 入 Night 
penetration] ふつ う 太 陽光 な ど が 水中 に 
入射 し て 透過 し て いく こと 。 光 の 透 入 は 媒質 
の 消 散 係数 attenuation coefficient ある い は 
吸収 係数 absorption c. に 応じ て 低減 され , 
水中 照度 irradiance の 深き と と も に 減少 する 。 
光 の 透 入 の 程度 は 水中 で 光合成 が 行わ れる 水 
層 の 厚 さ を 支 配 する 。 

ヒカリ ヨー イン 光 要 因 [light factor 
OLichtfaktor] 生物 を 取 巻 く 環境 要因 の う 
ち 光 が 関係 する も の 。 これ を 光 の 強 さ (照度 )・ 
光 の 質 (色彩 ) ・ 波 長 ・ 光 の 長 さ (区 周期 ) に 分 
げ る こと が で きる 。 

ビ カ ン キョ ー  . 徴 環境 [microenviron- 
ment ⑪MWMikroumwelt] 組 胞 レベ ル で 問 
題 と な る よう な 人 微 視 的 な 環境 。 た と えば 通常 
の 意味 の 環境 と し て は 一 定 な 水 塊 で も , KO 
表面 や 懸 濁し て いる 粒子 の 表面 に は 特定 の 物 
質 が 濃縮 し て いて , 微 環境 と し て は 多様 で あ 
Bo この 概念 は 微生物 (と くに 詩 壌 徴 生物) OE 
態 学 に お いて 重要 だ が , 環境 要因 の 測定 は 非 
常に 困難 で ある 。 

ヒ キカイ プン プ 非 機 会 分 布 Lnon-ran- 
dom distribution] 機会 分 布 (Poisson 分 布 
また は 二 項 分 布 ) に 比べ , より 集中 的 また は 均 
一 的 な 分 布 。 

ビ キ コ ー 微 気 候 [microclimate © 
Mikroklima @®miroclimat] 地表 付近 
の 気候 を いう 。 ふ あふ つう 地 物 ・ 植 生 の 影響 を 受 
ける こと が 多く , また 人 工 的 に 変化 させ る こ 
と も で きる 。 一 般 の 気候 を 大 気候 と すれ ば 小 
気候 は 局所 気候 で , . 微 気候 は それ より 小さ な 
地点 で の 気候 的 変化 を 対象 と する 。 OAR, 
DARE 

ピー ケー [pK] 電解 質 の 解離 定数 た の 逆 
数 の 対数 値 : pK=—logwK, ICR > BH 
の 強 さ の 指標 に 用 いら れ , た と えば 酸 で は 
pK の 値 が 大 きい ほど 強酸 で ある 。 酸 の 場合 
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は pKa, 塩基 の 場合 は pb の 記号 を 用 いる 。 
ヒゲ ネジ ョ ー コン ケイ OF BARRA 
(fibrous root system ©Faserwurzel- 
system] 根 系 型 の 一 つ で , OWRRKORA., 
繊維 状 根 系 。 例 : イネ 科 草 の 根 系 な ど 。 


ヒコ ー 肥 効 Cmanuring effect O 
Dangewirkung | 

ピー コー 一 一 項 LB term] 定数 項 。 
(や 多 要 因 の 逆数 式 


ビ コー キ セ イ サイ キン 微 好 気 性 細菌 
[microaerophile ①Mikroaerophile」 生 
育 の た め の 酸 素 要求 が 好 気 性 細菌 と 嫌気 性 細 
菌 の 中 間 程 度 の 細菌 。 乳 酸 菌 が 代表 的 で ある 。 
嫌気 性 細菌 

ヒ コケ ツガ ン セ ツ ド JERMSAt Lre- 
gosol ORegosol Mrégosoi] ニレ ゴゾ ル 

ヒ コー ゴー セイ ケイ 非 光合成 系 [non- 
photosynthetic system] JERIEX 

ヒコ ー フ ユ ー セ イプ ツ 被 脱 浮遊 生物 
[kalloplankton] ゼラ チン 質 で 響 われ て い 
る こと に より 浮遊 し て いる 浮遊 生物 。 

ヒコ ー プラ ンク トン 被 肝 一 一 Lkallo- 


plankton] 三 被 腰 浮 遊 生 物 
ビ ピサ i> (very fine sand] 三 極細 砂 
ビ サ イ キョ ー セ イシ ャ 微細 共生 者 


[microsymbiont ®Mikrosymbiont] I 
り 高 等 な 生物 と 共生 関係 に ある 微生物 。 

ビ サ イ コー ゲキ 微細 孔 隙 Lmicro-pore 
space | 

ビ サ イ シュ 徴 細 種 [microspecies O 
Kleinart] 小 種 と も いら 。Jordan 種 に 近い 
fC, その 分 布 範囲 も 狭い も の 。 ウジ ョ ル ダ 


ン 種 
ビ サ イ ショ クセ イ 微細 食性 [micro- 
phagous] 三 食 微 性 


ビ ピサ イ ショ ク プ ツ 微細 植物 [micro- 
phyte Opflanzliche Mikrobe] 

ピサ イ セイ ソー コー ゾー 微細 成層 構造 
[microstratification] 非常 に 微小 な 範囲 
で 認め られ る 成層 構造 。 例 : 葉 面 上 の 風速 分 
布 ・ 温 度 分 布 ・ 炭 酸 ガ ス 濃度 の 分 布 な ど 。 

ピサ ザイ フ ユ ー セ イプ ツ 微細 浮遊 生物 


[nannoplankton ®Nanoplankton ®na- 
noplankton] 5 一 50g く らい の 大 き さ の も 
の 。 ネ ッ ト プ ラン クト ン と し て は 採集 きれ な 
い 。 微細 プラ ンク トン 。 

ビ サ イ プラ ンク トン 敏 細 - 一 一 [manmno- 
plankton ⑩Nanoplankton @®nano- 
plankton] 一 微細 浮遊 生物 ; 

ヒサ ポー シリ ン 飛 砂防 止 林 (sandbreak 
forest] 三 防 砂 林 

ヒシ ハイ ボク 被 支配 木 [dominated 
tree (@beherrschter Stamm, zuriick- 
bleibender S.] ' 

ピー シー ビー (PCB; polychlorinated 
biphenyl] く テマ くつ の 基本 構造 を も つ 化 
合 物 で , 水 に 溶け ず , 油 ・ 有 機 溶媒 に よく 溶け 
る , 化学 的 に 不 活性 で 薬剤 耐性 が 大 きく 不燃 
性 ・ 絶 縁 性 が よい こと 等 の 優れ た 特徴 が あり , 
きわ め て 多 方 面 で 利用 され て いる 。 し か し 
PCB は DDT 等 の 有機 塩素 系 殺虫 剤 以上 に 容易 
に 分 解せ ず , 毒性 も 強い た め , PCB に よる 環 
境 汚 染 と し て 大 き な 社 会 問題 に な っ て いる 。 

ヒジ ュー 比重 [specific gravity © 
spezifisches Gewicht ⑤⑥poids spécifi- 
que] ある 体積 を も つ 物体 の 質量 と , 同体 積 
の 基準 物体 の 質量 と の 比 。 基 準 物体 に は 4°C 
の 水 が あ ふつ うら 用 いら れる 。 

ヒジ ュ コ ー 比 樹高 [tree height ratio] 
森林 (一 斉 林 ) の 平均 樹高 と , Mis COMM 
の 樹高 の 比 。 土 地 の 生 産 力 の 指標 と し て 用 い 
られ る 。 

ヒジ ュー ビン 比重 一 一 Lpyenometer } 
ピク ノ メ ー タ 。 . | 

A el a’ fo 
cline ] 

ビジ ョ ー カジ ョ 尾 状 花序 Leatkin, 
ament ①DKatzchen ⑤chatonm] 穂状 花序 


比重 躍 層 [pyeno- 


| OB (2A). 


ヒシ ョ クシ ャ 被 食 者 [prey] =Hhy 
ヒシ ョ ク ホ ー 比 色 法 [colorimmetric 
method ⑩kolorimetrische Methode © 
méthode colorimétrique] 比 色 定 量 法 。 
ヒシ ョ ー コー ドー 


飛翔 行動 [Hight 


— ee 


behaviour | 

ビシ ョ ー ショ ー ヒ シャ 微小 消費 者 [mi- 
croconsumer @Mikrokonsument] 生 
態 系 の 栄養 段階 の 一 構成 員 。 腐 生生 活 を する 
微生物 を 指す 。 分 解 者 。 

ビシ ョ ー セイ タイ ケイ 微小 生態 系 [mi- 
croecosystem] 微生物 を 系 の 主体 と する 生 
態 系 。 ミ クロ ュ コス ム microcosm の 語 ゃ 同義 
に 使わ れる こと が 多い 。 容 易 に 管理 ・ 操 作 が 
で き , また 再現 し う る た め に , RRO) 
生態 系 (自然 界 より 取出 し た り , また は 人 工 的 に 
合成 し た 系 ) は 自然 生態 系 の モデ ル と し , & 
、 移 な どの 生態 系 の 機能 の 解析 の 有効 た 手段 と 
も な る 。 DEREK 

ビシ ョ ー セ ン イ 徴 小 遷 移 Lmicro-suc- 
cession] 枯 株 ・ 枯 葉 ・ 腐 肉 ・ 死 体 な どの 上 
CES RED + BU)DWOEE. 

ビシ ョ ー セン イケ イレ ツ th) BBR 
Lmaicrosere。serule] ご く 小 面積 . た と え 
ば ー つ の 切り 株 上 , 動物 の 死体 上 , 一 様 の 落 
葉 上 な ど で 生 じ る 微生物 な どの 起 移 系 列 。 

ビシ ョ ー ユー エイ セイ プ ツ 敏 小 遊泳 生物 
[micronekton ®Mikronekton ®micro- 
neKton] 体長 が 数 cm に 満た な い 小 型 で 遊 
涼 力 の あま り 大 きく な い 遊 泳 生物 。 

ヒジ ン イ ソー ゲン 被 人 為 草 原 [anthro- 
pogenic grassland anthropogenes 
Grassland] 採草 ・ 放 牧 ・ 施 肥 な どの 定期 的 
な 人 間 の 影響 下 に 成立 し て いる 草原 。 わ が 国 
で は シバ 草原 ・ ス スキ 草原 の 大 部 分 が これ に 
入る 。 

ヒー ス [heath, heathland OHeide, 
Heidegebiet) 寒 帯 か ら 温帯 に か け て み ら 
れる ハイ デ ッ ソウ Calluna vulgaris + =) Arr 
どの ツ ッ ジ 科 低 木 の 優 占 す る 群落 で , 北西 ヨ 
ー ロ ッ ズ の 海洋 任 気 候 下 に 主として 分 布 す る 。 
群落 は 密 で 高 さ 50 cmー 1m 程度 , 常緑 ・ 憩 
性 で 密 に 分 枝 し 菌 根 を も つ 植 物 が 中 心 と な る 。 
高木 の 生え な い 高 層 湿 原 の 乾性 な 立地 で は 気 
候 的 極 相 と みな され る が , 低地 で は 氷河 堆積 
物 か ら 成 る 砂 質 土壌 に み ら れ , 火入れ ・ 放 牧 
な どの 生物 的 要因 ある い は 海岸 の 強風 な ど で 


’ [azonal soil ⑩azonaler Boden 
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和 雑 持 さ れる 妨害 極 相 で ある 。 

ヒー ス シ ツ ゲン ー 一 湿原 [heather 
moor MHeidemoor] 北西 ヨー ロッ パ に 
み ら れ る ハイ デ ソ ウ Cg/Zzzg oz/ggzzs の 優 占 
する 山地 性 の や や 乾性 の 湿原 。 数 年 ご ど と に 火 
入れ を し て 維持 され る 。 群落 高 は , 火入れ の 
頻度 に よっ て 異な る が 10~60 cm REO BH“ 
低木 群 系 。 

ヒス トリ ア アニ マリ ウム (Historia 
animalium] 「 動 物 誌 」。 Aristoteles (384~ 
322B.C.) の 著書 で , 生育 環境 に よる 動物 の 分 
類 ・ 生 活 史 な どの 自然 誌 的 研究 で ある 。Theo- 
phratus (372~288 B.C.) の 「 植 物 誌 」 Historia 
plantarum と と も に 生態 学 発展 の 出発 点 と な 
っ た 著書 で ある 。 

ビー スリ ー ソ ー — 8 [B。 horizon] 
B 層 の 下部 に あり , C 層 へ の 移行 層 。 

ヒー スリ ン 一 一 林 [heath forest] 東 
南ア ジア に 多く み ら れ る 填 砂原 な と 砂 士 上 に 
形成 され た 半 乾 燥 形態 の 一 次 林 。 カテ プ ブ テ 
Melaleuca leucadendron: Agatis: Podocarpus 
TEMRAEL, ウッ ボカ ズラ Nepentes の よ 
う な 食 虫 植物 ・ 賊 植物 な ど が 多く み ら れ る 。 

ヒ セ イタ イセ イド ジョ ー 非 成 帯 性 土壌 
⑤sol 
azonal] 気候 ・ 植 生 帯 と 無関係 な 土壌 型 。 
すなわち 年 代 が 極端 に 新しい こと , ある い は 


- 急 駿 な 斜面 や 極端 に 砂 質 の 母 材 に 由来 する な 


ど , 土壌 断面 の 発達 が 不 十分 な 土壌 型 を いう 。 
例 : 山岳 土 ・ 沖 積 土 な ど 。 

ビ ピ セ イプ ツ t+ [mmicrobe, micro- 
organism ①)Mikrobe, Mikroorganismus 
®microbe, micro-organisme] 肉眼 で は 
形 を と ら え る こと が で きたな い 人 箇 小 な 生物 に 与 
えら れ た 便宜 的 名 称 。 細 菌 が 主 で , 菌類 の 一 
部 , 微細 な 藻類 ・ 原 生 動物 お よび ウィ ルス を 
含む 。 

ビ セ イ プ ツ ショ クシ ャ 徴 生物 食 者 [mi 
crobivore] 微生物 食 動物 。 

ビ セ イ プ ツ セイ タイ ガク 微生物 生態 学 
(microbial ecology] 微生物 と それ を 取 巻 
く 環境 と の 関係 を 研究 する 生態 学 の 一 分 野 。 
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GER, AREAIC IF B WEWOD DARE decom- 
poser また は 本 元 者 reducer と し て の 役割 が 
強調 され て きた が , 近年 微生物 自体 の 生活 
を 明らか に し , その 生態 を 研究 する 試み が 土 
壌 ・ 水 界 ・ 

ピ セ イプ ツー 
つ 生 物 相 

ヒ セ イプ ツタ イセ スト ン 非 生物 体 一 一 
[abioseston] セス トン の うち で , TEE 
物 な どの 生き て いる 部 分 を 除い た 残り の 鉱物 
質 ・ 生 物 破片 ・ 死 骨 な どの 非 生体 部 分 。 非 生 
セス トン ・ 無 生物 セス トン と も いわ れる 。 . 

ビ セ イ ブツ テキ プン カイ 敏生 物 的 分 解 


役 生 物 相 [microbiota | 


[microbial decomposition] 自然 界 に お 


ける 物質 循環 の 過程 で , 微生物 が 関 馬 する 有 
DOAK. OA 

ビ セ イ プ ツ テキ ボー ジョ 微生物 的 防除 
[microbial control] 病原 性 微生物 ある い 
は それ の 生産 する 毒素 を 利用 し て 害 昌 を 防除 
する 方 法 。 細菌 や 菌類 の 胞子 ある い は 毒素 の 
抽出 物 , 多角 体 ウ ィ ル ス な ど は 散布 に 都合 が 
- よい の で 一 時 的 に 害虫 密度 を 抑え る 目的 で 大 
量 に 使用 され る こと が あり , 微生物 農薬 mi- 
crobial pesticide と 呼ば れる こと も ある 。 

ヒ セ イプ ツテ キ ヨー イン 非 生物 的 要因 
[Labiotic factor] 環境 要因 の 分 類 で 生物 的 
要因 に 対す る 語 で , 気候 的 ・ 土 壌 的 ・ 地 形 的 
の 各 要 因 を 含め て いう 。 

ヒ セ イプ ツテ キ ヨー ソ 非 生物 的 要素 
[abiotic component] 自然 系 を 構成 する 
要素 の 中 で 生物 以外 の 構成 要 系 

ピ セ イプ ツ フー ヤク ate ER [mi- 
crobial pesticide] O42, 微生物 的 
防除 

ビー ソー 層 [B horizon OB-Hori- 
zont ®horizon B] A 層 の 下 に 続く 下層 土 
subsoil で , 風化 の や や 不 完全 な 層 。A 層 か ら 
溶脱 さ れ た 可溶性 成分 ・ 粘 土 ・ 腐 枯 な どの あ 
る も ぁ の が 集積 する 部 分 。 腐 植 は 少な く , BH 
で 大 構造 が 発達 し て いる 。 上 部 か ら Bi 層 ・B。 
層 ・B, 層 が 区 別 さ れる 。 ORME 

ヒダ イ 肥大 Chypertrophy, over- 


ジー メン 等 に つい て な され て いる 。 


growth, auxesis (@Hypertrophie ® 
hypertrophie」 生体 の 器官 また は 組織 の 
容積 が 増し て 正常 以上 に 大 きぐ く な る と と 。 
ヒダ ヒ ョ ー キ WRK [Hida ice age, 
H. glacial a.] 日 本 アル デス で 発見 きれ る 
氷河 堆積 層 を も と に 認め られ た 氷河 時 代 で , 
飛騨 水 期 I・II の 2 回 の 氷 期 が 区 別 さ れる 。 
前 者 は 約 2 万 6000 年 前 ( ル ュ 第 二 亜 氷 期 ), K 
者 は ヴ ル ム 第 三 亜 氷 期 に 対比 され て いる 。 
と ダン ネツ シキ ネツ リョ ー ケ イ 非 断熱 式 
熱量 計 [ron-adiabatic bomb calorime- 
ter] 試料 の 燃焼 に よる 熱 を 熱電 対 で 直接 に 
電位 差 と し て 読取 り , 起 電力 を 熱量 に 換算 す 
る 方 式 の 熱量 計 。 測 定 可 能 な 試料 の 量 が 幅広 
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ビ チ ケ イ 徴 地形 [micro-topography 
ost ee ee 
phie] 

ヒ チ ョ ー ワ コシ ョ ー ガ タ * ” 非 調和 湖沼 弄 
[disharmonic lake type  ⑩dishar- 
monischer Seetyp] 湖沼 型 を 調和 型 と 非 
調和 型 の 二 つ に 大 別 す る 。 ぁ ふつ う の 溢 水 は 栄 
養 塩類 お よび 浴 解 成分 の バラ ンス が と れ て い 
る の に 対し て , ある 成分 が 極端 に 多 が っ た り , 
全く 欠 除 し て いる 水質 の 湖沼 を 非 調和 型 湖沼 
と いう 。 両 者 の 厳密 な 境界 線 は な い が , 後者 
に は 生物 の 生存 に 著しい 制限 を 受け る 。 

ヒ チ ョ ー ワ テキ セイ プ ツ リソー 非 調和 的 
生物 相 [disharmonic biota] ある 地域 の 
生物 相 biota が 周囲 の 起 原 地域 に 見 出さ れる 
基本 的 な 適応 型 の うち , ほん の わずか な 割合 
の も の し か 含ん で いな いこ と 。 宮 調和 的 生物 相 

ヒッ ス エイ ヨー ツ 必須 栄養 素 Fessen- 
tial nutrient Dessentieller Nahrstoff | 
生物 の 成長 に 不可 欠 な 栄養素 。 

ビー ツー ソー 一 一 層 [Bz horizon] B 
層 の 中 心 に あり B 層 の 特徴 が 最も よく 示さ れ , 
鉄 ・ ア ルミ ナ ・ 炭 酸 石 灰 ある い は 粘土 な ど が 
集積 する B 層 の 本 体 。 ツ 陸 層 

ヒ テ キオ ー テ キ ケイ シ ツ 非 適応 的 形質 
[non-adaptive character] 生物 の も つ 形 
質 の 中 に は 適応 で ある か 否 か 不明 だ の , 生 
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存 に 不利 と 思わ れる も の な ど が あり , これ ら 
を いう 。 集団 遺伝 学 で は これ ら の 形質 が 集団 
を 区 別 する 特徴 と な りう る と いわ れ て いる 。 
層 ラ イト 効果 

ヒト [man| ホモ サビ エン ス Homo sap- 
jens, 生物 学 に お ける 分 類 で は , ヒト が 正式 
な 学名 で あり , 人 問 と は , 社会 文化 的 な 観点 
を 含め た 場合 に 用 いら れる の が ぁ ふつう で ある 。 
現 生 の ヒト は 1 必 (ozzo 属 ) 1 種 (szpzezs 種 ) 
CHS. 人類 と は , 人 類 学 用 語 で は , ホ ミ = ニ 
=F Hominidae と いう 生物 分 類 上 の 科 に 属す 
も の を 指す 。 道 具 を 作る な どの 文化 的 要因 と 
直立 二 足 歩行 な どの 生物 学 的 要因 が , 人 類 を 
定義 する 重要 な メル クマ ー ル と いえ る 。 

ヒド 被 度 [cover(age), cover degree 
ODekungsgrad] 植物 体 の 地上 部 を 地表 
に 投影 し た と き に , SHAS 地表 面 の 割合 
で 繁茂 の 程度 を 表す 。 あ つう は バー セン ト や 
4,3,2,1,1, + と いっ た 被 度 階級 を 用 いる 。 
優 占 度 dominance を 示す 重要 な 測度 で 彼 度 が 
最大 の 種 を 優 占 種 と いう 。 上 優 占 種 , の 優 占 護 

ヒド カイ キュ ー 被 度 階級 [cover class] 
_ 被 度 は みつ うい くつ か の 段階 に 分 けら れ て 用 
めい ち れ て いる た と えば 十 : 1 狐 以下 , 1: 
1~5%, 2:6~25%, 3 :26~50%, 4 
151~75%, 5 :76 多 以上 。 あ る い は 20 多 ご 
tire, ORE 

ヒド ー カ キ カ ン 非 同 化 器官 Lnon-pho- 
tosynthetic part (organ)] 三 非 同化 部 分 

ヒド ー カ ケイ 非 同 化 系 [non-assimila- 
tion system] 植物 の 光合成 を 行わ な い 部 
分 の 総称 で , 枝 ・ 根 な ど が 枝 分 れ し て 空間 に 
機能 的 に 分 布 す る 状態 を 一 種 の 系 と みな た し た 
場合 の 呼び 名 で , 同化 系 に 対す る 名 称 。 

ヒド ー カ ププ ブン 非 同 化 部 分 [non-pho- 
tosynthetic part] 植物 体 の 同化 部 分 ( 葉 ) 
を 除い た 残り の 部 分 。 非 同化 器官 non-photo- 
synthetic organ, 

ヒト クシ ュ ケ イノ ホー ソ ク 非 特殊 型 の 
法則 [law of non-specialized] 進化 の 
過程 で , 時 間 的 に 後 か ら 分 化 し た 種族 は , x 
り 早く 分 化し た 種族 の 中 で も 特殊 化 し な い 群 


(より 原始 的 ) か ら 生 じ る と いう こと 。 KER 
ば 両生 類 は 高等 な 人 硬骨 人魚 で な く , 原始 的 な 総 
PAL り 進化 し た と みな され て いる 。 特殊 化 
し た 種族 は 環境 の 変化 に 対 し て 適応 性 が 低い 
と いう 考え 方 に 基 い た Cope の 説 。 

ヒド クラ ス 被 度 一 一 [cover class © 
Deckungsklasse] 三 被 度 階級 . ORE 

ヒト ザ ト シ ョ ク プ ブツ 人 里 植 物 [ruderal 
plant, anthropophyte ORuderalpfia- 
nmze] 人 里 近 くに 生育 する 植物 で , 作物 ・ 
耕地 雑草 を 除き , 路傍 ・ 堆 肥 を 積ん だ 場所 ・ 
鉄道 線路 ・ 農 道 ・ 住 居 の 周辺 な ど 人 間 に よ っ 
て 立地 が 絶え ず 揚 乱 さ れ て いる 所 に 多く 出現 
SSM. PAA 

ヒト ー ス イソ ー 非 透水 層 [aquifuge] 

ヒト ノロ コモ ーション 一 一 の ーー Llo- 
comotion of man] 最も 基本 的 な も の と 
し て は , 直立 二 足 歩行 が あげ られ る が , その 
他 に ゃ 多く の 様式 が み ら れ る 。 こ の う も 走行 
と 歩行 だ けが 直接 に は 二 足 だ け を 使い , {ho 


も の は 四肢 を 使う 。 

ヒト ハラ サン シス ー 1 腹 産 仔 数 [litter 
size] 三 1 回 産 仔 数 

ヒト ハラ ラン スー 1 腹 卵 数 [clatch 
size] 1 上 巣 卵 数 。 


ヒト リザ ル [solitary male, lone m.] 
BRMOANY TON, 通常 , 群れ 生活 を 
せ ず 単独 生活 を 行っ て いる ワカ モノ , ある い 
は オト ナ の 雄 。 ニ ホン ザル で は , 交尾 期 に は 
群れ に 接近 し , 群れ の 雌 と 交尾 する 。 出 身 群 
以外 の 他 の 群れ に 加入 する こと も 多い 。 ヒ ト 
YU, 遺伝 子 の 運搬 者 , 学習 行動 の 伝達 
者 と し て スペ シア の 統一 性 に 役立っ て いる 。 
ハナ レザ ル 。 ツ スペ シア 

ヒド ロ チ ュ ー ル イ 一 一 虫 類 [hydroid 
OHydrozoen ®hydraire] 腔 腸 動物 門 の 
PA ( 重 門 ) に 属す る 1 グル ー プ 。 分 類 学 的 
に は Hydrozoa と いう 。 ヒ ドラ は これ に 含ま 
4. 

ヒナ  [mestling) 巣立ち 前 の 幼鳥 。 

ヒナ タ ショ タプ ツ Brita (sun 
plant] 三 陽 地 植物 
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ヒ ニ ヨ ル アン テイ ゲン ラク 火 に よる 安 
定 群落 (fire climax community ①DFeu- 
erklimaxgesellschaft] 火 と いう 妨害 要 
因 で 安定 相 が 保 た れ て いる 群落 。 

ヒ ニ ヨ ル セ ン イ 火 に よる 乱 移 [pyro- 
genic succession, pyr(r)hic s.] 山 火 ・ 
野火 に よっ て 破壊 され た 所 に 始ま る 大 移 。 

ピ ニ ー ロ [pinheiro] ブラ ジル 南部 高 
原 に 優 占 し て いる アラ ウ カ リア 型 の 森林 。 

ヒノ XO [pyrr)hic] 火 に 関係 する 。 . 
_ ヒ パ イプ チョ ー 比 一 一 長 [specific pipe 
length] 群落 表面 か ら 深 さ ヶ ま CORRE 
BF(z)(g/m*) it, ふつ う , を ヶ に お ける 非 同 化 
部 分 の 量 C(z)(g/m') に 比例 する > F@)= 
L-C(z), HIER は 長 さ の ディ メン ジョ 
ン を も ゃ もち も, 比 パ イプ 長 と いわ れる 。 と の 式 の 
成立 は パイ プ モ デル の 成立 を 意味 する も の で 
ある 。 ツ パイ プ モ デル 説 

ヒ パ イボ ク 肥 培 木 [soil improving 
tree Dbodenverbessernder Baum] 肥 
培 樹 。 肥料 木 い 

ヒヒ [baboon] BRH, オナ ガザ ル 科 
の ヒヒ 属 Pzzzo の 総称 。 アフ リカ ・ ア ラビ ア 
半島 南部 に 分 布 し て いる 。 森林 に 分 布 する 種 
も ある が , BCR L, RRR 
開 林 ・ サ ベン ナ ・ 半 砂漠 に すむ 。 乾 燥 地 へ の 
適応 は , 形態 的 ・ 行 動 的 性 的 二 型 , 強固 な 社 
会 集団 , 雑食 性 , 限ら れ た 環境 要因 で ある 水 
溜り 場所 に 関す る 集団 間 の 平和 的 な 関係 な ど 
に 見 られ る 。 

ピー ピー エム [ppmm : parts per milli- 
on] 100 万 分 の いく ら か を 示す 濃度 の 単位 で 
DOM, 水 試料 の 場合 は 比重 が ほぼ 1 と みな 


せる の で , 1 7 中 の 水 の 中 に 存在 する 量 を mg , 


で 表せ ば よい 。 , 

ヒ フ オン 皮膚 温 (skin temperature 
@OHauttemperatur] Kin, 皮膚 表面 の 温 
度 の こと で , 部 位 に より か な り の 差異 が ある 
が , 体内 温度 より は 低い 。 通 幹部 の 皮膚 温 が 
最も 安定 し て お り , つい で 頭 部 ・ 頸 部 で あり , 
四肢 と くに その 示 模 部 が 不安 定 で ある 。 放 膚 
温 の 変化 は , 総体 と し て 体温 調節 の 生理 的 な 


意義 に よく 合致 し て いる と いえ る 。『 

ヒ フ ク 被服 [clothings] 通常 は 衣服 を 
も 含め て , 身体 に 着け る も の 全部 を 指す 。 被 
厩 の 最も 基礎 的 な 意義 は , 人 間 が 自然 環境 に 
適応 する の に , 生物 学 的 な 適応 力 を 広げ ば る 役 
割 を 果す こと に ある 。 衛生 学 の 立場 か ら は , 
被服 と は 身 に まとう 個々 の も の (ズポン シャ 
ッ の よう な ) を 指し , 衣服 と は , 複数 の 被服 と , 
その 間 に で きる 空気 層 を も 含め た 空間 全体 を 
指す こと が ぁ ふつ うら で ある 。 

ヒ フ ク 被覆 [eovering] 生物 体 に 同種 
また は 他 種 の 生物 が 付着 する こと 。 

ヒ フ クサ クモ ツ RAE [cover crop] 
牧草 の 播種 時 また は その 前 に , 牧草 生育 の 保 
護 の た め に 播 か れる 作物 。 

に フク ショ クセ イ 被覆 植生 Lcover ve- 
getation]| 果樹 園山 の ショッ ツメ クサ な どの 
よう に 地表 を 被覆 する た め ある 人 工 的 な 植生 。 

ヒマ ツタ イ kw [splash zone, spray 
z.] WAkHO CE, LSSHE RWS. 

ヒマ ンド 肥満 度 [ponderal index, co- 
efficient of fatness] と くに 魚類 に つい て 


HAW と 体長 ル と か ら 求 め ら れる 数 値 プー ~ 


W/L? を いう 。 それ ぞ れ の 種 で ある 大 き さ 
OM Cit 体重 と 体長 の 間 に = ニル,。 あ 
る い は W=kl? の 一 般 的 関係 が 見 られ る 
と し て 求め られ る 係数 を すなわち weight- 
length coefficient を 肥満 度 と 呼ぶ ご と も ある 。 

ヒメ ン セ キ 比 面積 [LAER: leaf area 
ratio, specific 1.a.] 一 葉 面積 比 

ヒヤ クシ ンカ 飛躍 進化 (quantum evo- 
lution] Simpson953) の 分 類 し た 進化 型 の 
ーー つ 。 あ る 群集 が 系 統 進 化 に よっ て 発展 し て 
も 環境 に 適応 不可 能 に な る と , ある も の は 衰 
退 す る が , ある も の は 別 の 環境 に 移動 し , 適 
応 す る と 再び 系 統 進化 を 遂 び る 。 そ の 結果 と 
し て 多く の 新種 が 生れ る 。 全 般 的 に みる と 非 
連続 的 な 進化 を し た よう に みえ る 進化 型 。 
REE 
' ヒュ ー ミ ン [humin] of 

ヒ ョ ー エ イク 漂 泳 区 Lpelagic division] 
海 涯 に お ける 生物 の 生活 場所 (環境 ) を 大 きく 
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区 分 し た とき, 海区 で ある 底 生 区 に 対置 し て , 
海水 その も の を 指す 。 海洋 区 ・ 漂 泳 界 pelagc 
domain な ど と も いわ れる 。 この 区 分 は 光 水 

に ゃ 適用 され うる 。 
~ 。 ヒ ョ ー エ イク ク プ ンタ イ 漂 泳 区 区 分 帯 
(pelagic zone] 洒 涼 区 の 生態 的 垂直 区 分 
帯 。 最近 で は , FEHR + PORMEKIS > HR 
海水 層 ・ 深 海水 層 ・ 超 深海 水 層 が 区 別 さ れる 。 

ヒ ョ ー エ イセ イ 漂 泳 性 [pelagic Opela- 
gisch, pelagial ®pelagique] 水底 か ら 
_ 離れ て 水中 に いる こと を 意味 し , 浮遊 性 ・ 遊 
涼 性 を 含む 。 海洋 に つい て pelagic を 遠洋 性 
と 訳す 場合 に は , 陸地 か ら 離 れ た 海域 と いう 
水平 的 な 位置 を 指す 意味 が 強く , 浅海 域 と 外 
洋 域 を 合わ せ た 範 域 が 意味 され る 。 

ヒ ョ ー エ イ セイ ブツ 漂 泳 生物 Lpelagos 
OPelagos, Pelagial ®pelagos] 水 表 生 
物 ・ 浮 遊 生物 ・ 遊 泳 生物 を 合わ せ た も の 。 水 
底 か らら 離れ て 水 体 中 で 生活 し て いる 生物 の す 
べ て を 指し , 遊離 生物 と も いわ れる 。 pelagos 
は 漂 泳 生物 相 あ る い は 漂 涼 生 物 群集 を 指す 意 


味 を も つ 。 

ヒ ョ ー ガ 氷河 [glacier OGletscher ® 
glacier | ; 

ヒ ョ ー カイ スイ ソー 表 海 水 層 Lepipe- 


lagic zone ⑪⑩epipelagische Zone] (ik 
区 の 生態 的 区 分 帯 の 一 つ 。 海 表 面 か ら 深 さ 
100m 前 後 ま で の 水 層 で , 真光 帯 に 相当 する 。 
沿岸 帯 の 漂 泳 区 の ほとん ど は この 層 に 入る 。 

ヒ ョ ー ガ サッ コン KARR (glacial 
striae ©OGletscherschramm stries 
glaciaires ] 

ヒ ョ ー ガ サヨ ー 氷河 作用 (glaciation 
OVergletscherung ®glaciation] 氷河 
に よっ て 直る 侵食 ・ 運 搬 ・ 堆 積 作用 の 総称 。 

ヒ ョ ー ガ ジ ダ イ 氷河 時 代 [glacial age, 
ice period OEiszeit ®période glaciai- 
re] 地球 の 気候 が 寒冷 で 一 部 に 大 陸 氷 河 が 
形成 され た 時 代 。 最 近 の 氷河 時 代 は 洪 積 世 の 
アメ リカ 大 陸 の 4 回 の 氷 期 と 3 
回 の 間 氷 期 が 認め られ て いる 。 こ の ほか に も 
ARG > BRO AY KIT +KEKM, FH 


ヨー Ry ババ ° 


ン ブ リ ア 紀 ・ 第 三 紀 な ど に 知ら れ て いる 。 

ヒ ョ ー ガ ショ ク プ ツゲ グン 氷河 植物 群 
[glacial flora OGlazialflora] ヨー ロッ 
パテ アル プス を は じ め 北 半球 の 高山 帯 ・ 北 極 圏 
な ど に みみ られ る 植物 群 で 。 チョ ウノ スケ ソウ 
Dryas oczo み ezg7g (に よっ て 代表 され る 。 氷河 
期 に お ける 氷河 地域 の 拡大 と と も に 分 布 を 広 
げ , 現在 温帯 の 高山 帯 に み ら れ る これ ら の 植 
物 群 は その 後 の 温 暖 化 に よっ て 取 残 され た 残 
存 植物 で ある 。 ドリ アス 植物 群 。 チョ ー ノ 
スケ ソー 植物 群 

ヒ ョ ー ガ セイ カセ ン セン ジョ ー チ 氷河 
性 河川 扇状 地 [outwash plain, frontal 
apron) 大 陸 水 河 の 縁辺 に 沿っ て , AKT 
水 が 運 搬 し て きた 土 ・ 砂 ・ 伯 の 扇状 地 二 次 堆 
積 物 。 

ヒ ョ ー ガ チケ イ 氷河 地形 [glacial land- 
form ⑥glaziale Bodengestalt ⑤⑥relief 
glaciaire 」 

ヒ ョ ー カ ヒ ョ ー エ イセ イノ 氷 下 漂 泳 性 - 
の [eryptopelagic] 中 層 遊 泳 性 の 魚類 で , 
一 生 の ある 時 期 に は , 海水 の 直下 ・ 周 辺 に 隠 
れ 場 を 求め た り し て 生活 する こと 。 

ヒ ョ ー カ ン xd Lice cap OGletscher- 
kappe ®calotte glaciaire」 極地 の 雪氷 
原 。 ツ 氷 帆 1 

ビ ョ ー キ 病気 [disease OKrankheit 
®maladie] 動物 体 が 正常 で は な い 生 活 現 
象 を 示す 場合 , その 個体 を 病気 で ある とい“ 
病気 に は 先天 性 後天 性 の 場合 が ある 。 ま :、 
病因 に ょ り 内 因 性 ・ 外 因 性 に 分 け ,, 病態 に よ 
り 慢 性 ・ 急 性 に 分 ける 。 病気 は , 健康 ある い 
は 正常 の 対立 的 概念 で ある が , 病理 的 現象 と 
生理 的 現象 と は , 常に 明確 で ある と は 限ら な 
い 。 

ヒ ョ ー キ イセ キシ ュ 氷 期 遺 跡 種 [glacial 
relict] 氷河 期 に 逃避 し て 分 布 城 を 移し た も 
の が , その 後 の 気 候 変化 で 極限 され た 地域 に 
の みみ 生息 する よう に な っ た 種 。 た と えば 同じ 
大 陸 内 で か け 離 れ た 分 布 城 を も つも の に は , 
この よう な 過程 に よる 氷河 期 遺跡 種 と 考え ら 
れる も の が ある 。 水 期 遺留 種 glacial relic と 
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区 別 す る こと も ある が , ドイ ッ 語 で は いずれ 
4 OGlazialrelikt で 区 別 し な い 。 

ヒ ョ ー キ イリ ュー シュ 氷 期 遺留 種 [gla- 
cial relic OGlazialrelikt]) 氷河期 に 生 
存 し た 生物 が , 氷河 の 後退 後 も その 地域 に 残 
留 生 息 し て いる 種類 。 氷 期 遺跡 種 。 

ヒ ヨ ケ 日 除け (shading, sun-shade © 
Beschattung ®abri du soleil] 遮光 。 

ヒ ョ ー ケ ツ セ ン 氷結 線 [frost line O 
Frostgrenze] それ 以上 の 低温 で は 動植物 
が 生存 し えな く な る 極 方 向 ・ 高 度 方 向 の 限界 
線 。 

ヒ ョ ー ゲ ン 氷原 [ice field] 93x 

ヒ ョ ー ゲ ン ケ イ 表現 型 .[phenotype O 
Phanotyp ⑤phenotype] 生物 の 形態 的 ・ 
生理 的 な 性 質 。 本 来 は 遺伝 子 に よっ て 決 る も 
の で ある が , 環境 条件 な ど に よっ て も 変化 す 
Bis 
ビ ョ ー ゲ ンタ イ 病原体 Lpothogen] 寄 
生 者 の うち , 宿主 に 異常 な 生活 現象 を 引 起 す 
も の 。 

ヒ ョ ー サ 漂 砂 (drift sand OTreib- 
sand] 氷 成 砂 土 。 氷河 か ら 直 接 ま た は 氷河 
か ら 流 出す る 流水 に よっ て 堆積 LRM. 

ヒ ョ ー ザ イ セイ ブツ REED Lepibion ] 
造 礁 サン ゴ や その 死骸 塊 , ある い は 岩礁 な ど 
の 上 部 ・ 外 側 表面 に 付着 し て 生活 する 生物 。 

ヒ ョ ー ザ イ テイ セイ セイ プ ツ 表 在 底 生生 
物 Lepibenthos] 底面 上 で 生活 し て いる 生 
物 。 動 物 は 表 在 動物 と いわ れる 。 表 生 底 生生 
QM. PRED 

ヒ ョ ー ザ イ ドー プ ツ 表 在 動物 [epifan- 
na ©Epifauna ®epifauna] 底面 上 で 生 
活 し て いる 動物 , ある い は その 種類 組成 。 表 
在 動物 相 。 固 着 動物 は その 代表 的 な も の で あ 
る が , 時 に は 底 質 中 に 潜っ た り 底 面 を 離れ て 
泳い だ りす る も の も 含ま れる 。 表 生物 ・ 底 表 
性 動物 な ど と も いわ れる 。 

に . ョ ンー 義 4 ま ド デビ ソー 
[Lepifauna] 三 表 在 動物 

ヒ ョ ー ザ ン 永山 [iceberg DEisberg 
®iceberg, montagne de glace ] 


表 在 動物 相 


ヒ ョ ー シ キ コ タイ 標識 個体 [marked 
individual] 個体 数 ・ 行 動 範囲 の 推定 の た 
め , 種々 の 方 法 で 標識 され た 個体 。 記 号 個体 。 

ヒ ョ ー シ キサ イ ホ ホー。 標識 再 捕 法 
[mark-and-recapture method, mark- 
and-release m., capture-recapture rmn.] 


相当 数 の 個体 に 何ら か の 方 法 で 標識 を 付け て > 


KL, 一 定時 間 後 捕獲 され た サン プル 中 の 標 
識 個体 の 割合 か ら 個体 数 を 推定 する 方 法 。 何 
回 か 放逐 と 再 捕 を 繰返し , ある ぃ は いく つか 
の 地域 で これ を 行う こと に より , 死亡 HR 


率 ・ 出 生 (加入 ) 率 ・ 移 出入 率 な どる 推定 で きる 。 


また 標識 個体 の 放逐 地点 か ら 移 動 分 散 範囲 を 
推定 する た め に も 用 いら れる 。 記号 放逐 法 。 
ツジ ョ リィ の 確率 論 モ デル , * > リン カン 指数 

ヒ ョ ー シ キテ キ ギ タイ 標識 的 擬態 [mi- 
micry OMimikrie © nimierie] 生物 に 
お いて , 信号 発信 者 が 信号 受信 者 に と っ て 関 
心 の ある 信号 を 発し て , 受信 者 を だ ます 現象 
(Wickler)。 受信 者 の 関心 な いも の と 似る 隠蔽 
的 擬態 と は 本 質 的 に 異な る 。 Bates 式 擬態 が 
最も 典型 的 な も の と され て いる が , 種 内 擬態 
や 自己 擬態 の 例 も 多く , 植物 に も ,` 形 ・ 色 ・ 
臭い まで ハナ バチ の 雌 そ っ くり の 花 を 付け て , 
交尾 に きた 雄 に 受粉 さき せる ラン な ど が ある 。 
上 の 定義 に よれ ば Mtller 擬 態 は 擬態 に は 含ま 
TUTE ORE, ペー ツ 式 擬態 , ミュ ラー 擬態 

ヒ ョ ー シ キ ホ ー 標識 法 [marking me- 
thod] 標識 を 施し た 個体 を 放 CHATS 
こと に より , 個体 数 出生 ・ 死 亡 率 ある い は 
移動 分 散 の 範囲 を 推定 する 方 法 。 標 識 つ け に 
は , ラッ カー その 他 の 塗料 ・ 色 素 ・ 放 射 性 同 
位 元素 ・ 焼 孔 ・ ア ルミ リン グ な ど 種 々 の 方 法 
が 用 いら れる 。 マ ー キ ング 法 。 CBRE 

ヒ ョ ー ジ ュ ン カセ キ 標準 化石 [index 
fossil, leading f. OLeit-fossil ®fossile 
characteristique] 示 準 化石 と も いう 。 一 
定 の 層 準 つま り そ れ の 示す 一 定期 間 の 地質 時 
代 に 特有 に み ら れ る 化石 種 ま た は 属 を いう 。 
この 化石 の 起 る 時 代 が 短い ほど , 広い 地域 と 
起 る ほど 有効 で ある 。 

ヒ ョ ー ジ ュ ン ゴ サ 標準 誤差 [standard 


error) 標本 推定 値 の 分 布 の 標準 偏差 , 推定 
値 の 抽出 誤差 を 示す 目安 と し て 用 いら れる 。 

ヒ ョ ー ジ ュ ン チ 標準 地 [sample plot, 
s. area] 一 標 本地 

ヒ ョ ー ジ ュ ン チ ホ ー 標準 地 法 [sample 
plot method ©Probeflichen-Methode 
®place d’essai methode] 三 標本 地 法 

ヒ ョ ー ジ ュ ン ヘン サ 標準 偏差 [stamd- 
ard deviation | 

ヒ ョ ー ジ ュ ン ボク 標準 木 [sample tree, 
test t. OProbestamm, Modellstamm で 
三 標本 木 

ヒ ョ ー シ ョ ー 氷 床 [ice sheet OEis- 
decke ®ealotte glaciaire} 大 陸 水 河 。 

ビ ョ ー ジ ョ ー HR [shoot] =k 

ヒ ョ ー シ ョ ク 氷 食 [glacial erosion D 
Gletschererosion ®érosion glaciaire | 
氷河 に よる 侵食 。 

ヒ ョ ー シ ョ クコ 永 食 湖 [glacial lake 
Oglazialer See ®lac glaciaire] 

ヒ ョ ー シ ョ ク コク 氷 食 谷 [glacial 

trough @Gletschertrog ⑤auge gla- 
ciare } 
- ヒ ョ ー シ ョ ク コク カイ ダン 氷 食 谷 階段 
(glacial step, g. stairway, g. staircase 
Oglaziale Talstufe ®gradin de vallée 
glaciaire] 氷 食 谷 の 縦断 面 に 見 られ る 階段 
構造 。 

ヒ ョ ー セ イサ ド 氷 成 夏 土 [drift sand] 
三 漂 砂 

ヒ ョ ー セ イ ネン ド 氷 成 粘土 [glacial 
HL] 氷河 移動 の と き , また 氷河 か ら の 流水 
に よっ て 基 岩 が こす られ る と き , 粘土 を 作り 
それ が 堆積 し た も の 。 

ヒ ョ ー セ キ ド 氷 積 土 [glacial aa 
g. drift Oglaziale Ablagerung, g. Sedi- 
mente ⑤depot glaciaire, sols g.] 氷河 
の た め に 運搬 され て 二 次 的 に 堆積 し た 岩石 破 


arbre d’essai | 


" 壊 物 。 氷 成 堆積 物 と も いう 。 例 : 堆積 層 ・ 漂 


Btre. 
ヒ ョ ー セ キ ド 
soil  ⑩allochthoner 


漂 積 土 [transported 
Boden, @®sol 
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allochthone] 三 移 積 土 

ヒ ョ ー セ ツ ショ ク プ ツ 永 雪 植 物 [cryo- 
phyte, cryophyta] 氷雪 に 脈 われ る 環境 
に 耐え る 植物 。 

ヒ ョ ー セ ツ ショ ク プ ツ セ イ フ ユ ー セ イプ 
ツ 氷雪 植物 性 浮遊 生物 [cryoplankto- 
phyte] 氷雪 中 に 生活 する 微生物 (植物 )。 
生活 型 分 類 の 一 単位 。 赤 雪 ・ 緑 雪 な どの 原因 
と な る 藻類 を 含む 。 

ヒビ ョ ー セ ツ ショ ク プ ツ セ イ プラ ンク トン 
氷雪 植物 性 一 一 
三 氷 雪 植 物性 浮遊 生物 

ヒ ョ ー セ ツ ショ ク プ ツ ゾ ソー 氷雪 植物 相 
[nival flora ONivalflora] 0°~4°C < 
らい の 低温 下 で , 氷 や 雪 の 溶け か か っ た 表層 
部 に 発 較 する 氷雪 プラ ンク トン 。 増殖 し た と 


[cryoplanktophyte 」 


- き に は 種々 の 色 を も 吉 て お り 赤 ・ 黄 ・ 緑 色 な 


ど 雪 上 を 彩る こと が ある 。 紅 雪 ・ 緑 雪 ・ 黄 雪 
な ど と も ゃ 呼ば れる 。 ま た 雪 の 華 snow-bloom 
@MSchneebliite と も いう 。 わ が 国 で は 尾瀬 ヶ 
原付 近 か ら 報告 され て いる 。 

ヒ ョ ー セ ツタ イ xB Lice and snow 
zone, i. and s. belt] 植物 帯 区 分 の 最 寒 の 
部 分 で , 暖か さ の 指数 0 m.d.。 し た が っ て 高 
等 植物 は 生育 で きず , 一 年 を 通じ て 氷雪 た 徐 
われ る 。 

ヒ ョ ー セ ツ フ ユ ー セ イプ ブツ 氷雪 浮遊 生物 
[Lcryoplankton OKryoplankton ®cryo- 
plankton) 氷 の 表面 の 溶け た 水 , 氷 の すき 
間 や 積雪 中 に 含ま れ て 生息 し て いる 微細 な 生 
MyM EL UCER- BAR - HER - Bere 
で , 紅 ・ 黄 ・ 褐 ・ 黒色 の 雪 の 華 snow-bloom 
の 原因 と な る 。 高山 ・ 極 地 に 広く 分 布 す る 。 
三 氷 畳 植物 相 , 字 雪 の 華 

ヒ ョ ー セ ツ プ ラン クト ン 永 雪 一 一 [cryo- . 


plankton] ー 氷 雪 浮 遊 生 物 
ヒ ョ ー ソ ー プラ ンク トン 表層 一 一 [epi- 
plankton) = -#3%#4 


ヒ ョ ー タ イセ キ 氷 堆 石 [moraine, gla- 
cial mm.] 氷河 堆積 物 ま た は それ ら に よっ て 
作ら れる 地形 。 側 堆 石 1ateral moraine・ 中 
EG medial m.・ 未 端 堆 石 end m., terminal | 
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m.・ 氷 堆 石 堤 m. hill な ど が ある 。 堆 石 ・ モ 
レー ぞ ど や いう 。 

ヒ ョ ー タ イセ キテ イ 氷 堆 石 堤 Lmoraine 
hill OMoranenhiigel ®colline de mo- 
Traine] ご ら 氷 堆 石 

ヒ ョ ー チ ョ ー BSE [wandering bird 
DStrichvégel] 大 陸 の 一 地方 内 や 島内 で あ 
まり 規模 の 大 きく な い 季 節 的 移動 を する 渡り 
鳥 を と くに 指す 。 例 : ウズ ラ ・ ウ グイ ス な ど 。 

ヒ ョ ー チ ョ ーシュ 標 徴 種 [characteris- 
tic species OCharakterart) (① 数 量 的 
に は 重要 で な く て も , 一 般 に ある 型 の 群集 に 
し か 生息 し な いか 好 ん で そこ と に 生息 する 種 で , 
その 型 の 群集 の 存在 の 指標 に な る と 見 られ る 
も の を 指す 。 特 徴 種 と も いわ れる 。 ぐ ⑨⑳ 植 物 社 
会 学 的 な 群落 単位 区 分 を 質 的 に 規定 する 種 。 
優 占 度 と は 無関係 に 特定 の 群集 だ け に 専 在 的 
に み ら れ る 種 あ る い は 他 の 群集 で は 便 存 度 が 
非常 に 低い 種 。 必 ず し も ゃ 分類 学 的 な 種 で な く 
品種 ・ 亜 種 ・ 変 種 な ども 使わ れる 。 多く は 特 
定 の 生物 ・ 生 物 群 に よっ て 生育 が 限定 され る 
適合 度 3 て 5 の も の を いう 。 

ヒ ョ ー チ ョ ー ドープ ブツ 標 徴 動物 [cha- 
racteristic animal] 標 徴 種 と な る よら うな 
動物 。 一 般 的 に ある 型 の 群集 ある い は 地域 に 
特徴 的 な 動物 。 

ヒ ョ ー テ イセ イ ノ 表 底 生 の [epiben- 
thic] 底 質 表面 上 に 生息 する こと 。 

ヒ ョ ー ド 表土 [surface soil, topsoil, 
capping, regolith ①Oberboden, Rego- 
lith ®sol supérieur, regolith] 土 層 を 
上 下 に 分 けた と き の 上 層 部 。A 層 に は ほ ば 相当 
する 。 M 

ヒ ョ ー ハ ク ゾ ー 漂白 層 [bleached layer 
@OBleicherde ®couche lessivée] A。 層 
の 別名 。 酸 化 鉄 や 腐植 の 洗 脱 で 腕 色 され , K 
色 な いし 白色 を 淀 びる 土 層 。 

ヒ ョ ー ヒ ジョ ー サ ン 表 友 蒸散 [epider- 
mal transpiration] 表皮 通 発 。 表 皮 細 胞 
系 で 行わ れる 蒸散 。 

ヒ ョ ー ボ ー 氷 帽 Lice cap] 山頂 部 を 覆 

2 水 河 。 skit 


' [sampling area] 


ヒ ョ ー ホ ン 標本 [①sample OBeleg- 
exemplar @specimen ⑤specimen] ① 
母 集団 か ら 抽出 され た 部 分 集団 。 区 画 抽出 さ 
れ た 区 画 単 位 全数 を 含め た も の が 1 標本 と さ 
れる が , 1 区 画 を 1 標本 と みる 場合 も ある 。 
標本 の 大 き さ ② 生 物 学研 究 の た め に , 適当 
な 処理 を 施 し て 保存 し た 生物 個体 , また は そ 
の 一 部 。 

ヒ ョ ー ホ ンク 標本 区 (OAufnahme © 
releve] 具体 的 な 種 の 被 度 ・ 密 度 な ど 植 分 
(スタ ンド ) の 特質 と な る 資料 が 得 ら れる 標本 
区 。 ats 

ヒ ョ ー ホ ン ゴ サ 標本 誤差 [sampling 
error] 三 抽出 誤差 

ヒ ョ ー ホ ンチ HAH [sample plot, s. 
area ©Probefliche] 調査 地域 が 大 きす ぎ 
て 全域 の 調査 が で き な い と き , 標本 抽出 法 に 
よっ て 決め られ た 調査 地 。 標 準 地 。 RMSE CH 
準 地 と いう 場合 は , 森林 全体 の 平均 状態 を 示 
す と 考え られ る 地域 を 有意 的 に 選定 し た も の 。 

ヒ ョ ー ホ ンチ ホー 標本 地 法 [sample 
plot method ⑩Probeflachen-IMethode 
®place d’essai methode] 標準 地 法 。 調 
査 地域 に 標本 抽出 法 に よっ て 抽出 され だ 標本 
地 を 設け 、 そこ を 調査 する こと に より 全域 の 
状態 を 統計 的 に 推定 する 法 。 林 学 で 標準 地 法 
と いう と き は , 森林 全体 の 状態 を 代表 お る と 
ころ と し て 有意 的 に 選定 され た 標準 地 に つい 
て 調査 を 行い 全体 を 推定 する 法 を 指す 。 

ヒ ョ ー ホ ン チュ ーシュ ツ 標本 抽出 [sam- 
pling DProbennahme] サン プリ ング 。 
母 集団 の 特性 を 知る 目的 で , 母 集団 を 構成 す 
る 全 調 査 単位 の 一 部 を 抜き 出す こと 。 Of 
調査 

ヒ ョ ー ホ ンチ ョ ー サ 標本 調査 [sample 
survey] 三 抽出 調査 

ヒ ョ ー ホ ンチ ョ ー サ ク 標本 調査 区 [sam- 
pling plot] 

ヒ ョ ー ホ ンチ ョ ー サ チイ キ 標本 調査 地域 
抽出 調査 の 対象 と な る 
母 集団 を 含む 地域 。 


ヒ ョ ー ホ ンチ ョ ー サ ホー . 標本 調査 法 


(sampling survey method ®Methode 
der Stichprobenerhebung méthode 
de soudage] 母 集団 の 特性 を 知る 目的 で そ 
の 一 部 を 抽出 調査 し, その 結果 に 基 い て 母 集 
団 全 体 に つい て の 推定 を 行う 方 法 全般 を 指す 。 
サン プリ ング 法 。 

ヒ ョ ー ホ ン ノ オー キサ 標本 の 大 き さ 
(sample size] 母 集団 か ら 抽出 され た 調査 
単位 数 。 区 画 法 に よる 個体 数 調査 な ど で は , 


1 区 画 を 1 標本 と みて , 標本 数 と 呼ぶ 場合 も 


ある 。 

- ヒ ョ ー ホ ン プン プ 標本 分 布 [sampling 
distribution MStichprobenverteilung 
@®distribution’ d’echantillonnage 」 

ヒ ョ ー ホ ン ボ ク 標本 木 [sample tree, 
test t. OProbestamm arbre d'essai 
森林 の 状態 を 知る た め に 標本 抽出 法 に よっ て 
抽出 され た 調査 木 。 標 準 木 。 林 学 で 標準 木 と 
いう 場合 に は , ある 形質 ・ 状 態 な ど に つい て 
森林 全体 の 平均 値 を 有する 木 を 指す こと も あ 
る $ 

ヒ ョ ー メ ン シン ショ ク 表面 侵食 [surfa- 
ce erosion, denudation ®Denudation | 

' ヒ ョ ー メ ンス イ エン プン 表面 水 塩分 
(surface salinity] 海洋 表面 の 海水 の 塩分 。 

ヒ ョ ー メ ン リュ ーシュ ツ 表面 流出 [sar- 
face run-off] ある 土地 に 降る 降水 の うち 
土 震 中 に 侵入 する と と な く , 士 の 表面 を 流れ 
て 失わ れる 部 分 。 

ヒ ョ ー リ ュー ビン 漂流 ぴん [drift bot- 
tle] 主として 表面 水 の 動 き を 知る た め に 用 
いら れる 小 び ん 。 発見 位置 ・ 日 時 な ど を 通報 
し て ゃ も ら う 依頼 書 な ど を 封入 し て 投下 する 。 

ヒ ョ ー レ キ ド Rt (till, drift, boul- 
der clay] 氷河 の 侵食 作用 に よっ て 削り 取ら 
れ た 岩 居 が 運ば れ て 堆積 し た も の 。 KR - 
漂 石 粘土 ・ 巨 際 粘 土 と も いう 。 大 小 様々 な 角 
B-D+ Biib(yr bh) FLORAD T, 層 
理 を 示さ な い 。 

ヒ ョ ー レ キ ド ジョ ー ノ セン イ RR 
O#% [succession on glacial till] & 
Rt bk CtRS—-KEBC, 中 性 遷移 の 場合 が 
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多い 。 漂 巡 士 は 元 来 層 理 を 示さ な い 土 壌 で あ 
る た め , 想 移 途上 で の 悦 理 の 発 騰 は と くに よ 
く 研究 きれ て いる 。 A 

ビ リク スイ ガク 敏 陸 水 学 [microlim- 
nology] 道路 の わだち に 生じ た 水 溜り を は 
US, 竹筒 ・ 墓 石 の あか 水 な どの 少量 の 水域 
お よび その 中 の 生物 群集 を 研究 する 学問 。 

ヒ リ ョ ー 肥料 (fertilizer, manure O 
Danger] 植物 に 栄養 を 供給 する 目的 で 土壌 
また は 直接 植物 に 施用 され る 物質 を 肥料 と い 
>, 肥料 要 素 と し て は , SRR avs 
石原 ・ 苦 土 ・ 百 酸 ・ マ ン ガ ン な ど が ある が , 
AVY ARE CRB H ARAL TbHS., ¥ 


to, 土 性 を 改良 し 植物 の 生育 を 促進 させ る も 


の も 肥料 と し て 扱わ れる 。 肥 料 は , ) 給 源 に 
より 有機 質 肥料 ・ 無 機 質 肥料 , (2) 肥 効 の 速 さ 
に より 速効 性 肥料 ・ 遅 効 性 肥料 , (3) そ の 形式 
に より 直接 肥料 ・ 間 接 肥料 , (④ 形 状 に より 液 
体 肥 料 ・ 固 形 肥料 , (5) 化 学 性 に より 酸性 肥 
料 ・ 中 性 肥料 ・ 塩 基 性 肥料 な ど に 分 けら れる 。 

ビリ ョ ー エイ ヨー エン ルイ 徴 量 栄養 塩類 
{minor element, trace e.| 三 微量 元素 

ビリ ョ ー ゲ ン ゾ ソ 微量 元素 [minor ele- 
ment, trace e., micro é¢., micronutrient 
®OMikroelement, Spurenelement mi- 
cro-élément] ① 植 物 の 生育 に 必要 な 栄養 
元素 の うち , 不可 欠 で ある が 量 的 に 人 徴 量 ( 通 
常 , 数 ppm また は それ 以下 ) で 有効 な 元素 を い 2 。 
鉄 ・ 亜 鉛 ・ マ ン ガ ン ・ 銅 ・ ホ ウ 素 ・ モ リフ 
ン ・ コ ベルト な ど が あげ ば られ る 。 精密 な 全 
に よっ て 更に 他 の 元素 が 加わ る 可能 性 が ある 。 
N・P・K な どの 多量 元素 に 対す る 語 。 ② ビ 
タ ミ ン の よう に 微量 で 作用 する 動物 の 栄養 素 
DOL, 微量 養 素 ・ 微 量 栄養 塩類 。 

ヒ リ ョ ー ボ ク 肥料 木 [soil improving 
tree Mbodenverbessernde Baumart } 
マメ 科 樹 木 の よ うに 根粒 を も つも の や , その 
他 の 樹木 で も 菌 根 を も ぉ ゃ っ て お り 室 素 固定 作用 
を する と 考え られ る 樹木 を 肥料 木 と いう 。 肥 
料 木 は 一 般 に や せ 地 で も 健全 に 生育 し , 林地 
の 地力 回 復 に 大 きた 効果 を 示す 。 肥 培 木 ・ 肥 
ae tt , 
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ビリ ョ ー ヨ ー ソ 微量 養 素 [micronutri- 
ent ①DWMikronahrstoff] 三 微 量 元 素 

ヒレ ン ゾ ク バイ ヨー ホー 非 連 続 培 養 法 
Lbatch culture] 微生物 の 培養 法 の 一 つ 。 
i} continuous culture に 対 し, 載 養 開 
始 後に ,。 新た な 培地 の 供給 の な い 場 合 を いう 。 
バッ チ 式 培養 また は 回 分 培養 と も いう 。 

ビー ワン ソー 一 一 層 [B」 horizon] B 
層 最 上 部 に あり , A 層 と の 移行 帯 の うち も B 層 
に 近い 部 分 。 や B 層 

ヒン エイ ヨー 貧 栄 養 [oligotrophby O 
Oligotrophie] 栄 養 塩類 が 乏しく , 生産 が 
小さ い 状態 。 

ヒン エイ ヨー ガタ コシ ョ ー BREWAA 
[oligotrophic lake Doligotropher See] 
栄養 塩類 の 少な い 湖 沼 。(N が 0.2 mg/l 以下 , 
P が 0.02mg// 以 下 ) 弱 酸性 の 場合 が 多く , 生物 
相 は 谷 弱 で ある 。 中 栄養 型 湖沼 , や 富 栄 養 弄 
湖沼 

ヒン エイ ヨー スイ 貧 栄 養 水 [oligotro- 
phic water] ツ 貧 栄養 型 湖沼 

ヒン エイ ヨー テキ フ セ イ シ ャ 貧 栄 養 的 腐 
生 者 [oligosaprobic] わずか な 栄養 源 を 
含む 水中 で 生活 する 腐 生生 物 。 

ヒン エイ ヨー ノ BREO [oligotro- 
phic Doligotroph ⑤⑥oligotrophe] 

ピン ガー [pinger] 自発 送信 する 超 音 
UR ultrasonic tag, 水中 に 沈め た 測定 ・ 
採集 機器 の 位置 の 確認 や 生物 テレ メト リー に 
用 いら れる 。 

ピン ゴ [pingo] 極地 の 川 の デル タ 地 帯 
に 円 丘 状 に 盛り 上 が っ た ツン ドラ 。 

ヒン サン ソ セ イ BRR Loligoaero- 
bic] 酸素 圧 の 低い 所 で 繁栄 する こと , また 
は その 生物 。 

ヒン シュ 品種 [①Yariety, breed, race 
OVarietat, Rasse @form] ① 分 類 学 上 
の 単位 で な く , 栽培 ・ 飼 養生 物 の 集団 で , 実 
用 的 形質 に 関し て 他 の 集団 と 区 別 さ れる が , 
その 集団 内 で は 相互 に 区 別 さ れ な い 一 定 の 遺 
伝 的 特性 を も ね っ た も の を いう 。 こ の 遺伝 的 特 
性 は 環境 が 変る と と に より 変化 する こと も あ 


り , 各個 体 の 遺伝 子 型 は 必ず しゃ 同じ で な い 。 
③ 分 類 学 上 の 一 単位 で 1, 2 の 形質 で 基準 の 
群 と な る も の 。 人工 的 で な < く 天然 に 発見 され 
た も の に 適用 する 。 

ヒン シュ セイ タイ ガク 品種 生態 学 [ge- 
necology」 個体 群 の 遺伝 的 内 容 を 生態 的 条 
件 の 変更 に と よっ て と ら え , mEPERHOK 

立 過 程 を 朋 ら か に し よら と する 一 分 科 。 Tur- 
esson の 造語 で , 種 生態 学 と 訳 さ れ た と と も 
ある 。 

E+ ジュ ンカ ンコ 貧 循 環 湖 [oligomie- 
tic lake] 水温 が 非常 に 安定 し て いて ,』 ま 
れ に だ 循環 する か , (BRUT L Bd CHM 
湖 。 熱帯 湖 に 多い 。 

ヒン ド 頻度 [frequency, frequence ①) 
Frequenz] サン プリ ング に お ける 各種 の 調 
査 わ く 数 に 対す る 出現 率 。 頻 度 百分率 と も い 
う 。 頻度 階級 

ヒン ド カイ キュ ー RAEBBA [frequency 
class OFrequenz-Klasse] 植物 群落 の 量 
的 測度 の 一 つ で ある 頻度 を 階級 に 分 けた も の 

で , ぁ ふつう 5^10 階 級 に 分 ける 。 Raunkiaer 
は これ を 20% ずつ の 5 段階 に 分 け ,。 その 頻 
度 分 布 に 一 定 の 関係 が み ら れ る と し た 。 OF 
E, ゆ ウラ ウン ケア の 頻度 スペ クト ラム 

ヒン ド キョ クセ ン 頻度 曲線 [frequency 


curve DFrequenzkurve ] 


ヒン ド クラ ス 頻度 一 一 [frequency 
class] 三 頻 度 階級 

ヒン ド シ ス ー 頻度 指数 [index of fre- 
quency |} 3 


ヒン ド スペ クト ラム 頻度 一 [frequ- 
ency spectrum DFreqruenzspektrumn ] 
"や ラウ ン ケ ア の 頻度 スペ クト ラム 

ヒン ド ホー ソ ク 頻度 法則 [frequency 
law OFrequenzgesetz ] 

ヒン ドリ ツ 382% (frequency percen- 
tage DFrequenzprozent] 

ヒン ヨー ショク プ ツ 貧 状 植物 [oligo- 
trophic plant Doligotrophe Pflanze ] 
栄養 分 の 乏しい 土壌 に 生育 し て いる 植物 。 


ファ イト ゲ グラフ ([phytograph] Lutz の 
考案 し た 優 占 度 表現 法 。 円 を 直交 する 2 直線 
で 4 象限 に 分 け , 四 つ の それ ぞ れ の 半径 を 密 
度 ・ 被 度 (基底 面積 )・ 頻 度 な どの 軸 と し て , 
各種 ご と に 位置 を 示し , それ ら を 結ん だ 四辺 
形 の 面積 で 優 占 度 を 表す 方 法 。 

ファ イト トロ ン [phytotron] 植物 用 人 
工 気象 室 。 

ファ イト メー ター [phytometer] = 
物 計 

ファ イト メー ター ホー 一 一 法 [phyto- 
meter method] 植物 計 法 と も いう 。 史 西 
物 計 , や 生物 計 

ファ シ エ ー シ ョ ン [faciation] Cleme- 
nts の 用 いた 植物 群落 区 分 の 単位 の 一 つ 。 群 
集 association の 下位 単位 で , 1 種 で は な く 
2 , 3 の 優 和 占 種 か ら 成る 群落 を いう 。 た と え 
ば 群集 と し て の プ ナ 林 に 対し , ブナ ・ ウ ラジ 
ロモ ミ 林 は ファ シン エー ショ ン と な る 。 

ファ シス (facies OFazies] AORN 
相違 に よっ て 区 分 され た 植物 社会 学 的 な 植物 
群落 の 下位 単位 。 

ワウ アツ スイ 不 圧 水 [non-confined 
water] 帯 水 層 中 の 自由 水面 を も つ 地 下水 。 
や 自由 水 

ファ アァ アンテ イナ 不安 定 な [astatic] 

プイ [buoy] 浮 標 。 浮体 (フロ ー ト float) 
を 海上 ・ 海 中 に 浮か せ て , 備え 付け た 観測 機 
器 ・ 自 記 記 録 装 置 ・ 水 中 テレ メー ター・ 無 線 
テレ メー ター な ど に よっ て 各種 の 情報 を 遠隔 
観測 ・ 通 報 す る の に 用 いら れる 設備 。 海 底 に 
保留 さき れる も の や , 水中 帆 sea anchor, para- 
chute drag で 漂流 速度 を 極力 小さ くし た も の 
が あり , 形 に は ボー ト 型 ・ 円 柱 型 ・ コ ニカ ル 
型 ・ 円 和解 型 な ど が ある 。 

フィ エル ド [fjeld] スカ ンジ チ ナビ アプ 半 
島 の 岩石 性 の 不毛 な 高原 。 フ ィ ョ ルド fjord 
と は 違う 。 

フィ ッ シ ャ ー Fisher, Ronald Aylmer, 
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1890~1962 イギリス 人 。 ケ ヶ ケンブリッジ 大 学 
卒業 後 , ロコ ザム ステ ッ ト 農 業 試験 場 等 に 勤務 
し た 人 後 , ロン ドン 大 学 教授 。 小 標本 論 ・ 実 験 
計画 法 ・ 分 散 分 析 な ど 推 測 統計 学 を 建設 し , 
近代 的 な 数 理 統計 学 の 基礎 を 築い た 。 同 時 に 
生物 学 ・ 農 学 分 野 へ の 統計 学 ・ 数 学 の 適用 に 
真 献 し , と くに 集団 遺伝 学 ・ 進 化学 に お いて 
は Chetverikov, Haldane, Wright ら と と も 
に 数 学 的 理論 の 基礎 を 築い た 。 生 態 学 方 面 で 
は Corbet, Williams ら と 種 数 - 個 体 数 分 布 の 
ーー つと し て 対数 級数 分 布 な ど を 理論 的 に 研究 
し た 仕事 な ど , 統計 生態 学 の 基礎 的 な も の そ 
の 他 が ある 。< 主 閉 > The Cenetical Theory 
of Natural Selection,1930, The Theory of 
Inbreeding, 1949。 

フィ ー ド バッ ク [feedback] サイ ズバ ネ 
ティ クス cybernetics の 用 語 。 ある シス テム 
に お いて 入力 input が 変化 すれ ば それ に 伴っ 
て 出力 output も 変化 する が , その 影響 が 閉 
じ た ル ー プ closed loop に よっ て 入力 に 戻さ 
れる こと を いい , その 結果 変化 が ます ます 増 
大 し て いく 場合 を 正 の positive フィ ー ド バッ 
ク , 逆 に 変化 が 補償 され て 定常 状態 を 保 と う 
と する 場合 を 負 の negative フ ィ ー ド バッ ク と 
いう 。 少な く と も る アナロジー と し て 生物 現象 
に ゃ 広く 適用 可能 な 状態 が あり , た と えば 個 
体 群 の 密度 調節 の 機構 は し ば し ば 負 の フィ ー 
ド ズ バッ タク 機構 n. feedback mechanism と 呼ば 
れる 。 

Ja ANF [fiord, fjord) 

フエ イ ヨ ー 力 富 栄 養 化 Leutrophica- 
tion ①DEutrophierung」 天然 水 (MKB 
水 な ど ) が た まっ た 水域 は 栄養 塩類 に 乏しい 
が , 岩石 風化 ・ 風 の 運搬 ・ 地 表 水 の 流入 な ど 
に よっ て 次 第 に 蓄積 され , そこ に 生育 する 生 
物体 の 生産 に より 徐々 に 栄養 塩 が 増大 する 。 
これ を 自然 的 富 栄養 化 と いう 。 こ れ に 人 間 の 
作用 が 加わ る と 急速 に 進む が , 両者 を 含め て 
富 栄養 化 と いう 。 富 栄養 化 が 限度 を 超え る と, 
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同じ 系 列 で は ある が 汚染 と か 腐 水 化 と いわ れ 


る よう に なる 。 

フエ イ ヨ ー ガ タ コシ ョ ー 富 栄 養 型 湖沼 
Leutrophic lake Deutropher See] 栄 
FROM Tew, Chapman は 底 水 に O。 の 
少な い 特徴 を ふっ た 湖 、 Braun-Blanquet や 
Thienemann は 腐植 質 が 少な く , Ca が 豊富 で 
根 の ある 植物 帯 の 広い 湖 と 定義 し て いる が , 
栄養 塩 の 多い 湖 は これ ら の 特徴 を も つ 。 吉 
に よれ ば N が 0.2mg/7 以上 , P が 0.02 sas 
以上 の 陸 水 を 指し , pH Ik7.0~9.00 77% 
リ 性 に 傾く 場合 が 多い 。 中 栄 状 型 湖沼 , OB 
栄養 型 湖沼 

フエ イ ヨ ー ガ タ ショ ク プ ブツ 富 栄 養 型 植物 
.Leutrophic plant] 富 栄養 型 湖沼 に 好 ん で 
生育 する 植物 。 

フエ イ ヨ ー ガ タ ノ 富 栄 養 型 の [eatro- 
phic.Deutroph] SERRA 

フエ イ ヨ ー ス イ BRK [eutrophic 
water Deutrophes Wasser] OAoR#H 
湖沼 

フェ オプ ラン クト ン [phaeoplankton] 
浮遊 生物 相 で 大 型 の C ヵ gezocezos 類 (Phaeoceros 
亜 属 ) が 優 占 する も の 。 

フェ デレ ーション [federation OFede- 
ration] Du Rietz な ど に よる 分 層 群 落 の 上 
級 単位 。 

フェ ノロ ジー [phenology 〇 Biophano- 
logie ®biophénologie] 気候 ・ 気 象 の 時 
間 的 変化 と 自然 界 に み ら れ る 他 の 生物 ・ 物 理 ・ 
化学 的 現象 と を 関係 づけ て 研究 する 学問 。 生 
物 を 対象 と する 場合 に は , と くに 生物 季節 学 
と 呼ば れる 。⑦ 植 物 季 節 学 

フェ ロモ ン [pheromone] 動物 の 体外 
に 分 泌 さ れ て , 同種 の 個体 に 特定 の 反応 を 引 
起す 物質 。 種 内 の 信号 と し て の 役割 か ら , 分 
散 ・ 集 合 , 個体 ・ 集 団 の 認知 , 警報 , 性 の 判 
別 ・ 誘 引 , 足 あ と , カー スト (社会 性 昆虫 の 階 
MEI) 等 に 類別 で き る 。 紅 虫 ・ 魚 類 ・ 路 乳 
類 な ど で は この 系 が 発 轄 し て いる 場合 が 多い 。 

フォ ー ト ラン [FORTRAN] 電子 計算 
機 の プロ グラ ミン グ 言 語 programming lan- 


guage C, と くに 科学 技術 計算 に 適し て いる 。 
数 式 は 算術 演算 式 と し て その まま の 形 で 表現 

CX, 論理 演算 式 な ども 簡潔 に 表現 で きる 。 
生態 学 に お ける シス テム 解析 に も よく 用 いら 


れる 。 : 
フカ イ コン チュ ー 不快 昆虫 [anmoying 
insect] 直接 人 間 に 被 害 を 与え を る わけ で は 


な い が , わずらわし さ ・ 不 快感 を 与え る 終 虫 。 


た と えば 灯火 に 大 量 に 飛来 じ だ マス リカ な ど 。 


フカ イ シス ー 不快 指数 [discomfort 
index] 体感 温度 の 一 つ で , [不快 指数 ] ニ 
0. 72 (ta+tw) 填 40.6。 た だ し , ta! 著 球 温度 
(°C), tw : 湿 球 温度 (“C)。 

フー カサ ヨー 風化 作用 [weathering 
OVerwitterung ⑤alteration] 地表 に 出 
た 岩石 が 風 古 に さら され て ルー ズ な 含水 物質 
CAMEL, 破壊 され て 大 小 の 岩層 に な っ て い 
< く 過程 。 物 理 的 風化 作用 と 化学 的 風化 作用 と 
に 分 けら れる 。 風 化 産物 は 現地 に と ど We », 
Bi) Re diel. © 

フカ ジョ ー Wiew# Remeed teh 
人 工 解 化 場 を 指す 。 

フカ リツ WHER EeegihshikHt 産 下 
され た 卵 の うち , 正常 に 発育 し て 骨 化 し た 割 


a 
Bo 

フー カン ジュ ー AWARE [air dry wei- 
ght] 2m CHR _L*RAORET, 温度 ・ 


WECLOVW< SARHTS,. O€@EE 

フカ ン ゼ ン ヘ ンタ イ コン チュ ー 不 完全 変 
hE [hemimetabola] 発育 の 過程 で 卵 . 
egg * 幼虫 1arva, nymph・ 成 虫 imago, adult 
の 3 期 を 経る も ので, 疲 の ステ ー ジ が な い 昆 
hh, AWA - HAR - MMB ave Oe - 
WMA EMCHICRTS. 

フカ ン ゼ ン ミツ ドイ ゾン ヨー イン 不 完全 
密度 依存 要因 [imperfectly density-de- 
pendent factor] 完全 密度 依存 要因 - 

プ キ 武器 [weapon] 道具 の 一 種 で , 狩 
猟 用 と 闘争 用 に 分 けら れる 。 未開 社 会 で は , 
同じ 武器 が 闘争 用 に も 狩猟 用 に も 使用 きれ る 
こと が 多い 。 武 器 は 男 の 持ち 物 で あり, Bre 


けが 使用 する の が ふつ う で ある 。 


| 


フキ ン シ ツ ッ ド 不 均質 度 [heterogeneity] 
MRE 

フク ゲン Wx (restoration) か つて 存 
在 し た と と の ある 生物 共同 体 ・ 植 物 群落 の 復 
元 成立 を 図る 保護 方 式 。 

フク ゴー グン シュ ー 複合 群集 [associa- 
tion complex ①Assoziations-Komplex | 

フク ゴー セイ プ ツ 複合 生物 [complex 
organism] 生物 の 群落 ・ 群 集 は 単なる 個体 
の 集合 で な く , より 高 次 の 一 つの 生物 体 で あ 
. る と いう Clements の 考え 。 準 生物 (Tansley)・ 
BAY (Wheeler) と も 呼ば れる 。 

フク ゴー ヒ リ ョ ー 複合 肥料 [compound 
fertilizer, polynutrient f.] 店 頭 で 販 売 
され る 肥料 の 一 つ で , 肥料 三 要 素 中 の 二 つ 以 
上 の 含有 を 保証 され た も の 。 従来 の 化成 肥料 
を 主体 と し た も の 。 

フク ゴー ヨー イン 複合 要因 [complex 
factor) 自然 で は 環境 条件 は 孤立 せ ず , そ 
れ ぞ れ の 作用 は 相関 連 し 合っ て 生物 に 作用 す 
る 。 これら の 要因 群 を 指す 。 

フク コン 6 [polygamy] 一 夫 多妻 
婚 と 一 妻 多 夫 婚 と を 含み , 一 夫 一 妻 婚 の 対語 。 
ポリ ガミ ー, O—-BSAHG 
。 フク ジュ ー シ セ ャ イ 服従 姿勢 [submis- 
sive posture] 服従 行動 submissive beha- 
viour で , 勝者 ある い は 優位 個体 の 特徴 を 刺 
MELT, 敗者 ある い は 劣 位 個体 が と る 姿勢 。 

フク ジュ ンカ ンコ 複 循環 湖 Cdimictic 
lake] 年 2 回 , 秋 ・ 春 に 循環 期 を も つ 潮 。 
あつ う は 水温 の 下がる 秋 に 1 回 の 循環 期 を も 
つが , 非常 に 深い 熱帯 湖 に の み 見 られ る 。 


. ラウ ク チョ ー サ 7 alma (subplot | 
三 小 調査 区 
フク ユー ゲン 複 雄 群 [malti-male. 


troop] 複数 の オト ナ の 雄 , 複数 の オト ナ の 
HE, お よび 未成 熟 個 体 か ら 構 成 さ れる 員 乳 類 
の 群れ 。 

フク リ ホー ソ ク 複利 法則 Ceompound 
interest law) 植物 成長 の 複利 法則 com- 
pound interest law of plant growth の こと 。 


Blackman(1919) の 名 づけ た 植物 の 指数 関数 的 
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な 成長 を 表す 法則 。 忌 指数 関数 的 成長 

フク リュ ー 伏流 Cunder flow, under- 
ground stream @MUnterfluss fluence 
souterraine] ti F (MKT) 2 RL Chin 
る 水流 。 

フク リュ ー ス イ 伏流 水 [vadose water] 
地表 水 ・ 雨 水 を 起 原 と する 浅い 湯水 。 ラ テン 
語 の vadosus "浅い" が 語源 。 石 灰 岩 地域 ・ 火 
山 堆 積 物 地域 ・ 砂 秦 地 域 な ど に お いて , 一 般 
の 地下 水 よ り も 浅い 地下 の 浸 落 水 が 湧出 する 
水 で ある 。 

フク リン ネ セイ GRIME [dicyclic] 
出現 する 時 期 が 年 2 回 (た と ぇ ば 春 と 秋 に ) あ る 
周期 性 。 こ れ に 対し て 年 1 回 周期 を 単 輪廻 性 
monocyclic, 年 3 回 以上 何 回 も 出現 する 周期 
の も の を 多 輪 廻 性 polycyelic と いう 。 ど ご 単 輪 
att 

フク ロカ ケ ホー 袋 掛 け 法 [bagging 
method] 布 ・ ビ ニー ル の 和 袋 で 植物 体 や そ 
の 一 部 を 覆い , 中 の 動物 を 集め る 方 法 。 森 林 
の 樹 完 や 準 木 , 草本 上 に すむ 節 足 動物 な ど に 
有効 。 資 料 を 絶対 密度 に 換算 する こと も 可能 。 

フー ケイ ケイ カク ARH (landscape 
architecture OLandschaftsgestaltung | 
造園 の こと 。 

フケ イセ イ 父系 制 [patriliny] 土地 な 
どの 財産 が 男性 に 属し , 子供 は 父親 の 系 統 を 


.、 た どる 制度 。 財 産 も 社会 に お ける 政治 的 権力 


b, 父親 か ら 息 子 に 相続 され る 。 

フ ザ イ ヒン ドリ ツ 不在 頻度 率 [percen- 
tage of absence] 方 形 区 を いく つか の 小 
区 画 に 分 けた 場合 、 あ る い は 何 個 か の 方 形 区 
を 置い た 場合 , ある 種 が 出現 し た 区 (小区 画 ま 
た は 方 形 区 ) の 数 の 百分率 が 頻度 百分率 が で あ 
り , 100-F が 不在 頻度 率 で ある 。 

フ ザ イリ ツ AE [percentage absen- 
ce ] ; 


ayva—24 ノ 不 嗜 好 性 の Cunpala- 
table ] 
フジ ツボ タイ 帯 [barnacle zone, 


Balanus z.] 岩礁 潮 間 帯 で の 帯状 分 布 の 構 
MBC, フジ ッ ポ 類 が 着 生 し て いる 層 。 日 
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本 で は 主として イワ フジ ッ ポ 類 Chthamalus. 
クロ フジ ツボ ポ 類 7e な gcZzzz が 見 られ る 。 

フシ ュー 腐 臭 [raneidity」 

フシ ョ ー カ ハイ シュ ツ 不 消化 排出 [de- 
fecation, egesta] 不 消化 排出 量 。 動 物 の 体 
内 に 取 込 ま れ た 食物 の うち 消化 され ず に 体外 
に 排出 され る こと 。 ま た は その 量 。 略 号 末 で 
表す 。 O® 

フシ ョ ク 腐植 [humus OHumus ® 
humus] 土壌 に 加え られ た 有機 物 が 分 解 ・ 
変性 を 繰返し 受け て 黒褐色 ・ 無 定形 の 複雑 な 
物質 群 に 変っ た も の の 総称 。 腐植 は 土壌 に よ 
り 異 な り , 組成 も 明らか で は な い が , 主体 は 
リグ ニン ・ タ ンズ バタ 復 合体 で ちる と いわ れ て 
いる 。 通常 , 粘土 鉱物 ・ 微生物 と と ゃ も に 集合 
体 を な す 。 塩基 を 置換 し 鉄 を キレ ー ト する 條 
質 を も ち , 土壌 を 肥 浜 化す る と いわ れる 。 ア 
ルカ リ に 対す る 浴 解 性 か ら 次 の 3 群 に 大 別 さ 
れる 。(①⑪) ア ルカ リ に 可 溶 で 無機 酸 で 沈 典 する 
黒色 部 分 を 腐植 酸 humic acid, (2) ア ルカ リ 
に 可 溶 で 無機 酸 で 沈 典 し な い 淡 黄 樽 色 部 分 を 
フル ボ 酸 fulvic a., (3) ア ルカ リ 不 溶 部 分 を と 
ュー ミン humin また は ウル ミン aulmin と いう 。 

フシ ョ ンク HR [corrosion OKorrosion 
®corrosion] 金属 が 外部 か ら の 化学 作用 
に より 消耗 する こと 。 鉄管 の 腐食 で は , BE 
物 に ょ る 硫化 水素 ・ 硫 松 の 生成 が 原因 する こ 
と も ある 。 

フー ショ ク 風 食 [wind erosion © 
Windkorrosion, Windschliff ®érosion, 
éolienne]’ AIC LARER. 

フシ ョ クエ イ ヨ ー ガ タ コシ ョ ー 腐植 
型 湖沼 [dystrophic lake Odystropher 
See] 寒冷 地 ・ 泥 炭 地 お よび 高山 帯 に ある 浅 
い 潤 沼 や 湿原 に 多い 。 水 の 色 は 褐色 また は 暗 
褐色 で , 有機 物 に 富 ろ , pH は 3.0 一 5.0 の 酸 
性 を 示す 。 一般 に 底 生生 物 は 貧弱 。 気 候 条 件 
は 全く 異な る が 黒い 水 black water と 呼ば れ 
る 熱帯 湖沼 ・ 湿 原 も 水質 か ら こ れ に 属す る と 
考え られ る 。 ツ 腐植 質 湖 

フシ ョ クエ イ ヨ ー ガ タ ノ 
(dystrophic Odystroph ] 


腐植 栄養 型 の 
腐植 栄養 弄 


湖沼 

フシ ョ クエ イ ヨ ー ス イィ 腐植 栄養 水 [dys- 
trophic water] 腐植 栄養 型 湖沼 

フシ ョ ク ガイ デイ ィ 腐植 藤 泥 (dy-gyttja] 
> RKe 

フシ ョ ク カ サヨ ー 腐植 化 作用 Chumifi- 
cation] 土壌 表層 で 添加 され た 有機 物 が 土 
埋 徴 生物 に よっ て 分 解 ・ 再 合成 を 繰返し て 腐 
植 が 作ら れる 作用 。 
腐植 岩 Chumulite, hu- 


フシ ョ ク ガ ン 
mulith | の 可燃 性 生物 岩 
フシ ョ クサ ン 腐植 酸 [humice acid O 


Huminsaure acide humique] 腐植 
フシ ョ クシ ツ アロ フェ ンド Meat 
Lhumic allophane soil QHumusallo- 
phanboden ®sol a allophane humique } 
フシ ョ クシ グラ イド 腐植 質 一 一 土 
Lhumice gley soil, h. glei s.] 


フシ ョ クシ ツ コ 腐植 質 湖 Chumus lake 


OHumussee] 腐植 質 か ら 溶出 し た 有機 酸 
の た め 酸 性 が 強く , 暗 褐色 を 星 す る 湖 。 有 機 
物量 が 多く , 浮遊 生物 の 少な い の が 特色 。 寒 
い 地方 や 高山 の 浅い 湿原 性 湖沼 に 多い 。 腐 
植 栄養 型 湖沼 1 

フシ ョ クシ ャ 腐食 者 [saprotroph(s), 
saprophagous organism] 腐 生 者 。 

フシ ョ ク シュ ー セ キサ ヨー 腐植 集積 作用 
(accumulation of humus, humification 
@OHumusakkumulation ®acecumula- 
tion d’humus}] MBF. RMO 
BOL < CRA HRERIFAS Brahica 
ル シ ウ ム が 多く , 乾燥 期 と 適 湿 期 が 交代 する 


ステ ッ プ 気候 で , 草本 の 発達 が よい 所 に 見 ら 


れ , 1 m 以上 の 腐植 属 を も ゃ つこ と が ある 。 

フシ ョ クシ ョ クシ ャ 腐植 食 者 [hami- 
vore] 腐植 食 動物 。 

フシ ョ クセ イ 腐食 性 [saprophagy O 
Saprophagie] 生物 の 死体 や その 腐敗 し た 
も の , 排 港 物 な ど を 食う こと 。 

フシ ョ ク セイ プ ツ 腐食 生物 [sapropha- 
ge, saprophagous organism DDSapro- 


phage ®saprophage] 死ん だ 有機 物 を 食 


う 生物 。 腐 食 者 。 三 腐 生 生物 

フシ ョ クソ ー th CH horizon, A。 
h, Ao h., humus h., humus layer © 
H-Horizont ®horizon 本 | +30X#/8 
で 形成 され た 有機 物 層 で , 土壌 断面 の 有機 物 
層 の 最 下 層 に 相当 する 。 ほ と ん と ど 腐 植 化 し た 
有機 層 か ら 成 り , 細 粉 状 で 時 に 小 塊 を な し , 
動植物 の 原形 が 肉眼 で は 識別 で き な い 。 多少 
無機 質 土壌 を 混 て える 。 粗 腐植 が その 主 成分 
CHS, HE. 
風 食 堆積 物 


フー ショ ク タイ セキ プ ツ 
[(a)eolian deposit] = Bitty 
フシ ョ ク For uy kA 


(humus carbonate soil Humuskar- 
bonatboden sol carbonaté humique ] 
デニ レシ チ ナ 

フー ショ クチ ケイ 風 食 地形 [(a)eolian 
landform] 風 や , それ に 伴う 砂 際 に よる 侵 
食 と 移動 に よっ て 形成 され た 地形 の 総称 。 

ショク デイ 腐植 泥 [dy] 湖底 の 有機 
質 に 富ん だ 玲 積 物 。 と くに スー プ の よう な 細 
か い ピ ー ト を 指す 。 VERE. 

フシ ョ ク ドー プ ツ 腐食 動物 [scavenger, 
saprophagous animal Dsaprophages 
Tier] 腐敗 途上 の 生物 の 死体 ・ 排 洪 物 な ど 
を 食う 動物 。 

フシ ョ クノ ハッ タツ 腐植 の 発達 [devel- 
opment of humus] 林 床 forest floor に 
お ける 腐植 の 発達 は , 林 床 ・ 地 中 へ の 植物 お 
よび 動物 遺体 な どの 有機 物 の 供給 速度 と , 地 
表 ・ 地 中 で の 有機 物 の 微生物 に よる 分 解 ・ 無 
機 化 速度 と の バラ ンス に よっ て 決り , 極 相 の 
植生 で は , 両者 が 釣 合 っ て いる 。 有機物 の 供 
給 ・ 分 解 速 度 と も 温度 ・ 湿 度 に 対し て 山形 の 
分 布 を し て いる が , 分 解 速度 の 分 布 が 高温 ・ 
多湿 の ほう に ずれ て いる た め 腐 植 の 発達 に は 
最大 点 が ある 。 腐植 の 集積 が 最大 な の は , BR 
土地 和 帯 の 温帯 の 高 茎 草原 と 森林 の 継ぎ 目 の 地 
域 で , 腐植 層 は 1 m 以上 に 達する 。 

フシ ョ ク レン サ 腐食 連鎖 [detritus 
_food chain] 食物 連鎖 の うち , 生物 の 死 
体 ・ 排 洪 物 な ど , 有機 物 の 分 解 過 程 に み ら れ 
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る も の 。 ま ず 人 微生物 , 次 いで 他 の 腐食 性 生物 
detritivore, 更 ( て それ を 食う 捕食 者 と いう 連 
鎮 が み ら れ る 。 OFREBM 

フス イセ イ 鷹 水 性 [saprobic] 

フー セイ ガン Wks [(&)eolian clastic 
rock ⑩aolisches Cestein @roche eo- 
lien] 風 成 砕 肩 天 と も いう 。 HERE OE 
で , 風 成 作用 に より 陸上 で 運搬 堆積 後に 固 結 
し た も ゃ も の 。 例 : 凝灰岩 tuff・ ロ ー ム loam・ 
黄土 loess な ど 。 OR RHR 

ツウ セ イ ゴ ー 
unconformability ODiskordanz ®dis- 
cordance] 地層 内 部 に みみ られ る , か つて の 
侵食 面 と その 上 の 地層 は 不 整 合 で ある と いう 。 

フ セ イ シ ャ 腐 生 者 [saprophagous or- 
ganism] 腐食 者 。 三 腐 生生 物 

フ セ イ ショ ク プ ツ 腐 生 植物 [saprophy- 
te OSaprophyt] 生物 遺体 また は 分 解 し 
た 有機 物 を 利用 し て 生活 する 植物 。 

フ セ イ シ ョ ク ブ ツ ゲン ラク BERBERS 
Lsaprophyte-comnmmunity ①DSaprophy- — 
ten-Gesellschaft] 高等 植物 お よ び 動 物 の 
遺体 に 発達 する 菌類 を 主 と し た 植物 群落 。 

フ セ イ セイ ブツ 腐 生生 物 [sapropha- 
gous organism, saprobiont OSaprobi- 
ont] 死ん だ 有機 物 (生物 遺体 ) を エネ ルギー 
源 と する 生物 。 腐 生 者 。 三 腐食 生物 

フー セイ ゾー ARB [(a)eolian deposit 
Daolische Ablagerung ⑤depot eolien ] 
風 の 運搬 ・ 堆 積 作 用 に よっ て 形成 され た 地層 。 
砂漠 成層 desert deposit・ 砂 丘 成層 sand dune 
dep., お よび 火山 成層 volcanic dep. の 一 部 
で ある 火山 灰 層 v. ash dep. な ど が ある 。 

フー セイ タイ セキ 風 成 堆積 [(a)eolian 
deposition] 風 成 岩 と も いう ら 。 風 の 作 用 に 
より 岩石 の 細 片 ・ 砂 ・ ほ こり ・ 雪 な ど が 運搬 
され て 別 の 場所 に 堆積 する こと 。 SRR, 
> AAS 

フ セ イ / KO [saprophagous Osa- 
prophag] 腐敗 物 を 食物 と する こさ 。 

フ セ イ フ ユ ー セ イプ ツ 腐 生 浮遊 生物 
分 解 途 上 の 生物 の 死体 


不 整 合 [unconformnity, 


Lsaproplankton ] 
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を 食物 と する 浮遊 生物 。 と くに 浮遊 し て いる 
生物 の 死体 な ど に 付着 し て 繁殖 し て いる 細菌 
や 原生 生物 な ど を 指す 。 

フ セ イ プラ ンク トン 腐 生 一 一 [sapro- 
plankton) 三 腐 生 浮 遊 生 物 

フ セ イ レン サ HEB [saprophytic 
chain Osaprophytische Kette] 食物 連 
鎖 の 一 つの 型 。 動 植物 の 遺体 に 始ま り 人 微生物 
に 至る 連鎖 。 

フ セ キ FA [pumice OBimestein ⑤ 
ponce] #4, 

フー ソ ク 風速 [wind velocity O 
Windgeschwindigkeit ] 

プ ゾ ク 部 族 [tribe OStamm] 民族 ・ 
種族 と 比べ て 低 次 の 社会 で あり , 一 定 の 領域 
を 占め る か , また は 一 定 の 領域 を 生活 園 と し 
て 主張 する 。 政 治 的 に も 社会 的 に も そし て 多 
く の 場 合 言 語 的 に も まとまり を も ゃ っ た 社会 で 
ある 。 

フー ソ ク ケ イ 風速 計 [anemometer O 
Windmesser Manémomeétre | 

= JA F4 セキ プ ツ 風 送 堆積 物 
[(a)eolian deposit] 風 に よっ て 運搬 され 
た 堆積 物 。 風 食 堆積 物 。 

フチ ゲン シュ ー FRR (pool commu- 
nity) 河川 の 淵 の 群集 の ほか , pool は 潮汐 
り た など 多様 な 意味 を も つ 。 潮 溜り 群集 

フチ ャ クコ ン 付着 根 [holdfast] 海草 
の , と くに 褐 党 類 に 見 られ る 仮 根 で , 分 枝 し 
た り 和 解 状 に 発達 し た り し た 付着 部 。 線 虫 類 ・ 
多毛 類 ・ 端 脚 類 な どの 小型 動物 の 生息 場所 と 
な っ て いる 。 

フチ ャ クコ ン ツル ショ ク プ ブツ 付着 根 つ る 
植物 「root climber OWurzelkletterer | 
キズ タ 属 植物 の よう に 付着 根 (は ん ぇ ん 根 ) で 
他 物 に つい て よじ の ぼる 植物 。 

フチ ャ クス イ 付着 水 [pelicular water ] 
土壌 粒子 の 吸着 水 hygroscopic water の 上 に 
更に 皮膜 状 を な し て 付着 する 水 で , 土壌 が 乾 
いて いる と き に は 薄く , 湿っ て いる と き に は 
厚い 。 


フチ ャ クセ イプ ツ 付着 生物 L⑥ Amfwn- 


chs] 通常 , 石 巡 底 や 沿岸 建物 に 付着 する 動 
植物 を 指す が , 広い 意味 で 無機 沈殿 物 を 含む 
こと が ある 。 

フチ ャ クソ ー ル イィ 付着 藻類 (attached 
algae, periphyte, periphyton) 水中 植 
> EVE: B+ Bat CORMICHBL TC 
STEM + HE + BE - Lr CORR, 

フチ ャ ク ドー プ ツ 付着 動物 [attached 
animal) 主として 海草 ・ 腔 腸 動物 な ど に つ 
か まっ て 生活 し て いる 多少 と も 移動 任 の ある 
動物 。 

プッ シ ツ シュ ー シ ヒ ョ ー 物質 収支 表 
{material budget] 植物 群落 や 動物 個体 
群 の 単位 時 間 内 (ムー ぁ ) で の 物質 の 出入 を 収入 
と 支出 の 項 に 分 け て 示し , 生産 量 測定 上 の 必 
要 事 項 を 表す 表 。 収 入 の 項 は ヵ 時 の 現存 量 と , 
植物 で は 総 生産 量 , 動物 で は 同化 量 より 成る 。 
支出 の 項 は ゎ 時 の 現存 量 ・ 時 間 内 呼吸 量 ・ 彼 
食 量 の ほか , 植物 で は 枯死 量 , 動物 で は 代謝 
終 産 物量 ・ 死 亡 - 脱 落 量 と か ら 成る 。 物質 量 
を エネ ルギー で 表し た も の を エネ ルギー 収支 
表 と いう 。 

プッ シ ツ タイ シャ 
lism] = ; 

プッ シ ツ プン カ 物質 文化 [material 
culture] 人 間 が 製作 し 使用 する 道具 を 指す 。 
ある い は 道具 の 製作 ・ 使 用 上 の 技術 を wa 
こと も ゃ も ある 。 Wi 

フッ ソニ ヨル ネン ダイ ソ ク テ イー 一 一 
素 に よる 年 代 測定 法 [fossil bone dating 
by fluorine analysis] 化石 化し た 和 骨 ・ 歯 
は , 年 代 の 古い も る の ほど フッ 素 含量 が 多い こ 
と を 利用 し て , 骨 ・ 歯 化石 の 年 代 を 測定 する 
方 法 。 

プ ツ リ テ キ ヨー イン 物理 的 要因 [physi- 
cal factor] 環境 の 諸 要 因 の うち 物理 的 な 
作用 で 生物 に 影響 する 要因 。 照 度 ・ 温 度 ・ 土 
壌 構造 な ど 。 化 学 的 要因 と 合わ せ , 無機 的 要 
因 を 構成 する 。 

774 腐 泥 [sapropel] 有機 物 が 多く , 
溶解 性 酸素 が な いた め 分 解せ ず に 底 に 沈殿 し 
た 黒色 の 泥 軟 。 ふ つう へ ドロ と 呼ん で いる 。: 


物質 代謝 [metabo- 
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フ テ イ ガ AEF [adventive bud, ad- 
ventitious b., indefinite b. DAdventiv- 
knospe ®bourgeon adventif] ふつ う 
に は 芽 を 形成 し な い 部 分 か ら 生 じ る 芽 。 

フ デ イガ ン 腐 泥岩 [sapropelite, sapro- 
pelith| 忌 可 燃 性 生物 岩 

フ テ イ ケイ ノ 不定 形 の [amorphous ① 
amorph ⑤amorphe| 定まっ た 形 ま た は 
- 組織 的 な 構造 が な いこ と 。 

フ テ イ コン 不定 根 Ladventive root, 
adventitious r., struck r. Adventiv- 
wurzel ®racine adventive] 根 以外 の 器 
官 (茎葉 柄 ・ 葉 身 な ど ) か ら 二 次 的 に 形成 され 
た 根 の 総称 。 若い 茎 は と くに 不定 根 を 発生 し 
易い 。 挿 し 木 は この 性 質 を 利用 し た も の 。 

フ テ イ ジ ホー ボク 不定 時 放牧 Coif- 
and-on grazing] 

フ デ イ ショ クシ ャ 


浮 泥 食 者 [detritus 


、 feeder, detritivore ODetritusfresser ] 


デ ト リ タス を 主 な 食物 と し て いる 動物 。 

フ デ イ ショ クモ ツレ ン サ 浮 演 食物 連鎖 
((organic) detritus food chain] デ ト リ 
タス 連鎖 。 有 機 浮 泥 ( デ ト リ タス ) に 始ま る 食 
物 関係 で 構成 され る 食物 連鎖 で , 植物 な どの 
生き て いる 一 次 生産 者 を 基礎 と する 食物 連鎖 
(捕食 連鎖 grazing food chain) に 対置 され る 。 
デ ト リ タス は 時 と し て 外来 性 の も の が 卓越 し , 
それ に 含ま れる エネ ルギー は 現場 で 固定 され 
-= も の で は な いこ と に な る の を 特色 と する 。 
有機 奪 積 物 食物 連鎖 

フ テ イ ドー プ ブツ ソー セイ / ノ 不定 動物 相 
性 の [afaunal] 特定 の 動物 相 だ け に 所 属し 
て それ を 構成 する 種 と な る も の で は な いこ EL, 
と くに 森林 と 川 を 往来 する ビー バー・ ク マ の 
よう な 移動 カ の ある 大 型 路 乳 類 の 動物 を 指し 
で いう 。 

プ テ ロ プリ ュー スト ン [pteropleuston ] 
水面 上 に 沙 留 し た り 水 中 に 潜っ た りす る 水鳥 。 

フト ー ス イソ ー 不 透 水 層 [imperme- 
able layer, impervious 1.] 重力 水 が ほ 
と ん ど 流 動 し な い 地 層 。 

プー ナ [puna] 南米 アン デス 中 央 部 の 


高地 の 岩石 と 塩類 に 複 わ れ た 萌 性 の 荒 原 。 

プ ナ クラ ス [Fagetea crenatae] わが 
国 の 夏 緑 広葉 樹林 の 代表 的 高 次 群落 単位 。 

フ ニ ン オス ホー シホ ー TE MEN GE 
[sterile-male method] 人 工 的 に 不妊 に 
し た 害虫 の 雄 を 野外 に 放 飼 し て 野外 の 雌 と 交 
尾 さ せ , 害虫 の 繁殖 を 揚 乱 し て , 終局 的 に は 
種 の 絶滅 を 意図 する 害虫 の 防除 の 一 方 法 。 し 
か し , 鳥 な ど と 隔離 され た 地域 以外 で は この 目 
的 を 達する こと は 困難 で あり , や や 持続 的 に 
害虫 密度 を 低下 させ る 方 法 と し か な りえ な い 
CHA, この 方 法 に より 行わ れ た アメ リ 
カ の フロ リ ダ 半 島 に お ける ラセン ウジ ズバ エ 
screw worm の 撲 減 事業 は 有名 で ある 。 

フネ ン セ イノ 不 稔 性 の [sterile」 

フ ノ ニコ ー プ ンプ 負 の 二 項 分 布 Laega- 
tive binominal distribution] 最も 適用 
範囲 の 広い 集中 分 布 の モデ ル で , 平均 値 み と 
正 の 指数 を に よっ て 規定 され 一 般 項 (9?ー の “ 
を 展開 し て 得 ら れる (KEL, p=m/k, g=1+ 
の 。 た っ oo で Poisson 分 布 に , を ->0 で 対数 級数 | 
分 布 1ogarithmic-series distribution INK 
する 。 を また は その 逆数 1/ を は 分 布 集中 度 の 
指数 と し て 用 いら れる こと も 多い 。 個体 間 の 
誘引 (Pelya-Eggenberger 分 布 )。 異な る 平均 値 
を ゃ も つ Poisson 分 布 の 混合 。 コロ ニー あたり 
個体 数 が 対数 分 布 で 与 を られ る コロ ニー の ラ 
ンダ ム 分 布 , その ほか 多く の 仮定 の も と に こ 
の 分 布 型 が 導き うる 。 

フ ノミ ツ ド イ ゾ ン ヨー イン BORVEK 
存 要因 [negative density-dependent 
factor Haldane(1953) は いわ ゆる 密度 依存 
要因 を 負 の 密度 依存 要因 , 密度 逆 依存 要因 を 
正 の 密度 依存 要因 positive density-dependent 
factor と 呼ん だ 。 密度 依存 要因 、 密度 逆 依 
存 要因 

フ ハ イ 腐敗 [pastrefaction] 動植物 の 
遺体 ・ 破 片 ・ 排 出 物 な どの 有機 物 が 人 徴 生物 に 
よっ て 分 解 さ れる 過程 。 腐 敗 は , 好 気 的 腐敗 
decay と 嫌気 的 腐 骸 rottenness に 分 けら れる 。 

フー バイ Ke [anemophily OWind- 
bestaubung] 風 に よっ て 受粉 の 媒介 や 胞子 


ae フー バイカ 


な どの 散布 が な され る こと 。 

フー バイ カ 風 媒 花 [anemophilous flo- 
wer ⑩Wimndblste] 風 の 作用 で 受粉 が な 
され る 花 。 

フ ハ イサ ヨー 腐敗 作用 [bio-reduction 」 
三 生 物 還 元 作用 

フ ヒ ョ ー Fx Lice floe] 流氷 の 一 種 。 
表面 は 平坦 で , 小 浮 水 pan, small ice floe x 
り は 大 きく , 氷原 i. field より は 小さ いも の 。 

フ ヒ ョ ー セ イノ 浮 表 性 の [pleustomic ] 

フ ヒ ョ ー セ イプ ブツ 浮 表 生物 [pleuston」 
一 般 に 水面 近く に 生活 し て 遊泳 力 の 乏しい 浮 
遊 生 物 。 広 い 意 味 で は , 浜 水 時 浮遊 し て 移動 
する 植物 な いう こと も ある 。 

ププ ン ジュ ンカ ンコ 部 分 循環 湖 [mero- 
mictic lake] 冬季 , 水 の 密度 に よっ て で き 
た 成層 の ある 深 さ の 所 まで 部 分 的 に 循環 する 
湖 。 

フ ヘ ン シ ュ 普遍 種 [cosmopolitan 
(species), cosmopolite] コス モ ボ ポリ タン 。 
= Lae 

JE-F/ 不毛 地 の (harren Ounfru- 
chtbar ⑤⑥sterile] 植物 の 育た ぬ 荒 地 の こ と 。 

フ ユ ゲ 冬 毛 Lwinmter coat] 

- フ ユ ー ゲン セイ セイ ブツ 浮遊 原生 生物 
[protist plankton] 原生 生物 プラ ンク ト 
ン 。 超人 微細 滞 遊 生物 の 主体 を な す 。 

フ ユ ー ショ ク プ ブツ 浮遊 植物 [①phyto- 
plankton ①Phytoplankton ®phytopla- 
nkton @free floating water plant] ① 
浮遊 生活 を する 植物 。 植 物性 プラ ンク トン 。 
② 植 物体 全体 が 水面 に 浮い て , 風 や 水流 に よ 
っ て 移動 する 水生 植物 。 例 : ウキ クサ ・ サ ン 
ショ ウ モ ・ ホ テイ アオ イ な ど 。 

フ ユ ー シ ョ ク ブツ グン ラク 浮遊 植物 群落 
(floating plant community OSchwimm- 
pflanzengesellschaft] プラ ンク トン ・ ウ 
キク サ な どの 群落 。 

フュ ユー ショ ク プ ツ ダイ ゾー ショ ク 浮遊 植 
物 大 増殖 [phytoplankton bloom, algal 
b.] 単細胞 藻類 の 浮遊 植物 が 短期 間 に あ る 
水域 で 急激 に 繁殖 し て 多量 に 生息 する こと 。 


季節 的 な 時 期 に よっ て 種類 の 違い が 見 られ , 
寒 帯 ・ 極 帯 の 海洋 で は , 春期 大 発生 spring 
burst, s. outburst が 著 し い 。 一 種 の 人 口 爆発 
population explosion で ある 。 

フュ ユー セイ 浮遊 性 [planktonic Opla- 
nktonisch ⑤⑥plamctonique」 

フ ユ ー セイ カツ シャ 浮遊 生活 者 [plank- 
ter] plankton が 浮遊 生物 相 ・ 浮 遊 生物 群 
集 を 指す 意味 を や も つの に 対し て , 浮遊 生活 を 
し て いる 生物 その も の を 指す 。 漂 遊 生物 ・ プ 
ラン クト ン 生 物 と も いわ れる 。 

フ ユ ー セ イ テイ セイ セイ プ ブツ 浮遊 性 底 生 


生物 Lplanktobenthos] Ait + KLOM 


方 を 行っ て 生活 し て いる 生物 。 昼 間 は 岩 の 世 
みや 海藻 に 付着 し て いて , 夜間 は 水中 に 浮遊 
する 動物 が 多い 。 

フ ユ ー セ イノ 浮遊 性 の [floasing」 

フ ユ ー セ イプ ブツ 浮遊 生物 [plankton O 
Plankton ⑤plankton] 水中 に 浮い て 生 
活 し , 遊泳 力 を も た な いか 運動 力 が 弱く て も 
っ ぱら 水 の 動 き や 流れ に 従っ て 移動 ・ 分 散 す 
る よう な 主として 小型 の 生物 。 プ ラン クト ン 。 
運動 力 は 弱く て も 長 時 間 の 間 に は か な り の 距 
離 を 自力 で 移動 すろ る も の が か な りあ り , Bik 
区 区 分 帯 を 越え て 垂直 移動 する 帯 間 浮 遊 生 物 
interzonal plankton も ある 。 そ の よう な 行動 
や 生息 する 水 層 , 生物 体 の 大 き さ や 分 類 群 の 
違い に よっ て 多様 に 類別 され る 。 小 型 の 水 表 
生物 を 浮遊 生物 に 含め る 見 方 も ある 。 plank- 
ton は 浮遊 生物 相 あ る い は 浮遊 生物 群集 を 指 


~ す 意 味 を も つ 。 


フ ユ ー セ イプ ツ エ イ ヨ ー/ ノ 浮遊 生物 栄養 
の [planktotrophic] 仔魚 ・ 幼 生 な ど が 浮 
遊 生物 を 食物 (栄養 源 ) と する こと 。 

フ ユ ー セ イプ ツ ショ クシ ャ 浮遊 生物 食 者 
[plankton feeder OPlanktonfresser] 
浮遊 生物 を 食物 と し て いる 動物 。 

フ ユ ー ド ー プ ツ 浮遊 動物 [zooplankton 
⑥Zooplankton ®zooplankton] 浮遊 生 
活 を する 動物 。 動 物 作 プ ラン クト ン 。 

フ ユ ドリ 冬 鳥 [winter bird, w. resi- 
dent, w. visitor OWintervogel) 冬期 に 


渡来 し て 越冬 す る 鳥類 。 

フ ユ ー ブ ッ シ ツ 浮遊 物質 [SS : snspend- 
ed solid] 水 の 滴り の 原因 と な り , ROB 
SS CRIES HID, 植物 の 光合成 を 妨 
げ る 。 有 有機 作 の も の は 河床 に 沈 積 し , 腐敗 す 
る の で 水質 汚染 の 指標 と な る 。 

フ ヨ ー サイ ソー チ 富 養 採草 地 [fertile 
meadow OFettwiese] 草刈 ・ 施 肥 な ど に 
よっ て で きた 一 定 の 種類 が 優 占 し た 肥 浜 な 採 
草地 。 

フ ヨ ー シ ョ ク セイ 浮 葉 植生 [floating- 
leaved vegetation OSchwimmblattveg- 
etation] 一 浮 葉 植物 群 系 

フ ヨ ー ショ ク プ ツ 浮 葉 植物 [floating- 
leaf water plant, floating p.] 水生 高等 
植物 の うち , 根 は 水底 に 固定 され て いて 葉 が 
水面 上 だ 潤い て いる 植物 。 例 : ヒル ムシ ロ ・ 
ガ ガ プ ブタ ・ ヒ シ な と ど 。 

フ ヨ ー シ ョ ク プ ツ グン ケイ 浮 葉 植物 群 系 
[floating leaf formation, floating-lea- 
ved vegetation] 根 は 水底 の 土 中 に あっ て 
葉 が 水面 に 穫 か ぶ 浮 葉 植物 か ら 成 る 群 系 。 と 
ッ ジ グ サ ・ ヒ と ルム ショ 科 の 植物 を 中 心 と する 。 
浮 葉 植生 。 

フ ヨ ー ホー ボク チ 富 養 放牧 地 [fertile 
pasture OFettweide]) 定期 的 な 家畜 の 放 
牧 と 施肥 に 釣 合 っ て 持続 し て いる 放牧 地 。 

プラ ウン ウン ドー 一 一 運動 [Brownian 
movement ①DBrowneche Bewegung © 
mouvement brownien] 液体 中 に お いて 
物質 の 固体 微粒 子 が な す 急 速 な 不 規則 運動 の 

プラ ウン - プ ラン ケ Braun-Blanquet, 
Josias, 1884~ 現代 植物 社会 学 の 創始 者 。. 
東 ス イス に 生れ , Rtbel の 助手 と な り (1905), 
更に 南 フ ラン ス の モン ペリ エー 大 学 の Flaha- 
ult に 学び , 学位 論文 Les C&vennes meridio- 
nales を 出版 し , 同 大 学 で Cabriele Blanquet 
と 結婚 し た 915)。Braun-Blanquet 夫妻 は , 
モン ペリ エー に 個人 研究 所 Station interna- 
tionale de Géobotanique mediterraneenne 


et alpine; SIGMA を 設定 し て (1930), 世界 の 


植物 社会 学者 を 育て た 。 今 日 世界 の 植生 学 ・ 
植物 社会 学 を そ リ ー ド し て いる 人 達 は , 一 度 は 
この 古城 に 同 博士 の 門 を 叩い て いる 。Pflanz- 
ensoziologie (1928, 51, 64) は 今日 な お お 植物 
社会 学 の バイ ブル と され て いる 。 

プラ キ エ ー シ ョ ン [brachiation] 樹 上 
生活 に 適応 し た ビュ コモ ーション の 一 つ で あ り , 
テ ナ ガ ザル 類 Hylobatidae が 最も 典型 的 な ブ 
ラキ エー ター と いえ る 。 長 い 腕 で 木 の 校 を 握 
り , 他方 の 腕 で 別 の 枝 を 握っ て 体 を 移動 する 
こと を 指す 。 足 は 体 の 移動 の 補助 的 機能 を 果 
す だ け で ある 。 人類 の 進化 史上 , 直立 姿勢 を 
獲得 する 前 に ブラ キ エ ー シ ョ ン に 適応 し た 過 
程 が あっ た と する 説 が ある 。 

プラ ク 部 落 [settlement] 宅 コ ミュ ニテ 
4, で 定着 

フラ ジ バ ン —# [fragipan] ORB 

プラ ッ ク ボ ックス [black box Oschw- 
arzer Kasten ®boite noire] ある 現象 
内 で の 過程 を 考慮 せ ず , その 入力 ・ 出 力 また 
は 原因 ・ 結 果 の み を 問題 と する と き , その 現 
象 は ブラ ッ ク ボ ックス と し て 扱わ れ た と いう 。 

プラ ニ メ ー タ ー [planimeter] 三面 積 計 

プラ ノ ゾ ル [planosol] 湿潤 な いし 亜 湿 
潤 の 暖 帯 か ら 冷温 帯 の 山地 平坦 地 に 生成 され 
る 成 帯 内 成 土壌 で , 堅い 粘土 や シル ト の 上 に 
強度 に 溶脱 され た 層 が か な さる 。 FEAR, 

プラ ンク テス ト [blank test OBlind- 
versuch essai a blanc] ある 条件 の 効 
果 を 調べ る た め , その 条件 以外 の 条件 は 同一 
に し て , その 条件 を 与え た 場合 と 与え な い 場 
合 に つい て 比較 する 操作 。 そ の 条件 を 与え な 
い 場 合 に 得 ら れ た 測定 値 を , BRE blank 
value と いう 。 

プラ ンク ト プ リ ュー スト ン [plankto- 
pleustonm] 体 の 一 部 を 水面 上 に 出し て 浮遊 
し て 生活 する 生物 。 

プラ ンク トン [plankton] 三 浮遊 生物 

プラ ンク トン イン ディ ケー ター [plank- 
ton indicator OPlankton-Indicator ] 
$2 FA DIC A > CHK PS ii L, 
WMALICRRS HEF REWO AM LAS 


344 プラ ンク ト 
その 場所 の 浮遊 生物 の 状態 を 大 ま か に 判定 し 
よう と する も の 。 

プラ ンク トン ネッ ト [plankton net O 
Planktonnetz] 渡 布 で 作っ た 円 氏 形 の 綱 
で , 浮遊 生物 の 採集 に ちあ つう に 用 いら れる 。 
た だ し , 最も 小さ な 目 の 演 布 を 使っ て も , K 
MPH YD + BOF IEA MILER TE ie, 

プラ ンク トン レコ ー ダ ー [continuous 
plankton recorder ©Plankton-Recor- 
der] 浮遊 生物 連続 記録 採集 機 。 水 中 を 曳航 
し て , 機内 の 水路 に 入っ て くる 水 か ら , 水路 
を 横切っ て 巻き 取ら れ て いく 包帯 状 の 渡 布 の 
上 に 浮遊 生物 を 逐次 採集 し , 航 程 上 で の 浮遊 
生物 の 分 布 を ほぼ その まま の 状態 で 渡 布 上 に 
採集 物 と し て 保存 する 機械 。 

プラ ン テ ー シ ョ ン [plantation] 元 来 
は 植 栽 の 意 。 熱 帯 あ る い は 亜熱帯 で , BAR 
が 特殊 な 権力 を 背景 と し て 行う 大 規模 な 企業 
的 農業 経営 。 

プリ ガロ ー テイ ボク リン ー 一 低木 林 
LBrigalow-scrub] オー スト ラリ ア の 有意 
低木 林 。 

プリ ザー ド Lblizzard OSchneesturm 
®tempéte de neige] fii) - MAMMAL 
DRFICA DNS RUA » RE + RAAF 
加わ っ た も の 。 

フル イワ ケ ホー ふる い 分 け 法 [sieving 
method] 土壌 中 の 線 虫 の 採取 ・ 個 体 数 推 
定 に 用 いら れる 。25・50・200 の 各 メ ッシュ 
の あぁ るい を 用 意 し (Tyler 標準 を ふる い を 用 いる の 
が ぁ つ う ), 土壌 サン プル を 洗面 器 に 入れ て 水 
を 注ぎ , 目 の 粗 いあ る いか ら , 順次 細か いふ 


る いで 渡し て 線 昌 を 分 離す る 。 場 合 に よっ て . 


は 更に 目 の 細 か いあ ふる い (350 メッ シュ な ど ) を 
用 いる 。 埋 土 種子 の サン プリ ング に ゃ 同様 の 
方 法 が 用 いら れる 。 

プル ト [hnumamock, hillock OBult] 
高層 湿原 の 凸 状 地 。 チ ャ ミズ ゴケ ・ ム ラサ キ 
ミズ ゴケ ・ イ ボ ミ ズ デ ゴケ が 優 占 し て いる 。 

フル ボサ ン 一 一 酸 [fulvic acid] OR 
ol 

プレ ー キ スト ン セ ン 一 一 線 [Blakiston's 


line OBlakiston Linie] 津軽 海峡 (に よっ 
て 生物 相 が 区 切ら れ て いる こと 注目 し て , 
これ に 名 づけ られ た 分 布 境界 線 。 は じゅ 鳥類 
の 分 布 に つい て 提唱 され た が , 陸上 路 乳 類 ・ 
淡水 魚類 ・ 両 生類 無 尾 類 の 分 布 で も 重要 性 が 
認め られ て いる 。 ブ ラキ スト ン 線 。 

プレ ゼン ティ ング (presenting) MHF 
類 の 雌 の 交尾 直前 の 姿勢 。 と くに サル な ど で 
は , 雄 ・ 雌 と も に 寄 和 行動 と し て この 姿勢 を 
と る こと が ある 。 窒 和 行 動 , や 窒 和 的 誇示 

プレ ボ ポレ アー ル + 期 [Preboreal 
period] Blyit-Sernander に よる 後 氷 期 編 
年 上 の 一 時 代 で , 約 1 万 9000 年 前 の 期間 。 
中 部 ミー ロッ ズ パ で は 晩 氷 期 末 の 低温 時 代 か ら 
急速 に 気候 は 回 復 し , ほぼ 現在 に 等 し い 気温 
に な っ た が 植生 は マツ ・ カ ヵ カバ ノ キ な どの 森林 
が 主 で あっ た 。 中 石器 時 代 初期 に あたる 。 

プレ ー リ ー [prairie OPriairie ⑤prai- 
rie] FRG CHM S (年 間 降水 量 約 
300~700 mm) が , 最も 年 間 雨 量 の 変動 が 激 し 
い 北 米 大 陸 の 草原 。 高 茎 草 ・ 中 茎 草 ・ 短 茎 草 
が それ ぞ れ 優 占 し , ある い は 混 生 する 部 分 が 
HS. 一 般 に 草原 を 指す 場合 (と た くに ラフ ランス) 
も ある 。 

プレ ー リ ー ド ジョー 一 一 土壌 Lprairie 
soil] 成 帯 性 土壌 群 の 一 つ で , 慢 帯 か ら 冷 温 
帯 に か け て 分 布 す る 半 乾 ・ 半 湿 草 原 ( プ レー リ 
ー) で 形成 され る 暗色 の 土 振 。 

フレ ン ゾ クセ イ ABR Cdiscontinui- 
ty @Discontinuitét ©®discontinute] 
や 不 連続 分 布 , や 不 連 続 変異 

フレ ン ゾ ク ネン リン 不 連 統 年 輪 [dis- 
continuous ring] 一 偽 年 輪 

フレ ン ゾ ク プン プ 不 連 続 分 布 [discon- 
tinuous distribution, disjunctive d. © 
diskontinuierliche Verteilung) 同一 
分 類 群 の 生物 や 群集 ・ 群 落 の 分 布 園 が 二 つ 以 
LO sic HEN CWS AA. © Disa tats 
用 語 に ゃ も 類似 の も の が ある 。 

フレ ン ゾ クス ヘン イ 不 連 続 変異 [diseon- 
tinuous va-iation, discrete v.①Ddiskon- 
tinuierliche Variabilitat] 遺伝 形質 の 変 
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異 が 不 連続 な こと 。Mendel の 分 離 法則 に 従 
う よ ら な も の は 変異 を 生じ た 個体 群 が い くつ 
か の 組 に は っ きり 分 けら れる 。 そ の よう な 場 
合 を いう 。 

プロ イス トン [plenston OPleuston © 
pleuston) 三 浮 表 生物 

プロ ゲ グラム (programme OProgramm 
®programme] 電子 計算 機 の 計算 手順 を 
指示 する も の 。 

プロ ゲラ ム シン カ 一 一 進化 Lprogram- 
me evolution] 平行 進化 を する 諸 系 統 の 共 
通 の 祖先 が . あら か じ め 予 定 さ れ て いた と 5 
り の 進化 を し て いる と みな され る 場合 を いう 。 
平行 進 他 と ほとん ど 同 様 の 内 容 の 語 で ある 。 
平行 進化 

フロ ッ ク [flock] 水中 に 分 散 浮 遊 し て い 
る 固体 粒子 が , 薬剤 に よっ て 接着 し て 大 き な 
集合 体 を 形成 し た も ゃ の 。 こ の 人 性質 を 利用 し て , 
廃水 中 の 粒子 を 接着 ・ 凝 集 さ せ た り , 沈降 さ 
せ た り し て 滅 過 処 理 し , 浄化 に 役立て て いる 。 

プロ ト カル チュ ア Lproto-culture] 
空 カル チュ ア な 

プロ ビッ ト [Probit] probability unit 
の 簡約 語 。 薬 量 対数 と 反応 個体 数 の 百分率 , 
ある い は ある 処理 を 行っ た 後 の 日 数 と 崇 積 反 
応 数 の 百分率 の 関係 な ど は S 字 状 の 曲線 と な 
る が , これ を 直線 化す る た め 百 分 率 を 正規 度 
数 分 布 の 変異 に 変換 する 方 法 。 正 規 等 価 偏差 
normal equivalent deviation を 用 いる が , 50 
以下 が 負数 に な る こと を 防ぐ た め , 各 値 に 
それ ぞ れ 5 を 加え た も の を Bliss(1934) が プロ 
ビッ ト と 名 づけ た 。 

プロ プレ マチ カ [problematica] H+ 
物 が 生成 し た も の の 化石 化し た も の で ある が , 
その 本 性 が 明らか で な い 化石 。. 

フロ ラ [flora] =i 

フロ ラテ キシ ョ ク プ ツチ リガ ク 一 一 的 
_ 植物 地理 学 [floristic plant geography 


Ofloristische Pflanzengeographie ] 
三 区 系 的 植物 地理 学 
フロ ラ ヨー ソ 一 一 要素 [floristic ele- 


ment Dfloristisches Element] 


. プン カイ シャ 


フン # (dung, f(a)eces, dropping ① 
Kot ®féces, excrément] フン は 動物 (と 
くに 哨 乳 類 ) の 種類 に よっ て 形状 が お よそ 決っ 
て お り , 動物 の 直接 的 な 確認 が で き な い 場合 
に ゃ も , と れ に よっ て 一 定 地域 に 生息 する 動物 
相 の 判定 に 利用 で きる 。 フ ン は 動物 の 分 布 ・ 
食性 ・ 土 地の利 用 の 仕方 ・ 移 動 シ ー ト ・ 個 体 
群 密度 な ど に 多く の 示唆 を 与え る 。 DARE 
排出 

プン カ 文化 [culture] 三 カル チュ ア 

プン カイ 分解 [decomposition OZer- 
fall, Auflosung, Zersetzung ⑤decom- 
position] 土壌 有機 物 の 分 解 decomposition 
of soil organie matter, 土壌 に 添加 され た 有 
iy, 動植物 の 遺体 や 破片 ・ 排 出 物 な ど が , 
土壌 徴 生 物 の 作用 に よっ て 腐敗 patrefaction 
し て , より 科 単 な 組成 の 化合 物 に 変る こと 。 
土壌 中 で 行わ れる 分 解 は , ほとん と 好 気 的 腐 
敗 decay で , 大 部 分 は 最終 的 に は 炭酸 ガス ・ 
水 ・ ア ン モ ニア ・ 硝 酸 な ど に 分 解 さ れる が , 
その 中 間 段 階 で 腐植 humus を 形成 する 。 
分 解 者 [decomposer © 
Zersetzer ⑤decomposeur| 生態 系 の 構 
成 要素 の 一 つ で , 死ん だ 生物 体 を 分 解 し て 生 
活 する 微生物 を いう 。 分 解 者 の 働き に よっ て 
有機 物 は 二酸化 凡 素 を は し じ め と する 各種 無機 
物 に 戻さ れる 。 消費 者 と 定義 され る 動物 も 分 
解 を 行う が , 分 解 者 の 語 は 一 般 に は , 細菌 ・ 
放線 菌 ・ ヵ ビ 類 等 の 微生物 を 指す 。 

プン カク ホー 分 角 法 [angle method] 
間隔 法 

フン カセ キ 装 化 石 Lcoprolite OKo- 
prolith ®coprolithe] HH, HwWHO(L 
石 。 

プン カチ イキ 文化 地域 [culture area] 
人 間 の 集団 の 生活 様式 に 多く の 差異 の ある こ 
と が わか る に つれ て , と くに アメ リカ の 文化 
人 類 学 者 に よっ て 提唱 され た 術語 で , 食物 獲 
得 技法 ・ 住 居 の タイ プ な どの 相違 を も と に し 


. て , 世界 を いく つも の 地域 に 分 類 し た も の で 


ある 。 環 境 要因 の 分 析 な た ど が 不 十 分 で , と く 
に 生態 学 的 な 観点 か ら の 意味 づけ に 乏しい 。 


346 プン カツ ヒ 


プン カツ ヒ ョ ー 分 割 表 [contingency 
table] 一 つの 標本 が 二 つ の 属性 に よっ て 二 
重 に 分類 さ れる 場合 , 二 つの 属性 の 有無 に よ 
っ て 標本 を 分 割 し て 示す 属性 統計 表 を 4 分 表 
また は 2x2 分 割 表 contingency table, それ 
ぞ れ の 属性 を 丸 個 お よび C 個 に 分 類 し た も の 
を xxC 分 割 表 の よう に 呼 誠 。 こ の よう な 分 
類 胡 を も と に Z 検定 に より 各 属 性 の 間 の 独立 
性 (相関 の 有無 ) が 検定 され る 。 生態 学 で も よ 
く 用 いら れる 統計 的 方 法 で , 種 聞 の 分 布 相関 
に 関す る Cole(1949) の 指数 な ども これ に 基 い 
た も の で ある 。 

プン カテ キ カク リ 文化 的 隔離 Ceultural 
isolation] ヒト の 集団 の 隔離 に は , 社会 ・ 
文化 的 に 規定 され る も の が ある 。 宗教 と か 社 
会 的 地位 な ど に よっ て , 配偶 者 の 選択 が 規制 
され る 場合 は よく み ら れ る し , 未開 社会 な ど 
で は , 一 般 に 通婚 園 が 狭い だ け で な く , TEA 
に 対す る 社会 的 規制 , た と えば ある 特定 の 系 
統 の 集団 か ら 配 偶 者 を 選び 出す こと を 義務 づ 
けら れ て いる 場合 な ど が ある 。 

フン カテ キ シン カ 噴火 的 進化 Leraptive 
evolution] 爆発 的 進化 に 比べ て や や 静か 
で 継続 的 な 進化 現象 。 爆発 的 進化 

プン カテ キ テキ オー 文化 的 適応 [cultu- 
ral adaptation] ヒト が 環境 に 適応 する 場 
合 , 生物 学 的 な 適応 カ の ほか に 多種 多様 の 道 
具 技術 ある い は 分 業 ・ 協 業 な どの 文化 的 な 
手段 を 用 いる 。 と ト が 様々 な 環境 で 生存 し て 
いる と と の 主として 積極 的 な 面 は , 文化 的 敵 
応 に よる と 考え られ る 。 
プン カテ キト ー タ 文化 的 海 汰 [ealtaral 
selection] ヒト の 海 汰 の 過程 で は , 集団 の 
社会 的 ・ 文 化 的 な 要因 に よっ て ある 種類 の ヒ 
ト の 形質 が 海 汰 され た こ こと が 考え られ る 。 た 
- だ し は っ きり と し た 具体 例 は ほとん ど な い 。 
逆 に 筋力 ・ 歯 な どの 劣っ た 個体 が , 文化 の 発 
達 に 伴い 海 潤 さ れ な か っ た こと は 十分 考え ら 
れる 。 

プン カノ デン パ 文化 の 伝播 [diffnsion 
of culture] 文化 要素 が ある 社会 か ら 他 の 


社会 に 紹介 され , そし て その 社会 で 受容 され , 


更に すでに あっ た 文化 の 中 に 統合 きれ る こと 。 

プ ブンカ ヘン ヨー 文化 変容 [accultura- 
tion) 文化 が 変化 する と と の 一 つの 形態 で , 
独立 の 二 つ 以 上 の 文化 が 直接 に 接する こと に 

いずれ みか 一 方 , また は 両方 の 文化 の 体 

系 に 変化 を 生じ る 現象 。 

プン キ 分 岐 [divergence] 形態 レベ ル 
に お ける 適応 放散 の こと 。 同 じ 系 統 の 生物 が 
新た な 諸 環 境 を 占拠 し て いく と き に , それ ぞ 
れ 異 な っ た 環境 に 適応 し た 能力 ・ 生 活 型 を 獲 
伸 し て いく 現象 。 起 原 は 同じ し で あっ て る, 分 
岐 に よっ て 外 的 形態 ・ ee ed と を 相 
同 homology と いう 。 

プン キシ スー 分 岐 指数 ila hes ia- 
dex] 三 多様 度 指数 

プン キ ド SIRE (diversity ®diversi- 
te] 多様 性 

プン ギョ ー 分業 [division of labour 
⑥Arbeitsteilung] 動物 の 場合 , 同性 の 成 
体 の 間 で 集団 の 中 で の 異な る 役割 ・ 機 能 が 分 
担 され る こと 。 厳 密 な 意味 で の 社会 性 動物 に 
見 られ る も の で , 集団 と し て の 個体 の 協力 ・ 
協調 を 不可 分 の も の と し て 成り 立つ 。 拡 張 L 
て , あら ゆる 段階 で 見 られ る 系 内 の 同等 な も 
の の 間 で の 機能 の 差異 を 指す よう に 用 いら れ 
る こと も ある 。 人 間 社 会 に お ける 分 業 (性 ・ 
年 齢 な ど に よ る 労働 の 分 担 と は か な り ERA 
を 異 に する 。 

プン グン シュ ー 分 群集 Coden tits oO 
Soziation] 優 占 種 に よっ て 区 分 され る 最低 
の 群落 単位 。 基 群 迷 と も 呼ば れる 。 

プン ケツ 分 攻 [tillering] と くに 草 類 
の 分 枝 を 指し て いう 。 分 枝 。 

フン ザイ 粉剤 [dast] 農薬 な ど の 粉末 
状 の 剤 型 。 

プン サン 分 散 [①dispersion ODisper- 
sion ⑤dispersion @variance] ① 生 物 
個体 の 散布 の 結果 , 集合 状 で ある か 苑 散 状 で 
ある か を 示す 語 。 分 散 図 dispersion map が 
作ら れ 集 合 の 様子 が 検討 きれ る 。@ 統 計 和 集団 
( 母 集団 ・ 標 本 集団 ) の 各 要 素 の 値 の 算術 平均 に 
対す る 偏差 の 二乗 平均 0° =F (2;-72)*/q 
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と 定義 きれ る が , 母 分 散 (population variance) 
の 標本 推定 値 と し て は g の 代り に (g 一 1) CHI 
っ た 値 を 用 いる 。 た だ し g は 調査 単位 数 、 ァ , 
は 7 番目 の 単位 内 の 要素 数 . = は 算術 平均 で 
ある 。 分 布 様式 

プン サン ケイ スー 分 散 係数 [coeffici- 
ent of dispersion] BA77iDt77 TH 
4S Poisson 分 布 は , 平均 値 と 分 散 variance が 等 
し いと い 5 特 性 を も つ 。 し た が っ て , 平均 値 
に 対す る 分 散 の 比 を も っ て , 分 布 が 機会 的 か 
ょ より 集中 的 か ある い は 一 様 的 か を 判定 する こ 
と が で きる 。 こ の 比 を 分 散 係数 と いう 。 相 対 
分 散 , Poisson 離 隔 係数 ある い は 分 散 - 平 均 比 
と も 呼ば れる 。 Poisson 分 布 か ら の 偏り の 有 
意 性 は 分 布 を 用 いて 検定 で きる (自由 度 = 
標本 数 1, ぁ =co)。 た だ し 分 散 係数 の 値 は 平 
均 値 こよ っ て 影響 を 受け る の で , 分 布 の 集中 
性 の 度合 を 示す 指標 に 用 いる こと に は 問題 が 
HS. Poisson 型 以外 の 場合 で も , ラン ダム 
分 布 か ら の 離隔 度 を 表す 係数 を 一 般 に この よ 
うに 呼 誠 こと が 多い 。 ODMR 

プン サン シス ー 分 散 指数 [index of dis- 
persion) 植物 群落 構成 種 の 分 布 様式 , と 
くに その ラン ダム ネス を 表す 指数 。 ラ ンダ ム 
ネス か ら の 離隔 度 deviation from randomness 
と いう こと も ある 。 動物 の 卵 塊 , BETO 
着 性 動物 な ど に ふる 同様 の 指数 が 使え る 。 

プン サン ノ チュ ー シ ン 分 散 の 中 心 
[Leemter of dispersal ©Verbreitungs- 
zentrum)] 種子 な どの 分 散 の 中 心 。 RAO 
中 心 。 

プン サン プン セキ 分 散 分 析 Lanalysis 
of variance ⑪Varianzanalyse] MRF 
ー タ が ある 要因 に つい て いく つか の 階級 に 分 
けら れる と き , 各階 級 の デー タ が 同じ 母 集団 
か ら の 標本 と 見 な し うる か 否 か を 検定 する 統 
計 的 方 法 。 要因 が 一 つの 場合 (一 元 配 置 法 ) の 
ほか , いく つも の 要因 の 影響 を 分 離し て 評価 
し うる た め , 生態 学 に お いて も 応用 範囲 が 広 
Vs, CORE, 一 つの 階級 内 で の ば ら つ き 
( 級 内 変動 ) と 階級 問 の ば ら つ き ( 級 問 変動 ) の 比 
較 に 基 い て お り , 全 変 動 は 各 要 因 に よる 部 分 


変動 の 和 と し て 表 さ れる 。 母 集団 の 正規 性 ・ 
等 分 散 性 を 前 提 と する の で , 分 布 が 著しく 正 
規 分 布 か ら 異 な る 場合 (離散 量 の 分 布 な ど ) で は , 
デー タ に 適当 な 変換 を 施し て これ ら の 条件 を 
ほぼ 満た し た 上 で 適用 し な けれ ば な ら た な い 。 
プン サン - ヘ イキ ン ヒ 分 散 - 平 均 比 [Yari- 
ance-mean ratio) 平均 に 対す る 分 散 の 比 。 
分 前 係数 

プン シ 分 枝 [tillering] 三 分 難 ( ブ プン ケツ ) 

プン シカ クサ ン 分 子 拡散 [molecular 
diffusion] 異種 分 子 の 混合 系 が 熱平衡 の 状 
態 に 近づく 際 に 超 る 濃度 分 布 の 変化 。 同 種 分 
子 の 場合 は 自己 拡散 と いう 。 


プン シ ケ イ S&H [clone] ニク ロー ン 
フン セキ BA [eoprolite] =R(LA 


フン セキ ガク 義 石 学 [paleocoprology, 
paleoscatology」 (ka 

プン セキ テキ トク チョ ー 分 析 的 特徴 
Lanalytic characteristics] 被 度 ・ 群 度 な 
どの 群落 解析 の 測度 。 

フン ニョ ー ショ ク プ ツ ゲン ラク . Ke 
物 群 落 [coprophilous vegetation © 
Dingergesellschaft] 鳥獣 の 立て 場 な どの . 
硝酸 態 窒 素 ・ リ ン な どの 過 栄 養 立 地 に 生育 す 
APSR ME. 

プ ブン パイ コー ドー 分 配 行動 [sharing 


behaviour] 一 つの 社会 集団 の 中 で 1 頭 の 


個体 が 獲得 し た 食物 を 他 の 個体 に 分 け 与 える 


行動 。 狩 猟 民 と 肉食 貴 乳 類 の 生存 を 支え る 基 
本 的 な 社会 行動 で ある 。 チ ン ペ パンジー は , 主 
と し て 植物 食 に 依存 し て いる が , 肉 や 植物 性 
食物 を 分 配 し , また 分 配 を 受け する た め に 物 を 
い 行 動 を 行う 。 

プン プ 分布 [distribution OVerbrei- 
tung, Verteilung] 地理 的 分 布 (地球 上 の 生 
物 の 分 布 の 仕方 ) を 指す 場合 と 統計 的 な 分 布 を 


~ 意味 する 場合 と が ある 。 


プン プイ キ ガ タ 分 布 域 型 [area type O 
Arealtyp] 類似 し た 植物 の 分 布 域 の 類型 。 
分 布 城 の 形 ・ 大 き さ ・ 地 理 的 位置 に よっ て 分 
ASH, 

プン プ ガ ク 分 布 学 [synchorology O 
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Synchorologie] 三 群 落 分 布 学 

プン プ カン スー 分布 関数 [distribution 
function OVerteilungsfunktion fonc- 
tion de répartition | 

プン プ ケ イ 45% (distribution type] 
統計 学 的 な 分 布 曲線 の 型 で , 離散 量 で の Poi- 
sson 型 、Polya-Eggenberger 型 な ど , 連続 量 
で の 正規 型 な どい ろ い ろ あ り , 生物 群集 に お 
ける 分 布 型 が いずれ に 近い か が 古く か ら 論 議 
Sducl ties 

プン プ ケ ン +44 [area of distribu- 
tion ①Areal] 動植物 の 種 ・ 群 集 の 生育 す 
る 広がり 。 
- プ ンプ シュ ー チ ュー ド ケイ スー 分 布 集 
中 度 係数 [Hopkims' coefficient of aggre- 
gation)» Hopkins(1954) は 分 布 集中 度 の 指数 
と し て 任意 に 設定 し た 標本 点 と それ に 最も 近 
接する 個体 問 の 距離 お よび 任意 の 個体 と 至近 
個体 間 の 距離 を 同数 ずつ 測定 し た と き , それ 
ぞ れ の 平均 距離 を ア お よび 了 と すれ ば , A= 
2 の 7 は ラン ダム 分 布 で 1, 集中 分 布 
で 1 より 大 , 一 様 分 布 で 1 より 小 ち な る と と 
を 示し た 。 ラ ンダ ム 分 布 か ら の は ずれ の 統計 
的 有意 性 の 検定 の 方 法 も 与え られ て いる 。 

プン プシ ュー ヘン チイ キ 分 布 周辺 地域 
[fringe area, distribution f.] ある 生物 
種 の 地理 的 分 布 の 限界 付近 。 ま た 時 に は ある 
地域 の 個体 群 の 生息 地 の 周 辺 部 を 指す 場合 も 
ある 。 

プン プ ショ ー へ キ 分 布 障壁 [distribn- 
tional barriers OVerbreitungsgrenze } 
海 ・ 高 山 な ど 生物 の 分 布 上 の 障害 と な る も の 。 
ツ 生 物 地 理学 的 障壁 

プン プチ ュー シン HAL [center of 
distribution OVerbreitungs zentrum ] 
植物 群落 や 種 の 分 布 の 中 心 。 こ れ に は 地 史 的 
な 成立 の 経緯 に より 単 心 的 ・ 再 極 的 ・ 多 元 的 
な ど が ある 。 分布 の 中 心 と な っ た 地域 に は 問 
題 の 種 に 関し て , 次 の いずれ か の 特徴 を も っ 
て いる と 考え られ て いる 。(1) 中 心 域 で は その 
種 の バイ オタ イプ が 多数 ある 。(2) 原 始 的 な 形 
質 を も つも の が 多い 。(3) 二 数 性 染色 体 を も つ 


も の が 多い 。(④ 優 性 の 遺伝 子 を も つも の が 多 


い 。(5) 分 布 路 が 多数 ある 場合 は これ ら 通 路 の 
集合 地 が それ で ある 。 こ れ ら は いずれ も 仮説 
の 域 を 脱し な いも の で ある 。 . 

プン プ ヨー シキ 分 布 様式 [pattern of 
spatial distribution, s. p., mode of d. 
Mraumliches Verteilungsmuster] 比 
較 的 均質 な 生息 地内 に お いて 特定 の 種 の 個体 
が 示す 分 布 様式 。 ふ つう 一 定 の 大 き さ の 区 画 
(物理 的 空間 , また は 株 ・ 枝 ・ 葉 な ど 生物 的 する 場所 
単位 ) あたり の 個体 数 の 分 布 と し て 扱わ れる 
が 。 個体 間 の 間隔 の 分 布 と し て 示す 方 法 ( 間 
隔 法 ) も ある 。 分 布 様式 は 種 の 特性 と 環境 条 
件 の 空間 的 異質 性 に よっ て 規定 され , 機会 分 
布 (ラン ダム 分 布 ) と な る こと と は めった に なく, 
多く の 場合 は 集中 分 布 と な る 。 ま た 個体 間 に 
競争 や 反発 の 働く と き は 一 様 (規則 的 ) 分 布 に . 
な る 傾向 を も つ 。 区 画 の 大 き さ を 変え れ ば 分 
布 様式 も 変化 する 場合 が 多い が , これ を 逆 用 
し て 空間 的 分 布 構造 を 解析 する こと が で きる 。 

フン プン セキ ホー 糞 分 析 法 Lscatologic 
method] 肉食 また は 雑食 性 貴 乳 動物 の 食 
性 を , 残さ れ た 工 中 の 種子 ・ 表 度 ・ 骨 ・ 肢 ・ 
次 な どか ら 知る 方 法 。 選 胃 内 容 分 析 

プン ボー 分 封 [swarming] = 

フン ボル ト Humboldt, Alexander von, 
1769~1859 ドイ ッ の 地理 学者 で , 生態 学 的 
生物 地理 学 の 創始 者 。 旅行 家 と し て の Forster 
と 野外 科学 の 方 法 と 自然 を 見 る 目 を 学び , 植 
物 群落 学 の 父 と いわ れる Wildenow に 群落 生 
態 学 を 学び , Coethe の 原型 概念 に 在 づ けら れ 
て , 彼 の 生活 型 (Hauptform あ る い は Grundform ) 
を 土台 に し た 生態 地理 学 の 方 法 が 生ま れ た 。 
同時 に , 南米 その 他 を 広く 旅行 し , 学術 探険 
scientific expedition の 道 を 開き , Darwin の 
ビー グル 号 航 海 の 有 力 な 手引 き と な っ た 。 レ 
クラ ム 文 庫 に も 収め られ て いる Ansichten 
der Natur や 復刻 版 の 出 て いる Ideen zu einer 
Ceographie der Pflanzen に 人 彼 の 生態 学 的 思 
想 は よく 盛 ち られ て いる が , 彼 の 生態 地理 学 と 
Darwin の 研究 を 土台 に し て , Haeckel(1866) 
は 生態 学 ⑥Okologie を 生物 学 の 中 に 位置 づ 


ee ae 


a 


ける に 至っ た 。 

プン メイ 文明 [civilization DZivilisa- 
tion] 学派 ある い は 研究 者 に より 異な っ た 
使い 方 が な され る が , 一 般 に は 高度 に 発達 し 
た 文化 を 指す 。 

フン リュ ー BH [fa)ecal pellet] 

フン リュ ー ケ イソ クニ ヨル コタ イス ー ス 
イ テ イ ホー 工 粒 計測 に よる 個体 数 推定 法 
[pellet count method of population 
estimation] 一 定 地域 内 に 残さ れ た 糞 粒 の 
計測 か ら , その 動物 の 個体 数 を 推計 する 方 法 。 
貴 乳 動物 の 個体 数 推定 に 用 いら れ , 動物 の 種 
類 に 応じ て 方 法 は 種々 に 考案 され て お り , B® 
塊 計測 法 と 呼ぶ 場合 も ある 。 糞 の 発見 率 と そ 
の 自然 消滅 率 お よび 付加 率 か ら , その 地域 の 
動物 の 個体 数 を 推定 する 方 法 で ある 。 ウ サギ ・ 
シカ ・ ニ ホン カモ シカ 等 で 成果 が あげ られ て 
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いる 。 

フン リョ ー ソ ク テ イソ ー チ 半量 測定 装 軒 
Lcoprometer] と くに 昆虫 類 の 糞 量 を 測定 
する た め に 考案 され た 種々 の 装置 。 

プン ルイ ゲ グン 488% (taxon, taxono- 
mical group] 生物 を 分 類 し て まとめ た 群 。 
群 の 階級 ・ 大 小 と は 無関係 。 

プン ルイ セイ プ ブツ チリ ガク 分 類 生物 地理 
学 [taxobiogeography] 生物 各種 の 地理 
的 分 布 や 各地 域 の 生物 相 の 種 構成 と その 比較 
を 主題 と する 。 

プン ルイ テキ ショ ク プ ツ シ ャ カイ ガク 分 
類 的 植物 社会 学 [systematic plant socio- 
logy Osystematische Pflanzensoziolo- 
gie]) 植生 調査 を 基礎 と し た 植物 群落 の 分 類 
こ 関す る 科学 。 群 集 が 基本 単位 で , 群 団 オー 
ダー・ ク ラス と 標 微 種 を 基準 に まとめ られ る 。 
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ヘイ カカ FAS [indehiscent fruit] 成 
熟し て も 裂 開 し な いで その まま 落下 する 果実 
類 の 総称 。 

oe i 平均 [mean OMittel ® 
valeur moyenne] z 個 の 量 zi,…, z。( こ 
対し て , 一 般 に 次 の 平均 が 用 い られ る 。 Ai 

平均 arithmetic mean; (1/z) De SE PPA 
geometric m.; 6 me 調和 平均 harmonic 

m.; z/ Dy ura iy col 各 量 に ヶ 個 の 実数 
pe を 対応 させ て , Seed ES a を 
重み つき 平均 weighted m. 2 eS 

ヘイ キン コミ アイ ド 平均 こみ あい 度 
(mean crowding; m] Lloyd(1967) が 提案 
し た パラ メー ター で “区画 あ た り 個 体 あ た り 
平均 他 個 体 数 ” と 定義 され る 。 番目 の 区 画 
に いる 個体 数 を zy と すれ ば , 平均 こみ あい 度 
( ま 。 

m= 光 ( の ー)/ ち >, (QUAKER 


で 示さ れる 。 区 画 あたり 平均 密度 と 分 散 c* 


と の 間 に は 太古 (7/ み ー1) の 関係 が あ . 


る 。 放 は 定義 か ら 絶 対 集 合 度 の 指標 と な り , 
m/mit LiKE AAWICA UC, 相対 集合 度 
の 指標 と し て 有用 で ある 。 DRYCAHUE- 
平均 密度 法 

ヘイ キン コミ アイ ド - ヘ イキ ン ミ ツ ド ホー 
平均 こみ あい 度 - 平 均 密度 法 (Cm-m meth- 
od; mean crowding-mean density m.] 
i (1968) は 分 布 様式 解析 の 方 法 と し て 平均 こ 
みあ い 度 の 平均 密度 に 対す る 回 帰 関係 を 
用 いる 方 法 を 提案 し た 。 多 く の 理 論 そ デル や 
実際 の 動植物 の 分 布 に お いて この 関係 は 直線 
Hat m=atpm で 示さ れる 。 e は 基本 
集合 度 指数 index of basic contagion と 呼ば 
れ , 分 布 の 基本 単位 が 個体 か 集団 ( ュ ロ =ー) 
か に 関連 し た パラ メー ター, 8 は 密度 - 集 中 度 
係数 density-contagiousness coefficient と 呼 
ば れ , 基本 単位 の 分 布 様式 を 示す パラ メー タ 
で の 95。 この 三 つ の パタ メデ ーー ビビ よっ て 


種 の も つつ 分布 特性 が 記載 で き , 分 布 構造 ・ 死 
亡 ・ 増 殖 過程 の 解析 や サン プリ ング 計画 の 立 
案 に も 役立つ こと が わか っ う で いる 。 

ヘイ キン チ 平均 値 [mean value O 
Mittelwert] #14 

ヘイ キン ヒン ド 
frequency | 

ヘイ キン メン セキ 平均 面積 [mean area) 
植物 生態 学 の 用 語 で , 密度 density の 逆数 で 
個体 の 占有 する 平均 面積 。 平 均 占有 面積 。 

ヘイ コー グン シュ ー 平行 群集 [parallel 
community durchschnittliche Fre- 
quenz] 地理 的 に 離れ た と ころ に 見 られ る , 
構成 種 の 分 類 群 組成 が 相互 に 類似 し て いる 生 
物 群集 。 太 平 洋 と 大 西洋 の 潮間 帯 付着 動物 群 
集 は その 典型 的 な 例 と され る 。 

ヘイ コー ゲン ショ ー 平行 現 家 [paralle- 
lism] 同じ 属 ・ 科 な ど に 属す る 異な る 種 が 
対応 し て 含ま れる よう な , 構成 種 の 分 類 群 組 
成 が 類似 し た 生物 群集 が 地理 的 に 離れ た と こ 
ろ に 見 られ る こと 。 

へ ヘイ コー シン カ 平行 進化 [parallel 
evolution ⑥parallele Evolution] 共通 
の 祖先 か ら 分 か れ た 子孫 が 進化 に 関し て 同様 
の 傾向 を 示す こと 。 ブ ログ ラム 進化 と ほぼ 同 
じ 。 例 : 中 新 世 以降 の モグ ラ ネ ズ ミ 類 の 進化 。 

へ ヘイ コー セツ 平衡 説 [balanced hypo- 
thesis] 生物 集団 の 遺伝 的 変異 が 相反 する 
方 向 に 働く 海 汰 作用 の 釣合い に よっ て 保 た れ 
る と する 説 。 

へ イコ ー ミ ツ ド 平衡 密度 [equilibrinm 
density] 環境 に 著しい 改変 が な けれ ば , 個 
体 群 の 密度 は 一 定 平均 レベル を 中 心 に 変動 す 
る 。 つ まり 相 継 ぐ 2 世代 の 密度 を プロ ッ ト し 
た 増殖 曲線 は 親子 同数 線 と の 交点 を 中 心 に 変 
動 す る こと に な る が , この 交点 の 密度 を 平衡 
密度 と 呼ぶ 。 こ の 概念 に は 個体 群 が そ の 環境 
と の 間 に 動 的 平衡 を 保っ て お り , その 平衡 は 
密度 調節 の 機構 を 通じ て 維持 され て いる と す 


平均 頻度 [average 


る 考え が 含ま れ て いる の で , 反対 者 も ある 。 
CMBR, 忌 増殖 曲線 、 密度 調節 

ヘイ サ 閉鎖 [crown closure OKron- 
enschlussgrad ®consistance de massif] 
ー う っ 閉 

ヘイ サゲ ン ラ ク FARE [closed com- 
munity QDgeschlossene Gesellschaft] 
葉 層 が 密 で 十分 うっ 閉 し た 群落 。 発 芽 場所 ・ 
空間 お よび 栄養 に 対し て 競争 と 共存 関係 が 成 
立 し て お り , また 下層 の 葉 の 枯れ 上 り が みみ ら 
れる 。 

ヘイ サケ イ 閉鎖 系 [closed system D 
geschlossenes System ®systéme ferme ] 
外界 と 熱 交 換 は し て も 物質 の 出入 り の な い 物 
質 系 。 

ヘイ サケ イ ノ ジュ ンカ ン 閉鎖 系 の 循環 
[eirculation of closed system] ある 物 
質 系 を 構成 する 特定 の 物質 の 循環 が その 系 内 
で 完結 し て お り , 隣接 する 他 の 物質 系 と の 間 
に , 全く その 物質 の 流入 ・ 流 出 の な いよ うな 
循環 を 閉鎖 的 備 環 closed circulation と いい , 
その 系 を 閉鎖 系 c. system と いう 。 

ヘイ サシ ョ クセ イ PARAS [closed 
vegetation 」 三 閉鎖 群落 

ヘイ サテ キ ジュ ンカ ン -. 閉鎖 的 循環 
[Lclosed circulation] OPSKORR 


ヘイ サド 閉鎖 度 [crown density ] 
三 う っ 閉 度 

ヘイ サリ ン 閉鎖 林 [closed forest] 
三 う っ 閉 林 


へ ヘイ サリ ンカ ン FARM (closed cano- 
py ODgeschlossene Krone] 太陽 光線 を 
十分 利用 し つく すこ と の で きる 葉 量 に 達し た 
林 冠 。 こ の 状態 に 達する と 下 枝 が 枯れ 上 り , 
林 床 が 暗い た め 林 床 植生 の 発達 は 悪い 。 

へ ヘイ サリ ンプ ン 閉鎖 林 分 [closed stand 
⑥geschlossener dichter Bestand] 林 
管 の よく うっ 閉 し た 林 分 。 草 木 の 成 長 は あま 
り よ く な く , 下 枝 は 枯れ 上 り , 林 床 は 暗く , 
林 床 植生 の 発達 は 悪い 。 

へ イシ ュ ツ ユー セン 送出 湧 泉 [rheo- 
erene) 地面 ・ 岸 か ら 流 水 する 湧 泉 。 し ば し 
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ば 小さ な 滝 を な し , その 下部 は 巡 ま た は 砂 で 
植物 の 生育 は 少な い 。 

ヘイ ジョ ー ネ ン ミツ ド 平常 年 密度 [en- 
demic density] し ば し ば 大 発生 する 害虫 
な ど が 低 密度 に ある 時 期 の 密度 を いう 。 大 発 
生 密 度 epidemic density の 対語 と し て 用 いる 。 

へ ヘイ タン テイ 平坦 底 [level bottom] 
と くに 砂 泥 質 の 傾斜 の ほとん ど な い 平坦 な 海 
底 。 

へ ヘイ バン ケイ スー ホー 平板 計数 法 [pla- 
te count) 微生物 の 生 細 胞 数 を 測る 一 つの 
FET, 試料 また は その 減 菌 水希 釈 液 の 一 定 
量 を 平板 培養 し , 生じ た 集落 数 を も っ て 試料 
中 の 生 細 胞 数 と する も の 。 

ヘイ バン ソ ク リ ョ ー ホー 平板 測量 法 
[plane table surveying] 小さ な 湖沼 ・ 
地形 な ど を 平板 (三脚 ・ 指 方 規 ・ 磁 針 器 付き ) お 
よび 間 縄 で 縮尺 地図 を 作る 方 法 。 基 線 の 一 端 
に 平板 を 据え , 対岸 の めぼしい 地 物 の 方 向 線 
を 引き , 他 の 一 端 か ら 同 様 の 方 向 線 を 引け ば , 
交点 が その 地 物 の 位置 と な る 。 こ と の よう に し 
て 重要 地点 を 定め た うえ 歩 測 ま た は 目測 に よ 
っ て 輪郭 を 記入 し , 湖 や 地域 の 縮尺 図 を 作る 。 

へ ヘイ バン バイ ヨー 平板 培養 [plate cul- 
ture ①DPlattenkultur ®culture en pla- 
que] 寒天 ・ ゼ ラチ ン を 入れ た 便 養 液 を 薄 
く シャ ー レ 内 で 固化 させ , そこ で 培養 する 方 
法 。 徴 生物 の 培養 や 組織 培養 に 用 いら れる 。 

べ キ ジョ ー シ キ mex (power equa- 
tion ] 

へ キス ト プラ ンク トン [hekistoplank- 
ton] 微細 浮遊 生物 を 構成 する 鞭毛 藻類 。 あ 
る い は 肖 遊 生物 相 で 鞭毛 藻類 が 優 占 する も の 。 

ペダ ルフ ァ [pedalfer] 鉄 ア ル ミナ 土壌 
の 一 般 名 称 。 土壌 生成 過程 で , 2,3 酸化 物量 
が 球 酸 量 よ り 増大 し た 層 を も ち , 炭酸 石灰 の 
集積 が な い 土壌 区 分 の 一 つ 。 

ペッ クラ イト [peck-right] デス ポテ 
ィ ズ ム 

ヘッ ケル Haeckel, Ernst Heinrich, 
1834~1917 ドイ ッ の 生物 学者 。 イ エナ 大 学 
動物 学 教授 。 原 生 動物 ・ 海 綿 動 物 ・ 腔 腸 動物 
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を 人 研究, Darwin の 進化 論 が 発表 され る や い 
ち 早 くそ の 擁護 ・ 普 及 に 努め , 個体 発生 と 系 
統 発生 の 関係 に つい て の 反 覆 説 を 提唱 し た 。 
Hensen(1834~1924) の 造語 で ある プラ ンク ト 
ン Plankton と 並ぶ 。 ベン トス Benthos・ ネ ク 
トン Nekton は , エコ ロ ギ ー Oecologie と と も 
に 人 彼 の 造語 で ある 。 
ベー ツ シ キ ギタ イ 


ian mimicry | 


ー 一 式 擬態 [Bates- 
最も 代表 的 な 形 の 擬態 。 
Bates が 南米 の チョウ で の 研究 か ら 気づい た 。 
捕食 の 対象 に され や すい 動物 ( 例 : へ ナ ア ブ ) 
DB PR RIK bb, し た が っ て 警戒 色 を 
も つ 動 物 (モデ ル )( 例 : ミッ バチ ) に 似 て いる 場 
合 を いう 。 モ デル の 警戒 色 を 学習 し た 捕食 者 
は 擬態 者 を も 避け る の で , 擬態 者 の 捕食 され 
る 率 を 低め る 効果 を も つ 。 通常 , RBAILe 
デル より 個体 数 が 少な い 。 SHARE 

ペド カル [pedocal] 石灰 土壌 の 一 般 名 
称 。 土 壌 生成 過程 で 石灰 の 集積 層 を も つづ 土壌 
区 分 の 一 つ 。 

ペド クラ イマ ックス [pedoclimax,。zo- 
nal soil] 成 帯 土壌 。 | 

Ai セル ロー ス [hemicellulose OHe- 
mizelluloze] セル ロー ス と と も に 植物 の 
細胞 膜 を 構成 する 炭水化物 で , セル ロー ス よ 
り 希 酸 で 容易 に 加水 分 解 され る 部 分 を いう 。 
木材 に は 20 一 40 め 含ま れる が , HE - HK 
よる 差 が 大 きい 。 土壌 中 で も セル ロー ス よ り 
は る か に 早 ぐ 分 解 さ れる 。 

へ メラ [Hemera OHemera] ある 生 
物 が 最も 繁栄 し た 地 史 的 な 時 間 。 化 石 層 序 学 
上 の 時 代 区 分 の 最小 単位 。 ウ アク メ 

へ モグ ゲ グロ ビン  L[h(a)emoglobin OHa- 
moglobin ®hemoglobine] へ ム と グロ 
ビン と か じ 成 る 色素 看 白 質 。 す べ て の 脊椎 動 
Ys LOB FOREN MO MRICS END. 

へ モ シ アニ ン  [h(a)emmocyanin MOHa- 
mocyanin で hemocyanine] 色素 邊 白質 
の 一 つ で , 甲殻 類 ・ 軟 体 動物 の 血 リ ン バ 中 に 
存在 し , 銅 を 含む 。 

ペラ ゴス [pelagos] =RitH 

ベー リン ゲ グリ ッ キ ョ ー 一 一 陸橋 [Ber- 


ing land bridge] アジ ア ・ 北 アメ リカ 大 
陸 の 動 ・ 植 物 は きわ め あて 類似 度 が 高い 。 こ れ 
は 現在 の ベー リン グ 海 峡 に 陸橋 が 存在 し た 結 
果 と され て いる 。 自 亜紀 中 期 ま た は 末期 に 形 
Moh, その 後 洪 積 世 来 まで の 間 に 数 回 の 断 
絶 期 を は さん で 陸橋 が 存在 し , 生物 交流 路 と 
な っ て いた 。 ORR 
ベル ゲ グマ ン ノ ホー ソ ク ーー の 法則 
[Bergmann's rule] Bergmann (1847) は 温 
血 の 脊椎 動物 種 に つい て , 寒い 地方 に すむ 品 
種 race は 温か い 地 方 の 品種 に 比 し て 大 型 と な 
る 傾向 が ある , と 述べ た 。 こ の 経験 則 は , 鳥 
類 ・ 貴 乳 類 の 多く の 種 に お いて 成り 立つ こと 
が 認め られ て いる 。 

ベル ド [veld(⑪] 地域 的 な 開け た 草原 の 
名 称 で , 南ア フリ カ の 標高 の 高い 所 は 來 本 草 
RC, 低い 所 は サバ ベン ナ で 占め られ て いる 。 
ベー ルマン ファ ン ネ ル ホー —+ 
[Baerman funnel method] =~—)Lv 
5 es 

ベー ルマン ロー ト ホ ー — mts 
[Baerman funnel method] _ Bf&6~ 
15cm の ガラ ス 製 の 漏斗 の 端 に ゴム 管 を つ な 
ぎ , ピン チュ コック で 締め た も の を Baerman 
漏斗 と いい , 土壌 中 の 線 虫 の 検出 に 用 いら れ 
る 。 漏斗 の 中 に 少量 の 水 を 入れ , モス リン 布 
で 包ん だ 土壌 サン プル を 入れ (ある い は 24 メ ッ 
シュ ぐら い の ぉ ふる い の 上 面 に モス リン 布 を 引い た 上 
に 土壌 サン プル を 置き ) 一 定時 間 放 置 す る と 土 
壌 中 の 線 虫 が 布 を 通っ て 漏斗 の 下部 に 沈殿 す 
る か ら , それ を 試験 管 に と り 検 鏡 す る 。 
ベル レー ゼ ロー ト ホ ー 一 一 漏斗 法 [Ber- 
lese funnel method] 土壌 ある い は 落葉 
層 の サン プル 中 か ら 比 虫 類 ・ ダ ニ 類 な ど 小 型 
動物 を 採取 する 方 法 。 大 型 漏 斗 の 下方 に 金網 
等 で 仕切 り を し て その 上 部 偽 サ ンプ ル を 置き , 
上 方 か ら 人 徐々 に 熱 を 加え て 落下 する 動物 を 容 
器 に 集め る 。 種 々 の 改良 型 が 提案 され で いる 。 
ヘン イ 8 [variation OVariation 


' ®variation]) 起 原 を 同一 に する 個体 問 


質 の 相違 を いう 。 遺 伝 的 な 突然 変異 と 非 遺 伝 
的 変異 また は 連続 変異 ・ 不 連続 変異 な ど に 分 


ける こと こと が で きる 。 ; 
ペン イケ イス ー 変異 係数 [coefficient 
of variation ⑥Variationskoeffizient] 
> EHR . 
"ヘン イ タイ 変異 体 {variant MVaria- 
nte] O2® 
ヘン エン キョードー タイ 辺 縁 共同 体 
[edge community] 三 辺 緑 群集 
ヘン エン ゲン シュ ー DR [edge 
community ⑪WMantelgesellschaft] 植物 
群落 が 比較 的 不 連続 に 他 の 群落 に 接する と き , 
EX PA O— BADER され て 直接 外界 に 接 
ずる 場合 に は , 林 縁 に 沿っ て 特別 の 植生 (< 
YR ITH) が 形成 され , 特有 の 動 植 
物 に よる 共同 体 が で きる 。 こ れ を 辺 縁 共同 体 
と いう 。 
ヘン エン コー カ 辺 緑 効果 [edge effect 
⑥Randeffekt] 王 周辺 効果 
ヘン オン セイ Batt [poikilothermy 
OPoikilothermie] 外界 の 温度 に 応じ て 
動物 の 体温 も ほぼ 同じ よう に 変化 する こと 。 
ヘン オン ソー 
metalimnion ®Thermoklin, Metalim- 
nion] ZK, また は 水温 虫 層 と も いう 。 
中 ・ 高 緯度 地方 の 深い 湖沼 に お いて は 夏 こ は 
表層 が 高温 < 深層 が 低温 に な る 。 と この 場合 
の 水温 が 急 に 変化 する 層 を いい , CORE 
に じい て 表層 と 深層 で は 水質 も 変化 する 。 日 身 
DFS, 長波 長 の 部 分 が 水面 付近 で 多く 吸収 
され て 表面 相 が 暖め られ , 比重 差 を 生じ る た 
め に 成層 する の が 変 温 層 形成 の 一 つの 理由 で 
ある 。 な お 変 温 層 が 生じる 時 期 を 夏期 停滞 期 
ある い は 成層 期 と いう こと が ある 。 
ヘン オン ドー プ ツ 変 温 動物 [poikilo- 
therm, poikilothermal animal ①⑪poi- 
kilothermes Tier で animae poikilo- 
therme] 外界 の 温度 に よっ て 体温 の 変化 す 
る 動物 。 無 林 稚 動物 の 全部 と , 硝 椎 動物 の 魚 
類 ・ 両 生類 お よび 則 虫 類 が これ に 入る 。 
ヘン ガイ サヨ ー 片 害 作用 Camensalism, 
partiall harmfulness] ある 種 に と っ て は 
直接 利害 は な い が , 共存 し て いる 他 の 種 に 対 


変 温 層 (thermocline, 
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し て は 不利 な よう な 活動 ・ 関 係 。 プ ラン クト 
ン の 異常 発生 に よる 赤潮 ・ 魚 介 類 の 死滅 な ど 
は この 例 に 数 えら れる 。 偏 害 作用 。 

ヘン カン セイ 偏 乾性 [arid] 乾 地 性 。 

ヘン キ セ イ チョ ー fai RR (elliptic 
growth] 樹幹 の 肥大 成長 が 一 定 方 向 に 偏る 
現象 。 

ヘン ゲン シュ ー BRE [variant of as- 
sociation ⑪Variante einer Assoziation ] 


群集 の 変 群集 。 植 物 社会 学 的 体系 に よる 群落 


区 分 の 単位 の 一 つ 。 亜 群集 の 下位 単位 。 識 別 
種 (区 分 種 ) に よっ て 区 分 され る 。 

ヘン ケイ ハッ セイ 変型 発生 [c(a)enoge- 
nesis ①Zanogenese, Stérungsentwick- 
lung ®caenogénése] 新型 発生 と も いう 。 
ある 生物 の 個体 発生 が その 祖先 型 の 個体 発生 
か ら 偏向 し て いる 場合 を いう 。 

ヘン コー テキ キョ クソ ー 偏向 的 極 相 
Lplagioclimax] 人 為 な ど で 群 集 の 一 次 居 
移 系 列 が 歪め らち れ て 安定 し た 極 相 。 

ヘン コー テキ セン イケ イレ ツ 偏向 的 遷移 
系 列 [plagiosere] ADF, tt ITH 
草 ・ 火 入れ が 植物 群落 に 継続 し て 加わ る こと 
に よっ て , 一 次 札 移 系 列 と 違っ た 方 向 に 進む 
BAT, 

ヘン ザイ 辺 材 [sapwood ⑥Splint, 
Splintholz ⑥aubier] 心材 に 対す る 言葉 
で , 幹 材 の 周辺 の , 色素 沈着 が 少な く 白 色 な 
いし 淡色 を 星 す る 材 。 避 忌 材 

ヘン サク ダム HA— Cwicker dam} 

ヘン ショ ク 変色 [coloration] 動物 が 
常態 の 体 色 を 変化 させ る こと 。 隠 蔽 色 conceal- 
ing coloration ・ 保護 色 protecting c: の 中 に ゃ . 
また 和 警 戒 色 warning c. の 中 に も , 変色 に よる 
例 は 少な く な い 。 婚 婚 色 courrship c-. の よう 
に , 性 ホル モン の 支配 を 受け て 変色 する も の 
も ある 。 また 季節 ・ 温 度 等 が 変色 の 原因 に な 
る も の も ある 。 

ヘン シン トー アツ セイ / ノ 変 浸透 圧性 の 
Lpoikilosmotie] 体内 の 浸透 圧 を 調節 する 
能力 を も た な い 性 質 。 海 産 無 春 椎 動物 の 多く 
は 変 浸透 圧性 で ある 。 
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ヘン シン トー アツ ドー ブツ BREED 
Lpoikilosmotic animal Mpoikilosmo- 
tisches Tier ©animal poikilo-osmo- 


tique | 

ヘン スイ ソー 変 水 層 [metalimnion] 
三 変 温 層 

ヘン セイ ガン 変成 岩 [metamorphic 


rock ①mmetamorphisches Gestein ®ro- 
che métamorphique] 火成岩 ・ 水 成 岩 が 
地下 の 深 所 で 圧力 ・ 熱 の 作用 に より 組成 ・ 組 
織 ・ 構 造 に 変化 を 受け て 生成 され た 岩石 。 

ヘン セイ ケン キ セ イ サイ キン 偏 性 嫌気 
性 細菌 [strict anaerobe Ostrikt Anae- 
robe] 酸素 の 存在 違 で は 生育 が 全く 不可 能 
な 細菌 の 総称 。 

ヘン セイ コー キ セ イ サイ キン 偏 性 好 気 
性 細菌 [strict aerobe Ostrikt Aerobe」 


生育 の た め に 酸素 の 存在 が 不可 欠 な 細菌 の 総 


称 。 

ヘン ソー セイ 
三 届 曲 走 性 

ヘン タイ 変態 [metamorphosis。 me- 
sospecies ①D)Metamorphose ®métamor- 
phose] ① 動 物 で は 個体 発生 で 膝 か ら 直 接 に 
成体 と なら ず , 腔 一 幼生 一 成体 の 過程 を 経る 
場合 の 転換 過程 を いう 。② 植 物 で は 根 ・ 茎 ・ 
葉 な ど が 通常 の 形態 と 異な っ た も の と な り , 
遺伝 的 に その 任 質 が 固定 され て いる と き , そ 
の 現象 を いう 。 ま た 変 貞 は その 植物 に と っ て 
合 目 的 な 変化 と 見 られ る 場合 で 奇 型 は 有害 無 
益 と 考え られ る 場合 に いう 。 

ヘン ドー 248 [fluctuation ] 

ヘン ドー ケイ スー 変動 係数 [coefficient 
of variation ©Variationskoeffizient ] 
標準 偏差 を 平均 で 割っ た 値 。 100 倍 し た 百 分 
率 変動 係数 を 用 いる こと も 多い 。" ち ら ば り の 
度合 を 示し , 平均 値 が 著しく 異な っ た 標本 間 
や , 単位 の 異な っ た も の の 間 の ちら ば り の 比 
較 な ど に 用 いる 。 た だ し 離散 型 の 分 布 に 対し 
て は 必ず し ゃ 適切 な 指標 で は な い 。 

ヘン ドー シュ ヨー イン プン セキ 変動 主 
. 要因 分 析 [key-factor analysis] キー ファ 


偏 走 性 [klinotaxis] 


クタ ー 分 析 。 個体 数 の 世代 間 変 動 に 主導 的 役 
割 を 果たす の は 通常 1 な いし 数 種 の 要因 で あ 
り , Morris(1959) は これ を key factor と 呼ん 
だ 。Morris(1963) が k.-f. analysis と 名 づけ 
た 方 法 は , 世代 間 の 密度 関係 を k.f. の 影響 
を 考慮 し て 改善 し 発生 量 予 察 式 を 導く 方 法 で 
ある が , これ と は 別に 生命 表 デ ー タ か ら 求 め 
られ る 生存 率 ( 齢 別 お よび 世代 あたり ) を 対数 
変換 し た 後 , 回 帰 分 析 し て 変動 主要 因 を 見 出 
す 方 法 が 提案 され た (Morris-Watt 法 )。 ま た こ 
れ と は 独立 に Varley and Gradwell(1960) は 
生存 率 の 逆数 の 対数 で ある 死亡 係数 を を 用 い , 
グラ フ に よっ て 変動 主要 因 を 見 出す 方 法 を 提 
%UT\S (Varley-Gradwell の グラ フ 法 )。 = 
れ ら の 方 法 は 主として 昆虫 上 類 の 野外 個体 群 の 
研究 に よく 用 いら れる 。 基 本 要因 分 析 と も 訳 
され て いる 。 

ベン トス [benthos] 三 誠 生 生物 

ヘン トー フー (eR [Leasterlies」 RO 
卓越 風 で , 周 極地 域 の 寒 帯 偏 東風 polar east- 
erlies と 熱帯 地域 の 偏 東風 (熱帯 偏 東風 tropical 
e., 貿易 風 trade wind) が ある 。 偏 東風 は 赤道 付 
近 で は 成層 略 に 達する が , 高緯度 に 向かっ て 
次 第 に 低く な り , 上 空 に 偏西風 帯 を も つよ ょ よう 
に な る 。 | 

ヘン ネン ガク FF (chronology O 
Chronologie] 編 年 表 。 

ヘン ププ ン ソー カン ケイ スー 偏 部 分 相関 


係数 [partial correlation coefficient] 


三 つ 以 上 の 変量 の 相関 関係 に お いて , その 中 
の ある 二 つ の 変量 間 の 相関 の うち, その 二 つ 
以外 の 諸 要 素 か ら 来る 影響 を 除去 し た 場合 の 
相関 ( 偏 相関 ) の 強 さ を 表す 尺度 。 

ヘン リ キョ ー セ イ 片 利 共生 [(①commmen- 
salism, karpose OKommensalismus, 
Karpose ®commensalisme @synoeko- 
sis] (①⑪2 種 の 生物 が 共生 する こと に よっ て 
一 方 は 利益 を 得 , 他方 は 利害 を 受け な い 場 合 
を いう 。 片 利 共 生 の 例 と し て は , フジ ナマ ュ 


と その 肛門 を 隠れ 家 と する カク レ ウ ゥ オ な ど が 


HS, 相 利 共生 と 異な り , 結び 付き は 条件 的 
で , 形態 的 に も 特殊 化し て いな いこ と が 特徴 


で ある と する 見 方 も ある 。 commensalism の 
原 意 は 異な る と ころ か ら こ の 語 を 排 する 見 解 
も ある 。 @karpose と 同義 。 commensalism 
を 共生 と し , それ を 相 利 共生 symbiosis と 片 
利 共 生 karpose と し た こと も ある が , 最近 で 
は あま り 用 いら れ な い 語 と な っ て いる 。 FR 
と も いわ れる 。 避 相 利 共生 , CRAMER 

ヘン リサ ヨー 偏 利 作用 Lsynoecy] 2 
種 の 生物 の 関係 に お いて , 一 方 が 他方 の 存在 
に よっ て 利益 を 得 , 後者 は 利害 を 受け な い 場 
合 を いう 。 片 利 共生 commensalism は その 代 
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表 的 な も の で ある 。 OHAKE 

ヘン リョ ー プ ン セ キ 変量 分 析 [analysis 
of variance and covariance Varianz- 
und Kovarianzanalyse] (ijwW(iO2is 
を 各 構 成 成分 の 部 分 変動 量 の 和 と し て 表し , - 
個々 の 要因 (成分 ) が 欠 測 値 の 変動 に 有意 に 寄 
与 す る か 否 か を 評価 する 統計 的 方 法 。 変動 量 
が 平方 和 sum of square の と き 分 散 分 析 
analysis of variance, 積 和 の と き 共 分 散 分 析 


a. of covariance と いう 。 
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ポア ソン ケイ レツ ー 一 系 列 [Poisson 
series] Poisson 分 布 と いう と き に は , ある 
特定 の 平均 値 に 対応 する 一 つの Poisson 分 布 
を 意味 する 場合 も ある の で , 異な る 平均 に 対 
応 す る 一 連 の Poisson 分 布 の 系 列 を 意味 する 
場合 に Poisson 系 列 と いう こと が ある 。 

ポア ソン プン プ 一 一 分 布 [Poisson dis- 
tribution ①Poisson Verteilung] 離散 
型 分 布 discrete distribution の 基本 的 モデ ル 
の 一 つ で , 等 質 ・ 等 大 の 区 画 が 空間 的 ある い 
は 時 間 的 に 連続 し て 存在 する と き , DORR 
が 一 定 の 条件 の も と に 全 区 画 に わた っ て 無 作 
為 at random #0, か つ 1 区 画 あ た り そ 
の 事象 の 起 る 確率 が 小さ きい な ら ば その 確率 は 
Poisson 分 布 に 従う 。 機 会 分 御 の モ デル と し 
て 重要 で た だ 一 つの パラ メー ター mCi) 
に より 規定 され る 。 あ る 区 画 に ヶ 個 見 出さ れ 


る 確率 は P(x) =e-"m*/x! (x=0,1, 2,…, oo。 


また < は 自然 対数 の 底 ) で 与え られ , AR 〆 
は 平均 に 等 し い 。 

ホアン リン RK [protection forest 
OSchutzwald] byt + BR + HS Here 
ど 防 災 の 目的 で 仕立 て られ 保護 され て いる 森 
林 。 ; 

ポイ セン - イ ェ ン セン Boysen-Jensen, 
Peter, 1883~1959 デン マー ク の 植物 生理 ・ 
生態 学者 。 コ ベン ハー ゲン 大 学 教授 。 エ ンズ 
ク 子 葉 輔 の 向 日 性 の 研究 か ら 植 物 成 長 ホ ル モ 
ン の 存在 を 明らか に し た Q910)。 ま た , HO 
著 し た Die Stoffproduktion der PHanzen 
(1932) は 植物 に お ける 物質 生産 の 研究 の 基礎 
を 確立 し た も の と し て 高く 評価 され て いる 。 

ポイ ヤ - エ ッ ゲ ン ベ ル ガ ー プ ンプ 一 一 分 
4 [Pélya-Eggenberger’s distribution ] 
ある 区 画 に 1ST ERBROMADOAS 
確率 を 増す と いう 仮定 の も と に 特定 の 条件 を 


与え て 導 か れる 伝播 分 布 で , 現在 で は 負 の 二 | 


項 分 布 を 導く 一 過程 と し て 位置 づけ られ て い 
Bo ツ 負 の 二 項 分 布 


ポイ ント チョ ー サ ホー 一 一 調査 法 [point 
observation method] 一 定 わ くに 装置 さ 
れ た 何 本 か の 針 に 触れ た 植物 を 記録 する 方 法 。 
ORI > bE 

ポイ ント ホー 一 一 法 [point contact 
method, p. quadrat analysis] 標本 調 
査 法 の 一 つ で , わく に 付け た ピン を ある 角度 
で 地表 面 に 向け て 下 し , ピン 先 が 触 れ だ 個体 
の 種 名 や 数 度 ・ 頻 度 を 記録 する 方 法 。 

ボー エイ コー ドー 防衛 行動 (defense 
behaviour] 動物 に は 同種 の 他 個体 ある い 
は 捕食 者 な ど 外 敵 に 対し て 特定 の 防衛 行動 を 
示す も の が 多い 。 縄 張り の 防衛 は 前 者 の 例 で 
あり , 肉食 獣 の 攻撃 に 対す る シマ ウマ の 集団 
防衛 な ど は 後者 の 例 で ある 。 ア リ ・ シ ロア リ 
な どの 社会 性 尼 虫 に は コロ ニー を 外敵 か ら 防 
衛 す る た め 大 腸 の 発達 し た 特別 な 階級 ( 兵 sol- 
der) が 分 化し て いる も の が ある 。 

ボー エキ フー 祥 易 風 [trade wind] 赤 
道 を 中 心 と し た 南 ・ 北 緯度 の 30"” ぐら い の 間 
で 定常 的 に 吹い て いる 風 。 

ボー エン ヒ 一 一 比 [Bowen's ratio] 
ある 面 に 加わ る 熱 の うち 顕 熱 4 と 潜熱 万 と 
の 比 4/ 万 を いい , 8 で 表す 。 

ボー ガイ キョ クソ ー 妨害 極 相 [discli- 
max (@Disklimax] 人 間 ・ 家 畜 な どの 妨 
害 に より , 遷移 の 進行 が ある 段階 で 抑え られ 
て いる も ゃ も の 。 単 極 相 説 

ホー カイ チ 崩壊 地 [slided land] 

ホー カイ トー ゴー 崩壊 統合 [disinteg- 
ration] シス テム 的 な 統合 が 崩れ る こと 。 

ホカ クリ ツ 捕獲 率 [catchability] 
調査 域内 の 全 個体 数 に 対す る 一 定 の 捕獲 努力 
あたり 捕獲 数 の 比 。 一 定 の 捕獲 法 を 用 いた と 
き の 単位 時 間 あ た り 1 個体 が 捕え られ る 確率 
と し て 捕獲 確率 (また は 捕獲 率 ) probability of 
capture の 語 を 用 いる 場合 も ある 。 

ホー ガケ イセ イ 崩 芽 形成 Lcoppicing] 

ホー ガ コ ー シ ン HRM (coppice re- 


generation, copse r.] #ikHicU Cb 
HZATLMRABE. id» 5 OD ARHIc L 
る 更新 を いう 。 

ボー カジ ュ 防火 樹 [fire prevention 
tree] 家屋 を 火災 か ら 守 る た め に 植え る 容 
易 に 燃え な い 常 緑 樹 。、 サ ン ゴ ジュ ・ ツ ズバ キ ・ 
タラ ョ ウ な と が 用 いら れる 。 

ボー カジ ュ リン タイ 防火 樹林 帯 [fire- 
break] 三 防火 林 

ボー カセ ン 防火 線 [fire control line] 

ホー ガリ ン AK Lcoppice forest, 
copse ONiederwald ®toillis] 其 芽 を 発 
生 さ せ て 仕立 て た 森林 で , PRAKERTO“L 
SHS. SO DVIS CBR hE LT 
Wikhsb OARF {LIL T SH (KK - Bh) が , 
まれ に 地上 2m 程 の 高 さ で 幹 を 切る 場合 HF 
AM), RR > CHROMFeUAT SBA 
( 切 枝 林 ・ 栽 枝 林 ) が ある 。 俗 に 雑木 林 と も いう 。 

ボー カリ ン 防火 林 [firebreak OBra- 
ndschneise] 延焼 を 防ぐ た め に 作ら れる 林 
淀 。 防 火 林 用 の 樹木 と し て は , サン ゴジ ュ ・ 
ヤマ モモ ・ シ キミ が 最良 で 。 サカ キ ・ タ ブ ・ 
モチ ノ キ ・ シ ラ カ シ な ども ゃ も よい 。 防火 樹林 帯 。 

ボ ガ ン 83 Lparent rock], 土壌 の 母 
材 と な る 地表 近く の 岩石 。 

A+ WH [scion] つき 穂 。 

ホー キ ノー コー チ 放 到 農耕 地 [old field, 
abandoned f. OBrache] か つて 耕作 し 
た 後 , 放棄 し て ある 主 地 。 

ボー ギョ テキ ナ ワ バリ 防御 的 縄張り 
(defended territory] 動物 の 個体 ある い 
は 集団 の 行動 域 の 一 部 に 同種 の 他 の 個体 ある 
い は 集団 の 侵入 を , 攻撃 ・ 威 跡 あ る い は 誇示 
に よっ て 防御 する 地域 が ある と き , これ を と 
く 防御 的 縄張り と いう 。 

ボク ク WK [paddock] 草地 の 囲い を 
し た 小区 分 。 ま た 必要 に 応じ て 放牧 家畜 を 追 
い 集め ある 告 を し た 場所 を いう 。 追 込 ろ 場 。 

ボク ソー セイ サ 牧草 精査 Lerbage 
dissection] 各種 草本 の 混じっ た 標本 中 よ 
り 牧草 を 区 分 し て 調査 する こと 。 『 

ポ ボク ソー チ 牧草 地 [tame pasture] 土 
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地 を 耕し , 牧草 を 播種 し て 造っ た 放牧 用 草地 。 
造成 草地 。 

ボク ソ ー ホー ボク チ 牧草 放牧 地 [sawn 
pasture] 牧草 種子 を 播 いて 造成 し た 放牧 地 。 
=ALREH 

ボク チク 牧畜 (livestock farming, 
stock f. ⑥Viehhaltung] 家畜 を 飼育 し, 
それ か ら 乳 ・ 肉 な ど を 獲得 する 一 つの 生業 形 
Ro RHEE, 狩猟 採集 の 後に 出現 し た 


. と 考え られ る 。 


ボク ヤ 牧野 [pasture] 一 放牧 地 

ボク ヤ カ イ リョ ー 牧野 改良 [range 
improvement] 草地 改良 

ボク ヤカン リ 牧野 管理 [range mana- 
gement] 良好 な 草 と 家畜 の 生産 が 継続 的 に 
得 ら れる よう な 牧野 の 管理 。 草 地 管 理 。 

ボク ヤシ ヒ ョ ー ショク プ ツ 牧野 指標 植 
49 [grazing indicator, grassland i.] 
牧野 に お ける 放牧 の 程度 の 判定 な ど に 用 いら 
れる 指標 植物 で ,。 スス キ 型 ・ チ ガヤ 型 ・ シ バ 
型 ・ ヨ モ ギ 型 ・ ワ ラビ 型 な ど が ある 。 草地 指 
標 植物 ・ 放 牧 指標 。 指標 植物 

ボク ヤノ ジョ ー タ イ 牧野 の 状態 Lrange 
condition and trend] ある 草地 で の 最良 
の 管理 下 に お ける 草 ・ 土 壌 の 健全 さと 生産 性 . 
の 状態 を いう 。 草 地 の 状 態 。 

ボク ヨー ギュ ー ゲ ッ ス 一 牧 養和 牛 月 数 
Leow-month] 家畜 単位 の 一 つ で , 成 和牛 1 
頭 を 1ha の 草地 で 飼う こと の で きる 月 数 。 

ボク ヨー ギュ ー ニッ スー  . 泊 状 牛 日 
Leow-day] カウ ゥ デー。 家畜 単位 の 一 つ で . 
1 カウ デー は 挫 乳 和牛 。 0.2 カウ デー は 6^12 
ヵ月 齢 生 を それ ぞ れ 指す 。 

ボク ヨー ゲッ スー 牧羊 月 数 [sheep- 
month] 家畜 単位 の 一 つ で , 草地 の 牧 養 力 
を 比較 する と き , 1 頭 の 羊 を 1 ha の 草地 で 飼 
うこ と の で きる 月 数 を いう 。 

ボク ヨー リョ ク 牧 養 力 [grazing capa- 
city, carrying c.」| 草地 に と っ て 最適 の 家 
畜 維 持 の 割合 , つま り 草 地 単 位 面積 あたり 最 
適 の 放牧 家畜 頭数 ・ 放 牧 日 数 を いう 。 牧 養 力 
の 表し 方 に は ,。 (Ilha で 1 ヵ月 間 維 持 され 
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た 家畜 頭数 , (2) 1 頭 の 家畜 を 1 ヵ月 維持 する 
の に 必要 だ っ た 草地 面積 (3) 1 FRO RBA 1 
ha の 草地 で 維持 され た 月 数 , な ど が ある 。 
carrying capacity は 最近 は 広く 生態 学 的 に み 
て , 収容 力 (都市 ・ 公 園 な ど ) に も 用 いる 。 

ホー ケイ ク 方 形 区 [quadrat OQuad- 
rat) 植生 の 構成 植物 の 優 占 度 や 生産 量 ・ 動 
植物 の 個体 群 密度 な ど を 調べ る と き に 使う 各 
種 の 大 き さ の 方 形 を し た 標本 面積 。 コ ドラ ー 
ト ・ わ く 。 マ も く 法 

ボケ イセ イ 母系 制 Lmatriarchy」 土地 
な どの 財産 が 女性 に 属し , 子供 は 母親 の 系 統 
を た どる 制度 で ある 。 す な わ ち 財産 は 母 か ら 
娘 に 相続 され る 。 し か し な が ら , その 社会 に 
お ける 政治 的 な 権力 は 男性 が も っ て いる こと 
が 多い の で , 権力 は 母 の 兄弟 (オジ ) か ら 姉 妹 
の 息子 (オイ ) へ と 相続 きれ る こと と に な る 。 母 
系 制 は 父系 制 の 対語 と いえ る が , むし ろ こ の 
両者 は 単 系 制 と し て 共通 性 が あり , 非 単 系 制 
と 区 別 さ れる 。 

ホコ ー 歩行 Lwalking] 多く の 陸生 中 
乳 動物 に み ら れ る 四 足 歩行 , プラ キ ェ エータ ー 
(プラ キ ェ ーション を する サル ) の する 四 足 歩行 , 
ヒト の 直立 二 足 歩行 が ある 。 歩行 の 仕方 は , 


行動 ・ 生 態 に 重大 な 影響 を 呈 え る が , 基本 的 


に は 姿勢 や 骨格 の 形態 と 関連 し あっ て いる 。 
た と えば と ト の 場合 に は 頭 部 は 硝 柱 の 真 上 に 
HY, 内 臓 の 重量 は 下肢 の み で 受け と め る こと 
と 等 が あげ られ る 。 プラ キ エ ー シ ョ ン 

ホ ゴ ク 保護 区 [Mreserve ②sanctua- 
ry] ① 自 然 の 状態 の ます 保存 し よう と する 
地域 。 自然 保 護 区 nature reserve。② 野 生 鳥 
獣 の 繁殖 に 適 し た 環境 を 保護 する こと に より, 
常に ある レベ ル の 個体 群 を 維持 し よう と いう 
目的 で 設け すら れる 地域 。 三 禁猟 区 

ホホ ゴ サ クモ ツ 保護 作物 Lnurse crop] 
他 の 作物 と 一 緒 に 生育 し て いる 作物 を 指す が , 
一 般 に は , 牧草 の 播種 と と も に イネ 科 作 物 を 
播種 し て 育て た 場合 の イネ 科 作 物 を いう 。 

ホ ゴ ショ ク 保護 色 [protective color- 
ation, protecting c. OSchutzfarbung 
®ecoloration protectrice] [shkf&2~ 42 


動物 は , その 色彩 の た め に 。 捕食 者 か ら 保護 
され , ある い は 逆 に 獲物 に 気づか れる こと か 
ら 保護 され て いろ と 考え られ る の で 。 Kehs 
蔽 色 の と と を 保護 色 と い う 。 隠 芽 色 の うち , 
生活 上 有利 と 考え られ る も の だ 中 を 保護 色 と 
い * の と と ゃ ある 5。 4 

ポコ シン [pocosin] 北米 南部 の ザ バ パン 
ナ の 中 に ある 浅い 沼沢 地 。 

ホ ゴ ノー リョ ク 保護 能力 [protective 
potential] 生物 繁栄 能力 biotic potential 
と いわ れる も の の 構成 内 容 の 一 つ で , 個体 が 
自ら の 生命 を 守る 諸 活 動 能力 を いう 。 

ホー サ 飽 差 [saturation deficit ⑥ 
Sattigungsdefizit] 混 度 の 表し 方 の 一 つ 。 
蒸発 面 の 水温 に 対す る 飽和 蒸気 話 を eg, 空 
気 中 に 現存 する 蒸気 話 を ez と し た と き exw 一 6 
で 表 さ れる 。 蒸発 の 速 さ は 飽 差 に 比例 す 
る 。 
ボ ザ イ 母 材 [parent material DAus- 
gangsmaterial で materiel originaires ] 
土壌 母 材 。 ニ C 層 

ボー サイ リン 防災 林 [disaster preven- 
tion forest] た 

ボー サリ ン [PRM [sandbreak forest] 
砂丘 ・ 海 岸 の 飛 砂 を 防ぎ , 砂丘 の 移動 を 止め 
る た め に 仕立 て られ た 森林 で , 主 に クロ マツ 
が 用 いら れる 。 砂防 林 ・ 飛 砂防 止 林 。 

ホー サン チュ ー ナン デイ 放散 虫 軟 泥 
[radiolaria ooze」 

ホー シ 胞子 [spore DSpore ⑤spore] 
GH - > CR - MH - RE + シダ 植物 等 の 
母体 か らち 放出 され る 単細胞 の 生殖 細胞 で , 単 
独 で 無 性 的 に 発育 する も の 。 厚 い 膜 を 有 し , 『 
不適 な 環境 に 柚 え る こと が 可能 で あり , また 
多く の 養分 を 蓄え て いる 。 - 
ホー シ ガ ク 胞子 学 [palynology] = 
粉 学 

ボ シ カ ン ケ ヶ ケイ 母子 関係 [mother-imfamt 
relationship] 喧 乳 類 ・ 鳥 類 の 母親 と その 
子供 の 間 に 見 られ る 相互 的 関係 。 母 親 の 世 語 
と 幼体 の 依存 か ら 成る 。 母 子 関係 は 子供 の 社 
会 化 に と っ て 基本 的 な る の で あり , EME 


後 の 一 定期 間 内 に 起 る 刷り 込み が 母親 に 対し 
て 起ち ら ず 、 異 種 に 対し て 起 る と , MARLEE 
常 な 性 行動 を 行 ん な く な る こと が 多い 。 高等 
霊長 類 で は , 子供 の 成 難 後 も 母子 の 相互 認知 
は 失わ れず , 特殊 な 社会 関係 が 維持 され る こ 
と が 明らか に な っ て いる 。 EK, 母子 関係 は 
路 乳 類 の 社会 集団 を 構造 化す る 最も 息 要 な 因 
子 の 一 つ で ある 。 OBIVIAH 

ホシ クサ #8 [hay ⑥Heu で ⑥foin] 
ホシ クサ ヨー サイ ソー チ 乾 草 用 採草 地 
Chay meadow] — 

ホー シ サ ヨー 奉仕 作用 [servitude] 2 
種 の 生物 の 関係 に お いて , 一 方 が 他方 の 生存 
に と っ で て 必須 で あり , し か し それ に よっ て 前 
者 が 害 を 受け る よう な 場合 や いう 。 カ ッ ユ ウ 
REPMOBRELLOBRL, 抱卵 を 依 託 され 
る 鳥 の 関係 は この 例 で ある 。 

ホホ ジス イリ ョ ー 保持 水量 [interception 
storage) 降水 阻止 の 際 に , 枝 ・ 葉 に よっ て 
捉え られ る 雨量 (mm)。 過 降水 阻止 

ホー シャ 放射 [radiation OStrahlung]) 
Ht. OSH 

ホー シャ ガタ オン ド プ ンプ 放射 型 温 度 分 
布 [outgoing radiational type] 夜間 の 
地表 付近 の 温度 分 布 の 型 。 地 表面 が , 空中 へ 
の 熱 放 射 と 地下 へ の 伝導 に よっ て 最も 低温 と 
な る 。 

ホー シャ セイ コー カプ ブツ 放射 性 降下 物 
[radioactive fallout ①radioaktives 
Niedesschlag] 核兵器 の 爆発 に よっ て 大 気 


園 お よび 成層 圏 に 放射 性 核 物質 が ば ら ま か れ , 


これ が 雨 ・ 麻 頑 で よび 他 の 自然 降下 物 と と も 
に , いわ ゆる 死 の 灰 と な っ て 地上 へ 落ち て く 
る ろ る 。 ス トロ ンチ ウム ・ セ シウム は 生物 に 不要 
な も の だ が , 食物 連鎖 の 中 に 入っ て 生物 体内 
で 著 積 ・ 濃 縮 さ れ 人 体 に 害 を 与え る 。 

ホー シャ セイ ドー イ ゲ ン ソ 放射 性 同位 元 
素 Cradioisotope, radioactive isotope 
Mradioaktives Isotop ⑤isotope radio- 
actif] 元素 の 同位 体 の うち 放射 能 を 有する 
も の 。 す べ て の 元素 に 存在 する 。 放 射 能 に は 
a-* B-*7-, その 他 の 崩壊 が あり , 各々 特定 
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の 半減 期 で 他 の 元素 に 変る 。 天 然 に 存在 する 
も ゃ の の 他 , 人 工 的 に も 作ら れ , 理 ・ 工 * 箕 ・ 
医学 等 の 諸 分 野 で , 放射 線 源 あ る あい は トレ ー 
サー と し て 広く 利用 され る 。 取 扱い た は 注意 
が 必要 で あり , 使用 規定 は 法規 で 定め られ て 
いる 。 

ホー シャ セイ トト レー サー 放射 性 一 一 
{radioactive tracer] 放射 能 と いう 標識 
を も っ た 物質 を 利用 し , その 通過 する 経路 や 
量 を 追跡 する こと で , 医 ・ 理 ・ 農 ・ 工 学 等 の 
分 野 で 広く 利用 され て いる 。 た と えば , 物質 
の 動植物 , あるいは 土壌 中 等 で の 分 布 ・ 移 動 
お よび 代謝 等 の 研究 に 放射 性 同位 元素 を 用 い 
る こと に より , 非常 に 微量 で し か も 迅速 に 研 
究 を 行う こと が で きる 。 ま た 放射 性 同位 元素 
の 物理 的 な 利用 と し て , 物 の 流れ ・ 厚 さ 等 の 
測定 に も 使わ れ て いる 。 

ホー シャ セイ ネン ダイ ケッ テイ ィ 放射 性 年 
代 決 定 [radioactive dating] 化石 の 年 代 
を 放射 性 炭素 に よっ て 決め る と き な ど に 使わ 
れる 。 

ホー シャ セイ ブッ シ ツ オセ ン 放射 性 物質 
35% [radioactive pollution] 核兵器 の 
爆発 に よる 放射 性 物質 の 降下 に よる 汚染 の 他 
に , 原子 テモ ネル ギー の 平和 利用 の 際 に も 廃棄 
物 と し て 出 て くる の で , これ を 河川 ・ 海 洋 に 
流す と , た と え ぇ 微量 で あっ て も ゃ 栄養 段階 を 経 
る ご と に 生物 体内 で 濃縮 され 人 間 に 害 を 与え 
BrLcS, DBR : 
ホー シャ セイ リン Bae Lradioac- 
tive phosphorus] 放射 性 結 に は YP と YYP 
の 2 種類 あり , それ ぞ れ の 半減 期 お よび 8 線 
の エネ ルギー は 14.3 日 , 1.71 MeV お よび 25 
A, 0.25MeV で ある が , 一 般 に は BP の 割 
Blk @P に 比べ 無視 で きる 量 し か 存在 し な い 。 
2P は , 8 線 の エネ ルギー が 大 きく , 測定 が 
容易 で あり , また 焼 は 生物 の 重要 な 成分 で あ 
る と 同時 に , 肥料 の 3 要素 の 一 つ で あり , 農 
楽 等 に も 焼 を 含ん だ も の が 多い こと 等 か ら , 
主 に トレ ー サ ー 用 と し て 広く 利用 され て いる 。 
ホー シャ セン 放射 線 [radiation] 

ホー シャ セン セイ タイ ガク 放射 線 生態 学 
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[radioecology ⑥DStrahlenokologie © 
radioecologie」 放射 性 物質 お よび 放射 線 に 
関係 する 生態 学 の 一 分 野 。 放射性 降下 物 fall- 
out ・ 放射 性 廃棄 物 radioactive waste な ど 
の 放射 性 核種 radionuclide の 生態 系 内 で の 転 
移 ・ 蓄 積 な どの 動態 や 生物 に 対す る 影響 ・ 汚 
染 , 更に 廃棄 物 処理 w. disposal の 問題 な ど 
を 研究 する ほか に , BONERS ERR 
解析 の 道具 と し て 使い , 食物 連鎖 や 物質 の 移 
動 を 研究 する 分 野 $ 含 まれ る 。 

ボ ポジ ュ リ ン HEH [seed collecting 
forest (area)] 種子 ・ さ し 穂 な ど を 採取 す 
る た め の 林 。 

ホシ ョ ー 4 (barrier reef OBar- 
riereriff] 海岸 か ら か な り の 幅 の 礁 湖 を 隔 


て て 堤 の よう 海岸 に 平行 し て 発 達 する サン . 


ゴ 礁 。 島 を 取 囲 むように 発達 する こと も ある 。 
ホシ ョ ー 補償 [compensation DKom- 
pensation | 

ホー シヨ ー 胞子 葉 Lsporophyl1 OSpo- 
rophyll ®sporophylle] シダ 植物 の 葉 の 
よう に 胞子 開 を 付け る 葉 。 

ホ ジ ョ エネ ルギー 補助 一 一 Lanxiliary 
energy, e. subsidy] ある 生態 系 に 対し 
て 太陽 エネ ルギー 以外 の エネ ルギー を 人 人 為 的 
に 与え る こと 。 例 : 耕地 生態 系 に 対す る 耕作 
の エネ ルギー・ 施 肥 の エネ ルギー・ 準 水 の エ 
ネル ギー・ 害 虫 防 除 の エネ ルギー な ど 。 

ホシ ョ ク ti [predation] 他 種 の 動 
物 を 捕え て 食う こと 。 

ホシ ョ ク キ セ イ シャ 捕食 寄生 者 [para- 
sitoid] 寄生 バチ ・ 寄 生 バ エ な ど 多 く の 寄 
+4: EB parasitic insects (KIC (WME RY 
ELL, 発育 を 終え る に 必要 な 栄養 を 摂取 し 
た 後 寄主 を 殺し て し まう RC, 真 の 寄生 者 と 
捕食 者 の 中 間 的 特徴 を も つ 。 し た が っ て 捕食 
寄生 者 また は 擬 寄 生 者 と 呼ば れる こと が ある 。 
また 寄生 生活 を する の は 幼虫 期 の み で 成虫 は 
自由 生活 を し 寄生 者 に 特有 の 体制 の 退化 が み 
られ な いか ら , 幼虫 期 寄 生 者 protelean para- 
site と も いう 。 た だ し , これ ら の 語 を 用 い ず 
単に 寄生 者 parasite と 呼ぶ こと も 多い 。 


ホシ ョ クシ ャ - ヒ ショ クシ ャ シン ドー th 
食 者 - 被 食 者 振動 [predator-prey oscilla- 
tion] 捕食 者 - 彼 食 者 の 個体 数 振動 。 三 食う 
も の - 食 われ る も の の 相互 作用 ・ 

ホシ ョ クシ ャ - ヒ ショ クシ ャ J ソー ゴ サ ヨ 
ー 捕食 者 - 被 食 者 の 相互 作用 Lpredator- 
prey interaction] 一 食う も の - 食 われ る も る の 
の 相互 作用 

ホシ ョ クセ イプ ブツ 捕食 生物 [biophage] 
他 の 生き て いる 生物 を 食べ る 生物 。 捕 食 者 。 

ホシ ョ ク テキ オー 補色 適応 Lcomple- 
mentary chromatic adaptation Dkom- 
plementare chromatische Anpassung ] 
水中 に 到達 する 光 を 有効 に 吸収 する に は , 水 
生 植 物 の も っ て いる 光合成 色素 は , それ ぞ れ 
が 生育 し て いる 現場 で の 光 の 色 と 補 色 で ある 
こと が 必要 で ある と する 。 異な っ た 色素 を も 
つこ と に よっ て , 緑 藻 ・ 褐 藻 ・ 紅 藻 の 順に 深 
いと ころ に 生育 で きる よう 適応 し て お り , 海 
深 の 垂直 分 布 の 一 因 と な っ て いる と され る 。 
な お , 藍藻 の 一 部 の 種類 (PAorzxz2zz など ) に 
は , 環境 の 色 に 対し て 補色 的 に 色素 構成 が 適 
応 す る 場合 も ある 。 CBRNE. 

ホシ ョ ク レンサ 捕食 連鎖 (predator 
food chain] 食物 連鎖 の うち , 植物 に 始ま 
り そ れ を 食う 小型 動物 , 更に それ を 食う より 
大 型 の 動物 へ と 順に 進む も る の を と くに 捕食 連 
鎖 と 呼 ぶ こと が ある 。 他 に 大 型 動物 か ら 次 第 
に 小型 動物 へ と 進む 寄生 連鎖 parasite food 
chain を 含め て 生食 連鎖 grazing f. ce. と いい , 
死体 な ど 有 機 物 か ら の 分 解 過 程 に お ける 腐 生 
連鎖 detritus f. c. に 対応 させ る 考え が ある 
(Odum な ど )。 た だ し 捕食 連鎖 は 生き た 生物 を 
殺し て 食う 場所 に 限定 し , 生物 体 (と くに 植 
物 ) の 一 部 を 食う 植 食 連鎖 を grazing f. e. と 
する 考え も ある 。 食物 連鎖 | 

ホシ ョ ー コ ー ド 補償 光度 [compensa- 
tion intensity] ある 瞬間 に 植物 が 行っ て 
いる 光合成 の 速度 が その 呼吸 の 速度 と 等 し く 
な る よう な 光 の 強 さ 。 補 償 点 の 強 さ と も いわ 
れる 。 

ホホ ジョー シ ケ ン PARE field experi- 


ment] OFS} 

Avant シュ シ 保証 種子 Lceruified 
seed] 系 統 や 形状 な ど が ある 団体 で 保証 さ 
れ て いる 種子 。 牧 草 種子 の 例 な ど に 多い 。 

ホシ ョ ー シ ン ド 補償 深度 Lcompensa- 
tion depth ⑩IKempensationstiefe] 7K 
面 か ら 入射 し た 光 の 強 さ が 減衰 し て 補償 点 と 
等 し く な っ て いる 深 さ 。 補 償 光 度 が み ら れ る 
深 さ は 一 般 に 相対 照度 が 1 と な る 深 さ に 一 
致す る 。 1 日 あたり の 補償 点 が み ら れ る 深 さ 
(日 補償 深度 ) は これ より ふも 浅い と ころ に あり , 
清澄 た 温 淀 の 海域 で は 夏期 に は お よそ 20 一 30 
m OR さ に あ る ° 

ホホ ショー テキ シボ ー ヨ ー イ ン 補償 的 死亡 
要因 (compensatory mortality factor] 
個体 数 の 世代 間 の 変動 を 小さ くす る よう た に 働 
く 要 因 。 主 と し て 和 密度 依存 的 に 作用 する 要因 
と 考え られ る 。 

ホシ ョ ー テ ン 補償 点 Lcompensation 
point OKompensationspunkt ®point 
decompensation] 緑色 植物 で , 光合成 量 
と 呼吸 量 と が 釣 合 っ て 実質 的 な 光合成 量 が ゼ 
ロ に な る よう な 光 の 強 さ 。 補 償 点 は 植物 の 種 
類 ・ 季 節 ・ 年 齢 等 に より 変化 する 。 ま た 陽 作 
植物 ・ 陽 葉 に 比べ , 陰性 植物 ・ 陰 葉 で は 補償 
点 が 低い の で 弱 光 下 は 後者 に と り 有 利 な 条件 
と な る 。 この よう な 交 補 償 点 の ほか に , CO, 
に 対す る 補償 点 や 深 さ に 対す る 補償 点 が ある 。 

ホホ ジョ ー ヨ ー スイ リョ ー 賠 場 容 水量 
[field (moisture) capacity, f. water c.] 
現地 に お いて , 重力 水 が 下 方 に 移動 し た あと 
土壌 水分 量 が ほぼ 平衡 に 達し た と き , 一 定 容 
積 の 土壌 中 で の , 土壌 の 容 柄 に 対す る 水 の 容 
積 の パー モント 。pF2.7 に 相当 する 。 

ボス [boss] ニホン ザル な どの リー ダー 
に 対し て 用 いら れ た こと が ある が , 現在 は 学 
術 用 語 と し て は 使わ れ な い 。 

ホホ スイ リョ ー 保水 量 [water-holding 
capacity DWasserkapazitéat] 三 容 水量 

ポス ト Post, L. von, 1884~1951 スウ 

ェ ー デ ン の 地質 学者 。 ウ プ サ ラ 大 学 教授 。 花 
粉 分 析 学 の 実質 上 の 創始 者 。 
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ホー セイ シタ MeL [spent] 放 卵 し 
た 。 と くに 区 魚類 が 放 精 ・ 放 卵 し た 後 の や せ 細 
っ た 状態 の も ゃ の も 指す 。 

ホー セキ BAM Ceolluvium] 風化 物 が 
斜面 下 に 人 徐々 に 運ば れ 堆 積 す る こと 。 

ホー セキ タイ セキ プ ブツ 月 積 堆積 物 Lcol- 
luvial deposit Okolluviale Ablagerung 
®dépét colluviale ] 

ボ ポー セツ サク 防 雪 補 [snowfence] 

ポー セツ リン BSH [snowbreak for- 
est OSchneeschutzwald] 深雪 地帯 で 住 
居 ・ 鉄 道 ・ 道 路 な ど を 雪害 か ら 守 る た め に 作 
られ た 人 工 林 。 ス ギ ・ ヒ ノ キ ・ ア カマ ツ ・ ク 
ロマ ツ ・ モ ミ ・ ト ド マ ツ な と ど 常 緑 針葉樹 が 多 
く 用 いら れる が , クヌギ ・ ナ ラ ・ コ ナラ ・ ク 
リ り ・ ハ ヘン ノ キ な と 落葉 広葉 樹 の 用 いら れる 場 
合 も ある 。 

ホホ ゼン 保全 [conservation OErhal- 
tung ⑤conservation] 自然 ・ 資 源 ・ 環 境 
な ど を よい 状態 に 保つ こと 。 自然 保護 nature 
conservation と 同義 に 用 いる が , 同じ 日 本 語 
の 当て られ る n.protection ⑩Naturschutz と 
は 異な る 。 自然 ・ 資 源 を 合理 的 か つ 上 手 に 利 
用 する こと , と いう 定義 も ある 。 

ホー セン キン 放線 菌 [actinomycete 
OAktinomycete ®actinomycéte] 4) {< 
状 の 細胞 菌糸 (直径 0.3-1.0 め を 作る 英生 物 
群 に 一 般 的 に 用 いら れる 語 。 細菌 と HR 
(AE) の 中 間 に 位置 する と され , 農業 上 で は 
特徴 ある グル ー プ と し て , また 抗生 物質 生産 
能 な どの 面 か ら 重 要 視 され て いる 。 

ホソ カワ セン 細川 線 [Hosokawa's 
line) 小笠 原 諸島 と マリ アナ 諸島 の 間 に 引 
か れ た 生物 地理 学 上 の 区 切り 。 

ホー ゾク Hate Cphratry] 未開 社会 に 
み ら れ る 二 つ ま た は それ 以上 の クラ ン を 含む 
外 婚 的 集団 。 

ホ ゾ ン 保存 Lpreservation ①DErhalt- . 
ung] 保護 し よう と する 現存 の 自然 ・ 生 物 集 
団 を その まま の 形 で 保存 する こと 。 reserva- 
tion と ほぼ 同義 。 

ホッ カイ 北 界 Larctogaea, megagaea 
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MArktogaea, Megagaea] 三 大 動物 地理 
区 分 の 一 つ で , 旧 北 区 ・ 新 北 区 ・ 東 洋 区 ・= ェ 
チオ ピア 区 に 分 けら れる 。 

ホッ キョ ク 北極 [north pole] 

ホッ キョ ク ク アメ リカ チ ホ ー 北極 区 一 一 
地方 [Nearetic province DNearktische 
Provinz ®nearctique] 北極 植物 区 系 区 の 
ー つ 。 北 部 アラ スカ ・ カ ナダ 地方 。 

ホッ キョ ク ク セイ プ ツ プン プ タ イ 北極 
区 生物 分 布 帯 [arctic life zone] Merriam 
の 生物 分 布 帯 の 一 つ で ッ ン ドラ 帯 が 主 で ある 。 

ホッ キョ ク ケ ン ALB [arctic circle] 
> 

ホッ キョ クタ イ 北極 帯 Larctic region, 
a. zone] Of 

ホッ キョ クチ ダイ サン キ ショ ク プ ツゲ ン 
北極 地 第 三 紀 植 物 群 [Arcto-tertiary flo- 
ra] 第 三 紀 の 始め 北極 園 を 中 心 に 分 化し た 古 
植物 群 。 落葉 広葉 樹 77Zgzs・ Betula: Alnus: 
Ulmus + Corylus + Populus + Juglans な どか が 
それ で , 日 本 ・ 朝 鮮 ・ サ ヘリ ン な ど に も 分布 
Ouse; . 

ホッ キョ クノ 
tisch ⑤⑥arctique」 

ホッ タン シュ 発端 種 Lincipient spe- 
cies] Darwin は 個体 の 変異 は 軽度 の 変種 か 
ら , より 顕著 な 特徴 の 永続 的 な 変種 , 更に 亜 
種 ・ 種 へ 移行 する と 考え , 顕著 な 特徴 の 永続 
的 な 変種 を 発端 種 と 呼ん だ 。 前 種 ・ 幼 い 種 と 
$ る 呼ば れる 。 や ダー ウィ ン 説 

ホッ ポー シン ヨー ジュ リン 北方 針葉樹 林 
[boreal coniferous forest Mborealer 
Nadelwald] ERS} MICHY FS as 
で , 亜寒帯 の 常緑 針葉樹 林 ・ 落 葉 針葉樹 林 を 
いう 。 

ホッ ポー シン ヨー ジュ リン セイ プ ツ ゲン 
ケイ 北方 針葉樹 林 生 物 群 系 [northern 
‘ coniferous forest biome Mboreales 
Nadelholz-Biomm] トウ ヒ 属 ・ マツ 属 ・ モ 
ミ 属 ・ ツ ガ 属 な どの 針葉樹 を 中 心 と し た 北 半 
球 の 冷温 帯 北部 か ら 寒 帯 に 広く 発達 し て いる 
針葉樹 林 の 植物 ・ 動 物 を 総合 し た 生物 群 系 の 


北極 の [arctic ⑩ark- 


一 単位 。 

ホッ ポー シン リン 北方 森林 [boreal 
forest zone] 北極 に 近い カナ ダ ・ ン シベ リア 
の 森林 帯 で . ほ と ん と 針葉樹 の みか ら 成 る 。 
長く 寒い 冬 と 短い 夏 と に 特徴 づけ られ , 農耕 
は 不可 能 で 狩猟 民 の 克 が 生活 で きる 。 

aK ッ ポ ー ノ 北方 の [boreal] 主として 
亜寒帯 の 針葉樹 林 帯 を 指す 。 

ホッ ポー ヘン カン セイ ソー ゲン チタ イ 北 
方 偏 乾性 草原 地帯 [eampestrian] 北方 の 
ステ ッ プ に あたる 地帯 を 指し , Merriam の 生 
物 分 布 帯 の 乾燥 推移 帯 に 含ま れる 。 

ホッ ポー リン 北方 林 [boreal forest] 
主 に 亜寒帯 の 常緑 針葉樹 林 ・ 落 葉 針葉樹 林 を 
指す 。 亜 寒 帯 林 ・ タ イガ 。 

ホー ティ カル チュ ア [horticulture] # 
DEK Bc LABRHOUL, 土壌 を 深く 掘 
り 返 さ な い こと と , 帝 力 に よら ず あ くま で 人 
間 の 筋力 に よる こと が 特徴 と いえ る 。 更 す な 
わ ち 家電 に 引か せる スキ を 利用 する 以前 の 形 
態 と いえ る 。 一 般 語 と し て は 園芸 と いう 意味 。 
ボー デン ハイ マー Bodenheimer, F. S. 
イス ラ ェ エル の 応用 比 虫 学者 。 比 虫 の みな ら ず 
動物 一 般 の 生態 学 に 興味 を も ち , 広範 な 研究 
を 行っ た 。1938 年 発表 し た 著書 Problems of 
Animal Ecology は 動物 生態 学 の 近代 化 数 量 
化 に 大 きい 影響 を 与え を た 。 野 外 の 動物 個体 数 
変動 を 気候 の 影響 を 重視 する 立場 か ら 論じ , 
代表 的 な 気候 論者 と し て 知ら れ て いる ちる 。 動物 
の 生命 表 研 究 の 先駆 者 の 一 人 で も ある 。 

- ポドゾル 
湿潤 冷温 帯 や 亜寒帯 の 針葉樹 林 ま た は 針 広 混 
交 林 下 に 発達 する 成 帯 性 土壌 で , RV PBI 
受け て 白色 な いし 灰白色 と な っ た As 層 A 
悦 ・ ポ ド ゾ ル 層 ) と , 発達 し た BB 層 ( 集 積層 ) が 
存在 する 。 集 積層 の 内 容 に ょ り , ARK Sr 
鉄 腐植 ボド ゾル ・ 腐 植 ポ ボド ゾル に 分 ける 。 


ポドゾル カ サヨ ー 一 一 化 作用 [podzol- 
ization, podsolization OPodosolierung 
⑥podzolisation] 土壌 生成 作用 の う や 最 


も 強度 の 溶脱 また は 洗 脱が 行わ れる 場合 で , 
移動 し に くい 鉄 ・ ア ルミ ナ ・ 腐 植 ま で が 土壌 


Cpodzol, podsol OPodsol] - 
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の 表層 か ら 移 動 し て 下層 に 集積 する 基本 的 な 
土壌 生成 作用 。 熱 帯 か ら 亜 寒 淀 まで 広く ふみ ら 
れる 。 

ポドゾル カラ テラ イト セイ ド 一 一 化 一 一 
性 土 [podzolized lateritic soil ⑪pod- 
solierter Lateritboden] 熱 淀 多雨 林 下 に 
店 $ 分 布 する 成 帯 性 土壌 で 、 ラ テラ イト 性 土 
壌 の 表層 で ポドゾル 化 作用 が 進行 し て As 層 
と B 層 が 発達 し た も の 。 
- ポドゾル セイ ド ー 一 性 土 [podzolic 
soil, podsolic s. Dpodsoliger Boden © 
sol podzolique] ポドゾル 化 作用 を 多少 な 
り と も ゃ 受け た 土壌 の 総称 。 

ボトム サン プラ ー 


[bottom sampler 


@MBodensammler ®sondeuse] 三 採 泥 器 
ポ ピ ュ レ ーション - ケ ー ジ [population 


cage) 実験 室 個体 群 を 呆 代 的 に 飼育 維持 す 
る た め の テ ケー ジ 。 

ポーラ ブー 防風 [windbreakimg ] 

林 プ キン ス ノ キシ ュ セ ンタ ク ノ ホー ソ ク 
ーー の 寄主 選択 の 法則 [Hopkins' host se- 
lection principle] Hopkins(1916) は , 食 
植 性 昆虫 の 寄主 選択 に 関し て , 2 種 以 上 の 寄 
主 で 発育 し うる 昆虫 は 産卵 に 際 し て 自己 の 生 
育 し た の と 同じ 寄主 を 選ん で 産卵 する 傾向 が 
ある , と 示唆 し た 。 こ れ が Hopkins の 法則 と 
呼ば れる も の で , 1920 一 1930 年 代 に 多く の 実 
験 が 行わ れ た が , 現在 で は その 一 般 性 は 否定 
きれ て いち る 。 た だ だ 若 皇 の 昆虫 で は 羽化 前 の 史 
覚 的 な 条件 づけ が 成虫 の 選択 行動 に 影響 する 
と ども ゃ 分 っ て お り , 更に 検討 を 加え る 価値 の 
ある 問題 で ある 。 

ホプキンス ノ セイ プ ツ キ コ ー ホ ー ソ ク 
ーー の 生物 気候 法則 [Hopkins' bioclima- 
tic law) 植物 季節 は 緯度 に 対し て は 1° S 
く な る ご ど と だ 4 日 遅れ , 経度 に 対し て は 東方 
べ 5 "移る ご と に , また 標高 は 400 フィー ト 
( 約 121m) 上 る ご と に , それ ぞ れ 4 日 遅れ る こ 
と が 発見 きれ た 。 こ れ を Hopkins は 生物 気候 
法則 と 称し た 。 

ホフ ク WH (creeping) や ヒト の ロコ モ 


ーション 


ホフ ク ガ タ ショ ク プ ブツ 包 久 型 植物 [sto- 
loniferous plant] 地上 和信 旬 茎 を も つ 丁 物 。 

ホフ ク ケ イィ WBS [stolon DAusliu- 
fer] SOW OWT, 細長 く 地 表 を ば 2 う 
枝 で , "地面 に 触れ た 所 で 根 ・ 芽 を 付け て 繁 痛 
由 役 逆 つ 。、 オ ラン ダイ チ ゴ プ ・ カ キ ド オン な ど 
に 自ら れる 。 ) 

ホフ クシ ョ ク プ ブツ WARP Cereeper, 
creeping plant, trailer, trailing p.] 
茎 が 地表 を 横 走 する 植物 。trailer は 単 一 の 主 
根 を も も 横 走 し て 多数 分 枝 す る 枝 を 出し て 広 
く 地 表 を 究 タ 。 例 : ハコベ ペ ・ イ ヌ ノ ラフ グリ な 
ど 。creeper は trailer と 似る が 人 節 か ら 多 数 の 不 
定 根 を 出す 点 で 区 別 さ れる こと が 多い 。 多く 
は 多年 草 。 

ホフ クセ イ ショ ク プ ブツ fl DED 
(prostrate plant) WM@#* (Hr LIB Ee 
は う 植 物 。 

ホフ クセ イ チ ヒ ョ ー ショ ク プ ブツ At 
地表 植物 [ereeping plant, chamaephyta — 
reptantia Okriechende Pflanze, Krie- 
chstande ®plante courense] 和 側 旬 茎 で 
広がる 植物 , また は 側 旬 茎 の 休眠 芽 で 不適 其 
を 越す 植物 。 例 * イプ キジ ャ ュ ウ ソウ な ど 。 

林 フ クセ イ テイ ボク MBEKA [trai- 


ling dwarf shrub, ground s., chamae- 


phyta velantia DSpalierstrauch ®sous- 
arbrisseau espalier] MAE C LIE LIZ 
Wie BEAK. IU T FO TRARY = 
ジュ スカ デ な ど , また ヒメ ハギ な ども その 中 に 
入る 。 

ホー プ ブツ セン 放物線 [parabola O 
Parabel ®parabole ] 

ホー プ ツ メン 放 物 面 [paraboloid O 
Paraboloid で paraboloide ] 

ボー フー リン 防風 林 [windbreak for- 
est, shelterbelt ©Windschutzgirtel, 
Windmantel] 風 衝 地 で RHA d 生物 を 保 
護 す る 目的 で 設け られ た 細長 い 林 淀 。 樹 種 と 
し て は 上 長 成長 速く ぐ , 常緑 葉 で 深 根 性 の も ゃ の 
が よい 。 この 他 に 保護 林 と し て 防潮 林 forest 
for tide prevention + S47 hk f. for fog p.* 防 


364 ホー ボク 


SK f. for snow drift p. な ど が ある 。 兄 林 衣 

ホー ボク 放牧 [grazing] grazing は 草 
を 食う こと も 指す 。 

ホー ボク エン ショ ー ソ ー ゲ ン 放牧 塩 沼 草 
原 [cattail marsh OTypha-Sumpt] + 
ラン ダ な と に 見 られ る 海岸 塩 沼 地 の 放 牧 地 。 

ホー ボク カチ ク 放牧 家畜 [pasturing 
stock, grazing animal | 

ホー ボク シ ヒ ョ ー 放牧 指標 [grazing 
indicator] 三牧 野 指標 植物 

ホー ボク チ 放牧 地 [grazing land, pas- 
ture ①DWeide ⑤pre」 KSxKKTA 
Mo アメ リカ の 粗 放 な 自然 牧野 を range と い 
De 

ホー ボク チカ ン リ 放牧 地 管 理 [pasture 
management] 放牧 地 の 保護 ・ 維 持 を 図る 
た め , BA + RRRB ODMH - RHE + 
施設 な どの 面 で 十分 な 対策 を 施す こと 。 

ホー ボク チ シュ ー リ ョ ー 放牧 地 収 量 
Lpasturage」 家畜 に よっ て 採 食 され る 一 定 
の 放牧 地内 の 草 量 。 

ホー ボク リン 放牧 林 [grazing forest] 

ホ ミ ニ ゼ ーション [hominization] ホ 
ミニ ー デ Hominidae(AM) (LE he BUA 
分 類 学 上 の 科 の 名 前 で あり , #2 Homoit)h 
の 名 前 で ある 。 原義 的 に は ホモ に 進化 する 過 
程 も 指す が , ホ ミ ニー デ に 進化 する 過程 を 指 
す 場 合 も 多い 。 最 も 中 心 的 な 問題 点 と し て は , 
直立 二 足 歩行 の 獲得 ・ 大 脳 の 発達 ・ 言 語 の 獲 
得 ・ 家 族 の 形成 な ど が あげ られ る 。 ツ ヒ ト 

ホ ミ ニー デ [Hominidae] 人 類 の こと 。 
SOE, ホホ ミニ セー ショ ン 

ホー ムレ ンジ [home range] 三 行動 域 

ホメ オス タ シ ス [homeostasis OHo- 
moostasis Mhoméostasis] 外界 の 諸 変 化 
に 対し て 生存 を 維持 する た め 生 物体 が 生理 的 
形態 的 状態 を 一 定 に 保つ 性 質 。 硝 椎 動物 に お 
ける 血 中 成分 の 一 定性 , 信 温 動物 に お ける 体 
温 調節 等 が 代表 的 で ある 。 一般 に は 生物 の 個 
体 に つい て 用 いら れる 語 だ が , 個体 群 ・ 生 物 
群集 ・ 生 問 系 な どの 高 次 の 集合 体 に つい て も , 
その 内 部 構造 の 形態 や 数 量 の 安定 化 現 象 を 生 
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ホー ヨー 包 葉 [bract (leaf) OBraktee, 
Hochblait ®bractée, feuille bracteale ] 
久 と も 呼ば れる 。 芽 ・ 花 芽 を 包ん で いる 葉 の 
変形 物 。 比 較 的 大 型 な ぁ の を 包 葉 , 小型 の も 
の を 鱗片 葉 と いう 。 

ホー ラン 抱卵 [ineubation] 鳥 の 繁殖 
に 際 し 産卵 の あと に 来る 習性 で , 親鳥 ( た いて 
ぃ い 雌 ) が 卵 の 上 に 学 っ て 温め る こと 。 

ホー ラン シタ 放 卵 し た [spent」 Om 
し た i 

ポリ ガミ ー [polygamy] ポリ ジニ ー 
polygyny と も いう 。 ①1 匹 の 雄 (1 人 の 男 ) が 
交 合 の 相手 と し て RFC MA OME GE) & 42 
こと で , 復 婚 の 中 で は 最も 広く み ら れ る 。 一 
夫 多妻 婚 。 人 間 社 会 で は , 一 夫 多 妻 婚 が 認め 
られ て いる 社会 で も 一 夫 一 妻 婚 も 多く み ら れ 
る の が ふつ う で ある 。 ぐ 植物 で は , 同一 株 に 
雄花 ・ 雌 花 ・ 両 任 花 の ある 雑 性 花 あ る い は 雌 
KEK. . 

ポリ ジー ン [polygene] 個々 の 遺伝 子 
の 作用 は 弱い が , 多数 が 同義 的 に 補足 し あら 
と 量 的 に 計測 で きる よう な 形 質 が 発現 され る 
場合 , これ ら の 遺伝 子 を いう 。 同 義 遺 伝 子 の 
概念 を 拡張 し た も の 。 同義 遺伝 子 

ポリ デミ ッ ク Lpolydemic] 固有 ende- 
mic の 対語 。 OBA は 

ホリ ュー ソー セイ 保留 走 性 [menotaxis 
OMenotaxis ®ménotactisme] 走 光 性 の 
ー つ の 様式 。 光 線 に 対し 一 定 の 角度 を 保っ て 
前 進 する 反応 。 そ の 結果 , 光源 を 中 心 と する 
円 周 運動 な いし 渦巻 運動 を する 。 灯火 に 集 る 
夜行 性 民 虫 が よい 例 で ある 。 

ホー ルデン Haldane, John Birdon San- 
derson, 1892~1964 イギリス 生れ 。 父 は 生 
理学 者 J.S. Haldane。 イートン お SS よび ケン ブ 
リッ ジ 大 学 に 学ぶ な 。 ケ ンプ リッ ジ 大 学 講 師 ・ 
ロン ドン 大 学 教授 を 経て , 1957 年 イ ンド に 移 
住 , 1961 年 同国 に 帰化 , イン ド 統 計 学 研究 所 


(Homo sapiens | 


教授 ・ イ ンド 国立 生物 学研 究 所 教授 を 歴任 後 , 
イン ド に て 死去 。 一 連 の 論文 Mathematical 
Theory of Natural and Artificial Selection, 
1924~1934, によって, Chetverikov, Fisher, 
Wright と と も に 集団 遺伝 学 。 ひい て は 進化 
生態 学 の 数 学 的 理論 の 基礎 を 築い た 。 数 理 遺 
伝 学 ・ 進 化学 以外 に も 生物 測定 学 (生物 統計 学 ・ 
生物 数 学 ) ・ 生 理化 学 ・ 遺 伝 生化 学 ・ 人 類 遺 
伝 学 ・ 生 命 起 原論 な ど 広 い 男 囲 に わた っ て の 
業績 が ある 。 イ ンド に 帰化 後 は , 熱帯 に お け 


る 生物 生産 の 問題 や 動物 の 行動 ・ 生 態 な ど に 


と くに 関心 を 寄せ , 社会 性 昆虫 の 行動 に 関す 
る 統計 学 的 分 析 の 仕事 が ある 。 死去 後 の 追悼 
論文 集 Haldane and Modern Biology (Dro. 
namraju 編 ,1968)。 中 に 彼 と IBP の 関係 を 論 
じ た も の が ある 。 <EX The Causes of 
Evolution, 1932, Mathematical Theory of 
Natural and Artificial Selection, 1924~ 
1934, 

ホル ド [horde ] AWo=z 24% ニテ ォ ー 
の 一 つ で , バン ド と は ほ ば 同義 語 と し て 使わ れ 
る 。 英 国 系 の 学者 は ホル ド を 使う 場合 が 多い 。 

ボ ポレ アー ルキ —H [Boreal period] 
北欧 の 泥炭 層 を も と に Blytt や Sernander が 
区 分 し た 沖積 世 ( 後 氷 期 ) の 一 時 代 。 #4) 9000~ 
7000 年 前 の 期間 。 現 在 よ りや や 温暖 で , 中 部 
ヨー ロッ パ で は ハン シンバ ミ Corylus BRIE UK. 
ヨー ロッ ズ 以 外 で も 同一 年 代 を 意味 する も の 
と し て 広 く 用 いら れる 。 

ポロ シリ ヒ ョ ー キ 一 一 永 期 [Poroshiri 
glacial age] 北海 道 日 高山 碑 に 残さ れ た 氷 
河 遺 跡 の 一 つ 。 ョ ミー ロッ ズ の リス 氷 期 の 遺跡 
に 対比 され て いる 。 OY RAM 

ホー ワ ミ ツ ド 飽和 密度 (saturation 
density] 信 常 な 物理 的 条件 と 一 定 の 食物 供 
給 量 の 下 に 1 種 の 生物 を 増殖 させ る と その 個 
体 数 は S 字 状 の 曲線 を 描い て 増加 し , や が て 
ある 最大 値 に 薄 近 し て 安定 ある い は 振動 する 。 
この 朱 近 線 の 密度 の こと 。 増 加 曲線 を ロジ ス 
チッ ク 曲 線 N=K/(1+e%") で 表せ ば 友 に 
あたる .(W は 時 間 : に お ける 個体 数 , z, は 定数 ) 。 
飽和 密度 は 同じ し 種 で も 条件 が 異な れ ば 当然 変 
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化す る 。 

ホン ノー 本 能 [instinect OInstinkt 
®instinct] 動物 が 種 属 維持 ・ 個 体 維持 の 
目的 の た め に 学習 ・ 模 條 を 必要 と せ ず 遺伝 的 , 
し た が っ て 生得 的 に 行う こと が 可能 な 行動 を 
本 能 的 行動 また は 単に 本 能 と いう 。 あ る い は 
本 能 的 行動 を 起す 原動力 と な る 内 的 衝動 を 本 
能 と いう 場合 も ある 。Freud の いう の は 後者 
の 意味 で ある 。 原 則 的 に は 本 能 な いし 本 能 的 
行動 は 固定 的 で ある が , 多少 の 可変 性 は ある 。 
や 本 能 行動 

ホン ノー コー ドー 本能 行動 [instinc- 
tive behaviour OInstinktverhalten] 生 
IES SNCATHICH LUCHB WATE 
し て いら うら 。 し た が っ て 本 能 行動 は 種 に 固有 の 
THB bb, 個体 維持 ・ 種 族 維持 の 目的 に 
か な っ た 行動 で ある 場合 が 多い 。 ア シナ ガバ ベ 、. 
チ の 巣 づ くり , カリ ウド バチ ・ ク モ の 捕食 行 
動 な と 和 複雑 な も の も 少な く な い 。 あ る 状況 下 
で 開発 され る 種 に 固有 の 反応 型 も 本 能 行動 と 
呼ぶ 。 また 生得 的 な 衝動 ・ 反 応 傾向 を 本 能 行 
動 と 呼ぶ 場合 も ある 。Tinbergen ら こ よれ ば , 
本 能 的 行動 の 中 枢 は 段階 的 に 構成 され て お り , 
ある 一 定 の 生理 的 状態 に 達し た 動物 で は 本 能 
的 行動 の 最上 位 の 中 枢 が 活性 化 さ れ て いて そ 
の 興奮 が 次 の 段階 の 中 枢 を 活性 化す る が , こ 
の 段階 を 含め た これ 以下 の 段階 の 中 枢 は た と 
え 活 性 化 さ れ て も 抑制 が 働い て いる 。 し か し 
特定 の 信号 刺激 が 現れ る と , 生得 的 解 発 機構 
(に よっ て その 段階 に 対応 し た 行動 バターン が 
PRFESTSZ LV. DARE 

ホン ノー タイ ガク シュ ー 本 能 対 学習 
[Limstinet vs. learning] 生得 的 な 行動 で 
ある 本 能 と , 生後 学習 に よっ て 獲得 され る 行 
動 と の 対比 。 後 者 は 前 者 より も 可 毅 性 が 大 き 
く , し た が っ て 経験 ある い は 学習 の 違い に 基 
いて 個体 差 を 大 きく する 働き を も ち , それ に 
対し て 前 者 は , 種 の 固有 性 を 維持 する 役割 を 
果す 。 学 習 能力 は よ り 高 次 の 脳神経 機能 の 働 
き を 必要 と し , 系 統 的 に は より 高い 進化 段階 
の も の に, より 優れ た 能力 を みる こと が で き 
Ap 
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マイ ザイ ドー プ ツ 埋 在 動物 [infauna 
Olnfauna Pinfauna] 底 質 中 に ほとん ど 
潜っ た まま で 生活 し て いる 動物 。 内 動物 ・ 潜 
底 性 動物 。 

マイ ザイ ドー プ ツ リソー 埋 在 動物 相 [in- 
fauna DInfauna ®infauna] 理 在 動物 の 
種類 組成 。 埋 在 動物 

マイ セキ ダニ 埋 積 谷 [waste-filled 
valley] PHATE CHO ONERER. 
MHA. 

マイ ド シ ュ シ 埋 土 種子 「buried-soil 
seed, buried s. in soil ] 

マイ ボク チョ ー サ BARA [tree cen- 
sus, diameter measurement Bestan- 
desaufnahme] 調査 区 域 の 一 定 直径 また は 
一 定 闘 高 以 上 の 全 立 木 に つい て , 直径 ・ 種 名 ・ 
樹高 ・ 校 下 高 な どの 調査 を 行う こと 。 林 学 で 
は と くに 胸高 直径 の み の 調 査 を 指す 。 

マイ ボツ ゲン シュ ー 埋没 群集 [tapho- 
coenosis] 化石 化 を 受け て な い 生 物 ま た は 
で の 介 勿 の 科 和 し た も ゃ も の 。 
マイ ボツ スラ イド ホー 埋没 一 一 法 [bu- 
ried slide method] 水中 また は 土壌 の 中 
に 生息 する 人 徴 生物 の 調査 据 の 一 つ 。 媒 質 中 に 
スラ イド グラ ス を 埋没 (また は 浸漬 ) し , スラ 
イド グラ ス 上 に 付着 し て 増殖 する 微生物 の 数 


や 形態 , 時 に は 増殖 速度 や 生産 量 な ど を 調べ 
DAK. * 
eee eS 0 リー ニー 


係数 [Meyer ratio, Meyer's coefficient 
of precipitation] [#KmNLAESLO 
比 。 こ の 値 は 生物 分 布 や 土壌 型 分 布 と 一 致す 
ae TOs 

マウ ン テ ィ ン ゲ グ [mounting] #< On 
乳 類 の 雄 の 交尾 動作 で ある が , サル な ど で は 
個体 間 の 優位 誇示 の 行動 と し て も 用 いら れる 。 

マエ ハマ 前 浜 「foreshore] 海岸 地形 
の 潮間 帯 を 指す 。 濾 食 台 は これ に 相当 する 
沖浜 。 


マガ リク ネッ タ 曲り くね っ た [gmnarl- 
ed] 高木 ・ 低 木 の 幹 の ね じ れ た , 折れ ま が 


っ た 姿 。 
マキ ー [maquis, macchia DMaquis, 
Macchie] シン リー 島 ・ コ ル シ カ 島 な ど , 


地中海 性 気候 下 に み ら れ る 高き 3 m 程 度 の 硬 
葉 低木 (な いし 重 高木 ) 林 の 相 観 的 呼称 。 FWD 
相 観 を も っ た 植生 は 地中海 性 気候 下 の 諸 地方 
に みあ ぬ あれ フィン ボ (南アフリカ)・ マ ル ガ (オー 
スト ラリ ア )・ チ ャ パラ ル (北米 ) な ど と 呼ば れ 
て いる 。 植物 相 は 地方 に より 異な る が 地中海 
地方 で は オリ ー ブ Olea europaeas A Y Quer- 
cus 76ez・ エ リカ Erica spp. な ど が みみ られ 
る 。 石灰 岩 地 に みみ られ る と き は ガリ ー グ ga- 
rigue と 呼び 区 別 する 。 地 中 海 地 放 に お ける 
現在 の 広がり は , 数 千年 に 及 ぢ 伐採 ・ ・ 放 牧 等 
の 人 為 に よる 。 

マキ ガラ シ BAL [girdling, ringing 
ORingelung, Zirkelschnitt] 林 学 用 語 。 
立木 に 材 部 に 達する 切り 込み を めぐ らし て , 
立木 の まま 枯死 させ る こと 。 造林 地 に ある 利 
用 価値 の な い 立 木 で , Ree > Ce 
引合 わな い 場 合 な ど に 行わ れる 。 

マキ ヒゲ 巻き ひげ ーー MRanke 
®eirre] 

マー キン ゲ コ ー ド ー ー 一 行動 [mar- 
king behaviour] 路 乳 類 の 一 部 に 見 られ 


・ る 社会 的 行動 の 一 つ で , 縄張り territory 等 の 


自己 主張 や 異性 へ の 誇示 等 , 史 覚 に 依存 し た 
個体 認知 の 役割 を 果す 。 マ ー キ ング 行動 は , 
食肉 類 ・ 原 猿 類 ・ 偶 踏 類 の 一 部 な ど で ま く 知 
られ て お り , これ ら の 動物 の 中 に は 耳 下 * 須 
下 ・ 昧 史 部 な ど に 特殊 化し た 分 泌 腺 を も つも 
の が ある 。 ま た 自己 の 尿 ・ 装 便 で マー キン グ 
を 行う も の も いる 。 

マー キン グ ホ ー 一 一 法 [marking me- 
thod] ご 標識 再 捕 法 

マグ ゲ グマ [magma ⑩Wagma ⑤⑥magma ] 
io 


マサ ツ ハ ツ オ ン サヨ ー 摩擦 発音 作用 
[stridulation] 昆虫 問 の 中 に は 体 の キネ チン 
化し た 構造 の 2 面 を 擦り 合 す こと に より 発音 
する も の が 多く , これ が 重要 な コミ ュ ニ ケー 


ショ ン の 手段 に な っ て いる 。 例 *: コ オロ ギ な 
Yi BR, 
マス コー カ 一 一 効果 [mass effect © 


Veffet de masse] Grasse? Chauvin に 代 
表 さ れる フラ ンス の 動物 社会 学 に お いて よく 
用 いら れる 概念 で ,' グ ルー プ 効 果 が 主として 
個体 間 の 感覚 的 な 相互 刺激 に より 生じ る 影響 
を 指す の に 対し , マス 効果 は 主として 個体 群 
に よる 環境 の 条件 づけ に よっ て 生じ る 影響 を 
いう 。 前 者 は 比較 的 少数 の 個体 の 集 り で 顕著 
TORE LB, か つ 個 体 の 生存 や 発育 に 有利 
な 効果 を 生じ る 面 が 強調 され る の に 対し , マ 
ス 効果 は し ば し ば 過 徐 の 悪影響 と いっ た = > 
ァ アン ス で 用 いら れる こと が 多い 。 と この 点 若 干 
の 混乱 が ある の で , これ ら 両 概念 を 用 いる こ 
と に は 問題 が あろ う 。 も っ と 一 般 的 に 集団 の 
復 合 効果 を いう 場合 に も 用 い る 。 ゆ ウ ゲ ルー プ 
効果 

マス ター ベー ショ ン [masturbation ] 
動物 が ひと り で 行う 人 性 行動 で , EROREX 
も ゃ た ら す よう な , 何ら か の 刺激 を 肉体 に 加え 
BCE, MEX OME LTD, NFL DsS 
体 に わた っ て 広く 認め られ , と く 雄 ザル や 
雄 の 類人猿 で は 交尾 代用 行動 に な る こと が あ 
る 。 人間 で は あら ゆる 社会 で 行わ れ て お り , 
象徴 能力 と 結び 付い て その 人 性 的 意義 は 著しく 
増大 し た 。 

マソ ン 磨 損 [abrasion ] 

マッ カー サー MacArthur, Robert He- 
Imer, 1930~1972 アメ リカ 人 。 イェー ル 大 
学 で 初め 数 学 を 学び , の ち 転 じ て 同 大 学 オ ズ 

ー ン 研究 室 で Hutchinson 教授 の 指導 を 受 
ける 。 オ クス フォ ー ド 大 学 の エド ワー ド グ レ 
イイ 研究 所 に 勤務 後 ,. ベン シル ヴァ = ニア 大 学 ・ 
プリ ンス トン 大 学 の 教授 を 歴任 。 集 団 生物 学 
の 建設 者 で 現在 の 興隆 の 基礎 を 築い た 。 生 態 
、 学 の 側 で は 影響 力 の 最も 大 きい 理論 的 指導 者 
で あっ た と 同時 に , 実証 的 研究 で も 北米 ・ 中 
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米 の 鳥類 を 中 心 に し て 野外 研究 の 多く の 業績 
が ある 。 と くに 群集 の 安定 性 ・ 種 の 多様 性 ・ 
種 問 菊 争 と ニッ チ の 問題 ・K 海 汰 の 理論 を 研 
FEL, 進化 生態 学 に 頁 献 する と と も に , 後に 
は 理論 生物 地理 学 ・ 生 態 地 理学 の 建設 に 頁 献 
Lic. <> The Biology of Populations 
(Connell と 共著 ), 1966, The Theory of 
Island Biogeography (Wilson と 共著 ), 1967, 
Geographical Ecology-Patterns in the 
Distribution of Species, 1972, 

マッ タン タイ セキ 末端 堆 石 [end mor- 
aine, terminal m.] 水 堆 石 。 三 端 堆 石 

マツ ルイ コー ゲン ー 一 類 荒 原 [pine 
barren] マツ 類 ( 北 米 で は バン クシ アマ ツ ・ レ 
ジノ サマ ッ ) が 点 在 する 高木 の 植 彼 率 の 低い 貧 
弱 な 植生 の 相 観 的 名 称 。 い わ ゆ る サバ ン ナ に 
相当 し 高木 の 密度 は せい ぜ い 20 本 /ha 程度 , 
樹高 は 4 て 5m。 林 床 に は イネ 科 草 本 が 多い 
DS, 時 に 低木 (Vaccinium - Ceanothus « Gaylus- 
sacia) が 密生 する 。 砂 質 土壌 に よく み ら れ , 
ee ee 
発達 を 妨げ て いる と いう 。 

マビ キ 間引き (thinning ODurchfor- 
stung ⑤eclaircie] 個体 群 密度 を 人 為 的 に 
減ら すこ と 。 農業 ( 問 引 き )・ 林 業 (間伐 ) では, 
経済 的 収量 を 最大 に する 目的 で 行う 。 間 伐 。 
自然 間引き 

マ プ ケ イカ ク ー 一 計画 (MAB Pro- 
gramme;Man and Biosphare P.]=<A 
fel é + 4 Pst Bl 

マメ カシ ョ ク プ ツ 一 一 科 植 物 Llegumi- 
nous plant OLeguminosae ] 

マユ fH [eocoon] BHM r—iic 
活動 力 ・ 防 御 力 が な い が , Hb FEI > CoH 
MALI, 土 を 分 泌 液 で 固め て まゆ を 作る も 
の が 多い 。 こ れ は , 自己 を 保護 する た め に 進 
化し て きた 習性 と 考え られ る 。 

マリ ー [mallee] オー スト ラリ ア の ユー 
カリ 林 。 

マリ ー テ イボ クリ ン 一 一 低木 林 [mallee 
scrub ⑪Malee] オー スト ラリ ア の 地中海 
性 気候 下 に 成立 する 高 さ 1 一 3m 程度 の 


368 マル ガ 
Eucalyptus 属 を 主 と す る 硬 葉 低木 林 。 相 観 
的 に は マキ ー*・ チ ャ ペラ ル た など と 類似 し て い 
る 。 

マル ガ [malga] オー スト ラリ ア の アカ 
シア の 高木 林 。 

マル ガ テイ ボク リン 一 一 低木 林 [malga 
gecrub] オー スト ラリ ア に 見 られ る アカ シア 
の 低木 林 。 

マル ガレ フ ノ モデ ル —O— [Mar- 
galef’s model of succession] Margalef 
958) は 生態 系 の 安定 性 と 多様 性 と の 間 に 正 
の 相関 の ある こと を 提唱 し , それ を も と に し 
た 想 移 モデ ル を 立て た 。 

マル サス Malthus, Thomes Robert, 
1766~1834 イギリス の 人 日 学者 ・ 経 済 学 者 。 
著名 な 「 人 口論 」 (1798 年 に 初版 。 内 容 を 逐 時 変 
ATA, 1826 年 の 第 6 版 ま で ) に より , 近代 人 
口 理論 の 開拓 者 と な る と 同時 に 経済 学者 と し 
て も ゃ 有名 で ある 。 役 の 人 口 理論 の 基本 は , 本 
来 人 口 増加 は 幾何 級数 的 で ある の に 対 し て , 
食糧 増加 は 算術 級数 的 で ある と し , 禁欲 な ど 
の 手段 に より 人 口 増加 を 規制 する こと と で あっ 
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マル サス ケイ スー 一 一 係数 LMalthus- 
ian parameter] 内 的 自然 増加 率 の こと 。 
Malthus(1798) (2, 有名 な 人 口論 の 中 で 人 口 は 
制限 され な けれ ば 幾 何 級 数 的 に 増加 する と 人 述 
べた 。 こ れ は 環境 に 制限 が な く 年 齢 構成 が 安 
定 し て いる と き 期 待 さ れる 指数 曲線 的 な 個体 
数 増加 を 意味 する の で , その 瞬間 増加 率 を 
Fisherq930) は Malthus 係数 と 呼ん だ 。 ま た 
その よう な 個体 群 に み ら れ る 安定 し た 年 齢 構 
成 を Malthusian distribution と いあ Be By 
る 。 

マル サス ノ メイ ダイ の 命題 [MMal- 
thusian doctrine] Malthus(1798) は , AG 
は 制限 され ん な けれ ば 開 何 級数 的 に 増大 する が , 
食物 供給 は 算術 級数 的 以上 に は 増大 し えな い 
か ら , そこ と に 食い 違い が 起 っ て 生存 競争 が 生 
じ る で あろ うら と 述べ た 。 こ と の 考え は Darwin 
(1859) に も 大 きい 影響 を 与え た が , Malthus 
の 考え は 多く の 点 で 批判 され る べき 点 を 含む 。 


な お , 尊 何 級数 的 (指数 的 ) な 個体 数 増加 を Mal- 
thus 的 成長 . その 脚 間 増加 率 ( 内 的 自然 増加 率 ) 
を Malthus 係 数 等 と 呼ぶ こと が ある 。 

マル チ [mulch] 土壌 表面 の 蒸発 を 押え 
る 目的 で 植物 の 根元 に 草 ・ わ ら を 敷く と と 。 
RB, ad 

マル トン ヌ ノ カン ソー シス ー —OR 
煙 指 数 [de Martonne’s index of aridi- 


ty] 乾燥 指数 を 年 降水 量 を P, 年 平均 気 . 


温 を 7 と する と I=P/(T+10) Les. A 
候 の 乾燥 し て いる 状態 を 示し , 植物 分 布 ・ 土 
地 利用 の 様子 を よく 表し て いる と いう 。 

マン ゲロ ー プ (mangrove, phanero- 
phyta immersa ®Mangrove, Flutge- 
helz] 紅 樹林 と も 呼ば れる 。 熱 帯 ・ 亜 熱帯 
地方 の 河 ロ ぞい の 木 本 塩 生地 植生 の 総称 。 メ 
ヒル ギ ・ オ ヒル ギ ・ ヤ エ ヤ マ ヒル ギ な どの 植 
物 か ら 成 る 。 マ ング ョ ー ブ プ を 形成 し て いる 樹 
木 の 特徴 は 気 根 の 発達 が 著しく , 胎生 する 。 
わが 国 で は 鹿児島 県 南部 ・ 沖 縄 群島 に 見 られ 
る 。 西 表 島 の 仲間 川 の 河口 付近 に 最も よく 発 
達し て いる 。 3 

マン ゲロ ー プ ゲン ケイ 一 一 群 系 [man- 
grove formation] ヒル ギ 類 の 優 上 し た 植 
物 群落 の 相 観 的 単位 。 

マン ジ ダ ニ ショ ク プ ツゲ グン 満 池谷 植物 群 
LWanjidani flora] 上 部 大 阪 層 (Ma6~7) 
に みろ み られ る 寒冷 期 植物 遺体 群 。 シ ラベ ・ ダ グイ 
マツ ・ マ ツ ハ ダ ・ ウ ラジ ロモ ミュ ・ ツ ガ ょ エゾ 


マツ ・ チ ョ ウ セ ン ゴ ヨウ ・ ヒ メ バ ベラ モミ な ど 


を 含み , ギュ ン ツ 水 期 に 対比 さき れ て いる 。 
ツウ ギュ ン ツ 永 期 “ 

マン セル ヒ ョ ー ジ ュ ン ショ ク ヒ ョ ー 一 一 
標準 色 表 (Munsell color chart] 土壌 の 
色 ・ 花 の 色 な どの 表記 に 使用 され る も の で , 
色 を 色相 hus・ 明 度 value・ 彩 度 chroma Offi 
に よっ て 表現 する も の 。 

マン ト グン ラク 
mmunity ODMantelgesellschaft] 林 縁 
の 低木 ・ つ る 植物 か ら 成 る 群落 の 総称 。 

マン トル [mantle。 earth m. DErd- 
mantel ©manteau) 地球 表面 か ら 深 さ 


群落 (mantle co- © 
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35~2900 km の 範囲 を 指し , 体積 は 地球 の 83 。 れ 以下 を 下部 マン トル と いう 。 
め め を 占め る 。 35~ て 900km を 上 部 マン トル , そ マン ネン ユキ FAS [perpetual snow] 


ミオ ン ボ リン 一 一 林 [miombo の Mio- 
mbo | 東 ア フリ カ の Brachystegia 
zzg を 含む 乾燥 性 貴 林 植生 を いう 。 

ミカ イハ ツリ ン 未開 発 林 Linaccessible 
forest] FAO で は , 世界 の 森林 を 利用 面 か 
ら 未 開発 林 ・ 既 開発 林 に 分 類 し , 既 開発 林 を 
更に 利用 林 ・ 未 利用 林 に 分 け て いる 。 末 開発 
林 と は , 搬出 の た め 大 規模 な 経済 投資 を 必要 
と する 未 伐採 林 を いう 。 

ミカ ケ ノ コー ゴー セイ 
[apparent photosynthesis ] 


・ Isober- 


見 か け の 光合成 
純 同化 量 
net assimilation の こと 。 

ミカ ケ ヒ ジュ ー 見 か け 比 重 [apparent 
specific gravity] 三 仮 比重 

ミカ ヅ キ コ 三日月 湖 [oxbow lake, ra- 
inbow 1.] 河川 の 侵食 作用 に よっ て 蛇行 が 
進行 し , 流 路 が 直結 し た た め に 取 残 され た 浴 
曲 部 に 水 が 溜っ て で きた 湖 。 河 跡 湖 。 ま た 沈 
殿 物 の 堆積 の た め に 取 残さ れ た 水路 に 満水 し 
た 湖 を 指す こと も ある 。 

ミキ 幹 [stem OStamm, Stengel ⑤ 
tige] 樹幹 ・ 茎 と も いう 。 

ミク ロ ハ ビ タッ ト [microhabitat OMi- 
krohabitat] 生活 場所 habitat の うち 小さ 
な も の 。 微細 環境 。 

ミク ロフ ロラ [microflora ⑩DMikrofl- 
ora] 特定 の 場所 に 分 布 ・ ・ 生育 する 微生物 の 
種類 相 。 微 生物 相 。 

ミズ イン シ 水 因子 [water factor O 
Wasserfaktor | 

ミズ オセ ン >: 水 汚染 [water pollution 
OWasserverschmutzung] カド ミウ ム ・ 
AK Bis COBB CER > RMI COR 
養 物 質 な ど が 人 為 的 な 影響 に よっ て 大 量 に 河 
川 ・ 湖 沼 ・ 海 中 に 流入 し , 生物 群集 に 影響 を 
与え た り , 生物 相 を 破綻 させ た りす る 現象 。 

ミズ ゴケ シ ツ ゲン 一 一 湿原 CSphagnum 
bog, S. moor] 湿原 の うち ミズ ゴケ が 豊富 
と 繁茂 する も の 。 と くに 地下 水 よ り も 雨水 に 


Ju 


よる ミズ ゴケ 湿原 を Sphagnopratum と 呼ぶ 。 
カナ ダ の 森林 内 に ある ミズ デ ゴ ヶ 湿原 を mu- 
skey と 呼ぶ 。 

ミズ ゴケ チ ヒ ョ ー シ ョ ク プ ブツ 一 一 地表 
植物 [hillock moss, tussock m., cha- 
maephyta sphagnoidea DBiltenmoose ] 


長期 間 連 続 的 に 成長 を し て , 谷地 坊主 を 作る 
湿原 の ュ ケ ヶ 類 。 例 チャ ミズ ゴケ ・ イ ボ ミ ズ 


ゴケ ャ ムラサキ ミズ ゴ ケ 症 きき . 

ミズ ゴケ ルイ 一 一 類 [aquatic mosses] 
水中 に 生活 する 芋 類 は ミズ ゴケ Sphagnum を 
代表 と し , VERA: RRS ERT 
る 。 多量 の 水分 を 吸う の で 乾燥 期 に も 耐え う 
る 特徴 が ある 。 

ミズ サイ バイ 水栽培 [aquicultuare, 
hydroponics] 植物 の 生育 に 必要 な 養分 を 
水 に 溶解 させ , 土壌 を 用 い ず に 人 工 的 に 栽培 
する 方 法 。 特 定 の 栄養 塩類 を 人 謝 的 に 配合 で 
きる か ら , 植物 の 成長 ・ 開 花 ・ 結 実に 必要 な 
養分 を 分 析 し た り , それ ら 養 分 間 の 関係 を 調 
べた りす る こと が で きる 。 水 耕 法 。 

ミズ サン プ 水 散 布 [hydrochore] 
ae Gi om 

ミズ サン プ シュ シ er ee Lhydro- 
chore] 流水 な ど に よっ て 散布 され る 種子 ・ 
果実 。 

ミズ シュ ー シ 水 収支 [water balance, 
w. economy Wasserbilanz, Wasser- 
gleichgewicht] 一 定時 間 ・ 一 定 面積 内 で の 
水 の 吸収 量 と 排出 量 と の 平衡 関係 。 生 態 系 で 
の 水 収支 は , その 地域 で の 降水 量 ・ 流 出 量 ・ 
蒸発 量 ・ 蒸 散 量 ・ 土 壌 含水 量 な ど が 関係 し て 
決 る 。 水 分 平衡 。 

ミズ タマ リ RABY [pool] 池 な ど より 
も 小さ な 水城 。 紗 水 ( ち ょ すい ) と も いう 。 

ミズ ドリ 水鳥 Lnatatorial bird] 

ミズ ノ ハ ナ 水 の 華 [bloom, water b. 
OWasserblite] 富 栄養 の 淡水 域 で 藍藻 ・ 
鞭毛 虫 類 な ど が 急激 に 増殖 し て 水面 に 生じ た 


膜 ( ラ ィ ルム )。 場合 に よっ て は か な り 厚 い 層 


を な すこ と も ある 。 
ミズ ホ ゼ ン 水 保全 [water conserva- 


tion] 自然 に お ける 水 収支 の 資料 を 踏ま え 
て 水 資源 の 維持 管理 を する こと 。 

ミセ イ ギ ョ 未成 魚 Limmature fish, i. 
stage) 成魚 と し て の 特徴 を 備え る が 性 的 に 
成熟 し て いな い 時 期 の 魚 。 

ミセ イジ ュ ク コタ イ 未成 熟 個体 Lim- 
mature individual] 喘 乳 類 の 発育 段階 の 
ちち , ワカ モノ ・ コ ドモ ・ ア カン ボウ の 総称 。 

ミセ イジ ュ ク ドジ ョ ー 未成 熟 土壌 Lim- 
mature soil | 

ミチ シル べ フェ ロモ ン 道 し る ベ ペー 一 
{trail marking pheromone] アリ ・ シ 
P7VECHSERR CRBC ef 
体 が 巣 に 戻る と き , ある い は 他 個 体 が 餌 の あ 
る 場所 に 到達 する 上 で , 歩行 跡 に 残さ れ た 分 
泌 物 の に お い が 人 役割 を 果す 。 こ らい 2 う 物 質 を 
い 5 ° ‘ . 

ミッ ショ ク iH [close planting, 
dense p.] 

ミツ ショ クセ イ BR [honey feed- 
ing, melliphagous] 窒 を 食物 と する こと 。 

ミッ チェ ルリ ッ ヒ Mitscherlich, E. A., 
ドイ ッ の 土壌 学者 。 土 壌 養分 ・ 吸 混 水 な どの 
検定 法 を 案 出 し た り , 植物 の 生育 因子 作用 の 
法則 (いわ ゆる Mitscherlich 成長 式 と か 最小 律 ) を 
RL) UC, 植物 生理 学 的 土壌 学 (1898- 
1902) を 提唱 し た 。 < 主 閉 > Bodenkunde fiir 
Land-und Forstwirte, 1920~1923, 

ミッ チェ ルリ ッ ヒ キョ クセ ン —tthk 
[Witscherlich curve] や ミッ チェ ルリ ッ ヒ 
の 法則 

ミッ チェ ルリ ッ ヒ ノ ホー ソ ク 一 一 の 法則 
[Mitscherlich’s law] ドイ ツ の 農学 者 
Mitscherlich (1921,22) の 唱え た , 植物 の 成長 
と 時 間 以 外 の 成長 要因 と の 間 の 定量 的 法則 。 
ある 土壌 要因 量 が 変化 し た と き , 植物 の 個 
体重 @ は w=M(1-e“) で 与え られ る と 
Li. 4 は ゅ の 上 限 値 , を は その 要因 に 固 
有 な OWirkungsfactor と 呼ば れる 定数 で 
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ある と し た が , ん の 値 は f また は 時 間 : と と 
も に 変化 する こと が 多い 。 この 曲線 は Mits- 
cherlich 曲線 と 呼ば れる 。 

ミッ チャ クセ イ Batt Lhaptie] 砂粒 
な ど に と くに し っ か り と 絡ま り 付 着 し て いる 


- 状態 。 


ミツ ド BE (density ODichtigkeit] 
単位 面積 ある い は 単位 体積 あたり の 個体 数 。 
ある 空間 . ある 時 点 で の 密度 は 増加 要因 と し 
て の 移入 , 出生 と 減少 要因 と し て の 死亡 ・ 移 
出 と に よっ て 決 る 動 的 平衡 状態 に ある 量 と し 
て と ら え られ る 。 生態 学 で は , 現存 量 と 並ん 
で 最も 基本 的 な 量 の 一 つ で , その 測定 に は 植 
物 で は 主 に わく ( カ 形 区 ) 法 ・ 間 隔 法 , 動物 の 
場合 に は マー キン グ 法 ・ す くい 取り 法 ・ 工 の 
量 か ら 推 定 する 方 法 な ど 種々 の 測定 法 が ある 。 
個体 群 密 度 population density と も いう 。 

ミツ ドイ ゾン ヨー イン 密度 依存 要因 
[density-dependent factor] 密度 上 昇 に 
つれ 高 死亡 率 を 生じ , ある いせ は 増殖 力 を 低下 
させ た り 移 出 率 を 高め る よう に 作用 する 要因 
で 密度 調節 は この 種 の 要因 の 作用 に よっ て 達 
せら れる 。 個体 間 の 食物 を めぐ る 競争 や 相互 
干渉 な ど 種 内 の 相互 作用 が 最も 重要 で ある が , 
捕食 者 ・ 寄 生 者 ・ 病 原 微生物 な ど 少 な く と も 
ある 密度 範囲 で は 多少 と も 密度 依存 的 作用 を 
及ぼ す 場 合 が 多い 。 な お ここ で 要因 factor と 
呼ぶ の は 特定 の agent を 意味 する も の で は な 
く , その 作用 過程 を 意味 する か ら , 過程 pro- 
cess の 語 を 用 いる こと も 多い 。 

ミツ ドカ クラ ン ヨー イン 密度 捜 乱 要因 
[density-disturbing factor] 密度 変動 要 
因 。Nicholson(1954) の 用 法 に よれ ば , 密度 上 
昇 に つれ 個体 群 増殖 を 促進 する よう に 働く 環 
境 要 素 ( 彼 の いら 生活 必要 物 requisite), す な わ 
ち 密 度 逆 依存 的 効果 を も る たらす 環境 要素 を 意 
味 す る 。 し か し , 一 般 に は 密度 の 変動 を 大 き 
くす る 方 向 に 作用 する 要因 (過程 ) の 意味 に 用 
いら れ , 密度 逆 依存 ・ 密 度 独立 要因 の ほか 過 
度 の 密度 依存 要因 や 遅れ の 密度 依存 要因 も 世 
代 間 の 密度 変動 を g 大 きく する と いう 意味 で 揚 
乱 要因 と 考え る 場合 も ある 。 
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ミツ ドカ ン レ ン カテ イ 密度 関連 過程 
{density-related process] Solomon(1958) 
は 密度 依存 と いう 語 に まつ わる 混乱 を 避け る 
た め , 密度 関連 と いう 語 を 提案 し ,* Chee 
接 direct・ 逆 inverse お よび 交互 的 alternately 
に 分 類 し た 。 そ れ ぞ れ 通 常 密度 依存 ・ 逆 依存 ・ 
遅れ の 密度 依存 と 呼ば れる 作用 に 対応 する 。 
この 用 法 は 一 般 に 用 いち れ て いな い が , こと の 
三 つ を 含む も の を 密度 関連 過程 と する こと が 
便利 な 場合 が あり , Clark ら (1967) の 教科 書 
な ど で こ の 語 を 用 いて いる 。 

ミツ ド ギャ クイ ゾン ヨー イン 密度 逆 依存 
要因 [inverse density-dependent fac- 
tor] 密度 増加 に つれ 死亡 率 を 低め ある い は 
増殖 を 促進 させ る よう に 働く 要因 また は 過 程 。 
低 密度 委 囲 内 に お ける 交尾 率 ・ 寄 生 (捕食 ) 率 , 
集合 に より 個体 の 発育 や 生存 上 に 有利 な 影響 
を 受け プラ ス の こと みあ ゆい 効果 (協同 ) の ほか , 
密度 に 関わ ら ず 同数 の 個体 を 死亡 させ る 要因 
(Odum, 1953, の いう 密度 独立 要因 ) も この カテ ゴ 
リー に 含ま れる 。 密 度 逆 依存 要因 は 低 密度 に 
お ける 個体 群 の 絶滅 を 防ぐ 要因 と な る が , ま 
た 密度 の 変動 を 大 きく する 方 向 に 働く と 考え 
られ る 。 ; 

ミツ ドコ ー カ 密度 効果 [density effect, 
e. of population d.] 一 般 に 密度 すなわち 
単位 空間 あたり の 個体 数 が 変化 し た と き , 個 
体 の 発育 速度 ・ 体 重 ・ 増 殖 能 力 ・ 生 存 確率 あ 
る い は 形態 ・ 生 理 的 性 質 が 変化 する 現象 を 密 
度 効果 と いう 。 個体 群 レ ベル ん で は た と えば 高 
密度 に お ける 増殖 率 低下 な どの 結果 が み ら れ , 
これ は 増 将 に 対す る 密度 効果 と 呼ば れ て いる 。 
その 過程 に は 個体 間 の 直接 的 な 相互 作用 の 程 
度 の 変化 や 環境 の 生物 的 条件 づけ な ど 種 々 の 
も の が 含ま れ , 効果 に 対応 する 密度 も 単なる 
物理 的 空間 に 対す る 密度 で は な く 利 用 空間 , 
食物 の 量 や 表面 積 に 対す る 容 度 な ど 場 合 に よ 
っ て 異な る 。 い ずれ を し ろ る 密度 効 果 た と いう と 
ら え 方 は 概括 的 な も の で ある が , AH 9582 
か ) は , 密度 が 同じ なら 効果 も 同じ で ある ベ 
きだ と 考え た 。 と の 厳密 な 定義 を 適用 すれ ば, 
現在 密度 効果 と ルー ズ に 呼ば れ て いる 現象 の 


多く は その カテ ゴリ ー か ら は み 肌 すす こと に た 
ろう 。 と くに 個体 間 の 直接 的 な 相互 作用 (相互 
刺激 ) に よる 現象 は 密度 比例 的 に は 生じ て い 
な いこ と が 多い 。 と みあ い 効 果 。 

ミツ ドコ ー カ ノ ギャ クス ー シ キ 容 度 効果 
の 逆数 式 [reciprocal equation of C-D 


effect] 同種 ・ 同 齢 の 植物 個体 群 を 同じ 条件 - 


で 個体 密度 。 ヵ だ け 変 えて 栽 培 する と き に は 』『 
平均 個体 重み と p と の 間 に 時 間 ご と に 成り 立 
つ 次 の 関係 式 を 指す : 1/w=Apt+B 
ミツ ドコ ー カ ノ ベ キ ジョ ー シ キ BED 
果 の 中 乗 式 [power equation of C-D ef- 
fect] 同種 ・ 同 齢 の 植物 個体 群 を 同じ 条件 
で 個体 密度 / だ け を 変え て 栽培 する ときには, 
平均 個体 重 ゅ と 。 と の 間 に w=Ko-* の 関 
係 が 時 間 : ご と に 成り 立つ 。 と の 式 を 指す 。 
だ と 。 は 時 間 に よ っ て 決 る 定数 , と くに Z は 
t=0 Ca=0, 成長 と と も に 大 きく ぐ なり, + 
分 成長 が 進む と a1 で 安定 する 。Z= ニ 1 の 
と き に は 収量 ? は y=wo=K=—E で , 
最終 収量 一 定 の 状態 を 示す 。 こ の 市 乗 式 は 密 
度 効果 の 逆数 式 の 経験 的 近似 式 で ある 。 
ミツ ド チ ョ ー セ ツ 密度 調節 regulation 
of population density] ある 地域 に すむ 
特定 種 の 個体 数 (密度 ) が た え ず 変動 じ な が ちら 
ゃ 長期 間 を 通し て みれ ば 一 定 の 平均 レベル を 
保つ 傾向 が か ある の は , 密度 が 増加 し すぎ れ ぽ ば 


- 増加 を 抑制 し , 減り すぎ れ ば 増殖 を 促進 する 


負 の フィ ー ド バッ ク 的 な 機構 に よ ぅ で 密度 の 
平衡 が 保 た れる か ら で あ る と 考え 々 , ほれ を 密 
度 調節 と 呼ぶ 。 調 人 節 の 機構 は 一 般 に は 高密 度 
で 死亡 率 移出 率 を 高め た り , 増殖 力 を 低下 さ 
せ , 低 密 度 に な る と その 作用 が 弱く な る 密度 
依存 要因 (過程 ) の 働き に よる と され て いる 。W 
この 考え に は 一 部 に 今 な お 根強い 反対 も ある 。 

ミツ ド ト ー ギ ョ ハン ノー 容 度 統御 反応 


[density-governing reaction] 個体 群 が | 


環境 と の 関連 に お いて 一 定 の 平衡 状態 を 保 と 


5 と する 機構 を Nicholson(1954, 758) は ほ 密度 統 


御 反応 と 名 づけ た 。 密度 調節 と ほぼ 同義 ぁ 
字 密 度 統御 要因 


ミツ ド ト ー ギ ョ ヨー イン 密度 統御 要因 


[density-governing factor] Nicholson" 
G954 ほ か ) は 独特 の 用 語 を 用 いて C MBA BORE 
を 論じ た が , これ も その 一 つ で 密 庶 依存 要因 
に 近い 意味 を も つが , 彼 は 密度 依存 要因 の 用 
語 人 に 混乱 が あり , 個体 群 の 増殖 率 を 抑制 する 
上 に ほとん ど 頁 献 し て いな い 要 因 や みか け 上 
密度 依存 的 効果 を 生じ る 要因 が この 語 に 含ま 
れる た め , 真 に 密度 調節 ( 彼 は 密度 の 統御 と 呼ん 
だ ) に 関連 する 環境 要素 ( 彼 の 言う requisite) を 
密度 統御 要因 と 呼ん だ 。 し た が っ て 種 内 競争 
の よう な , 過程 で は な く , 個体 群 増殖 を 抑制 
要因 と し て 働く 場合 の 食物 ・ 空 間 あるいは 
天敵 類 が 密度 統御 要因 と いう こと に な る 。 現 
在 で は Nicholson の 用 法 は 一 般 的 に は 使用 さ 
れず , ある い は より ルー ズ な 意味 に 用 いら れ 
る こと が 多い 。 

ミツ ドド クリ ツ ヨー イン 密度 独立 要因 
[density independent factor] ある 要因 
の 作用 の 強 さ (死亡 率 あ る い は 個体 あたり の 平均 
効果 ) が 個体 群 密度 と 関係 な く 変化 する 場合 、 
その 要因 (過程 process) を 密度 独立 要因 と いう 。 
気候 要因 は この 種 の 作用 を 及ぼ す 場 合 が 多い 。 
密度 独立 要因 は 密度 の 平均 レベ ル を 決め る 上 
・ に 重要 で , また 平衡 密度 か ら の 変動 を 生じ し さ 
せる 原因 と な る こと と が 多い 。 

ミツ ド ヒ レイ ヨー イン 密度 比例 要因 
[density-proportional factor] Odum 
(1953) は 個体 群 密度 に 関係 な く 同 じ 割 合 の 死 
亡 を 生じ させ る 要因 の 作用 を 密度 比例 的 と 呼 
び , 密度 いか ん に 関わ ら ず 一 定数 の 死亡 を 生 
じき させ る 作用 を 密度 独立 的 と し た 。 前 者 は 一 
般 に は 密度 独立 要因 と 呼ば れ て いる 作用 形式 
で あり , 後者 は 密度 逆 依存 的 作用 に 含ま れる 。 
密度 に 関連 し た 死亡 要因 の 作用 は 率 の 変化 に 
よっ て 類別 する こと が 定着 し て いる の で , 混 
乱 を 招く Odaum の 用 法 は 使用 し な いこ と が 望 
まし い 。 Odum 自身 も その 後 (971) この 考え 
は 撤回 し た よう で ある 。 兄 密 度 依存 要因 , OF 
度 逆 依存 要因 , 密度 独立 要因 

ミツ モリ ホー 見積 り 法 [ocular esti- 
mation (by plot)] 広大 な 草地 を 対象 と し 
た 場合 の 草地 調査 法 の 一 つ で , 家畜 に よる 採 


ミン デル ヒ 373 
Rie’ BW CHS WIR CEM SHARKS 
れる 方 法 。 

ミド リノ カク メイ MOB [green re- 
volution] 多 収 穫 品 種 の イネ , いわ ゆる 奇 
跡 の イネ miracle rice を 栽培 する こと に よっ 
て 収量 を 飛躍 的 に 増大 させ た こと 。 ム ギ ・ ト 
ウ モ ロ ュ ン の 場合 に も 用 いる 。 

ミナ ミ カイ キ セ ン 南 回 帰 線 [(the) 
tropic of Capricorn] OF 

ミヤ ベ セ ン 宮部 線 [Miyabe's line] 
エト ロフ 海峡 に 引 か れ た 東亜 温帯 区 系 域 と 
亜 寒 壮 と の 間 の 植物 地理 学 上 の 境界 線 。 館 脇 
(1932) に よる 。 

ミュ ラー ギタ イ 一 一 擬態 [Mrsllerian 
mimicry] Miller に より 報告 され た 擬態 。 
ハチ の よう に 捕食 者 に 嫌 わ れる 2 種 ま た は そ 
れ 以 上 の 動物 が 互い に よく 似 た 警戒 色 を も つ 
収 仏 現象 。 捕 食 者 が 警戒 色 を 学習 する の を 容 
易 に する 効果 が ある と され る 。 し か し 擬態 者 
は いずれ も 有毒 ・ 不 諾 な も る の な の で , 捕食 者 
を だ まし て は いな い 。 そのため, Wickler の 
定義 に 従え ば これ は 擬態 で は な い 。 

ミヨシ マナ プ 三好 学 , 1861~1939 1895 
年 より 東京 状 大 教授 , 植物 生理 学 の 講座 を 担 
当 し て 植物 生態 学 も 講 し た 。1894 年 の 著 「 欧 
州 植物 学 輸 近 の 進歩 」 で 当時 隆盛 で あっ た 
OPflanzenbiologie を 紹介 , 植物 生態 学 と 訳 
し て 初め て わが 国 に 生態 学 な る 語 が 使わ れる 
よう に な っ た 。 以 降 そ の 教育 と 論 著 に よる 生 
態 学 の 普及 発展 は 目 ざ ま し く 「 植 物 学 講義 」・ 
「 植 物 生態 美観 」・「 日 本 植物 景観 」・「 普 通 植 
物 生態 学 」 な どの 名 著書 を 執筆 し , 一 方 , 初 
め て わが 国 の 天然 記念 物 保護 に 関す る 調査 研 
究 を 推進 し た 。 

ミリ ヨ ー リ ン 未 利用 林 [forest still 
not exploited] OMRH 

2299 ショク プ ツ ガタ 民族 植物 学 
Lethnobotany ⑩⑥Ethnobotanik] 民族 の 
生活 方 式 と 植物 と の 具体 的 な 関連 を 研究 する 
分 野 。 

ミン デル ヒ ョ ー ガ キ 一 一 氷河 期 [Min- 
del glacial period] 洪 積 世 中 期 に ヨー ロ 
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ッ パ アテ アル プス で ギュ ン ッ 氷河期 に つい で 起 っ 
た 氷河 期 で 第 二 氷 河 期 と も いう 。 フ ェ ノ スカ 
ンジ ナビ ア の エル スタ ー, 北ア メリ カ の カン 
ザン 氷河 期 に 対比 され る 。 日 本 で は 正確 に は 
わか っ て いな い 。 や ギュ ン ツ 氷河 期 


ミン デル - リ ス カン ピ ョ ー キ 間 氷 期 


[Mindel-Riss interglacial period] 第 
二 間 氷 期 と も い う 。 ミ ン デ ル - リ ス 両 氷 期 の 
間 の 温 懇 な 海 進 時 代 で , 約 36 万 年 前 。 ョ ー ロ 
ッ パ で は ハイ デル ベル グ 人 が 知ら れ , 日 本 で 
は 群馬 県 の 桐生 付近 まで 古 東京 落 が 浸入 し 関 
東平 野 の 大 部 分 は 海 侵 を 受け た 。 


II 


ムイ オー コー ショ クサ イキ ン 無 硫黄 紅 
色 細 菌 [non-sulfar purple bacteria] 
嫌気 的 条件 下 で 乳酸 ・ 脂 肪 酸 を 水素 供与 体 と 
し て 光合成 を 行う 土壌 ・ 水 中 の 光合成 細菌 の 
一 種 。 し か し 暗 所 で は 好 気 的 に 有機 栄養 を 行 
Cee Cat bs 

ムイ シキ テキ トー タ 無意識 的 海 汰 Lan- 
conscious selection] 無意識 的 に , より よ 
いも の を 得 た いと いら 希望 を も っ て 行わ れる 
一 種 の 人 為 海 汰 で 家畜 ・ 作 物 に 多い 。 Dar- 
win の 人 造語 。 

ム エ ン タン 無煙 戻 [anthracite O 
Anthrazit ®anthracide | 

ムカ ゴ GAC [bulblet, cormlet, pro- 
pagule] 軸 上 に 生じ た 芽 が , や が て 軸 と の 
連結 が 切れ て 種子 ・ 果 実 の よ うに 別 の 個体 の 
出発 点 と な る も の 。 propagule は も っ と 広い 
意味 で 繁殖 に あず か る 種子 ・ 果 実 も 含め た 繁 
殖 子 を 総称 する 場合 も ある 。 子 球 ・ 珠 芽 ・ 肉 
芽 ・ 木 子 。 

ムキ エイ ヨー 無機 栄養 [lithotrophy, 
mineralonutrition ①Lithotrophie] 有 
機 物 を 必要 と せ ず , 無機 物 と くに CO。 か ら 自 
身 の 体 の 有機 物 を 合成 し うる 栄養 型式 。 独 立 
栄養 と 同義 。 同 化 の た め の エ ネル ギー を 光 に 
た よる 光 無 機 栄養 photolithotrophy と 無機 物 
の 酸化 に よる 化学 無機 栄養 chemolithotrophy 
に 分 けら れる 。 

ムキ エイ ヨー サイ キン 無機 栄養 細菌 
[autotrophic bacteria Mautotrophie 
Bakterien 
三 自 大 細菌 

ムキ エイ ヨー セイ プ ツ 無機 栄養 生物 
[autotrophic organism] 王 自 養生 物 

ムキ カ 無機 化 [mineralization OMi- 
neralisation] 有機 物 の 分 解 decomposition 
の うち も , 無機 物 に まで 到達 する 場合 を いう 。 
生態 系 に お いて は , 一 次 生産 者 な ど へ の 無機 
栄養 素 の 供給 の 過程 と し て 重要 で ある 。 


®bactéries autotrophes] 
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ムキ コキ ュー 無 気 呼吸 [anaerobic 
respiration Manaerobe Atmung ©® 
respiration anaerobe] 分 子 状 の 酸素 以外 
の 酸化 物質 (水素 受容 体 ) に よる 呼吸 。 嫌気 的 呼 
吸 。 無 酸素 呼吸 。 
ムキ シ ツ ジュ ンカ ン 無機 質 循環 [min- 
eral cycling] 生物 を 中 心 に し て 無機 体 か 
ら 有 機体 へ 、 そし て 分 解 さ れ て 再び 無機 体 へ 
と 無機 質 が 循環 する 現象 。 
ムキ ン バ イ ヨー 無菌 培養 [aeepuic cul- 
ture] 深 類 ・ 原 生 動物 な ど を 培養 する 際 人 に 
細菌 の 混入 を 防い で 行う 。 
ムコ ー ス イプ ブン 無効 水分 [non-availa- 
ble water Onicht erreichbares Wasser] 
植物 の 根 が 吸収 する こと の で きた ない 状態 の 水 
分 。 ま た は 植物 が 永久 峰 凌 に 入っ た と き の 土 
EKA. 
ムコ ー ソ ー 無 光 層 Laphotic zone © 
aphotische Zone] ABI ORK. 
① 補 償 深 度 よ り 深い 水 層 で , 清澄 た 海域 で は 
お よそ 80~150m 以深 。② 生 物 に 影響 を 及ぼ 
し た り 感 じ ら れ た りす る よう な 強 さ の 光 は も 
は や 水面 か ら は 到達 し な い 深 さ の 暗黒 の 水 層 
で 。 清澄 な 海域 で は お よそ 200~1000m 以深 。 
ム サ ク イ チュ ーシュ ツ 無 作為 抽出 [ran- 
dom sampling] 一 任意 抽出 
ム サ ク イ ヒ ョ ー ホ ンチ ュー シュ ツ RE 
為 標本 抽出 [random sampling] 任意 
抽出 
ム サ ン ソコ キュ ー 無 酸 素 呼吸 [anaer- 
obic respiration] 三 無 気 呼吸 
ム サ ン ソ セイ ブツ 無 酸素 生物 [anoxy- 
biont] 生活 の た め の 酸 素 要求 が きわ め て 低 / 
い 生 物 。 | 
ムシ ガタ $3BH [apterous form, 
wingless f.,aptera(e)]) アブ ラム ン 類 な ど 
EBRAORRICIL, MMH - AMMO 2 型 を 
も つも の が ある 。 
ムシ コ プ 虫 こ ぶ が [insect gall Oln- 
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sekten-Galle] ‘82\\(@. BROF#Ic 
よっ て その 部 位 の 植物 の 組織 が 異常 を 起 し , 
細胞 の 異常 分 裂 や 肥大 な どの 結果 こぶ 状 に 変 
化し た も の 。 ア ブラ ムン 類 ・ タ マズ バチ 類 に は 
虫 こ な を つく る も の が 多い 。 

ムシ ノ , #@%O (apterous, wingless] 

ムシ ュー キ セ イ 無 周期 性 [aperiodicity」 

ムジ ョ ー ケ ン テ キ 無 条 件 的 Lobligato- 
ry, obligate Ostrikt] ある 生物 に と っ て 
ある 条件 ・ 状 態 な ど が 必要 不可 欠 の も の で あ 
る こと 。 偏 性 ・ 真 正 ・ 絶 対 約 な ど と も いわ れ 
る 。 

ム セ イ ゲン ゾー カ 無制限 増加 [an- 
checked increase(of population)] 個体 
数 の 無制限 増加 。 空 間 ・ 食 物量 に 制限 が な く 
密度 依存 的 な 増加 抑制 が 働か な い 条 件 下 で の 
指数 曲線 的 な 個体 数 増加 , いわ ゆる “ね ずみ 
算 ” 的 増加 を 意味 する 。 CANA AME 
- ム セ イ セイ ショ ク 無 性 生 殖 [asexual 
reprodnction Qungeschlechtliche Fort- 
pflanzung] 配偶 子 が 関係 し な い 生殖 様式 
の 総称 。 有 人 性 生殖 sexual reproduction の 対 
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ム セ イ フ ユ ー プ ブツ 無 生 浮遊 物 [tripton] 
デー トリ プ ト ン 

ム ソ ゾー キ カ ン 無 材 期間 [frostless sea- 
son] 終 痛 日 か ら 初 寅 日 まで の 靖 の 見 られ な 
い 期 間 。 紳 度 の 増加 に 伴っ て 無 句 期間 は 短く 
な り , 極地 で は 0 と な る 。 

ム ソ ー チ タイ RFakh (thermal zone, 
t. belt, frostless b.] 山腹 な ど で と く 代 降 
外 の な い 地 帯 。 こ の よう な 所 で は 斜面 に 沿っ 
て 帯状 に 外 害 の な い 植 生 を は っ きり と 見 る こ 
と が で きる 。 

ム テ イイ ウン ドー セイ 無 定 位 運 動 性 
[kinesis ⑩IKinese ⑤kinese, cinese ] 
キネ シス 

- ム ハイ シュ 無配 種 [agamospecies] 
無配 生殖 apogamy に 基く 子孫 は 形質 が 他 と 
混 じ ら ず 純 一 で ある の で , Turesson (1922) 
が 種 の 階級 と し て 扱っ た も の を いう 。 例 : ョ 
ー ロ ッ ズ の ハゴロモ グ サ ・ セ イ ョ ヨウ タン ボ ポポ 


9 だ だ 。 

ム ピ ビ エン REE [ape] 類人猿 。 尾 が 全 
く な いか , あっ て も ご く 短 か いも の 。 つ まり 
tailless monkey を , monkey に 対し て ape と 
いう ら 。 こ の 用 法 に 従え ば , 類人猿 <・= ホ ン ザ 
ル な どの よう に 尾 の 短い サル は ape と 呼ば れ 
る 。 また 類人猿 anthropoid だ け に 限定 し て 
用 いる 場合 も ある 。 この 場合 に は , greater 
ape 大 型 類人猿 (リラ ・ チ ン バ パン ジー・ オ ラン 
ウー タン ・ シ ャ マン グ ) と , lesser ape 小型 類 
人 猿 ( テ ナカ ザル ) に 分 ける こと が ある 。 

ム ホ ー シ ノ 無 胞子 の [asporogenons] 
胞子 形成 菌 の 無 性 世 代 , また は 胞子 形成 の 認 
め ら れ な い 状 態 の こと 。 内 因 的 (遺伝 的 ) な 場 
AL, 外因 的 ( 穫 地 の 不適 ) な 場合 と が ある 。 

ムラ 村 [village] コミ ュ ニ ティ 

ムラ ガリ 群がり [assemblage, assem- 
bly] 多数 の 個体 が ある 場所 に 集合 し て いる 
が , それ ら の 個体 は そこ で は 多少 と も 独立 に 
勝手 な 行動 を し て いる 点 で 群れ school と 区 別 
され る よう な 状態 を いう 。 

ムル [mauli OMull ®mull) 温帯 の 草 
原 や 塩基 の 多い 落葉 樹林 下 に 生成 され る 腐植 
で , 分 解 が 盛ん で 林 床 に 有機 物 の 集積 ほ は 少な 
く , 酸性 も 高く な い 。A。 層 と Ai 層 の 境界 は 
明瞭 で な い 。 中 性 腐植 。 

ムレ 群れ [①flock @herd @troop ④ 
shoal, school ⑤pod ©krill] 多数 の 動物 
個体 の 集合 。 ①flock は と くに 鳥類 の 群れ に 
用 いる こと が 多い 。flock は また 汚水 処理 の 分 
野 で は 汚水 細菌 を 中 心 と する 微生物 の 群集 に 
浮遊 物 が 吸着 し た 塊 り を 意味 する 語 と し て 用 
いら れる 。②herd は 通常 有 踏 類 の 群れ を いう 。 
@troop (きた は group) FLA O MEIC AM 
化 さ れ た 社会 集団 の うち , 一 般 に は サイ ズ の 
大 きい も の を 指し , スペ シア の 単位 集団 を な 
す 。④ ぁ つう 遊泳 動物 に つい て , か な り 多 数 
の 個体 が 集 っ て 形成 する 集団 を いう 。 school 
は 摂 食し た り 移 動 し た り し て いる よう な 群れ 


' で , 各個 体 が ほぼ 同じ 方 向 に 一 緒 に な っ て 行 


動 し て いる こと を 意味 する よう に 区 別 さ れる 
こと が 多い 。⑤ と くに 各個 体 が 互い に 密接 し 


て 一 塊 り の よう に な っ た 状態 は 玉 pod と いわ 
れる 。⑯ 南 極大 陸 の 周辺 海域 な ど で 見 られ , 
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オキ アミ 類 の 大 規模 な 群れ は krill と いわ れ 
ae 


sae Sef To“ 


メイ アン ビン ホー 明暗 一 一 法 Llight 
and dark bottle method] 水中 の 一 次 生 
産 者 . と く 人 藻類 の 光合成 ・ 呼 吸 速度 の 測定 
に 野外 で 広く 用 いら れる 方 法 (一 次 生産 測定 の 
明暗 ビン 法 light and dark bottle method of es- 
timating primary production)。 容積 の わか っ 
た ガラ スピ ビン に 材料 を 入れ , 水中 の いろ いろ 
な 深 さ に 沈め て 一 定時 間 お き , 酸素 量 の 増 滅 
を ブラ ンク と の 差 か ら 算 出し て 純 光 合成 速度 
を 算出 する 。 ま た , アル ミ 箱 な ど で 包 ん だ 暗 
ビン を 同様 に セッ ト し て 呼吸 速度 を 同様 に 求 
め る 。 

メイ コキ ュー AAR [light respira- 
tion, photorespiration] 三光 呼吸 

メイ ジャ ー ハビ タッ ト Lmajor habitat] 
Elton(1949) は “Population interspersion” & 
いら エッ セイ の 中 で , 生態 学 的 な 調査 ecolog- 
ical survey の 究極 的 目的 は 「 あ る 地域 に 生活 
し て いる 生物 個体 群 間 の 動 的 な 関係 を 見 出す 
TEI で あり , その た め に 生息 場所 habitat の 
段階 的 構造 を 把握 する こと が 重要 で ある と 指 
摘 し た 。 上 の 「 あ る 地域 」 と は 森 ・ 砂 丘 ・ 湖 ・ 
河 の よう に その 内 部 で は 相互 に 強い 連関 を も 
つが , 隣 の 地域 と は ある 程度 明瞭 に 区 別 さ れ 
る よう な 大 きい 単位 の 生息 場所 で , これ を 
major h. と 呼ん だ 。 内 に 多く の 異質 性 を 含 
単位 で ,。 それ は ある 秩序 で モザ イク 状 繰 
返さ れる , より 小 単 位 の minor habitats か ら 
構成 され る 。 一 つの minor h. は 更に いく つ 
か の microhabitats に 分 解 可 能 で ある 。 た と 
えば 森林 で は 空間 的 に 間隔 を お いて 分 布 す る 
優 占 告 の 1 本 1 本 は minor h., 更に その 校 
や 葉 は microhabitat と いえ る 。 こ れ ら の 概念 
は 相対 的 な も の だ が , こう し た 生息 場所 の 構 
造 の 分 析 が , そこ に 生活 する 動物 の 種 ・ 群 集 
を より 具体 的 に と ら え る た め の 必 要 条 件 で あ 
る と Elton は 考え た 。 

メイ チョ ー 鳴 鳥 [song-bird] MER 
passerine birds D 5 DOME BH (Oscines ある 


い は Passeres) を いう 。 HE singing b. (i fal 
BAYREUTH OSL < BBEHELO, 

メイ テキ オー 明 適 応 [light adaptation 
OHelladaptation] 明 順 応 と も いわ れる 。 
視 感覚 に つい て , 明 所 で 時 間 が 経つ の に つれ て 
敗 し さ を 感じ なくなり , 強い 光 の も と で も 正 
常に 物体 を 識別 で きる ょ うに 視 感覚 が 低下 す 
人 だ 

メイ ド 明度 [value] ウマ ン セ ル 標 準 色 表 

メー サ [mesa OMesa ®mesa] テー 
ブル 状 の 侵食 地形 で , 表面 に は 堅い 地層 を も 
と 周囲 は 急斜面 で 切り 立つ 。 | 

メソ クラ イン [mesocline] 混 潤 冷温 の 
斜面 。Clements の 用 語 。 

メリ ソ シーア [mesosere] 中 世代 の 遷移 
系 列 。 裸 子 植物 の 全盛 期 な の で ギ ム ノ シー ア 
Cymneosere と も ゃ いう 。Clements の 造語 。 

メソ スペ シス [mesospecies] 種 の 生命 
環 の 一 段階 。 ネ オス ペ シ ス の 段階 の 次 に 分 布 
域 が 安定 し て , 個体 数 ・ 亜 種 数 と も に 多い 段 


階 の 種 を い う 。Dillon の 用 語 。 種 の 生命 環 


ツネ オス ペ シ ス , ユー スペ シス 

メタ ン セ イセ イ サイ キン 一 一 生成 細菌 
(methanogenic bacteria ®methanbil- 
dende Bakterien] メタ ン 発 酵 を 行う 細菌 。 
Methanobacterium, Methanosarcina 等 の 偏 
性 嫌気 性 細菌 が 代表 的 。 

メタ ン ハ ッ コ ー 一 一 発酵 [mwethane fer- 
mentation ①Methangarung」 代謝 終 産物 
と し て メタ ン を 生成 する 発酵 の 形式 。 ギ 酸 ・ 
酢酸 等 の 有機 酸 や 炭酸 が ス か ら メ タン が 生成 
され る 。 水田 ・ 沼 地 ・ 汚 濁 の 進ん だ 河川 ・ 下 
水 処理 過程 な ど で は , 多量 の 有機 物 の 存在 に 
より 嫌気 的 と な り , メタ ン 発 酵 が 起 る こと が 
多い 。 
メ ツ ギ 芽 接 ぎ [budding] 親 木 か ら 採 


~ 取 し た 新芽 を 台 木 に 接 ぐ 方 法 。 


メ バ エ . FER (seedling OKern- 
wuchs, Keimling, Samling ®semis] 


実生 苗 ・ 種 子 か ら 発芽 し た ば か り の 植物 群 。 
メー ビ ウ ス Médbius, Karl, 1825~1908 
ドイ ッ の 動物 学者 。 キ ー ル 大 学 動物 学 教授 。 


著書 Die Auster und die Austernwirthschaft 
(1877) の 中 で , ヵ カキ 漁場 に 生息 し て いる 生物 


は 互い に 結ば れ 合 っ て 共同 体 を 成 し て いる と 


見 ちら れる と し , これ を ビオ ツ ェ ノ ー シ ス Bio- 


coenosis (HS\42XOBiocbnose) ある いせ は 生活 
地域 自治 体 OLebensgemeinde と 名 づけ , 群 


_ 集 概念 の 先駆 を な し た 。 


_ メラ ニズム [melanism] 体 表 ・ 羽 毛 な 
ど に 色 が 沈着 し て 黒 化す る こと 。 

メリ アム ノ セイ プ ツ プン プ タ イ 一 一 の 
生物 分 布 帯 [Merriamy's life zones] Mer- 


riam が アリ ゾ ナ の 山地 を 調査 し 890), 高度 


と と も に 生物 相 が 変化 する こと に 着目 し て 区 
分 し た 五 つ の 帯 。 そ の 原因 を 温度 に 求め 気候 
条件 か ら 生物 分 布 を 説明 する 立場 の 先駆 と な 
っ た が , 乾湿 条件 を 無視 し た た め に その 後 批 
判 さ れ た 。 避 生活 帯 

メン エキ 免疫 (immunity OImmuni- 
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tat ⑤⑥immaunite] 生物 体 が , 特定 の 毒物 
質 ・ 病 原 体 に 対 し て 強い 抵抗 性 を も ね つこ と 。 
これ は , 体内 に ある 抗体 が 毒物 質 ・ 病 原 体 と 
結合 し て 毒性 を 弱め る た め と 考え られ て いる 。 
メン ジョ ー シン ショ ク 面 状 侵食 [sheet 
erosion, sheetflood e. MSchichtflut- 


‘spilung] 三 層 状 侵食 


メン セキ ケイ 面積 計 [planimeter ① ~ 
Planimeter ⑤planimetre] プラ ニ メ ー 
ター。 機械 的 に 面積 を 測定 する 装置 。 

メン セキ ホー ケイ ク ホ ー 面積 方 形 区 法 
[area(-Hist) quadrat method] 方 形 区 内 
に 入っ た 植物 種 の 種 名 リス ト と 各種 の 占め る 
基底 面積 を 評価 する 法 。 

メン デル シュ ー ダ ン ー 一 集団 [Men- 
delian population @Mendelsche Po- 
pulation] 集団 遺伝 学 で 対象 と する 基本 的 
な 個体 群 。 そ の 中 で は 雌雄 の 交配 が 自由 で , 
各個 体 は ある 共通 の 遺伝 子 給 原 gene pool を 
分 か ちあ い , それ ぞ れ の 遺伝 子 型 を 作る こと 
が で きる 。 最 大 の 基本 集団 は 種 で ある 。 
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モー カン スイ 毛管 水 [capillary water 
OKapillarwasser ®eau capillaire] 土 
壌 中 に 含ま れる 水分 の うち 土壌 粒子 の 間隙 に 
毛管 力 に より 保 持 さ れ て いる 水分 。 そ の 量 は 
土壌 粒子 の 大 き さ と 団 粒 構造 に よっ て 決 る 。 

モー カン バイ ヨー ホー 毛管 培養 法 Lcap- 
illary method OKapillarmethode] 
RERMETCV> LiL ER RUERA WORBED 
ー つ 。 毛 細管 の 中 に 菌 と 培地 を 流し 込ん で 培 
養 す る 。 

モー カン ポテ ン シ ャ ル 毛管 一 一 [capil- 
lary potential] 単位 質量 の 土 か ら , 単位 
質量 の 水 を 引出 す の に 要する 仕事 の 量 。 

モー キン 猛 高 [bird of prey ORaub- 
Yogel] 比較 的 大 型 の 硝 槍 動物 を 捕食 し て 生 
活 す る タカ ・ ツ ワン シ 等 の 鳥類 。 

モク カ Att [lignification ] 

モク ザイ セン コー シャ 木材 容 孔 者 
[wood-borer] AMFILR. HKOM MIC 
侵入 し 孔 道 を 作っ て 生活 する 動物 。 例 : カ ミ 
キリ ムシ ・ ゾ ウム ジ ・ キ クイ ムシ ・ コ ユウ モリ 
ガ な どの 幼虫 。 

モク シ ツ プ 木質 部 (xylem OXylem 
⑤xyleme] 三木 部 

モク セイ カホン AERA [cane] 例 : 
タケ ・ ト ウ な ど 。 

モク セイ シダ 木 生 一 一 [tree fern O 

mfern] 熱帯 ・ 亜 熱帯 に 多い 茎 が 木 化 

た シダ 。 へ ゴ ・ マ ル ハ チ な ど が 沖縄 ・ 小 等 
原 な ど 低 山岳 部 に 生育 し て いる 。 

モク テキ ロン 目的 論 [teleology] 生命 
現象 に 目的 が ある と する 説 で , Aristoteles は 
目的 因 causa finalis を あげ た 。 19 世紀 後半 
DV db? 6 BCLS Cit, 生態 的 現象 に つ 
いて の 目的 論 的 な いし 擬人 的 解析 が 試み られ 
た 。 こ うし た 目的 論 的 な 行き 方 を 克服 する こ 
と に よっ て , 現代 生態 学 が 成立 し た 。 

モク ヒ ョ ー ソー セイ 目標 走 性 [telo- 
taxis DTelotaxis ®télotactisme] 保 目 


BEL 5. AA FMRXALDSAEOMD 
で , あたかも 目標 に 向う か の よう に 一 つの 刺 
BLA ( 光 点 ) に 向っ て , 定位 ・ 前 進 す る 走 光 性 
の 一 形態 。 

E77 木 部 [xylem OXylem ®xyle- 
me] 38% * (G8 > AGpMAE - RAM 


より な る 復 合 組織 。 木 質 部 。 


モク ホン ショ ク プ ツ 木 本 植物 Lwoody 
plant @Holzpflanze, Holzgewachse 
®arbore] 木 部 の 発達 が 著しく 多年生 の 地 
上 また 地下 器官 を も つつ 植物 。 

モー ケン チ 盲 験 値 [blank value] 
ツウ プ ラン ク テ ス ト 

モザ イク ショ クセ イ 一 一 植生 [mosaic 
vegetation] 二 つ 以 上 の 植生 が 不 規則 に モ 
ザイ ク 状 に 並ん で いる も の 。 

モデ ル [model] 数 学 モ デル の う も 変数 
が すべ て 確定 変数 で , か 関係 式 や 境界 条件 
(変数 の 変動 許容 範囲 を 規定 する ) に 含ま れる 係 
数 が すべ て 定数 で ある よう な モデ ル を 決定 論 
的 モデ ル deterministic model と いう 。 つ ま 
りあ る 特定 の 条件 を 与え た と き の 母 集団 値 は 
一 定 に な る 。 し か し 多く の 生態 的 現象 に は 確 
率 過程 stochastic processes が 含ま れ , 一 定 
の 初期 条件 を 与え て も 母 集 団 値 自体 が ある 範 
囲 内 で 確率 的 変動 を する 。 条 件 変数 の いずれ 
か , ある い は 関係 式 や 環境 条件 を 規定 する 係 
数 の いずれ か が 確率 変数 と し て 与え られ た モ 
デル を 確率 論 的 モデ ル s. model と いう 。 生 
態 学 に お いて 確率 論 モ デル の 発展 は 望ま し い 


こと だ が , 理論 的 考察 な ど に は 決定 論 モ デル ~ 


で 十分 な 場合 も 多い 。 


モー ド [mode] ある 変量 の 度数 分 布 が 


与え られ て いる と き , 最大 の 度数 を も つ 変 量 
の 値 。 
モト ゴ ェ 基肥 (basal fertilizer] 基肥 


「( キ と ) 植物 栽培 の 際 に , 播種 ある い は 移植 前 


に あら か じ め 土 壌 に 与え る 肥料 。 
モナ ド ノ ッ ク [monadonock] 三 残 丘 


> 


モバ 藻 場 [sea-weed bed] 沿岸 の 浅 
い 海 区 に 海草 が 密生 じ て い る 場所 を 指す 日 本 
の 漁業 者 の 地 孝 用語 で , ふつ う は アマ モ 類 の 
生育 し で いる も の (7 + £8 Zostera bed ある い 
(L77EHZ. belt) を 指す 。 ホン ダ ワ ラ 類 の 
繁蔵 し て いる 場所 は ガラ モ 場 Sargassum bed 
と いわ れる 。 

モ ホ ー コー ドー 模 條 行動 Limitation 
⑥irmaitation] 他 の 動物 の と っ て いる 行動 を 
認め て 意識 的 に 真 公 る こと 。 チ ン バ ペン ジー な 
どの 高等 動物 が 人 の し ぐさ を 真似 た りす る の 
は 代表 的 な も の で ある 。 し か し 群れ を な す 動 
物 の 中 の 1 匹 が 逃げ 出す と , それ に つら れ て 
他 の 個体 が 逃げ ば だ し た り , 餅 を つつ いて いる 
親 為 に 習っ て 雛 が 餌 を つつ く よ う な 行動 は 模 
僚 で ほ は なく , 同じ 生理 的 気分 の 誘発 に よる も 
の で あり , McDougall に よっ て 共感 的 誘発 と 
呼ば れ た 。 

モデ サテ シュ ハン ノー ー 一 反応 
[Molisch’s reaction (@Molisch Reak- 
tion @®réaction de Molisch] アミ ノ 糖 
以外 の 炭水化物 の 検出 に 用 いる 呈 色 反応 。 

モル [mor OMor ⑤⑥mor] 寒冷 地 の 
針葉樹 林 や Ca BCSLWLRICASHAB 
植 で . ぁ ふつ 2 連続 し た 厚い 有機 物 層 が 地表 を 
覆い , A。 層 と Ai 層 の 境界 は , は っ きり し て 


ee ee 


いる 。 pH3~6.5 ぐら いで 水 に 易 落 性 の フル 
ボ 酸 が 多い 。 粗 腐植 は 主 に モル か ら 成 る 。 酸 
性 腐植 。 史 粗 腐植 

モル セイ チョ ー コー リツ 一 一 成長 効率 
(molar growth yield] 1 モル の 基質 を 
材料 と し て 生物 体 が 乾燥 重量 と し て どの くら 
い 合成 され る か を 表す 効率 。 主 に 徴 生物 学 で 
用 いら れる 概念 。 

モレ ー ン [moraine] =x#F 
.- モロ ゾ ブ フ Morozov, Georgii Fjodorovich, 
1867~1920 ツ 連 の 森林 生態 学者 。 今 世紀 に 
入っ て ツ ソ連 で 初め て 林 学 の 理論 的 基礎 を 確立 
Lic. 森林 は 植物 ・ 動 物 ・ 徴 生物 ・ 無 機 的 環 
境 と の 統一 体 と し て 把握 すべ きだ と し , 林 学 
の 基礎 を 植生 ・ 基 礎 土 壌 学 に 関連 させ , 森林 
の 生態 学 的 研究 の 重要 性 を 強調 し た 。 く < 主 著 > 
Die Lehre vom Walde, 1928, 2 版 1959。 

モン スー ン 三 季節 風 

モン スー ン リン 一 一 林 [monsoon for- 
est ⑩Monsunwald] 多雨 で し か も 雨量 に 
著しい 季節 変化 の ある 熱帯 モン スー ン 気 候 の 
も と に 成立 する 森林 で , 林 床 は 低木 か ら 成 る 。 
樹 等 は 連続 し て 林 冠 を 作り , 樹高 る サバ ン ナ 
林 よ り 高く , 高木 密度 も 大 きい 。 乾期 に は 全 
林 落 葉 す る 。 ・ 


[monsoon ] 
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ヤ ガ イシ ケン BRR (field experi- 
ment] 三野 外 実験 

ヤ ガ イ ジッ ケン 野外 実験 [field expe- 
riment  ①DFeldyersnch, Feldexperi- 
ment (®expériment an champ] 温度 
や 光 そ の 他 の 条件 を ュ ン トロ ー ル する 実験 室 
ASE laboratory experiment に 対し て , 実 
験 計画 法 experimental design に 基 い て 野外 
で 行 実験 。 処 理 区 の ラン ダム な 配置 と 反 
復 に よっ て 確率 的 法則 を 導く も の で , Fisher 
(1930) が 創始 し た 。 野 外 試験 ・ 園 場 試験 。 

ヤ ガ イ チョー サ HM (field sur- 

vey 」 

ヤ カ シ タ 野 化 し た [feral] 栽培 ある い 
は 飼育 し て いた も の が 逃げ 出し て 野生 化す る 
Bide 

ヤカン イド ー 夜間 移動 [noctnrnal mi- 
gration] ARR, 動物 プラ ンク トン が 表 水 
層 へ 移動 し た り , 餌 を 追っ て 魚類 が 移動 する 
こと 。 陸 上 に お いて も ネズ ミ ・ ダ ン ゴ ムシ な 
ど 夜 問 活動 性 の 動物 た ちの 移動 する こと 。 

ヤキ ツチ 焼き 土 [heating sotl] 

ヤキ ハタ ノー コー 焼畑 農耕 (slash and 
burn agriculture, shifting cultivation 
⑥Brandfeidbar] 草木 を 焼却 し て 耕地 を 開 
き , その 灰 を 唯一 の 肥料 と し て 耕 件 する 農耕 


方 式 。 地 力 の 消耗 が 早い の で 1 3 年 ご ど と に , 


耕地 を 変え ん る ろ る の が あぁ ふつう で ある 。 ま た 焼畑 農 
耕 を し て いる 集団 で は , ある 年 限 が た つと 部 
落 ご と 移動 する 例 も み ら れ る 。 根 茎 類 ・ 雑 殻 
類 の 栽培 を 主 と す る 。 OBMRH 

ヤク ガイ 薬害 [crop injury by che- 
micals] 農薬 な どの 濃度 を 誤っ て 用 いた た 
あめ 作物 が いた ん だ り 枯 死す る こと 。 

ヤク ザイ サン プ 薬剤 散布 [spraying] 

ヤク リソー & (discontinuity layer] 
成層 を 成 し て 積み 重なっ た 水 塊 の 境界 の よう 
に , ある 物理 ・ 化 学 的 条件 が 垂直 的 に 急激 に 
変化 し て いる 所 。 


ヤケ アト キン ルイ 焼け 跡 菌 類 Lfire- 
place fungus, pyrophilous f.] 落葉 焼 
き の 跡 な ど に よく 出 て くる 菌類 。 HEC 
fireplace moss も ある 。 

ヤケ イ 野 渓 [yild stream OWild- 
bach] 集 水域 の 山腹 が 荒廃 し , 表面 侵食 な 
CCL > CORE FL Lice ie Lic 
Vt. Wt. 計 

ヤケ ドア ト Xm Cburn scar] 野火 
跡地 で 再生 し た 草 の 葉 ・ 葉 輸 で みる 火傷 跡 。 

ヤ コ ー セ イ 夜行 性 [noctarnal] 夜間 
活動 性 。 昼 行 性 diurna1 の 対語 。 ご 夜行 動物 

ヤ コ ー ドー プ ブツ 夜行 動物 [noeturnal 
animal) 昼間 休憩 し , 夜間 に 採 食 ・ 生 殖 な 
どの 活動 を 行う 動物 。 こ の よう な 生活 様式 を 
夜行 性 nocturnalism と いう ら 。 夜行 性 の 種 に 
は 単独 行動 者 が 多い 。 _ 

ヤジ ュー ボク ヤ 野獣 牧野 [game pas- 
ture OWildweide] シカ ・ カ モン シ カ な ど 
大 型 の 野獣 の 食 草 地 。 

ヤジ ル シ モ シ キズ 矢印 模式 図 [OPfeil- 
schema] 遷移 や 植生 の 推移 の 図示 に 用 いら 
れる 図式 法 (Aichinger な ど )。 

ヤセ イカ コタ イ ゲ グン 野生 化 個体 群 [fer- 
al population] £E. P. Odum(1971) は 生物 
の 飼養 化 domestication に 関連 し て Brisbin の 
見 解 を 引用 し , 将来 の その 個体 群 の 遺伝 子 プ 
ー ル の 構成 が 自然 海 汰 と 突然 変異 の 相互 作用 
(に 全く 依存 する と 考え られ る も の を 野生 個体 
群 wild population, 何 ら か の 人 為 海 汰 の 影響 
下 に あっ て コントロー ル さ れ て いる ゃ もの を 飼 
養 個体 群 domestic p. また 一 た ん は 人 人為 海 激 
の 対象 に な っ て いた が 現在 は 再び 自然 海 汰 の 
影響 下 に ある も の を 野生 化 個体 群 と 呼ん だ 。 

ヤセ イシ ュ 野生 種 [wild species] 
の 自生 種 

ヤセ イセ イプ ツ カン リ 野生 生物 管理 
[wildlife management] wildlife に は 野生 
の 動植物 全般 を 含め る べき だ が , ぁ ふつ ら は 野 


“Fl 
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生 鳥 獣 を 指す 。 し た が っ て w. management 
は 野生 の 鳥獣 を 絶滅 か ら 守 り , その 個体 群 レ 
ベル を 適当 な 高 さ に 保つ た め の 管 理 技術 を 意 
味 す る 。 野 生 鳥 獣 管理 。 

ヤセ イチ ョ ー ジ ュー カンリ 野生 鳥獣 管理 
[wildlife management] 三野 生生 物 管理 

ヤ ヒ ョ ー セ イ フ ユ ー セ イプ ツ 夜 表 性 浮遊 
生物 [nyktipelagic plankton] 夜間 に の 
る 水面 付近 に 浮上 し て くる 浮遊 生物 。 

ヤ ヒ ョ ー セ イプ ラン クト ン 夜 表 性 一 一 
(nyktipelagic plankton] 三 夜 表 性 浮遊 生物 
- ヤ プ & (Mbush OGebiisch ②brake] 
④ 表 状 低木 群落 の 相 観 的 名 称 。② タ ケ ・ ト ウ 
な どの 密生 し た 群落 。 

ヤ プ ツ バキ クラ ス [Camellietea ja- 


ponicae] わが 国 の 常緑 広葉 樹林 の 植物 社 
会 学 的 最高 群落 単位 。 標 徴 種 に 常緑 植物 の ヤ 
ブッ バキ ・ ス ダ ジ イ ・ ヒ サカ キ ・ テ イカ カズ 
ラ ・ ヤ ブ ュ ウッ ジ ・ ベ ニシ ダ な ど を 有する 。 潜 
在 自然 植生 が ヤブ プッ バキ クラ ス 林 の 地域 を ヤ 
ブッ ズバ キ クラ ス 域 と いい , 東北 南部 ・ 本 州 中 
部 で 海抜 約 700m 以下 が これ に あたる 。 
- ヤー マウ ス カン ピ ョ ー キ 間 永 期 
[Yarmouth interglacial period] 北米 
KEO-MAMC, カン ザン 氷 期 ・ イ リノ イ 
アン 氷 期 の 間 。 ミン デル - リ ス 間 氷 期 に 対比 
SNS. ツ ⑦ ミ ン デ ルー リス 問 氷 期 

ヤマ カジ Wks [forest fire ①Wald- 
brand] 三森 林 火 災 
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ユー イシ ャ 優位 者 [dominant] OB 

序列 
” 。 ユー イ - レ ツイ 優位 - 劣 位 [domimance- 
subordinance] 集団 生活 を 営む 動物 の 個 
体 間 に 順位 dominance rank が 存在 する とき, 
優位 者 dominant の 占め る 社会 的 地位 social 
status と その 諸 属 性 を dominance, 劣 位 者 
subordinate の 占め る 社会 的 地位 と その 諸 属 
性 を subordinance と い 5, 優位 - 劣 位 現 象 
は 一 般 に 硝 椎 動物 の 社会 に 見 られ る が , アシ 
ナガ ズバ チ な と 社会 性 昆虫 に も 認め られ て いる 。 

ユー イン 誘引 [attraction] 

ユー ュ コイル 。 カッ シラ 誘引 物質 [attrac- 
tant] 昆虫 ・ 鳥 獣 等 の 感覚 器 に 作用 し 誘引 作 
用 を 示す 喫 物質 で , 定着 因子 (定着 物質 ) arres- 
tant と は 区 別 さ れる 。 人 性 誘引 物質 ・ 食 物 誘引 
物質 ・ 産 卵 誘引 物質 等 の 種類 に 分 けら れる 。 

ユー エイ シャ フ ユ ー セ イプ ブツ 遊泳 者 浮遊 
生物 [nektoplankton] 浮遊 生活 の た め の 
形態 的 特性 な ど を 発達 させ て いて , 遊泳 力も 
ある 小型 の 遊泳 生物 。 ぉ ふつ ら は 浮遊 生物 に 含 
め ら れる 。 

ユー エイ シャ プラ ンク トン 人 遊泳 者 一 一 
[nektoplankton] 三 遊 泳 者 浮遊 生物 

ユー エイ セイ テイ セイ セイ プ ブツ 遊泳 性 底 
生生 物 [nektobenthos] 遊泳 ・ 底 生 の 両 
方 を 行っ て 生活 し て いる 生物 。 例 : 遊泳 し て 


移動 する クル マエ ビ 類 ・ 底 魚 な ど 。 

ユー エイ セイ ノ 遊泳 性 の [nektonic 
⑩nektisch ] 

ユー エイ セイ プ ツ 遊泳 生物 [nekton, 


necton ®@Nekton ⑤⑥necton] 遊泳 力 を も 
っ て いる 生物 , すなわち 路 乳 類 ・ 魚 類 ・ 頭 足 
類 ・ 甲 帝 類 な どの 大 型 の 水生 動物 。 遊 泳動 物 
と も いう 。 これ を 表面 を 泳ぐ subnekton と 
水 体 の 水面 下 を 泳ぐ supranekton に 分 ける 
こと が ある 。 

ユー ガイ ショ ク プ ツ 有害 植物 Lnoxious 
plant Dschadliche Pflanze] 人 和音 に 有 


害 な 植物 。 

ユー ガイ セイ プ ブツ 有害 生物 [peet O 
Schadling] と くに 害虫 insect pest を 指す 
場合 も ある 。 

ユー ガイ セイ プ ツ ボー ジョ 有害 生物 防 
除 Lpest control OSchadlingsbekam っ - 
fang] 物理 的 ・ 化 学 的 ・ 生 移 的 な 種々 の 人 
為 手段 に よっ て 有害 生物 の 個体 数 を 低く 抑え 
る こと 。 害虫 防除 。 

ユー カク セイ プ ブツ 有 核 生物 [eucary- 
ote] 細胞 核 ・ 細 胞 器官 を も つ 生 物 。 化 石 と 
し て は 7 9 億 年 前 の も の が 発見 され て いる 。 
RAKED 

ユー ガト ー HRT Light trap] =% 
BIT 

ユー キ エ ン ソ サッ チュ ー ザ イ 有機 塩素 殺 
虫 剤 Lorganochlorine insecticide] DD 
T や BHC に 代表 され る 有機 合成 殺虫 剤 。 有 機 
塩素 殺虫 剤 は , 高等 動物 に 対す る 急性 毒性 が 
比較 的 少な く , 安価 で あり , 農業 お よび 防疫 
用 殺虫 剤 と し て 多量 に 使用 され た 。 し か し 慢 
性 毒性 が 高く , 自然 環境 下 で 分 解 さ れ 難く , 
環境 汚染 等 の 面 か ら 現在 は ほとん どの 国 で 使 
用 が 禁止 され て いる 。 

ユー キ コロ イド 
colloid ] 

ユー キサ ン 有機 酸 [organiec acid O 
organische Saure (W®acide organique] 
AME YROB . DRAB NCOSTS D 580 

ユー キシ ジグ ヒ リ ョ ー 有機 質 肥料 Lor- 


ganic fertilizer, o. manure (Dorga- 


##— [organic 


nischer Dinger, Naturdinger ] 

ユー キ セイ プ ツ タイ リョ ー 有機 生物 体 量 
[organic biomass] 生息 し て いる 生物 に 
含ま れ て いる 有機 物量 で , 現存 量 の 指標 と し 
て は 最も 有効 な も の の 一 つ 。 単 に 有機 物量 と 
も いわ れる 。 狭義 の 生物 体 量 biomass は これ 
を 意味 する 。 


ユー キ タイ セキ プ ツ 有機 礁 積 物 [deb- 


ーー 


_ris, detritus ] RIC HYD im ・ 遺 体 や 
それ ら の 破 片 が 十分 に 分 解 さ れ な いま ま 玲 積 
し た も の 。 

ユー キタ イセ キ プ ツ ショ クモ ツレ ン サ 有 
機 奪 積 物 食物 連鎖 [detritus food chain] 
湖底 また は 浅海 底 の 有機 堆積 物 を 中 心 に 生物 
群集 を 考え た 食物 連鎖 を . と くに 有機 礁 積 物 
食物 連鎖 と いう 。 史 浮 泥 食物 連 針 

ユー キタ イ テキ 有機 体 的 [organismic。 
organismal } 

ユー キタ イ レベ ル 有機 価 一 Lorgam- 
ismic level, organismal 1. ] 生物 レベ ル 
biological level・ 統 合 レ ベル 1. of integration 
と も いい , 細胞 ・ 個 体 ・ 個 体 群 ・ 共 同体 な ど 
の レベ ル 。 6 

ユキ ノ SO [nival] ① 雪 に 生育 する こ 
と 。 例 : 雪上 フロ ラ nival fora。 ② 雪 の 。 
fll: 氷雪 帯 n. zone, 

ユキ ノム ハナ 雪 の 華 [snow-bloom © 
Schneeblite] 氷雪 上 に カロ チン ・ キ サン 


ト フ ィ ル その 他 の 色素 を も っ た 藻類 が 繁殖 し , 


その た め 氷 雪が いろ いろ ちな 色 に 着色 し て 見 え 
る も の 。 例 : 赤 雪 ( 紅 雪 )blood snow, red s.・ 
HSH yellow s.・ 緑 雪 green s.・ 礼 填 brown s. 
な ど 。 ゆ 氷雪 植 物 相 , ツ 氷 雪 浮 遊 生物 

ユー キ プ ツ リー 有機 物 層 [A。 horizon 
⑥A。-Horizont horizon Ay] OAR 

ユー キ フ デイ 有機 浮 泥 [organic det- 
ritus] デ ト リ タス HY CAC. 

ユー キ リュ ー ジ ョ ー プ ブツ 有機 粒状 物 
[organic particulate matter] 有機 セス 
トン の こと 。 RAE particulate organic 
matter も 同じ 。 生 体 的 ving 部 分 は プラ ンク 
トン ・ バ バクテリア な ど で あ り , 非 生 体 的 non- 
living 部 分 は デブ リ 。 

ユー キリ ン サッ チュ ー ザ イ iar ei 
[organophosphorus insecticide] 現在 
最も 広く 使用 きれ て いる 合成 殺 O③ 
nfl, 基本 的 な 化学 構造 5 ">B_gy 
価 の P を 中 心 と し , これ に 二 重 R 
結合 の 0 また は S が 結合 し, R の 位置 に は al- 
kyl, alkoxy, amido 基 が , R’ の 位置 に は acyl 
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基 な ど が 置換 し た も の 。 毒 性 の 主 原因 は , B 
虫 ・ 動 物 の 神経 伝達 物質 アセ チル ュ リ ン Ach 
の 分 解 酵素 で ある ュ リ ン エ ステ ラー ゼ 阻 害 で 
BY, その 結果 Ach が 薔 積 し , 神経 の 伝達 が 
阻害 され , 神経 系 に 異常 生じ る た めで ある 。 
初期 の 有機 リン 殺虫 剤 は ペラ チオ ン 等 の よ 
うに 高等 動物 に 対し て 急性 毒性 の 強い も の が 
多かっ た が , 現在 で は 低 毒 性 の も ゎ の が 数 多く 
開発 され て いる 。 有 機 リ ン 殺 虫 剤 は , 有機 考 
素 系 殺虫 剤 に 比べ 自然 環境 下 で 分 解 し や すく , 
環境 保全 の 面 か ら 現 時 点 で は 最も すぐ れ た 殺 
昌 剤 と 考え られ て いる 。 

ユー コー オン ド 有効 温度 [effective 
temperature] 生物 の 成長 な ど 生 理 的 な 活 
動 が 始ま る 温度 以上 の 温度 。 た と えば 多く の 
緑色 植物 で は 5"C 以 上 。 

ユー コー オン ド ハン イ 有効 温度 範囲 
[effective temperature range] {Oi 
囲 内 で は 生物 が 活動 を 続け する こと が で き , そ 
の 範囲 を 越す と や が て 死 が や っ て くる 温度 範 
囲 。 有効 最高 温度 と 有効 最低 温度 と の 間 の 範 
A. 

ユー コー カン キョ ー ヨ ー イ ン 有効 環境 要 
[effective factor, efficient f. ] 

ユー コー サイ コー オン ド 有効 最高 温度 
[maximum effective temperature] 生 
物 が 長期 間 引 続い て 活動 状態 で いる こと の で 
きる 最高 温度 。 

ユー コー サイ テイ オン ド 有効 最低 温度 
[minimum effective temperature] 一 
般 に 生物 は 周囲 の 温度 が 下がる と 活動 が 低下 | 
する が , 生物 が 活発 な 状態 で 長期 間 生 存 で き 
る 最低 の 温度 を 有効 最低 温度 と いう 。 これ よ 
り 低温 と な る と 生物 は 活動 を 停止 し , BOE 
度 が 上 昇 し な けれ ば 死 至 る 。 

ユー コー スイ 有効 水 [available water 
Merreichbares Wasser] 土 が 保有 し うる 
最大 水量 ( 園 場 容 水量 ) か ら 植 物 が 吸収 不可 能 
と な る 水量 HERE VS REC, 植物 が 
土 か ら 吸 収 し うる 水量 。 土 の 種類 に よっ て 異 
な る 。 お よそ 15 バ ー ル まで の 圧力 に 耐え て 保 * 
持 さ れ て いる 水分 。 


ーー 


ユー コー セキ サン オン ド 有効 積算 温度 
[EAT: effective accumulative temper- 
ature, totale.t.] 植物 の 生育 期間 (動物 の 
活動 期間 ) の 基準 温度 (生理 的 零 点 の よう な ) 以上 
の 積算 温度 。 温 量 指数 も その 一 つ 。 

ユー コー セキ サン オン ド ホー ソ ク 有効 
積算 温度 法則 [law of total effective 
temperature] 生物 が 一 定 の 発育 段階 を 通 
る た め に は , 一 定量 の 有効 な 温度 を 受け ね ば 
な ら な い が , これ を 有効 積算 温度 法則 と 呼ぶ 。 
# を 発育 期間 の 温度 , を 発育 堆 点 温度 , 2 
を 発育 完了 まで の 日 数 と すれ ば 積算 温度 な は 

K=(t—to)d 

と 表 さ れる 。 

ユー コー セキ サン ニッ シャ リョ ー 有効 
積算 日 射 量 LEAH: effective accumulative 
insolation] 植物 の 生育 期間 の 積算 日 射 量 。 
生態 環境 ecotop( 生 物 の 有効 環境 ) 表 現 の 一 つ 。 

ユー コー ソー 有 光 層 (photic zone O 
photische Zone] ① 真 光 層 ・ 光 合成 層 に 同 
じ 。@② 真 光 層 と 弱 光 層 を 合わ せ て , 光 の 透過 
する お よそ 600m くら い の 深 さま で の 水 層 を 
指す 。 透 光 層 と も いわ れる 。 こ れ よ り 下 層 を 
無 光 層 aphotic zone と いう 。 そ の う も 上層 で 
光 が 植 物 プ ラン クト ン の 補償 点 以上 ある 層 を 
生産 層 ま た は 好 透 光 層 euphotic z. と いう ° 

ユー コー タイ チッ ソ 有効 態 窒素 
{available nitrogen] 土壌 中 の 窒素 で 植 
物 の 根 に 容易 に 吸収 され 同化 され る 部 分 。 可 
吸 態 室 素 。 

ユー コー タイ ヨー プ ブン 有効 態 養分 
[available nutrient] 植物 に よっ て 利用 
で きる 形態 の 養分 。 可 給 態 養分 。 

ユー コー タイ リン ARR Lavailable 
phosphor] 土壌 中 の リン で 成長 し て いる 植 
物 に 容易 に 吸収 され る 部 分 。 ふ つう 希 薄 酸 で 
土壌 を 浸出 する 方 法 で 検定 する 。 可 吸 悪 9 ン 。 

ユー コー チュ ー 有 有 孔 虫 [Foraminifera] 
原生 動物 肉質 類 に 属す る グル ー プ で カン ブリ 
ア 紀 より 現 世 ま で 広く 海洋 に 生息 する 。 古 生 
代 以 来 の 主として 海 成 堆積 物 中 に 豊富 な 微 化 
石 と し て 重視 され て きた 。 地 層 の 年 代 決定 ・ 


Wh, 更に その 生成 環境 の 推定 に 大 き な 役 割 
を 果して きた 。 

ユー コー チュ ー ナン ディ AIL RR 
{foraminifera ooze] と くに 多い グロ ビ 
ゲ リ ナ 類 の 死 帝 を 多量 に 含む も の は グロ ビ ゲ 
Y FBKYE Clobigerina ooze と いわ れる 。 

ユー コー ド シ ン .. APLAR Leffective 
soil depth] 植物 の 成長 に 有効 な 土壌 の 深 
さ 。 

ユー コー ド ソ ゾー 有効 土 層 Leffective 
soil depth, available d. of s.] (HOR 
収 根 が 分 布 する 範囲 の 深 さ まで の 土 層 。 

ユー コー ホカ クメン セキ . 有効 捕獲 面積 
[effective trapping area] 一 定 の わな 配 
置 に より ネズ ミ 類 な どの 個体 数 調査 を 行 ぅ 際 , 
どの 範囲 の 個体 数 を 推定 し て いる か を 明らか 
に する 必要 が ある 。 わ な に よる 捕獲 対象 と な . 
る の は , わな 掛け 区 域内 に 活動 中 心 を も つ 個 . 
体 と , その 区 域外 に 活動 中 心 が あ る が ホー ム 
レン ジ の 一 部 が わな 区 域内 に 含ま れる 個体 で 
ある 。 し た が っ て , わな 区 域 の 面積 と 後者 の 
活動 中 心 を 含む 範囲 の 合計 が 有効 捕獲 面積 と 
され る 。 っ 2 っ 

ユー ジ ダ ニ 一 一 字 谷 (U-shaped. valley 
⑥U-Tal ⑤⑥Yallee en dU] 氷 食 谷 の 特徴 
の 一 つ で , 横断 面 が U 字 型 を し た 谷 。 

ユー シテ イボ ク リン 有 刺 低木 林 (thorn 
scrub] 有 幣 で 多肉 性 の 低木 が 優 占 し て いる 
群落 。 

ユー シノ #4 [alary, alate] 

ユー ショ ー 8H [upwelling] 下層 の 
水 塊 が 表層 に 上 昇 す る こと 。 a 

ユー シリ ン 有 刺 林 (thorn forest, t. 
woodland ⑩Dorngeholz] サバ ベン ナ と 荒 
原 の 中 間 に み られ る 面 乾 形 態 の 有 刺 高木 また 
VHEKORAET DAH, BA LTH. 

ユー シ ワイ セイ テイ ボク BARRERA 
Lphrygana」 

ユー スペ シス [euspecies] 種 の 生命 環 
の 一 段階 。 メ ッ ス ベ シ ス の 段階 を 過ぎ る と 分 
布 城 は 安定 し , 個体 数 は 多い が 亜 種 数 が 減少 
し は じ め る 段階 と な る 。 こ の 段階 の 種 を いう 。 


上 ~ 


ユー セイ ガク 優生 学 [eugenics O 
Eugenik ⑤eugenique」 Dillon の 用 語 。 
ツメ ソス ペ シ ス 

| ユー セイ ボク 優勢 木 [dominant tree 


O(vor)herrschende Baumart tige 
dominant] =@4* 
ユー セン #4 [dominant ODomi- 
nanz] 生物 群集 に お いて 量 的 に と くに 勝 
blk, SORE > BE COMA TCH 
Tr. 
ユー セン シュ 優 占 種 [dominant。 d. 
species, predominant] 優 占 度 の 高く あ 
る 植物 群落 に 最も 大 き な 影 響 力 を も つ 種 。 優 
‘SBE dominance は ぁ つ 2 う 被 度 ・ 頻 度 ・ 密 
度 ・ 重 量 ・ 基 底面 積 な ど を いく つか 組合 せ て 
表す 。 優 占 度 
ユー セン シュ ゲン ソー 優 占 種 群 叢 [con- 
sociation OKonsoziation] ウプサラ の 
Du Rietz ら に よっ て 提唱 され た 優 占 種 に ょ 
る 基本 的 群落 単位 。 群 集 association に ほほ 対 
応 する 程度 の 大 き さ 。 ニコ ン ソ シ エ ー シ ョ ン 
ユー セン ド 優 占 度 [dominace, impor- 


tance value_①DDominanz @®dominan-' 


ce] 植物 群落 に お ける 構成 種 の 量 的 割合 を 
表す 物 指 し で , ふつ う は いく つか の 群落 測度 
を 組合 せ て 示す 。 し か し 被 度 ・ 重 量 の み を 優 
占 度 に 代え る こと も ある 。 OMHESE 

ユー セン ボク 優 占 木 [dominant tree 
Mherrschende Baumart arbre domi- 
nant) 森林 の 優 占 層 に 属す る 木 。 WHS 
林 な ど で は エマ ー ジ ェ ン ト 層 に 属す る 木 を 含 
め て いう 場合 も ある 。 上 部 樹冠 層 を 構成 する 
優勢 た 木 で ある 。 優勢 木 ・ 支 配 森 ベ ・ 上 層 木 。 

ユー セン ボク ソー 優 占 木 層 [dominant 
tree layer] 森林 の 林 先 の 最上 層 。 優 占 層 
dominant layer は 略称 。 

ユー チュ ー ト ー RIT [light trap O 
Lichtfalle] 昆虫 類 の 発生 予察 ・ 発 生 量 推 
定 , ある い は 防除 を 目的 と する 灯火 誘引 に 用 
いる 。 ブ ラッ クラ イト な ど 紫 外線 を 多く 出す 
光源 が と くに 有効 。 誘 峨 灯 。 

ユー テイ ルイ 有 路 類 [ungulate] HF 
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類 の うち , 2H Perissodactyla と 偶 踊 目 
Artiodactyla と を 指す 。 

ユー ドー 遊動 [nomadismm] ヒ と ト そ や 動 
物 の 集団 が , 食物 ・ 水 源 ・ 寝 場所 な ど を 求め 
て 一 定 地域 内 を 移動 する こと 。 狭義 に は 遊牧 
VT. DK 

ユー ドー イキ 遊動 域 Lnomadic range] 
③④ 動物 の 集団 また は 単独 行動 個体 の 遊動 する 
領域 。 行動 域 に ほぼ 等 し い 。② 行 動 城 の 季節 
的 な 表れ を 指す の に 用 いら れる こと も ある 。 

ユー ドー カセ キ 誘導 化石 [derived 
fossil, secondary f., reworked f.] 一 度 
堆積 し た 化石 が , 別 の 時 代 ま た は 場所 の 堆積 . 
物 に 混入 し た 場合 を いう 。 二 次 化石 ・ 異 地 人 性 
化石 。 

ts Fer フフ Cunion] Gams (1918), Du 
Rietz(1921, 30) な ど に よる 分 層 和 群落 の 上 級 単 
位 。 

ユー ヒ ョ ー リ ュー スイ シン ショ ク BR 
水 侵食 [fluvioglacial erosion] 氷河 の 流 
出 に よる 侵食 作用 。 

ユー ボク #4 [nomzdism] (⑪⑰ 遊 動 の 
こと 。 遊動 ② 牧 畜 pastoralism の 一 形態 。 
農耕 の 不可 能 な 乾燥 し た サバ ン ナ ・ ス テッ プ 
や 半 砂 漠 地 帯 に 適応 し た 人 間 の 遊動 的 な 生活 
MAT, ウン ・ ヒ ッ ツジ ・ ヤ ギ ・ ラ クダ ・ ウ マ 
等 の 家畜 の 集団 を 飼育 し て , 血 ・ ミ ルク を 得 
る 。 農耕 氏 と 殻 問 な どの 交換 を する 場合 が 多 
い 。 遊 放 に よっ て 生活 し て いる 人 々 は , 遊 放 
民 nomad と いう 。 

ユー ボク ミン BHR Lnomad] of 

ユー ラク チョ ー. カ イシ ン 有楽 町 海 進 
LYurakucho transgression) 9:9, 
ASCE . 

ユー ワコー ドー 窒 和 行動 Lappease- 
ment] 喘 孔 類 ・ 鳥 類 の 主 と し て 個体 認知 に 
基 い た 社会 集団 の 中 に 見 られ る 社会 行動 の 一 
つ で , 刈 位 者 が 優位 者 の 攻撃 を 避け る た め に , 
前 も っ て 劣 位 者 が 非 攻 撃 的 ・ 屈 従 的 な 姿勢 ・ 
身振り を 示す こと 。 代 表 的 な 例 に サル の プレ 
ゼン ティ ング presenting が ある 。 プレ ゼン 
ティ ング ゲ グ , CORNET 
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ユー ワ テ キ コ ジ 窒 和 的 誇示 [appeaee- 
ment display] 主として 同種 の 他 個体 に 
対し て , 相手 の 攻撃 的 ある い は 防御 的 な 態度 
を 和らげ ば る た め に 行う 誇示 行動 。 こ の 誇示 の 
た め に 雌 の 性 交 姿勢 が 借用 され る 例 は 路 乳 動 
物 に 広く 見 られ る 。 ま た 高等 な 霊長 類 で は , 
特殊 な 身振り や 音声 に ょ る 挨拶 の 行動 greet- 


ing behaviour や 毛 づ くろ い 行 動 grooming b. 


な ど が 発達 し て いる が , これ ら ゃ 窒 和 的 誇示 
と みな すこ と こと が で きる 。 ツ プレ ゼン ティ ング 
コピー ザ プッ シッ ツ 害 和 物質 [appease- 
ment substance] 社会 寄生 性 の 生物 が 分 泌 
する 物質 で , 寄主 の 攻撃 を 減ら し , 寄主 の コ ュ 
ロニ ー に 容易 に 受入 れ ら れる よう な 機能 を も 
つ 。 社 会 性 尼 虫 の コロ ニー 内 に 寄生 する 様々 
な 昆虫 で 各 ら れ て いる 。 DHEBE 
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ヨー イオ ン チカ ン ヨ ー リ ョ ー 陽一 置換 
容量 [eation-exchange capacity] 三 塩基 
置換 容量 

ヨー イク ジョ ー 養育 場 [nursery 
ground] &< (CAA + PR CKO 
の 幼 個 体 が 遊 来 し て , 幼 期 の ある 期間 を 過 し 
て 生育 する 場所 ・ 水 域 。 

ヨー イン 
facteur] ある 現象 に 対す る 作用 要因 ・ 発 現 
要因 を いう 。 因 子 。 例 : 成長 要因 ・ 環 境 要因 ・ 
土壌 生成 要因 な ど 。 

ヨー ガ 葉 芽 . [foliar bud, leaf b. DO 
Blattknospe ⑤jbourgeon a feuilles] 

ヨー カン ボク 葉 冠 木 [tufted tree, 
phanerophyta scaposa DSchopfbiume, 
®arbre 4 tronc simple] 樹冠 が 頂 生 の 
ロゼ ッ ト 枝 で で き て いる 生育 型 の 木 。 例 : ヤ 
シ 類 ・ ニ ユッカ ・ ア ロ エ な ど 。 

ヨー キ シボ ポー リツ RECS [infant 
mortality] 成体 に 達する より 以前 の 発育 ス 
テー ジ に お ける 死亡 率 。 


ヨー ギョ 養魚 [fish-farming, fish 
culture] 養殖 
ヨー ギョ ジョー #3 (fishfarm ] 


ヨー キン 溶 菌 [lysis OLysis] 細菌 菌 
¥ ABRENSRRTC, 抗体 に よる も の , ウ - 
。 ルス に よる も の が あり , 平板 培地 上 の 細菌 

集落 が 透明 に な る こと で 確認 され る 。 

ヨク セイ リツ 抑制 率 [percentage in- 
hibition] 生物 の 成長 に 作用 する 多く の 成 
長 要 因 が , それ ぞ れ どの くら い の 比 率 で 成長 
に 抑制 的 に 働い て いる か を 示す も の 。 た と え 
ば 2 要因 方, fp の 同種 ・ 同 齢 の 植物 個体 群 の 
平均 個体 重 ゅ に 対す る 逆数 式 : 

fede A.A,” A: 


et Ae Oe Aer 


で , wOWTRRAHEHA BLO f, の 単独 
の 抑制 , 両者 の 相互 作用 に よる 抑制 , 時 間 に 
よる 抑制 (g 項 ) の 和 と し て 表 さ れ て いる 。 左 


要因 [factor の Faktor ⑤ 


辺 1/w は 全 抑 制 の 大 き さ と 考え られ る 。 い - 
ま 左 辺 1/w を 100% として, 右辺 の 各 項 を 
1/w CHD, パー セン ト で 表せ ば それ が 名 項 
の 抑制 率 で ある 。 
- ヨ クソ クル イ ナン デイ 
Lpteropod ooze] 
ヨー ゲン SH [foliage] 繁蔵 し て いる 
状態 で の 葉 の 集団 。 群 葉 。 し た が っ て 種 ・ 生 
育 環境 ・ 生 育 時 期 な ど で 決 っ た 一 定 の 構造 を 
も つも の で ある 。 
ヨー ケイ クラ ズ 
class] 三 葉 面積 の 階級 
ヨー ケイ シン カ 幼 形 進化 [paedomor- 
phosis] 個体 発生 の 初期 に 現れ る 形質 の 変 
化 が 消失 せ ず , その まま 成体 の 形質 と し て 維 
持 さ れる よう な 系 統 発生 の 一 現象 。 幼 形 保 存 。 
幼 形 成 氏 も その 一 つ 。 避 幼 形成 熟 
ヨー ケイ セイ ジュ ク DK (meoteny 
ONeotenie ®neoténie] 動物 で 個体 発生 
が 一 定 の 段階 で 止 り , FOE EAR AA 
LCRMPIS OL, SRR, BRAS 
FA (幼生 は 3 対 の 脚 を 有する ) OMTGRMANIC Lo 
て 生じ た と いう 説 が 有力 で ある 。 宮 幼 形 進化 
aa 葉 高 Lleaf height, height 
of 1. 
ヨー コー セイ フ ユ ー セ イプ ブツ 陽光 性 浮遊 
生物 [phaoplankton ⑥Phaoplankton ] 
最も 明る い 表 層 に 生息 する 浮遊 生物 で , WE 
な 外洋 水 で は 水深 30m まで に 見 られ る も の 
と され る 。 光明 性 浮遊 生物 。 
ヨー コー セイ プラ ジ タ ク キン"- 陽光 性 一 一 
Lphaoplankton] 三 陽 光 性 浮遊 生物 
a ー コ ン 幼 根 [radicle DRadicula 
⑤⑥radicule] 種子 中 の 豚 に 形成 され た 根 。 
伸長 し て 主 根 と な る 。 
ヨー コン 葉 痕 [leaf scar OBlallnarbe ] 
葉 が 落ち た あと 茎 に 残る 葉柄 の 付着 面 の 跡 。 
ヨシ イ ヨシ ジ 吉井 義 次 , 1888- 東京 
乏 大 で 三好 学 の 下 で 植物 生態 学 を 専攻 。1924 


RRR 


RY 


[leaf size 
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年 に わが 国 初 め て の 植 物 生 態 学 講座 を 東北 帝 
大 に 開き , 1950 年 退官 まで この 分 野 の 研究 ・ 
教育 に 専念 し , 八甲田 山 植物 実験 所 の 創設 , 
「 生 態 学研 究 」 誌 の 刊行 な ど で わ が 国 植 物 生 
態 学界 創成 期 に お いて その 研究 と 普及 に 貢献 
し た 。 日 本 生態 学会 の 初代 会 長 と も な る 。 火 

山 植生 ・ 湿 原 ・ 牧 野 な どの 生態 学研 究 は 著名 。 
_ ヨシ シ ツ ゲン 一 一 湿原 [reed swamp] 

ヨー ジ セイ チョ ー 幼時 成長 [javenile 
growth DJugentwachstum ] 

ヨシ ムラ シン キチ 吉村 信吉 , 1906~1947 
自然 地理 学 の 立場 か ら 日 本 の 湖沼 を ほとん ど 
調べ , その 滑 盆 形態 ・ 物 理化 学 的 特徴 を 明 ら 
か に し , 日 本 の 湖沼 学 を 世界 的 水準 に まで 発 
展 さ せ た 。 数 多く の 論文 を 発表 し 日 本 の 湖沼 
を 広く 世界 紹介 し た 。 冬 期 の 諏訪 湖 調 査 中 , 
氷 が 割れ る と いう 事故 の た め わ ず か 42 誤 の 若 
さ で 亡くな っ た 。< 主 著 > WAS, 1937. 

ヨー ジュ 陽 樹 [intolerant tree, sun 
t. ⑩Sonnenbaum, Lichtholz W®esse- 
nce de lumiére] 陽光 の 下 で 発芽 し 早い 
生育 を 示し , 土地 の 乾湿 ・ 肥 疹 に 対す る 適応 
力 の 大 き な 樹 種 。 先駆 樹 pioneer tree は すべ 
て 陽 樹 で あり , 二 次 林 の 構成 樹種 に 多い 。 
- ヨー ジュ カン 陽 樹冠 (sun crown © 
Lichtkrone] 森林 上 部 の 主 に 陽 葉 で 構成 さ 
hig. 

ヨー ジュ ツ 妖術 Cwitcheraft] Oma 

ヨー ジュ ー ヒ 葉 重 比 [LWRileaf wei- 
ght ratio) 葉 重 を 全 植 物体 重 で 割っ た 値 。. 

ヨー ジュ リン 陽 樹林 Lintolerant tree 
forest, i. t. stand ⑪⑩Sonnebaumswald | 
陽 樹 が 優 占 し て いる 森林 。 

ヨー ジョ 葉 序 [phyllotaxis, leaf ar- 
rangement ©Blattstellung ⑤phyllota- 
xie] 茎 面 に お ける 葉 の 配列 様式 。 

ヨー ショ ク 溶 食 Lcorrosion] 三 腐 食 

ヨー ショ ク 養殖 [culture, cultivation, 
farming] 水中 養殖 aquaculture, ふつ う 
いわ ゆる 水産 生物 を 生産 する 目的 で 何ら か の 
人 工 的 な 手段 ・ 方 法 を 用 いて 管理 し な が ら 育 
て る こと を 広く 指す 。 陸 上 農作物 の よう に , 


人 為 的 な 条件 下 で 生育 ・ 繁 殖 さ せつ つ 収 穫 す 


る よう な , 全 生 活 環 に わた っ て 管理 し て いる - 


よう な も ゃ も の を 狭義 の 養殖 と する こと も ある が , 
人 工 鋼 化し て 幼 個体 を 育て て 放流 artificial 
propagation の た め の 種 苗 を 作っ た り , 幼 少な 
個体 を 採 捕 し て 育て 上 げ る こと capture and 
confinement of young な ども 広義 に は 含め 
て いう 。 漁 獲物 を 短期 間 生 か し て 甘え て お く 
蓄 養 と は 区 別 さ れる 。 

ヨー ショ タイ ケ 養殖 池 [culture pond] 

ヨー ショ クイ ケス Bet [net cage] 

ヨー ショ クジ ョ ー 養殖 場 [nursery] 

ヨー ショ クノ 養殖 の [cultnred, cul- 
tural ] 

ヨー ジョ ー シ ョ ク プ ツ キョ クツ ゾー 葉状 植 
物 極 相 [thalloid climax] 前 デボン 紀 に 
お ける 葉状 植物 類 の 極 相 。 

ヨー ジョ ー セ イノ REO [phytal] 
と くに 海草 な どの 植物 体 の 表面 や 枝葉 の 茂み 
の 中 を 生息 場所 と し て いる こと 。 葉 上 生 の 。 

ヨー ジョ ー タイ ケイ ~ ノ 葉状 体型 の 
Lthalliform] 藻類 ・ 苔 類 の よう に 茎 ・ 葉 の 
区 別 の な い 地上 部 を も つ 植 物 。 

ヨー ジョ ー タ イ ショ ク プ ツ 葉状 体 植物 
Lthalloid plant] 粘 菌 その 他 地 表 な ど に 生 
活 する 河 類 な ど 葉 状 体型 の 植物 。 

ヨー ジョ ー チャ クセ イ ショ ク プ ヴ プ グ シン ラ 


ク 葉 上 着 生 植物 群落 [epiphyllous com- — 
munity Epiphyllengesellschaft] 混 / 


潤 温 曖 地 の 樹林 の 葉 に 着 生 する 地表 お よび コリ 
ヶ 植 物 社会 。 


ヨー ジョ ー ドー プ ツ 葉 上 動物 [phytal 


animal] 主として 大 型 の 海草 な どの 植物 体 
上 や 茂み を 生息 場所 と し て いる 動物 。 海 草 付 
着 動物 と も いわ れる 。 ぁ つう は 小型 底 生 動物 
に あたる 大 き さ , な いし は それ より 大 きい も 
の を 指し , 固着 性 sessile の も の と , HHO 
水中 を 泳い で は 植物 体 上 に 戻る よう な 移動 性 
mobile, vagile の も の を 含 な 。 

ヨー シン 葉 身 [lamina, leaf blade 
OBlattspreite Mlimbe foliasre] 葉柄 
petiole を 除く 葉 の 主要 部 分 で , 葉 肉 meso- 


ト 
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。phyll と 葉脈 yein と か ら 成 る 。 
ヨー スイ リョ ー 要 水 量 [water re- 
quirement OWasserbediirfnis] 成長 し 
きっ た 植物 が , それ まで に 使っ た 水 の 量 を , 
その と き の 植 物体 の 乾 重 あ た り で 表し た と き 
の 値 (ml/g). 
ヨー ズ イ リ ョ ー 容 水量 (moisture 
holding capacity, water h. c, w. h. 
power Wasserkapazitat eapacite 
hydrique] 土壌 が 重力 に 反 し て 吸収 保持 し 
。 うる 全 水 分 量 。 土 壌 粒子 の 間隙 が 水 で すべ て 
満た され た 場合 が 最大 容 水量 で , 毛管 引力 で 
保持 し うる 最大 の 水量 が 最小 容 水 量 で ある 。 
ヨー セイ 幼生 [larva の Larve ®lar- 
- vel, 幼虫 。 
ヨー セイ シャ 容 生 者 [symphile] アリ 
類 な どの 社会 性 尼 虫 の 巣 の 中 に すん で いる 動 
物 で 。 い わ ゆ る 真 の 客 と され る も の 。 食べ さ 
せ て も らい 面倒 を 見 て も ら う お 返し に 分 泌 物 
exudates な ど を 寄主 に 与え て いる 関係 に あ 
. る も の 。 
ヨー 形 イ ショ ク プ ツ 陽 生 植 物 [sun 
plant, light p., heliophyte OSonnen- 
pflanze, Lichtpflanze, Lichtliebende- 
pflanze ®plantes de lumiere] 裸 地 ・ 林 
縁 ・ 森 林 伐採 後 な ど に 生育 する , いわ ゆる 日 
な た を 好 ぞ 植物 の 総称 。 ニ 陽 地 植物 | 
ヨー セイ セイ ショ ク 幼生 生殖 [paedo- 
genesis ①DPadogenese ⑤ や pedogenese」 
幼生 の 体内 の 生殖 細胞 が 単 為 生 殖 的 に 発生 し 


て 幼虫 を 生 じ る こと 。 吸虫 類 ・ タ マズ ベ ェ 類 
Miaster に み ら れ る 。 
ヨー セイ フ ユ ー セ イプ ツ 幼生 浮遊 生物 


(larval plankton) 底 生 動物 な どの 浮遊 性 
幼生 planktonic larvae, pelagic 1. あるいは 
それ りら が 主体 と な っ て いる 浮遊 生物 群集 。 

ヨー セイ プラ ンク トン 幼生 一 一 [lar- 
val plankton] 三 幼生 浮遊 生物 

ヨー セキ Bf (LAD; leaf area dur- 
ation] 葉 面積 指数 を 時 間 に つ いて 積分 ee 
値 。 収 量 に ほ ば 比例 する 。 

ヨー セキ カイ キュ ー 容積 階級 [volume 
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class] BH 

ヨー セキ ジュ ー 容積 重 [volume 
weight, bulk density] ORK 

ヨー セキ ミツ ド 容積 密度 [balk density 
Ospezifisches Gewicht ®poids vol- 
umétrique] 室温 で の か さ 比 重 。 ATE BE + 
容積 重 。 

ヨー ソー 葉 層 (leaf layer] 葉 群 に よ 
っ て 作ら れる 層 。 と くに 森林 の 場合 に は 葉 層 
は いく ぐつ か に 分 れ て 分 布 する 。 単 層 の 群落 で 
は crown と いう と と も ある 。 

ー ソ ー ミツ ド 葉 層 密 度 [eanopy 
density, d. of canopy) この 用 語 は ぁ ふつ う 
二 通 り の 意味 に 用 いら れる 。 一 つ は うっ 閉 度 
crown density と 同意 。 樹 等 また は 個々 の 植 
物 の 植 彼 を 水平 面 に 投影 し た 面積 の 総計 の 地 
面 面 積 に 対す る 比 で 100 欠 を 超え る こと も あ 
る 。 他 は 葉 量 密度 1eag d. また は 葉 面 積 密度 
leaf area d. と 同意 で , 一 定 の 深 さ に ある 葉 
量 ま た は 葉 面積 の , 単位 空間 容積 あたり の 値 
を いう 。 林 冠 密度 。 

ヨー ゾン ガス 溶存 一 一 [dissolved 
gas] 水中 に 溶解 し て いる 気体 。 主 と し て 大 
気 中 か ら 水 面 を 通し て 供給 さん る ほか , 有機 
物 な ど が 腐敗 ・ 分 解 し て 発生 し 供給 され る も 
の も ある 。 

ヨー ゾン サン ソ BBR [DO : disso- 
lved oxygen] 水中 に 溶解 し て いる 酸素 ま 
た は その 濃度 。 ぁ ふつう 清澄 た 河川 水 で は 飽和 
量 に 近く , 水生 植物 ・ 植 物 プ ラン クト ン の 多 
い 水 城 で は 日 中 過飽和 と な る 。 一方, 下水 な 
ど 有 機 汚濁 水 は 分 解 の た め に 消費 され て 酸素 
量 は 少な いか 全く な いこ と と も ある 。 

ヨー タイ 幼体 [javenile] や コドモ , 
SHER 

ヨー ダ ツ 溶脱 [leaching QOAuslaug- 
ung] 物質 が 土壌 か ら 溶液 中 に 移行 する こと 。 

ヨー ダ ツ リソー Re Lleached horizon, 
eluvial h. ①DEluvialhorizont。 Auswas- 
chungshorizont] A 層 の よう に 塩類 ( 可 浴 
性 ) が 溶 脱 に よっ て 失わ れ て いる 土壌 層 位 。 
>Aw 
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ヨー ダン 葉 団 [cluster, c. of leaves] 
グフ ス ダビ 3 

ヨー チ シ ョ ク プ ブツ 陽 地 植物 [sun plant] 
直射 光 の 下 で 最も 生育 が 盛ん で , SED FT 
は 耐 陰性 に 称し いた め 成 長 が 阻害 され る か 死 

: 亡 する 植物 。 例 : 多く の 一 年 生 植 物 ・ マ ツ ・ 

カン バ の 類 な ど 。 日 向 植物 。 三 陽 生 植物 

ヨー チュ ー 幼虫 Llarva OLarve] 幼生 。 

ヨッ キュ ー コー ドー 欲求 行動 [appeti- 
tive behaviour] 生得 的 解 発 機構 を も つ 動 
Wr, し か る べき 解 発 因 が 欠 除 し た 状況 の も 
と で それ を 求め て 動き まわ る 行動 。 動 物 は 体 
内 の 生理 的 動機 に よっ て 動機 づけ られ て いる 。 

ヨー ニク 葉 肉 [mesophyll OMeso- 
phyll ®mésophylle] ご 葉 身 

ヨー ハン テン WHA [sun spot] 晴天 
時 に , 群落 と くに 森林 の 林 床 に 見 られ る 円 形 
の 光 斑 。 葉 と 葉 の 間 の わずか な すき 間 が ビン 
ホー ルカ メラ の 穴 の 役目 を し て 太陽 の 像 が 林 
床 に 投影 さん た も の で , 中 央 の 直射 部 と 周辺 
の 半 影 部 より 成 る 。 陽 斑 ・ サ ンス ポッ ト 。 
ヨー ハン ホー 工 半 法 [half-leaf me- 
thod, OBlatthalftenmethode] 高等 植物 
の 葉 の 炭酸 同化 量 を 測定 する た め の 方 法 。 早 
朝 に 1 枚 の 葉 の 一 定 面積 部 分 を 切 取 っ て 乾 重 
を 測り , 他 の 半分 は 一 定時 間 光 合成 を 行わ せ 
た の ち , 一 定 面積 部 分 を 切 取っ て 重量 を 測り , 
重量 差 か ら 求 め る 。 な お 物質 の 移動 と 呼吸 に 
よる 重量 の 減少 を 補正 する た め に 光 を 当て な 
いも の を 対照 に する 。Sachs が 考案 し た 。 

ヨー プン イコ ー 養分 移行 Lnutrient 
translocation] 植物 体内 に お ける 養分 の 移 
動 。 ご 転 流 

ヨー へ イ 葉柄 [petiole OBlattstiel © 
pétiole] OBS : 

ヨー ボー ジョ ミツ ド 要 防 除 密 度 Lcon- 
trol threshold] 害虫 密度 が 被害 許容 密度 
と 達する と 予測 され , 防除 手段 を 講じ し る 必要 
の ある 密度 レベ ル 。 経 済 際 値 と 同じ 意味 だ が , 
被害 許容 限界 の 概念 に 対応 し , 過度 に 経済 的 
見 地 を 入れ る こと を 避け る た め 提 案 さ れ た 。 
経済 的 被害 水準 


ヨー ミツ ド 葉 密度 [leaf density] 単 
位 地面 面積 また は 単位 空間 あたり の 葉 量 。 ま 
た は 葉 面積 。 それぞれ 葉 量 密度 leaf weight 
density, 葉 面積 密度 1. area d. と いう 。 と 
く に 単位 地面 面積 あたり の 葉 面積 は 葉 面積 指 
数 LAI £\.5, ORME 

ヨー ミ ャ ク 葉脈 [nerve, rib, vein O 
Nerv, Ader ®nervure] O#F 

ヨー メン カン スイ 葉 面 港 水 [syringe- 
ing ] 

ヨー メン キュ ーシュ ー SHB (foliar 
absorption] 散布 され た 肥料 や 雨水 中 の 成 
長 要素 な ど を 葉 か ら 直 接 植物 体 に 取 込 む 現象 。 

ヨー メン サン プ 葉 面 散布 [foliar spray] 
葉 面 吸 収 を させ る 目的 で 肥料 溶液 を 葉 面 に 散 
布 す る こと 。 

ヨー メン セキ 葉 面積 leaf area] 葉 身 
の 面積 で 。 ぁ つら 広葉 樹 の 場合 は 片面 面積 , 
針葉樹 の 場合 は 葉 身 表面 積 の 半分 また は 平面 
投影 面積 を 用 い ぁ 。 

ヨー メン セキ シス ー 葉 面 積 指数 [LAI: 
leaf area index] 単位 土地 面積 上 に ある 
全 葉 面積 。 ふつ う 記 号 也 で 示す 。 

ヨー メン セキ ノ カイ キュ ー 葉 面積 の 階 
# (leaf size class] Raunkiaer DEX 
の 面積 区 分 で , 次 に 示す 6 段階 が か ある (単位 : 
mm2)。1leptophyll : 25 以 下 , nanophyll : 25 一 . 
225, microphyll : 225~2025, mesophyll: ・ 
2025~18225, macrophyll : 18225~164025, 
megaphyll : 164025 以上 。 

ヨー メン セキ ヒ 葉 面 積 比 [SLA jspeci- 
fic leaf area] 葉 面積 (cm*) を 葉 乾 重 (g) 
で 割っ た も の 。 葉 の 厚 さ に 関係 し て お り , 同 
一 樹種 で は 上 層 の 葉 ほ ど SLA は 小さ い 。 比 
Hifi. 

ヨー メン セキ ミツ ド 
area density] ご 葉 密度 

ヨー ヨー 陽 葉 [sun leaf, acrophyll 
⑥Sonnenblatt] 強 光 下 で 形成 され た 解剖 
学 的 に よく 分 化し た 厚い 葉 。 葉緑素 含量 が 高 
く , 単位 面積 あたり の 同化 量 ・ 呼 吸 量 は 大 き 
く 光 飽和 度 が 高 ぐ , 強い 光 を 有効 に 利用 で " 


葉 面積 密度 Lleaf 
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bo REO. OR ” (1912) を 出し た 。 銀 類 の 生活 史 ・ 資 源 変動 を 
「 寺 と リ ョ ー ン ミツ ド 葉 量 密度 [leaf HHL, 生活 史 の 早い 時 期 に 危険 期 が 見 られ 
(weight) density] ORBE る と いう 説 を 提唱 し た 。 

ヨル ト Hjort, Johan, 1869~1948 ノル ヨー レイ リン pis Lyoung growth, 
ウェ ー の 水産 生物 学者 。 ベルゲン 水産 試験 場 'y. forest。y. stand ODJungholz] 稚 樹 
&, 後に オス ロー 大 学 海洋 生物 学 教授 。 調 査 ( 幼 樹 ) の 林 。young growth が 槍 樹 その も の 
船 Michael Sars 号 に よる 海洋 生物 調査 を 指揮 を 指す 場合 も ある 。 稚 樹 
Murray と の 共著 The Depths of the Ocean : 


SO4 =74 SE JL 


" プ 


ライ エル Lyell, Charles, 1797~1875 
イギリス の 地質 学者 。 ロ ンド ン の キン グズ カ 
レッ ジ の 地質 学 教授 。 斉 一 説 を 唱え , Darwin 
の 進化 論 の 形成 に 大 き な 影響 を 与え た 。 CE 
> Principles of Geology, 1830, 
ライ シメ ー タ ー ([lysimeter] 土壌 の 浸 
透 量 ・ 溶 脱 量 を 測定 する 装置 で 。 ぉ ふつう 一 定 
の 地下 水位 を 保っ た ュ ン クリ ー ト 貯水 池 。 
ライ トコ ー カ 一 一 効果 [Wright effect] 
遺伝 子 浮動 genetuc drift と も いう 。 Hardy 
- の 法則 は 無限 Mendel 集団 で 成り 立つ が 有限 
集団 の 場合 は 機会 的 な 交雑 の 結果 , 対立 遺伝 
子 の 一 方 が 消失 し , 他方 が 固定 (ホモ の 状態) 
と な る こと と が ある 。 こ れ は 集団 が 小さ い ほ ど 
起り や すい 。 と この 変動 を いう 。 適 応 と 無関係 
と 思わ れる 形質 が 集団 ご ど と に 異な っ た 比率 で 
含ま れ て いた り , 同一 環境 の 土地 に 異な っ た 
地理 的 品種 が 存在 する の は この 効果 で 説明 さ 
れる 。 ツ ハー ディ ー- ヴ ァ イ ン ベル グ の 法則 
ラウ ン ケ ア . Raunkiaer, Christen, 1860 
~1938 デン マー ク の 植物 生態 学者 で ュ ペ ン 
ハー ゲン 大 学 教授 。1907 年 休眠 芽 の 位置 に よ 
る 植物 生活 型 を 分 類 し , 生活 型 組成 表 (スベ 
クト ル ) に よる 植物 気候 を 設定 し た 。 また 頻 
度 測定 法 を 群落 調査 に 用 いる な ど , 統計 的 手 


法 を 生態 学 に 導入 し た 先駆 者 の 一 人 で も ある 。 


〈 主 著 > The Life-forms of Plants and Sta- 
tistical Geography, 1934, Oxford( 英 訳 版 )。 

ラウ ン ケ ア ノ セイ カツ ケイ プン ルイ 一 一 
の 生活 型 分 類 [Raunkiaer's life-form 
classification] 植物 に と っ て の 不適 期 の 
過 し 方 に 注目 し て , 最高 の 休眠 芽 の 位置 で 生 
活 型 を 区 分 し た 。 現 在 生活 型 区 分 の 中 で 最も 
広く 使わ れ て いる 。Raunkiaer が 考案 し た 。 
ウラ ウン ケア に る 

ラウ ン ケ ア ノ ヒ ンド スペ クト ラム 
の 頻度 一 一 [Ranunkiaer's frequency 
spectrum] 頻度 階級 別に みた 種類 数 の 動き 
を スペ クト ラム 人 図示 し た も の 。 


ラク ヨー 落葉 [leaf fall, defoliation 
OLaubfall] 葉 の 老化 や 寒冷 ・ 乾 燥 など に 
よる 生理 的 な 落葉 の 場合 , その 他 一 般 的 な 意 
味 と し て は leaf fal を 用 いる 。 人為 的 な 落葉 , 
た と えば 枯葉 剤 defoliant な ど に よる 落葉 に 
は defoliation を 用 いる こと が 多い 。 園芸 で 
は 摘 葉 を defoliation と いう 。 

ラク ヨー コー ヨー ジュ リン 落葉 広葉 樹林 
[deciduous broad-leaved forest] % 
葉 広葉 樹林 帯 

ラク ヨー コー ヨー ジュ リン タイ 落葉 広 
eh (deciduous broad-leaved for- 
est zone] 狭義 の 温帯 の 多雨 地方 を 成立 す 
る 樹林 帯 で , 暖 か さ の 指数 で 45 (55)~85 m.d. 
の 範囲 を 占め る 。 ブ プ ナ ・ ナ ラ ・ ク リ 等 の 落葉 
広葉 樹 の 優 占 す る 地域 で ある 。 

ラク ヨシ 落葉 枝 [Hitter。 duff O 
Waldstreu] 落葉 落 枝 。 群 落 内 の 土壌 表面 
に 落ち て くる 生物 起 原 の す べ て の 固形 物 。 す 
な わ ち , 動植物 の 遺体 ある い は 部 分 的 な 遺 
体 (木の葉 ・ 枝 ・ 樹 皮 ・ 果 実 ・ 倒 木 な ど ) +B 7 
泌 物 な ど 。 枯 死 量 や 土壌 へ の 有機 物 添加 量 と 
は 違う 量 で ある の で 区 別して 用 いな けれ ば な 
ら な い 。 ま だ 土壌 動物 ・ 微 生物 に よる 分 解 を 
受け て いな い 堆 積 物 の 層 .・ す な わ ち も 落葉 層 も 
litter と いう 。 8 

ラク ヨー シ ウ ケ 落葉 枝 受 け [litter 
trap] 地表 面 へ の 死ん だ 有機 物 の 供給 量 を 
測定 する た め の 用 具 。 ぁ つう 円 形 の プラ スチ 
ッ ク 枠 に 深い プラ スチ ッ ク ネ ッ ト を 取付 けた 
も の を 用 いる 。 リ ター トラ ッ プ 。 

ラク ヨー シキ ョ ー キ ュー リョ ー 落葉 枝 供 
給 量 [litter supply] 土壌 表面 お よび 土壌 
中 に 供給 され る 死ん だ 有機 物 の 総量 を い 2 。 
根 の 枯死 速度 の 推定 が 困難 な た め , 土壌 表面 
に 供給 され る 量 に 用 いら れる こと も ある 。 

ラク ヨー ジュ リン 落葉 樹林 [deciduous 
forest, decidn(i)lignosa Olaubwe - 
fender Wald ®foret de feuilles] 落葉 — 


樹 か ら 成 る 森林 。 夏 緑 林 ・ 雨 緑 林 ・ 落 葉 広葉 
樹林 ・ 落 葉 針葉樹 林 な どの 総称 。 

ラク ヨー シン ヨー ジュ リン 落葉 針葉樹 林 
(deciduous coniferous forest] カラ マツ 
な と ど と 落葉 性 の 針葉樹 の 森林 。 

ラク ヨー ソー 落葉 層 [litter horizon, 
1. layer, L h., Aos h., Aooo h. OStreusch- 
icht] 土壌 断面 の 最上 層 で , 主 に 原形 を 残 
す 分 解 初期 の 落葉 枝 ・ 枯 死 木 な ど よ り 成 る 層 。 


L 層 ・ リ ター 層 。 

ラク ヨー ラク シリ ョ ー 落葉 落 枝 量 [Hit- 
ter size]. リタ ー。 

ラ シ ェ フス キー Rashevsky, Nicolas, - 


1899~1972 ョ シア 生れ 。 キ エフ 大 学卒 。 プ 
ラ へ の = シア 大 学 物理 学 教授 の 後 , 1924 年 ア 
メリ カ K に 渡り (1939 年 市 民権 獲得 ), 生物 現象 へ 
の 数 理 物理 学 的 方 法 の 適用 に 興味 を も つ に 至 
る 。 シ カゴ 大 学 心理 学 教室 お よび 生理 学 教室 
内 に 数 理生 物 物 理学 の グル ー プ を 結成 (1934), 
数 理生 物 学 委員 会 と いう 独立 の 組織 と し 教授 
兼 委 員 長 と な る 947)。 HEE Bulletin of Ma- 
thematical Biophysics を 発刊 (1939), 以後 
HAE CEOER CH vic. MMOH 
い 意味 の 数 理生 物 物 理学 で あっ た が , 後に 
社会 科学 を も 含め て 広く 生物 科学 の 理論 的 問 
題 を 考察 し 。 その 研究 範囲 は きわ め て 幅広 い 。 
すなわち 行動 学 ・ 心 理学 ・ 歴 史学 に まで 及 ん 
だ 。 社会 学 ・ 生 態 学 関係 で は 人 間 と 一 般 動物 
の 社会 的 行動 や 生態 系 の 数 学 的 研究 な ど が あ 
2. <= Mathematical Biophysics, Phy- 
_ sico-Mathematical Foundatiors of Biology, 
1938, 第 2 版 ,1948, 改訂 3 版 ,1960, Mathe- 
matical Theory of Human Relations, 1947, 
Mathematical Biology of Social Behavior, 
1951~1960, Some Medical Aspects of 
Mathematical Biology, 1964, Looking at 
History through Mathematics, 1968, 

ラジ オオ ー ト ゲ グラフ 
ORadioautograph (®radioautograph ] 
放射 性 同位 元素 を 含む 試料 を 写真 乾板 と 密着 
させ , 放射 性 同位 元素 の 分 布 を 示し た も の 。 

ラジ オゾン デ [radiosonde] 電波 を 利用 


[radioautograph 
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し て 大 気 上 層 の 気温 ・ 気 圧 な どの 測定 を 経時 
的 に 行う た め , 無線 送信 器 を 付け て 飛ば す 気 


球 。 
ラチ 裸 地 [bare area, b. land] 
植生 の な し ヽ 土地 。 


ラチ ホー ケイ ク 裸 地方 形 区 [denuded 
quadrat] 植生 動態 の 調査 な ど で , 現 植 生 
を 掘り 起 し た り 刈 取っ た り し て 裸 地 状態 の 方 
形 区 を 設け た 調査 区 。 

ラッ ク Lack, David, 1910~1973 # 
ンド ン 生 れ の 動物 生態 学者 。 子 供 の 頃 か ら ア 
マチ ュ ア と し て 野生 鳥類 の 生活 を 観察 , 学校 
の 教師 な ど を し な が ら 優 れ た 研究 を 行っ た 。 
1945 年 。 オク ス フ ォ ー ド 大 学 の エド ワー ド グ 
レイ 野生 鳥類 研究 所 Edward Grey Institute 
of Field Ornithology の 所 長 と な っ て アマ チ 
ュ ア か ら 専 門 家 に 転じ , 鳥類 の 個体 群 動態 や 
生活 の 進化 に つい て 数 多く の 優れ た 研究 を 行 
っ た 。 ア マチ ュ ア 時 代 の 研究 に 基く 著作 
The Life of the Robin (1943) や Darwin's 
Finches (1947) が あり , また その 後 の 著 作 に . 
は , 進化 的 観点 か ら 動 物 個体 群 の 調節 を 論じ 
た 名 著 The Natural Regulation of Animal 
Numbers(1954) を は じ め 多 数 ある 。 英国 の ナ 
チュ ラル ヒス トリ ー の 伝統 を 受 継 ぎ , 進化 的 
観点 を 土台 に し た 重厚 な 学 風 は 動物 生態 学 に 
大 きい 影響 を 与え た 。 

ラテ イブ 裸 底部 [geobenthos」 河川 の 
底 が 植物 で 覆 わ れ て いな い 部 分 。 

ラテ ライ ト [laterite, latosol OLate- 
rit, Roterde ®latérite] 雨期 ・ 乾 期 を も 
つ 熱 帯 を 中 心 と し て 発達 する 土壌 で 。 主 と し 
て 鉄 ・ ア ルミ ニウム の 含水 酸化 物 よ OK, 
強い 紅色 を 示す 。 地 表 ま た は 地表 に 近い 部 分 
に きわ め て 硬い Fe-Al ROBE (ラテ ラ ィ 
bese) ° MEE hard pan を 作る こと が ある 。 
‘+. 

ラテ ライ トカ ク 一 一 殻 [lateritic crust] 


ラテ ライ ト の 地表 また は 地表 近く に 形成 され 


る Fe-Al HOB BEB. ラテ ライ bE 
殻 。 ウ ラテ ライ ト 


ラテ ライ トカ サヨ ー 一 一 化 作用 [lat- 
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eri(tijzation ①Laterisierung ®latéri- 
sation] 土壌 生成 作用 の 一 つ で , 高温 多湿 
の 熱帯 地方 を 中 心 に み ら れ る 。 和 岩石 は 深く ま 
で 風化 し , 塩基 ・ 球 酸 は 溶脱 し て Fe・Al の 
含水 酸化 物 が 残留 する 作用 。 

ラテ ライ ト セ イド 一 一 性 土 Llateritic 
soil] ラテ ライ ト 化 作用 を 多少 と も 受け た 土 
壌 の 総称 。 ウラ テラ イト 化 作用 

ラテ ライ ト セ イ ヒ カ ク 一 一 性 皮 殻 [lat- 
eritic crust] ニラ テラ イト 殻 

ラ ト ゾ ル [latosol] 成 帯 土壌 の 一 群 で , 
熱帯 性 の 赤色 の 土壌 で , 可溶性 塩類 が 少な い 。 
ラテ ライ ト 化 土壌 1ateritic soil と 同義 に も 用 
いる 。 MiB hard pan の ある ラテ ラテ イト と 区 
別して , 艇 層 の な いも の を ラ ト ゾ ル と いう とこ 
と も ある 。 ツラ テラ イト 

ラノ Cllano] 南ア メリ カ 東 北部 の ベネ 
ズ エ ラ か ら コ ロン ビア に か け て 広がる オリ ノ 
ュ 低 地 に み ら れ る 高 茎 示 本草 の サバ ベン ナ 。 雨 
量 は 年 1300 mm 程度 ある が 明瞭 な 乾期 を も 
つ 。 ア レン シフ = と 呼ば れる 硬い ラテ ライ ト の 
艇 悦 が で きる た め に 森林 の 成立 が 妨げ られ て 
いる 。 一 部 に は 火入れ の 影響 も ある 。 

ラマ ルキ ズム [Lamarckism OLamar- 
ckismus] 進化 要因 に 獲得 形質 の 遺伝 を 中 
心 と し た Lamarck の 学説 で ある が , その 後 
定 向 進化 説 の 思想 る 導入 され た 。 

ラム ダ エ ヌ ガ タ ロジ スチ ッ ク キョ クセ ン 
ー 一 型 一 一 曲線 LAN type logistic curve] 
ツ 一 般 化 ロジ スチ ッ ク 曲 線 

ラム ダ ガ タ ロジ スチ ッ ク キョ クセ ン 一 一 
型 一 一 曲線 [A type logistic curve] プロ 
ジス チッ ク 曲 線 

ラメ ー ト [ramet] クロ ン の 一 個体 。 
ツク ロン 

ラン オー エイ ヨー/ ノ 卵黄 栄養 の Lleei- 
thotrophic] 仔魚 ・ 幼 生 が 卵黄 を 栄養 源 と 
し て いる と と 。 

ラン カイ 98 Legg mass, e. batch] 
昆虫 類 な ど で は , 雌 が 1 ヵ所 に 数 卵 以 上 ま と 
め て 産 下 する も の が 多い が , この 卵 群 を 指し 
て いう 。 


ラン カク 乱獲 [over-fishing] 一 般 に 
ある 漁業 生物 資源 に 対し て 適正 以上 の 漁獲 を 
する こと で , 最大 の 増加 率 が 示さ れる 状態 を 
越え て 漁獲 強度 を 大 きく する と と と か , 単位 


漁獲 努力 あたり 漁 首 量 ある い は 資源 生物 量 密 


度 も 総 漁獲 量 も 共に 減少 させ る よう な 漁獲, 
な ど と され て いる 。 | Ga a 

ラン キ セ イ シャ WBEA Legg para- 
site.DEierparasit] 他 種 の 卵 に 寄生 する 
ER 

ラン グ ノウ リョ ー ケ イス ー 一 一 の 雨量 
係数 [Lang's rain factor] 年 降水 量 V と 
年 平均 気温 ア と の 比 。 気 候 帯 ・ 土 壌 型 の 分 布 
に 関係 する と いう 。 

ラン ショ ー HN Cephippium ⑥Ephi- 
ppium] ミ ジ ン っ ュ の 育 栓 に 受精 卵 を 1 個 ま 
た は 2 HANS, HBC OMSL SE 
が , 耐久 卵 ま た は 休眠 卵 と も いい , 悪 条 件 の 
場合 に 作ら れる 。 

ラン セイ ジ 卵生 雌 Coviparous female] 
アブ ラテ ムシ 類 aphids の 多 型 の 一 つ で , 越冬 
卵 を 産む 雌 。 

ラン ソー 
OBlaualgen ] 

ラン タイ セイ 卵 胎生 [ovoviviparity 
⑥Oyoviviparitat] 胎生 viviparity の 一 
GAT, 卵 は 十分 の 卵黄 を 含み それ を 利用 し 
て 腔 子 が 発育 を 完了 し , 般 化 し た 直後 雌 の 体 
外 に 産み 出さ れる も の 。 例 に: ア ザ ミ ウマ ・ ゴ 
+7 V +o rnrzs BRROMICAGHNS. 

ラン ダウ ン [run down] ROWE 
で , 人 間 が 獲物 (大 型 陸生 動物 ) を 視野 の 範囲 
ATC, か つ そ の 動物 を 休ま せな いよ うほ 追跡 
し 続け , 最終 的 に その 動物 が 疲労 し きっ た 後 
と 捕え る こと 。 | 

ラン ダム サン プリ ング (random samp- 


= (blue-green algae 


ling] =i 
ラン ダム ヒ ョ ー ホ ン 一 一 標本 [random 
sample | 
ラン ダム プン サン 一 一 分 散 [random 


dispersal] 集団 が ある 地点 か ら 周囲 に 広 が 
っ て いく 際 , 分 散 が どの 角度 に も 等 確率 に 起 
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り , か つ 他 個体 か ら 誘引 ・ 反 発 な どの 影響 を " 
受け な い 場 合 を いう 。 理論 的 に は ラン ダム ウ 
ォ ー ク random walk の モデ ル か ら 導 か れ , 
.2 次 元 の 空間 で は 一 定時 間 後 の 個体 の 分 布 は 
双 変 正規 分 布 bivariate normal distribution 
で 与え られ る 。 ラ ンダ ム 数 布 。 

ラン ダム プン プ 一 一 分 布 Lrandom dis- 
tribution] 空間 ある い は 時 間 が 等 質 ・ 等 大 
の 区 画 に 分 けら れる と き , ある 事象 の 起 る 確 
率 が 全 区 画 に お いて 等 し い 場合 を いう 。 二 項 
分 布 binomial distribution と Poisson 分 布 
が その 代表 的 な モデ ル で ある 。 機 会 分 布 。 

ラン ダム プン プ カラ ノ ヘン サ 一 一 分 布 か 
ら の 偏差 [deyiation from randomness | 
個体 の 分 布 が 場所 的 に 集合 contagious か , 
一 様 regular か の 判定 な ど に 用 いる 。 

ラン ダム ペア ホー ー 一 法 [random 
pairs method] 植生 調査 法 の 一 つ 。 基線 上 
の 点 ア を と り , ア に 最も 近い 個体 4 を 選び , 
PC PA に 直角 に 交わ る 線 を 引き , これ を 
境 に し て 4 下 反 対 側 の 地域 で 4 か ら 最 も 近 


い 個 体 2 を 選ぶ 。 AB の 間隔 7 を 何 カ 所 か 測 
り , 平均 占有 面積 M=(0.83x0.87)? に よ 
っ て 樹木 な どの 密度 を 測定 する 。 

ラン バツ 乱 伐 [deforestation, forest 
denudation @MRaubbau, Entwaldung 
®exploitation abusive ou 4 outrance } 

ラン バー ト - ベ ー ル ノ ホー ソ ク 一 一 の 法 
則 [Lambert-Beer's law] 光 の 吸収 に お 
いて , 入射 光 強 度 と 透過 光 強 度 7 と の 比 の 
対数 が , 吸 収 物質 の 厚 さ 2 に 比例 する と いう 5 
法則 : 

log。(7。/ の = ニム d また は I=I, exp (一 の ) 

植物 群落 の 葉 層 内 で の 光 の 吸収 に も 成り 立ち , 
葉 層 の 葉 面積 指数 LA1 を F と すれ ば , [= 
I, exp (uF) と な る 。 p は 吸光 係数 (hight) 
extinction coefficient と 呼ば れる 。 

ラン リュ ー 乱 流 [tarbulent flow, 
turbulence Oturbulente Strémung © 
écoulement turbulent] 

ラン リュ ー カ クサ ン 乱 流 拡散 [tarbu- 


lent diffusion ] 
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リガ ン リ ュー BEA Loffshore cur- 
rent OKiistenfernstorm] 海岸 付近 で 局 
所 的 に 起 っ て いる 沖 へ 向う 海水 の 流れ 。 

. リ クジ ョ ー ケ イ 陸上 型 [land form] 
水生 植物 の 一 部 が 水面 上 に 出 た 部 分 , あ る い 
は 減水 に よっ て 植物 全体 が 大 気 中 に 明 さ れ た 
Ba, 水中 生活 の と き と 著 し く 異 な っ た 形態 
を と る こと と が ある 。 と の よう に 水中 生活 者 が 
大 気 中 で の 生活 に 適応 し た 形態 を いう 。 


リク ジョ ー セイ タイ ケイ 陸上 生態 系 
‘(terrestrial ecosystem] 
リク ジョ ー セイ プ ツ ソー 陸上 生物 相 


(terrestrial biota ] 

リク ジョ ー ソ ー ゲ ン 陸上 草原 [terriher- 
bosa @MLandwiesen] 水生 草原 に 対す る , 
Ribel の 用 語 。 ス テッ プ ・ プ レー リー な どの 


草原 を 含む 。 

VPA A= メカ 陸上 の [terrestrial] 
三 地上 性 

リク スイ 陸 水 [inland water OBin- 


nengewasser] 陸地 に 囲ま れ た 水 を 総称 す 
る 。 一 般 的 に は 淡水 が 多い が , 塩分 濃度 の 高 
い 水 ・ 鉱 泉 な ど 種 々 の 水 も 含ま れる 。 内 陸 水 。 

リク スイ イキ タイ ジョ ー プ ンプ BKK 
状 分 布 [fresh water zonation] 深く て 
KEV Wik, 水際 の 沿岸 帯 ittoral zone・ 沖 
帯 limnetic z.・ 深 底 帯 profundal z. に 分 け 
られ る が , 浅い 池沼 で は 深 底 帯 は な い 。 し た 
が っ て 水深 や 光 の 強 さ や 波浪 の 影響 に よっ て , 
そこ に 生息 する 生物 群集 や 堆積 物 が 異な り , 
沿岸 線 に ほぼ 平行 な 帯状 分 布 を する 。 た と え 
ば 水草 で は 抽 水 植物 帯 ・ 浮 葉 植物 帯 ・ 沈 水 植 
物 帯 ・ 車 軸 藻 帯 が 配列 し , 沈 典 物 の 重 さ に ょ 
2 C Amit : winter - FEA Rye 
生じ る し , プラ ンク トン ・ ベ ント ス ・ 魚 類 で 
も か な り 明 瞭 な 帯状 分 布 を な す 。 河 川 で も 中 
流 以下 は , 早瀬 ・ 平 瀬 ・ 淵 に 分 れる し , We 
か ら 流 速 の 速い 中 心 部 まで 異な っ た 生物 相 が 
帯状 に 分 布 する 。 


リク スイ セイ プ ツ ガク 陸 水 生物 学 [hy- 
drobiology」 一 般 に 湖沼 ・ 河 川 な どの 内 陸 
水 に 生息 する 生物 お よび それ ら の 生活 ・ 環 境 
と の 関係 を 研究 する 学問 。 温 泉 ・ 泡 水 ・ 地 下 
水 な ども 含む 。 

リク セイ 陸生 [terrestrial] 一 地 上 性 

リク セイ タイ セキ プ ツ 陸 性 堆積 物 Lter- 
rigenous sediment terrigene Abla- 
gerung ⑤depot terrigene] 陸地 か ら 運 
ば れ て その まま すぐ に 近く の 海底 に 沈 典 し た 
HERD. . 

リク ダナ 陸 棚 Ceontinental shelf © 
Kontinentalschelf ⑤platformme conti- 
nentale, plateau continental] 大 陸 や 
大 き な 島 な どの 周縁 に 広がっ て いる 平坦 な 海 
底 。 ふつ うぅ 水 深 200m くら いま で 。 AEM 
と も いう 。 これ か 急 傾斜 の 陸 棚 斜面 へ と 移る 
と ころ を 陸 棚 外縁 shelf edge と いう 。 HEH 
外縁 が 深い と き に は 水深 140m くら い の と 
CACREMCS, それ と の 間 に 縁 辺 台地 
marginal plateau を 形成 する こと が 多い 。 

リク ダナ シャ メン 陸 棚 斜面 [comtimen- 
tal slope OKontinentalabhang ®talus 
continentale] 陸 棚 外縁 か ら 急 傾斜 CAS 
斜 約 4?) で 深海 底 deep-sea floor へ 続く 海 
底 。 ふつ ら 水 深 3000m くら いま で 。 ABA 
と も いう 。 深く 切り 込ん だ 海底 谷 submarine 
canyon 〒 階 段 状 の 海底 段丘 s. terrace が 発 
達する こと が ある 。 陸 棚 終 面 の 裾野 部 に は 傾 
斜 が ゆる や か に な っ た ュ コンチネンタル ライ ズ 
continental rise D3ERTS,. OBA 

リク ダナ ドー プ ツ ソー 陸 棚 動物 相 
{shelf fauna] 陸 棚 の 発達 が 悪い と ころ で 
b, それ に 相当 する 海岸 周辺 の 浅海 底 の 動物 
相 を 指す 。 広 義 の littoral fauna に あたる が , 
この 語 の 混乱 を 避 け る た め に 用 いら れ た 。 

リ ゲ ニ ン [lignin OLignin ⑤⑥Hlignine] 
セル ロー ス ・ へ ミセ ル ロ ー ス と と も に 木材 の 
主要 構成 成分 で , 材 中 に 20~30% 存在 する 。 
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高 分 子 の 芳香 族 重合 化合 物 で , 化学 構造 は 明 
ら か で な い が 構 成 単 位 体 は ブロ ビル ベン ゼン 
BRACHS. SHS - LRH 1 thee 
で , 構成 単位 体 の 種類 が 違う 。 リグニン は 分 
解 さ れ に くく , リグ ニン ・ タ ンズ ク 人 復 合体 と 
LU, 腐植 の 主 成分 と な っ て いる と され て い 
る 。 

リク フー シュ 陸 封 種 Lland-locked 
species] 本 来 海 に 生息 し て いた 種 が 陸 水 ( 淡 
水 ) に 封じ 込め られ た も の や , 海 と 河 の 間 を 
回 遊 する 人 性質 の 種 が 陸 水 で 一 生 を 過す よう に 
な っ た も の 。 前 者 に は 霞ヶ浦 に 多 産 す る 甲 帝 
類 の アミ の 一 種 , 後者 に は ヒメ マス (ベニ ザ ケ 
Desa), TEWO2 72 (7 2 08H, ヤ 
マメ (サク ラー マス の 陸 封 種 ) な どの 例 が ある 。 

リサ ン テ キ カク リツ ヘン スー 離散 的 確率 
変数 [discrete random variable ] 

リス - ヴ ルム カン ピ ョ ー キ 間 氷 期 
LRiss-Wiarm interglacial period] リ 
ス 氷 期 と ヴ ル ム 氷 期 と の 間 に 来 る 温暖 な 海 進 
時 代 。 第 三間 氷 期 。 約 15 万 年 前 。 ョ ヨー ロッ ズ ペ 
で は ネアンデルタール 人 が 活躍 し て いた 。 日 
本 で は 中 位 海岸 段 庄 を この 時 代 に 対比 させ る 
意見 も ある 。 

リス トワ ク 一 一 わ も < [list quadrat] 
調査 記録 され た 種 の ある わく (HWE). 

リス トワ ク ホ ー 一 一 わく 法 Llist quad- 
rat method] わく 内 に 出現 し た 種 名 の リ 
スト を 作る 方 法 。 植 生 調査 法 の 一 つ 。 

リス ヒ ョ ー キ 氷 期 LRiss glacial 
period ORiss-Eiszeit ®periode glaci- 
aire de Riss] 第 三 氷 期 。 ョ ヨー ロッ パ の ア 
ルプ ス 地 方 に 残さ れ た 氷河 遺跡 に よ り , 古い 
は ほう か ら ギ 。 ン ツ 氷 期 ・ ミ ン デ ル 氷 期 に 続く 
氷 期 で 。 VAI, 則 の 2 回 の 亜 氷 期 に 分 ける 
こと も ある 。 古い ほう の 亜 水 期 を ペー ル 氷 期 
Paar glacial period と 呼ぶ こと も ある 。 日 
高山 脈 の ポ ボロン リ 水 期 ・ ト ョ ニ 氷 期 は 本 氷 期 
に 対比 され , 塩原 湖 成 層 の 木葉 石 も 同時 代 と 
きれ て いる 。 現在 より 4~6°C 低温 と され て 
いる 。 ツイ リノ イ 水 期 , や ポロ シリ 水 期 

リズ ム [rhy thm ORhythmus Prhy- 


thme] 量 的 お よび 質 的 に 規則 正しい 変化 を 
繰 返 す 生 物 的 過程 。 太 陽 ・ 月 の 位置 , Mor 
満 な ど に 関連 し た も の が よく 知ら れ て お り , 
体内 時 計 biological clock に よる と いわ れる 。 

リタ ー [litter DWaldstreu Plitiére] 
落葉 沙枝 量 。 

リー ダー [leader] 社会 集団 の 遊動 の ル 
ー ト を 決め , 遊動 の スピ ビー ド ・ バ ター ン を 調 
整 し , 外敵 か ら そ の 集団 を 防 術 する よう な 1 
頭 あ る い は 複数 の 個体 。 霊 長 類 で は リー ダー 
が けん か の 仲裁 等 の 行動 を する 場合 も ある 。 
路 乳 上 類 で は 最高 順位 の 雄 個体 が リー ダー に な 
る こと が 多い が , 種 に よっ て は それ が 雌 で あ 
る こと も ある 。 

リー ダー シッ プ [leadership] ニ リ ー ダ 
ー 制 

リタ ー シ ョ ク シャ 一 一 食 者 [litter 
feeder] 地表 に 集積 し た 有機 物 を 主 な 食物 
と する 動物 。 リ ター と は 原形 を と ど め て いる 
未 分 解 の 落葉 落 枝 な ど を 指す が , この リタ ー 
や その 分 解 中 の ダフ duff お よび ほとん と 腐 
植 化 し た 粗 腐植 rsw humus な ど を 食物 と す 
る 動物 で , 有機 物 の 分 解 者 と し て , RMR 
系 の 物質 循環 に 重要 な 人 役割 を 果して いる 。 

リー ダー セイ 一 一 制 [leadership] 集 
団 生活 を する 動物 に お いて , 1 頭 あ る い は 数 
頭 の 集団 を 導く 個体 が いて 集団 に ある 秩序 と 
統制 を 与え て いる 場合 , その リー ダー の 社会 
的 役割 を 指し て いう 。 集団 の 中 の リー ダー に 
追 徒 す る 個体 を フォ ロウ ァ ー follower, - そ の 
社会 的 役割 を followership と いう 。 この 社会 
的 体制 は , 社会 性 昆虫 ・ 魚 類 ・ 烏 類 ・ 路 乳 類 
に 見 られ , 霊長 類 の 社会 で は , リー ダー は 持 
続 性 の ある 社会 的 地位 social status を 確立 し 
て いる 場合 も ある 。 

リタ ー ソ ー 一 一 層 [litter horizon, 1. 
layer] 三 落 葉 層 

リタ ー ト ラップ [littertrap| 三 落 葉 枝 
受け を 

リッ キョ ー 陸橋 [land bridge] か つ 
て 海 で へ だ て られ て いた 陸地 が 海水 面 の 降下 
ま た は 海底 面 の 上 昇 で 陸続き と な っ た 部 分 。 


ts っ 


陸 軸 砂州 な ど で 離 れ 島 が 本 土 と 連結 され る よ 
う な 比較 的 小 規模 な も る の に は 用 いな い 。 隊 橋 
の 形成 ・ 消 失 は 生物 分 布 に 大 きい 影響 を 及ぼ 
し た 。 や ベーリング 陸橋 

リッ チ 立地 [habitat。 site OStan- 
dort] 生物 の 生育 地 の 環 境 。 環境 environ- 
ment を 具体 的 に 特定 の 種 ・ 群 集 ・ 群 沙 の そ 
れ と し て 表す 場合 に ふつ う 用 いる 。 立 地 の 概 
念 は 最近 は 拡大 し て 生 熊 学 以外 で も 工業 立地 
の よう に も 使う 。 す みろ 場所 ・ 生 息 環 境 。 = 生 
育 地 

リッ チ シ ヒ ョ ー 立地 指標 [site indica- 
tor] 環境 の 働き を 評価 する 指標 。 単 な る 物 
理化 学 的 測 器 に よる 測定 (客体 的 測定 ) の み で 
は 不 十分 な 場合 に , 生物 の 反応 を 通じ し て の 測 
定 (主体 的 測定 ) が 必要 と な る 。 例 : 立地 指標 
植物 site indicator plant, D#HEB 

リッ チ ジ ョ ー ケ ン 立地 条件 [site factor] 
三立 地 要 因 

リッ チ J タ ヨ ー セ イ 立地 の 多様 性 
[habitat diversity] 自然 の 多種 性 の う も , 
立地 条件 に 山 あ り 谷 あ り と いっ た 多様 性 の あ 
る こと 。 宅地 造成 ・ 草 地 造 成 な ど で は ブル ド 
ー ザ ー で 地形 を 平ら に な ら す よう な 工事 を よ 
く や る が , これ は 生物 の 環境 を 単純 化 (多様 
性 を 減少 ) す る こと に な り 人 災害 の 原因 と も な る 。 
リッ チヨ ー イ ン 立地 要因 [site factor] 
ある 場所 の 植物 群落 の 成立 に 関す る すべ て の 
要因 。 主 に 大 気候 ・ 微 気候 ・ 土 地 の 肥 泊 度 ・ 
地形 な どの 自然 要因 を 指す が , 農林 業 な どの 
実用 面 で は 消費 地 か ら の 距離 や 搬出 の 便 な ど 
も 考慮 され る 。 立地 条件 。 

リッ ポー ジョ ー コー ゾー 立方 状 構 造 
[eube-like structure] 土壌 構造 の 一 型 。 

リネ ッ ジ [lineage] 三 系 族 

リー フ モ ル ド [leafmold] A, 層 の 下層 
で 有機 物 の 分 解 が 進み 菌糸 の 多い 層 で , アメ 
リカ で の 用 語 。F 層 ・ 粗 腐植 ・ モ ル ・ マ ル な 
ど 同 じゃ の を 指す 。 

リャ クダ ツ ケイ エイ 略奪 経営 Ldest- 
ructive lumbering DRaubwirtschafft ] 
熱帯 の 森林 を 焼き 払っ て 畑 を 作り , 数 年 た っ 


て 生産 量 が 低下 する と 放棄 し て , 新しい 森林 
を 焼畑 に 利用 する 粗 放 産 業 形態 の 一 つ 。 略 邦 
農業 。 焼 畑 農 耕 

リャ クダ ツ ケイ カン 略奪 景観 [denuded 
landscape ⑥Ranublandschaft] 焼畑 農業 
の 放棄 地 は 二 次 遷 移 を し て や が て 森林 に まで 
回 復 す る が , その よう な 途中 の 熱帯 の 景観 。 
自然 景観 ONaturlandschaft と 文化 景観 .⑥ 
Kulturlandschaft の 中 間 に 位置 させ て 呼ば れ 
る と と が ある 。 OBB 

リュ ー イ #28 (rumen OPansen, 
Wanst rumen, pansen」 ウシ 等 の 反物 
動物 で は 通常 , 骨 が 4 室 に 分 か れ て いる が , 
この 最前 部 に ある 最も 大 きたな 容積 を も つ 室 を 
いう 。 中 は 嫌気 的 で 織 毛 虫 類 ・ 細 菌 宮 が 大 量 
に 共生 し て お り , 動物 の 餌 中 の セル ロー ス を 
分 解 し た り 発酵 に よっ て 低級 脂肪 酸 を 生成 し 
た りす る 。 内 容 物 は 次 の 網 骨 へ 送ら れ た 後 , 
口腔 内 へ 吐き も ど さ れ , BOMRSSHS, 
この 繰返し に より 餌 は 動物 に 吸収 され や すい 
流動 状態 と な り 第 3 胃 ( 葉 胃 ) へ 送ら れる 。 敏 
生物 生態 学 の 面 か ら も 研究 され て いる 。' 

リュ ー カ セイ プ ツ HEE [drifting 
organism] や 羽化 , や 水生 昆虫 , ツ 水 生 動 物 , 
字 底 生生 物 , OTR 

リュ ー カ プ ブツ セイ プ ツ ゲン シュ ー 硫化 物 
生物 群集 [sulphide commanity] 水 の 流通 
が 悪く 硫化 水素 が 発生 し て いる よう な 旗 質 の 
間隙 に 特異 的 に 生活 する 内 生 底 生生 物 の 集団 。 

リュ ー キ コー コー ゲン 硫 気 孔 荒 原 [sol- 
fatara formation Solfatarenforma- 
tion] 火山 地帯 で 硫 気 の 噴出 孔 の 近く に 成立 
する 植物 群落 。 土 壌 は 強酸 性 で アル ミニ ウム 
含量 が 多い 。 こ の 土壌 に 耐え る 植物 を 硫 気 孔 
植物 solfatara plant と いい , それ が 散 生 す 
る 群落 で ある 。 

. リ ュー キシ ツゲ ン 隆起 湿原 [raised bog 
⑥Hochmoor] 高層 湿原 と ほぼ 同義 に 用 い 
So SO RMICHSELK I KIATEEO 
湿原 で , 周辺 部 は 比較 的 急 傾斜 で まわ り を 水 
路 で 囲ま れる も の を いう 。 

リュ ー サ ン エ ン カン ゲン サイ キン pene 


リョ ー カ ン 401. 


還元 細菌 [sulfate-reducing bacteria 
⑥sulfatreduzierende Bakterien] 有機 
物 ・ 水 素 を 硫酸 塩 に よっ て 酸化 し , その エネ 
ルギー を 用 いて 生活 する 嫌気 性 細菌 。 そ の 結 
果 , 硫化 水素 が 生成 され る 。 Desulfovibrio 
が 代表 的 で ある 。 

リュ ーシュ ツ 流出 [①runoff DAbfluss 
②effluent] ① 降 水 は 土 中 に 浸透 し 地下 水 
と な っ て 流出 する も の (地下 水流 出 ) も あり , 
また 土 中 に 浸透 し な いで 地表 面 を 流出 する 場 
合 surface runoff も ある 。 流出 と いう と , & 
つう 5 は 後者 を 指す 。② 湖 か ら の 流出 水 や 河川 。 

リュ ーシュ ツケ イス ー 流出 係数 [ran- 
off coefficient) ある 地域 に お いて , そこ 
か ら 流 出す る 量 を 降水 量 で 除 し た 値 。 わ が 国 
で は 山地 で 60, 乾燥 地域 で は 0%, 湿潤 地 
域 で は 100% に 近く な る 。 地 下水 を 通っ て 流 
入水 が ある 場合 に は 100% を 超え る こと が あ 
る 。 

リュ ーシュ ツ コ ー 流出 口 [outlet] 

リュ ー ジ ョ ー プ ブツ 粒状 物 [particulate 
matter, p. material] セス トン の 構成 物 。 
粒状 懸 濁 物 particulate suspended matter, 
- s.p.m. あ る い は 単に 粒子 particle, particulate 
と も いわ れる 。 

リュ ー ス イガ ク 
オロ ジー。 

リュ ー ス イ カン キョ ー 流水 環境 [lotic 
environment] 河川 な ど で 流 水 が 速 く 波 立 
つよ ょ な か 環境 。 

リュ ー ス イ グン シュ ー 流水 群集 Lrun- 
ning water community] 流水 を 好む 動 
植物 で 構成 し て いる 生物 社会 。 

リュ ー ス イ ショ ク プ ブツ 流水 植物 [rheo- 
phyte] 植物 体 が 柔軟 で 水 の 流れ に 適応 し , 
流水 域 に 好 ん で 生育 する 植物 。 

リュ ー ス イセ イ ノ FAKED [fluvial] 

リュ ー ソ ク ケ イ 流速 計 [current me- 
ter) 河川 水 の 流れ る 速度 を 測定 する 器具 。 

Ya ne Fe a 
resident, permanent b. DStandvégel } 
1 年 中 同じ 場所 ・ 地 域 で 生活 し て いて , 季節 


流水 学 [rheology」 


留鳥 [resident bird,・ 


的 に すみ 場所 を 変え て 移動 する こと の な い 鳥 
類 。 

リュ ー ド 流 土 [solifluction OSoli- 
fluktion ®solifluction] ソリ フラ クシ 
ョ ン 

リュ ー ド 粒度 [grainm size, granular- 
ity ⑥Korngrosse ⑥granularite] 堆積 
物 の 粒子 の 大 き さ 。 海底 堆積 物 の 粒度 の 指標 
の は , 粒 和 伴 (mm) を y と する と き G=—logey 
で 求め られ る 値 。 粒 径 1/16 mm 以下 (@=4 以 
上 ) を 泥 , 粒 径 1/16~2 mm (@= ニ 4 一 1) を 砂 , 
粒 径 2 mm 以上 (@ ニ ー1 以下 ) @REL, 更に 
粒 径 1/256mm LAF & fk+ clay, ME 
1/256~1/16 を 沈 泥 silt, HIE 4~64mm を 
thE pebble, 粒 径 256mm bl EXER boul- 
der な ど と 細分 する 。 

リュ ー ヒ ョ ー 流氷 [floating ice, drift 
i. ODrift-Eis ®glace flottante] 生成 
場所 か ら 流れ 出し た 海水 。 

リュ ー ベ ル Riibel, Edward, 1876~1960, 
スイ ス の 植物 学者 。 地 植物 学 Ceobotanik の 
提唱 者 。 チ ュー リッ ヒ 大 学 の 教授 で , 有名 な 
Ribel-Institut の 創始 者 。< 主 閉 > Ceobotani- 
sches Untersuchungsmethoden, 1922, Pflan- 
zengesellschaften der Erde, 1930, 

リュ ー ボ ク 立木 [standing tree, stand, 
stumpage MBestand, Holzbestand で 
arbre sur pied, bois sur p.] it)” ' 
に 生 立 し て いる 木 。 立 ち 木 。 

リュ ー ボ クミ ツ ド 立木 密度 [stad . 
sity ①DBestockungsgrad @®densité des 
arbres] あつ うら 単位 土地 面積 (水平 ) あたり 
の 立木 の 本 数 密度 を 指す が , 場合 に よっ て は 
胸高 断面 積 ・ 材 積 ・ 樹 冠 投影 面積 に つい て も 
立木 密度 と いう こと が ある 。 

リュ ー ボ クリ ョ ー 立木 量 [growing 
stock] 一 地域 内 に ある 樹木 の 総 本 数 また は 
総 幹 材 体積 。 

リョ ー カ ンタ イセ イ 両 寒 帯 性 [biboreal] 
寒 帯 に 両極 性 の 分 布 を し て いる こと 。 両極 分 
布 を 狭義 に 南北 両極 帯 に 分 布 す る こと に 限る 
と き , それ と 対置 され る 。 


402 . リ ョ ー キ ョ 


リョ ー キ ョ クセ イ 両極 性 Lbipolarity 
⑥Bipolaritat] 生物 が 両極 分 布 を する 現象 。 

リョ ー キ ョ ク プ ンプ 両極 分 布 [bipolar 
distribution (Qbipolare Verteilung ] 
属 ま た は 種 を 同じ くす る 生物 が 南北 両極 の 周 
極地 域 ( 寒 帯 ・ 亜 寒 帯 ) に 分 か れ て 分 布 する 現 
象 。 そ の 原因 に つい て は 移動 説 ・ 多 起 原 説 な 
ど 異 説 が ある 。 

リョ クシ ョ クシ リョ ー 緑色 飼料 Lgreen 
fodder, g. feed OGrinfutter] 家畜 の 
栄養 維持 の た め に 与え る 緑色 植物 を 原料 と し 
た 飼料 。 緑 飼 。 

リョ クセ ツ 緑 雪 [green snow] 80 
華 

リョ クチ 緑地 [green area OGriin- 
flache] 一 定 の 居住 地域 と 結び 付い た 植物 
の 優 占 し た 空間 。 

リョ クチ タイ ‘thw [green belt O 
grime Zone, g. Girtel] 居住 地域 な どの 
環境 保全 を 目的 と し て 構築 きれ る 帯状 の 人 工 
植生 。 道 路 沿 い ・ 工 場 周辺 に ゃ 最近 各地 で 形 
成 さ れ て いる 。 

リョ ク ヒ 緑肥 (green manure] OF 
肥 作物 

リョ ク ヒ サク モツ 緑肥 作物 Lgreen 
manure crop] 植物 体 を 生 の まま 土壌 中 
に すき 込ん で 肥料 と し た も の を 緑肥 と ん いい, 
その 目的 で 作ら れる 作物 を 緑肥 作物 と いう 。 

リョ ー セ イ 両性 [amphi-] ある 生物 に . 
と っ て 耐え うる 変化 幅 や 分 布 が 地方 変 供 な ど 
(に よっ て ずれ て いて , 指示 され た 条件 (要因 ) 
や 地域 の 両極 に まで わた っ て いる こと 。 両 側 
性 。 一 般 に ある 特徴 が ある 形態 や 場所 な と の 
両側 ・ 両 端 に ある こと 。 

リョ ー セ イ ゲ グン 両性 群 Lbisexual 
group] 雄 ・ 雌 両方 の オト ナ を 含む 路 乳 類 
の 集団 。 単 雄 群 と 複 雄 群 に 分 けら れる 。 BE 
類 の スペ シア の 単位 集団 は , すべ て 両性 群 で 
ある 。 

リョ ー セ イ ショ ク プ ブツ 両生 植物 Lam<- 
phibious plant] 水辺 に 多く 生育 し , 水中 
で も 陸上 も ある 程度 生活 で き て , それ ぞ れ 


の 環境 に 応じ た 形態 の 変異 を 示す よう な 植物 。 
例 ・ キ ン ポ ウゥ ゲ 属 ・ ミ ズ ハ ュ ベ 属 ・ ス ギ ナ モ 
ieee 

リョ ー セ イセ イ 両生 性 [amphiecious」 
変異 が 大 きく て 種 全 体 と し て 見 る と , 種 内 の 
群 ご と に 環境 諸 条 件 に 対し て の 耐 忍 範囲 が ず 
れ て か け 離 れ た 値 域 に 見 られ る こと 。 

リョ ー セ イ ヨー イン 両性 要因 [opti- 
mum factor] 個体 また は 個体 群 の 成長 に 
WLC, 少量 の 場合 に は 成長 促進 的 に 作用 す 
る が , 供給 量 が 多 す ぎる と 成長 抑制 的 に 作用 
する 成長 要因 。 こ れ ら の 要因 は 線型 要因 で あ 
る と 同時 に それ と は 独立 に 逆数 要因 と し て の 
毒 作 用 を も つと 考え ん られ る 。 成 長 要 素 の 大 部 
分 は 両性 要因 で ある と いわ れる 。 最 適 要 因 ・ 
好適 要因 。 

リョ ー セ イ ヨー イン ノ ギャ クス ー シ キ 両 
性 要因 の 逆数 式 [reciprocal function of 
optimum factor] 両性 要因 げ の 成長 促進 
作用 ・ 毒 作用 が 成長 過程 の 異な っ た 部 分 に 働 
x, 相互 に 全く 独立 で も る と すれ ば , 個体 ま 
た は 個体 群 の 個体 重 ま た は 平均 個体 重 w と ア 
と の 関係 は 1/ ゅ =4/ げ +4 げ 二 玉 と いう 両 
任 要因 の 逆数 式 で 示さ れる 。4・4'・ は 定数 。 

リョ ー チ ョ ー ジ ュー 猟 鳥獣 game ani- 
mal] 三 狩 猟 鳥獣 

リョ ー テ キ グン ラク ソ ク ド 量 的 群落 測度 
{quantitative phytosociological char- 
acter] 植物 群落 の 分 析 に 用 いる 密度 ・ 彼 度 ・ 
群 度 ・ 頻 度 な どの 量 的 測度 。 

リョ ー ハ ン ノ ー カン ケイ 量 反応 関係 
[dose-response relationship] 環境 条件 
と 生体 反応 と の 間 の 数 量 的 関係 。 人 間 の 場合 
に は , と くに 健康 障害 に 関連 し て 放射 線量 ・ 
化学 物質 の 毒物 量 に つい て の 研究 が 進め られ 
て き て いる 。 

リョ ー ホ ク ク 両 北 区 [palaearetic and 
nearctic realm] Wallace に よる 動物 地理 


区 (I 旧 北 区 と 新 北 区 )。 

リ ヨ ー リ ン 利用 林 [forest in use] 
や 未開 発 林 

リル シン ショ ク 一 一 侵食 [rille eros- 


ion ORinnenerosion érosion par rui- 
ssellement] MiRR. OLRRA 

リン イ 林 衣 [shelter-belt QWald- 
mantel, Trauf ceintnre de forét] 
森林 を 風 害 た どか ら 守 る た め , 林 縁 の 木 の 枝 
打ち を 行わ ず に 帯状 に 残し た も の 。 林 友 。 

リン エン 林 縁 [forest edge, f. margin ] 
森林 と 森林 以外 の 植生 や 裸 地 と の 境界 。 林 緑 
で は 急激 な 箇 気 候 条 件 の 傾斜 が ある た め , 特 
別 な 境界 植生 を も つこ と が 多い 。 

リン カイ ガン +#RS [phosphate rock 
Ophosphatisches Cestein ®roche de 


phosphate) リン 酸 塩 を 主 成 分 と する 生物 
起 原 の 工 積 岩 。 
リン カイ ニッ チョ ー 臨界 日 長 [critical 


day-length, c. photoperiod] BRRO 
RHE diapause な どの 現象 は , 1 日 の 明暗 の 
周期 に よっ て 大 きく 支配 され , 発育 中 の 明 時 
間 の 長 さ (日 長 ) が ある 限界 値 以 下 あ る い は 以 
上 に なれ ば 休 過 が 誘起 され る 。 こ の 限界 値 を 
いう 。 

リン カン Hird (crown) canopy, forest 
ec.) eed し が 横 に 相 接 し て 森林 を 覆う 
ょ うに な っ た と き ,。 こ れ を いう 。 い くつ か の 
樹冠 悦 か ら 成 る こと も ある 。 

リン カン シス ー 一 一 指数 (Lincoln in- 
dex] ある 時 点 に 匹 に 標識 を 付け て 放し , 
一 定時 間 後 の 調査 で 合計 z 匹 捕 閥 され , うち 


好 匹 が 先 に 放し た 標識 個体 で あっ た と する と , 


調査 地域 内 の 総 個体 数 は パーw/ に よっ 
て 推定 で きる 。 再 捕 数 が 少な い 場 合 は 修正 式 
N=s(nt1)/(m+1) を 用 いる の が よい 。 前 
提 人 条件 と し て 調査 地域 内 外 の 出入 りや 出生 ・ 
死亡 が な いこ と , 標識 個体 と 未 標識 個体 の 捕 
獲 率 に 差 が な いこ と が 必要 で ある 。 ペ ー タ ゼ 
ン 法 Petersen method と も いう 。 

リン カン ノ キ カ ガ ク テ キ コー ゾー He 
の 幾何 学 的 構造 [geometrical structure 
of canopy ] 

リン カン ノ クラ スタ ー モデ ル IED 
ーー [eluster model] 森林 の 吸光 係数 が 
小さき く , 大 量 の 葉 を 保持 し て いる 現象 を 説明 
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する た め に 篠崎 が 考え た 光 の 吸収 そ デ ル 。 葉 . 


は 小枝 に 集合 し て クラ スタ ー( 葉 団 ) を 作り , 
クラ スタ ー 葉 団 は 大 枝 に 集合 し て クラ スタ ー 
群 を 作り , クラ スタ ー 群 は 集合 し て 一 つの 林 
先 を 作る と し た 。 光 は 葉 面積 指数 LA1= ニ 3 の 
クラ スタ ー を 通過 する と その 下 で は 5 久 に 減 
少 す る 。 こ の クラ スタ ー が 林内 空間 に 十分 離 
れ て 存在 する と , 光 が 林 床 で 5 に 減少 する 
た め に は 3 層 の クラ スタ ー, つま り LAI=9 
が 実現 で きる と いう モデ ル 。 

リン カン ヒド 林 冠 被 度 [canopy cover] 
三樹 冠 被 度 

リン カン ボク 林 冠 木 Lcanopy tree] 林 
之 を 構成 し て いる 木 の 総 称 。 し ば し ば 優 古 木 
と 同意 に 用 いら れる 。 Ome 

リン カン ホー ボク 輸 換 放牧 [rotational 
grazing] 牧草 地 を いく つか に 区 分 し て , 一 


_ 定期 間 を お いて 交互 に 放牧 に 利用 する こと 。 


リン カン ホー ボク チ 輪 換 放牧 地 [rota- 
tion pasture] 輪 換 放牧 を し て いる 草地 。 

リン カン ミツ ド 林 冠 密度 [canopy den- 
sity] 三 葉 層 密 度 

リン カン メン 林 冠 面 [canopy surface] 
Hii O LHe ESA. 

リン ギョ ー 林業 [forestry OForst- 
wirtschaft ⑤forestiere」 

リン ケイ 林 型 [forest type) 林 型 に は . 
温度 と 乾湿 度 と に よっ て 決 る 森林 の 優 占 種 の 
形態 ・ 生 活 型 に よっ て 分 けた 森林 溝 区 分 に お 
ける 林 型 と , 林 床 植生 の 種 ・ 生 活 型 に よっ て 
区 分 され る 林 型 お よび 森林 の 成層 構造 に よっ 
て 区 分 され る 林 型 が ある 。 

リン サク 輪作 [crop rotation。 r. 
system DFruchtfolge ⑤rotation] 作物 
の 種類 を 一 定 の 順序 に 周期 的 に 克 其 させ て 同 
し 耕 作 地 に 作付 する 栽培 様式 。 ョ ー ロ ッ ズ の 
KOPF CECE Lic. HH OHH - FBLO 
Bl - HRRAOMILHECRUOLW dH 
て いる 。 

リン ジ フ ユ ー セイ プ ツ 臨時 浮遊 生物 
Chemiplankton] 必定 期 性 浮遊 生物 

リン ジ プラ ンク トン 臨時 一 一 [hemi- 
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plankton] 臨時 浮遊 生物 。 

リン ジャ ク 輸 尺 [cal(Uiper] 三 測 径 器 

リン ショ ー RK [forest floor] 森林 
内 の 地表 面 。 よ くう っ 閉 し た 森林 の 林 床 の 相 
対照 度 は , ふつ う 5 多 以 下 で ある た め , そこ 
に は 耐 陰性 の 強い 植物 が 生育 する 特殊 な 植生 
( 林 床 植生 ) が み ら れ る 。 

リン ショ ー ソ ー 林 床 層 [floor stratum, 
f. layer] 林 床 の 植物 層 。 胸高 (1.3m) 以下 
の 高 さ の 植物 層 を いう こと が 多い 。 

リン セツ コタ イ ホ ー 隣接 個体 法 [Lnear- 
est neighbo(u)r method) 植生 調査 法 の 
ーー つ で 任意 点 ア に 最も 近い 個体 4 を と り , 
4 に 最も 近い 個体 と の 間 の 距離 7 を 測定 し 
て 1.677 ニ = JM (7 は 平均 占有 面積 ) に よっ て 
密度 を 推定 する 。 

リン チ 林地 [woodland] 草地 に 対し て 
用 いら れる 言葉 で , 森林 の 成立 し て いる 土地 , 
また は 森林 の 育成 に 用 いら れる 土地 。 う っ 閉 
林 closed forest に 対し て , 疎 林 を 意味 する 
こと も ある 。 t 

リン チ シ ヒ ョ ー シ ョ ク プ ブツ 林地 指標 植物 
[forest indicato*] 森林 に 関す る 指標 植物 。 
現在 ある 森林 の 状態 を 判定 する も の , 過去 に 
そこ に どん な 森林 が あっ た か を 判定 する も の , 
その 場所 が 造林 地 と し て 適当 で ある か , また 
どん な 樹種 の 造林 が 適当 で ある か を 判定 する 
も の な ど が ある 。 避 指標 植物 

リン チ セ ヒ 林地 施肥 [forest fertili- 
zation] 三 林地 肥 培 

リン チ ヒ バ イ 林地 肥 培 [forest ferti- 
lization DForstdiingung, Dangung des 
Waldes] 植林 ・ 伐 採 の 繰返し に よる 林地 生 
産 力 の 低下 を 防ぐ 目的 で 森林 に 施肥 する て と 。 
あつ ら 極 遅 効 性 の 配合 固 型 肥 料 が 用 いら れる 。 
林地 施肥 。 

リン デマ ン ヒ 一 一 上 比 [Lindeman's ra- 
tio] ニ ネ ルギー 効率 の 一 つ 。 植 物 群落 で は 。 
生育 期間 中 に 群落 面 に 注ぐ 全 入射 エネ ルギー 
量 に 対す る 一 次 生産 量 の エネ ルギー 換算 比 で 
示す 。 ORME 

リン トー HE [shelter-belt] OK 


リン ドー #38 [forest road ®Wald- 
weg, Forststrasse route forestiere ] 

リン ナイ キ コ ユー 林内 気候 Lstand cli- 
mate, forest c. DBestandesklima ⑤⑥cli- 
mat sous ‘bois ] 

リン ナイ ホー ボク 
grazing | 

リン ネ シュ 一 一 種 (Linnean species ] 
ふつ うら の 分 類 学 で 基準 と され る 種 。 Jordan 
種 の 対語 。 必 ジョルダン 種 

リン ノ ジュ ンカ ン BOR [phospho- 
rus cycle] 生物 の エネ ルギー 変換 に と っ 
て 不可 欠 な リン も 地球 表面 に は 比較 的 少量 し 
か 存在 せ ず , 生物 と それ を 取 巻 く 環境 の 間 を 


林内 放牧 [forest 


循環 し て いる 。 し か し その 一 部 は 侵食 と 洗 典 


こよ り 堆 積 物 中 に 入り 生物 に と っ て 不 活 性 な 
も の と な る 。 こ の 損失 分 は 岩石 の 風化 , 火山 
活動 , 深海 か ら の 痛 昇 流 , AMICI) vx 
石 の 採掘 な ( ど に より と ら え られ る 。 と これ ら の 
変遷 の 過程 を い う 。 き 栄養 循環 , OER 

リン プン 林 分 [stand,。 forest s. O 
Bestand ®peuplement] 林 相 が ほぼ 一 様 
で , し か も 周囲 の 森林 と は っ きり 区 別 が で き 
る よう な 林地 。 地 形 ・ 林 冠 構成 樹種 ・2 っ 閉 
度 ・ 林 冠 高 ・ 林 床 状態 な ど に よ ょ り 総 合 的 に 定 
め ら れる 。 

リン プン コー ゾー 林 分 構造 [stand 


structure, forest s. OBestandesaufbau, 


. Bestockungsaufbau] 森林 構造 。 7 


リン プン ミツ ド ノ ト クセ イキ ョ クセ ン 林 


分 密度 の 特性 曲線 [characternstic curve — 


of stand density] ある 樹種 の 純 林 の 自然 
間引き 曲線 で , 個体 密度 を 横 軸 , 平均 個体 材 
積 を 縦 軸 と し て 両 対数 グラ ファ 上 に 示し た も の 。 
間伐 な ど 林 分 の 密度 管理 を する 場合 の 基準 と 
され る 。 

リン ペン mH [scale OSchuppe ] EE 
態 学 で 用 いる 場合 に は , BB scaly ieaf を 
指す こと が 多い 。 OMAR 

リン ペン ヨー 鱗片 葉 [sealy leaf O 
Schuppenblatt ⑤feuille ecailleuse] 包 
葉 の 比較 的 小型 の も の 。 
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リン レイ i Lage of stand, a. of 林 に 用 いら れる 。 植林 の 場合 に は 植林 後 の 年 
forest OBestandesalter Mage dela for- 数 , 天然 一 斉 林 の 場合 に は 平均 林 齢 を 用 いる 。 
et] 森林 が 成立 し て か ら の 年 数 で 主 に 一 斉 
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ルイ エン テキ コー バイ 類縁 的 勾配 Ltax- 
ocline] ある 分 類 群 taxon の 中 で 分 類 学 的 
形質 に 広い 変異 が 存在 する と き , 形質 差 が 類 
縁 的 遠近 に 従っ て ある 傾斜 を も つ 場 合 を いう 。 
Huxley (1939) の 造語 。 

ルイ エン プン プ ガ ンク 類縁 分 布 学 Ltaxon- 
chorology OSippenchorologie] 植物 の 
taxon ( 種 ・ 属 ・ 科 な ど ) に つい て の 分 布 に 関す 
る 研究 を 行 2 分 野 。 

ルイ ジ ド ケイ スー 類似 度 係数 [coeffi- 
cient of similarity] 構成 種 か ら み た 群集 
の 類似 度 で , 類似 度 指数 index of similarity 
や 共通 種 係数 coefficient of community な ど 
と し て 用 いら れ て いる 。 

ルイ ジ ド シス ー 類似 度 指数 Lindex of 
similarity] 群集 間 の 類似 度 指数 index of 
similarity between communities, 一 つ 以 上 の 
地域 テン プル) 間 の 種 構成 の 類似 の 度合 を 表 
す た め 種々 の 指数 が 考案 され て いる 。 た と え 
ば 二 つ の 群集 問 の 種 数 (それ ぞ れ の 総 種 数 と 共 
通 の 種 数 ) の に 基く 方 法 に は Sg み rensen(1948) 
や Mountford (1962) な ど , それ ぞ れ の 種 の 個 
体 数 も 考慮 に 入れ た も の に は 森下 959) の Cx 
(最近 改良 指数 と し て C,/ が 提案 され た 。 森 下 , 1972) 
な ど が あり , 更に 多く の 群集 問 の 比較 の た め 
の 方 法 $ も いく つか が ある 。 最 近 で は 多 変 量 分 
析 に 基く 方 法 な ども よく 用 いら れる 。 


ルイ シン コー リツ 累進 効率 [progres- 
sive efficiency] Lindeman 比 と も いう 。 
生物 群集 の 栄養 段階 構造 に お いて , ヵ z 番 目 の 
段階 で 固定 さん た エネ ルギー 量 の , n-1 番目 


の それ に 対す る 比 ん /4-1 で 表す 。 高 次 ほど 


この 比 は 高く な る と され た が , 後 年 多く の 例 
外 が 発見 され , 現在 は あま り 用 いら れ な い 。 
や 生態 効率 

ルッ トナ ー Ruttner, Franz, 1882~1961 
オー スト ラリ ア の 陸 水 学者 。 最 初 植物 学 を 修 
め た が , ルン ツ 臨 湖 実 験 所 に 赴任 し て か ら 淡 


水 プ ラン クト ン の 生態 研究 に 努力 し た 。1923 . 
年 以来 この 実験 所 の 所 長 と な り , 研究 指導 に 


あたる と と も に Thienemann ら と スン ダ 列 島 
の 陸 水 調査 を 行い (1928~1929), 熱帯 湖沼 研 
究 の 礁 を 築い た 。Crundriss der Limnologie, 
1940, は 教科 書 と し て 世界 的 名 著 で ある 。 
ルン デ ゴ ー ル ド Lundegardh, Henrik 
Gunnar, 1888~1969 スウ ェ ュー デン の 植物 
生理 ・ 生 態 学者 。 ウ プ サ ラ 大 学 教授 , ハラ ン 
ズ ヴ ェ デ オ 鳥 の 植物 生態 学研 究 所 , ウプサラ 
の 植物 生理 学研 究 所 の 所 長 を 歴任 。 植 物 生 理 
学 を 基礎 に し た 植物 実験 生態 学 を 確立 し た 。 
<=> Klima und Boden in ihrer Wirkung 
auf das Pflanzenleben, 1925, 第 5}, 1957, 
日 本 訳 : PIRLE= + LARA AB - SF AKOR, 
HMAREES, 1964, 


レイ 令 [(1arval) instar ①D(Larven-) 
Stadium stade (larvaire)] 節 足 動物 と 
くに 比 虫 類 の 幼虫 の 発育 段階 を いう 。 RHEL 
て 第 1 回 脱皮 まで を 第 1 令 first instar, 第 1 
回 脱 度 か ら 第 2 回 脱 度 まで を 第 2 令 second 
i,-, DEFCKIUTS. WAA- WAAC 
W234, PUA TiL5~6 令 の も の が 多い 。 
同種 で も 雌雄 ・ 系 統 ・ 親 世代 また は 当世 代 初 
期 の 条件 (食物 ・ 密 度 な ど ) に よっ て 変化 する も 
の も 多い 。 

レイ オン サバ ク 冷温 砂漠 [cool desert | 
砂漠 気 備 の 一 つ で , 寒 期 が あり 1 ヵ月 ある い 
は それ 以上 の 月 の 平均 気温 が 43°F (6°C) 以下 
「 ゃ 各 あ る 。 

レイ オン タイ 冷温 帯 [cool temperate 
zone) 温 淀 を 暖 温帯 ・ 狭 義 の 温帯 ・ 冷 温帯 
に 分 ける 場合 は 、 亜寒帯 と 狭義 の 温 淀 の 間 が 
冷温 淀 で , 年 平均 気温 が 6-13"C の 範囲 が ほ 
ほこ れ に 相当 する 。 垂直 分 布 で は 山地 淀 に あ 
た る 。 ブ ナ 薄 ・ ク リ ・ ク メ ギ 葵 な ど で 代表 さ 
れる 落葉 広葉 樹 が 優 占 する 。 

レイ オン タイ キ コ ー 冷温 帯 気候 [mi- 
crotherm climate] 冷温 で 特徴 づけ pie 
る 気候 で , Koppen の D-Rlke, 

レイ オン タイ ショ ク プ ブツ 冷温 帯 植物 
[microtherm plant] 冷温 淀 で 短い 夏期 
に 生育 する 植物 。 

レイ キュ ー &*® [age class OAlters- 
klasse ®eclasse d’ag] いろ いろ な 生育 期間 
に ある 同種 異 齢 個体 群 の 個体 を , 一 定 の 生育 
期間 ご と に まとめ た も の 。 年 齢 階級 。 虹 虫 ・ 
甲殻 類 な どの よう に 脱皮 ・ 変 態 な ど を する も 


の で は 。 生育 段階 ご と に まとめ る 場合 も ある 。 


レイ ケツ ドー プ ツ 
therm, poikilothermal animal | 
動物 

レイ シ 冷 死 [cold death MKiltetod] 
温度 死 thermal death の うち で 低温 に さら さ 
れる こと に よる も の 。 HE. 


冷血 動物 [poikilo- 
ー 変 温 


レイ スイ シュ ARKH (cold-water spe- 
cies] 冷水 中 に の みみ 分 布 す る 種類 。 極 海 か ら 
温帯 に か け て の 変 緯度 地域 の 海洋 , 高山 の 湖 
沼 , 河川 の 上 流 に す ぞ を 。 氷 河道 存 種 と みな さ 
れる も の に 多い 。 

レイ スイ セイ フ ヘ ン シ ュ 冷水 性 普遍 種 
Leold water cosmopolitan] 冷水 性 の 水 
生 動 物 中 で , 分 布 能力 が 大 きく 水温 の 低い 氷 
河 地 域 に まで 広く 生息 分 証 する 種類 。 

レイ プン プ 齢 分 布 Lage distribution 
Altersyerteilung] 三 年 齢 分 布 

レイ ベツ シュ ッ セ イヒ ョ ー 齢 別 出生 表 
[fertility table] 出生 力 表 。 動物 の 雌 は 
一 般 に ある 期間 に わた っ て 産 子 ( 卵 ) を 続け る 。 
HE 1 個体 あたり の WBA Re Ze 齢 別 出生 率 
age-specific birth rate, a.-s. fertility と い 
い mz で 示す の が ふつ う 。 Mak mz を 対応 
させ た 表 を 齢 別 出生 表 と いら う が, 通常, これ 
に 各 齢 に お ける 雌 の 生存 数 7。 を 初期 数 1 と 
し た 生存 歩合 で 示し た 欄 を 加え , 各 齢 に お け 
る 1 雌 あ た り の 繁殖 価 reproductive value : 
Va=lamz を 求め る 。 世代 あたり 純増 殖 率 
net reproductive rate は Ro= Dilamz で 与え 
5S. ORME 

レイ ベツ セイ メイ ヒ ョ ー 齢 別 生命 表 
[age-specific life table] ある 期間 内 に 
出生 し た 1 群 の 個体 (コホート ) の 生存 ・ 死 亡 
の 経過 を 追跡 し て 作製 し た 生命 表 。 人 間 の ょ 
うに 個体 追跡 の 可能 な 場合 ある い は 世代 が 重 
な り 合 わな い 比 虫 類 な どの 場合 に 適し た 方法 
で ある 。 虹 虫 で は 通常 世代 単位 に 生命 表 を 作 
製 す る 。 時間 別 生命 表 。 生命 

レオ ミュ ー ル Réaumur, René, A.F. de, 
1683~1757 フラ ンス の 生物 学者 。 主 に 比 虫 
類 の 生活 史 ・ 習 性 に つい て 多く の 観察 を 行っ 
た 。 主 著 Mémoires pour Servir a 1Histoire 
des Insectes(1734 こ 42) は 6 巻 よ り 成る 膨大 な 
も の 。 近代 的 な 博物 学 の パイ オニ ア の 一 人 と 
いわ れる 。 社会 性 尼 虫 の 生活 に つい て も 詳し 
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\@i%L, The Natural History of Ants . 


(926) は 役 の 死後 未 発 表 原 稿 を Wheeler 25 
訳 編集 し た も の 。 

レオ ロジ ー [rheology] 流水 学 。 

レキ [gravel OGeréll, Kies © 
gravier, galet] KifEé2mm 以上 の 岩 砕 粒 
E 

レキ コー サイ バイ 
culture | 

レキ サバ ク Bis [khor] HO4\.p 
漢 状 荒地 。 

レキ シシ ョ ク プ ブツ チリ ガク 歴史 植物 地 
理学 [historical plant geography O 
historische Pflanzengeographie] 進化 
や 地形 お よび 気候 の 歴史 的 経過 と の 関連 で 植 
物 分 布 を 論 し る 植物 地理 学 。 

レキ シ ツ タカ ク ケ イド BAZ AL 
[stone polygon) OMW#ZAVLER, OZ 
角形 土 

レキ セッ キ 
や 石器 

レキ ド @+ [gravelly soil] BOOZE 


BHR [gravel 


BA [pebble tool] 


BDEHDTCKEVAR, RG ERILICN 


レゲー ル [regur, black cotton soil 
ORegur Orégur] 黒色 土 の 一 種 で , 熱 淀 
性 の 成 帯 内 性 土壌 。 イ ンド の デカ ン 高 原 の 玄 
武 岩 に 由来 する 草原 土壌 。 黒 綿 土 

レゴ ゾル [regosol ORegosol ®régo- 
sol] 氷河 堆積 物 ・ 砂 丘 ・ 急 斜面 の レス な ど 
に 由来 する 土壌 化 過 程 の 認め られ な い 非 成 帯 
性 土壌 。 非 固 結 岩層 土 。 

レス [loess DLéss] 黄土 

レツ イ 劣 位 (subordination, subor- 
dinance DUnterordnung] 社会 的 な 順位 
関係 に お ける 下位 。 

レツ イシ ュ 劣 位 種 [subordimate, s. 
species] 優 占 種 に 対し て , それ 以外 の と く 
に 数 量 的 に 劣る 地位 に ある 生物 を 指す 。 従 属 
種 。 

レッ カイ スル 裂 開 す る [dehiseent] 果 
Ris CDRA CRRA SOL, Ait 
方 に より 数 型 に 分 けら れる 。 


レッ ショ ク 列 植 Cline culture] 

レッ セイ 劣性 [recessive Orezessiv] 
潜在 性 と も いう 。 対 立 形 質 の 中 で 発現 力 の 弱 
い は ほう の 形質 。 

レッ セイ ボク 
tree] OS FEX 

レフ ュ ジ ー ア [refugium ORefugium] 
環境 の 変化 の た め あ る 地域 全体 の 植物 が 絶滅 
し た 場合 , ごく 限 られ た 狭い 場所 に だ け そ の 
変化 を 免れ て 植物 が 生き 残っ た 場所 。 


劣勢 木 [subordinate 


レリック ドジ ョ ー 一 一 土壌 [relic soil, 
relict s. OReliktboden] O5+# 
レリック ホー 一 一 法 [relict method] 


残存 生物 の 存在 に よっ て , その 地域 の 古 環境 
を 推定 する 方 法 。 

レン ケイ シュ BRB [circle of species 
⑥Artenkreis] 全体 と し て は 同一 種 に 属し 
分 布 圏 る 広い が , それ を 構成 する 個々 の 種 は 
地方 的 に 少 し ずつ 異な る 小 群 に 分 け られ , こ 
の 小 群 間 に は 逐次 的 に 連鎖 関係 が ある 。 ご この 
よう な 種 の 集 り を いう 。 OLE 

レン ケツ セイ カツ タイ 連結 生活 体 Leo- 
enobium (©Zellhorde, Zellgemeinde, 
Zellverein ®coenobie] 単細胞 生物 が 2 
個体 以上 連結 し , あたかも 1 個体 の よう 行 
動 す る も の 。 群体 の 一 種 。 

レン サク 連作 [continuous Gy 

同一 作物 を 同一 耕地 で 続け て 栽培 する こと 。. 

レン ゾク グン ラク 連続 群落 continuous 
community] 連続 体 説 を 主 と す る 北ア メリ 
カ 学 派 の いう 群落 。 

レン ゾク タイ シス ー 連続 体 指 数 [con- 
tinuum index] 植生 連続 体 指数 。 

レン ゾク テキ カク リツ ヘン スー 連続 的 
確率 変数 [continuous random variable ] 

レン ゾク バイ ヨー 連続 培養 [contimn- 
ous culture で culture continuelle] 新 
し い 培 地 の 流入 お よび 系 内 の 液 の 流出 が 制御 
され た 速 さ で 行わ れ て お り , し か も 十分 携 捧 
され 均一 に な っ て いる 系 で 生物 を 培養 する 方 
法 。 生 物 の 生理 状態 ・ 環 境 条件 を 一 定 に 保つ 
こと が で きる 利点 が ある 。 回 分 培養 batch 


ーー 
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culture と 相対 する 概念 。 

レン ゾク ヘン イ 連続 変異 Lcontinuous 
variation Okontinuierliche Variabili- 
tat] 生体 の 重 さ ・ 大 き さ ・ 色 彩 な ど 量 的 形 
質 の 変異 。 遺伝 性 の も の は 同義 遺伝 子 ・ ポ リ 
ジー ン に よる 。 禄 衝 変 異 も この 形 を と る 。 
_ レン ゾク ホー ボク 連続 放牧 Lcontinu- 
ous grazing) 春 に 草 が 芽生 えて か ら 晩 秋 
まで 続け られ る 放牧 方 式 。 

レン チ ナ [rendzins, humus carbon- 
ate soil] 黒色 土 の 一 種 で , 石灰 岩上 の 草原 


や サバ ベ バンナ 林 な どの 植生 下 に 生成 され る 成 淀 
内 性 土壌 。 腐 植 炭 酸 塩 土 。 

レン ネン キュ ーシュ ー リ ョ ー 連 年 吸収 量 
Ceurrent annual uptake] ある 1 年 間 の 
吸収 量 。 

レン ネン セイ チョ ー リ ョ ー 連 年 成長 量 
Ojahrlicher Zu- 
wachs] 任意 の 1 年 間 の 成長 量 で , ある 年 
の 個体 重 か ら 1 年 前 の 個体 重 を 差引 いた 量 。 
個体 重 の 替り に 容積 ・ 高 さ ・ 直 公 ・ 断 面積 な 
ど を 用 いる こと が ある 。 年 成長 量 。 


[annual increment 
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ロー カシ タ 老化 し た [aged] 海水 の 性 
状 を 指す と き の 用 語 。 痛 昇 水 が 表層 水 と な っ 
て 時 日 が 経つ と , そこ で 浮遊 生物 な ど が 繁殖 
を 続け , その 排 港 物 ・ 死 骸 分 解 産 物 な ど 生 物 
起 原 の 物質 が 菩 積 する こと 。 

ロカ セッ ショ ク MARA [filter feed- 
ing] 細毛 ・ 毛 状 突 起 な ど が 密 生 し た り 網 目 
状 に 細 孔 が 配列 し た 注 過 器官 を 発達 させ て い 
て , 懸 濁 物 粒子 ・ 浮 遊 生 物 な ど を 媒質 中 か ら 
濾し 集め て 食物 と する こと 。 

ロカ セッ ショ クシ ャ BARBS [filter 
feeder] 浦 過 摂 食 を する 動物 。 粒状 物 食 者 
particle eater も 同義 。 OMARA 

ロカ ン we [filter tube OFilterrohr 
®tube a filtrer ] 

ロク プン ギ 六 分 儀 [sixtant] MAAC 
お いて 2 点 の は さぞ 角度 を 反射 鏡 ・ 望 遠 鏡 を 
応用 し て 同時 に 測定 で きる 器 相 。 手 に も ゃ っ て 
簡単 に 観測 で きる の で 船上 で 用 いる の に 便利 。 

ロ シ エ ーション [lociation] EAB 
を 異 に する 極 相 和 群落 の 地方 的 変異 。 

ロジ サイ バイ 露地 栽培 [open culture, 
outdoor c.」 

ロ シ ー ズ [locies] 群落 区 分 の 単位 。1oci- 
ation と 同格 で , その 不安 定 群 落 を 指す 。 

ロジ スチ ッ ク キ ョ クセ ン 一 一 曲線 [1o- 
gistic curve] Verhulst (1838) が 提出 し , 
Pearl ら に 再発 見 され た 動物 ・ 人 間 の 増殖 の 
数 学 的 モズ ル 。 個体 の 成長 曲線 も 群落 の 現存 
量 の 増加 曲線 も , ロジ スチ ッ ク 曲 線 で 近似 さ 
れる 場合 が 多い 。 ツー 般 化 ロジ スチ ッ ク 曲 線 , 
単純 ロジ スチ ッ ク 曲 線 

ロジ スチ ッ ク シキ ー 一 式 [logistic 
equation] や ロジ スチ ッ ク 曲 線 

ロー スイ 老衰 [senescence, senility 
@MAltern ®sénescence] 生体 の 老化 現象 。 
生物 種族 の 歴史 で 過 分 化 ・ 退 化 ・ 非 適応 な ど 
の 原因 で 絶滅 に 至っ て いる 場合 に 用 いる こと 

も ある 。 


ロー スイ シュ 老衰 種 Lspecies senes- 
cence] か つて は 分 布 城 も 広く 繁栄 し た が , 
その 後 分 布 城 も 縮小 し , 繁栄 力 の 衰え た 種 。 
例 ・ メ タ セ ュ イ ヤ ・ コ ユウ ヤマ キ な ど 。 避 老衰 

ロゼ ッ ト [rosette DRosette Mrosette } 
① 地 ぎわ か ら 放 射 状 に 根 出 葉 を 広げ た 生育 型 。 
例 : タン ポポ ・ オ オバ ュ な ど 。 三根 出 葉 ② 
DMOBRIBER IY IIT). 

ロゼ ッ ト ショ ク プ ツ 一 一 植物 [rosette 
plant) キク 科 植 物 の 越冬 地上 部 の よう に , 
放射 状 に 葉 が 地表 と 接し て 広がっ て いる 植物 。 
ツウ ロゼット 

ロ テ ン #8 [dew point OTaupunkt 
®point de rosée] ADMADALTEO 
物体 の 表面 に 露 が 結ば れる と き の 温 度 。 BA 
を 測る 装置 を 露点 計 と いう 。 

ロト ー 露頭 [outcrop] 地層 ・ 岩 石 が 地 
上 に 露出 し て いる も の 。 

ロト カ Lotka, Alfred J, 1880~1949 
アメ リカ の 生物 統計 学 ・ 数 理生 物 学 者 。 生命 
保険 会 社 に 勤務 の 後 , ジ ョ ンズ ホプキンス 大 
学 衛生 学 教授 。 人 口数 理 ・ 人 口 統計 学 の 体系 
化 を 試み , と くに 安定 齢 構成 を も つ 人 口 の 指 


数 曲線 的 増加 の 理論 を 完成 させ た 。 こ れ は 一 “ 


般 の 生物 個体 群 の 解析 の 基礎 に も な っ た 。 そ 
DR, 数 理生 態 学 の 領域 に 入っ て 種 間 競 争 ・ 
捕食 者 - 彼 食 者 関係 の モ デ ル を 打ち 立て た 。 
広く 数 理生 物 学 ・ 物 理生 物 学 に 多く の 業績 が 
ある 。 < 許 著 >Elements of Physical Biology, 
1925, Dover 版 : Elements of Mathemati- 
cal Biology, 1956。 

ロト カカ - ヴ ォ ル テラ シキ 一 一 式 [Lotka- 
Volterra equation] Lotka (1925) と Vol- 
terra (1926) は 食う も の (捕食 者 また は 寄生 者 ) 


と 食わ れる も の (MERE) と の 相互 作用 


や 種 問 競争 に つい て 独立 に 同形 の 数 学 的 モデ 
ル を 導い た の で , これ ら の モデ ル は Lotka- 
Volterra 式 と 呼ば た る 。 食わ れる も の の 個 
体 数 を Ni, 食う も の の それ を NN, 前 者 の 内 
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的 自然 増加 率 を ヵ , 食わ れる も の の いな いり い 場 
合 の 食う も の の 減少 率 を dtl, 食わ れる 
も の 1 個体 の 死亡 が 食う も の 1 個体 の 出生 に 
対応 する と 仮定 する と : 

di/dz 三 テ ziW」 ュ ーci が 2, 

~ dNo/dt=c2NiN2—d2N2. 
の 人 微分 方 程 式 が 得 ら れる 。 ¢ は 絶対 時 間 を 示 
す 。 こ の 式 か ら 計 算 す る と , 食らう も の と 食わ 
れる も の の 個体 数 は や や 位相 の ずれ た 周期 的 
変動 を 示す 。 また 同 じ 食 物 を 利用 する 2 SH 
の 競争 は ・ 

。  dNj/dt=r1Ni(Ki—Ni — aN) /K3, 

dN2/dt=r2N2(K2—N2—BN2)/Ka 
で 示さ れる 。 Mi, No は 時 間 : に お ける 2 種 の 
個体 数 , ヵ ,7。 は 内 的 自然 増加 率 , Ki, Kz は 単 
Pict Lick FORAGE. a, B は 生存 
競争 係数 で , a/Ki, 6/K2 は 一 方 の 種 の 増殖 
が 他方 の 種 1 個体 に よっ て 妨げ られ る 割合 を 
示す 。 こ れ ら の モデ ル は 非常 に 単純 な 仮定 に 
基 い て いる が , 食らう も の - 食 われ る も の の 関 
係 の 基本 的 モデ ル と し て , その 後 の 研究 に 大 
きい 影響 を 与え た 。 彼 等 は また 生活 要求 の 類 
似 し た 2 種 閥 の 競争 に つい て の 数 学 的 モデ ル 
も 作っ た の で , それ を 指す 場合 も ああ る 。  . 
ロロ ボー ショク セイ 路傍 植生 [roadside 
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vegetation D)Wegrandvegetation] 道路 
の 周辺 の 草本 植物 群落 。 不 規則 な 人 為 的 干渉 
下 で は 好 室 素性 の 植物 が 多い 。 例 : 踏み あと 
植生 と し て の オオ ズバ っ 群落 に 接し て 生育 し て 
いる ブタ クサ ・ オ オア レ チ ノ ギ ク ・ ヒ メ ム カ 
ン ョ モ ギ ・ ョ ヨモギ な ど 。 


ロー ム [loam ⑩Lehm Himon ] 
ロー ム 層 
ロー ム ソー 一 一 層 (loam OLehm ® 


limon] 粘土 ・ 微 砂 ・ 砂 が 適当 に 混合 し た 
土壌 で , 日 本 で は 関東 ロー ム を 指す こと が 多 
Vy, BA + B+, 

ロー レン ツ Lorenz, Konrad Z., 1903~ 
オー スト リア 生れ の 動物 行動 学者 。 ケ ー ニ ヒ 
スベ ルク 大 学 教授 など を 経て , 西ドイツ の ゼ 
ー ヴ ィ ー ゼ ン に Max-Planck 行動 生理 学研 究 
所 Institut fiir Verhaltensphysiologie を 創 
設 , 以来 その 所 長 。 動 物 行動 学 (また は 比較 行 
DHF) ethology の 開拓 者 と し て , 1973 年 度 ノ 
ー ベ ル 生 理 ・ 医 学賞 を von Frisch, Tinbergen 
と と も に 受け た 。< 主 閉 > Er redste mit dem 
Vieh, den Vogeln und den Jischen, 1948, 
日 本 訳 ソロ モン の 指環 。1963, Das sogen- 
annte Bose, 1963, 日 本 訳 : 攻撃 , 1974。 
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ワイ ケイ ヤシ グン ラク 艇 形 一 一 群落 
{dwarf palm garrigel| 短 生 頂 冠 木 と 呼 
ば れる 生活 型 を も つ ヤ ン 樹 林 。 

ワイ ショ ー タ イ 4 (dwarf OZwerg 
®nain] その 種族 の 標準 の 大 き さ の 1/2 程 
度 以下 で 発育 の 止 っ た 個体 。 病 的 な も の と 遺 
BHC bLORHDS. BhBesv5,. COL 
5 Tefelth eA UC SBR BIME dwarfness, 
nanism と いう 。 
。 ワイ ショ ー ナ 等 小 な [dwarfish] OF 
小 体 

ワイ セイ TAK7 BEERA (krumm- 
holtz, nanophanerophyte ©Nano- 
Phanerophyta] Raunkiaer の 生活 型 区 分 
の 一 つ で 2m 以下 , 山岳 の 森林 限界 で 見 ら 
れる いじ けた 樹 形 の 低木 。 例 : ハイ マツ な ど 。 

ワイ セイ テイ ボク ゲン ラク 千 生 低木 群落 
(dwarf scrub) 平均 し て 高 さ 50cm 以下 の 
低木 を 主 と す る 群落 。 

ワイ セイ テイ ボク シ ツ ゲン KF EAE 
(dwarf shrub bog | 

WR¢ATARZeE-R RERKR— 
(dwarf shrub heath ©Zwergstraiich- 
heide] アル プス 高山 ハイ デ な ど に 見 られ る 
マッ ト 状 の 艇 生 低木 か ら 成 る ヘイ デ 。 

ワイ セイ ボク EEA (dwarf tree, 
pygmy t.] 低木 の 一 種 で , 主幹 が は っ きり 
し て お り , 高木 を その まま 小さ くし た よう な 
樹 形 を も つも の 。 小型 木 。 

ワイ リン 等 林 [elfin forest, dwarf f., 
coppice] 三 低 林 

ワカ ギ 若木 [sapliing ①Wildling] 
森林 の 上 層 構 成樹 種 の 未成 熱 木 で . ある 程度 
(DBH>5cm) の 大 き さ に 達し た も の 。 

ワカ ムシ 若虫 [nymph ONymphe, 
Larve ©nymphe, larve] 不 完全 変態 類 
の 昆虫 の 幼 忠 を 指す が , 最近 で は 幼虫 larva 
の 語 を 用 いる こと が 多く その ほら が 望ま し い 。 
ダー ニ 類 で は 初期 の 6 脚 の 幼虫 を Jarva, 後期 


の 8 脚 の 幼虫 を nymph と 呼ん で 区 別 する 。 
FF BR, 

ワカ モノ [adolescent] MIBOBKO 
発育 段階 の 一 つ で , PEARANCE LT ie 
い が 母 親 か ら 離 れ て 単独 で 行動 する こと が で 
きる も の 。 史 亜 成体 

ワカ ン 輪 か ん [snowshoe] A+-EM 
AC, ヒト が 氷雪 上 と くに 新雪 の 上 を 移動 す 
る と き に 使う 道具 で 。 ア ジア ・ 北 アメ リカ 北 
部 の 多く の 民族 に み ら れ る 。 ヒ ト が 北 訪 に 進 
出し た と き に , 重要 な 人 役割 を 果 し た と 考え ら 
れる 。 

ワキ ガ ik [lateral bud ⑥⑩Seiten- 
knospe ®pousse laterale] 三 側 芽 , OTA# 

ワク わく [quadrat] 三方 形 区 

ワク スマ ン Waksman, Selman Abraham, 
1888~1973 ロシア 生れ の アメ リカ の 微生物 
学者 。 ラ ト ガ ー ス 大 学 に お いて 土壌 微生物 た 
ょ る 有機 物 の 分 解 に つい て 研究 し た 。 ま た 放 
線 菌 か ら ス トレ プ ト マ イシ ン そ の 他 の 抗生 物 
質 を 分 離し , 抗生 物質 の 利用 に 大 きく 頁 献 し 
ノー ベル 生理 ・ 医 学賞 を 受賞 し た 952)。< 皇 


, 著 > Principles of Soil Microbiology, 1927, 


ワク ホー わく 法 [qauadrat method] 
面積 を も っ た 標本 抽出 単位 が コ ド ラ ー ト で , 
基本 形 は 正方 形 で ある が 長方形 ・ 円 形 で も EX 
く , この コ ュ ド ラー ト に よる 群集 調査 を わく 法 
また は コ ド ラ ー ト 法 と いう 。 ぁ つう 対象 が 草 
原 の と き は 1m* ぐら い , 森林 の 場合 は 100 
m 以上 の わく 面積 が 用 いら れる 。 訪 形 区 法 。 
SAKE 

ワタ セ セン 渡瀬 線 [Watase's line ] 
屋久 鳥 ・ 種 子 島 と 奄美 諸島 と の 間 に 東 西 に 引 
いた 生物 地理 上 の 境界 線 で , 旧 北 亜 区 と 東洋 
亜 区 を 区 切る 。 

ワタ リ 渡り [bird migration] BOK 
り 。 鳥類 が 季節 的 に と くに 繁殖 地 と 越冬 地 の 
間 で 行 5 BH. 


ワタ リド リ 渡り 鳥 Lmigratory bird, 


_ 臣 性 個体 trap-shy animal と いい , 


migrant OZugvégel, Wandervogel © 
oiseaux émigrants] 季節 的 に すみ 場所 を 
変え て 移動 する 鳥類 を いい , ふつう は 海 を 越 
明寺 の 由 お 2 の に 
する よう な も の を 指す 。 

ワナ カケ わな か け [trapping] 各種 の 
わな , 捕獲 器 を 用 いて 動物 を 捕える こと 。 

ワナ ケイ カイ セイ bis FARE (trap 
shyness] #% 3 Mfc LMF Cli die 
か け に よる 個体 群 調査 が 一 般 に 行わ れる が , 
その 際 わ な の 掛か りや すさ に 個体 差 が あっ て , 
個体 数 推定 な ど に 困難 を 生じ る 場合 が 多い 。 、 
警戒 心 が 強く わな は 掛か り に くい 性 質 を わな 
警 表 性 , その よう な 軽 質 を も つ 個 体 を わな 区 
逆 に わな 
に か か りや すい 個体 を 好 わ な 人 性 個体 t. prone 


TFEE— «2 
a. と いう 。1 回 生 捕り わな に 掛か る と 警戒 性 
を 高め る 種 , 逆 に 掛か りや すく な る 種 , BI 
びそ の よう な か 変化 の な い 種 が あり 田中 (1963) 
は 種 に よる わな 反応 t. response の 分 類 を 試 
みて いる 。 

ワナ ホカ クリ ッ わな 捕獲 率 Ltrap- 
pability] 調査 地域 の 全 個体 数 に 対す る 単 
位 時 間 あ た り に わな に 掛か っ た 個体 数 の 比 。 

ワ ハ ギ 輪 は ぎ [girdling, ringing DO 
Ringelung, Zirkelschnitt ®ceinturage } 
= RRA 

ワラ ビ ヒ ー ス [bracken heath] ワラ 
ビ な どの ンダ 植物 を 主 と し た 乾 生 の ヒー ス 。 
イギリス 北部 ・ ア イル ラン ド な ど に 広く 見 ら 
れる 。 
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索引 凡例 


1. 索 引 (に は , 項目 名 に 対応 する 英語 ・ 人 名 と 解説 中 の 英語 ・ 人 名 を 収録 する 。 
項目 名 に 対応 する 外国 語 が 英語 で な い 場 合 は , その 外国 語 を 収録 する 。 

2. 日 本 人 名 は へ ボン 式 に より ロー マ 字 化す る 。 ロ シア 人 名 ・ ギ リシア 人 名 な 
ど は , 所 定 の 方 式 に より ロー マ 字 化す る 。 

3.( ) 内 の 綴り は 本 文 と 同じ 略記 法 で あり , その 中 の 綴り が 省略 可能 で ある 
こと を 示す 。 

4. ア ルフ ァ ベ ッ ト 順 に 配列 する 。 

5. ア ルフ ァ ベ ッ ト 順 に 配列 し た と き , 同一 語 ( 同 一 綴り ) が 次 の 項目 連 続 し 
て 繰 返 さ れる 場合 は , その 第 1 語 是 を ーー に より 略記 する 。 

6. ギ リン シア 文字 (a 8 7,…) は 無視 し て 配列 し , 算 用 数 字 は 0,1,2,… の 順 
に 配列 する 。 


Age 417 
Acid bog 135 —flora 13 
— -fast stain 108 —root 341 
私 ニ ニー ンー や デュ ーー Acidic rock 135 Aeolian clasticrock 339 
Abandoned field 357 Acidity 135, 137 — deposit 339 
Abioseston 326 —-fast stain 108 — deposition 339 
Abiotic component 326 — indicator plant 136 —landform 339 
. — factor... 326 — vegetation 108 Aeration 74,315 
Abnormal form 244 Acidophobous 98 Aerenchyma 267 
Abortion 183 Acido-trophic 134 Aerial cableway 51, 130 
Abrasion 40, 367 Acid plant 135 — photograph 86, 104 
— platform.’ 41 —soil 135 _-— population 86 
Abrupt ecospecies 291 ーー-tolerant 237 —root 68 
Absolute density 115,219 Aciduric 237. — spraying 86 
Absolute food shortage 174 Acme 2 Aerobe 103 
—humidity 219 Acoustic orientation 26 Aerobic 103 
Absorbing capacity of soil Acritarch 2 ー-bacteria 103 
284 Acrophyll 392 — oxidation 103 
—root 75 Actinometer 301 — treatment 103 
— tube 75 Actinomycete 361] Aerobiology 85 
Absorption 75 Action 58,133, 203,288 Aerobiosis 103 
—band 75 — -specificenergy 276 Aerophyte 70 
— coefficient 323 Activated sludge method Aerophytobiont 103 
Absorpuonmetry 74 53 Aeroplankton 57, 86 
Absorption spectrum 75 Active acidity 52 Aeroplanktophyte 86 
Abstract community 260 — metabolism 238 Aero synusia 69 
Abundance 194, 316 Activity radius 118 Aerotaxis 227 
Abyssal 182 Actogram 311 Aerotolerant 103 
ー- benthic zone . 182 Actual density 147 Aestatifruticeta 56 
—hill 40 — vegetation 99 (A)estatilignosa 56 
—plain 182 —vegetationmap 99 Aestatisilvae 56 
—-zone ‘54, 182 Acyl 385 Aestidurilignosa 56 
Abyssobenthic zone 182 Adaptability 274 Aestival 47,317,318 
Abyssopelagiczone 182 Adaptation 167, 273 Aestivation 27,55 
Acaricide 131 Adaptive dispersal 16 Afaunal 341 
Acarology 247 —enzyme 273 Affine 18 
Accessible forest 66 — radiation 274 Affinity 189 
Accidental 87 —selection 274 Afforestation 174, 234 
— species 85, 87 —value 274 A/Fratio 194 
Acclimation 166 Additive 55, 226 Afroalpine 5 
Acclimatization 67, 166 Adenosine triphosphate 28 Aftermath 301 
Accommodation 167 Adiabatic bomb calorimeter After-ripening 109 
Accretion cutting 157 252 Aftonian interglacial period 
Acculturation 346 Adjustment 
Accumulated temperature 72, 167, 264,273 Agamospecies 376 
216 Adolescent 412 Age 179,308 
Accumulation 159 Adsere 157 — and area hypothesis 
—horizon 159 Adsorption 75 140 
—ofhumus 338 — water 75 ーーclass 308,407 
Acethylbromide method 3  Adsorptive manure 75 —composition 308 
Ach 385 Adult 36, 62, 202, 336 Aged 410 
Acheb 3 — emergence 20 Age distribution 308, 407 
Achene 226 * ーーfeeding 110 — group 308 
Achromogenic 140 Adventitious bud 341 Agent 371 
Aciculifruticetea 187 —root 341 — of dissemination 137 
Aciculignosa 187 Adventive 13, 14 — of migration 16 
Aciculisilvae 187 —-bud 341 Age of forest 405 


418 Age 
Ageofstand 405 
ーーpyramid 308 


407 
407 
407 


—— -specific birth rate 
— -specific fertility 
— -specific life table 
— structure 308 
Agglomerative method 
Aggradation 228 
Aggregate 153 
Aggregated distribution 161 
Aggregation 88, 157, 160 
—pheromone 157 
‘Aggression 105 
Aggressive behaviour 
Aging 23, 308 
Agonistic behaviour 
— display 240 
Agreste 2 
Agricultural chemical 
pesticide 
309 
309 
116, 309 
309 
309 
309 


283 


105 
240 


310 
ーー ecology 
— geography 
ーー indicator 
ーー region 

Agriculture 

Agriculturist 

Agro-ecosystem 309 

Agroecotype 309 

Agroforestrial geology 

Agronomy 309 

Agrostological index 

Agrostology 232 

Ahorizon 26 

Ao horizon 26, 339, 385 

Aoo horizon 26,315 

Aooo horizon 395 

Ao, horizon 26, 339 

Ao2 horizon 26, 315 

Ao3 horizon 26, 395 

A; horizon 29 

Az horizon 27 

A3horizon 26 

Aichinger 382 

Air breather 85 
— capacity of soil 
— dry weight 336 
— permeability 267 
—pplankton 86 
—pollution 237 
—-temperature 66 

Akashio 1 

Akineton 1 

Alarm call 93 
— pheromone 
ーー reaction 
— substance 


310 


234 


289 


95 
15 
82 


Alary 386 — population 12 
Alate 386 — segregation 12 
ーーvivipara 135 — speciation 12 
Albedo 7 —species 12 
ーー -efiert “7 Allopatry 12 
Albinism 313 Allophane 8 
Albino 179 Allotrophic lake 243 
Alcohol-fast 236 Alluvial fax 222, 261 
Aletophyte 148 —plain 261 
Alfa steppe 61,316 —soil 261 
Algal bloom 342 Alpine 108 
—matecosystem 232 —animal 109 
—ridge 168 — beetle 108 
Algivore 229 —helt 108 
Algology 234 —pbird 108 
Alien plant 66 — butterfly 109 
Alkalilake 7 — fauna 109 
Alkaline 7 —flora 108 
Alkalinity 7 — flower 108 
Alkaliosis 7 —humus soil 108 
Alkaliotropism 6 —lake 107 
Alkali plant 7 —lichen 108 
—reserve 7 —mat 108 
ーー soil... 7 —meadow 108 
Alkoxy 385 — meadow soil 108 
Alkyl 385 —moss_ 108 
Allee 6, 26, 80, 81, 98, —plant 108 
129, 212 — relict . 107 
—'slaw 6 — stony desert 109 
—’s principle 6 — tundra 78, 109, 268 


Allelochemical substance — vegetation 108 
244 —zone 108 
Allelopathic substance 244 Alternate host 240 
Allelopathy 8, 29, 244 Alternately 372 
Allen 8 Alternate (year) bearing . 47 
—’scurve 8 Alternation 113,114 
—'slaw 8 — of generation 217 
Allergen 8 Alternative host 240 
Allergy 8 — prey 240 
Alleréd period 8, 294 Alternes 114 
Alliance 91 Altherbosa 33, 105 
All-male group 34 Altimeter 118 
Allobiocenosis 8,195 Altitudinal acclimation 
Allochronic species 11 — acclimatization 
Allochthonous 14, 245 — adaptation 118 
—sspecies 245 ーー belt); 192 
Allogamy 244 ーーvicariad 118 
Allogen(et)ic 245,247 — zone 192 
— plankton 245 Aluminium-accumulating 
ーーsuccession 149, 247 plant 8 
Allogenous flora 136 Alverdes 7, 26 
Allohyemie 10 Amensalism 353 
Allometry 72, 231 Ament 324 
— coefficient 231 Amicticegg 76 
—method 231 Amide plant 6 
Allopatric form 12 Amido 385 


118 


Am layer 25 
Ammonia-oxidizing bacteria 
; 9 


Ammonification 9 
Ammophilous 101 
Amoeboid 6 
Amophyte 68 
Amorphous 341 
Amount of catch 
— of insolation 
— of rainfall 
Amphi- 402 
Amphibious plant 
Amphiecious 402 
Amphitoky 135 
Anabiosis 230 
Anabolism _ 10, 280 
Anadromous fish 226 
- Anaerobe 97 
Anaerobic 98 
—bacetria 97,98 
—respiration 98,375 
— treatment 98 
Anagenesis 41] 
Analogue computer 4 
cathe, 4 
Analogy 165 
Analysis of covariance 
—ofdamage 322 
—ofvariance 347,355 
— of variance and covari- 
ance 355 
Analytic characteristics 347 
Ancient soil 118 
Ando soll 9 
Andosol 9, 49 
Andrewartha 174 
Andropara 137 
Anecumene _ 5, 26 
Anemochore 51 
Anemometer 340 
Anemophilous 341 
— flower 342 
Anemotaxis 232 
Aneroid barometer 5 
Angeosere 8, 149 
ngle method 57, 345 
ngstrom 301 
Aniai geoflora 5 
Animal aggregation 
— community 291, 292 
— food 173,292 
— resting-place vegetation 
24 


た と 
242 
21 


402 


355 


292 


292 
292 


ーー society 
— sociology 


—unit 52 
Anion respiration 
Annoying insect 
Annual 14, 307 

‘_— budget 307 

— heat budget 

ーー increment 

— lifecycle 162 

—plant 14 

— production 

—ring 308 
Annuation 307 
Annulus 308 
Anoxybiont 375 
Antagonism 71 
Antarctic 298 

ーーcircle 298 

—desert 298 

—lifezone 298 

—region 298 

—zone 298 
Anthophilous 102 
Anthracite 375 
Anthro(pe)ic 302 
Anthropochore 180 
Anthropogenic 180 

— factor 181 

— grassland 325 

—heath 181 

— plant community 

— succession 180 

— vegetation 180 
Anthropoid 376 
Anthropomorphism 69 
Anthropophyte 
_ 180, 181, 327 

79 

111, 240 

112, 131, 244 


5, 17 
336 


307 
307, 409 


307 


180 


Antibiose 
Antibiosis 
Antibiotic 
Antibody 113 
Antiboreal 63 
Anticipatory adaptation 

145 
Anticline 312 
Anti-feedant 218 
Antigen 106,113 
Anting 77 
Anti-saprobic 
Antitoxin 
Ape 376 
Aperiodicity 376 
Aphids 135, 137, 239, 396 
Aphotic zone 375, 386 
Apical dominance 263 
Apocrine gland 6 
Apogamy 376 


282 
118 


Apomixis 6 
Apophyte 121,146 
Aposematic coloration 
Apparent density 56 
ーー photosynthesis 
— specific gravity 
56, 370 
387 


93 
370 


Appeasement 
— display 388 
— substance 388 

Appetitive behaviour 

Applied ecology 36 
—limnology 36 

Approach 74 

Aptera(e) 375 

Apterous 376 
—form 375 

Aqualung 193 

Aquarium 19] 

Aquatic 191 
— animal community 191 
—animal 191 
ーー community 
— ecosystem 
— insect 190 
— macrophyte vegetation 


392 


191 
191 | 


— mosses 370 
—plant 191 
— vegetation 
Aqueous rock 
Aquiclude 
Aquiculture 
Aquifer 239 
Aquifuge 327 
Aquiherbosa 148, 191 
Aquiprata 191 
Arable 107 
—land 107 
Arbor 120 
Arboreal 158 am 
— adaptation: 158 
—animal 158 
— epiphyte 
— habitat 
Arboreous desert 
Archaeophyte 
Archdam 4 
Archibenthic zone 
Arctic 63, 362 
— alpine 78 
— -alpine element 
ーーbarren 63,78 
—eircle 362 
—desert 78 
— lichen barren 


190 
190 — 
298 
190, 370, 390 


223 


78 


78 


420 Are 


362 
78 


Arctic life zone 
—— mat grassland 
—meadow 78 
—plant 78 
— polygon-desert 
—region 362 
— tundra 78 
— zone 63, 362 

Arctoalpine 78 

Arctogaea 361 

Arcto-tertiary flora 

Areacovered 80 
— (-list) quadrat method 

379 

69, 80 

348 


78 


362 


— of discovery 
— of distribution 
— traversed 80 
— type 347 
63, 353 

63 


—zone 63 
Aristoteles 6, 273, 325, 380 
Arithmetic mean 350 
A/R ratio 23 
Arrestant 174, 384 
Arrhenotoky 137 
Artificial community 182 
— enrichment experiment 
180 
— eutrophication 181 
— forest 184 
— forestation 
— grassland 
—Jlake. . 182 
ーー nesting method 
—pond 182 
— population 
—— propagation 
— reproduction 
— sea water 
— selection 
— stocking 
Artiodactyla 
Artmachtigkeit 229 
Aseptic culture 375 
Asexual reproduction 
Asheb 3 
Ash-free weight 
Aspect 66, 226 
Aspection 70° 
Aspen 165 
— parkland 
Asphyxia 49 
Asphyxy 49 
Aspite 3, 167, 246 


174 
183 


195 


182 
390 
183 
182 
181 
12 
387 


376 
168 


165 


376 
88, 160, 376 
376 


Asporogenous 
Assemblage 
Assembly 
Assimilation 279 
—hbox 280 
— chamber 
— number 
— quotient 280 
—ratio 280 
—— /respiration ratio 
—root 279 
—system 279 
Association 3, 28, 79, 89, 
113, 127, 154, 387, 335 
— coefficient 90 
—complex 337 
— table. . 90 
—— -temperature 
Associes 4 
Associule 4 
Assor(ta)tive breeding 
—mating 294 
Astatic 335 
Asymptote 220 
Al: on) 
Atavism 224 
Atlantic period 4 
Atlanticum 4 
Atmometer 4,178 
Atmosphere 67, 201, 237 
Atoll 60 
ATP = 28, 106, 136 
Atrandom 302, 356 
Atrio 48 
—lake 48 
Atrophy 11 
Attachedalgae 340 
—animal 340 
Attenuation coefficient 
Attractant 384 
Attraction 、384 
Aufwuchs 340 
Auroral 314 
Australasia 35 
Australian region 34 
Australopithecus 1 
Austro-Malayan region 35 
Autecology 112,116,159 
Autochore 149 
Autochory 149 
Autochthon 290 
Autochthonous 143, 290 
ー-species 100,143 
Autoecious allochthonous 
deposition 289 
Autogamy 140 


280 
280 


23 


89 


294 


323 


143, 149 
144 


Autogenetic 
— plankton 
Autogenic 143 
— succession 
Autolysis 141 
Autopelagic plankton 
Autophagie 169 
Autophagy 293 
Autotomy 141,144 
Autotoxic 244 
Autotroph 46, 280, 282 
Autotrophic 282 
—hacteria | 175,375 
—component 282 
— lake 139 
—organism 176,375 
— strata , 282° 
—— succession 
Autumnal “2 
— circulation 
Auxanometer 
Auxesis 326 
Auxiliary energy 360 
Auxin 34 
Available depth of soil 
—nitrogen 47,386 
—nutrient 47, 386 
— phosphor 47, 386 
—water 385 
Avalanche 297 
—cone 297 
Average frequency 
Avifauna 265 
Axillary bud 25 
Azoic zone 293 
Azonal soil 325 


149 
119 


282 


155 
207 


386 


350 


B 
Eaboon 328 
3acillus 59 
Background radiation 
Back marsh 119 
Backridge trough 
Back shore 4 

— slough 

ー swamp 
Bacteria 126 
Bacterial biosynthesis 

—gall 83 
Bacteriophage 
Bacterium 126 
Bacteroid 314 
Baerman funnel method 


315 
168 


119 
119 


313 
314 


352 


Bagging method 337 


Bahada 
Bailey 
Baiting method 
Baittrap 294 
Bajada 316 
Bakker 80 
Balanced aquarium 83 
—hypothesis 350 
Balance of nature 145 
Balanus zone 337 
Bald 314 
Ballochore 
Baltic ice lake 
Bamboo 255 
brake _. 255 
—forest 255 
ーー Zone, «255 
Banco forest 318 
Band 320 
Banding 3 

Bar. did, 
Barchan 318 
Bare area 395 
—land 395 
— mountain 
. Bark gauge 162 


316 
80, 134, 299 
169 


45 
317 


314 


— inhabiting bryophyte 


337 . 
241 


Barnacle zone 
Barnyard manure 
Barograph 140 
Barometer 66 


154 


Barometrical surveying 66 


Barophilic 
— bacteria 101 
Barophobic 97 
Barotolerant 4 
Barren 342 
Barrier 178 
— beach 
— effect 
— reef 
Basal area 
— cover 
— coverage 72 
— fertilizer 380 
— metabolic rate 
— metabolism 
Basalt 100 
Basal zone 138 
Base exchange capacity 
Baselevel of erosion 
Basic metabolism 
—rock 30) 
Basiflory 61 
Basophilous vegetation 


101 


190 
178 

360 

72, 79, 253 
72 


71 
71 


238 


30 


184 


101 


Batch culture , 334, 408 
Bates 71, 330, 352 
Batesian mimicry 
Bathophilous 
Bathoxenous 
Bathyal zone 
Bathybic 182 
Bathybiotic 182 
Bathypelagic zone 
Bathyscaph 315 
Bathysphere 223 
Bathythermograph 
Beach 317 
Beating method 
Beck 240 
Behavio(u)r 117 
Behavioural dimorphism 118 
— interference 117 
— polymorphism 118 
—science 118 
Behaviourism 118 
Beijerinek 311 
Belt transect 238 
— transect method 
Benthal 271 
Benthic 271 
— animal 
— domain 
— fauna 
— flora 
— zone 
Benthoal 
Bentho(n)ic 271 
Benthophyte 266 
Bentho-potamous 53 
Benthos 271, 352, 354 
—feeder 271 
Bergmann 352 
——’'s rule 314, 352 
Bergson 232 
Bering land bridge 352 
Berlese funnel method 
Bernard 296 
BAC 2218..272. 322, 304 
Bhorizon 326 
B,; horizon 334 
B っ horizon 
B3 horizon 
Biapocrisis 
Biboreal 
Bicentric distribution 
Biennial 301 
Binary fission 
Binding genera 81 
ーーspecies 81 
Binomial coefficient 


352 
110 
85 
223 


223 


314 
246 


238 


271 
270 
271 
270 
270 
271 


352 


301 
301 


299 


_ Biochron 


Bio 421 


— distribution 299, 397 
Bioassay 210 
Biochemical oxygen demand 
208, 322 
202, 211 
202, 311 
Biochronology 214 
Bioclimatic law 209 
Bioclimatics 209 
Bioclimatology 198, 209 
Biocoenology 210 
(Bio)c(o)enosis 
171, 193, 210, 264, 379 
Biocycle 202 
Biodemography 211 
Bio-ecology 82, 211 
Bioeconomic life table 
Bioeconomics 210 
Bioenergetics 208 
Biofacies 51, 239 
ーーmap 5l 
Biogenic 209 
—salt 212 
Biogenous sediment 
Biogeochemical agent 
ーーcycle 212 
Biogeochemistry 
Biogeocoenology 193 
Biogeocoenosis 209 
Biogeographic barriers 
—region 212 
Biogeography 212 
Biolith 209 
Biological clock 
213, 215, 399 
ーーconcentration 213 
— conditioning 
80, 212, 226 
— control Ls. 212 
ーー efficiency 209 
ーー energy efficiency 
—equilibrium 209 
— family 208, 222 
— geography 212 
—half-life 209 
— level, 214, 385 
— oceanography 
ーー oxidation 212 
—periodism 209 
— population 210 
— production 209, 21] 
—race 206 
ーーrhythm 209 
— spectrum 197 
ー-system 209, 210 
—time 211 


Biochore 


93 


42 
212 


212 


- 212 


208 


44 


422 Bio 


Biological ty pe 197, 210 
—universe 214 
Bioluminescence 213 
Bioluminescent organism 
ats 
100, 214, 233, 384 
100 


Biomass 
— density 
—inerement 207 
—method 100, 268 
—— /respiration ratio 

Biome 139,311 

Biometeorology 

Biometer 210 
— method 

Biometrics 

Biometry 

Biome type 

Bionomies 

Bio-oxy dation 

Biophage 360 

Bio-reduction 209, 342 

Bioseston 212,217 

Biosociology 211 

Biosphere 193, 202, 210 

Biostatistics 213 

Biostratigraphy 212 

Biostratonomy 50 

Biosystem 210, 283 

Biosystematics 163 

Biosystematy 163 

Biota 211 
ーー -biotop system 

Biotelemetry 311 

Biotic balance 214 
—barrier 292 
—climax 212, 244 
ーーcommunity 210 
ーー complex ~ 211,311 
— equilibrium 214 
—factor 214 
— formation 210,311 
—index 211 
— pesticide 213 
— potential 213,358 
—ppressure 212 
— province 210,212 
—region 210 
—succession 211,212 

Biotop(e) | 

176, 197, 198, 311 

211, 31) 

210, 311 


322 
198 


210, 311 
213 
213 
311 
198 
211 


209 


Biotron 
Biotype 
Biozone 202 
Bipedalism 300 
Bipedal locomotion 
Bipolar distribution 


300 
402 


Bipolarity 402 
Bipolar sexuality 
Birch 174 
Bird-banding 

— migration 

ーー of passage 

— of prey 
Birge 314 
Birth control 

— -death ratio 

—rate 161 
Bisect method 252 
Bisexual group 402 
Bivariate normal distribution 

397 


299 


265 
412 
247 

380 


135, 302 
161 


299 
104 
104, 234 


Bivoltinism 

Black alkaline 
— alkali soil 
— 736K “oao 
ーー cotton soil 
—earth 104 

Blackman 337 

Black soil 104, 105 
ーーwater 8,338 

Blackwater estuary 8 


105, 408 


Blakiston’s line , 344 
Blank test 343 
—vvalue 343, 380 
Bleached layer 332 
Bleeding 15, 161 
Bliss 345 
Blizzard 344 
Blocky structure 4] ~ 
Blood snow 2,385 
Bloom 370 
Blue-green algae 396 
Blytt 4,133, 344, 365 
BM. > 71 
BMR 71 
BOD 
46, 142, 208, 312, 322 
Bodenheimer _ 163, 206, 
362 


Body-length distribution 240 
— size distribution 240 
— temperature 236 
—weight 238. 

Bog 135, 146, 148,177 
— forest 148 ・ 

Boggy tundra 177 

Bogsoil 177, 272 
— succession 147 

Boling period 294 

Bolochory 164 

Bombykol 208 

Bone tool 117 


Border effect 163 
Boreal 63, 362 
— coniferous forest 
— forest 2,362 
— forest zone 362 
— period 365 
Boss 361 
Boitle-tree 290 
Bottom. 42 
— community 
ーー fauna*- 271 
—feeder 192 
— fish” 228 
—‘flora” 270 
— population 
ーー sampler 
Bough 33 
Bouillon 299 
Boulder 401 
—clay 333 
Bound water 96,158 
Bowen’s ratio 356 
Boysen-Jensen 64, 215, 356 
Brachiation 343 
Brachycephalic 283 
Brachypterous 176° 
— lon a ae 
Brackish water 69 
—watermeadow 69 
—waterswamp 69 | 
Bract (leaf) 364 ‘ 
Brake 255, 383 ‘ 
Branch 27 
— height 
— spread 27 
—volume 128,14] 
— volume increment 128 
Braun-Blanquet 21, 62, 78, 
83, 87, 103, 165, 170, 
172, 233, 262, 336, 343 
Breast height 79 
Breathing root 103 | 
Breed 334 
Breeding area 319 
— migration 200, 201 
—place 161,319 
—season 319 
— success 319 
Brigalow-scrub 344 
Brine spring 31 
—vwater 30 
Broad-leafed 122 
—-leaf forest 12] 
—-leaved 122 1 
ーー-leavedforest 121 
—-sclerophyll plant 107 


362 


271 


270 
128, 363 


140 


Brockmann-」 erosch 
165, 191 
Bronze age 208 
Brood size 14 
Brotochore 180 
Brown 94, 132 
— coal 7°53 
— desert steppe soil 
—forestsoil 53 
Brownian movement 343 
Brown meadow steppe soil 
We 
— podzolic soil 53 
— snow . 53, 385 
——gsoll 53 
Browse 168  . 
Browsing 27, 88 
— herbivore 88 
B/Rratio 322 
Brujewicz 182 
Brush control 273 
—eutter 56 
Brushland 273 
Brush pasture 273 
Bryocoenology 106 
Bryoid 224 
Bryophyte-quotient 
Bterm 324 
Budding 302,378 
Buffer action of soil 
—effect 61 
—solution 61 
Bulb 74 
Bulblet 67, 140, 153, 375 
Bulbous geophyte 74 
Bulk density 56, 391 
— specific gravity 


Bult 253 
Bunch 227, 229 
—-grass 227,320 
Bunchgrass steppe 55, 227 
Buoy 335 
Buried seed in soil 
— slide method 
— -soil seed 
Burned savanna. 
Burning 322 
Burn scar 382 
Burrow 112,190 
Burrowing animal 
Burt .17 
Bush 273, 383 
— encroaching 
—savanna 272 
Butenand 208 


52 


105 


- 284 


49、 56 


366 

366 
366 
49 


96, 112 


273 


Buttress root 318 


C 
Caatinga 53 
C(a)enogenesis 
Caespitosa 227 
C(a)espitose plant 
Cajander 21 
Calcareous algae 
Calcicole plant 
Calcification 
Calcifuge plant 
Calcifugous plant 
Calcipetrile 217 
Calciphile 113 
Calciphobe 99 
Calciphobous plant 
Calciphyte 217 
Calcium saturation degree 
218 
Calculation of topography 
255 


353 
227 


218 
113 
217 
99 
99 


99 


Caldera 
Cal(l)iper 73, 227, 404 
Call note 129 
Calluna-heath 56 
Caloric value 307 
Calorimeter 307 
Calorimetry 307 
Cambium 94 
Cambrian period 64 
Camellietea japonicae 
Camp 73 
Campestrian 
Campo 64 
— cerrado 
— limpo 
ーー sujo 
Cane 380 
Canine teeth 
Cannibal 
Cannibalism 
Canopy cover 
—density 391, 403 
— surface 403 
— tree - 403 
Capacity adaptation 
Capillary method 
— potential 
— water 
Capoeira 54 
Capping 032 
Capture-recapture method 
68, 330 


— and confinement of 


113 


383 
362 


64 
64 
64 


98 
169 
169, 293 
155, 403 


310 
380 
380 
380 
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Cel 


young 390 
Carbon assimilation 
— cycle (251 

— -14 dating 


251 
251 


_ Carbondioxide application 


250 
— enrichment 
— fertilizer 250 
Carboniferous period <. 
Carbon-nitrogen ratio 
139, 251 
Carcinology 102 
Cardinal temperature 
Carnivore 299 
Carnivorous 260 
— plant. 171 
Carpenter 54,124 
Carpet-like alpine meadow 
160 


73 


Carrasco 55 
Carrying capacity 
‘ 58, 163, 357,358 
Cartesian diver method 20 
Cassie’s method 49 
Caste 40,151 
— differentiation 
—system 40 
Cast-off skin 304 
Casual species 70 
Catabolism 10, 280 
Catadromous 102 
ーー fide 102 
Catch" 7% 
Catchability 
Catch crop 
= curve Tt 
Catchment 312 
—basinarea 158 
Catch per unit effort 
Catena 53 
Caterpillar 97 
Cation-exchange capacity 
389 


40 


356 
60 


248 


Catkin 324 
Cattail marsh 
Cauliflory 
Causa finalis 
Caustobiolith 
Cave 281 
—animal 282 
ーー community 
Cavernicolous animal 
Ceanothus 367 
CEC” * 254 
C-Deffect 81 
Celebesian transition 


364 
45, 61 
380 
53 


282 
282 


35 


424 Cel 


Cellsystem 129, 210 
Cellulose 219, 220 
Cenosere 149, 185, 219 
Cenozoic 185 

——era 185 
Census 222, 298 


Center of dispersal 137, 347 
— of distribution 348 
Central part 261 
Cephalic index 283 
Certified seed 361 
CF 309 
C/F ratio 
CGR 165 
Chaetoplankton 
Chalk 263 
—deposit 263,313 
Challenger 293 
Chamaephyta fruticosa 
—graminidea 16 
—lichenosa 253 
—reptantia 363 
—scandentia 268 
—sphagnoidea 370 
—succulenta 247 
— suffruticosa 320 
—velantia 363 
Chamaephyte 258 
—limate 258 
Chapadas 259 
Chaparral 122, 259 
Chapman 213。259, 336 
Chapparo 259 
Character displacement 94 
Characteristic animal 332 
— curve of stand density 
404 


139 
97 7 De 


177 


—species 332 
Character release 
Chara zone 152 
Charophyta 152 
Chart quadrat 193 

ーー quadrat method 
Chasmophile 59 
Chasmophyte 59 
Chauvin 88 
Checkdam 133 
Chelate compound 

— substance 
Chemical control 

—erosion 46 

—evolution 45 

— factor 46 

—-fessil , 45 

— oxygen demand 

45, 139 


94 


320 


82 
82 
46 


‘Chronological species 


— property of soil 287 

—sediment 46 

— weathering 46 
Chemoautotroph 46, 282 
Chemoautotrophy 19 
Chemofossil, 45 
Chemolithotroph 45 
Chemolithotrophy 375 
Chemoreceptor 46 


Chemosensory organ 46 
Chemostat 97 
Chemosterilant 
Chemosynthesis 
Chemosynthetic 
Chemotaxis 226 
Chemotrophic 45 
Chernozem 253 
Chersophyte 116 
Chestnut soil 87 
Chetverikov 335, 365 
Chianophile 113, 240 
Chianophobe 99 
Chimpanzee 266 
Chinook 258 
Chi-square distribution 
—-square test 43 
Chitty 141 
Chlorinity 31 
Chlorophyll 2,89, 280 
Chlorosis 313 
Chlorosity 31 
Chorizon 146 
C, horizon 180 
Cz horizon 148 
Chorology 214 
Christian 151, 194 
Chroma 129, 267, 368 
Chromatic adaptation 140 
Chromogenic 140, 316 
—bacteria 140 


46 
45 
45 


43 


146 
Chronology 354 
Circadian rhythm 
40, 43, 213, 300 
Circalittoral zone 264 
Circle of species 408 
Circulation of closed system 
351 
—ofopensystem 43 
— period 40, 166 
Circulus 308 
Circumboreal 
—plant 163 
ーーspecies 163 
Circum equatorial species 159 
Circumpolar 156 


154 


120 
156 


— plant 
— species 
—zone 156 
Cirque 56,98 
Civilization 349 
Cladogenesis 87 
Clan 87,146 
Clark 197,372 
Class 87 
—group 87 
Classificatory concept 
Clay 289, 307, 401 
Claypan 307,319 
Cleaning 43 
ーー cutting 
— symbiosis 
Clear cutting 43 
— felling 43 
— felling vegetation 
82, 316 
Clements 3, 4, 12, 13, 26, 
45, 57, 72, 87, 88, 122, 
124, 137, 139, 147, 149, 
150, 152, 172, 194, 197, 
212, 219, 229, 232, 249, 
272, 273, 318, 319, 335, 
337, 378 


170 


178, 194 
201 


Cliff 97 
Climasere 67 
Climatic change 
— climax 
67, 166, 244, 249 
68 
67 


68 ・ 


— factor 

ーー material 

—race 68 

— snow line 

ーー succession 

—zone 67 
Climatogenic 67, 68 
Climatograph 36,67, 87 
Climax 77 

—— adaptation number 

et an hg | 
77 


67, 219 
68 


ーー community 
—complex 78 
— forest 24 
— formation 77 
—— pattern theory 
ーーspecies 78 
— vegetation 78 
Climber 268 
Climbing plant 268 
Climograph 36, 67, 87 
Climopelagic plankton _ 
Cline 87 
Clinometer 


78 


294 
88 


Clipping 55 

Clonalline 24 

Clone 24, 89, 347 

Closed canopy 351 
—irculation 351 
ーーcommunity 351 
— forest 21,351, 404 
—loop 335 8 
—stand 351 
ーーsystem 351 
— vegetation 351 

Close planting 371 

Closest individual method 


57 
Clothing 
Cloud belt 22 
ーー forest” 22 
— forest belt 
— forest zone 
—zone 22 
Clump 52 
Clumped distribution 


328 


22 
22, 255 


41, 161 
Cluster 87, 164, 392 
Clustered distribution 
41, 161 
403 
87, 392 
164 - 
14, 327 
142 
139, 257 
162 


Cluster model 
— of leaves 
— sampling 

Clutch size 

*4 C-method 

C/N ratio 

Coactee 

Coaction 82, 203, 212, 228 

Coactor 309 

Coagulate aids 79 

Coagulating sedimentation 79 

Coaos picrophylles 2 

Coarctate pupa 17 

Coarse-grained 234 

ー 一 -grained environment 

73 

—sand 194, 229, 289 
Coast 39 

Coastal 


—plain 39 
— plankton 
— region 
— swamp 
ー vegetation 
Coastline 39 


30 
29 
39 
39 


Cobble 
Cocais 316 
Coccus 74 
Coconut palm grove 
Cocoon 367 
COD 139 
Codominant 82 
Coefficient of association 
101, 293 
ーー of community 91, 406 
— of community similarity 
92 
226 
347 


243 


107 


— of correlation 
— of dispersion 
— of fatness 328 
—ofgrowth 207 
— of homogeneity 
— of segregation 
— of similarity 
— of variation 
Coenobiology 
Coenobium 
Coenocline 
Coenospecies 
Coevolution 
Co-existence 
Cohort 120 
Coincidence index 
Cold adaptation 
—death 407 
— desert 63,65 
Coldness index 133 
Cold pole 57 
—resistance 236 
——temperate zone 37 
— water cosmopolitan 


83 
155 
406 
353, 354 
214 
408 
95 
81 
228 
81 


101 
65 


ーー -water species 
Cole” -T22, 155 

—’s distribution 
Coli-aerogenes group 
Coliform 240 
Coli group 240 
Coline zone 138 
Collecting 122,126 
Collection 160 
Collector 126. 
Colline zone 76 
Colluvial deposit 
Colluvium . 361. 
Colonial breeding 

— distribution 

ーー insect rar 
Colonization 195 

— curve 195 
Colony 122, 163 


361 


161 
161 


Com _ 425 
Coloration 353 
Colorimetric method 324 


Combined water 96 
Commensalism 
124, 234, 354, 355 
Common feeding ground 81 
Commonness and rareness 
162 
—andrarity 162 
Common sleeping area 
Communal courtship 
—forest 121 
Communication 120 
Community 81, 89,91, 121 
—complex 92 
—continuum 90 
— diversity 82 
—dynamics 82 
—ecology 82,90 
—equilibrium 90 
—function 90 
—gradient 95 
— gross production rate 
9] 


161 
160 


—integration 90 
—level 82 
— organization 
— regulation 
— respiration 
—ring 91 
— stability 
— surface 92 
—table 92 
—type 91 

Comospore 21, 64 

Companion 73 
— cropping 123 
— planting 123 
—sowing 124 
—species 192 

Comparative ordination 

technique 323 

Comparium 124 

Compartment model of 


82 
90 
82, 90 


90 


ecosystem 204 
Compass plant 124 
Compensation 360 

—depth 361 
— intensity 360 
—point 361 


Compensatory mortality 
factor 361 
Competition 80, 202 
ーーcurve 80 
— -density effect 81 
—-equilibrium 681 


426 Com 

Competition for food 173 
—forlight 323 
——forspace 85,119 
ーー pressure 80 

Competitive ability 81 
—-association 80 
ーーcapacity 81 
ーー displacement 80 


ーー -exclusion principle 
80, 81 
— interaction 80 
Competitor 80 
Complementary association 
196 
— chromatic adaptation 
360 
Completely uniform 
distribution 14 
Complex factor 337 
—gradient 95 
ーー organism 
264, 311, 337 
Components of ecosystem 
204 
Composition 230 
Compost 124, 241, 313 
— and barnyard manure 
237 
Compound fertilizer 
BO, 337 
— interestlaw 337 
— interest law of plant 
growth 337 
Compression 4 
—hypothesis 4 
—=wood .,.4 
Computer 94 
— simulation 
Coneealing color 
—— coloration 
Concentration 
— factor 
Conchology 298 
Concrete dam 123 
Conditional reaction 
— reflex \ ives 
Conditioned response 
—stimulus 175 
Conditioning 174, 301 
ーーprocess 174 
‘Cone 41,276 
Conformity — 199 
Congeneric species 
Coniferous forest 
Conifruticeta 
Conilignosa 


142 
18, 140 
353 

35 

309 


289 
178, 187 
178 
187 


Conisilvae 178 
Conklin 208 
Connate water 17 
Conscious cooperation 81 
Conservation 145, 361 
Conservative endemism 
Consociation 124, 387 
Consocies 124 
Consociule 124 
Consort relationship 
Conspecific 283 
Constance 113 
Constancy 113 
Constant 113 
——species 113 
Constitutive enzyme 
Consumer 


13 


124 


111 
25, 178, 203, 204 


Contact herbicide 176 

— insecticide 218 

— poison 218 

— slide method 218 
Contagion 161] 
Contagious 397 

— distribution 161, 277 
Contamination 124, 131 


Contest-ty pe competition 
219 
Continental 242 
—— bridge hypothesis 
— drift hypothesis 
——glacier 243 
— island 242 
Continentalify 242 
Continental margin 
—rise 398 
—— shelf 120, 398 
ーー slope 120,398 
Contingency table 346 
Continuous cline 87 
—community 408 
—cropping 408 
-——culture 68, 334, 408 
—grazing 408 
Continuously stable 
community 94 
Continuous plankton recorder 
344 


242 
242 


242 


—quadrat 94 
—— random variable 
—vvariation 409 
Continuum 90 : 
—— concept of vegetation 


170 


408 


— index 408 


Contour cultivation 


283 


—-line 282 
— strip cropping 
— strip farming 
Controlled burning 
Control point 69 
— threshold 392 
Conventional competition 
60 
Convergence 159, 165 
Convergent evolution 
Cool desert 407 
—— temperate zone 
Cooperation 
77, 81, 98, 99, 129 
Cooperative hunting 160 
— interaction 82 
Cope 327 
Coppice 412 
— forest 185,357 
—— regeneration 357 
Coppicing 356 
Coprolite 345, 347 
Coprometer 349 
Coprophagy 173 
Coprophilous vegetation 


283 
283 
199 


165 
407 


347 

Copse 357 

—— regeneration 
Copulation 119 
Copulatory behaviour 
Coral reef 135 
Coralline algae 
Corbet 335 
Core area 161 
Corm 74. 
Cormlet 67, 140, 153, 375 
Cormophyte 95 
Cormus 95 
Correlation 226 

— coefficient 226 
Correlogram analysis 
Corridor 45 
Corrie 56, 98 
Corrosion 338, 390 
Corticolous bryophy te 
Cosere 81 
Cosmogenous sediment 
Cosmopolitan 
111, 117, 119, 321 

111 


357 
119 
218 


156 


162 
‘42 


ーー plant 
— species 342 
Cosmopolite 342 
Cosmopolitic species 

120, 321 

Cotton cloth bag 304 


Cotyledon 168 


DBH 427 
Count quadrat method 94 Crowding 120 —shoot 184 
‘Courtship behaviour —effect 120 Curtis 53, 269 
73,319 Crown 89, 154, 391 Curvilinear regression 39 
—ceolor 453 —eanopy 403 Cushion moss 249 
— display 74, 240 —class 156 — plant 249 . 
— feeding 73 ーーclosure 21,351 Cuticular transpiration 86 
Covariance 82 ーーcover 155 Cuticule 86, 246 
Cover(age) 327 — density 21,351,391 Cutoverforest 316 
—dominance 231 —depth 89,154 —land 316 
Cover class 327 —fire 155,188 Cutting 130 
ーーcrop 328 — projection diagram —eycle 40, 166 
— degree 327 154 —orchard 127 
Covering 328 —ratio 155 Cybernetics 335 
Cover vegetation 328 — surface 155 Cycle of erosion 184 
Cow-day 45, 357 —thinning 176 Cyclic fluctuation 156, 185 
Cowles 45 Crude birth rate 161,229 Cyclomorphosis 94 
Cow-month 357 — death rate 150,229 Cylinderdam 152 
C3 plant 143 —density 233 Cyst 143° 
C4 plant 149 — oil 100 Cytoplasmic polyhedrosis 
CPUE 248 Crumb 252 129 
Crater 48 Crumbling 252 Cytotaxonomy 15 
— floor 48 Crustal movement . 254 
——lake 48 Cryo-biotic 187 
Crawling 314 Cryophilous 119 D 
Creative evolution 232 Cryophyta 331 2,4-D . 302 
Creek 139 Cryophyte 331 Daily 300,301 
Creeper 363 Cryoplankton 33] — activity rhythm 301 
Creeping 363 Cryoplanktophyte 331 — compensation point 
ー- hemicryptophyte 33 Cryotropism 86 301 
—land 143 Cryptobion 18 — cumulative temperature 
—plant 363 Cryptogamic community 17 216, 300 
Crenobiotic ~ 187 Cryptopelagic 329 — periodicity 301 
Crenophilous 121 Cryptophyte 257 —rhythm 301 
Crenoxeous 44 — mountain steppe 257 —succession 301 
Creosote bush 88 Crypto-podzol 225 — surplus production 
— bush desert 88 Cryptozoic 18 179, 300 
Crepuscular .314 Cube-like structure 400 Daishima geoflora 237 
— period 314 Culm 56 Dammed basin 216 
Cretaceous period 313 Cultivated meadow 183 —lake 217 
Critical day-length 403 —soil 117 Dark adaptation 9 
—depth 97 Cultivation 107, 390 — germination 9 
— photoperiod 403 Cultural 390 — respiration 8 
Cromerian interglacial period ーーadaptation 346 Dart 117 
89 — control 109 Darwin 20, 26, 48, 94, 145, 
Cron 89 — eutrophic lake 183 181, 202, 214, 243, 274, 
Crop 130.131 — isolation 346 348, 352, 362, 368, 375, 
—growthrate 165 —selection 346 394 
— injury by chemicals Culture 56, 345, 390 (Darwinian) fitness 274 
382 —area 345 Darwinism 243 
Cropland 107 Cultured 390 Darwin’s finch 243 
Crop plant 130 Culture medium 312,313 Darwintheory 243 
—rotation 403 —pond- 191, 390 Dawn-and-dusk type 314 
—tree 131 Current 44 Day length 301 
Cross inoculation 279 —annualupfake 409 —-length treatment 301 
ーー pollination 244 —leaf 187 — neutral plant 261 
ーーseeding 247 —meter 401 DBH = 265, 412 


428 DDD 
DDD 213 —response 66 Descent group 96 
DDT =_131, 213, 218,221, Delivery season 161 Description 144 


272, 324, 384 

Dead center 109 

—matter 110 
Deamination 246 
Death feigning 68 

— mimicry 68 

ーー rate, 01150, 161 
De Bach 80, 13) 
Debris 217, 275, 384 
Decarboxylation 246 
Decay 103, 313, 341, 345 
Decidu(i)lignosa 394 
Deciduous broad-leaved forest 


394 
ー- broad-leaved forest zone 
394 
ーー  conoferous forest 395 
—— forest 394 
Decomposer 
25, 60, 203, 204, 326, 345 
Decomposition 345, 375 
— of soil organic matter * 
に 345 
Decreaser 99 
Deep plowing 182 
—rooted 184 
—scatteringlayer 181 
— sea 181 
—-sea bacteria 181] 
— sea fish 181 
— -sea floor 182, 398 


—-seasystem 181 
— seated weathering 185 
Defaecation 313 
Defecation 313, 338 
Defended territory 357 
Defense behaviour 356 ~ 
Deficiency symptom 96 
Defoliant 121, 176, 394 
Defoliation 275, 394 
Defoliator 174 
Deforestation 397 
Degeneration 236 
Deglaciation 241 
Degradation of soil 287 
Degraded alkali soil 234 
— forest 237 
Degree of base saturation 30 
—offreedom 161 
ーー of succession 220 
Dehiscent 408 
Deionized water 246 
Delayed density-dependent 
factor 34 


De Martonne 63 
—’s index of aridity 368 
Deme 276 
Demersal fish 228, 271 
Demineralized water 246 
Demographic revolution 
182 
—transition 183 
Demography 182 
Dempster 96 
Den Boer 115 
Dendrochronology 308 
Dendrograph 207 
Dendrometer 207. 
Denitrification 246 
Denitrifying bacteria 246 
Dense pasture 163 
— planting 371 
Density 269, 350, 371 
ーー -contagiousness 
coefficient 350 
ーー -dependent factor 371 
ーー -disturbing factor 37] 
ーー effect 』。 372 
ーー -governingfactor 373 
ーー -governing reaction 
372 
— independent factor 
373 
—insitu 100 
—ofcanopy 391 
—ofsward 201 
ーー -proportional factor 
aia 
—-related process 372 
Denudation 12, 201,333 
Denudedland 119 
—landscape 400 
ーーquadrat © 395 
Dependent community 160 
ーーunion 160 


ーーvariable 39 
Depleted forest 244 
—species 13,136 


Depletion effect 269 


Deposit feeder 266 
— feeding 266 
Depth 190 
— contour 289 
—meter 191 


Derived fossil 387 
Desalinization 246 
Desalted water 246 

De Saussure effect 289 


Desert 106 
Deserta 132 
Desert climate 132 

— community 132 

— deposit 132,339 

ーー Sciillkee ote 

—,soil ~132 
Desiccation 62, 246 
Desmoplankton 275 
Despot 275 
Despotism 275 
Destructive lumbering 400 
De'ergent 221 
Deterministic model 380 
Detritivore 339, 341 
Detritus 275, 385 

—feeder 34] 

— food chain 

339, 360, 385 

Deuterium method 158 
Deuterotoky 135 
Developmental stage 315 
Development of humus 339 
Deviation from randomness 


347, 397 
De Vries 19 
Devonian period 275 
Dew point 410 


DFD index 269 
Dhorizon 271 | 
Diameter at breast height 


— at the lowest living 


branch 297 
—hband 207, 264 
ーーclass 264 


ーー distribution 265 
——measurement 366 
Diapause 76 

Diaspore 137 
Diastrophism 254 
Diatiwara 255 
Diatom gyttja 94 


—ooze 94 
Diatropic 34 
Dice 155 


2.4-dichlorophenoxyacetic 
acid 302 

Dichotomy method 224 

Dicyclic 337 


Diel 301 
Diet 173 
Differential reaction 60 


86, 140 


— species 


oat? ie Po a 6 


—— an もこ に 


Diffused light 134, 138 


Diffusion 47 

—ofculture 346 
Digestibility 168 
Digestion 168 
Digestive efficiency 168 
Dillon 

162, 276, 305, 378, 387 

Dilution count 68 

— method 68 

—rate 68 
Diluvial upland 113 
Dimictic lake 337 
Dimorphism 299 
Dioecious 153 


Diploparasitism 155, 300 
Direct 372 

ーーcount 263 

— gradient analysis 57 

—light 263 

—runoff 263 

— seeding 140,314 

— stratification 215, 263 
Disaster prevention forest 

358 

Dine. +331 


Disclimax 49, 166, 249, 356 
Discomfort index 336 
Discontinuity 344 
—layer 382 
Discontinuous distribution 
344 
—ring 344 
— variation 344 
Discrete distribution 356 
— random variable 399 
— variation 344 
Discriminant function 248 
Disease 329 
Disharmpnic lake type 326 
Disintegration 356 
Disjunctive distribution 344 
Disoperation 129, 226 
Disoperative competition 
80, 226 
Dispersal 137 
Dispersion 137, 346 
—map 346 
Disphotic zone 152 
Displacement behaviour 276 
Display 109 
Dissemination 137 
Disseminule 137 
— form 137,319 
Dissimilation 10 
Dissolved gas 391 


—oxygen 269, 391 
Distance method 57 
Distribution 347 
x’ distribution 43 
Distributional barries 348 
Distribution fringe 348 

— function 348 

ーー of three phases 136 

—type 348 
Diurnal 260, 301, 382 

— inequality 301 
Diurnalism 260 
Diurnal migration 262 

— tide... 14 

ーーvariation 301 
Divergence 346 

—ofcharacter 94 
Diversity 248, 346 

— gradient 165 

— index 248, 346 

—ofspecies 165 
Diving 223 
Division 144 

— of Biological Control 

195 

—oflabour 151,346 
DO 269, 391 
Doldrums 21Z 
Dolichocephalic 283 
Dolina .217, 294 
Dolomite vegetation 313 
Dolomitite 85 
Dolomitization 85 
Dolostone 85 


Domed bog 291 
Domesticanimal 52 
Domesticated alpine animal 
107 
Domestication 52, 382 
Domestic family 79 
— population 382 
D,"°O method 158 
Dominance 
152, 269, 327, 384, 387 
—hierarchy 152, 165 
—rank 384 
—— -subordinance relation- 
ships 152 


_—-subordiance 384 
Dominant 166, 384, 387 

—layer 387 

—— tree 149, 176, 387 

—treelayer 387 

ーーyearclass 244 
Dominated tree 324 
Donau cool period 291] 


Dormancy 76 
—form 76 
Dormant bud = 76 
—ege 76 
Dose-response relationship 
402 
Double crop 302 
ー- poisson distribution 
305 
Doubling time 311 
Drift, ¥2333 
ー- Dottle ~ 333 
— ice 40] 
Drifting organism 400 
— weeds 297 
Drift line 271 
—sand 330, 331 
Drip-tip 274 
Drive 177 
Dropping 345 
Drosophila 176 
Drought 62 
—dormancy 63 
—hardiness 236 
—resistance 236 
Drowned valley 36 


Drude 294 
Dryas flora 265 
—period 294 


Dry hardiness 236  .※ 
— matter production 64 
—meadow 62 


—pole 57 
— valley 63 
DS... 220 
DSL 181 
Duff 247,394, 399 
——hrorizon,, *24'7!'315 
— mull 248 
Dune 130 
— fixation 117 
— plant 130 
Dung 345 


Duramen 2 
Duration of life 163 
Du Rietz 21, 67, 336, 387 
Durifruticeta 122 
Duriherbosa 121 
Durilignosa 100, 121 
Duripan 119, 319 
Durisilvae 121 
Dust 346 
Dwarf 412 
— bamboo 130 
— bamboo grassland 255 
— forest 273, 412 


430 Dwa 


Dwarfish 412 


Dwarfness 412 

Dwarf palm garrige 412 
—scrub 412 
—shrubbog 412 
—shrubheath 412 
—tree 412 

Dwelling 156 

Dyt 272,339 

Dy-gyttja 338 

Dynamic balance 115 
—community 291 
— ecology 291] 
— equilibrium 29] 


Dynamics of population 114 
Dysphotic zone 152 
Dystrophic 338 

—lake 338 

—water 338 


E 

EAI 386 

Earth crust 254 
—dam 267 
ーー-fall 48 

Earthingup 21, 267 

Earth mantle 368 
—pillar 290 
—pyramid 290 

Easterlies 354 

EAT 386 

Ecad 26, 273 

Eccrine gland 26 

Ecdysis 246 

Ecesis 272, 290 

Echolocation 26 

Echo sounding 36, 227 

Ecobiogeography 211 

Ecoclimate 203 

Ecocline 95, 204 

Ecocycling 206 

Ecodeme 276 

Ecogenesis 205 

Ecological ages 
—amplitude 206 
ーーbalance 145 
— balance sheet 
— barrier 292 
— biogeography 
— climax 205 
—complex 203 
— control 109 
—density 234 
— distribution 
ーー efficiency 


206 


205 


211 


206 
204, 205 


— energetics 
— equilibrium 
— equivalence 
— equivalent 


— genetics 
— geograph 
— group 


202 


203 
203 
206 

206 


7 。。 2 


203 


— homeostasis 


— indicator 


ーー island 
— isolation 


— longevity 


205 


364 


203 


205 


—mortality 20 


— natality 


— niche 


ーー processes 


—- pyramid 
— race 
—— release 


—— succession 


— survey 


205 


206 


5 


29, 173, 206 
— optimum 203 
— plant geography 


114 


204. 


203, 206 


206 


205 
378 


— threshold 20 


ーー valence 
— valency 
ーー variation 
— vicariad 
— Zero 


206 
202 


205 


5 


206 


206 


205 


—— zoogeography 
Ecology 203,211 
— of individual organisms 


Economic coefficient 


— density 


— injury level 


— threshold 93 
Ecophene 26 


Ecospecies 
Ecosphere 
Ecosystem 


203, 209, 210, 309 


— gradient 
Ecotone 11 
Ecotop 
Ecotopology 
Ecotype 


204 


204 


95 
, 190 


203 


204, 311 


Ecozoogeography 
Ectodynamic successiou 
Ectodynamorphic soil 

Ecto-endotrophic mycorrhiza 


Ectology 
Ectoparasite 
Ectoparasitism 


281 


43 
43 


206 


116 


94, 164 
93, 234 


93 


197, 203, 386 


206 


4] 
43 


41 


Ectophagous 41 
Ectotherm 39 
Ectotrophic 41 
ーーmmicorrhiza 41 
Ecumene 25 . 
Edaphic 287, 290 
— climax 244, 287 
— climax community 
287, 290 
—community 287, 290 
— factor 288, 290 
Edaphogenic succession 
286 
Edaphology 36, 71 
Edaphon(e) 27, 257, 286 
Edge community 353 
—effect 163,353. 
Edwards 91 
Eemian period 29 
Effective accumulative 
insolation 386 
— accumulative 
temperature 386 
—factor 385 
— rate ofincrease 34 
—soildepth 386 
— temperature 147,385 
—— temperature range 385 
ー- trapping area 386 
Effect of crowding 120 
— of population 372 
Efficiencies of biological 
system 210 
Efficiency of assimilation 
280 
— of gross production 
230 
— of net production 167 
Efficient factor 385 
Egesta 338 
Egestion 312 
Egg 62,336 
ー-batch 396 
— deposition 
ーー -laying 
ーー mass 
ーー parasite 
Egler 57 
Egotaflora 26 
Ehrlich 228 
EIL 93 
Eimer 1,270 
Electric conductivity 
Elfin forest 273, 412 
Elite tree 29,197 
Ellenberg 203 


137 
137, 319 
396 
396 


276 


— 


Eri 431 
Elliptic growth 353 Endospore 296 —plankton 272 
Elongation 185 Endotherm 296 Epibenthos 271, 330 
Elster 241 Endothermy 296 Epibion 330 
Elton 29, 93, 174, 206, Endotrophic mycorrhiza 296 Epibiose 175 
214, 234,378 Endozoic 292 Epibiotic 212 
Eltonian pyramid 29,50 Endozoochore 292 —endemic 168 
Eluvial deposit 138 Energy budget 28 — endemic species 13 
—horizon 391 ーーchange 28 ー- endemism 13 
—layer 138 — efficiency (of primary Epibioties 13 
Eluviation 225 production) 28 Epibiotic species 13 
Embayment degree 297 — flow 28 Epibore 28 
Emerged plant 261, 270 —-flow diagram 28 Epicentre 241 
Emergence 60 —ssource 28 Epidemic 121, 277 
—trap 20 — subsidy 360 —density 241 
Emergent evolution 232 —transfer 28 Epidemiology 25, 277 
ーー tree ~ 29 — transformer 28 Epidermal transpiration 332 
—(tree)layer 29 Enrichment culture 159 Epifauna 330 
Emersa 123 Entoekie 296 Epigeal 256 . 
Emersiherbosa 270 Entomophagous 260 Epilimnion 184 
Emersion zone 184 Entomophagy 171 Epilithic 64 
Emerson 264 Entomophily 262 Epilithon 64 
Emery’srule 29 Entophagous 296 Epumeletic behaviour 28 
Emigrant 12 Entrainment 213 Epineuston 192 
Emigration 11 Entropy 31 Epiontology 173 
Enclosure 48 Environment 57, 400 Epiorganism 264 
Encystment 143 Environmental biology 58 Epiparasitsm 155 
Endemic 13, 121, 364 —apacity 58 Epipelagic zone 329 
—density 241,351 —complex 59 Epipelic 240 
—pest 290 —ondition 58 Epiphyllous community 390 
ーーspecies 12] — conditioning 58,212 Epiphyte 173, 258 
Endemism 121 ーーconservation 59 ーー-quotient 258- 
Endergonic 280 —density 59 Epiphytic 173, 259 
End moreaine 331, 367 —element 198 Epiphyton 258 
Endobenthos 296 — engineering 57 Epiplankton 176, 331 
Endobiont 296 —factor 59 Epipsammie 132 
Endobiose 296 —gradient 78 Epipsammon 132 
Endobiotic 212 — indicator 58 Epizoan 259 
Endodynamic succession Environmentalism 57 Epizoic 292 
296 Environmental preference Epizoite 292 
Endodynamorphic soil 296 58 Epizoochore 292 
Endoecism 195 —protection 59 Epizootiology 25 
Endogamy 296 — Protection Agency 17 Epoekie 258 
Endogenous 301 — quality 58 Epoekophyte 146 
—rhythm 296 ーーresistance 58,213 EP-Q 258 
Endolithic 64 — selection 58 Eprofundal region 1 
Endolithon 64 Eocene 142 Equal division 302 
Endolithophyte 62 Eoclimax 25 Equatorial low-pressure 217 
Endoparasite 297 Eolian deposit 339, 340 Equilibrium density 
Endoparasitism 297 Eosere 25 229, 350 
Endopelic 239 BPA gall? Equivalent species 279 
Endophagous 296 Ephemeral 249 Era  :28 
Endophyte 296 ーーplantdesert 252 Erdtman 29 
Endophytic 172 Ephemeroptera 3 Eremophyte 63 
Endopsammic | 132 Ephippium 76, 396 Ergen 8 
Endopsammon 132 Epibathyal zone 178 Ergonomics 29 
Endosmosis 296 Epibenthic 332 Ericaceous 267 


432 Eri 


Ericifruticeta 267 
Eriochore 21 
Erosion 184 
—cycle 184 
—— terrace 184 
Errington 58 
Eruptive evolution 346 
Eskar 26 
Esker 26 
Espinas 7, 26 
Essential nutrient 326 
Established home 117 
Establishment 272, 290 
Estimation of production 
200 
Estuarine plankton 48 
—water 69 
Estuary 48 
-etalia 27 
Etap 27 
-etea 28 
Ethiopian region 27 
Ethnobotany 373 
Ethologists 74 


Ethology 117,411 
Etiolation 33 

-etum 28 
Eubenthos 185, 271 


Eucaryote 384 
Eucaval animal 186 
Eucene animal 184 
Eudesertal ~ 186 
Eugenics 387 
Euhalabous 101 
Eulimnoplankton 111 
Eulittoral zone 181 
Euphotic stratum 183 
—zone 118, 183, 386 
Euplankton 185 
Eury- 111 
Eurybaric 101 
Eurybathic 110 
Euryhaline 101 
Euryhalinous 101 
Euryhydric 79,111 
Eury(o)ecic 112 
Eury(o)ecious 112,119 
Euryokous 102 
Euryoky 102 
Euryphagous 110 
—animal_ 110 
Euryphagy 110 
Euryphotic 106 
Eurythermal 102 
Eurythermic plant 102 
Eurytopic 119 


— plant 110 
Euryvalent 110 
Euryzonal 115 
Euspecies 386 
Eustatic movement 41 
Eutrophic 259, 336 
Eutrophication 335 
Eutrophic lake 336 
— plant. 336 
— water 336 ° 
Euvastal animal 184 
Evaporation 178 
Evaporimeter 178 
Evapotranspiration 177 
Evapotranspirometer 178 
Even-aged 17,295 
—-aged forest 14, 295 
ーー-agedstand 295 
Everglade 28 
Evergreen broad-leaved forest 
179 
ーーcommunity 179 
ーー coniferous forest 179 
— coniferous forest zone 
179 
ー- needle-leaved forest 
179 
—— needle-leaved forest 
zone 179 
— seasonal forest 179 
Evolution 181 
Evolutionary retardation 182 
ーーreversion 73 
Exact sample theory 214 
Excess symptom 50 
Exchangeable base 254 
ーーcation 254 
Exchange acidity 254 
— capacity 254 
Exclosure 83 
Exclusion 80 . 
Exclusiveness 222, 223 
Exclusive territory 281] 
Excreta, 2312 
Excretion 312 
Excretory product 312 
— substance 238 
Exhalant current 161 
—stream 161 
Exhaustion stage 15 
Exoadaptation 42 
Exobiology 21 
Exogamy 40 
Exogenous 301] 
Exosmosis 41 
Exotic 44 


—pest 44 
—plant 66 
— species 44 
Expectation 71 
ーー of life 。。71 
Experimental component 
analysis 147 
—design 382 
—ecology 147 
ーーplantecology 147 
— population 147 
— sociology 147 
— vegetation 147 
Expiratory current 161 
Exploitation 80, 130, 274 
Exploiter 130 
Exponential dispersal 142 
Explosive evolution 314 
Exponential distribution 143 
—factor 143 
— function 142 
—growth 142 
ーー law), 143 
Extended allometry 47 
— compound interest law 
47 
— family 47 
Extensive pasture 233 
External environment 
57, 296 
— parasitism 43 ’ 
Extinction 219 
—curve 196, 219 
—rate 99,196,219 
Extratropical 306 
Extrinsic cycle 43 
— factor 43 
Exudates 391 
Exuviae 246 


-————_- 
F - 438,292 
Face mask 223 
Faciation 335 
Facies 335 
—-fossil 146 
— index 146 
Factor 17,371,389 
ー-analysis 248 
Facultative 174, 175, 267 
—anaerobe 246, 267 
— anaerobic bacteria 
97,175 
F(a)ecal pellet 349° 
F(a)eces 345 


EE 


Fod 433 


Fagetea crenatae 
Fibrous root system 
— out product 
Fidelity 92, 274 
Field capacity 


False annual ring —— experiment 


ーー (moisture) capacity 


—— water capacity _361 


Farmyard manure 
Fatal high temperature 


Final community 


ー zoogeography 


Faunistic region Finite rate of natural increase — 


Feeding behaviour 


— climax community 

— control line . 

—hazard 48 
Fireplace fungus 


Fire prevention tree 


134, 158, 335, 365, 


— -gathering forest 
Fertile meadow 


Fission fragment 


Fitness of environment 


Fjord 82,335 
Flagelliflory 61 
Flahault 343 
Flaioplankton 64 
Flame photometer 30 
—reaction 30 
— spectrometry 30 
Fledging success 319 
Fledgling 194 ~ 
Fleming 182 
Flesh weight 299 
Flexure 281 
Flight behaviour 324 
— distance 289 
Float 335 
Floating 342 いい 
— ice - 401 
— island 20 
—leafformation 343 
— -leaf water plant 343 
—-leaved vegetation 343 
—meadow 20 
—plant 343 
— plant community 342 
Flock 345,376 
Flooded community 61 
Flood irrigation 250 
—plain 103,321 
— plainforest 61 
—plainmeadow 61 
- ——-water forest. 111 
Floorlayer 404 
— stratum 404 
Flora 172, 211, 345 
‘Floral region 212 
Floristic 172 
—composition 91, 160 
—element 345 
—— plant geography 
85, 345 
—region 85,171,212 
Flow diagram of ecosystem 
204 
Flower bud 45 
Flowering phenomenon 39 
Fluctuation 185, 354 
Fluvial 401 
—erosion 49 
— terrace 46 
Fluviatile lake 111 
Fluvioglacial erosion 387 
Fluviology 51 
Foaming substance 73 
Fodder 180 
—v-crop 180 
—plant 180 


434 Fog 
Fog belt 22 —edge 403 —vwater 158 
ーー -desert,. 22 — fertilization 404 Freeze-drying 282 
—drip 153 —fire 188,383 —-dryingmethod 282 
—plant 22 — floor 339, 404 Freezing injury 279 
—zone 22 — for fog prevention 363 Fremd 92 
Foliage 91, 389 — for tide prevention 363 Frequence 334 
Foliar absorption 392 — for snow drift Frequency 269,334 
—— pide 3 は 9  . prevention 363 —class 334 
—spray 392 —grazing 404 ーーcurve 334 
Follower 399 — indicator 404 —law 334 
Followership 399 — influences 188 — percentage 334 
Food 173 —inuse 402 —spectum 334 
— additive 55 —limit 188 Fresh water. 250 
— attractant 174 —mensulation 227 —— water community 250 
—chain 29,174 — meteorology 188 — water plant 191 
—complex 174 —margin 403 — water succession 250 
— consumption 219 —road 404 — water zonation 398 
—eycle 173 Forestry 403 Freud 365 
— factor 174 Forest site type 188 Friederichs 209 
—gatherer 126 — stand 404 Friendly behaviour 189 
—habit 169 —-steppe 188 Frigid zone 63 
— intake 219 — still not exploited 373 Frigorideserta 63,65 
—niche 173 —structure 188, 404 Fringe area 348 
—relationship 173 ーー-tundra 188 —woodland 56, 79 
ーー -seeking behaviour ・ — type 403 Fringing forest 54 
250 —typology 188 —reef 79 
— segregation 196 —zone_ 188 Frontal apron 329 
— selection 173 Formation 89,311 Frost damage (injury) 226 
—shortage 174 —class 89 — erosion 229 
—taboo 173 —group 89 ーーhardiness 236 
—tabu 173 — sub-class 89 —heaving 283 
—web 174 —-type 89 — injury 226 
Foothills zone 76, 138 Form genera 94, 309 Frostless belt 376 
Forage 146 Forster 348 _—— season 376 
—acre 274 FORTRAN 336 Frostline 330 
—factor 146 Fossil biocoenosis 50,112 Frost resistance 236, 240 
Foraging 126 ーー bone dating by fluorine Frugivorous 49 
ー 一 niche 173 analysis 340 —animal 50 
Foraminifera 386 —earbon 51 Fruit-eating 50 
—ooze 386 ——fuel _ 51 Fruiting body 141 
Forb . 122 Fossilization 50 Frutescence 64 
Forbes 293 . Fossil pollen 54 Fruticose lichen 158,272 
Forb steppe 122 —soil 51 Fry 140 
Force 150,161 —species 50 Full-bodied 64 
Ford 134 — thanatocoenosis 50 Fulvicacid 338, 344 
Forecasting of pest attacks —— ZONE, OH Fumigation 90 
316 Fouling organism 35 Functional and analytical 
Foredune community 222 Foundereffect 220 biology 58. 
Forel 272 ー-principle 220, 228 ——response 72 
Foreshore 366 Fragipan 319, 343 Fundamental niche 73,245 
Forest canopy 403 Free floating hydrophy te — respiration 5 
—community 188 . community 297 Fundatrix 64 
— conservation 188 — floating water plant Fungi 83 
— denudation 397 342 Fungicide 131 
—ecology 188 —mono-nucleotide 28 Fungivore 84 


—ecosystem 188 — pupa 132 Fungous gall 83 


Furiotile lake 
Furrow irrigation 


35 
21 


G 
Galleria 56, 79 
Gallery forest 56, 79 
Gallformer 25 
Galton 39 . 
Galvanometer 
Game anima] 
ーー management 
— pasture 382 
Gamodeme 276 
Gams 387 
Gardening 
GARP 
Gar(r)igue 
GAS. 16 
Gasometry 
Gatherer 126 
Gathering 73, 126 
Gause 45, 213 
—’saxiom 45 
ー-'sprineiple 45 
Gaylussacia 367 
Geier 197 
Gemmule 
Genecology 263, 334 
Gene pool 15, 379 
General adaptation syndrome 
15, 320 


56 
165, 402 
165 


53 
215 
55 


50 


47 


ー-ecology 36 
— equilibrium level 

115 
15 


15 


— logistic curve 

— phytogeography 
Generation 217 

te 7. 
Generic coefficient 227 
Genetic control 15 

—drift 15,394 

— feedback mechanism’ 

15 

=——loag 15 

— isolation 

— system 
Genus 289 
Geobenthos 395 
Geobiont 287, 290 
Geobotanical zone 173 
Geobotany 254, 256 
Geochemical cycle 254 
Geochronology 266 
Geocline 256 
Geocode 253 


215 
15, 210 


- Geophile 


Geoecotype 265 
Geographical distribution 


— profile 256 


266 


—— variant of association 


90, 


266 
265 
265 
265 


— variation 
— vicariad 
Geographic area 
— isolation 

ーー race. 265 
—-range 266 
— succession 
Geography 265 
Geologie age 256 
Geological map 256 
— science 256 
ー-succession 256 
Geology 256 
Geometrical structure of 
canopy 403 
Geometric mean 
Geomicrobiology 
Geomorphic cycie 
Geomorphology 
Geophagous 


265 


350 
254 
255 

255 

256 

116, 287 

Geophyta bulbosa 74 

Geophyta rhyzomatosa 


257 
139 
232 
86 


Geophyte 
Geosere 
Geotaxis 
Geotropism 
Geovore 256 
Geoxene 44, 287, 
Germinability 315 
Germination 315 
Gerontomorphosis 
Ghorizon 146 
Gibbon 73 
Girdling 61, 366, 413 
Glacial age 329 
—deposist 331 
=== Orit | eal 
— erosion 331 
アイ 
ーー- ake schol 
— landform 
—moraine 331 
—relic 329,330 
ーー staircase: .. ais) 
— stairway 331 
ーー step 331 
— striae - 329 
—til 331 


329 


205 


266 


123 


Gra 435 


—trough 331 
Glaciation 329 
Glacier 329 
Glancing angle 
Glaze '..21 
Gleason 53, 88, 172 
Gleihorizon 146 
Gleization 86 
Gley horizon _ 87, 146 
—podzol 87 
—soil 87 
Gleysol 87 
Glinka 43, 296 
Global Atmospheric Research 
Program 215 
Globigerina ooze 
Gloger’s rule 89 
Gnarled 366 
Gnotobiotic culture 
Goethe 348 
Goldschmidt 
Gompertz 124 
—— curve , 24 
Gondwanaland 124 
Gorczynski 122, 301 
Gorilla 122 
Gradation 223, 241 
Gradient 95,119 
— analysis 57 
Graftage 267 
Grafting 267 
Gottweiger subinterglacial 
period 97 
Grain size 401 
— size distribution of soil 
288 


142 


386 


309 
168 


55 
55 


Gramineous 
Graminivorous 
Graminoid 87 
Gram’s stain 87 
Granularity 401 
Granular variation of soil 
288 
Grass 55 
Grasse 88, 367 
Grass fen 230 
—— growing 
ー- heath 
Grassland 228, 273 
—climate | 228 
— community 
— ecology 
—ecosystem 228 
— improvement 232 
— indicator 232,357 
—management 232 


85 
233 


228 
228 


436 Gra 


Grasslike plant 55 
Grassmoor 233 
—savanna 233 
— tundra 233 
Gravel 289, 408 
—eulture 408 
Gravelly soil 408 
Gravitational water 
Gravity dum 164 
Gray-brown podzolic soil 


53, 164 


312 
Grazer 88 
Grazing 364 
—animal 364 
ーーcapacity 357 
— food chain 
201, 341, 360 
—forest 364 
—height 126 
—herbivore 88 
— indicator 357, 364 
— preference 229 
—rate 127 
Greater ape 376 
Great ice age 241 
—soil group 240 
Green area 402 


—pbelt 402 
—feed 402 
—fodder 402 


Greenhouse effect 36 

Green manure 402 
—manurecrop 402 
—revolution 373 


—snow 385, 402 
Greeting behaviour 
1, 189, 388 
Gregarious 89 
—animal 89 
—habit 90 
— insect 157 


Gregariousness 89 

Gregarious parasitism 244 
—phase 89 

Grey desert soil 311 
—forestsoil 311 

Grid system 109 


Griesebach 88,171, 294 
Grinnell 45 
Grooming 96, 189 


ーーbehaviour 388 
Gross primary production 


28 

ー- primary productivity 
204, 226 
— production 209, 230 


— production rate 230 
ーー reproduction rate 
229 
Ground cover 258 
—fire 188 
—-livinganimal 158 
Ground moraine 271 
—-nesting 257 
—shrub 363 
— vegetation 258 
ーー water podsol soil 
254 
ーーwaterrunoff 254 
ーーwatertable 254 
Group 88, 160 
—effect 88 
—hunting 160 
—selection 91 
=e ° HO 
Growing period 
—point 207 
—season 24,197 
—stock 401 
Growth analysis 207 
—hband 207, 264 
ーーcurve 207 
—efficiency 207 
"factor ~ 207, 315 
=~ force” 87 — 
— form 197 
—habit 。 197 
Growthridge 308 
Growthperiod 24 
—rate 207 
—ring 207,308 
Grundform 348 
Guano 85 
Gulfweed 133 
Gully erosion 
Gunz 241 
— glacial period 76 
—— -Mindel interglacial 
period 77 
Gustiness 51 
Guttation 14,312 
Guyot 40 
Gymneosere 378 
Gynopara 135 
Gyttja 42 


24, 197 


55, 285 


y—_—_ 

Haberlandt 316 

Habit 159 

Habitat 1S O7OT9R, 19% 
201, 206, 300, 370, 378, 


400 
— diversity 400 
—factor 59,197 
— island 58,195, 205 
— isolation 

58, 196, 205 
—niche 27,196 
ーー preference 201 
— segregation 196, 205 
—selection 196, 201 
—vunit 115 
Habituation 297,317 

—method 317 


” Hackle 188 


Hadal zone 264 
Hadnata 123 
Hadopelagic zone 264 
Haeckel 203, 348, 351 
Haematochrome 2 
H(a)emocyanin 352 
H(a)emoglobin 352 
Hairy caterpillar 97 


Haldane 335, 341, 364 
Half bog soil 320 
ーー-desert 318 
—-leafmethod 392 
—v-shrub 318,320 
Halibacteria 44 
Halobion 44 


Halobiont 31 
Halocline 31 
Halomorphic soil 32 
Halophilic 101 
Halophilous plant 30 
Halophobous form 97 
Halophytic vegetation 30 
Haloplankton 41 
Halosere 30 
Hamada 321 
Hamlet (of man) 176 
Hammada 321 
Hammock 321 
ーーforest 321 
Hand-removal check method 
28: 
Hanging valley 46,98 
Haplometrosis 250 
Haptic 37] 
Haptotropism 86 
Hard-cushion formation 11 
Hardening 102 
—agent 102 
—oafsoil 102 
Hard grass 16 
Hardin 80 
Hardpan 119, 319, 395, 3¢ 


人 © A 


te gi 2 see 


Hard seed 
ーー water 
Hardwood 
— forest 
Hardy 394 
—crop 236 
Hardy-Weinberg 
—'slaw 316 
Harlow 242 
Harmonic biota 265 
—lake type 265 
—mean 350 
Harvesting 154 
Harvest method 154, 268 
— method of measuring 
primary production 154 
Harvey 218, 292 
Hatchability 336 
Hatchery 336 
Hatching success 
Hauptform 348 
Haustorium 74 
Hay 359 
— meadow 
Hayne 169 
Health 98 
— indicator 
Heart wood 
Heat balance 
— death 
— flux 306 
Heath 325 
— forest 
Heathland 
Heating soil 
Heat inhibition 
— island 
— resistance 
— summation 216 
ー-tolerance 306 
Heavier seeding 4 
Hedgerow 273 
Hediger 289 
Height class 
—eurve 157 
—ofleaf 389 
Hekistoplankton 351 
Heleocrene 148,177 
Hel(e)okrene 177 
Hel(e)oplankton 257 
Heliophilous 106 
Heliophobous 98 
—community 18 
Heliophyte 391 
Heliotherm 301 
Heliotropism 109 


109 
110 
107 
107 


289 


319 


359 


98 
184 
305 
305 


325 
325 
382 
102, 305 
283 
241, 306 


157, 244 


Hom 437 


Helocrene 
Hemera 


148, 
352 
Hemerophyte 
Hemicellulose 


Hemicryptophy te 


— climate 
Hemi-endobenthos 


Hemi-epiphyte 
Hemikryptophyta repentia 


Hemimetabola 
Hemiplankton 
Hemisaprophyte 
74 


Hemophagy 
Henderson 
Hensen 3 


Hepaticae-quotient 
Herbage dissection 
233 


Herb 
Herbaceous 
— layer 


— stratum 


58 
52 


85 


177 


181 
352 


320 


320 


320 
320 


33 
336 
269, 403 
321 


243 
357 


233 


— vegetation 


Herbage 
Herbarium 
Herbicide 
Herbivore 
Herbivorous 
— animal 
Herb layer 
Herbosa 
Herbst 
Herd 


85 


233 


233 


130 


176 


169, 


229 


169 
169, 229 
233 


228 
182 
376 


Hermaphroditism 


Hermatypic 
Herpetology 
Heterochore 


deposition 


ーー autochtonous deposition 


coral 


162 
230 


315 
11 


Heteroecious allochthonous 
12 


Heterogeneity 


Heterophyll 


Heterophylly 


Heterosis 


12 
337 


11 


131 


Heterotherm 1 


Heterotroph 


— bacteria 


ic 


— component 
— organism 


— strata 


Heterotroph 
H horizon 


11,17 


0 
160 


159, 248 


159, 282 
159, 248 


160 


ーー succession 


160 


282 


339 


Hibernaculum 


Hibernal 


280 


27 


Hibernal annual plant 27 
Hibernation 55, 293 
Hida glacial age 326 

— ice age 326 
Hiemifruticeta 
Hiemilignosa 22 
Hierarchy 174 
Highest density 
High grass 105 

—-moor 101,113 

ーー -moor soil 

101, 113, 272 
116 
76 

344 
370 

195 


22 


93 


— veld 
Hill belt 
Hillock 

ーー moss 
Hill planting 

— sowing 195 
Hilly zone 76,138 
Historia animalium 
Historical geology 

— plant geography 
History 144 
Hjort 393 
Hlayer 27 
Holarcic floral kingdom 225 

—region 225 
Holaretis 225 
Hold 92 
Holdfast 340 
Holeuryhaline 
Holism 224 
Holling 147 
Hollow 165 
Holocene 61 
Holocoen 203, 224 
Holocoenotic 204 

— environment 
Holometabola 62 
Holomictic lake 60 
Holoparasite 220 
Holopelagic 159 

ーーplankton 159 
Holophytic 62 
ーー 一 form 62 
Holoplankton 159 
Holoplanktonic 159 
Holo-rheotypic 64 
Holozoic 62 
Homeohydric plant 111 
Homeomorphic recurrence 

94 


325 
256 
408 


221 


204 


Homeostasis 364 

Homeotherm 269 8 
Homeothermalanimal 269 
Home range 117, 118, 364 


438 Hom 
Homing 39 Humidity 148 Hygrogram 140 
Hominidae 327, 364 Humid soil 148 Hygrograph 140 
Hominization 364 ‘ Humification 338 Hygrometer 148 
Homogamy 294 Humin 328, 338 Hygropetrica 148 
Homogeneity 83 Humivore 338 Hygrophilous 109 
Homoiohydric plant 111 Hummock 344 Hygrophorbium 271 
Homoiosmotic 110 — tundra 321 Hygrophyte 148 
—animal 270 Humulite 54,338 ‘Hygroscopic coefficient 75 
Homoiotherm 269 Humulith 54, 338 —water 75,340 
Homoiothermal animal 269 Humus 338, 345 Hygrothermograph 37 
Homoiothermic 117 —— carbonate soil Hyperbola 227 
Homoiothermy 269 339,409 Hyperboloid 227 
Homology 232, 346 ーーhorizon 339 Hypermetamorphosis 54 
Homoplasy 197 —lake 338 Hyperparasite 265 
Homo sapiens 364 —layer 339 Hyperparasitism 155 
Homostatic period 237,242 Hunter 165 Hyperplasia 48, 50, 230 
Honey feeding 371 —gatherer 126 Hyperplasis 98 
Hopkins 348, 363 Hunting 164 Hyperplasy 48,50, 230 
—’ bioclimatic law 363 —behaviour 164 Hypersaline water 263 
—’ coefficient of aggrega- Huntington 320 Hyperspace niche 245 
tion 348 Hurricane 317 Hypertonic 117 
—’ host selection principle Hutchinson 245, 367 Hypertrophy 326 . 
363 Huxley 68, 89, 231,406 Hypervolume niche 245 
Horde 16, 365 Hydathodal cell 312 Hyphalomyraplankton 69 
Horizontal distribution 192 —hair 312 Hypobion 49 
— migration 192 Hydathode 312 Hypobiose 49 
~—movement 192 Hydrarch succession 148 Hypogeal 254 
— precipitation 192 Hydration 193 Hypolimnion 184, 270 
— relative light intensity Hydrature 192 Hyponeuston 192 
192,231 Hydric 191 Hypoplankton 52 
— stratification 192 Hydrobiology 398 Hypoplasia 98, 99 
Horticulture 30, 362 Hydrochore 370 Hypoplasy 98, 99,315 
Hosokawa’sline 361 Hydroclimate 191 Hypotonic 272 
Host 68, 85, 156 Hydroclimograph 191 Hypsithermal period (interval) 
Hostility 274 Hydrogen-ion concentration aU 
Host-parasite interaction 68 19] Hypsometer 227 
—plant 68,156 Hydrogenous sediment 42 Hyther | 37 
— selection 69 Hydroid 327 Hythergraph 36 
— specificity 69 Hydrological cycle 193 
Hot desert 101 Hydrology 193 
—-springerganism 37 Hydrophilous 111 I 
Household 217 Hydrophyta adnata 259 IBP 1:104、302. 365. 
Housing 156 ——natantia 123, 259 Ice and snow belt 331 
Houghton 148 ーーradicantia 123, 259 — and snow zone 331] 
Howard 195 Hydrophyte 123,148,191 Iceberg 330 
Hue 140, 267, 368 Hydrophytic 261 Ice cap 329, 332 
Human community 121 Hydroponics 190, 370 —climate 23 
— disturbance 180 Hydrosere 148 — field 330, 342 
— ecology 188, 302 Hydrosphere 190 一 floe 342 
—ergology 188 Hydrostatic pressure 190 —period 329 
— population 182 ——skeleton 25 —sheet 331 
Humboldt 226, 294,348  Hydrotaxis 230 Ichnofossil 199 
Humic acid 338 Hydrotherm figure 36,37 Ichthyology 82 
—allophane soil 338 Hydrotropism 86 Ichthyovorous animal 79 
—gleisoil 338 Hydrozoa 327 ICSU 1,11.104 
Humidiherbosa 148 Hygrocole 62、148 Idiobiology 112 


Idiocladanthy 61 Incubation 17, 225, 364 Inflorescence 39 
Idioecology 112 Indefinite bud 341 Influent 23 
Idiothermal 281 Indehiscent fruit 350 ——species 23 
Idiotrophic 281 Independent term 282 Infrabathyal zone 54, 182 
Igapo 10 —variable 39 Infrafamilial 222 
igapu 10 Indeterminate plant 261 Infrahaline 269 
Igneous rock 50 Index fossil 330 Infralittoral zone 263 
Ignitionloss 152 — frequency 334 Infrared radiation 216 
IGY 1,104 ; — of dispersion 347 —rays 216 
IHD 1.104 ー- of diversity 239 Infrasocial 222 
Is-index 。 1 — of diversity of genus Ingestion 218, 219 
Illinoian glacial period 17 227 Imhalant current 302 
illinoian = 241 — of interspecific —stream 302 
川 umination (intensity) 177 correlation 155 Initial density 168 
Illuvial horizon 159 — of overlapping 155 — population 168 
中 viation 159 — of population trend —species 221 
llyotrophe 270 115 ーーstage 22] 
Imago 62, 202, 336 —of similarity 406 Injurious insect 42 
Imanishi 195, 196 ; — of similarity between Inland water 297, 398 
Imbatba 18 communities 406 Innate releasing mechanism 
Imitation 381 —species 142,149 208 
Immature fish 371 Indicator 142 Inner sublittoral zone 263 
— individual 37] ーーplant 149 Input 335 
—soil 37) —value 149 Inquiline 195 
—stage 371 Indifferent plant 262 Inquilinism 296 
Immersed aquatic plant Indigenous 143, 290 Insect born virus 262 
266 »—‘flora“"""143 — gall 375 
Immigrant 16 —pest 290 Insecticidal check method 
Immigration 11, 16 —species 143 131 
ーーcurve 16,196 Indirect gradient analysis 57 Insecticide 131 
—rate . 196 Individual 113 ——resistance 13] 
Immunity 379 — characteristics 111 Insectivorous 260 
imperfectly density-dependent — density 116 ーーplant 171 
factor 62,336 — ecology 116 Insect parasite 69 
impermeable layer 341 ー- indentification method —pests 42 
Impervious layer 341 115 一 -pollination 262 
Importance value Individualistic concept — resistance 124, 240 
ITs, 232, 387 53, 82,88 一 -society 124 
Impoundment 182 Individuality 105,111 —vector 311 
Imprinting 47, 196 Individual recognition 116  Insightlearning 283 
Inaccessible forest 370 Induced enzyme 273 Insolation 301 
Inbreeding 83 Inductive stochastics 190 Inspiratory current 302 
— species 83 — statistics 191 Instantaneous birth rate 166 
incest taboo 18 Industrial(ized) society 104 一 -deathrate 166 
—tabu 18 Industrial melanism ~ 104 —growthrate 166 
Incidental (species) 85 Industry organism 7) — mortality rate 166 
Incident light intensity Industrial melanism 104 Integrative factor(s) 283 
231 Infant 2 Integrated illumination 
Incipient species 243, 362 —deathrate 302 intensity 216 
Incised meander 225 — mortality 389 Interception of precipitation 
Incognita 17 — mortality rate 302 111 
Incoming radiational type Infauna 366 Instinct 365 
302 Infection 62 Instinctive behaviour 365 
Increaser 226 Infectious disease 277 Instinct vs. learning 365 
Increment borer 207 Infiltration 185 INTECOL 18 
ー of standingcrop 100 —apacity 186 Integrated control of insect 


440 Int 
pests 42 Intrazonal soil 63, 237 Isothermal line 279, 290 
Integrated illumination 216 Intrinsic factor 296 —map 279 
—eafamount 216 —rate ofincrease 128 Isotonic 290 
— temperature 216. —rate of natural increase Isthmus 255 
Intelligence 258 296 Ito 36 
Ynteraction 228, 230 Introgression 18 Iteroparity 87 
—term 228 Introgressive hybridization Iteroparous 87 
Interception of rainfall 111 186 IUCN 104 
— storage 359 Inulin 16 lvlev 17, 136,173 
Intercropping 60 Invader 186 Iwao 93 : 
Interference 60, 80 —species 186 Iwata . 222 ; 
Interflow 260 Invasion 186 
Interglacial period 64 Inverse 372 
Intergroup relation 89,160 一 - density-dependent factor J 
Intermediate host 260 372 JapanCurrent 89 
—rock 261 — stratification 73 Jarales 153 
—_, reen 40 Inversion of altitudinal zone Jardan 179 
Intermittent stream 59 191 Jaroisation 166 
Internal clock 240 -ion 10 Jarra-forest 153 
—environment 57,296 lonexchange 10 Jenny 176, 212 
' — parasitism 297 Ionic regulation 10 Jensen 64 
ーー wave 297 I.R.M. 208 Johansen 311 
International Association for lronage 275 Johnson trap 74, 179 
Ecology 18 ー-bacteria 275 Joint 219 
— Biological Programme ーーmottles 320 —family 47 
1,104 Irradiance 323 — occurrence 79 
— Counsil of Scientific Irreversible wilting point Jolly’s stochastic model 
Union 1 Phy Gees 23 179 
— Geophysical Year Irrigation 57,61 Jomon(ian) transgression ; 
1,104 Island shelf 150 178 
— Hydrologic Decade —slope 150 Jordan 179, 230 
1,104 Isobar 279 —’srule 179 
— Union for the Conserva- !sobaricmap 279, 290 Juday 314 > 
tion of Nature and Natural  !sobath 44 Jungle 153 
Resources 104 Isobathyic line 289 Jurassic period 163 
Interspecies population ll Isobiochore 289 Juvenile 119, 254, 391 
Interspecific 154 Isocies 12 —growth 390 
—— association 154,155 lsogram 279 
== competition 154 Isohalsine 279 
— cooperation 154 Isohyet 279 K 
— population 11, 123 Isolated culture 48 Kalloplankton 324 
—relation 154 Isolation 48 Kani 196 
Interstitial 59 —theory 48 Kansan 24] 
—animal 59 Isonephe 279 — glacial period 60 . 
—fauna 59 Isonome 29] K-Ar dating method 55 | 
Intertidalzone 263 Isophene 280 Karlson 208 
Interzonal plankton 342 Isophyte 282 Karpose 354, 355 
Intolerant species 211 Isopleth 290 Karroo 56 
—tree 390 —map 290 Katharobic 201 ; 
— tree forest 390 Isopoll 280 Katothermy 73 1 
—treestand 390 Isopollenline 280 Kawamura 56 
Intraspecies aggregation 162 Isostasy 254 Kd = 136 
Intraspecific 162 Isoterra 283 Kebir 54 
— competition 162 Isotheral 282 Kennedy 99 ' 1 
— cooperation 162 Isothere 282, 286 Kerner 97 | 
—society 158 Isotherm 279 Kettle depression 113 


Lev 441 
Key area 69 Lamina 390 — of regression 39 4 
— factor 71, 354 Lamp community 156 —oftolerance 241] 
— -factor analysis 354 Land amelioration 290 — of total effective 
— industry 71 —pbridge 399 temperature 386 
ー- industry organism — bridge hypothesis 242 Laxury absorption 207 
66, 71 —-capability class 290 Layer 41 
—stimulus 46 —form 398 — community 41 
Khor 408 — improvement 290 Layering 294 
Kinesis 72, 141, 376 — locked species 399 Layer society 42 
King 151 ; Landscape architecture 337 LCso 259 
Kingdom 255 Landscreep 143 LD 256 
3 Kin group 96, 185 Landslide 48, 143 EDso 256, 259 
‘Kinship 96 Land-use planning 290 LD。。 256 
Kira 4,133 —utilizationmap 290 Leachedhorizon 26,391 
Kirchner 90 Lang 22 Leaching 391 © 
Kiriya 93 —’srainfactor _ 396 Leader 399 
Kittredge 188 Lapilli 49 Leadership 399 
Klima and Boden 147 Lapse rate of temperature Leading dominant 162, 163 
Klinokinesis 72 66 | —dominant method 162 
Klinotaxis 86, 354 LAR 328 — fossil 330 
Klomp 80 Large sample theory 241 Leaf area 392 
Knapp 147,203 —-scale factor 237 —areadensity 391, 392 
Knee root 148 a —areaduration 391 
Knephoplankton 17 62, 336, 391, 392,412 —areaindex 392 
Koch 262 Larvalinstar 407 —arearatio 328 
—'spostulate 117 — plankton 391 — arrangement 390 
Kokei fertilizer 105  — settlement 272 —hblade 390 
Kollaplankton 307 Larvanet 255 —hbud 389 
Komai 228 Larviparity 239 —density 391,392 
Konide 119 Larviposition 135 —fall 394 
Koppen 2, 5, 37, 171 Late glacial period 320 —height 389 
- —~’s climatic province 96 Latentinfection 221 —layer 391 
Kostitzin 111- —learming 221 Leafmold 400 
Krill 376 — period 223 Leaf scar 389 
Kroptkin 229 Lateral bud 227, 412 —sizeclass 389,392 
Krummholtz 412 —moraine 227,331 — succulent 247 
Krummholz - 107 —root 227 ーー (weight) density 
K selection 97 Laterite 117,395 | 392, 393 
Kstrategy 96 Lateriticcrust 395,396 ーー weightratio 390 
Kumpan 91 —soil 396 Leanea 268 
Kuroshio Current 89 Lateri(ti)zation 396 Leaner 268 
Latitudinal zonation 16 Learning 47,196 
Latosol 395, 396 Least-squares method 127 
L—————_- Laucustrine deposit 112 Lecithotrophic 396 
Laboratory experiment 382 Laurelforest 178 Leguminous plant 367 
— population 147 —forestzone 179 Len(e)tic 201 
Lack 14, 395,145 Laurifruticeta 179 Lenific 201 
LAD 391 Laurilignosa 178 Leptophyll 179, 392 
Lagoon 175, 190, 216 Lawn 149 Leslise 134 
Lagtime 253 Law of constant final yield Lesser ape 376 
LAI 392,403 126 Lethal dosage 256 
Lake slope 120 — of geminate species —high temperature 256 
—type 109,110 230 Level bottom 351 
Lamarck 181] —ofminimum 127,241 Levelling 190 
Lamarckism 396 — of non-specialized 327 Level of integration 
Lambert-Beer'slaw 397 —seroig ee 283, 385 


442 Lev 
Level of organization 
— surveying 190 
Ley 176 
Lf 246 
Lhorizon 29 
Liana 268, 293 
Lianoid 268 
Lichen bog 253 
—heath 253 
——-quotient 253 
— tundra 253, 268 
Liebig 127 
Life cycle 197, 198 
/ — cycle of species 
—expectancy 71 
—-form 197,210 
— -form spectrum 
—habit 198 
—history 198 
— process 129 
—span (163 
—system 197 
—table 214 
—azone 198, 214 
Light adaptation 378 
— and dark bottle method 
378 
— and dark bottle method 
of estimating primary 
production 378 
— compass reaction 107 
— extinction coefficient 
" 74, 397 


162 


197 


factor 923 
— germination 
— in@ensity 
— inhibition 

. — injury 
—minimum 127 
—organ 213 
—— peneration 
—plant 391 
ーー requirement 
—respiration 323,378 
—saturation 120 . 
—trap 294, 384, 387 

Lignification 380 

Lignin 398 

Lignite 53 

Lignosa 165 

Lime-constant association 


119 
177 
79 
79 


323 


157 


218 
113, 217 
218 


— plant 
— requirement 
Limestone 217 
Limiting concentration 


283 — 


_ Litter 


11, 97 
— factor 100,199 
Limit of tolerance 241 
Limnetic zone 398 
Limnimeter 190 
Limnocrene 257 
Limnology 109 
Limnoplankton 
Lincoln index 
Lindeman 
—’s ratio 
Line 95 
Lineage 94, 400 
Linear factor 221 
ーー leaf 223 
ーーregression 39 
Line culture 408 
—— interception method 
222 
223 
222 


110, 257 
403 
25, 406 
404 


— strip method 

—— transect method 
Linnean species 404 
Liptocoenosis 。 11 
Liquid fertilizer 25 
List quadrat 399 

ーー quadrat method 
Lithofacies 239 
Lithogenous sediment 
Lithophyte 61 
Lithophytic 62 
Lithosere 61 
Lithosol 106 
Lithosphere 60 
Lithotrophy 375 
394, 399 

—feeder 399° 

ーーhorizon 395,399 

—layer 395,399 

—meadow 140 

— size ・ 14,327,395 

—supply 394 

—trap 394,399 
Little ice age 178 
Littoral belt 30 

—pbenthos 30 

— fauna 398 

— forest 39 

—region 30 

—system 220 

— zone 


399 
42 


1, 30, 263, 398 
Littorideserta 39,43 
Livestock . 52 

— farming 357 
Live-trap 11, 294 
Living 385 


182 
79. 


— fossil 
ーー together 
Llano 396 
Lloyd 350 
Loam 177,339, 411 
Local association 253 
ーーbreed 258 
—climate 168 
—— endemic species 
—group 253 
Locality 137 
Local race 258 
—vvariety 258 
Lociation 410 
Locies 410 
Locomotion 
—ofman 327 
—patten 314 
Locomotor function 
Locust 11,118 
—plague 126 
Loeb 277 
Loess 35,339, 408 
Logarithmic graph 239 
— series distribution 
239, 341 
Logistic curve 26, 410 
—equation 410 
Log-normal distribution 239 
Lone male 234,327 
Long-day plant 263 
ーー -day treatment 
Longevity 163 
Longitudinal valley 
Long-rod 59 
Loop like 148 
Lorenz 47, 74,91, 117, 
196, 208, 273, 411 
Loss by death and fallout 
150 
152 


78 


16 


16 


264 
157 


— -on-ignition 
Lotic . 289 

—environment 401 
Lotka 20,111, 410 

— -Volterra equation 410 
Love song 129 
Lowest density 93, 234 
Low-humic glai soil 178 

— -humic gley soil 178 
Lowland meadow 272 
Low moor 269, 271 

—soil 269, 271, 272 
Low thinning 51 
Ludi 165 
Luminous organism 
Lunar cycle 96,97 


315 


— periodicity 


ーー periodism 


— phenomenon 


96 
96 


ーー reproductive cycle 


ー-rhythm 96 


Lundegardh 
Lutz 
LWR 
Lyell 
Lyman 
Lysimeter 
Lysis 


MAB 
MacArthur 


Macchia 
Macchie 
Macrobenth 
Macrobiota 


335 
390 
197, 394 

182 


147, 215, 


394 


389 


7。97。 193,159, 


OS 


a eg 


96 


97 
406 


195, 245, 367 
366 
122 


33 


33, 212 


Macroclimate 


Macroconsumer 


Macroeleme 


nt 


Macroevolution 


Macrofauna 


Macronutrient 


Macrophyll 


237 
33 
248 
238 
287 
248 


34, 392 


Macrophyllous 


Macrophyte 


34 
33, 191 


Macrophytoplankton 


Macroplank 


ton 


34 


Macropterous form 


Macrospecies 
Macrotherm 


— plant 
Magic 
Magma 


33 


250, 263 


245 
306 


306 


158 
366 


Magnetic pole 
157, 263 


Main root 
— stem 


1 


140 
54, 156 


Maintenance activities 
— behaviour 

Major element 
— habitat 

Malacology 298 


Malee 
Male group 


367 


11 
248 
378 


34 


Mallee scrub 
Malnutrition 
Malodorous substance 


Malthus 


368 


367 
25 


ll 


2 


Malthusian distribution 368 
—doctrine 368 
—parameter 368 

Mammal damage 153 

Man 327 
— and Biosphare 
Programme 302, 367 

Mangrove 368 
— forest . 263 
— formation 

Manjidani flora 368 

Man-made climate 180 
—— -made environment 180 


368 


—  -made forest 184 
— -madehabitat 146 
—-modified 180 
Mentle 368 
—community 368 
Manure 333 
Manuring effect 324 


Map of potential natural 
vegetation 221] 
Mapping of vegetation 
Maquis 366 
Margalef 153, 368 
—’s model of succession 368 
Marginal community 163 
— distribution 163 
—habitat 163 
—plateau 398 
Marine 40, 44 
— (algae) vegetation 
—bacteria 44 
—hbiota 44 
—deposit 41 
—erosion 41 
— formation 41 
—humus 42 
— macrophyte 
—ooze 44 
— organisms 
— palynology 44 
—sediment 41] 
—— sediment profile 
—snow 41 
ーー succession 
—water 41 
ーーzZonation 44 
Maritime forest 39 
— vegetation 39 
Mark-and-releace method 


170 


4] 


33 


31 


44 
Ad 


330 

ーー -and-recapture method 
68, 330 
Marked individual 67, 330 


Marking 265 


Mea 443 


74, 366 
330, 366 


— behaviour 
— method 
Marriage 96 

—cohort 120 
Marsh 148, 177, 190 
Mass breeding 243 

—effect 367 

— elevation effect 

—emigration 12 
Massif 237 
Mass immigration 

— physiology 

— production 

— provisioning 

—rearing 243 
Masturbation 367 
Maternal behaviour 
Material budget 340 

—eulture 340 
Mathematical modeling 
Mating 74,319 

— behaviour 

ーー season 
Matriarchy 
Maturation 
Mature tree 214 
Maturing 200 
Maximum annual sustained 

yield 128 

— effective temperature 
385 
274 


134 


160 
161 
243 

243 


184 


193 


119, 312 
160 
358 
283 


— equilibrium yield 

—height 128 

—logevity 128 

— permissible dose 

— steady yield 274 

ーー survival temperature 
202 


128 


— sustained yield 
— temperature 126 
—treeheight 128 
— water holding capacity 
128 . 
Mayr 293 - 
McClendon 
McDougall 
Meadow 
— soil 
ーー -steppe 
Mean 350 
— annual uptake 
—area 350 
— crowding 350 
ーー crowding-mean density 
method 350 
Meander 245 


182 
381 
128, 177 

148 
228 


308 


444 IMea 


Mean expectation of life 
—value 350 

Measure pole 227 
— of interspecific 
association 154 

Meat extract 299 


71 


Mechanical analysis (of soil) 


66, 


— composition of soil 


287, 288, 


Mechanism 199 


Medial moraine 262, 3 


288 
289 
31 


Median lethal concentration 


— lethal dosage 
— tolerance limit 
Mediasilicic rock 261 
Medical ecology 25 
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Mesolittoral zone 
Mesopelagic zone 
Mesophanerophyte 
Mesophile 116, 259 
Mesophyll 391,392 
Mesophyllous 260 
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tion 137 
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Munsell color chart 368 Naturalists 314 Nektobenthos 384 
Murray 393 Naturalized plant 66 Nekton 305, 352, 384 
Muskeg 146, 148 Natural landscape 144 Nektonic 384 
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— decrease of population Necton 305、384 ーー community 
183 Needham 300 productivity 91, 204 
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Passeres 378 
Passerine birds 
Passive adaptation 
— dispersal 
Pasteur 314 
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349 —snowbelt 113 Photometric titration 118 
' Pelvic thrust 119 —snowline 113 Photoperiod © 109 
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Peneplain 167 Personality 111 = Photoperiodism 109 
Percentage absence 337 Pessimum 126 Photophilous 106 
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Periodic annual increment Phanerophyta herbacea 229 Phototaxsis 228 
66 一 -immerse 368 Phototroph 323 . 
ーー 一 change 156 —scandentia 293 Phototrophie 45 
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Perissodactyla 387 Phenotype 330 Physiographic climax 258 
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ー-stone 29] 
Stereotropism 86 
Stereotypic behaviour 
Sterile 341 
—— -male method 
Sterohydric 111 
Sticky trap 294, 307 
Stiltroot 141, 146 
Stimulus-response chain 
Stochastic model 380 


270 
273 


60 


253 


269 
341 


141 


Storage of food 


380 
190, 191 
48 


—— processes 
Stochastics 
Stochastic variable 
Stock 274,305 
Stocker 187 
Stock farming 
Stocking rate 
Stolon 363 
Stoloniferous plant 
Stoma 67 
Stomach analysis 16 
— contents analysis 
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Subordinate 166, 384, 408 
—species 160, 408 
— tree 52,408 
Subordination 408 


398 


191 


42 


337 


Subplot 177, 337 
Subpolar convergence 
—region 2 
—zone 2- 
Sub-saline pool 
Subsere 300 
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